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刊行のことば
　ζの辞典は，沖縄の首里地方の語を集めたものである。沖縄のことば
は，いうまでもなく，H本語に属するものであって，日本語の一方言と
見るべきものである。沖縄のことばについては，すでに各種の研究があ
り，語を集めたものとしては，八重山地方に関する入重山語彙（宮良当
駅氏）などすぐれたものがある。本辞典で取り上げた首里地方のことば
は，沖縄ことばの標準と仰がれて来た言語であるばかりでなく，文献と
して残っている沖縄ことばと深い繋がりを持…つものである。
　国立国語研究所がこの「沖縄語辞典」の編集を討画したのは，研究所
：創設当初であった。その当時，研究所には，外部の人に調査研究を委託
する委託研究費があり，評議員の柳田国男氏から，島袋盛敏氏の首里語
：研究を推薦された。こうして，島袋氏の手によって辞典の稿本が作られ
．たが，研究所では，さらに地方言語研究室でこれを蘭語学的に検討する
，こととし，全面的に書き改めて，解説・索引等を加えた。
　本辞典は，実際に首里語を使用した人が内省によって記述したものを
，基とし，それに研究者が客観的な学問的考察を加えたものである◎使用
・者と研究者との協力によって作られた辞典というところに大きな特色が
あると思う。
　なお，この研究を行なう間に，首里出身者として，島袋盛敏氏のほか
・に，その夫人，ならびに比嘉春潮琉などに一協力していただいた。また，
当研究所の評議員の東大教授服部四郎博士に，言語学上の摺餌を仰い
充。ここに心からのお礼を申し述べたい。ただ，この辞典が成立するも
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とを露かれた纏田国男氏の生前にこの辞典を完成できなかったことは，
まことに心残りである。
　本書の編集に関して，この十年絶えず尽力し七来たのは第一研究部
の地方言語研究室であり，中でも上村幸雄が主たる担当者として力を傾
けたことを記しておく。
　昭和38年3月
　　　　　　　　　　　　　　　　潔立国語研究所長岩淵悦太躯
2
?
次
刊行のことば
編集経過の概要……一一
解説篇……・…・・……一
本文篇（沖縄首里方言辞典）…
索引篇（標準語引き）………一
付録（勉名一覧など）…一・
・…P　一一　7
　・・9　一一　86
…87　t－t　607
・・U09　一一　816
”・W17　”一　854
編集経過の概要
　この辞典は，初め禺袋盛敏浅が収集した資料をもとにしている。
　本書の標題で沖縄語と呼んだものは，琉球方雷の中心的位置にある首里方言（琉球
：方言の中の沖縄南部方言に属する）をさす。
1　轟袋盛敏氏の資料収集と研究
　島袋盛敏氏は，首藥繊身の琉球研究家で，特に琉球文学，琉球芸能の研究が専門
である。氏は1890年に首里の西之平等久場川に生まれ，幼少年時代を同じく首里の
南風之平等当蔵で過ごし，青年時代の初めは，同じく南風之平等大中で過ごした。
両親とも首墾出身の生粋の首里人である。首里の沖縄舗範学校を卒業後，沖縄本島．
の国頭，中頭，那覇などで小学校教員を勤め，中等教員の資格を取得したのち1931
年東京に居を移し，成城学園女学校で漢文を教えるかたわら，郷土琉球の文学。芸
能を研究した。1952年に成城豪園を退職したのちは，琉球文学，琉球芸能の研究に
専念し，親在なお，横浜で研究を続けている。著書には「遣老潮干」（1935），「琉斑
の罠謡と舞踊」（琉球芸能全集の勾1956）その他がある。
　践は，故柳田麗男，故伊波普猷，また，琉球史家の比嘉春潮氏らの勧めもあっ
て，自身の言語である首里暴露の辞典を編集することを思いたち，たまたま1947
隼に文部雀の科学研究費（共同研究古鐘「日本民族に近接せる諸民族の言語及び文化
等の研究」，代表者島村孝三郎ジ島袋氏撞当題霞「琉球首里語」）を受けたのを機に，
その仕事にとりかかった。
　首里方言は琉球方言の標準語ともいえる位置にあった方言で，国語学・方言学そ
の他の観点から見てきわめて価値のある方言であるが，その本：格的な辞典というも
のはこれまでにまったくなかった。氏は自身の語彙をはじめ，夫人とし氏（1892年
生まれ，首里出身）の語彙，当時まだ健在であった夫人の母堂国頭ツル氏（1863年～
1947隼）そのほかの人びとの語彙を収集した。首里方醤は，廃藩による身分制の撤
廃，普通教育による標準語の普及，近隣の那覇市の発展，第二次大戦による戦禍な
どの著しい裡会変動のため，明治の中ごろまでの比較的純粋な形は今日ではほとん
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ど聞くことができないと言われる。したがって，もし島袋氏の仕事がなかったなら
ば，明治以降の大きな変動を受ける以前の善里方言の語彙のかなりの部分がおそら
く永久に記録されなしlまま失なわれたであろう。また，氏が当時の教養ある階級で
ある首里の士族の家庭に生まれ，育ったこと，氏の育った家庭が廃藩当時の社会改
革に際して首里小面を支持する保守派に嘱したため，氏が進歩派士族や平民の揚合
よりもいっそう首里の旧来の習俗に親しみつつ育ったこと，氏が1931年以後東京
に移り臨んだためにかえって近年の首里方言の変化をこうむらずにすんだこと，両
親，夫人とも首里出身であったことなどは，氏の首里方言の純粋さを保つ上で有利
であったといえよ5。
　たまたま国立口語研究所が1948隼に創設された際，評議員の柳田国男が研究所
の委託研究の対象として島袋氏の研究を推薦し，概究所は，昭和23年度・24年度
の爾年度にわたって羅袋盛敏氏に研究を委託した。島袋氏は，昭和25年度には研
究所に非常勤職員として勤務して，昭和26隼（1951年）3月に見出し語1万2千以
上，原稿用紙（400字）で1856枚に及ぶ稿本を完成した。
2　国立国語研究所が行なった珊究と作粟
　繊国翻究所地方言語研究劉ま昭和28年度（1953年）にごρ聯こに国語学上の
検討と補正を加え始め，以後，昭勲37隼（1962年）秋までに，氏の稿本を新しく出
、版のための原稿の形に書き改めるとともに，およそ次の研究と作業とを行なった。
（工）　首里方言の音声。アクセントの観察と，表記の音韻表詑化，配列順の変更
　　島袋氏の稿本の首里方書は，氏自身が工夫した片仮名式表記法（48～49ページ
　および93～98ページ参照）によって書かれ，また，アグセン‘トは記入されていな
　かった。そこで，表記を音韻表寵に改め，かつ見出し語にアクーiントを記入する
　ために，首里方言の音声とアクセントの観察と，その音翠表記確立のための研究
　　どを行なった。この観察と研究は，当時国立国語研究所評議員で昂った服部四郊
　東大教授の指導と協力を得て行なった。小調論考は，主として島袋氏および比蝿
　春潮氏であったが，そのほか東京に在住の故堀江朝助（1881年生まれ，IH貴族。
　　もと貴族院議員），譜久山朝憲（1932年生まれ，旧貴族），仲田秋一（1931年生ま
　れ，IN士族）の厳氏の発音も観察した。三珪とも両親？本人と、も首塁生まれ，首
、　里育ちであり，あとの二面の発音の観察は，・若い世代の発音を知るた顔に行なつ
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　たものである。
　　比慕春潮氏は1883年首里士族の家庭に生まれた。両親とも首里出身であるが，
　門口（首里の真和志之平等山月1生まれ）が首里近郊の西原で役職にあったために，
　宙身は17歳まで西原で育った。1906年に首里の沖縄廉範学校を卒業してから，
　二三その他で小学校教員，狡長などを勤め，1933年以後は東京で出版業その他に
　従事するかたわら，琉球の歴史の観究に没頭した。1961年4月以来ハワイ大学東
　西センターに客員教授として招かれ，現在（1962年）もホノルルで三三中である。
　著書「沖縄の歴史」（1959）のほか，論文多数がある。
　　氏からは，音声・アクセントの観察ばかりでなく，島袋氏の健康上の理由によ
　り，以下述べる（2），（3），（5），（6）の仕事についても被調査者として協力を
　いただいた。氏は氏自身の研究の時間をさいて被調査者としてたびたび鷹立国語
　概究所や東大言語学研究室に出向き，また数十圏に及ぶ国立羅語研究所員の訪問
　を受けた。氏が西原で育った点で，首里方書の被調査者としての条件は完全とい
　いにくいが，氏の首里方言は，島袋氏のそれときわめて多くの点で一致するもので
　あった。また，島袋氏は夫人の母堂その他女性の語彙も収集したため，島袋氏の
　稿本には女性の使っていた語がよく集められているが，これに対し三三氏は，島
　袋氏より7歳隼長でもあり，また尊父と暮らした期間が旧かったためか，士族男
　性の使5語をよく記憶されていた轟でも好都合であった。いつも客観的な態度で
自身の醤語を内省し・主観的な解釈をまじえた報告をしない点で・氏はわれわれ
　にとって苫里方轡のこの上ない被調査考であった。
　　以上の調査に基づいて，島袋氏の稿本の見出し語と例文のすべてを音韻表記に
　改め，また，見出し語のすべてにアクセント認号を付した。そしてその結果をい
　ちいちの見出し語について一部は農袋氏について，他は比嘉氏について誤りがな
　いかどうか確かめた。
　　また，島袋氏の稿本では，見出し語が片仮名表記によって五十音順に配列され
　ていたが，書き改めた原稿では，U一マ字による音韻表謁としたので，当然見繊
　し語はアルファベット順の特写となった。
（2）意味の説明の精密化と用例の補充，鋤詞の活用の種類の記入
　　島袋氏の稿本には・首里の習僻●芸能などに署する説明が豊町に入丸ら、れてい
　たが，一方説明が簡単に過ぎる項農や，記述が意味の説明なのか，頬応語なのか，
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　または首里方言の漢字表詑なのかがはっきりしない項Hもかなり見いだされた。
　これらについては，はじめ島袋氏に，のちに比嘉氏に一つ一つ尋ねて疑問を解
　き，競漕を書き改めた。また，これらについてはできるだけ用例を加えてヅその
語の用法がわかるようにした。一一方，見畠し語の意昧や用法に関係めない長い説
　明は，縮めたり，割愛したり，他の適当な見出し語のところに移したりした。
　　このような疑問項目の処理や絹例の補充のために，鶴袋氏および比嘉氏と会見
　を璽ねることが数十回（おそらく百睡以上）に及んだが，その時間の5ちに質問し
　て処理し得た項貝の数は限られたものであり，鳥見幽し語に及ぶことはできな
かった。したがって，不本意ながら，すべての見出し語に用例を付けることはで
　きなかったし，また，意味の説明も，単に標準語の類義語・同義語を，もとの稿
　塞のままいくつかあげるにとどまった項目が相当数残った。
　　また，島袋氏の稿本では，動詞の見出し語に血合の認入がなかったが，あらた
　に，比嘉氏についてすべての勤詞の見出し語についてその活用の種類を調査し，
　これを見出し語ごとに記入した。
（3）　見出し語の整理と補充
　　まず，見出し語としてあげるものの規準を一定にした。すなわち，畠袋氏の稿
　本で，同一と思われる語で諮義の異なるごとに瑚の見娼し語となっていたもの，
　熟語（イディオム）を作るごとに溺の見出し語となっていたものは，それぞれ一つ
　の見出し語にまとめた。一方，複合語で，見鳩し語としてあげてないが用例とし
　てあげてあるものは，あらたに見出し語として出した。また，少数の複合語の成
　分として用いられるが単語ではないものが単語として見出し語となっていた揚合
　は，見出し語から除き，その複合語を見畠し語とした。また，多くの複合語に含
　まれている接頭辞や接尾辞などで見出し語にないものは，（接頭），（接尾）などの
　注記を付けて見出し語に出した。そして島袋浅の潮汁にあった見出し語が単語
　（複合語を含む）であるか，接頭的な，または接尾的な成分であるか，あるいは二二
　単語以上からなるイディオムであるかを調べ，その区別を明らかにした。
　　つぎに，島袋氏の稿本では，一部の見出し語を除き，組踊り・琉歌などに用い
　られる文語，巳常用いられる口語，明治以降の新語，ほとんど用いられなくなつ
　た古語などの区劉に関する注詑がなかったが，できるかぎりこのような注記を施
　すようにした。
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　また，（2）に述べた疑問項目の処理などの調査を比嘉氏について行なった過程
で，島袋氏の稿本に収録されていない単語をかなり見いだしたので，それら屯必
要と思われる屯のは見出し語に加えることとした。その結果，見出し語の数は
　2～3千程度増加したものと愚われる。どのようなものを見出し語として加えた
かは大体次の規準による。
（i）　島袋民，比慕氏の幼年時代から青年時代にかけて首里で使われていたと思
　われる単語はできるだけ収録する。当時，一部の老人しか使わないなど，まれ
　にしか聞かれなくなっていたと思われる単語も，島袋氏または比嘉氏の記憶に
　　あるものは収録する。　　　　　　　　　　　　　・
（ii）　口語では用いられないが，組踊り・琉歌などで用いられ，当時の人々が
　知っていたと思われる単語は，島袋氏の稿本にもすでに相当数含まれているの
　　で，例文の中などで用いられているものは収録する。
（iii）　明治以降，現代までに標準語からの懲用によって生じたことが明らかな嚢
　語は，収録すると際限がないし，島袋氏の稿本にもないので，収録しない。標
　準語の大部分の単語は，新語としてなら首里方言の会話の中に混入させて使う
　　ことができるからである。ただし，明治または大正時代に一時的に新造され，
　　あるいは借用された新語で，その後は用いられなくなった単語は，文化史的に
　　も興味があるので，収録する。たとえば，ciNcoo⑪（県庁）とか，島袋氏の稿
　　本にもあった？agihwiigurumaa①（陸の火車の意。おか蒸気。汽車のこと），
　kaagaaudui⑪（影踊りの意。映画のこと）などのよ5な藷は収録するが，これ
　　に対し，kiNcoo（県庁），　kisja（汽車），，eiga（映画）などのような語は収録し
　　ない。
　　　また，明治以降標準語から借用された新語であるか，在来から首里方晋で用
　　いられていた語であるかが，島袋氏，比嘉氏の記憶によっても不確かなものは，
　　収録する。
　（iv）　地名は島袋氏の稿本にほとんどなかったが，付録の地名要覧を参照すると
　　い5形式で，その主要なものを取文にも首里方書の発音に従って収録する。
（4）　標準語引き索引の作成
　　辞典（副文篇）の利用価値を大きくするために，標準語引きによる索引（索引篇）
　を作成した。索引は五十音順による小項目式にした。大項巨式や意味分類式で
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　は，索引にまた索引をつ爾る必要があり，玄た塞文の原稿からそれを作るのには
　困難が伴ったからである。
〈5）解説篇の執筆
　　琉球方誓の概観，首里方言の輪郭，首里方醤の音韻と表記法，首里方言の文法
　について，解説を紙たに作って解説傭とし，塞文編利用のための参考1と供した。
　ただし，文法については当初もっと全穀的な解説にする予定であっだが，そのた
　めの詳しい調査をする時間がなかったため，活用する語（動詞・形容詞・連詞）に
　ついての解説に，とどめた。また，いわゆる「助詞」については，当初，見出し語か
　ら除いて，ほかに用例集を付ける予定で調査をあとに延ばしていたが，それを果
　たさなかったため，簡単な説明のみで塞文編の中で扱う結果となった。
く6）　地名一覧（付録）の作成
　　琉球刻農の地名は漢字で書かれると読みにくいものが非常に多く，また最近ls．
　標準語式の読みかたに変わりつつあって，元来の発音が失iなわれつつある。そこ
　で，沖縄本島の地名を中心とし，他の島々，本土，外国までも含めた，首里方言
　による地名一覧を作成し，付録とした。そして，首里方言の発音（姥慕氏による）
　と漢字の標準語読みとの両方から検索できるよ5にし，ほかに地図数枚を作成し
　て添えた。
　　なお，以上の研究と作業のうち，（2）と（3）については，国立目語研究所年報
　8（昭和31隼度）にも述べた。そこには島袋氏の稿本と書き改めた原稿とを対比
　した例を示してある（ただし，そこにあげた書き敗めた旧稿の例の中には，その
　後さらに修正した箇所がある）。
3　協力者と撞当者
（1）島袋盛敏
　　前述のとおり本文篇に当たるもとの資料を集め，国立国語研究所の委託概究
　（昭和23・24年度）として，また，磁立国語研究所の非常勤職員（1951年1月か
　ら3月まで）として，本文篇のもとの稿本を完成した。
　　以後，国立国語研究所の研究の5ちの，葡述の（1）の大部分と，（2）と（3）の
　一回分について，研究齎の求めに応じて被調査者となった。崖版の運びになって
　からは，本文篇の校正刷りを通読して，研究所が行なった研究と作業の間に生じ
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　た記述の誤りを直し，比嘉氏について調べたことと島袋氏自身の言語と相違する
　点について指摘した。
〈2）　比嘉春潮
　　島袋氏および国立鼠語研究所の求めに応じて，鶴袋氏の稿本を通読し，稿本に
　加筆を行ない，また，研究所に鴛し，加筆または修正すべき箇厭について意見を
　述べた。また，園立国語研究所の求めに応じて，研究所の行なった前述の研究の
　5ち，（1）の一部分，（2），（3），（5）の大部分，（6）の全部について被調査者
　となった。
〈3）他の首里出身者
　　故伊江朝助，譜久山朝憲，仲田秋一の三三は国立国語二三所の前述の研究の
　（1）の一一小部分について，見里朝慶氏は（5）の謂査iの一小部分について，研究所
　の求めに応じて被調査者となった。
〈4）　服部四郎
　　三953年春から数か月の閲，東京大学文学部言語学研究室において島袋氏，比
　嘉氏の音声とアクセントの観察を行ない，首里方言の音素・アクセントの体系を
　明らかにして，研究所の行なった前述の（1）の研究を指導した。また，前述の
　（2）以下の仕事についても研究FXに回し，方法上の助書を行なった。
〈5）　国立国語研究所地方雷二三究室の室員
　　前述の本文篇を原稿に書き改めること，および，（1）から（6）までの研究と作
　業は，第6研究室（のちの第一二二部地方言語研究霊）が行なった。塞員上村幸雄
　が担当したが，ほかに，次の者が主として次のように協力した。霊長柴田武は音
　声とアクセントの観察を上村と共同で行なった。また，上村が書き改めた本文篇
　原稿の大部分と，解説篇の原稿とを通読し，上村に助言を行ない，また，索引篇
　の校正を行なった。室員徳JilSC賢は本文篇の校正剛りと索引篇の校正剛りとを通
　読して上村に助言した。同室の研究補助員白沢宏枝は柴田，上村，徳川とともに’
．校正を担当したほか，補助的な作業で上村を助けた。
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1琉球方言概説
1　名称と分布地域
　　　　1）　琉球方言とは，奄美・沖縄・宮古・入重山の四群島に分布する諸方言の総称であ
り，琉球語，沖縄語，南島方言などとも呼ばれる。
　その分布地域は，琉球と薩摩の閻で行なわれた追星戦争（1609）以前に琉球王朝が
支配していた地域と一致する。奄美群島は慶長戦争以後，琉球王朝の支配を離れ
て，薩摩が直接支配するよ5になったが，現在の奄美群島の諸方言はやはり琉球方
醤に属する。奄美群島の北，土星綱列島の方慧については資料が乏しいが，語彙の
　　　　　2）断片的な資料から，九州方喬に属するものと推定される。種子島，屋久島，口永良
部島などの方言は明らかに九州：方言に属する。
2　本土方言との関係’
　琉球方誉は，話し手の数こそおよそ100万人に過ぎないが，北海道から九州まで
をおおう塞土方書と対立し，話し手約9千万人の本土方言とともに召本語を二分す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）る豊熟である。日本語が，方韻学霞まず本土方言と琉球方言の二つに分かれるこ
とは，今日ではすでに定説になったものといえる。両方言が祖語を岡じくするこ
とは，B．　H．　Chamberlain（1’850～1935），　E．Polivanov（1884？～1937），伊波普
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）猷（1876～1947）などの先学，服部四郎博士その他の人々の研究によって証明ずみ
であり，疑う余地がない。両方言の間には，音韻法劉に支持された，整然たる単語
の対応が見られる。
　しかし，両方言の差異はきわめて大きく，琉球方言に属するどの方言も，塞土の
どの方言ともまったく通じないほどである。琉球方言の分布する最：北端は奄美木嵩
本島の北端であるが，その北の海には大きな言語の谷が走っていると言えるのであ
る。
　琉球方言固有の特徴といえるもの，つまり琉球方言のすべてに共通し，本土方憲
には見られない事実を列挙するのは，研究の現状からしてむずかしいが，つぎに，
琉球方言の多くに共通し，本土方言にはないと思われういくつかの事実を，音韻・
文法。語彙のそれぞれについてあげてみよう。
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　まず音韻についてであるが，母音では，本土方言の短いeに対応する母音がi
（琉球方言の大部分），または一i（奄美大島黍島，’徳之島など）であること，本土方書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）の短い。に対応する母音がuであることがあげられる。子音の面では，先島（ただ
し与那国島を除⇔以外の地域のほとんどの方言で喉頭化をめぐる音韻的対立（母
音，半母音，鼻音に先立つ声門破裂音の有無による対立と破裂音・破擦音における
咽頭化無気有気の対立）が見出されることがまず注冒される。たとえば欝血方書
では，母音，半母音（」，W），音節主音的鼻音（N）の前で？（声門破裂音）と，（声門
破裂音のないこと）の音韻的対立があり，奄美大農本島の名瀬方器では，母音，半
母普（j，w），鼻音（m，　n）の前で同じように？と’の音韻的対立があるほか，τ〔t，〕：
t〔t‘〕，Z　｛｝〈，〕：k〔k‘〕，9　［tz］～〔t5〕：C〔ts〕～〔t∫〕という咽頭化無気音と有気音
の対立がある。つぎに，かなり多くの方書で標準語の語頭ハ行の子音に対応する音
が〔p〕または｛Φ〕であること，かなり多くの方言で標準語の語頭力行の子音に対応
する音が多数の語で［h］であり，そのことが〔p〕一→〔h〕という音韻変化を妨げる要
因として働いていることが注輿される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　文法の面では，活用する語の「終止形」と「連体形」の区風「已然形」と「仮定形（す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）なおち来然形）」との四丁が保存されていること，mに終わる「終止形jが相当多く
の下目に存在していること，またはその痕跡をとどめていることが注目される。終
止形の，このmという語羅はいわゆる陳述的機能をもつ（または，もった）もののよ
うで，標準語文語の「助動詞」の「む」との闘係が想定されるものである。本土諸方言
にはこのような語尾をもつ「終止形jは晃いだされない。’
　語彙の面では，日常的な基本語の中で，琉球各地の方言に見いだされ，かつその
対応形がいまのところ黍土方言に見当たらないものの代表的な例をあげれば，次の
ようなものがある。なお，例として出すのはすべて首里方欝の形である。
　tiida⑪［七だ3（〈＊teda）太陽　　kuuga⑪（〈＊koga）卵
　，wiki一（〈＊beke）男の（’wikiga⑨［ゑけが］男。．’wik圭i①［ゑけり］妹または姉から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）　　見た兄または弟）　　Qkwa①（＜＊kora？子等？）子　　？waa⑪豚
　gu學il（u⑪城
　M：orris　Swadeshが言語年代学のために設けた基礎語彙表の200項によって首
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）里・名瀬・鹿児島。東京の四方書間の一致率を調べると，次の表となる。
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陳一言睡鴨方司出方蓄
醒方剖 7e．g　1 ，2．2　1 84．　7
名瀬方司 ，，．o　1 72．2　1
鹿瀬高訓 85．i　i
　この結果に基づくと，第一に名瀬と鹿児島とはいずれも東京と首里の中圏に位置
するものではないこと，つまり十型と鹿児農，首里と名瀬とがそれぞれ一群（すな
わち末土方書と琉球方言と）をなすものであること，第二に名瀬と首里との差が東
京と鹿児玉との差に匹敵するほど大きく，したがって，あとで述べるよ5に，琉球
方壽内部の差も予土方言内部の差に匹敵するほど大きいものであることがわかる。
　両方言が，いつ，どこで，どのよ5に分岐して別々の方言となったかは明らかで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　le）ないが，分岐は少なくとも8雛紀以前に起こったろ5と判断される。その理由は，8
世紀の奈良の日本語よりも古いと思われる特徴が現在の琉球方言の一部に保存され
ているからである。今霞の宮古・八重山諸方言のbは塞土方言のwに，また，与那
職島方言のdは，本土方言の」（ヤ行の子音）にそれぞれ紺応ずるが，このbとdと
はそれぞれwと」よりも古い時代の音価を伝えているものと思われる。
　bの例（入璽由石垣市）
　　「わた（腸）」〔bada］，「ゑひ（酔）」［bi：〕，「みる（坐る）」〔b’iruN〕，「を（苧）」〔bu：〕
　dの例（与那国島祖納）
　　「や（屋）」〔da：〕，　「やむ（病む）」〔damuN〕，　「ゆ（湯）」〔du：〕，　「読む」〔dumUN〕
　また，語頭のハ行の子音は，8世紀の奈良ではすでに両唇摩擦音〔Φ〕になってい
たとされているが，喜界島の大部分，奄美大島本島北端の佐仁，与論島，沖縄本島
北部の多く，寓古・入重山の多くなど，多くの琉球方言が語頭のハ行子音に両唇破
裂音〔p〕を保存している。また，学部四郎博士によると，奄美大島本島の諸方言で
は，上代特殊仮名遣いにおける羅列の甲乙二類に対応する区Sljが一部不完全ながら
　　　　　　　11）保持されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　12）　こうして本土方言と琉球方言の分岐は8憬紀以前だと判断されるが，かと言って
分岐が紀元前数段隼以前にさかめぼるとはまず考えられない。両方言を比較してみ
ると，細部に至るまでよく似ておりジ本土に弥生：式文化が広まるはるか以前に分岐
した言語がこれほどよく似ているとは考えにくいのである。両方言の分岐はおそら
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）く紀元後あるいは紀元前の浅い世紀に起こったのであろう。しかし，両方言の分岐
と成立の歴史の解明は，まだ，今後の研究にまっところが大きいことはい5までも
ない。
　琉球方言と本土方言とが証本語の相対する＝：大方言であることに変わりないが，
現代の本‡方言の中では九州方言がもっとも琉球方言に近いもののように見受げら
れる。琉球諸方言における諸種のアクセントの型の統合のしかたは，九州方言にお
　　　　　　　　　　　　14）けるそれとよく似ている。文法ではたとえば主格の助詞「が」（首里一ga，熊本一ga）
と「の」（首里一nu，熊塞一no）の使い分けかた，形容調語幹に「さ」の付いた名詞の
用法［感嘆文の文宋に述語のようにして用いる用法や，rおとろしさする（こわがる，
熊本）」，？ut耀usja⑨sjUN①（こわがる，首里）などの，「する」とともに用いる用
法コなどがあげられる。語彙の類似は相当多数にのぼるものと思われるが，基ホ語
の中では，たとえば讐または看を意味する「ッバ」fスパ」（首里piba⑪），耕地を意
殊する「がル」（首里haru⑪）などがあげられよう。
　琉球方言と九州諸方欝とのこのような類似が，爾方言がそれぞれ琉球列島と九州
　とに定着して以後の，一方から催方への欝用による類似によってのみ起こったとは
＝考えられない。両方書の類似はもっと根の深いもののように見える。あるいは琉球
方言と本土方言と．の分岐後，前者が少なくとも九州で用いられ，現在の九州諸方言
の鍵層（substratum）の形成にあずかったとい5ようなことが考えられなくはな
「い。
　一：方，琉球方言の基層の形成に霞本語以外の何らかの書語，たとえば南方系の言
語があずかったかどうかについても，本土方則の揚合と創立に確実なことは何一つ
　わかっていない。そのような基層が見いだされないだろうという保証もむろん無い。
　　　　　　」5）　16）．台湾のアミ語のtsida・z（太陽），　sima（青）などは琉球方言のtiida⑪（太陽），學iba⑨
（香，唇）とよく似ているが，これをまったくの偶然の結果であるとか，偶然の結果
　でないとか断言するまでには研究が進んでいないのである。
二3　琉球方言の下位区分
　　琉球方書の下位方言相互の差異の大きいごとも，また注目に価する。たとえば，
奄美大島本嘉の名瀬方言，挿縄本島の首塁方言，宮古島の平良方言，入重山群島与
郷国島の祖納方言の四者は，相：互にまったく通じないほど相違している。大体，大
．きな島ごとにかなり大きな差異が見いだされるが，同じ島内でも，たとえば沖縄本島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　14
北部と南部のよ弓にかなり大きい差異が見られる揚合がある。また，同じ島の中で
は部落ごとにさまざまの小ざな差異が晃られるのが通例である。交通の不便さと，
それによる政治・経済などの発達の遅れがこのよ5な大きな差異を生み，保存させた
原因であろう。琉球方書内部の差異の大きさは，本土方言内部のそれの大きさに比
べてまさるとも劣るものではない。
　琉球方言の下位区分に関しては定説がないが，最近の諸概究の結果を総合すると，
　　　　　　　　　　　　　17）次のようになるかと考えられる。
　　　　　一奄美・沖縄方言群一
　　　　　1
疏球旛一i
　　　　　I
　　　　　l
　　　　　l一先島：方書群　　『
　　　　　L与那国島方言
　この分類は音韻上の観点（アクセン5を含む）を主とし，それに文法・語彙の観点
を加えて行なったものである。主要な点を述べれば，まず，奄美・沖縄方言群は，
語頭のワ行の子音にbが対応しない点，および動詞の「終止形」が「連用形」と「居り」
に対応する動詞との複合によって形成される点で先島方醤群から区別される。与那
畑島方書は語頭のヤ行の子音にdが対応する点で他の方言から区劉される。奄美・
沖縄方言群の内部では，奄美大島本島方言と徳之島方書とが本土方言の短い栂音e
に対応する茎を有する点で他の方言からまず区別され，次に，残りの方言中，喜界
島方醤，沖永良品鶏方言，与論島方言，沖縄北部方言が，「太」「毛jr風」などの一群
の語の語頭の力行の子音にhが対応する（その条件不明）点，語頭のハ行の子音の唇
管的性質（〔p〕〔Φ］）が比較的よく保たれている点で沖縄南部三二からも上記され，
　　　　　　　　　　　　　　　　　15
一喜界島方言
一一
t?大鵬旛［撫：鷺雲：
一徳之農方言
一沖欄島旛［護籍
一与論島方言
一沖縄北部方言（国頭方言）
一沖縄南部方言
　　　　　　　　　　一宮古：本島：方欝
一宮古群島方言一一一一伊良部島方言
　　　　　　　　　　一多良間島方言
一骨鋸山群農方言
奄美大島本島方毒および徳之島方書からも区別される。
　沖縄北部方言と沖縄南部方言との境界は旧国頭郡（山原地方）と旧中頭郡との境界
　　　　　　　　18）に等しいどされる。伊平屋・伊是名両島の方響と伊江鼎の方言とは北部方言に，久
米島の方言は南部方言に属するもののようである。また，久高畠の方雷は方言の農
　　　　　　　　　19）
をなしているという。
　首里方轡と那覇方雷とはともに沖縄南部方言に属するが，アクセン1・を異にする。
沖縄南部方言には首里系のアクセントを持つ方書と那覇系のアクセントを持つ方言
とが見いだされる。
注
1）　ある岡系の欝語（方言）を新……方言」と呼ぶかあるいは「……語」と呼ぶかにつ
　いては言語学上のはっきりした規準はなく，むしろ民族上の問題である。この
　観点からすれば，瑳在の琉球諸方書を，その本土方言との差異の大きさにもか
　かわらず琉球方書と呼ぶことは不適切ではないと考えられる。また，「沖縄」と
　いう名称はしばしば沖縄塞癌または沖縄群島だけをさすから，ここでは沖縄方
　言という名称をとらずに琉球方需とした。
2）　敷根利治「宝島方言集」（雑誌「方言」第2巻第1号）など。
3）東条操「方言と方言学」（1938）
4）　Basil　Hall　Chamberlain：　An　Essay　in　Aid　of　a　Gxammar　and’
　Dietionary　of　the　Luehuan　Language（1895）
　　Evgenij　Polivanov　Dmitrievich吉町義雄訳r疑琉語比較音韻論」（「方言ji
　　　第4巻第10号）
　　男波普猷：「南島方舞史考」（1934）実収の琉球方霧閾係諸論文その他。
　　脹部四郎：「駈歩語の系統」（1959），「言語学の方法」（1960）所収の琉球方壽関、
　　　係争論文，r琉球語」（r世界言語概説」下巻1955）その縫。
5）仲宗根政善「琉球方蚕概説」（方器学講座第4巻1951），月艮部四郎。上村幸雄ら
　徳川宗賢「奄美諸島の諸方言」（九学会連合奄美大農共闘調査報告書F奄美11959＞
　その他を参照。なお，短い母音が，例外的な語を除いて，i，　a，　Uの3個とな
　るのは琉球方醤全部に共通する事実ではなく，沖縄群島，喜界島の大部分，沖
　海門翻島，与論島，与那国島その弛に見られる事実である。
6）動詞の「終癒形」が「連用形」と「居り」に対応する動詞との複合によって形成さ
　れるのは，主として奄美群島と沖縄群農の諸方吉に見られる現象で，琉球方書
　全体に及ぶ現象ではない。また，購もろ」では，r連用形」とr居り」に対応する
　動詞との複合は，本土の西日末諸方言と同様に，一般に現在の進行を表わして
　いるようである。外間守善「心慮文献にあらわれた琉球方誓の動詞」（「国語学」i
　41号）を参照。
7）服部四郎「奄美大島諸撃方欝の勤詞・形容調終生形の意義素一E（「言語学の方法」、
　エ960）その他を参照。
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8）　音韻の章の潅6）（57ページ）を参照。
9）　服部四郵・上村幸雄・徳lq宗賢「奄美諸島諸方言の書語年代学的調査」（九学
　会連合奄美大島共同調査報告書「奄美」1959）による。
10）　もちろん，「分鼓」後も琉球方言は本土方言の連続的または断続約な影響を受
　けたであろうと察せられる。
11）服部四郎「日野語の系細1）一研究の方法一」（f日本語の系統」1959）
12）宮酋群島諸方書では，本土方言の細段活用」動詞に対応する動詞の聴馬形」
　「終歪形」漣体形」の三著が岡形であり，本土方言のf連用形jの形に対応する
　ように見受けられる。仲宗根政善「琉球方言概説」（方言学講座第4巻）を参照。
　また，琉球方言動調の活用には，単独で用いる「束然形」，「n1語尾の終止形」，
　Chambevlainのいわゆる「短縮形（apocopated　foτm）〕など，きわめて興味
　深い形が多くあり，これらの形の由来，およびそれと標準語文語の各活用形と
　の関係を説明するには，文献以前の日塞語の状態を想定して見た方が説明しや
　すいように思われる。
13）　服部四郎博士は言語年代学の方法を援用しつつ，誉里方言と京都方醤の分岐
　の年代を約1450隼罪ないし1700余年葡（すなわち3世紀半ばから6世紀はじ
　めまでの聞）と測定した（「疇語年代学毒すなわち『語彙統計学君の方法について
　一軸本組語の年代一」雪語研究26・27号）。また嚴部博士は琉球弓弩の本土方
　言からの分岐を弥生式文化の南漸とともに起きたのではないかと想定している
　（「訓導語の系統」古事詑大成言語文字篇所収，1957）。
14）土村幸雄「琉球諸方審における『1。2音節名講のアクセント概観」（国立国
　語研究所論集1ヂことばの研究」工959）参照。ただし，この論文の調査資科の中
　には，一二の方欝に誤った観察による記述があることがあとで見いだされた。
15）　アミ語の例は服部照郎「露本語の系統（3）」（「丁丁語の系統」1959）に引用されて
　いる「原語による台湾高砂語族伝説集」巻末語桑表からの例から。
16）、tiida⑪（太陽）の語源に闘しては，インドネシア系となす説，　r照る」と同根
　とする説，「天道：」にさかのぼるとする説の三つがあるようである。上村孝二氏
　は「九州琉球方言の語彙2　南九州」（方雷学講座第4巻）で土二三列島二二に太
　陽を意味する「天道」系の語が存在することから，「天道」説をとっている。
17）　この分類学奄美群島に間しては九三会連合奄美山岡調査の成果によった。
　沖縄本島に関しては，仲宗根政善「琉球方言概説」（方言学講座第4巻）に，宮古
　群島に関しては仲宗根政善の同書およびサムエル。H　’・　dt村「富古方言音韻論
　のr考察」（「羅語学」41号）による。入重山群島方醤はさらに多くの方器に分か
　れるが，どのように分かれるか不明。波照闘島方言は局方町中の他の方欝から
　際立って異なるという。また，奄美大島本島北端の佐仁些些と，華甲島北端の
　小野津方言どは，ともに周囲の方言に対して著しい方言の島をなしている。奄
　美大鵬取島属鶴の加計呂麻島，与路島，請島の方書はいずれも奄美大島本島南
　部：方言に属する。
18）　仲宗根政善「琉球方言概説」（方言攣講座第4巻）による。
19）　岡島で調査された服部四郎博士の談話による。
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9首里方書の輪郭（付．例文）
　首里はかつての琉球王国の首都であり，琉球列島における政治・文化の中心であっ
た。伝説では天孫氏が馬陸を開いたとされているが，そのあたり一帯，すなわちもと
の中山地：方の中心地は首里の北西にある浦添であり，首里がいつ開け，中心地がいつ
首里に移ったかははっきりしていない。
　沖縄は，14世紀まで，F按司」「世の主」などと称せられた群雄の割拠する時代が続
き，14世紀から巧世紀の初めにかけて北釦，中山，南山のいわゆる麓山対立時代と
なった。それぞれの勢力範囲は，北山が大体いまの野馳地方，中山が首里と中頭地方
（上方），それに斯界の東海岸地方（東方），爾山が島尻のいわゆる下方地方であった。
1406年に中山に属する俊敷の桝目であった尚巴志が首塁に攻め入って中山を乗っと
り，1ぎらに1416年に北山を，1429年：に南山を減ぼして全島を統一した。」以後は奄
美・先島などもすべて中出に入貢するようになったので，首里は琉球列島全体の政治
と文化の中心地となった。のち，尚真土の時代（1477～1526）に中央集権制が敷かれ，
地方の按司およびその家臣たちが首里に集められ，また，奄美，先島とQ関係も朝貢
関係から統治関係に変わったので，首里は名実ともに琉球王国の首都となった。
　17世紀にいたり，鶴津の琉球入り（1609）によって奄美は薩摩に奪われ，首里王府自
体も島津の厳重な監督下に置かれて，琉球は事実上島津の属国となった。明治維新に
より，1879年に沖縄累が設けられ，那覇にまず琶かれた内務省串張所が県庁となる
にいたって，首里の門戸として交通・経済などの面で発展して来た那覇が，政治の上
でも首翌にとってかわることとなった。第二次大戦で首里は手痛い破壊を受け，現在
では発展した那覇市に合併されて，那覇市の一部になってしまったi）
　こうして首里方言は，明治の廃藩まで，琉球方言中もっとも有力な位置を占め，奄
　　　　　　　　　　　　　2）美を除く琉球刻島全体の共通語であり，また琉球列島全域を通じての文化語であっ
た。廃藩以後，学校教育によって本土方言の標準語が次第に普及し，現在の琉球列島
の共通語はもちろん標準日本語であるが，一方，首塁方言が琉球方言を代表する方言
として考えられていることは今臼でも変わりがない。また，那覇方言は，アクセント
と音韻・語彙などの一部の点を除いて首里方言によく似ており，首里方言に準じて通
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用した。また，首里・那覇の爾方言を含め沖縄南部の諸方言は相互によく似ており，
相互によく通ずる。現在では，那覇市の方言が遍隣の諸方言に反し強い影響力をもっ
ている毛のと思われる。また，廃藩以後，標準ほ本語が，特に語彙などの爾で琉球各
地の方言に多数借用され，それらの方言に大きな影響を与えていることはいうまでも
ない。
　首里方言の著レい特色として，階級による言語差の大きいことと，敬語が発達して
階級・性・扇島などに応じて厳重に使い分けられることとがあげられる。尚輿王時代
に敷かれた中央集権制によって首里には討つの階級が生じた。王家を頂点として，
地方から集められた捜司とその家族などはdee瞬oo⑨（大名）と呼ばれる貴族階級を
形成した。その下にその家臣たちが中心をなすsamuree①（侍）または’鈎kaQ鐸⑪
（「よい人」の意か）とよばれる士族階級が形成され，その下にhjakusjoO⑪（百姓）と呼
ばれる平民階級があった。首里ではhjakusjoo⑨とは平民の意味で，農民の意味で
はない。この階級の区立は厳重で，生活上のさまざまな面に差別が設けられていた。
言語も階級により違いがあ’り，ことに士族と平民との間には重立った差異があった。
土族の男子は，後に述べるように，成年に達すると平民とは一部異なる音素体系をも
つようになる。また，士族と平民とでは，たとえば親族呼称（名称としても用いられ
る）が次のよ弓にすっかり異なる。
　　　　おじいさん　おばあさんおとうさん　おかあさん　にいさん　ねえさん
　士族　taNmee⑪　？Nmee⑨　taarii⑨　　？ajaa⑪　　，jaQei呈⑪　？NMii⑨
　平民　？USjumee⑪haamee⑨　SjUU⑪　　　？aNmaa⑪　？ahW2i⑪？aNg’Waaan
　士族と平民の言語のこのような差は，士族をしてみずからの士族としての誇りを維
持させるのに役立ったgまた，階級，性男騒，年齢の差異に従って厳重に敬語が使い分
けられ，敬語表現が非常に発達している。階級・男女の差とともに，年齢の差が敬語を
使い分ける際の大きな因子として働いていることも注爵される。たとえば，同年雌の
身分の同じ男が出会った揚合，まず年齢を尋ね合い，もし隼齢が同じであれば，生ま
れた月によって，どっちが敬語を使うかを決めたといわれる。神，王，按司など非常
な目上に鮒する場合や，特別に乱暴な場合などを除いて，日常用いる敬語には大体三
種の段階がある。第一は目上や客人に対するもの，第二は目下の年蛋に対するもの，
第蕪は目下および親しい同等に頬するもので，第一を？uuhuu⑪，第二を？oohoo⑨
〔？66h66〕，第三を？iihiian〔？賞gτ宝〕という。たとえば話し粗手を主語として用いた揚
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合，？meN學eeN⑨（いらっしゃる）は第一の，　meeN⑨（おられる，行かれる，来られる）
は第二の，，UN①（いる），？iCUNG）（行く），　CUUNau（来る）は第蕪の段階となる。また，
二人称代名詞では？LINzu⑰（あなた。さらに揖上に治してはnUNZttG），　mj．UATzu①
などともいう）は第一の，naa①（おまえさん）は第二の，？jaa①（おまえ）は第三の段
階となる。また，応答に関する感動詞は次のよ5に整然とした体系をなして三段階に
分かれており，？uuhuu③，？oo｝loo＠，？iihii⑪とい5名もこれに由来している。
　　　　　　　　㊥1癖・購聯繋軍謙5（霧
（1）　？uuhuuの段階　　？uu①　　　　huu⑫　　　，uuガu⑪　　　，uuhuu⑪
（2）　？OOhooの段階　　　？00①　　　　　hOO⑨　　　，OOO”O⑪　　　　，OOhoo⑪
（3）　？iihiiの段階　　　　？ii①　　　　　　hii⑪　　　　，iii「i⑪）　　　　　，iihi圭⑨
　注・（イ）では？uu①よりもさらに高い段階に？juu①という語もある。（2）と
　　（3）の段階の8語はすべて，ふつ5は〔？6’6〕，〔？1■1］，〔h66｝などのように鼻音
　　化して発音され，鼻音達しないと，ぞんざいな，ぶっきらぼうな感じとなる。ま
　　た，第三の段階に準ずるものとして，親しい二合には　（イ）？NN①　（ロ）hNN⑨
　　〈ハ），NNN「N⑪がある。
　廃藩後，社会講造の変化や，標準語の普及などによって，階級による奮語差や敬語
召）厳重な使い分けは次第に失われつつあるが，それでもなお今日一部の老人には，こ
のような区別がよく保存されている。
　また，首里方雷は文語をもつ方言である。すなわち，琉球方言の文語は，大体首里
方醤を基礎にして成立している。琉球方奮の歴史的資料は，本土方言のそれに比して
ずっと薪しく，エ6世紀初頭までしかさかのぼらないとされる。古い部分では，金石
文，王家の辞令などの文書などもあるが，その中心は「おもろさうし」であろう。「お
もろさうし」は奄美の一一一sgを含み，沖縄各地に伝わり歌われていた宗教歌「おもろ」を
王府が集めて編集したもので，全22巻，「おもろ」の総数1553首，重複を除いた実数
　　　　　3）1144首である。1532隼に第1巻，1613年に第2巻，‡6％年に第3巻以下が編集
されたとい5。しかし，編集の年代よりずっと古い時代の晶晶と思われるものが多
く，また，そこに用いられている書語は筥里だけのものではなく，各地の方言が反映
している。その表記は，わずかに漢字を含むが，変体仮名を含む平仮名文である。
「おもろさうし」の言語は沖縄の温々にとってもほとんど意味のわからないほど難解
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なもので，「おもろ」の作られた時代から現代に至るまでの言語の変遷の大きさを物
語っている。「おもろjの研究は故二軸普猷によって始められ，仲原善忠氏，外間守
　4）
善氏らによって受け継がれ広げられているが，いまだに不明の部分がきわめて大き
N“o
　島津の琉球入り（1609）以後は，多くの文書が漢文または和文で書かれた関係で，以
後の琉球方言資料の大部分は文学関係，主として組踊りの脚本と琉歌である。組踊り
．は中国の柵封使を歓迎するために，エ719年以来冊封使の渡来ごとに国劇として演ぜら
れたもので，本土の能の影響が強く見られるが，組踊り本は冊封のたびに王府によっ
て編集され，組踊りの数は最初の玉城朝熱の組踊り五番以下50余編を数える。その
主要なものは伊波普猷編「琉球戯曲集」（エ929）に収められている。琉歌は八入・入六
の30文字よりなる定型短詩である。あたかも本土の王朝時代の和歌のように人々の
生活や娯楽の中に深く入りこみ，その多くが遊楽に際して節をつけて琴・三味線と面し
て歌われ，また踊りを伴った。例として，宴席の最初に歌われる御前風（guziNhuU⑪）
のndつを次にあげる。
　　今臼のほこらしやや　なをにぎやなたてる　っぽでをる花の　露きやたごと
　　kijunu　hukuvasja3’a　naunizana　tatiru　gibudi　’uru　hananu　gi3’u　eata
　　gutu．　？
　　（きょうの嬉しさは何にたとえられよ5，花のつぼみが露に会ったようだ。）
　組踊り，琉歌の一寸は漢字平仮名まじり文であるが，「おもろ」のそれよりも整備さ
れている。また，その言語は語彙。文法などに今臼の首里方言とはかなり違う面もあ
るが，共通する点の方が多く，今日の首塁方言とさほどかけ離れた感じはしないφな
お，琉歌に心しては，島袋盛敏氏が古琉歌から明治時代までの琉歌を集大成して評
釈，索引などを付した「琉歌大観」の稿末を完成している。ほかに特に重要な資料とし
ては1711年編纂の辞書「混効験集」があり，伊波普猷「古琉球」（1916）に収められてい
る。外国人の資料には，中国人，朝鮮人，イギリス人のものがあり，その主要なもの
は東条操編「南島方言資料」（1930）に抄録されている。
　琉球王朝が中国から懸隔を受け，また貿易を行なっていたため，また那覇の久米村
には中国からの帰化人の子孫が往み，中国へ留学する制度などがあったために，首竪
方言の語彙には，ホ土を通って持ち込まれた多数の漢語のほかに，中国から直接借用
された語が見られる。しかし，その数はさして多くない。正確な数はわからないが，
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今日まで残っているものの数はせいぜい百内外のものと思われる。たとえば次のよ5
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）なもので，中でも食贔，衣料関係の語，その他文化的な語が多く，基本語はほとんど
ない。
nUNkuu⑨暖鍋（料理名）
saaku観⑪沙鍋（土鍋）
poopoo⑨瞠酵（料理名）
sjaNpiN⑥香片（茶の名）
S3UNsii⑨筍子（ほしたけのこ）
1’iNgaN⑪龍腰（植物名）
ritoopeN⑨李桃餅（菓子名）
taawaN⑪大碗（椀の一種）
tUNhwaN⑪早飯（料理名）
寧ee3εしNpuu⑪西洋布（紡績による
　　　　　　　綿布）
maakwaa⑨雅致（着物の名）
ti　Ngaacuu⑪天鶴絨（びうろど）
tUNbjaN⑨桐板（布地の名）
七aahwaakuu⑪打花鼓（久米村の
　　　　　　　駆動
suucee①秀才（久米村の中園帰化人
　　　　子孫の青年）
haigee①海賊
eiisiNbjuu⑪啓聖潮
hweeree①慰獺（強盗）
suucuumaa＠数翻焉（絵文字の
　　　　　　　一種）
，jaNziN⑨洋銀（ニッケル）
ciNkuNsiN①進貢船
ce（≧kuNsiN①接貢船
kwaNhwaa⑨官話（北京語）
hw鍬iN①北京（中国地名）
h即aN⑪福建（　ク　）
kwaNtUN①広東（　ク　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　次に首里方言の見本とその訳（直訳調）をかかげる。この例文は1953年5月に島袋
盛敏氏が朗読したものを録音し，それをのちに文字化したものである。全体は物語り
調の口語で語られており，中の「月や昔から…」のeeFXだけは琉歌なので文語である。
この時の島袋氏の発音には，ほんの一部にいくらか平民的発音がまじったが，ここに
あげた表記では，すべてこの辞典に採用した士族的発音による表記に改めた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7）　　　　　　　　　　　　　例　　　　　　文
　　　　　　　　　　　　（夫のために鼻を切った女の話）
　gusuujooan，　kurikara＠　？ueinaanu＠　’Nkasiba’nasi＠　［？ucinaaguciQ’sian
　　皆さま，　　これから　　　沖縄の　　　　昔話を　　　　　沖縄弁で
？uhanasi＠　see（Z）　’jaaN”diat　？umutooibiniNo．
　お話　　しては　　と　　　思っております。
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獣P、s」嵜礎a’解際⑪ha器s’りa獣訊①’．禦騨
curawinagu＠　tuzico　sjoorudi　Qeunua）’　’uibiita”NG）．　tuziltude　duku＠
　美しい女を　　妻に　　している　　人が　　いました。　　妻が　　あまり
cuyasanu＠，　’utooco　lgunuco　tuzinuO　musil｛aO　’」’usunico　hwil〈asariirucCy
きれいなので，夫は　　この　　妻が　　　もしか　　よそに　　　引かれる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
kutoo＠　neeNga＠　’jaaNdi’ciCi）　？asaN＠　banuN＠　caa＠　siwabikeeitn
．ことが　．　ないか．　　　しらと　　　　朝も　　　晩も　　　いつも　　心配ばかり
sjooibii七aマN①．
していました。
　dukuen　siwaO　sjaru（1）　’juigaO　’3’aibiita”xacb，　kultua）　’utoo（D　cuubjooeicD・
　あまり　心配　　した　　せい　　でしょうか，　この　夫は　重い病気に
kal｛ati＠　sideejooiO　Qsia），　naaj’a＠　euui＠　？acaiN”di＠　？jurgcD　sjakuen
かp・　D　’c　　次第に弱って　　　もはやぎょうか　あすかと　　いう　　ほど
takigikijabitakuitu（D，　tuz2Nkaia）　’wt〈atia），　naa（D　’waNneean　？ui〈aasjaduO・
危なくなりましたので，　妻に　．向かって，「もう　わたしは　　　とても危
雛sa⑩．砲陣網綱ml等等膿，え1宴e①’竪①麹①
niueuraan’jaaNidia）　？jabitaN（i）．　sjakutuo　kunu（D　tuzinue　？llbuNnu¢，
持つだろうな。」と　言いました。　すると　　この　．妻が　　言うには，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
’waNnee＠　kumaNl〈ai＠　caruO　？izooja（D　kumaduco　sinidukuruq），
「わたしは　ここ（夫のところ）に　来た　以上は　　こごこそが死にどころ（です），
1〈umajaka＠　sutoo＠　maaNl〈aiN（D　？ieabiraNce．　？uNzoo＠　’juugiraN＠
　ここより　ほかは　　どこにも　　行きません。　あなたは　　つまら
neeNew　slwaa）　simisj‘ooraNcD　gutu＠，　hweel〈uO　hasiQtu（D　naimiseeru＠
ない　心配を　　なさらない　己　で，　　早く　　丈夫に　　おなりになる
gutuan　simiseebi”reeN”dico　？」”abitaNco．　，
　よう　　なさいませ。」と　　　言いました。
’jaiPi．is．i－iga（D，　！〈tmu（p　’u．tgp（1），　turzll｝．｝｝co　？uaN．＠　？L，aNgegrr｝a］N9），　du．u！｝．　vtgi＞
　　　ですが，　　この　　夫は，．　「妻が　　そう　言ったところで，　霞分が
sineeco　eaagaa）　nati＠　？ieuraco　’wakaraNO．　？aaco　4aNniNco，　siziNCD
死ねば　　ど．う　　なって　行くか　　わからない。　ああ　　残念，　死んでも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　23
蒙鼎親難na劉野？1器u◎繋聖卿①’
？aN．s」LalELitu＠，　．　k｝1．niuO．　tu－z－ggco，　9，｝iliz，u｛｝’a．＠　？iiilil｝ltglia）　Ej！y．aG」’
　　　すbt，　この　鄭・あなたが　それほど耀
．siini＄eera’a．〈L，　’waa”kakugu＠　？umikakij　abirtxaNidi　（D　？iei　G），
　なさるなら　　　　わたしの覚摺を　　　．お匿にかけましxう。」と　　　欝って，
．simukaracD　hooeaaev　muQeiee　Qci＠　duunu＠　hanaC）　？usiciQeiC）
　台所から　　包丁を　　持って　　来て　　自分の　　　鼻を　　　切．って
．misijabitaiN＠．　kunua）　tuz．ee（a）　kaagi￥igarttaN＠　，　Qeumasal（i）
見せました。　　　　この　　　妻は　　　　容姿も　　　　　人にまさり
taeimasati＠　eurasaibiitasi”ga＠，　elmuk“kuruiNr＠　iiiataco　duQtu（D
妨まさ・て美しかったの曾が・．’b．も一　就　大変
rnigutuni　an　muQeooru＠　．　’winagu　ev　’j　aibiita－N　（1）．　’utoo　（t）　｝｛unu　G）
り・ばに　も・ている　．女　．で晦　　夫は　この
’？arisama＠　’iNNeian　kukuyr．muew’　sukukaya〈s）　？uta．creenucLb　haritaku’tu＠，
ありさまを　　　見「『　　　心の　　　　　底から　　　疑いが　　　　晴れたので，
’？uril｛axaa⑨k・k・z’U　op’j・・uei⑨hWiij・①．kUU七・g・・t⑩’　bj・・C麗
．それからは　　　安心　　　　して　　　　臼　　　　　増しに　　　　　病気も
m。、i①。。ti⑨，？i。imee？i，i・mee⑪k。bi①h。、騨圭翼。。・・C⑪，。。，aN⑨
よく　　なって，　　一三「放　　　　　紙を　　はぎ捨てるように　たちまち
．kasiQtuG）　nati’＠，　kweeei？uiweeNde”eev　sjuru（1）　g．．．’utuem　naibitaiN＠．
元気に　なって，　侠気祝いなどを　　　する　よ5に　なりました。
．？aNsi＠　mutunu＠　karqttLca　natiev　’NiNTcakutuev，　｝ianaG）　？usieiQcaruCD
　　そ5して　元の　　　体に　　なって　卑たところ，　鼻を　　 切った
’．tu2inua）　kaaginu＠　mutunuem　sig’atatua）　｝gurabitia）　tamitoo（a）　’・NNdaraN＠
妻の顔立ちが　元の　盈　邸て　二9とは見られなく
．najabitaiN＠．　nucial）　stikutia），　kwitaruG）　”uNzinuen　？aru＠　tuziCD
なりました。・命を救って　くれた恩義の　ある妻
”jaibiigi－gaa），　？uril｛araa＠　susooNkaro70New　Qsi（1）　？atunu＠　？uNzumineeG），
　　ですが，　　それからは　　　総牽にし軽んじて　　あげくの　　はてには，
’？jaagiraaO　’NNdaraN＠．　？Nziti＠　？i｝riQ．　namaco　？Nziti＠　？ikiCD．
おまえの顔は　　見られない。　　嵐て　　　行け。　　いま　　　出て　　　行け。
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tadeemaan．　？Nziti＠　？ikiN”di（i）　？ieia）　？unu（i）　tuzia）　？wiihooti（D，　・mataG．）
たったいま　　幽て　　行け。」と　喬って　その　　妻を　追い払って，　また
bigil〈araan　niiltuzi（）　tumeeibit，a－N＠．　？ataimeenu＠　’utuduNra）　’jaree（D，
ほかから　新しい妻を　めとりました。　　普通の　　　　夫で　　あるなら．ば，
duunu＠　tamini｛X’）　hana（D　？usieiQearu（D　tuziG）　caQsa＠　kaagigawa－i＠
自分の　、ために　　鼻を　　　切った　　　妻を　　いくら　　面変わり
natiNo　’jukuN＠　？umu｝’iwadu＠　’jaibiisi”gact），　1〈unua’v”　hakuzoonua）　’utooa）
しても　かえって　　思5べき　　なのですが，　この　　薄情な　　夫は
makutuni＠　？tunaa1’aN＠　’wikigaev　’jaibiitalN　co．
　まったく　考えられない（よう．な．）男　　でした。
　？urikara＠　gurukuniNtiga－roo＠　taQei＠　zuugu3’a＠　’3’atee3gisa’ibiisi’gaco，
　　それから　　五，六年とか　　　経って　十五夜　　だったのだそ5ですが，
kunua）　hakuzoonu（t）　’utunu（i）　？atutuzituan　？usigirititu　gicinagami＠
　この　　　薄情な　　　．夫が　　　後妻と　　　連れだって　　　月見を．
sjugeiG），’hanaq）　？usieiQcarua）　saeituzinutt）　？uria）　’NNei＠，　gieij’a＠
するのを，鼻を　　　切った　　　　先妻が　　それを　　見て，　　「月は
’Nl〈asikara＠　1〈awaruO　kutu＠　nesa”mi＠，　kawati＠　？iku＠　rnunuja＠
　　昔から　　　変わる　　ことが　．な．い。　変わって　行く　　ものは
　　　　　　　　　　　　　　　9）hwitunuCb　kukuruNid’奄n　E？juruO　？utaa）　’junabita”N＠．
　　人の　　　心Jと　　　　いう　　歌を　　詠みました。
　sjal〈utuC｝），　hwlrumasii＠　muNew，　namamadi（1）　sajakaen　titi＠　’ptaruQ）
　　すると，　　不思議な　ことに，　いままで　　さやかに照って　いた
gicinu＠　tadeemaew　ltacikumuti＠，　hudiilgaN＝nai＠　naikuziritia），　？unucD
　月が　　　にわかに　　かき・．．1．．ve・，、．って，　一雷が　、　　　鳴りひびいて　　その
hakuzoonuCD．　miituNdanu＠　？wiiNl〈aia）　kaNnainu＠　dateeNna＠　？utuG）
　　薄情な　　　　夫婦の　　　　上に　　　　雷が　　　大きな　　音を
taf－iti＠　？utitaNdiiru＠　hanasi＠　’jaibiiN¢．　dauduci）　migivasii＠　hanasee＠’
立てて　落ちたという　　話　　　です。．　たいへん　珍しい　　　話では
？aibira－ni＠．
ありま．せんか。
　注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”
　　　ユ）　沖縄の歴史に関しては，比嘉春潮r沖縄の歴史」（1959）を参考にした。
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2）　共通語といっても今臼言うような共通語とは意味が違う。首里方言は，沖縄
　本島南部以外の地域では，首里・那覇の人と交渉をもつような一部の人々にと
　っての共通語であったとい5に過ぎない。すなわち，本土における廃藩以前の
　江戸や上方のことばと同様である。
3）仲原善忠「おもろ新萩」（1957）の数字による。
4）　「おもろさ5し」は留波普猷によって「校訂おもろさうし」（1925）として刊行さ
　れたが，その後，仲原，外間両氏によって諸本の校合が行なわれ，それをもと
　にしたrおもろさうし」の辞典と総索引が両氏によって完成しつつあると聞いて
　いる。
5）　ただし，「おとうさん」を意回する士族語七aa斑に関して「大入」の借用語で
　あるとする説，ヂ大令」の借用語であるとする説があるようである。
6）　長い例文としてはほかに，：本文儒の？ugwaN⑨（祈願）の項に，「麗予めお
　願」の祈薦の文句が収められている。この祈講の文句は，島袋氏の母堂（国頭カ
　メ氏1868～1936）が寵刑していたものを鶏墜緒が母堂の生前に認録したもの
　に基づく。
マ）例文は音韻表記であるが，イントネーション，プロミネンスなどは記されて
　いない。例文に認したアクセントは，実際の発音に際しては，イントネーショ
　ンおよびプロミネンスによる修正を蒙る。たとえば，waa「kakugu　＠〔wa：’ka－
　kugu〕（わたしの覚悟）は，例文中ではkakugu⑪にプロミネンスが置かれる
　ため，音声的に表記すれば〔wa：「kakugu〕と詑載すべきものである。また，
　文法的な結び付きの度合の強い二つのアクセント単位（「文節j）の間では，そ
　のうちの後ろにある形式のアクセントが消失したり，前の形式に影響されたり
　することがしばしばあるが，このような現象についてはここで表記されていな
　い。（アクセントが①の形式ではしばしばその下降が消失する。また，アクセ
　ントが⑨の形式では，逆にその初めの部分が前の形式の影響で高くなり，ため
　に①の形式のよらな下降が生じる。たとえば，siwa①sjaru①〈心配した〉
　のsjaru①はsiwa①との文法的結び付きが強い（しかし依然として二単語）
　ため，アクセントが消失して⑨のように平板に聞こえ，またhwikasariiru①
　kutoo⑨〈引かれることは〉のkutoo⑥もhwikasarilru①との結び付き
　が強いため（しかしやはり二単語），しばしば〔k墜。「0〕のように発音される。）
8）？asaN⑪banUN⑪（朝も晩も）と，？izoo④（以上）とはあるいは標準語の影
　響による新しい形か。
9）　琉歌の部分は，実際は＝二度くりかえして朗読された。また，琉歌の中のk：a－
　waru⑨，　kawati⑨，？iku⑪，　kukuru①が本文篇見出し語のkawajUNCD，
　？iCUNG），　kukuru⑰とアクセントが相違しているのは，文語朗読調のためと
　見られる。
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　　　　　　　　　　1）澱　首里方言の音韻と表記法
1母音音素
　母：音音素は次の5個である。
　　　i，　e7　ae　o，　u’
　　　　　　　　　　　　　2）　発音のしかたは大体標準語のそれに近いが，uは円唇面音であり，　oは標準語の
それと岡じ，ないし，わずかに広めである。
　5ち，eと。とはきわめてわずかな例外を除き，いつも，長い母音として，または
N（はねる音）かQ（つまる音）に先立って用いられる。すなわち，短いe，oはeN，
eQ，　ON，　OQとなる揚合のほかには，ほとんど用いられない。俗に首里方言が3母1
音であると醤われるのはこのことである。
　短いeとQのきわめてわずかな例としては次のものがある。
　　短いe……haberu⑪（蝶），　saNbeku⑩（三百。ただしsaNbjaku⑨ともいう），
　　　　ruQpeku⑨（六百。ただしruQpjaku⑪ともいう），？ane①（あれ。ほら。
　　　　感動詞），？une①（それ。ほら。感動詞），　menumenum⑨（めえ。由羊を
　　　　呼ぶ声。擬声語），’eisaa⑪（七月踊りの際のはやしの文句。またそのはや
　　　　しの入る歌や踊り），sieigwag呈eisaa⑨（七月踊り。前項との複合語），
　　　　hei①（おい。感動詞）
　　短い0……？OhO？OhoG）（ごほんごほん。咳の声。擬i声語），　bOroNboroN①（つ
　　　　づみの音。擬声語），horohoro①（衣ずれの音。擬声語）
　このように例外の多くは感動調か擬声語であり，それ以外で，しかも変わり語形の
ないものはhaberu⑪（蝶）の一語のみである。このhaberu⑪は文語にはhabiru⑨
という形もある。
　eQ，　OQの例もきわめて少ない。
　　eQの例∵一gweQtai⑪（ぬかるみ），　ceQkUNsiN①（接貢船。中騨への進貢船
　　　　を迎えに行く船）
　　OQの例……COQCONgwaa⑪（笹鳴きする5ぐいす）
　eN，　ONの例はかなりあるが，擬声語や中国語からの借用語に多い。
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?
　ただし，親踊り，琉歌などの文語には，’N400　［無蔵］（恋入），　subedu⑥［そば
いど」（褻戸）などのよ5に，短いe，oを含む語が少数見いだされる。また，難語
で長いee，　ooが文語では韻律の関係で短められる押合がある。しかし，これらの
揚合も節をつけて歌われるときには長められる。
〔標準語との鴛応〕　標準語の五つの母音は，短母音の場合，首里方言と次のよ5に
対応する。
　　　標準言吾　 ie　a　oて1　　　　　　　　　　　V　　　I　　V　，　　　首里方言　　　　i　　a　　u
　すなわち，標準語の短いeと。とは，首里方喬でそれぞれiとuになるため，標
準語におけるiとe，oとuとは首里方言では区Sijされなくなる。
　標　準　語
　r田（七a「）j
??　「花（hana7）」
　「高さ（taikasa）」
・縢臨
　　「毛（1｛e）」
??　　「手（te’）」
　　「雨（＃a’me）」
　　「帆（ho）j
??　　「音（＃oも♂）」
　　「雲（ku「瓢。）」
　　「湯　（ju「）」
??　　「牛（＃usi）」
　　fge　（＃，　oiku）」
首里方言
臨｝・
eiice
？iic圭⑪
1皿ICI①
　　　　　　ikiico
tii＠
？ami＠
huuco
？uもtZ①
kumu＠
’juu＠
？usiO
？uukuO
　ただし，標準語の「ス（su）j　fッ（eu）」「ズ（ず，づ）（zu）」は原則としてそれぞれ
善塁方言のsi（士族男子は寧i），　ci（士族男子はgi），　zi（士族男子は多i）に対応す
る。
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　　　　標準語　　　　 首里方言（かっこ内は士族男子〉
　　　騰｛際；糊　　　盤1盤）｝姻
　　　cu｛騰瀦、　　欝認；｝dω
　　　zu｛際：識　　　盤留：｝z・（・・］・
　なお，母：薮の対応については，子音音素㍉　？，s，　c，　zなどの項，音素Nの，
項，アクセントの項などを参照。
2半母音音調
　半母音音素は次の2偲である。
　　　j，　w
　うち，jは母音音素a，．u，oに先立ち，子音音素｝1，？，：ep，b，m，n’．
に先立たれる。また，士族男子の場合はsにも先立たれる。wは母音音素i，　e，
aに先立ち，子音音素h，？，，，k，　gに先立たれる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　なお，語頭の？eeおよび，eeはいつも？ee＠（藍）〔賀e＝3，，eem＆①（八重山。地
名）〔ie「＝ma］などのよ5に入りわたりに軽い口蓋化が認められるが，ほかに〔？e：〕
〔er〕など口蓋化のない音で始まる語が首里方書にはないから，これらは？jee，’jeel
とせずに，？ee，’eeとするのが適当である。
〔標準語との対応］　子膏音素？，，あ項を参照。
3　子音音i緊
　子音音素は次の15個である。
　　　h，　？，　’，　1〈，　g，　p，　b，　m，　s，　e，　z，　n，　x’，　t，　d
　士族男子の揚合はさらに次の3欄が加わる。
　　　學，9，多
（1）　？，　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）　　首黒方言では，母音および半母音の前に声門破裂音〔？〕があるかないかに
　よって単語の意味が違ってくる。すなわち，声門破裂音の有無による音韻的対立
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をもつ。そこでそ⑳声門破裂音が伴う場合を子音音素？があるとし，声門破裂音
が伴わない融合を子音音素’があるとする。’ ｽとえば次の四鮒の語は声門破裂音
の有無によってのみ互いに区画されるものである。
熱望姦穿）　　贈、瓢：股章）
｛黙黙膿翻畿繍纏凄艶）
　標準語．の流動は，語頭の「ア（＃a）」「イ（＃i）」「ウ（＃u）」rエ（＃e）」「オ
〈＃o）」はふつう声門破裂音に先立たれている。たとえば「犬（＃inu’）」は［？i「nur〕，
｛￥一（＃oto「）」は〔？O「to〕のよ5にふつう発音される。しかし，これを声門破裂音
なしに〔i”nzxr］，〔O”to〕のよ5に発音してもさしっかえないし，おかしいとも感じ
られない。また，標準語の「ヤ（ja）」「ヨ（jo）j　rユ（ju）lrワ（wa）」はふつう
声門破裂音を伴わずに発音され，「矢（ja「）」は〔ja］，「輪（wa「）」は〔wa］の
よ5に発音される。これらが〔？ja〕〔？wa］と発音されることはあまりないが，
たとえあっても，やはり「矢」f輪」の意味になる。また，標準語で「犬」「音」
は語頭ではふつう声門破裂音があっても，r山犬」「物音」のように複合語の途中
龍来ると〔ja「maincu〕〔mo「noo”t・o〕のように声門破裂音は消失する。したがっ
て，標準語の話し手は声門破裂音の有無に関して無関心なのである。他のすべて
の本土方言の話し手もやはり無関心である。
　首里方言の揚合は声門破裂音の有無によって別の単語になってしまうので，声
門破裂音の有無はいつもはっきりしており，同じ単語が両様に発音されることは
ない。この辞典の見出し語に？がある場合は声門破裂音を際立たせ，，がない血
合は反対に声門破裂音がないことを際立たせて発音しなければならない。
　首里方言で母音音素，半燈心音素が？に先立たれる場合の発音では声門の破裂
とほぼ同時に声帯が正常に振動して声の状態になるが，母音音素，半母音音素が
’に先立たれる時，すなわち声門破裂音を伴わない時の発音では，声帯は初め，閉じ
ておらず，ゆるやかに振動し始めて，声の状態に漸強釣に移行する。したがって，声
の高さが？に先立たれる揚合より低く始まり，そのモーラ（短音節）惣体として秀
’？で始まるモーラよりもやや低目に発音される。また，？で始まるモーーラの発音よ
りも息の流鐵が大きいために，’iや’uの揚合にはしばしば弱い摩擦音〔j〕〔w〕
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が聞かれ，ために，i，，uの音声はそれぞれ〔ji］，　Cwu〕のように表記されるこ
ともある。
　　，iN⑪　（縁）　　〔iN：｝～〔，jiN〕
　　，LIN④（居る）〔UN〕～〔WUN〕
　ただし，子音音素，は語頭の揚合，撮音音素aに先立つことがない。つまり首
里方醤には？aで始まる語はあるが，，aで始まる語はない。’
　また，？と，とは次のように音素N（いわゆるはねる音「ン」）にも先立つこと
ができる。
艦、驚藩）　｛？Nmi①〔？iP”mi〕（梅）’Nmi①〔単「溢i〕（嶺井。地名）
　また，ただ一語であるが，首里方言には〔？〕が〔m〕に先立った〔？me■NserN］
（いらっしゃる）という語がある。これを？meNgeeeN（R）と表記することにする。
この語は平罠の揚合にはmeNseeN①〔meN∫erN〕と毛発音されるし，ほかに
〔？〕が〔m〕や他の子音と結合する例は首里方雷にはないので，？mは首里方
Xの韻体系の中では例外的な融とL・える1）
　つぎ1と，？と，が語中に用いられる揚合について述べる。まず，いわゆる「長
母：音」「二重母音」の第二成分，および億音音素とはねる音（N）との結合した揚合
のNは声門破裂音に先立たれないので当然次のよ5に，をもつものと考えられる。
　　　tu，i①〔tui〕（鳥）
　　　？YN⑨〔？iN〕（犬）
??｛
　　　，i，N⑨〔iN〕～［jiN〕（縁）
　　　sju，N①〔∫ゴN〕（する）
　しかし，いちいち’を記すのは繁雑なので，塞書ではう’は自立語の語頭以外
は一切省略することにし，上記の語もそれぞれ，taa⑪，　mee⑪，　huu①，　tui①，
maaiO，　hau①，？iN⑲，’iN⑨，　sjUN①のように表詑する。
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　？で始まる語が複合語の第；成分となる揚合には，複貯語の両方の成分が意味
上または形態上の独立性が比較的強いと，多くの場合，声門の閉鎖が不完全とな
って声門破裂音が弱まったりするが，なお喉頭の弱い緊張が認められるので，た
とえば次のよ5に？が保持されていると認める。
　　？am呈⑨（雨）一→guma？ami（D（小雨）
　　？uja⑪（親）一→’winagU？uja⑪（女親）
　　？iib圭⑲（指）一一一〉　Qcusasi？iibi①（入差指）
　しかし，成分の意昧上または形態上の独立性が弱まると，？は消失する。すな
わち，次のように’がある（ただし表記されない）と認められる。
　　eiirU①（黄色。「黄色」に対応）　　tuiee①（交際。「取り合い」に対応）
　その中闘として，次のよ5に両様の形が認められる丁合もある。
　　1ni多i？iru⑪～mi多iiru⑪　（青。　　「水色」｝こ文ナゐδ6）
　　munu？ii⑪～munii⑨　（書い方。「物書い」に対応）
　，で始まる語が複合語の第二成分となる揚合には，複合語の両方の成分が意昧
上または形態上の独立性が強ければ，ていねいな発音では，両成分の切才翻を際
立たせるために語頭の，あ特徴，すなわちゆるやかで漸強的な野立てという轄徴
が保持される。
　　，UNCUU⑨（おじさん）一→？uhUUNeUUW（上のおじさん）
　　，UN⑪（恩）一→9UUN⑪（御恩）
　　，uu①（緒）一→kutubanuuu⑨（こと1まのあや）
　一方，いわゆる「長母音」「二重母音」などで，その中闘に意味の切れ昌のない
揚合には，このようなゆるやかで四強的な声立てはふつう起こらない。たとえ
ばkutubanuuu⑥の最後の三州のuのところで，一番目と二番霞の閲には意
味の切れ臼があるので，語頭の，の特徴が見られるが，二番饅と三番厨の間には
意味の切れ目がないからそのような特徴はあまり目立：たない。しかし，，いわゆる
「長母音」「二重母音」も誉羅方言では正確には「長母音」「二重母音」と書えない
もので，各モーラ（短音節）に独立性があり，たとえばtaa⑪（田），　tui①（鳥），
kau①（顔。文語）もていねいな発音では，それぞれ［taa〕，〔tuji〕，〔kawu〕の
ように発音される傾向がある。母音音素にNが続く揚合も阿世で，？iN⑨（犬）は
ていねいに発音すると〔？1￥〕である。
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〔標準語との対応〕　標準語のア行の語頭の「ア（＃a）」「イ（＃i）」「ウ（＃U）jIオ
（＃o）」で，標準語文語でもア行に属するものは，蟹里方．言では？に先立たれる。
「ア（＃a）」
「イ（＃i）」
「ウ（＃u）」
「オ（＃o）」
標　準語
ras　（＃a”me）j
rta　（＃awa”）］
「赤い（＃akai）」
「扇（＃oogi”）＜あふぎ」
「青U、　（＃ao「i）
「羊目手（＃aite”）」
「犬（＃inu「）」
晴「（＃i）」
「行く（＃iku）」
「言う（juu）＜いふ」
「稲E（＃i「ne）」
「牛（＃usi）」
「歌（＃u乞a’）」
「上（＃ue）」
「植える（＃ueru）」
晦（＃ume）」
「うわべ（＃uwabe）」
「音（＃OもO’）」
「帯　（＃o「麦）i）」　．
「大風（＃ooka「ze）」
ヂ老いる（＃oi”ru）」
「追われる（＃owareru）」
首里方言
？ami＠
？aa＠
？akasaNa）
？ooziO
？oosaN（D
？eeti＠
？iNen
？iio
？iCUNC）
？juNO
？Nni＠
？uslO
？utaco
？Wiico
？WiijUNO
？NMiO
？waabico
？utu　C）
？uub2＠
？uギ1k＆z呈⑨
？WiijUN＠
？waarijuNco
　標準語語頭のfヤ（ja）」「ユ（ju）」「ヨ（jo）」「ワ（wa）」および，標準語文語
で「え」「ゑ」であった「エ（＃e）」，岡じく「ゐ」であった「イ（＃i）あ同tく
「を」であった「オ（＃o）」は，首里：方醤で’に先立たれる。
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「ヤ（ja）」
fユ（ju）」
「ヨ（30）」
「．ワ（wa）」
「エ（＃e）」，
＜え
「エ（＃e）」
〈ゑ
「イ（＃i）」
＜ゐ
標準　語
［M　（jama”）」
「屋（ja一）」
「入穿（ja’e）」
「様子（jOOSU）〈やうす」
「床（ju1「a）j
r湯（3uり」
「夕（juube「）」
rゆい（労力交換）（jui）」
「夜　（jo■）j
r嫁（jome）」
「弱い（jowa’i）」
「用意（jo　oi）」
嘩（わた）（一w・t・）」
「審玉る（waru）」
「若い（waka’i）」
「三E（＃o「o）〈わう3
「縁（＃e「N）」
「枝（＃eda）」
肛戸（地名）（＃edo）」
「得る（聾e㌃u）」
「襟（＃erデ）j
r柄（＃e）」
「絵（＃en）」
聴方（eNP・◎）」．
「酔5（曾　「jo’u）〈ゑふ」
「えぐる（egu”ru）」
聡∴謡）1
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首里方言
’jamaO
’坤⑪
，ee一（，eedaki①入重岳。地名）
’joo＄i＠
’jul〈aco
’juu＠
’3uubi＠
’iio
’juu＠
’j　Ll　lni　（Z）
’joosaNO
’juui＠
’watame
’wajuNCD
’xkakasaN＠
’ooO
’iN＠
’idao－v’judaco
’圭dゆ
’lijuNev
’Wiil’i＠
’Wii．oo
，呈i⑪
’iNpoe　a）
’wiijUN＠　，
’wiigujuN＠
，圭圭（①
’iide
’圭jUN⑱．
　　　　　　標準語　　　　　　　首里方欝
　　　　　　ree　9　（＃odori）1　’uduio
　　　　　　「居る（くをり）（＃o”x’u）」　　，UN①　rt　（＃o）」
　＜を　　　　r桶（ifo”1｛e）」　　　　　　　　，uuki⑨
　　　　　　「甥（＃oi）」　　　　　　’wii⑨
　「夢」は？imi⑪，「指」は？iibi⑨で，それぞれ「いめ」「いび」に紺応してい
る。また，上の例で明らかなように，fエ（くえ）」「エ（〈ゑ）」は首里方言で’i～
’liとなる例と，’wi～’wiiとなる例とがある。また，上にも例があるが，標準語
のaiとaeは首里方言でeeに，標準語のaoおよび「開音」に対応するoo
は首里方言でooに，また「合音」に対応する標準語のooは首里方欝でUUに，
標準語のawaは首里方喬でaaにそれぞれ繋応ずるのが普通である。
ai
ae
ao
むむ
く「開音Af王（＃♂の」
磐囎、儒瀦ゴ）」
…｛㍊：認1
　標　準　語
「藍（井a「i）」
「貝（ka’i）」
「灰（hai）」
「前（ma「e）」
｛
「蝿（hae）」
「青い（伽。「i）」
「竿（sao「）」
臼到れる（taore㌃u）」
∫「唐（t・「・）」
首里方書
？ee＠
keeen
hweeco
嶽ee⑨
hweece
？oog．　aN　co
sooan
tOO｝’ijUN＠　．
too＠
’oo＠
tuuiew
duu＠
kaa①（井戸）
蔦aa⑪　　　　　　「
　なお，ここまでにあげた例でも明らかなとおり，首里方言には1モーラ（仮名
一字で表わされる音の単位）の慮立語はなく，たとえば次のよ5に標準語の1モ
ーラの自立語はすべて首里方言では2モーラとなる。
　　rS　（me’）！　mii＠　ree　（tai）j　taa　an　rigFl　（ho）」　huuco
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（2）　h
　　uおよびwの前で〔Φ〕，iおよびjの前で〔g〕，その他の場合に〔h〕である。
　〔標準語との対応〕　標準語の語頭のハ行の5ち，「ヒ（hi）」「へ（he）」と「フ（hu）」
　「ホ（ho）」は首里方言で辱音性を保って，それぞれhwi（〔Φi〕），　hu（〔Φu〕）に対慈
　し，「ハ（ha）」は単語によってhwa（〔Φa〕）またはha（［ha〕）に，　ただし「ハ
　イ（hai）」「ハエ（hae）jと「ホー（hoo）＜開音」はそれぞれhwee（〔Φe：〕）と
　hoo（〔ho：〕）に対応する。「拗音」（「ヒャ」「ヒュJ「ヒョ」）は首里方書でも唇音
　性をもたない。
　　　　　標準語
・・（・1）・｛黙温）j
・一働 T；誌）、
・綱・ﾍ齢」
融）・儒：誌」
　　　　　嘆（ha）」
　　　　　「破風（hahu）」
　　　　　「灰（hai）」
　　　　　「蝿（hae）」
「ハ（ha）」
　　　　　「歯（haつ」
　　　　　fpt　（hana）」
　　　　　・「花（hana’）」
　　　　　「方（ho「o）＜はう」
・拗音・｛膿認、
首里方言
hwii＠
hwicuNco
hwii＠
hwita＠
hudio
huni＠
huuO
huni＠
hwaaco
hwaahuu＠
hweeco
hweeO
haaO
hanaco
hana　en
hootu
hjakuO・一hjaaku＠
kjoo芦i⑰
　D・」に対応するものには，haQka⑨～hwagka⑪（薄荷），　hani①～hwani①
（羽）のよ弓に両様の形のあるものもあり，また，若い世代には「ハ」の揚合は
もちろん「ヒ」「へ」の揚合にも唇音性を朱う傾向が見られるようである。
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　　語中の揚合には，？uhusaN⑨（多い），　kuhwasaN⑪（堅い。「こわい」に対応す
　る）など，無声の唇音の保たれる語が少数円いだされる点が注目される。また，
　Pの項参照。
（3）　k，　g
　　kは〔k〕，gは語頭。語中ともに〔9〕で鼻音化しない。また，首塁方言にはkj，
　93という結合はない。
　〔標準語との対応〕　標準語の「カ（ka）」「ケ（ke）」「ク（ku）」「a（ko）」の子音は
　kに，「ガ（ga）」「ゲ（ge）J　fグ（gu）j　rゴ（go）」の子音はgに対応するのが普通
　である。
　　　　標　　準
「カ（ka）」
「カ（ka）くくわ」
「ケ（ke）」
「ク（ku）」
r＝　（ko）j
「ガ（ga）」
「ガ（ga）〈ぐわ」
「ゲ（ge）」
「グ（gu）」
「ゴ（90）」
?
岐（kawa’）」
「火事（ka「zi）」
粍（ke）」
「草（kusa■）」
「粉（ko「）」
｛
「声（ko「e）」
「がん丈（gaNzjoo）」
ε頑固（ga「Nko）」
｛
「外戚（gaiseki）」
「景多（ka「ge）」
「道具（doogガ）」
rごみ（gomi”）」
首里方言
　kaa＠
　1〈wazi＠
　lcii　co
　kusaen
　kuuan
　kwii＠
　gaNzuu＠
　gwaNku＠
　gweeslcl＠
kaa⑳（鍬響⑨という）
　doogu＠
　gurn1＠
　ただし，次の語では標準語の語頭の力行の子音に首里方言でgが対応している。
　　標準語　 首目方喬　　標準語　　　首里方言
　　　　　　　　　　（ただし，kaQsaN①「お産などが軽い」とい5語もある。）
　標準語の「キ・（k圭）」の子音kと力行のr拗音」のkj，および「ギ（gi）」の子
音gとか行の「拗音」のgjは，首塁方言では口蓋化瑳象1層目ってそれぞれC
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（〔t∫〕），z（〔ds〕）に討応ずる。
　　標準語　　　三塁方言　　　　標準語　　　首里方言
　ただし，「太」のみは例外でkii⑪となり，kを保っている。また，標準語の「ケ1
「ゲ」でそれせれci，　ziに対応する例もかなりある。
　　　　標準語　　　　　　　　首垂方言
・ケ・驍炎嶸N　：認、⑨
　「ゲ・｛1難瀦。）、　　　　　　　　二1累乱⑪
　また，標準語でヂカ」rケ∫ガ」「ゲ」の子音がiに先立たれている場合には，首里
方書ではしばしば口蓋化が起こって，これに。，zが頬応ずる例が見られる。
　　標準語　　　　　　　　　　筥里方誓
　　「如何（＃ika一一）（文語）」　、　　　　　caa①（文語では？ica①）
　　「鳥賊（＃ika）」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？iea⑦～？il｛a（葦）
　　「近い（cika「i）」　　　　　　　eicasaN⑪～cikasaN⑨
　　馳（髄e「）」　　　　　　　　？ici⑰
　　「にがい（niga笠）」　　　　　　　　　　　，NzasaN⑥
　　「＊ひが一（higa一）」（東）　　　　　　　hwiza①（比嘉，比謝。地名。人名）
　　「機嫌（kigeN）」　　　　　　’ciziN①
　　「ひげ（hige）」　　　　　　　　　　　hwizi①
　また，標準語の「クラ（kura）∫クレ（kure）」および「グラ（gura）」「グレ（gure）ま
は，首里方言でしばしば次のような形に対‘応ずる。
　　　　標準語　　　　　　　　首里方言
吻力o灘凱　｛羅⑨
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　　「グラ」　「めぐらす（megurasu）j　　　miNgwasjuNG）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　　また亀kwa①（子）　は「子ら」との対応が考えられる。
捌｛1嬬欝山霊寵①
　　「グレ」　r夕間暮れ（juuma「gure）J　　　，jumaNgwi①
（4）　p，　b，　m
　　Pは〔P］，bは〔b〕，　mは〔m〕。
　　〔標準語との二二］　標準語のバ行，バ行，マ行の子音は，それぞれ首里二二で
　もp，b，　mに対応するのが普通である。　pは，標準語同様語頭の｛・行がp音を
　保存していないので，語頭に立つ例はわずかである。首里方雷のsi，号iのあと
　では，語中のハ行がpを保っている例がまれに見られる。この場合，si，．siの様・
　音は無声化する。（なお，siの例は本文篇参照）
　　標　準　語　　　　　　　　首里方言
　　「四百（sihjakず）」　　　　　　sipjaaku⑨（銭400文）
　　「塩からい（siokara「i）」　　　　sipukayasaN⑪
　　「しほたる（古語）」　　　　　　sipuもajUN①（しめる）
　　な麺mに関してはn・Nの項を，blこ関してはNの項を参照．
（5）　s，　e．　z；　s，　g，　z
　　sはa，o，　uの前で〔s〕であり，i，　eの前および貴族・士族男子のsjの揚合に
　〔∫｝である。cはいつも〔tf］である。　zは〔ds〕であるが，母音間では弱まった
　破擦音〔d5〕または摩擦音　［s〕となる。　cとzはそれ自身口蓋化した音素である
　から，」とは結合しない。
　　貴族・士族の成年男子は，S，　C，　Zのほかに，平民および：女子供のもたない子音
　音素g，g，7v，および平民のもたない音素結合sjをもつ。　sはiとeの前にのみ
用いられ，〔s〕～〔5〕である。9は〔ts〕～〔t5〕，zは〔dz］～〔d羅〕（ただし母音閻では．
弱まった破擦音〔dz］～〔d彩〕，または摩擦音〔z］～〔乙〕）である。貴族・士族の男子．
　は和文，漢文などの学習と年長者による厳しいことばづかいのしつけによって寧，
　g，多，sjを獲得し，＄，　sjをSから，　gをCから，7yをZから区別して発音できる
　ようになる。そして，：平民や女子供の発音とみずからの発音とを区溺する。
　　〔標準語との対応〕標準語のサ行の子音は，平民風発音ではすべてsに対応す
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るのがふつうである。貴族・士族の成年男子の揚合は，標準語の「サ（sa）」「シ（si）」
ザソ（SO）」の子音はsに，標準語の「ス（SU）」の子音は副こ，標準語のサ行の「拗音」
のsjはsjに対応するのがふつうである。「セ（se）」の子音は，人または語によっ
　　　　　　　　　　　7）でs尋の両方の揚合がある。
　　　標　準語
肋｛陛：：識、
・シ・ 髞F）」
・・ﾔ：濫
細書：識」
…｛「側（SO「ba）」「添える（soeru）、
・矧雌器）、
首里：方言
saaru＠
（士）亭eewee①，（平）seewee②
siiO
Sユma⑪
（士）曄取a①，（平）sina①
（士）siigi⑨，　（平）siisi⑪
sil〈iN＠
siwa①（心配）
subaen
（士）寧iijUN①，（平）siijUN①
（士）sjaku⑪，（平）saku⑥
（士）sjumugi⑪，　（平）sumuci（①
　標準語の「チ（ci）∬ツ（cu）」の子音，および獣行の「拗音」のcjは，平民風発音
では。に対応し，貴族・士族の成年男子の場合は「ツ」の子音のみがgに，地はC
一対回するのが普通である。
　　　　標　準　語
「チj　r血（ci）」
・・」 ﾟ野）」
rdeg」
首里方言
eiiO
（士）φm⑪，（平）cira⑨
（士）gii①，（平）cii①
eaa＠
euuhuu＠
cooduco
　標準語のザ行の子音および「ヂ（＝ジ）」，およびザ行・ダ行の「拗音」のzjは平民
風の発音ではZに対応し，貴族・士族の成隼男子の揚合は「ザ（za）」「ズ＝ヅ（ZU）」
：9ゾ（zo）」のzはzに，他はzに対応するのが普通である。ただし，貴族・士族
　　　　　　　　　　　　　　　ro
の成年男子の場合もziと質の区SljはSと＄，　Cとgの揚合ほどは厳璽に守られて
’．L・ないよ5である。
標　準　語
・「ザ」　「座（za）j
l「ジ」　「字（zi「）」
’rズj　r水（mizu）」
｝「ゼ」　　　「銭（ze「ni）」
，「ゾ」　「溝（mizO）j
rdegjo騰辮
首里方言
（士）zaa⑪，（平）zaa⑨
zii＠
（士）mi4i①，（：平）mizi①
ZiN＠
（士）N多U⑪，（平）NZU⑪
zaaO
zuubaku＠
zootuuO
　　なお，首里方言でも標準語同様，「じ」とrぢ」，ゼず」と「づ」の区別は保存されて
’いない。
　　標準語の「ス∫ツ」「ズ（ず，づ）」はそれぞれ原則とし鳩貴族・士族の成年男子の
　の揚合は募gi，4iに，平民風発音においてはS呈，　ci，　ziに対応：するが（母音音素
　の項参照），前後の母音に岡化されて，前者の盛合にSU，9U，多U，後巻の場合に
　，su，　cu，　zuとなることがある。
　　標　準　語　　　　　　　　　　　首里方言
　　rス」　「裾（SUSO）」　　　　　　　　　（士）SUSU①　　　　（平）SUSU①
　　「ツ」「作る（cuku’ru）」　　　　　　（士）gal〈ujuN⑪　　（平）cukujuN⑪
　　「ヅ」　「埋める（＃uzumeru）」　　　　（士）？u多unUN①　　（平）？uzunUN①
　　以上述べた貴族・士族の成年男子と平民や女子供との発音の差異は，中年以下
　の層では失われていて，平民風の発音となっている。ただし，標準語の普及によ
　り，若い層では標準語のsjに対応することが明らかな語についてはsjの発音も
　される。この辞典の本文は，とくに断わらない限り，貴族・士族の成年男子式の
　発音に基づいて表記されている。しかし，s，　g，　gについてはそのセディーラ
　（，）を除いて読み，sjについては」を除いて読めば平民式発音が得られる。
〈6）　n
　　a，e，　u，　oの前で〔n〕，　iの前およびniの揚合に〔p〕。
　　〔標準語との館応〕標準語のナ行の子音は，首里方言で」■に対応するのが普
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　通である。また，標準語のmj，翻3，　miは首羅方言でしばしば次めようにnに
対応する。
　　「脈（mjaku「）」naaku⑪～mjaku⑪
　　描字（mjo”ozi）」noozi⑪～mjoozi⑪
　　nUUN①（機織り用語。「三読み（m三jomi）」に薄応ずる）
　　nuNgikee①～澱juNgikee①（御案内。「みおみ（miomi一）」十「使い（“eukai）jl
　　に繭応）
　　nUUN⑪（見る。　mii⑪「見（mi）」と，UN①「居る」の複合）
　　nunUN⑪（飲む。　num2⑪「飲み（no’mi）」と，UN①「居る」の複合）
　　また，naa①（もう）は「・f＞（　＃　i”ma）」に，　naada⑪は「いまだ（＃i”mada）」に対
　　応ずる形かと思われる。
（7）　r
　　発音は標準語のrとほぼ岡じ。また，i’jという結合はない。
　　〔標準語との館応〕．標準語の語頭のう行の子音は，那覇方言ではrに対応する
　が，首里方言では通常dに対応する。首里方言で語頭をrに発音するのは教養
　ある貴族。士族の成年男子の発音，文語的な発音，または親しい発音である。
標　　準　　語
礫　　　「利
｛
（raku”）］　（ri一）］
daku＠　d21co
raku⑥　　r盤①
「蝋　　　「琉球
（ro「0）」　　　　（コじjuuk3ミユ、1五）」
d o＠　duueuu＠
1’OO＠ 1’UUCUU＠
「両方
（rjoohoo）ji．
doohooee
roohooO
標準語の語中の「ラ（ra）」「レ（re）」「ル（ru）」「ロ（ro）」の子音は首里方誉でもr
に対応するのが普通である。
　　　標準語　　　　　　　首里方言
…｛櫨：：諭　認
財細面帳）、器
　　標準語
ル僻：：認
　　f泥（doxo「）jv（
　　「古い（huru’i）」
首里方言
saaruW
siru＠
duruan
hurusaN＠
糠準語の語中の「り（1’1）」は首里方言でrが続落してiに，標準語のラ行の「拗
音」のr5も，　rが脱落して」に鮒応ずるのが普通である。
騨語｛監、）、器）、認，）、1三三）、1轟、）、，
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首里方雷　　haai⑰　　maai⑪　　tai②　　tui①　　mui①（丘）　？ui⑲
　　　　標準語　「取る（to”ru）」　　　　　「取り合わせる（toriawase’ru）」｛
　　　　首里方雷　tuj租N⑨（加i⑥＋’UN①）．　tujaasjUN⑪
　　ただし，rり」が標準語でeまたはiに続く揚合は，首里方言でもrが保持さ
　れる例が多い。
｛欝膿鎌｝∵り」鴬：蹴認
　　　　ただし動詞連用形「入り∫切り」などについては文法の項参照。
　　なお，k，　gの項，　Nの項を参照。
（8）七，d
　　tは〔t〕，dは〔d〕である。ともec　」とは結び付かない。
　　〔標準語との対応〕　標準語の「タ（ta）」「テ（te）」「卜（to）」の子音は首里方言
　でtに，標準語の「ダ（da）」「デ（de）」「汽do）」の子音は首里方醤でdにそれぞれ
　対応するのが普通である。
　　　　標準語　　　首里方言　　　　標準語　　　　　　　首里方言
　　　　　　　ただし，「竹（take）」は首里方書でdakl①となる。
　　しかしrタ」「テ」「卜」，「ダ∫デ」「ド」の子音が標準語でiに先立たれている揚合’
　には，首里方言では口蓋化によって次のようにe，zに頬応ずることがある。
　　標　準語
　　　「御手（mi一一＋te「）」
　　　「居て（君ite）〈みて」
fテj
　　　「見て（mi”te）」
　　　「書いて（ka「琵e）〈書きて」
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首里方欝
　？icaO・一？itaas
　？icasaN⑪（惜しV〕）
　sicaO
　’NCico
　，三ci①
　’NNCi＠
　kaeiem
・備繰鳥　　鍵醐樹
・ダ・w｣益）、　　器
fデ」　「出てくいでて」　　　　　　　　　　　？Nziti⑪
「臼「おみ（＃omi一）」＋r胴（do「o）」に対応　？UNzu⑨（あなた）
4　その他の音素
　母音音素，半母音音索，子音音素のほかに，次の2個の音素がある。
　　　N，　Q
　　Nはいわゆるはねる音（ン）であり，Qはいわゆるつまる音（ッ）である。　Nぽ？，
　’，hのいずれかとともにモーラをなし，　Qはそれだけでモーラをなす。
（1）　N
　　標準語の£ン（N）」とほぼ同様に発音されるが，標準語の「ン」よりはいつそう成
　節的である§）また，次のように語頭のモーラとなることができる。
　　　？Nma⑪（馬）　　　’Nni①（胸）
　　また，Nを含むモーラが二つ以上重なる揚合もある。
　　　？NNdii⑪（蕪），？NN①（うん。親しい隠州・目下への肯定・承諾の返事）・
　　　’NNZUN⑪（見る），’NNN”N⑪（ううん。親しい問等・目下への否定・推絶：
　　の返事）
　Q　？N
　　　？Nまたは？NNに続くことのできる音素は緊鎖を伴う有声の子音音素に限
　　られる。すなわちm，n！b，　d，　z，9の6綴である。
　　　〔標準語との対応〕　標準語で「マ・ナ・バ・ダ。ガ」の各行に先回つ語頭の
　　鞍（＃i）jrウ（＃u）」は首塁方言で？Nに対t応ずることが多い。
　　　マ行・前雛薯「いも（＃imon？NMU＠）∫驚計）」「惣警驚）’
　　　・礪騰驚）慌灘9’）」「儲欝bま
　　　　　　　　　　　　　　　　　M
㈱前｛謡翻離！謙）」；㍊1膿誌蠕は㎞鵬，
・禰
ｦ蓉「いでて（文語？NZitiO）（”’de‘e）」
ガ行・前｛繰瓢欝囎たはそ囎脚
　　ただし，？Nb2ijUN②（「おびえる（＃ob1e’ru）」に紺応），？NbusaN①（「重い（＃o一・
　moi）」に対応）の二語では？Nが「オ」に対応している。
（E）　｝N
　　？Nの揚合と異なり，どの子音音素の前にも：立ち5る。
　　〔標準語との対応〕標準語の漢字音に含まれる「ン」は’N（ただし’は語中
　では表記しない）に対応すう。
　　「天（te”N）j　tiN①，「三隼（saNneN）」saNniN愈
　　標準語で母音，半切音以外の音に先立つ語頭の「ミ（mi）∫ム（mu）」は，次の
　モーラに母音圭，uを含まないとき，首里方言では多く’Nに対応する。
　　　標　準　語
　　　「御衣（みそ）（古語）」
　　　「味噌（m圭「so）」
　　　「皆（Mina「）」
「ミ」
　　　「見「〔：（mi”te）」
　　　ヂ御（111iう十葦診（hana）」
　　　「編笠（＃amiga「sa）」
周／將鑑、???
　　　「むかで（mukade）」
　　　「昔（mul〈asi）」
首里方言
’Nsu（D
’NSUpm
’Nna¢
，NNC量⑪
’Npana（D
？aNzasa＠
’NniO
’Nna一
’NkajuNco
’NkaziO
’Nl〈asi＠
　ただし，「婿（mガko）j　muuku⑪，ヂ村（Muya「）j　muxa④など例外もある。
標準語で次のモーラに母音i，uを含む揚油には，首里方言でもそのままmi，
muに対応することが多い。
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…牒欝」奮）」膿剛
…鱗欝’）」「欝圭）」「むつかしい（mucukasi”imugikasjaN（D）」
　　　標準語の語末の「ミ」は，2モーラの揚合，首里方言でもmiとなることが
　　多く，3モーラ以上だと，N（Nと書く）となる揚合が多いよ5である。
・・」o1無識黙認襟回）」縣轡
　　　　　　（ただしC君（kimi）」、はeiN⑪～elmi①となる。）
　　　標準語の「二（ni）j　fヌ（nu）」もときに，Nに対応することがある。
　　　　　　標　準語　　　　　　　　首里方言
　　　「二」「にがい（niga’i）」　　　　’NzasaNev
　　　l・・綴器11盤
　　　標準語の「ラ・レ・ロ・ル」に先立つ「ビ（bi）」「ブ（bu）」「グ（gu）」「ズ（ず，
　　づ）（ZU）」などは次のよ5に首里方欝で’Nに対応することがある。
　　　「くびる（kubiru九州方言）j　kUNZUN①，「油（＃abura）」？aNda⑪，「かぶ
　　る（kabu’ru）」k爲NzuN⑪，　fめぐらす（megura’su）」miNgwasjuN①，「夕間
　　暮れ（juuma「gure）」，jumaNgwi①，「かずら（kazura）〈かづら」kaNda⑪，
　　「はずれる（hazure”yu）〈はつれる」haNdijUN①
　6　hN
　　　hNという結びつきは感動詞のhNN⑪（うん），　hNN①（ふん）の二語しか
　　なく，例外的なものである。
〈2）　Q
　　標準語のつまる音（ッ）とほぼ同じに発音されるが，いっそ5成節的である。
　語末に立つことはなく，また，Qに続くことのできる音素はk，　p，　s，　S，　c，　g，　e
　のみで，標準語同様，有声音は続くことができない。
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　？a③kaN⑥（歩かない），？aQpi⑪（あれだけ），，waQsaN⑰（悪い），？iQsiN⑨
　〈ユ・寸），？aQeUN⑪（歩く），kaQgikanUN①（ひっつかむ），’uQtii＠（おととい）
　’またっ次のよ5に語頭にも立つことができる。
　　　　　　　　　　　　　6）　Qkw鼠①（子。「子等」に対応？），　Qcu①（人。ド人（hito）」に鴛応），　Qsa①（しよう），
　Qsi①（しろ，せよ），　Qsi①（して。「して（site）」に対応），　QC三⑨（来て。「来
　て（kite）J　　lこ対応）
　ただし語頭にQの立つ例は以上で全部である。3モーラ以上の例は上の語を
町分とする複合語（QcubaQpee①「人違い」など），上の語に助調の付いた形
くQcoo①「人は」など）のほかに例がない。
　〔標準語との対応〕標準語の漢字音に含まれる「つまる音（ッ）」はふつ5Qに
対応する。
　　・「一杯（詳iQpai）」？iQpee①（非常に），　「鉄砲（teQpoo）」tiQpuu①
　他の食合は繁雑なので省略。なおkの項参照。
5　例外的な発音
　音素体系の例外をなすものとしては，これまでに述べた？m，hNのほかに，次の
ような応答，呼び掛けの感動調に限って親われる鼻音化現象がある。
　　　　　　　はい（肯定・漬　はい（呼ばれた　いいえ（否定。　さあ（呼び掛け）
　　　　　　　諾）　　　　　　ときの返事）　　振絶）
　9Tの年長？。。①〔？6・6〕h。。⑪〔h6δ］・・。。・。⑪〔666・6〕・。。h。。an、［6δh66〕
　へ
貼奪墨…①〔舳・ii・…［　’y乍911〕’・i・’i・〔読響〕盟畷灘了〕
　これらの8語はいずれも普通は鼻音化して発音され，もし鼻音化しないと，ぶっ
きらぼうな，または乱暴な印象を与える。
6　モーラ（短音節）の種類
　以上に述べた各音素の組み合あせによってできる首里方言のすべてのモーラ（短
音節）を一覧表にすれば，次のページの表となる。〔　〕で示したものはそのモー
ラが語頭に用いられた揚合の国際音声三宮である。その下の仮名は島袋盛敏氏が稿
本で用いた仮名表記である。
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　前のページのうち，太い線で囲んだ部分は貴族・士族の成年男子のみが幣いるもの
である。また，音素表寵を（　）でくくったものは，そのモーラが語頭に用いられる
例が見いだされないことを示す。また，島袋氏の仮名表記には，語頭と語頭以外とで
違った表記がなされている掛合があるが，その場合は語頭以外の場合を（　）に入れ
て示してある。（　）の中に二種以上の表記のあるものは，そのモーラが語頭以外で
二種以上の表詑がなされていたことを示す。島袋琉の仮名表記は，’の系列やzとg
の系列などにわずかな不統一があるほかは，不便な仮名によって各モーラをたくみに
表記し分けたものである。農袋氏の稿本：にそのモーラを含む語がなかった揚合には，
鶴袋氏の表記の欄が空欄になっている。
　なお，これらのモーラを含む語例については，三文篇凡例，本文篇を参照。
7　文藷の債統的表記法
　組踊り，琉歌などは沖縄独讐の漢字仮名まじり文で表認されている。その表記法
はそれを読む揚合の発音と大きく食い違っており，ためにこれら沖縄文学ほ本土の
入々に読みにくいものとなってしまっている。この辞典にも，その表記によって組
踊り，琉歌などを引用しているので，その表記法についてもここで簡単に触れてお
きたい。
　先にも述べたよ5に，「おもろさ5し」は変体仮名を含む平仮名で書かれ，漢字は
ほんの少ししか用いられていない。これは島津の琉球入り以前から成立していた表
詑法で，当時の発音と表記との関係はまだ充分明らかにされていない。組踊りや琉
歌の表記も，「おもろさ5し」式の表詑を大体受け継いでいるが，「おもろさうし」の
それに比べると，標準語文語の知識に支えられている点がいっそう多く，漢字もか
なり多く用いられているし，仮名の使い方も，発音との関係がはっきりしている。
そして組踊り，琉歌を通じて大体固定化しており，今Nでも琉歌を表記する揚蓋な
どにしばしば用いられている。仮名は，一定の慣用的面妖によって方蕎音を表わし
て使い分けられている。伊波普猷氏が「琉球戯碧雲」の序文に，組踊りの仮名の使い
方を実際の発音と対照させた一品詞を掲げているので，ここではその発音の表記を
　この辞典に使用した音素表記に改めて，さきにあげたモーラの一n－ee表に準じて配列
　したものを次に掲げることにする。
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　ただし，このもとの表がどの程度精密な調査によったものかは明らかでない。ま
た，この表には「はねる音（？Nと’N）」とFつまる音（Q）」がないが，？Nはrい」または
「5」，’Nは「ん∫ぬ」「むjrもあQは「つ」のように表詑されるのが普通のよ5であ
る。また，瞬間のrja，1’jOO，1’juは口語にはないものである。伊波普献はまた，
このもとの表で塞土方言の「二（ni）」に対応するrに」をny三，本土方言の「ネ（ne）」に
対応するヂねjをni，また「にやい」をnyδ，「ない」をnδのように表記し分けている
が，現代の首里方言には，文語を読む場合にもこのような区洌はなく，「ねjFに」は
ともに。i9），　rにやい∫なし、31まともに。eeである。
　漢字は，本土方言の場合と同様に用いられるほか，沖縄独自の語を表わすため
に，表音的または表意的な慣用掌として組踊り・琉歌などの中に限らず，和文の文書
などの中にも多く用いられる。
　〔親雲上コpeeciN③（位階名）　　　　　　　［按　司］？azi⑨～？aNzi①
　［宮童・美童］　mijarabi⑪（おとめ。「女童」に対応。）
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　［加那志］一ganasi（敬愛の意を表わす接尾辞）
　〔小］一gwaa（東北諸方叢の「こ」に似た接尾辞。〈Qkwa①子）
　E美］痴夢～’N一（敬語の接頭辞。r御（み）」に鮒応。）　　　　〔城］g聯iku⑥（城）
　［無蔵3　’Ngo①（愛人。男から女をいう。文語）
　　　　　　　　　　　　　　　　10）　慣用字のもっとも多いものは地名　　　　　　　　　　　　　　　　と人名（ことに姓）であり，これらの大部分は
本土方言の人には読むことができない。たとえば次のようなものである。
　［喜屋武］caN①　　［宜野湾］zinOON⑪　　［仲村渠］nakaNdakari⑪
　〔判例茂〕biN⑨　　［磁　頭］kuNzaN（D　［今帰仁コnaciz圭N⑪
8　アクセント、
　首里方言のアクセントは平板型と下降型の二つに分かれる。音韻表記の末尾に平
板型を◎で，下博労を①で示す。アクセントは単語ごとに定まっているが，アクセ
ントの単子をなすものはいわゆるF文節」である。
　平板型のアクセントを持つ単語は，はじめ中程度のあるいはやや低い高さで始ま
り，終わりまで大体同じ高さが続く。
　？aa＠［’？a：］（泡），　？ami＠［？ami］（ss），　sj　umugl＠［iuinutsi］（J2fl），　sutumiti＠
　［S堪tUllliti）（車月）
　下降型のアクセントを持つ単語は平板型の単語よりも高く始まり，かつ第1モー
ラは第2モーラ以下と比べてやや強く発音される。そして2モーラの単語の揚合に
は第1モーラだけが高く，第2モi・一うは低い。
　kaa①〔1｛a「r］（井戸。　「Jll」にヌ寸応：），　hana①〔ha「na〕（鼻）
　　3モーラ以上の下降型の単語では，通常第2モーラまでが高く，以下のモーラは
低く終わりまで平らに続く。
　tUbuN①〔tUbU’N〕（飛ぶ），　naCigWii①〔Rat∫i”gWi＝〕（泣き声），？NmariduSi①
　　〔？単凱a’r無u鯖（十二支の上の生まれた年）
　　しかし，第2モーラが’と母音音素からなる場合，および第2モーラが’Nであ
る開合には第2モーラも低くなる傾向があり，とくに第1。第2モーラがいわゆ
　る「長母音」となる縮合にはその傾向が著しい。
　　taagi①〔ta「：tsl］（二つ），　naasati①〔na’＝sati〕（翌々日）
　　首塁：方器のアクセントには，不完全ながら文節の切れ目を認知させるための機能
　　　　　　　　　　　　　　　　　　53
も認められる。すなわち，文中にあって後の文節は前の文節よりも全体として低く
発音される傾向がある。すなわち，二つの文節が続く場合，それらが平板型である
か下降型であるかによって四通りの組み合わせができるが，比慕春潮氏の発音に
よってそれぞれを図式的に示すと次のようになるき1）
（イ）　⑪　⑪　　（・）一」P　⑨
（iN）　’＠un浮モc　（＝）　‘Q　．．rmmmrm．f，．．nv
　首塁方言では平板型の単語の方が下降型の単語に比してずっと多いので，この四
つのうち（イ）の組み舎わせが一一番多い。平板型の文節が続く場合には，文節はつぎ
のように段階状に下降する。
　　　　　　　en
　　　　　　　　　　　　au
　　　　　　　　　　　　　　　　　en
　また，平板型の文節は末羅のモーラがやや上昇する揚合があるが，その場合，平
板型の連続は下のようになり，やはり文節の認知に役立つ。
　　　”＠　pmU＠　a・　en
　首里方言ではすべての文節が平板型，下降型のいずれかに属するが，一部の複合
語および，種々の助調や接尾形式のついたもののうちには，次のように二次的な下
降をもつものがある。その下降を「によって示す。
　？uukuba、a⑪（奥歯）　　　　　　　’jumεしNta「N⑨（読まなかった）
　muujaba「aja⑪（家の中央部の柱）？waacimi學e「eN③（お歩きになる）
　tuimudusjuiN⑪（取り戻す）　　　kagusimama’di④（鹿児島まで）
　しかし，下降型の単語の揚合には，初めの下降が著しいために二次的な下降はあ
まり目立たず気付きにくい。また，長い単語の揚合，二次的な下降が二つ認められ
る揚言があるが，その二合も一一方がさして厨立たず気付きにくい。
　，judoote’era「a⑪（読んでいたのなら）
　，judee七a「Nte’eN⑨（読んであったところで）
　また，平板型の二つの形式が結合して複合語となる揚合，その複合語も多くは平
板型となるが，二つの結合度が弱い揚合に，たとえば次のよ5に二次的な下降がそ
の継ぎ鼠に現われることがある。
　tarUU⑨（太郎）＋sjUMU91⑨（本）　　taruu「sjumugiem（太躯の本）
　その場合，前の形式が2モーラであると，その複合語は○○「○○○…のような
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1
形となり，下降型アクセントを持つ形式と型がほぼ同じになる。しかし，前の形式
がいわゆる長母音の揚合でも二次的下降は第2モーラのあとで起こる揚合があるの
で，その揚繭は，いわゆる長母音で始まる下降型の単語とは下降の揚所が異なる。
　nuu「sigutu⑪（何の仕事），’ii”kaNgee⑪（いい考え）
　この辞典の見出し語にアクセントを記入した時にはこの事実に気付かなかったの
で，このような揚合の本文見出し語のアクセントの記入には，一部ではあるが，不
充分な箇所があるように思われる。しかし一般に，首里方言の複合語のアクセント
は，その第1成分が平板型である場合にはいつも平板型となるから，本文見零し語
に，第1成分（2モーラ）が自立語として用いられた場合に平板型であるのにその複
合語が下降型と記されているものがあれば，それはこの種の二次的月賦をもつ平板
型と見なすことができる。
　〔標準語との灼応〕琉球諸方言のアクセントの型の統合のしかたは，全体として
九州諸方言のそれに似ている。うち，首里方言のそれは，九州西南部の二型アクセ
ントのそれと似かよった面がある。金田一春彦博士の類別法に従って「一一’音節」およ
びヂ：音節」の名詞について示せば次のようになる。（　）の中は東京方欝のアクセ
ントによる標準語。
…1＝調篇1灘錨｛灘驚i継
　注目すべき現象として「開音節」名詞の4類・5類に属する単語のうち一・geのもの
が，その「第一音節」が長くなることがあげられる。
　4類「息（＃i“ki）」？iici⑪，ヂ糸（＃i’to）」？iicu⑰（絹）～？iicuu⑪（糸），「奥（善。’ku）」
　　　？uuku⑪，「帯（＃o’b圭）j？uub1⑨，「空（so”ra）に対応？」suura⑪（先。梢），　r中
　　　（na”ka）Jnaaka⑪，「箸（hガsi）jhaasi⑥，「臼（＃u「su）」？uu學i⑪，「松（ma’cu）」
　　　lx｝aagi⑰など。
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??
5類　「影（ka「ge）」kaagi⑨（ただし　kazi⑨とい5形もある），「猿（sa’ru）j
　　saaru⑨，「婿（rnu「ko）j　muuku⑨，「ma（＃o’ke）」，uuki⑥，「蛇（he”bi）に対
　　癒？」hwiibu⑥（蛇）など。
しかし，岡じ4類・5類であっても，次のように長音化しない語もある。
4類　「跡（＃a’to）」？atu⑨，「粟（＃a「wa）」？awa⑪，「稲（＃i”ne）」？N撮⑪，「海（＃u「一
　　mi）」？烈mi⑪，「笠（kaisa）jkasa⑨，「糟（ka「Sの」ka學i⑪，「今厳（kjo「O）j
　　CUu⑨，「汁」（Si「Xu）」SirU⑨，「下駄（geta）」Zlta⑪（足駄），「筋（SU7Zi）j
　　sizi⑪，「銭（zざni）JziN⑪，「種（ta’ne）j　tani⑨（男根），「苗（na「のj　nee⑪
　　など。
5類　「汗（＃a’se）」？asi⑪，「雨（＃a■me）」？ami⑪，「蔭（ka’ge）」kazi⑪（ただし
　　kaagi⑪という形もある），「琴（ko”to）jk就UU⑨，「露（CU”ju）」　giju⑪，「春
　　（ha’ru）jhwaru⑭（ただし文語），「鶴（eu“ru）」giruco，「秋（＃a’ki）」　？aei①
　　（ただし文語）など。
注
1）「編集経過の概要」に記したように，首里方言の音素体系を研究するに際して
　は，服部簸郎博士の指導を受けた。したがって，ここに述べるものも，博士の
　「琉球語」（「世界言語概説」下巻1955）の記述を基礎にしている。
2）　以下単に「標準語」という揚合には，東京方言の話し手によって発音された場
　合のそれをいう。なお，対応形としてあげる標準語はf　jに入れて示し，さら
　に（　）に入れて標準語の音素表詑とアクセント（の下がり核）を示す。（本土
　の飽の方言や文語を対癒語としてあげる揚合はアクセントを示さない。）標準
　語の音素表記中，＃は語頭のゼロ子音音素を示す。また，標準語の音素表記と
　首里方醤のそれとでは，c，　s，　zの馴合に違う音声を表わす場会があることに注
　意。すなわち，標準語の「ツ（eu）∫チャ（eja）」「チュ（eju）」「チョ（cjo）∫セ（se）」
　「ズ（zu）」「ジャ（z簿）∫ジュ（zju）jfジョ（zjo）」と近似の音をもつ首里方醤の
　モーラは，それぞれ，gu，　ca，　cu，　co，墨e，7yU，　za，　zu，　zoのよ5に詑される
　く子音音素C，S，　Z；g，亭，多の項参照）。
　　また，標準語の動詞・形容調の「終止形」を対応語としてあげてある只事，そ
　の語尾の部分はふつうそのまま首里方欝に対癒しない（文法の項参照）。しか
　し，とくに必要な揚合を除き，いちいちそのことを断わらない。
3）　〔　3でくくってあるローマ字母による表記は音声表記。その徳のPt・一マ字
　母表詑はすべて音i素表詑である。
4）　声門破裂音〔？］とは，喉頭にある声門を一たん閉じておいてから急激に開く
　時に発する音である。咳のはじめの音や，便所でいきむ時の音は強い声門破裂
　音である。また，口を大きくあけておいたまま患を止めることができるのは，
　声門が囲ざされるからである。
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　　5）　ただし，琉球方雷の中には，名瀬方雷などの奄美大農北部方言のよ5に，
　　　〔？ma〕（馬），〔？想〕（稲）のような語があって，鼻音が声門破裂音をもつかど5
　　　かによって罰の子音音素となる方書もある。このような方言では
　　　　　pt（［？M］）　；　M（［iii］）
　　　　　v（［？n］　tv　［？Jl］）　：　11（［n］　．v　［31））
　　　のような音韻的対立があると考えられる。
　　6）村山七郎氏が「日本語の比較研究から」（「国語学」47愚）でこの語に関して述
　　　べられた箇所に上村の言として「日本語の。に君応ずる琉球語のuの後ろに立
　　　つrが消減する確実な例は1つもない」と記されているが，これは村山Kと上
’　　村とが電話で話をしたため，話が通じなかったものであり，「本土：方言のkor一
　　　に琉球野漆でkw一が対応する確実な例を上村は知らない」の意であった。した
　　　がって，首里方書のQl〈wa①（宮古島東仲宗根方雷では〔ffa〕，奄美大島固体方
　　　言では〔k’wa「：〕，喜界農陶伝方奮では〔k，a〕となる）と本土方壽のkoyaとの対
　　　応の可能性は充分考えられるが，まだ証明されたとは言えない。なお，語中の
　　　rに関しては，子音音素rの項の説明にある通りである。
　　7）　島袋盛敏氏の発音ではSの場合が多く，比嘉春潮氏の発音では寧の揚合が多
　　　いようである。
　　8）　すなわち，標準語と平様，後続の音によって調音位：置が異なる。？Nmi①（梅）
　　　〔単mi〕，’Nna①（皆）睡n翫〕，’Nkasi⑨（昔）〔i〕ka∫i〕など。ただし，撮部博士
　　　は，このNはふつう同時に〔N〕の調音も伴うようだと述べている（琉球語「盤界
　　　言語概説」下巻1955）。
　　9）着里方書では，標準語のfネ」f二」に対応する音はともにni（〔Jli〕，ただしn
　　　の口蓋化の程度は標準語のそれに比してやや少ないように思われる）であり，爾
　　　者は区別されない。しかし，たとえば喜界農阿伝：方書では「ネ」は［ni〕，「二」は
　　　〔31i〕であり，両者の区瀦が保たれている。首里方言でも一時代前までこれと同
　　　　じような仕方で両者の区劉がなされたのかもしれない。
　　10）　付録の地名一覧を参照。
　　11）　ただし，前のr文節」があとのf文節」に直接統合される削合など，二つのf文
　　　節」が文論上近い関係にある場合に限る。長い文の中で二つの文飾の間に醜き
　　　　な文論上の切れ囚がある揚合はこの限りでなく，またそのことが長い文の中で、
　　　　の文節と文節との関係を示すのに役立っている。
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rv首里方　　　　　　　1）言の文法
　以下に文法として述べることは，辞興を利用するために必要な限りの動詞・形容
詞・連詞の形態論的な構造にとどめる。
1動　詞
　（1）　勤講の活用
　　①規劉動詞
　　　　動詞の活用形の例として，たとえば動作性の意志動詞の中から’junUN⑨
　　　「読む」について「…する（肯定普通態現在の「終止形」）」とい5形と，「…しな
　　　い（否定普通態現在の「終止形」）」および「…して（普通態の「分詞」）」という形
　　　とをあげると，次のようになる。
　　　　　，junUN⑬（読む），，jumaN⑥（読まない），，judi⑨（読んで）
　　　　首里方琶の動詞の諸種の活用形や派生形式は，不規則勤調を除き，この三つ
　　　の形を知ればそれから類推することができる。したがって，本文の規則動詞の
　　　見出し語にはこの蕪つの形だけを示した。たとえば，
　　　　　，ju＝nUN⑥　　（他　 ＝maN，　　＝di）
　　　とあるのは，この三つの形が，junUN⑨，，jumaN⑪，，3udi⑪であることを
　　　示す。
　　　　この三つの形に含まれている’jun一，，jum一，，jud一を語幹と呼ぶことにし，
　　　服部四郎博士に従って’jun一を連用語幹，’jum一を葦本語幹，’jud一を音便語
　　　　　　　　　　　　2）　　　幹と呼ぶことにする。この蕪つの語幹｝ま宋躍の子音がn，111sdのように交替
　　　している。tt
　　　　つぎに，，junUN⑪にならって首里方書の規則動詞のすべての型について「…
　　　する」「…しないjr…して」の三つの形と，ほかに「…し（いわゆる「連用形」）」と
　　　をあげると次のようになり，首里方言には次の14種類の規鷺動詞が認められ
　　　ることになる。語幹宋の交替する部分をゴチックで示す。
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　　　「…する（肯定普通態
　　　現在の「終止形」）」
ωイ・呼野
　　　　？ukijuN＠　　ロ・（起きる）
　　　　？ukijuN＠
　　ハ●（受：け・る）
　　e　1〈oojuNO
　　一’（買5）
〈ii）
〈蟻）
〈iv）
〈v）
〈vi）
〈vii）
〈viii）
〈ix）
（x）
（xi）
〈xii）
〈xiii）
（xiv）
イ．（切る）
口．
’warajuNpt
（笑5）
kaNzuN＠
（かぶる）
1｛acuN＠
（書く）
nasjuN＠
（産む）
kuNzuN　CD
（くびる）
cijuN（D
（着る）
七ubUN①
（飛ぶ）
’junklNtw
（読む）
？WiizUNen
（泳ぐ）
？ir董jUN④
（入れる）
，」ミ1mεしrijuN⑨
（読める）
もaCUN⑪
（立つ）
CijUN　an
？ijUN＠
（射る）
「…し（肯定普通
態の「連用形」）j
tui＠
（取り）
・？ukii＠
（起き）
？ukii＠
（受け）
kooi¢
（買い）．
）一一一一一nyitA　rwaree．v’wa－
rεしi（3）（笑、、）
kaNzi＠
（かぶり）
kaci＠
（書き）
nasl＠
（産み）
kuNzico
（くびり）
eii（1）
（着）
もubi①
（飛び）
’jumiO
（読み）
？wi圭zi⑪
（泳ぎ）
？ii－iico
（入れ）
’j’Ulllal”iian
（読め）
taei＠
（立ち）
cii＠
（切り）
？ii＠
（射）
「…しない（否定普通　「…して（肯定普
態現在の「終生形」）」　通態の「分詞」）J
tut．aN＠
（取らない）
？ukiraN＠
（起きない）
？ukh・aN＠
（受けない）
1〈ooraN（D．
（買わない）
’watLaO）aN　（1）
（笑わない）
kaN（垂εしN⑪
（かぶらない）
kakaN＠
（書かない）
nasa－N＠
（産まない）
kuNdaNQ
（くびらない）
e］raN（！）
（藏ない）
tubaNO
（飛ばない）
’jumaNe
（読まない）
？w圭圭gaN⑨
（泳がない）
？iriraN｛D
（入れない）
’jumaraN＠
（読めない）
tataN＠
（立たない）
eiraN＠
（切らない）
？iraN＠
（射ない）
tuti＠
（取って）
？ul〈iti　＠
（起きて）
？ukitl　＠
（受けて）
kootiO
（買って）
，war飢i①
（笑って）
kaNti＠
（かぶって）
1〈acias
（書いて）
naciO
（産んで）
kuNci　（D
（くびって）
elci　（D
（着て）
tudi　tu
・（飛んで）
’judiss
（読んで）
？wiizi＠
（泳いで）
・　？iQti　co
（入れて）
’」’umaQtiO
（読めて）
taQei＠
く立って）
eiQci＠
（切って）
？iQei＠
（射て）
　それぞれの種類の，標準語文語との対応およびその種類に属する動詞の例を
あげれば次のようである。
（i）イ．ラ行四段の大部分。？atajUN①（「当る」），　keejUN⑰（「返る」）など。
　　ロ．上二段の大部分。？wiijUN⑨（「老ゆ」），　sizijUN⑨（f過ぐ」）など。
　　・・．下二段の大部分。meejUN⑤（r燃ゆ」），　tatijUN＠（「立つ」），’濁UN⑨
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　　　（もらう。r得」に対癒）など。
　　＝。ハ行四段のろち，語幹末にaを有するものの一部。mOO．iUN④（「舞
　　　ふ」），hoojuN⑨（「這ふ」），？oojuN⑪（戦5Qr合ふ」に対凸応），　noojuN⑨
　　　（縫う。「麹ふ」に一応？），boojUN⑨（ri奪ふ」）など。音便語幹からの類
　　　推によって生じた種類である。
（ii）　ハ行四段のうち，語幹末にaを有するものの一部。　narajuN⑪（「習ふ」），
　gikajulT①（「鑓ふ」）など。ただし，この種類に属する語は，人によって「…し
　ない」の形が凝ar3raN⑪（習わない）などのように（i）の型となる場合がある。
（iii）　ラ行四段の弓ち，語幹末にbuなどを有するもの。？aNZUN⑨（「語る」），
　’jaNZUN⑪（そこなう。「破る」に対応），　niNZUN①（「眠る」）など。
（iv）　力行閥段。？aQCUN⑰（f歩く」），　ciCUN（］）（「聞く」），　hwiCUN①（「引く」）
　など。
（V）　サ行四段。？NZasjuNan（「嵐す」），　nOOSjUN⑪（「直す」），も00S3UN⑰
　（「倒す」）など。
（vi）　ラ行四段の5ち，語幹末にbiなどを有するもの。不規則動詞’NNZUN⑨
　（「見る」）もこれに近い。
（vii）　上一段の大部分。　nijUN①（「似る」），　nijUN①（f煮る」），’ijUNa）（「坐
　（ゐ）る」）など。
（Viii）　バ行騰段。，jubUN①（「呼ぶ」），？asibUN①（「遊ぶ」），　kuxubuN（D（「転
　ぶ」）など。
（ix）マ行四段。　numiN＠（r飲む」），’uganUN⑪「（拝む」），’jaRUN⑨（「病
　む」）など。
（X）　ガ行四段。kuuzuNan（「漕ぐ」），？iSUZUN⑨（「急ぐ」），　ciZUN①G一継
　ぐ」）など。
（xi）　ほかに，　hwirijuN①（拾う）。　また受身i動調。たとえば’jumarijuNan
　（r読まる」），？utal’ijul　＠（r打たる3），，jubarijuN①（「呼ばる」）など。
（xii）規則的に作られる可能動詞。たとえばtatarijuN⑪（「立たる」）・kaka一、
　ri3UN⑪（「書かる」），，waraarijuN①（r笑はるj）など。
（xiii）　タ行四段。？UCuN⑪（「打つ」），　maeuNew（「待つ」），muc登N⑪（「持つ」）
　など。
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（x圭v）イ．標蟻誰で2モーラのラ行四段で，その語幹にiを有するもの。？ijUN
　　　　①（「入る」自動詞），？ijUN①（「要る」），　sijUN①（「知る」）など。
　　　ロ．上一段の一部。ほかにhwi3UN⑪（「干る」），下一一eqのkijUN⑨（「蹴
　　　　る）」。ただしこのkijUN⑨は（i）：iの種類の活用もする。
　　なお，これらの5ち「…する」の形がijUNで終わっているもの，すなわち，
　（i）ロ，（i）ハ，（ii），（vii），（xi），（xiv）イ，（xiv）ロの各種は，「…する」の
　形をiiNで終わることもできる。すなわち，？UkiiN⑪（「起く」），？ukiiN⑰
　（「固く」），ciiN①（「着る」），？iriiN①（「入る」他誌調），’jumariiN⑥（「読ま
　る」），eiiN⑰（f’切る」），？銭N⑪σ射る」）などのようにもいう。　また，◎x）の
　「…する」の形は首里周辺にはnUNで終わるかわりに’jumUN⑪（「読む」）の
　よ5にMUNで終わることもあり，首里では，古風な形としては，jumjUN＠
　ということもある。
②動詞のいろいろな形
　　次に’junUN⑨を例として，各語幹と「連周形」から作られるいろいろな形
　とを一覧表にして示す。なお，その中には’UN①（いる）との複合によるもの
　があるが，その，UN①の語幹までが含まれている形を融合語幹と呼ぶことに
　する。
　　一覧表のうちゴチックで示してあるものは，その形がさらにいろいろに活儒
　することを示す。矢印によ6て，その形について解説してある章節の番号を示
　してある。普通の活字で示してあるものは，，junUN⑥の肯定普通態現在に属
　する形（→（2）①）である。肯定普通態現在のいろいろな形を代表するものは，
　その「終止形」（’junUN⑪ならば，jURUN⑪がそれ）である。なお，アクセン
　トはこの揚合すべて⑪なのでいちいち記さない。
　　この’junUN⑨の一覧表から，他の規定動詞についても類推によって同様、
　な形を作ることができる。
　基塞語幹から
一｛羅灘鈴
16
’」’ul・n一
，一asjUN3）（読ませる）→（3⑦
一a（読も5）
　・・a「ii（読もうよ）
　一ana（読みたいな）
箏um一
　一ajumaa（読もう読もうと）
一aa（一awa）（読んだら）
一ee（読めば）
　一ee’jaεし⑦（読も5かな）
一iwadu（読めばこそ）
一i（読め）
一ee（読めよ）
一uganaasi3）（読めるだけ）
一una4）（読むな。’jumaN⑨
の命令の形→②⑦⑧）
　一unaikee　（読むなよ）
一uka（読むほど）
f連用形」から
コリ　　　　コ3UMI一
一busjaN（読みたい）→（3｝④
一gig．　aN（読むそうだ）→（3｝①
：juusjuゴN（読むことができ
る）→③⑤
一migeeN～一N．eeN（お読みに
なる）→（3）③
　ほかに一haNsjUN（読みそこなう），
　一eijUN（読みきる），一hazimijUN（読
　み始める）その他の語彙論的な複合語
　が作られる。
，ju塒i⑨（読み＝「中生形」）
　　　　　一du（読みこそ）
　　　　　一「dUN（読みこそも）
’3um圭⑨
　　　　　一ga（読みに）
　　　　　一N（読みも）
　，jumiini（読む時に）～，jumiinee5）（読
　　　　　むと）
　’jumee⑪（ぐjumi＋一ja）（読みは）
　　連用語幹から
　　　　　一abiiN（読みます）→（2）⑨
　，．　　　一agijliN（読みつつある）→（3｝
毒》3un一　　　　　＠
　　　　　一agaeii（読みながら）
　　融倉語幹から
　（基本語幹白勺）
一｛i鎌欝
　（「連用形」的）
　，junui⑪（読んでおり漏「中生形」）
’3u1ユui一　一g撫aN（読んでいるそうだ）
　　　　　一（3）O
一蹴三騰㍉
　（短縮形語幹）？）
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画nu一
一ga（読むか）
一ku願（読むので）
一m量（読むか）
一N（読む。「終止形」）
一ru（読む。　f連体形」）
一’窒浮m（読．むものだから）
一sa（読むよ）
一亭i（読むの。「準体形」）
一瓠ga（読むが）
（音便語幹的）
　　　　　一aN（読んでいた）→②⑤
，．　，　一eeN（読んでいたのだ）→（2〕⑥
junuv一
　　　　　一ii（読んでいたか。　li　unutaN
　　　　　⑨の質問の形→｛2⑤）
　音便語幹から
’」’ud一
一a1（読んだ）→〔2｝⑤⑨縢∴：：讐
’jui一
一・盾潤fbUN（読んでおく）→〔2）④
＠＠＠
一〇〇N（読んでいる）→（2｝②⑤
＠Cb
－ai（読んだり）
一i（読んで）
一idu（読んでこそ）
　　　　，judee（，judiG－rja）（読んでは）
　　この表の普通の活字で示した形式の5ち，融合語幹から作られる形はヂ連用
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）　形」と曙り」に対臨する’UN①との複合によって生じたものである。
　　なお，　’jURuga⑪，　’junumi⑰，　’junUN⑨，　’junuru⑰，　’junuiruN⑨，
　’junusa⑰，’junu＄i⑪，’jnmusiga⑪は，「読むか」「読むか∫読む」…など標準
　語の動作性臨調の現在の形がもつ意味のほかに，「読んでいるか」「読んでいる
　かJr読んでいる」…など現在の動作の進行・反覆など，現在の状態をも意味し
　・うる。たとえば，nUU⑨sjuga①は「侮をするか」のほかに「何をしているか」
　も意味しうる。
③　不規則動調
　　①に述べた14種のどれにも属さない動詞を不規刷動詞と呼べば，不規則鋤
　調には次のようなものがある。
　（イ）　？aR⑥（ある），，UN①（いる），　meeN⑥～m（）ojUN⑪（「いる」ジ行くj
　　f来る」の習下の年長に対する敬語），miseeN⑲（なさる。ヂする」の敬語），
　　？撮eN脚eN①（いらっしゃる。「いる」「行く］．「来る」の敬語），、そのほか
　　一mi寧eeN，一瀬eeNで終おる敬語動詞，たとえば，jumimi寧e’eN⑪（お読み
　　になる），？utabimi寧e’eN⑪（賜わる），？uku斑ui瓢坤e■eN⑪（おカ・くれあそ
　　ばす）など多数。neeN⑪～neeraN⑪（無い）など。
　（ロ）　sinUN①（死ぬ），？umujUN⑪（思う），　nUUN⑪～，NNZUN⑪（見る），
　　？jUN①（言う），？iCUN（1）（行く），　s画N①（する），　maasjUN①（死ぬ），
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　一juus3UN（…できる），　eUUN⑪（来る）など。
　（イ）は一一般の動調と異なって’UN①との複合が起こっていないため，あるいは
他の動詞と岡三には起こっていないために不規則となったもの（ただしneeN⑥
～neeraN⑥は他の点でも非常に不規則）である。（ロ）は’llN①との複合は起
こしているが，その他の点で不規測な毛のである。以下にこれらの不規員働調
について各語幹および「連用形」と，それらから伶られる不規贈な形の主なもの
を記す。ただし語幹だけが不規則なものは語幹だけしか詑さない。
　　　　ず　2aN＠（ある）
　基本語幹？ar一，ただし，否定はneeN⑨～neeraN⑪となる。？araN⑨は
，jaN①（だ，である）の香定である。「連用形」？ai⑨，連用語幹？aあ，短縮形
語幹？3㌧音便語幹？at一。
　なお，？aN（ある），，jaN（だ，である。連詞の項参照），および形容調（？aN
との複合によって作られる。例：七akasa⑨十？aN⑪＞tal｛asaN⑨高い）につ
いて，現在の肯定と否定とをr終止形」であげて対比すると，次のよ5になる。
肯定
否定
？aN⑰（ある）
neeNOtvneeraN＠　　　　　　（ない）
，jaN①（だ，である）takasaN⑪（高い）
・・撚⑰（ではなの1鍛9ぎ搬謙δ魁
　，uN①（いる）
　基本語幹’Ul’・・：「連罵形」’ui①，連用語幹’uj一，短縮形語幹’u一，音便語
幹ut－e
　搬ee浅⑪～mooj双N⑨（「いる」「行く∫来る」の目下の奪長に対する敬語）・
　茎本語幹111001’一，「連用形jmeei⑥～mooi⑪，連用語幹meej一～mooj一，短：
縮形語幹mee一～mooju一，音便語幹mOOC一。
　miseeN⑪（なさる。　mis一の部分は「召す」との三二が考えられる）など
　基本語幹m呈S∫oor一，　r連用形」iniseel＠，連月語幹搬i興eあ，短縮形語幹
misee一，音便語幹misjooC一。
　？meN脚eN④（いらっしゃる），　’jumimise「eN⑥（お読みになる）その他，
一・高奄唐?ｅＮ，一N鉾e翼で終わる敬語動詞はみなこれに準ずるa
　neeN⑨～neeraN⑥（ない）
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　？al（ある）の否定の形。一般の動調の否定の形に準じて活用する。’jumaNO
の項参照。ただし，達嗣語幹をneejabi”raN＠（ありません）の場合に用いる。
　基本語幹neeNdar一，「連用形」neeN⑪，連用語幹neej一，短縮形語幹に相
当すべき語幹11eeN一。ただし，「終止形」と「連体：形」もneeN⑪～neeraN⑪，
音便語幹neeNt一。
　neeN⑪～neeraN⑪は元来，　nee一，　neera一の部分もNの部分も否定辞
であるから，形の上では否定が二つ重なっていることになる。この丁寧体は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わneejabi”raN⑨（ありません），蓉敬の敬語はneemisjoora■N⑨（おありにな
らない）で，やはり否定辞が重なる。「連用形jlleeN⑥はneeN⑪najUN⑰
（なくなる），neenoo⑪？araN⑪（なくはない）などのようにも用いる。
　sinUN①（死ぬ）
　基本語幹sin一，「連用形」sini①，連用語幹sin一，短縮形語幹sinu一，音便
語幹siz一。
　この語幹をもつものがsinUN①1語なので，不規劉とした。「ナ変」の特徴
は保持していない。
　？umujuNpm（思、5）
　基本語幹？u溝ur一，ただし，否定の形に？umaaN⑨（思わない），可能の形
に？umaarijuN⑨（思える）など古い形が共存している。「連用形」？umu呈⑨
～？umii⑪，連用語幹？um鱒一，短縮形語幹？umuju一，音便：語幹？umuレ。
　nuuN⑪～，NNzuN⑪（見る）
　基本語幹mir一～，NNd一，「連用形」nlii⑪～，NNzi⑨，連用語幹1頻」一な
ど（mijabira⑪～mjaabira⑪～naabira⑪冤ましょう，など），短縮形語幹
nuu一～’NNzu一，音便語幹’NNe一。
　mii⑨（見），　nUUN⑨（見る），’NN¢i⑪（見て）など規期的な音韻変化によっ
て生じた形と，，NNzi⑨（見），’，NNZUN⑨（見る）など類推によって生じた形
とが共存しているため不規則となった。
　2juN⑦（言う）
　基本語幹？3一，？arijuN①（言われる），？jaa①～？jawa①（言ったら）など。
ただし，？i．ia①（醤おう），？ee④（書えば），？lwadu①（言えばこそ），？ii①（言
え），？ee①（書えよ）。「連用形」？ii①，古用語幹？お短縮形語幹？ju一，音
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　　便語幹？ic一。
　　　語頭㊧？iが三音に続く際に生じた音韻変化のため不規鮒となった。
　　　？icuN①（行く）
　　　基本語幹？ik一，「連罵形」？ici①，連用語幹？ic一，短縮形語幹？iCU・・，音便
　　語幹？NZ一。
　　　音便語幹から作られる形のみが「往ぬ」に対応するため不規鰯となった。たと
　　えば，？Nzi①（行って）は「往にて」に頬応ずるq
　　　sjUN①（する）など
　　　基塞語幹から作られる形式にあたるものはsaN①（しない），　sa｝’ijUN①（さ
　　れる），siMi，」　UN①（させる），　Qsa①（しよう），　saa①～sawa①（したら），珊e①
　　（すれば），Qsiwadu①（すればこそ），　Qsi①（しろ），　seedi（しろよ），　sjunace
　　（するな），s5uka①（するほど）など。　r連馬形j　sii①，連用語幹sj一，短縮形語
　　幹sju一一。音便諮幹から作られる形にあたるものsjaN④（した），　seeN①（して
　　ある，したのだ），sjOON①（してし・る），　sjai①（したり），　Qsi①（して）など。
　　　やや特殊な音韻変化および類推による変化によって不規則となった。maa－
　　sjUN①（死ぬ）と一juusjUN（…できる）はS3UN①に準じて活用する。
　　　cuuN（D（来る）
　　　基末語幹から作られる形にあたるものはkUUN⑪（来ない），　kuurarijuN⑨
　　（来られる），kuu⑥（来よ5），　kuuw鼠⑪～kwaa⑪（来たら），　kuuree⑨（来れ
　　ば），kuuriwadu⑪（来ればこそ），1〈UU⑥（来、・），　kuuwa⑨～kwaa⑬（来い
　　よ），kUUNna⑥（来るな）など。「連用形」cii⑪，連用語幹から作られる形にあ
　　たるものはeabiiN⑫（来ます）など。短縮形語幹euu一，音便語幹。一，ただし
　　Qci⑪（来て）。力行変格の特色を保持しているため不規則となっている。
（2）動詞の形態論的構造（その1）
　①肯定普通態現在’junUN⑨（付’junui⑪，’junuiraevなど）
　　　肯定普通態現在に属する形は前節の②（61～63ページ）の一輩表で普通の活
　　字で示したものである。ここでは，それぞれの形の用法および相互の関係につ
　　いて簡単に述べる。・
　　（イ）　ふつう，述語となって文を終えるのに期いられる形
　　，junUN⑪（読む，読んでいる）
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　動詞のいわゆる「終止形」。「読み居り」に対応するといわれるが，末尾の部分
　は塵接f居り（WOI”i）」の終止形「居り（WOX’i）」に対応するのではなく（もしそ
　うならば’jun磁となるはず），末尾のNは，古くは話し手の主観的な判断
　を表わしたと思われる＊mにさかのほ1るもので，客観的な叙述を表わしたと
　漂われる語尾＊1’i（「有り」「居り」の「り」）と対立したものであろう。，ju一・
　nUN⑨（読む），，UN①（いる）の質問の形が，junumi⑪（読むか），，umi①（い
　るか）であり，かつ質問の意を表わす接尾辞が一iであること，および，奄美
　駒繋の多くの方言にm系の「終止形」とri系の「終船形」とが共存している
　ととによってこのことが推定される。なおこの＊mは標準語文語あ「助動詞」
　の「む∫らむ∫けむli，「助謝の「なむ（希墾の揚合）」などのmと関係あるも
　のであろう。
，3unusa⑥（読むよ，読んでいるよ，読むさ，読んでいるさ）
　’junUN⑪よりも柔らかい表現であると諦観に，客観的叙述であることを
　示す「確言」のニュアンス（「さ」）をもつようである。
’jumi＠（読め），’jumee⑪（読めよ）
　前者はいわゆる「命令形」に対応する。後者は前者の柔らかい表瑳。
’ju濃ユa⑪（言売もう）
　いわゆる「豪然形」に購応ずる。意志動詞の照合は近い将来に行なおらとする
　意志，または仲間への誘いかけを表わし，無意志勤詞の揚合は近い将来に起
　ころうとしている動作・変化への推測を表わす。なお，’junura⑨の項参照。
　　’jumana⑪（読もうよ，読みたいな）’3U澱a㊥の柔らかい表現。
　　’ju塒a「ii⑨（読もうね）仲間へ親しく誘いかけて岡意を求める表現。
　　なお，，ju皿a⑪を反覆形にした，jumajumaa⑨（読もう読もう）とX，・　e｝形
　があり，’jumajumaa⑪sjUN①（読もう読もうとする），？utira7utira⑥
　sjoON①（まさに落ちそうにしている）などのように用いる。
’jumee③’jaa①（読もうかな，読んだらなあ）
　，jumee⑪（読めば）に助詞♪jaa①を付けたもの。
’junuva⑪（読むだろうか）
　疑わしいと思5気持ちを表わす。文末に用いるほか，連罵形の「中止法」のよ
　5にも用いる。sjumugiga⑪’junura⑨・（本を読むのだろうか。）読むこと
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　自身が疑わしい揚合には，jumiga⑪sjuva①（読むのだろうか）となる。
　　’junura⑨hazi①（読むだろう）’junuru⑪hazi①ともい5。
　　，juma⑨（読もう）と，junura⑪（読むだろうか）との対立は肯定普通態現
　在のみに認められるよ「）で，たとえば肯定持続態現在の’judoora⑨は「読
　んでいよ弓」「読んでいるだろ5か」の両：方を意味し，肯定普通態過去には
　，judara⑪「読んだだろうか」のみがある，また，？aN⑪の場合には？鍵a⑨
　「あるだろうか」しかなく，，UN①の回金には，ura⑤は「いよ5」「いるだろ
　うか」の爾方を意味する。
，junumi　O（読むか），’3u識uga⑨（読むか）
　前者は「はい∫いいえ」で答えられる質問文に，後者は疑問詞を伴う質問文に
　用いる。？jaaja①，jununli◎．おまえは読むか。　taaga①，junuga⑪．誰が
　読むか。
（ロ）　おもに文中に用いられて文末の述語に統合され．る形
，jumi⑨　　（読み）
　日語では，中止的に用いることは少ない。助詞一du，一dUN，　一N，一ja，　一ga
　などがついて，次のように用いられる。
　　’jumidu⑨sjuru①（読みこそする，読むのだ。’jLnUN⑨を一duによって
　強調したもの），’jumi「duN⑨see①（読みでもすれば。’3“颯ee⑪「読めば」
　を強調したもの），，jumi’duN⑥saa①（読みでもしたら。，jumaa⑨「読ん
　だら」を強調したもの），’jumi■dUNO　siinee（D（読みでもした時には。’ju－
　miinee⑨「読んだ時には」を強調したもの），’juユ班N⑨saN①（読みもしな
　い。’jumaN⑪「読まない」を一Nによって強調したもの），’jumee③saN①
　（読みはしない。，」　LlmaN　emを一5aによって強調したもの），，jumiga⑥
　sjura①（読むのだろうか。，junura⑪「読むだろうか」の疑わしい気持ち
　を一gaによって強調したもの）など。また，思的を表わす一ga（に）が付
　いて，移動を表わす動詞に先立って用いられる。？iju①tUiga⑥？iCUN①．
　魚を取りに行く。
，jud玉㊥（読んで）
　標準語のf…して」と同様に文中に用いられるほか，文末にも’judaN⑪（読ん
　だ）に近い意瞭で眠いられることがある。また，’画dikara⑪（読んでから），
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　，3ぬiN㊥（読んでも）がある。また，単独で，または一du，　一N，　一」　aなどの助詞
　がついて他の勤詞（「補助動詞」）に先立ち，その動詞とともに一つの述語とし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）　て用いうる。それには次のようなものがある。，judi⑪？aQCUN⑪（読んでば
　かりいる），，judi⑨neeN⑪（読んでしまった），，judi⑨？icuN④（読んでい
　く），，juii⑨CUUN⑨（読んでくる），，judi⑨tuujUN⑪（読破する），，judi
　⑨’UN①（読んでいるんだ。’judooN⑪のぶつきらぼ5な言い方），’judi⑨
　？aN⑪（読んであるんだ。，judeeN⑪のぶっきらぼうな言い方），，judi⑪
　，NNZUN⑪（読んでみる），，画di⑪翻sijUN⑪（読んでみせる），，judi⑪
　勧rasjUN⑪（読んでやる），，judi⑪kwijuN①（読んでくれる），，judi⑨
　taboori⑥（読んでください），，judidu⑪，uru①（読んでいるのだ。「judo－
ON⑨「読んでいる」を一duによって強調したもの），，judidu⑨？aru⑨（読ん
　であるのだS　’judeeN⑨を一duによって強調したもの），，judee⑨’uraN①
　（読んでいない。，judOON⑪「読んでいる」の否定），，judee⑨neeN⑪（読ん
　でない。’judeeN「読んである」の否定），’judiN⑪’uraN①（読んでもいな
　い。’画5ee⑨’uraN①「読んでいな、・jを一Nによって強調したもの）など。
，jumaaan～’jumawa⑪（読んだら）
　標準語文語の「未然形」＋rば」に対応する。後者の発音もあるが前者が多い。
　？ariga①，jumaa⑨？jaaN①，3u瓢ee⑪．もし彼が読んだらお．まえも読め。
’junuraa⑨（読むんだったら，読むのなら）
　’junuraa⑥’jumee⑪．読むんだったら読め。
　　　　　　　　9）
’jumee⑪（読めば）
　標準語文語の「已然形j÷f（k3に対応するd’jumee⑨’wakajuN⑨・読めば
　わかる。？utusee⑨，wal’ijUN①．落とせば害1れる。
’jumiwadu⑨（読めばこそ）
　，jumee＠（読めば）を一duによって強調した形である。主として次のよう
　に用いる。，jumiwadu⑪，jaru①（ぜひ読まなくては），，jumiwadu⑨na－
　juru⑨（読まなければならなし・。，jumaNda「ree⑪naraN⑪ともいう）。
junu士ee⑪（読むならば）
　’jUIluree⑪’wakajusa⑪．読むならば（その時には）わかるよ。
　’jumaa⑨（読んだら）と’jumee⑪（読めば）との区別，すなわち，「夫然
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形」＋rぱ」と陀然形」＋rば」の区男聾は，肯定普通態現在以外の揚合ヒもし・つ
　もあって，両者の意味の違いははっきりしており，前者は仮定のことを，後
　者は既定の，または必然のことを羨わす。轡定普通態単純過去の場合を例と
　すると，話者は次のように違う。
　　？Uもucaraa⑰’war圭taN①．もし落としたら割れた（だろう）。…過去の反
　　事実
　　？utucaree⑲，waritaN①。落としたら劇れた。…過去の事実
　しかし，’jumaa⑨と’junuraa⑪との区別，および，jumee⑪と’junu－
　ree⑪との区別は，普通態現在の揚言に限られるようである。
その弛
　その他，普通，文の途中に用いられて文末の述語に統合される形として，
　，jumiini⑪（読むときに，読んだ場合）～，jumiinee⑨（読むときには，読ん
　だ揚合には，読むと），，junukutu⑪（読むので），，画au、斑N⑨（読むもの
　だから），’junusiga⑨（読むが）などがあり，さらに，これらとやや文論的
　機能が異なるものとして，junagacii⑪（読みながら），，judai⑨（読んだ
　り），，3um三gat禺a⑪（読みそう），’jumuka⑪（読むほど）など，また，このほ
　かr連体形」を用いた，3u烈uruma’di⑪（読むまで），，junuru⑰？weeda⑨
　（読むまでの間），’junuru⑥gutu⑨（読むよ5に，読むほど），’junuru⑨
　lnUN⑰（読むのに）など，「終止形」を用いた’junu貰nee⑪（読むよ5に。
　比喩に用いる）もあげられる。
（ハ）　その他の形
’junuru⑨（読む。「連体形」）
　首里方言の活用する語は，否定の血合を除いて，いつも「終止形」と「連体形」
　とを区溺する。
　　sjumugi⑥’5uaUN⑨．：本を読む。
　　S沁mugi⑨’junuru⑨Qeu①．本を読む人。
　　また，首里方言の漣体形」は，助詞一duのあとで文を結ぶという，いわ
　ゆる係り績びの用法をもつ。
　　’waaga⑪’jUIIUN⑪．（わたしが読む。）一→’waagadu①’3u箆uru⑪．（わ
　　　　へ　　たしが読むのだ。）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　へ　　　’junUN⑨・（読む。）一〉’3u1盃du⑨sjuru①．（読むのだ。　s麺ru①は
　　　sjUN④（する）の「連体形」）
　’ju鍛u亭i⑪（読むの。「準体形」）
　　体言に準ずる機能をもつ。　sjUmug呈⑨’junusee⑨（本を読むのは）。また
　　一seeに終わる形（一siに助詞一jaの付いたもの）は「…のだよ」の意で，文
　　宋にも用いられる。，waaga⑪，juma”Ndi⑪sjootaru①muN⑨，？unu①
　　Qcuni①，jumaQti⑪　neeN寧♂e⑪。わたしが読もうとしていたのに，その1
　　人に読まれてしまったのだよ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）　（付）’jun掘⑪，および’junuira⑨（読んでいるだろう）など。
　　　首里方書動詞の普通態の現在と過表とを対比すると，現在の’junUN⑪
　　（読む，読んでいる）に対して，過去には’judaN⑪（読んだ），，junuta沢⑨
　　（読んでいた）の二つがあることが注図される。前者を単純過去，後者を継続
　　過去と呼ぶことにする。後者は過去の一定時において継続または反綾してい
　　た動作や，過表の習慣などを表わす（状態動詞？a黄⑨rある」，JUN①「い
　　る」は継統過去を欠く）。一方現在は，元来は継続的現在（「読んでいる」）を
　　表わしたと見られる’junUN⑪が単純な親在（「読む」）をも表わすように
　　なったため，過去におけるような「単純」と「継続」との形式上の置旧を失って
　　しまったものである。ところが，継続的現在のみを表わす次のようないくつ
　　かの形式も首里方欝でまれに用いられる。
　　　’junm⑪（読んでおり），，ju職uira⑪（読んでいるのだろ5。読んでいる
　　　だろうか），，junuivaa◎（読んでいるのなら），，junuiree⑪（読んでい
　　　るならば），’junuigi’saN⑨（読んでいるそうだ）。
　　’junui⑪，’junuixa⑪に例をとれば，たとえば次のように用いる。
　　　？aree①sjumugi⑨，諏聡ui⑨，，waNnee③zii⑨kaCUN⑨。彼は本を読：
　　　んでおり，わたしは字を書いている。
　　　kuneed・⑨’w・ag・⑨k・・a・a・u①．・jumtigee⑰，？・ree①n・maa①．
　　，junuh”a⑪．この間わたしが貸した本は，彼はいま読んでいるだろう。
②肯定持続態現在’judooN⑪（読んでいる）
　　この形は，’judee⑪（読んではく’judi十・・ja）と’UN①（いる）との複合し
　たもので，動作・変化がすでに完了して琉在にいたって～・ることと，動作・変
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化が継統または反覆されて現在も続いていることの二通りを意味する。前の揚
．合は「…している・…してしまっている。…してしまった・…した」などと訳さ
れ，後の揚合は「…している・しつつある」などと訳される。
　　nagi②natOON⑱．夏になった（もう夏になっている）。
　　nalnaa①sjumugien’judOON⑪．今は本を読んでいる。
？aN⑨（ある）は持統態を欠くが，’UN①（いる）は持続態’utOON①（いる，
ずっといる）をもつ。
　　’waagaew　cuuruma－di＠　？Nmanakai（1）　’utooriO．　？NNO，　’utoosaO，
　　わたしが来るまでそこに（ずっと）いろ。うん，（ずっと）いる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　le）持続態に属するいろいろな形の作りかたは次のようである。
基本語幹から
’」’udooy一
一a（読んでいよ5，読んでい
るだろうか）
一a”a（読んでいたら）
一e「e（読んでいれば）
一i（読んでいろ）
一ee（読んでいろよ）
　，judooNna（読んでいるな。，judee⑨
　　　　　　，Lll’aN①の命令）
　ヂ連用形」から
　　　　　一bガsjaN（読んでいたい）
　　　　　一gi「saN（読んでいるそうだ）
・j。d。。i．一miseieN（読んでいらっしゃ
　　　　　る）
　　　　　づu皿sjガ賛（読んでいること
　　　　　ができる）
，judooi⑨（読んでおり）
　　　　　一”duN（’judooiiduNen　see（1）・　　　　｛
　　　　　読んでいでもすれば，など）
　　　　　一ni（読んでいる時に）～一nee
　　　　　（読んでいると）
　連用語幹から
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’卸doo愉一abilN（読んでいます）
，．iudooj一　一agi「iN（読んでいつつある）
　短縮形語幹から
’judoo一
一ga（読んでいるか）
一ku’tu（読んでいるので）
一N（読んでいる。「終止形」）
一1’U（読んでいる。「連体形」）
一”窒浮m（読んでいるものだか
ら）
一sa（読んでいるよ，読んで
いるさ）
一議i（読んでいるの。　「準体
形」）
一學i”ga（読んでいるが）
音便語幹から
’judoot一
一がN（読んでいた）
一e7?Ｎ（読んでいたのだ）
一ai（読んでいたり）
一i（読んでいて）
一i’i（読んでいたか）
一i「N（読んでいても）
　　これらの形の相互関係や，それぞれの用法は肯定：普通態現在の場合ヒ準ずる。
③青津結果態現在’judeeN⑪（読んである）
　　’judee⑪（読んではく’judi十一3a）と？aN⑨（ある）の複合したもので，
　動作が完了していてその結果が硯在残存していることを示す。’judeeN⑰は
　同時に確言単純過去（読んだのだ）も意昧するが，それは過玄の項で述べる。
　？aN⑪（ある）および他の無意志動詞（たとえば111iijUN⑪生える），および
　「’UN②（いる）は結果態を欠く。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10ノ　　結果態に属するいろいろな形の作り方は次のとおりである。
　基本語幹から
一｛1蒲愚詠：
　「連用形」から
ej　udeei⑨（読んであり）
　　　　　一「dUN（，judeeデdUN⑪　學ee（護）．
　　　　　よんでありでもすれば，など）
　　　　　一ni（読んである時に）～・・nee
　　　　　（読んである場合には）
　連用語幹から
’judee”j一一abiiN（読んであります）
　短縮形語幹から
，judee一　（，judooN⑪の短縮形語幹，ju－
　　　　　doo一の門別と同じ）
　音便語幹から
，judeet一　（，judooN⑨の音便語幹，ju－
　　　　　doot一の揚合と岡じ1）
④肯定保存態現在，judOO’CUN⑨（読んでおく）
　　’judee⑥（読んではく，judi十一Ja）と？uedN①（置く）の複合したもので，動
　作の結果を保存しておこ5とする意を表わす。保存態に属するいろいろな形の
　作り方は，持統態の場合にほぼ準ずる。
　　基本語幹’judook一．達用形’judooci⑪，連用語幹’judooc一一，短縮形語幹’3u－
　doocu一，音便言吾幹，judooc－o
⑤肯定過去（①～④の過去）
　　①，②，③，④とその過表とを「終止形」で対比して示せば次のよ5になる。
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普通態
持続態
結果態
保存態
現
?
，junUN㊥（読む・読んでいる）
，judOON⑥（読んでいる）
，judeeN⑨（読んである）
，．iudoo”eUN⑨（読んでおく）
過
単副 ’judaN⑨（読んだ）
綱’ ’junutaN⑨（読んでいた）
，judoota”N⑥（読んでいた）
，judeetガN⑥（読ん℃あった）
，judOO”eaN⑪（読んでおいた）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　le）　　　過虫に属するいろいろな形の作り方は，次のようである。
基本語幹から　　　　　　　　　　　　　　　短縮形語幹から
’judar一
’junutar一
’judootar一
’judeeta－
5udooeay一
　　　　　11）
「連用形から」（元来は⑥に属したもの）
’judeei一
’3’　Unuteei一
’judooteei一
’judeeteei一
’judooceei一
’」’udeei＠，
’judeeteei＠，
あり）
回訓1鱗1＞だろ叫
一a「a（読ん澗釦ら，仮定の揚合）i
e”ei駄ただし蹴事実の）：
　　　　　　　　　　　　　　　iづud掛
　　　　　　　　　　　　　　　i　’junuta一
一gin，。N（読ん、同。、そうだ）細。。，a一
一’
Au。ぐj。、e曲N。購読i　’j。dee，a一
　んだのででもあれば，など）・3udooea．
一州（読ん（同上）時に）～一nee（読i
　ん（同上）場合には）　　　　　i
’jtmuteei＠，　’judooteei＠，　1／
・鋤。eeei⑪（読ん（同上）のでi
一ga（読ん（鑓熱1）か）
一ku「tu（読ん（潤上）ので）
一。「）N（読ん（岡上）。「終止形3）
　一Nte”eN－vNte－emaN
　　（読ん（同上）ところで）
一yu（読ん（同上）。r連体形」）
謡UR（読ん目上）ものだ
　から）
一sa（読ん（同上）よ，読ん
　馬上〉さ）
‘’唐堰i読ん（購上）の。「準体1
　形」）
湿i「ga（読ん（揮上）が）
　　なお，疑問詞を伴わ加、・場合の質問の形は，それぞれの現在の音便語幹を屠
　いて次のように作られる。f…して」の形（分詞）に質問め接尾辞一iを付したも
　のである。
　　，judii⑪，，ju盗uti重⑨，，judooti’ian，，j厩deeti「i⑲，，judoocii⑪（読ん（だ。でい
　た・でいた・であった・でk・いた）か）
　　　　　　　　　11）⑥　肯定確雪過去
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　過虫のことを根拠のある確かなこととして表わすもので，⑤と対比すると，
次のようになる。なお，普通態確書単純過去は結果態現在と岡形である。
過 去 …?
蟹轟態i田蕪剛読んだ）
確
?
過 去
i’judeeN⑰（読んだのだ）
騰態旨…・a”・・（読んでいた） レ伽ut・”・N⑪（読んでいたのだ）
r
1持縮i・」。d。。tゴN⑨（読んく・v・た）
　　　i
1・3・d・・t・’・N⑪（読んでいたのだ）
／結果態i・judeetガN⑪（読んであった）1　’j・dee・・ie・⑨（読んであ。たのだ）
保存態ふd。。■，。N⑪（読んで鄭£） t，judooce’eN⑪（読んでおいたのだ）
　　たとえば，次のように用いる。
　　　namaa（t）　hagimooen　’jasiga（3）　’N・1〈asee＠　kusanu＠　miitooteieNan．
　　　いまははげ野だが，昔は草が生えていたのだ。
　　確醤過去に属するいろいろな形の作り方は過去の揚合に準ずる。ただし，次
　のように音便語幹にさらに一eeNを付けて回想的な確言過去にすることもでき
　る。
　　’judeete’eN⑨（読んだのだったのだ。ただし，結果態確言過去と同形），，ju－
　nute’ete「eN⑥（読んでL・たのだったのだ），，judoote「就e鷺eN⑪（読んでL・たの
　だったのだ），，3udeete’ete■eN⑪（読んであったのだったのだ）など。
⑦　否定現在（①～④の否定）
　　現在の肯定と否定とを頬比して「終止形」で示せば，次のとおりとなる。否定
　は普通態のほかは二語に分けて表わされる。
肯
?
鞭周写一⑪（読む説んでい・）
1 否 ?
持続態
D…剛謝な・・）
，judOON⑪（読んでいる）
結果旨旨・deeN・（読んである）
D・・ee鯉・N④塾でい励
?
1，judeean　neeN⑪（読んでなし・）
燧存卸・…’cu・・（読んでおく） 睡e…k・N①（癖でおか）
　’jumaN⑨に属するいろいろな形の作り方はつぎのとおりである。’uraN①，
neeN⑪，？ukaN①も，jumaN⑪に準ずる。なお，　neeN⑪については不規
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　　　則動詞の項参照。
　基本語幹から
’j・ma・d・・r一　（：認識ら）
　r連用形」に穣照すべき形から
’jumaN⑥（読まずに，読まないで）
　　　　　一duN　（’jumaN’duN＠　？ayee
　　　　　⑥読まないのででもあれば，
　　　　　など）
　　’3u瓶anoo⑪（〈’jumaN十一ja）（読ま
　　　　　ないでは）
，jumaNdainee（読まないと，読まな
　かった場合には）
　連用語幹から
，jumaN一　　一gi”saN（読まないそうだ）
　短縮形語幹に相当すべき語幹から
’jumaN一　　一ga（読まないか）
　　　　　　　一ku「乞u（読まないので）
　　　　　　　拶i（読まないの。「準体
’jumaN一一
　　　　　　　形」）
　　　　　　　慣iga（読まないが）
，jumaN⑪（読まない。「終止形」）
’jumaN⑨（読まない。ド連体形」）
’jumani⑨（読まないか。疑問詞を伴わ
　　　　　ない質問の形）
　音便語幹から
’jumaNt一
一ゴN（読まなかった）
一♂eN（読まなかったの
だ）
一ai（読まなかったり）
一・撃堰i読まなかったか。’ju－
maNta「N⑪の疑問調を
伴わない質問の形）
　　なお，，junura⑨（読むだろう）の否定は’jumaN⑨　？axaew（読まないだろ
　5）のように，，jumaN⑨の命令は肯定：の基：本語幹から，jumuna⑪（読むな），
　，jumuna「kee⑪（読むなよ）のように作られる。「連用形」に一jaの付いた
　，jumanoo⑪は，たとえば’ju瓶anoo⑨　s300毛i①（読まないで。　’jumaN⑪
　sjooti①ともいう）などのように用いる。
⑧否定過去（⑦の過虫）
　　否定の現在と過去とをf終止形」で頬比すれば，次のようになる。
現
?
過
普通態匝m・N⑪（謙ない） i’jumaNta「N⑪（読まなかった）
i
持統脚・dee⑨㎞・N①（読んでいなの1’judee＠　’uraNta”No（ggirllSf，lg’Vtt）1／
結果卸・dee⑨・ee・・（読んでな・・）｝　’j・dee・　nee…”・・（蒙麓な）
保存態Dudee⑨？ukaNQ（読んでおかない）1　’」・dee⑨・・k・N・・”N①（読んでおかなかった）
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　　否定の過去に羅するいろいろな形錦の作り：方は，肯定の過去の場合にほぼ準
　ずる。なお，否定の確言過去も，否定の過去と同様に’jumaNte「eNen（読まな
　かったのだ），　，judee⑨，uraNte－e．N①（読んでいなかったのだ）のように作ら
　れる。また否定には単純過去と継続過表の区別がない。
⑨丁寧体
　　①から⑧までの形を常体と呼べば，それに対して了寧体が区別される。現在
　と過去の肯定および否定のそれぞれの終止形について丁寧体をあげれば，次の
　よ5になる。
　（イ）肯定
i 現 ?
普通国
持続態
結果態
保存態
，junabiiN⑨（読みます）
，judoo「jabiiNゆ（読んでいます）
’3’udee”jabiiN＠
（読んであります）
Sii’iiiuantt－eabi1N　・v’tmhum¢　？u－
eabiiN（Z）
（読んでおきます熱
　　過　　　去」
単小…bit・’N⑨（読みました）
綱儲丁丁）
’3’udoojabiita’N＠
（読んでいました）
’J’udeejabiitaiN＠
（読んでありました）
畿鼎ゴN⑨～和鯉恥…
（読庖で素iき：まレな；）、
（ロ）否定
E
普通態
持続態
結果態
陛態
現
?
，junabi（n）raN⑪（読みません）
’judee＠　’ujabi－raNQ
（読んでいません）
’judee＠　neejabi”raNO
（読んでありません）
’judee＠　？ueabi”raN¢
（読んでおきません）
過 去
’junabiraNta’N＠
（読みませんでした）
’」’udeean　’ujabiraNtaiN（D
（読んでいませんでした）
’judee＠　neejabiraNta－N＠
（読んでありませんでした）
’judee＠　？ueabiraNta－N¢
（読んでおきませ1んでした）
　一abiiNは「はべる」に鮒応ずるものであろ5。なお，上の表の5ち，末尾が
3abiiNとなるのはやや古風な発音で，ふつうはibiiNということが多い。ま
た，持続態および結果態の過去肯定は一jabiita’Nとなり，継続過表の場合と岡
じであるが，これは’UN①（いる）および？aN⑨（ある）の丁寧体過去肯定が
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それぞれ，ujab蹴a「K①（いました），？擁abiita、N⑪（ありました）のよ5に
継続過去の形をとり，かつ単純過去と継続過去の区洌をもたないことと関連し
ている。
　丁寧体に繍するいろいろな形の作り方は普通態の揚合，次のよらである。
　基本語幹から
　「連用形」
’junabiii⑪　（読みまして）
　短縮形語幹から
　　　　　　一ga（読みますか）
　　　　　　一kガtu（読みますので）
　　　　　　一mi（読みますか）
　普通態以外の丁寧体に属する形の作り方，およびこれらの形式の5ち，
にいろいろに活用する形の作り方については，
類推しうるので省略する。
　なお，丁寧体の喩令形」は尊敬の敬語動詞の場合にのみ，たとえば次のよ5
，に用いられる。
　・5u漁UN⑪（読む〉→’jumi塒i亭eebi「iN⑪（お読みになります）一→
　　　　　　　　　　　　　　　　，ju撚im均eebi「ri⑨　（お読みなさいませ）　　　 　｛
　　　　　　　　　　　　　　　　，ju撮im尊eebゴree⑪（お読みなさいませよ）
写umaN⑪（読まない）一→，jum油i學ee3ab三「raN⑥（お読みになりません）→
　　　　　　　　　　　　　　　　，jum油i理ebまNna⑨（お読みなさいますな）
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｛　　　　　　一N（読みます。「終th形」）
1　’junabil一
…　　　　　　一1’Ll（読みます。「連体形」）i
i　　　　　　－iruN（読むものですから）
i　　一，i（読みます。。嘩彫」）
i　　　　　－91i”ga（読みますが）
i　音｛更語幹から
i　　　　　　一がN（読みました）
i
　　　　　　　－eeN（読んだのです）
　’junabit一　　一i（読みまして）
　　　　　　　一ゴR（読みましても）
i　　　　　　“・i’三（読みましたか）
　　　　　　　　　　　　　　　　　さら
　　　　　これまでに述べたことから大体
（3）　動詞の形態論的構造（その2）
　　動詞は普通，さらに次に述べるような派生の形をもち，そのそれぞれはあたか
　も一つの動詞のようにふるまう。すなわち，これら派生動詞は「動詞の形態論的
　構造（1）」と類似の構造をもつ。ただし，①と④とは形容詞と類似の構造をもち，
　あとに続く形に慰しては形容詞的にふるまう。
???????推定。俵聞
進行
尊敬
希望
可能
，jumigisaN⑪（読むそうだ）など
’junagijuN⑪（読みつつある）など
，jun7：imiseeN⑪（お読みになる）など
，jumibusjaN⑪（読みたい）など
’jumijuusju「N⑪（読むことができる）など
　　　　受身。可能・尊敬’jumarijuNew（読まれる，読める）など
　　　　使役　　　　　　，jumasjUN⑨（読ませる）など
　これら七種の派生形式は，たとえば，jumimi亭eejagi「jUN⑪（お読みになりつつ
ある。②と③），’jumasarijuN⑨（読まされる。⑥と⑦）などのよ5にさらに組
み合わせた形を作ることができるものである。①～⑦は，そのように組み合わせ
る血合にあとに置かれるものから順に並べてある。
4P推定と伝聞（一gisaN）
　　’5unユig圭saN⑪（読むそうだ），’junagiigi＝saN⑥（読みつつあるそうだ）など。
　F（する）そ5だ∫…ちしい∫…ということだ」などの意。一gi「saNは形容詞に準
　じて活用するが，一gisaa（…そう，…そうに）という形もある。’jumigisaa⑪
　’jaN①（読むそうである）。形容詞の項参照。
⑨　進　　　行　（一agijuN～一agiiN）
　　，junagijuN⑰（読みつつある），，jumim埠eejagゴiN⑪（お読みになりつつ
　ある）など。一ag圭画Nは「上げる」に対応する。普通はその時から茉来へ向けての
　動作の進行を表わすが，？aN⑨（ある）に付くと多くの存在を表わすようである。
　　，jaanu⑪？uhooku①？ajagiita「N⑪．家がたくさん（かたまって，または続
　幽いて）あった。
　　規則動詞の（i＞に準じて活用する。ただし，意味が状態的であるためか，過去
　の場含に単純過去の形を用いないなどの点が特異である。’junagiita”N⑪（読
　．みっつあった）。
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　　「命令」「意志」の形は用い5る。’junagiri⑨（読みつつあれ），’jUitagira⑥
　（読みつつあろう）。
⑧尊　敬（一misee“’，　一Ng．eeN）
　　，jumimi學e■eNan（お読みになる），，jumijuusimi寧e「eN（①（読むことがおで
　きになる）など。
　　？ajumiNganaasiee　miseeN＠，　？ujumiNganaasi＠　namiseTeN＠，？uju一
　ユ癒搬is300rar圭「3UN⑪（いずれ墾「お読みあそばされる」），？ujumiNsjoTocien
　？utabimigee「eNan（お読みになってくださる）などは，たとえば女中が按司に
　向かって言う揚合など，葬常に蓉敬の度合の高いもので，あまり用いられな
　い。また？ugoozimi§e「eN⑪（お考えあそばす），？ukum磁ml夢e「e巽⑨（おか
　くれあそばす）などは，主として王などについて用いるものであり，現在では
　用いられない。
　　？ujUmiNse「eN⑨，？u5u獄i痴争e「eN⑪，，jumim圭寧eeN⑨（いずれも「お読み
　になる」）は，目上または親しくない贈等に対する敬語で，？u3umiN學e’eN⑪が
　もっとも尊敬の度が高く，以下この順となる。，3um呈鴎e「eN⑪（読まれる）は隠
　下の年長などに組するやや軽い敬語。
　　　　　　　　　　　　　　　　　12）　　活用のしかたは不規則動詞の項を参照。ただし，丁寧体は’餌mimi輿eb鐵R⑪
　などのよ5にja～iが暴落することが多N・。なお，’jud。o’imiseeN⑨（読ん
　でいらっしゃる）と，3U瓢i瓢isjoOCO「ON⑰（お読みになっている）はともに使う
　ようであるが，岡義。
④希　望（一busjaN）
　　，jumibusjaN⑰（読みたい），，jumijuusibu「sjaN⑪〈読めるよ5になりkい〉
　など。一busja〈husja（「欲しさ」に対応）。形容詞に準じて活嘱する。
⑤可　能（一juusjUN）
　　，jumijuusju「N◎　（読むことができる），，Jumasi3uusju「N⑨（読ませるこ．
　とができる）など。
　　動作の主体にその能力があることを示す。sjUN①に準じて活罵する。ただ
　し，意味が状態的であるために過去の迎合に単純過去の形を用いない点などが，
こ特異である。‘’jm錘juusjuta噴⑪（読むことができた）。「命令jr意志」の形も凪
　いうる。
　　　　　　　　　　　　　　　　se
　　，jumijuuQ”si⑨（読めるようになれ），，」’umijuaQ「Sa①（読めるようになろ
　う）。
⑥受身・可能・尊敬（一a燐UN3））
　　’jurnarijuN⑪（読まれる・読める），　ljumasarijuN⑰（読まされる）など。
　　受身の口合と可能の揚音とでは活用のしかたが異なる。規劉動詞の項参照。
　また，受身の形は軽い尊敬の意にも用いうる。，jumariri⑨（読まれよ。受身ま
　たは軽い尊敬）。無意志動詞（たとえばmiijUNew生える）は普通，受身の形が
　ないようである。また，この可能は，主としてその時の状況が動作を可能にし
　ているとい5ことを表わし，⑤の可能（主体の能力を表わす）とやや異なる。
　「命令∫悪志」などの形は用いられない。
　　　　　　　　　　　3）⑦使　役（一asjUN，一imijuN3＞）
　　’jumasjUN⑪（読ませる）など。
　　活用は規則動詞の（V）に準ずる。ただし，S勲N④（する）の使役はsimijuN①
　（させる）となり，また規則動詞の（V）（サ行四段に対応するもの）の使役は，
　nasimijuN＠（産ませる），　toosiMijUN＠（倒させ『る）などとなる。
2　形容詞
（1）形容詞の活用
　　takasaN⑨（高い），？uturusjaN⑨（恐ろしい）の二語を例にとって，その標準
　語の「連用形」に対応する形と，「終止形（現在肯定）」とを次にあげる。
　　（1）　七akak疑頓）（高く）　　　　　　　　七akasqN③（高し・）
　　（2）　？uturusiki■⑪（恐ろしく）　？u七urUs3aN⑨（恐ろしい）
　　この「終生形」（現在肯定）」はそれぞれ，「高さ」に頬応ずる形と動詞？aN⑪〈あ
　る）との複合，「恐ろしさ」に対応する形と？aN⑪（ある）との複合である。
　　首里方醤のすべての形容詞は，このように，kuに終わる「連用形」（これをk租達
　用形と呼ぶことにする）と，「形容詞語幹÷さ」に贈応ずる形と？aN⑪との複合形
　（これをサアリ形と呼ぶことにする）の二つをもち，サアリ形は？aN⑨（ある）に準
　じて活用する。また，轡蔀の形容詞（主として「シク活用」に対応するものに多い
　が，その範囲未調査）には，このほか，？就urUS圭i⑪（恐ろしい），　mi4ivasii⑨（珍
　らしい）などの連体形がある（これをイ連体形と呼ぶことにする）。そして，（1）
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　捻kasaN⑨などのよ弓に，「ク活用」形容詞に対応するものはゴチックで示した
　部分がku～鰍Nと交替するのに対して，（2）？u七urusja黄⑪のよ5に，「シク
　活用」形容詞に対応するものはゴチックの部分が普通siku～sjaNのように交替
　する。首里方言の形容詞の種類は，大きく分けるとこの二種類となる。この二種
　類をやはり「ク活用∫シク活用」と呼ぶことにする。
　　しかし，「シク活用」に属するものの中でも？ajaQsaN①（あぶない。　rあやし
　L・」に対応），SabiQSaNen（さびしい），　Cibi◎SaN⑤（きびしい）など，　SjaNに終
　わらないものもあり，これらは，「ク活期」に属する’waQsaN・an（悪い），’jaQsaN
　⑪（安い），？観saN⑦（浅い。？asasaN①ともいう）などとサアi）形では区別で
　きない。しかし，ku連用形には次のよ5に雨者の区溺がある。
　　「シク活用」？ajasiku①，　sabisiku⑨，　cib圭siku①
　　「クシ活用」　，waruku⑪，ja錘ka⑲，？asakU①
　　また，平民風の発音ではsjaNはすべてsaNとなるから，すべての形容詞は
サァll形では町勢できない。
　　また，rシク活用」に属しながら，　kanasjaN①（かわいし・）とkabasjaNコ）（香
　りがいい）は，ku連用形がそれぞれkanaku①，　kabakuQ）となる。
（2）　形容詞の形態論的構造
　　主としてtakasaN⑥（高い）を例として述べる。
①ku連用形takaku⑪（高く）
　　　中止的にも，副詞的にも用いる。
　　　　tatanoo①m撫｛u①，　tuzee①huruku⑪。畳は新しく妻は古く。　munoo⑨
　　　　maaku⑪kamee⑪．食：べ物はおいしく食べろ。　takakuem　najUN⑪・高
　　　　くなる。
　　　助詞一N（も），一ja（は）が続きうる。
　　　　takakUN⑨neeN⑰（高くもなし・），　t畿kakoo⑪nee黄⑰（高くはなし・，
　　　　高くない。takasaN⑨の否定）◎
　②サアll形takasaN⑪
　　　サアリ形は？aN⑨（ある）に準じて活用する。？aN⑪と同様，持続態・結果
　　態・保存態などをもたず，また，継続過去をもたない。また現在には，r命令」
　　「意志」などの形がない。したがって，形容調のサアリ形に属する形は，一般
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の動詞に比べるとずっと少なく，その形態論的構造も簡単である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13）　サナリの形に属するいろいろな形の作り方は次のようである。動調の揚合と
同様，ゴチックで示したものは，さらにその形が一一msの活用をするものである
（活用のしかたは動詞の場合に準ずる）。
　基塞語幹から
　　　　　一a（高いだろう）
　　　　　一aa～一awa（高かったら）
takasar一
　　　　　一ee（高ければ）
　　　　　一iwadu（高ければこそ）
　「連用形」から
　　　　　　　14）takasai一　一gl’saN（高いそうだ）
　　　　　一mise’eN（高くていらっしゃ
　　　　　る）
takasa圭〔〔D　（高く）
　　　　　一罎UN（高くでも。takasai「一
　　　　　dUN⑪see①，高くでもあれ
　　　　　ば，など）
　連用語幹から
七akasaj一一abi’iN（高いです。　takasa－
　　　　　ibゴiN⑪ともなる）
　短縮形語幹から
tal〈asa一
一9：a（高いか）
一kutu（高いので）
一・高堰i高いか）
一N（高い。ザ終止形」）
一ru（高い。「連体形」）
一”窒浮m（高いものだから）
一驚（高いの。「準体形」）
一亭iga（高いが）
　音便語幹から
　　　　　一a「N（高かった）
　　　　　一e”eN（高かったのだ）
　　　　　一ai（高かったり）
t・1・a・at一．黷堰i高くて）
　　　　　一葦「i（高かったか。之akasaもa「一
　　　　　　　N⑨の質問形）
　　　　　一iNG葛くても）
常体・丁寧体の現在と過去，肯定と否定とを「終止形士によって次に示す。
肯 定i否??劃・akasaN⑪㈲・）
絵陣厩葡偏・た）
?
i・・k・k・・⑥neeN⑰（高くなの
tak簾00⑥neeNta嚇⑰（1窩く1
　なかった）
ヂ）舜撞…醐・⑨（高いです）1?
　　過去陰野爾漁（甑た1
takakoo＠　neejabiiraN＠　（igi
くありません）
tak乏tkOO65　neeja正理faNta張i蔓⑨
（高くありませんでした）
③イ連体形？utUl’usiian（恐ろしい）16）
　　？uturusii⑨niNziN⑪　（恐ろしい入間），　mi4irasii⑨hanasi⑨（珍しい
　話），hwirumasii⑪kU㌻U⑰（ふしぎなこと）など。
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　　サアリ形の「連体形」と異なり，過虫・否定などの形はなく，また係り結びの
　結びに用いられることもない。もっぱら体言を「修飾」するのに用いられる。
④takasa⑪（高さ）およびtakasanu⑨（高くて，高いので）　『
　　この一sa，一s3aに終わる形は，名調的にも，たとえば
　　　，waNnee⑨？ukaasjadu⑨？uhusaru⑨．わたし（の病状）は危険が多い
　　（？ukaasjaN⑪。あぶない。一du？uhusaru⑨は係り結び）。
　などのよ5に用い5るが，文の終わりに次のように述語のようにして用いるこ
　とが多い。その場合，文は感嘆文のような意味をもつ。
　　　？allu⑤mllnu①takasaen．あの山の高いことよ。
　　また，主体の感情を表わす形容調のこの形は，次のよ5にsjUNco（する）
　と結びついて「…したがる」の意を表わす。
　　　？uturusja⑨s脚N①（こわがる），？UQsja⑥sjUN①（うれしがる），　ka－
　　nasja①sjUN①（かわいがる），，諏mibusja⑨s3UN①（読みたがる）など。
　　takasanu⑨（高くて，高いので）1ま，一saに終わる形に助詞　一nu（が）が付い
　てできた形であろう。後に続く部分の理由・根拠などを示して用いられる。
3連詞
　　　ノjaN①，　deebirU⑦，？Wa鼠N脚eN②～？WeN＄eeN①など，およびgUtOONG）
　　を連詞と呼ぶことにする。
①’jaN①（だ，である）
　　　kuree①sjumu¢i⑩，jaN①．これは本だ。
　　返答の文，問い返し文では，単独でも文となりうる。
　　　，jaN①．そうだ。　’jami④．そうか。
　　？aN⑪（ある）に準じて活用するので，’jaN①に属するいろいろな形も？aN⑨
　に準じて作られる。ただし，否定の形は？araN⑨となる。否定の形は普通，
　助詞一ja（は）とともに問いられる。肯定の揚合と二様に単独でも用いうる。
　　　kuree①sjurr｝ugee⑪？ar3N⑨．これは：本ではない（sjumu曾ee⑨くsjumu－
　　　gi⑪＋づa）。？araN⑪。そ5ではなし・。．？arani⑨．そ5でないのか。
　　常体と丁寧体の現在と過去，肯定と否定とを「終止形」によって次に示す。
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1肯 定｝否 ?
1
??現総勢醗黛竃馬≧＿＿＿換・・⑪．≦で堕・！＿．．．．．．
過去D・・蹴（だ・た・であ・た）
雫）現在
繧過ま
？araNta”N⑨（ではなかった）
’jajab資N①（です）
，」幻abi鶏がN①（でした）
囎abゴ闘（ではありませ
？a5巨bi訟ぬゴ翻…謄離隔…砺ま…
せんでした）
②deebiru①（であ堕ます，でございます）
　　　euuja⑪’ii「tiNci⑨deebiru①．きょうばいいお天気でございます。
　　一du，jajabi”iru①またはd・u一？ajab圭「iru⑪の縮まったものか。平罠はda－
　jabiru①ともいう。　defeetiveな連詞で，ほかに，　deebiimi①，　deebiiga①
　など，肯定現在の短縮形語幹に属する形を用いる。
③？waaNseeN①～？weNseeN①（でおありになる，でいらっしゃる）
　　　’jaN①（だ，である）から規則的に作られる尊敬の形？ujaiN＄e「eN⑪～？u－
　　jaN學e7eN⑪　と同じ。？uNzoo⑪maa⑪？waaN寧eebiiga①．あなたはどなた
　　でいらっしゃいますか。
④gutooN①（よ5だ，ようである）
　　’jUlmrU⑪gUtOON①．読むようだ。　SjUmLlgillU⑪9tZtOONco．本のようだ。
　　gutoo⑨（〈gutu⑨十一ja。　guもu⑨は「如（ごと）」に対’応）と？aN⑨（ある）の
　複合したものであろ5。様態を推量する意にも，また比喩にも用いる。r連体形」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17）　のあと，または名詞＋一nu（の）のあとに用いる。？aN⑪に準じて活用する。
注
1）　首里方言の文法のまとまった研究には次の二つがある。
　　B．　H．　Chamberlain：　Essay　in　Aid　of　a　Gxammay　and　Dietionary
　of　the　Luchuan　Language（1895）の：文法の部分。
　　服部四郎「琉球語」（「世界言語概説」下巻1955）の文法の部分。
　　この章を書くにあたっては，この二つを大いに参考とした。形態論的な分析
　の方法に間してはとくに後者φ方法に準拠したところが大きいが，そのいちい
　ちの箇所についてその旨を断わりきれないので，ここにこのように寵すにとど
　める。また，次の論文からは，形態論的構造に関して少なからぬ示唆を受けた。
　　鈴太重幸「首里方書の動調のいいきりの形」（国語学41号）
　　この章にあげた首里方言の形はその大部分が比況春潮氏の言語を上村が観察
　した結果である。ただし，本書の出版間際には晶晶はハワイ大学の東西セン
　ターで研究中であったため，二三の疑闘の点については島袋盛敏氏，および溝
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　じく首里出身の見里朝慶氏に当たって補った。
2）ただし，これらの名称は通時的見地にもとつく便宜的なものに過ぎない。「融
　合語幹」（61ページ）とい5名称についても岡様である。
3）本文の見出しには便宜上それぞれ，一ri3UN，一rijUN曽sjUN（一’simijUN）・
　一ganaasiの形で出してある。
4）　基本語幹末にrをもつ動詞は，この形がたとえばtUNna⑨（取るな），？uki－
　Nna⑪（起きるな），　misjOONna⑲（なさるな）などのようになる。
5）一ni～一neeは，連用形末簾のモーラが’i（ただし単にiと書かれる）よりな
　るものには直接付き，末尾のモーラが他の子音音素とiよりなるものには，そ
　れにさらに’i（iと書く）を重ねた形に付く。たとえばtui一（取り），？ukii一
　（起き）はtuinee⑪，？魏kiinee⑥となり，　kaNzi一（かぶり），　kaci一（書き），
　はkaNziinee⑨，　kaeiineeav　となる。
6）　この’junuly一とい5語幹は，’junui一にさらにr居り」が複合したものか。た
　だし島袋氏はこの語幹から作られる形を用いないようである。
7）B．H．　Claamberlainが’junuga⑨（読むか），’junukntu⑨（読むので）
　などの’junu一をapocopated　fOl’M（短縮形）と呼んでいるので，この語幹
　を便宜的に短縮形語幹と呼ぶことにする。ただし，この語幹が「短縮」によって
　生じたとは思われない。
8）　66～67ページを参照。
9）島袋氏は？aQCUNanを補助動詞としては用いない。
10）’judOON⑪（読んでいる）の語幹はすべて’UN①（いる）と融合した語幹であ
　るから，元来は融合語幹の塾本語幹，融合語幹の連用語幹などと呼ぶべきもので
　あるが，わずらわしいので，普通態の語幹と同じ呼び方をした。’judeeN⑪
　（読んである）および過去の揚合も岡様なことがいえる。また否定の形の語幹も
　肯定普通態の語幹に準じて呼んだ。
11）島袋氏は確言過去の形（過去の項に忙したものを除く）を用いないという。
12）　たとえば，’jumimisjoora「a⑪，’jumimiveexa’a⑰はそれぞれ，’3umaa⑨．
　ノjunuraa⑨の尊敬の形。
13）語幹の名称については注10）と同様のことがいえる。
14）一gisaNは一部の形容調のf語根」に付く巨富があるが，意味が異なる。
　　　（§idagisaN⑪（涼しそうだ）寧idasaigisaN＠（涼しいそ』うだ）（ll：認轟欝繕儂うだ）
15）　末尾のjabiiNはibiiNともなる。71ページ参こ口
16）琉球大学の比嘉亀盛氏の国語攣会研究発表会（1962年11月）でのお話によれ
　ば，「イ連体形」　と「サアリ」系の連体形には，二＝アンスの差があり，前者に
　はやや二二的，強調的なニュアンスがあるとい5。
17）　ただし，　，waa一（わたしのく’waN⑨），？jaa①（おまえ），　taa①（だれ）など，
　および入名には，waaguto「ON⑪のよ5に薩接つき，？ari①（彼），？UNzu⑨
　（あなた）などは，一ga（が）が付いて？ariga②gutOON（Dのようになる。
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　　　　　　　　　　配　　列　　順
？a（一a）
　99
g
186
k
297
b
031
h
197
？m
352
？0
439
　t
501
?
441
？u
536
c，　g
140
d
371
？i
244
’i（一i）
264
m
353
p
442
’u（一u）
576
n
399
???
？W
581
？e
183
??
269
？N
430
r
447
’w（一w）
　587
一一一一黷
　ee
　185
’j　（一j）
270
’N（一N）
　434
s，亭
451
Z，多
597
（
）の中は接尾的な成分や助詞などが見出し語となる揚合
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凡 例
（1）見出し語の形
　　単語（最小自由形式）を見出し語とすることを原曲とした。したがって，複合語も
　独立の見出し語として扱われている。慣用句の中でしか用いられない形は，（句）と
　してその慣用句を見出し語の中に加えた。また，単語より小さい接頭辞，接尾辞な
　どの付属形式は，接頭的なものはその末躍に一（ハイフン）を付け，接尾的なものは
　その初めに。（ハイフン）を付けて見出し語の中に加えた。ただし，同じ形が単語と
　しても，また付属形式として接頭的あるいは接尾的にも用いられる雲合には，単語
　として見出し語に出し，その接頭的あるL・は接尾的な用法は，意昧分類の中で示し
　た。その場合，見娼し語に付けたアクセント記号は，その形が単語として用いられ
　た場合のものである。
　　また，助詠ま種々の贔詞に付く文末の助詞と，間投的な助調とは一（ハイフン）を
付けないで，その他の助詞は初めに一一（ハイアン）を付けて，見出し語としてある。
　　変わり語形や，活用する語の活用形・派生形については，次のように扱った。
　①貴族・士族の成年男子の発音である9，筋多，sjは，その他の人びとの発音
　　では，それぞれ規Rlj的にC，　S，　Z，　Sとなるが（解説篇参照），前者の場合のみを
　　見出し語としてかかげ，後者の校合を見出し語としない。
②三jUNで終わる動詞（たとえば？ukijUN＠「起きる」，？ijUN①「入る」）はすべて，
　　i量N（たとえば？ukiiN⑰「起きる」，？iiN①「入る」）ともいうが（解説篇参照），こ
　　れらの動詞はいつも，ijUNで終わる形だけを見出し語としてかかげる。
　③nUNで終わる動詞（たとえば’jUHUN⑪「読む」，聡U獄N⑪「飲む」）は，
　　sinUNee（死ぬ）1語を除き，すべて，　muNで終わる（たとえば’jumUN⑨r読
　　む」，numUN⑨「飲む」）こともあり，また，古風な発音では恥3uNで終わる
　　（たとえば’jUMjUN⑪「読むJ，　numjuNth「飲む」）こともあるが（解説篇参照），
　　これらの動詞はいつも，nUNで終わる形だけを見出し語としてかかげる。
④活用する語（動詞・形容詞・連詞）は，その肯定現在（動詞の六合はその普通態）
　　のいわゆる「終止形J（解説儲参照）のみを見風し語とする。ただし，肯定普通態現
　　在の「終止形」を欠く動詞（たとえばteewa①「お食べ」，　taboorien「’下さいjの
　　よ5に命令形しかない動詞）はこの阪りでない。
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⑤　標準語の「形容詞語幹＋サ」に欝応ずる形（たとえば毛akasa⑨「高さ」，？uturu－
　　sぬ⑪「恐ろしさ」など。その用法は解説篇参照）は冤出し語としない。形容詞の
　　肯定現在の「終止形J（たとえばtakasaN⑪「高い」，？uturusjaN⑨「恐ろしい」）
　　の來尾のiVを除くと，この形が帯鋼的に得られるからである。
⑥　口語では長く発音されて2モーラに数えられるものが，組踊り（kumiudu緬）・
　　琉歌（ruuka⑰）などの文語で韻律の関係から短く1モーラに数えられることがあ
　　るが，そのよ5な揚合の文語の形は摺出し語としない。たとえば’waa一（わたし
　　の）は，文語では韻律の關係で，wa？ujaga“nasi⑨（わが親御）のようにしばしば
　　短く♪wa一（わが）となるが，この’wa一は見出し語に入れない。
⑦以上のような規病的に得られる変わり語形を除き，一語一語の個洌的な変わり
　　語形は可能な限り見出し語に加えた。たとえば「似合い」にPt応ずる語はnee①
　　ともniee①と秀aiiee④ともいうが，いずれも見黙し語として出してある。
〈2）　．見出し語のアクセントの表記
　　アクセント（詳細は解説篇参照）は見畠し語の音韻表記のすぐ次に，平板型の単語
　は⑨，下降型の単語は①を付けて示す。また，二次的な下降は，見出し語の音韻表
　記中の，その下降が起こる位置に直接’を賢げて示した。ただし自立語以外の形（前
　か後ろにハイフンを付けた形）にはアクセント（二次的下降を除く）を付けない。
・（3）　見出し語の配列
　　見出し語の配列はアルファベッ．ト順であるが，ローマ字のアルファベットにない
　字母1（？，，，9，S，　gの5個）とスモールキャビダル（N，　Qの2個）は次のように
　扱った。なお，見出し語のn　一一マ字は貴族・士族の成隼男子の発音にもとつく音韻
　表詑（詳細は解説篇を参照）である。この「凡例」の末羅にかかげた「字母および
　モーラ（短音節）一一wr表」を参照されたい。
①、？と’一これらは存在を無視して扱う。すなおち，この二つはa，e，i，
　　」，m，　N，　o，　u，　wの9種の宇母の前で用いられるので，この9種の字母の来
　　るべき位置に置く。たとえば，？aはaの来るべき位置，つまり冒頭に置き，？e
　　はeの来るべき位置プつまりdのあとgの前（fはない）に置く。ただし，？は
　　いつも，の前に置く。たとえば，？eは，eの甫に，また？wは，wの前に置く。
　　また，語中の，は省略して表記しない（解説篇参照）ので，たとえば語中の？e
　　はe（本来は，eと書くべきもの）の前に澱かれている。
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②g，亭，多一これらは，セディーラ想熈視して，それぞれ，e，　s，　zと同一
　　のものとして扱い，Ces，zの来るべき位澱に置く。このよらな細いをしたのは
　　女・子供や平民，また最近の一般の発音ではCとg，SとS，　Zと7Vは相互に
　　区劉されない（解説篇参照）ので，この方が見出し語を検索するのに便利かと考え
　　たからである。ただし，セディーラの有無によってのみ二つの見出し語が区甥さ
　　れる丁合には，セデ1一うのない方の語をさきに置く。たとえば験＆⑪（座）は
　　zaa①（蛇）のすぐあとに置き，＄ina①（砂）はsina①（紛のす：ぐあとに遣く。
③N一これは？N，’N，hNの蕪種の結合としてしかあらわれない。まず，？N
　　と，Nとは益のあと，？oの前に置いて，…n｝？N，，N，？o…の順に並べる。
　　なお，，Nは語中では’を省略して単にNと書いてある。また’hNはhの項
　　の中にhjのあと，｝10の前に置く。もっともhNを含む語は全部で2語しかな
　　い。
　④Q一これはpのあと，rの前（qはない）に置く。
〈4）　品詞名などの注記
　　見出し語の単語にはすべて，その属する最詞名を次のように添してある。
（名）
（自）
（他）
（形）
（連講）
（副）
（連体）
（接続）
（感動）
（助）
　しかし，首里方言の文法のくわしい研究があまり進んでいないので，
寵は便宜的なものに過ぎない。勤詞を鼓動調と他動詞に分けて記したのも同様であ
る。また，助詞と記したものがすべて単語（この揚合，付属語）であるとはいえない
が，標準語の文法で普通「助調」とされているものの大部分はここでも便宜的に助詞
と寵した。ただし，いわゆる「接続助調」に相当するものはその大部分を（接尾）に入
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名詞（いわゆる代名調，および，いわゆる形容動詞の語幹を含む）
自動講
他動調
形容馬
連詞（，jaN①「だ，である」，　gutooN①「よ5だ」など）
副詞
連体調
接続鋭
感動詞
呼塩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これらの注
　れた。また7ttt通常「助動詞」とされるものは，一部は連詞に，一部は動詞・形容詞・
　連記などに含まれた成分として，（接尾）に入れた。
　　単語以外のものの注冷は次のよ5にした。
　　（句）　二単語またはそれ以上から成る慣用句で，それを構成する単語のどれかが。
　　　その慢用句以外では用いられないもの。
　　（接頭）　　接頭辞および接頭的な諸種の付羅形式
　　（接尾）　　接骨辞および接罵的な諸種の付属形式
（5）　活用の注記
　　規則動詞はそのr…しない（否定普通態現在の「終止形」）」の形と，「…して（普通態
　の分調）」の形とを，たとえば次のように詑してある。
　　　，ju＝nUN⑪（他＝M3N，＝di）…「読む」
　　これは’junUN⑪（読む。肯定普通越訴在の「終生形」）の「…しない」の形が’3U－
　maN⑪（読まない），「…して」の形が，judi⑨（読んで）であることを示す。
　　不規則動詞と験直（全部不規踊）はたとえば次のように，「不規則」と記されてい
　る。
　　　sjUN①（他・不規則）…「する」
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　　なお活用の細部（および形容調の活用）については解説篇参照。
（6）　見出し語における文語・古語・新語などの注記
　〔〕で示した注記の意味は次のとおりである。
　　〔文〕　ふつう来語としてのみ用いられる語。その大部分は組踊り（kuniiudui⑨）。
　　　琉歌（yUuka⑨）などの韻文中に用いられるものである。
　　〔古｝　明治の中ごろから末期ごろにはすでにあまり用いられなくなっていたと思
　　　われる語。
　　〔新〕　明治以降使われるようになった語。標準語からの借用語を含む。
　　〔新？〕開治以降使われるよ5になった新語（標準語からの借用語を含む）かもし
　　　れないと思われる語。
（7）　見出し語および例文における文語の表認
　　［］に入れて示した漢字および平仮名は，文語の伝統的な表記である（解説篇参
　照）。このうち，総踊りから採った例文の表記は，伊波普鐡編f琉琢戯曲集」（1929＞
　のそれにほぼ従った。他のもの（琉歌を含む）の表記は，島袋氏または比嘉氏の表記
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　に従った。また，組踊りから採った例文は［コの末尾にその組踊りの題を記してあ
　る。琉歌は8・8・8・6の定型をもっているので，例文に琉歌を採った揚合，それ
　が琉歌であることをいちいちことわっていない。
　　なお，地名の漢字表記は［］で囲まなかった。
〈8）　愈味の記し方
　　見出し語の意味が多義にわたる場合には，適宜e，◎，⑫，…などのよらに分け
　て記した。大体，θに基本的な意味を，◎以下に派生的な意味を認した揚合が多い。
　まれに，e，㊤，㊧，…などのさらに下位の分類としてイ．ロ・ハ・…を用いた。な
　お，地名が見出し語となっている揚合に，意味の説明のところにf（（aj＞＞参照。」と記
　されているのは付録の「地名一覧」を参照されたいという意味であるげ
（9）例　　　文
　　例文も見出し語と岡じく音韻表記によって記した。また，その例文が文語である
　揚合には，さらに［コの中に漢字平仮名の伝統的な表記を記した。見出し語を例文
　の中でそのまま単語として用いる場合には，省略符号～を用いて示した。ただ
　し，活用，助詞の融合その弛の理由で例文の中の形が見出し語と違っている場合は
　～を用いなかった。また，見出し語の形が複合語の成分として例文の中に用いら
　れた場合にも～を用いなかった。
　　例文にはすべて薩必至の訳文を付したが，見出し語にsjUN①（する）を付けただ
　けの例文に限り，訳文がなくても意味が明らかな場合には訳文を付けなかった。
（10）　字母およびモーラ（短音節）一覧表・
麟1欝畜錨話語峻音感難一
a? ？a
ba
be
bi
bja
bjo
bju
bo
こ？a〕
こba〕
［be］
［bi］
［b　」’　a］
（bjo］
［bju］
［bo］
?????????ァ ? ?？ami⑪　　　〔？ami］　　アミ　　　（爾）
baa⑪　　　　〔ba：〕　　　　バー　　　（羽合）
bee⑨　　　〔bef3　　　ベー　　　（倍）
biN⑱　　　　〔biN〕　　　ビン　　　（紅）
saNbjaku⑨〔sambjaku〕サンビャク（三百）
bjooci（D　　〔bjo：t∫i〕　　ビョーチ　（病気）
bjuu①　　　〔bjuii〕　　　ビュー　　（廟）
boohujaa（①〔bOiΦuja：〕ボープ．ヤー（ぼうふら）
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e2
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?．．?
??．?．?．．???? ?
．????
??????
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????????
?????????
??????〔?
〔
?
aSt
〔
?????〜?
????
????
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｝
OS
?〔
?????????????
???ェ??????．??
?????????
?ェ?
????????????????ッ???????????、．??????????????．???
　　　網裏暗嘉嚢袋騙離
bura①　　　〔bu「ra〕　、ブラ．　　（ほら貝）
caa⑪　　　　〔tSa：〕　　　チャー’　（茶）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松…平民
magaa⑨　　〔matsa＝〕　マツァーの人名，卑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　称）
mieeeif）　　　　〔milt∫e：〕　　　ミチx一　　（道｝ま）
sjum読幹e⑰〔∫Ul？lu．とse【〕シュムツェー（本は）
cimQ　〔t∫量綱チム　（心・肝）
gibur翼⑪　　　〔tsiburu〕　　ツイブル　　（頭）
coociN⑪　　〔t∫0＝t∫iN〕　チョーチン（提燈）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（早作田節
90ρ噸鷲。：n・、、。、N〕：if＝多1誘欝
6uuau
gukujuN＠
dal〈ito’
dee＠
dlkijuN＠
doo＠
・duku＠
？eesagitn
’eemaO
gaanaa＠
teegee＠
？a霧i①
googuel＠
9iユmi釦
gwaNzigi⑪〔9胃and5itsi〕グワンジツイ（元口）
gweQtai＠　［gwettai］
gumagwii⑥〔gumag魚i：］グマグヰー（小声）
hqaen
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〔t∫u：〕　　チua　一一　（きょう）
〔ts“ku」“N〕ツ舛ン（作る）
〔da”ki〕　　ダキ　　　（竹）
〔de＝〕　　　デー　　　（台）
〔dik2juN〕ディキュン（でき．驕j
〔de．：］　　　ドー　　（ろ5そく）
［duk・〕　ド・ク　璋）
蜘s・…〕善ジ㈲．・さつ）
［le’【ma〕　エーマ　（八重由）
〔ga；na＝〕　ガーナ一一　（鷲鳥）
〔telgel〕　テーゲー　（大概）
［？a’9圭〕　　アギ　　　（陸）
〔96：gutSi〕ゴーグチ　（不平）
［gumi〕　グミ　　　（ごみ）
　 　　　グェッタイ（ぬかるみ）
〔ha：］　　　　バー　　　　　（歯）
？量
，?
??
?」，
k
???
???????
??????? ??
????????????
????
?．????????
?????????????????．???????????????．???????????．???????????????????????? ．he圭①
hまja①
hjaεし茎く1五⑪
．hjoosi＠
hjuusi＠
hNN¢
｝100tUan
hus圭①
hwaatu
hwee　a）・
hwiipm
？iN＠
’iNa
？j　aa　fi）
？jooiian
？juN（D
’jaa＠
’joosaNew
’juu＠
kaa＠
keesj．uN＠
kii＠
koojuNO
kuu＠
kwaae
kwee3UN⑨　〔kwe：juN〕ク
kW圭i③．．
？m，NseeN①〔？me・NS，、N〕めンセーン（いらっ
111aa91＠
11ユ年e⑨
　g5
〔he「i〕　　へ．イ．〈おい…感動詞〉
〔gi、ja〕　　　　　　　　ヒ　ヤ（え、、◎一噸感動調〉
〔gaiku〕　　ヒヤ　ク　（薫）
〔C・・Si〕　ヒデシ（錦子）
〔gu：∫i〕　　ヒューシ（ひよどり〉
〔NN：〕　　フンー（ふん…感動詞）
　e　　l
〔hOitu〕　　　　ホ≧｝トゥ　　（鳩）
〔Φu「∫i〕　フシ己　促）
〔Φa「：〕　　フワー．　（葉）
〔Φ・’，］　フ罫　（蝿）
〔Φi：］　　　ブイー　　（火）
〔？iN〕　　　　　　　　（犬）
〔jiN〕　　　ヰン　　　（縁）
〔？」εし㌔〕　　イヤー　　（おまえ）
〔？jo：i：〕　イゴーイー（おさな子）
〔？julN〕　　イユン　（言5）
〔ja：〕　　　　　　　　　ヤー　　　　　　　　（家）
〔jo：saN〕　ヨーサン　（弱い〉
．〔ju：〕　　　　　　　　　ユー　　　　　　　　（湯）
［kar〕　　　カー　　　（皮）
〔ke：∫UN〕　ケ・・シュン（返す）
〔k圭：〕　　　　　キー　　　　　（太）
9k6「＝juN〕　コev一ユン　（買う）
〔ku：〕　　　クー　　　（粉）
〔kw歌＝〕　　タワー　　（桑）
　　 　　　　　エTユン（肥える〉
〔kwi：〕　　クヰー　　（声）
）　　　　　　　　　しゃる〉
〔1・…碑マーツ・（松）
〔111e：〕　　　メー　　　（君倉）
????????????????????????????
〔??????? 〔?
〔
? ?〔
??????
????．?｛? ??? ．?．?。?、．????．???（?????? ??
融
??（
??
?????
????
?????
???㌔
????．?．?．???????
??
鱗難語
［mi］
（m3’a］
［mjo］
［MjLi］
［mo］
［mu］
［na］
［ne］
〔頴〕
［3aa］
〔即〕
［no）
［nu］
［？o］
［o］
［pa］
［pe）
［pi］
［pja）
［pju］
［ra］
［re］
［ri］，
［ro］
［i’U］
???．??????????????????????????
．????
? ． ??
??
?
m拠｝1⑪
璃aku⑪
難二ljOOZI⑪
凱ju机①
moomb
muettNew
naaG」
neeN＠
興⑪
njaaQ
益jUNZミユ①〔」｝u「Nd5u〕
noojuN　＠
nuu＠
？Nma＠
’Nna　（i）
？ooee＠
’oo＠
その音声　　島袋氏の
表　　記　　表　　記
〔mimi〕　　ミミ
〔mJaku〕　　ミャク
〔mjo：5i〕　　ミョージ
〔　．．．11nju　’：〕　　　ミュ・一
〔mo：〕　　　モー
〔mut∫uN］　ムチュン
〔na”＝〕　　　ナー
〔ne：N］　　　ネーン
bli：〕　　　　　二pm
〔Jlai：〕　　　　ニヤー
　　　　　ニニL
［noijuN）
［nui］
［？pama］
〔n　’na〕
［？p：e：］
［o：］
意　味
（耳）
（脈）
（苗字）
（妙）
（野原）
（持つ）
（名）
（無い）
（荷）
（もう）
ンジュ（あなたさま）
paa・UNk・・⑨〔pa、su月kα〕バース
peeeiN＠　［pe：tiiN］
茎）iip童呈⑪　　　　〔pi：pi＝〕
ノーユン
ヌes
弓マ
ンナ
オーエー
ヲー
　　o
　ンコー
ペーチン
　　　　　　 　　　　　　　　ピ＿ピ＿（ねずみの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ、
rUQpjaku⑪〔rupp5aku〕ルッピャク（六百）
？iQpjuu＠
Qeuco
kura＠
kureeco
ku1・呈①
？il’OO＠
？iru＠
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［？lppju：］
〔ギtiu〕
［kuraj
［kure一：］
［1〈u”ri］
［？ii’O；］
［？iru］
（直る）
（何）
（馬）
階）
（けんか）
（王）
（菓子名）
（位階名）
』児語）
イッピュr（一一俵）
ちユ
クラ
クレー
クリ
イPt　一
イル
（人）
（倉）
（位階）
（これ）
（色は）
（色）
s，多
?
?、?
tw
z，多
　sa
Ose’
　Se
　si
O寧i
　sj　a’
????． ?
su
??
???????
???????????????????????????
［sa］
［Se］
［se］
gi］
［si］
［ia］
03
???
〜「????〔
〔
??〔．〔
????．??????
??????? ?? ??〔
?
〔
〔
〔
〔
???????? ．
?????????????????????????
?
???????????????? ?
saataa＠　（sarta：］
seeki　G）　［fe：1〈i）
see＠　［se：］
siia　［iii］．
學iiの）　　　　　　　　　［si＝〕
sjaakaganasio
｛??????????｛?【??? （砂糖）
（開墾）
（ばった）
（椎）
（巣）
シャーカ（おしゃか
　　　　　　〔∫a：1〈agana∫i〕ガナシ．．
・j・・9W・gi⑪〔∫・・9W・七・i3掬ワ
sjuuev
soo＠
SU　LI　」’　UN　（i）
taa＠
七eegee⑨
騰⑪
も00⑨
tu圭①
？u士ni⑨
’ll　N　co
？waa＠
？weeka＠．
？Wii　Cl）
’waN＠
寧eewee①
’winagu＠
za撮a①
4aa＠
　こ二，　1〈azeeco
　　　7veegl　au
ジ，ヂzii⑪
ヅィ　m27fi①
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［tLit］
［so：］　’
［SU’：］’　LI　N］
［ta：］
〔毛e：ge＝3
［ti：］
こも。：〕
〔加i〕
｛？umi］
〔WゴN〕
［？wa：］
［？we：1〈a］
［？Wii，）
［waN］
〔亭e㌔we：〕
［winagu］
［dsa”ma］
こclza：〕
［kase”i］
［dzeigi］
（dsi：］
〔澱i■zi〕
　　　　イ
シュ・・一
．ソー
スーユン
ター
テーゲー
ティー
トー
トゥイ
ウミ
ヲゥン
ウワーー
ウェーカ
ウヰー
ワン
さま）
（正月）
（潮）
（竿）
（吸う）
（田）
（大概）
（手）
（中園）
（鳥）
（海）
（居る）
（豚）
（親戚）
（上）
（わたし）
・セーエー（さいわい）
エィナグ
ジヤマ
ザー
カジェー
ゼーギ
ジー
ミヅィ
（女）
（邪魔）
（座）
（風は）
（銘木）
（字）
（水）
（字　母1配列順による）三編騰語峻音嘉嚢袋氏器意味
　　　　　　・・　〔d5・〕脅・…　〔d5・・〕　ジ・一（門）
　　　　　　90　〔dZO〕ゾ7yGoi①　〔dZO”ri〕　ゾーイ（とても〉
　　　　　　・・　〔dsu］勤・uubaku＠〔ds・1・…〕ジゴバク（重箱）
　　　　　　興　　　〔dZU〕　ズ，ヅ7yUl’i⑨　　　〔dzuri〕　　ヅリ　　　（女鄭）
　　　　○印は標準語に近似的な籔のないもの。くわしくは解説篇参照。
（11）　本文篇申に付した＊（星印）について
　　島袋・比嘉両氏の話す首里方言，および首里方雷についての爾氏の記憶にはわず
　かながら異なる点がある（「編集経過の概要」参照）。＊（星印）はそのような食い違っ
　た箇所を示すもので，膓袋氏が本文篇の校正溺りを通読した際に行なった拙摘に基
　づいて研究阪が付けたものである。すなわち，見出し語の右濡に＊のあるものはそ
　の見出し語が，e，．◎……などの意昧分類の番暑の右肩に＊のあるものはその見出；
　し語のその部分の意味が，意味を認した文・例文・訳文の文來の右肩に＊のあるも
　のは，その意昧。その例文。董の訳文が，それぞれ島袋氏の知らないもの，または：
　島袋氏の首塁方讐の記憶と違っているものである。
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？a，一a
？qa①（感）ああ。物事に深く感じた時発す
　る声。
2aa⑥（名）泡。？aabukuともいう。．～nu
　taCUN．泡が立つ。
？aa⑨．（名）安和。〈（地））参照。
2aa2aa①（感・副）ああああ。ため息をつ
　くさま。～sjUN．ああああと嘆陣する。
？aabaasaaもaa＠（副）ぺ．ちゃくちゃ。とり
　とめもなくしゃべるさま。～munu，ju－
　nUN．ぺちゃくちゃしゃべる。
2εヒabuku⑨（名）泡。あぶく。
．？aaci⑪（助詞的に用いられる）岡時に。
　〈？aasjUN（合わせる）。？ieu寧itu～．行く
　のと同時に。？ju麟tu～．言5．のと同時に。
？aach・ahja「acira⑨（副）ぺちゃくちゃ。
　べ．らべら。とりとめもなくしゃべるさま。
　～munu’junuN．ぺちゃくちゃしゃべる。
2aagu獣u⑪（名）かくれんぼ（kwqQkwi－
　Ndoovee）で，隠れた者を捜しttlせずに鬼
　が降参す．ること。また，その降参する時に
　言曾うこと｛ま。鬼力ζ？εしaguuruと叫ぶと，
　隠れた子供たちが現われ，鬼にお辞儀をさ
　せてから，やり画す。
？aahjaNgaree⑥（感）短気を超こした時な
　どに発する声。ちくしょう。
2aamjuN⑨（自＝raN，＝ti）　合5。．計算が
　合う．・時計が合うなどの意では，新しくは．
　？atajUNを多く用いるようになった。
　？umu　hujaa？jaahwisjatu？aajumi．そ
　の靴はおまえの．足1こ合うか。saNminoo
　？aaもoomi．計算は合っているカ㌔
？aaka＝sjuN⑨（他＝saN，＝ei）割る。i裂く。
　零す。また，調れ葭を入れる。
2aakecg．uu⑪（名）とんぼ◎
2aaki⑨（名）裂げ冒。割れ目。ひび。すき
　ee．　hasi’runtt　一vl〈ara　suumi　sJ’uN．　ee
?，
　戸のすき間からのぞき賦する。hwiiraaja
　haajanu～nakaiN，U漕．ごきぶりは柱の
　讐響れ冒にもいる。
2aakii⑪（名）組踊り用語。愁嘆揚。親子
　兄弟の劉離。再会などで，感情が高まる揚
　濁。？aki？ieaga　najura．．（ああ，ど5な．
　ることか），？ald？imiga，3aju撒．（ああ
　夢ではないか）などの？akiを，．地謡が畢
　．く弓1き延ばして歌うのでこういう。
2aaki＝juNew（富＝raN，罵嫉）　θ鶴れる。
　裂けて離れる。また，ひびが入る。裂け欝
　ができう。？icanu　kariti～・板が重古れて
　害ilれるQ　Mtll”aziNllli　sja學iga，？il〈ugi－
　nUNkai？aakitaN．村の協議をしたが，
　慧見がいく．つにも到れた。◎器行が食い違
　う。つじつまが合わない。矛盾するσ．
　tai．ga　？」’uru　kutubanu　？aakitooN．　．S　tt
　りの簿うことばは矛脱している。？ariga
　？juru　kutoo？atutu　saeitu　caa～．彼
　の言う．ことは前とあとといつも食い違
　う。
♀aamui⑪（名）泡盛。普通は単にsakiと
　い5。
？aaQea⑨（名）？aQea（歩くことの小児語）
　と岡じ。
？aaraNcee⑪（名）麻布のT一・種。さらして
　ない無地の麻布QbiNgata［紅塑］や？ee職
　gata〔藍型］などに加．摂する前の布。
？aaraNkaa⑨（名）飾り気のな．い人6あり
　のままで遠回のない人。？aree～ijaku一・
　tu，　maQteebaNdi　？ieee　maQtooba　’3aN．
　彼はありのままの人だから，正薗：といえば
　正直だ。
？aa・aan（名）e海草の名。青のりの一一・Pt。
　あおさ。わかめのようにして汁の実などに
　する。moo？aasaと区別して？umi？aasa
？a翫sa？量1’蓋ci
」
　ともいう。◎moo？aasa（きのこの一一種）
　と1斑じ。
？aasa？h’ici⑪（名）料理名。　mOO？aasaの
　油いため。
？aasi⑥（名）泡瀬。中頭郡東海岸にある
　港。
？aasikagaN⑪（名）合わせ鏡。後ろ姿を見る
　ために，前後から鏡を合わせて見ること。
　．v　sjuN．
？aasimuN⑪（名）；袷。裏付きの着物。
？aasizi！　＠（名）？aasimUNと断じ。？aa－
　simUNを多く用いる。
？aa＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）e合わせる。適
　合させる。規準などに合わせる。◎調合す
　る。kusui～・薬を調合する。㊧牛などを
　戦わせる。？usi～．牛を戦わせる。
？aa＝sjuN④（他＝saN，ニci）粉に水などを
　加え，練りかえす。こね合わせる。nui～．
　のりをこね合わせる。
？aata’もa量⑪（名）またぐらの癌い時など，
　またを横に広げるようにして歩くこと。そ
　の滑稽な歩き方を嘲笑して言う語。？aata一
　は？ataku，？atabici（ともに蛙の種類の
　名）の？ata一と関係ある形力㌔？aatabai
　は蛙のよちよち歩く歩き方と似ている。
　～sjUN・足を広げてよちよち歩く。
？aata⑨11ajuNO（句）疲れてくたくたに
　なる。疲れてぐにゃぐにゃになる。のび
　る。
2aatootu①（感）神仏を拝む時に発する声。
　あなと5と。女は？uutootuとも言う。
？aもaa⑨（名）姉。ねえさん。農村で用いる
　語。首里では，士族については？Nmii，
　平民については？aNgwaaという。
“2abac皇皿o”or圭⑪（副）もて余すさま。身動
　きのとれないようなさま。～sjUN．
？abaeisigutu⑨（名）手に余る仕事。もて
　余す仕事。
？aあa記uN⑪（自＝kaN，＝ci）たくさんの着
　物・大きすぎる着物などを着てもて余す。
　玄た，仕事などをもて余す。sigU七U？U－
　hooku？iigikiraQti？3bacoosa．仕事をた
　くさん言い付けられてもて余しているよ。
？abaraa①（名）大食い。大食漢
2abaraja①（名）〔文〕あばらや。
2abasi⑨（名）おてんば。おしゃべりな女。
？aもasi⑨（名）魚の名。おこぜの類。暖海
　に産し，刺がたくさんある。
2abasjaaas（名）？abasi（おてんば）と岡
　じ。
2abiigwfi⑥（名）叫び声。　kaam我kala～一一
　nu　cikariiN・遠くから叫び声が聞こえる。
？abiihoO＝」ガN⑪（自＝raN，＝ti）わめき散
　らす。どなり散らす。　　　　　　　　．
2abii？udurukattsju「N⑰（他＝saN，二ci）大
　声でどなって驚かす。
2ahijaa＠（名）e叫ぶ者。わめく者。泣き
　わめく者。鳴くもの。◎鳴くせみ。鳴かな
　いせみはgiigaaとい5。
？abijafttiiliaaan（副）わめき散らすさま。
　また，大勢がわいわい騒ぐさま。喧喧こら
　こう。～s5UN．
2ahi＝jUN⑥（自＝raN，．＝ti）e叫ぶ。大声
　で呼ぶ。また，わめく。どなる。？abiti
　’NNdee．大声で呼んでみろ。◎大声で泣
　く。泣き叫ぶ。㊧ほえる。犬。猫。豚など
　が鳴く。
一abi＝jilN（接尾＝臓N，＝ti，　a」部門規劉）ま
　す。…します。話し格手に対する丁寧の敬
　語。一abiiNとい5ことが多い。’UN（い
　る）と複合した動調（すなわち一般の下調）
　に付く時には，その「終止形」からUNを
　除いた形につく。k：aeUN（書く）→kaca－
　biiN（書きます），もujUN（取る）→tujabiiN
　（取ります）など。，UN（いる），？aN（ある，）
　’jaN（だ）などに付く時には末尾のNを
　除いた形に付き，，ujabiiN，，uibiiN（い
　ます），？ajabiiN，？aibiiN（あります），
　’jのabiiN，’jaibiiN（です）のように，一ja－
　biiNもしくは一ibiiNとなる。形容詞の揚
loe
L
?
??
?
？aeikeokeo
　合’も同じくtuusaN（遠い）→tuusaja－
　biiN，　tuusaibiiN　（遠いです）のように
　なる。，junabira．読みましょう。，jumi－
　m玲eejabiimi．お読みになりますか。
，3bu⑪（名）安部。〈（±LtS））参照。
2abu＝euN⑪（自＝kaN，＝ci）飯などが吹き
　こぼれる。沸騰して吹き出る。
？abu＝cuN①（自；kaN，　xci＞引くて蒸し蒸
　しする。蒸すように暑い。
2abui＠（名）あぶみ。
2abuiklluen（名）魚や餅などを焼く金：網。
？abu導UN⑨（他＝raN，　＝ti）あぶるe．食：物な
　どを焼く。また，火にかざし暖める。muei
　～．餅を焼く。tiinusaci～．手の先をあ
　ぶる。
？abuiias．　jaN①（形）〔文・新〕危い。元来は
　？uka＆s5aN　としxう。？abunee　tukur烈．
　危い所。
2abusi⑨（名）あぜ。照のあぜ。
2abUS量b3ree⑪（名）あぜ祓いの意。旧暦4
　月に行なう田の祭り。仕事を休み，ごちそ
　うを作って一raを遊び暮らす。また，海人
　草（nacoora）を煎じて飲み，海人輩の雑
　炊を食べる。海人草は回虫を除くにのに効
　くとされる。　　　　噛
2abusimakik”rass（名）〔文〕稲の穂がみの
　り，？abusi（あぜ）を枕にすること。豊
　作を形容していう語。
？abusimic量⑪（名）あぜ道。
2aca⑪（名）あした。あす。
2aca”2asa⑪（名）あしたの朝。　　　　　・
2aeagai①（名）時期が終わること。
？acaga　・j　imN①（霞＝raNs＝ti）e時期が去
　る。時期はずれとなる。？acinee盗u～・
　商売の時期が終わる。◎飽きが来る。仕
　事・人などに対する熱がさめる。tageeni
　？iQpee　kanasja　sjootaru　mthxr，　kunee－
　daN亭ee　？aCagatOOrU　gUtooSa．＝EilLiに
　とても愛し合っていたのに，このごろは熱
　がさめたようだよ。
？aca’juru⑥（名）あしたの夜。
？aca’jusaN　di⑨（名）あしたの晩。
2aca”Stitnmi．ti⑰（名〉あしたの朝。
？aci①（名）e〔文〕秋。秋という季節感が
　ないので，1．1語ではほとんど使わない。
　◎〔古／収穫の時期。刈り入れ時。
2ae．ibee⑪（名）熱灰。まだ火気のある灰。
　～Nkai　hwisja？iQtaNnee．熱い灰に足
　を入れたように。非常にあわてるさま。
2agibiipm（名）柔らかい御飯。おかゆと御
　飯との中間ぐらいの，子供・病人などに食
　べさせる御飯。
2agibiiraei⑨（名）はれものなどが熱を
　もって痛むこと。また，やげどが痛むこ
　と。
2agiguni⑨（名）暑い地方。熱帯地方。hwi－
　iguniの対。
2acihaisigutu⑪（名）飽きてしま5よらな
　仕事。きりのないようないやいやながらの
　仕事。～nu？asihaisigutu．いやいやなが
　らの仕事は，よけい汗の出る仕事となる。
？acihaisii⑨（名）いやいやながらするこ
　とσ～SJUN．
2acihatibqesargev（形）飽きが早い。飽きっ
　ぽい。
？aeihat婦uN⑨（自認ax，＝ti）飽きる。
？agijaahuu＝jaa⑪（副）暑くて，ふうふう
　い5さま。盛んに暑がるさま。～sjUN．
？aφka讐juN⑦（他maN，＝raN，”ti）0扱
　ら。取り扱5。使いこなす。？eeku～・
　罹をあやつる。◎こき使う。酷使する。
　？agikaariiN．こき使われる。
2agikeegurisjaN①（形）人・道具などが扱
　いにくい。使いにくい。
2agiki⑨　（名）　ゆげ。　また，　蒸気。　？Llsjoo－
　rooja～du？US謁9段3uru．御精霊は湯気
　を召しあがる。お供えものは熱いうちに，
　または，ふたを取って供えろの意。
？ag三kookoO①（副）ほやほや。煮えたばか
?
lel
？agimajttN
　りのさま。また，料理の熱いうちに。～
　S300ini　kamee．ほやほやのうちに食べ
　ろ。？鋤UN～kanlhN．御飯を熱いうちに
　食べる。
．？a｛｝至峯11a＝」！IN（①　　（自　　＝raN，　＝七i）　　［新〕　　多籍ま
　る。元采はsur募UKとい5。
2ag／imi＝juN⑪　（慶　＝raN，醜i）　〔新〕　集め
　る。元来はSZIxil’asjuNという。
2acihee⑨（名）商売。あきない。～sjUN．
？ac沁ee塾hwa隙N⑰（形）商売が5まく行
　かないQ
？ach夏eemuN⑨　（名）　商扉犀。
2ac圭簸¢eNcu⑨（名）商入。
？aciReesjaa⑥（名）商人。
2acineezoozi＠（名）あきない上手。商売
　上手。
？ac三nu？iju⑪（名）まぐろ。？aka？aciと
　siru’？aciとある。．
’2aeirtikaas．（名）明らか。公明。正しいこ
　と。～na　QCU・公明な人。
？agirasikeesaaO（名）イ嚢r度も暖め堅した
　食物。
2agil．a＝s担N⑪（他＝saN，＝ci）熱くする。
　食物などを暖める。
’2agiree⑨（名）あつらえ。漉文して作らせ
　．ること♂jam就usoobee　too？agiyee．その
　項参照。
2紐giree＝．iuN◎　（他　＝raN，＝ti）　あつらえ
　る。注文して作らせる。
2agireemuN　＠（名）あつらえ物。注文して
　作らせたもの。
2aφ藤＝知N⑨（自・1■aN，＝ti）熱くなる。緩
　まる。食：物などについて多くい弓。
？ε竃｛⊇isakamarasaa⑥（名）暑さ嫌い。糟さ
　を苦にナる者。．
2ag．isaN⑨（形）θ暑い。　hwiisaN（寒い）
　の鰐。◎熱い。hwizurusaN（冷たい）の
　対。．
？agisaN④（形）厚い。　hwiQSaN（薄い）の
　対。
2ag量sa？umii⑨．i名）暑がり。　暑がる二者。
？aeizaral　＠（自）（否定形のみがある）（∋
　飽き足りない。不満である。～mUN・飽
　き足らぬ者。不満を感じさせる者。～mu－
　nu？iikata。不満を感じさせる襲い方。◎
　なごり惜しい。～’wakax．i．なごり惜しい
　See／．　？acizaranoo　？asiga　mata　’jaa．
　なごり惜しいけど，また会お5ね。
2agiziic）（名）寝た時の足もと。　maQkwa－
　gwa餌（枕元）の対。
？acooぬ3⑨（名）悟入。卑称。
2acooδu⑪（名）商人。多く仲早い人をい
2acoodugueiev（名）仲買い人のことば。
　上手だが儒用できない話しぶりをいう。
　「仲入口注に似た語。
2a＝euN　（1）（自＝kaN，　mci）e明く。開く。
　hasiyunu～．戸があく。？ananu？aCOON．
　穴があいている。◎空く。’jaanu？acoo－
　N．　家があいている。
？acuu⑨（名）熱いものの小児語。
？ada⑪（名）安田。《地）〉参照。
？ada①（名）あだ。徒労。～nataN．徒労に
　なった。　　　　　　　　　　　　，
2ada①（名）かたき。あだ。～？uc“N．か
　たきを 5つ。
2a（韮aa＝sj謎翼α）　　（他　二∈玉aN，　＝こci）　声i整護‘こ二叱　り　つ
　ける。どなりつけ．る。，warabi～．子供を
　どなりつける。
？a（laki⑰（名）あの高さ。あんなに高く。
　あれだけの高さ。～？ag’atOON．あの高さ
　に上がっている。
？ada孤asi⑪（名）？adalli（阿旦）の気根。
　また，その繊維で作った縄。
2adani＠（名）陶旦。たこのき科の亜熱帯
　姓常緑灌末。気根を生じ，葉は細長く，と
　がり，刺がある。藥からござ。媚子などを
　作り，気根の繊維は縄などにする6？adaN
　ともいう。
2adaN⑥　（名）？adani（阿旦）と1司じ。
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？adaNbaa⑪（名）？adani（阿．旦）のii嚢。
？ad賃N塾aamusiru⑨（名）？adaNbaaで作っ
　たむしろ。
2adaNb裁asaba⑪（名）？adaNbaaで作った
　ぞ5り。
？adaN訟a⑨（名）安谷屋。（（地）〉参照。
’？adas董⑪（連体）〔文〕はかない。はかな
　き’。　～，」“nu捻ak＆ni　llagarai犠　，ututi．
　［あだし世の中に　ながらへて屠とて（忠臣
　身替）］はかない拠：の中に擾らえていて。
？adali；juN⑨（飽＝1’aN，二ti）捜す。捜し
　求める。尋ね求める。求めてあちこち鵬い
　て回る。「あだて」と関係ある語か。namaa
　？adatitiN，，」翫aja　tum’eeguvisjaN．　今‘ま
　捜しても，家は見つけにくい。
？a（塁u⑨（名）かかと。
？ad鵬ir撤嫉⑨（名）足ずり。子供などが足
　を地にすりつけて，だだをこねることをい
　う。～sjUN．
’？aduzisi⑨（名）e）かかとの裏。◎かかとの
　裏にできる，うおのめのようなはれもの。
　はれて堅くなり，痛む。焼き針を立てたり，
　焼き瓦を当てたりして治療した。
？aee＠（名）あり合わせ。？aieeともい
　うQ　～】au　ll｝UNsaani　sii】aasjUN●　あり合
　わせの．ものでうまくやる。
2agacaa⑪（名）労働者。筋肉労働者。
’？agaeihai⑩（副）．忙：しそうに鋤くさま。精
　出すさまゲhai＜hajUAT（走る）。～s沁蕊
？捷gac魚誠ガrac三⑨　（名）一生懸命働くこ
　と。精出すこと。
？aga＝CzlN⑨（自＝kaN，＝ci）e働く。肉体
　労働をする。また，よく働く。精回す。
　◎仕事などが，はかどる。はかが行く。
　sigutunu　nluru？agakaR．仕羅幼ミ、全然は
　かどらない。cuhwirujaka？wiini？aga－
　caN・（機織りが）～尋以上はかどつた。
　㊧家畜が威憂する。
2agai①（名）地面の高いところ。かみ。
　sagaiの対。
？agaihana①（名）Hの上りはじめ。
？ag謡tiida①（名）上る霞。朝臼。～du，u－
　ganuru，　sagaitiidaa，ugamaN．上るR
　は拝むが，落ちる綬は拝まない。権勢のよ
　い者につく意。
2ag炉心N①（自t・1’aix・t＝ti）e上がる。昇
　る。空間を上がるQまた，物価などが上
　がる。　tiidanu～．　Nが昇る。　maainu
　～，　まりカミ上がる。n茸nu～．順恵が上が
　る。nubujUNの項参照。◎上達する。
　tiillu～・腕が上がる。　ziinu～・字が上．
　達する。？uta？agarasjuN．歌を上達さ
　せる。㊧できあがる。また，終わる。ma－
　cinu～・市が終わる。⑳かえって悪い。
　よくあるべきものがいっそう悪い。Qkwa－
　jaka～．子供より悪い。　nusudujal〈εし～．
　どうぼ5以上だ。
熟9飢盛＝∫UN⑨（他＝1・aN，＝ti）あがめる。
　敬う。
？aganee⑪（名）倹約。可約。経済。～nu
　’ゴutasjaN。節約がうまい。
23g蹴ee隠秘N⑨（他魂3N，＝ti）飾約する。
　倹約して大事に使う。瓢ookirazijak＆
　？agazエeeτi．もうけるよりも倹：糸勺せよ。（こ
　とわざ。mookieraziは形は否定だが，意
　昧は肯定。mookiju＄ijakaともいえる。）
？aga螺①（名）東9？iri（西）の対。
2・rega｝・iien（名）菓江。《地｝参照。
？as「avikata⑨（名）東の方。東の地方。
2agarime”eev（名）東江前。（（地））参照。
？agarinu2Umi⑪（名）太：平洋。東の海の
　意。
2agari“’kee（①（名）菓向き。
2agari2uma「a董⑨（名）東方めぐり。行事
　の名。穀物がはじ：めて作られたといわれる
　ところ（知念村の？ukiN4uhaiN7vu，与那
　原村の？weegaaなど数簡所）を女が巡拝i
　する。
2agari2w鐙⑪（名）東江上。（（地））参照。
？agata⑪（名）あっちの方。あちら側。？U一
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2agatoo
　Nnadaki～satuga？Nmarizima，　MuiN
　？usinul〈iti　kugata　nasana．こ恩納岳あ
　がた　塁が生れ島　森も押しのけて　こが
　たなさな］鎖題岳のあちら側は恋しい男の
　生1まれ故郷，その山も押しのけてこちら側
　にしたい。
2agatOO⑪（名）あの遠さ。あんなに遠く。
　～kaτa　cii．あんなに遠くから来たか。na－
　madiikar批～nu　？iQtaamadi　keejUN
　naa．こんなに遅くあんな遠くの鱈の家ま
　で翻るのか。
？agi①（名）陸。おか。～nu　liurimuN。女
　が女郎にうつつをぬかす男などを艶笑して
　いう語。おかの気のふれたものQ
？agi①（名）上げ。歌・三昧線などの高い
　膏の部分。また，三味線の二上がり（nii一
　？agi）。
2agibusiCD（名）saNsiN（i腰強線）の：上
　がりの調子の歌。
2ag孟da⑨（名）安剛域。〈（地））参照。
2agidoolau①（名）揚げ豆腐。
2ag蓋韮lwiigurumaa①（名）〔新〕おか蒸気。
　汽率。明治の初め汽車ができたという話を
　聞いてできた語。hWiigurumaa　eま蒸気船。
　？agiは陸。沖縄に軽便鉄道ができてから
　はkisjaというよ5になった。
喰gi沁aa（接尾）…しながら。…しつつ。
　岡時に動作を進行させる意を表わす。
　〈一agijUN。　　一gacii　ともいう。　？a（≧ca－
　giinaa（歩きながら），’junagiinaa（読み
　ながら），sjagiinaεし（しながら），？umu一
　　ザ・jagiinaa（思いながら）など。　？aQcagi圭一一
　naパuuzi　kanUN。歩きながら砂糖きびを
　食う。？aQcagiinaa（nu　kutu）’jataN．
　歩きながら（のこと）だった。
？ag量＝juN①（弛＝raN，＝ti）e上げる。　ta－
　ku～．たこを揚げる。　tii～．手を上げ
　る。naa～・名を上げる。　nii～．値を上
　げる。O楽器や声の調子を高くする。kwii
　～・声の調子を高くする。声を幽す意で
　’は，敏ci箆Ukwii～，（ときの声をあげる）の
　ほかはあまり用いないようである。㊧油で
　揚げる。？agimuN～．揚げ物を揚げる。
　⑳献上する。進上する。さし上げる。？U－
　s担gijUNよりも格式ばった，ていねいな
　語。Ruu　？agiiga・何を進上しようか。㊧
　もどす。吐く。あげる。saki　numinee
　caa？agij　zlru　kusinu？aN．酒を飲むと
　いつも吐く癖がある。
一agijuN（接羅・不規則）…しつつある。…
　している。進行の意を表わす。一agiiNと
　いうことが多い。ふつ5鋤詞の「終止形」か
　らUNを除いた形に付く。’junLIN（読む）
　→’junagiiN（読みつつある）など。
2agimaa＝sjuN①（他＝saN，＝cl）せきたで
　る。dii？il〈a？lka　Qsi？aginnaaca亭iga，
　’juujuutu　sjootaN．さあ行こう行こう
　とせきたてたが，のんびりしていた。
？aginnuN①（名）揚げ物。油揚げにしたも
　の。てんぷらなど。
2agiRa⑨（名）安慶名。（（地））参照。
2agisagi①（名）上げ下げ。上げたり下げた
　りすること。
2agizi①（名）習字の清書。習字で，けいこ
　を終えて清書すること。
2agumjuN⑥（轡＝raN，＝ti）　よじ登iる。縄
　などをたぐって登る。まれな語。？anu
　l〈iiNkai　gina　kagimitl？agura．あの木：
　に縄をたぐっで登ろう。
？ gu鞭aa⑭（名）粟国島（？aguni）の者。
　卑称。粟国島は下男下女の出身地として知
　られていた。
2aguni⑨（名）粟国島。那覇の西北方にあ
　る島の名。
一2翫gu瓠皿N（接尾＝凱aN謹（1・i）あぐむ。でき
ずにもて余す。？aQci？agunUhT（歩きあ
　ぐむ），sii？agunUN（しあぐむ）など。
　kagiriNltu　simeaja　kaj　uibusja　？asiga，
　’wanamazonu　？usjunu　kijai？agudi．
　［勝連の葛や　通ひぼしやあすが　和仁屋
le4
？aieft
　真門の潮の　蹴やいあぐで］勝連の村に通
　いたくはあっても，その途中の和仁屋真門
　の潮をi度りあぐんでいる。
？a藁蛾ai⑨②（感）やあい。人を嘲り笑う語。
2ahahaa⑨（感）大いに笑うさま。あっはっ
　は。
2ahjaa⑪（名）θ家畜などの親。母：体とな
　るもの。人については言わない。◎親豚。
　？ahjaa？Waaの略。⑤酢・酒・塩辛。漬け
　物などのもととなるもの。酵母など。生じ：
　ふやすもと。＄iinu～・函1三を作る際，もと
　となる酢や水など。sakinu～．酒を作る
　際，小量入れる酒など。
2ahjaa2waa⑪（名）親豚。
？ahjaNgaree⑨（感）紋3やけくそになつ
　た時に発する声。ど5ともなれ。口語は
　？aQpaNgayee．
2a恥usu⑪（名）安富祖。けω参照。
2ahwa⑨（名）安波。《地力参照。
？ahwaca⑨（名）安波茶。《堆》参照。
？ahwagee＝juN＠　（S　＝TaN，　＝ti）　？ahwa－
　geerijuNと同じ。
？謎韮・W3geer韮＝juN⑪（自mraN，＝ti）（∋味が
　薄くなる。味が足りなくなる。◎不まじめ
　になる。ちゃかして馬鹿らしいことばかり
　署5。不まじめにおどける。？ariga？ju一
　亭ee？ahwageeriti　ciciN　naraN．あいつ
　の言うことは馬鹿らしくて聞く気にならな
　い。
2ahwageevknuN＠（名）不まじめな者。ち
　やかしてばかりいる者。まじめに話をしな
　い者。
2ahwaguci⑪（名）薄味。また塩加減の少
　ない味。また，薄味を好む者。
2ahwaguN＠（名）阿波根。《地））参照。
？ahwakee＠（名）？ahwakuuと同じ。
2ahwakuu⑪（名）二枚貝。はまぐりなど，
　二枚員の総称。また，二枚員の貝がら。
　？ahwakeeともいう。
2ahwana＝cuN①（自瓢kaN，＝ci）寝やが
　る。「寝る」の卑語。？ahwanakee．寝やが
　れ。？ahwanaei　kwatoON．寝てやがる。
　ひっくりかえっていやがる。
？・Rhwai’i⑰（名）阿波連。¢才分参照。’
：～a蚕1wasaN⑨（形）味が薄い。甘味・塩味な
　どが少ない。
2aliwee＝juN①（自＝x’aN，＝ti）酒・酢など
　が，水っぽくなり，味が落ちる。気がぬけ
　る。
2akwi⑪（名）あれだけ。あれくらいの量・
　大きさ。～du？aru．あれだけしかない。
：～ahwigwaa⑨（名）？a（や圭9w批a　と同じ。
2ahwii⑨（名）0兄。にいさん。平民につ・
　いていう語。農村では？aQpiiというとこ
　ろもある。士族については，5aQciiとい
　う。◎にいさん。平民の若者をいう語。
2ahwi三gwaa⑨（名）一番下の兄。すぐ上の
　にいさん。平民についていう。
2akwina＠（連体）あれほどの。あれほどの
　量の。また，’あんなに大きな。あんなに尊
い。～？azisuiiiu　inisjaru　kutu　eikana．．
　［あへな鞍司そひの　めしやる事聞かな（二、
　童敵討）］あんなに蓉い按司様のおっしゃ
　ることを聞かないで。
？ahWiraa⑪（名）あひる。？ahwiruともい・
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？ 飯w勧aa拠u⑪（名）子供のぼんのくぼの．
　ところに少し長く伸ばした髪。あひるの
　しっぽに似ているのでいう。4UUはしつ’
　ぽ そこを刈るとその子の？UNci（運気〉
　が弱るといって，そこだけ少し伸ばしてお．
　く習慣であった。
2a｝1wiru⑨（名）？alawiraaと同じ。
？ai①（感）珍しいものに接した時，また，
　仮rか間違った時などに発する声。あら。
　おっと。人の足を踏んだ時には，～ma－
　eigee．（おっと，ごめん。）と雷5。
2ai①（名）蟻。？aikooともいう。
？aibigaaew（名）？eebicaaと岡じ。
2aiee⑪（名）？aeeと同じ。
le5
’？aiteawaamee
？魂waa・nee⑨（名）お嬢さま。士族の乗婚
　の娘の敬称。使用人や平民が多く言う。那
　覇では？帖ugamaaとい5。古語に？we－
　9UNsoriと、・う語もある。
？a呈k・G⑪（名）蟻の小児語。～～，　dusi　’ju－r
　di　kuu，　ganikunu　kusiNzi　gani　’jaei
　kwira．（童謡）蟻よ，蟻よ。友達を呼ん
　で来い。我上古の後ろで蟹を焼いてやろ
　う。　ganil〈u　E我嫡古］は宜野湾間切の轡
　の名。ganiと頭韻をふんだもの。
’2aimee⑨（名）〔古〕貴族の嫁がしゅうとめ
　を敬って言う語。他からは，普通，？a（≧一
　toOmee，？uhu？a（≧toomeeなどとい5。
？a癒ui3腿服m換⑨（名）〔新〕相乗りの人力
　車。
2a量nu蕪⑪（名）〔新｝人力車の絹乗り。ま
　た，？ainuigLu“mrlaの略。
？鍵iz◎0⑨（名）？aj　aZOOと岡じ。
’？aizoo2uhumieien（名）［綾門大路〕？aja－
　zoo　と樺莚じ。
’2aizoo2uu”Nna＠（名）’［綾F二大縄］？aizoo一
　？uhumici［三門大路］で行なわれた，首
　塁の東薩対抗の綱引き。ginahwieiの項
　参照。
？aizu⑪（名）ありか。あり揚所。
？a麺⑪（名）縮。詰物などの縞をい5。ただ
　し，kutubanu～．〔文〕ことばのあや。
　～lllanli2　LIN．布を織る時，凧糸の数を閥
　違える。mamizuNの〕箕参照。
2樋aa⑨（名）母。おかあさん。士族につい
　てい5語。：平民については？aNmaaとい
　う。
？ajaa？aNsi”i．ar壼◎（名）〔古〕9Uma（王の
　妾で身分の低い者）を敬っていう語。
2ajaamee⑨（名）e　？ajaa？aNsirayiと岡
　じ。◎奥様。既婚の士族の嬬入に離して平
　民のいう語Q士族同志ではいわない。
2ajaameegwaa⑪（名）若奥様。士族の若
　奥様に対して平民のいう語。？uhrl？ajaa－
　mee（大奥様）と四一していったもの。
？褥aameeud磁⑰（名）踊りの一種。士族
　の女の服装でする踊り。首里の士族は単に
　’winaguudui（女踊り）とい5。
2ajaataa．　rii⑨（名）父母。おとうさんおかあ
　　さん。士族についていう。elriti　nlusiri－
　tiN～．着物はほ1ろぼろでも，？ajaa，　taa－
　riiを使う。貧乏士族が身分に二二するの
　を笑ったことば。～？UNcu，ugadi　kwiri
　’joo．御三親によろしく雷ってくれ。
？ajaa2Uuj繍⑪（名）母親のあとばかりを追
　いかける子。いくじなしの子。士族につい
　てい5。平民についてならば？aNmaa一
　？uujaεしといら。
2ajabimeni⑪（名）〔文〕船の旧称。中園への
　進：貢船などをいう。
2aSab服nigike「e⑪（名）〔文］進貢船で中国
　へ行く使者。
2ajagaelkoogaci＠（副）まだらにょごれた
．　さま。顔・季足などが，ところどころよご
　れたさま。～sjoON．まだらにょごれてい．
　　る。
2ajagl　＠（名）宮古鶴に伝わる歌謡の一種。
　mieinu　eurasaja　kaiJ’anu　mee，　A－nu
　curasaja．11t｝j　Eしakunu～．£道のきよらさ
　や仮屋の需　あやこのきよらさや宮古のあ
　やこコ道の奨しいのは在番役燐の前で，あ
　やこの美しいのは宮古のあやこ。
2縛agwaa㊥（名）細かい柄。着物の模様に
　ついていう。
？a麺墓wa脇戸⑪（名）柄（模様）の細かい着
　物。
？a．iahaberu⑨（名）〔文〕蝶の美称。美し
　い蝶。
2aja蓋la｝｝eruN．　isu⑨（名）〔文］晴れ着の美
　称。蝶のように美しい御衣（みそ）。
？ajah琶夏盛⑭（名）紋3？ajabuniと岡じ。
：～ajakaa＝．iuN①（自＝raN，＝ti）あやかる。
？ajamaei＠（名）あやまち。道徳的な闘違
　いQ
？ajamai⑨（名）あやまち。過失。失敗。
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　eaaru　tvnu　？ati，　？NzasaQtaga　’jaa．
　どんな過失があって離縁になったのかね
　え。
2ajamaigutu⑨（名）あやまち。過失。
2ajalllatujllN⑨（弛＝yaN，＝ti）あやまちを
　犯す。’誤る。謝罪する意はない。
？a麺㎜a㎜轍⑨（名）布を織る時，縞糸の数
　を間違えること。
2ajamari⑪（名）〔文〕？ajamaiの文語。
？ajamee⑰（名）紡｝貴族の嫁がしゅうと
　めを敬って習う語。？aimeeともいう。
2a．iameekusa”mee⑨（名）邪魔。仕箏の邪
　魔9～nu？uhusaN・邪魔が多い。’wa－
　rabinu～Qsi　sigutunu　naraN．子供カミ
　邪魔して仕事ができない。
？ajamuN⑥（名）縞物。縞模様の一物・布
　地。tUQciri（かすり），　katagiki（型付）な
　どに対’する。
？a．ia，Nnaakaa⑪（名）縞の間｛こかすり模様
　のある布地・着物。かすり模様だけのもの
　は．muruduQciriとい．う。
2ajaQsaN①（形）危い。？ukaasjaNともい
　う。
？ajazoo⑨（名）［綾門］首里の守礼門と中山
　門との間の大通りをいら。？aizOOともい
　ら。また，俗に？a．izoo？繰humiciという。
？ajU＝nuN⑨（自＝maN，＝di）〔文〕歩む。
　？ajndi　？ajumaraN，　namadu　giearu．
　歩いても歩いても着かなかったが，いま
　やっと副いた。
2aka⑪て名）頭髪・衣服などについたよご
　れ。皮膚の垢はhwiNgu，ふけは？irici
　という。～Nnug＆N．仕事がはかどらな
　い。効果が目に見えない。すき櫛がよく
　ない時，髪のよごれがなかなかとれないこ
　とからい5’。ciNnrt～？utusjUN，藩物
　のよごれを落とす。
？aka⑪（名）阿字。《地》参照。
2aka⑥（名）阿孫島。慶良間列島（kilrama）
　の島の名。
　　　　　　　　　　　　　　　　　2ak哉9藍
2aka①〈名）赤。＆の名6　～nu　ta穀iN。
　〔新？〕赤の他人。
？aka？aei①（名）まぐろ。？acinu？iju参
　照。
2aka？akaa＄a①（副）あかあかと。　deNki
　gil〈i？akagaraei，　ljaanu？uei　一v　sji　oN．
　電気をつけて家の中があかあかとしてい
　る。x’aNpu．jaka　deNkee～sjooee　sani．
　ランプより電気は明るいのではないか。
2V，　kaa①（名）赤いもの。’
？akt｝banaa⑥（名）ぶっそうげ（仏桑華）。
　亜熱帯植物で高さ3メ．一トル余りに達し，
　深紅の花が咲く。霊繭に供える。
？akabanaa⑪（名）鱒の赤い者。赤鼻。
2akabusjaa⑨（名）？al｛abusjaawarabaa
・と岡じ。．
？akabusjaawarabaa⑥（名）赤ち．やけた髪・
　を振り乱している子供（卑称）。
2akagiei⑨（名）．あかつき。夜明け。明け方。
2akag帰一b艇S圭⑨（名）明けがたの星。まば
　らで少ないもののたとえとなる。
：～akagieigm・asi”T⑨（名）あかづきやみ。月
　のない夜の明けがた。
2akagicimudui⑪（名）遊郭（郷覇にあっ
　た）から，明け方に帰ること。遊郭の朝帰．
　り。
2akagici？tiki⑨．（名）．夜明けに起きること。
？alcagiciziculi⑰（名）有明けの月。明けが
　たの月。
？akagaara⑪（名）赤瓦。
？akagai①（名）㊦あかり。燈火。◎胆るい
　所。明るみ。kuyasiNの対。
？akagaig壼ki＝jUN①（自＝raN，＝ti）すつか
　り贋るくなる。
2aka欝Maa⑲（名）赤い髪のおかっぱ頭を
　した者。kiziniuN．（魔物の一種），　kaaga－
　rimoo（河：童）などのようす。また）・赤ちゃ
　けた髪をおかっぱにしている子供などをも
　いう。一gaNtaa＜kaNtu（髪の卑語）。
2akagl①（名）植物名。赤木。亜熱帯性の
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2akagii
　喬木。木肌が赤い。その実は，熟すれば食
　べられる。
2akagii⑪（名）赤毛。赤ちゃけた髪をした
　者。
？akagin肌mUQkuu⑪（名）？akagi（赤木）
　の実。
？akagucaamee㊥　（名）　〔文］　hwinukaN
　（火の神）の異称。赤い日をした尊いお方
　の意。kweena（旅歌）にある語。
？akaguu⑪（名）さつまいもの一種。肉が
　黄魚で，黄色の粉をふき，美味。金時とい
　う種類に似ている。
？akahac量maci①（名）こ古〕かんむりの名。
　hacimaciの項参照。
？akahadaka①（名）赤裸。丸裸。
2ak：aha＝nUN⑨（IS　＝maN，　mdl）よごれが
　たまる。よごれる。垢じみる。karazinu
　？akahadOON．髪の毛がよごれている。
　ciNnu？akahadooN．着物力ζよごれきっ
　ている。
2akahazi①（名）赤恥。大勢め前でかく恥。
2akaliuda①（名）〔新〕多uri（女郎）が伝
　染病によって営業を禁止されること。
？aka｝iudaa⑥（名）〔新］伝染病により，検
　診に不合格になって鴬業を禁比された7vU－
　ri（：女i鄭）。
2akahwira⑨（名）赤平。（（地））参照。
？akahwizaa⑪（名）赤いひげをしている者
　の卑称。赤ひげ。
？akahwizi①（名）赤ひげ。赤いひげ。
2aka？ijuuew（名）金魚。
2aka2ini①（名）赤い色。
？akai①（名）障子。あかり障子。
2akaisaNbasiri①（名）〔文〕障子。明るい
　桟のある引き戸の意か。～gici？akiむi
　miriba，　niwanu　siraeikunu　q．．acaru
　curasa．［あかりさんはしり　つきあげて
　見れば　庭の白菊の　咲きやるきよらさ］
　陣子をさっとあけて見ると，庭の白菊が美
　しく咲いている。
？akaisaNbasirti⑨（名）〔文〕？akaisaNba－
　si滋と興じ。
2akajukusi①（名）真赤な5そ。
？akakabi①　（名）OJ赤い紙。◎正月なし
　に，祭壇と火の神の前に供える赤い紙。白
　・赤・黄の三三枚の紙（？ukazaikab1）を重
　ねて供える。表面とも赤く，紙質は揖田紙、
　（hjal〈udasi）。お祝いの時，聯を書く赤い
　紙はs5ugan貢とい5。
2akakoozi①　（名）米で作る赤い麹。　ci一一
　Nbeeru～．あかんべえ。
2akakoozi2abuNG）（名）？akakooziで赤
　く染めて炊いた御飯。
2akamaamii⑲（名）あずき。
2akmmaamK2u”buN⑨（名）あずき入りの
　赤飯。？aka？ubuNの項参照。
2akamataa⑪（名）蛇の一一種。有毒である
　が，はぶほどはこわがられていない。錦色
　で，美男に化けるといわれる。
2akamigeei①（副）赤くなったさま。泣き
　はらした屋・できものなどについてい5。
　miinu（kasanu）～sjoON。匿が（でぎ
　ものが）赤くなっている。
？akamii⑰（名）卵の黄身。
？aka㎜iibajii①（名）魚名。あかめばる。
　m萱baju（めばる）の一種。色は赤で，時
　に毒を有する。
2akamuueii⑨（名）康元結い。赤い色の元
　結い。muutiiの項参照。
2akana③（名）植物名。紫蘇。
2akanaa⑨（名）童謡などにある語。月の中
　にいる者の意に用いる。月の薄黒い部分
　を，水桶をかついで立っている者と見立て
　たものらしい。？akanaajaanu’jakitaN
　doo，　naeuru　”warabee　migi　kumasee，
　nakaN’w abee　kani？utasee．（童謡）
　アカナ・・一の家が焼けたぞ。泣く子は水を汲
　ませろ，泣かない子は鉦を打たせろ。（泣
　く子を泣きやませるために歌う歌。）
？aka＝nuN①（自＝maN，岨i）赤くなる。赤
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？algauuziN
　ばむ。giranu～．顔が赤くなる。　kuni－
　bunu～．みかんが赤くなる。
？3k歌Nca⑪（名）赤土の土地。赤土の土質。
？akaNca①（名）赤土。
？akaNgwa①（名）赤ん坊。
？akaNgwaa⑪（名）赤ん坊（卑称）。
？akaNgwaa2ijuew（名）人魚。顔が人に似
　て，前肢のようなひれのある哺乳類。南海
　に産する。じゅごん。多aNnu？ijuともい
　う。
？akaNmi①（名）赤嶺。（（　tS　＞＞参照。
？akaraa？waa⑪（名）？akaτ圭？waaと同じ。
2akaragweei①（名）入が」血色がよくて太っ
　ていること。sirugweei，　kurugweeiなど
　の語もある。
？ak．ftrahwk．u①（名）真畳。白畳。
？akarakwaara④（副）派乎なさま。けんら
　んたるさま。豪華なさま。着物の摸様・部
　屋の装飾などについていら。～sjooru
　ciN．派手な蒲物。
？akari＝jUN（自＝raN，　・ti）e離iれる。器物
　などがこわれて，離れる。また，はがれ
　る。◎乳離れする。主として家畜について
　い5。
？akari？waa⑪（名）乳離れした豚。主とし
　て親雪をい5が，子豚の方をさすこともあ
　る。
？akari2waagwaa⑪（名）乳離れした子豚。
？akasabi①（名）赤錆。鉄に生ずる錆。
？akasakuraSa⑨　（名）　明暗。　明るいこ二とと
　階いこと。～N，wakaraN．明るいか暗い
　かもわからない（ぽど熱中する）。無我夢中
　である。
？akasaN①（形）赤い。明るいの意では篤い
　ない。ただし，？akasakurasa（明暗）と
　い5複合語はある。明るい意では，？aka一
　？akaata　sjoON，？akagatooNなどとい
　う6
？akaξee⑭（名）遊戯の名。言い当てる遊
　び。
2akasi⑪（名）松の幹を薄くそいだたきつ
　け。　tubusiともL・う。＜？alくas3U双（弓1
　き離す）。　’jaNbaawaaga？iQCON　doo，
　～N七amunUAT　keNsjoorani．（童謡）由
　原船（，jaNbaraabuni）が1まいってるぞ。
　たきつけやまきも買いませんか。
2akasimaa⑰（名）織物の名。白地に茶褐
　色のかすりのあるもの。多くは入璽山地方
　の産。sima（縞）は織物の摸様をいう。
　sima参照。
？akasimUN⑰（名）考えもの。謎。
？aka　・s．i　UN⑪（他＝saN，．＝ei）e引き離す。
　大きいものから小さいものを引き離す。
　また，ひっぱがす。はがす。tubusi～．
　松のたきつけを幹からはぐ。kiil〈ara　kaa
　～・太から皮をはがす。？al〈asiwadu　na－
　3uru　sjakunu　hwiNgu．1まがなければな
　らないほどのたいへんな垢。kasabu七a
　～．かさぶたをはぐ。◎乳離れさせる。主
　として家畜についてい5。
？aka＝sjuN①（他＝saN，　＝ci）明かす。夜を
　明かす。’j　ULI？al｛asikaNtii．夜を明かし
　かねて。
2aka＝sjUN①（他＝saN，；ci）明かす。なぞ
　などの答えを明かす。言い当てる。
？aka納⑨（名）赤田。《地》参照。
2akata？uzoo㊥（名）首里城の門の名。？u－
　gusilcuの項参照。
2akatiida⑪、（名）赤い太陽。夕日をいう。
2aka2ubuN①（名）？akakooziや食：紅など
　で赤く色をつけて炊いた御飯。赤飯。あず
　きを入れた赤飯には？akamaamii？ubUN
　という。
2aka？usitU（名）赤蛙。茶色い牛。
？akaUU⑪（名）織物の名。赤昧を帯びた上
　等の董蕉布。tanasi（その項参照）などを
　作る。
2akauuziN⑨（名）？akauuで織った着物。
　地は赤味を帯び，派手なかすりなどの模様
　がある。tanasiなど，女物の上等な着物。
le9
?
？akazakura？iru
？akaiakura？iru①（名）赤味を帯びた桜
　色。人の廠色が赤く美しいことにい5。
2akazinaaem（名）（∋銅の一厘銭。主として
　寛永通宝。1｛uvukaniiに下する。◎のち
　の，5厘・1銭・2銭などの銅貨。
2akaz．iraa⑪（名）赤い顔。赤ら顔。また，
　赤面。～najuN．三二する。
2akagumii⑰（名）茶褐色に染めた布。主と
　して芭蕉布で，その染料はtikaciとい5
　太の皮や根から取る。
2akee＝juNG）（自＝raN，”ti）明るくなる。
　朝焼げ・夕焼けなどで，また，にわか爾の
　前後などに，あたりが異常に明るくなるこ
　とをい5。
？ake興ba1｝iぺsu⑪（名）ξ文〕夏の晴れ着
　の美称。秋津羽のような御衣（みそ）。と
　んぼの羽のように美しい藩物。
2aki①（感）あら。女が驚き・悲しみなどを
　表わして奮ら語。～caa　sjuga．あら，ど
　うしょう。
？akigata①（名）〔文］明け方。夜明け方。
　普通は？akagici。
？a短gu凱U①（名）〔文〕明け方にたなびく
　雲。tamasakanu　kujui　tuija？utaru－
　tUN，　sibasi～ni　nasaki？arana．［たま
　さかの興野　，鴨や拠るとも　しばし明雲に
　情あらな］たまに会う今夜だから，鶏は時
　を告げても，しばらくの閲，夜明けの雲に
　情があって夜が明けないようにしてほしい
　ものだ。
2akihana；s．inN①（勉＝saN，＝ci）あけ放
　す。囎放する。障子などすっかり開ける。
：～aklhataki＝juN①（他＝raN，＝ti）（胸など
　を）はだける。
？aki｝iW当ru9韮＝juNO）　　（イ也　 こraN，　　二もi）　　あ　け
’広げる。開放ずる。
2akijo⑪（感）〔文〕ああ。あわれ。～ziju
　naraN　kutuju　mata　’jarawa，　iiiwija－
　CON　sudini？uguci　tabori．［あげよ自由
　ならぬ　ことよまたやらば　匂やちよも袖
　に　移ちたばうれユああ自由にならな．いこ
　とであるのなら，匂いだけでも袖に移して
　下さい。
2縁kijoo①（感）あら。驚いた時などに女が
　発する語。
2aki＝」皿N①（他＝raNf＝ti）開ける。？akai
　～．障子をあける。？akitai　micitai．あ
　けたりし．めたり。
？akimjuN①（自＝vaN，＝ti）明ける。，juu－
　nu～．夜が明ける。
2akikuri①（名）〔文〕明け暮れ。臼夜。
2akiksvii①（名）あけたて。開閉。　hasiru一一
　1111～．雨戸のあけたて。，一kwii＜kuu一一
　jUNo
2a蟹madus量α）（名）明けた年の美称。萩
　隼。
？aki㎜五Qkwa①（名）あき盲。蟹はあいて
　いるが，霞が見えないこと。また，その
　考。また，文盲。
2akisamijoo①（感）あれえっ。きゃあっ。
　助げてくれ。非常に驚いた時，悲しい時，
　苦痛にたえない時，救いを求める時などに
　発する声。
？akisamijoo⑨（副）悲【；馨の声をあげるさ
　ま。助けてくれと叫ぶさま。～sjUN．悲
　鳴をあげる。～sjutakutu？Nzi，NNca－
　N．悲鳴があったので行って見た。
？akitoonaa①（感）おやまあ。あらまあ。
　驚いた時，失敗｝た時などに女のいう語。
？akookurOOen（名）夕暮れ。薄暮。たそが
　れ時。夕方の暗くなりかけ。’ju塒aN霧wi
　（旧聞暮れ）という語とともに，夕方の一
　種の不安な感じを伴う語。，jusaNdi（夕さ
　り），’jUU？irigata（夕方）などにはこのよ
　うな語感はない。　　　　　’
？ak登⑨（名）悪事。～tal〈unUiy．悪事を
　たくらむ。
？紐k｛1①（名）あく（灰汁）。洗灌の時，ま
　たは芭蕉布を煮て柔らかにする時などに惰’
　いる。
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2akubi①（名）あくび。
？akugam蓋①（名）［赤頭］平民の初階の位
　階。
2akuga癒①（名）銅。あかがね。
2謎kuga盛jaQkwaN⑦（名）銅のやかん。
2akuiN⑪（名）〔文］悪縁。　くされ縁。前世
　からの鐸悪によりつながれた男：女の悪縁。
？akuma⑪（名）［悪魔］根性の悪い者。意
　地の悪い者。
？aktimahukuirugil⑨（名）意地悪く邪魔す
　る者。恋の邪魔などをする者。hukurugi
　はとげのある植物の名。
？akimiN⑨（名）悪人。好悪な人。
2akuta⑨（名）あくた。ごみ。
2akutainii⑨（名）ごみを燃やす火。火力弱
　く，すぐ消える。
？aku’tada：nuNt⑨（名）ごみを集めて燃料と
　したもの。落葉・ごみ・太ぎれなど掻き集
　めて煮焚きなどする揚合にい5。
2akutoo⑪（名）〔新？〕恐ろしい人。こわ
　い人。
2akutooraasjaN＠（形）〔親？〕恐ろしい。
　こわい。叱りつけそうな，また，恐ろしい
　ことをしそらな人についていう。
？akuU⑨（名）人を叱ってばかりいる人。小
　醤ばかり雷う人。？aQku（叱責）をする人
　の意。
2ai巫a⑪（名）1珂真。（（地〉）参照。
？a鵬a①（名）eあそこ。あっち。あちら。
　kuma（ここ），？uma（そこ），　maa（ど
　こ）に対する。～kaya　caN．あそこから
　来た。◎あのかた。？ari（彼。彼女），
　？anUQCU（あの人）などの敬語。？amaa
　maa？ujaN學eebiiga．あのかたはどなた
　でいらっしゃいますか。歌では，男から女
　をさしては？a「i，女から男をさしては
　？amaと使いわけることがある。　t耳keja
　hwi7，amitiN　tiru　gici3’，a　hwi’tugi，　？ai‘iN
　nagami担ra　kijunu　suraja．［渡海や隔
　めても　照る月や一一一一つ　あれも眺めよら
　’今脊の空や］海を隔てても照る月は一つ，
　彼女もながめているだろう今宵の空を。こ
　の歌を女が歌うときには，？amaN　naga一・
　mijura（あのかたもながめているだろ5）
　と変える。
2amabir麸」鷺N①（自繍raN，；ti）甘くなり
　過ぎる。糖分が多すぎて，料理が甘つたる．
　くなる。
2amagakaa⑪　（名）　？amagaku　と岡じ。
？amagaku⑨（名）e虫の名。雨の降る前に
　蛙に似た声で鳴く。けらのことか。◎あま
　のじゃく。何でもわざと人に及鰐する者。
　次のような伝説がある。あまのじゃくの子
　を心配した親が，墓を山に作ってもらいた
　いと思い，墓は河漂に作れと遺回して死ん
　だ。しかし，子は遺言だけは守り，雨が降
　りそ5になると，大水を心配して泣いた。
　そこであまのじゃく．を？amaagakuとい
　う。
？amagasa⑪（名）e雨傘。雨天屠の傘。◎
　月がさQ爾の賄などにかかる，月のかさ。
2aヨ簸日日s孟⑨（名）’嘗酒の一種。端午の節供
　に作る。大麦を煮つめ，小量の麹を入れて
　一臼ぐらい水にひたして発酵させて作る。
　萬蒲の藥を切ったものを箸の代わりに用い
　る。
？amagtlc量①（名）甘言。？amakuciともい
　う。～七aratara　sjUN．甘雷をたらたら
　言う。
？a㎜agui⑰（名）雨乞い。首里の騎出町に
　？amaguibaNtaという高台があり，畢魑：
　の時には女ばかりが集まって，？amitabo－
　ri（雨を給われ）の歌を歌って祈った。
2amaha量kunlaiha量①（副）あちこちかけず
　り回るさま。東奔西走e－hai〈hajUN（走
　る）。～sjUN．
？ ma2iikttmar2ii⑨（副）話し方が整然と
　しないさま。あっちを欝い，tつちを書
　い。しどろもどろQ～sjUN。
？amai⑨（名）余り。余分。，NkasiNcunu
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　kutubanee？amaee　neeN．昔の人のこと
　ばには無駄がない。
【？ama蓋muN⑥（名）余りもの。余ったもの。
？ama丑mUN⑰（名）あばれ者。乱一ee。
？amajaa⑨（名）乱暴考。あばれん坊。
『2amajumikuma「jumi⑨（副）あちこちを
　飛び飛びに読むさま。～s釦N．
’2ama＝juN⑪（自＝raN，・・ti）（D余る。残り
　が出る。◎越す。以上になる。siciZUU
　？am鼠七i　kunu？awa蠣sjUN＿ヒ十歳を越
　してこんな苦労をする。rukuzuu？ama－
　ree？a瓢utunu　sica．六十歳を越せば土手
　の下に捨てる。六十歳以上は拠：間の邪魔。
？amaづuN⑪（自＝raN，＝ti）あばれる。い
　たずらなどをして騒ぐ。主として子供・犬
　猫などについていう。？amaNnakee・あ
　ばれるなよ。
’1？a皿ajuuO（名）〔文］豊：年。．　nigajuu（凶
　隼）の対。
12a鰍旧kaaud磁⑨（名）［天川踊］踊りの名。
　男女で踊るもの。
？amakuci⑨（名）？amaguciと同じ。
？amakuma　6）（名）あちこち。あちらこち
　ら。
？amaki！taraku①（副）甘雷で人をつるさ
　ま。うま5まと。’〈？amasaN（甘い）。
：2amami①（名）甘味。？amamee　caaga．
　賛味はど5か。
：2ama㎜icuuisinh．icuu①（名）［あまみきよ
　しねりきよ］琉球列癌を創造したといわれ
　る神の名。男女鼻柱の神か，あるいは単な
　る対語か。探た，？amami一は奄美と関係
　ある形と思われる。
’？amamiikuma”mii①（副）あちこち見回
　すさま。きょろきょろ。～sjUN・
’？amamijaSinirija⑨（名）〔文〕［あまみや
　しねりや］？amaamicuusiniricuu（琉球創
　造の神）の故麟。束方にあり，そこから五
　穀が渡来したといわれる。．
’？amamiku「siniriku⑨（名）〔文〕［あまみ
　こしねり ］？amamiCUusiniricuU　とi司
　じ。
？an・am域①（名）真水。淡水。　sjuun惣i
　（壌水）の君。
？a㎜amul①（名）甘いもの。菓子など，甘
　い食べ物。
2ama㎜uti⑰（名）あちら側。あっちの方。、
？amaN⑪（名）やどか洗節足動物の名。
2amaNju⑰（名）£文〕昔の世。昔の時代。
　zitudee　sj’usitarimee　？utuigizi　sjabi－
　ra，　一vnu　’sinugu　？uj　urusimisjoori．
　［地頭代主したり前　お取次しやべら　あ
　まん世のしのぐ　お許し．めしょうれ（恩納
　節）］地頭代様申し上げます。昔の世のしの
　ぐ踊り（sinugu）を．お許じ下さL・。
？amari　mp（名）〔文〕？ama？uri，？amori，
　？amooi，？amooriと同じ。天降り。
？ainarikaa⑪．（名）？arikaaと同地
2amasaaiku㎜a’g．　aai億1）珍しがって方方
　をなで回すさま。～sjUN．
2amasaN①（形）甘い。せ味がある。味が
　勲・意．では？ahwasaNとい5。
？amasitamu「N⑭（名）最行の悪い者。乱暴
　者。もて余し者。
2amasjoogaa①（名）菓子の名。旨しょう
　が。しょ5がを砂糖で煮つめたもの。
？a】ala＝sjuN③（他＝saN，・・ci）余す◎余りを
　残す。
2ama2uri⑨（名）〔文3天女が天からくだる
　こと。天生り。？amari，？amorま，？amOO－
　xi，・？a】Mooiなどともい5。
2amazaahja「azaa⑨（副）あれやこれやと
　思い悩むさま。～Qsi　niNdaraNtaN．心
　配の余．り眠れなかった。
2amaiaki①（名）欝。寧ii，　hweeiともい
　う。昔は甘酒をいったものか。
2amazarahjaiazaraan　（di’ti）　？amazaahja－
　azaaと同じ。　　、
2繍m我zic汰aa⑨（副）．（≡）ゆらゆら。ぐらぐ
　ら。しきりに揺らぐさま。◎うろたえるさ
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　ま。また，ためら弓さま。mii～　s3UN・
　（狼狽して）霞を司ろうろさせる。
？amazi＝CuNem（自＝kaN）＝ci）e揺らぐ。
　動揺する。動揺が起こる。n慮～．（狼狽
　して）葛をらろうろさせる。◎ためら5。’
　騰躇する。eimunu？amaZuN．　と岡じ。
？ama＝客n翼⑲（露＝gaN，＝zi）揺らぐ。揺れ
　る。動揺する。kiikusanu～．：草太が揺
　れる。cimunu　N．心が動揺する。ためら
　う。hwlinu～．ほのおが揺れる。？ama－
　gasjUN．ゆする。動揺させる。
？amazuu①（名）君寵。薄味の塩漬姪。
2amee＝juN④（自＝raN，＝ti）増長する。
　つけあがる。kuneedaN4ee？ameetooN．
　このごろは増長iしている。
2amee2uzoo①（名）首里城の門の名。？U－
　9U學ikUの項参照。
？am董（ff）　　（名）　　雨。　　　～nlエ　hujUN．　　　雨カミ降
　る。～nu　harijuN．雨がやむ。雨があカミ
　る。（～nu’janUN．とは元来はいわない。）
2ami⑨（名）網。魚網など。
2a蕪嫉①（名）飴。
2amigiju⑨（名）紋〕雨と露。’jutakana－
　uru　mijunu　sirusi　？arawariti，　一s－nu
　migumi　tuciN　tagaN．［豊なる御代の
　しるしあらはれて　雨露の恵み　時もたが
　ぬコ豊かな御代のしるしがあらわれて，順
　調に雨と露が恵まれる。
？amidai⑪（名）θ軒。◎軒下。～nakal
　taQeOON．軒下に立っている。
？am嚢da量m癖⑪（名）雨だれ。軒から落ち
　る雨だれ。
？a・癌gasa⑨（名）〔文〕編み笠。？aNzasa
　もいう。
2amigumu⑪（名）雨雲。
2amigwaε妖①　（名）／卦雨。　guma？ami　とも
　い5。　霧雨には，　さらにguma？ami－
　gwaaという。
？am量h互1韮⑪（名）雨降り。雨天。
2amihuigizici（①（名）雨降り続き。雨天続
　き。
？am蓋h認g茎S謡⑪（形）雨が降りそうであ
　る。？amihuigisaa，3就aku七u．雨が降り
　そうだったので。
2amikuigumai〈：．（名）雨こもり。雨降り
　で家に引きともること。
？amihuinu？auz⑰（名）雨i謬りのあと。雨
　後。
？amihuiultakii◎（名）雨天に外出する時
　のしたく。爾具を用意すること。
？ami＝juN①（自＝raN，＝ti）水浴する。水
　盗びをする。行水する。翠に，体に水を浴
　び にはnliz．i　1〈aNZUN（水をかぶる），．
　mi璽kaldjuN（水をかける）などと言
　い，また，受動的に水を浴びるにはlni7vi
　k訊kirariゴUNなどとい5。，wai’abi？ami『
　1’asjUN　．子供を行水させる。
？amikazi⑰（名）雨風。
？am｛koo二錘N①（自＝raN，＝恥味噌を作
　る過程で，nuci（大豆・えんどうなどを煮
　てつぶしたもの）と麹とをまぜたものが発
　酵する。
2a窺癖ku⑪（名）天久。（（地＞＞参照。
？amimuju si⑰（名）雨模様。雨の降りそ
　5な気配。
？aiXi｛llaa⑥（名）おたまじゃくし。蛙の子。
？aminuniimp（名）雨のもと。雨の根。雨を
　降らす黒雲・遠露などをいう。　～llu　ci蝋一
　raN．雨の根が切れない。まだ，雨が降り
　そうである。
？a㎜口熱⑨（名）アメ1］カ。米鳳
？amk’ikaa⑪（名）アメリカ人。卑称。
？ misuku⑨（名）天底。《地＞＞参照。
？amizisw（名）みみずに似た小動物。みみ
　ずより小さく，悪臭があり，色・形などは
　みみずに似ている。つぶすと螢光を発す
　る。
？amooei⑰（名）？amuc㍉？εしm厩Uと同じ。
2amooi＠（名）？amooriと同じ。
2amoo＃i⑪（名）天降り。天人が地．ヒに降
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　りること。？ama？uri，？amax’i，三～a血or㍉
　？amooiなどともい5。
？amoorigaa⑪（名）天人が降って水浴びし
　たとい5井戸。羽衣伝説とともに，方方に
　この名の井戸がある。
2amoor軸gwa⑰（名）天暦と人間との閥に
　生まれた子。年とってからできた一・一一人子な
　どをそうい5ことがある。
？a揃or蓋⑨（名）こ文〕天入の天降り。？轟鵬距
　ri，？amaa？uri，？amoori，？am◎oiなどと
　もいう。
？amuρi⑪（名）？amLltuと同じ。
？a撮綴ru⑰（名）安窒。（（　tS　））参照。
？amus量rak．e⑪（名）〔古〕［あもしられ］
　？aNsitari（’首里三三平等に㌔・る，女の神嘗）
　と同じ。
？aXllutu⑪（名）土手。堤。耕地と出野の境
　臼に築いた土手をい5。？amuci，？amoo－
　ciともい5。rul〈uzuu　r～amaree～Ml
　Slca．六十歳を越せば土手の下に捨てる。
　昔は六十歳を越すと土手の下に捨てた，と
　いう伝説がある。
2ana⑨（名）穴。くぼんだ穴。貫晒した穴・
　欠損・欠点などはmiiという。～huiUN．
　穴を掘る。～nu？aCOON・穴があいてい
　る。
2anaa⑨（名）上流家庭の女子の世話役を
　する女：。男の世話は男がして，それには
　’jakaaという。
2anagaciSaN①（形）昔が思い娼され，再会
　した㌧・と思う。また，再会してうれしい。
　なつかしL・。？anagacisa　sjUN，なつかし
　がる。？anagaeikoo　neeraN・なつかしく
　なしx。？anagacisanu　cuusaN．とて慈な
　つかしい。
？anagi⑫（名）あの長さ。あれだけの長さ。
　あんなに長く。距離についていう。
？anagui2Nza＝sju－N⑪（他＝saN，＝ci）細
　かなもの，綱かなことをほじくり秘す。
2anaguiZitusaN⑪（形）詮索し過ぎる。？a一
　nagUizuusainee？ooee　najUN．あまり
　詮索するとけんかになる。
？ana謬u＝jnN⑪（他；raNt＝ti）細かいもの
　をほじくる。また，（三訂な）詮索をする。
　？anagujuru　munoo？al・aN．あまり詮索
　するものではない。
2anaja⑪（名）掘立小屋。穴を掘って柱を
　立てた，そまつなノ∫、屋。
？anami＝jUN⑪（他＝raN，＝甑）〔古〕物のあ
　りかを捜し求める。人を捜すのには言わな
　い。
？aRarawaNen＊（副）〔文〕？anerawaNと
　同じ。
？ane①（感）eほら。それ。遠方の物をさ
　し示して注意．をうながす語。～，？amaN－
　kai？a＄ee・ほら1あすtにあるよ。㊤珍
　しい時，意外な時に発する語。おや。あ
　れ。あら。
？ane2ane①（感）（？aneを強めて煩った
　語）eほらほら。◎あれまあ。おやまあ。
？aneeru⑰（連体）？aNneeruと同じ。
？a盤erawaN⑨（副）〔文〕eそうでも。．そう
　ではあっても。日語で．は？aNneer鼠waN
　という。◎ど5であっても。どうあろう
　とも。m語ではcaa　narawaNとiいう。
　nakaNkari　subedu　mageidaiwa　sagiti，
　・vtumiba　sinudi？imorl．［仲村柄そば
　いと　ますだれは下げて　あにあらはんと
　まぼ　忍でいまうれ（仲村柄節）］仲村柄
　の美しい娘の住む家の嚢の戸はいつもすだ
　れを下げてあるが，どうなってもよいと患、
　うならば，忍んでいらっしゃい。
？anerii⑥（連体）〔文〕そんな。そのよ5
　な。口語では？aNneeyUという。～，ju一一
　mudu5．aja　eicarawaN’jatasja．［あに
　あるよも鳥や　聞きやらはもよたしゃ］そ
　んな鳥どもが聞いたとしてもかまわない。
？an壼hjaa⑨（名）あいつ。あの野郎。？a－
　nuhjaa　ともいう。
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？anu①（連体）あの。？unu（その），kunu
　（この）に鴛する。～’jaa・あの家。～
　sjUMUgi．あの塞。
？anuca⑪（名）あの年齢。あの之し。あの
　老nj．　一ca＜’juca。
？a簸縦g麟OO瓢⑨（連体）あん．な。あのよう
　な。
2am・麟鷲00r謎U⑥（名）あんなもの。あの
　ようなもの。また，あれと同じ：ようなも
　の。
2anugiktu⑪（副）あのように。あんなに。
2anuhjaa⑪＊（名）あいつ。あの野郎。？a－
　nihjaaともいう。
2anuhwiN⑨（名）あの辺6あのあたり。
2anujoO①（名）あのよう。やや文語的な
　語。～na．あのような。～蹟．あのように。
　～，ja111i。あのよ，5か。？anug耳七〇〇ru，
　？anu9凱加などといらのが普通。
2a！uzjuea①（名）？anucaと同じ。
2anujllu①（名）あの世。来．匿。後生。　kU－
　nujUUの対。
2anukttru①（名）あのこ．ろ。過．去について
　い5。
？anumalna⑨（名）あのまま。
？amlQeu①（名）あの人。？ari（彼）とい
　5よりも了寧。妻が他人に下して夫をいう
　丁合にも用いる。
？anusjaku＠（名）あのぐらい。あれくら
　い。あれほどの墨：・程度。
2anutuci①（名）あの時。
？anuukumiu⑪（副）しどろもどろ。整然
　とものが醤’えないさま。～sj　tlN．しどろ
　もどろになる。
2aN⑪（名）鱈。菓子・餅などの中に包みこ
　むもの。握り飯の中に入れるものなどをも
　さす。
？aN⑪（副）eそう。～’jaibiiN．そうで
　す。？anee？ajabiraN．そうではありま
　せん。～du．’jara・そうだ。しかり。～一
　dUN’jaree．そうであるならば。それな
　ら。～’33igac圭inaa・そうでありなが．ら。
　それにもかかわらず。～’3akutu・そうだ
　から。だから。．～’jasa．そうさ。～’ja－
　tiN．それでも。けれども。～’jaraεし・そ
　　うなら。それなら。～苓ara　hazi．そ5
　であろ5。そうだろ5。～’jal’U　haziと
　　もいら。～，jara，3aa．そうだろうねえ。，
　～，jarawaN．そうだろ弓が。～，ねrw
　gu七〇〇N．そうらしい。？aATee？jaN　lnUN’．
　そろは喬誇べきでない。そうは言わないも
　の。？anee　saN．そうはしない。また，そ
　　織してはいけない。よしなさい。◎ああσ
　あんなに。あのように。？izunu　kija，ju・・．
　kati～eurasa　saeui，’wamiN？izゼ5我一
　捻t圭masira　sakana．［撰藥の木やよかて
　あんきょらさ咲ちゆい　我身も伊集やとて
　真白咲かな］偶集の太は栄えて，あのよ
　　らに真白に咲いているが，わたしも｛夢i樂と．
　なつ七真白に咲きたい。～？icai　k鼠N？i－
　cai　sjUNtああ言ったりこう喬つたりす
　る。喬を左右する。～？umutai　ka翼
　？UllautEti．ああ愚、つたりこう思ったり。
　～ga，jara，　kaNga，jaxa。ああだろ5
　か，こうだろうか。
．？aN⑨（自。不規劉）eある。有る。在るa
　否定はneeNまたはneeraN。？araNは
　’jaNの否定として用いる。　ziNnu～．金
　がある。’jaanu～．家がある。　gaQl〈o－
　onu～．学校（授業）がある。　kiga撤一
　Nnu～・被害者がある。（子供がある・妻
　があるなどにはふつう？aNは用いず，’UN
　を用いる。）？aml，　neeni．あるか，ない
　か。？aiga　sjura・あるかしら。？UNZOO
　tabakunu？am玲eebiimi．あなたはたば
　こがおありになりますか。◎補助動詞どし
　て，…してある。，judidlu？aru・読んであ
　　　　　　　　　　　ゴ　るとも。，3udeeN（読んである）の強調形。
　huku臓sjadu？ajuru．〔文〕［ほこらしや
　どあゆる］とてもうれしい。
2aNbee⑪（名）鞍配。加減。調子。ぐあい◎
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　味・気分・病状などについていう。天気に
　ついてはいわない。敬語は？waaNbee。
　～」我caaga．ぐあいはどうか。～s画N．
　按配する。加減する。調節する。
？測賊N⑨（名）水差し。やかんの形をした
　大きな陶器。
QaNceeN⑨（名）そのくらい。それっぽか
　勢。それっぼっち。？aNteeNともいう。
　～nu　ku’tuniN　kusa］niCumi．それっばか
　りのことにも怒るのか。
？aft’ceeNgwaa⑪（名）それっばかり。それっ
　ぼっち。～’jamaN，それっぼっち痛くな
　駕、。
？aNcoo①（名）重曹。？aNdaagiiを作る時，
　ふくらますために使う。
2a－ty’da⑨（名）油。脂。～mudusjUN．揚
　け物をする場合，においを消し温度を調飾
　するために，あらかじめ何か別なものを揚
　げる。
：？aNcla⑪（名）［安駄コka露U（駕籠）の敬語。
　普通は，さらにその上の敬語？unaaNda
　を用いる。kaguの項参照。
2ats’（laagii⑨（名）菓子の一種。揚げ粟子。
　麦粉を水でこね，油で揚げたもの。kubaN一
　？agiiともいう。砂糖のはいったものは
　saataa？aNdaag疑という。
”2aN（｛abutubutu（D　e（副）fitSっこいさま。
　～驚si　kamaraN．脂つとくて食べられな
　い。◎（名）豚などの脂身。
tlaNdagaa⑨（名）とかげ。
？aNdftgibu⑪（名）油つぼ。頭髪用の油を入
　れるつぼ。
QaN〈ladUQkui⑨（名）油朋のとっくり。
2aN《lagaaki⑨（名）久しく肉食をしないこ
　と。一gaaki〈ka載ki3UN。
一2aNdagaami⑨（名）油がめ。食購油を入れ
　るかめ。髪油は？aNdagibuに入れる。
？aNdaguci⑨（名）お世辞のうまいこと。油
　を塗ったようななめらかな甘欝。油ll。～
　taratara　sjUN・おべんちゃらをたらたら
tt@言う。
　？aNdajaa⑨（名）漉1饗σ
　2aNdaka．＄i⑨（名），豚の脂をしぼって取った
　　かす。食用となる。、
　2aNdamaa＝．iul’⑨（自＝yalTe＝ti）脂ぎる。
　　入・食：べ物などに，脂が多く行き渡る。
　2aNdamuci⑨（名）祭祀馬の菓子の名。麦．
　粉を薄くのべ，油でこねたもの。h．jaag’aa
　　とい5菓子といっしょに供える。食用とは
　　しない。
　2aNdaniucihjaa“gfta＠　（d’pt：）　？el“．lrdamuei
　　とhjaagaa。と屯に祭魂用の菓子で，法
　　事などにいっしょに供える。．
？aNdanaabi⑥（名）揚げ毛のをするために，
　漉を煮えたぎらせてある鍋。
　2andaNsu⑨（名）味嚇を固いためしたも
　　の。味噛の中には肉などを入れる。茶う
　　けにしたり，握り飯のやに入れたりする。
　　また，湯にとけば，そのまま味沖辺になる
　　ので，旅行用の昧噌として旨いる。
？aNda＝sjUN①（勉＝saN，＝ci）溢れさせる。
？aNdazuusaN⑨（形）脂っこい。
2aNdee⑥（感）あれ。おや。ほら。～taka
　taka　takusinu　1｛uslkara　mii．iuN　doo．
　　あれ，鷹が沢紙村の後の方に見えるぞ（童
　謡の文句）。～kunihjaa．おやこいつ。
　？aNdi＝juN①（自＝raN，畷）灘れる。
？a“TgutOOru⑬（連体）・あのような。あんな。
2aNgutoOruu⑪（名）あのよ5なもの。
2aNgutu⑨（副）あのように。あんなに。
？ar　gwaa⑪（名）e姉。ねえさん。平民に
　　ついていら。◎ねえさん。娘さん。娘。平
　民の若い娘をいう。
？aNgwaamoo呈⑪（名）ee　｛）の一一種。感涙の
　：女の服装でする踊り。浜千鳥節はその一
　　っ。7winaguudUiに対する。
2aNgwee①（名）案外。～na．案タトな。
？aNgweeduien（名）？aNgweeiiと岡．じ。
2aN謬weeii⑪（名）あぐら。あぐらをかいて
　すわること。～sjUN・あぐらをかく。
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　hwiraku’ijUNとも、・5。
？aN2iika！v”？ii⑪（副）ああ言いこう奮い。
　書を左右するさま。～S3U猟欝を左右
　する。
2aiX’lgars’歪｝ooz幻）（名）髪を剃った頭。坊主
　頭。
2aNkoomajaa①（名）冒を光らした，すご
　い猫。怪猫。
2ft．　Nma⑪（名）〔薪〕元来はduumimiziな
　どという。按摩。また按摩を業とする考。
2aNmaa⑪（名）∈）母。おかあさん。おっか
　さん。平民についていう。士族の母は？a－
　jaa．◎娼家の揚合は，抱え主である女
　（zuxi？aNraaa）をいうQやりてばば。
？aNmaa？uujaa⑪（名）・母親のあとばかり
　を迫いかける子eいくじなしの子。平民に
　ついていう。士族については，？ajaa？UU－
　jaaとい5。
？・aNmadi⑪（副）あんまり。？aN猟ariとも
　い5。？aNinadee？aralli．あんまり（ひ
　どい）ではないか。～naNzee？araN・
　さまで酔筆ではない。
？a“’magaikandmaga董⑨（副）ああ曲がった
　りこ弓曲がったり。曲がりくねったさま。
　～sjOON．曲がりくねっている。
2aNma麺。①（感）あれまあ。あれっ。びっ
　くりした疇，つまついた時などに，＝女・子
　供などが発する語。「おかあさん」の意か。
？．aNmalcu⑨（名）e腕密。きかん坊。乱暴
　者。makuの項参照。◎やどかりの大きい
　もの。
？a“’mal’i⑥（副）？aNmadiのやや文語的発
　音。
？aNmasimuN＠（名）頭をなやます事。頭
　痛の種。やっかいなこと。おっくうな，や
　りたくない事。tooinu　naasaa？atumu
　～．当座に安易にしておくとあとがめんど
　うなことになる。？icaNd段gwa（leii？a．tu－
　nu～．ただでごちそうになると，あとが
　やっかい。
2aNmasjabuci”gee⑪，（名）気分が悪い・こ
　と。気分がすぐれないこと。
2aNmasjaN⑨（形）θ気分が悪い。頭が璽：
　い。？aNmasja　sjUN．気分が悪くなるゆ
　また，卒倒する。気絶する。気を失5a
　◎頭をなやます。やっかいである。礪倒
　である。？aNmasii　kutu．衝倒なこと。
2aNmatui⑨（名）〔新〕按摩とり。按摩を
　業とする者。
？aNmee⑨（名）乳母。輝に代わって幼！．
　に乳を飲ませる女。cii？aNmeeまたは，
　cii？aNともいう。
？aNmisien（名）中に？aNを入れた握参．
　飯。？aNには？aNdaNsu（その項参照〉
　などを馬いる。
2aNmucien（名）鱈餅。中に鱈を入れた餅。，
？a甑鍵⑰（名）安仁屋。《地》参照。
？t｝N”a⑨（連体）あんな。～s3u搬u躰あん
　な本。
？aiNnagee⑰（名）あの長さの時間。またy
　あんなに長い闘。時間についていう。㌻
　matacL　あんなに長く待たして。～RU
　kurusimi．あんなに長い間の苦しみ。’
？aNnaika「Nnal⑪（副）ああなったりこ与
　なったり。ああやったりこうやったり。決
　まったことをしないさま。～sj　UN．
2aNnee⑨（名）案内。～sjUN。
：～aNneenaslkii⑥（副）何のあいさつもなく。
　断わりもなくQ？aA’neenasiniともいう。
　～Qcunu，jaaNkai？iQci　cuu翼．断わり
　もなく入の家にはいって来る。
2aNiieeiiasini⑥（副）？aNneenasikuと同
　じ。
2aNneerawaN⑰（副）？anerawa耳の揖語
　的発音。
2aNneertt⑥（連体）そんな。そのような。
　多く悪い意味に用いる。？aNneeta｝’u　’とも
　いう。～MuN課tirLそんなもの捨てろa
？aNReetガru⑨（連体）そんな。そのよ5
　な。悪い意味に罵いる。～niNziN．そん
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　　な（悪い）入闇。
？aNnumiiew（名）あじろの員の荒いもの。
　垣根・茅ぶき小屋の壁などに用いる。霞の
　．．づまったものはcinibuとい5。
2aNraku①（名）安楽。　～na　1〈uraきi．安楽
　　な暮らし。
2鍵NsawaNk3N「s3wa巽⑨（副）ああかこ5
　か。何とか。～｛｝si’NNzusa．伺「とかして．
　みるよ。
？aNsi⑥e（副）そんなに。それほど。ま
　た，微妙な感動の意を表わして用いる。な
　んと。あとを連体形で結ぶのが普通であ
　る。～curasaru．なんてきれいだろう。
　～．hw鋤umasjaru．なんて不思議だろう。
　～duujaQsaga，jaa．そんなにやさしい
　のか。◎（接続）そ5して。そして。それ
　から。～eaa　sjuga，そしてど5するか。
2aNsii①（名）おかみさん。平等の主婦に対t
　する軽い敬紘。？ee～・もし，おかみさん。
象樹8湿k爾パ5姦⑰（副）ああしたりこうした
　　り。～sjUN．
“？aNsiimee⑨（名）おかみさん。平民の主婦
　に対する敬称。ku撮anu～ja？uzillluzu－
　yasanu…ここのおかみさんはお恵み深
　くて…（sicigwagieisaaのffgSの歌の文
　句）。
？aNS蓋Nkaパs轄⑲（調）ああしてもこ5して
　も。どうしたところで。
？農N§量1鳩盛⑲（名）こ古〕［あもしられ］e？a－
　NS託ariと瞬じ。㊤？aNsitareeと贋｝じ。
？頗s量腺kガ糠⑪（名）そうしたこと。そん
　なこと。
2aNS曇taN’tnee⑰（名）士族の妾（平民）が
　老：女となったときの称Q士族の妾と遊女と
　は，身分は平民と決められていた。
t？aNs重taree⑪（名）e〔文］やや身分のよい
　平民の主嬬に紛する敬称。口語は？aNsii。
　◎？uduN［御殿］などに使われている．，や
　や身分のある平民の主婦の敬称。．おかみさ
　ん。
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？aNsitari⑨（名）首里三平等（sjUimihwi．
　ra）lt一入ずつ，計三人いる，神に仕える
　女。cih曽iz呈N（きこえ大君）にec　L，この
　三人が実際は全国のnuuru（のろ）を支
　配した。
2a貰sjuka⑪（副）それほど。さほど。さし
　て。あとへ否定的表現が続く。～CUI－a一一
　koQ　neeN・それほど美しくはない。
2aNsjukawaaki⑨（副）それほどまで。あ
　とへ否定的表現が続く。～？jaNtiN　si・・
　mee　sa玖しそれほどまで雷’わなくてもいい
　ではないか。
？3鎚諏「N⑪（惣・不規則）（？aN　sjUNのつ
　まった形）そ5する。‘‘？uhuQcu　naraa
　？uraNdakai　？ieuNP’　“hxveeku　？aNsee．”
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j　「おとなになったら藤洋へ行く。」「早くそ
　うしろ。」？駐Nsi拠玲eebiree．そBなさいま
　せ。？aNQsiそして。それから。？aNsee．
　そらしたら。‘‘ziNnu　neeN　nataN．”‘‘？a－
　Nsee　caa　sjuga・”F金がなくなった。」
　「それじゃど5するか。」？aN＄ee　naraN．
　そうしてはいけない。？aNsi　1沿juru　mu－
　nui．そんなことをしてできるものか。？a－
　Nsee？araN．そうするものではない。そ
　んな法はない。？aNsj　m’aa．それなら。そ
　したら。？aNS3uraa？aNilee．そんならそ
　うしろ。？aNsjuru　muNnu．それなのに。
　そうなのに。”saki　numiinee　gib！u’unu
　’januN．”　“？aNsjul’u　mu．tNTnu　numlmi．7’
　「酒を飲むと頭が痛い。」fそれなのに飲む
　のか。」？aNsjookee．そうしとけ。？aN－
　sjOGI－U？ucini．そうしているうちに。’そ
　のうちに。？a翼s釦k罐u．それだから。だ
　｝b“6．　“？aea　？ieunii2’　“？aNsawaN　sju－
sa2．’fあした行くか。」「そうするかもし
　れない。」？aNsja翼もeemaN．そうしても。
．．それでも。‘‘hana　milpigee．”‘‘？aNsjaN－
　teemaN？ukiz’aN．”「鼻をつまめ。i「それ
でも起きない。」？aNsjaNteeN．？aNsja－
　NteemaNと同じ。？a．NsL　そ．うして。
？aQku
　？aNsi　kwiri・そうしてくれ。
？aMeeN⑪（名）？aNceeNと同じ。
2aNtikutu①（名）そらい5こと。～nu？a－
　mi。そ5いうことがあるか。～nu　MUIIU一一
　？iijOO11U？ami．そんな口のきき方がある
　か。
？aN？izmiikaN「：～！1ユnii⑪（副）ああ思いこう
　患い。思い迷うさま。～sjUN．
？a賢zasa⑪（名）編み笠。農民の用いるも
　の・乗馬用のもの・踊りの時のものなどが
　ある。
2aNzi①（名）［鞍司］？aziと同じ。
？aNzikabi⑨（名）彼岸その他の祭記の時，
　祖先を祭るために燃やす，銭型を打った
　紙。紙銭。この紙を燃やす彼岸の行事は
　，Ncabi，　k翫bi？aNziiなどという。
2aN＝zuN⑪（他瓢daN，”ti）あぶる。火にか
　ざす。また，焼く。？abu．i　UNともい5。
　tii～．手をあぶる。　kabi～．紙を焼く。
？aQca⑪（名）歩行の小児語。あんよ。　naa
　～sjUlni．もうあんよするか。
一？aQcaa（接尾）歩く人・旅行する人などの
　意。’jaNbaru？aQcaa（よく山原へ行く
　人），’jamatu？agcaa（よく日本本土へ旅
　行ずる人）。
？aQga・a①（感）？aQl〈aaと同じ。
2aΩcamee⑨（名）kacaasii（三味線・歌の
　急調子の曲）に合わせて舞う，急調子の即興
　的な踊り』。農村の多難たちがmoo？asibii
　（その項参照）で好んで踊るもので，一一定の
　法式も型もない。？a（≧caMeegwaaともい
　う。
？a《～caHleegW負a◎（名）？aQcameeと同じ。
2aQci⑨（名）e歩くこと。　O旅行。
2aQcihazimi⑨（名）幼児などの歩きはじめ。
2aQeil■wゴ。蓋⑪（名）出歩くこと。しばしば
　詠唱すること。kuneedaNsee～Qsl，
　，jaanee　kak殿aNもaN．近ごろは外出ばか
　りして家にはいなかった。
？aQcinaree⑨（名）歩く練習。病後などの
　足ならし。
2aQ＝cuN⑨（自＝kaN，＝ei）e歩く。歩
　行ずる。？aQkaraN？aQci・いやいやな
　がら，または無理に歩くこと。？観caga－
　cii・歩きながら。みちみち。　llliei～．道
　を歩く。micibikeei～．働かずに，ふら
　ふら出歩いてばかりいる。gira　muQcee
　？aQkaraN．世間に顔出しができない（顔
　を持っては歩けないの意）。　’jama～．
　由仕事をする。haru～・畑佳事をする。
　哲姓をする。◎行く。進む。移動して行
　く。動いて行く。七uciinu’jaNδit圭？aQ－
　kaN　natoON．時…計がこわれて動かなく’
　なった。huninu～．＊船が進む。？L1111i～．
　海を行く。航海する。また，漁師をする。
　◎＊…して暮らす。…ばかりしている。いつ
　も…する。また，…の状態が続く。眺wa－
　nuca’a．（ya　mool〈iti　？aQeul〈utu，　’waNnee
　sjumugibikeei’judi～．二予敵たちが’ずつ
　と鋤いていてくれるから，わたしは本ばか
　り読んで暮らしている。’waajanaguci
　？iei？aQcux’u　gutooN．わたしの悪口を言
　い続けているよ5だ。hataraci～・ずっと
　仕事がある。kunu　hatakee　caa　hwiba－
　1’i七i～．この畑はいつも干割れてばかりい
　る。⑭元気である。達者である。？aQeumi・
　元気か。冒下に紺するあいさつのことば。
　目上へは？waacimiseebiim1とし・う。？a－
　Qcutii．元気だったか。瞬下に嘱するしば
　らくぶりのあいさつのことば。歩いている
　入に対して言ろわけではない。しかし，
　平民。いなかの者は，立っている人へ七a－
　Qcoomi．（立っているか），坐っている人
　へは，icooml．（坐っているか）などという
　あいさつもする。
2aQcuu⑨　（名）　？aCUU　と同じ。
？aQkaaco（感）蒲い時に発する語。あいた。
2aQkijoo①（感）㊦ああ。失望した時など
　に女の発する語。◎死者を悲しんで女が泣
　く声。中国人が哀号と泣くのと似ている。
？aQku⑨（名）叱りつけること。叱責。～
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2aQkukata
　SjUN．
2aQkukata⑪（名）行く先先。～？U虜UN．
　行く先先をつけまわす。
？aQkumu「Qku①（名）散散に叱りつける
　こと。～SJUN・
2aQpajanlasisi⑨（名）｛文〕理由敵討（組
　踊りの名）に登興するいのしし。恐いのし
　しの意か。？aQpa一は？ahjaa？waa（母
　豚）などの？ahjaaと関係ある形か。
？aQpaNgaree⑨（副）やけを起こすさま。
　～（≧si　sakibikeei　nudooN．やけを起こ
　し酒ばかり飲んでいる。
？aQpeeru⑨（連体：）あれぐらいの。あれだ
　けの。あれほどの。量・大きさなどについ
　てい5。～？isi・あの大きさの石。
？aQpi⑨（名）あれだけ。あのくらい。あれ
　ほど。量・大きさなどについていう。
？aQP量9w3a⑪（名）あれっぼっち。あれっ
　ばかり。
2aQpii⑰（名）　e兄。にいさん。若者。農
　村で博いる語。三里・那覇では，士族につ
　いては’jaQcii，平民につL・ては？ahwii
　という。◎いなかの若者。あんちゃん。
？aΩsa⑪（名）あれだけ。あれくらいの数
　蚤。あれほど。
2aQsaNi④（形）？asasaNと同じ。
？aQta⑨（名）熱田。〔瑠参照。
2aQXa一（接頭）にわか・不意・突然の意を表
　わす接頭辞。？aQta？weekiNcu（にわか分
　隈），？aP凶abui（にわか雨）など。
？aQtaa⑪（名）あの人たち。彼ら。
2aQtabaZOO①（名）ちょっと見。また，
　ちょっと見た冒にはよく見えるもの。
：？aQtabui①（名）にわか雨。
？aQtagutu⑨（名）不意なこと。突然なでき
　ごと。～，jati　cha　see，jutasjaga，wa－
　kayaNtaN．突然のことでどうしたらよい
　かわからなかった。
？aQtakaNgee①（名）にわかの考え。不意
　の思いつき。
？aQtami⑨（名）精肉。　buta？aQtami（豚
　肉），　｛⊇i1｝u？aQtaLIIIi　（牛肉），　，jama？aQta－
　mi（猪の肉）など。
2aQtani①（副）にわかに。不意に。いきな
　tP．　fii」　ec，．．　一v　kusikara　munu　？jaQtaAT．
　だしぬけに後ろから呼びかけられた。
2aQtava⑰（副）あたら。惜しくも。
？ Qtaru⑰（連体）惜しい。手離せない。～
　？uhu？iju　hwiNgaei？icasaeaN．惜し
　い大きな魚を逃がして残念だっだ。
2aΩta2uduruci①（名）急1こ驚くこと。俄
　然色を失5こと。
2aqta？umitaci①（名）にわかの思い立ち。
？aQta？uz．umi④（名）偶然の機会。ひよん
　なきっかけ。
？aQZa2weekiNcU①（名）にわか分限。成
　金。
2aQtoOgftnasiimee㊥（名）（∋降嫁して？azi
　E門司の妻となった王女の敬称。奥方様。
　◎？aQtoomeeの敬称。奥方様。そこの使
　薦人などがいう語。
2aQtoomee⑪（名）？azi［按司］の妻。？U－
　mee［御前］の妻。奥方。
2al’a①（名）あら。掲いた穀物の中にまじつ
　ているgもみその他の雑i物。
？ara一（接頭）薪しいこと，はじめてのこと
　を示す。　？aratabi（薪旅），　？aranubui
　（新上り），？axakudai（萩下り）など。
？as’a一（接頭）荒い・粗雑な・乱暴ななどの
　意を表わす。？arasikuci（荒仕事），？ara一一
　baakii（目のあらいざる）など。
2ara？ara⑨（名）大体。ざっと。～nu　ha－
　nasi．大体の話。～hanasee　eicooN．ざつ
　と話は開いている。
？araa①（名）粒の大きいもの。粒のあらい
　もの。
？arabaacaa⑪（名）葉のあらい茶。粗茶。
？arabaakii⑨（名）目のあらいざる。いも
　などを入れる。，junabaal〈iiの欝。
？arabi①（名）たたり。また，たたりの前
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？arasi
　兆。たたりが起きるとい5警告。凶兆。
　？arubi　とも㌔・5。nuugananu？a「abee
　？arani・侮かのたたりの警告ではないか。
　harunu～・墓のたたりe’
2araci①（名）荒荒しいこと。乱暴。～na
　IICIUN．乱暴な者。～ni　sj　una。荒等しく
　するな。
？aradatl。jUN①（他＝raN，＝ti）荒立：てる。
　騒ぎを大きくする。
2aradumeei⑨（名）初婚。　男についてい
　う。初めて妻をめとること。dumeei〈
　eumeejuN．女の：初婚は？araniibieiまた
　は？aramuci田とU・5。
2al’agaa⑩（名）e競争。？Nma～sjUN．
　罵の競争をする。◎目論。議論。～sjUN．
2avagaaee③（名）競い合うこと。競争。
2aragaai⑥（名）？arεしgaaと同じ：。
2aragtia＝juN（D　（イ也　＝1’aN，　”ti）　∈）競う　。　競
　評する。あらがう。．◎口論する。議論する。
2aragee＝：i　llN①．（自＝raN，”ti）e大きくな
　る。茎葉・穀物などが普通より大ぎくなる
　ことをいう。大きくなり過ぎる。？ara－
　geetooru　nlaam童naa　maakoo　neeN。大
　きくなりすぎたもやしはおいしくない。◎
　身体が大きくなる。多く，子供・女などが
　普通より大きく，たくましくなることにい
　う。
2aragizgiku⑨（名）新城農。入璽山群島の
島の名．また，新残《ULts＞D参照。
2ara？icenu⑪，．i　Rru⑪（句）〔文｝初めて会
　5夜。初夜。saもmme？u撫rusj＆ja～ju，
　？aNma？uturusjaja　？asaN’jusaN。哩
　前おとろしやや　あら行逢の夜よ　あんま
　おとろしやや　朝もよさもコ男のかたが恐
　ろしいのは初めての夜だが，かかえ親は矩
　中恐ろしい。女郎のよんだ歌とみえる。
？araigee①（名）洗濯する揚会の代わりの
　衣類。
？arajaci⑥（名）素焼き。　zoojaciの対。
2arajacijaQkwaN⑪（名）素焼きのやかん。
？arajaeimakai⑨（名）素焼きのどんぶり。
2ara＝juN①（徳＝aN，＝七i）Ut　5。また，洗
　濯する。siNtakuの項参照。　karazi～・
　髪を洗う。
2arakaei⑨①（名）新垣。〈（地））参照。
2arakudai⑪（名）初めて都から地方へ下
　ること。初下り。　．
？aramakai⑪（名）大きい粗末などんぶり
　（mal｛ai）。農村などで飯をもるのに用い
　る。
？aramakajaa⑪（名）？ara箆注akaiと同じ。
2aranioolci①（名）荒かせぎによる毛うけ。
　大もうけ。ぼろもうけ。
2aramuc癒）（名）初婚。女が初めて結婚す
　ること0　？araniibici’と．もいう。
？aranami①（名）荒波。
2araniibici．⑪（名）初婚。女についていう。
　初めてとつぐこと。？aramuciともい5。
　男の初婚は？aradumeeiという。
？araRubui⑨（名）初めて地方から都へ上
　ること。初上り。
2arasaN①（形）e乱暴である。荒っぽい。
　saki篁unli沁ee？araku　najUN．酒を
　飲むと乱暴になる。◎荒い。荒っぽい。
　’jahWa・asaN，　kumasaNなどの対’。lcutu－
　banu～．こと｛弍カミ荒い。　ziN7yikeenu．～・
　金使いが荒い。㊧荒い。si寡ka，jaNの対’。
　kazinu～．風が萢い。　naminu～．波が
　荒い。㊧太い。糸などが太い。また，匿や
　粒などが粗い。？uxoosaNの対幽。？ajanu
　～．縞が粗い。miinu～．儀が粗い。
？arasi①（名）嵐。おとなの使う語。最も普
　通の語は？uukaz㌔teghUtt（台風〉は文
　語的な語◎～hUCUN．嵐が吹く。　，N多oga
　ni7」asieiRi　一v　huelkumaba，　kugarijuru
　’waminu？illiNtUMUI’i．［むぞが寝座敷
　に　嵐吹きこまば　焦れよ．る我身の　寸止
　ともれ］恋しい君の寝塞に嵐が吹き込んだ
　ならば，恋しているわたしの恨みの念と思
　え。
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？我rasigu雛
2arasigutu①（名）？arasikueiと間じ。
2arasigwii④（名）〔文〕不幸な知らせ。
　死んだとい5知らせなど。？arasigwinu
　？ayaba，wamija　ca　sjuga．［あらし声の
　あらば　おみやきやしゆが（忠臣身替）］不
　幸な知らせがあったら，わたしはどうしょ
　うか。
2arasii⑪（名）競争。？aragaai，　sjuubu
　ともいう。
？arasikitci⑨（名）荒仕事。体力のいる仕
　事。
2ara嵩sjUN⑪（他＝saN，＝ci）石臼などの匿
　を立てる。？uu鏡？arasjabira、　Eヨの目を
　：立てましょう。臼の目立てを業とするもの
　が呼び歩く文句。
？鍵群鰍蝦①（他綿aN，＝ci）荒らす。　ka－
　zinu　mu興｝くui～．風が作物を荒らす。
：～aras！lu＝麺翼⑪（他＝ra．N，＝七二）競争する。
　勝敗などを争5。
2a蹴出蓋⑨（名）初旅。
2ar．atama＝．iuN（①（宙＝1・aN，＝ti）改まる。
2aratami⑨（名）検査。調査。調べ。短N四一
？axatanliは人員調査。戸口調査。．
2aratami＝juN⑪（他＝Ya．xrf”ti）e改める。
　simuci～。性質を改める。◎調べる。検
　乱する。
2εwaw農藤嵩ju潜⑥（慮＝raN，二ti）漂われる。
　あらわになる。露見す．る。また，闘らか
　になる。kakuci　1〈akusa「imi　njamata
？arawa癒a。［隠ち隠されめ1こや又あら
　はれら（手水之縁）］隠しても隠せるもの
　ではないから，では名前をあかしましょう。
　’ju－i　akanaxu　mijunu　sirusi　？arawariti
　…［豊かなる御’世の　しるしあらはれて…］
　豊かな御．駐のしるしがあらわれて…。
2arawa＝s舞R⑨（他＝saN：＝ci）現わす。あら
　わにする。あばく。姿を現わすなどの意で
　はあまり用いないようである。また，書物を
　著わす意ではkaCUN（書く）とい5。hada
　～・肌を．現わす。7」iei～・事．実をあばく。
2aralaraNku”tu⑪（名）根も葉も1ないこと。
　ありもしないこと。saNzaN～？j　U・y・散
　散根も葉も．ないことをいう。
2ara？ukul⑰（名）下ごしらえ。大体を作る
　こと。
2ara7．ukui⑨（名）薪たに作ること。新造。
2avazuutee①（名）所帯持ちが悪いこと。
またそのような世帯。
2areegftm量①（名）洗い髪。洗．つたあとの
　結ってない髪。
：～are㊧geei①（名）？araigeeiと岡じ。．
？areekarazi①（名）？aree窪amiと同じ。
2are膿｝u製⑲（名）洗い物。洗濯物。
2回目’eesikuei①（名）洗濯。洗濯仕事。
2areeziN①（名）洗濯した着物。
？a越①．i名）？u藪（それ），1scuz’i（これ）に対
　する。eあれ。あの物。あの事。～3＆ka
　kuree　masi．あれよりこれはよい。◎あ
　れ。あの者。彼。彼女。？ama（あのか
　た），？aRUQcu（あの人）よりはぞんざい．
　な形。また，？alllaの項参照。◎（感）ほ
　ら。人に指摘する場合などに発する。翼上
　に対しては，男は？a盛sai，女は？aritai
　と言い，霞下などをさげすんでいう時には
　？ariQsa，？arihjaaなどという。
？ari2arli⑨（感・副）あれよあれよ。～
　sjak’inagatt’aa　？atitaN．あれよあれよと
　習われながら落ちた。
2ar量ci①（名）荒れ地。
2arigateeku「撫⑨（名）・ありがたいこと。感
　謝すべきこと。？ariga七asaNという形は
　用いないようである。
2arikatitujuK（O（陰1　瓢r＆冠，　＝もi）荒れ果て
　る。荒廃する。
2ar日戸aa①（感）ほら。ほら，こいつ。黛下
　に妬してさげすんで，また，喧嘩などで，
　注意をうながすために発する語。
2arijaalturiijaa⑪（副）あれやこれや。あ
　れこれ。
2ari＝juix’qP（自＝raN，＝ti）e荒れる。？u一
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2asaju
　斑泌u～。海が荒れる。kazinu～．風が
　鑑れる。hadanu～・肌が荒れる。◎大き
　くなる。大きくなり過ぎる。たく凍しくな
　る。？arageejUN　と同じように用いる。
　kee詮anu～．腕がたくましくなる。
？arikaa⑪（名）あの辺。
？arikaakuri”kt｝a⑨（名）あちこち。あちら
　こちら。
？arikuru⑪（副）彼自身で。
？ai’imasaraakuri－masaraa⑨（副）あっち
　がいいだろ5，こっちがいいだろう。絶え
　ず気が変わるさま。
2ariQsa①（感）ほら。ほら，こいつ。　目下
　に対してさげすんで，また，喧嘩などで，
　注意をうながすために発する語。
？a嫉saaiku蕪㌔撫誠⑪（副）珍しがって，あ
　れこれとさわるさま。～sjUN．
？arisai①（感）ほら。男が目上に対して，注
　意をうながす時などに発する語。
2arisa・巌a⑪（名）〔文｝有様。様子。？ica－
　yu～ni　najai？imega．［いきやる有様に
　なやいいまいが（花売之縁）］どんな様子
　になっていらっしゃるか。
23ritai④（感）ほら。女が顕上に対して注
　意をうながす時などに発する語。
2avRmmiikuri「2umii⑪（副）あれこれ思い
　なやむさま。～鎗UN・
？t｝vu⑪（連体）生る。文語癖勺な語。～tira．
　移る専。普通はnuuganaNdiru　tira・と
　かmaaganaNδiru　til－a．などという。
？arulcasi「ruka⑪（名）あるもの全部◎一一切
　合切。ことごとく。～nu　lnUthN．一切合切
　のもの。～111Ul’u？NZacaN。一切合切全
　叩出した。
？arumi⑨（名）有銘。《地）〉参照。
？arunlu“’itrleelX’nluN⑨（名）あるもの無い
　もの。あるもの全部。一切合切。～？Nzaci
　？utuimuci　sjUN．一切合切出しておもて
　なしする。
？a繊2aQP董⑥（名）あるだげ。あるかぎり
　（の鑑）。
？aru，uQpii⑨（名）あるだけですます人。
　また，あるだけ何でもさらけ幽す人、，隠し
　だてのない人（nuukakusinu　neeN　Q－
　eu）．
2ai’u2UQsa⑨（名）あるだけ。あるかぎり。
　全部（の数量）。
2asa⑨（名）朝。単独にはあまり使わない。
　？asa？akeei（朝焼け），？asajusa（朝夕）
　などの複合語に現われる。普通はsutumi一
　雛。また，sutumitiの方が？asaよりも
　早い時問をさす感じがある。
2asa⑨（名）阿佐。《地））参照。
2asa⑦（名）麻。
？asa？akeei⑰（名）朝焼け。
？asabaN⑰（名）［朝飯］畳飯。正午ごろ食：5
　食：事。朝飯は　sutUMitiMUN　という。一
　般人はsutmMitiMUN，～，　OjuubaNの
　三食：。労鋤者はsuturnitimUN，～（昼ご
　ろ食5），hwirumamuN（午後3時ごろ
　食う），，juubaNの霞食：が普通であった。
　昔は，二食の風があったらしく，上流婦人
　は長く　～，，juubaN　の二食：しかとらな
　かった。～mUCIIN．掻飯（の弁当）を持つ
　て行く。
？asabaN①（名）朝晩。贋け暮れ。
？asahak’sugai⑨（名）昼飯の支度。
2asabaNuui⑨（名）畳飯時分。正午ごろ。
2asagiju⑪（名）朝露。
2asadaci⑨（名）朝辱しく出発すること。朝：立
　ち。
2asadllrisw（名）朝なぎ。’juuduri（タな
　ぎ）の対。～’juudurL朝なぎ夕なぎ。
2器3geera＝sj駆N⑨（他＝saN，＝ci）ものを
　捜して，ひっかき回してとりちらかす。
2asag蛋⑨（名）立褄。着物の襟下。
2asa琶u；j猛N⑨（他＝raN，；tl）かき指して
　捜す。あさって捜す。？asajUNともいう。
？asagumui⑨（名）朝曇り。
？asa麺③（名）〔文〕朝夕。明け暮れ。
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2asajuN
：～asa＝jlreN⑪　（イ也＝raN，＝ti）　あさる。　ほじ
　くって捜す。？asagujUNはその意味を強
　めた語。
2asajusa⑪（名）〔文］朝夕。明け暮れ。
2asakaagi⑨（名）朝の厳陰。また，朝の
　日陰のある時翔。日中は暑いので，～，
　，ju羅kaagiに出歩くように心掛ける。
？asak践⑨（名）あんなにたくさん。あんな
　に多く。～nU　Qcu．あんなに多くの人。
2asamajuma⑨（名）〔文〕［朝面一一朝
　夕。
2asamasjaN①（形）あさましい。？asama－
　sii　niNziN．あさましい人悶。
？asa㎜量董駆。蓋⑥（名）朝の口あけ。商売入は
　朝の口あけを縁起のよいものとして喜び，
　￥i三bUN（おまけ）を付けたりする。
2asanaa⑨（名）朝寝坊。朝寝（？asani）す
　る者の卑称。
？asani⑨（名）朝寝。
2asanihwiNni⑨（名）朝寝畳寝。怠けて寝
　てばかりいること。
？asanunu⑪（名）麻ぬの。
？aSaNiiaara①（副）朝っ1ぎらから。　朝早く
　からあまりよくないことがあるときい5。
　～ziN？iMijUN．朝っぱらから金を｛罷促
　する。
2asasaa⑨（名）せみの一種。羽が白い。
　sirubaniiともい5。また鳴き声からsa－
　NsanaaともV・う。
2asasaN①（形）？aQsaNとも㌔・ら。　e浅
　い。？asasaru？ici．浅い～池。　cilnUllu～．
　心が浅い。◎色が薄い。？il’unu～．色が
　薄い。
2asatabi⑪（名）〔古〕政務を司る役。三入
　いたのでsaNsikwaN［三罰官］ともい
　う。国務卿の意。？a夢i仁abiともいう。　sa－
　NsikwaNの項参照。
？asati⑨（名）あさって。風後B。
？asatiNnaaea⑪（名）しあさって。あさっ
　ての次のE。明明後日。
2asatu⑨④（名）安塁。＜＜地》参照。閲
2a§a？ubuN⑪（名）混御飯。？asabaN（畳
　飯）の丁寧語。
2asa？vxlci⑪（名）朝早く超きること。早起
　き。hwee？ukiともい5。
2asa錘k量⑨（名）｝臨く塩に漬けた漬けもの。
　浅臨け。ただし大根には隈らない。
？asaz董N①（名）麻の着物。あさぎぬ。
2asi①（感）そうさ。けんか・口論の時，
　怒った時などに二手を侮蔑して肯定の返事
　をする語。？asiQsa，？asihjaaなどとも
　いう。
23si⑨（名）∈）食：用にする揚合などの，豚な・
　どの肢。◎足。足の意味では普通hwisja
　といい，？asiは慣用句以外には用いられ
　ない。～nu，Nkajuru　mama．足の向
　くまま。？uhwee～hajamiri・少し足を
　早めろe少し急げ。また，複合語として
　は，？asitu（足音），？asiza（下駄）など。
2asi⑥（名）汗。～hajuN．汗カミ出る。汗
　が流れる。
．？a§ibaa⑨（名）？a曝bjaaと岡じ。
2asihi①（名）e）歌・三味線・踊りなどを楽し
　むこと。また，村芝居・祭りなど，仕事を休
　んで行なう演芸・娯楽。類義語にkuniri，
　sinugUなどの古語がある。　kijuj　a　？wiee・
　’tigadi　？iru？irunu　tv，　？aeaja　？uiriu－
　kazinu　tacuratumiba．［・今艮は御行合・
　拝で　色色の遊び　明日や面影の　立ちゆ
　らとめばユきょうはお会いしていろいろの
　遊びを楽しもう。あすはおもかげが立つと
　思えば。～N1（al　niN？ijUN．　i歌・踊りな
　どの遊びに夢中になる。O子供などのする
　遊び。
？ag，ibiburi①（名）遊ぶことに心を奪われる
　こと。子供などが遊びほうけること。
？agibidusi①（名）遊び：友達。遊び仲間。
？a＄i蹟9U撮①（名）踊り・村芝居などの盛ん
　な村。また，男女の交際の自由な村。kuni
　は村里の意。同義語にhaRaguni（その項
124・
？asiza
　参照）。
？wvibRiermasa①（名）遊ぶために忙しい
　こと。
’？asibinaa①（名）？asibi（その項参照）を
　催す場所。村芝居をする所。naaは庭のほ
　かに，広場という意味がある。
．？a§重b戴9wee⑨（名）徒食。遊食。
’？t｝s，ibisfigiztuas＞（名）？a寧ihisil｛uciと同じ。
’？as，　ibisikue．i　＠（名）遊び仕事。遊びながら
　でもできる，簡単な仕事。
？a部簸川燃職事①（形）歌・三味線・踊り・
　芝居などが上乎である。踊り・芝居などが
　美しい。？anu　muraa～．あの村は演芸
　がうまい。
？a辱量b舞飛⑪（名）遊び人。遊蕩人。
2aslbu⑪（名）あせも。
？asi＝baxN①（自＝baN，議i）e遊ぶ。子供な
　どが遊ぶ。？aglibumi．遊ぶか。子供にい
　うあいさつ。◎遊ぶ。仕事をしないでい
　る。namaa？a錘doON．今は仕響茎をしてい
　ない。今は失嚇している。㊤歌・三味線・
　踊りなどに興ずる。娯楽を楽しむ。
？asidooni⑪（名）足のカ。　脚力。～皿1
　neeN．足のカがない。足が弱い。
2asigacaa①（名）せっかち。牲急な者。
？asigacl①（名）気をもむこと。やきもきす
　ること。あせり。～sjUN．あせる。やき
　もきする。
？asigacinoo！’；①（名）あせること。気をも
　むこと。・やきもき。　いらいら◎　～sjaN－
　teencaN，　n3juru　gutudu　najuyu．やき
　もきしたところで，なるようにしかならな
　い。
？asiga＝CttN①（自＝kaN，＝ci）あせる。い
　らだっ。いらいらする。
？asigu＝nUNev（自＝maN，濡di）汗ばむ。
？asiguruxna⑪（名）足枷。～？irijUN．1足
　枷をはめる。
？asihaimi多i■hai③（di．ij）汗水流して。　～
　hataraCuN．汗水流して鋤く。
？asihajaa⑰（名）汗かき。よく汗をかく者。
2asihjaa①（感）そうさ。そうさ，この野
　郎。？asiの項参照。
？asihw量sja⑨（名）足の卑語。？asi，hwisja
　ともに足の意。～？iriNna．家に足を入れ
　るな。畠入りするな。
？asii⑰（名）掻飯（？asabaN）。農村で使う
　語。
？asii⑨（名）安摂理。上山参照。
？a晦oo⑨（名）足弱。足の弱いこと。足の
　弱い者。
？as妻joobaa⑪（名）？asijOOと同じ1。
？asikusi＠（名）足腰。～N　tataN．足腰
　も立たない。
2asimarubi⑨（名）足を滑らして転ぶこと。
　また，あわてふためいて楚ること。～Qsi
　caN・あわてて（楚って）来た。
2asi㎜ai’ubltii㎜arubi⑪（名）あわてふた
　めし・て走ること。～Qsi　haaee　nati　caN．
　あわてふためいて走って来た。
2asか轍謡⑨（名）安次嶺。《地》参照。
2asiQsa①（感）そらさ。そうさ，この野郎。
　？asiの項参照。
2asiree．＝．iuN①（他＝raN，＝ti）eあしらう。
　いい加減にもてなす。軽く扱う。鍾瓢3nu
　euubaaNkai　kakati　？Nzas．iga，　？asix’ee－
　raQtaN．すもうの強い者にか）b、って行っ
　たが，軽くあしらわれた。◎〔新？3配合す
　る。とりあわせる。
？asitabiSS（名）〔古〕？asatabiと同じ。
2asi盤bic韮⑨（名）料理名。豚の足の料理。
　藷；級な料理とされている。
2as熊秘⑨（名）足音◎？asi？Utuともいう。
　～nu　kaazi．足音のするたび。
2asi2utu⑪（名）足音。hwisja？utuともい
　う。
2asiza⑨（名）下駄。駒下駄。表つきの下駄
　にはzita，　H本本土の搬を入れた足駄には
　tacibaa？asizaとL・う。　～nu’UU．　下駄
　の緒。
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？asizamae董ja⑨（名）はきもの店。下駄屋。
2asiziraameo⑪（名）芝（？asizixi）が一面
　に生えた所。芝生。
？t｝siziri⑰（名）足の裏に生ずる，あかぎれ
　　　　　　　　　　　　　　　に似た裂け冒。はだしで歩く労一議に多く
　できる。寒さのためとは限らない。，jUNzi－
　ri，？asizirijuNziriともN・う。
？as三zir三⑪（名）芝。芝草。
2asizh’i「juA’ziri③（名）θ？asizir圭（芝草）
　の卑称。◎，jUNziri（足の裏が切れるこ
　と）の卑称。？as鮎には足の意のほかに，
　悪いとい5語感もある。
？asjagi⑪（名）農村の比較的裕福な家の前
　庭にある離れ屋。もと，祖神を祭った建物
　で，母屋よりも美しくしてあり，客閲にし
　たり雰禽にしだり，機を置いたり，いろい
　ろな用に用いている。足上げの意か。mee－
　nujaa（湧の屋）ともいろ。
？as．iura⑰（名）〔文］ゆくえ不明。　tama－
1｛uganicuigwa？Nzaru　saNgwagini～
　sici’uraN．［玉黄金一人子表ぢやる三月
　に　あしゅらしち居らぬ（女物狂）コ大事な
　一人子が去る三月にゆくえ不明になって，
　いない。
2atabicaa⑨（名）？atabiciと岡じ：。
2atabic蓋⑨（名）e蛙。鮭の総称。◎蛙の一
　種。土色の小さいもの。
？a｛agahuu①（名）〔文〕思いがけない幸福。
　突然の果報。？a七a一く？a（lta（にわか）。haa
　kwahuN　gicu寧igadu　gic圭N　gicizurasa。
　？atagahudu　gicaru．　kwahuna’wa－
　mija．［はあ果報も付きゆすがど付きも
　付き清らさ　あた果報ど付きやる　果報な
　我身や（大川敵討）］ああ，幸運も付いては
　いるが見事に付いたものよ。幸運なわたし
　は，不意の幸運にめぐまれた。
？atai＠（名）θ王室内の庶務係。舅分の高
　い，若い考がなる。◎（接羅）係。一taiと
　屯なる。k：oosaku？atai（農事係），，ja－
　mata圭（山林係），　hanata呈（思寝の接待係
　の少年），kuyatai（王室の倉庫係）など。
？ata圭⑪（名）屋敷内にあり，野葉などを作
　る畑。菜園。複合語にhana？atai（花畑），
　’uu？a七ai（芭蕉畑）など。
？atai⑪（名）　くらい。ほど。　？unn～nu
　kutuni　kusamikuna，それぐら．いのこと
　に怒るな。
？alaimee⑪（名）e当然そ5あるべきこと。
　義務。？ujanu　kutOO眺W細u～．親の
　世話は子の義務。◎あたりまえ。普通。尋
　常。？axee～∫a？axaN．彼は普通ではな
　い。異常がある。
2ataipeeciN①（名）［母親雲上］士族の位階
　の名。
？ata＝juN①（自＝raN，＝ti）e当たる。的中
　する。相当する。また，合う。また，出
　来事に鎚会5e事に当たる。　saNminOo
　？atatoomi。計算は合っているか。cimunu
　～．気が合う。心が通ずる。miitUNda
　’jatiN　c munu　？ataraN　kutunu　？aN．
　夫婦でも心の通わないことがある。？ata一
　もidu　sij　Ul”U．実際に経験して，はじめて
　；わカ、る。？atataru　husjoO・悪いことに出
　会ったのが運のつき。当たったのが運が悪；
　い。◎食物に当たる。食中毒する。㊤悪い
　こと。やましいことが，思い当たる。痛いと
　ころを突かれる。1？atajuru　gutu？jUN・
　痛いところを突くように書う。自分が攻撃
　されているのでない時，自分自身のやまし
　い点を思い当たった揚合はduu？atai
　sjUNとい5。
？atakumb（名）蛙の一種。青蛙。芭蕉の葉
　によくいるので，，UU？atakuともいう。
　～natOON．青蛙のよ5に坐りこんで動か
　ない。坐りこんで働かないさま，だだをこ
　ねて動かないさまなどをい弓。
？atama⑨（名）e頭領。かしら。（身体名
　の「頭」はgiburu）◎慣用句として，は
　じめ。あたま。～kara　Qcudu？uveetoo－
　ru・あたまから入を見くびってかかって
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？atukata
　いる。～’ni．最初から。
2atamawai＠（名）〔新〕頭翻り。人数割り。
　普通はgiziwaiまたはgiburuwaiとい
　5e
2atara⑰（副）あたら。口語は？aQtaxa。
　～niNziNni？Nmarijai’u麟ga・［あた
　ら人間に　生れやい居すが］あたら人間に
　生まれてはいるが。
2atarasimUN①（名）大事なもの。手離せ
　ないもの。
？atarasjaN（D（形）大事である。手離せな
　い。？atarasii　nasimUNnUQkwa．大事な
　生みの子。？atarasja　sjUN．大事がる。
　手離したがらない。
？ati①（名）（∋当て。臼あて。心あて。臼標。
　◎心覚え。心当たり。～nu捻eeN．心当た
　りがない。覚えがない。熟睡中に起こったこ
　となどについていう。㊧思慮。分鋼。muN一・
　nu？atee　neeN・分瑚がない。危険を知
　らない。⑲音さた。たより。nuu？a七iN
　艶eN。何の音さたもない。　naguja，ja－
　Nbarunu　？ieihatiga　’jajura，　namadi
　職agubuninu～ja　neraN。［名護や由原
　の行き果てがやゆらなまで名護船のあ
　てやないらぬ］名護は山原のはてであろう
　か，いまだに名護からの船のたよりもない。
2atiga＝juN①（他＝aN，＝ti）目星をつけ
　る。擬する。？a七igaarijuN・冒星をつけ
　られる。容疑者とされる。，waNnee　nuu－
　N　saNsiga　？atigaaQti　kusamikariisaa．
　わたしは何もしないのに目星をつけられ
　て，しゃくにさわるよ。taaga？jaa？at2」
　gajuga，　duu？atai　Qsi・だれが君だとい
　うものか，自分でひがんで。
？a慧igeehuu⑪（名）あてずっぽう。当て推
　量。
？ati＝jUN①（他＝raN，＝ti）e当てる。的中
　貸せる。接着させる。あてはめる。相当さ
　せる。また，合わせる。haajaNkai　kii～。
　柱に末を当てる。tucii～・時計を合わせ
　る。◎なぐる。人の体を打つ。那覇などで
　はなぐることを，多くkurusuN，　taQl〈u－
　ruSuN，　tataQkuruSUNなどというが，
　首里ではやわらかに？atijUNと多くいっ
　た
？atikawa＝j　wtyT①（自＝1’aN，＝ti）当てがは
　ずれる。
2atinasi①（名）無邪気な者。あどけない者。
　女・子供など思慮分別のない者。ti瓢尊i－
　tigei　siyaN　一vju　demunu，　’juruei　tabo－
　ri・［手水てす知らぬあてなしよだいもの
　許ちたば5れ（手水鼠算）］手水ということ
　を知らない，いとけない者ですから，お許
　し下さい。
2atiQteeN①（副）女・子供などの，あどけ
　なし・さま。無邪気なさま。～sjoON．あど
　けないさまをしている。
2atisjoo②（名）思慮。～nu　neeN．思癒が
　ない。
2a藪嫉Npuu（D（名）？atitiQpuuと岡じ。
2 titiQpuu⑲（名）あてずつぼ5。
2 tu⑥（名）（後方の意には多くkusiとい
　う。また，跡の意では，複合語を除き，多
　ぐsirUS呈という。）eのち。後刻。将裟。
　また，死後。～kuuwa。あとでこいよ。
　～nu　kutu．あとのこと。また，死後のこ
　と。～nu？uzumi・あげくのはて。結局。
　～nu？u多umee　1〈aramiraQtaN・あげくの
　はては，つかまえられた。◎次。？untt～。
　その次。㊧子孫。また，後継者。～tee－
　jUN・あとが絶える。
？atu2atu①（名）あ．とあと。のちのち。将
　来。
？atubara①（名）後妻の子。
2atubisja⑨（名）動物のあとあし。
2at磯蓋zi⑪（名）あと継ぎ。相続人。嗣子。
2aludumeei⑨（名）？atudurniと同じ。
？atudumi⑪①（名）後妻。　sacldumi（先
　妻）の鮒。
？atukata⑪（名）あとかた。痕跡。～N
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　neeN・あとかたもない。
？a拠kaSagilci③（名）あとかたづけ。あと
　始末。
2alumasaiiga｝Hiu⑰（名）あとになって5
　まく行くこと。あとの方がかえってよくな
　ること。
‘？atumi⑨（名）跡囚。あと継ぎ。後継者。
’？atumlt｛至磁⑥（名）あと渓り。また，退歩。
2aluxaainaiev（副）搬eena沁aiの鮒。　eだ
　んだん後へさがるさま。◎しりごみするさ
　ま。人の後になろ5とするさま。～bikee－
　NQsi．しりごみばかりして。
？at！maisaei｛「｝nai⑨（副）eあとになった
　り，先になったり。◎相前「賊して。～，ja－
　matUNkai　caN。相前後して日本に来た。
？atusesci①（名）あとさき。葡後。
？atug．izicaa⑪（名）？atu＄izici　と岡じ。～
　SjUN．
？atusizici⑪（名）あとずさり。後退。また，
　しりごみ。～sjUN．
？atu2usii⑪（名）〔新〕車のあと押しを業と
　する者。立ちん坊。首里の坂の下などに，
　人力車のあと押しを業とする者がいた。
2atu？wii⑪（名）あとをつけて行くこと。羅
　行。一？wii〈？uujUN。
？awa⑨（名）粟。
’2awaawaa⑨（名）あばばば｛ま。口を手でた
　たきながら声を出す幼児の芸。
2awagizi⑨（名）粟粒。
2awari⑪（∋（感）〔文〕あわれ。ああ。～
　kunuもaija？icaga　najura，［あはれこ
　の二人や　いきやがなゆら］あわれ，この
　ふたりはど5なることか。◎（名）あわれ．。
　つらいこと。みじめさ。苦労。～sjUN。
　みじめになる。苦労する。’t’gil〈usjUN・
　あわれをきわめる。，jaNbaruni？ikiba
　～duja　爵igiユku，　1捻iru　ka七aja　neraN
　’？umitu　”jamatu．［山原に行けばあは
　れどや至極見る方やないらぬ海と山と］
　乙原に行けばどんなにつらいことか，海と
　由ばかりで，ながめるものとてない。
？awatiihjaatil⑰（副）大急ぎでするさま。
　大あわてでするさま。zikaNnu？al〈U七U
　～Qsi？NzaN．時烈が決まっているので，
　大急ぎで行った。
！～a、vatl＝ju！v④　　（自　＝ra」球，　＝ti）　（≡≡）急く“。　「～a－
　watiti亭ee．急いでしろ。◎あわてる。
2awatinoori①（副）e大急ぎでするさま。
　？unu　basjoO～sjootaN．その時は大急
　ぎだった。◎あわてふためくさま。
？aweesjukwee⑪（副）あわてふためくさ
　ま。大あわて。tadeemantZ　k観切natl，
　～simiraQtooN．突然のことで大あわて
　させられている。
2az経①（名）感謝。（（　by　）〉参照。
2㌶a①（名）ほくろ。あざはsumiという。
2aglagwaa①（名）小さいほくろ。
2agakee⑪（名）〔文］しゃこ貝。口語は？a一’
　zik：ee。その貝がらは魔よけとして用いら
　れる◎　tusija　nag臓karadu　，jujUNdici
　cieuxu，　nagutu　sjui7．al〈eni　？a7．ake　？wi－
　rana・　［隼や名護からど寄ゆんでいち聞
　きゆる　名護と首里境に　あざ貝植ゑらな］
　年（砥石）は名護から審って来るとい5話
　だが，名護と首里との間にしゃこ貝を植
　えて年が来ないようにしよう。名護は砥石
　（tusi）の産地であった。
？aiama⑪（名）安座間。（（地））参照。
？agamuclw’aree④（名）あざ笑い。嘲笑。
　？a7yawareeともい5。
2a；amu＝euN①（他＝kaN，＝ci）あざける。
　軽蔑してかかる。あざむくはnUZUNとい
　う。Qeu～．人をあざける。
2agana①（名）〔古〕首里城内にあった，
　旗を立てて時刻を示した台。首里城内に二
　箇所あった。
2a多a雛 a①（名）あだな。紳名。～nu　gi－
　COON．あだなが付いている。
？azaNnatu⑪（名）二二港っ首里の西北方，
　二巴和志間切にある港。
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2alawaree⑨（名）あざ笑い。潮笑。？a多a－
　muciwareeともいう。～sjUN．あざ笑
　う。嘲笑する。
2azi⑪（名）〔按司］？aNziともい5。位階
　の名。大名。，oozi［王子］の次，？weekata
　［親方］の上に位する。もとは地方に一城
　をかまえて翻拠したが，尚真王時代
　（1477～1526）に首里に中央集権が敷かれ
　た際，首里に集められ，一間切を領する身
　分となった。「～azi　r6ミ首至甦るこイ乍つた邸宅は
　？udUN［御殿］とよ1まれ，また，？aziζま
　人びとから？umee［御前］と呼ばれるよ
　5になった。？azizituuの項参照。
？azi⑨（名）機織りの器具の名。経糸を上下
　に分けるもの。meegusa（その項参照）に
　穴をあけ，ひもで結び付ける。〈？azijUN。
？az韮①（名）（∋味。食物の味。？azee　caaga．
　味はどうか。◎味見。味加金を見ること。
　～sjUN．味見をする。
？azi①（名）えら（鯛）。
2azibi⑰（名）［按前部コ？azi［謡扇コの身分
　の人びと。諸侯。また按司に対する敬称。
　按斑様。？azibi？umiNgwanu　gutoosa．
　按司様のお子様のようだ。上品で美しい子
　供を形容していう。
？aziganasii⑰（名）接司様。？azi［西語
　に対する敬称。一ganasiiは敬意を表わす
　接尾辞。
2az圭ga難a醗mee⑪（名）御按司様。？azi
　［按司コに鮒する敬称。
？aziimee⑪（名）？azi［按司］の子が父親に
　対していう呼び掛けの語。
2azi＝jUN⑨（他＝1’aN，畷）交叉する。十
　字に交わる。
？azika讐juN⑨（他：raN，”ti）預かる。
2azikee④（名）しゃこ貝。？azi一く？azijUN。
　貝がらがかみ合5のでいう。つるしておく
　と邪気が通らないとして邪気をはらうまじ
　ないとされる。
？aziki＝juN③（他＝raN，＝七i）預ける。
2azikuutaa⑰（名）味のよいもの。深い味
　わいのあるもの。こくのあるもの。
？azimaa⑨（名）交叉したもの。交叉したと
　ころ。sanaz泌u～．ふんどしの結び邑。
　またその結び饅の当たる腰の部分。鵬ieinu
　～．四つ角。十字路。
？azimaamusubias（名）十字に結ぶこと。
　荷造りなどで，縦横のひもの交叉したとこ
　ろを結ぶこと。
2azimee⑪（名）按司様。？az江按罰］の敬
　称。普通は？umeeとい5。
2azimuku⑪　（名）？azi［按司］の婿の意
　か。夜，掃除をすることは忌むが，どうし
　てもしなければならない時に，この語を唱
　えながらする。
？az曇N⑨（名）杵。手杵。太い一本の棒で，
　中央の握る所を細くしてあるもの。つき杵
　は　kakizici　という。
？azisui⑨（名）〔文〕鞍司様。？azi〔按司］
　の敬称。一suiはmuNdageii［百浦添］，
　？ura學ii［浦添］などの一siiと同じ：く，も
　と治める意かと思われる。
2azitaka⑪（名）鷹の上等な美しいもの。
　？azi［按司］が飼う鷹の意か。
？aziwee①（名）味わい。おとなの使5語。
　～nu？aN．味わいがある。
2azizitttu⑨（名）［按駕地頭］suuzituu　［総
　地頭］・，wacizitUU［脇地頭］の上。地方
　に一間切の領地をもつ領主。その位階は
　？azi［按司］，その邸宅は？udUN［御殿］と
　呼ばれる。？azizitUUとSUUZ2tUUとは＝二
　重に一間切を領する。澗者を併称して
　Z’oosuuzituu［両総地豆頁］とV　・．う。
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bbaa⑪（名）θ揚合。折。時。？UllU～ja
　eaa　sjuga．その時はどうするか。◎わ
　け。理由。caaru～ga．どういうわけか。
baa　en（名）叔母。叔母さん。父母の妹。士
　族についていう。平畏についてはbaacii
　とし・う。　イ白母（＝ヒ族）1ま　？uhu？ajaa　と、・
　う。叔母が三人いるとすれば，？uhubaa
　（大きい叔母1さん），baa，　baagwaa（小
　さい明年さん）などと呼び分ける。
baabaa①（副）火の燃えるさま。ぼうぼ
　う。～meejUN．ぼうぼ5燃える。
b・aaeiitw（名）e叔母。叔母さんe父母の
　妹。平民についていう語り士族については
　baaという。◎下女をさしていう語。／」、
　・母さん。
baacira①（名）下品な女。あばずれ女。
baagwaa⑨（名）小さい叔母さん。一番下
　の叔愚。
haahabakai⑨（名）場駈ふさぎ。法い揚所
　を占有して，邪魔になること。
baakee⑪（名）奪い合い。
baakeekara’kee⑨（副）奪い合うさま。
　”v　sjuN．
塾aaki⑨（名）ざる。かご。底が四角で，底
　を中心に丸く竹で編みあげたざるをい5。
　穀物・いもなどを入れる。目は密なものと
　粗なものといろいろある。sookiの項参照。
baal　an（名）番。聴すること。また，番入。
　守衛。順番の意の「番」はbaNという。
baaNjaa⑨（名）番小屋。　baNtiともいう。
babaQkwaa＝sjuN①（他nsaNs＝ci）ごまか
　す。まぎらわしくしてごまかす。mamaQ－
　kwaasjuN，　m蹴igkwaas担Nともいう。
baei⑪（名）ばち。悪行に対する神仏などか
　らの報い。～kaNZUN・ばちが当たる。
　ばちを受ける。～kwajUN．〔新〕図に当
　たる。すばらしい冒にあう。すごい。5ま
　い。’iitiNei　nati～kwatooN．噺〕い
　い天気になって5まいそ。
bael①（名）e擾。太鼓・どらなどを打つ
　棒。◎鰻。こまを打って冒すもの。竹ぎれ
　などの先に布やひもを結びつけたもの。
額g量④（名）罰。slNsiini～sarijuN．先
　生：に罰される。
bagikaNzaaew（名）罰当たり。ばちが当た
　つた春。
bRgii①（名），罵異。　bagudooguともい5。
bagu（loo琶u①　（名）　bagu　と同じ。
baki＝ju1　’　cD（自　・raN，二ti）〔新〕イヒける。
　また，変装する。
baktica⑨（名）bakuci（ばくち）の卑語。
　～？UCuN・ばくちを打つ。
bakuci⑪（名）ぼくち。　bakucaともいう。
bakujoO⑨（名）eばくろ5。馬の売買を業
　とする考。？Nmabakujooともいう。転じ
　て，馬以外の家畜を売買する者をも？usi－
　bal｛ujeo（牛の売買をする考），？waabal〈U－
　300（豚の売買をする者）のようにいう。㊥
　仲買人。ブローカー。周旋屋。卑しめてい
　う揚合が多い。7v　uribalrujoo（女郎周旋
　置）など。⑤商売上の利益を窺的とした交
　換。～sjUN．もうけのための交換をする。
bama⑨（名）浜。㈱》参照。
bani⑪（名）ばね。発条。
baN⑨（名）e番。順番。～tujUN．順番を
　決める。～？atajUN．番が当たる。　waa－
　banui．わたしの番か。門番などの「番」は
　baaNという。◎（帆影）番。？ieibaN（一
　番）など。
baN①（副）ばん。強く打つさま。また，そ
　のノ1、児語。～sarijuN　doo．ばんとぶた
　れるぞ。
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1｝t｝XS　1）aaraa⑪（副）がらんどう。広い家な
　どに但1もないさま。？uubaNbaaraaとも
　いう。
baNbasaa⑨（名）玩具の名。竹の柄の付い
　た円形の金属板（または針金の輪の中を紙
　で張ったもの）の目端にひもを付け，その
　ひもの先に小さい金属球をとりつけたも
　の。柄を糊して，カランカランと鴨らす。
hε霜d猟kuru⑰（名）〔文｝baNZU［番所］の
　文語。韻文で用いる。mal〈utu　nani　ta－
　euru　sjuJ’anu　一v，　nalgajamaja　kusjati
　，Nnatu　me　ltaei．［まこと名に立ちゆる
　塩麗の番所　中山やくしやて　港前なち
　（花売之縁）］まことに名高い塩蟹の番所
　だ。中山を背にし港を鑓にして。
hal’ku⑨（名）野外で芝居をする時の舞台e
　普通の舞台はbutee。
baNmika＝s卵割①風通・・saN，＝ci）ばんとく
　らおす。やっつける。
b3N盈鹸⑨（名）番人。
baNsk’utt　en（名）ばんじうら。蕃石榴。南
　国特有の果樹の名。
baN盛⑪　（名）〔文｝e番人。　haa　l〈uinu
　ma＄i　一y　s3’uru　munuja　？araiN，　dezi－
　sararfii’wamija？isuzi　nugira．［はあ
　恋のませ番手　しゅるものやあらぬ　大事
　さらめ我身や　急ぎぬげら（手水之緻刀や
　あ恋のませ垣の番をするものではない。大
　変なことだ。わたしは急いで逃げよう。◎
　番小屋。
baNzi①（名）まつ最中。たけなわ。まつ盛
　り。？ikusanu～。いくさのまつ最中。
　mumunu～．やまもものまつ盛り。～nu
　ni坤ee．若盛りの青年。
1）aNzoogani⑥（名）こ番匠金ユかね尺。直
　角に曲がったものさし。
baNzu⑪（名）［番所］maziri［間切］の役
　場。．
baQc譲①（名）［罰金］罰金。過料。kwasiN
　［科銭］ともし・う。～kakirarijuN．罰金
　をかけられる。
baQpee⑨（名）間違い。誤り。また，あや
　まち。～sjUN・間違いをするQん’jakutu
　kunee貸kw圭rL　あやまちだからこらえ
　てくれ。複合語に，micibaQpee（道を間
　違えること），saNm譲ba卿ee（題号闘違．
　い），QcubaQpee（人違い）など。
baQpee＝ju照①（他t・raN，”ti）閥違えるas
　聞違う。saNI樋N～．謙算を闘違える。
　“caasi　？aNsi　baQpeetaga．”　“nuut．uN－
　ganaasi　baQpeeti捻eeN　llluptr．　’fどう
　してああ闘違えたか。」ヂ侮となしに間違え
　てしまったんだもの。」
一bara（接羅）名調はhara。…の方。…の側。．
　…の身内。　…の一一族。痴s掛εしra［西原］
　（地名。首里の北側の意），hxveebara［南
　風原］（地名。首墨の南側の意），ea《≧eiba－
　ra（長男の一族），　zinaNbara（次男の
　一族），hWizabara（追慕一族）など。
baraN⑨（名）煙花。すすきの花。すすきは
　9’usiciとL・50
むasikaa⑪（名）ebasikeeと岡じ。◎ba－
　sikaa？華uと同じ。
basikaa？iju⑪（名）太刀魚。
b3s汰ee⑨（名）芭蕉の葉柄の裏皮：。ひもな
　どに用いられる。表側からは繊維をとり，
　芭蕉布とする。
basjaaev（名）苗蕉布。芭蕉は’uu，また
　はb鼠sjuu。
bas3鎗mmu③（名）芭蕉の布。　basjaa　と
　岡じ。
basjaaziN＠（名）芭蕉布で作った塩物。夏
　の男女用。
basjanai⑨（名）芭蕉の実。バナナ。
basjaziN⑪（名）芭蕉布の喪服。染めてない
　無地の芭蕉布で作り，葬式にのみ用いる。
　男は袖を通して着るが，女は袖を通さずに
　頭からかぶる。
hasju⑪（名）e揚合。折。時。？unu　ku－
　tOO？ariga　caru～，ゴ就aga，j　aa。その
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　ことは彼が来た時だったかね。？ariga
　cuuru　basj’oo　’waNnee　’uraNdi　？ee．
　彼が来た揚合にほわたしはいないと言え。
　一vnu　・v　’」’ati　’juujuutu　hanasiN　na－
raNtaN・揚合が場合で，ゆっくり話もで
．きなかった。◎緊急な事のある場合。不幸
　の折・も5け時・チャンス・機会など。～一
　nu？acinee。もうけ時の商売。㊧揚所。
　buciriina～．きたない揚所。⑳わけ。理
　za．　caaru　一vga，　？j　aaga　？aAT　sjllsee．
　どうい5わけだ，おまえがそうしたのは。
　㊧（接尾）不幸の折。taruubasjuni　eoO一
　七aru　Qeu．（太郎の不幸の時に来ていた
　入）
basjuu＠（名）芭蕉。，uuと低いう。
茎｝as．iuukal｝i⑨（名）紙の一種。芭蕉紙。芭
　蕉の繊維で作る。晶質は落ちるが，丈夫
　で，下級の役所などで用い，また，三味線
　の胴にも張る。bas5u㍊siともい5。
basjuusi⑨　（名）　basjuukabi　と間じ。
batiN⑰（名）馬革。島尻郡旧佐敷間切にあ
　る港。
baz・・①（名）見かけ。外見。また，見かけ
　がよいこと。見かけがよいもの。～nu
？aN・見かけがよい。～nu　neeN．見か
　けが悪い。？aQtabazoo（ちょっと見がよ
　L・こと。ちょっと見がよいもの），，jamatu鱒
　1）aZOO（H本鍼のちょっと見のよさ）など
　の語もある。．
bee①（感）いやだ。握絶する揚合の卑語。
　beeruともい5。栂手を軽蔑・罵倒して
　言う。げんかの時には，さらに卑語hjaa
　をつけて，beehjaa，　beeruhjaaなどと
　言’5。
bee⑪e（名）倍。＝二倍。～？aN．二倍ある。
　～kanuN．二傭食う。◎（接頭）倍の。bee－
　naNzi（二倍の難儀），　beesikuci（二倍の
　仕事）など。◎（眼鯛）倍数を示す。saNbee
　（三倍），sa｝1（c］（（（三倍）など。
beebee⑨（名）山羊（hwiizaa）　のノ1、児語。
　鳴き声によったもの。
beebee⑨（名）覧（hwiizaa）の小児語。
beenaNzi⑪（名）倍の難儀。．
beeru①（感）いやだ。拒絶ずる場合の卑．
　語Gbeeと岡じ。’
heesikuci＠（名）倍の仕事。
一・b堰i接尾）［部］…の階層の者。…の階層の
　入たち。また敬称ともなる。様。？azibi
［按謂部］，？weekatabi［親方部］，？Umi－
　naibi［嫡嫡部］など。
一bieee（接尾）相当。…に耀当する・…に匹
　敵する。…に代わりうるの意を表わす。
　＜hwicajUN。　zuuni　iNbicee（十人力），
　「juubaATbieee（夕飯代わりとなるもの）
　など。
魏9⑩（名）圃。～nu．別の。　hukanuと
　もいう。
L》igi｛至aN（ζD　（名）　男Lξ段。　格男聾。　～na　　玉くutu●
　絡別のこと。～nUUN？ayaN．別段何で
　もない。
一bicii（接羅）べき。　文語的な接尾辞。
　kacib圭cii　kutu（書くべきとと），？ixibi－
　c銭，j＆N．（入れるべきである）など。
頚deet畑⑥（名）弁才天。七福神の一一’一つ。
bideetiNgumui⑨（名）弁才天を祭った池。
　弁天池。首里にある。
biibii⑨（名）吹いて鳴らす類の玩具。また，
　笛の雪冤語。
biicaa⑪（名）ねずみの一種。普通のねずみ
　より小さく，臭気がある。これが鳴くと喧
　嘩口論が超こるという俗信があり，，iiku一
　七ukatari（いいことを語れ）というまじ：
　ないをロ昌える。
b銭9uda、ζ3N⑰（名）　備後表の畳。　biiguii
　（備後藺）で作った畳。
hiig・・ii⑪（名）備後繭。勝連村・与名城村・
　具志川村などで栽培されていた。biigu－
　musiru（備後表）を織る。？ootuuziN，
tuuziNiiともいい，その髄は燈心にする。
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bl萱g田nHs量r球⑨（名）備後表。　biigu銭（備
　後脚）で織ったむしろ。一一・meに琉球表と称
　しているものは七島繭で作るもので，それ
　｝まsac鍍iと㌔・う。
bihna⑪（名）かすり模様。？ijabiima（矢
　がすり），mavubiima（丸模様のかすり）
　かど。
biiraaev（名）弱虫。弱い者を罵倒していう
　語。＜biiru。
bHrakwaiara⑨（副）へなへな。ぐにやぐ
　にゃ。柔らかく力のないさま。～sjoON．
　へなへなしている。
bllru⑪（名）eみる（海松）。海草の名。◎
　くにやくにやして弱体の者。足腰の立たな
　い者。
も海童③（名）里門。（（地｝）参照。
心ikガ瓢（助）ばかり。ばかし。　saataa～
　n段mijUN．砂糖ばかe）なめる。　bikeei，
　bikeeNともx，・う。
一も量ke「e…（助）ばかり。一bikaaN，一bikeeN
　ともいう。また，文語では一bikeiとなる。
　？ukwaasi～k掘i。お菓子｝まかり食べて。
　kadi～，uinee，wa⑫，jaNZUN　dOO．食べ
　てばかりいると腹をこわすそ。
一bike’eN（助）一bikaaN，一bikeeiと同じ。
　，warabi～gikajUN．：子どもばかりを使5。
b玉nasah鰭aHasa①（名）不便だったり不足
　したりすること。
binasal①（形）θふつつかである。不調法
　である。普通のレベルに達せず，用をなさ
　ないことをいう。　nUU　simitiN　binasai一一
　biikutu・何をさせてもふつつかですから。
　◎ひよわである。病弱である。duunu～・
　体がひよわである。
binasawaQsa①（名）不行きとどき。不調
　法で行きとどかないこと。
b茎nUC量⑨（名）辺野喜。《地》参照。
biN⑪　（名）　便。　 手紙。　　たat　り　o　binOO　？amig
　たよりはあるか。
bil⑪（名）紅。染料の紅，食紅，　r紅など。
　また，紅色。
biN⑨　（名））K。
biN⑨（名）保栄茂。（（地）〉参照。
blNbiNjaiajaa⑨（名）赤い摸様iのある着物・
　の小児語。赤いおべべ。biNは紅の意。
賊Nも00⑩（名）〔新〕口ぐせのよ5に貧乏な
　ことをこぼす者。貧乏なことはhWiNsuu
　とい5。
妨Ndaree⑪（名）金だらい。
biNduku⑨（名）便毒。横根。多く花柳病
　に起因するもの。
biNgala①（名）∈）染め物の柄の名。擶の一ヒ
　に型紙を置き，その上から紅の染料を塗っ
　て，花鳥出水などの模様を染めつけたも
　の。ObiNgatawatazinrと嗣じ。
h撫幽tawataz量照①（名）biNgataのwata－
　ziN（冬の礼服）。菖里の上流婦人が着用
　したもの。
b量N癖⑪（名）えのき（榎）。
1》iNkuu①（名）［置目］能弁。口が達者なこ
　と。
biNkUttmuN⑰（名）能弁な者。口の達者な
　者。
biNi｝utaki⑪（名）弁が岱。弁の御傷。首里
　の東側にある山。
biNr韮⑪（名）便利。～na　111UN．便利なも
　の。
biNroo⑨（名）植物名。横榔。のやし。　ku－
　ba（ぴろ5）と似ているが劉種。
hiNS重もui⑨（名）紅のしぼり染め。女㊧子
　の着物の模様の名。
b謡轟⑥（名）［断水］酒を入i，■る下部の器。
　背が高く，上部の口の部分が細くすぼまつ
　ている。一対あって，？ugwaN（願）・婚
　礼などに用いる。目に末の栓1をして，その
　上を赤紙・黄紙を重ねて折り憩げたもので
　おおう。
biNsja①（名）［弁者コ能弁な者。雄弁な
　者。
biNla⑨（名）聾。’ｨの前にi垂れた髪。また，
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　顔のその部分。
撮N象oo①（名）弁当。
biNtui⑨（名）〔瓶叡ユ結婚式で三三九度の
　杯を取り交わす時，そばで通N畷［三水］
　を持って酒をつぐこと。またその役。十四，
　五歳の処女が行なう。花嫁は花婿の家族と
　も杯を取りかわす風がある。②酌婦。料理
　屋の引蒔婦。
b三町ik⑩（名）［蟹附］頭髪屠のねばり強い
　月形の油。ポマードのようなもの。
biN多ur磁⑪　〔賓頭蹴］bl・7vuru　と岡じ。
撮Qeee翼⑰（謝）ちょっと。ちょっぴり、1ま
　んの少し。b掩ceeKgwaaともいう。saa－
　taa～．砂糖ほんの少し。～，jaree？aN．
　ほんの少しならばある。～dukiti　kwi－
　vee・ちxつとどいてくれ。
も玲ceeNgwaa④（副）1まんのちょっと。ちょ
　っびり。ほんの少し。～du？aru．ほん
　の少ししかない。～dukiti　kwiree．ほん
　のちょっとどけてくれ。
biQe量N⑥（名）［溺珍コ紙入れ。財布。
biQgee①（名）いたずら。ふざけること。
　一一　SjUN・
hiQseekarakee①（名）いたずらしたりか
　らかったIJ）すること。～sjUN．
biQS“U＠（名）（日をゆがめて）軽蔑の情を
　表わすこと。また，羨墾して，やきもちを
　やくこと。岡焼き。いまいましそうにする
　こと。～sjUN．いまいましそうにする。
b童轡難即ci◎（名）軽蔑して，またはいま
　いましげに，ゆがめた霞。
biQteeA’　“）（副）げんなり。しょんぼり。力
　なくしおれたさま。’wata1職～natoON・
　おなかがすいてぺしゃんこになっている。
媒ra⑥（名）ねぎ（葱）。麺biraともいう。
短聡9鍵職孤ac量⑨（名）料理の名。ゆでたね
　ぎで魚肉を巻き，味i腰回にして酔味噌をか
　8たもの。
一kh’ee（接尾）イ寸き合い。　また，仕えること。
　〈hwivee。　dusibiree（：友だち付き合い），
　もunaibiree（隣との付き合い），　situbiree
　（姑への仕え方），’utubiree（夫への仕え
　方）など。
魏韮ab嚢a①（副）のりのついていない，柔ら
　かい布の感触。？iiCU～kaik1　horohoro．
　絹はビタビタと柔らかい肌ざわりで，甲斐
　絹はホnポロと衣ずれの音を立てるQ
b圭匙凝蹴S麺N⑥（形）めめしい。優柔不断で
　ある。いくじ：がない。
bkatftilgaatai（1）（翻）しなびたさま。病人
　の皮欝などが弾力がなく，しわがよったさ
　ま。～sjOON．しなびている。
bitatairiiuN①（名）いくじなし。
簸験織i盛N①（名）よれよれの着物。　のりの
　付いていない着物。
bitt｝tti＝jUN①（霞＝1’aNe＝ti）しなびる。
　生気が衰え，てしぼむ。植物・人間などにい
　50
biwa⑨（名）びわ（枇杷）。
b鞍uru⑪（名）［i費頭盧］神を祭ったところ
　にある円形の石。仏像の形はしていない。
　biNzuruともいう。？ugwaN（祈願）を
　してそれが聞き入れられれば，軽く持ち上
　げられ，聞き入れられなければ重くなって
　持ち上げにくいとい5。その揚合は，供物
　を丁璽にしたり，物知りに教えを乞うたり
　して，軽く持ち上げられるよう季を尽す。
bSoobti⑪（名）轟風。普通はnoobuとい
　5。　しかし金興風はciNbjoobu。
瞬ooc量⑨（名）病気。’jaNmeeよりも上品
　な語。
瞬oo盤讃⑪（名）病人。’j　aiNTmeemllNは病
　弱な者，病気がちの看の意。
bjuzz①（名）旛｝。王の祖先を祭ったところ
　など。また，那覇久米村にはkuusibjuu
　（孔子廟）がある。
bONbOl　〈D（副）たぶたぶ。水などが満ちあ
　ふれているさま。“kaanu　mi7vee　caaga．，，
　‘‘～sjo◎N・”「井戸の水はどんなかej匙・っ
　ばいあるej
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boo⑲（名）棒。荷物をかつぐ棒，武術用の．
　棒など。buiの項参照。
boo⑥（名）はかりごと。たくらんで，だま
　すこと。～sjUN・はかる。だます。～
　saQtaN・はかられた。だまされた。
boo？ガ群罐⑨（名）増長。つけ上がること。
booboO⑨（名）坊や（小児語）。
boocaku①（名）〔文〕由良。’UNzi～na－
　saki　ciri，jakara．［恩義忘去口情け切れ
　やから（大川敵討）］恩義を忘れ情愛のな
　くなったやつ。
毫｝oocデra畿⑪（名）わがまま者。≡強・晴養。boO－
　e圭rimUNともいう。
boocirimuN⑨（名）わがまま者。強情者。
hOQduisii“dui⑪（名）e善し暴を働くこと。
　◎勝手に他人の物を持ち去ること。
booduru①（名）練乳。外来語か。
boogai①（名）羅上に対して乱暴を働くこ
　と。
boohujaa⑨（名）ぼうふら。棒を振る者の
　意。那覇では？aminuqkwa（雨の子）と
　い5。
boo＝juN⑨（他＝1’aNv＝ti）奪う。ふんだく
　る。？NbajUNは文語。
boONtaa⑪（名）丸い球。球形のもの。橋の
　らんかんの擬宝珠（ぎほ1し）などをいう。
bOONtu双⑨（名）boONtaaと匿馨じ。
boosi＠（名）〔教〕網子。
boosicinaa⑨（名）自由労働者。棒だけを
　持ち，それを尻に敷いて雇う人の来るのを
　待つ，最下属の労働者。立ちん坊。
boosjuu①（名）芒種。二十四節の一つ。小
　満（sjuumaN）とともに沖縄で最も雨の
　多い季節。
boozaa⑥（名）坊や。小さい男の子の愛称。
　その敬語はboozuu（ぼっちゃん）。
boo多i⑪（名）0坊主。僧侶。◎坊主頭。ま
　た，幼児などの頭。
も00猛韮maa⑪（名）棒縞の着物。白地に黒の
　太い縞が縦にあるもので，膏少年の夏の着
　物。
boo7．inadii⑥（名）産剃り。小児が生まれ
　て七賢欝に初めて産毛を剃る式。boo多i
　（頭）を剃るということばを避けてnadi
　（撫で）といったもの。
boozit「）ri⑨（名）棒切れ。　bUNziriともい
　う。
boozi”si＠（名）豚の背中の肉。豚肉中最も
　上等。豚ロース。
もoozuh⑰（名）碧上の家の小さい男の子の
　愛称。ぼっちゃん。平民が用いる。
もorONもorON①（副）つづみの音。椴麟3月
　3臼には平民の娘たちがつづみを打ち，歌
　を歌って遊ぶ習慣があった。
一bu（接鬼）分（ぶ）。10分の1の分量を表
　わすlji　（立二。　？icibu　（1分），　gubu　（5分）
　など。
buel⑨（名）鞭。竹などの綱長い棒。
bugi⑪（名）仏。～nu？usii．仏の教え。
bugidaN⑪（名）仏壇。先祖代々の位牌をま
　つってある壇。仏像はないのが普通。たん
　すの形のものもあるが，多くは家に戸棚の
　ように作りつけてある。
bucigee⑰（名）気分が悪いこと。また，貧
　廠。卒倒。目まい。bucikuNよりも程度
　が軽い。～葺勾UN．気分が悪くなる。貧愈
　を起こす。卒倒する。？aNmasja　s担Nと
　もいう。
bugiiN⑰（名）〔文〕［物縁］（物との）縁。？aa
　’ATzoosa3’a　一vnu　neejabiraN，　mugul〈u－
　i七UN　husaaraN…［ああ無量さや　物縁
　の無いやべらぬ　物作りともふさあらぬ…
　（花売之縁）〕ああ，かわいそうなことに物
　との縁がありません。作物を作ってもうま
　くいかず…。
bucikuN⑪（名）e卒倒。気絶。　Qcunu～
　na七〇〇N・人が卒倒している。◎気分が悪
　いこと。元気のないこと。～’jataN．気
　分が悪かった。
b醍eir蓋⑨（名）不潔。きたないこと。　cirii
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　（きれい・清潔の意）の対。～na　tii　Qsi．
　きたない手をして。
bucuuiem（名）発育が悪いこと。発育不良。
　一cuui〈cuujUN。～na，warabi・発育が
　悪い骨筆。
bu2eesagi⑨（名）いやいやなカミらの挨拶。
　不等そ5な挨拶。また人に挨拶を返さない
　こと。無愛想。～na　m覗N．無愛想考（？ee－
　soomueiの紺）。
hu2eesOO⑪（名）無愛想。～na．無愛想な。
buhjoosien（名）折が悪いこと。あいにく
　なこと。，iihjoosi（女子機会）の対。～，3a－
　teesa’謳a．あいにくだったねえ。
bu量①（名）棒切れ。短い棒。長い棒はboo，
　竹などの細い棒はbuciとい5。～muQ－
　ei？uujUN．棒切れを持って追いかける。
　ん＄aa短sugujUN．棒切れでなぐる。
bui①（名）粥あげ。罰として行なう。bui－
　do◎ともし・5。～giCUN．胴あげにしてこ
　らしめる。
一bili（接尾）ぶり。一huunaaともいう。？u－
　hUQcubui（おとなぶること）など。
buidoo⑪（名）胴あげ。〈i）ui　doO（buiだ
　ぞ）。罰として行なった。b滋と同じ。
bukaQkoo⑪（名）不格好。～na．不絡好
　な。
bukariien（名）不吉。縁起の悪いこと。
　ka通（嘉例）の灼。一vna玉｛就u．不吉なこ
　と。
buk董⑪　（名）　桃色。　うす赤い色。　淡紅色。
　buki？iruともい5。
buki？iru⑨　（名）buki　と同じ。
至｝ukubukuu（①　（名）　bukubukuzaa　と同
　じ。
buktibllkuzaaen（名）茶を泡立てたもの。
　茶せんで茶を泡立てて，椀に盛り上げ，そ
　の上に南京豆などを置く。夏の清涼食品と
　して，女・子供などに好まれる。bukubu－
　kuuともいう。
bukukuei⑨（名）㊦不愉快。～na　MiiN一
　ka圭？輪砿不愉快な自に会って。◎病気な
　どで，気分が悪いこと。～，jata亭iga？i－
　hwi’jul〈utakutu　nootaN．気分が悪かつ
　たが少し休んだので直った。
bukutoo①（名）でぶ。ぶくぶく太った人。
buk懸u⑨（名）不器用。～箆a　mUN．不器用
　な者。
bUN⑨（名）0身分。～nu？aru　Qcu．身
　分の高い人。◎身分にそなわる品位。晶
　格 名分。～？u七us画N・無位を落とす。
　徳をなくす。～taeuy・　・（事が明らかとな
　って）名分が立つ。samureenu～mUe－
　eUN．士族としての勢分と最位を保つ。
　夢iiganu～lnucijuusaN．兄としての貫
　藤を保てない。㊤分。分け髄。取り分。ま
　た，分量。～nu？uhusaN．分羅が多い。
buN⑨（名）盆。群議盆：会。？US500roOと
　もい5。
b蟻N①（名）盆。食器などを載せて遅ぶ道具。
bUN？agai⑪（名）身分が上であること。
b NciN⑪（名）文鎮。
bUN2i’rimi⑪（名）盆の費用。
bUNkaku＠（名）身分と家柄。～nu？arU
　（）CU・身分や家柄のよい入。　caaru～nu
　mu±Nga．どんな身分・家柄の者か。
buNklJll⑨（名）文庫。書類を入れる箱。本
　箱。
bUNma”e圭⑪（名）盆の市。盆のために開か
　れる市。盆に用いる胡町・食品・玩具など
　が売られる。
buNme’e⑨（名）盆の醗。年の暮れととも
　に最も忙しい時。
bUNmucaa⑨（名）気取り屋。貫緑を示した
　がる者。品格・体面を保ちたがる者。
bUN　niN⑨（名）［凡人］位のない普通の士
　族。
baNnoo⑪（名）煩悩。心を煩わして，悩む
　こと。？uja～Qkwa　cikusjoo，親は子
　のために心即するが，子は親を思わず畜生
　醐然。
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buNSftN⑪（名）庭池の中にある石。
hU灘ee①（名）文才。～nu？aN．文才があ
　る。
hUNtukit③（副）髪が乱れているさま。ぼう
　1ま5Q　karaziN　～　natoosa．　凹目ミζまう‘蒙
　5になっているよ。
bu醇ee⑪（名）分際。勇のほど。
bUNgei’kee（名）盆の時に使う金銭や愚物。
もUNziM⑪（名）盆を期限とする半年の決
　算。盆限りの意か。
bUNziri①（名）棒切れ。いったん工作した
　棒切れをいう。そうでないものはkiiziri
　（末切れ）。
一biiQkwa（接尾）ふくれたところ，かたまつ
　たところなどの意を表わす。ciibUQkwa
　（乳房，おっぽい），hanabUQI〈wa（鼻のふ
　くれ，鼻），taabUQkwa（たんほ，田がか
　たまってあるところ）など。
bUQpeoem（名）仏法。学問ある人の使う語。
もUQtakwa’Qta⑪（副）べたべた。粘りつく
　さま。
buQlarakeo⑪（名）でぶ。でぶちん。丸丸
　と太った者。子供などについていら。bu噺
　£arakuu　ともい5。
bUQtarakiiu　（D（名）bUQtarakooと同じ。
bUQteeas（名）でぶ。太った者。　bu（～tara－
　kooともいう。
bUQtii①（名）捨てることの小児語。　　～
　sjUN．捨てる。パイする。
bUQtuu　ew（名）丸くふくれ上がったもの。
　いぼ・こぶなど。
bUQtuuhwi「Qtuu⑨（名）v・ほいぼ。丸くふ
　くれたものがいくつもあること。また，そ
　のさま。また，いくつもあるいぼ。
bura①（名）法螺（ほら）。ほら貝の笛。綱
　引き・村芝居など，にぎやかな行事に吹き
　鳴らす。
buraa①（名）gakU｝）Ul’a（楽器の名）を奏
　する楽人。
一buraari①　（接尾）　不足。　tiiburaarii　（手
　不足），kamiburaari（栄養不良），　kUN－
　cibu・raari（根気不足）など。
buraa；rij！iN①（自＝1’il’aN，＝Qti）足りな
　くなる。不足する。haNmeenu　buraaQ－
　toON。食糧が不足，している。
もurabura①（副）eよろよろ。ふらふら。
　よろめいて歩くさま。，wiiti～．酔ってふ
　らふら。◎よちよち。幼児が歩くさま。～
　？a　Qcur　．よちよち歩く。
buraburaa？aQCi⑪（名）よちよち歩き。
buragee⑨（名）e法螺貝。笛としてはbu－
　raという。◎体が大きいのに何の役にも
　立たぬ者。うどの大木。
bura量韮⑰　　（名）　　色気違㌔、。　　色｛胃狂。　　bura？ii
　かもしれない。男についていう。女につい
　てはk樋buriなどという。
bzn’aisaral①（副）老人・病人などがひよこ
　ひよこ歩くさま。
burasaiN①（形）力量・修養などが足りな
　い。また，頼りない。安心して任せられな
　い。，wakasanu～．若いので頼りない。
も毘ari一（接頭）むらがる意を表わす接頭辞。
　buribusi（群星），　buri？Nma（その項参
　照）など6
huribUsi（i）（名）群星。たくさんの星。　tiN－
　nu　一vja　’j’umiba　’jumarijuN，　？tijanu
　’jUSigutuja’jurrliN　nara．N．［天の群星や
　読めば読まれゆん　親の寄せ言や　読みも
　ならぬ］天の群星は数えれば数えられる。
　親の教訓は数えることもできない。　　　’
もurlgiiclaci①（名）身の毛がよだつこと。
　ぞっとすること。～sjUN・
burigiida＝cuNO　（va　＝taN，　＝Qci）　buri－
　giidaci　sjUNと同じ。
biiriiWt（名）無礼。失礼。敬語はgubuxii。
　～na　mUN．無礼な者。　kunee三aa～Qsi。
　先だっては失礼した。
burijasici①（名）ひとところに密集してい
　る家。多くは貧民窟。
b穏r圭ki⑪（名）〔新〕ブリキ。もとはsicita一
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　Nganiといった。
b群i磁茎eekU⑪（名）〔薪〕ブリキ塵。
hurin抽典④（名）人が大勢集まること。～
　，jaN．たいへんな人出だe
buri？NmaG）（名）群れ馬の意。競馬が終わ
　つたあとなど，たくさんの馬が入り乱れて
　駆：けること。～sjUN・たくさんの馬を走
　らす。
bu鍮h職⑩（名）無作法。ぶしつけ。～na．
　無作法な。
b鷺山醸⑪（名）〔瓢〕無沙汰。元来はsataN
　徽e3N．　というQ
b嚇eewee⑪（名）ふしあわせ。不幸。～na
　Qeu・不幸な人。
わ掘i①（名）達人。武芸・唐手などのすぐれ
　た者タ大力のある者などをいう。武士の転i
　意。
hu§i¢i⑪（名）好きでないこと。きらい。食：
　べ物についていう。その反対はzoogu．
　’waNnee　salcee～’jaQsaa．わたしは酒
　は好きじゃないよ。～lla　saki　siiraQti．
　きらいな酒を強いられて。
hus董zoo⑰（名）［不修行］不粋。やぼ。世
　聞知らず。busizooniiseegwaa．世閥知ら
　ずの膏二才。～na　maniikata．不灘なも
　のの醤い方。
一busjax’（孤島）たい。…したい。鋤詞の「連
　環形」について希望の意を表わす。？ieibu－
　sjaN（行きたい），1蹟ibus鉾N（見たい）
　など。，L顧ui　niiibusjatakutzi？NzaN．
　踊りを見たかったので行った。，厭u漁U
　miibusjaN．踊りが見たい。，adui　niiibu－
　sja　s500ru　Qeu．踊りを見たがっている
　人。
h量晦oo⑪（名）物覚えが悪いこと。～lla－
　toesa．物覚えが悪くなったよ。子供など
　についてはs30Qnu　neeN。という。
buta一一，一buta（接顕・接躍）豚は？waaと
　いうが，三州語にはbuta？aNda（豚の
　油），butaju（豚の油），　sjuubR頴（豚肉
　の塩づけ）などの語がある。
buta？aNda⑨（名）豚の油。ラード。　buta－
　juともい5。
butai？aQtami⑨　　（名）　月秀ミ肉o
buSaa⑨（名）でぶ。太っちょ。
butaaktt⑰（副）太く。厚く。butakuと岡
　じ。but翫kUくbutasaN
b麗a栂⑨（名）buta？aNdaと岡じ。
butaN⑦（名）牡丹。観賞用に鷹に栽培す
　る。
h磁酒koo⑪（名）菓子の名。米の粉をおも
　な材料にして，戦丹の花の形に作って彩色
　したもの。乙鳥用。
butasaN①（形）太っている。肥満してい
　る◎butaku　najUN．太る◎
至｝掘ee①（名）舞台。
b双tee＝∫眼潤⑰　（霞＝raN，＝ti）muteejuNと
　1司じ。
b藤bu磁鎌①（副）でっぷり。太っている
　さま。～sjOON．でっぷりしている。
h双搬も撚uu⑥（名）㊦豚の白い脂肉。◎脂
　肪ばかりのもの。㊧ぬかるみ。二面。～
　kUuZuN・ぬかるみを漕ぐよ5にして行
　く。泥潭ひざを没する。
1｝Nlllll①（名）太った者。でぶ。　kweetuu
　ともいう。
b秘u⑪（名）水・湯の小児語。buubUUとも
　いう。
huu⑨（名）人夫。人足。
buuh｝itien（名）水・湯の小児語。　bUUと岡
　じ。
buubEmu⑪（名）三三療法（buubUu撫z玉）
　に用いる竹筒。
蓋）撮由“u①（副）激しく風が吹くさま。ま
　た，虫などが群がって飛ぶさま。びゅ5
　びゅ5。ぶんぶん。
buuhuu罐aku⑰（名）厭の一種。四角い大
　’きなたこで，紙ひもがついており，それ
　がbuub“uと鳴る。
buubuunuzi⑪（名）三曲で行なわれている
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　吸血療法。欝血した所を少し傷つけ，短い
　竹「筒（これをbuubuuという）に泡賂を
　入れて火をつけ，竹筒の中の空気を稀薄に
　して傷口に押し当てて，吸血を行なうも
　の。
buubimtuubee⑨（名）ぶんぶん群がるこ
　と。蜜などが乱れ飛ぶこと。また，子供な
　どが群がること。～sjUN．ぶんぶんと群
　がる。
buusaa⑨（名）じゃんけんの一種。虫けん。
　日本本土の虫けんとは逆で，親指は人さ
　し旛に，人さし指は小指に，小指は親指
　に勝つ。子供は一本勝：負，おとなは二庫勝
　負で事を決する揚含が多い。酒宴などで興
　を増すために行ない，負けた者が酒を飲ま
　されたりする。buusaaganasii（菩薩）が・
　親指・人さし指・小指の三本を出しているの
　で，それに由来する語だとい5説がある。
buusaagaR．fts量蓋⑨（名）菩薩様。
bu薦嬉繊「誌脇⑨（副）がやがや。大勢が騒
　ぐさま。～sjUN．
buuw㌶a⑨（名）人足労働。いやしい下等
　の労働。
buzi①（名）無事。変事・過失などがないピ
　と。～jataN。無事だった。一vni　gica－
　ga’ja翫・無事に着いたかね。
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caa⑨（名）茶。
caa⑨（∋（副）いつも。常に。～？anu　mici
　tuujUN．いつもあの道を通る。～ja
　？anee？araN・ふだんはそ5ではない。
　◎（接頭）いつも…し通し．…し続けの意
　を表わす。eaa？azikai（預かり通し），
　caa？ici（行きっぱなし，行ったづきり），
　caahwiNgi（逃げ通し），．caahaaee（走り
　続け）など。
eaa①（副）どう。～ga．どうか。どうだ。
　～ga　sai．いかがですか。霞上に対して男
　カミいう。　女は　～ga　tai．　という。　～　dee－
　biruga．いかがですか。～ga’jara・どう
　なのだろ5。～？atee堪nuga．どらした
　らよいかしら。多く女が言う。～Qsi．ど
　弓して。なぜ。～Qsi？aN？juga．どう
　してそ弓臭うのか。～sjuga．どうする
　か。どらしょ5か。～Nnaxa＞T．どうにも
　ならない。～NneeN・どうもない。何と
　もない。大丈夫だ。
一eaa（接尾）たち。ら。複数の人を表わす。
　’wax’iabiNcaa（子供たち），？uj　anucaa
　（親たち），dusinucaa（：友人たち）など。
　複数の人を表わす接穂辞には一taaという
　形もある。
caadiN①（副）何と．も。　eaadUNdiNともい
　う。
eaaduNs　diN①（副）イ可とも。～？3araN．
　何とも言えない。nuuduNdiN？jaraN．
　ともいう。
caagana①（副）どうにか。なんとか。～
　narani．なんとかならないか。～QsL
　どうにかして。？uraNdaNkai～Qsi？i－
　karija　saNga’jaai酉洋に侮とかして行
　けないかなあ。
caagi①（名）いぬまき。棋の一種。末材は
　固く淡黄白魚で，沖縄塵の最上の薦材とな
　る。
e ag孟b．ftaja①（名）caaglの柱。
caahwiihwiien＊（副）ごたまぜ。まぜこぜ。
　区別なし。平等。帳消し。caahwiitooと
　もい5。’iiQCUN’jalaQCuN～・善人も悪
　人も一一漉くた。？week謡CUN　hwiNsu℃1－
　munuN～・金持ちも耐乏者も平等。？ira一．
　tai　？iraacai　eaQsaga　natoora　’waka－
　raNsiga，　naa～’jaa。　貸したり借」りた
　りいくらになっているかわからないが，も
　う帳消しだね。
caahwiitoo　L）（副）caahwiihwiiと岡じ。
一caa圭（接鷹）e切断したもの（太の枝・砂糖
　きび・布など）を数える愚痴辞。30センチ内
　外の長さのものを多くいう。cucaai（一切．
　れ），tacaai（二切れ），　cucaainakara（一
　切れ半）など。◎霞畑の小区画を数える接
　屡辞。Cuciri（一枚）の中のわずかな面積
　をいう。
caa＝ju“r①（自＝raN，＝ti）消える。火につ
いて多くいう。姿が消えることはmiiraN
　najUN．（見えなくなる）などという。caa－
　tai　gik3tai・消えたりついたり。
eaajntijaa⑨（名）湯こぼし。飲み残しの
　茶をあけておく器。一ju七ijaa＜，jutijUN。
caakab量⑨（名）紙の一種。わら製で，黄色
　がかっている。茶・菓子などの包装や，張
　り子などを張るのに用いる。
caakasiew（名）茶かす。茶がら。
eaakiO（副）すぐ。じき。　sigUの方が上
　鹸な語。hwiNbinoo～～．返済：は1すぐに
　するもの。
caa登ugu擁⑨（名）茶のおり。　gu践は，か
　す・沈澱物。
eaanusiN⑨（名）茶柱。俗に吉兆とする6
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・eaaN⑪．（名）ちゃほ：（矯鶏）。
・caaNkaaN①聡a燃N⑪（句）ど5もこらもな
　らない。どうしょうもない。
・cqaraa⑨（名）濾いため。油でいためたも
　の。
eaame訟ra⑪（副）油で揚げる時の音。
・eaaru①（連体）どんな。～，wakiga．どん
　なわけか。～？aNbeega．どんな鞍配か。
・caas量①G罰）ど5して。ん？翫NS3uga。ど
　うしてそうするか。
¢aas娘①（副）どうしても。～？ieUN．ど
　うしても行く。
・ca猫董Nk蹟s量N①（副）どうでもこうでも。
　何としても。
・eaεls董4量1⑪（名）消し炭。
・eftas．iukia①＊（測）どれほど。どんなに。～
　？UQgjaga，担a．．どんなに嬉しいだろう。
個a＝s麺N①（他TsaN，二ci）滴す。火につ
　いていう。
cabUA’⑪（名）茶盆。
舩daki⑪（名）どのくらいの丈。どのくら
　いの蕩さ・長さ・へだたり。～？aga．ど
　のくらいの丈があるか。
・eadee⑪（名）茶托。
・cadoogu⑪（名）茶道具。茶器。　cabUN（茶
　盆：）lcuul〈aa（急須），　cawaN（茶碗）の
　類。cawaNdooguともい5。
．．cagatoo⑨（名）どのくらいの遠さ。どんな
　遠方。どんなに遠く。～，jatiN？ieUN．
　どんなに遠くても行く。
¢agwasi⑥（名）茶菓子。
・cah3N⑨（名）脚絆。　eahwaNともいう。
．eahwaN⑨（名）cahaN　と岡じ。
£ahwi⑨（名）caQpiと同じ。
eaku①（名）e客。．◎娼妓の客。
cakucakuu⑨（名）軽はずみな者。そそっ
　かしい者。そこつ者。caQkujaaともい
　う。
cakumaga①（名）嫡孫。嫡子の嫡子。　ca－
　kusi？Nmagaともいう。
cakusi①（名）嫡畢。家をつぐ長男。　caQci
　［嫡系］ともし・う。
eakusi？Nmaga①（名）cakumagaと同じ。
camisi①（名）どれほど。いかほど。～RU
　kuむu．どれほどの．こと。～najuga．ど
　れほどのことができるか。大したことはで
　．きまい、，
caniisilca①（名）どれほど。いかほど。大
　したことはないの意で多く用いる。cami－
　sikaa？al”aN．大したことはない。～nu
　muNga・いかほどの者か。大した者では
　ない。
eanagi⑪（名）どのくらいの長さ。どれほ
　どの蓬さ。～？aga．どのくらいの長さあ
　るか。～？atiN・どんなに長くて屯。
c鋤U①（連体）どの。～QCU・どの人。
cazzubaa①（名）どの場合。
canugutoON⑪（〈canu÷gutOON）どんな
　である。どんなふ5である。（ただしこの
　形ではいわない）　canugutooru．どんな。
　どのような。canugutooga．どんなか。
　どんなふうか。
c3蹴狸gutoor磁匡⑥．．．（名）どんなもの。どんな
　ふうのもの。～ga．．どんなふうのものか。
canugukl⑪（副）どのよらに。どんなふ5
　に。どんなに。～Qsi．　sjuga．どういうふ
　5にしてするのか。～？UQS．iag’a’jaa・
　どんなに嬉しいことか。
canujoo①（名）どのよ5。やや文語的な
　語。～na．どのような。～nしどのよ弓
　に。　caaru，　canugUもooru，　canug観tu
　などというのが普通。
camlQcu　an（名）どの人。その揚にい合わ
　せない人をさしていう。面前ではzinUQcp
　という。
eanusjaku⑪①（名）どれほど。どのくら
　 。二四・程度などについてい5。～nu
　kuむoo？araAT．大した．ことではない。
nusjuka①（蔑D　caasjukaと同1二。
canutuei①（名）いつ。なんどき。
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caN①（名）喜屋部P（（　tS　＞＞参照。
e盆N①（名）喜量武。＜＜　tS　））参照。
cal　eal　？Nma’gwaa⑨（名）おもちゃの小
　罵。動かすとチャンチャンと鳴る仕掛けが
　あるのでいう。
caN勲k震s薮⑪（名）と5ごま。箆麻（ひま）。
　ひまし油を取る植物。果実は金米糖状で，
　美しいので．qurigwaakauQkuuともい5。
caN　ktemug⑥（名）子供のする賭けごとの
　名。eeNkuruuともい5。拳で．勝った春
　が皆から集めた’厘銭を手にのせ，石臼の
　上に軽く投げ，裏・返ったものを取る。皆が
　懸鯛残った銭で同じことをする。明治の中
　ごろまで旧正月に行なわれていた。
馨N妻煎量sac量①（名）喜屋武賃笥：。沖縄伊欝継端
　の岬。
．eaNx］a①（連体）どんな。　caawuを多く用
　いる。
醸K滋盆書eε⑪（名）どんなに長い閻。どのく
　らいの時闘。～naao．cootaga．どんなに長
　く待っていたか（海賊および反語）。
ca翼ユ1a錘擁墨f理⑨（麹＝raN，＝ti）うっちゃ
　る。投げ捨てる。捨ててしまう。？UQcaN－
　gi3UNともいう。？aNneeru’uucirisa－
　bagwaa　nuu　sj　uga．　eaNnagiree．　’jo－
　SjOki’」00SjOki？U］ri麟kiNna，jOO…そん
　な緒の切れたぞうりなど何になる。捨てち
　まえ。まてまて，それを捨てるなよ…（廃
　物利用の歌）。
eaNneei’u⑪（連体）．どのよ5な。どんな。
　～kutuga．どんなととか。
call　Puru猛⑨（名）料理名。豆腐・野菜など
　の瞬いため。中国からの借用語らしい。
闘蹴u①（副）ちゃんと。きちんとρ予想し
　た通り。karaziN　cinUN～Qsi？ikee．
　髪も着物もきちんどして行け。
caQC量⑨（名）〔嫡系］嫡子。あととり。ca－
　kusiとも／，　Nう◎
㈱QC量2usiku㎜i＠（名）嫡子をないがしろ
　にして次男などを立てること。廃嫡。
caQk痴a謎⑥（名）おっちょこちょい。そこ
　つ者。
caQpeei’u⑨（連捧）どのくらいの。　どれほ
　どの。～燃UN，ja．ga．どれくらいのもの
　なのか。
caQ画⑨（名）どれほど。どのくらい。どれ
　だけ。量・大きさ・程度などについてい
　う◎～？aga．どれほどあるかQ
caQS叙①（名）どれくらい（の数量・程度）。
　どれほど。いくら（の傭1段）Q？tmU？i，i　00
　～ga．その魚はいくらか。～？UQsjaga
　jaa．どれほど嬉しいだろうか。
eElq．S．RI①（副）いくらでも。無翻隈に。ど
　れほどでも。～koojUN．いくらでもたく
　さん買う。
CttQsaNkaQsarT①（副）いくらでも。無制覇
　に。やたらに。～kooinee．mueijuusaN・
　いくらでもやたらに買うと持ちきれ．な
　い。
一聯繊（譲羅）按司（？azi）の意。’wal〈acava
　（藩按司），，unazara（接罵の妻）など。
easRklgew（名）どんなに多く。どんなにた
　くさん。　どれほどの量。　～nu　Qcunu
　 ootag ．入がどんなに多く来ていたか。．
cata．N⑨（名）北谷。《塘》参照。
e too⑨（名）〔茶湯〕霊前に供える茶。普通
　｝まr～uca七〇〇とい5。
canvalgi⑨（名）茶請け。普通？ucawakiを
　多く細いる。
cawaN⑪e（名）茶碗。茶を飲む器。◎（接
　躍）飯などを数える語。一杯。cmcawaN
　（～杯），taeawaN（二杯）など。上層の人
　は飯を？ubUN？ucawaN（misizawaN）
　に盛るのでこう数えるが，下層の人は？a－
　xamakaiに盛るのでCUIIiakai，　tamakai
　のように数える。
cawaNdoogu⑨（名）茶器。　cadoOgUと岡
　じ。
eee①（感）おや。おお。まあ。珍しく思った
時，感心した時などに発する語。男女とも
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gibiSa量？疑騒bi
　使う。～hwirumasii　mUN．おや，珍し
　い。～cuyasaN．おお，美しい。
ceNkuvuu⑨＊（名）caNkuruu　と同じ。
ceQkuNsiN①（名）［接巨船］進貢：船（C量N－
　kUNsiN）を迎える一霞で，翌隼中国へ行
　く船Q貿易を行ならのが霞的で，名髄は口
　実のためにイ寸けたもの。
一gi（接尾）一つ，二つ…の「つ」に当たる。
　ものの数。薙齢などを示す。tiigi（一つ）
　からi〈ukunv．gi（九つ）まで，および？i－
　kugi（いくつ）に付いている。
gSbaci⑪（名）つばき（椿）。
ciba＝ju，N’①（慮＝raN，＝ti）がんばる。精
　出して働く。eibajumi．働いているか。
　霞下の働いている者へのあいさつ。隠上の
　働いている人へは，？ucibaimiseebiimi．
　とい弓。　，jaa？ajameeju，　，3agati　cina－
　muxaja　tajilizima　demunu，　？ueibai－
　nlisjoori？utumU　S謳bira．〔やああや前
　よ　やがて喜名村や　たより島だいもの
　御気張よめしやうれ　御供しやべら（大規
　敵討）］ねえおかあさん，やがて着く喜名
　村は縁故のある村ですから，がんばって下
　さい。お僕…しましようQ
gibana⑨（名）あざみ。とげがあるので，
　，Nzigleaa（とげの付いたものの意）とも
　いう。
eibana⑨（名）知花。（（　eg　））参照。
cibanajaci⑨（名）知花焼き。中頭郡美里
　間切知花村に産する焼きもの。土と焼き方
　に特色があり，珍重された。
gibi①（名）e尻。～giciis圭jUN．尻餅をつ
　く。～nu亙くaQsaN．（女が）尻力｛軽い。浮
　気である。（gibigaQsaNとは異なる）◎
　器物などの下部。底・末端。㊧末尾。結
　宋。しまつ。～nu　neeN．あとしまつをし
　ない。～NciriraN．煮えきらない。あいま
　いではっきりしない。cibiN　eiriraN（気
　味も切れないの意か）ともいう。⑲びり。
gibigaqsaN①（形）気軽に動く。
gibihugibaak量①（名）∈）底抜けのざる。◎
　転じて，しまりのない考。助力のしがいの
　ない者。
gibikttc量①（名）尻と口の意。つじ：つま。次
　の筍で用いる。～nu？ataxaN．つじつま
　が合わない。尻と1：iとが合わない意。～一
　nu？aaraNともいう。
glbikiユkuitm（名）しめくくりQ結末。結
　着。
9泌汰u腿①（名）びり。また，簸下等のも
　の。
gibiku＄uk亙◎（名）e玩ぬく“いをしないこ
　と。また，その者。◎仕事のしめくくりを
　しないこと。また，その考。㊧びり。びり
　の者。
g b nizik・ii⑪（名）いざり。膝行。また，い
　ざる考。幼児の膝行はgibiSUNcaaとL・
　う。
g泓山膚落U3aa⑨（名）人の失敗などのあとし
　まつ。尻ぬぐい。また，尻ぬぐいをする
　者。
9’奄b奄獅浮№父ｶsui⑨（名）尾砥’轡。
9隻｝｝IXitiniaai⑨（名）直腸（の粘膜や無派）。
　～nugasjuN．脱鷹する。
φ聴mn議⑪（名）肛門。
gibi2NbusaN①（形）無精である。骨惜しみ
　をして働かない。尻が重い意、
eibiQsaN（i）（形）きびしい。厳格である。
eibiraasjaN⑨（形）きびきびして気持よい。
　てきぱきしている。かいがいしい。
gibisagui⑪（名）ようすをこっそりさぐる
　こと。
gibisazircaa⑪（名）現がやせてとがった者。
gibisu“’eaa⑨（名）eいざり。膝行。幼児な
　どがすわったままで進むこと。また，その
　者。◎仕事などのしめくくりをしないこ
　と。また，その者。
g蜘量ta蓋①（名）尻べた。尻たぶ。尻の肉の
　垂れ下がった部分。
gibitai2uubi⑪（名）尻の方にさがった苗。
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愈量も量taN｛墨a
　またそのような，男のだらしない絡拝。
gibitaNda①（名）尻べた。尻たぶ。尻の肉
　の多い部会。
gibitaQcuuen（名）尻のとがった者。尻の突
　き出た者。
eibilaQtuu（E（名）うつぶせになり，尻を高
　く持ち上げること。
φbi撫ga∫aa⑲（名）寝てばかりいる無精
　者。ものぐさ。尻がとがっているため坐れ
　ないかのように，寝ている者という意味。
cibjoo①（名）仮病。5その病気。　gukui－
　jaNmeeともいう。
cibjoo①（名）気のやまい。気やみ。心配か
　ら起こる病気。神経衰弱。cijamiともい
　弓。
e亘ba①（名）el壼。？＆Ndag蜘斌（淘壼）など。
　◎酒杯。
・gibu①（名）つぼ。灸をすえる揚所。灸点。
｛gibu①（名。接屡）揮。土地の弼積の単位。
　口語では畝・段などは使わず，すべて輝で
　いう。cugibu（一蝉），　tagibu（二坪）な
　ど。
’gibudiikuru①（名）eつ1まどころ。灸点。
　灸穴。◎急所。ltucidul｛uruともいら。
・9三bui①（名）壼折り。着物の裾を折りから
　げること。尻からげ。裾全体を折りまげて
　帯にはさむ。日塞流に後ろの裾だけをから
　げることには’jaiwaatugibuiという。
gibujajaci①（名）三皇焼き。　gibu，ia（那覇
　の近くの地名）で焼く陽器。
：gi’bujamaci⑨（名）鞠器市。瀬戸物市。～一
　nu　gutoosa．足の踏み揚もない。
やもum董⑪（名）蕾。多くは111UQkZluとい
　う。
gibu＝nUN⑰（自＝ma．xr，＝di）蕾む。蕾とな
　る。gibudi，uru　hana．［つぼでをる花コ
　蕾んでいる花。
giburtx⑪（名）θ頭。つぶり。～nu，謳nu－
　N・頭が痛い。～nu？Nzukiwadu　gUUN
　？NZUCUI’Xl．（諺）頭（かしら）カ｛動いて始め
　て尾（手下）も動く。◎ふくべ。ひょうたん。
　実は若い5ちは食：用にし，熟したのちは中
　をくり抜いて容器とする。また，その容器。
　形が頭に似ているのでいう。杓子型のもの
　をいい，ひょうたん型に中央がくぼんだ形
　のものはhjootaNgiburuという。
gibm’ugaQpai＠（名）鉢合わせ。二人が頭
　をぶっつけ合うこと。
giburugUu⑥（名）頭。多くは卑称として用
　いる。～，warariN　doo．頭を謝られる
　ぞ。頭をたたき割ってやるぞ。
9沁urujaN⑪（名）頭痛。
gibuvu2Nbuu⑨（名）頭カミ重し・こと。頭カミ
　重く気分がすぐれないこと。
giburusaaee⑨（名）子供の競技の名。帽子
　とりに似て，相手の頭に触れたら勝つ団体
　競技。一saaeeはさわり合い。
g山川usjookaN⑨（名）〔頭傷寒］脳脊髄膜
　炎。脳膜炎。
gihttrttwaaee⑨（名）ごつた返しの混雑。
　狭い血潮で大勢がひしめき合うこと。頭の
　割り合いの意。
giburuwai⑥（名）頭翻り。人数割り。gizi一一
　waiともいう。
？icate”a＝juN①（他＝1’aAT，＝ti）つけ上がる。
　増長する。
gicagi＝juN①（イ廷1　＝1・aN7＝七i）押し上げる。
　背負っている子がずり落ちそうな時に押し
　上げる場合などにいう。
gicagimoosjagi①（名）告げ口。陰口。
ciearamuucii①（名）eikayamuuCiiと同
　じ。
eicarukakita①（名）（貧乏で，または旅先
　などで）着替えのないこと。着たきり雀。
　～Qsi？aQCUN．着替えのない生活をす
　 。
eieasaN⑪（形）近い。　cikasaNともい5。
eica2UNpa｛laNem（名）御近親。近い御親
　戚。？ NpadaNは親戚の敬語。
g呈ci⑨（名）e（天体の）月。◎（暦の）月。
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9igiN
9圭ei？aki＝juN①（他＝raN，＝ti）さっと開け
　る。荒荒しく開ける◎
gici？atai⑨（名）突き当たり。行きどまり。
giei？ata＝jUNO（自＝raN，竺むi）e突き当た
　る。衝突する。◎行きづまる。
e量cibux’i①（名）聞き惚れること。
gic壼busuku⑪（名）早産。月不足の意。
eieica　kuN①服eeN⑪（句）聞きたくもない。
　聞き苦しい。聞くにたえない。
gigicidui⑲（名）闘鶏（taucii）で，けんか
　をけしかけるため，一羽を捕え，他の一羽
　をつつかせること。また，その鶏。gigici－
　dujaa　ともい5。
gigicidhijaa⑪　（名）　∈）giglcidul　と同じ。　㊥
　転じて，穣手にけんかをけしかける者。
cigiciN＝el！N⑰（他＝kaN，＝C圭）早きこむ。
　盛んに咳をする。
gigi＝cuN⑰（他讐kaN，＝ci）e（人・ものを）
　つつく。また，こづく。こづきまわす。◎
　ついばむ。（鳥が）つついて食う。
§iφ＝CUN⑪（他t・kaN，＝ei）咳きこむ。続け
　ぎまに咳をする。saQkwii～・咳きこむ。
gigigani①（名）つり鐘。つき鐘。
¢ic量9UN①（名）聞いただけで返事をしない
　こと。相手にだけ言わせ自分は黙っている
　こと。
cicigurisjaN①（形）聞きにくい。よく聞こ
　えない。
eieigutu①（名）聞きもの。音楽など聞いて
　楽しいもの。
£iclhanageeen（名）突き放し合いの意。遊
　戯の名。相費して一方の手で縄を引き合
　い，他方の手で突き合5遊iび。
gicihanamS．iUN①（他＝saN，＝ci）突き放す。
　突っぱなす。
gicihuga＝sjUN㊥（他＝saN，＝ci）突いて穴
　をあける。
£igihuri＝juN①（自棚a｝ζ，二ti）聞き惚れ
　る。聞いてうっとりする。
’gic量hwi⑪（名）月奏。
gicijllNhwiijliN⑨（副）月を数え，　Hを数え
　て待つさま。待ちに待って。指折り数えて。
蜘三ka面弓UN①（他二raN，鴇ti）（頭上のも
　のを）頭で突き上げる◎
gic濫aNS域犠N①（他＝raN，：ti）おっかぶ
　せる。次から次へとおっかぶせる。sigu－
　tu～．仕事を次から次へとおっかぶせる。
　cii～．乳が出過ぎて，小児がのどをつ
　まらせる。
gieikazi⑭（名）月影。
cic鰍ees蒸ge「esi①（副）何度も開き返して。
cicikee＝sjuN①（他二saN，＝ei）開き返す。
gicikuei⑨（名）付け根。　mumunu～．も
　もの付け根。
giclkuei⑪（名）終点。行き着く所。
gieikuzi＝jUN①（他＝τaN，＝ti）突きさす。
　突いてくじる。
cic韮maa　・juN①　（他＝raN，”ti）聞き國る。
　秘密などを，あちこちから聞き出す。
cicimacigee①（名）聞き間違い。
gickiii⑨（名）月見。
gigimi⑪（名）包み。　gigiNと同じ。
gie藍mtlee⑪（名）毎月一一回開く組織のmuee
　（無尽講）。
gieinaga㎜i⑨（名）月見。
c嚢cinaga譜sjuN①（他＝saN，＝e圭）聞き流す。
　聞き捨てにする。
gigini①（名）狐。沖縄にはいない。入をだ
　ます動物として話に出る。
gieinii⑨（名）戊（つちのえ）。十干の一つ。
eicinikusaN①（形）聞いて駿が立つ。聞い
　ただけでも憎い。
gi¢量nu2amagasa⑪（名）月紫（つきがさ）。
φcinujuu⑪（名）月夜。
gicinukaazi⑨（名）月ごと。毎月。
gie董lllMluN⑪（名）月のもの。月経。　zuu－
　guniei　ともいうQ
gigi＝nttN　ew（他＝maN7＝di）包む。
gicinutu⑰（名）己（つちのと）。十干の一つ。
gigiN⑨（名）包み。包んだ物。　gigiMiとも
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?cleiNtaa
　いら。？ucukwiiziciN．（ふろしき包み）
eiciNtaa⑪（名）ciiciNtaaと同じ。
gici鱒⑨（名）月末。つきずえ。
gigisimi①（名）e言行をつつしむこと。つ
　つしみ。◎物忌み。
gigisi＝nuN①（他＝maN，・di）θつつしむ。
　礼をつくし，気を付ける。ひかえ画にす
　る。◎物忌みをする。
gicisiru⑨（名）〔文］［月代3尚巴志王が守
　護神として祭った神の名。～num＆m磁
　sidakasanu　mamuN　mil〈azi　tiriwatati
　kunija　marumu．［月代の守り軒高さの
　糞；物　悪影照り渡て　国やまるむ］月代の
　神の守りであり気高い偉入である尚巴志王
　の御威光が輝いて国はよく治まる。尚巴志
　王の三山統一一をたたえた歌。
cicisjuuraasjaN①（形）聞いて味がある。
　聞いて心をひかれる。聞きがいがある。
eici？ubi①（名）聞き覚え。前に聞いて覚え
　ていること。
eiei？uja①（名）〔文〕父親。
cici？utll＝sjllN①（他＝sahT，＝ci）聞き落と
　す。聞きもらす。
9量ei？uusi⑨（名）導き臼。　瓢ri？uu錘（摺り
　臼）に対してい5。
gic｛wai⑪（名）月塞り。月の数に割りふる
　こと。
cieiwaki⑦（名）聞き分け。了解し得心する
　こと。～nu　neeraN・聞き分けがない。
　わからず屋である。
ciciwaki＝juN①（徳ayaN，＝もi）聞き分け
　る。聞いて納得する。？iiwakiraa　cici－
　waki七i　tura＄ee．筋を立てて話した叩合
　には，聞き分けておくれ。
gieizimu⑪（名）近付いて来る人の心。次の
　句で用いる。～du　kanasja・近づいて来
　る者はかわいい。
cieizoozi①（名）聞きじょうず。
ci＝CUN①（勉＝kaN，＝ei）聞く。音・話を
　：耳にする。また，尋ねる。また，承諾する。
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kiQsa　cieaN・さっき聞いた。　cikasjUN・
　聞かせる。また，話して聞かせる。cika－
　YijUN　イ。聞かれる（受勢）。ロ．聞こ
　える。（cikwijUNは有名になるの意。）
　cikaa　cikuもukurun玲i七iri．（諺）人の
　非難・悪口などは，聞いたら聞いた所で聞
　き捨てにせよ。入に伝えるとやっかいが起
　きる。eikaN斑iNkuziraa　huunu？aN．
　（諺i）聞かないつんぼはしあわせである。
　聞けば腹を立ててやっかいになるだろ5。
　cieu u　mUNnu？ireejumま．聞いている
　者が答えるものか。聞こえながら知らぬ振
　りをして返事をしない者を皮肉に書つたこ
　とば。CiCOOti？UQSja　S300亭iga・聞いて
　喜んではいるが。おめでたのあった人に会
　い，まだお祝いに行っていない場合にいう
　 し・さつ。ciCOOI’i’300．おぼえてろよ。
　ciei？ucoori・〔文〕おぼえてやがれ。　eika－
　Ndaraa　cikaN　kwaNna．聞かないなら
　聞かないでいやがれ。’
ci＝euN①（自＝kaN，＝ci）禾壁く。効果があ
　る。kusuinu～．薬が利く。kazi～．利
　く。ききめがある。効果がある。（kaziは：
　意昧不明。単独では用いない）kazi　cieU－
　ru　kusui．ききめのある薬。caQsa？iciN
　kazee　cikaN・いくら言ってもききめは
　ない。
¢蓑＃CUN⑨（慶＝kaN，＝ci）θ付く。　duruntt
　～．泥が付く。Qcunu～．人が付く。人
　気が集まる。hwiinu～・火がつく。◎着
　く。舟・祷・人などが着く。？igi　s5uiNkai
　g caga・いつ首里に着いたか。
gi＝euN①（催＝kaN，＝ci）e突く。槍など
　で突く。O撞く。鐘をつく。
9董cu・“．⑭（名）月夜。
c羅纈④（名）落膿。がっかりすること。気
　落ち。eirudaiともいう。～sjUN．
c羅at量①（名）気立て。性質。心だて。～mz
　，jutasjaN。気立てがいい。
cideekuni⑪（名）人参。黄大根の意。
cii
gigaai①（名）交替。
gigaa＝j　llN①（自＝1・aN，＝ti）交替する。交
　替制で仕事をする場合などにいう。
gigaaru　tl　＠（名）交替。交替ですること。
　～Qsi　kaむa1通ra．交替でかっこう。
c…gaka隻①　（名）気カミカ、り。　～】窪a畠気カミカ〉り
　な。心配な。
cigaki①　（名）心がけ。～nu’j厩as3aN．
　心がけがよい。
cigaki＝juN①（他＝raN，；ti）精出す。（仕
　事などに）励む。
c｛9劉r1縦卸互N⑪　（自＝raN，　＝ti）　けカミれる。
　（宗教的な意味で）不浄になる。
cigee①（名）気分。～nu’3utasjaN・気分
　がよい。～sjUN．くつろぐ。
g量gee④（名）関節。つがい目。～darusaN．
　関節がだるい。～nu　haNdijuN。関節がは
　ずれる。
gigeehaNdaa⑨（名）関鎌がはずれた人。
cigee皿量⑨（名）差異。また，間違い。學igu
　wakajuru？atainu～，すぐ分かるほど
　の差異。saNmiNnal｛ai～nu？atee量gi－
　saN．計算に間違いがあったらしい。
gigi①（名）〔文〕告げ。告知。
gigi＝juN①（他＝1’aN，＝ti）告げる。知らせ
　る。
φ窮oo①（名）都合。
gigti⑪（名）しゅち（椋侶）。
giguci①（名）こ津朗商売によい雪占。人
　の多く集まるような所。さかり揚。もとは
　港の意。
gigucijukumi①（名）誕古“〕〔津に1横匿］港
　湾管理官。
giguciz．eebaN①（名）〔古〕［津目在番コ役
　所の名。港湾出入管理所。
9量9u＝職轍N⑨（他＝maN，＝di）（口を）つぐ
　む。黙る。
cigutu⑨（名）不吉を予告する怪しい音。
　夜中に棺桶を作る音・夜中の大勢の泣き声
　など。
eigwaN①（名）祈願。
e三gwaNztl①（名）祈願膚。神に祈願する所
　一般をいう。
cigweeimuN①（名）なま意気な者。横柄な
　者。eiigweemUNともい5。
eigwee＝juN①（自＝raN，＝tl）なま意気に
　なる。横柄になる。
gihsva⑪（名）津波。（（地＞＞参照。
gikwa⑨（名）津覇。穐D参照。
gihwahwa（①（名）つわぶき（植物名）。
gihwanahwa⑥（名）鋭才E波。（（地》参照。
gihwanuku⑪（名）津波古。《地））参照。
eihwaN①（名）帰帆。中国。日本本土など
　から船で帰ること。婦園。
cihwee①（名）〔気早コ意気込みがよいこ、
　と。～nu？aN．意気込みがよい。～na
　MUN。意気込みのよい者。
eihwiziNCD（名）〔聞得大君］きこえ大君。
　R9　EEの祖先を祭る神嘗。斎宮に梅糊する神
　職で，国家の宗教的元首である。代代，王
　の娘，または王妃，王の来亡人があたり，
　全国のnuuru（のろ）をも統御した。
cihwiziNganasi三①（名）cihwiziNの敬称。
cikwiziN？uduN①（名）［聞得大君御殿3　ci－
　hwiziNの住む御殿。また，　cihwiziNの
　敬称ともなる。
cii⑨　（名）　e季L。　撃L7卜。　～3駄？ami．　お季L｝ま
　出るか。～？UCUN・離乳する。乳を措く
　1意。～nu？eejUN．乳が出る。　O乳。罪し
　房。
eii⑨（名）慶伊瀬島。沖縄本酷と慶下甑列島
　（kirama）の中間にある小群馬｝。
cii①（名）酸。血液。～nu　ha5UN．」血が流
　れる。・vhwicaN．イ．　f斑を引く。血統
　を引く。V．（薬などが）気がぬけ』る。
eii①（名）気。「知に対応するがあまり用
　いず，cimu（心。「肝」に対応する語）の
　方を多く用いる。～ni　kanajuN．気に入
　る。心にかな5。～ni　giCUN．気がつく。
　気にとまる。
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蛎墨④（名）易。卦。～ta嫉5UN．卦を立てる。
eii一（接頭）鋤詞の前につき，…してしま5，
　思い切って…する，軽く…するなどの意
　を表わす。kee一と弾じ意味。　ci三kee3UN
　（替えてしまう），ciihaCUN（首にかげて
　しまう）など。
gii①6（名）対。二つ相対して一組となつ
　ているもの。O（接尾）婿のものを数える
　接尾辞。？i禦三i（一一対）など。
gii④（名）つるべ。井戸の水を汲んで釣り
　上げる桶。農村には按榔の藥で作ったもの
　も見られた。
cii2akar⑩（名）乳離れ。離乳。～sj晒．
cii2aN⑨（名）乳母。　cii？aNmeeの略。
ci　2aNmee⑨（名）乳母。単ξこcii？aNまた
　は？aNmeeともV・ら。
c無ha①（名）e牙。◎犬歯。糸切り歯。
c紬eesaN①（形）気が早い。
c量ibUQkwa⑪（名）乳房。盛りあがった乳。
　：おっぽい。上晶な語ではない。
ciieaaen（名）犬の小児語。わんわん。
ciieaaciieaa⑨（感）犬を呼ぶ声。
C童童d②　（名）　㊧景色。　風景。　，圭iciici，jaN
　’jaa・いい娯色だなあ。文語ではcisici。
　◎〔新？〕景気。
磁。量gee量⑨（名）脱臼。
c董icigee縛がN⑪（自＝raN，＝ti）脱臼する。
ciicii⑨（名）乳の小児語。おっぽい。
ci韮ciikaakaa①（副）食べものが胸につか
　えるさま。食べものがのどにっかえるさ
　g．　karamunoo　一v　Qsi　kamaraN．　ts－th＞
　ずがないとのどにっかえて食べられない。
ciiciN｛aaen（名）屋久貝（さざえに似て大型
　の員）の蓋。　文鎮などにする。ciic｝NtOO，
　ciciNtaa　ともし・う。
c籔ciNtoo③（名）ciieiNtaaと岡じ。
ciicoodee⑨（名）乳兄弟。乳姉妹。
ciidaka㎜uN①（名）生意気な者。高ぶった
　者。
eiidakasaN①（形）生意気である。高ぶって
　いる。
ciidakl①（名）着たけ。身長に合5着物の
　たけ。
ciidarakaa①（副）血だらけ。血まみれ。
　ciidarukaaともL・う。tooriti～s300一
　もaN．倒れて」血まみれになっていた。
ciidarukaa①　（副）　ciidaral〈aa　と同じ。
giidi①（名）ついで。よいっこう。～nu
　？3i撮mUQcl　kuuWa．ついでがある時に
　持って来いよ。
ciidogri④（名）着倒れ。着物にぜいたくし
　て産を傾けること。sjuiNcoo～，　naa－
hwaNcoo　kweedoori，　t“maiNeoo，　sii－
　doorL首里の人は着倒れ，那覇の人は食
　い倒れ，泊の人は働き倒れ。
eiidttmigusa①（名）血止め草。さんしちそ
　う。せり科の多年生三木。葉の汁が川漁・
　消巌になる。
giiga⑰（名）三味練（saNsiN）の購。方形
　で角に丸みがある。両面に大蛇の皮を張っ
　たものはzqhwibai（蛇皮張）と1，・1，　i，上
　等である。ほかにダ紙張りで芭蕉の渋を
　塗ったs呈bubaiがある。
giiga⑨（名）枡。また，丁目。研で測った
　冤Q～nu七araN．下目が足りない。
9三igaa⑨（名）0おし。　giiguuの卑称。　O
　鳴かないせみ。雌のせみ。
gi呈gaa①（名）つるべ井戸。滑車のないもの
　をいう。滑車のあるものはkurumagaa
　とい5。
ciiga＄a⑬（名）乳房にできる悪性の腫物。
　乳腺炎。
磁ga額蛾a⑨（名）乳不足の者。母：にも子に
　もいう。
c簸g鶴皇ri⑥（名）乳不足。乳が十分切ないこ
　と。また，乳不足のため，乳児がやせおと
　ろえることegaziri〈gazi鍼jUN（やぜ細
　る）。
c這｛9ukuci①（名）着心地。
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giigiiu⑪（名）おし。唖者。＜gigt簸UN（つ
　ぐむ）。
磁9waa⑨（名）小さい乳。少女の乳。
CligweemuN①（名）CigWeeimUNと同じ。
eiiha＝eUNen（他＝kaN，＝ci）首にかけてし
　まう。首にはいてしまう。
ci撫a董①（名）こり。　うっ血。　kaもanu～
　s300N．肩がこっている。
eiihainiihai①（名）こり。　5っ血。　ciihai
　を強めていう語。～nu　CLIusaN．　こりが
　ひどい。
eiihuruma＝sjUN①（他＝saN，＝ci）着古す。
ciihwakti①（名）［軽薄］傲慢。～na　niN－
　ziN．傲慢な人間。
ciihwieikabi①（名）罫紙。罫引き紙の意。
cii？lcu”N⑰＊（霞・不規則，活用は？iCUN
　と岡じ：）行ってしま5。思いきって行く。
　行っちゃう。
c最2樋①（名）気に入った物。お気に入り。
磁？蓋ru①（名）血色。～？NZ圭toON。」血色
　がよいQ
eiikaki①（名）r着始めの着物。一二度着た
　だけの新しい着物。
c韮量kasagui⑪（名）血擁。
c最kee樋がN⑨（他＝raN，＝ti）替えてしま
　5。替えちゃ5。
ciikee＝jUN①（他＝raN，＝ti）着替える。
ciikuew（名）共謀。ぐる。示し合わせてた
　くらむこと。？UQtaaja～sjo◎teesa・彼
　らは示し合わせていたのだ。
ciiku⑨　（名）　稽古。　～sjUN・
ciikmnuN⑪（名）稽古して習うもの。学問・
　技能・工芸などをいう。’winagunu～・
　女が稽古するもの。裁縫など。
ciikwaaniiikwaa⑨（副）つっけんどんなさ
　ま。～sjUN．
c最kweebaa⑪　（名）乳歯。
ciimuN⑨（名）冬の単衣。裏のない一斗の
　冬着。男女用。
giini①（副）あったに。～neeN　kutu・
　めったにないこと。
ciiniisaN①（形）気が長い。悠長である。の
　んびりしている。
ciinukubi⑥（名）乳首。
ciinumlNgwa⑨（名）ちのみこ。乳児。
giinUUU①（名）つるべ縄。つるべの綱。
ciinuwaia①（名）θ血がさせる業。悪いと
　知りながらやあられぬ悪蘂。血統がさせる
業。やめられぬ喧嘩。放蕩など。O悪血が
　もたらす病気。
eiiN④（名）織機の箴（おさ）の種類の名。
　経糸880塞を通すもの。また，それで織っ
　た布。huduciの項参照。
ciiru①（名）黄色。
磁rUhacimaci①（名）〔田田］黄色の冠。
　peeciNのかぶるもの。
ciirukabi①（名）正月などに祭壌と火の神
　の前に供える黄色の紙。白。赤・黄の三枚1
　を璽ねて供える。
clirul｛arasju①（名）うにの塩辛。黄色い塩
　辛の意。
ciivuNkoO⑨（名）kusicil？Ul〈waasi（祭祀
　用の菓子）の一種。ciiSUNkooと局じ。
ciiruu⑨（名）黄色いもの。
eiisagi①（名）〔新〕警察。明治のはじめご
　ろ一時使われた語。
c量撤量⑪（名）機織りの器呉の名。重い木や
　石に，太・竹の柄を立てたもの。経糸を巻
　いたmacica（巻板）を立てかけたり，あ
　るいは糸を繰る時kana（かせ糸）を掛け
　たり，種々の用をする。
ciisiNb．iliii（D（名）　　［啓ue廟コ　　siibjuu　　（聖
　廟）と同じ。
ciisiQta・ju”ixT⑪（自＝araN，弍童）ぐったりす
　る。元気がなくなる。
c鮭ミizi①（名）」血筋。」血統。
ciisuNkoo⑰（名）kusicii？ukwaasi（祭示巳
　用の骨子の名。その項参照）の一一種。落花
　生入りで黄色に赤白の模様のあるもの。
　paaSUNI｛ooなどとともに中醐伝来の名と
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　思われる。
§鉦taci⑨（名）ついたち。月の第一の臼。
ciitatiSaa⑪（名）易者。　c｛i（卦）を立てる
　者の意。saNziNSOO（三門目）ともい5。
9歳ee①一＄iN　giiteeの項参照。
cii？uja⑪（名）乳愚。　cii？aNmee（乳母）
、は雇1われて来る考をいうが，cii？u5aはそ
　の限りでない。
e薫i多董①（名）系図。
giiz；⑨（名）〔辻〕那覇にあった遊郭の名。
　塞土人・中岡入・首里那覇の上流人を相手
　とした高級な遊郭であった。那覇には，
　giizi，　nalscaslma［中島］，’wataNzi［渡
　地］の三つの遊郭があり，giiziが高緻
　で，nakasまmaは首里・那覇津目手，’wat．aN　一
　ziはいなか相手と，それぞれ，客の屡が
　異なっていた。
ciizikiiC）⑰（副）〔文］・bが薄しく責めつけ
　られるさま。消え消えとの意か。，wazimu
　～naruga　siNci．苦しくてわが心が消え
　入りそうな心地。
ciiziN⑪（名）春秋に上から羽織る単衣の礼
　嚴。男女用。貴族は絹，士族は末綿で作っ
　ft．　husatuga　’wataziN　？ueihazitl　eii－
　z函guku職組？ucik媒s三風［當里がわた
　衣　5ちはちて　単衣こころに　5ちくし
　て（越来よう節）］巴里（男の名）が晴れ藩
　をぬいで，ciiziNのつもりで女に打ち藩
　せて。
¢籍ac寿aabui⑰’名）雨がぱらぱら降るこ
　と。小雨。
cija董⑰（名）太遣り。璽い材木を多人数で
　歌を歌いながら運搬すること。またその時
　に歌う歌。kUNzaNsabakuiはその歌の
　名。
te圭jami①（名）気の病。神経衰弱。　cibjOO
　ともいう。
c蓋joo①（名）気の保養。精神的な保養。
gijit⑪（名）露。文語ではわずかなもの・は
　かないもののたとえとする。sinjuru，wa一
　ga？inuci～hudUN？umaN．［死にゆる
　わが命　つゆ程も思まぬ］死ぬわが命は露
　ほども惜しいと思わぬ。～nu？inucL［露
　の命〕はかない命・。
c三ju1盛褥駁N⑨（他＝raN，＝t2）清める。宗
　教的なけがれをなくす。
c域羅N⑪（他＝「aN，＝Qci）切る。斬る。刃
　物などで切断する。
ci＝jUN①（イ也罵raN，＝ci）着る。　ciN～．藩
　物を着る。
gi＝jiiNCLb（自＝yaN，・ti）eひきつける。ノ1、
　児が高熱でけいれんを起こす。◎二足の筋
　などがつる。
gi＝．i　iiN①（他n・raN，＝乞i）釣る。？ij　u～．
　魚を釣る。
9董ka⑨　（名）θ束（たば）。㊥つか。　柄。　刀
　剣。鎌などの手に握るところ。
cikahwina⑨（名）右辺名。（（地〉｝参照。
ci蚕覗a？inaka⑪　　（名）　　都　　 （首里）　　｛こ近し、　、、　な
　か。中頭・島尻の一一一SSなどをいう。
gikaja①（名）［野屋］墓のそばに建て，死
　後49H間寝泊まりする小屋。近親の者が
　寝泊まりして霊をとむらったが，後には代
　わりに番人を雇うようになり，その風もい
　つかすたれた。
cikaju＝jUNt　en（自mraN，＝ti）近寄る。
gika＝．iuNan（自＝1’a　N，．　・ti）（火が）つく。
　（燈火が）ともる。hwiinu～・火がつく。
9汰欝麺R①（他＝aN，可a醤，畷）e（人・物
　などを）使5。使用する。hoocaa～．包
　了を使5。ziN～．金を使う。　tii～．唐
　手を使う。◎使いにやる。遣わす。gikee
　gikajusa．　使、・を遣るよ。　gikat・aru
　？ujanu，jaaNkai？iki。遣わした親のi家
　へ行けの意。燈火に霧って来た虫を殺さず
　に放してやる時に弄うまじ1ない。
gSka＝juN①（霞i　＝17aN，　＝もi）e（水中に）つ
　かる。ひたる。◎（漬け物が）漬かる。
cikamagara⑪（名）〔近間柄］近親。近い
　親戚。tuumagalaに対する。
15e
噌eikami⑪（名）近眼。
c壼kamiei　＠（名）近道。
gikana　：juN⑨（他＝aN，＝raN，＝t圭）e（家
　糖類を）飼う。◎（下男などを）養う。，Nza
　～．下僕を養う。農村では家族をi養う揚合
　にもいうことがある。
gikaneemuN⑪（名）家畜。
gikai｝eeNgwa＠　（名）　養三F。　養い二子。
gika＝1111N⑨（他＝inaN，竺di）つかむ。普通
　はkagimijuNを用いる。
一gikaN（接羅）つかみ。　cugikaN　（一つか
　み），tagikaN（二つかみ）など。
cikara①（名）力。
cikaraa①（名）力のある者。力持ち。
eikaradaniis量①（名）力だめし。
cikaranuzci①（名）力持ち。カのある者。
cikara繊照。麺①（名）力餅。旧暦12月8日
　鬼餅（mLlucii）の購に作って子供に与え
　る餅の名。その餅は「kubaの葉，　saNniN
　（月桃）の葉，曾薦の葉などで包むが，ku－
　baの葉で包んだ大きいものを特劉に作り，
　男の：子に一与える。それをいう。　cicara－
　muuciiともいら。
書ikari5」穎N①（自＝raN汗ti）疲れる。疲労
　する。多く精神的に疲れることにいう。肉
　体的に疲れる意ではkutaNdij烈N，，u七a－
　jUNなどとい5。siNdoobikeei　Qsi　gi－
　1〈aritooN．心配ばかりして疲れている。
cikasaN⑨（形）近N・。　cicasaNともL・ら。
　tuusaru　？weekajaka　eikasaru　taniN．
　遠い親戚より近い他入。
gikasi①（名）っつばり。支え。支柱。つつ
　かい棒。
cikata⑪（名）地所。
c汰a？weeka⑪（名）近親。近い閻柄の親戚。
　cikama9εし1’a　ともし・う。
gikaz．aN⑪（名）津嘉山。《地力参照。
c量ka多量＝euN⑨（自＝kaN，；ci）近付く。
cikagiki＝，iuN〔①（（也＝yaN，＝ti）近付ける。
gikazu①（名）［塚所〕墓地のこと。上舐な
語。
gikijuN
gikee①（名）さしつかえ。さしさわり。～一
ja　neeN．さしつかえない。
gikee①（名）e使い。使者の意。用事の意
　はない。◎招き。招待。
gikeebinai⑪（名）使い減り。使ったために
　起きる減りや痛み。一binai〈hwinajUN
　（減る）e’～NsaN．使ってもへりも痛み
　もしない。
9銭keehwikee①（副）つつかえつつかえ。本
　をすらすら読めないさまなど。
gikee＝海N①（自＝1aN，：ti）つかえる。と
　どこおる。支陣が起きる。
gikeekata①⑨（名）（人・物の）使い方。使
　用法。
gikeemici⑨（名）θ（物・金銭・人などの）
　使い道。用途。使途。◎仕途。仕官の道。
gikeemi7．i⑨（名）用水。せんたくなどで使
　う，飲料にならない水。
gikeemtXN⑪（名）使用入。
g童赫？哉g⑩（名）料理の名。魚肉をつぶし，
　にんじん・こぼ5の類を切ってまぜ，油で
　揚げたもの。付け揚げの意。
giki？akagara＝sjガN①（他＝saN，＝ci）あか
　あかとつける。あかりをつけて，明るくす
　る。z’aNpu～・ランプをあかあかとつけ
　る。
gikibi⑪（名）つけ火。放火。　hwii多ikeeと
　もい5
gikidaki⑪（名）つけ太。苦竹（にがたけ）
　の皮で作ったので，gikidaki（つけ竹）と
　いう。
gikidak｛gwaa⑪（名）マッチ。
gikigusui⑪（名）つけ薬。外用薬。
gik無∫賦N⑨（他＝raN，”ti）（∋付ける。duru
　～．泥を付ける。◎着ける。huni～・船
　を着ける。（着物には言わない）③（燈火な
　どを）つける。hwii～・イ．燈火をつけ
　る。火をともす。ロ・火をつける。1’oo
　～．ろうそくをつける。tee～．たいまつ
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gikijuN
　をともす。⑲種付けをする。交羅させる。
　？waa～．豚を交尾させる。
giki＝jUN①　（他＝「aNs”ti）漬酵る。ひた
　す。また，漬け物を漬ける。miz，iNkai
　ciN～．水に着物を漬ける。
9嵐imuN①（名）潰け物。雷の物。　k◎OZ’U－
　muN　ともいう。
9董kinaco（名）漬け葉。漬け財用の菜。
9三kiN④（名）津堅島。沖蝿本島勝連岬（ka－
　QciNnumisaei）の南方にある脇。また，
　津堅。＜＜地〉）参照。
gikitiiduki⑨（名）㊦最後のしまつ。あとし
　まつ。◎老後の寄るべ。㊧お返し。お礼に
　物贔を返すこと。
ciku③（名）菊。
cikuduN⑨（名）E筑登之3位階の名。最下
　位の位階で，王子から数えて九番国，里之
　子（satunusi）の次。
cikudUNpeeeiN＠（名）［筑登之親雲上］位
　階の名。王子から数えて六番臼で，eiku一・
　dUNが昇進してなる。
ciknduN§izimi⑨（名）［筑登之筋薄］eiku－
　dUN〔筑登之］になる士族の家柄。　satu－
　nusi亭izimiとともに，譜代の士族のi家柄
　である。
gikiiku⑨（名）ふくろ5。みみずくはma－
　jaagil｛ukuという0
9曇ku取aa1姐uku「na践⑨　（副）　くしゃくしゃ。
　もみくちゃ。〈gikunaasjuN。
gikunaa＝sjuN⑪（他＝saN，＝ei）θ（紙など
　を）しわくちゃにする。cikunaasaQt，ooN．
　しわくちゃである。◎丸める。たたまず
　に，一一つにまとめる。
cikuN①（名）〔気根］元気。～鷺u　giCOON．
　元気がある。
cikuNbitcikuN①（名）元気のある時とない
　時。
gikura⑪（名）魚名。ぼらQ
gikuri①（名）極致。　kutubanu～．ことば
　の極致。ことばで雷い表わせ‘ることの最
　上。1〈utubanu　gikuree’eezinu　kami－
　zuu，　hal〈arigutunu　gilcuvee　muraba－
　xunu　hjaatuzi・ことばの極致は八重瀬の
　躯千代，欝略の極致は村原の比麗の妻。い
　ずれも組踊りの登臨人物を欝つたもので，
　その組踊りの名はそれぞれ，忠臣身替と大
　JEitW討。
gikuri①（名）費用。出費nついえ。？圭ki－
　ranu　gikuree？araN．少少の費用では
　ない。Ruunu～ga．何でそんなに金：がか
　かっているのか。
gikuri＝juN①（自＝raN，＝ti）費用がかか
　る。金がついえる。kunu，3aa　gukuiNdi
　ziibUN　gikuritooN　doo・この家を建て
　るのにずいぶんかかっているぞ。
c三無saz嚢⑰（名）［筑佐事］廃藩前の警官。
　警吏。捕縛吏。その長は？uhueiku［大
　筑］。
cikusjoo⑨（名）畜生。また，畜生のよ5な
　者。
cikusSoogiinaa⑪（副）蜜生のよらなさま。
　無慈悲なさま。～sjUN．むごいことをす
　る。～，？UNna　kutunu　najumi．畜生の
　ように，そんなひどいことができるか。
¢ikusjoOmuN⑪（名）不人情な者。残酷な
　者。saasa，’junagatasanagata’waN
　tati£ii，～．サーサ（拍子），一晩中わた
　しを立たせておくのか，ひどい入。（遊女
　が客を恨んだことば）
g量ku＝sjuN①（他＝saN，＝ci）尽くす。　koo
　～・孝を尽くす。
ciku？u？aki⑪（名）［菊御酒］旧麿9月9B
　の重陽の節供の酒。菊の葉を入れて霊前に
　供え，一家の無事息災を祈って飲む。
g撫u多iku①（副）つくづく。よくよく。
c圭kw銭①（名）聞こえ。評判。．また，外聞。
　～nuもakasaN．評判が高いo
cikwii＝」轍N①（自＝raN，”ti）e廷kに聞こえ
　る。評判が高くなる。有名になる。◎合点
　が行く。うなずける。cikwiiraN　1〈utu
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　？jUN．合点の行かないことを言う。
c瓶w鍼槍m腿N①（名）世：に聞こえた者。有
　麗な人。
gimagu①（名）ひづめ（蹄）。
gimai⑨（名）詰まること。窮すること。園
　窮。
gima＝juN⑪（自＝raN，＝ti）㊦詰まる。金
　銭・ことばなどに窮する。gimaieiQCOON・
　窮しきっている。㊤詰まる。（穴などが）
　塞がる。㊧詰まる。小さくなる。（洗潅iし
　た布などが）縮まる。
ehnialcasi①（名）わがまま。勝手。放縦。
　～na・mu．xT．わがままな者。’33a？isikawa，
　’wag’a　zieini　s，umuku　evnu　’jal〈ara，
　？isuzi　hwicitatlti　SUN¢i？iki．［やあ石
　川　わが下知に背く　気まかせのやから
　急ぎ引立てて　そんち行け（大川敵討）］そ
　れ石川（家来の名），そいつはわが下知に
　そむく勝手なやつ，早く引っ立ててひき
　ずつて行け。
gimakurubi①（名）つまついて転ぶこと。
　？asimarubi亭iruna～鎮runa〔足まろ
　びするな　つまころびするな（銘薦子）］
　つまついて転ぶな。
cimama①（名）気まま。ほしいまま。～na
　kurasi。気ままな暮らし。
gimaN＝euN①（他＝kaN，＝ci）・（洗濯した
　布。衣類を）しわを無くするために，しめ
　して引き伸ばす。
gilnaruu①（名）背たけカミ低くノ」、さい者。体
　が詰まっていて小作りな者。ちび。
c量蝋①（名）θ首里や地方の王家筋の宗教を
　つかさどる神女。cihwiziN〔聞分大君3に
　直：属し，各間一切（111aziri）の11UUI’U（の
　ろ）よりも位が高い。◎〔文］君。主君。
　’jaa　hwahwa？ujaju，　tiNtu　zinu　nakani
　eimi？ujanu　tici］’a　tumuni　tiN　kamiti，
　zi3a　humaNtijari．［やあ母親よ　天と
　地の中に　鑑親の敵や　供に天かめて　地
　やふまぬてやり（忠臣身替）］やあ母よ，
　天と地の問に君や親のかたきは倶に天を戴
　いて地をふまぬといわれています。
gi㎜i⑪（名）詰め。’勤務。ある揚所に詰めて
　勤務すること。複合語に，’eemazimi（入
　重山勤務），，ju多imi（夜の当番。宿醒）な
　どがある。
gimi①（名）e爪。◎紡錘。つむ。糸をつむ
　ぐ機についた鉄錐。，jaamanu～．糸車の
　紡錘。
gimibuukuuew（名）詰めきりの奉公。塚原
　詰め切って奉公すること。
9量midima①（名）積み賃。舟の逓賃。
gimigukuru⑰（名）（：女郎を）独占したい
　心。（女郎を）独占したく思うほどの親密さ。
cimihukui①（名）首里城の建物の名。？u－
　9郷ikuの項参照。
cimihukui？uzoo①（名）菖里城の門の名。
　？UgU＄ikUの項参照。
giMi＝jUNan（慮・弛＝raNe＝ti）（∋詰める。
　任地に詰めて勤務する。baNzunal｛ai～．
　役揚に詰める。◎詰める。切って短くす
　る。daNpagi～．髪を切る。　gimi～．爪
　を切る。⑬（女郎を）買い切って他の客をと
　らせないようにする。7yUl’i～．女郎を独
　占する。⑭〔文｝思い詰める。思いがつの
　る。sjui瓢eδei題遺ユaci　nユuduru撮ic玲i－
　gaxa，　？uNnadaki　miyiha　sirakumunu
　1〈akaru，　kuisisaja　gtimiti　mibusjabi－
　kei・［首里めだいすまち　渓る道すがら
　恩納岳見れば　白雲のかかる　恋しさやつ
　めて　見欲しやばかり］首里での御奉公を
　すまして帰る道すがら，恩納爵を見れば白
　雲がかかっていて，恋しさはつのり会いた
　くてたまらない。
gimikata①（名）爪跡。爪でつけたかた。
爪による傷跡。
gim量 usu①（名）e爪の垢。◎爪の垢ほど
　の小塗。
gimimaajaa⑨（名）爪のところにできる腫
　物。
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gimini①（名）積み荷。
・gimituga⑱．．（名）つ：…みとが。罪科。文語的
　　な語。
№奄高奄Su｝’i＠（名）ある客が一定期問独占し
　　て買い切った女郎⑫αri）。　gimi一くgiMi－
　　jUN（詰める）。
c蓋皿担臓①（名）奇妙。不思議。～na　kutu・
　　奇妙なこと。
・cimu⑨（名）㊧肝。肝臓。食：物としての，
　　豚などの肝臓。◎心。心情。情。kuk鷺ru
　　（心）よりもはるかに多く使う。～？uraa－
　　kijUN．自分の心を慰める。心を水に浸す
、　意。？utaNdee，judi～？uraal〈ira。歌で
　　もよんで心を慰めよう。～lgwijuN．情を
　　かける。心をくれるの意◎makutu　siNzi－
　　ginu　’wazimudu“T　1scwix’aba　inzu’aba－
　　ruga　kutuN？ijana？UCumi．，．［誠真実の
　　我肝ども呉らば　村原が事も　いやな毅き
　　ゆめ（大型敵討）］わたしが本当に情をかけ
　　七やるな．らば，女も村原のことを言わずに
　　は醒かないだうら。～tagaajUN．心が合
　　わない。意志が辣通しない。誤解する。～
　　daCUN．悲しみでいっぱいになる。憂い悩
　　む。～dakarijUN．憂いや悲しみにとざざ
　　れる。～dikee罫as3UN．心を動転させる。
　　また，突然狂い出す。～“lmeej　uN，心
　　　を取り置す。乱れた心を静める。～tu－
　　meel’asjuN。慰めて心を落：ち着かせる。
　　～tujaasjuN．心を整える。心配事などを
　　処理して，心を安んずる。～tujaasaraN・
　　心が乱れ，考えがまとまらない。～七“趣N．
　　機嫌をとる。～tUN　teetUN　kanaaN．イ可
　　事もままならない。　bugiiNnu　neeja－
　　biTaN，　mu7．ukuituN　husaaraN，　mata
　　sjuu　takiba　？aminu　huigizicai，　kata－
　　gata．　一一tuN　teetuN　kanaaraN　’joosi
　　’jajabiitaN・［船縁の無いやべらぬ　物作
　　　ともふさあらぬ　又塩焚けば雨の降続きや
　　　り　労々肺ともたいとも叶らん様子ややべ
　　　いたん（花売之縁）］縁がないのか，作物
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もらまくいかず，また塩を焚けば雨が降り
続くし，全くど5にもしようがなく，途方に
暮れた様子でありました。～nu　kuihwi－
ei．心の底から梅いなやむこと。心から
つらく，慰うこと。～nu　saeikiN　kakiraN．
全く気にしない。少しも懸念しない。～nu
sibasaN．心が狭い。　kukumnu　sibasaN．
ともいら。～nu　sinub’ayaN．心にしのび
ない。（見るに・聞くに）しのびない。～一
nu　sukU．心の底。　kukurunu　SUkUとも
いう。～nu七uukiraN．心が解けない。釈
然としない。kukurunu七uukiraN．とも
い5。～nuもukurUN　neeN．心の居続が
ない。心配などで，心が落ち着かない。～nu
ロu践τaN．気乗りがしない。心が進まな
い。～nu　neeN．また，～N　neeN．熱
意がない。する気がないQまた，冷淡
である。’心ない。～NneeN　sikaもa．心
のこもらぬやりかた。また，心ないしか
た。～nu，5ucajUN．心が合う。また，意
志が通ずる。納得がいく。～noosjUN．
心をとり直す。機嫌を直す。また，心をな
だめ柔らげる。～noojUN．機嫌が薩る。
怒りがおさまる。～huzuN・満足する。
十分と思、5。～NhugaN．満足しない。
～Nhu言aNdaraa’joosjool｛ee・意に満た
ないならばよして動け。～’janUN．心を
痛める。また，後晦する。naNmiNnu　ke－
zoja　sjuinu　1〈ezotumuti，　satu　？ukuci
，jaxaei，wazimu，janusa．こ波上の開静
や　首里の開静ともて　里起ちやらち　我
班病ぬさ〕波上の護国寺のあかつきの鐘を
首里の円覚寺のそれと思い違いして，、恋し
い霜を帰してしまい，後悔で心が痛む。～N
sa 7vaatu　najUN．気．もせいせ、・する。心
　もさっぼりとする。㌣NtaQkuzirariix・u
gutOON．悩みごとで，心も突き破られ
る思いである。～Neiizii七U　najUN．心が
資1めつけられて，心も消え消えになる。～一
N～naraN．心も心ならず。と5ていし
?。ユmu彦秘羅saN
　のびない。と5てい落ち着いていられない。
　kurimadijutumiba　・vN　一v　nayaN，　？i－
　ca　sigana　bigini　halscareeja　neyani．　［e
　れ迄よと恩ば　肝も肝ならぬ　いきやしが
　な別に．計ひやないらね（忠臣身替）］こ
　れまで（で溺れるか）と思、うと，とうてい
　しのびない。何とかして別の爵らい：方はな
　’いものか。～NteeN？al’aN。悲しみ・
　i憂いで心も体：もど5にもならない。～N
　moodoO　najUN．心が乱れ，どうしてよい
　かわからなくなる。～，wajuN．胸襟を開
　く。心を開くQ
eimu？amazxu（名）心の動揺。～sjoON．
　心が動揺している。
cimu？asasaNGD（形）浮気である。貞操観念
　が乏しい。mj　aakuwinagαja　cilllU？a－
　sasanu，　？iramagael　hainilguriba，　’u一
　加muta，u七u　mutajuu．（歌）宮古の女
　．は浮気なので，夫の船がイラマ崎をめぐっ
　て幽て行くと，もう，夫がほしい，夫がほ
　しいという。
癖㎜猛？aS妻gac緬（名）心がいらだつこと。
　tv　s］uN．
¢im駆2謙藍gee⑪（名）あて町内。臆測。
ciinuheesaN⑨（形）霞覚めやすい。睡眠中，
　ちょっとの物音でNをさます。kukuru－
　beesaNともいう。
cimubh．usal　Tew（形）心力こ広い。度鑑があ
　る。
cilllllblltulllici⑪（名）（希望などで）胸をと
　きめかすこと。．～sjUN・
c蚤m疑caaganasaN①（形）うら悲しい。寂
　しく，慰めるものがないQ
cimudalgudakuew（副）胸さわぎするさま。
　胸がどきどきするさま。
eilnudakumici⑪（名）胸さわぎ。不安・
　恐怖などで胸がどきどきすること。～sju－N
　N．
¢量muduui⑪（名）思いjlf　t）。考えの通り。
　～nataN．思い通りになった。
ci皿獄ee⑨（名）意昧。わけ。理由。　kunu
　kutubanu～nu　’wal｛axaN．このことば
　の意味がわからない。eaaru～ga．　どう
　いうわけか。～ja　lleeN．無意味である。
　理由がないQ
cimugakai⑨　（名）　心ttFかり。　気捗トかり。
cimug紐ki⑰（名）遍b捗粋ナ。　kukurugakiと
　毛いう。
cixnugaki＝juN⑨（勉＝raN，＝ti）心掛ける。
　kukurugakijuN　とも．いう。　　　　1
cimuganasjaN⑨（形）心からかわいい。義
　理で愛するのでなく，心からかわいらし
　い。
cimugasii⑨（名）心の加勢の意。精神的な
　援助。慰めたり励ましたりすること。～
　SjUN．
cim mgawaiimuN＠　（K）　eimugawaimuN
　と嗣じ。
cimugawaimuN⑨（名）凡人とは違った心
　の考。心掛けが違う者。多くは，いい意味
　に使う。
cimHgaci⑨（名）胸元。みぞおち。’NnigU－
　ciともし・5。
clmugurasaN⑪（形）薄曜、・。ほの階い。燈
　火などが暗く，心まで暗い感じがする意。
c量m月月ur量9量inaa⑥（副）cimUgurugiinaa
　と同じ。
chnugurisjaN⑪（形）不欄である。気の毒
　である。かわいそ5である。？aree　Qkwa
　sinaci　dUQtu～．彼は子を死なせて，とて
　も不・欄だ。gimugurisii　mUN．かわいそ
　5な者。不欄な者。
chmu．gurugiinaa⑨（副）かわいそうに。気
　の毒に。不欄なさま。cimuguyigiinaaと
　もいう。～，？ikiNdi？jariiini．かわ、・そ
　．うに，「行け」と言えるか。
cimuguumuN⑪（名）小lb者。内気者。恥
　ずかしがり。　’
c三muguusaN⑰（形）小心である。気が小さ
　い。また，内気である。
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cimuhukui⑨（名）〔文］歓喜。心の喜び。
　？iearu　kutu　l～atuti～　sjujuga．　［いき
　やる事あとて　肝ほこりしゅゆが（孝行之
　巻）］どんな事があって喜んでいるのか。
ci㎜猛hwicag量⑨（名）気掛かり。心配。不
、安。
ci㎜u？ieasaNan（形）心が痛む。かわいそう
　に思う。気の番に思う。
c圭mii？icunasaN⑪（名）せわしい。心が忙
　しい。気ぜわしい。
clmu2iri⑨（名）好意。親切。心をこめる
　こと。kukuru？iyiともい5。～nll　RiN－
　nukwaa．好意が過ぎて迷惑となること。
　ありがた迷惑となること。
gimui①（名）θ穫もること。積み璽なるこ
　と。O見積もり。㊤心積もり。あて。
eimujoosaN⑪（形）気が弱い。
gilllu＝juN①G警＝raN，”ti）積もる。積み
　重なる。sigutunu～，仕事が積もる。
gillxu＝jUN①（催＝raN，＝ti）あらかじ：め見
　積もる。心積もりをする。あてにする。
　gimuraraN・あてにできない。
c圭mukukuru⑪（名）心・。心を強めてい5
　語。cimUもkUkuruも心の意。～？U－
　eaasjUN．心を合わせる。一一致協力する。
　～nu，．iutasjaN．心が立派である。
c三11礁maju萱⑨（名）心の迷い。
cimumuci㊥（名）心の持…ち方。心掛け。～一
　nu’ju七asjaN．心掛けがよい。
cimumucimuN⑪（名）温い」t）の持ち主。
　人清のある入。
cimunagasaN⑪（形）気が長い。のんびり
　している。’
eimunigee◎（名）心願。たえず心で願っ
　ていること。
ci㎜unu？amaiew（名）’bの余硲。心のゆと
　り。
clmunuhwima⑪（名）’bの余裕。心のいと
　ま。心配事などがないこと。
cimunukasiian（名）eimugasiiと岡じ。
cimunanubi⑥（名）心のゆとり。寛大で，
　むやみに立腹しないこと。寛容。
cimunurusaN⑰（形）熱意がたりない。不
　熱心である。nurusaNはのろい。
eimuntRi！mli⑪（名）気のせ・い。～ga，ja一
　捻ra，　dateeN　nat宝miijutaN．気のせい
　か大きく見えていた。
cimuri①（名）〔文〕煙。’juiN？akagiciN
　narisi　？umul〈azinu　tataN　hwija　nesa一　’
　mi　sjujanu～．〔膚も暁も　霧ilれし悌の
　立たぬHや無いさめ　塩屋の煙（花売之
　縁）］脊もあかつきも騨れたおもかげが塩た
　く家の煙のように立たない臼は無い。
ehmusawazi⑥（名）胸騒ぎ。不安・心配な
　どで心が穏やかでないこと。～sjUN。
ciXXiusikaraasaN⑪（形）心さびしい。うら
　さびしい。心の底から寂しい。
cimusipusaNen（形）片意地である。偏罵
　である。
ci2nusipuu⑨（名）片意地者。偏屈者。
c蓋muSaturilci⑨（名）’こ〉カミ迷うこと。’1＞カミ
　定まらないこと。心の迷い。
eimimtiigian（名）心を一つ1こすること。岡
　じ心・意見をもつこと。～nati　sjUN．
　心を一つにしてやる。協力してする。
cimu2ub量⑰（名）心おぼえ。心に記憶して
　おくこと。kukuru？ubi　とも㌔・う。
eimu2uci⑥（名）内心。
ciMl12wii⑥（名）心強いこと。頼もしい子
　を持つ親の気持ちなどをいう。Qkwanu．
　suguriti～ラja凡　子供がすぐれている
　ので心強い。
cinnlwasftmiei⑪（名）胸さわぎ。心が落ち
　着かないこと。楽しいことのために心が浮・
　き立つ場会・にいう。
cimuwasawasa⑨（副）胸さわぎするさま。
　心が浮き浮きするさま。
cimuz．awai⑪（名）気にさわること。しsuく
　にさわること。～sjUN．しゃくにさわるゆ
φ龍uzi⑨（名）紬。久米島で産した。
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¢imuzuraNcu⑨（名）心力§やさしい人。恵
　み深い人。
¢imuzurasaN⑨（形）心がやさしい。慰み
　深い。
C量㎜U興r践⑥（名）心を合わせること。協力。
　～sjUN．協力する。
cimuzuusaN⑨（形）心強い。安心できる。
c童na⑪（名）知名。《地》参照。
gilla⑪（名）綱。縄。　naa（縄）と意味は変
　わらないが，ginaの方を多く狂いる。強調
　してginanaaともいう。～noojUN．
　縄をなう。
cinaa⑨（名）喜名。《地）参照。
§inahwici⑪（名）綱引き。沖縄の奪中行事
　の一つ。首里・那覇を始め，各週で夏，稲
　の収穫が終わり，藁ができるころに行なわ
　れた。村で東西が欝抗して行なう。首里で
　は，各村が独立してSljtwに行なうものと，
　首里全体が東西に分かれて行なう？aiZOO一
　？UUNna〔綾博大縄］とがあった。後者は
　首里城正門前にある平門大通りで行ない，
　最も盛大であった。ginahwiciに用いる綱
　は，その頭部が輪になり，雌綱（miiNna）
　の輪は大きく，雄綱（’UUNIla）の輪は小
　さい。雄綱の輪を雌輪の輪に入れ，雄気の
　輪に棒（1〈aniciという）を通し，雌網の
　輪と組み合わせる。界層，雄綱ともに太く
　て引きにくいので，さらにそれに細い綱
　（tiiNnaという）をたくさん付けて，人
　人はその細い綱を引く。≡本勝負で，二勝
　すれば勝ち。
ginanaa⑥綱。縄。　ginaの意味を強めた
　語ゲnaaは縄。’janamUN　giyiree～ka－
　kajuN．悪者といっしょにいると縄冒にか
　かる。
φ無a典ara⑪（名）短い綱を折り曲げて作っ
　たたわし。saaraはたわし。
窟i瓢a瓢zu潜⑨（他＝gaN，＝zi）（糸・紐などを）
　つなぐ。
ginazuuWh（名）布を織り上げて，謬説に巻
　き板に巻いた残りの経糸。つなぎ緒の意。
　つなぎ合わせて用いるのでい5。
cinee⑥（名）㊦家庭。家族。◎（接尾）家
　族。cucinee（一家族，一家），　tacinee
　（二家族）など。
cineegusi①（名）～家全部カミ引っ越すこと。
　家族全体の転居。
cineelca”zi①（名）家ごと。戸ごと。～？aQ－
　CUN．事ごとに訪問する。一
cineeniNZ．u①（名）家族。家族全体。また，
　家族の人数。
cineezun①（名）家族中。一一家全体。
gini⑪（名）e常。平素。　si多ika　nariSumi－
　ri　一vni　miga　1〈ukuru，　narni　tataN
　migidu　kaz三3a？ugil’u．〔静なれそめれ
　常に身が心　波立たん水ど　影やうつるコ
　常に心を静かに持て。波立たぬ水にこそ影
　が映るのだ。◎あたりまえ。並み。普通。
　◎転じて，平気。～du，jaru．平気だ。
einibu①（名）あじろの匿の細かいもの。
　竹を密に編んだもの。垣や壁などにする。
cinibugaci⑨（名）cinibuの垣根。
cinii⑨（名）きのえ（甲）。十干の第一。
ciniN⑨（名）知念。《地》参照。
c量niN多a”cien（名）知念岬。島尻郡の：東端の
　岬。
giMl⑰（名）つの（角）。
ginu2aQtam圭⑪（名）〔古〕牛肉。角のある
　ものの肉の意。
cinucici①（名）気が利くこと。～nu？aN．
　気が利く。～ltU　neeraN　，warabi。気の
　利かない：子供。
cinuduku①（名）θ〔文・古〕残念。tama－
　muranu　’wal｛a？azi　tuinugaei　’uraN，
　niburu　mlN　niraN　～du’jataru。　［玉
　村の若按司　取逃ちをらん　ねぶる目もね
　らん　気の毒どやたる（忠臣身替）］玉村
　の若按覇を取り逃がしてしまって，寝よう
　にも安心して寝られない。残念である。◎
　〔新｝気の毒。
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cinuku⑨（名）きのこ。傘と柄のはっきり
　している，いわゆるきのこの形をしたもの
　をい5。したがって，moo？aasa，　mimi－
　guiなどはcinukuといわない。食用の
　ものも，有毒のものもさすが，主として食：
　用のものをいうよ5である。s圭mizi（しめ
　じ）など。
ginumata⑨（名）つのまた。海草の名。食：
　用となり，また，糊を作る。
ginumiijaa⑪（名）角の生えたもの。牛。
　鬼など，角の生えて恐ろしいもの。
gi＝nuN⑪（他＝maN，＝di）〔文〕つねる。
　口語はgiN§ikijUN。’wagami　gidi’Nci一一
　du　’jusunu　？wija　sijuru，　muri　siruna
　？uciju　nasakiba1（arL〔わが身つで晃ち
　ど　他所の上や知ゆる。無理するな浮世
　なさけばかり］わが身をつねって他人の身
　の上を知る。無理をするな。丁丁は情だけ
　でもつのだ。
gi＝nUN①（：maNr＝di）㊦（他）積む。　ta－
　mUN～．たきぎを積む。　O（霞）積もる。
　？ararinu～。あられが積もる。
gi＝nUN①（弛讐maN，＝di）（草花・桑の葉
　などを）摘む。
gi＝nUN①（他＝㎜aN，＝dl）詰める。詰めて
　入れる。？uzuu～．垂箱に詰める。
ginutatii⑰（名）［角立］男の子が三歳に
　なった時，頭のまわりを剃り，さらに頭の
　頂上から髄額の方に細く溝形に剃る古い行
　事。男性を象徴しており，女の子のsaτa－
　tatii（その項参照）に対す’る。
C無u撫⑨（名）きのと（乙）。十干の第二。
einuu⑪（名）きの5。昨日。
cinuucuiu⑪（名）きの5きょう。昨今’。
c量nuunujuru⑨（名）おとといの晩。一翼乍
　晩。　一昨夜。　納FI兜｝ま　　，juubi。　，u（ltiinuju－
　ruはやはり一昨晩の意になるが，あまり
　用いない。
ginugeeeku＠（名）角細工。角類で器具を
　作ること。また，それを作る人。
ciNem（名）C圭mi（王家筋の宗教をつかさど
　る神女）　と岡じ。
eiN⑪（名）着物。衣服。その敬諮は，NSUσ
　着物の種類をあげれば，夏物には，男子用・
　1こ口？irunuciN，　女気ニ用1こ　tanasi，？ee？U－
　buruuなど，男女用にbasjaaziN，　su－
　diciraaなどがある。冬物には，男子用に
　duubuku，？irunueiNなど，男女用に1各
　種の，wataziN，また，？aasimUN，　cii－
　muN，　’wata？iri，　hwiitaa，　riNl〈waa一
　などがある。春秋には男女用にciiziN
　がある。それぞれその項参照。
ciN⑨（名）金武。（地》参照◎　　　　　＝
ciN①（名）金。～？Ul｛ijUN。金の粉で漆器
　などに字や絵を浮かせる。蒔き絵にする。
一clN（接羅）斤。重量の単位（160こ口。？iQ－
　ciN（一斤），　haNziN（半斤）など。
一・?ｉＮ（接尾）間（けん）。長さの単位。？i働
　ciN（一閥），　niciN（：二間）など。
ciNbaa①（名）噺〕金歯。
ciNbaai①（名）金針の意。鍼。鍼術節が医
　療に使う針。金で造る。
clN．　beern①？akalcoozl①（句）あかんべ
　え。べっかんこ。下まぶたを指で引き，赤
　い裏を見せ，侮辱の意をこめて二二の意を
　表わすこと。beeruは侮辱的な拒絶の意
　を表わす語。？akakooziは食紅用の麹。
c｛Nも韮N⑲（名）〔巻餅3菓子の名。麦粉を水
　でこね，黒砂糖と卵を混ぜて，油を弥・た
　鍋で焼いて巻いたもの。
ciNbjooba①（名）：金騰風。　ciNnoobuとも
　い弓。
giNbooraa⑨（名）海塵の小さい巻き畏の
　名。ほら二型のきわめて小さい貝。にし
　の一種。
ciNbuφ⑪（名）見物。～sjUN。
ciNbugii監鱈⑥（名）見物入。
giNb聡k繕⑨（名）釣り竿。
eiNbuN＠（名）検分。立ち合って取り調べ
　ること。
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ciNbUN⑪（名）見聞。
giNburugeei⑨（名）でんぐり返し。頭を下
　にしてひっくりかえること。　giNburu一
　くgiburu（頭）。
ciNcaaN①（副）ぎょうり。葭を大きく開い
　て光らせるさま。mii～natOON．　目を
　ぎょろりと光らせている。
ciNeihwada⑪（名）［衣着肌コ衣類。着物。
　衣裳。肌に着けるもの。～nu？ariwadu
　maakaiN？i1くariiru．着る物があってこ
　そ，どこにでも行ける。
ciNeiida「nari⑨（名）着物の着こなし。一cii一
　くcijUN（着る），一danari＜七anari（あり
　さま，体裁）。
giNgiki＝ju”N⑪（弛＝raNt”ti）つねる。指
　先などで強くねじる。
ciNeinaa⑨（名）ひばり。　ciNciNと鳴く声
　から名づけたもの。
ciNciN⑨（副）ピーチク。ひばり　（ciNei－
　naa）の1鳴き声。
c三NeiNbisja”gwaa⑪（名）足の細い者。悪
　目として使い，ひばり　（ciNeinaa）の足
　の綱いのになぞらえていったもの。
C軸ciN2Nmガgwaa⑪（名）おもちゃの馬。足
　に車が付いていて，動くとciNciNと鳴る
　のでいう。caNcaN？Nmagwaaともいう。
eiNciruka’a⑪（名）衣類。着るもの。衣・着
　る皮の意。cirukaaともいう。～N　neeN．
　着る着物もない。
c糎coc⑪（名）〔新］県庁。廃藩当初一時用
　いられた語。のち，kiNeoo　とい5ように
　なった。
giNdaini①（名）つましらべ。音締め。琴・
　三味線などの音調をととのえること。
eiN（laN①（名）ciM’aNと同じ。
ciNdee⑨（名）見台。書物を載せて読む台。
eiNhabu①（名）はぶの一種。金色で小さ
　く，毒が強い。
ciNjaku⑨（名）倹約。政府が行なう揚合に
　は敬語にしてguciNjakuという。
ciNkaN①（名）金柑。
giNki　・」　iiN⑨（自＝raN，”ti）つねる。　giN－
　gikij号N　と岡じ。
ciNku⑰（名）［金鼓コ綱引きの時，鉦と太
　鼓を打ち合わせる一種の合奏。首塁。那覇
　の綱引きでは，リーダー絡の青隼が鉦iを打
　ち，白鉢巻の四，五十人の青年がそろって
　太鼓を打ち鳴らす。
ciNkuni’Ngu＠（名）綱引きの時に，鉦太鼓一
　をたたく一団。
c韮NkuNS演①（名）［進貢船］進貢船。中国
　へ貢物を持って行く船。それを迎えに翌隼
　はceQkUNsiN［引子舶コが中国へ行った。．
ciNkwaa①（名）かぼちゃ。11aNkwaaともi
　いう。
giNmaasaa⑪（名）土や石を積みめぐらせ
　て円形に盛り上げたところ。上に赤木やガ
　ジマルを植えてある。一里塚のように里程
　標としたものと思われる。
giNmaga＝ju－N⑩（自羅raN，＝ti）ひん醗が
　る。
giNmagaruu⑨（名）eひん曲がること。◎
　寒さなどで，縮こまること。
ciNma㎜uN①（名）〔君真物コcihwiziN（き
　こえ大君）のかしずく神。すなわち，ci一・
　hwiziNに懲く神。神のうちで最高。
eiNmiCD（名）斤瞬。欝方。量目。秤で計る．
　物の重さ。
ciNmii⑨（名）eix　111ii（ial〈aと同じ。
c量Nm蓑idaka⑨（名）金：色の図をした鷹。鷹
　の5ちで最も上等とされ，高配なので，貴
　族の子弟が買ってもら5ことが多かった。
　士族の子弟は値の安いka晦ee戚i（灰色．
　の目の鷹）を買ってもらった。
giNnaN⑨（名）かたつむり。
ciNnoobu①（名）ciNbjoobuと同じ。
ciNnooihaai⑪（名）縫い針。裁縫針。普通
　妾ま単暮こ　haai　とし・う。
ciNnoo．iaabaai⑨　（名）　ciNnooibaai　と1鼠
　じ。
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giNmuku⑨（名）［鶴の子］芋の一種。やつ
　がしら。
ciNm癒U疑⑨（名）着物の襟。きぬのくびの
　意。
ciNnukuUdi（名）着物のつくろい。1〈UU
　（銅）の項参照。
giNnuN⑨（名）唾を飲むこと。かたずを飲
　むこと。気をつけて事のなりゆきを見守る
　時などにいう。～S麺N・かたずを飲む。
ciNnusuban⑨（名）着物の葡すそ。子供が
　ふろしき代わりにして物を運んだりする。
ciNnuuu　ev（名）着物のつけひも。：子供な
　どの着物に帯代わりにつけるひも。衣の緒
　の意。
giNpee⑪（名）唾。つばき。～tuhweemi－
　kasjUN。唾をぺっとはく。唾は魔よけと
　なるので，怪しいものを見ればその方向に
　唾をはく。落とし物をすれば唾を季のひら
　にのせ，kiZimunaa　kiZimunaa　，Waa－
　mUN　tumeeraci　kwiri．（きじものよ，
　きじものよ，わたしの物を捜させてくれ。
　1｛izimunaaは木の精）　と言い，その唾を
　指で打ち，唾の飛んだ方向を捜す。腫物な
　ども，唾をつけると痛みなどが附くひくと
　される。
ciNpiN①（名）近辺。近く。
ciNpoo①（名）近勝。近辺。また，あた．り。
　辺。kwazee　maanu～ga．火事はどのあ
　たりか。
giNpuki＝jUN⑲（弛＝1’aN，＝ti）突き抜げ
　る。　くぐり抜ける。
ciNraN①（名）金剛。　ciNdaNともいう。
ciNsa⑨（名）噺〕検査。　satoociNsa（砂
　糖の等緻を決める検査）などがある。
ciNsiN⑥（名）賃銭。料金。
ciNsiNgai⑥（名）賃借り。料金を出して借
　りること。
clNsja⑨（名）〔文〕こ検者］廃藩前の役名。
　間切番所に首里からおもむく監督役。
ciNsukoo⑨（名）菓子の名。米の粉と砂糖
　をまぜ，油を入れて練り，型に入れて作る
　もの。油を入れないものはkoogwaasi，
　大きく牡丹の花の形に作って彩色したもの
　1ま　butaNkooとL・う。各工頁を参照。
giNtaa⑨（名）次の句で屠いる。～kee．iuN．
　（上が重くて）ひつくり返る。～keeri－
　jUN．　ともいう。
？iNtaakeei⑰（名）（上が重くて）ひつくり
　返ること。
eiNtee；ju■N⑪　（薗＝raN，謳ti）　まるまると
　太る。幼児などについてい5。
giNtu①（副）ぴったり。きっちり。ちょ弓
　ど。～？atato◎N．ぴったり合っている。
ciNtuNteN’⑨㊦（副）三味線の音。◎（名）五
　本の指を屈伸する小児の芸。にぎにぎ。三
　味線に合わせて踊る気持ちをあらわした
　秀の。
c量N多aci①（名）金武聴。沖縄本々東海岸に
　ある岬。
c鱈z藍①（名）禁止。文語はcizi。
C且NZU⑨（名）隣の家。隣家。
ciNzubaree⑪（名）近所払い。近隣からの
　追放。廃藩前の一一種の私刑。のちには村八
　分をもいうようになった。
eiNzubiree⑨（名）近所づきあい。隣近所
　との交際。
giN＝ZUN⑨（他”gaN，＝zi）紡ぐ。綿・繭な
　どをつむにかけて糸にする。また，糸によ
　りをかける。
ciNZUiUl’ii⑪（名）近所の集まり。近隣の
　解り合い。
ciQeUU①（名）吉兆。縁起のよいしるし。
ciQkuu①（名）e結構。：立派。◎堅固。～一
　na’3aa．堅固な家。
c韮Qpaku⑨（名）潔白。～na．潔白な。
giQpeNmp（名）［橘鮒菓子の名。　kunibu
　の砂糖漬。kuuri～？amasjoogaa．氷
　砂糖に橘餅に甘しょうが。
eiQtuCO（副）eきつく。強く。しっかりと。
　sas圭遼aa　　MUQei　　c圭1（aku　　写uむikara聡i，
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　mataN　kakusj　uraba～kUNsiiiairi．［差
　縄持つち近く予てからに又も隠しゆら
　ば　きっとくんしめれ（大川敵討刀捕縄を
　持って近く寄って，またも白状しないな
　らばきつく縛れ。◎きっと。必ず。～
　’jalni・必ずそうか。間違いないか。
φr臼⑪（名）顔。文語や複合語にはkεしuと
　いう形もある。～？arajuN．顔を洗う。
　～hurakaraN・会わせる顔がない。穴が
　あれば入りたい。hural〈a1’aNは驕けられ
　ないの意。、～taka？ucagi・顔を高く上げ
　ること。冗漫にそりかえること。また，足
　もとに気をつけないこと。
・　gira2a｝awasaN①（形）おもはゆい。恥ずか
　しくて見られない。見る方が恥ずかしくな
　る。
girabni⑪（名）顔をそむけること。そっぽ
　を向くこと。負けたり面臼を失ったりした
　揚合のそれにいうQ
giragiikUNem（名）顔をつつ込むこと。乳児
　が母：の胸に，また，水泳で水中に顔をつつ
　込むことなど。
clraeira⑦（副）きらきら。光のきらめくさ
　ま。
giradamasi（D（名）かしこい顔つき◎～nu
　？aN．聡明な顔つきをしている。　tamasi－
　kweek我agiともいう。
g量ragak猛⑨（名）顔の輪郭。顔のかたち。
gis’agamael⑪（名）つら。gil’a（顔）の卑語。
　1〈amaciは頭の卑語。～，wal’al・iN　doO。
　つらを割られるぞ。けんかの時のことば。
giragRtal｛aew（名）次の句で用いる。，iNnu
　～．縁が顔をかばう。縁のある者は，ひい
　き匿で顔もきれいに見える。一katal〈aはか
　ばうものの意。
φragw訟⑪（名）次の旬で用いる。～na－
　jUN．恥ずかしくて顔を向けられない。顔
　が小さくなる心地がするの意。
girahazikasjaN⑨（形）おもはゆい。顔を
　見られるのが恥ずかしい。
g rahUQkivaa⑪（名）不平不満などで，ふ
　くれっつらをした者。　　　　　　　　　・
gh’ahuraa⑨（名）馬鹿づら。人を罵倒して
　L・5語。　一huraa＜hurijuN。
girakwaahwaa⑨（名）顔がほてること。微
　熱のある時，恥ずかしい時などにこうな
　る。
gh’a．ioo⑪（名）泣きそうな顔。べそ。悲し
　そ5な顔。
9疑編ugus圭⑨（名）［tw］つらよごし。
cira＝．luN①（他＝aN，”ti）嫌う。
girakaagi⑪（名）顔だち。容貌。
eiraka＝S無N①（鶴＝saN，＝ci）散らかす。
　とり散らす。
9垂ramiikucisw（名）顔色。顔のようす。一mi－
　ikueiは一見することの意。
giramiQkwasaN⑨（形）国力｛憎らしい。
φ拠㎜遍kwee⑪（名）　かわいらしい者。と
　てもかわいい者。わざわざ反対に「顔が憎
　い者jといった語。
g董ramuku㎜量⑨（名）顔つき。面相。つらが
　まえ。　mukumiはフに目。
giran圭④（名）e長歌。琉歌の長歌。O連歌。
　琉歌をふたり以上でよみつらねること。ま
　た，よみつらねた歌。
giranikiisaN⑨（形）顔力縫曽らしいo
giranukazi⑨（名）顔に現われる恥。恥ず
　かしさが顔の色に現われること。・Jnu
　？ariwadu　niNziN，3aru．恥じる魚があ
ってこそ人闘だ。
giranukaa2agii⑨（名）つらの皮が爆い者。
　厚顔。あつかましい者。
gk．asieiin’itei⑥（名）顔G蕗葛）を抵当にす
　ること。証文を入れずに面目によって金な
　どを借りること。
cirasigusu量①（名）散らし薬。
ciramsjuN⑪（飽＝saN，＝ci）（晶物を）切ら
　す。sakee　namaa　ciracoosa．酒はいま
　切れているよ。
c詮炉s∫uN①（他＝saN，＝ci）（腫れものなど
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　を）散らす。eirasigusui　giki嫉1〈asa～．
　散らし薬をつけてできものを散らす。
girataacaa⑨（名）二枚香。内股膏薬。顔が
　二つある者の意。
giratamttjaa⑪（名）額と顎が高く，中央が
　くぼんだ醜い顔。
gh’atiigi⑰（名）生き写し。瓜コつ。顔が
　そっくりなこと。那覇ではhainuziとい
　う。
gira2ueiki⑪（名）顔つき。、
⑳awaa⑪（名）顔の広さ。また，大きい顔。
　また，度胸のある，人賄で恥じない顔◎反
　対には，giragwaa　1｝ajUN．（恥じて顔が
　／」、さくなる）とい5。
gかawa紐009U⑪（名）顔がつぶれること。
　面当を央うこと。
9蜘a雰raa搬⑨G劃）爾とむかって。～？ii－
　cijUN．面とむかってののしる。
ciree④（名）してはいけないこと。禁止す
　べきこと。「嫌い」に酋応ずる。
cit’eemuN①（名）してはならぬもの。経験
　的あるいは迷信的理由から禁飯されている
　こと。タブー。妊婦の家に表門から入っ
　て，褻門から出ること（必ず入った所から
　出なければいけない）など。また，腹をこ
　わした時に？aNdamUN（揚げもの）を食
　5dとなど。
ci・’i⑥（名）eきれ。布。◎きれ。　切れ端。
ciri①（名）塵。ごみ。～N，3ama　najUN。
　塵も穣もれば山となる。
ciri①（名）桐。
ciri①（名）霧。
一・?ｉｒｉ（接尾）e田畑を数：える時の接尾辞。
　枚。cuciri（一枚），　taciri（二枚目など。
　◎切れ。魚・粟子などの切ったものを数え
　る時の接尾辞。（一caaiの項参照）
9量ri①（名）連れ。同伴者。仲間。
eiri2akuta①（名）塵芥（ちりあくた）。
ck’ihaN⑨（名）〔切板］たばこを刻むための
　切りばん。
ciribaNbooeaa⑨（名）たばこを切る包丁。、
　普通の包丁よりもずっと大きい。
eiribix’a（①（名）にら。
ek’igi㎜i①（名）家計を切りつめて，余裕を
　一与えないこと。切りつめの意。夫が妻に金：
　を出し惜しむ場合など悪い意味に使う。
eiricirii⑨（名）料理名。牛肉を醤油などで
　妙りつけたもの。ciriciriと音を立てると
　ころから名づけたもの。
giridee①（名）［連台］侵方形の大きな盆。重
　箱や食器類を載せて逮ぶのに用いるもの。
ciriee⑪（名）打ち合わせ。下相談。
cirikasi①（名）切れはし。重箱につめた残
　りの食べものの切れはし，材太の切れはし
　など。
eirihukni①（名）塵埃。ちりとほこり。
eirihwa⑪（名）物事・言行のけじめ，また
　｝ま，きり。～nu，j訊も＆sjaN。　きりがいいe
　～nu’waQsaN．きりが悪い。
cir蓋hw圭z量①（名）〔文〕塵と泥。　hubana
　saeiziriba　・vN　gikaN，　siraeanija　nabi－
　ci？abus圭makura．［穂花咲き鐵れば　塵
　ひぢもっかぬ　白種子やなびち　あぶしま
　くら〕稲の穂花が咲き畠ると塵も泥もつか
　ずに，稲はあぜを枕にする豊作（でありま
　すよ5に）。
eirii①（名）きれい。清潔。　bucir三i（不潔）
　の対。ciriiNともいう。～lla。きれいな。
ch’iiN①（名）きれい。清潔。～na．きれい
　な。～ni　sjUN．きれいにする。
cir量＝juN⑪（自＝raN，＝むi）θ（品物が）切れ
　る。hasaN（鋏），　hoocaa（包丁），亭iigu
　（小刀）などが，切れる。刀・かみそりな
　ど，刃の切れ昧を蒋に尊ぶものが切れるこ
　とにはtaCUNという。◎切れる。切断さ
　れる。（糸などが，また関係などが）切れ
　る。，iNnu～．縁が切れる。，iN～．愛想
　がっきる。すっかりいやになる。
ciri＝jUN①（自＝raN，”ti）㊦散る。腫れも
　のの腫れが引く。O（花が）散る。㊤にじ
　む。色が染まって散る。寧im玉nu～．墨
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　がにじむ。
gii’i＝juN①（弛＝raN，＝ti）連れる。隅卜す
　る。？usigi践jUNともいう。
cirlk械⑨（名）旬り傷。刃物で切った傷。
cirikuc養（D　（名）切りに董Q
cirikuru＝sjガN⑪（他＝saN，＝ei）切り殺
　す。
e｛rikUlaN①（名）切り刻むこと。
cii’inlian（名）切れ冒。切れた所。’jaseenu
　～．野菜の切り口。
gil’iMML蓋①（名）同じ年ごろ。結婚の相手とし
　．てころあいな岡年躍。，inugirh1ユiともい
　5．　satimu　sat2　？aNmaa，　”v　naru
　’wikig我…（静閑慕）何とまあ，ばあや，問
　じ年ごろの男が…。
cirimuS；ri①（名）古くなった衣類などが，
　切れたり破れたりしてみすぼらしいこと。
　cir呈t重N　muslx’itiN？a3a就aarii．（切れて
　も破れてもアヤー・ターり一を使5。貧乏
　士族が身分に執着するのをあざけったごと
　ば）などともいう。？ajaaはおかあさん，
　taariiはおとうさん，ともに士族の使う
　語。
cirimuzi＠（名）弓どん。
cirinaatavanaa⑪（副）切らしたり，足り
　なくなったりするさま。金銭・店頭の唄物
　などが順調にそろわないさま。
gk’inagaanagaa⑪（副）列をなして長くつ
　らなるさま。延延と。
girinasaN⑨（形）つれない。情ない。　giri－
　nasaja　’juminu　jununal〈ani　’ututi
　？asaj’u　zirinu　？wini　？umuikutaei．
　〔つれなさや藤の　世の中に居とて　朝夕
　義理の上に　思いくたちコ情ないことに短
　い一生の5ちで，いつもi義理の上に思い悩
　んで。girinasii　sikaもa・つれない次第。
　情ないていたらく。
giriniNyil①（名）連れの人たち。同行の人
　たち。
cir娘⑪（名）戯麟。中耳の想像上の動物。
ciriNtoonv（名）植物名。緋桐（ひぎり）。
eirisiti①（名）ごみだめ6ごみ捨て場。
c黄r減ti＝」ガN⑪（他門ra翼，＝ti）一切り捨てる。
　切って捨てる。
ciritaikaatai①（副）ずたずた。ぼろぼろ。
　着物などが切れて垂れ下がり，みすぼらし
　いさま。
eiritami⑨（名）たばこ入れ。刻みたばこ
　を入れる末製の小箱。切り溜めの意。
ciritoO＝sju’N⑪（他＝saN，＝ci）（立木など
　を）切り倒す。
d頬t磁①（名）塵取り。掃除道具の名。
ciri2uri①（名）霧が降りること。霧・かす
　みが立ちこめること。
cil’izil’i⑪（副）散り散り。別；れ別れ。離散
　したさま。
cirizirini⑥（副）〔文〕散散（さんざん）。
　～　　，3agir三　　kunu　　nai．ju　　，jariba．［散々　｝こ
　やつれ　此のなりよやれば（花売之縁）］さ
　んざんにやつれ，こんなさまであるから。
eiyjuu⑪（名）〔新〕帯留。本籍地を離れて墨
　他郷に住むこと。cizuu［居住〕と同じ。
ciroO①（名）〔器蚤］才能。才器。　cirooは
　人にそなわった才能をいい，個個，折り折
　りの才智は多く碑eとい5。
cirooniN①（名）器量人。手腕のすぐれた
　人。才能のある入。才子。
g壼ru④（名）eつる。琴。烹味線。弓などの
　弦。◎筋。筋肉のすじ。nuud砺iru（のど’
　の筋），？udi7，ixu（腕の筋），？adu多iru（ア
　キレス1健）など。
gil・ti①（名）鶴。　gil’UNtuiともいう。　siN一一
　gix’u　maNl〈ami．鶴は千年，亀は万年。
gh’u”buN⑨（自；baN，＝dl）つるむ。　交尾
　する。
girug．iru①（副）よたよた。よちよち。歩き
　はじめの幼児などの走りまわるさま。
girudai①（名）失望。落胆。がっかりして
　体中の筋がだれる意。～s3UN．
gh’uga＝juN①（自＝raN，＝ti）㊦連なるa
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　つながる。　続’く。　七iNtu　ziitu　giyuga－
　tOON．天と地と連なっている。◎（つながっ
　て…まで）達する。…に及ぶ。mllMU
　kubimadi¢iz・ugaもOON．水呑ミ首まで達
　している。？uhooku　kadi　nuudii】Stadi
　giytlgatoON．たくさん食べて（食物が）
　のどまで達している。㊧（水などに）つか
　る。（水などにっかって，水が）…まで達す
　る。kub娠aki狙珍童N1臓i～．鳶の高さま
　で水につかる。⑳（接尾）…し統ける。？圭mi
　憩i竣irugajUN。夢；を長…く見影壼ける◎munu
　，jUN曾irugajUN．はてしなくおしゃべり
　を続ける。
girugi〈i）（名）eつながっているもの。連な
　るもの。◎（接羅）nita鑓φ撫頭（二二反続
　きの反物），ni～轍eegiruginu詮ユusiN（二
　枚続きの毛布）など。
yirlegi＝jnNco（他＝　1’aN，＝ti）連ねる。連
　続させる。
cirgikaa①（名）着る皮の意。着物のこと。
　ciNciz’ukaaともい5。
cirllmuN①（名）着る物。衣類。着物。　ci－
　Neihw批daともいう。
鯉川Nt癬①（名）⑳u（鶴）と嗣じ。
g蔓ruz⑩（名）けづめ。鳥．類の攻撃用の爪。
gh’u＝zuN①（他＝gaN，＝zi）つなぐ。連結
　させる。
C圭§aRa⑰（名）ちしゃ。野i薫の名。葉を郵亭
　とする。
cisanahaa⑨（名）cisanaと岡じ。また，
　cisanaの藥。　　　　’
eisiew（名）書瀬。㈱》参照。
¢量s…①（名）〔文〕岸。海岸。日語は？顯工i－
　bata．
¢isicl①（名）〔文〕国色。口語はciici。，ju－
　munu～nu？UlllusiTu．ia．　よもの景色の
　面白や。
elsi＝juN①（自＝1’（aAT，＝ti）秘略する。便秘
　する。
cis蓋m猛膿⑰（名）岸本。《地））参照。
e三slri⑨（名）きせる（煙管）。
ci§量r移oo⑨（名）ラオ（羅宇）。きせるに用
　いる竹の管。一4◎O＜S（》0（竿）。
cls．iaba（①（名）喜舎揚。《地》参照。
C柚k縦①（名）〔新？〕規鰯。kataともい
　50
gita①（名）つた。かずら。
φ餓褥uN①（他＝raN，＝ti）〔文〕伝える。
　’Nl〈asimunugatai　mumu　gi七ai　ciCUN．
　［昔物語　薔伝え聞きゆん（手水之縁）〕昔
　物語をいくたびも伝え聞いている。
ckaRasaN⑪（形）きたない。不潔である。
　sitanasaNと1司じ。hagoosaNともいう。
gitawa＝juN①（自＝raN，＝ti）伝わる。
gitee①（名）伝え。言い伝え。伝説。？aN
　？juyu～nu？aN．そういう吉い伝えがあ
　る。
giteebanasi①（名）伝え話。俵説。
gitee＝juN①（弛＝raN，＝ti）伝える。
giti④（名）つて。手づる。
ci鱒。①（名）祈薦。
citoogaai①（名）祈濤の代わりとなるもの。
　祈濤に代わりうる効能。家を薪臥した場合
　などに，立派な王味線で歌の上手な人に
　歌ってもらえ．ば，その家は祈薦iしたほどの
　効能があるなど。
戯U⑥（名）みやげ。みやげもの。「つと」
　に対応する。
eituda＝ellN①（他＝taN，＝Qei）乗り気に
　なる。思い立つ。気が進む。
9量撫軸量⑨（名）勤め。勤務。、
gitum蓋＝jtzN⑨（他・・　1’aN，＝ti）e勤める。
　勤務する。◎努める。また，辛抱する。我
　期する。giもUMi七i　naaQcooree．辛抱して
　待ってろよ。
eisva①（名）きわ。とき。際。　taei七〇〇x’ini
　？ujubu～．紋〕立ち倒れに及ぶ際の意。
　危急存亡の時。
ciWtlma＝．luN⑥（自　　；1噛aN，　　＝むi）決まる。定
　まる。決定する。七aruuga？iCUNdici～．
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　太郊が行くことに決まる。
ciwa］11i＝jllN⑪（飽．；raN，＝ti）決める。定
　める。決定する。taaNkai　ciwamiiga．
　だれに決めるか。
ciwasjaN①（形）きつい。きびしい。人の性
　格についてい5。
ciweekRtn＠（名）euweekutuと岡じ：。
c量weemuN（D（名）euweemuN　と贋1じ。
gizaaX｝azaa⑨（名）継ぎはぎ。継ぎ合わせ
　てつくろうこと。～sjuN．
gizaas．ghazaas量（①　（名）　gizaahεしzaa　と同
　じ。
9三zaa場jUN①（他＝saN，＝ci）継ぎ合わせる。
　つなぎ含わせる。
eizaku⑭（名）奥鍮。
cizalcug．ii’hwaa⑪（名）奥鍮のかんざし。平
　民の用いるもの。
吻a葺瓢deeku蠣①（名）切り干し大根。
ci4aユnik皿由u①（名）刻み昆布。細かく切
　り刻んだ昆布。
cigamltabakiユ①（名）刻みたばこ。
clga＝ntiN①（他＃maN，漏di）e刻む。細か
　く切る。◎彫刻で，刻んで物の形を作る。
eiziCO（名）悪いこと。劣ること。比較して
　悪い二合にいう。？UQtujakaN～．弟よ
　りも悪し・。’jaNi皿eellu～natOON．　病気
　が悪化している。
gizian（名）粒。複合語に？ubuNgizi（御飯
　粒），kumalgizi（米粒），？awagizi（粟粒）
　など。
giziCO（名）㊦頭上。～ni　kamijuN．頭上
　に戴く。奉戴する。◎頂上。由・坂などの
　てっぺん。hwiranu～。坂の上。
9量雰発uN⑨（自n・kaN，＝ci）続く。naga？a－
　minu～．長雨が続く。
gizlguei⑦（名）継ぎ図。
cizi＝juN①（他＝raN，＝ti）人の行為を，さ
　えぎる。止める。また，禁止する。Qcunu
　？aQcusi～・人の歩くのを此める。通行
　を止める。sigutu　sjusi～・仕事をする
? 9izi？llri
　のをさえぎってとめる。また，仕事するの
　を禁走する。
g zilti①（名）つぎ木（接木）。
c蓋zhmgarl醸①（自諾raN，　rもi）縮みあが
　る。すっかり縮む。また，寒さ・恐怖など
　で，縮みあがる。
ciz三mi⑨（名）織物の名。縮み織り。
ciz董m蒸擁鷺N⑨　（自＝raN，；ti）　（縮ませ二て）
　しわをよせる。
eizinuhwee⑪（名）〔文〕禁札。？UNna　ma－
　gisitanl　cizinuhwenzi　taeugei，　kui　slnu－
　bumadinu　cizija　nesami．［悪納松下に
　禁止の牌の立ちゆす　恋忍ぶまでの　禁や
　ないさめ］恩納番所の松の下に禁札が立つ
　ているが，恋をすることまで禁止すること
　｝まあるまい。
PizinllmllN⑨（名）飯・粥など，米粒の形
　をしたもの。米粒の入っていない璽湯に対
　する。病人の食事の揚合などにいう。
cizi＝nUN①（自＝maN，＝di）（縮んで）しわ
　が寄る。単に縮む意では？iNcaku　najUN．
　などという。
ciziN①（名）機嫌♂iiciziNnuもucini？jUN．
　機嫌のいい時に醤う。
9圭ziN①（名）つづみ（鼓）。
9量ziNduurutt⑨（名）綱引き（ginahwici，
　その項参照）の時に，旗頭（hatagasira，
　その項参照）の上につける燈籠。その形が
　鼓に似ているので名付けたもの。
ciziNkaa①（副）寒さ・恐iイ轟などで，縮みあ
　がつたさま。～sjOON．縮みあがってL・
　る。
eiziri①（名）θ契り。固い約束。◎契り。
　宿世の縁。
警iziSUU⑪（名）先祖から受け継いだ，先祖と
　同じような運命。gizi一くgiZUN。　SUUは
　運命。～ka翻jUN．先祖から受け継いだ，
　先祖と岡じような運命を受ける。『
c韮z圭？uvi⑨（名）神の託宣。
gizi？liri⑪（名）継ぎ降りの意。苦労して死
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　んだ者が先祖にあり，その先祖の祭りを
　怠った場合，子孫にも同様な苦労が統くこ
　と。
giziwai⑥（名）頭割り。入数照り。費用など
　人数に応じて謝り当てること。gibuxuwai
　ともいう。
cizoo①（名）知行。領地。また，領地を支
　配し，年貢などを得ること。
eizui⑥（名）千鳥。海浜に群れて鳴き飛ぶ
　ノ」＼甕｝。　cizujaa　ともいう。　文語はhama－
　eidLll’i．
c量zujaa⑨（名）千慈寿。　eizuiと同じ。
cizujaa⑨（名）繍れ毛の者。
eizuka⑨（名）喜如何。（（地））参照。
g転zu麗①（他＝gaN，＝zi）e継く“o（一切れた
　糸などを）つなぐ。また，（蟹れた茶碗な
　どを）継ぎ合わせる。接合する。◎継ぐ。
　相続する。gwaNsu～・先祖のあとを継
　ぎ，祭祀を営む。
gi＝zuN①（他＝gaN，　xzi）つく“。器に注ぎ
　入れる。saki～．酒をつぐ。
¢量z職⑩（名）縮れ毛。縮れた髪。また，縮
　れ毛の人。
ciZUII⑨（名）［居柱］霧留。本：籍地を離れ
　て，他郷に住まうこと。
eiZttuniN⑨（名）寄留入。
¢ONCON①（副）ぽたぽた。ぽたりぼたり。
　水滴の落ちる音の＄ま。
¢o醸瀧aa⑪（名）［京太郎］か㌔・らい緬。人
　形使い。万歳行者。maNzai，担N多aj穂と
　も’いう。首漿郊外の特殊蔀落にいた賎民で，
　年の初めには家々の門に立ち，祝霧を唱
　え，入形を舞わせ，また葬式の時は念仏鉦
　をたたき，念仏を唱えるなどして銭を得た
　者。
coo⑰（名）庁。悪性の腫れものの名。
coobaN⑪（名）［京判］一升枡。
eoocikutoo◎（名）野竹銚。観賞用となる
　が，有毒である。迷信家は庭に植えるのを
　喜ばないQ
coociN⑰（名）提燈。
coociNmue圭⑨（名）提燈持ち。結婚の時に
　提燈を持つ役。新郎の方から新婦を迎える
　ため，かごかきと共に男の子が二入その役
　になって行く。新婦の方からも二丁の子供
　が綴るので，新婦を迎えて新郎の家に来る
　時には，大きな提燈が四つ購って行列の先
　頭に立つこととなる。提燈を持つ手は取り
　換えないものとされているので，新婦の家
　が遠い時には，提燈持ちにも少し大きな者
　が当たる。
coodaN￥i①（名）〔新〕京箪笥。明治以後本
　土から渡来した家具。
coodee⑨（名）兄弟。兄弟姉妹。農村では
　？utuzaNdaともL’うQ
coodeeguhwasaN⑪（形）兄弟の仲が悪い。
coo面①（副）ちょ5ど。折よく。端数な
　く。さながら。～’jutasjaN．ちょうどよ
　い。1｛unu　hujaa～’jaN・この靴はぴっ
　たりだ。　～’jamatUNcunu　gutOON．ま
　るで日本人（本土の人）のようだ。
coodumi⑨（名）帳面に書きとめること。
　記帳。会計事務，集会の場合の入名などを
　認入することなど。
cooginaa⑪（名）おどけ者。
coogiN⑪（名）G狂言。芝居。演劇。能狂
　蓄ではなく三鷹一般。中には？uja？aN－
　maacoogLy〔おやあんま狂言］のよ5な悲
　麟もある。切削節は瓢icoogiNという。
　◎こつ揮いなこと。～’jasa．こっけいな
　ことだ。
coogwee⑨（名）しも胆え。
coohae韮maci①（名）［朝曇白］衣冠束帯に稲
　当する礼装。cooziNとhacimaciの意。
　coo？isjooともいう。
coo2isjoo①（名）ε朝衣裳コcoohacimaci
　と同じ。
eoomii①（名）長命。長生1き。taNmiiの対’。
　～na．長命な。～sjUN・長生きする。
coo珈iN⑪（名）帳癒。
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coomur⑪（名）経文。お経。～，junUN．
　読経する。
coonaN①（名）長男。　cakusiともい5。
COO孤U？U項服hwee①（名）童翠雲。朝拝。正月
　元旦，国王が中国に向かって行なう蓬拝
　式。君臣そろって七回行な5。？unjuhwee
　の項参照。
一co’nN（助）すら。さえ。一担（は）のあと
　に用いるようである。？icimusee～？uja
　？umujUN・けだものですら親を思う。
　kaneru　mumukwahuja　？imijaeoN　’N－
　daN．［かにやる百果報や　夢やちやうも
　見だぬ（孝谷之巻）］こんな幸福は夢にさ
　え見ない。
coovoo①（名）禅宗で一由の長老。また，
　住特。また，僧侶。沖縄の…瀞は多くが禅宗
　なので，住持は皆coorooといい，さら
　に，普通の僧侶を～もいらよらになった。
　敬ってcooroomeeとい5のが普通。
cooroomee①（名）住持さま。お坊さま。
coosii⑰（名）一食。一度分の食糧。～N
　lleeraN．一食分もない。
eoosjUN⑨（名）長春花。ばら。
coo糠⑪（名）京都。
cooza盤u⑪？uhusjuu①（句）〔長老之大主］
　踊りの名。村芝居で最初に出る踊りで，福
　蘇寿の三徳を兼備した人間最高の理想的人
　物を表わしたもの。また，その入物。
coozi⑨（名）丁子。植物名。また，それか
　ら取る香料。
eoozibukuru⑨（名）丁子袋。丁子を入れ
　る袋。着物の中などにはさんでおくと，い
　い香りがする。
coogibur｝i⑰（名）丁子風炉。丁子を焚く香
　炉。
eoouika⑨（名）e経塚。経巻を筒に納め，
　土中に埋めて築いた塚。㊤地震の時の難文
　の文旬。首里の郊外にある経塚は金剛経が
　埋めてあり，地震の時にもそこだけは揺れ
　ないというので，地震の時には‘‘～～．’，
　（「経塚経塚」）と唱える。
cooziN（！）（名）〔朝衣］…司官以下の礼服。
　芭蕉布で作り，参内のとき着用する。黒色
　のものをkurucoo，白色のものをsil－u一一
　COOという。明治以後，白朝衣は葬礼にの
　み用い，黒朝衣は結婚に際して，花嫁が頭
　からかぶる時にのみ用いるようになった。
eoezOO①（名）引跡。この難なく満足なこ
　と。　haeizuumadi？icicooree　もookaci
　saNtiN～，j　asa．入十まで生きていれ
　ば，米寿の祝いばしなくても十分満足だ。
COQcoNgwaa⑪（名）ささ鳴きするころのう
　ぐいす。ささ鳴きの声から名付けたもの。
　kこεしcinlユnユiinu　　～，　？asani　su】窪a　，joo　　～
　’3agaもi’jacimeeni　sasariN　doO．（童謡）
　やぶの中の5ぐいすよゴ朝寝するなよ，うぐ
　いすよ。あやうくぼっちゃんに刺されるぞ。
cu一（接頭）一・ひとつ。同一の意を表わ
　す。cui（ひとり），　c孤kaki（ひとかけら），
　cukatana（一刀），　cutusi（同じ年）など。
cubaci⑪（名）一一一一ag。一回の打繋。　baciは
　嬢。～nakai　nuci　c麺asj　UN。一一waで殺
　してしま5。¢irasjuNは切らせる。
cucaai①（名）e切断した秀の（太の枝・砂
　糖きび・商など）一切れ。30センチ内外の
　ものを多くい5。⑰田畑の一一一／jx区画。
eucawaN⑰（名）一杯。飯・茶など，茶碗
　に一杯。
eugibu⑨（名）一坪。
eugician（名）一月（ひとつき）。
c暉ci駆si⑪（名）一月おき。隔月・。
eugik劇⑨（名）一つか。一束。
CiigikaN⑨（名）一つかみ。
eUCinee⑪（名）一家族。一家。
euciri⑥（名）（∋田畑の一枚。田畑を数える
　単位：。◎一切れ。
cada⑨（名）許田。（（地》参照。
c撹dac董（〔D　（名）　一力、力斗え。　一daci　〈daeUN
　（砲く）。
cuhaku①（名）一箱。9量kidakigwaa～．
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　マッチー一箱。
鐸蔓1ari⑨（名）ちょっとの購れ間。変わり
　やすい天候の際の晴れ間。
euh・・di＠（名）一筆。～1〈aei　1〈wiri．一
　筆書いてくれ。
cuhusi⑪（名）e膏楽の一曲。◎竹などの
　一ふし。
cu薮waa⑥（名）〔～葉1霜を織る時の，経
　糸二本。
cukwtaara⑨（名）∈）腹一一一as。満腹。～ka－
　daN。腹一杯食：べた。〇十分。～niNtaN．
　十分寝た。◎飽き飽き。こりごり。huna－
　tabee～。船旅はもう飽き飽きした。
cuhwa通⑨（名）一羽。鳥の一一羽。
cuhwirα⑪（名）一壷。
c曲w藍sja⑨（名）ひと足。一歩。～saei
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ　naJ　UN．ひと足先になる。　Qcunu～？a－
　Qciini　duuja　tahwisja？aQCUN．入が一
　歩歩く間に自分は二歩歩く。
cu？iici⑥（名）一息。～ni　numee．一壷に
　飲め。
cui⑰（名）ひとり。一人。
C皿iφgaaruU⑨（名）ひとりずつ交替するこ
　と。ひどり交替。十人ずつ交替すればzu－
　uniA・gigaaruuとなる。
cuidaei⑪（名）ひとり立ち。独立。
cuigurasi⑰（名）ひとり暮らし。二身生活。
　dUUCU三gurasi　ともいう。
euijuzi嚢juzri　　⑨　　（副）　　互L、eこ譲　り　合　 う　　さ
　ま。
cuinaa⑪（名）ひとりずつ。ひとりひと
　り。
cUinaakaaruuem（名）ひとりずつ交替する
　こと。　cuigigaruu　と同じ1。
cuiNgwa⑪（名）ひとり子。～nu　hwixu－
　gaLひとり子から子孫がひろがって栄え
　ること。　．
c撮sii「zii⑪（副）互いに助け合らさま。　sレ
　1〈inOO～Qsidu　kurasjuru．撤の中は
　互いに助け合って暮らすのだ。
cui”tareedaree⑥（副）互L・に補い助け合
　5さま。
cui’？usee？usee⑭（副）互、・に軽蔑し合5
　さま。
cui’2uusi2uug．　i⑪（副）互いに押し付け合う
　さま。互いに（義手ひとりに）負わせよう
　とするさま。
C樋W汰藍幽N9繊⑥（名）ひとりむすご。
c磁w蓋n蕊琶u創製w我⑨（名）ひとり娘。
C磁Z揃⑪（名）〔古〕〔一人衣］貴族の長男が
　七歳になった矩の5月5日に行なう，芭蕉
　布の着物を一日で作る行事。芭蕉の繊維を
　つなぎ，つむぎ，経糸・緯糸を俸るのを一
　Hでするので，容易なことではなく，貴族
　にして初めてできる行事であった。親類の
　者が大勢集まり，こちそ5を作って行な
　5。一反の布で一人前の着物を作る，すな
　わちおとなになることを祝う行事で，織り
　始めのところまでするのが普通であった。
cujaa⑪（名）一軒。◎岡じ家。同じ一軒の
　家。㊨一家。一1汗に住む者全部。
cu．iaaniNpu⑨（名）一家族。また，家族中。
　一家中。
cajumi⑪（名）織機の籏（おさ）の粗密を
　表わす単位。一よみ。’jumi，　hudueiの
　項参照。
cujul’ll⑨（名）一晩。一夜。また，一晩中。
c秘kaki⑪（名）一かけら。食：べものなどの，
　一切れ。
cukasabi⑪（名）一重ね。
eukata⑨（名）㊦一方。片一方。片端。～一
　kara　kata7．ikijUN．　rt　一一方からかたつげ
　る。～naadii　kee鷲しs3UN．片っぱしから
　ひっくりかえす。◎専心。専念。一一事に専
　念ずること。～nati　hataraCuN．＿事
　に奪堕して働く。
eukataa⑪（名）一事にごる者。こり性。
cukatami＠（名）一荷。ひとかつぎの荷。
　一ka七amiくkatamijUNo
cukamna⑨（名）ひと太刀。一刀。～ni　Cレ
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　rikuruci　turasa．一＝刀で一切り殺してやる
　ぞ。
cukeeN⑨（名）一圓。一keeNは回数を表わ
　す接尾辞。
cukeetunai⑪　（名）　隣近所。　keetunai　と
　もいう。
cukuci⑪（名）e一口。一度に口に入れる
　こと。また，その分量。◎一口。一口の持
　ち分。～？i和N．（無尽などに）一碍まい
　る。
gukuibana⑨（名）造花。
9．ukuihana§⑩（名）作り話。
gukuigutu⑨（名）作りごと。無いことをあ
　るように見せかけるこ二と。
gukuigW蓋i⑪（名）作り声。作った声。
gukuihwirumi＝jUNen（侮t・1’aN，扁t圭）作っ
　てひろげる。（家などを）増築する。
guku恥N鵬ee⑪（名）仮病。　cibjooともい
　50
gukuijaNzi⑪（名）作りそこない。できそ
　こない。
璽ukui麺N＝zガN⑪（他＝daN，＝ti）作りそこ
　なう。
餌k磁k就a⑪（名）作り方。製造法。　　，
gukuikaga”i⑪（名）装飾。飾り付け。
gukuikee⑪（名）作りかえ。改造。
gukuimunii⑪（名）gukulniunu？iiと岡じ。
guku量munu2ii⑪（名）作りごと。無いこと
　をあるように蓄5こと。
gukuimuN⑨（名）e作物。農作物。～nu
　dikiraN．作物ができない。◎加工晶。
gukuimugu「ku；⑪（名）農作物。季節季節
　の作物。
g腿k面waa赫i⑨（名）作物の折半。分作り。
　一一方が土地。資金・種子。茜などを出し，
　一方が耕作して利益を折半すること。
9tikuiwaree⑪（名）作り笑い。
gukujaa⑪（名）e作者。製作者。◎農夫。
　農民。？Nmu曾ul〈ujaa（芋作りの意）とも
　い5。㊥おしゃれ。
gul｛u＝juN⑪（他＝raN，”ti）∈）作る。、製作
　する。製造する。こしらえる。’jaa～．家
　を建てる。◎（農作物を）作る。？Nmu～．
　さつまいもを作る。また，農業をする。百
　姓をする。㊧化粧する。めかす。（顔を）作
　る。
cukumui⑰（名）銭百文。2厘のこと。h3aa－
　kuともいう。ziNの項参1照。
cukuni⑪（名）θ一国。◎匡沖。
誓ukurii＝juN③（他＝raN，”もi）望ukurij双N
　と國じ。
gukuriikuNtii⑨（名）つくろい整えること。
　’wazikana　muNsaani　．v　Qsi　niilkwaa－
　s3UN．わずかな物でつくろい整えて間に
　合わせる。～sjaNteemaN　sudacee’wa－
　kajuN．どんなにつくろっても育ちはわか
　る。
gukuri＝juN⑪（他＝raN，＝ti）θつくろう。
　補修する。修繕する。◎小細工をする。ご
　まかす。とりつくろう。㊧つくろい整え
　る。野菜の悪い薬を除くとか，果物のへた
　を取るなど。また，化粧する。
cukusai⑪（名）θ一揃い。一式。お供えも
　の・道具などの一式。～nu　mii¢L一蟻い
　のものが三つ。三組。◎一一緒。～RajUN．
　一緒になる。
cukutu⑨（名）一事。一事件。
cukutuba⑪（名）e一言。◎片言。
cukw鐘⑪（名）一声。
guma①（名）［妻］∫妻」に欝応ずる。王の
　妾。王の妻妾（hwii，　huziN，9Ullla）の中
　で最も身分が低く，身分に関係なく王に拾
　われた妾をい5。三殿の程合はその家族は
　士族になる。出身地の名をかぶせて，何何
　？ajaaと呼ばれた。？ajaa？aNsirayeと
　もい5。
cumaainv（名）e一回り。帯などの，一巻
　き。◎一かかえ。大木などの，爾手をひろ
　げて抱くほどの大きさ。
cumaarasi⑪（名）年歯｛一二二歳違うことo
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cumakai
　年齢が十二支で一回り違うこと。～ntt
　亭iiga．十二歳の年長。
cumaka董⑨（名）飯椀の一一‘as。上流ではCU－
　eawaNという。makaiの項参照。
cumaziN⑨（名）一束。一積み。積み上げ
　た一つ。稲について多くいう。
Cllllliw（名）一巳。ちょっと見ること◎mi－
　gu寧ikuni　nubu七i　七isazi　mucagiriba，
　haihuninu　narej’a　一vdu　mijuru．　［＝一
　重城に登て　季拭持上げれば　走舟のなれ
　や　一目ど冤ゆる］三重城に登って季ぬぐ
　いを上げて合擁すると，速い舟のことなの
　で一冒しか見えない。
cumic頑）（名）一つの道。岡じ道。岡じ方
　針で進むこと。協力してすること。’illU一一
　miciは「前に来たのと同じ道・だれかの進
　んだのと同じ方針」などの意。mikuNdaa
　～．夫婦は協力すべきもの。
CU綴9麟⑪（名）一めぐり。一巡。一周。
cmnura⑰（名）e一村。◎全村。村中。
cumUtu⑨（名）一もと。一本。生えている
　植物を数えるのにいう6
eunaagi⑪（名）ひと長さ。一定の長さ。あ
　る疑i離の全体。～ni　kii？wiij　XiNL一定
　の距離にわたって太を植える。
CUNnaa⑨（名）喜友名。（（地》参照。
CUNzii⑨（名）［象棋］中里式の将棋。口悪
　式のものとは異なる。
CUNZIIN⑨（名）仲順。（（地〉）参照。
eUQpuziQpll①（名）時時。時折。閲隔をお
　いて折折。gibuu’unu～’janUN．頭が
　（ある間隔をおいて）時時痛む。
cura一（接頭）美しい・盛大な・立派ななど
　の意を表わす。curaziN（美しい着物），
　cuごawinagu（美女），　eura？udabi（盛大
　な葬式）など。
euraa⑨（名）美しいもの。また，美人。
　nakagu醜kucuraaとL・え｛ボ，ミス中城の層
　意。
curaakix①（副）0きれいに。清潔に。～
　susuree．きれいに拭け。㊥きれいに。残
　らず。～？ueikadi　neeN．きれいにたい
　らげてしまった。㊧見事に。立派に。
curagasa㊥（名）天然痘。庖瘡。「忌み恐れ
　て，逆に美しい（cura一）かさ（一gasa）と
　いったもの。
cm’akaagi⑪（名）美貌。
curakaagiien（名）美入。美女。
euraNcaagl⑨（名）美しいお顔（の方）。
　eurakaagii（美人）の敬語。
curasaN⑨（形）美しい。きれいである。ま
　た，清潔である。cural〈u　nasjUN．イ・
　美しくする。きれいにする。n．洗骨する。
C犠rasugai⑪（名）美しく装うこと。盛装。
　tv　s3UN．
Cimra2udabi⑪（名）㊦盛大な御i葬式。会葬
　者が大勢の盛大な葬式。O平民の葬式を盛
　大にするために頼まれて参列する士族の婦
　人。婦入は親戚縁者の葬式にのみ参列する
　習わしであるが，ときに何の縁もない平民
　の家から頼まれて，その家の名誉のために
　会葬参列することがある。参列の最後に連
　なり，白朝衣（siruCoO）をかぶって顔は
　見えないが，一見して士族の婦入であるこ
　とがわかる。その数の多少が名誉の大小に
　秀なった。
cura？11NCOOも亘⑪（名）e美しいおぐし
　（？UNcoobi）。◎女の髪の結い方の名。？u－
　sil’Ll（えりあし）の項参照。
cura2utuuian（名）？ugwaN（祈願）の鯖が
　立派に通り，神仏に聞き入れられること。
　～sjoosa．お願、・の筋が立派に通ったよ。
cura？u臓huu⑪（名）立派なことば使い。よ
　そゆきの敬語。
cura？wi藁suga隆⑪（名）美しい誌装い。御
　盛装。
curawi・・agu⑲（名）きれいな女。美女。別
　嬢。、
curaziN⑰（名）美しい着物。晴れ着。
e．usaka多icl＠（名）さかずきの一一杯。
17e
c皿Ul皿縫N
報s量織a⑨（名）一品。
eu｛aaguev（名）taaga（水桶）の一杯。
cutabai⑥（名）一束。一たばね。
cuta量⑪（名）一しずく。一滴。
《e孤taruka⑨（名）eutarul〈iと同じ。
eiitaruki⑨（名）一族。一門。まれな語。
　cutaruk3ともい5。
CIIti⑰（名）θ：ひと季。一’隊。一一グループ。
　kasiinU　ty　？iQ．eOON．　力口勢力ζ一隊｝ま㌧・っ
　ている。◎経糸入本。すなわちcuhwaa
　（その項参照）を四つ。
eutiNdukm’u⑨（名）一つのとりえ。一つ
　の長所。tUNnulcuSUuniN　CUもiNdukuroO
　？aN．鶏のふんにも一つのとりえはあるQ
・eutuan（名）一年。ひととせ。
¢utugusi⑨（名）一年1おき。隔年。
cutuku嫌a⑨（名）一ところ。一箇所。　cu－
　tul〈uruを多く用いる。
¢utukuru⑥（名）θ一ところ。一箇所。～一
　nakai　nagee’UN．一一一一ところに長くいる。
　◎おひとり。人数を数える時の敬語。？U－
　rliiNnu～？meN聡eN．お客がおひとりい
　らっしゃる。
cutusi⑰（名）岡じ歳。同隼齢。’inutusiと
　もいう。
¢utusih’eu⑪（名）岡じ歳の人。岡年齢の
　入。
cutu－tatu（①（名）一，二年。
cutuui⑨（名）一通り。
¢uu㊥　（名）eきよら。今日。　～nu　kunija
　maakaiga．きょうこんなに遅くどこへ行
　くか。～nu’jukaru　hwii磁u　m偽aru
　hwii．きょうのよき日まさる購。女が神
　に？ugwaN（願）をする時に言うことば。
　◎こんにちは（目下へのあいさつ）。園上へ
　は～，uganabira．とし・う。
¢uubaa⑪（名）’ｭい考。カの強い者。また，
　体の丈夫な者。，joobaaの頬。
euubioo①（名）e急病。　O性病。
etiucaN⑪（副）たちまち。急に。俄然。
　1〈usui　nudakutu～masi　BatOON．薬を
　飲んだらたちまちよくなった。
cuueuuan（名）ちんちん。陰≡茎の小児語。
onugOO⑨（名）∈）協議。◎しめし合わせる
　こと。？aQtaaja～sjooteesa．彼らはし
　めし合わせていたのだ。
c眼uhuu⑪（名）中風。
cuui⑪（名）発育。成育。また，体力の園
　復。〈cuujUN。～nu　niisaN．発育が遅
　い。圓復：が遅いQ
cuuiibee．saN⑪（形）発育が早い。また，体
　の回復が早い。
cuuiniisaN⑨（形）発育が遅い。また，体
　の國復が遅いQ
cuu擁酬⑨（自＝raN，＝ti）e強くなる。丈
　夫になる。健康になる。病人・塵婦などの
　体が，回復する。腕力などが強くなること
　にはcuuku　najUN，　cuumajuNなどと
　いう。◎子供が，発育する。育つ。
cuuj秘・’u①（名）今夜。
euukaa③（名）急須（きゅうす）。
cuuk秘①（副）強く。はげしく。　うんと。
　～？UCUN。強く打つ。
cuukuu⑨（名）共有。一一つの物（子供なら
　玩具など）をふたり以上で共有すること。
　那覇ではkaataaという。～sjUN・共有
　する。～Qsi？aglibee．なかまにして遊べ
　よ。
cuuma　：．；　uN⑨（自＝vaN，＝頓）強まる。強
　くなる。
euumi＝3uN⑪（他濡「aN，＝ti）強める。強
　くする。giru～．琴・三味線の弦を締め
　て音を高くする。、
CiiiiniiPthzi「騒⑨（名）〔古］［朱黒府コ那覇め
　久米村（kuniNda）の古称e’
CUIImuN⑪（名）中門。中庭を仕切った垣
　（kaara？isigaciが多い）に設けられた
　門。
c囎颯uN⑨（名）〔新？〕注文。元来は？a－
　gireeを多く用いる。
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c篭ユ髄畿工。三
cuun蓋。隻⑪（名）（彼岸の）中降。，NCεしbi（彼
　岸祭り）を行なう臼。
cuunuhw量「量⑰（名）きよ5の日。　euuの
　強意。CUUQsiCuuともいう。～ni？U一
　（≧taaもi？＆minu　hu駄きように限って雨
　が降って。
CUUN⑨（自・不規貝ij）来る。話し弓三が話し
　相手の方へ向かって行く揚合にもいう。
　？Nm・anu～．馬が来る。？amakara　CUU－
　meu撒興rigwaa。あっちから来るきれ
　いなお女郊さん。，waNniN？iQtaaNkai
　cuuSa・わたしも艦の家へ行くよ6　caabi－
　1’a．ごめん下さい。訪問した時のあいさ
　つ。　さらに，丁寧には，　男はcaabira
　sai．：女はeaabira七ai．のようにいう。
　貴人への正野の揚合や，僕碑が言う揚物に
　は，jusii’ijabiya．　という。caabiもaN．（来
　ました）は室内に入ってからのあいさつ。
　cami・（来たか。　cii・ともいう）はH下の
　来訪を受けた時のあいさつ。COON．来てい
　る。kuuwa。来い（kwaa．ともいう）。
euu「psicuu⑥　（名）　きょうとL・うきよ　う。
　大事なきょう。きように限って。eUUの強
　意。～？aminu　hujUN．きように限って
　爾が降る。
cuusa照ev（形）e強い。カ・体などが強い。
　’joosaN（弱い）の灘f。　quuku　najUN．
　（力が）強くなる。？UNcinu～・運が強い。
　cuusal’u　huunaa　sjUN．強いふりをす
　る。強がる。◎病気が，曰い。㊤ことばな
　どが激しい。
cuusic皇⑪（名）〔古〕［休式コ食：事。’ja麟mi
　ともいう。～？usjag彗租N．食事をさしあ
　げる。
euusigi①（名）忠節。
cu｛lsiN⑨（名）〔文〕e注進。◎結婚などの
　仲介・爾家の連絡・催促などを行なうこ
　と。また，その者。
cu臓siN①（名）忠臣。
CUtuara⑨（名）中皿。中くらいの大きさの
　IEII。　SUtll’iiともいら。
cuuzi⑪（名）ちょうず（手水）。お手洗い。
　便所を上贔にいら語。cuuzee　maaga・お
　季洗いはどちら。
¢uuzi⑪（名）給仕。また，給仕する者。？U－
　cuuzi　sjUN・お給仕する。
guuz圭①（名）通じ。便通。
cuuzlbaac量⑥（名）ちょうず鉢。
cユ瓢zi面ree⑪（名）洗面用のたらい。ちょう
　ずだらい。小さな桶で脚がある。
cuuzinak鷺u⑪（名）洗い粉。
CUUZUNku①（副）たいそう強く。きつく。
　～mzisubuN．たいそう強く結ぶ。
euwakasiew（名）〔一済・一三］酒一升。
cuwakas幽a⑪（名）一升徳利。一升瓶。
euweekutu⑪（名）大変な事。えらい事。大
　ごと。一大事。
cuweeユnuN⑪（名）大変なもの。えらいも
　の。
cu多aa⑰（名）一座。一座の人々。
cuz孟i⑪（名）一字。
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daa①（感）e物を尋ねる時用いる。おい。
　ねえ。．～hudee．筆はどこか，筆はどうし
　た。◎物を諮求する意を表わす。おい。ね
　え。～ziN．金をくれ。～鋤siyee．ど
　ら，見せろ。手を出してdaaというだけ
　でも事がたりる。㊨失敗し．た時にもいう。
　しまった。
daagtt⑨（名）だんご。米の粉をこね，小さ
　く丸めて蒸したもの。
daamaa⑨（名）daamえの者、
daa1滋⑪（名）黒碍が白い臨のにおおわれ
　た，視力のない目。髄隈の実に似ているの
　でdiNgaNmiiともいうo
daa■naa⑨（感）しまった。女が失敗した時
　に発する語。～caa　sjug’a．しまった，ど
　うしよ5か。
dabiG）（名）［奈毘］葬式。沖縄ではもと火葬
　はなかったはずで，茶毘（だび）をそのまま
　葬式の意にいったものと思われる。CUI－a一
　？udabi．その項参照。
daci①（名）らち。～N？akaN．　らちがあ
　かない。
一daei（接尾）世帯を立てる意の接尾辞。
　’winagudaci（女世轄），　taNkaadaci（親
　がいなくて，若い夫婦が主となっている世
　帯。子供がいてもい5。多く次男・三男の
　分家したものをいう）など。
dac量hかNCD（名）水筒のようなもの。乗馬の
　時に酒を入れ，着物の下から脇腹に掛げる
　もの。陶製で，腕に密着するよ5に偏平に
　できており，水馬のよ5にひもで贋から下
　げる。
・daeiku＝nuN①（他＝nlaN，頃i）抱きこむ。
da＝cikN①（他＝kaN，＝ci）θ抱く。腕の中
　にかかえこむ。QkWa～．子供を抱く。◎
　奉持する。？iihwee～．位牌を奉持する。
　㊨隠し持つ。？uhuziN　daCOON．大金を隠
　して持っている。
dah皿魔Φ（副）体がだるく，元気のないさ
　ま。女が妊娠した時の気分など。、
daimUN⑨（名）手足のカがなく，何の仕事
　もできない者。役立たず。また，だるそ5
　にしている者。元気の無い者。
dajaa⑨（名）daimuNと周じ。
da．iabhx①（遮詞）・です。であります。でご
　ざいます。他の活用形はあまり嗣いない。
　：平民が用いる語。士族のdeebiyuという
　のと隅じ。cuuja，i圭偵Nci～．きょうばい
　い天気でございます。
da＝juN⑨（慮＝raN，＝七三）だれる。疲れて力
　がなくなる。
daki①（名）竹。種類としては，　maatakU
　（だいさんちく。りょくちく。竿・建築罵
　材などにする），kusaN（ほてい竹），’Nza－
　taki（蓬来竹。ざるなどを作る），’jaNba－
　rudaki　（琉球竹。　　篠竹。　　cinil〕U，　　屋根な
　どに用いる），deemjoo（寒山竹），　katra－
　taki（またけ。公儀用として王室で用い，
　また，鹿児島に移出する）などがあげられ
　る。
dakibooci①（名）竹箒。
δaki頚艮e蓋㊥（名）竹ぶき（の屋根）。，jaNba－
　rudakiの小枝でふいた屋根。　kajabuci
　（茅ぶき）よりもずっと上等で，耐久力が強
　い。
daklduN⑨（名）竹當騰。入重山群島の島の
　名。また，そこの部落の名。武富。（（地））
　参照。
dftkigae藍①（名）竹垣。竹のいけがきの揚
　合もある。
dakigalctii①（名）竹の囲い。屋敷などの周
　照を竹で囲った垣根。
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dakijul〈a
dakljuka①（名）竹で作ったゆか。竹床。
dakikuz隻①（名）竹の釘。
dak量nukaa⑪（名）竹の皮。
dakinukaasaba⑨（名）竹の皮で張ったぞ
　弓り。貴族用・士族女子用とされた。
dakinuQkwa①（名）竹の子。
dakinuzii①（名）竹の幹の中空の部分。　z員
　は髄。
dakiNgiibuu⑥（名）竹のつぼ。竹筒。竹を
　一切って器としたもの。
daki2ubi①（名）（桶などの）竹製のたが。
dakiziihwaa①（名）竹のかんざし。喪中に
　女が用いる。tumiともいう。
dakueaku①（名）rakucakuと同じ。
dakudaku①（副）心臓が鼓動するさま。ど
　きどき。，Nni～．胸がどきどき。
dakUini＝cuN①（自讐kaN，＝ci）どきんと
　する。動悸を5つ。「だくめく」に対搭す
　る。
dakugaku⑪（名）大工廻。（（塊力参照。
dama＝栂N①（自＝raN，．＝ti）黙る。沈黙
　する。damaiciQcooN．黙りきっている。
damasi？uci①（名）だまし討ち。
dama・　sjuNi①（他＝saN，＝ci）だます。あ
　ざむく。
ぬm博uN⑰（他＝raN，＝ti）（「彩む（だ
　む）」に対応する）㊦筆で上から，なぞる。
　◎陶器に，うわぐすりを施す。漆器の上塗
　りをする。◎俳優などが，顔にくまどりを
　する。
dana⑨（名）田名。（地》参照。
dani⑪（副）〔文］まことに。」（丈当に。？uri■
　kuriN　？ieiN　一v　siraN　？ariba，　？t｝ci－
　ni　’wal〈a？azi　kakurij　ai　？imeN．　’ugadi
　’waga　kutuba　makututumurariri．〔お
　れこれも憲ちも　だにすらぬあれば　内に
　若按司　隠れやりいまいん　拝でわが書葉
　まことと思られれ（忠臣身替）コいろいろ
　言っても本当にしないのであれば，中に若
　君がいらっしゃるから，お目にかかってわ
　たしのことばを：本i当と思われよ。
daniju⑨（副）〔文〕まことに。げに。ま
　た，しっかりと。もちろん。111illlinu　nijtt
　？asati～cicitumiri．［耳の根よあさて
　だによ聞きとめれ（執心鐘入）コ耳の穴を
　ほじってしっかりと凪げ。nasi？uja3a～
　hwicihaToozimadiN　？unu　sudati　mi－
　geru…［なし親やだによ　引はらうち迄も
　おの素立めしやいる…（孝行之巻）コ生みの
　親はもちろんのこと，親戚までもその養育
　をして下さるとい5…。
danuNan　naraN⑨（句）段違いである。比
　べものにならない。想像もできない。～
　Qcu．段違いの人。～，w㌶a。言語に絶す
　るわざ。
daN＠（名）θ段。壇。階段。　o段。等級。
daNcuu⑪（名）㊦金魚の一種。らんちゅう
　（蘭鋳）。体は短くて太い。◎旧びと。保儒。
　一寸法師。
daNdaN⑪（名）大層。仰山～nu？utui一一
　muci．大層なおもてなし。～nu　kutu’ja－
　sa　’jaa．ご大層なことだねえ。
daNgasa⑨（名）［三三コ洋傘。こうもりが
　さ。　raNga忌a，　kaabujaagasa　ともいうo
daNgawai⑨（名）段違い。けた違い。
daNgooO（名）〔文〕談合。話し合い。紹
　談。～ju　sjabira．［談合よしやべら（忠臣
　身替）コ相談をしましょ5。
daNkaN①（名）二千。てすり。raNkaNと
　もいう。
daT　na⑨（名）だんな。主人。廃藩後の巡
　査・土入などはdaNnaと呼ばれた。？u－
　tumuzurasadu　daNnazurasa．お供…が立
　派だとだんなも立派に見える。
（熱Npagi⑪（名）［新？〕断髪。誤ってr2しN－
　pa¢iともいった。
daNpu⑨（名）ランプ。　raNpuともいう。
daNza拠継juN⑤（自＝raN，＝ti）黙りこむ。
　黙る。？i（≧pooni　hwicina七i　daNzamati
　’a錘Ngiitee．［一一：方に弓【きなて　だんぎや
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　まて居すんついてや（大川敵討）］一方に
　引きさがっておし黙っているのでは。
daNzamuNza⑨（副）ぶつぶつ。ぐずぐず。
　不平不溝をもらすさま6
daNzU⑪（副）なるほど。いかにも。げにこ
　そ。～tujumariru　nagunu　ba．Nduku－
　ru，　magitu　gazimarunu　muteisakei．
　［だんじゆとよまれる　名護の番所　松と
　がずまるの　もたえさかえ］なるほど名護
　の番所は評判されるだけのことはある。
　松とガジマルが美しく茂っている。～
　karijusija　？iradi　sasimiserLi，　？uninu
　ginaf七uriba　kazija　matumu．〔だんじ
　ゆかれよしや　いらでさしみせる　お船の
　綱取れば　風やまともコいかにもめでたい
　吉罠を選んでなさることだ。お船の綱を取
　れば，風は順風である。？isjatUU？isja－
　tuu　ziramiigaa，　’juubinu　nukuee　nuu
　l｛watagaa．　？al〈amaaniiidu　kwatayu．
　～ga．　kusu　hwiQ．earu．かまきり，かまき
　り，いぼじろ5，ゆらぺの御飯の残りは何
　を食べたか。あずきを食べた。なるほどそ
　れで，下痢をしたのだ。（童謡）
｛畏aQCOO⑨（名）らっきょう。
daraa①（名）だらしのない者。だらけ者。
daraakwaゼaa①（副）だらだら。　の．らく
　ら。だらしないさま。
darada職①（副）だらだら。液体が続いて』
　i垂れるさまb？asinu　～　nagarijuN．汗．
　がだらだら流れる。
dari＝jUN⑨　（自　＝raN，＝ti）dajUNと隅じ二。
darum量⑥（名）闘節。～nu，jootOON．関
　節が弱っている。
darUsaNen（形）だるい。だるい箇所によっ
　て，kubidarusaN（首がだるk・），　tiida・・
　rusaN　（手がだるい），　hwisjadarusaN
　（足がだるい）などと言い分けることが多
　い。
darllU①（名）だらしのない者。だらけ者。
　また，いくじなしQdaraaともい5。
daruukwaruu⑦（副）だらだら。だらしの
　ないさま。なまけるさま。～Qsi　haziri－
　nu　neexaN・だらだらしていて，きびきび
　したところがない。
dasi⑪（名）だし。煮出し。昧を付けるため
　に煮眠した汁。
dasica㊥（名）灌太の名。太質が緻密．で堅
　く，杖にする。
das圭caaguu「s∫aN⑪（名）dasicaの木で作っ
　た杖。9UUSjaNは杖。
dateemaa⑪（名）大きなもの。1〈uuteemaaa
　（小さなもの）．の対。
dateeN⑪（名・副）大きく。大いに。うん
　と。k騨teeR（小さく）の紺。～？abi－
　ree。大きくさけべ。，warabinu～na－
　jUN．子供が大きくなる。～lta　muN．
　大きな屯の。～tidee担N・5んとこちそ
　5する。
（laz ku①（名）惰弱。怠惰。～na　muN．
　怠け者。
dce⑨（名）題。詩歌文章などの題目。
dee⑪（名）台。物を載せて置く台。
dee①e（名）代。　世代。　～hwijUN．代
　を経凱O（接尾）？icidee（一代），　nidee
　（二代）など。
．dee①（名）代。代価。
deebiru①（連中・不規剣）です。でござい
　ます。他の活用形はあまり嗣いない。’ii－
　tiNci～．よい天気でございます。
deec玉ree⑳（名）大禁物。大変忌むべきこ
　 。祝賀の席で不幸の話をすることなど。
　cireeはしてはならぬこと。
deedakaa⑨（名）高価な物。代金：の高い物。
　deedakamuN　ともいう。
deedakamuN①（名）代価の高い物。
deedee⑨（名）澄。？iNkunibuuともいう。
deedee①（名）代代。　～SUgUl’imuNnu
　？Nzi七〇〇N．代代すぐれた者が出ている。
deedeekuni｝）u⑪（名）掩。　deedeeと同じ。
deehwivlmajaa①（名）代を経た猫。年数
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　を経た化け猫のような猫。〈dee　hwijUN
　（代を経る）。
deehwh’imuN①（名）代を経た者。
dee2量ci④（名）第一。何よりも大切なこと。
　最初にすべき事。
deejasii⑪（名）代価の安い物。安物。
deeka①（名）代価。代金。
deekaNen（名）大寒。工十四節の“つ。
deeku⑨（名）大工の丁丁。普通の大工には
　seekuという。首里にはdeekuは指折り
　数えるほどしかおらず，地方の大工は皆
　寧eek覗とV・つた。
deek：臓⑪（名）植物名。だんちく（暖竹）。
　よしたけ。海岸などに生える。い砂がきな
、どにする。
｛嚢eek駆gae｛⑰（名）だんちくの垣根。
deekuni⑪（名）大根。？uhuniともいう。
遼eeku癖gaNsaa⑨（名）大根の根と葉との
　間の整くて食べられない部分。転じて，が
　んこ者。単にgaNsaaともい5。
deek賢n減r戴⑪（名）大根をおろすおろしが
　ね。seeganaともいう。
deeku癒＄量r嬉r藪⑨（名）大根おろし。大根
　をすりおろしたもの。
deemjoo＠（名）［大名コe貴族。　sam慧ree
　（士族）・hjalgusjOO（平民）1こ罪する。昔
　地方で一城の主であった按司（？azi）たち
　が，中央集権によって首里に集められ，
　？udUN［御殿］f　tUNci〔殿内］の主となつ
　て，deemjooと呼ばれるようになった。
　◎竹の一種。寒由竹。．
deeni⑨（名）代価。値段。　deenee　caaga．
　イ直段はいくらか。hananukoOkara　kakiも圭
　？unlisjooree，　deenee？iraNsa．〔花の香
　から　かけて混みしようれ　だいねや醤ら
　んさ（茶売節）］花の香（茶の名）をはかり
　にかけて売って下さい。値段はかまいま
　せん。？圭1’aN（言わぬ）は那覇語。
deeNna⑨（連体）大変な。大した。～kaN－
　gee．大変な考え。～｝〈utu’jaQsaa．大
　したことだよ。
δeer⑩（名）代理。他人に代わって事を行
　な5者。名代。
dee：強⑨（名）大雨。
deezi⑩（名）大変。大ごと。～na．大変な。
　～najUN　doo．大ごとになるぞ。
deezu⑪（名）台所。　simuともい5。
一de’munu（助）〔文〕…であるから。…なの
　で。dijooriの項の例文参照。
一de「鱒i（助）〔文〕さえ。すら。だに。？umu－
　kazinutv　tatana　？uei　kwiriba，　’wagei－
　rijuru　hxVimaN？aju罫a　’jasiga．　［面影
　のだいんす　立たな置き呉れば　：忘れゆる
　畷も　あゆらやすが］面影さえ浮かばない
　でくれたら，忘れる暇もあろうのに。？a－
　danigaei”v　sudi　1〈akiti　hwieui，　daiyzu
　mutubireja　ti　tuti　hwicusa．〔あだに
　垣だいんす　袖かけて引ちゆい　だんじゆ
　元びらいや　手取て引ちゆさ］縁のないあ
　だにの垣さえ袖をひっかけて引く。それで
　いかにも昔なじみの入は手を取って引くの
　だ。
δii①（感）いざ。さあ。臼下に対し誘いか
　ける藷。町上には～saiなどという。～
　？ika．さあ行こ5。～sai？icabira．さあ
　行きましょう。
磁量①（名）痴（利・利子）と岡じ。
diidii①（感）eさあさあ。人を強く誘ら語。
　◎「じょう談はよしてくれ」と人のじょう談
　に軽く抗議するときの語。臼上にはdii
　saiのdiiを強く引いていう。
戯董9蝋①（名）梯橿。旧暦4月ごろ，蝶形の，
　大きい，深紅の花を開く。沖縄の園花とさ
　れた。木材’ではいろいろの器具を作る。
diisiNbaaja⑪（名）〔薪〕電信柱。
diiziTT⑨（名）斑ziN（霊前，位牌）と岡じ。
d9．iooearia⑨認u熈舞⑨（句）こ文〕［出様
　来る考や］出て来た者は。まかりいでたる
　者は。組踊りの用語。
dijoori⑥（自）〔文〕いでよ。出会え。敵を
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　呼び掛す語。’謁a’eezi，111iYXIinu　ni3u
？aklti　misilcu　elelugami，　tamanvviranu
　？azillll　mijugizinu　？ullligwa，　？llgaga
　’jumukubija　？unugumiju　demunu，？i－
　suzi　kubi　SUSU七i～～．こやあ八三瀬耳
　の根よあけて　みすく聞拝め　玉村の按司
　の御代継iの思子おががよも首やお塁
　みよだいもの　急ぎ首そそて　でや5れで
　やうれ（忠臣身替）コやあ入重瀬，Eをほ
　じってよくよく聞け。玉村の按司の代継ぎ
　の若様iが，おまえの首を御所望だから，急
　いで首を洗って出会え出会え。
dljukuev（名）yijul〈u傍封欲）と同じ。
dikadika①（感）〔文〕さあさあ。いざい
　ざ。～mijayabi？asibikai．〔でかでかみ
　やらべ遊びかえ］さあさあ娘たち遊びに
　行こう。
dikajoen（感）〔文〕いざ。　さあ。　口語は
　diQkaa．　一v　？usigiriti　nagamijai　？asi－
　ba．［でかよおし連れて　眺めやり遊ば］
　さあ連れだって眺めて遊ぼう。
dikasien　（名）　らまく行くこと。　成功。　禾封益i
　を得ること，幸福を得ることなど。～’jaN．
　成功だ。
dika＝sjuN⑪（自＝saN，　ici）でかす。うま
　く行く。成功する。利益・幸福などを得
　る。
dik蓑？暗a二ju喰⑪（自＝raN，＝ti）でき上
　がる。
dikijaa⑨（名）できぶつ。秀才。
diki＝juN⑪（自可a馬＝ti）e（学問など
　が）よくできる。◎（農作物が）よくでき
　る。◎5まく行く。よくできる。成功す
　る。また，上等に仕上がる。？asibinu
　dil｛itOON．　遊こメ　（演芸）　カミう「まiく行ってL、
　る。dikita　dikita．〔文〕でかしたでかし
　た。あっばれあっばれ。
dikilaataa⑭（名）よくできた砂糖。上等
　に仕上がった砂糖。
diN①（名）痙。はす。riNともいう。～nu
　hwaa．はすの葉。
d量Nc a⑨（名）rlNcaaと岡じ。
diNci⑨（名）riNciと同じ。
磁Ndee⑰（名）riNdeeと同じ。
diNdoo⑨（名）伝道。（〈　ag　））参照。
戯Ngaku⑨（名）［田楽〕料理の名。　taa一
　？．X’mu（閏芋。里芋のようなもの）を煮て，
　皮をむき，砂糖やごまをまぶしたもの。首
　塁・那覇では正月用の料理。
diNgaN⑥（名）滋NgaN　と同じ1。
d董NgaNmii⑨（名）黒冒が白いものにおお
　われた，視力のない貸。龍眼の実に似てい
　るのでいう。daamiともいう。
di“’guN⑪（名）伝言。ごとって。？ijaiと
　もいう。
diNkwaa⑨（名）riNkwaaと岡じ。
diQkaa⑪（感）さあ。では。いざ。誘いか
　ける時発する語。，uuhuu，，oohoo，，iihii
　などともいう。それらの項参照。～sai
　？icabira．さあまいりましょう。～？ika．
　さあ行こう。
diQpa⑩（名）r圭Qpa（立派）と同じ。
diQpukuen（名）立腹。腹を立てること。
　腹力｛立つこ　と。　yiQpul〈u　と　もし・う。　～
　sjUN・立腹する。1〈usamicuNともいう。
diQsiN＠（名）e立身。㊤嫁に行くこと。
　ri（ミsiN　とも、、50～sjuζ．　とつぐo
dON①（副）どん。太鼓の音など。
dON面N①（副）どんどん。太鼓の音のさ
　ま。
dONmika＝sju“・q）（自二saN，＝ci）どんとい
　う音を立てる。
doo①（感）どう。馬を舗止する声。
dOO⑪（名）ろ5そく。　roOともいう。
doo⑥（助）ぞ。だぞ。　nusudu～・　どろ
　ぼうだぞ。，jaQcii癒nur’aarijuN～．に
　いさんに叱られるぞ。
doocu腱⑪（名）〔道中］道中。また，単に徒
　歩の旅行の意。
doodiN①（副）どうぞ。なにとぞ。どうか。
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　～？aca　Qci　kwiyi・ど5ぞあした来てく
　れ。
dooaoO⑨（感）結婚式の夜，花嫁が花婿の
　家に来た時，花婿の：友だちが花婿を擁し
　て，花嫁の部屋へ押しかける。その時の掛
　け声。三三九度の式に臨むのに際して，
　花婿を馬に乗．せたつもりの声である。
doodoO①（感）　どうどう。馬を制止1する
　声。
doogu⑨（名）㊦道異。　Oとくに，茶器。、
　㈱waN500guは食器一般。
dooguhjoOgU⑪（名）あらゆる道具。遵異
　一切。
doogumガsa⑩（名）道具がよいこと。夢e－
　ekOO～．大工仕事は腕よりも道具。．
dook“su⑥（名）ほくそ。ろうそくの燃えが
　ら。rookusu　ともい5。
感ooma⑨（名）老も5。も5ろく．。1’oo111a
　ともいう。～sjOON．も5ろくしている。
doona⑰（名）童名。　，wavabinaaともい
　う。元服して名乗り．（nanui）をする衝の
　名。tal’uu（太郎），．zil’Ull（次郎），　saN－
　duu（蕪郎）など。　naa（名）の項参照。
aoori⑨（名）道理。すじみち。
doosa⑨（名）明響（みょうばん）。dOQsaa，
　rOQsaaともL・5。
doosaa⑨（名）do。saと岡じ。
doosi⑪（名）明蘂二藍。1’oosiともL・う。
一面（助）ぞ。こそ。強意の助詞で，ふつう
　あとを連体形で結ぶが例文に晃るように
　そうでない例もある。一nu（が），一ga（が）
　のあとにも付きうる。，waN～，jaru・わ
　たしなのだ。’waaga～’wa（≧saru．わた
　しが悪いのだ。niizamuN～’ja亭iga，
　maakumaalcu　kanagiisa．まずいものな
　のにおいしそうに食：べてるよ。．b　sirihwlci－
　meehxviei　Qsi　？umuinu－s一　？aee　sani．
　身辺をうろうろして，気でもあるのだろう
　か。1〈umanakai～ンurui．ここにいるの
　か。sii～sjUl’ui・するのか。
一d・・（接尾）度。回数を表わす接羅辞。？呈。圭一
　du（一度），　naNdu（何度）など。
du＝euNo／（自羅ka璃＝ci）のく。どく。立
　ちのく。その揚がら離れる。nUCuNとも
　いう。？iQtaa七aee　dukee．おまえたちふ
　たりはどけ。
δugeeik双rq＝bi⑨（副）盛んに転ぶさま。
｛亜ugee＝juN⑪（自；yaN，ユti）転ぶ。　dUu
　（胴。体）がkeejUN（返る）の意か。
　kurubuNともL・5。
dugwai＠（名）rugwaiと同じ。
dpkasiree①（感）こら。いたずらっ子など
　をおどす語。～，nama？N田aしこら，
　まだそこにいるか。
duki＝juN①（他＝raN，”ti）のける．。どける。
duklna＝jUN①（自＝1’aN，＝ti）避ける。わ
　きへどく。
dukina＝sjteNi①（他＝saN，＝ci）のける。ど
　ける。しりぞける。
duku　en（名）e毒。毒物。　dukoo～saani
　1〈eesi・毒は毒をもって縦せよ。◎毒。有
　害なこと。，juyu　gij草ni？uむariおee　～
　’5εしNtisa．夜，露に打たれるのは毒だ乏さ。
δuku⑪（名）ruku（六）　と同じ。
δuku⑰（副）あんまり。ひどく。過度に。
　nug’asi　tv　kaneyu　’waga　sumiru　1〈a－
　naja，　sumiriwaN　？asazi　？iruN　gikaN．
　［のがすどくかねる　わが染める総や　染
　めれはも隔地　色も着かぬ〕どうしてこう
　までもわた．しの染める総（恋人）は，染め
　ても魚がつかない（反応がない）のか。
clukugees韮⑪（名）毒消し。毒気を解き消す
　こと。一geesi＜keesjuN。～sjUN．毒を消
　す。
dukugmsui⑰（名）毒薬。
dukugwagi⑨（名）rukugwagiと同じ。
dukuniei⑨（名）rukuni信iと論じ。
dUin．aNgwa＝s．iuN⑪（他＝saNp＝ei）うろ
　たえさせる。あわてさせる。
dumaN、　gwieima「Ngw．i⑰（副）うろたえ騒
178
duu
　・ぐさま。周章狼狽。
dumar　9wi＝jul　en（自＝ya聾，＝ti）うろたえ
　る。あわてる。狼狽する。
一dumi（接屡）妻の意を表わす接尾辞。　sa－
　cidumi？atudumi（前妻と後妻）など。
1一面N（助）強意の助調。1〈uri～’waSiNna．
　これを（しも）忘れるな。makutu～，ja一一
　raa，まことにしあらば。もしも本当なら。
　？arigaA一　musika　’wasata・v　sjuraba．
　［あれがどももしか　我沙汰どもしゅらば］
　もしも彼女がわたしの話をでもしたなら…。
　kaei～see．もし書けば。　kakee（書け
　ば）の強意。
duNbuinueaasiien（名）どんぶり料理を持
　ち寄ってする宴会。
duNburmo（名）どんぶり。
duNnamuNem（名）鈍な者。のろま。
｛kiNnasaN⑨（形）のろい。金屯い。愚鈍である。
duN蝋①（名）どんす（愚子）。王族貴族用。
clUNsit⑥　（名）　duziN（胴衣）の美称。　？a－
　taiunu　nakagu　masiru　hwiclsayuei，
　tabini　meru　satuga　duNsubakama．
　［あたい苧のなかご莫白ひき晒ち旅にま
　いる里が　どんしゆばかま〕後園に作っ
　た芭蕉のしんの糸を蛋白にさらして，旅に
　行く我が背子の胴着とはかまを作りましょ
　う。
daSQpeku⑥（名）z’UQpjaku　と償1じ：。
“uqρek課guパzuu⑨（名）1’u（≧pj　akuguN－
　zuuと岡じ。
dUQtu①（副）duuduと同じ。
duragsvii①（名）どら声。
dur尋⑪（名）泥。水をおびて柔らかくなつ
　た土。
虚urubisja⑥（名）泥足。
durubuQtaa⑨（名）泥だらけ。泥まみれ。
durueuru①（名）どろどろ。泥のように柔
　らかなさま。
du臓9waQta⑩（名）ぬかるみ。泥淳。
durumici⑨．（名）泥道。
durumigi⑨（名）泥水。
durumutaaN⑥（名）泥あそび。泥いじりσ
dmruwakasii⑪（名）料理の名。田芋（taa一
　？NMU）・田芋のずいき（taamuzi）・こん
　にやく・揚げ豆腐などをどろどろに煮こん
　だもの。
dusadusa①（副）㊦どさどさ。どしんどし、
　ん。大勢の足音など。◎どきどき。動悸を
　打つさま。，Nlli～．胸がどきどき。
dusamika＝sjuN⑪（飽＝saN，　wei）eとど
　ろかす。どしんと音を立てる。sikiN～．
　世間に大きな評判を立てる。◎（胸を）ど
　きんとさせる。
d”si①（名）友。友だち。湯前。
dusibiree①（名）友だち付き合い。一bwe臼
　くhwixee．
δusilcugee①（名）友だち付き合い。交友。
dzzsimugir韮②（名）：友入と親しくなるあま
　り，他をかえり見ないこと。
dush’u⑪（名）身代金g人怖売買の金。duu－
　ganeeともい5。　sjuiwarabi　nusudi，
　nahwa．warabi　nusudi，　kuNzaNni　？uj’ai．
　nakugamini　？ujai，　tal〈adusiru　？utidu．
　t翫kadusiru　tu七idu。〔首里童盗で　那覇
　童盗で　国頭に売やい　中頭に売やい
　高どしろ売てど高どしろ取てど（女物
　狂）］首里の子供を盗み，那覇の子供を盗
　み，国頭に売って，中頭に売って，高い身
　代金で売って，高い身代金を取って…。～
　？ir圭juN．身代金を払う6
dusudii　an（名）着物の一一Pt。そでの狭い鈎
　女の不断着。
dusudiimee⑪（名）dusudiiの服装。tana－
　si（夏の礼服）や，wataziN（冬の礼服）
　のない婦入が，dusudiiで闘に合わせるこ
　となどをいう。
duu⑨（名）［胴コ（∋体。～teesici　Qsi，joo一
　体を大切にしろよ。～mucitoOSjuN・体
　をこわす。～mucijaNZUN．身をもちく
　ずす。品行悪く，堕落する。～daCUN．
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鍍腿u
　イ．（負傷などで）家に引きこもる。ロ。
〈衣類・夜具などが）体にぴったり合う。
　～NdakaN．（着物が）だぶだぶである。
　◎自分。自身。また，自分の体。～11Uci－
　kava．自分の力。宙力。～nu，jaa・自分の
　家。自宅。～llu　ku七〇〇ka翼geeもidu，（≧cu－
　nu　kutoo　kaNgeejuru．自分のことを
　考えてから，ひとのことは考える。～nll
　？W辻自分の身の上。Qcunu？wiiNdi
　？umuむoota亭iga，～nu？wii　natOON．ひと
　の身の上のことと思っていたが，わが身の
　上のことになった。～ja　caaga・イ．体
　はどうか。ロ．自分自身はど弓か。～mu－
　cigurisaN・イ．体をもてあます。ロ・自
　分（の体）をもてあます（duumueigu鳶一
　saNとは男II）。～，juhWijuN．（霞分を）身
　請けする。身代金：を屯して自由の身とな
　る。～？icibUNnu　kurasi．自分ひとりの
　生活。
CklU◎（名）ruu（龍）と同じ。
dUU？agaei⑨（名）露虫。自分で働いて暮ら
　すこと。
e血猛2aga蕉盛③（名）自己崇拝。自分を偉い
　毛のと思い，またそうふるまうこと。弓ぬ
　・ぼれ。duu？ujameeともいう。
duu？akagai⑨（名）自己暴露。糖分のした
　事を自分であらわにすること。
dUU？atai⑪（名）宮分の心に当たること。
　入の言を聞き，自分の事を言われたように
　感じ，恥じたり恨んだり怒ったりするこ
　と。　～　 sjUN●
duubaNmee⑪（名）密分で弁当（または食
　糧）を持って行くこと。弁当（食糧）持参。
duAbeereeau（名）人に危害を加えよらとし
　て，かえって自分がけがすること。
eduubui⑨（名）体を前後左右に振り動かす
　こと。～1〈uuzuN。盛んに体を振iり動か
　す。
磁uubuku③（名）道服。羽織。男子用。
・duubumii⑪（名）自分をほめること。霞
　讃。ひとりよがり。
dllubuni⑪（名）体の骨。～，janUN。骨が
　痛い。疲れた場合にいう◎
δU曲un沁oosi⑨（名）骨休め。慰労のため
　酒を一杯やることなど。
dUUCU「i⑰（名）箇分ひとり。
duueui？aQei⑨（名）．ひとり歩き。
duueuiguvasi⑪（名）ひとり暮らし。
duueuikurimbi⑨（名）ひとり寝。
duucuimumii⑨（名）ひとりごと。独語。
duueuhnu“’⑨（名）ひとり者。独身者。ま
　た，孤独な者。ひとり暮らしの者。
Guueuiwaree⑨（名）ひとり笑い。
duucuu⑰（名）ruucu観と同じ。
duudu①（副）はなはだ。非常に。とても。
　ずっと。比較してずっとよい揚合に多く用
　いる。dUQtuともいう。悪い場合。劣る場
　合には多ooiと㌔・う。～nligirasii　murN．
　非常に珍しいもの。～curasaN．ぐっと
　美しい。
duugana⑪（名）次の句で用いる。～ka－
　najUN。体がかなう。体が丈夫でよく働
　ける。duugava　kanajUN．ともい5。
duuganee⑥（名）身代金。　dus｛rt｝の方を
　多く用いる。
duugaQsaN⑪（形）身軽である。身が軽くよ
　く働く意に用いる。
duugaQsi◎（名）自分勝手。身勝手。
隠隠ugara⑪（名）duuganaと昂じ。
duugumagii⑪（名）海外で死んだ，遺骨の
　ない者の霊をとむらうために，海辺の小石
　を拾って祭る行事。龍宮祭り。
duugurisjaN＠（形）e（入に頂1倒や迷惑を
　かけた時などに）心苦しい。duugurisja
　sjUN．心苦しく思う。恐縮する。　Oむずか
　しい。困難である。
duukara⑥（名）自分の駿。次の句で照い
　る。～，jaRU．N．ほぞをかむ。くやしく
　思って苦しむ。
duuhwi⑨（名）ruuhwiと同じ1。
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d猛髄蹴i童ka里蕪ani孟
魂u眼hw圭z両aa⑨（名）冷え性の者。
dl■｛瓦ja蓋1、va】rasaN（①　　（形）　体カミ野…｝㌔、。
du服謳Nz董⑪（名）自分のやりそこない。自
　分の失敗。
dmi担Q繊N⑨（形）eたやすい。容易であ
　る。◎（気分・生活などが）楽である。安
　らかである。duuja＄iku’iree。楽に坐れ。
　duujaQsa　sjOON．蘇らしが楽である。’
duujasii⑰（名）ぞうさないもの。たやすく
　できるもの。　　　　　、
duujasimuN⑨（名）容易なこと。やさしい
　もの。
duujaeiiQteeN⑥（翻）やすやすと。たやす
　く。容易に。’ja＄iQteeN，’5a梼郷i綴な
　どともいう。
（luujOO①e（名）同様。～na　kuもoo　ma－
　aniN？aN．固様なことはどこにもある。
　◎（接羅）1剛差♂wikigaduujoo（男下様），
　？ujadUU500？umtlj　laN．（親同様に思5）
　など。
duuju「i（①　（名）自分ゆえのこと。　自業自得
　なこと。
diiU＝juN①（他＝yaN，弍i）岡幽する。賛成
　する。suujoONkai　du　tiri．皆に隅謝しろ。
　，NltaNl〈ai～．皆のいうことに従う。
duujuu⑥（名）土用。一年に四回あるが，
　普通は褒の土用をいう。
d証腿抽Ngee⑨（名）慮分だけの考え。独断。
dtiukuvu①（副）自分で。密分自身で。一・1〈u－
　ruは「自身で」の意を表わす接尾辞。
duukurubiew（名）e（入に転ばされるので
　なく）自分で転ぶこと。◎老入・子供など
　が，棋溶する者もなくひとりほ5りっぱな
　しにされていること。
（luukUk’ujuui⑨（名）霞分で髪をtw　5こと。
duukuutugukui⑰（名）自製。手製。
duukweegutu⑨（名）自滅的行為。自縄自
　縛のこと。
duumakanee⑪（名）自弁。（食費などを）
　自分で負担すること。
dUttinee⑨（名）自分のすべき仕事。霞分の
　持ち前。～habal〈i．自分のすべきことを
　早くかたづけよ。
duumi§i”garaev（名）自分の身一つ。母親
　が子供を連れずに単身で遠くへ行く揚合な
　どにい5。単にm箪garaともいう。
duumuci⑪（名）自分持ち。霞弁。
dUiim瓢cigurisaN⑪（形）居づらい。折り合
　いが悪いなどのために，生活がしにくい。
　dUU　mucigurisaN（自分をもてあます）
　とは別。
cluu’muclnai⑨（名）身のこなし。立居ふ
　るまい。ものこし。～nu，5utasja内高
　のこなしがよい。
duumueiluku⑥（名）身のふりかた。暮…ら
　しかた。なりわい。
dUiimui⑪（名）子供がお守りなしでひと
　りで遊んでいること。自分で自分の守りを：
　する意。
duumura①（名）E同村コ　maziyi［閻一切］の
　名と醐じ名のmura（村）。たとえば異志
　頭田切（gusicaNMaziri）には具志頭，金
　武間切（ciNma．瓢舷）には金武のよ5に，
　各間切には，閲切名と同じ村，すなわち
　duumuraがあった。
dUtmaa⑨（名）（∋自分たち。その人たち密
　身。また，銘銘。～ja？εし瓢dooti　Qeu　gu・一
　kajUN．自分たちは遊んでいて人を働かせ
　る。O自分たち。われわれ。やや格式ばつ
　ていう語。多くの揚合，話し馬手を含まな『
　い。～ja　huglaQ輝N，jai｝）iiN．われわれは1
　納得できません。
duunaakuruO（副）自分たちで。また，
　銘銘で。自分自分で。～Qsi．自分たちで
　しろ。
du“naam疑nugatqi⑪（名）銘銘が勝手に
　話をすること。
duunii⑪（名）うめくこと。うんうん5な
　ること。～sjUN。
duuniikama’nii⑪（副）うめき声で苦痛を
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塵uu2碧busaN
　憲ぎらわすさま。小さくうめき声を発する
　：さま。
磁uti？NbusaiN⑪（形）（病気で）イ本が重たい。
　自分の体を重く感じる。
漁uoo琶蹴a§量⑨（名）ruuooganasiと岡
　じ。
面usiも鳳⑨（名）肌着。　hadasibu圭ともい
　弓。
・dtipaigari⑥（名）霞分に頼ること。自己舞
　駿して用をたすこと。
．輔鞭sja3◎（接尾）同志の意を表わす接尾』
　辞。　？ujadiユusjaa　（親同志），　qkwad】ユu－
　sjaa（子同志）など。
duutakabi＠（名）高ぶること。尊大にかま
　えること。
duutaN⑨（名）とたん。亜鉛鉄板。
燕1齪ee⑪（名）胴体。
護難2揃⑨（名）勢売り。身代金に代えて
　わが身を売ること。
霞uu2ujamee⑨（名）自尊。薗分を偉いも
　ののよ5に思い，またそ5ふるまうこと。
　うぬ1まれ。duu？agamiとも、・5。
duuwacaree⑨（名）薗倒な仕事を人に頼ま
　ずに自分ですること。
d｛磁騨ra⑨（名）体をいためるごと。？ijUN
　（入る）とともに罵いる。siiraの項参照。
　～？ijUN．体をいためる。病気になる。
面雌婦麟⑦（自＝raN，＝ti）動ずる。臆す
　る。肯定の形ではあまり用いない。duuzi－
　yaN．動じない。臆しない。瓶a麟duuzi一一
　1’aN．どこも恐れない。
dttuzoOS童d⑨（名）自炊。　zoosic圭は炊事。
duziNen（名）［胴衣］肌着の上に着る，た
　けの短い下着。じゅばんに似たもの。もと
　は下着ではなかったが，のちにはその．上に
　？waabooiを付けたので下着となった。
　kakaNと合わせ’て着る。
ditzir　kakaA’⑨（名）duziNとkakaN。
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？ee①（感）おい。もし。目下の者へ呼び掛
　ける語。臼上へは，男は～sai，女は～
　七aiと呼ぶ。非常に丁寧には，男は～sa－
　ri，女は～tariという。目下の長老へは
　～naaという。～？aNsii．もし，おか
　みさん。
？ee⑪（名）θうち。　taruutu　ziruuga～
　taagana　kauwa・姦臣と次郎の5ちだれ
　カ｝カ§来し・。　？jaaja　taagi】au　～　ziτU　七ui－
　ga・おまえは二つのうちどれを取るか。？U－
　sal〈iinu　Qeimu　tvnee　nusudunu　’uiga
　sjura，wakaraN．それだけ多くの入のう
　ちには泥棒がいるかもしれない。◎闘
　（ま）。しばらくの時間。～nu？a翼．間が
　ある。～IN“neeN　cuusa．間もなく来るよ。
　niibiei　Qsi　一L一）（　neeNdidu　？umui＄．iga，
　？iina　boozaa　？Nmaritaru　basjui．　n“＄
　乱して間もないとばかり思っていたのに，
　もう男の子が生：まれたのか。　／t
2ee⑪（名）藍。藍色染料の原料となる植物。
？eebicaaev（名）魚の名。刺身などにする，
　長：さ2Gセンチほどの藍’色の魚。
？eeci⑪（名）〔文〕［振込〕互いに気が合う
　こと。？uzakamuimiju∫a？amiei～na－
　tuti，　tuei　taganu　？amiga　huriba　’juga－
　hu。［おぎやかもゑ御代や天地相気なとて
　　時たがぬ雨が　降ればよがほ］尚輿王の
　御代は天地も気をそろえて，時節にたがわ
　ぬ雨が降れば登：矩となる。
？ee§デbu⑨（名）藍壺。藍汁を貯えておく
　甕。
？eedi「iru⑰（名）藍の葉で作った染料を入
　れておく竹のかご。tiixuはかご。
2ee？ee⑨（感・副）おおいおおい。遠くか
　ら呼びかける語。～S5UN。（遠くから）お
　おいと呼びかける。
2ee？ee①（感・副）おいおい。もしもし。
　～s3UN・おいおいと呼びかける。もしも
　しと呼びかける。
？eegaTniga’sa⑨（名）藍色に染めた紙を張
　つた傘。貴婦入用の傘で，一般の婦入は白
　い紙に油を塗っただけの傘を用いた。
？ee sa①（名）藍色の紙で張ったから傘。
？eegata①（名）？ee？uburuuと同じ。
2ee2iju①（名）魚名。小さい魚で薬用にな
　る。
？ee？iru⑥①（名）藍色。
？ee2h’uuew（名）藍色のもの。
？ee＝juN⑨（イ毯畷εしN，”ti）あえる。あえも
　のにする。
？ee＝jUN①（自＝raN，謂ti）乳・膿などが，
　出る。したたり出る。ciinu～．乳が出る。
2eeku⑨（名）胎児がものに感応して，何か
　の動物に似て崎形などに生まれること。
　？usazinu～．三つ口。兎唇。　saarunu
　～・口のとがった子など。takunu～
　S300N．たこの申し：子として生まれている。
　骨無しのかたわである。
2eeku＠（名）擢。舟を漕ぐもの。？weekU
　ともいう。
2eekwee⑨（名）〔古｝言い合い。言い争い。
　～NneeN．言い争いもない。円満である。
　平和である。
2eenee⑨（副）あるいは。～？aNga，jara
　，wakaraN．あるいはそうかもしれない。
2eenuhana⑪（名）藍汁に生じる泡。表藏
　に美しく花のよ5に浮かぶのでいうQ
？eenu4umxu（名）相惚才Z。梱愛。互いに
　結婚を墓むこと。
？eeraasjaN＠（形）愛らしい。（子供などが）
　かわいらしい。
？eeroo⑪（名）藍蝋。染料の名。薄水色に
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？eesagi
　染めるもの。　　　　　　　　　　S
2eesagi①（名）あいさつ。畠会った人への
　あN・さつにも，Cllu，uganabixa．（こんに
　ちは。目上へ），euu・（こんにちは。臼下
　へ），，ii？waagici　deebiru．（いいお天気
　です。目上へ），，jana？waaglci，3aibiiN
　’jaa・（悪い天気ですねえ。目上へ），？U1｛u－
　taNdiN　saaibivani．（お疲れもありませ
　んか。目上．の老人へ），cibのUmi（働い
　ているか。働いている目下の若者へ），
　？細bumL（遊んでいるか。遊ぶ子供に），
　もaQcoomi．（立っているか。立ってL・る目
　下へ），’icoonni．（すわっているか。すわっ
　ている目下へ），maakaiga．（どこへ。ど
　こかへ行く目下へ）などさまざまある。、
？eesibui＠（名）染物の名。藍色のしぼりぞ
　め。　　　　．
2eesjoo⑨（名）相性。陰陽家のいう男女の
　相性。？anu　tai3a’ii？eesjoO’jaN．あの
　ふたりはよく性が合っている。
2eesjoo9疑hwasaN⑥（形）性が合わない。
？ee＝sjUN①（イ也＝saN，＝ei）（乳・膿などを）
　出す。したたらす。fあやす（零す）」に対
　応ずる。eii～・乳を出す。
？eesoo⑪（名）愛想。～捻u？a職Qcu．愛
　想のある人。～nu，j就asjaN．愛想がよ
　い。
2eesoomuci⑨（名）愛想のいい者。
？eeSumijaaQ）　（名）　藍染屋。　単5こ　Slユn窪ija
　ともいう。
2eeti⑰（名）e相手。～najUN．相手にな
　る。～sjUN・相季をする。O岡等の力量。
　甲乙なし。～sjUN．甲乙なし。
？eetu⑪（名）同等の力董の者。甲乙のない
　者。いい相手。～’」鼠N．いい相手だ。
？ee2uburuu⑰（名）藍で染めた模様。型付
　けで染めるので？eegataともい5。また，
　その模様の着物。女の夏物にする。’
？eeza⑨（名）間。物と物との闘。また，あ
　い閲。すき闘。hasirutu　hasirunu～ni
　？iibi　hasamaQ七aN．雨戸と雨戸の間に指
　をはさまれた。
2eez．agaci⑨（名）三階の注記。
2eezi⑨（名）呼ぶこと。呼んでii秀うこと。
　～s担N．呼ぶ。
2eeglumii⑨（名）藍染め。藍で染めたもの。
？eez猛疑⑨（名）［相中］同僚。仲間。
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ラe
’ee⑨（感）へえ。ほう。まあ。軽く感じた
　時，軽くあいつちを打つ時などに発する。
　～？aNdu，jarui．へえ，そ5かね。ま
　あ，そ5なの。
，eeeoodee①（名）婚姻関係による，義兄弟
　姉妹。
’eedaki①（名）入重爵。照頭地方，本部半
　島にあるLLEの名。
Pee「QiQcaa⑨（感）あらまあ。珍しいことに
　接した時などに，女が発する語。
ラeガ赫camee⑰（感）よいしょ。力を入れる
　時などに，主として男が発する語。
’eema①（名）入重由群島。
eeemaa⑰（名）入重ta（’eema）の者。卑称。
，eemakaabujaa④（名）入重山編蠕6
eeeN①（名）織機の籏（おさ）の種類の名。入
　よみ。経糸640本を通すもの。またそれで
　織った布。huduciの項参照。
’eesazii⑪（名）やせがた。ほっそりした体
　つきの者。一sazii〈sazil’ijuN（そe3eる）。
　，eesugiiともL・う。
ラeesugii＠（名）やせがた。ことにtt顔の細
　い感じの考をいう。，eesaziiともいう。
，eez撮a搬①（名）入重洲掻。農尻郡にある
　山の名。
eeisaaan（名）sicigwagieisaa　と岡じ。そ
　の時歌5歌に，eisaaというはやしが入
　る。
185
g一ga（助）eが。人名・人代名詞などに付い
　て空格を示す。弛の名調の霊格はふつう
　覗罧（が）で表わされる。ただし，人を表
　わす名調の揚合，一瑚に終わる形の巡合
　（逆接の一＄igaとは瑚），その纏の揚合に
　　　　　　　　　ら　も一gaの付く例がある。また，一gaのあ
　とには一ja（は），一N（も），一du（こそ）な
　どの助詞が付いて一gaa，一9εしK，一gaδu
　などとなることがある。な：お，waN（わた
　し）に付く時は，waaga（わたしが）とな
　る。？ari～caN．彼が来た。，waa～ka－
　caru　tigami．わたしの書いた手紙。　siN－
　sii～？meNSOOCOON．先生がいらっしゃつ
　ている。　この揚合はsiNsiinuとも論え
　る◎しかしたとえば？ama（あのかた）の
　揚合は？aBlallUと雷い，？amagaとはふ
　つ5．ima”iわない。，NNdaN瓢～　masi．　見な
　い方がよい。11uu’ja飯N　l〈anusi～？ami．
　侮か食：べるものがあるか。？arig－aa？iCll一一
　sa．彼なら行くよ。’waagaa　naraNijiga，
　？jaa～najumi・わたしにはできないが
　おまえにできるか。，jamatuixrCugaa？a－
　nee　saN・日本入ならそうはしな．い。，wa－
　Nja．ka　hukanee　taa～N　siraN．わたし
　よりほかには誰も知らない。kuree，waa一
　～NnajUN。これはわたしにでもできる。
　？ari～dUN　musika，wasa捻dUN　sjur農一
　ba．〔あれがどももしか　我沙汰ども．しゅ
　らば］彼女がもしもわたしの話でもした
　ら。◎の。が。属格を示す。一11Uの項参照。
　？ari～sjumugi．彼の：本。　sib磁，Nl’da－
　zijaka？UQsa～sisi　k翫㎜ee　maa　haiga．
　芝居を見るよりはその分の肉を食べた方が
　どれだけいいかわからない。⑤に。…する
　ために。…しに。動詞の「連用形」に付
　く。？iju　tui～？iCUN．魚を取りに行く。
⑳疑わしさを表わす文に用いて，文の疑わ
　しい部分に付く。あとを推量の形（aで終
　わる）で結ぶ。述語となる動詞につく揚合
　には「連用形」．に付き，あとをs沁ra（す
　るだろうか。ただし否定の場合は？araあ
　るだうらか）などで結ぶ。？aree　tigami一
　”t　1〈acuzaa．　sj’umugi．v　’junura　’waka－
　raN．彼は手紙を書いているのか本を読ん
　でいるのかわからない。？ai～sjura，あ
　るだろうか。tui～sjabiixa．取りましょ
　うカ1。　naa　kak圭？ooraN～　　？a5εしbiira，
　もう間に合わないでしょうか。？aN～，ja一．
　ra．そうだろ5か。　kuree’waaga，jara．
　こ；れはわたしだろうか。cuu，ugalllll
　kutuja　　，ゴHnli～　，3a3abiira．　〔今日拝む
　ことや　夢がややべいら　（花売之縁）］
　きょうこ5してお会いするのは夢でしょう
　か。＠か。疑問を表わし，疑問を表わす
　語に先行されて，質問文・反語文などの文
　末に用いる。活用する語に付く場合にはそ
　の．鞭縮形」（apocopated　form）1こつく。
　ただしそのあとに助詞’jaa（ねえ）が続
　く時は，疑問を表わす語に先立たれなくて
　もよい。，jaaの項参照。ねamUN～．だ
　れの物か。七aa～．だれか。　eaa　s担～．
　どうするか。？aamuee　nuusaani　guku一
　七ee～．泡盛は何で作ってあるか。
gaa⑨（名）我。～ha麺N．我を張る。～
　，uurijUN．（我が折れる）我を折って他に
　従う。
gaaburaei①（名）Mを大きく開くこと。
　一buraci＜huraCuN。～sj　UN．口をパ．ク
　ilとあく。
t。・・aada．aa’mi⑪（名）むだ食い。
gaadagwe”e⑨（名）むだ食：い。gaadagami
　と同じ。
186
gakuriei
gaaee⑨（名）綱引き（ginahwici）の時の
　もみ合い。綱引きの威勢をつけるため，大
　勢が拳を頭上に交叉して上げ，背中をむけ
　合ってもみあう。拳を上に上げるのは，噴
　嘩をさけるため。＜gaajUN。
gaa鎚a①（副）（からすなどが）騒がしく鴨
　くさま。があがあ。
一gaai（接尾）相当・匹敵の意を表わす接尾
　辞。zuuniNgaai（十入に匹敵すること），
　’wikigagaai（男に匹敵すること。男まさ
　り）など。
gaaimuN⑪（名）威張り散らす考。威勢を
　ふりまわす者。〈gaajUN。
gaa＝．iUA・⑨（自＝raN，＝・ti）（≡）おごり高ぶ
　る。威勢をふり回す。◎綱引き（ginahwi－
　ci）の時，東西の若者が踊り狂って，威勢
　をつける。
gaamaen（名）無i茶。無茶な行」為。～ka－
　k助UN．無茶をする。1｛akarξしN～ka－
　kajuN。ひどい無茶をする。
gaanaa⑥（名）こぶ。打ちつけてできるこ
　ぶ。
8aanaa⑪（名）鷲鳥。
gaaradamaDJ（名）曲玉。　nuuru（のろ）
　などが首に掛けたもの。
gaarakwiQeiiet（副）カミたびし。物がすれ
　合ったり倒れたりして出る音のさま。
gaatui⑨（名）〔古3鴨。
gaaza⑤（名）我謝。（（地））参照。
gaaza⑨（名）我喜屋。（〈地〉）参照。
茜aazwu⑪（名）我の強い者。強情者。意地っ
　ばり。
gaazuusalxT　as（形）我が強い。強情である。
gahu⑪（名）我部。（（　tS　））参照。
gabusuka⑪（名）我部租河。（（地〉）参照。
gaei⑨（名）食いしんぼう。食：をむさぼる
　者。餓鬼のような者。
9翫¢icaa⑰（名）うに。那覇でmaasju－
　kwee，農村で？unaa　というようである。
　eiirukara§ju（黄色い塩辛）にする。
gacigisaN⑪（形）餓鬼のようである。食い
　意；地が張っている。gaciraasjaNともい
　う。
一gacii（接尾）ながらQつつ。がてら。？a③
　cagacii’junUN．歩きながら読む。
gacikee＝jtt「N⑪（自＝raN，”むi）食：い意地
　が張る。がつがつする。
琶ac量1避3華押⑪（名）餓鬼のような猫。泥棒
　猫。
gaeiraasjaN⑪（形）9’aelgisaNと同じ。
g磯u賀⑪（名）鰺。
gahwagakwa①（副）かくしゃくと。老人
　の頑健なさま。
9fthwamika＝S5uN①（他蝿aN，＝ci）（げん
　こつで）こつんと打つ。koosaa～．げん
　こつの先でこつんと食らわせる。
gahw細a⑨（名）不潔にした頸の皮慮にた
　まる黒い垢。
gahsvasaa①（名）強情者。頑圃者。
gahwag．i⑨（名）強情。頑固。？aree～、
　，jasa．彼は霜囲だよ。
gakizaa⑪（名）gakizuu（鈎）の卑語。
gakiZUtt⑨（名）鈎。つるし鈎。物を下げる
　ために天井などからつるす，先の曲がっ
　た鈎。
gaku⑨（名）gakubura（管楽器の名）の
　略。
gakubura⑪（名）gakubura（管楽器の名）
　による音楽。
gakuhura①（名）〔霧〕楽器の名。　ruziga－
　ku［路次楽］など，王の行列の時に吹奏し
　た管楽器。明笛の一種であろら。略して
　gakUともいう。これを吹き鳴らす者を
　buraaとL・5。　piiraruuraと曝｝る。
gakuhiiri①（名）学問気違い。学問に熱中
　して世事をかえりみない者。
gakugaku①（副）べらべら。へらず口をた
　たくさま。
gakulnuN⑪（名）学問。寧imiともいう。
gaku擁。韮④　（名）学力。
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gakusja①（名）学者。以甫は漢学者のみを
　代った。
gakusjeo①（名）［坐込コ攣生。生徒。
騨難a①（名）洞窟。ほら穴。その多くは鐘
　乳洞である。普天間と金武に有名なものが
　ある。
gamaku⑪（名）腰國りの細くくびれている
　部分。ウエスト。～1〈UNs圭mii’u　llliNsa
　kwirana．［がまこくんしめる　めんさ呉
　らな（かなよ節）］腰をぎゅっとしめるメ
　ンサ帯をやろうか。
gamaktibuni⑨（名）腰’臨
一gana（接尾）か。疑問を表わす語に付き，
　不定の意を示す。nuugana（何か），　taa－
　gana（だれか），　maagana（どこか）な
　ど。
一gana（接尾）〔文〕限り。可能な限り。で
　きるだけ。日語はganaas㌔媛Nnu？utu－
　gaminu　migluruga簸3　migut圭．［天の御
　血目の　めぐるがなめぐて（忠臣身替）］天
　のおとがめがめぐるだけめぐって。
一ganaa（接尾）ながら。？ieaganaa。行き
　ながら。ei三numaganaa　niNtaN．乳を
　飲みながら寝た。
一ganaasi（接羅）…できるだげ。　naaguga－
　naasi　lnaQciN　kUUN．待てるだけ待って
　も来ない。？agaruganaasi？agati　saga－
　ruganaasi　sagajUN．上がれるだけ上
　がって，下がれるだけ下がる。
ganahwa⑨（名）我那覇。《地力参照。
ganaraasjaN⑨（形）かいがいしy・。けなげ
　である。よく立ち働くさまなどをいう。
ganarag韮saN⑨（形）ganaraasjaNと同じ。
ganaramuN⑨（名）ganarimuNと岡じ。
ganarimuN⑨（名）働き者。
一ganas量（接尾）〔文〕一ganasiiの文語。
一g組我s量i（接羅）［加那志］様。尊敬の意を
　表わす接心辞。？aziganasii（按司様），？Zl－
　sjuganasii（国王様），’wa？ujaganasi
　（わが親御様）など。また人以外の語につく
　揚・含もある。？wees2Ngaltasii　n質S300r圭．
　（お休み遊ばしませ。非常な目上に対する
　寝る時のあいさつ）など。kanasjaNの転
　じたものと思われる。
一9ぬas董imee（接尾）［加那春前］様。尊敬
　を表わす接躍辞。一meeも尊敬の接尾辞で
　一ganasiiにさらに敬意を加えたもの。
　？us知ganasii瓶ee（国三E様）など。
9我磁①（名）蟹。
一gan藍（接尾）〔金］男の名前の下につく，
　敬愛の意を表す接尾辞。貴族などの男の名
　の美称となる。颯3gig3nii［松金：コ，　taru－
　ganii［容認：〕など。
ganiku⑰（名）我如古。（（地））参照。
gaN①（名）寵（がん）。葬式の時，死者の棺
　を入れて墓地まで運ぶためのもの。怨人で
　かつぎ，さらに二，蕪人補助する者がつく。
g晒C段a⑨（名）悪知恵のある者。gaNci－
　kwee瓶UNともいう。
gaNci①（名）悪知恵。～kwatoON．悪知
　恵をもっている。　～na瓢uN．　悪知恵の
　ある者。
g cikweeimuN⑥（名）悪知恵のある者。
　gaNeaaともい5。
gaNcOO⑪（名）鰻鏡。めがね。　miikagaN
　ともいう。
gaNdtt＝jUN⑪（自＝raN，＝ti）元気をなくし
　て，しょんぼりとする。がっか齢する。
gaNjaa⑪（名）籍（gaN）を納めておく小
　屋。
gaNmcnri⑪（名）いたずら。また，ふざける
　こと。tiillu～・季でするいたずら。
gaNsaa①（名）deekunigaNsaaと同じ。
eaal　＄ina⑨（名）女が荷物を頭にのせて運ぶ
　時，荷物の下に敷く丸い輪。荷の坐りをよ
　くし，頭の痛くなるのを防ぐもので，たい
　ていは藁で編んだもの。転じて，西瓜など
　の下に敷くものをもいう。
gaNsinagwaahjOecaku⑪（名）5ず巻き花
　火。ねずみ花火。
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gaNzkni①（名）釘抜き。
gaNZUU⑨（名）頑丈。強健。丈夫。？ugaN－
　zuu，jam坤eeibii七ii。御壮健でいらっし
　やいましたか。
gaNZitugisaN＠（形）強健らしい。丈夫そ
　5である。
gaNzuumuN⑨（名）頑丈者。強健な者。
gaQkoo①（名）学校。gaQkooziともい弓。
　誉里には，　野村に　muragaQkOo，　平等
　（hwira）ごとにhwiragagkoo，さらにそ
　の上にkukugaku£国学コカ｛あった。
gaQkoozi①（名）［学校所コgaQkOOと同
　じ。
gaQpai⑥（名）おでこ。ひたい（hwicee，
　inukoo）の卑語。また，飛び出している
　ひたい。
gaQpaigiburu⑨（名）おでこの頭。ひたい
　の出た頭。、
gaQρaj　3a⑪（名）おでこの者。
gaΩs謝①（形）軽い。目方が，軽い。また，
　軽薄である。1〈aQsaNとは意味が異なる。
gaQtiNev（名）合点。承知。承諾。ga（≧tillui．
　承知するか。～naraN　kutu・承知できな
　いとと。～sjUN．
gara⑦e（名）殻（から）。中身のない外皮。
　また，中身をぬいたから。～na七〇〇N．か
　らになっている。O（接羅）sibuigara
　（しぼりかす），’uuzigara（さと5きびの
　しぼりがら）など。
gara①（名）人畜の骨（卑語）。くずになつ
　た骨（の全体），捨てられた骨などをいら。
　～najuru　madiN．くたばって死ぬまで
　も（悪口）。
一gara（接鬼）柄。陸田・様子などの意。　ci－
　neegara（家柄），　tukurugaxa（土地柄）
　など。着物の柄は？ajaとい5。
garagaraa⑪（名）玩具の一一・nc。金属製の円
　盤に多くの小鈴をつけたもの。ふりまわす
　とかラガラ鳴る。がらがら。
garagwaakoojaa⑨（名）贈物の骨を買い集
　め，くだいて肥料にする業者。賎業とされ
　る。
garagwaamag三i⑨（名）図イ本ばかり大きい
　者。うどの大太。gara（骨）で売って初め
　て僖になるような者。
garalni＝cuN①（他＝kaN，＝ci）〔文〕奉仕
　する。勤める。まれな語。？U七umU～．お
　供申し上げる。「がらめき勤め営む事也
（混効験集）」
g凝asi⑨（名）植物名。肉種（にっけい）。樹
　皮は薬用にも子供の好物にもなる。
gam§量⑥（名）からす。凶鳥とされ，夕方家
　の上を鳴いて飛ぶのを見ると，’iikutu　ka－
　tarL（よいことを語れ）と呪文をとなえ
　る。
garasihwiibaaen（名）カ・らすへび。山かが
　しの一種。全身が暗灰色をした蛇。
、gara．qimagai⑪（名）季足の指などの筋肉が
　ひきつって痛むこと。からすまがり（こむ
　らがえり）にはkuNda？agajaa　という。
garumuN①（名）軽い物。
9Rr・…ii①（名）軽い荷。
gasaa①（名）がさつな者。教養の低い潤い
　のない入間。
gasagasa①（副）eごとごと。がさがさ。物
　のふれ合ら音，ねずみが物を引く時の音な
　ど。◎口ざわりの悪いさま。食物に砂がは
　いった時などにいう。じゃりじ：やり。ni－
　rigasagasa　ともいう。
gasi①（名）鋭鯉。餓死の転意。餓死は’jaa－
　saziniとk，・う。
gasidusi①（名）飢鰻の隼。凶年。古語で
　nigajuu　ともいう。
gasロ？正Eu⑨（名）〔綿瓦斯＝糸。
gata⑨（名）〔新〕次の句で罵いる。～maa－
　jUN．〔俗語〕（破局が）やがて来ようとし
　ている。たとえば，陽器にひびが入ってや
　がて割れようとしている時，やがて捕われ
　そうな状態である時などにいう。gata
　〈一gataa（…しそ5♪。
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gata①（名）埋立地。
一ga撫（接尾）…しそう。ふつう一g’ataaを
　多く用いる。まさにそのことが起ころ5と
　していること。sinigata（死にそう）など。
一gataa（接羅）…しそ5。まさにそのことが
　起ころうとしているさま。maajUNの項参
　照。？amaihuigataa（雨力｛降りそう），＄inl－
　gaeaa（死にそう），？1］tiigataa　natOON．
　（落ちそうである），naeigataa　maatooN．
　（泣きそ5である）など。
ga胎ga撫①（副）eがたがた。恐れ・寒さな
　どで体がふるえるさま。◎がたがた。安定
　が悪く音が出る～きま。hasiゴunu～sjOON．
　雨戸ががたがたしている。
一gatanasaN（接尾）…し兼ねる。…し難い。
　（気を使うために）…しにくい。？lcigata－
　nasaN（行きにくい），’wal〈arigatanasa
　（溺れがたいこと）など。
gawee麟awoe⑪（副）豚の1騰き声。ぶうぶ
　う。騒がしく鳴き立てる時の声をいう。
ga腿m量⑭（名）蟹の一種。海に伸し，体が
　大きく，美味。
gazaN⑨（名）蚊。
ga7．aN⑨（名）蚊。　gazaNともいう。
幽z壼拠a服⑨（名）梼樹。ガジマル。沖縄至
　る所にある璽熱帯植物。老樹になると枝か
　ら気根が出て地中に入る。果実はいちじく
　に似て小さい。
gaz鍼＝jUN①（自＝raN，”七i）やせ細る。
gazirimuN①（名）やせ細った者。
gee①（名）e害。わざわい。さまたげ。◎
　反抗。一己。～S担N・反抗する。はむか
　う。敵訂する。’waNniNka1～i．；bたし
　に反抗するか。
geeci⑪（名）〔咳気］風邪。風邪ぎみ。咳の
　有無にかかわらずい弓。
geei⑰（名）e還俗。出家して僧となったも
　のが俗にかえること。㊤いったん，saNsii
　（賛成。明治政府支持派で，断髪した者）に
　なった者が，のちに髪をたくわえ，もとの
　husaNSii（不賛成。明治政府に服従せず，
　清に頼ろうとした派で，結髪していた）に
　帰ること。
gee＝」篭癬⑪（自＝raN，＝ti）e（勝負事に負
　けるなどで）二二を失ら。萎縮する。◎還
　俗する。
ge磯⑥（名）お祓いに用いる串。すすきを
　数本束ね，葉の．先を折り藏げて結んで作っ
　たものが多い。mabuigumi（その項参照〉
　の際などに用いる。
齢es謳a⑰（名）反抗する者。はむかう者。
錘e量錘樋⑪（副）ぎしぎし。きしむ音。nii・・
　1｛eebasinu～sjUN．二階への階殴がぎ
　しぎしする。
g搬繍⑰（名）片足とび。子供の遊戯の名。
＆撫舩二環晒δoo⑥（名）子供の遊戯の名。片
　是とびをしなボら相手を倒す遊び。
齢k圭z皇⑰（名）素読の名。月橘。いけがきに
　する。材は黄色で堅く，印材・版太。櫛・
　かんざしなどにする。
g濫壼盆＆acl⑨（名）gikiziのいけがき。
giQeirigiQeiri⑨（副）人を乗せたかごの音。
　？ul｛agu　・v　tooJ’amakai，　tooja　maa．iaga
　tOO．iaanaaa・おかごぎつちりぎつちりトー
　ヤマへ。唐はどこなの，蠕さん。（童謡）
giQcooew（名）遊戯の名。？iQpaaと同じ。
giQeoO⑨（名）hwizajaa（左きき）の那覇
　語。
giraika－na量⑨（名）紋〕〔儀来河内］海のあ
　なたにあると儒じられている常世。あの
　毯。nivaikanaiともL、う。口言吾るまgixee－
　kanee，　nireekanee．
giree2aku”gaNen　’（名）〔古〕〔家来赤頭］王
　府の下級の役職の名。
giree＝juN⑰（他＝vaN，＝ti）〔古〕家屋・茎
　などを，普請する。造営する。混効験集に
　は「げらいて」とある。
9嚢reel〈ainee⑪（名）gira難《anaiの口語。
　nireekaneeともいう。
giruma⑨（名）慶留山農。慶良閻列嵩（ki一
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　1’allla）の島の名。また，慶留間。〈（地》参
　照。
一glsaN．（接羅）…そうだ。…らしい。91ida－
　gisayu　nikee（涼しそうな二階），？aN
　，3aigisaN（そ5らしい），　nootooigisaN
　（直っているらしい），？uziraasigisaru
　’warabi（かわいらしい子供），？wiiril〈i－
　gisaN（おもしろそうである），　Ragikasi－
　gisa　s．i　00N（悲しそ5にしている），　hui－
　gisaa，jaN（降りそうである），？ieigisaa
　（行きそう）など。
gisi⑨（名）平侍。また，平役人。下級官吏。
　rげす（下川・下衆）」に対応する語か。按
　司（？azi）などの高官に対する。
gizaa①（名）意地の悪い女。那覇から来た
　語か。
90NgoN．①（副）健脚のさま。～？aQeUN・
　どんどん歩く。
goo①（名）輪。～maCUN．5ずまく。～
　kaCUN・輪を書く。～gukuyee．輪にな
　れ。
一goo⑨（接羅）合◎一升の十分のr。また，
　一一里の十分の一。？圭eigOO（一合），蛾gOO
　（二合），saNgoo（三合），　slgOOまたは
　siNgoo（四合），　gugOoまたは9UNgOO
　（五合）など。
900900⑪（副）ごうごう。海鳴りの音。ま
　た，大雨の後の川の流れの音など。
googueaa（m　（名）　著｛青ζボカ、り言う者。　N・・つ
　も不平をならす者。
go（・guci⑨（名）旧情。不平をいうこと。
　mUNnu～・食：事の不平をいうこと。
googueihja”aguci①（副・名）さかんに苦
　情をいうさま。また不平の多いこと。不平
　不満。～sjUN．
gooii＠（名）足の轡曲した不具者。ちんば。
　goojaa　と同じ。
goojaa⑪（名）eつるれいし。にがうり。
　？atai（菜園）に栽培され，実は長楕円形。
　実が緑色で柔らかいうちは食：用となり，そ
　の皮はにがく，肉は醤’い。◎足．の轡懸した
　不具者。ちんば。　gooiiともいう。にが
　うりの実の曲がり方に似ているのでいう。
goojukii①（名）強欲。貧欲。
goojukuu①（名）強欲者。貧欲な者。
goomaaii⑨（名）車座。大勢が輪になって
　すわること。
goomaRaa①（名）〔新3傲｛曼考。
goo撫aN①（名）〔新〕傲慢。
eori＝juN①（自＝1’aN，＝ti）（穴が）ぼっ
　かりあく。（傷口などが）ぱっくりあく。
goOl’l　u⑥（名）ゆるゆる。すき間があいて，
　ぴったりはまらないこと。また，そのよう
　なもの。～sjOON．ゆるゆるである。
9U一（接頭）御。尊敬の意を表わす接頭辞。
　9U？UN　（御恩），　gusuujoO　（皆様），　gurii
　（おじぎ），gubusata（御無沙汰）など。
gu一　（接頭）　五。　guniN　（五ノY。　？igitai　と
　もい弓。また五年），gunaN（五男）など。
9曲謎N⑥（名）碁盤。
9ubaN2a．ia⑨（名）格子縞。着物の柄の名。
gubaNgoosi⑥（名）碁盤格子。着物の柄の
　名。
gubaNZii⑨（名）［御番所3首里城内の建物
　の名。
gubu①（名）五分。半分。　zuubux（十分）
　の半分。
911bubuu①（名）［五分扶］半人前の賃金。
　女。子供などの賃金をいう。
9ubu轍⑪（名）御無礼◎buriiの敬語。失
　礼。～sjabiya・御免下さい。失礼しま
　す。辞去する時，人前を通る時などのあい
　さっ。～sjabitaN．・失礼しました。陳謝
　する時のあいさつ。
9ttbusata⑨（名）御無沙汰。
9ubuz量①（名）御無事。
gucahwa⑪（名）ぜにたむし。ぜにがさ。
　円形にひろがる田虫。
9uci⑨（名）茎。草・野菜などの茎o
guci①（名）悪口。また，口答え。～s3U凡
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　悪口をいう。また，口答えする。
一guc量（接尾）kuci（口）の項を参照。
駆。圭naa①（名）あだ名。あざけって呼ぶた
　めの名。たとえば，背の低い入をmaa－
　1ユ1ii（豆）と呼ぶなど。
9回目eiNjakim⑪（名）御倹約の意。致府が行な
　う倹約政策などをい5。
gudama⑨　（名）　碁石。
葛uduN⑥（名）愚鈍。愚図。～na．愚鈍な。
guga⑭（名）呉我。〈（tW））参照。
9ugoodaei⑨（名）五合だき（の鍋）。
gu琶w麟⑨（名）五月。9UNgwagiともい
　ら。
guh．iaaku⑪（名）銭500文。1銭に当たる。
　ziN（銭）の項参照。
guhjaakuguN、zuu⑨　（名）銭550文。　　1銭
　1厘のこと。ziN（銭）の項参照。
guhjoOZOOZU⑪（名）〔古〕［御評定所］hjo－
　OZOOZU（その項参照）の敬称。
guhusl①（名）骨の丸くとがっているとこ
　ろ。くるぶしなど，手首。足首にあるも
　の。
guhuukuu⑨（名）御奉公。
即hweeroo⑨（名）沽〕御葬領。王から物
　をいただくこと。
guiN⑨（名）御緻。縁の敬語。’wak謡七iN
　tageni　一v　？atikaraja　？ituni　nuku　ha－
　naBu　ciriti　nucumi．［瀦れても互に
　野縁あてからや　糸に貫く花の　散れて退
　きゆめ〕別れてもたがいに御縁があるから
　には，糸に貫いた花が散り去ることがあり
　ましょらか。
9U蝋⑰①（名）［昏惑］中帯の宮商角徴羽の
　五音から転じて，（声の調子のよいこと）。
　人の声の質・歌の音色（などのよいこと）。
　～nu’jutasjaN．声の質がいい。
guja⑪（名）胡屋。《地》参照。
guja⑨（名）梅屋。（地》参照。
gujuu⑪（名）御用。公用。公務。
gujuuhwigi⑨（名）〔古3［御右筆・御祐筆］
　役職名。昔の書記官。
9ukuku①（名）〔文〕五穀。
gukuNvii⑨（名）御婚礼。　kUNriiの敬語。
guk｛ivakii⑪（名）極楽。
一山ukur腿（接尾）…のようなこと。また，
　…のようなつもり。…のような気持。COO一一
　deegukuru（兄弟のよ5にしていること），
　tuzigukuru（妻のよ5な仲）など。
9回目nla？ami⑰（名）小雨。
9腿恥霞a㎜葦墓、鴨a⑰（名）霧雨。guma？ami
　のさらにこまかいもの。
gumaa⑨（名）小さいもの。　magii（大き
　L・もの）の対。
g聡1naも樋⑨①（名）小降り。雨がすこし降
　ること。
gumagasagasa＠（名）（仕事などを）ちょ
　こちょことすること。～s3UN．
gumagii⑪（名）小さい太。灌木。
gumagw姦⑪（名）小声。
gumahaaee①（名）小走り。／1、股走り。
guma2isuz董①（名）小急ぎ。少し急ぐこと。
gumajaa⑪（名）！」、さい家。
9ttmamunugatai①（名）ひそひそ語。私
　語。内緒話。
gumamuN①（名）θ小さいもの。◎小間
　物。
gumamuN2aeinee①（名）小間物商。
gumanusuduO（名）小泥棒。こそどう。
9umasaN⑪（形）小さい。小型・小粒であ
　る。kUilsaNの項参照。
gumaz銭⑪（名）小さい字。細かい字。
guma錘kee①（名）小遣い。ちょっとした
　用に銭を使うこと。
gum頗keez量N①（名）小遣L・銭。小遣い。
gumaziN⑨（名）小銭。わずかな金。
gumaziNco（名）小金。さして大．きくない
　額の金。？uhuziN（大金）に射する。
gumi⑪（名）ごみ。塵芥。目にはいるほど
　のノ1、さいものには言わない。huk磁，　hu－
　kueic圭，　MiNeaMLINなどの項参照。
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gumi？Uci①（名）はたき。ちりはらい。
9Um“⑪（名）〔新〕ゴム。
gumugi⑨（名）［御物i公有物。公共物。公
　有の財産。公金など。はじめは王の藤有
　物，国有物を言ったのであろ5が，後に公
　共物の意となった。muragumugi（村有
　の物）。
gmP櫨“遼a1・ab童ee⑥（名）五目並べ。連秣。
　gumukunarabii　ともV、5。
gumukuntayabli＠　（　Zi）　gumukLmarabiee
　と問じ。
9UmU嫌a3⑯（名）噺〕ゴムまり。
gum穏N⑪（名）御紋。紋所（mUN）の敬
　謡
gu嫌鷺劔uN⑨（名）ごもっとも。～deebi－
　1’U．ごもっともでございます。
gumurU⑨（名）与太の名。赤い小さな実が
　なる。庭太として植える。
guneezi⑨（名）御内儀。奥様。嫡妻の敬
　称。
gu磁cl④（名）いっか。月の第五の臼。また，
　一日の五倍。
gun圭Nz｛⑥（名）信仰。信心。神仏を尊び，
　祖先の祭主を怠らない心がけ。
9UNbOO⑪（名）eこぼ5。◎多urigUNboO
　と岡じ。
gul　bookumii⑪（名）料理名。こぼうを小
　麦粉の衣でつつみ，油揚げしたもの。ka－
　baguboo　ともいう。
guNdaN①（名）不平。～sjUN・不平を言
　50
9疑Ngoonakamu董⑪（名）五合耕。
gu賢9wagi⑨（名）五月。年の第五番囲の月。
　～，jUQI〈anuhwii．旧暦5月4β。子供の臼
　で，玩具市が立つ。また那覇ではハーリー
　船競争がある。，」疑Qkanuhwii　の項参
　照。
guNziN①（名）権硯。　hu七imagUNziN（：普
　天間晶晶）。
guNzoo①（名）〔古〕書上。串し上げるこ
　と。
guNz芝臓⑨　（名）銭50文。のちの1厘。
　ziN（銭）の項参照。
9UQka①（名）gugkaNと岡じ。
9UQkaN①（名）酷寒。極寒。ひどい寒さ。
　gu（～ka　ともいう。
9UQtai⑨（副）ぐったり。くたくた。疲れて
　手足の力が抜けたさま。
guragura①（副）ぐらぐら。安定が悪く，
　揺れ動くさま。haanu～s画N．歯がぐ
　らぐらする。
一guree（接尾）ぐらい。　saataaguree　kwi一一
　tiN　simee　sani．砂糖ぐらいやったって
　いいじゃないか。saataanu？ataiともい
　う。
gzzri①（名）沈澱物。かす。おり。茶・汁な
　どを飲んだあと，容器の底に残るかすな
　ど。eaanuguri（茶のおり），　sirunuguri
　（汁のかす）など。
gurii⑪（名）御辞儀。～sjUN．　．
guriiziN⑪（名）e祖先の位牌をおいて，祖
　先を祭る祭壇。bugidaN　ともいう。O御
　位牌。？u？iihweeともい5。
一91il’isjaN（接頭）…しにくい，…しがたい
　の意の接尾辞。？iigur三s担N（言いにくい），
　wa￥iriguri　Sj　aN（忘れがたし・）など。
guru①（名）殼（から）。複合語としては，
　kuugaguru（卵の殼），曄diguru（ぬけ
　殻）など。
一guru（接尾）ごろ。　naNziguru（仮1時ご
　ろ），？il〈ugiguru（何歳のころ）など。
gm’uvoruru①（副）eごろごろ。物の漏壷す
　るさま。◎きょろきょろ。眼をきょうつか
　せるさま。
gu照i⑨（名）ぐりぐり。療痙。首すじ。太
　ももなどにできる淋巴腺のはれたもの。
gurukUNev（名）魚の名。たかべに似て，
　やや大きい。肉が豊かで柔らかく，美味。
gurumuN⑨（名）すばしこい者。敏捷な者。
gurusaNen（形）すばやい。すばしこい。動
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　作が敏縫である。guruku・すばしこく。
　’jamatuguruku（日記人らしくすばしこ
　く）という語もある。
guru？ugwaN⑪（名）定期的に行な5？U－
　gwaN（祈願）の意か。
gurUtt⑨（名）すばしこい考。　gurumUNと
　同じ。
gusaN・　C嚢i＠（名）御参詣。国王が神仏へ参詣
　すること。正月，五月，九月に，吉購をう
　らなって，弁才天・弁£ft　・末吉扇面。観音
　堂・普天間。小名などに参詣した。
一9鷺si（接尾）置き。　hwiQciigusi（一一段概
　き），cugicigusi（ひと月置き），　eutugusi
　（一山概き）など。
9US呈caa⑨（名）e具志川。〈（地》参照。◎具
　志川島。伊是名島（？izina）の驕鋤。
駆sicaN◎（名）具志頭。《地》参照。
gus量ci⑪（名）すすき。文語では鱒ic三と
　い5。その花（尾花）はbaraNとい5。
9騒sic潮①（名）具志堅。（（　tS　）〉参照。
9輝ik甑⑪（名）［城］城。とりで。防衛のた
　め堅固に築いた建物。
gusikR⑨（名）城。《地））参照。
9巳繕k田lla⑨（名）城間。＜＜地））参照。
gusikuNcu＠（名）［城人］痴女。　うねめ。
　首里城の御殿女中。中でも王の妾となった
　ものは？uhus温ubiという。
9｛isi；njaabcru＄ikix⑨（名）翠宮城。《鰯参
　照。
gusiNdaNew（名）〔古］［御身11壇3大名家
　（？uduN）で視先を祭ってある仏壇。一般
　の家のものは？ubugidaN（御仏壇）とい
　う。
gusjaaku！｝akamui＠（名）五勺枡。　nal〈a－
　muigW3aともいう。
gusjoe＠（名）後生。あの琶。冥土。～ci－
　kaku　na七〇〇N．あの世（死）が近1ついてい
　るe
gusjoomudui⑪（名）死にそこない。あの
　琶帰り。死に瀕してふたたび生き返った
　者。または死んだとい5騨が立って生きて
　いた者。sinihaNdaaともいう。
9usjooniN⑪（名）sjooniN（十二支の上で
　の，生まれ年）の敬語。郷殿（？udUN）の
　按司（？azi）などのgusj◎oniNには，そ
　の一族iの者が集まって，親踊りなどを催し
　たものである。
9u§jeosngai⑨（名）死に装束。
g服s∫磁N⑨（名）［御書院］首里城の建物の
　名。？ugusikuの項参照。，
9疑s麺uz量⑨（名）gusuuziと岡じ。
9鞭磁豆移目潜8鯉ee⑥（名）お考えのまま。御所ト
　存次第。　おこころざし。sju7，uNsideeの
　敬語。～’jutasjaibiiN．おこころざしで．
　結構でございます。
gu認gusu①（翻）㊦せき込むさま。ごほん
　ごほん。ぜいぜい。hwimici～．嚇息で
　あえぐさま。◎物を一切るさま。　さくさく．。
　ざくざく。h。ocaasaani～cijUN．ほ5
　ちょうでさくさく切る。
9tlSt・・n呈e⑩（名）軟骨。
gus孤mika＝sjuN⑪（催＝ScRN，＝¢i）さっと
　切る。すぽりと切る。abi沁ee　k漉i　gusい
　mikasariiN　doo．大声をあげたら首をず
　ばりやられるぞ。
gusuMoOnwe量N⑨（名）とうもろこし。toO一．
　nuciNはもろこし。ルソン農渡来のとうき
　びの意。9USUNtooziN，1’USUNtOOziNと
　もいう。
駆su醗ooziN⑥（名）9USUNtoOnuciNと岡：
　じ。
gnsuujoo⑨（名）こ御釣様］皆様。大勢に．
　むかって話す時，はじめに言うことが多
い。聴衆がすべて貝下ならばsuujOO（諸
　君）とい5。～ja　caa　deeblruga。皆様．
　はいかがでございますか。
9USUUZ⑩（名）御祝儀。お祝いの敬語。
　gusjuuz2ともい5。
gutaguta①（副）ぐうぐう。こんこん。よtt
　く眠るさま。
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gu4ara
gutaQtu①（副）ぐったり。痩れきって，元
　気のないさま。～najUN．ぐったりとな
　る。
g膿ee⑨（名）手足。五体の意の転じたも
　の。
9顧00N①（連詞・不規則）ようである。ご
　とし。一llU（の）のあと，「連体形」のあと
　などに用いる。majaanu～．猫のよう
　だ。tamanu　gutoosa．玉のようだ。？i－
　cigeejuru　gutoosa．生き返るようだ。
　’wil〈iganu　gutooru’winagu．男のよう
　な女。？week三sjaru～・金持ちになった
　気持だ。
gutu⑪（名）（前に来る語とともに歩調的に
　働く）ごと。ごとく。よう。よ5に。「連
　体形」のあと，一nu（の）あとなどに用い
　る。hanantt～curasaN．花のよ弓に美
　しい。gibudi，uru　hananu　giju　caもa
　～・［つぼでをる花の　つゆきやたごと
　（御講風）コ花のつぼみが露に会ったよう。
　hatakee七uuvaN～miei　tuuri．畑は通
　らないで道を通れ。？aminu　hujuru～
　嫉（≧puudamanu？utiti　eaN．　雨が降る
　ように鉄砲の玉が落ちて来た。？jaagUもU
　curasaree　masi，ja＄iga・あんたぐらい
　きれいだったらいいんだけど。
gu撫監秘⑨（名）（火鉢の）五徳。
9UU⑨（名）e仲間。岡僚。相棒。また，ぐ
　る。，waQtaaguu．われらの仲闘。～lla－
　jUN．仲間になる。ぐるになる。　guuna－
　jUNとは甥。◎二つで組になった物。対し
　の物。㊤密通の闇柄。また，その相手。情
　婦。情夫。
guu⑪（名）碁。～？ueUN・碁を打つ。
guu①（名）五。普通，？igiciを使う。
guuda⑥（名）ぐうたら。なまけ者。ぶし
　よう者。だだをこねてすわりこんだ子供な
　どをもいう。
guuguu①（副）ぶうぶ5。豚の鳴き声。鳴
　き叫ぶ時の声はgaweegaweeという。
guuhaNdaa⑨（名）guuhaziraaと同じ。
guu｝laz韮raa⑨（名）guu（一揃い。また．
　仲閻）からはずれたもの。不揃いになった
　半端。仲間はずれの者。guuhaNdaa．とも
　い弓。
guuhu⑥（名）こぶ（瘤）。
9uuhwaa⑨（名）瘤のある者。
guuhwaahwiihwaa⑨（副）でこぼこ。
guujaa⑨（名）豚の尻の骨と肉。～11u？u・一
　siru．豚の尻の骨と肉を材料にした料理。
gu癖aasi墳z圭⑪（名）豚の尻の骨を煎じた
　　　　リスープ。
guumaNcaa⑪（名）不揃い（のもの）。ちぐ
　はぐなもの。箸・はき物など対のもので，
　形・大きさなどが不揃いなものにいう。
guunaa⑲（名）ちんばの者。びっこの者σ
guunaimuN⑨（名）互いに密通している男女。
gu naiNgwa⑪（名）私生児。9UUの項参
　照。
9・・・…a；juN⑥（濤＝raN，二ti）私通するa
　密通する。
guuni⑪（名）ちんば。びっこ。～kweN一一
　kweN．びっこを引き引き。kweNkweNは．
　びっこを引くさま。
guuNan（名）御恩。
9UUNgeesi⑨（名）御懇返し。
guuraahaQtamb（副）　ぐらぐら。安定が悪
　く，揺れ動くさま。
9孤月5i⑪（名）串。竹串。
guusi⑨（名）具志。《聯参照e－
guusjaN⑥（名）杖。
guutumiitu⑨（名）対の物。撤いの物。ま
　た，夫婦。
一guutuu⑨（接羅）よ5に。動詞の否定形に
　つき否定の意志を表わす。？il〈aN9．uutuu、
　sjUN．行かないよ5にする。行くまいと
　する。kusuee，Nzasallll　numaNguutuu
　sjUN．薬は苦くて飲みたがらない。
guu2品目aa⑪（名）碁打ち。棋士。
gugeara⑨（名）ごけ。碁石を入れるうつ
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．9寵z量Nhuu
　あ。
guziNhuu⑨（名）［御前風］歌曲の名。御箭
　風節。王の前で奏した次の五曲をい5。す
　なわち，1〈azadihuubusi〔かぎゃで風節3，
　？UNnabusi［恩納節］，　nal｛agusikuhaN－
　tameebusi〔中城はんた前節］，1｛utibusi
　〔こて節］，naga？呈hjabusi［長｛葬平屋簾〕。
　祝賀の席では，まずこの五懸を奏してか
　ら，他の臨に移る。
∫guz豊ra⑨（名）鯨。
，guZh’i①（名）楕れ枝。楯れた枝ぎれ。
guzoo⑰（名）御状。お手紙。　tabinu～
　？umaci　sjabira．旅のお手紙をお待ちし
　ましょう。
guzu・nu＝juN⑪（他＝raN，＝七i）蝟集する。
　密集する。
guzmu⑨（名）五十。
一9waa（接羅）［小］〈Qkwa（子）。　e小さい
　ことを表わし，またその愛称となる。tui－
　gwaa（小鳥），？Nmagwaa（ノjx馬），　haku－
　gwaa（小箱），？Nmiigwaa（一番下の姉）
　など。◎：子供の名について，愛称となる。
　ねruugwaa（太鑛坊），　girugwaa（つる
子ちゃん）など。㊤小量であることを表
　わす。kuuteeNgwaa（ほんの少し），？u一
　喝p壇waa　（それっぼっち）など。⑱軽蔑の
　：意を表わす。？usjumeegwaa（じじい），
　haameegwaa（ばばあ）など。⑤分家の意
　を表わす。kuNzaNgwaaこ国頭小コ，　ciN－
　gwaa〔金武小］など。
9waaNgwaaN⑨（副）グワーングワ・・一ン。
　甲羅鉦の音。綱引き（einahwiei）の時に
　打ち鳴らす。
一gwaasee（接尾）…ごっこ。まねごとをし
　て遊ぶこと。一gwaaは小さい意，一seeは
　しあらこと。？il〈usagwaasee（戦争ごっ
　こ），　mii七UNdagwaa寧ee　（四四ごっこ）
　など。
gwaN⑨（名）願。神仏に祈り願らこと。普
　通は？ugwaN　という。韻文では単に
　gwaNということがある。
9waNgwaN①（副）にぎやかなさま。祭り・
　綱引き・村芝居などで，大勢の人が集まつ
　て，鳴り物を鳴らすなどしてにぎやかなさ
　ま。
gw捌晦aku⑪（名）丸薬。
gwaNku⑩（名）頑固。かたくな。固意地。
　～na．頑固な。
9waNkutoeew（名）〔新〕願固党］husaN－
　siiともい5。その項参照。
gwa麗ku皿⑪（名）噺｝gwaNkutoo　と岡
　じ。
gwaNSU⑨（名）∈）元雛。組割。家系の初代
　の人。◎祖先。硯存者以前の人で家廟にま
　つられているすべての入。
gwaNtaN⑪（名）元旦。
gwaN4ici⑪（名）元田。一月一日。
gwaQs舞ku⑪（名）月蝕。
gwa5agwasa①（副）∈）うよらよ。うじ95
　じゃ。虫などがたくさんいるさま。◎が
　やがや。がさがさ。そうぞうしいさま。◎
　ごちゃごちゃ。混乱のさま。
gwatagwata①（副）ぐつぐつ。ものの煮え
　立つ音。kwatakwataともいう。
gweesiei⑪（名）外戚。姻戚。’winagunu
　kaむaともいう。
gweNgweN②（副）どろどろ。ぬかるみのさ
　ま。mic加U～S．i　OON．道がどろどろであ
　る。
gweQtai⑪（名）ぬかるみ。　ziQtaiと同じ。
gweQtaimiei⑨（名）ぬかるみの遵。
gwliku＠（名）越来。（（地））参照。
9wiivigwiirii⑪（副）ぎいぎい。開き戸など
　をあけたてする時のきしむ音。
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hhaa①（感）ああ。おや。ほう。へえ。まあ。
　驚いた時・恐ろしい時・感心した時・あき
　れた時などに発する。？aa（ああ）よりも
　多く使5よ5である。～deezina　kutu．
　ああ大変だ。～，？UNgutooru　kutunu
　？ateesa’jaa．へえ，そんなことがあった
　のかね。
董蛾a⑨（名）歯。～kuuju翼．（冷たさのた
　めに食物が）歯にしみる。
h韻⑪（名）刃。
haaci⑰（名）大舐。
kaagiburaa⑨（名）おもちs）のお面。旧麿
　5月4日のおもちゃ市に出て子供が喜ぶも
　のの一…一つ。「はつぶり（半首）」と関係ある
　語か。
haaee⑪（名）かけ足。走ること。～s5UN．
　かけ足する。走る。～najUNともいう。
liaaeesjuub孤⑨（名）かけっこ。徒競走。
ha．agisii⑪（名）歯ぎしり。
haa量⑨（名）θ針。◎鍼。
h翁a董baku⑰　（名）　針余霞。　裁縫箱。
ha謡ja◎（感）綱引きの時の掛げ声。綱を引
　く時にまずこの声を発し，次にいろいろな
　鳴り物をbUU（法螺貝），　gwaaNgW翫aN
　（鉦・太鼓・銅羅など）と鳴らす。ginahwici
　（綱引き）の項参照。
haainumii⑰（名）針の冒。針の穴。針のめ
　ど。～kara　hukijUN．針の簾をくぐりぬけ
　る。病入が奇蹟的に直ったような時に言う。
蓋laainumimi⑪（名）針の貝のある部分。針
　の頭の部分。
haa蓋sas鼓⑨（名）針刺し。針山。
haaja⑨（名）柱。また，（一家の）支柱とな
　るもの。
｝・aajanli＠（名）麹痛。
haajuu⑪（名）haajuuiiと岡じ。
haajuu量童⑨（名）女の子の髪が短くてきち
　んと結えない揚合の，髪の結い方。折り離
　げて小さく結弓もの。haajuuともいう。
　男の子のそれにはkaNpuuという。
haakataem（名）露がた。歯でかんだあと。
　～’isijUN（？irijUN）．歯カミたをつける（入
　れる）。
haalcusuev（名）歯くそ。
haaniee⑨（名）おばあさん。平民の祖母ま
　たは，平民の老女をいう。
ha鋤1e螺im⑨（名）ばあさんづら。ばあさ
　んの（ような）顔。とくに，ひげのない者
　（hwizimoo，？u七ugeenaNduruu）のこと
　をいう。
kaamoO⑨（名）鱒の無い考。一mooはある
　べきものが無いことを意味する接尾辞。
haaranv（名）芭蕉糸をつむいで入れるのに
　用いる，竹で編んだ籠。
haa癒⑨（名）〔爬龍船コ旧暦5月4Hにr
　泊。那覇・久米が対抗して行なう船の競
　争。また，その船。ペーロン。泊港から奥
　武山までのコースを三隻で争う。綱引きに
　劣らぬにぎやかな行事であった。
ka yiimuNdoo⑲（名）haarii（ペーロン）・
　の時に起こるけんか。負けた二船が勝つだ
　一船を囲み，沖の無人島に漕ぎつけてけん・
　かすることがしばしばあった。那覇と久米
　とは外来者の漁夫を臨時に選手にやとうこ．
　ともあったが，泊は地元に限られていたの
　で，意気込みが違っていたらしい。濾が
　勝った時は，那覇と久米とが連合して泊と
　けんかし，時に死人を出すことさえあっ
　た。そこで，泊のhaarii？utaはもっと
　も悲壮で，戦場に行くかのよ5であったa．
haar韮i2uta⑨（名）ペーロンの時の歌。ペー
　ロンに出かける時，また勝って帰る時歌
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haas三
　う。
haasi⑨（名）箸。　hasiともいう。また？u一
　］Tleesiともい今。
haasidiii⑪（名）箸を取って，食：べるまねだ
　けずること。婚礼で，jureenu？ubuN（薪
　郎新婦が一つの膳に向かいあって，岡じ飯
　をかわるがわる食べる式）の時，新郎は一
　口食べるが，薪婦はhaasiduiだけする。
血aa雛藍⑨（名）鶏の一種。　karahaa七uiの
　ll略。その項参照。
】haati｝jaa⑥　　（名）　haεしtui　　と匿｝じ。
haa2uc驚＆ee③（名）そっ歯。鐵っ歯。樽町
　がそって出ている者。
haもa①（名）纏。
振aもa＝cUN⑰（自＝kaN，＝ci）はかどる。仕
　事などが，進む。また，さばける。処理が
　進む。商繍がたくさん売れる・食物をたく
　さん食べてなくなるなどをいう。muru
　habacii．みんなさばけたか。
habaka＝juN①（自　：raN，；ti）｝まばかる。
　はだかる。広い揚所をとってのさばる。恐
　．れはばかるなどの「はばかる」の意はな
　いo
haberu⑪（名）蝶。宜湾朝保の琉語解釈に
　rはびる，蝶趨。はびらともいふ。百首異
　見御かきもり云々といふ歌の註に，蝶のIN
　名はかはびらこと見えたり。かはびらこの
　かとこと凹したるなるべしjとある。
ha’berubaaew（名）銀杏の葉。また，銀杏の
　末。
ぬaも韮服⑨（名）〔文〕haberu（蝶）の文語。
　文語でもhaberuとL・　5’こともある。
．董iahu②（名）はぶ。奄美・沖縄特塵の毒蛇。
　形はまむしに似て，体長1メートル需後。
　淡い褐色をしていて猛毒を有し，人に恐れ
　られる。」盆清昏絶液ができてからは命拾い
　毛可能となった。忌んでnagamuNとも
　いう。
難abukakuzaaco（名）あご骨の張った者。
　意志強く，強情で嗣争的だとされる。
habukakuzi①（名）はぶのように三角形に
　張ったあご。
hacaa①（名）蜂。？usjuu　doO，～．蜂が来
　た時にとなえるまじない。「おれは王様だ
　ぞ，蜂め」の意。
hacaaniisii⑨（名）蜂の巣。
hacagunxi⑨（名）菓子の名。もちこめを蒸
　し，乾かして妙り，砂糖を入れて圏角に固
　めたもの。おこし。
haca撫w玲cai⑪（名）吐㌔・たり下したりナ
　ること。～sjUN．
haci＠（名）入。入つ。普通は，jaaglとい
　50
hac．　i一（接頭）初。初めての意を表わす接頭
　辞。漁gi？a蔓cii（産後の初歩き），　hagimU－
　mll（その年の初めての野梅）など。
haeS？aQeii⑪（名）産婦の初めての外出。産
　晃をつれてまず里方へ行き，次に親類園り
　をする。
kaeiCiauN②（自・不規Gllj）来てしまう。来
　ちゃ5。来るの意味を軽くい5語。haci－
　kuu．来ちゃえ。？jaa　R主iibus5anu　ha－
　cicasa．おまえに会いたくて来ちゃった
　S．　nama　kee？Nzi　haeikuuwa．　￥s　k．
　ちょっと行って来ちゃえ。
hagigaN］aai①（名）初学。初雷がなると梅
　爾が上がるとか，また，初露が大きければ
　はぶの卵がsi1｝1U1’Zl（腐って鋼1化しない
　卵）になるなどいう。
k謎9嬉oosaa①（名）katal｛asira（その項参
　照）を初めて結った男を祝福して，その親
　戚・：友入などが，頭に振拳（k◎osaa）を
　加える儀礼。いたずらに強く打つ丁合もあ
　る。
lxac量蕩w例日③（名）入月。
k畷盗aru④（名）〔文〕：初春。1外学の正月の
　とと。
kagika①（名）はっか。二十日　～瞬の二
　十倍。また，月の第二十番冒の臼。
hagikaju①（名）こ文〕旧暦二十臼の夜。月
198
　の出が遅いため，宥糊の形容となる。～nu
　kurasa，？ikusaciN　mi】raN．〔廿艮夜の
　晒さ　行先も見らぬ（執心引入）］二十H
　の夜の暗さで，行く先も見えない。
kagikasjoo9“’agi＠（名）二十霞正月。旧麿
　の正月二十日。この臼を正月の最後の祝臼
　として，簡単なごちそ5を作り，一Hを遊
　び暮らした。またこの日に興戚？N通段〔庵
　類馬］（その項参照）の行事が行なわれた。
hag圭koo⑦（名）［初科］初めて受けるkoo
　［科］（文官試験）。koO［科〕の項参照。
haeikooraasjaN⑨　（形）haeikoogisaNと
　同じ。
hagikoovil⑰（連体）しまつにおえない。手
　におえない。～niNziN・手におえない人
　閥。
1職書汰oosaN◎（形）㊦ごわごわしている。
　しなやかでない。肌ざわりが悪い。basjaa－
　nunoo～。芭蕉商はごわごわしている。
　◎言行がなめらかでない。角がある。
hαg濫oog置繊N③（形）侮となく角がありそ
　うである。人相の悪い者などをいう。
1蛾。董ku＝11uN①（霞＝maN，＝di）むくむ。水
　気ではれぼったくふくれる。giranu～・
　顔がむくむ。nuudi圭～．悲しみのために
　のどが（はれて）つまる。悲しみがこみ上
　げる。
haeima¢i⑨（名）帥配男が礼装する時に用
　いた冠。位階によってその色が異なり，紫
　は？azi［按司］，薄黄《璽？weekata襯
　方］，濃い黄平はpeeciN［親雲上］，赤は
　？uhujakuti〔大屋子］，　satunusi〔里之
　子］，eikudUN［筑登之3など，青はsju－
　mε堀i遺？u（≧ciこ諸闘切掟ユ，緑はこオしら以
　下，などの区溺があった。
墾蜘φml灘m①（名）その年初めての楊梅。
　mLI　’Muは普通，ゴamamumu（楊梅）をさ
　す。
hagiinllAT①（名）初もの。
haginaei①（名）〔文〕初夏。1旧暦鰻月をさ
hadahusja
　す。，wakanagiともいう。
hag鎌a蓋①（名）初なり。初めてなった果実。
　naiは果実。
haginaNka①（名）初七日。
董iacinie茎⑨（名）入目。よ5か。一研の入倍，
　また月の第入の臼。
kae…niN⑥（名）入人。’jaQtaiともいう。
hac澁uku⑪（名）？usjuukoo（法要）の折
　に，お供物を入れる器。silnillltlN（にし
　め）を入れることが多い。
hag蓋？Nmaga①（名）初孫。
haci，？Nz ＝sju「N①（纏＝saN，＝ei）吐き虜
　す。
ha¢iNm⑩（名）鉢嶺。（地》参照。
kag量2ucakve①（名）遊女になって；初めて接
　する客。
hagi？iEkusi①（名）［下平］正月三醸にする
　はじめての仕事。仕事始め。
hagiiimn’i①（名）男が初めて貿つた女郎。
hacizuu⑨（名）入監。
hacizziahaei⑦（名）∈）入十入。　O米寿。
　むookaci？ujuweeの項参照。
｝｝a＝cuN⑪（他＝kaN，＝ci）吐くQ
ha　：euN①（継互＝kaN，＝ei）㊦旧く。（自分
　の）首に掛ける。kubikara～・首に掛げ
　る。tama～．イ。（のろなどが）首かざ
　りの玉を酋に掛ける。ロ・曳丸と太って，　』
　皮囎がくびれる。？anu’warabee　t－ama・
　haci？eeraasjaN。　あの子供は，皮慮が
　くびれるよらに太ってかわいらしい。◎弁
　償する。　つぐなう。　，wa蕪eameejUN　は
　主として対等の物で弁償することに，
　haeUNは主として金で弁償することに用
　いる。hakee。弁償しろ。
｝iadtミ⑪（名）観。
hada？ag量saN⑥（形）皮虜の体温が熱い。
　熱っぽい。肌がほてる。hwaahwaa　sju葺
　ともいう。
hadahusja⑪（名）人の肌を欲しいと愚う
　こと。’1‘青欲を上赫に書つた語。～Q．sl？jU一
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　1’ubaaja？araN・肌欲しと言うのではな
　い。茶飲み梢手として欲しいのだ。老後，
　結婚しようとする時などに書うことば。
hadaka⑰（名）裸。
・ha（lakaai皿uucaa⑨（名）hadal〈aamuucii
　の卑称。
hadakaamuucii⑨（名）裸んぽ5。子供
　などについてい5。
ha｛｛akaa鵬皿zi⑥（名）裸麦。
ha（laka2Nma⑨（名）裸，鴇。鞍を置かない
　馬。
liaclaini⑪（名）〔文］肌身。
ha（lamueiza（名）e肌の感触。肌心地。◎
　気候が肌に与える感触。また単に気候。
　kugwagi　natalscutu　tvnu　’jutasil｛u　na－
　toON．九月になったので，気候がよくなつ
　た。
hadasibui⑨（名）e肌着。つつそでの肌
　着。duusibuiともい5。◎死人に着せる
　観着・
hac畳oobi⑪（名）ふんどし（sanazi）の上
　品な語。肌帯。
kagaa⑨（名）はげ。　ha書i圭の卑称。
hagae量①（名）手紙。書状。　nagunu　baN－
　dul〈uru　tadaimanu　tv　’wanu　mutaei
　tabori’waNzo　mjagana．［名護の番所
　ただいまのはがき　わぬ持たちたばうれ
　照臨娘心やがな］名護の役場への至急の手
　紙をわたしに持って行かせて下さい。わた
　しの恋入に会うついでに。
hagama①（名）釜。はがま。周囲につばの
　ある，飯炊き用の釜。
haga獄aa⑥（名）haganimUN　と置｝じ。
h3g組asaN⑨（形）足りない。不足である。
　充分な量より少ない。ziNnu　kuQsasaani
　haganasaee　sani．金がこれだけで足り
　なくはないか。caa　l〈weemuNnu　haga－
　nasataN。いつも食：い物が足りなかった。
kagani⑨（名）はがね。鋼鉄。
haganimガN⑨（名）頭のきれる考。きれ
　者。賢い者。
haga＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）剥がす。　ha－
　ZUN（翁1ぐ）ともいう。
hag量⑪（名）やせ地。地味のやせた土地。
hagigiburu⑨（名）はげ頭。
hagii⑨（名）はげ。はげ頭（の人）。
hagi＝juN⑥（自＝1’aNt＝ti）θはげる。毛。
　太などが，はげる。また，皮がはげる，◎
　皮麟がむけてただれる。｝〈US2naganinu
　～・床ずれなどで，背中の皮骨がむける。
　111iinu～．目がただれる。
hag量moo⑥（名）荒れ地。荒れ野。畑の荒
　れ果てたところ，木のない山地など。
hagoogi⑨（名）さるすべり（旭日紅）。樹皮が
　すべすべして，さわると木全体がくすぐっ
　たそうに動くことからいう。〈hagoosaN。
hageogisal　O（形）きたならしい。きたな
　らしく見える。
hagoomuN⑨（名）eきたない物。◎下最
　な者。いやらしい者。
ha墓00ri⑩（連体）大げさな。仰山な。普
　通でない。すごい。～muniika七丁目sj　LIN．
　適薬な言い方をする。？ariga　zlNnu　gi－
　1〈eejooja～塒UN　doo。彼の金の使いか
　たはすごいそ。～sugai．すごい（普＝通
　でない）服装。
hagoos＆N⑨（形）eきたない。不潔であ
　る。◎くすぐったい。また，むずむずする。
　気持ちが悪い。また，気味が悪い。hwisja
　～．足もとが気持ちが悪い。蛇が出そう
　な時などいう。tii～。手がむずむずする。
　また，人のすることを見て，じれったい。
　㊧吟醸である。わいせつである。けがらわ
　しい。いやらしい。
hagoo〔～賦釦鐘圭i（①（名）　くすくttつたカミりや。
haibaN①（名）廃藩。
hai ee①（名）〔古〕海賊。
hai（lasi⑨（名）張り出しe　haiglamiと岡じ。
蔓1a董g3mi⑪（名）張り紙。広告・通知事項な
　ど紙に書いて往来に張り出したもの。hai一
2ee
．ha斡猛
　dasi　ともし、5。
ha董ka匝＝」孤N⑪　（霞＝yaN，冨ti）　流れρく
　す。流れてなくなる。
haihuni⑪（名）船足の速い船。　hai一くha－
　juN．　migusikuni　nubuti　tisazi　muea－
　giriba，　一vnu　navej’a　cum2du　mijui’u．
　〔三重点に登て　季巾持ちあげれば　走出
　の習や　一丁ど見ゆる（花風）コ見送りの
　ために三重盗に登って手ぬぐいを上げて振i
　ると，早い舟のことで，ちょっとの闘しか
　見えなくてなごり惜しい。
hai？ica＝ju’N⑭（自＝aN，＝ti）出会5。ひ
　ょつくり出会5。
haikawa⑨（名）〔文〕急流。hai一くhajuN。
　sirasi　tvni　nagarijuru　sal〈ura，　sukutl
　？unlisatuni　nucai　hakira．［白瀬走川
　に流れゆるさくら　すくておみ里に　ぬ
　きやいはげら］由瀬川の早い流孝Zに流れて
　いる桜の花を掬って糸に通し，震の首に掛
　けてあげたい。このさくらとは，実はつつ
　じのことであろう。～nu　gutuni　tasina－
　niija　tacui，　kuiniuduci　niibusja　iiiu－
　tunu，wakasa〔走川のごとに　年波や立
　ちゆい繰り戻ち見ぼしや　もとの蒋さ］
　早い流れのように年波はたって行くが，も
　との若さを取り庚して見たいもの。
ha蓋kwaa＝sju演⑥（他＝saN，＝ci）eやり過
　ごす。あとから来た者を先へ行かせる。◎
　通り過ぎてしま5。mur3～．村を通り過
　ぎてしまう。hai一くhajuN。
haikwaQkwi＝jvil⑨（自　＝raN，二t量）　走っ
　て隠れる。急いで隠れる。
haikwii＝」ガN⑨（他＝raN，＝ti）通り過ぎ
　る。通過する。hai一くhajuN。
haimaa⑪（名）杯。いなかの酒宴などで，
　一つの杯と徳利とを，飲んで次々に早く回
　すことからいう。
hainuzi①（名）張り抜き。張り子の人形。
　型に紙を重ねて張りあわせ，あとで型を抜
　いて作る。
hail～Nma⑥（名）よく走る馬。　駿馬。～nu
　kiQeaki．または，～nu　gimalrurubi．駿
　馬のつまずき。上手の手から水がもる，猿
　も木から落ちるの類。hai＜hajUN。
haiNna①（名）縄を張ること。また，張っ
　た縄。また，縄を張ったところ。縄張り
　（勢力範囲）の意はない。
haiA’4u⑪（名）水はけをよくするための溝。
ka球z嚢樋uN⑪（自＝raN，＝ti）才走る。小
　壷皿にすぎる。hai一一くhajUN。
ha董＄iz圭raa⑪（名）hai＄圭zirimuN　と岡じ。
haisizk，knガN⑨（名）才走った奢。小利口
　者。
h，ajaa＝sjuN⑪（雄編saN，＝ci）柔くわす。
　予期しないで娼会5。
h jaga＝juN㊥（霞mraN，＝ti）超過する。
　i縫用などが，予定より余計にかかる。？i戚一
　minu　kusakii　hajagatooN．野馬がこん
　なに超過した。
Iiajamalgutu＠（名）早まった事。早計。
hajami＝juN⑪（富　　＝reしN，　＝ti）早める。時
　間・速度を早める。tucii～．時計を進め
　る。s玉kuc呈～。仕事を畢める。？uhwee
　？asi　hajamirL少し急いで行げ。
ha；juN⑥（筐i　嗣r鼠翼，＝t圭）e走るe動物・
　舟・急流などが走るのをいう。人が走るこ
　とにはhaaee　sj　LIN，　haaee　najUNなどと
　いう。？Nmanu～t馬が走る。harasjuN。
　走らせる（人を走らせることはhaaee　si・・
　MijUNという）。　huni　harasjUN．舟を
　走らせる。◎流れる。流れ出る。cihlu　N．
　血が流れる。血が出る。？asinu～．汗が流
　れる。汗が出る。？asi　harasjUN．汗を流
　す。汗をかく。
ha＝juN①　（他＝raN，＝ti）el張る。　？akai
　～．障子を張る。kasa～．イ．傘を張る。
　傘を作る。ロ・傘をひろげる。◎あらわに
　する。露出する。111ee～・陰部を露出す
　る。hazi～　ともいう。
歪lajuu⑪（名）魚名。長さ15～20センチく
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　らいで，口のとがった小魚。
hajttuguei⑨（名）hajuu（魚名）のよ5に
　とがった日。
haka⑨（名）墓。kaaminakuu，　hwaahuu，
　hUiNeibakaの蕪つの形式がある。
hakaもaaN⑪（名）墓番。墓所の番入。昔は
　特慰こ小部を作って専らこれを業とするも
　のがいたが，近隼は墓の近くの農家が頼ま
　れる。
halscabusiN⑪（名）塞の普請。墓を作るこ
　と。
haka｛lil＝juN⑪（自＝raN，；七i）噺？〕はか
　どる。仕事が着着と進行する。
hakaguei⑪（名）el畑仕事の端緒。鍬を入
　れはじめるところなど。昔はその方位につ
　いて気を使った。◎転じ：て，仕事などのし
　はじ：め。端繍。～？aki脚N．端綴を閥く。
haka董⑪（名）秤。
hak：aibaA’mee⑨（名）食糧不足の時，食糧
　を余聞に炊かないよう，量を計って炊き，
　一定黛以上食べないようにすること。
hakaiRtkniii¢｝（名）秤窪。
haka．ia・amusi⑪（名）尺工着り虫。
kaka＝」遭嬢⑪（櫨＝raN，階もi）細る。計測する。
kakaiiia＠’（名）θ女が下着として用いる
　はかま。賃男。那覇など都会の女が多く着
　用した。下ばかま。首里のものは，男のさ
　るまたに似ていて，ひも（hal〈aikiant｝uu）
　を通して結ぶ。那覇のものは足のBが狭
　く，帯のようなひもで上からしばった。◎
　乗馬爾のはかま（？Nmanuibal〈ania）。男
　は乗馬用のもの以外に，はかまを付けるこ
　とはなかった。
hakanlee⑨　（名）墓参り。
hakamizOO＠（名）墓の，棺を出し入れす
　る口。葬式の時以外は開けず，ふだんは墓
　石をはめてある。
hakax’aas．iaN⑥（形）はかばかしい。はかが
　行く。nuu　haka撒as圭i　kutu．　sii3uusaN．
　侮ひとつはかが行くようなことはできな
　い。
hakara＝juN⑨（他＝aN，；raN，＝もi）計らう。
　企画する。あらかじめ考慮する。’jugnusa－
　ci～・先の世の中のことを考えに入れる。
hakaree④（名）計らい。あらかじめの配慮：・
　計画・難事。
hakarigutu⑪（名）はかりごと。計略。
hak蓋③（名）刷毛。
haki　：juN①（他＝raN，＝乞i）e偲く。首に
　掛ける。91isidama～．じゅず玉を首に掛
　ける。◎弁償させる。つぐなわせる。罰金
　などを課す。kwasiN～．罰金を課す。
haku①（名）e箱。◎（接尾）箱の数を数え
　る率いう。cuhaku（一箱），七ahaku（二
　箱）など。
hakurua⑪（名）白露。　二十四節の一つ。
　hwal〈uyuともいう。
hakuzoo①（名）薄清。～na’utu．薄情な
　夫。
hakuzOO④（名）白状。～sjUN．
hama⑥（名）浜。海浜。
董聡嫌a⑥（名）浜（（地》参照。
kasnaeidiuri⑨（名）〔文〕浜千鳥。　口語は
　eizujaa．　tariju　？uramituti　naeuga　一v，
　？awaN　giriRasaja　’wamiN　tumuni．　［ec
　よ恨めとて　鴫きゆが浜千鳥　会わぬつれ
　なさや　我身も共にコ誰をうらんで鳴くの
　か浜千鳥よ。会わぬi悲しさはわたしも岡
　じだ。子を失って悲しんだ歌。Qkwamu－
　caabusi［子持飾コで歌う。
｝iamaegduribzz■g．　i＠（名）浜千鳥節。その一
　節は，tabija　hamajadui　kusanu　hwadu
　makura，　nitiN　’wasiraraN　’wajanu
　？usuba，〔旅や浜やどり草の葉ど枕寝
　ても忘ららぬ　吾親の御傍］旅は浜に宿っ
　て草の藥を枕に寝るが，寝ても，わが親の
　そばが忘れられない。あとに次のはやしが
　入る。c三zujaa　hamauti　cuicuina．［千
　鳥や浜居て　ちゆいちゆいな］
｝搬鷺臓gaa⑨（名）浜川。（〈地＞＞参照。
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hamahwiza⑪（名）浜比嘉島。沖縄塞島勝
　連；騨（kaQciNnumisaci）東方にある島。
hama＝jt1N（〔Σ）　（自　　＝raN，　　＝ti）　　こ新　？〕　　（≡）｛ま
　まる。ほどよく入る。O（落ちて，溝など
　に）はまる。
hama＝」秘醗（自・vaN，・七時）はげむ。没頭
　する。？tnnihamajuNともいら。
hama舶用⑰（名）浜元。範》参照。
hama？ur量⑨（名）行事の名。野鳥が屋内に
　入ると不吉であるとし，その厄をはらい清
　めるため，浜に降りて行って，一価を浜で
　遊び暮らした。その行事をいう。
簸am⑩（名）牛。馬。豚などの家蓄の飼料。
ha磁uN⑪（名）刃物。
｝lallltlN①（名）端物。はんばもの。数分の
　擬わないもの。
hai孤RNziN①（名）はした金。
置｝a賦a⑪（名）e花。草太の花。◎美しいこ
　と。　はなやかなこと。～nu，warabi．花
　のように美しい子ども。⑲遊女。興riの
　美称。
h蹴a⑪（名）植物名。草綿。植物名として
　の綿。なお，沖縄には木の綿はない。
嚢lana①（名）晦。～huc“N，いびきをか
　く。～huraCuN。得意げに鼻をうごめか
　す。huraCuNは「朋く」。鼻の穴を開く
　意。～hwijUN・くしゃみをする。くしゃ
　みをした場合にはkusu　kwee（「くそ食：え」
　の意）というまじないを囑える。～sipi一一
　jUN，鼻をかむ。～ilisijUAT．轟をすする。
　また，舞をすすって泣く。～聡u？wiika－
　ra　hoojUN．増長する。つけあがる。夫の
　寛大さに妻がつけあがる場合などにいう。
　鼻の上をはう意。hooy跡ee～nu？wii．
　madiN　hoojUN．　どこまでもっけあがる。
　はわせれば鼻の上までもはうという意。～一
　nu　sicanu’Nzugwaa．鼻の下のみぞ。人
　中（にんちゅう）。
hanft①（名）el端。はな。はずれ。　k蕪nu
　～．太のこずえ。◎（接尾）端。はな。もaka一
’　h3na（高く突き出たはし。がけのふちな
　　ど），suz勤ana（風の強く当たる高い所）
　　など。
一hana（接尾）はな。はじめ。？irihana（入
　れはじめ），niihana（煮えはじめ），？Nzi
　hana（出はじめ。茶の煙花），　niNzlhana
　　（寝入りばな）など。
韮lana2as麺）（名）鼻にかく汗。
hana2ata妻⑨（名）花園。花畑。
hana？am量⑰（名）〔文〕ha照t頴［花当3の
　　文語。
　kanabaac通）（名）植太鉢。
hanabana①（名）はしばし。hahasinu～．
　話のはしばし。
hanahasjuxen（名）植物名。花芭蕉。ひめ
　　ばしょ5。赤い花の咲く，丈の低い芭蕉
　　で，観賞用。
hanabi⑨（名）〔新〕花火。
hana5ira⑨（名）花がつお。かつおぶしな
　　どの薄くけずったもの。
hanahiraa①（名）鼻のひしゃげた者。
haiiab◎oru⑥（名）菓子の名。小麦粉に砂
　糖を入れ，めがねのよ5に左看に大きく輪
　　の形にして焼いたもの。祭適用に作る。
hanahtiQkwa②（名）轟の盛り上がったと
　　ころ。また，鼻の卑称。
hanadai①（名）噛みず。
　hanadajaaoo（名）縛みずをi垂らしている
　者。はなたらし。
簸鋤agae⑩（名）植物名。むくげ。もくげ。
　夏から秋にかけ，白または紫の花をつける。
hanagakii①（名）端に腰かけること。
　　ちょっと腰をかけること。
　kanag寂mi①、（名）〔新？〕鼻紙。懐中用紙。
　hanagtiN⑨（名）〔新？〕hanagamiと岡
　　じ。
h鋤agasa⑨（名）花笠。花の形に作った笠。
　舞踊・組踊りに用いるもの。
無帽agi⑨（名）花を観賞するために植える
　太。
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hanagii①（名）鼻毛。
hanagi＝juN①（他＝raN，”ti）ふんわりと
　させる。押しつけずにふわりとさせてお
　く。飯を軽くよそう血合などをいう。
｝lanagumi⑨（名）［花米］凋享前に供えるた
　めの洗い清めた米。その敬語は，Npana－
　guMlo
hanaguni⑪（名）はなやかな村。遊芸の盛
　んな村。
hanagUijiku①（名）破名城。備》参照。
ha独a2ic孟⑨　（名）花瓶。惑いげ。　霊前に花
　を供える時に屠いる。
ha蔽a2ika⑨（名）料理名。いかの肉を花型
　にeq　｛）　，食紅で染めて，塩味を村脅たもの。
　ka墨itiya，　kamabukuなどとともに料理
　に乱どりを添える。
haiiakaa＝sjuN①（霞＝saAT，　mci）かち合う。
　二つの事件が同時に趨こる。
hu｝nakakigaartt①（名）」Jik，のかけた猿。次
　の句で用いる。～nu瓢at㌶aaru，wara－
　jUN・騨のかけた猿が完全な猿を笑う。自
　分の欠点を知らずに，かえって催の完全な
　ものを笑5意。
h蹴akam搬a3aa⑨（名）鼻つまり。鼻がつ
　まること。また，郵のつまった者。
hanaltusu①（名）臨くそ。
hanami⑨（名）花見。
垂ianamoo⑨（名）鼻のかけた者。鼻かげ。
　梅毒患者に見受けられる。
kanamunii（①　（名）・hanamunu？iiと匿｝じ1。
hanamunu2ii⑨（名）聯声。かぜを引いて，
　または甘えて鼻にかかった声で話すこと。
hanamusiru⑨（名）花むしろ。花ござ。
hananusaci①（名）鼻の先。きわめて近い
　所。miinumee（冒の前）と同じ。
hana皿us豊ma⑥（名）遊里。花街。魚里。
hanapiipii⑨（名・副）かぜを引いて鼻がつ
　まって音をたてること。また，そのさま。
hanari⑨（名）離れ島。離島。ことに盲中縄
　群泳の本島以外の島，すなわち，久米・伊
　平屋・伊是名その他の島をい5。
hanari＝juNen　（霞＝1’aN，鷺嫉）離れる。
k蹴ar量z圭口底⑪（名）離れ島。離島。
hanasi＠（名）話（演説・談話。5わさ験
　物語など）。～sjUN。話をする。単にしゃ
　べる意では，junUNを用いる。～？uci？N一一
　zasj　tlN．話を切り出す。　hanasee　hwaa．
　話は葉。話というものは藁ばかりで実が
　なく，信屠できない。～haN9甑u．話
　半学。人の話を聞けば半分学問した効果
　がある。～itu，UU．話の緒。余計な修1
　飾。
hanasibukw⑨（名）暗論。書物をそらで復
　読（hul｛vi）すること。
hanasiei①（名）鼻かぜ。また，単にかぜ
　（風邪）。～kakajUR．かぜを引く。
藍玉anas蓋。量kag量N⑨（名）鼻かぜ気味。かぜ気
　味。
hanasiPiraa⑥（名）鼻ぺしゃ。轟が押しつ
　ぶされたようにひらたい者。
hana＝sjttN⑨（他＝saN，＝ei）離す。放す。
　（付いているものを）放す。距離を離す意
　ではhanavasjuNとい5。　cii～．乳を
　離ナ。また，離乳する。七ii～・手を離す。
　また，手離す。七ii　hanasaN　gutu　kagi－
　mitoori，joo．手を離さないようにつかん
　でろよ。？icunasanu　tiint｝hanasaraN．
　忙しくて手が離せない。
hana＝sjuN⑨（他＝saN，；ci）話す。
hanatai⑨（名）［花当］王室内の接待係を
　する少隼。小姓。
hana？uei⑪（名）綿打ち。綿を打ち直すこ
　と。また，それを業とする者。’wata？uci
　ともいう。
hana2ui⑨（名）席織り。経糸と緯糸とを交
　：互に浮かせて織った織物。
liana2ui⑨（名）；花売り。花を売る人。また，
　花を売ること。
hanauu①（名）下駄・草履の前緒。足接に
　かかる部分のことで，緒全体（いわゆる鼻
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　緒）には11i1’iUU　（皮のものはkaauu）
　とい5。
hana7．akaiO（名）（∋花盛り。◎転じて男
　女の20歳前後v青春。
hanazii①（名）鼻血。
hana4umiti’isaazi⑨（名）花の模様を染め
　た手ぬぐい。
ぬanee＝c瓢N①（自＝kaN，＝ci）e色つやが
　美しく出る。つやが出て美しくなる。苗蕉
　布などに酸類を入れてつやが出る習合など
　にいう。◎花やかになる。㊤にぎやかにな
　る。にぎわう。
haneeka＝s．iuN①（他＝saN，＝ci）eにぎや
　かにする。zaa～・座をにぎやかにする。
　◎花やかに美しくする。
haneek珂鞭N①（他＝yaN，＝ti）haneeka－
　sjUN　と同じe
’hani⑪（名）筆先ではねること。また，筆先
　ではねたところ。
．hani①（名）羽。羽毛。また，つばさ。
hanigee①（名）羽がい。爾翼の付け根の骨
　の部分。また，転じて翼全体。
’hani＝juN⑪（弛＝raN，＝ti）eはねる。水・
　どうなどを，はねる。mi＃i～．水をはね
　る。＠筆先を，はねる。㊦訂箪を，御破算
　にする。⑲拒絶する。
lhaniN℃UN⑨（他鷲kaN，＝ci）はねて入れ
　る。はねとばして入れる。
’hani2uci①（名）羽ばたき。
liani2utu①（名）羽音。羽ばたきの音。
：hani2weezikisju「N⑪（他　：raN，＝ti）　（仕
　事などを）押しつける。無責任に他にまか
　せる。sikuci～．仕事を押しつける。
　Qkwa～．子（のもり）を押しつける。
haniz量⑨（名）羽地。（（　te　〉）参照。
：haN⑪（名）判。印鑑。？iN　ともいう。～
　ciCUN・判をつく。判を押す。
：haN一（接頭）半。　haNri，　haNmiei（半里），
　haNbUN（半分），　haNnici（半臼）など。
一haN（接竃）半。？ieirihaN（一里半）など。
haNbiN⑪（名）はんぺん。
haNbiiN⑨（名）半分。なかば。
haNbuN？ieiei⑪（名）半死半生。半分生き
　の意。
haNhuNmici⑪（名）道のりの半分。半道。
　一一ijの半分はhaNmieiとい弓。
haNbuN？utagee⑨（名）半信半疑。haN？u－
　tageeともい5。～sjUN．半信半疑であ
　る。
haNbuNwaakii⑨（名）半分わけ。折半。
haNbllNzhni⑨（名）半死半生。死にかけ。
　～na七〇〇N．死にかけている。
kaNcigee＝ju〕New（自＝1’aN，　・ti）はねっか
　える。はねて元の方へかえる。
｝laN＝euN⑨　　（イ也　＝kεしN，　＝＝ei）　ζまじ　く。　　弾力ζこ
　よってとばす。
haNeUU　em（名）〔新？〕半休。半分休む日。
　土曜臼をいう。
haNcuujaam3⑨（名）ばね仕捗1けのねず
　み取り。haNeuu＜haNeUN．（はじく）。
　’jaamaは機械。ねずみ取りは？weNcu－
　jaamaともL・う。
haNdaina⑪（名）野菜の名。はるたま。
　水前寺菜。
ha黄毒①（名）布を織る揚合の経糸の余り。
　経糸は計算が不正確な場合には余ったり足
　りなかったりする。その時余った糸をい
　5．　haNdi〈　haNdijuN．
kaNdi＝jUN①（自＝xaN，＝tl）はずれる。ku－
　zikara～・くじからはずれる。？uubinu
　～．帯がほどける。
haNdUU⑪（名）［半胴］水がめ。炊事用。
　飲料用の水を入れておく，口の広い大きい
　かめ。haNduugaamiの略。
haNduugaami＠（名）haNduu　と同じ。
　haNduugamiともいう。
haNduugamiQ）（名）haNduu　と同じ。
haNgwi＝juN⑪（自＝1’aN，　＝ti）解ける。ほ
　どける。解けてはずれる。？aubinu　．～．
　帯が解ける。
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kaNgwhnuN①（名）放蕩者。
haNk蓋⑨（名）亀頭。〈haNkijuN。～nu
　？ugaN．溺石を神体として祭ったところ。
　那覇の湧照にあり，中務遊郭の女たちが拝
　んだという。
haN韮｛i＝juN⑨　　（自　　＝rεしN，　＝ti）　夕峯根喋Cこ剥け
　る。皮がむけて，中があらわれる。
ha“：kwa⑪（名）ぜいたく。華美。派季。～一
　短s500N．ぜいたくにしている。派手に
　している。kwabi七〇〇N　ともいう。～na
　mUN．派手な者。だて者。男について多
　くいう。
妻蛾Nmee⑦（名）食糧。米に限らずい5。～一
　nu　eiviteoN．食：糧iが一切孝tている。
ha酌鰍量。量①（名）半里。半道（一里の半分）。
　haNriと同じ。半行程の意ではhaNbUN－
　miciという。
h翫恥agi＝jガN⑰（他＝raN，＝七呈）投げ捨て
　る。放棄する。
haNniei⑪（名）半＄。
haNsaN①（名）［半山］支那茶の一種で，上
　質なもの。
haNSi①（名）一時的な処羅。当面の処理・
　解決。間に合わせ。？圭cu七anu～。応急措
　羅。一一時しのぎ。
是m浅s敏①（名）おばあさん。耕1覇で士族の掘
　母・老婆をい5語。
haNsjeo⑰（名）〔半靴コ横笛。歌目のほか
　に穴が七つあるのが普通。中堅の管楽器の
　籠は管が十六あり，横ノ欝はその半分の入つ
　あるので半籍の意か。
haAT＝s麺賛①（他篇saN，　tsel）∈）はずす。？uu－
　bi～・帯をはずす。帯を解く。◎解決す
　る。処理する。ziNgutoo’winagunoo　ha－
　NsijuusaN．経済は女：では薙奉決できない。
　㊧（接尾）…しそこなう。…しそびれる。
　…する機会を失する。…し損じる。？icee－
　haNS3UN（会いそこなう），七u圭ha翼sjUN
　（取りそこなう），　？iihaNsjUN（射損じる），
　？iih3NS画N（言いそびれる）など。
haNsu⑨（名）〔文〕さつまいも。替藷。
蔓laN楓⑨（名）繁多。多忙。～’jaN．多忙で
　ある。～na　baa．多忙な時。
haNta①（名）θ端。はしっこ。◎崖のふ
　ち。また崖。
h姻魑ga騒①（名）e端に腰掛けること。◎
　ものを何かの端に掛けること。⑫転じて，
　身のはいらないやり方。あやふやなやり
　方。～Qsi．いいかげんなやり方をして。
haNtasjaN①（形）危っかしい。あやふやで
　ある。haNta（崖のふち）にいるように，
　安定がなく危いことにいう。危いは普
　通？ukaasj臥NとN・う。haNtasii　kutu．
　危っかしい事。
h．ftNtigutu①（名）冒険。危険をおかしてす
　ること。
hftNsiwag．a①（名）危険な業。
熱謎賛？u惣gee①（名）haNbu蒼？utagee　と岡
　じ。
liaN2　za◎（名）波平。《瑠参照。
墨aaNzaNsiilnee⑨（名）おばあさま。貴族の
　祖母・老女をい5語。
勤醸z蓋①（名）易考の判断。
haNz．lguu⑥（名）偏頭痛。半頭痛の意。1｛a－
　tag三buru5＆N　ともい弓。
haNzivi⑪（名）たらい。桶の底の浅いもの
　で，半切りの意。那覇その倦ではtaaree
　という。
haNzoo①（名）θ繁盛。㊤畠産。また，生
　まれた子供。～sjUN．子を産む。～謳
　？ikutaiga・子供は何人か。
致aqcaka二juN①（自＝raN，；ti）凄くわす。
　ぶつかる。？eoeenu　miiNkai～．喧嘩し
　ている所へ出くわす。
IiaQeatl　・jUiN①（富　＝iつaiy，篇七呈）盛り上がる。
　cii～．乳房が盛り上がる。
haQci⑪（名）入卦。綱引きの場合のhata－
　gasira』〔旗頭］に付けるgiziNduur’uu
　〔鼓燈籠］などに入選を描いたものがある。
haQcitjuN①（他＝vaN，＝Qei）はち切れそ
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　5にする。
貰蛾Qc動量＝juN①（自＝raN，”ti）はち一切れる。
　haQeiriraNdi　sjuyu　sjaku　kweetoeN．
　はち切れるばかりに太っ、ている。
haQe董riracirh’a①（副）太って，はちきれ
　そうなさま。～sj　OON．はち切れそ5に
　太っている。
haQka⑨（名）hwa眺aと問じ。
kaQkaku①⑨（名）入院。
kaQkUkuNkukul（1．）（ratl）ほお張るさま。
　～。Qsi　kanUN．ほお張って食べる。
haQpa＝．iuN①（他＝1’aN，＝ti）大きく開く。
　穴などの表薦を周囲に開く時にいら。mli
　～．霞を見開く。
IaaQsaN⑪（名）発散。熱が引くこと。hana－
　sleinu　basjoo　1〈usui　nudi　一一　simij’uN．
　かぜを引いたときは，薬をのんで熱を引か
　せ’る。
haQSa“rgsE＄li＠（名）体熱を発散させる薬。
　熱さまし。
｝iaQsiNzuixbaku①（名）8寸四方の重箱。
　重箱のうちでもっとも大きいもので，普通
　の重箱は6寸四方。
haQtu①（名）［法度3法度。禁止。禁制。
　～sjUN．禁止ずる。ku瓶autee　mieikara
　？璽撫sju斡e～doo。ここでは道で歌を歌
　うのは禁止だぞ。’winagOO～～，欝du一
　〕じi　捻ユuざて1ri●　〔女eま法度法度　　　疹ミれ渓れ　（執
　心進入）コ女人は禁制だ，帰れ帰れ。
haQturugeejaa⑥＊（副）paQtu農書eej我a
　と岡じ。
hara⑨（名）腹。普通は’wataとv・う。ha－
　raは単独ではほとんど使わないが～nu－
　kutamij　uN（腹を暖める。，wata　nuku－
　tam薙UN　ともいう）　とはいう。複合語と
　してはharagukuci（譲心地），　haradaci
　（腹立ち）など。
hava⑪（名）e方。方面。側。？細u～．あ
　の方。あっちの方。maanu～．どの方
　面。どっちの側。nisinu～・北の方。北
　側。◎（接尾）一baraともなる。…の方。
　…の側。また，…の身内。…の親類。？iQ－
　taahara（おまえたちの側。また，おまえ
　たちの親類）など。
1iRrabi⑪（名）harubi（馬の腹帯）と岡じ。
haraclael⑨（名）腹を立てること。立腹。
　taNci～ja　kiganu　MIItXl．短気や立腹は
　げがのもと。
hai’agubu①（名）腹半分。
ha職9誌聡ci⑨（名）腹心地。腹く“あい。’wa一
　毛agukuciともいう。
harai？utu＝s．iuNew　（イ也　＝saN，；ei）　払L・落
　とす。’jaku～．厄を払い落とす。
harajukun⑩（名）癒の名。横腹にできる
　たちの悪い瘡で，命にかかわることがあ
　る。
laal’a・jul　＠（勉・aN，・ti）θ払う。（代金
　などを）支払う。また，納めるべき物や金
　を納める意にも，返済すべき物や金を返す
　意にも用いる。◎蓬ムう。ciNnu　hukui～．
　着物のほこりを払う。
鼓arami⑪（名）魚の卵。
kara＝sjuN⑥（他＝saN，；ci）晴らす。？包m重
　～．雨の晴れるまで待つ。？urami～．恨
　みを晴らす。？arrliN　harasaN，？Nziti
　？NzaN．雨のやむのも待たずに出て行っ
　た。
hξ贈i越⑪（名）θはら・カ・ら。同じ母の兄
　弟。◎同じ考えの考。共寄している者。
hara2uubi⑪（名）罵の腹帯。
harawakai⑪（名）腹違い。父が同じで撮を
　異にする兄弟姉妹。
haree⑨（名）払い。支払い。納め。～nu
’waQsaN．払いが悪い。
hareemi■N⑪（名）払うべきもの。また，納
　入・返済すべき金や物。
harijaku⑪（名）厄が購れること。？Nma－
　ridusi（生まれ隼すなわち，13・25　・　37・
　49・61・73…）が過ぎること。また，？N一
　滋aridusiの翌年。？Nmaridusiは厄銀と
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　され，正月を盛大に祝い，その翌年は厄が
　猛れるので正月を小さく祝う。
hari＝麺N⑥（畠＝raN，欝むi）晴れる。天候の
　揚合は，雨がやむことをいう。？aminu
“～・雨がやむ。？aminu’j　anUNとは元
　来はいわない。？utageenu～．疑いが晴
　れる。，jukunu～．欲がなくなる。　hari－
　tooiXT．雨があがっている。曇天および晴天
　をい5。’Jakunu～．厄が晴れる。こと
　に厄年（？Nmavidusi）が明けることをい
　う。
kari＝juN①（自＝raN，＝ti）（ふくれて）張
　る。eiinu～。乳が張る。できものがはれ
　るのはhu（≧kWijUNという。
harima⑪（名）〔文〕翻れ問。
ha｝’uen（名）e燃。主として畑をさすが，畑
　よりも広義。謹製地。田采Me～？aQCUN．農
　業をする。◎墓。墓（halSla）を忌んでいう
　語。～kai？ieUN・イ・畑に行く。ロ＊。墓に
　行く。墓に参る。ハ．死ぬ。忌んでいう語。
　～nu　？arabi・墓のたたり。墓の故障など。
　墓の故障は子孫に凶事があるとの警告とさ
　れる。
havu　ew（名）〔文〕春。　hwaruとも発音さ
　；れる。春の季節感がないので，口語ではあ
　まり用いない。
haru2aQeaa⑪（名）農民。農夫。百姓。　ha－
　yusjaaともいう。一？aQeaa〈？aQeUN
　（歩く）。
harub量⑪（名）馬の腹帯。　harabiともい
　う。
harudhmai⑪（名）耕地力こ隣合わせになつ
　ている間柄。
harujaadui⑪（名）別荘。’jaaduiともい
　5。その項参照。
haruniici⑪（名）耕地の閲の道。，畑の中の
　道。
harumigui⑨（名）e畑の見回り。◎＊墓の
　見回り。
harumi＝jultT⑨（他＝raN，＝ti）釈明する。
　弁明する。疑いを疇らそうと努める。
harusikuciew（名）畑仕事。農業。
kat’Hsjaa⑨（名）農民。百姓。　haru？a（～eaa
　ともいう。
harusjuubu⑰（名）農業の成綾を争5競
　争。増産のために二村対統で行なわせた＄
　の。
hasa＠（名）禰（まち）。はかまの内股・羽
　織のそでの付け根などに付け足す布。
hasa＝取ul⑪（他＝maN，＝di）鋏む。
hasaN⑨（名）鋏。
has三⑥（名）haasi（箸）　と同じ1。
hasi①（名）㊦橋。～，watajUN．橋を渡る。
　◎はしご。～MUQci　kuu。はしごを持って
　Lpt．Li．　’jaanuElwiiNkai　一v　kakiti　nubu－
　jUN．屋根にはしごをかけて登る。
hasibasi①（名）端端。物のはしばし。すみ
　ずみ。
has韮Q加②（副）しゃんと。しっかり。元気
　に。病後の人・老人などが元気なさま。
　～najUN・元気になる◎？aQcijoonu～
　sjoON．歩きかたがしゃんとしている。　na－
　a～’jami．もう元気か。
hasiru⑨（名）雨戸。くり戸。
hasirvguciem（名）戸口。家の出入り日。
hasivunusaNen（名）戸の上や下などにとり
　つけた，戸じまりの装置。
hasisi⑪（名）蟷茎。はじし。～nu　hUQkwi一
　むOON．歯1茎がはれている。
hasjoohuu④　（名）　破傷風。
haSUN⑪（名）〔文・萩〕破損。ふつう’ja－
　Ndiまたは’jaburiとい5。
hataCO（名）θはた。ほとり。近く。そば。
　わき。？ujanu～．親のぞぱ。～najUN．
　そばになる。そばに近づく。～Nkai　na－
　jUN．かたわらによる。わきへどく。◎（接
　尾）はた。ほとり。？umibata（海ばた），
　kumuiba七a（池のはた），　macibata（市
　揚のそば）など。
hata①（名）旗。
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hatacg　c“（名）億たち。二十歳。
hatagasira①（名）［旗頭］ginahwici（綱引
　き）の時，東西両陣営に立てる大きな旗。
　高さ5～6メートルくらいもあり，竿の上に
　はg珍iNduuruu［鼓燈籠〕　というさまざ
　まな形をした燈罷をのせ，のぼりを付ける。
hatagas至ramlac量（11）　　（名）　　綱弓1き　　（ginε」hw圭一
　ci）の時，　hatagasiraを持つ者。カのす
　ぐれた著者が二十人くらい選ばれてこの役
　に当たり，かおるがおる持つ。
h説罪刑搬①（副）何かしょうとしてあせる
　さま。Z呈N　mooldraNdi～sjoON・金も
　「）けしよ5としてあせっている。
htttajumi①（名）hateeN　と1司じ。
hataka＝juN①（自＝1’aN，＝ti）∈）はだかる。
　広い揚所をとる。◎立ちはだかる（taci－
　hatakajuzaT）．
hataki⑪（名）畑Q　haru｝ま耕地一般。　～
　keesjUN，畑を耕す。　　　　　　’
hataki？aftsa⑰（名）moo？aasaと同じ。
hataraci①（名）鋤き。骨折り。また，仕事
　の能力。稼ぎ。
hatarft＝euN①（期日ka簸，＝ci）働く。仕事
　する。労働する。骨折る。？agaeuNより
　やや抽象的な意味の語。
垂臓糠多磁①（名）頭のまわりの部分だけを剃
　ろこと。小さい男の子がする。髪を結って
　L、・る男の揚合は，nakazuiといって頭の
　真中を剃る。
hateeN①（名）機織りで，籏（おさ）の一
　種。二十よみ。経糸1600本を通すもので，
　最上の織物ができる。また，その織物をも
　いい，宮古・入重山の上霜などもこれに梱
　当する。hudueiの頂参照。11a捻ajun磁u
　hateN　kasi　1〈akiti？ucoti，　sa七uga？a－
　ki多ubaniNsuju￥irani．［七二舛と二ニーi一実
　かせかけておきよて　里があけづ羽　御衣
　よすらね3はたよみの糸をかせにかけてお
　いて，恋しい男のあきつ羽のように美しい
　三着物を作りたい。nanajulniはきわめて糧
　　　　　　　　　　　　　　一＋hazakijuN
　い芭蕉布をいうが，ここではとりたてるほ
　どの意味はない。
ha薩⑨（名）はて。終わり。～nu　neeraN．
　きりがない。
蚕塾a樋⑪（名）命知らず。〈hatijUN。
ha1ijtikimu⑰（名）すごい欲張り。はてしな
　く欲張る者。
hati＝juN⑪（虜＝raN，＝ti）（∋果てる。終わ
　る。死ぬ意味では用いない。複合語として
　は，siihatijUN（し終わる），，jumihatijuN
　（読み終わる，数え終わる，しゃべり終わ
　る）など。◎果てる。限界を越える。命を
　捨ててかかる。また，すっかりずうずうし
　くなる。，Winagunu　hatiree　zaa　najuN．
　女は果ては蛇のように恐ろしいものにな
　る。ha’t，itOON．すっかりずうずうしくなつ
　ている。命を捨ててかかっている。
h飢重田uN⑰（名）命知らず。　hatiiと岡じ。
｝latil’111na⑭（名）波照間島。入重山群島の
　島の名。
墨職thma⑨（名）鳩間島。入魂出織留の島の
　名。
ha？ui①（名）〔新｝羽織。以前はduubuku
　（道服）　とし・つた。
嚢ia？uta①（名）hwa？utaと岡じ。
墨mu①（感）ああん。子供に口を開かせる時
　発する語。また，物を食う時などの大きく
　口をあいたさまをいう語。hau．ああんし
　なさい。
hauhau①（副）ばくぼく。大きく目を開囲
　するさま。siisinu～sjoON．獅子舞いの
　獅子が口をぼくぼくさせている。
hauin　ikamg．　juN①（他＝saN，　mci）ああんと
　口をあける。haumikasee．ああんと口を
　　　　　　　　　　　　　　　1あけなさい。
一h解aki；ju貰（接尾＝1’aN，　wti）逸す。…
　しそこなう。…する機会を失う。一haziki－
　jUNともいうD　kooiha多akijUN（買い
　そこなう），，iiiha4akijuN（もらいそこ
　なう），，NNzihagakijUN，　mi圭hazakiju層
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　（ともに，見そこなう）など。
hazi⑥（名）e恥。～nu？ariwadu　niNzi－
　N，jaru．恥があってこそ人選である。～
　eirijuN・恥知らずである。臆面もなく，
　ずらずうしい。恥が切れてなくなる意。
　◎陰部。～？usulUN．陰部をおおう。
hazi①（名）e筈。当然そうあるべきこと。
　cuuru～’j　aru　Qcunu　kUUN．来るはず
　の人が来ない。～kakijUN．　しきたり。
　約束を守る。慣行通りにする。義理を満た
　す。　siQcooru　，5aεし益εしkai　？uriigutunu
　？atiN　？eesagi　saNdaree　一一nu　kakara－
　N，＊知人の家に不幸があっても訪問しなけ
　れば義理を欠く。～Nk3kiraNn湘．＊義理
　を欠く人。◎（主として，文末で）だろう。
　だろ5こと。多分…だろ5という推墨の揚
　合に用いる。cuuru～・来るだろう（来
　るはずだの意ではない）。
hazi①（名）〔文〕hazigiと岡じ。
hazibaaja①（名）家の周網，縁側など，端
　にある柱。muujabaaja（家の内部にある
　柱）に揺する。一baaja〈haaja。
hazici⑥（名）〔針突〕入れ墨。女が結婚後，
　左右の季の甲および指の背にした入れ墨。
　愚臣の中ごろ禁辻：された。士族と平民の区
　携があり，また地方・島によっても違って
　いた。宮古・入重由地方では織物の模様も
　あったようだが，首里の女の入れ墨は，指
　には弓の矢，乎の甲には星形や枡形，また，
　それらの組み合わせたものがあった。大
　体，結婚したしるしとなったものである。
hazicivaaev（名）恥知らず。一ciraaは切れ
　た者の意。hazicirimUNともいう。
hazieirimufr’⑪（名）haziciraaと同じ：。
hazigl①（名）植物名。櫨の一種。りゅうき
　ゅらはぜのき。美しく紅葉する。
hagei＝．iuN⑨（他＝raN，扁ヒi）脱ぐ。　ciN～。
　着物を脱ぐ。ciN　hazirasjUN．1着物を脱
　がせる。？uudu～・ふとんを脱ぐ。
hazikasjaN⑪（形）恥ずかしい。　hazika一
　sji　sjUN・恥ずかしがる。hazikasjagisa．
　恥ずかしそう。
hazikasja？umii⑨（名）恥ずかしがり。は
　にかみや。
韮iazikeehazi’kee⑥（副）つまはじきするさ
　ま。また，子供などを叱る時，指をはじい
　て1鳴らしながら言う語。～sarijUN．つま
　はじきされる。笑いものにされる。
一haziki＝juN（接尾＝raN，＝ti）一ha多akijUN
　と岡じ。
hazimai①（名）始まり。発端。
haz蒸㎜a二juN⑦（自＝raN，”ti）始まる。
hazimaki①（名）hazigj（はぜの太）にま
　けて皮腐病になること。
hazimi①（名）始め。最初。
hazi㎜i・・juN①（弛＝raN，”ti）始める。
haziniiti①（名）e初めて。～nu　kutu．初
　めてのこと。◎初対面の冒下に対してあい
　さっとしていう語。臼上に対しては～
　deebiru．（初めまして）のよ5にい5。
haziriQ）（名）歯切れ。また，言動がきびき
　びしていること。～nu？aN．歯切れがよ
　い。また，きびきびしている。nuu　simi一・
　tiN～nu，jutasjaru　QCU，jaN．何をさ
　せてもきびきびしている人だ。δaruU－
　kwaruu　Qsi～nu　neeraN．だらだらし
　ていてきびきびしたところがない。
kazisi①（名）eはずれ。はし。複合語とし
　ては，muu’ahazisi（村はずれ）など。◎
　束座。
haz沁uki⑪（名）桶の一一一iPt。大きく丸い桶
　で，さげる「所のないもの。頭にのせて水を
　運ぶため，雨水をためるため，その担いろ
　いろに用いる。
薮a＝z猛N⑨（他＝gaN，＝zi）剥ぐ。　kaa～．
　イ．皮を剥ぐ。ロ．裸にする。？uudiu～．
　ふとんを剥ぐ。
ha＝zuN①（他＝gaN，二zi）配る。分け’る。
　分配する。t圭iginaa，NnaNkai　hazi　1〈NKri－
　taN． つずつ皆に分けてやった。
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hjakuhataci
ha＝zuNG）（他＝gaNz＝zi）（船などを）作
　る。huni～。船をつくる。
hei①（感）おい。目下へ呼びかける時いう
　語。ta1”UU～・おい，太郎。霞上に坐し
　てはheisai（もし）と，　saiを付ける。
hii⑨（感）e（母音が鼻音化する。〔g￥T］）臼
　下に呼ばれて応答する語。ああ。はい。
　え。◎（鼻音化しない）圏下に呼ばれてぞ
　んざいに応答する語。ああ。何だ。
hii？ii①（名）（鼻音化して発音されるのが
　普通。〔9賞？買〕）？iihiiと岡じ。？iihiiの
　方を多く用いる。
hija①（感）威勢をつける時に発する語。え
　い。それ。
hijamika＝sjuN①（自＝saN，＝ci）hija（え
　い。それ）と言う。hijamikasee・hi∫a
　と誉って力を出せ。
hjaa⑪（名）［火矢・砲3　e大砲。◎爆竹の
　一種。15センチ位の鉄鎚に火薬をつめ，
　点火して大きな爆発音を出すもの。旧麿8
　月10日から15旨までの間，悪魔を退散さ
　せるために打ち鳴らした。
hjaa⑨（名）機織りの器具の名。綜統。緯
　糸を入れるために，経糸を上下させる器
繋。
hjaa⑪（名・接雇・感・助）野郎。やつ。
　入をののしる随いう。？anuhjaa（あの野
　郎），？j　aah．i　aa（きさま），？eeh．iaa（おい
　こいつ。やい），？eehjaa　maaka呈ga　～．
　（やい，どこに行きやがるか），nuuga～．
　（何だ，やい）など。
一hjaa（接尾）〔文〕［比屋］昔の，観望の家
　来の役名。「往昔諸在郷の地頭村頭杯の称
　呼なり…今の山当（山林監視官）を昔は由
　ノヒヤーと呼べりとかや（南島入営垣）」
　姓のあとへっけて，たとえばmuyabaru－
　nuhjaa［村原の比屋3（親踊り「大川敵討」
　の登揚人物）のようにいう。一hjaaの上に
　は？uhjaa［大親］という役名もあった。
hjaadaki＠（名）hjaa（綜続）と同じ。
hjaagaame（名）祭紀馬の菓子の名。小麦粉
　を円形に薄くのばし，中をからに焼き上げ
　たもの。？aNdamuciといっしょに供え
　る。食用にはあまりしない。
hjaagaa⑰（名）θ車輪。　kurumanu～．
　車の輪。◎転じて，車輪の形をしたもの。
　菓子名のhjaagaaもその意か。
hjaagai①（名）干上がったところ。水にぬ
　れてない，乾いたところ。
hjaaga＝jUN①（自＝raN，＝ti）e干上がる。
　水分が引いて乾き上がる。◎雨が上がる。
　また，雨が上がって，臼が親われる。hja－
　agatil〈ara？ikee．雨が上がってから行
　け。
hjaaguN⑨（名）比歴根。（（　ag　））参照。
jaagwaa⑪（名）爆竹。
hjaai①（名）日照り。早越。
hjaa投an盛①（名）厳照りの時の雨。畢天の
　慈雨。
kjaaldusi①（名）畢魑の年。
hjaaigaNRai①（名）e雨を伴わない雷。日
　照りなどの折の雷。音の大きいものの形容
　となる。◎転じ：て，かんしゃく。また，か
　んしゃく持ち。
hjaaku⑪（名）θ蕎。　hjaku　ともい5。
　◎2厘。ziN（銭）の項参照。
hjaakug騒Nzガu⑨（名）3厘。　ziN（銭）の
　項参照。
hjaakumuci⑪（名）盛年の人が死んだ時，
　2厘の菓子類を買って食った。その菓子を
　い弓。2厘はhjaaku（百）というので，
　百年も生きるよ5にとのまじないである。
k．iaamii⑨（名）耳聞。城壁などにある，射
　撃用の穴やくぼみ。
hjaaN⑨（名）毛じらみ。
hjaazoo⑨（名）比屋定。（（地》参照。
hjaku⑨（名）百。　h画akuともいう。
hjakudasi⑨（名）mumudal｛abi　と同じ。
hjakuhataci⑪（名）〔文〕百二十歳。～
　najuru　coozanu？uhusjUU．農村の入月
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鱒aku？董e茎i
　踊りに出る長者。
hjaktt？icii⑨（名）よく5そをつく人。百に
　一つの真しか言わない人の意。
hjak肩叩aNgwa「K⑨（名）銭百万貫。2万円
　にあたる。ziN（銭）の頂参照。蕎万質：の
　金ができると，葎万長者の祝いをした。
hjal“ena⑪（名）百名。（（±Lk＞）参照。
hjakunie量？aQkwii⑰（名）〔新？〕衙日咳。
　saQkwiiはせき，，
k．iakuniN⑪　（名）　百勾三。
h．iakmaniN⑪（名）百人。
揖ak輝ee⑪（名）百歳。～nu？atu。死後。
hjakusjooev（名）平民。　salllUl’ee（士族）
　に欝する身分の名。農民はharusjaa。平
　民は農業をしなくてもhjakusjooであ
　む，土族は農業をしてもhjakusjoO　とは
　いわない。
hjaNna①（名）平安名。＜＜地））参照。
h担町α①（名）平安座島。沖縄捧：籍の東側，
　浜比嘉島（hamahwiza）の北にある島。
　また，平安座。（〈地〉）参照。
hjal　’z　aN⑪（名）平安山。（（地＞＞参照。
hjaQlca巫董d⑨（名）薇か日。死後鷲繭紬（に
　営む法事）。
h．iaQkwaN⑪（名）2円。　ziN（銭）の項参
　照。
hjG曲a照①（名）評判。～sjUN．評判する。
　～doo．評判だぞ。～nu’waQsaN．評判
　が悪い。
hjoobaNmuN⑥（名）評判者。　kaagigwa－
　aja　muraukLooti　hjoobaNmunoo　’waN
　，ja＄iga…．器量は村で評判者はわたしで
　あるが…。
hjOOcaku①（名）爆竹の一種。火薬を紙に
　包んだもの。爆発させて遊ぶ。旧魑8月の
　’jookabiiにはこれを鳴らして悪魔を退散
　させる。gaNi’sinagwaahjoocakuは，ね
　ずみ花火のたぐい。’
鱒oomo⑪（名）兵糧。
hjoosi⑨（名）機会。はずみ。きっかけ。偶
　然（の機会）。，iihjoosi，3asa．いい機会
　だ。，iihjoosiの反：対はbuhjoosi（あ、・
　にく）。～lta　MUN．まぐれあたりのもの。
　偶然なこと。
輯oos董⑨（名）音楽の舶子。楽曲進有の時間
　の小区分（音楽家の術語）。また，歌の節
　をたす汁て調子をとること。
h．iOOSizi⑨（名）拍子太。夜團りが打ち鳴ら
　す角材。
hjootaN’giburu⑪（名）ひょうたん。　gibu－
　ruの項参照。
hjoozoozu⑪（名）〔古〕［評定所］政府。内
　閣。saNSikwaN［三襟帯］とZ“UgUlli－
　Nsjuu［十五人衆］のいるところ。
一hjuu（接尾）俵。一pjuu，一b．iuu　ともな
　る。？iQpjuu（一俵），盆垣uu（二俵），
　saNbjuu（三三俵）など。
hjiiiigu⑥（名）表具。表装。～sjUN．表装
　する。
hju翌rUC憩）（名）ひよめき（乳児の脳天の，
　呼吸のたびに動く部分）。また，脳天。頭の
　てっぺん。naakunu～Nkai？agajUN．
　脈が脳天まで上がる。非常に驚いた揚合を
　いう。
hjuusi⑨（名）ひよどり。
｝INAT⑨（感）うん。ああ。目下や親しい者の
　呼びかけに対して応答する語。問いに対す
　る肯定の揚合には？NN。
kNN①（感）ふん。軽く返事する声。また，
　鼻の先であしら5声。～？a組i．ふん，そ
　5か。
hoo⑨（感）e（母音が鼻音化する。〔h66〕）
　目下の年長に呼ばれて応答する語。はい。
　肯定や承諾の時には？00という。◎（鼻音
　化しない）田下の年長に呼ばれてぞんざい
　に応答ずる語。ああ。
hoe⑪（名）女の陰部。ほと。～sjUN．交
　接ずる。
｝100①（名）方。方向。maanu～．どっち
　の方。
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kOo①（名）法、方法。～nu　nee翼．方法が
　ない。
hoocaa⑬（名）包丁。
hoOC⑩（名）箒。～sjUN．掻く。禰除す
　る。
難ooc量bゴs糞㊥（名）ほうき星。彗墨。？iriga－
　Nbusi　ともい5。
hoocika「ei⑪（名）掃除。籍で掃くこと。
　一kaciは反復する意の接躍辞。
hOo¢iN＝cuN⑪（ts　＝kaN，＝ci）e掃き込む。
　ひとところに掃き集める。◎（食物を）か
　きこむ。
liooci2utu・SjuiN⑪（｛Ul＝saN，＝ci）㊦掃き
　落とす。◎（病入をよく看護して，病気を）
　掻き落とすよ5に慮らせる。
koo＝cuN⑨（他＝kaN，＝ei）暫く。
hOOCiilt⑨（名）θ料理人。　hoocaaを上灘
　に使う人。板葡。◎料理。
hoo9識k級①（名）方角。
hoehai⑨（感）火事の時に叫ぶまじないの
　語。火事を見ればかならず二夢解ばなけれ
　ばならないとされた。この声を聞けば男は
　火事場へかけつけ，女は火の神に水をあげ
　る。hoo（女陰）は古来魔除けになってい
　るので，hooをあらわにして見せるとやう
　意と思われる。一hai〈hajUN。火事が起
　こるとhoohaiの声がたちまち四方に相呼
　催して，皆火事場へ赴いたものであった。
1｝eoliaiinuiiciien（名）muuciiと准じ。そ
　の項参照。
hooigaz韮marlx⑪（名）逡って長く延びたガ
　ジマル（gazimaru）の太。
hoo三2iNzi＝ju”N⑰（自＝1’aNs＝ti）這い出る。
hoo＝jwN⑨（自＝raN，＝ヒi）這う。
hOO＝jul①（他讐aN，”ti）（故意に，また
　は誤って）こぼす。散らす。
hooka⑪（名）曲芸。1隆業。奇術・手晶の類。
　放下。
hooヨnurc．luNG）（他＝raN，＝ti）〔文〕葬る。
　埋葬する。
hot）200①（名）（鼻音化して発音されるめ
　7うミ普，重。　〔h56？δ6〕）？oohoo　と岡じ：。　？oo－
　hooの方を多く用いる。
hoori＝juN（D（自＝1’aN，＝tl）こぼれる。散
　らかる。
｝1001・ililUN①（名）不凶行な女。家に落ち着
　かずに出歩く女。あばずれ。
hootoO①（名）放蕩。
｝lootoOllluNCb（名）放蕩者。
hootoOniN①（名）放蕩人。
hootu⑨（名）はと。銚wagwaaもiicee（子
　供を一人）といって鳴く。kt芝tuuk瞬ikwii
　Qkwagwaa　tiieee　？oonu　’jama　？Nzi
　nasawa　kwira　，jaa．　（童謡）クトゥー
　クィ・・一・クィー（はとの鳴き声），子供を一
　人奥武の山へ行って生んだらあげよ5。
｝loot璽NgWa⑨（名）鳩の一Y一。　ラjuka（≧eUN－
　gwaa～．士族の子は鳩の子のように美し
　いQ
hootuNni（①（名）1まと厚幻。
horohoro①（副）布・ttti，一｝物などの乾いたさ
　ま。また，衣ずれのさま。？lieu　bitabita
　kaiki～．絹は柔らかくぴったりと肌に合
　い，糟斐絹はホロホロと音を立てて，とも
　に気持ちがよい。
hu垂｝as量職⑨（名）帆柱。
hub卸①（名）文通または交通が不便なこと。
hucaa＝juN①（自＝raN，”ti）　茂る。　繁茂
　する。こんもりと茂る。hucikunuNとも
　いう。
hucagi⑨（名）［吹上餅］菓子の名。長円形
　の餅め隠りにあずきを付けたもの。入月十
　五夜のお供えとする。次のような狂歌があ
　る。gicija　maNnakani　husija？amaku－
　mani，もatしire？ak易m批mi箆u　gicaru　gu－
　tosa．［月や藁；中に　星やあまこまに　た
　とれ赤豆の　つちやるごとさ］月はまん中
　に，星はあちこちに，たとえてみれば餅に
　あずきのついたhucagiのようなものさ。
hmcaN⑨（名）福建。中照の地名。
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huci①（名）がけ。きりぎし。由腹のけわし
　いところ。古語の「ほき」に対’応。
｝mcibaNta①（名）断崖。絶壁。
hueicaa＝sju、N⑨　（他＝saN，＝ci）　吹き消
　す。
hugigoo（◎（名）不都合。不届き。ふらち。
　～na瓢UN．不届きな者。
huc量」皿1⑪（名）煮え湯。沸騰した湯。huci一
　くhucuN．
hugika⑨（名）ふつか。工費i。一日のコ倍。
　また，月の二番眠の睡。
huciki①（名）毛。繊維の切れくず。　kara－
　zibueiki（挙挙の散らばったもの），’uu－
　buciki（芭蕉糸の切れくず）など。
huciku㎜i①＊（名）草や太の茂ったところ。
　茂み。hucil〈uNともい5。
huciku＝nuN⑥＊　（宙　　＝maN，　”嚢i）　（薪冒●風
　が）吹き込む。
｝mCiku＝nuN①＊（自＝maN，＝di）茂る。繁
　陣する。hucaajuNともいら。？aRu　’jasl－
　cee　kiikusanu　hucikudooN．あの屋敷
　は草太が茂っている。
huc孟kuN①＊　（名）　hucikumi　と同じ二。
hugi㎜anv（名）ふすま（襖）。貴族の屋敷な
　どにはあった。普通の家にはnakabasiru
　（家の中の板戸）が用いられていた。
hughnaem（名）さかき（榊）。その枝葉を神
　に供える。
hugi＝nuN①（自＝maN，＝di）腫れる。虫
　などに刺されたあとが少しふくれることに
　いう。
huciN＝cuN⑪　（霞．＝1｛aN，＝ci）（雨。風が）
　吹き込む。
huckuba＝sju’N⑪（他唱aN，＝ci）吹き飛
　ばす。
hucukUi’u⑪（名）ふところ。　niwaja，juci
　hujui　？Nmija　hana　sacui，　’N7，0ga　”v－
　ja　mahwedu　hucuru・［庭や霧降ゆい
　梅や花咲きゆい　権蔵が懐や　真南ど吹き
　ゆる〕庭には雪が降り，梅は花が映いてい
　るが，愛人のふところは暖かい南風が吹い
　ている。
hucukuru？oozi㎜ee⑨（名）人知れず喜ぶ
　こと。また，表面苦しそうによそおいなが
　ら，内内は安楽に暮らしていることなど。
　ふところで扇を持って舞う意。～sj　Li　N・
k猛＝cuN⑨（自　＝1〈atST，　＝ci）e（風が）吹く。
　kazinu～．風が吹く。◎沸く。沸騰して
　蒸気が吹く。’waCUNともいうが，首里で
　はhUCUNを多く用いる。，juunu～．お
　湯が沸く。
hu＝CtiN⑪（他MkaN，＝ci）吹く。目で吹く。
　？iici～・，慰をつく。息を吹く。haNsjOO
　～．笛を吹く。tabakU～．たばこを吹か
　す。hana～・いびきをかくb
huutcuN①（他tkaN，＝ei）（屋根を）葺く。
huda①（名）札。物事を記した小さい板ま
　たは紙。
huda⑥（副）あやうく。すんでのことで。
　～1｛agimirariitaN．あやうくつかまえら
　れるところであった。～’jatasaa・危い
　ところだったよ。
hu繧aganasi⑨（副）あやうく。すんでのこ
　とで。hudaともいう。～sariiteesaa．
　あやうくやられるところだったよ。
hudagasi⑲（副）hudaganasiと同じ。
huda2i1’1①（名）投票。選挙の投票。競売
　の入札は？irihuda。
韮1udami①（名）ためにならぬこと。のちの
　ちよくないこと。文語ではtam圭siziとい
　5．　caQei　suba　nasilnee，　”v　najuN．
　嫡子を軽んずると，ためにならない。
　～na．ためにならないような。
hudee①（名）〔譜代］譜代の士族。もとか
　らの士族。siN3aN（新参の士族）に対す
　る。
hud蓋①（名）筆。
hudii⑪（名）（∋稲光。いなずま。◎はげ。
　頭の傷あとなどにできるはげをいう。ka－
　Npaciともいう。～kaNpaei？ugiCUU
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？agaraci’juubaN　kwee．はげを，お月
　さまを上げて光らして，その光で晩飯を
　食え。（はげをからかう童謡の文句）
lnidiki①（名）己顔来。出来がよくないこ
　と。また，成績などが悪いこと。～na，wa－
　rabi．出来の悪い子供。
hu｛lu①（名）せたけ。せい。身長。～nU
　hWikusaN。せいが低い。～？wiijUN．せ
　いが伸びる。成劃する。～？W揖uru　gU－
　to◎sa．せいが伸びるようだ。非常に嬉し
　い時にい5。天に昇るようだQ「天に昇る」
　とは愚んで喰わない。～？waasjUN．せ
　たけを伸びさせる。成長させる。
hudu¢i⑨（名）おさ（籏）。織機の付属具の
　名。経糸の位置をととのえ，緯糸を織り込
　むのに用いる。薄い竹片をつらねて櫛形
　にし，上下にわくを付けたもの。普通の
　布を織る時は経糸を二本ずつ通すが，
　？usねamiiという冬物を織る時は四本
　ずつ通す。籏の種類はnanajum圭（七
　よみ）から　hataju燃i（二十よみ）　ま
　であり，一よみ（eU3U1111）に経糸80本
　を通す。そこで籏の種類と経糸の数とは次
　の逓りとなる。nanajumiすなわちn翫
　neeN（七よみ，560本），’eeN（入よみ，
　640二考5こ），　　1〈ukuniiN　　（プLよみ，　　720二2おこ），
　tiiN（十よみ，800本），　cilN（十・一よみ，
　880本），もeeN（十二よみ，960本），　nUUN
　（十三よみ，1040本），，iiN（十四よみ，1120
　本），？iciiiN（十五よみ，1200塞），　mi呈N
　（十六よみ，1280本），tuunanajumi（十
　七よみ，1360本），tuujajumi（十八よみ，
　1440本），tuukukunujumi（十九よみ，
　1520本），hatajumiすなわちhateeN
　（＝二十よみ，1600本）。nanajumiが最も
　粗く，粗宋な筐蕉布などで，ha七ajumiは
　きわめて細かい上等の織物となる。
hudugtiu①（名）体の小さい者。ちび。
lmduggiusaN①（形）体がノ1・さい。huduma－
　gisaNの対’。
hu｛hl｝｝udu①（名）年頃。よい年頃。～ni
　narawa，iNgumi　sjUN．年：頃になったら
　縁組をする。
kudumag麺①（名）体の大きい者。大柄な
　者。
hudumagisaN①（形）体が大きい。大柄で
　ある。huduguusaNの対。
huduui①（名）不月報。不承知。不賛成。
　また，反対すること。～，jaN．不賛成だ。
　～sjUN．反対する。
huduunukami①（名）［不動神］麗の神。
　便駈の神。
hudu？wi圭gm’ui①（名）モニ供の股の付け根
　にできるぐりぐり。成長するためにできる
　として名付けたもの。
hugaQ嫉N①（名）不承知。承諾しないこと。
　～，jaN．不承知だ。，waNnee～，jaibiiN、
　わたしは不承知です。
huga＝sjuNC）（他＝saN，＝ci）e（穴を）
　あける。ほがす（九州方言）。mii～・穴
　をあける。◎人の金などを，使い込む。
　gumugi～．公金を使い込む。
hug量①（名）㊦穴。◎会計の欠損。　hugee
　 eeni・欠損はないか。
httgi＝jUN’ce（自＝raN，＝ti）（穴が）あく。
　ほげる（九州方雷）。miinu～．穴があく。
hugimuA’①（名）穴があいたもの。穴があ
　いた鍋・釜など。
kUgU⑪（名）ほこ（反故）。轡き損じの紙。
　または，字の書いてある不要となった紙。
hugui①（名）ふぐり。陰嚢。～もujUN．去
　画する。
hugukabi（D　（名）　hugu　と同じ。
hui？asabaN⑪（名）農家で，その日の食糧，
　すなわちさつまいもをその日に掘ること。
　？asabaNは蚤食：のこと。
hu撫i①（名）不得手。不得意。　hu巌とも
　いう。
huikeezsjuN①（自＝saN，＝ci）　（病気が）
　ぶり返す。（病気が）ふたたび悪化する。
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　hw玉QceeslUN，？UQceejUNともいう。
huikina⑨（名）振慶名。（〈地〉｝参照。
h磁k“mir炉1’i「jUN⑨（自＝yiraN，＝（療）
　（雨に）降り込めちれる。
huimaa＝sju”AT⑨（他＝saN，＝ei）（雨が）降
　り残す。（夏のにわか雨などが）到りに降っ
　て，そこに降らない。kunu　mul’aa　hui－
　maaeaN．この村は降り残した。
huinmN⑨　（名）彫り物。彫亥麺。
hui2NZt｝　・sju”N⑨（億t・saN，＝ei）掘り出
　す。地中から掘って出す。
kuiNc且⑰（名）huiNcibakεしと岡じ。
huiNeibaika⑨（名）横穴式の蓬。岩石に
　掘ったものや，niibi（赤土岩）に掘ったも
　のもある。墓にはこの外，1《aaminakuU
　（亀1郵式），hwaahuu（破風式）がある。
h滋曝藪辱u賢難）（他＝raN，＝ti）振り捨てる。
　振り離して捨てる。
huisudi①（名）振りそで。貴族の少年が
　，wakasju［若衆］として城中で王の給仕
　などをする時に着た衣裳。緋縮緬の長いそ
　でをひるがえし，：女の子のような姿をして
　いたと見える。廃藩後は，wakasjuudui
　［若衆躍］，あるいは組踊り　（kuiniu4iui）
　の子役でそのYEがしのばれた。その風俗が
　すたれてからは，EI本風の振りそでをいう
　ようになった。
hiiiti（1）（名）不得手。不得意。　huiitiとも
　いう。？utaa～，jaQsa．歌は乾季だよ。
huja⑨　（名）靴。　ti（≧puu　kata弐竃｝i嫉～ku－
　llla」ei，　？ujanu　｝㌃uk二〇〇ja　rLarεしNga　　，jaa．
　鉄砲かついで靴はかせ，親の不孝にならな
　いかねえ。（閥治の新制度による師範学校
　教育を皮肉ったi歌。r我は嘗軍」の節で歌
　われた。）
huja⑰（名）（ランプの）ほや。
liujagi＝juN①（他＝raN，”ti）振り上げる。
　llliiN　hllj　ag’iyaN．皿ii（冒）の項参照。
kujakar董④（名）〔文］振り劉れの意。（親し
　、、者同志の）」宕響離。　　timatLl　？a，bu多akenu
　kanug．　ieanu　hamani，　’Nzotu　flvnu　mu一一
　撮聡ukurisja．　E三間と安部境の　河の下
　の浜に無蔵と振瑚れの百の苦れしや（汀
　閲節）］汀間と安部の境の河の下（地名）の
　浜で恋入と奉れることの非常なつらさよ。
hujal（ar圭＝juN①⑥（自＝1’aN，＝ti）〔文〕（親
　しい者同志が）罰れる。hujakaxiti，utiN
　sinasakija　tageni　1〈aj’uwaeidu　sigiN
　maeuxa，5a騨ga。［振洌葦tて居ても仕情や
　互に　逓わちど飾も　待ちゆらやすが］瑚
　れていても情は：互いに通わせておけば再会
　の機会も待てるであろ5。tumit呈tumi－
　rayaN　？awari　hujakari’L”i　？arasigwinu
　？araba’wanlija　ca　sjuga．［とめてとめ
　ららぬ　あわれふやかれて　あらし声のあ
　らば　わ身やきやしゆが（忠臣身替）ll止め
　ても迂められない。ああ別れてしまってか
　ら不幸な知らせがあったらわたしはどうし
　よう。
htejawasiCO（名）〔文］振り合わせの意bめ
　ぐり合わせ。sudinu～du　guiNsayami．
　こ袖の振合せど　御縁さらめ］そでを振り
　合わせた偶然のめぐり会わせが御縁であり
　ましょう。
｝llljawa＝S袖翼①（自・・rbaN，＝ci）〔文］振り
　合わす意。めぐり会う。tiNtU　ziΣ搬na－
　saki　hujawasjuru　？ueij’u，　’N40tu　’ill
　musud1　tageni　suwana。〔天と地の情
　振合しゆる浮世　無口と縁結で　互に添は
　な（銘若子）］天と地の情をめ．ぐり合わせ
　る浮世のこと，あなたと縁を結んでいっ
　しょになり瞑しよう。
hujOO①（名）散歩。保養の転意か。～
　sjUN．散歩する。
数uju①（名）冬。寒い季節。四季のうちで
　はna§iとhujuのみが口語として用い
　られ
h煽u鵬猟N⑨（名）冬物。冬着類。
ku＝5uN⑪（イ也罵raN，＝ti）　θ掘る。　？ana
　～．穴を掘る。zii～・地面を掘る。◎彫
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垂1犠藍照9ε識遷皿蓋
　る。彫刻する。
h2i＝juN⑪（自＝IUN，魂i）「晦る。　？amillu
　～．雨が継る。
hll＝juN①（他＝raN，”ti）∈）振る。◎（男
　女徳で桐手を）振る。また，（男女間で相
　手を）嫌ら。不満に患う。，u七u　hutoON．
　夫を嫌っている。多u通nu　caku　hutooN．
　：女躯が客をいやがっている。㊧不承知であ
　る。もと欝を振る意か。いやである。huti
　kooraN。いやと欝って買わない。
huju誠⑪　（名）　物ぐさ。無精。　～sjUN。無
　慨する。～na　Qeu．無精な入。
蔓臓jU班⑨（名）芙蓉。観賞朋に栽培される。
飯ほka⑪（名）∈）そと。？ueiの対’。～翼kai
　？Nzixee．外へ幽ろ。◎ほか。他。以外。
　～nu．　ほかの。？URU～Ree　neeRi．そ
　のほかにはないか。Qkwajaka～neeもa－
　karaa盤eeN。子以外に宝はない。
huka①　（名）膿（ふか）。　’juubinuQkwa
　（昨晩の子の意）ともい5。
hukadaci＠（名）下痢。　huka（外。便所は
　外にある）にしばしば立つ意と患われる。
　上職な語で，上品な家薩以外ではkusu－
　hwix’iiとい5。～sjUN．
hizkaixia⑪（名）外間。気無参照。
hukamaarutt⑨（名）外を遊び圓ること。
hukaQti①（名）不向き。不勝乎。不便。手
　腕・道具・揚駈などについていう。　～na
　b＆sju．不便な場所。
hulcasa；　＠（形）深い。？asasaNの対。　ci－
　111unU　～●@Jbカミ深し、。　　hul《asii　naaka●　深
　い仲。？ura？uraRu　huk我sa　nagu？uranu
　hukasa，　nagunu　mijavabinu　？umuibu－
　kasa．［浦浦の深さ　名護浦の深さ　名護
　のみやらべの　思深さ］深く入り込んだ浦
　浦の中でも名護の浦はとくに深い。それに
　もまして名護のおとめは情が深い。
kuka＝s．iuN⑪（他罵saN，＝ci）沸かす。沸
　騰させる。’wakasjUNともいうが，首塁
　ではhukasjuNを多く絹いる。’juu～・
　湯を沸かす。？U　si　1’　Zl～・おつゆを沸かす。
hllkatu⑰（名）淵。川。海などの深くくほん
　だ所。
ktskg⑰（名）首璽では使わない。農村で「お
　かげ」の意。？ujaRLI～，親のおかげ。
huki⑪（名）湯気。～nu　taCUN．湯気が立
　つ。
厳麗夏姦＝」蔽N⑨（自＝raN，”ti）　さえずる。（ノ」、
　鳥が）美しい声で鳴く。
蝕滋翻篇3旺翼⑰（霞＝raN，就i）〔文］（夜が）更
　ける。老いてふけるの意では用いない。
　tanumu　　，juja　　liU1〈i’｛二i一・・　　［二牙嚢むそ菱二や更け
　て…〕頼みとする夜はふけて…。
難綴娘＝華旺N⑨（他＝raN，　＝ti）　くぐる。　くぐ
　り抜ける。kacinUmiikara～．やぶの中
　をくぐり抜ける。
蚕iuk9＝juN⑨（他＝1’aN，＝ti）（野菜などを）
　闘引きする。
婆瓢koξ）①（名）不孝。1〈oolcoo（素行）の癖。
　～na．不孝な。’
｝iuk　ii　Q）（名）復習のための読書。復読。～
　sjUN．復読する。
h，aku⑪（名）肺。肺臓。主として動物のそ
　れをいう。
hukii⑨（名）福。～nu？ulcami．福の神様。
hiekuicic三①（名）ごみ。ほこり。huk樋（ほ
　こり）よりも大きく，または量が多く，藩
　物。部屋i。庭iなどにたまったものをいう。
　ciNnu～harajuN・蒲物のほこりを払5。
kukueicikaa①　（副）　ほこりだらけ。～
　sjo◎N．ほこりだら罎である。
hdikucici｛“ag．a①（名）ほこり揮いにおい。
　食：物などにほこりのたまった時のにおい。
・呈1ukuC茎驚猛gee＝毒磁N①（霞＝raN，　＝ti）寒気
　で，鳥肌が立つ。
hul｛ngcraa⑪（名）e鶏の一一種。鳥骨鶏。　hu一・
　kugii（ふくげ）のあるものの意。◎寒さ
　で，ふくげの立った鶏。～RU　gU乞00N．
　（hUkugaaのように）鳥肌が立っている。
kukug’i竃ad秘皇⑰　（名）hul〈ugaa　と岡じ。
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hukugidameuN⑨（自読aN，”Qci）鳥肌が
　立つ。　tuihul〈ug呈（iaCUN　とカ、　hukugieru－
　geejUNともいう。
hulscugli⑪（名）eふくげ。鶏のひなの5ぶ
　げ。◎不揃いの小さい毛。人の髪の生え際
　などの短い薄い毛などをもい5。㊧（寒い
　時，懇ろしい時な’どの）鳥肌：立った毛。
ユ｝“k秘huku①（副）かおりのよいさま。酸
　導多と。　juinu　hanaa　～　（≧si　kabasjaN．
　ゆりの花は即日としてかおりがよい。
11ukui⑦（名）‘まこり（埃）。　睾蜀1こ見えなV、よ
　うな細かなごみ。～nu　tubUN．ほこりが
　飛ぶ。miinu～．旨に入ったごみ。
huk顧2uzoo①（名）　首里城の門の名。？u－
　9U＄ikUの項参照。
huku＝麺N①（自＝raN，＝t三）〔文・古〕書
　ぶ。
玉hukukuri①‡（k）不心得。～113．不心孝尋た。
hukmmaami⑪（名）心臓。動物などのそれ，
　をい5。肺臓（huku）についている豆形
　のものの慧。maamiは腎臓。
hukumiN⑪（名）てんぷら。　tiNpuraとも
　い5。
lmkuQtu（D’（副）不服そうに。不溝げに。
　～sjeON．不服そうにしている。
hukua．asjaNG）（形）〔文・古〕嬉しい。喜ば
　しい。1〈ijunu　hukurasjaja　naunizana
　tatiru，　gibudi　’ur，u　hananu　giju　cata
　gutu・こけふのほこらしやや　なをにぎや
　なたてる　つぼでをる花の　つゆきやたご
　と（御前風）］きょうの嬉しさは何にたとえ
　られよう。花のつぼみが露に会ったよう
　だ。　namaPU　gutu，3没rまba　hukur我sja一
　・du？ajUl’u．［なまの如やれば　ほこらし
　やどあゆる（忠臣身替刀今の通りであれ
　ば嬉しいことである。hukurasja　sjUN．
　喜ぶ。
lhukuru⑪（名）袋。
．hukm’ugi⑨（名）きりんそう。多隼生返答。
　葉は倒卵形で両側に刺がある。茎・葉を傷
　つけると乳状の液が鴎て，その液は「ささ
　を入れる（sasaの項参照）」のに用いる。
h鷺kロru繊di⑪（名）袋そで。袖口を袋のよ
　らに縫った，たもとのあるそで。duubuku
　［道腹］などのそで。tamutusudiともい
　50
｝iukiitaa⑨（名）ぼろ。つづれ。
hukutaamusi◎（名）みの虫。
hukuz｛⑪（名）福末。亜熱帯喬木。葉は大
　判のよらな楕円形で厚：く，子供がいろいろ
　のおもちゃを作る。防風林・防火林にもな
　るので，琉球の至る所で，村・家の周囲に
　植えており，奥深い感じを与えている。樹
　皮からは黄色の染料をとる。hukugiとも
　いう。
hukuz董⑰（名）福地。《地》参照。
hukuzigac蓋⑪（名）福太のいけ垣。
humici①（名）暑気。熱気。「ほめき」に対
　応ずる。
humicikaza①（名）食：物などが暑さで腐れ
　かかったにおい。飴えたにおいG
hu蒐痴。董mak蓑①（名）夏負け。暑さ負け。
humi＝eUN①（自＝kaN，・・ci）㊦蒸し暑くな
　る。また，湿気が多く，なま暖かくなる。
　rほめく」に対応する。◎鎧える。食べもの
　が暑さなどで腐って水っ嫁くなる。㊤にぎ
　わ5。人が集まって暖かい感じがする。
　’ねahumik sjuN．人が集まって家をにぎ
　やかにする。
humi蓼ui①（名）（めぐりが悪いこと）e経
　営などがうまく行かぬこと。不振。～n4－
　jUN・不振となる。◎消化・撫の循環など
　が悪いこと。ciinu～．「血液の振環が悪い
　こと。体の調子がよくないこと。
huxniitaQ’lcwa＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）ほ
　めはやす。やたらにほめる。大げさにほめ
　る。
humiitatijunN⑰（他二raN，二のhumi七a一
　切UNと同じ。
h｛I」Ili＝jlENde（他＝raN，”ti）ほめる。称賛
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　する。
hum轍u識UN①（自＝maN，；di）e踏み込
　む。闘増する。◎身を入れる。励む。ま
　た，とつぎ先。奉公先などで熱心に鋤く。
　gakumUNnakai　humiku．｛ooAT．学問に身
　を入れている。
hiimitati＝ju「N⑪（他＝xal，＝乞i）ほめ立て
　る。humiitatijuNともいう。
huna？aratami⑪（名）船の検査。舟あらた
　めの意。
huna？asibi⑪（名）舟遊び。舟に乗って遊
　ぶこと。那覇では，nagaribanii（流れ舟）
　という。
hunabasi⑪（名）船橋。船を並べてつなぎ
　橋としたもの。？isahe圭300，　gikiNtu　ku－
　dakatu　一v　kakiti　gildNnu　mij’arabi
　’wataei　mibus．ia，　？isaheijoo　’jaarasi
　kuikui．［…津堅と久高と　船橋かけて　津
　堅の女童　渡ち見ぼしや…］…（はやし）…
　津堅島と久高島の閲に船橋をかけて，津堅
　の脚達を渡して見たい。…（はやし）…
hunabiN⑥（名）船便。
hunac；N⑪（名）船賃。傭船料。また，乗船
　賃。
hunadeeku（①　（名）　船大工。
hunagakai⑭（名）船がかり。船が途中の港
　で碇泊すること。
hunakaco（名）不仲。仲が悪いこと。～
　najUN。不仲になる。～11a　miituNda．仲
　．の悪い夫婦。
hunaku⑪（名）船子。水夫。　huninu　tu－
　mugina　tukutukutu，　一v　？isamiti　mahu
　hwikiba，　kazi3’a　matumuni　？Nmahwi－
　gizi．［船の窺　とくとくと　船子勇みて
　真帆ひけば　風やまともに　午未（上りll
　説）〕船のともつなをすばやく解いて，船
　子が勇んで真帆を引くと，風は午未（南爾
　西）の順風。
hunakusi⑪（名）富名腰。舟越とも書く。
　《地》参照。
hunamici⑨（名）船路。航路。
hunanUi⑨（名）船乗り。船員。
hu狐aNkee⑨（名）船で来る着を幽迎えるこ
　と。また，船を出迎えること。島国の関係
　で旅人の出迎えはほとんどがhunaNkee
　となる。
huliatabi⑪　（名）　船旅。
hu珊atoo⑨（名）幹部船員。
huna2ukul⑨（名）船出を見送ること。旅
　に出る人の船を見送ること。旅行の見送り
　はほとんどがhuna？ukuiである。
hunawii（①（名）舟合酔いG　huneei　ともいうQ
huneei＠（名）船酔い。～sjUN．船酔いす
　る。上陸後感ずるものにはziibuneeiと
　いう。
｝lllni⑨（名）∈）骨。生きものの骨。　Qcunu
　～・人骨。～kweesj　tiN．骨を肥やす意。
　何もしないでなまける。骨を惜しむ。（尽
　力する意の「骨を折る」という表現は元来
　はない）◎（障子などの）骨。器物の軸。
　？akainu～．障子の骨。㊤植物の≡茎。，wa一
　｝’abinu～．わらびの茎。
huni⑪（名）舟。船。～nusijUN．島流しに
　する。流罪にする。～湘si撒r圭jUN．士流
　しにされる。認
hunigumi⑥（名）骨組み。骨格。また器
　物・家渥などの組み立て。
hunijaN⑪（名）骨の痛み。過労・けがなど
　で骨が痛むこと。
huniN①（名）念を入れないこと。不熱心。
　～na　Qeu．不熱心な人。
hun Nzoo①（名）不入情。薄情。～na，wi－
　kiga・不人情な男。、
humi？OiObU⑨（名）骨膜炎。単に？oobu
　ともいう。
hunoo①（名）不納。．税金・無尽の金など
　納めるべき金を納めないこと。～sjUN．
　納めない。
hunui①（名）ふのり。海藻の名。洗髪・洗
　濯などに用いる。
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一huN
一huN（接尾）本。本数を数える接羅辞。
　？三QPUN　（一本），11ih登N　（二ニニ本），　sa】Ψ麦＞UN
　（三三本）　など。
huNbigi⑪（名）分溺。思懸：。また，考え。
　講りごと。murabaruN　tUMuBi？uciha－
　tasaNdinu　一vwa　？Nzaci，　？ikntubawa
　k賜ati…［村原も共に打果さむでの分
　別は趨ち　い言葉は覧て…（大ノtli　r／itf）］
　村原：もいっしょに打ち果たしてやろうと
　欝って，ことばだけは飾って…。
｝iul　buN①（名）本分。なすべき務め。
茎エuNeoesi⑨（名）本調子。琴・三昧線の調
　子の名esagi（下げ）ともい5。本調子の
　ほかに，琴には二弦上げと遅明上げがあ
　り，三味線には二上がりと三下がりがあ
　る。本：調子にはたとえばsa9まnal〈ahuu
　［下仲風］，sagisjuQl〈wee［下述懐雄など
　の歌曲がある。
kuNdee①（名）（∋わがまま。子供などが泣
　いたり甘えたりしてわがままにすることを
　いう。～sjUN．わがままをする。◎（接
　尾）放題。siibusahUNdee（したい放題），
　tUibusahuNdee（取りたい放：題）など。
kiuNRtw⑪（名）Pt人。当季。　z童Ntiiともい
　う。
kiaA’nu⑨e（名）本当。～’jaN．：本当だ。
　～nu　kutu．本当のこと。◎（副）本当に。
　～curasaN．ほんとにきれいだ。　mura－
　barutuzija　icniikuci　’jahwajahwatu
　kuusjuuraasii　kaagi，　一v　’Nea　’Nsja－
　muN　，ja亭iN　gii七ee一・・［イ寸贋ミ妻や　　巨191や
　はやはと　敵しほら七いかあげ　ほんのむ
　ちやむしゃものやすんついてや…（大川敵
　討）」村原の妻は疑もとillもとがやさしく
　かわいらしい容貌で，ほんとにまあ，印し
　分のないしつかり者なので…。
hul　PtiN⑰（名）e一膳。一椀。お代わりを
　しないこと。～Qsi’jutasai1）iiN・一繕
　でよろしゅうございます。◎一食。一一一一　waの
　食事の給付。
liuNpal　geikanee⑨（名）一食のまかない。
　一食を給付すること。一食しか給付しない
　こと。
藪uN畷⑥（名）［風水〕（∋家屋・墓地などの位
　澱のよしあしを占うこと。また，そのよし
　あし。家季巨。風水。，iihuNpLいい家相。
　いい風水。～nu’waQsaN．家相が悪し・。
　風水が悪い。◎墓の異名。
翫巌澱藍⑪（名）本手。正しいしかた。正道。
　i琴・三味線。囲碁などでの術語。
量搬醗Oβ⑲（名）〔新？｝本当。zi¢iを多く使
　う。～nUl｛U七U・本当のこと。
hUN’sEruu⑪（名）［焚栄耀］hugu（掌を書．
　いた，不要になった紙）を燃すための炉。
　また，地に落ちた頭髪なども拾い上げて
　hUNziruuで燃した。字を書いた紙（vi・・
　mikabi）はすべて神聖視され，不要にな
　れば丁寧にhUNzii’uuで燃す。道で誤っ
　て踏んだ揚合には，おしいただいてから石
　垣の穴につめる。hUNziruuは1メー1・ル
　くらいの高さに石を積み上げた炉で，各部
　落にかならず一つはあ妙，その他，？uduN
　［御殿3，tUNci　E殿内〕の屋敷の一・隅，学
　校の校薩のすみなどにも見受けられた。
h認惣ur蒸⑪（名）もと媚妓であった者。女
　部あカミり。多uri？agaiとも㌔・う。hulbu7“u－
　riとは災なる。
hllNzumuauO（名）hUNZ｛ruuと「鍔じ。
huQc ⑪（名）富着。（（地》参照。
hUQeaa⑪（名）堀川。《地》参照。
hEiQeagig．　a．N◎（形）かわいい。かわいらし
　い。
keiQeee＝sjZZNa）（自＝3aN，＝ci）huicee－
　sju篤hwiQceesjuNと同じ。
httQkwi　CD（名）腫れもの。皮輝がはれて盛
　り上がったもの。
塁niQkwi＝juN①（自＝raN，；むi）ふくれる。
　腫れる。皮窟が腫れ上がる。また，怒って
　ふくれる。gira～．怒って顔がふくれる。
｝iiiQkwisoei．i①（名）（むくみなどが）はれ
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1搬ぞudoogu
　たりひいたりすること。
’huraa①（名）気違い。気のふれた老。また，
　、凹目考。　＜hurijul。
liiira＝cuN①（自　　＝kaN，　＝ci）あく。（目。
　口・器物の日などカ㍉また穴が）あく。
　？ana　huracooN．穴があいている。1〈uci
　～．1：1があく。mii～．　Eiがあく。hana
　～．鼻の穴が大きくあく。転じて，傲慢に
　なる。えらそうにする。得意がる。
墨1ura擬縛縫蛋①（他＝raN，＝ti）あける。（袋・
　嶽。目・laなどを）あける。戸などは？a－
　k寿UNというQ1〈uci～．日をあける。ま
　た，腫物などに口をあけて，t’みを出すな
　ど。mii～．イ。目をあける。ロ．啓発す
　る。学問をさせる。
蓋搬撒珊豊⑰（名）フランスrJ
hurihuyiilu⑪（捌ジぼんやりと。ほ’かんと。
　呆然と。malgutukaj　ta多icika，wazimu
　nv　nizami　？uduyueinu　liuminu　1〈uku－
　ci．き誠かや実か　わ肝ほれぼれと　寝覚
　め驚きの　夢の心地］（子を失ったのは）本：
　i当のことなのか，わたしの心は呆然とし
　て，驚いて目がさめても夢心地のようで本
　当とは思えない。
hUi，gdakuina①（名）狂人の知恵。気違い
　の働かす知恵。気違いのくせに自分の得と
　なることには知葱が働く揚合などにい弓
　語。
hu「薩ゆ（名）お上からの通知。おふれ。布
　血　　　　　　　　　　　　’　篇o
liurii①（名）体の震え。また，体の震える
　病気。フィラリヤの一種で，発熱し，悪寒
　がして体1が震iえる。
｝iuriigaci（1）（名）おふれ書き。
IIUI’iituumsjuiAT⑨（（Uf＝saN，＝ei）あまねく
　知らせる。布告して行き渡らせる。
hul・三＝jllN①（自　＝xaN，　ntt1）震える。人。動
　物が寒さ・恐怖などで震えることにいう。
藁臓r域｛齋⑪（他＝1・a：“1＝七i）ふれる。布告
　する、，一一・rvに知らせる。？umaNcuni～．
　人びとに知らせる。
翫灘童＝j双蔑①（自＝raN，＝ti）e惚れる。恋
　におちる。　，w無agUNkai～。：女に惚章し
　る。　多u樋tu　hUi’iti．女郎と惚れ合って。
　◎惚れる。すっかり気に入る。kUnu，jaa－
　Nkai～．この家に惚れる。
茎職撰麺N①（自＝raN，＝ti）気がふれる。
　気が狂う。隻鯵切いになる。huyijuru　9’u一一
　toosa．（いらいらして）気が狂いそうだ。
hnrgmakntN①（名）馬麗正直。お人よし。
　単にmakutzma皿UN．といっても，その
　意味になる。
艮搬露黙搬四国①（名）hurimunu？iiと岡じ。
1iVirkk’aunii2ii①（名）（∋狂入めいたことば。
　理に合わぬことば。◎たわごと。馬鹿げた
　ことば。
k建irimuN’①（名）eならず者。不良・やく
　ざなど。◎馬鹿。～nasjUN。馬鹿にす
　る。軽蔑・侮辱する。◎気違い。狂入。ふ
　れ考。sjooburin媚Nともいう。？agi珊
　lPユrimulloo，wikiga。陸上の気違いは男。
　男が女部にうつつをぬかすことをいったこ
　とば。
i）u・’量rLiknra①（名）馬鹿力。
｝Ml’U⑲（名）便翫。在来のものは石畳で照
　んだもので，中に豚を飼い，糞は豚の飼料
　となった。
hUt’ei＝btil　T①（自＝baN，＝di）e〔文〕滅び
　る。減亡する。◎人に貸した金が取れなく
　なる。貸した金：を踏み倒される。huruba－
　sjUN。借金を踏み倒す。　hurubasar量憩N。
　貸した金を踏み倒される。
liurul｝e！Qkwi＝juN⑨（自瓜ra翼，＝ti）古ぼけ
　る。右くなってみすぼらしくなる。
軌且撫。量⑪（名）古血1｝けがだzたfiti液。　とく
　に梅毒にかかった入の慮。
短寂】・ueoo⑨（名）古い帳颪。古い文書。古文
　書。
h“resdeogii⑪（名）古道具。
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hurudooguu⑪（名）古道具屋。
hurugiA’⑪（名）古堅。（（aj　））参照。
huruhugu⑨（名）古い反故。古い不用の書
　きちらした紙など。
huruhwiiz三vi⑪（名）焼け残りの太切れ。
　huruhwiizix’ee　teegikijaQsaN．焼け残り
　の太切れは焚きつけやすい。一度関係の
　あった男女はよりをもどしやすい意。
hurujaa⑨（名）古い家。　m街段aの鴛。
hur慧k量多童⑨（名）e古墨。◎旧悪。
huru皿a＝sjt・N⑨（他＝saN，＝cl）古くする。
　古くまで大切に使う揚合・長くおいてよく
　する場合にい5。hurumaeeeru　saki．長
　くおいてある酒。kUUS沁（古酒）と岡じ。
humui．nici⑪（名）慣道。　miilRiciの欝。
hur’umi＝juN⑨（他繍raN，＝ti）huruina－
　sjUN　と「高じ。
hurumu“T⑨（名）古物。古くなった器物な
　ど。lorliinlLIN（新晶）の対。
kuru＝nuNCD（自mnlaiT“t＝戯）　古くなる。
　古びる。，jaanu　hurudooN．家が古びて
　いる。
huruQcu　O）（名）梅毒にかかったことのあ
　る人。huruc重の人。　miiQcuの対。
hurusaN⑨（形）古い。多くの年月を経てい
　る。
hurusii⑨（名）e古巣。　soominang～．
　冒白の古巣。◎旧居。
hu！’utuzi⑪（名）元の妻。前妻。この反対
　はnamanu　tuzi（今の妻）。
hurttwata⑨（名）古綿。すでに使用した綿。
hzxt’iizi⑨（名）古着。質流れの衣服を多く
　いう。
huruzi〔～acデnee⑨（名）古着商。もっぱら婦
　女子が営んだ。
huruzi？aeo「odu⑨（名）古着商人。　huru－
　zi？acineeをする者。
huruzimaici＠（名）古着市。
huruziN⑥（名）古くなった着物。古凸着し。
　m銭ziNの鮒。
huvu？urlen（名）〔古尾類］むかしなじみの
　女郎。興riは女郎。
hμsa①（名）ふさ（房）。～tayijuN・ふさ
　が垂れる。～nu　sagatOON．ともい5。
韮■USaa＝juN①（自＝vaN，：ti）適する。ふさ
　わしくなる。根応ずる。文語的な語。hu－
　saj　LINともい5。　husaaraN　mm瓢1臓一
　ta．ふさわしくない言い方。
｝iusa＝juN（1）　（wa　＝aN，　＝raN，　＝ti）　husaa－
　jUNと同じ。文語的な語。　husa乞00Uli．
　適しているか。
lnusakeemjuly（1）（膚＝1“aN，　＝ti）ふさふさと
　茂る。繁茂する。
husaku①（名）（農作物の）不作。　maNsa－
　kU（豊作）の対。～’jaN．不作だ。
saNa）（名）不参。来ないこと。
husaNsi量⑨（名）〔新〕e不贅成者。不賛成
　派。◎明治の初め，廃藩騒ぎの時，明治政
　府に反対し，中日に属することを望んだ一
　派。kUi’uu，　gW我NkuUともいいラ髪をた
　くわえていたが，r3清戦争後すっかり衰え
　た。
husal　sH①（名）〔新〕不賛成、～sjUN．不
　賛成である。
kusa搬⑥（名）目黒。（（地））参照。
貰瓢sa賜uK④（他＝gaN，・・zi）ふさぐ。閉じ
　る。ふたをする。mii～．穴をふさぐ。
　Qcunu　m｛ija　husagaraN・人の冒からは
　隠せない。
husi⑨（名）節。　e一州～nu’janLIN・閣
　節が痛む。◎竹・葦・葦の幹などの節。㊧
　柱・板などの節。㊥糸。ひもなどのこぶの
　よ5になっている部分。㊧音楽の曲節。メ
　Ptアイーo
husi①（名）e星。名の付いた星はきわめて
　少ないが，例としては，nanagibusi（北
　斗七星），migibusi（オ1｝オン座の三つ星）・
　’jookaabusi（明けの明星），’juubaNma－
　Nzaa（一busi）（よいの明．星），　Qkwamu－
　caabusi（子持ち星。そばに小さい星を従
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　えた星）など。～nu？u七嬉UN．星が落ち
　る。星が流れる。人はそれぞれ，天にその
　人に対応する星をもつと考えられたので，
　流れ星はどこかで人が死んだ印とされた。
　◎転じて運命。運。～nu　’joosaN．運が
　弱い。
husi？ima⑪　（名）節穴。　husihugiともい
　う。
hus量bari＝jUN①（自＝raN，就i）晴れて星が
　輝く。星空が晴れわたる。
husibusi⑨（名）節簾。あちこちの開節。
　～ltu，janUN．節節が痛む。
husihugiev（名）簾穴。
kUS熊ガr量⑪（名）たきぎなどがよく乾いて
　枯れていること。　～sjoOmL　よく降れて
　いるか。
hus熊oo①（名）〔古〕〔星宮］役人の勤務評
　定。勤勉度や勤務内容の程度に応じて，表
　につける星印。
husimuN⑪（名）干し物。洗濯して干して
　あるもの。
husimujaa2uugii①（名）流れ星。　屋の屋
　移り（移転）の意。
husi＝nuN⑨（他mmaN，＝di）欲する。欲し
　く思う。捻ooga（？weeki）husidOON．名
　誉（富）を欲している。nuci　husidL命
　を惜んで。nuciN　husimaN．命も惜しく
　ない。
kusiN①（名）不審。不思議。？imani～Ra
　？anu　ka益i．1いまに不審なあの鐘（執心
　鐘入）］いまだに不審なあの鐘。
墜職siN①（名）普請。～sjUN・
kusiNga血中⑦（名）不審紙。読書の際，不審
　な箇所につけておく赤紙。付箋。
husitakai’aa⑪（名）雛だらけ。営藤・竹の
　綴などについていら。
husizi⑪（名）防ぐこと。防御。
husizi①（名）不思議。～na・不思議な。
　hwirumasii，　cimjuunaなどともいら。
husi＝zuN⑨（他＝gaN，＝zi）潔く㌔防御す
　る。hwiisa～．寒さを防ぐ。
hus．iakariasja⑪（名）（子供などを）欲しく
　思い，かわいく思5こと。Qkwa～S．i　O’一
　〇N．子供を欲しがり，かわいがっている。
husjaN⑨（形）欲しい。　Qkwa～。子供を
　欲しい。Ql〈wanu～．：子供が欲しい。　ziN
　husja　sjUN．金を欲しがる。，wikigaN－
　gwa　husja　Qsi’juubee　tumeejuN．男
　の子 欲しくて妾をもらう。
husjoO⑪、（名）不祥。よくないこと。めで
　たくないこと。？atataru～．また？ica－L
　taru～．悪いことに当たった。運悪く災
　難に当たった時にいう。
h犠sjoo撮N⑪（名）〔新〕保証人。kunuuと
　もいう。
hu＝s．iuN⑨（他＝saN，＝c圭）干す。干して乾
　かす。ciN～・蒲物を干す。
husoouu①（名）不相応。身分に過ぎるこ
　となど◎～na　clN　cicoON・不相応な着物
　を着ている。
husu④（名）へそ。ほぞ。～giZUN．へそ
　の緒を切る。切るとい5語を悪んでgizUN
　（湧くつ　という。
kusu①（名）細上布。宮古。入重山地方産
　の麻織物の 。
husukarazi①（名）へその緒と髪の毛．生
　まれた時に取っておき，死んだ時に棺に納
　めて埋葬する。
hu＄uku①（名）e不足。足りないこと。◎
　落度。あやまち。⑤神仏・檀先の祭羅を怠
　ること。
hiisumuA’①（名）襟。　kubiともいう。
hUsu2uubi⑨（名）角帯。博多帯の～種。男
　子用。？uhu？uubiの頬。
huta①（名）蓋。容器のふた。
hutagu⑪（名）ふたこ糸。離すじより合わ
　せた糸。またそれを経緯として織った普通
　平織りの綿織物。ふたこ織り。冬物にする。
kutagukuru①（名）〔文〕二心。異心。S3U－
　ziN　tai　tanucii　一一　mueuru　？ieisakasi
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　’Nzallu？imasimini　sjUN．［主人二人た
　ので　ふたごころもちゆる　生生むざのい
　ましめにしゆん（忠臣身替）］主人を二入
　持ってニ争心を持っているなまいきなやつの
　いましめにする。
展autaknea’net（1）”IT．i．iu①（句）〔文〕太平の
　御世の意か。古琉球（伊波普猷）には島津
　氏と中岡の両麟に鯛していた苦難の時代を
　い5とされているカ㍉古歌にウ　niirukujuja
　minume　hwieijus．　iti　’uijiga，　hutaka－
　canu　nun｛竃馬？utamま’warabi．〔弥勒
　世や目の前　ひきよせて居すが　ふたかち
　やの布や　織ためわらべ⊃（豊：隼は戸前に
　迫っているが，フタカチャの布は織った
　か，わらべよ。）とあるのを見ると，huta－
　kacaは二つの蜘陵という意ではなく，管
　弦の遊びをする時，舞台に使ら幕の類かと
　も愚われる。
hasanxakai⑨（名）蓋のあるmakai。蓋付
　きのどんぶり類。
hu搬簸躍重①（名）不似合い。不体裁。不適切。
　tal！al’iの対。捻narinu　neeraNともい
　う。～na　P．lvlnu？iijoo．不適切な言い方。
｝lutaQsja①（名）へた。達藩（巧みの意）で
　ないこと。，ja）natuguci’ん．、韓塞語はう
　まくない。
｝iutarubi⑨（名）こ文〕螢火。普通はziinaa－
　biiという。
璽恥訟讃識①（名）：不確か。不確実。～一na．
　不確かな。
huta2u．ia①（名）ふた親。両親。tainu？u－
　jaともいう。
h麟醗轟⑪（名）普天澗。＜＜地》参照。
INitixnamee⑨（名）普天月参り。普天間権
　親にお参りすること。普天欝欝麗は航海の
　守護神として信仰され，海外に旅する時，
　観音堂とともに必ず参拝したところ。
hzittgi①（名）臨時。不時。不図の転意か。～一
　nu　gikeehwa。臨時の時の金：。
buatucimllsuN⑥（名）ほどきむすびの意。
　片結び。紐の一方を引けばすぐほどけるよ
　5にする結び方。お祝い物を包む時や結婚
　の際はこの結び方を平げる。
臨勲瓢2眼koO㊥（名）、一本一本にほどいた
　線香。？u瓢“⑳i？ukoo（束のままの線香）
　に対する。
韮靴臓鱗服潤⑨（他＝kaN，＝ei）（結び騒・縫
　い臼などを）ほどくGまた，（願を）解く。
　gwaN～．願を解く。
垂澱撫画¢量①（名）∈）不行き属き。注意など
　が行き届かぬこと。不注意。’waahatudu－
　ci’jataAT．わたしの不行き届きだった。◎
　不腿き。違法な非難すべきこと。～na
　mUN．不属き者。
馳拠h賊㈱①（謝）欲しがって得よ5とする
　さま。また，一刻も早くしょ5とするさ
　ま。～sjUN．　じれる。
hutuhututt⑪（副）ぶるぶる。がたがた。
　寒さ 恐怖などで身を震わせるさま。～
　sjoON．ぶるぶる震えている。
h”SuhanaExasgwiiev（名）震え声。
蔓1磁臓k量⑨（名）e仏。普通は，　三三十三年忌
　をすませていない祖先の霊をhutukiと
　いう。三十三物忌以後の祖先の霊は神
　（kami）となる。◎仏像。㊧お人好し。飾
　り物的人物。
hNeeikii⑨（名）人形。
kutuNbcrwi⑨（名）ほころび。着物の縫い霞
　のほどけ。
要簸逢掘丼蓼w藁醤uK⑪（自＝raN，＝ti）（結んだ
　もの・縫ったものが）ほどける。ほころび
　る。
hUU⑪（感）罰上に呼ばれた時の応答の語。
　はい。すなわち，rはい，ここにおります
　がjrはい，侮ですか」の意の「はい」。昌
　上の問いへの肯定は？UU。
｝luu⑨（名）果報。幸運。～nu？aN．運が
　よい。～nu　neeN　qcu．運のない人。
huu⑪（名）頬。｝luugiraというのが普通。
h難⑪（名）穂。
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huu①（名）風。風俗。風習。’jaanu（mu－
　ranU）～．家の（村の）習俗。　maanu～一
　ga．どこの風俗か。
huu①（名）封。～sjUN．（書状・箱など
　に）封をする。
hu縦①（名）帆。布またはむしろで作る。
huubi①（名）ほうび。
huuci⑪（名）ふいご。
huuei①（名）流行病。伝染して流行する病
　気。風気。かぜなどのたぐい。～nu　hwee一
　勲N・流行病がはやる。
httuci⑪（名）　もぐさQ
hu叫ibaa⑨（名）よもぎ。若葉は食：用にな
　り，餅にも入れる。老熟した葉はもぐさに
　する。
hUtEciee⑨（名）ふいご祭り。旧暦11月7
　濤に鍛冶屋で行なう祭り。
huuc量gamarasjal⑦（形）流行病の勢いが
　激しい。流行病が大いにはやる。
hu鷲。量目es量①（名）流行病よけ。酒は流行
　病よけだといって，飲める人は飲み，飲め
　ない女などは手・顔・首筋などを酒で拭
　く。
huuφmゴ。恥（名）隼餅。よもぎを入れた
　餅。
hUUeOOpaiNCOO⑨（副）ふいごの音。
littuga①（名）風雅。～na　QCU．風雅な
　入。？amanu　zooja～’jaQsaa’jaa．あ
　そこの門は風雅だねえ。
huugawai①（名）風変わり。風体・性癖な
　どが人と変わっていること。～Ba．風変
　わりな。
hu猛huda⑪（名）護符。紳仏のi霊がこもり，
　人を守護する札。紙に呪文を書いたもの
　で，家の入口の柱にはりつける。
huuExu｛laga”ai⑰（名）護符代わり。護符と
　岡様に魔除けになるもの。恐ろしい顔の入
　聞，醜女などが描かれているものが多い。
huuhui’coo㊥（副）huuhwiQcooと同じ。
huithllu①（名）小児が痛がる箇所へ，痛く
　ないようにするまじないとして，親などが
　フーフーと息を吹きかけてやること。．～
　Qsi　1｛wiree．「フーフー」をしてくれ。
kuuh犠u①（副）窟み栄えるさま。密裕なさ
　ま。’jaanu～sjOON．家が富’み栄えてい
　る。
humhuudaamaaew（名）花芭蕉の実。子供
　がこれを管の一方の口に鱈き，他方の1コか
　ら吹き上げて遊ぶ。
hunh｝vi「QeoO③（副）ほらほけきょ。らぐ
　いすの鳴き声。
hu鷺？iN①（名）封印。
｝111tti⑪（感）θふうっ。熱いものを吹きさ
　ます音。◎落ちた食べ物を拾って食べる時
　にいうまじないの語。huuiと需わずに食：
　5と，男はhwizimoo（ひげ無し）にな
　るといわれる。⑱夜，子供が水を飲む時，
　二親 その水をhuuiと吹いてから飲ま
　せる。その時の声。水の中の魔物を吹き払
　5ためのまじないとしてする。
huuihu撮⑪（副）口笛の音。ひゆうひゆう。
hUU？juu①（名）非常な目上に対すること
　ば使い。呼ばれた時にはhuuと答え，肯
　定・承諾の時には？juaと答える話し方。
　huu，？juuなどの項参照。？juuhu双とい
　う語はない。
huukasien（名）ほら（を吹くこと）。誇張
　した欝い方。～nu　magisaN・大ぼらを
　吹く。
huukasjaa⑨（名）ほら吹き。大きなことば
　かり醤う者。
huuka＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）ほらを吹く。
　誇張して言う。
huukee＝juN①（自＝raN，＝ti）ふくれる。
　ふくらむ。　（餅などが）ふくれ上がる。
　lllucinLl　（hjaagaanu）　～．　餌弁（ヒャー
　ガー。』菓子の名）がふくれる。huukeeva－
　sjUN．ふくらます。
lmukeeri＝juN①（自＝raN，＝ti）ふくれる、s
　ふくらむ。膨脹する。
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huuknbuu⑨（名）頬力‘く緯fむこと。頬のく
　ぼみ。また，頬のこけた入。
huukuh皿gwaa⑪（名）頬の小さいくぼみ。
　また，えくぼ。～nu？NzijUN。えくぼが
　出る。
huukuu⑪（名）奉公。その敬語はguhuu－
　kuu．　一v　sjuN．
huukuuniN⑪（名）奉公人。？庶UN〔御殿］，
　tUNci［殿内］などに奉公する者。
kuumaas；N⑥（名）帆前裁銚huusiNともい
　5。中国へ渡るtoosiN，小さい，jaNba－
　raabuniなどがある。
huumi①（名）風昧。酒。上等な食：べ物・
　たばこなどの昧や番り。
huunaa（①（名）真似。ふり。nuunu～sjo－
　oga．　何のまねをしているのか。，N翼5aN
　～．見ないふり。siraN～．知らぬふり。複
　合語としては，？uhu（≧euhuunaa（おとな
　のまね），niNtahuunaa（寝たふり）など。
hauniN⑰（名）運のよい人。果報考。
h証uoo①（名）鳳騒。王の宮殿の天井などに
　描かれている。
hUttrir⑨（名）風鈴。
hum’；Nna⑪（名）ほ5れん草。
huuvoo⑨（名）十六ささげ。ささげの一種。
huusiN①（名）帆船。　huum鼠asiNと同じ。
ku駁sju菖ぬ綴⑪（名）［泰書紙］奉書紙。貴
　人の辞令などに用いる。
huusjiika、bi⑰　（名）　huusjugami　と匿｝じ。
鼓uutai⑪（名）e鶏のくちばしの下の垂れ
　下がった肉。◎垂れ下がった頬。miminu
　～．耳たぶ（121imitaiともい5）Q
hiiuta．taa⑪（名）頬の垂れ下がった考。
歎uwtajaabcrwaavre（名）頬の垂れ下がった
　子供。
heutOO①（名）ふともも（蒲銚）。びわに似
　た果実がなる。
hau？！iu①（名）？uuhuuと岡じ。しかし，
　？uuhuuを多く用いる。またhuu？uzi
　￥jUNとはいわない。
lnuuzi①（名）e＞風儀。風習。風俗：。しきた
　り。流儀。sjuinu～．首里の風俗。　sima－
　bukunu～．島袋氏の流儀。　O風采。なり
　ふり。よらす。’iihuuzi．いいなりふり。
　～nu　neeN．また，　huuzee　neeN．なり
　ふりが悪い。みっともない。
ktiuz．ira⑪（名）ほっぺた。頬。
｝mwa①（名）不和。仲が悪いこと。団体間
　の不和をいう。個人闘の不和はhunaka
　とい5。　？aml　muratOo～natoON。　あ
　の村とは不職になっている。，jaaniN7vu
　～．家族が伸が悪い。
huzi①　（名）〔文〕不義。不正。　zii～N
　7wakaraN，jal〈ara．正不正もわからぬや
　から。
huz韮①（名）不時。～nu？irijuu．不時の
　入用。
huzi①（名）藤。
huzijUU①（名）不自由。意のままにならぬ
　こと。～na．不自由な。
互mziN①（名）［夫人］王の妾。王の妻妾の
　うち，正妻であるhwii（きさき）に次ぎ，
　9Zlllla（身分の低い妾）より上に位する。
　simamuei［些些コ程度の知行をもら5。
kuz量sarasa⑰（名）菓子の名。山芋で俸つた
　蒸し菓子の一種。
kuioo⑰（名）〔宝蔵コ女持ちのたばこ入れa
　宝珠のような形に縫った袋物である。
ktユzoomaki⑪（名）不浄負けの意か。葬式
　など不浄なところへ行き，原因不明の皮膚
　病などにかかること。
hu＝zuN①（他こ9我N，＝zi）単独では用いな
　い。cimu　hUZUN（満足する）の項参照。
huz孤証b朕NΦ（名）不充分。～na・不充分
　な。
1監w3a①（名）葉。
｝iwaakuu⑪（名）e破風。建築様式の一つ。
　切妻。中央に棟があって爾側ff．　ll傾斜した
　二枚屋根の建築。川州に傾斜した屋根（密
簾｝：ごまいわない。◎破風式の墓。墓の搬
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　式の一一つ。上離を家の屋根のように作った
　墓。
liwaahuzi①（名）祖父母。
kwaahwaa⑪（名）竹とんぼ。また，ブリキ
　の円板に穴を二つあけ，糸を通し引いたり
　ゆるめたりして円板を國して遊ぶもの。い
　ずれもその発する音から名付けたもの。
hwaahwaa①（副）熱気があたるさま。ほて
　るさま。かっかっ。また微熱などで，体が
　ほてるさま。gira～Sゴ00N．顔がほてつ
　ている。
hwaa＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）鍍金する。めっ
　きをする。
hwahwa①（名）〔文〕母。
hwahwakata①（名）母方。母の里のかた。
　文語的な語。
hwahwa？uja①（名）〔文〕母親。’jaa～一
　ju．［やあ母親よ（銘苅子）］ねえ，おかあ
　さん。
hwakuruu⑨（名）白露。二十四節の一つ。
　11akuruu　ともい5。
hwani①（名）〔古〕hani（羽・翼）の古語。
一hwaiti（三巴）鳥を数える接尾辞。一羽。
　cuhwani（一羽），tahwani（二羽），？iku－
　hwani（何羽）など。
liwaNnai⑨（副）熱が高いさま。火の熱・
　病熱などが盛んに出るさま。niginu～
　sjoON．熱がとても高い。
hwaNsaN①（名）支那茶の名。半山。　haN－
　saN　ともい弓o
kwaQka⑨（名）薄荷。　haQkaともいう。
hwaru⑰（名）〔古〕harU（春）の古語。
hwa？uta①（名）端歌。俗謡。流行歌。？uhu－
　busi（いわば，古典音楽）に対する。
hwaudui①（名）〔羽飼hwa？utaに合わ
　せて踊る踊り。kumiudul［組踊〕，　coogiN
　［狂欝］に対していう。
hwee⑰（名）θ南。◎南から吹く季飾風。
　hweekaz呈ともいう。
hwee⑨（名）〔親肺。元来はhuku　と
　いった。
kwee①（名）灰。
hwee①（名）蝋。
hweebaN⑪（名）早番。順番力揮いこと。
hweebaru⑪（名）南風原。（（地》参照。
hweebee1u（D（th－ti）早・々と。　～？meNsee－
　biyi，joo．畢々とおいで下さいませよQ
kweebucaa⑪（名）南風の吹く季節。夏。、
hweebuci⑪（名）hweekazi（南から吹く
　夏の季節風）と同じ。
hw舵b酬⑪（名）配分。配り分けること。
hsveech’i①（名）（小児カミ）遷い回ること。
　・v　sJuN・
hweegaQtiA’⑪（名）早合点。
kweegas3⑨（名）頭にできる一d種の湿疹。
　蝿がたかるので蝋瘡といったものか。
hweehuei①（名）灰吹き。たばこの灰をた
　たき入れる哲筒。
hweehwee①（副）はあはあ。，慰を切らして
　あえぐさま。？IQsaN　natakutu？iici～
　sjUN・一散に走ったので，はあはあ息が
　切れる。
hwee2iru①（名）灰色。
hwee2iruuen（名）灰「色のもの。
hwee量⑨（名）（衣服・病気・風俗などの）は
　やり。流行。kunu　kaNmuee　namanu～
　’jaN・この帽子は今の流行だ。
liwee丘⑪（名）酢。？a瓶㌶akiともいう。
hweeikutuba⑪（名）流行語。たとえば，
　？isjadu’jayu．（彼は医者だ。何でも上手
　な者をさしていう），baci　kwatooN・（5
　まいことをした揚合にいう。こまを圓すば
　ちがよく利いている意か）などがあった。
hweei2uta⑪（名）はやり歌。流行歌。民聞
　 はやる小唄の類。明治の末ごろまでに流
　解した有名なものとしては，caa？Uibusi
　［茶売節］，kabirabusi［川平節コ，　sjuu－
　Ntuuzii　［盆三も妻＝｝，　sjuikaracoo撃圭ga［首
　里から来やうすが］，bakucajaabusi〔ば
　くちやや鯛，gwiikuujoo［越来よう　］，
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　kanaajoo［かなよ］，　hwici1笠UNkuduei
　［挽物口説］，？urukusumijabusi〔／」・緑
　回歴節］，min翫？urisaN脚ebUS江皆お浄τ
　賛成節〕などがあった。
hwee＝juN⑨（他＝raN，＝ti）弓長る。張り渡
　す。「延ふ」にPt応ずる。　hwiqpeejuNと
　tE）vN5．　？ueinaat，u　’eema　’iNnu　？itu
　hweeti，　？umulcazinu　tataba　tageni
　hwikana．［沖縄と入重山　縁の糸はへて
　悌の立たば　互に引かな〕沖縄と入重由の
　間に縁の糸を張り渡して，おもかげが浮か
　んだら互いに引っ張ろう。
hwee＝juN　UT（慮・・1’aN，・・ti）1まやる。流行
　する。huucinu～．伝染病がはやる。
hweekま象z⑩（名）夏に南から吹く季節風。
　hwee，　hweebuciともいう。ただの南風
　はhweenukazi。
．hweekii①（名）（時刻が）旧く。また，以前。
　昔。？asa～．朝早く。朝の早い時間。『～一
　nu　QCU。以前の人。昔の人。～tu　nama－
　tOO　muru　kawatoON．以前と今・とでは
　すっかり変わっている。～kaya・以前か
　ら。早くから。かねてから。つとに。～一
　kara　dikijaa，jataN．以前からよくでき
　る者だった。～karanu　sikaa・以前から
　の臆病者。
hweemaai⑥（名）（冬などに）風向きが南
　に躍ること。なま暖かい風が吹き，雨にな
　りやすい。
瓢wee加aasi⑰（名）畢死にQ年若くして死ぬ
　こと。農村などではhweeziniともいう。
　一maasi　〈maasjuN．
hweemuN⑪（名）早いもの。　naa　natOO－
　tii，～，jasa，jaa．もうできていたか，
　早いもんだねえ。
hweehiibici⑰　　（名）　　早婚。　　niibici　　ξま結婚。
hweeniNzi⑨　（名）早寝。夜早く寝ること。
hweenuhwira⑨（名）南風之平等。《地））参
　照。
hweenukazi⑰（名）南風。　hweekaziは夏
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　に南から吹く季節風。
hweenukusuuO（名）そばカ・す（雀斑）。蝿
　のくその意。
数weenusimaa⑪（名）踊りの名。頭に椋椙
　の皮をかぶり，棒を持って，南洋土人の風
　をして踊るもの。南の島の者の意。
hweenu2uGuN⑪（名）首里城の建物の名。
　？“gu錘kuの項参照。
hwee2Nmari⑪（名）早生まれ。正月から3
月ごろまでに生まれたもの。nibu？Nmari
　（遅生まれ，11～12月生まれ）の対。
hweeNkee⑥（名）南向き。
hweeraNhuuz韮⑨（名）はやらない風儀の
　意。異常な服装，常識はずれの流儀などを
　い5。
hweeree①（名）追いはぎ。「人をこなし気
　任するを云唐音也四二と書（混効験集）」
　～？icati。追いはぎに会ってQ　takool｛U－
　rujama　一vtiN　doo，　cinaabaNzuni　tu－
　marana　’jaa．　’winagutiramuN　batsT－
　zuni　tumajurni，　？isuzi　suzisuzi　’jadu
　l〈akara・（歌の文句）多二黒出は追いはぎ
　が出るそうだ，喜納番所に泊まろうかな
　あ。女とあろうものが番所に泊まれるもの
　か，さあ大急ぎで家へ帰ろう。
hweer董N＝¢uN⑨（自＝kaN，＝ci）はいり込
　む。
hweeriQs｛N⑨（名）e早い出世。◎（女の）
　早婚。
hweeroo①（名）勲功などにより，岡王から
　二物をいただくこと。拝領の意。guhwee－
　1’ooはその敬語。～najUN．（国王から）
　いただく。
hweesaN⑨（形）早い。速い。時刻・速度
　がはやい。hweeku？aQCUN．早く歩く。
　（時刻のヂ孕く」はhweekuの項参照）
hweesi⑨　（名）∈）はやし。　はやしことば。
　声を出して歌曲の詞を助けるもの。たとえ
　ば　saQsa，　haija，　hijaruga，　，NzOjo，
　s3ur頃。など。～？i「ijUN．はやしを入
kwicagi．；uN
　れる。◎kuducibeesiと同じ。
hweesidima⑨（名）（鏡などの）みがき賃。
　（刃物の）とぎ賃。
hweesitati＝ju”N⑪（他＝raN，霜tDはやし
　たてる。けしかけ，溺動ずる。また，おだ
　て上げる。
hwee＝sjuNpm（他＝saN，：ci）（∋雛す。多く
　は，hweesi？irijUN（はやしを入れる），
　hweesitati3UN（はやしたてる）を用いる。
　◎染物の色揚げをする。さらに染め上げ
　る。kana　hweecaku七u　euraku　natOON．
　かせ糸を染め上げたら美しくなった。㊨栄
　やず。みがく。みがいて光らせる。とく㌔
　kagaN　hweesabira．鏡（金驕製）をみ
　がきましょう。hoocaa～．包丁をと
　ぐ。
hwee＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）切りきざむ。
　けずる。「はやす」に灼応ずる。kaguu～．
　かつお節をけずる。deekuni～・大根を
　切りきざむ。
hwee：2uki⑪（名）早起きQ
hweew㌶a⑪（名）早業。
hwe錫ee⑨（名）［薄口］薬の調合。処方。
hwee多eegaci⑨　（名）　処方箋。
hweezimeg⑲（名）早く支度ができること。
　早仕舞の転意。
hweegOomiN⑨（名）〔新〕ひや素麺。
hweeiuraa①（名）hwee多uriと同じ1。
hrcvee4uri①（名）街娼。辻君。遊郭以外で
　売春する者。一7yU］riは女郎。hweeは禁止の
　意か。また，「昔は公娼は牌尾類とて牌板
　に其名を書き列ね公示したりと。然るに今
　は牌尾類と云へば密媚のこととなれり」（奥
　境名払底）。hweeguraaともいう。～
　sjUN．街娼となって売春する。
hweezuu韮⑪（名）発育が早いこと。　cuuiは
　発育。
kweNsaの（名）はやぶさ。　fはいんさ　鷹の
　惣名（混効験集）」
kwibac三⑩（名）火鉢。たばこ用の小さなも
　のには？ucil’itui，またはhwiituiとい
　50
hwibana⑰（名）火花。火の子。
hw韮bavi①（名）e干割れ。亀裂。ひび。～
　？iQeeON．ひびが入っている。・◎学則にで
　きるひび。あかぎれ。
hwibari＝juNa）（他＝1’aN，＝ti）ひびが入る。
　干割れる。？adunu　hwibaritoON．かかと
　が干割れている。
hwibi①（名）〔文〕暦日。毎日。日常。口語
　Vk　hwiibii．　・vnu　？itunamini　hwll〈asa－
　riti　’waminu　’ugamibusja　？atiN　zij’u－
　3a　naraN．［N日のいとなみに　ひかされ
　て我f”の　拝みぼしやあても　欝由やなら
　ぬ〕毎日の暮らしに引きずられて，わたし
　はお会いしたくても自由にはなりません。
hWibicl⑨（名）hwibiki（干割れ）と訓じ。
hwibiel⑨（名）〔新？〕響。音響。
hwibi＝CUN⑨（自・kaN，＝C圭）響く。音が
　震動して伝わる。
hwibiki⑪（名）hwibariと点じ。ただし，
　おとなの使う語。hwibiciともい5。．
hwibiki＝．；uN＠（（A　＝raN，＝ti）　hwibarijuN
　とi司じ。
hw蓋bu①（名）段歩。
hWibusi（t＞（名）田干し。　Bの当たる所で干
　すこと。kaaglibusi（陰干し）の対。
hwicaasi⑪（名）神仏のお引き合わせ。神
　仏の助け。
hwicaa＝sjuN①（他＝saN，＝ei）e（戸・障
　子などを）引いて閉める。両方から閉める
　場合，または，すき間なく閉める場合にい
　う。◎（人を）引き合わせる。また，対決
　させる。hwicaasarijuN．イ．引き合わ
　せられる。V．神仏の力によって，よい運
　命に引き合わせられる。神仏の力で助けら
　れる。
hwicagi；juN①（他＝raN，＝ti）（後進など
　を）引き上げる。5まく行くよ5に，助け
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　上げる。（具体的な動作を表わす揚合は
　hwici？agijuNという。その項参照）？u－
　ja癬hWiCagira（lvti　riQS圭N　SjOON．親の
　光で出世している。hwicagiraQtOON・助
　かっている。幸運にめぐまれている。
数w量ea癖締uN①（他＝raN，＝七1）案ずる。心
　配する。心を引き上げるという意。眺wa－
　nu　hurimuN　nati　eaa　hwieagitidu
　？aQcuru・子がやくざになって，いつも心
　配している。
hwieagi？uru＄i①（名）心配したり安心した
　りして心をわずらわすこと。一奮一憂する
　こと。一？U1”usi〈？tll’usjUN。
hwicai⑨（名）e光。　hwiinu～．　Eの光。
　o光沢。つや。
hwiea＝juN⑪（韮麹　＝ra±xr，　”t二i）光る。また，
　つやが出る。hagigiburunu～．はげ頭
　が光る。
kwiea＝juN①（宙waN，　mti）e引き合5。
　商売して損をしない。商売として利があ
　る。◎縮尺する。匹敵する。
kwicarahwicai’a①（副）きらきら。びかぴ
　か。日光。星・刃物などが光るさま◎
hw嚢caras謎N⑪（形）（きらきら光って）まば
　ゆい。まぶしい。hwicarUSaN　とil，　k，・う。
hwiearusaN⑪（形）hwicarasaNと間じ。
hwicawas量①（名）〔文〕hwieaasi（神仏の
　お弓1き合わせ）の文語。tiNnu？uta＃iki－
　ka　k鼠翻nu～ka．天のお助けか，神の引
　き合わせか。
hwic¢e①（名）ひたい。　mukooともいう。
law；eeegutu⑰（名）灼決によって決する事。
　対決を要するよ5なこと。甲乙に鯨して丙
　が二枚養を使ったため，甲乙が騎席して丙
　に対してその実否をただすよ5な場合を
　いう。
kwiea①（名）（「引き」に対応する）㊦つて。
　縁故。◎親姻戚関係。縁を引いている者。
　縁者。遠い親戚までも含めていう。？jaaja
　maanu～ga。おまえはどこの縁者か。
　？amatu～’jaN．あそこと親戚だ。㊤助
　け。援助。～sjUN．援助する。助けを出
　す。
一hivici（接尾）聾。一Pici，一biciともなる。
　？iQpici（一匹），　nihwici（二匹），　saNbi－
　ci（三匹）など。
簸wic綬ag量＝jllN①（他turaN，＝ti）e引き上
　げる。引いて高く上げる。hwicagijUNの
　項参照。◎抜てき。登用する。㊤引き揚げ
　る。ある場所から，すっかり退く。moo一
，｝〈inu　neeN］｛utu　hwiei？agiti　eaN．　ig
　うけがないので引き揚げて来た。
hwi頓2at豊⑰（名）引きあて。照合。金類や
　響胴に見合5物品などを照合すること。
　COOmiNtU～S．i　U　iy．1陵面と照合する。
hwlciciika「acii⑨（副）蒲物。皮虜などが
　ひきつったさま。eiNnu　ciijoonu　neeN，
　～Qsi．何という着物の着かただ，ひきつ
　ってQ
｝｝，wieiciikaaciizii⑪（名）ひきつった着か
　た。～s300N。ひきつって着ている。
hwieigizi①（名）（事務などの）引き継ぎ。
hwi¢igi＝ZllN①（イ也＝raN，＝ti）引き継ぐ。
　あとを引き受けて続ける。k：awaiee　Qsi
　～。交替して弓iき継ぐ。
hwieicuuka’aeUii⑨（副）hwiciciikaacii
　と岡じ。
hwieidaniisi①（名）i琴i。三三味線などを習い
　て音をためすこと。
hwieidu①（名）あげ窓。引き窓。
hwieigee⑨（名）現金引き替えで売買する
　こと。
hwieihana＝sjuiN⑪　（D（他＝＄aN，　mci）引き
　離す。引き離して別れさせる。
hWieiharoozi①（名）こ文〕親類縁者。遠い
　親戚までも含めた親族集団をいう。なお，
　一harooziという形は単独では用いない。
　？inuei　？usjagiraba，　nasi？ujaja　daniju
　・s－madiN，　？unu　suda＋．i　miseru　？wiigei－
　gutu，ugadi。［命おしゃげらは　　なし親や
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葺三、》養。董？ukij烈1
　だによ　引はらうじ迄も　おの素立めしや
　いる　およす事拝で（孝行之巻）〕命をさし
　上げたならば，生みの親はもちろんのこ
　と，その親類までも面倒を見て下さるとの
　仰せを拝して。
．hwicikw董。量㊦（副）ひき替え．ひき替え。何度
　もひき替えるさま。seesiN～？irira＄5u－
　N．お代わりを何度も入れさぜて食：べる。
hwiclia＝juN⑪　（億；raN，＝ちi）弓1き破るQ
　ぴりっと破る。
hwieijt1N’lzuN①（他＝5aN，＝tl）悪へ誘惑
　する。誘惑して堕落させる。
hM｝icljusi＝jur①．（他＝raN，＝七i）引き霧せ
　るe引いて富分の方へ寄せる。
hwic量kee＝s．iuN①（自篇saN，＝ci）引き返
　す。もと来た方ぺ帰る。
hwiciku＝・N！N①（他瓢maN，＝di）引き込む。
　hwieiN．CUNと綴じ。
1・w壼e三k聾sjUN①（自＝saN，＝ci）引っ越す。
hwicimaa＝sjuN①（他＝saN，＝ci）打と5
　として構える。tii～．打とうとして，．手
　を構える。，juuci～．斧を構える。
hwieimaga①（名）hwiei？Nmagaと同じ。
hwi¢kni①（名）横屡。流し臼。
hwieimuN⑪（名）差し押さえ。また差し押
　さえられた物。～　sarijUN．差し押さえ
　られる。
hwicimuN⑨（名）単物。ろくろがんなで
　作ったもの。木の皿・椀・盆など。
hwicimuNleeku⑨（名）挽物師。
hwicixiaujuN①（自＝raN　v　m七i）引き下が
　る。身を引く。抜ける。ziNmigutukara
　～・協議から身を弓k。’Nna4？wilriki一一
　gisa　？asidooru　muNmi，　duucui　hwi－
　einati　nuu’jaga．みんなは面白そうに遊
　んでいるのに，自分ひとり抜けてどうした
　か。
hwieina＝sjuN①（弛＝saN，＝ci）とって概
　く。（一部を）残して置く。？UQsa．lllU1”U
　gikaaN　gutu，　taagimigee　hwieihaei　？u一
kee・それだけ全部使わないように，ふた
　っみっつはとって置け。
hwi¢ino・＝sju“T①（他＝yaN，＝ti）θ引き直
　す。改め℃引く。◎改める。直す。？uubi－
nu　’鰍浮№≠р盾盾戟qutu　hwieinoorpee．　“’Y　21’
　曲がっているから直せ。
ぬwieinuba＝一sjuN①（他＝saN，・ci）引き伸
　ばす。
h－vi¢inu＝ZUN⑨①．（他＝gaN，＝zi）引き披く。
　引いて抜く。
lw丑¢i2N磁aga①（名）玄孫。やしゃこ。ひ
　まこの子。hW2clniagaともいう。
hwic12Nzasii⑰（名）ひきだし（抽斗）。
h．wiei？N・a＝sjU醜．i他＝S ・・　N，＝ci）e引き
　出す。引いて外へ．出す。◎預金などを出
　す。
hw戴N・・猛鴫（他・kaN，・ci）引き込む。
　引っぱって入れる。hwicikumuNと岡じ。
　kaagarimooga　’warabi　1〈aaraNl〈ai　一v．
　かっぱが子供を川に引っぱり込む。
hwic圭sa＝cuN⑪（他嵩kaN，＝ci）引き裂く。
hwieisatsaa＝juN①（X　一一xahr，　＝ti）空腹で元
　気がな．くなる。
蓋iwicisimi＝juN①（他＝raN，＝ti）引き締め
　る。倹約する。
｝・wicisjU①（名）引き潮。　hwirisjUともU・
　う。
hwic’ita＝cuN①（自＝taN，＝Qci）引き立つ。
　目立ってすぐれる。kunu　cinoo～。この
　着物は引き立つ。
hwicitati＝．iuN①（他wraN，　＝：ti）引き立て
　るg披てきする。
hwicitoo＝sjuN①（他＝saN，＝¢i）引き倒す。
　引いて倒す。
hwici田中賢N①（他＝raN，”ti）引き取る。
　自分の方に受け取る。
hw量ci．tunuga＝sj獄N①（他＝saN，＝C圭）引き
　ちぎる。強く引いてとばす。
hwici？uki＝juN①（他＝raN，”ti）　（仕事・．
　萱任などを）引き受ける。
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hwici？ixtusjuN
hwici？utuzsjuN①（他＝SaN，＝e2）引き落
　とず。
hwici？Uusi⑨（名）ひき臼。ひき臼にも石
　臼と太臼とがある。
hwieiwataSi⑨（名）引き渡し。
hwigiz量①（名）十二支の来（ひつじ）。時間
　は午後2時。方向は西留りの南。動物の羊
　はmeenaahwiizaaという。
hwicizibEiN①（名）hwieizimuNと【司じ。
hwicizimuNew（名）e＊引き出物。祝宴な
　どで客に配る物。◎結婚の時，婿の家で姑
　が嫁に与えるもの。多くは反物を与える。
hw孟coo無ガs孟dui⑪（名）〔古3田帳主取3
　廃藩前の役名。書認官長にあたり，二人い
　た。sa＄inusubaの下にあって，　zuggu－
　niNsj　UU［十玉人衆⊃中に入っている。
hwieui⑪①（名）〔文〕ひとり。自語では
　eui　2i　L　i　5．　tanuinu　’juja　hukiti　？u－
　tu3irija　neraN，　N　’jamanuhwanu　gi－
　cini　’Nkati．［頼む夜や更けて音つれや
　ないらん　一一人由の端の　月に向かて〕心
　待ちにしていた夜は更けて，おとずれはな
　い。ひとり山の端の月に向かって待ちこが
　れているばかりだ。
hwi＝cuN・①（＝kaN，＝ci）e（自）引く。後へ
　さがる。また，滅ずる。？usjunu～．潮
　が引く。hUQkwinu～．腫れ力醜く。◎
　（他）引く。kurUma～．率を引く。　tii
　～．（子供などの）手を引く。また，（仕事
　などから）手を引く。　duu～．身を引く。
　sizi～．筋を引く。線を引く。9uukara
　saN～．　5から3を引く。　nukuzirisa－
　ani　kii～．のこぎりで太をひく。kuzi
　～．くじを引く。kaca～．かやを吊る。
hwi＝cuN①（（L£＝kaN，＝ci）弾く。　saNsiN
　（ku七uu）～．三三味線（琴）を弾く。
lzwi¢uru＃juNG）　（pt　wraN，　＝ti）　hwieu－
　ruujUNと匿｝じQ
hwicu・uu＝．iimeN①（自：1’aN，＝の細引く。
　のびのびになる。事がもつれ，解決などが
　延引する揚合にいう。hwiCurujuNとも
　、、　5　。　　sig紐七unu　　～●　　仕事力‘長目1　く　。
hwicuruumueuruu⑨（副）ま心心1くさま。
　事がもつれ解決などが長引くさま。～
　SjUN．
liwidama＠（名）hWiidamaと同じ。
hwidaixiageesien（名）hwiigeesiと岡じ。
hwidata＝jimr　＠（自＝raN，＝ti）（闘柄が）
　へだたる。疎遠になる。距離については
　hwizainijuN　とい5。？ujatu　QkW3du
　’ja嘆ga　hwidata七〇〇N．親と歪なのに疎遠
　になっている。
hwidati⑨（名）へだて。関係をさえぎる
　もの。疎遠にするもの。？iceewa　co　odee，
　nuu～nu？aga．崖会ったら兄弟だ。何
　の編てがあるものか。～mucuN．疎遠に
　なる。疎遠な感情をもつ。
hw dati＝jUN⑥（他＝raR，＝七i）（間柄を）隔
　てる。疎還にする。距離についてはhwi－
　zamijuN　という。
hw且磁r藍⑤（名）臼照り。皐越。　hjaaiとも
　いう。
hw避u①（名）辺土岬。沖縄本島北端の岬。
　また辺戸。賦地分参照。
hwiduLi①（名）　臼取り。　移珪ξ麦．結女昏●願力、
　け・普請・かまど作りなどについて吉霞を
　選ぶこと。
亙ΣwigaN⑨（名）彼岸。　hwiNgaNともいう。
　彼1翠iに行なう祭り　（，Neabi，　kab　i？aNZii）
　のことをもいう。
飯W董ga撒①（名）臼柄。日のよしあし。
kwigasa①（名）瞬傘。
hwigasi①（名）東。（（地））参照。
hwigataka①（名）臼おおい。　Rよけ。日光
　をさえぎるためのもの。hwiigatakaとも
　いう。
hwigu⑨（名）植物名。へこ（彬・羅）。
hwigwasi①（名）干菓子。
hwihwagi⑪（名）華笈（ひはつ）。胡椒に似
　た植物の名。実は芳香辛味がある。naka一
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kw韮iliwii・量kuz量
　minugeiimuN（豚料理の一種）などに入
　れて食べる。
hw量hwanazi⑪（名）花火。多くは線香花火。
kW量i⑪（名）火。ほのお。また，燈火。ま
　た，火事。～φkijUN．火を付ける。点火
　する。放火する。～nu？NZ圭jUN・火事が
　出る。
hwii⑰（名）非。非難されるべき悪いこと。
　Qcunu～？al〈agarasjuN．人の非をあば
　く。～？usujUN・悪事をかくす。～ka－
　ciniijuN．非をとらえる。
歎w簸⑪　（名）胃腸。　内臓。　～？UCUN．胃腸
　を悪くする。～簸ujoosaN．胃腸が弱い。
　hwiijoosaNともいう。
hwii◎（名）混。～hwijUN．屍をひる。
豆玉、v董i①　　（名）　（≡）日。　太陽　（七圭ida）。　また，　日
　光。～nu　l〈a七aNeOON。臼が傾いている。
　・vl｝U　nigi．太陽の熱。～nu，300ku　na－
　toON．臼の光が弱くなった。◎購。昼間。
　～nu　nagal《u　natoON。　日が長くなった。
　㊧日。こよみの上の日。～tujUN．　Hを選
　んで定める。転居・かまど作り・結婚など
　に吉日を選ぶことを多くい5。
hwii①（名）王妃。きさき。敬して？uhwii
　ともい5。王の正妻で，deemjno（大名，
　貴族）の身分の娘から選ばれ，佐敷（sas三一
　ci）間切の知行を受ける。王の妻妾には，
　hwii，　llu．ziN，9Umaの三種がある。
hwii①（名）緋。緋色。
hWi｛baa①（名）蛇の一一種。山かがし。hwii－
　buの卑称であるが，もっぱら由かがしを
　さす。
hwiibaasi⑪（名）火箸。
hwiibataraci⑪（名）e火事揚での鋤き。消
　火の仕事。◎転じて，一生懸命な鋤き。
hwiibii①（副）日に日に。～hwiiku　na一
　麟N・瞬に日に寒くなる。
kwiibu⑨（名）蛇。次の諺以外にはほとん
　ど使わない。miQkwanu～N？uziraN．
　盲蛇に怖じず。
hwiicaabaaee⑨（名）引っ張りだこ。引っ
　ばり合い，奪い合うこと。
hwiieaasjaa⑨（名）消防夫。一eaasjaaくca－
　asjuN（消す）。
hwiiceeem（名）引っ張り合い。～sjUN．
hwiici⑨（名）ひいき。偏愛。複合語として
　は，katabiic圭（えこひいき），　Qkwabiici
　（子どもびいき），tuzibiici（亡びいき）な
　ど。
hwiiciN⑲（名）〔新？〕平均。普通はtuna－
　miまたnarasiという。
hwiiciN⑪（名）布巾。ふいきん（九州方
　言）。
hwiidama⑥（名）火の霊。球状をなして空
　を飛ぶあやしい火で，火事を起こす魔物だ
　と信じられていた。また美女に化けるとも
　い5。hwidamaともいう。
hwi韮dukuru⑪（名）寒い所。寒冷地。
hwiigae董①（名）板塀。
｝iwiigataka①（名）hwigεしtakaと同じ。
hw圭igees⑩（名）火事のあった時，村の入り
　口などで鐘・太鼓を鳴らして火の霊を入れ
　ないようにするまじない。hwi肱mageesi
　ともいう。
hwiigttni⑨（名）寒い地方。寒い羅。？agレ
　guniの対。
hwiigurumaa⑨（名）〔新］蒸気船。蒸気船
　を見聞するようになったころの語。類語に
・　？agihwiigurumaa（おか蒸気）。
hwiihuci⑪（名）火吹き竹。
kwiihwaa⑪（名）あき｛表。藁むしろで作っ
　た穀物用のあき俵。
kwi圭kw轍uu⑪（名）θ全く平等。㊤勝負な
　し。議論などでどちらが勝ったか結果がわ
　からなくなったような星合にいう。㊧立ち
　消え。相談事などが立ち消えになってしま
　5よ5な場合にい5。
hwlihwinaN⑨（名）非難さるべき欠点。
hwiikwiraa⑥（名）よく屍をひる者。
hwiihwirikUZi⑪（名）空くじ。はずれたく
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hw温？iru
　じ。karakuziともい・5　Q
hwii？iru①（名）緋色。
hw輯oo闘N⑨（形）胃腸が野州い。
h“iikusasaN⑪（形）屍のにおいがしてくさ
　い。
hwiikusi＠（名）欠点。非難すべき点。？a－
　raN～gildti？wii？NzacaN．あらぬ難
　くせをつけて追い出した。～kagimijuN．
　他の非をにぎる。～nu　？uhusaru　mUN．
　難点の多い者。
薮w簸ku§！maQitai⑰（名）厩のようなもの。
　何も役に立たぬつまらぬもの。
hwiimak量①（名）太陽の熱に負けて弱るこ
　と。R射病など。
hw撫祀esaa⑪（名）下鋤き。火を燃やす者
　の意。台所仕事ばかりする者の卑称。
hwiiniiN⑨（名）〔新3平民。普通はhjaku－
　sjooという。
hwiimusi⑰（名）甘藷に食い入っている虫。
hwi量musjaa⑨（名）hwilmus圭のついた甘
　藷。虫食いいも。？irimusjaaともいう。
hwiimutaaN＠（名）火遊び。
hwiinaa⑰（名）火縄。しゅろめ毛で作り，
　火持ちがよく，マッチの不慮由な時代に農
　民がたばこの火のために多く用いた。
hwiinumutu　wh（名）火の元。
hwi圭nu撮φ⑨（名）火熱。火の熱。　hwiinu
　M91は太陽の熱。
hwiira⑨（名）へら。農具の一つ。苗を植え
　たり草を取ったりする屯の。
hwi動aa⑰（名）e油ξ絞。　ごきぶり。家麗の
　じめじめしたところなどにいる平たい黒茶
　色の虫。平たいものの意。◎南京虫。Qcu－
　kweebiiraaともいう。
hwiira＝CUN⑤（自mkaN，＝ei）疹（ひひら）
　ぐ。（切り傷・やけどなどが）ひりひり痛
　む。
hw翫oo⑨（名）肺結核。まれな語。「肺跨」
　に対応する。普通はtaNjaNmeeという。
hwiirtiii⑪（名）［焙炉］手あぶり用の小さ
　い火鉢。あんか。丸い土焼きで，上部にい
　くつも丸い穴がある。老入が暖をとるのに
　多く使われる。
hwi量s暗転ag就a⑨（副）寒さでがたがたす
　るさま。～sjUA「．
hwiisaguhwai⑨（名）寒さにこごえるピ
　と。
kwiisahusizi⑨（名）寒さよけ。防寒。
hwiisakur長sja（Pt（名）寒さに苦しむこと。
　”v　sJuN．
hwiisamagag⑰（名）寒さでちぢこまるこ
　と。
hwiisamaki⑨（名）寒さに負けて体をそこ
　なうこと。
’hwiisanuu⑰（名）悪寒。病的な寒さを感
　じ，体がぞくぞくすること。マラリヤの際
　の悪寒など。パsjUN．悪寒がする。
hwiisaN⑨（形）寒い。冷たし・はhwizuru－
　saNe
hwiisa2uniii⑪（名）寒がり。寒がるdと。
　また，寒煽る者。
hM’iisieaa⑰（名）十能。おき・炭火を取る
　ための道具。
hW撫a批⑪（名）羽織に似た，冬用の着物の
　名。そでは長く，すそは短い。男女用。裏
　にmuNpa（裏地用の厚い綿箱）を付けた
　ものが普通であるが，綿を入れたものもあ
　る。
韮■wiitaQtaa⑪（名）火ぶくれ。やけどで皮虞
　がふくれること。またその箇藤。
hwiitatii⑪（名）θのろし。舟などへの合図
　として用いられた。O煙突。
hwiitatii㎜00⑪（名）hWiitatimOOと同じ。
hwiitatimoo⑪（名）のろし台。のろしを上
　げる揚飯。
hsvl髭eeg壼kijaa⑪　　たきつけ。　teegikijUN
　はたきつける。
h、磁加⑰（名）いるか。名護湾に大群をなし
　て押し寄せることがあり，その時は名護全
　体が戦揚のような騒ぎとなる。
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｝1｝vMtui⑨（名）煙草盆に入れる火種用の小
　さい火鉢。首里では上晶に？UCIriもuiと
　いうことが多い。
hwii2uci①（名）忌中。死後の四十九一間。
hw蓋za⑪（名）（袴などの）ひだ。
hwiizaa（D（名）やぎ。その小児語はbee－
　bee．
hwiizaa⑪（名）［樋川］かけひ（覧）。その
　小児語はやぎのそれと陶じくbeebee。
hwi量zaagaa⑪（名）湧き水をかけひで引い
　て，水を汲めるようにしたところ。一gaa
　＜kaa’（井戸）。
hwiizaa？uzoO⑪（名）首里城の門の名。？U－
　gugikuの項参照。
hwiizii⑨（名）平常。ふだん。
hwiizi＝juN①　（自＝raN，＝ti）　泣く。　上流
　階級の用いた上贔な語。hw圭呈zim類eeN．
　お泣きになる。nuuNdici？U！　zoo　hwi二一
　zimi亭eega．なぜあなたはお泣きになるの
　か。
hw量癖kee⑨（名）放火。火付け。～s釦N・
hwiizimi⑨（名）火攻め。焼き打ち。
hWiiziNtoo⑪（名）幼児の遊戯の名a左右
　の一方の手のひらに他方のひじをのせ，離
　し，それを左右交互にくりかえしながら歌
　を歌うもの。幼児に運動させるための遊戯
　である。si圭jaabuuともいう。
hwiizirl⑰（名）火のついたたきぎの切れば
　し。燃えさし。
hw藍覗uN①（他”gaN，＝zi）eひしぐ。押
　しつぶす。◎いじめる。
kwi　＝juN⑨（自＝raN，”Qci）干る。？usju一
　捻u～．潮が干る。sirunu～．汁が干る。
　煮物の水分がなくなる。
hwi＝juN⑪（弛＝raN，＝Qci）ひる。　haka
　～・くし．　一？みをする。hwi圭～・混をひ
　る。
hwi＝juN①（自mraN，”ti）減る。　hwina－
　jUN　ともいう。　題inu～．　負債が減る。
　haNmeenu～・食糧が減る。　hwiti？i一
　CtlN．減っていく。
hw量樋UN①（他z・1’aN，＝t1）経る。経過す
　る。dee～・隼代を経過する。寸猛代を経
　る。
hwijUim④（名）平癒。病気の全快：。　naga－
　wacaree　sjootagliga～sjaN．長く寝て
　いたが，全快した。
hwijuu⑨　（名）　El傭とり。　臼雇い労務者。
hwikariO（名）e光。　hwicaiと岡じ。◎
　威光。また，名誉。ほまれ。その敬語は
　？uhwikari。？ujanu～najUN．親の名
　誉になる。～taCUN．長尻が高くなる。
hwikasa＝rijuN①（自＝riraN，＝Qti）愛情
　に弓iかされる。また，誘惑さ；れる。
hw量ka多量①（名）日数。
hwikec①（名）（∋控え。写し。副塞。◎控
　え。そばに控える者。
kee＝juN①（他＝raN，＝ti）（∋控える。
　写しを取る。◎控える。控えて待つ。㊤控
　え翼にする。また，ためらう。
hwikeezu①（名）θ控え所。官公庁などの
　待合蓋。◎特に葬式の時，式が終わって葬
　列の発するまで待つ所。
hw董kiN①（名）北京。　hwiciNともいう。
hwikusaN⑨（形）低い。（空間的位澄，ま
　た身分などが）低い。
hwima①（名）暇。～kwijUN．蝦をやる。
　休畷をやる。　～？Nzasj租N．蝦を出す。
　解雇する。
hw韮madaari①（名）空しく暇をつぶすこ
　と。空しく徒食すること。賃金をかせげな
　いでいること。
hwi㎜asiimuN①（名）ひま人。
hwi㎜3s加菱①〔文〕日増しに。臼に臼に。：
語はhwiibii。
hwim量caa①（名）嚇息やみ。
hwiniiei①（名）喘患。～gusuguSu。喘息
　で苦しむさま。
hw量㎜聾｛藍ui⑩（名）霞帰り。
hwimuN⑪（名）碑文。金石文。
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hwinaa◎（名）すね者。ひねくれ者。hwiN一一
　s5aaとも1，・5。
h－vinagata⑪（名）θ雛型。実物の模型。
　o手本。様式。書式。
薮wi勲a＝jUN①（自＝raN，＝ti）減る。少な
　くなる。また，摩減する。，watanu～．
　腹が滅る』hwinarasjUN．減らす。
hwinaka①（名）半EI。
hwinakasigutu①（名）半K仕事。
hw量naz量⑨（名）辺名地。（（地》参照。
hwinii⑪（名）ひのえ（丙）。十干の第三位。
kwini＝juN⑥（他＝raN，　mt・i）ひねる。ねじ：
　る。盗る。koowiiruu～．こよりをよる。
h｝vinubi①（名）濤廷べ。延期。
hwimiei⑨（名）檜（ひのき）。
hwimukaN⑰（名）火の神。かまどの神。
　？UMiCimUN　ともいう。
hwlnuku⑥（名）辺野古。《地））参照。
kw加瀧u⑲（名）ひとの（丁）。十干の第四
　位。
hwiN⑨（名）変。おかしいこと。また，す
　ねること。反鮒。？aree　l〈unugu「u～
　doo．彼はこのごろ変だぞ。～lta｝nUN．
　変なもの。また，すね者。ひねくれ考。
　hwinaa，　hwiNsjaaともいう。～sjUN．
　すねる。ひねくれる。
hwiN①（名）辺。あたり。　maanu～ga．
　どの辺か。
hwiN一（接頭）動詞につき，急に・はげしく
　などの意を表わす。ひん。hwiNmudijuN
　（強くつねる，ひんねじる），hwiNmaga－
　jLIN（ひん独がる），　hwiNtubi（ふつ飛ぶ
　こと）など。
hwiNb董N⑨（名）返弁。返済。　hwiNbinoo
　caaki　caaki．借りたものを返すのはでき
　るだけ早く。
hwiNcaa？Nma⑪（名）怒って人にかみつい
　たりする馬。暴れやすい馬。
hwlNei⑪（名）急に気が変わって反抗的に
　なること。人・馬などが，急に不機嫌にな
　ること。～sjUN．急に気が変わって怒り
　出す。～na　mUN．急に不機嫌になる考。
hWiNgaa①（名）（顔などに）垢がたまって
　いる者。
hwiNgaamajaa①（名）hwiNgaaと同じ。
　majaaは猫。猫はしょっちゆ5顔を洗っ
　ているので，猫の顔はいつもよごれている
　と見たのであろ5。
hw董NgaN⑪（名）hwigaNと同じ。
hwiNgawsjuN⑪（他＝saN，＃ci）eのがす。
　逃がす。◎（子どもなどを）死なす。平民
　が使う。’warabaa～．子どもを死なす。
　sinasjUNをさけて言ったもの。
飯w贈9蓋＝juN⑨（自二raN，　mヒi）逃げる。
hwiNgima”ai⑪（名）逃げ回ること。仕事
　から逃げ園る揚合などにもいう。～sjUN．
kwiNgl？Nnia⑨（名）放れ馬。逃げ出した
　馬。
hw鱈9腿②（名）垢。「へぐろ」（九州方言，島忠
　の意）に対応する語か。～φcuN・垢が付
　く。～nu　tamati　hwiiyasaaidu　？ukusju－
　ru．垢がたまってへらで起こすほどだ。
kW董NgU，oogaei①（副）垢だらけ。垢がた
　まったさま。まだらにょごれたさまは？a－
　jagaciko◎gaciという。
kWiNkee①（名）口答え。目上へめ反抗的
　な返答Q～sjUN．
hwiNpaaga＝ju－N⑨（霞＝xaN，＝ti）ひん曲
　がる。強く曲がる。
hwi mudi＝一juiN⑨（弛＝raN，＝ti）強くね
　じる。強くつねる。
hwiNnaa①（名）畳寝ばかりする者。
liwlNRi①（名）燈寝。～sj　UN．
hw董r　Tiiuga＝sju「N⑪（他＝saN，＝ci）すり抜
　けさせる。すり抜けられて逃がす。
kw；N獄穫9遍がN⑨（自・・rraN，＝もi）すり抜
　ける。すり抜けて逃げる。
hwiNpuN⑪（名）家の前にある塀。門前か
　ら家の中を見透かされるのを防ぐためのも
　ので，石を立てたものもcinibu（竹で編
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　んだもの）を使ったものもある。
kwiNrii①（名）返礼。お返しを贈ること。
　．v　sjuN・
hwiNsee①（名）返済。儀金を返すこと。～
　SjUN．
hwi1　’sjaa　O（名）ひねくれ者。すね者。
　hxyinaaと同じ。
蔓・wiNS窺u⑨（名）貧乏。
hwiNsuugurasi⑪（名）貧乏暮らし。
hw三NsuumuN⑨（名）貧乏者。？weekiNeu
　（金持ち）の対。～nu　taka’iitaNnee．貧
　乏者が鷹をもらったよ5。大変な旧び方の
　形容。鬼の首を取ったよう。鷹は富貴な入
　のものとされるのでこういう。
hwiNtoo①（名）返答。
hwiNtuen（名）つと。わらつと。持ち運ぶ
　ために，食物を藁・芭蕉の藥などで包んだ
　もの。つとにした弁当。首里ではbiNtoo
　ということが多い。
hwiN｛ubi⑪（名）ふつ飛ぶこと。すっ飛ぶ
　こと。～sj　LI　N．ふつ飛ぶ。すっ飛ぶ。
hW量Nmna⑨（名）辺土名。＜＜地））参照。
hwiNzi＝juN＠　（va　＝raN，　＝ti）　’nwiNgijuN
　と同じ。
｝11viNz三inul①（名）反逆者。また，不良。
　村の総意に従わないならず者など。
hwiQcaa＝sjuN（D　（IUf　＝saN，　＝ei）　hwieaa一一
　sjUN　と「司じ。
hwiQeati＝ji｝N①（他＝xaN，＝ti）∈）ひつさ
　げるよ5にして持ち上げる。重い物を地
　面か．ら持ち上げる場合などにい5。◎（金
　などを）一時的に借りる。hjaQkwaNbi－
　keeN　hwiQcatiraci　l〈wixaNna．銭100
　貫ばかり一時貸してくれないか。
hwiQcatiruu⑪（名）∈）一時的に金を借りる
　こと。一一一wy的に金を融通してもらうこと。
　O方方で金を借り歩く者。
hw量Qcatiruuni董hici⑪（名）＝本入に相談な
　く不意に嫁がせる結婚。金銭などを受け
　取って出渓りの女を老人に嫁がせる揚合な
　どに多い。
hwiQcee＝．iuN①（自＝raN，＝ti）ひつくり返
　える。m呈i　hwiQceerasjuN．目を回す。
　気絶する。
kw三Qcee＝sjuN④（霞＝saN，＝ci）（病気が）
　ぶbかえす。huikeesjuN，　hUQceesjuNと
　もvb；。，jaNrneeRU～。病気がぶりかえ
　す。
hwiQeii⑨（名）一R。また，一G中。終日。
　月の第一購はgiitaci。～ja　kuutuguutu
　nul〈ubaajUN．［ヨーEと暖かくなる。
hwiQciibaruu⑨（名）一日がかりの畑仕事。
　畑に出たままダー霞家に帰らずにする畑仕
　事。遠くに畑のある者が畳の弁当持参でそ
　うする。
hwiQC曇ig猛s韮i⑪（名）一日おき。隔日。
hwiQ｛盛iju、Q¢簸⑨（名）一一日中。朝から晩ま
　で。ひねもす。多くは悪い意味の時いう。
　～㎜umu　ljunuN．朝から晩までおしゃべ
　りする。
hwiQeiisikucipm（名）一日仕事。朝から晩
　までかかる量の仕事。
h Qe珂 N⑰（弛＝raN，＝Qci）e引き切
　る。引きちぎる。gina　hwiQciQCOON．縄
　を引きちぎっている。◎（金銭・贔物など
　を）切らす。ziN　hw輪ciQeoON・金を切
　らしている。
hwiQgiki＝jUN①（弛＝raN，＝ti）ひっつけ
　る。　くっつける。
hwiQch’aka”aciraen（副）切らしがちなさ
　ま。（金：銭・品物などが）不足がちなさま。
　～sjOON．切らしがちである。
hwiQcira＝sjuN①、（他：：aN，　mei）（金：銭・
　晶物などを）切らす。
hwiQciri蓑｝藍（；⊇ciri⑪　　（副）　　（≡）切2・し切れG　　㍉、　く
　つにも小さく一切れたさま。◎小きざみ。細
　かく切りきざむさま。また，（金などを）
　少しずつ支出するさま。
hwiQciri＝沁N①（自＝yaN，＝ti）（金銭や品
　物が）切れる。
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鼓w玲eirl罫N㎜煎⑪（名）こま切れの計算。
　ぱらぱらの能率の悪い計算。
hwiQcir量zuuteeew（名）生活費などが不足
　がちの所帯。金を切らしがちな所帯。ま
　た，毎厳金が小きざみに入るよらな噺帯。
hwiQcoo⑪（名）比較。比べること。？wee－
　ki－Neut，u　liwiNsuumuNtu　一vja　nara－
　Nsa・金持ちと貧乏人と比較はできないよ。
hwiQkaki＝juN①（他篇raN，＝ti）ひつ掛け
　る。鈎などに掛｝ナて下げる。
hwiQkataN＝euN①（自＝kaA「，＝ci）㊦没頭
　する。熱中する。傾倒する。gakumuRu－
　Nka三～．学問に没頭する。　O一辺倒とな
　る。
kwiQkumu＝．iul　（t）　（ge　＝yaN，　＝ti）　＝s　l　ti
　こもる。，5a我澄akai　hwiQkumuti　maa－
　NkaiN？Nz硬aN。家に弓【きこもってどこ
　にも鳩ない6
hwiQku＝nul　’　（1）（自＝maN，想di）引っこむ。
　また，i家などに引きこもる。　miigaa～・痩
　労してまぶたがくぼむ。
hw燈pa汰ゴ3pa三⑨（副）（着物・皮麟など
　カミ）　　弓9きつったさま。　　ei賛nu　～　sjoONg
　引っ張られたような着物の蒲かたをしてい
　る。
hwiQpa＝juN⑦（他＝raN，　mti）（∋引っ張る。
　◎着物にのりをつけてピンとさせる。着物
　をきちんと，さっぱりと下る。sil｛utajuN
　の購。⑱転じて，派手にする。羽振りよく
　する。威勢よくする。hwiQpati　？aQeuN．
　羽振りよく暮らす。
｝iwiQpaku⑨（名）逼迫3貧：乏で困窮するこ
　と。～S300N．貧乏で生活に苦しんでい
　る。
hwiQ§a＝euN　e）（他＝kaN，・・ci）引きi裂く。
hw量Qsagi・jUN㊦（他wraN，＝嫉）　ひっさげ
　る。さ　if“て持つ。
hwiQsaN⑪（名）［筆箕］読み書きそろばん。
hwiQsaN⑨（形）薄い。（厚み。濃度が）薄
　い。kabinu～．紙が薄い。　karazinu～．
　髪が薄い。？ucanu～。お茶が薄い。
hwiQsaNniN①（名）平民で学問のある入。
　平民で読み書きそろばんなどのできる入。
kwiQsja⑭（名）こ筆者］役職名。脚下の役
　断（hjoozoozuなど）の書記宮。
hw亘Qsui①（副）びくん。ずきん。どきん。
ぎくり。
hwiQsulhwiQsui①（副）びくんびくん。動
　脈が動くさま。また，ずきんずきん。脈打つ
　よ5・に痛むさま。また，どきんどきん。非
　難などが胸にこたえるさま。hjUurucinu
　～．ひよめきがびくんびくん。haanu，」翫
　di～sjUN・歯がずきんずきんと痛む。
　，Nninu～sjUN．胸がどきんどきんする。
胸がぎくりとする。
hwiQSuimikamsjuN①（自＝saN，＝ci）びく
　んとする。ずきんと痛む。どきんとする。
　ぎくりとする。
hwiQt．Rku＝juN①（他＝raN，＝ti）ひったく
　る。荒荒しく奪い取る。
hwiQtaku㎜aQ’takump幅1）ぺちゃくちゃ。
　おしゃべりするさま。～sjUN・
hwiQtiN⑨neeN⑪（句）（子供が一人で遊
　び）世：話が要らない。？anu，warabee～．
　あの子は世話がやけない。
hwiQtu＝．iuN①（他＝raN，＝ti）強く取る。
　残らず取る。取ってしまう。
hw圭Qtu媒uga＝s麺N④（自＝saN，＝ci）けし
　飛ぶ。また，不意に行ってしま5。
hwira①（名）坂。「猶子ひて黄泉沈良坂の
　坂本に劃る時に（古二物．と巻）」の「比良」
　と関係ある語かと思われ，「比良」もまた
　坂の意であったかと思われる。また，
　nuhwanu？isikubirl［研野波の石くび
　り］，minimakubiri［みにまくびり］など
　の語の語末の部分と関係あるか。なお，
　sakuhw疑a（急な坂）という語もある。
hwiraa①（名）平たいもの。
hwiracis．iuuhuO）（名）家屋などの解体修理。
hw　h’a＝cuN⑨　　（イ也　 ＝kaN，　”ci）　　開　く　。　haka
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　～．（葬式などで）墓を開く（haka？aki－
　jUN　ともいえる）。？uzuu～．璽箱（の
　ごちそう）を開く（？UZUU？akijUNとは
　いわない）。
kWiragaQkoO①（名）〔平等学校］sjuimi－
　hwira　E首里三平等〕に一つずつ計蕪つ鐙
　かれていた中等教育の学校。kukugaku
　〔罵学］（大学相当）の下，muragaQkoo
　［村学校］（小学校糊当）の上。
hw量rag麟⑪（名）［平組］e平組み。より
　糸三本を平たく編んだもの。◎清朝時代の
　中国男子の弁髪。tooja～，ja拠atoo　ka－
　Npuu，　saraba　？ueinanu　1〈atakasira．
　［唐や平組　大和やかんぷう　さらば沖縄
　の学説］唐は弁髪，大和はちょんまげ，そ
　して沖縄のかたかしら。㊤〔新〕女学生な
　どが竺つ編みに編んで下げた髪。
｝群言膿kwa「9usa⑨（名）おおばこ（車葡草）。
　野草として，煎じて飲んだり，雑炊に入れ
　て炊いたり，根太の吸い幽し膏薬にした
　り，種々の病に効く。hwiruhwagusaと
　もいう。
h．wirajae三i⑪（名）料理名。　？Nnlul〈uzi－
　hwirajaciiと嗣じ。
h｝virajakuniN①（名）〔平等役人］hwirazu
　［平等所〕に務める役入。
hwira＝juN⑪（他＝aN，＝ti）つきあう。交
　際する。また，（欝上に）仕える。謙（へ）
　り合う意か。嬢u～．人とつきあ5♂utu
　～．夫に仕える。hwlrajuru　sitUN，uvaN・
　仕えるべき姑もいない。
hwivakaa⑪（名）平川。《地）〉参照。
hw三rakaa㎜uz韮⑨（名）まli｛し麦。
liwirakazasjuN⑨（他msaN，＝ci）e平らに
　する。押しつぶす。ぺちやんこにする。◎
　（喧嘩の枳手を）やっつける。
鼓w量rak面UN⑪伯＝1“aAT，＝ti）θ平たくな
　る。ぺちゃんこになる。◎疲れてすわり込
　んでしまう。
hwiraki＝juN⑪（薗＝raN，＝ti）開（ひら）け
　る。開化する。
hwiraku＝nUN①（自竃maN，＝di）しびれる。
　hwisja～．足がしびれる。
hwk’amaagaa⑨（名）hw圭ramaagiと同じ。
hw ramaagl⑨（名）平松。枝が低く平らに
　広がった松。？ujamahwiramaglnu，ju－
　damueinu　eurasa，　？ujamamijarabinu
　tihuizurasa．［大山平松の　枝持ちの渚ら
　さ　大山みやらべの　手振清らさコ大概の
　平松の枝ぶりは美しく，大山の乙女の踊る
　手振りは美しい。
hwirami＝jutN①（他＝vaN，＝ti）平らにす
　る。平たくする。lnily．i～・：耳をすま．す。
　耳を傾ける。また，（動物などが）耳を立
　てる。
hwiramus三ru⑨（名）おおたにわたり。暖
　国の陰地に塵する水龍骨科貫衆（やぶそて
　つ）属の植物。
hwiramush’！tu⑪（名）hwiraniusiyuと岡
　じ。
hwiranuc｛⑲（名）籏（おさ）に経糸を二本ず
　つ通して織った普通の廊。？US3aami圭（四
　本ずつ通したもの）の欝。
hwir蹴usuba⑲（名）〔古〕〔平等の側］廃
　藩前の役名。法務長i官にあたる。zuug’u－
　niNsjuu［十五入衆〕のひとり。
hwiraN⑪（名）hWiraNmeeと岡じ。
hwiyaNinee⑨（名）麦飯。大麦の押し麦だ
　けをたいたものをいう。
hwh’aQteeN①（副）平たく。平らに。ぺしゃ
　んこに。べたんと、，
hwirasaN①（形）平たい。平らである。ま
　た，押しつぶされて，ぺしゃんこである。
　hwiraku’ijUN．あぐらをかく。hwiraku
　na3abira．あぐらをかきましょ5。
h｝via’ata①（名）平田。《地》参照。
hw蒸r脇U①（名）［平等所］廃藩勝の役所の
　名。警察署・裁判断・刑務飯を兼ねた役
　所。
hsvh’ee⑪（名）付き合い。交際。また，藏上
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　へ仕えること。＜hwirajUN。複合語は
　一bireeの項参照。
hwireegurii⑥（名）付き合いにくい者。気
　むずかしい者。
hsvireegurisapl⑰（形）付き合いにくい。気
　むずかしく，交際しにくい。
hwk’eejaQsaA’⑰（形）付き合いやすい。気
　安い。心安い。
ぬw三reen豊醇U⑨（名）付き合っている入び
　と。Hごろ，交際している人びと。
｝lwii’i⑨（名）eへり。ふち。◎畳のへりの
　布。
｝lwiri①（名）滅り。減ること。kunu　ku一
　！nee～nu　neeraN．この米は（精米して）滅
　りが少ない。
hwirihoowjn”N⑪（他＝raN，＝ti）（麗など
　を）ひり散らす。やたらに屍をする。
｝iwh’ihwirii⑪（副）下痢するさま。＜hwi－
　jUN。～sjUN・下痢する。
hwiri嚢Nga㎜i⑪（名）つまみ食い。拾って食
　ら意。
hwi＝ri．iuN①（催頃raN，＝Qti）捨5。hW玉一
　rajuNとはあまり卜わない。　zi聾～．金：
　を拾う。
hwirikuma＝ju”N；①　（自＝raN，＝乞i）（遊里
　などに）入りびたる、流連する。zurinu－
　jaa鍛akai～．遊郭に入りびたる。
hwiriku＝nuN⑥（自＝maN，　＝di）入りびた
　る。Qcunujaanakai～．入の家に入りび
　たる。
】・wil’isju⑨（名）干潮。hwiisju，またhwi－
　cisjuともL・う。
hwiru⑨（名）e尋。長さの単位。昔は窟の
　長さ，井戸の深さなどすべて尋で討った。
　1｛unu　nunoO～nu？amatoON．この；布は
　長さがたっぷりあるσ◎（按羅）尋。cu－
　hwiru（一尋），　ta｝lwil’il（二尋）など。
hwiru①（名）大蒜（にんにく）。
hwi1’u①（名）畳。臼中。
hwirugai①（名）θ広がり。　O子孫がふえ
　栄えること。cUiNgwanu～．一人っ子か
　らたくさんの子孫ができ，栄えること。
hwimg脳juN①（自＝raN，＝ti）広がる。広
　くなる。また，蔓延。伝播・流布する。ま
　た，（子孫が）広がる。繁殖ナる。
hwh’ugi＝juN①　（他＝raN，＝ti）広げる。
　？ucukwii～・ふろしきを広げる。
　Ql〈wa？Niy．iaga～．子孫を繁殖させる。
hwirugttstirimuN⑨（名）なま輿いもの。
　魚特有の悪奥を放つもの。
hwirugllsasaN⑪（形）なま奥い。魚特有の
　においがする。
hWk’uhwa’gusa⑰（名）hwirahwagusaと
　同じ。
kwiruma⑨（名）e午後。畳過ぎ。◎hwi－
　1’UIMamLIN（午後の食事）の略。
h－viruma＝．iuN⑨（自　＝raN，＝ti）広まる。
　普及する。あまねく伝わる。
hwk’umamuN⑨（名）午後（3時ごろ）す
　る食事。労働をする者などがsutumiti－
　muN（朝飯），？asabaN（蟹飯），’juubaN
　（夕飯）の三食：のほかに，午後にとる軽い
　食事。丁寧にはhwiruma？ubuN，　mi－
　hWiruma？ubUNとい5Q
hwii’iimasjaN⑨（形）不思議である。怪し
　い。奇妙である。いぶかしい。珍しい事件
　などについてい5。hwirumasii　kutu．
　不、思議なこと。珍しい，怪しい事。
hwh’uma2ubロN⑪（名）hwirumamuN（午
　後にとる軽食）の敬語・丁寧語。
hwlrumi＝juN⑪（他wraN，＝ちi）広める。拡
　張・宜伝・流布する。
hwirusaN⑪（形）広い。（空間・交際・知識・
　心などが）広い。sibasaN（狭い）の対。
hwir撮蓋⑪（名）［披露］訴訟。裁判に訴える
　こと。～S麺N・訴訟するb
hwiruUh茎ruu①（副）広広と。～S．i　00N．
　広広としている。
hwlruzi⑨（名）広い揚繭。広場・広間など。
hwまr腿＝z双N⑨（他a・gaN，＝zi）布の長さな
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　どを，尋で計る。nunu～．潜の長さを尋で
　計る。caQsaga？ara　hwiruzi，NNdee．
　何尋あるか計って見ろ。
hw童ruzuu①（名）畳中。終E｝。
hwi隙琶量＝jUN①（他翻aN，＝ti）ひっさげる。
　手にさげる。hwisagix’ayiiru？ataii・手
　にさげられるぐらいか。
hW慰⑪（名）工二瀬コ満潮の時は隠れ，干潮
　になると現われる岩や洲。大隅風土寵の
　「海中之洲者隼人俗語云必至」の「必至（ひ
　し）と比較される。　～11i　’uru毛uija　mi－
　cisju　？uramijui，　’wamiJ’a　？akagieinu
　tuidu”tlll・amijul’u．［干瀬に居る鳥や溝
　潮擬みゆい　我身や暁の　鳥ど恨みゆるコ
　沖の石にいる鳥は満潮を恨むが，わたしは
　恋人との別れを知らせるあかつきの鳥が恨
　めしい。
難w減①（名）縫。～sjUN．権をする。
hw観h麗aa⑪（名）うすっぺらな布地。
hwis韮ca①（名）平敷歴。（（tLD＞参照。
hsvisici①（名）平敷。《地力参照。
hwi§漁w董s量①（副）eずきずき。脈打つよう
　に痛むさま。haanu～，ja丑UN．1聰がずき
　ずき痛む。⑫ひしひし。びしびし。（非難
　などが）胸にこたえるさま。～？a毛ajUN・
　ひしひしと胸にこたえる。～nucihwici
　sjUN．びしびしと非を指摘する。
hw圭畷⑨（名）薄いもの。
籔w細＝juN⑨（慮：1’ca．N，＝ti）（厚み・濃さが）
　薄くなる。
11w繰k撮瑠冊⑨（名）薄物を通して見える物
　のかげ。～111iijl／IN．瀞物を通して物のか
　げが見え翫
｝lwi　s　iN＝etlN①（飽＝kaN，＝ci）手工くさし
　こむ。押しこむ。
hw韮＄餐註N⑪（形）hwi（≧saNと岡じ。
塁1、v三s，a①（名）JI三。足首より下をも夏三全体
　をもいう。ギひざ」に対応する語か。～毛a－
　kudi’ieOON．足をたたんで坐っている。
　すなわち，無為徒食している。また，楽を
　して何もしないでいる。kumaja　raku－
　ral〈utu　t一一　tal〈udi　’ututi，　murabaru一一
　Ruhjaaga　hakarig’utu　tajuti…ここまや
　楽々と　ひしやたくで居とて　村原の比屋
　が　謀たよて…（大川敵討）］こちらは楽々
　とすわっていて，村原の比歴iの謀りごと
　を利用して…。hwisjanu，Nl餓juru　ma－
　ma。足の向くまま。どこに行くというM
　的もなく。これには？asinu，Nlcajuru
　m我ma．ともい5。hwisja　hagoosaN．
　足元が気味が悪い。藪などで蛇を恐れる時
　などにいらQ
数wisjabun量①（名）足の骨。
hw藍sjadakaa⑪（名）背伸び。つま先立ち。
　～sjUN．背伸びする。
hwisjadarusaN①（形）足力｛だるい。
hwisjakag’a①（名）足跡。踏んだ足のかた。
hwisjaku｝｝i①（名）足首。
hW童sjamaNci①（名）端坐。正坐。～sjUN．
　端坐する。
hw重S．iamOO⑨（名）足無し。是の無い者。
hW量sjamookaa⑪（名）足の無い者。足無
　し。鴬項と次項の卑称。
hwisjanioolscuU⑪（名）足の無い者。足無
　し。hwisjamOoの卑称。
hwis．ianaa⑰（名）足の解。
hwisjanuwata⑪（名）足の褻。また，土ふ
　まず。wataは腹。
hw量s．i　as量r三盛⑪（名）足ずり。子供が身を
　もがいて足をするのをい5。
hw量s．iftz量kara　（1）（名）騰1力。足の力。～nLl
　neeN・（病後などに）足のカがない。
kw量s乳⑩（名）［新／砒索。
hwisa⑪（名）下鋲。～’jaN．下手だ。～na
　kutu　sju凡まずい事をする。
hW童m盃⑲（副）ひたすら。～ni　ziNmoO－
　k琢ukubikee王．ひたすら金もうげばかり。
hwis　ll　（i）　（名）　〔文〕　ノ、。　1＝｝薯吾1ま　（～eUQ　～nu
　kUkuru。入の心。
hwi搬φ㊤（名）　〔文〕一つ。口語は七iigi。
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　tul〈eja　hwi4amitiN　tiru　gici3’a　i一．　［？pt
　海や隔めても　照る月や一つコ海はへだて
　ても照る月は一つ。
hwimnagee①（名）［文］人違い。　Ltl．daは
　Qeumagee，　QcubaQpee．　hwitumage，ia
　？arani　mi多isiτa多i　satume．こ人まがひや
　あらに　見ず知らず里前（手水野縁）］人違
　いではありませんか，見ず知らずのお方。
hwitumasaiev（名）〔文〕人にまさってい
　ること。satuja　hana＠akai～’jariba．
　［里や花盛り　人まさりやれば（手水之縁）］
　恋しいあのかたは若い花盛りで，人よりも
　すぐれているから。
hWitmnusudu①（名）〔文］人さらい。　QCU－
　nusuduの文語。
hwiza①（名）比謝。〈（　ig　））参照。
hwiza①（名）比嘉。（（地力参照。
hwizagaa⑨（名）姥謝川。川の名。中頭郡
　にあり西海岸に注ぐ。
hwiza｝iOO⑨（名）東の方。農村で多くいう
　語。隅一では普通？agarikataといろ。
hw量za量⑨　（名）　左。
量■w重za描搬鍵gaa⑨（名）泥棒の劉名。左手
　が長iい者の意。
hwizaigaQti⑨（名）左きき。　hwizajaaと
　もいう。
hWgza量guN⑪（名）一部の飯と汁を反：対に
　澱くこと。飯左，汁右が正しく，反離にす
　ると作法に反する。左組みの意。
hwizaimacaa⑨（名）左巻き。つむじが左
　巻きめ者。また，一一癖ある者。
hw蓬zai㎜ig掘⑨（名）左前。経営が5まく
　行かないこと。また，経営が下手なこと。
　A一　Qsi　muutumadi　neeN　nataN．　ptti　wa’”’
　が左前になって元手まで無くなった。
hw玉zainuudii⑪　（名）　音痴。　声カミ調子垂まS”
　れな者。hwizai（左）は不器用の意。
hwizai？ucaasi⑨（名）着物を野営に着るこ
　と。古くは左前の風があったのか，農村の
　老：女などに見掛けられる。教養の無いかっ
　こうとされている。sjUi　nahwani　nubu－
　ti，　sudi　hujuril　siNsi，　’unazaraja　na－
　IIIaN　hwizai？ucasi．いなかから首里・那
　覇に上って蝕を振って歩く田紳，奥方は今
　でも左誘に着物を括る。廃藩後の田舎紳士
　を皮肉った歌。
hwizaizii⑪（名）左文字。印鑑などのよ51
　に，裏側から見た字。
hWizajaa⑪（名）左きき。左ぎっちょ。
　hw z igaQ七iともいう。
hwlzamamjuN⑨（wa　；一raN，　＝ti）へだた
　る。間にはいってへだたる。また，距離が
　離れる。mllxa　tiiφhwizamatooN．村
　一つはさんで離れている。
hwizami⑨（名）eへだて。闘をへだてる
　もの。～nu　neeraN・間をへだてる物が
　ない。～？UQtuti　zaa　tiigi　nasjUN．へ
　だてを取り払って一つの座敷にする。
　◎（接尾）…をへだてるもの。…をへだてだ
　隣。1rubihwizami（壁をへだてること。壁1
　一つへだてた隣）など。
liwizaini＝沁K⑨（他＝r鼠N，＝ti）へだてる。．
　間に入れてへだてる。また，距離をへだて
　る。離れる。？amatu　kuma七〇〇％mi
　hwiz mitooN．あそことこことは海をへ・
　だてている。saNVi　liwizami七〇〇N．3塁．
　をへだてている。kaama　hwizamitooN・
　遠く離れている。
hwセ躍U9匠saX⑨（形）不器用らしい。ぎご
　ちない。また，（姿が）ぶかっこ5である。
　おろかしく見える。・
hw三zar臓⑩（名）θ不器用。ぶかっこう。
　また，そのような者。◎間が悪いこと。ば
つが悪いこと。～najUN．ばつが悪くな
　る。
hwiza2uNna⑥（名）東恩納。（（地））参照。
hwizi⑨（名）返事。～hwiNtoo．返事返
　答。hwiziを強めたことば。
hwizi①（名）（∋ひげ。複合語としては，
　？waahwizi（鼻ひげ），　sieahwizi（あごぴ
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　げ），hwlzimoo（ひげなし），，jamahwi－
　zaa（ひげだらけの入）など。◎植物のひ
　げ根。～sasjUN．ひげ根が出る。ひげ根
　が伸びて行く。
hwizi①（名）比地。《地））参照。
hw量z蓋磁⑨（名）　樽（ひ）。機織りの器具の
　名。緯糸を巻いた管を入れるもの。舟型を
　しており，これを上下に関いた経糸の闘に
　差し入れて，布を織る。高機のは小さく，
　地機のは大きい。
hwizigee①（名）hwizikeeと同じ。
hwiz量geeina9圭i①（名）腕の太い者。腕っ
　ぶしの強い者。
hwizikee①＊（名）肘。また，肘を中心とし
　た腕。腕っぷし。hwiz圭geeともい5。
hwizimoo⑨（名）ひげ無し。ひげの無い
　人。？utugeenaNduruu（おとがいすべす
　べ），haameegira（ばあさんづら）など
　ともい5。
hwizui⑨（名）冷え。冷えこむこと。また，
　冷気。～？i3UN．冷気におかされる。冷
　えこんで病気になる。
hwizuicii⑰　（名）冷えこむと起きる病気。
　神経痛・リュウマチスの類。
hwizuilcaaew（副）食物などが冷えている
　さま。～sjoON．冷えている。
hwizui200i⑨（副）体・手足などが冷えこ
　むさま。～sjUN．
hwiz笹麺N⑥（富＝raN，＝ti）冷える。冷
　たくなる。さめる。？ubuNnu～．御飯が
　冷える。dii，　hwizuraN　maadu　kamee．
　さあ，さめないうちに食べろ。hwizuya一
　sjUN．冷やす。
｝lwi＝zuN⑨（他＝gaN，・・zi）そぐ。へぐ。薄
　く削り取る。
hwizuQleeN①（副）ひやりと。冷え冷えと。
　冷たいさま。
hwizuru2asi＠（名）病気などで気分の悪い
　時に出る汗。病気の時の寝汗など，冷たい
　感じのする汗。恥じたり気を使ったりする
　時のひや汗の意では用いない。
hwimrvttkaNza．ft⑥（副）冷え冷えとしたさ
　ま。寒寒としたさま。火の気・：女気などの
　ないさま。～maatooN・寒寒としている。
kwizurukaNz藍⑨＊（名）冷え冷えとした感・
　じ。寒寒とすること。～sjUN．
hwizurulcaN＝Zu’Nem＊（自瓢daN，＝ti）冷え
　冷えとする。寒寒とする。
hwizur－kazi⑪（名）冷たい風。ひやりとず
　る風。
hwizurumi7．i⑪（名）冷たい水。冷水。
hwizu皿muN⑥（名）θ冷たい物。（食物な
　どの）冷えたもの。◎よく切れる刃物。鋭
　い刃物。
hW伽撒saN⑨（形）冷たい。また，涼しい。
　精神的な冷淡さにはいわない。hwizuru－
　ku　najUN．冷たくなる。涼しくなる。
　？UNzuga　tiija～・あなたの手は冷たい。
　chmu　hwizuruku　najUN，危くて心がひ
　やっとする。肝を冷やす。
hwizuru2ubiiNco（名）ひや御飯。
hwizuu①（名）H中。昼間中。また，一B
　中。～nUUN　saN七aN．　～臼中丸もしな
　かった。
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？置
W一一（接頭）〔文〕美称の接頭辞。名調に付き，
　意味に特殊な価値を添える。？ika七aree
　（男女の語らい），？ikutuba（故老のこと
　ば，賄い伝え），？ihwanasi（説話）など。
？豊badukuru⑪　　（名）　 ？ibaidulcuru　　と　嗣　じ。
？韮ba2ibaa搬①（副）小じんまりと。部置な
　どが狭くてしっくりした感じを与えるさ
　ま。
“？ibai⑨（名）狭い所。窮屈な所。たくさん
　の入で，また家が建てこんで窮屈なとこ
　ろ。
？ibaidukuru＠（名）？2baiと同じ。
？ibainumii＠（名）狭苦しいところ。窮屈
　な中。
？ibajaft⑪（名）噺〕いばっている者。
2ibajaasiieee⑪（副）窮屈なさま。狭苦し
　いさま。入・建物・道面などがひしめいて
　いるさま。
？簸｝a＝∫鷲N⑨（自＝raN．e＝嫉）〔薪3いばる。
？ibasaN⑰（形）猿い。窮屈である。狭苦し
　い。いる入・ある物に擁して，その自画が
　狭いのにいう。sibasaNの項参照。？usa－
　kii　Qeunu　？agimaiduN　￥ee，　eaaru　4a－
　sici，jati・NT？ibasadu？al’u．そんなに人
　が集まるならばどんな蔀量だって狭いさ。
　？ibasanu　naakaNl〈ai　’wail｛udi　？ieuN．
　窮屈な中に劉り込んで行く。
？ibi①（名）えび（蝦）。
2ibi①（名）［威綱神のいる場所。また，
　」tsli．　sakamutunu　tvja　daNzu　tujuma一
　’riru，　’jttjuzuraga　eumutu　kubanu
　1111illlUt・U．　E坂本のいぺや　だんじょとよ
　寒れる　よよぎょらが一本　こばの三本］
　．坂本の拝所はなるほどほめはやされる。く
　ろつぐが一本，びろ5が三本あって由緒あ
　りげである。
？ibiraa①（名）けちんぼ。物惜しみする者。
？趣韮纏＝」翠N①　（弛＝raN，＝ti）　けちけちす
　る。物惜しみする。？ibiritooN．けちであ
　る。
？重b三ri2N猛a漏sju溝薙）＊　（弛　　 二saN，　罵ci）　　〔新　？〕
　（嫁などを）いじめて追い出す。
？ibuikalmi⑨（副）？ibuisiizliと薩じQ
？iもロis爺z盤①（副）盛んにイ直・切るさま。？ibu－
　ikabui　ともいら。　～　’ja寧illlil’asjUN，　し
　きりに値切って安くさせる。
？ibujaa①（名）いつも値一切る者。
2ibu・jUI　TG）（弛＝raN，＝ti）イ直・切る。
？ibusu¢i｛D（名）指宿。鹿児島の地名。
2ica（蔓〉　（名）　板。　？ita　　と　もし、　う。
？iea①（名）いか（鳥賊）。？ikaともい弓。
2ica①（副）〔文〕いかに。どう。口語は
　caa。～？U夢oozi　m玲eega．どのよ5に
　思し召されますか。～ga　na．」　ura・どうな
　るだろうか。
？icaa＝jlll①＊（自寵raN，＝ti）？icajUNと
　同じ1。
？ieaasikaNtii⑨（名）収支つぐなわないこ
　と。やりくりしかねること。収支を合致し
　かねる意。？unu？atainu　ziQcuu學ee玉くu．
　rasee～ja？arani．そのぐらいの月給で
　は暮らしはやりくりがむずかしくないか。
？ic繊s汰wa謎s鰻⑥（副）やりくり鱒：面するさ
　k．　liarasiil〈xvaasii，　’jaraeail〈waaeai
　などともいう。？anu，jaaja～o．sidu，　ta－
　Qei？Nzooee＄ani．あの家はやりくり算
　段で，やっと立って行っているのではなか
　ろうか。
2icaa＝sjミ癬①（他＝saN，　mci）○（入と人と
　を）会わせる。◎（ひもなどを）ちょうどよ
　い長さに合わせる。◎（支出と収入とを）
　合わせる。収入に見合った支出をするよう
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2畳cee蓋gaNtii
　にする。
？icabu⑨（名）きぬた。布を打ち柔らげる
　ための，厚い板で作った台。
？icadataN⑨（名）畳の大きさに作った板張
　りの敷物。部屋と部麗の聞を通路として使
　5場合などに，「畳のかわりに敷く。本土の
　板畳とは異なる。
2量caga聡s撫⑨（名）いかの塩辛。
？ica？ic2iatu⑥（副）手ひどく。こっぴどく。
　きびしく。～？iiciQei勧ras∫UN・こつぴ
　どく饗’ってやる。
2ieaihaNcai①（名）下ったり答えたりする
　こと。ととばのかけひき。応酬。受け答
　え。
？ica＝juN①（．自；aN，”・ti）？icaajUNとも
　いう。e行き会．5。出会5。遇う。？iea－
　taru　husjoo．出会ったのが運のつきQ？a－
　tataru　husjooともい5。◎会う。薗i会
　する。？iceega　eaN・会いに来た。？ari
　？icaiaN。彼に会った。？iceewa　COOdee，
　nuu　hwidatinu？aga．いったん会えば
　兄弟と同じこと，侮のへだてがあるか。
　㊤合う。達す。（ひもなどが）届く。また，
　（収支が）合う。＠＊交接する。
2ieanukm’i⑪（名）いかの鍛。単にkuri
　ともいう。
？圭ca＝！mN①（臨＝maN，＝di）いきむ。息を
　止め，腹に力を入れる。
2ieaNda⑪（名）ただ。無料。代金を払わな
　いですむこと。
2iet｝Ndahmikvau⑨（名）ただ鋤き。
？icaNdamuNev（名）ただの物。無代の物。
　？icaNdamunoo　niidal〈asaN．ただの物は
　高くつく。もらった物はかえって返礼に金
　がかかる意。
2icaA’daz．ikee⑪（名）むだ使い。浪費。
　ミ2icaNP3｛⑦（名）いきむこと。患を止め，腹
　にカ．を入れること。～sjUN・
？餐carazie量⑥（名）板即下。（（地》参照。
2iearu①（連体）〔文〕いかなる。目語はcaa一
　ru。～kutu？atuti　tumeti　cicaga．［い
　きやる薯あとて　とめてちぢやが］どんな
　事があって尋ねて来たか。
2ieasaNen（形）e憎しい。失うのが惜しい。
　愛惜の情を感じる。？UNgutu　sug．ほ無N－
　gwa　sinaei～’jaa。それほどすぐれた
　子を死なせて惜しいねえ。’juueiraa　neeN
　MUN　koo七i　ziNnudu？icasaru．用のな
　いものを買って金が惜しい。？ieasa　sjUN．
　｛回しむ。　？icasa・　saQtootidu　　？icico◎tiN
　siNnu？aru．惜しまれてこそ生きていて
　もかいがある。◎癌痛しい。また，苦しい。
　？icasii　ku敏．痛痛しいこと。かわいそう
　なこと。Qcumu？icasaa　siraN．人の苦
　痛はわからない。
2ieasigana＠（副）〔文］どうにかして。1二i語
　ではcaagana　Qsiという。？umui｝〈uga－
　1’itiN　ziju　najumi’．jag・iga，～？asaju
　’ugamibusjanu．〔思ひ焦れても自由なゆ
　めやすがいきやしがな朝夕　拝みぼしや
　のコ思いこがれても自由にはならないの
　だけれど，どうにかして朝夕お会，いした
　い。
：？icaziri⑨（名）板きれ。
？iceeev（名）会5こと。会見。会談。？axi－
　tu　ku1’itunu～ja　eaa　nataga．彼とこ
　の者との会見はどうなったか。
？ieeecizeemb（名）行き違い。
？ieeeeoodee（1）（名）父を異にする兄弟姉
　妹。異父兄弟。？icee〈？lcajUN。
2iceegurii⑨（名）会いにくい人。なかなか
　会えない人。
2iceehaNd孟⑪（名）（ひもなどの）長さが
　足．りないこと。短くて属かないこと。？鮎
　cee一く？icajUNo　haNdii〈haNdijUN．　～
　’jasat．（ひもなどの）長さが足りなくて結
　　りべない。
2ieeehaA’＝sjuN①（自＝saN，＝ci）会いそこ
　なう。会いそびれる。
？藍eeeRaN撮⑨（名）㊦会いかねること。会
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2iceekazi
　えないこと。◎長さが足りないこと。届か
　ないこと。達しないこと。kunu？uubee
　tamaainee　？amajusiga，　mimaainee
　～，jaN．この帯は二灘りでは余るが，三
　回りには足りない。eurabana’3a錘9ξし
　～Qsi　111ujLlusaN．きれいな花だが，手
　が届かないので，もげない。
2韮ceekaz藍④（名）魔風。死霊または悪霊の
　こもった風。その風に会うと普通の病気と
　違った病気になるといわれた。
？三e圭⑨　　（名）　（≡）1。　一。普通‘ま　tiigi　と㌔、う　Q
　◎（接頭）　イ．数の一一を示す。？icimee
　（一枚），？iQsju（一一・■一）など。　Pt　i大変な
　・璽大ななどの意を表わす。？iciguduN
　（大馬鹿），？ieihazi（大恥），？ic玉deezi（一
　大事）など。
？量ci⑨（名）庭池。観賞用に人工を施した池。
　天然のものはkumuiとい5。
？ic⑩（名）伊計島。沖縄本揚の束側にある
　島。また，揮計。（〈地〉）参照。
2ici⑨（名）伊；地。（（地〉）参照。
？ici⑤（名）行き。往路。　inudui（戻り）の
　対。
2ig量⑪　e（感）いつ。五つ。声を出して数え
　る時にだけいう。◎（接頭）？igil｛eeN（五
　園），？igitai（五人），？igihwanl（五羽）
　など。
5～韮gi（i）　　（名）　　L、つ（｛可翼寺）。　　～madiN●　　㌔、つま
　でも。永遠に。～caga．いつ来たか。
？icibana（〔D　（名）　生け才乞0
2iclhaN＠（名）一番。
2icibaNdui⑪（名）一番鶏。
2ieibami⑨（名）池原。〈（・地））参照。
2icibUN①（名）e面目。人ひとりの面陰。
　一分。　～nu　tataN．　面汚が立たない。
　◎ひとりの意。dUU～．自分ひとり。
？ig麺⑪（名）五つ。5。また，5歳。時刻
　の揚合は午前午後の8時。
2ici＝CtlN（①（自＝kaN，＝ci）生きる。？iciCOO－
　ru？weeda．生きている閲。生涯。？iei一
　cootaru？weeda．生きていた間。？iciCOG－
　1’uk＆z鋤i．生1きている限り。一生涯。
　？ic cooru　siN．生き甲斐。？icikasjuN．
　生かす（？icil〈ijUN，ともい5）。？icicibu－
　sjaN．生きたい。？icikaraN？icici．苦し、・
　生きかた。貧苦。病苦などで，生きるに生
　きられぬよらな生き方。
2量。温aKnaku拠①（名）〔文］一大事。また，
　一段とよいこと。
？ieidaNtu①（副）〔文〕一殴と。～，juta－
　sjaN．一段とik　1，・。
？ieidee①（名）一代。入の一生。～ni？圭ci－
　du．一生に一度。
2icideeziG）（名）一大事。大事件。
2ieideNnakuttiCO〔文〕一大事。大事件。
2icidu⑨（名）一度。　cu【keeN（一［璽1）とも
　いう。
2ic越磁⑨（名）生けどり。
2ieigatanasaN①（形）行きにくい。敷居が
　高い。
：2icigee＝juN⑨（陰1　＝xaN，＝七i）生き返る。
　蘇生する。？icigeerasjuN．生き返らす。
　蘇生させる。
2icigoo⑪（名）一合。一チト（？i（lsju）の10
　分のエ。また一一ee（？iciri）の10分の1。
2icigoo舩ka㎜u量⑪（名）一合枡。単にna－
　kamuiともいう。
2ieiga⑥①（名）〔文｝一生涯。生涯。一期
　（いちご）。～lnamatumuti？ikatareN
　sjasiga，　satuja　eimu　kawati　’jusuni
　nari楓〔いちごままともて　い語らひも
　しゃすぷ　さとや肝かはて他所に馴れて］
　生涯一緒になると思ってちぎりも交わした
　が，君は心変わりしてよその人と親しく
　なってしまった。
2iciguduN⑨（名）大変な愚鈍者。大馬鹿者。
、？igigiiru④（名）いつごろ。
2icigwagi⑰（名）1月。正月。
？icihati①（名）はて。行き着くもっとも遠
　い藤。nag’uja，jaNbarunu　～ga，jaju一
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1～icin孟。韮
　i’a，　namadi　nagubuninu　？atinu　neraN．
　・［名護や山原の行き果てがやゆら　なまで
　名護舟の　あてのないらぬ］名護はば【原の
　はてであろうか。いまだに名護からの舟の
　便がない。
？ic｛hazi⑪（名）大恥。～kaCUN．大恥を
　かく。
’2iei？ici⑨（名）いちいち。ひとつびとつ。
’2igiiiN⑨（名）布の織る籏（おさ）の種類の
　名。十五よみ。経糸12GO本を通すもの。ま
　た，それで織った布。huduciの項参照。
2ici・・juN⑪（他＝raN，＝’ti）（花を）いける。
？童書熊日①（名）いっか。～maaganauti？i－
　cataN一’jaa．いっかどこかで会ったねえ。
　sjuduNmijarabinu　’jueinurunu　hagu－
　ei，　nv　’junu　kuriti　mikuci　suwana．
　〔諸鈍めやらべの　雪のろの辮ぐき　いつ
　か夜の暮れて　み口吸はな〕諸県の娘たち
　の美しい雪色の魍に，いっか日が煙れて口
　づけしたい。
？韮eikawaiga”wai⑪（副）変転するさま。
　1〈unuju　niNziNnu　sal｛ai？uturuija，　na一
　£鷲uhujugukuru～．［この1量入闘の盛
　衰や夏と冬こころ　いき替り替り（花売
　野縁）コこの世の人間の盛衰は夏と冬のよ
　うに変転きわまりない。
？ic圭ki窩海N⑰G｛の（他＝raN，＝ti）生かす。
　？icikasjUN（？iciCUNの使役形）ともい
　う。
？igik｛韮m樋⑨（名）〔古〕銭500文。1銭に
　当たる。ziN（銭）の項参照。
？ig汰umu董gガN羅uu⑪（名）銭550文。1銭
　1厘に梱当する。z｛N（銭）の項参照。
2icikmtweek：磁u①（名）大変なこと。一大
　事。
？icinua⑪（名）池聞島。宮古群揚の島の名。
2iclinabuien（名）生きている人の霊魂。い
　きすだま。生霊。
2icixna“T⑰（名）1万。
2ic董maNgwa”N⑪（名）〔古〕銭の1万’貫。
　200円に当たる。ziNの項参照。
？旦。董mee⑪（名）一一枚。
2icimeehwiQpai⑪（名）一張羅を着こなす
　こと。一一枚しかない着物を小ざっぱりと着
　ること。一hwiQpaiは着物にのりを付け，
　軽質正しく着る意。
2ieimeemaaminukaaen（名）着たきりす
　ずめ。豆の皮のよ5に着物が～枚しかない
　こと。
践。蓋mi⑨（名）硯世に生きていること。ま
　rc，現琶。この世。　gusjOO（後椴）の対。
　～nu　gu七u？aree。この世のよ5であれ
　ば。
2icimkntuumi⑪（名）生きている限り。
　一生。一生涯。んnu　kweel〈uci．一生食べ
　られる食：いぶち。
2ieimimdui〔D（名）行き帰り。往復。　haru－
　nu～harultu，ju（≧ca泌i…［はるの行き
　解り　はるの行きやひに…（銘甲子）コ畑を
　行き帰りする時に…。
？ieimllN⑪（名）生きもの。動物。
？孟。蓋muN①（名）一一門。一族。
2ie圭muNmi⑨（名）一もんめ（匁）。
？icimuN2Us量i］皿ii⑨（名）一門全体で行な
　う清明祭。
2圭chnuNgeiirii①（名）一方炎のものが集まる
　こと。親族会議。
？iciinusi⑪（名）eけだもの。禽獣。密生。
　～jakaN　cizi．禽獣よりも悪い。◎畜生。
　虫けら。人をののしっていう語。
？ic娠a圭⑨（名）〔文〕成り行き。？uhuka－
　wanu　nasigwa　？aNmeetu　hutai　？iea－
　r観～ni　najai’ujuga・［大川のなし干
　あむまへと二人　いちやる行成に　なやい
　居ゆが（大川敵討）］大川の息子と乳・母の
　ふたりはどんな成り行きになっているか。
？iginaNka⑪　（名）　玉：一ヒ日。　死後35購　臼に
　営む法事。
2三einici⑲（名）一日。　hwiQC圭iともいうQ
　月の初めの日（ついたち）はgiitaciとい
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？蓬。量n圭N
　う。
2量einiN⑨（名）一入。ひとり。普通はeui
　という。
2ic加謡①（名）一年◎CU七Uともい5。
2量clniNmee⑪（名）（食物などの）一人誘。
　ひとり分。
？ic加眼kez呈⑪（感）〔文〕一回。倒語はeu－
　keeN。？isinag’u（遊戯の名）の時の文句
　にある。
2icin臓k竃瞬がN⑨（膚mraN，瓢ti）生き残
　るQ
2ieiN⑨（名）〔：文」意見すること。他入の非
　をいさめること。～，jU瓢9UもU5a　minU
　？wiiRu　takara。意見や教調舞は身の上の
　宝。
？iciNku（肇uc量⑨　（名）［意見9i説］　ku面ci
　こ口説］の名。
2i占QCU⑨（名）生きている人。　siniQCU（死
　んだ人）の対顧◎
：～量ci嫉⑪（名）一翌。
2icirii⑪（名）nd礼。～sjUN。
：～ic圭i’i7．ika⑪（名）一里塚。
2icisakasiNza⑥（名）〔文〕生意気なやつ。
　～nu？juru　ku加nu識ikusεし．〔いきさか
　しんざの　欝ふることの憎さ（忠臣身替）〕
　なまいきなやつの欝うこどの憎さよ◎
2量ei§ijiaru⑤（連体）［文〕行きずりの。行
　く道で紬をすって行くよ5な。haruja
　nuN　’janaaN　’juinu　hana7yakai，　．v　su－
　dinu　niwinu　sjurasa．〔春や野も山も
　百合の花ざかり　行きすゆる袖の　匂のし
　ほらしや（手水之縁）］春は野も山もゆり
　の花ざかり，行きずりの袖に付くにおいの
　ゆかしいことよ。
2icisini①（名）生き死に。生死。
2ie球r孟④（名）〔文〕行きずり。　satuja～一
　nu　hanatu　？up：；inasj’ura，　’wamija　？i－
　gimadiN　tanudi’ueiga．［里や行きずり
　の花と思なしゆら我身やいつまでも
　頼でをすが］あなたはわたしを行ぎずりの
　花とみなしているのでしょう。わたしはい
　つまでも頼っているのに。
？戴s観④（名）行き過ぎ。
黙。量麟z蓋；juN①（自＝＝raN，弍i）e行き過ぎ
　る。通り過ぎる。◎行き過ぎる。行き過ぎ
　た行為をする。
2igitai⑨（名）五人。　guniNを多く用いる。
2ic潅畿噂眼駕①（宙＝raN，　mti）行きとどく。
　ふつう，否定の形のみを馬いる。？icita－
　vaN　kutoo　cui　tayeedaree．行きとどか
　ぬことは，たがいに補い合い。
？igiw’ai⑥（名）〔文〕いつわり。
？量。養wakari⑰（名）生き瑚れ。生別。
2icizama⑨（名）（∋生霊。生きている人の
　怨霊。恨みのある人にとりついてわざわい
　をなす。◎のろい。のろうこと。～sjUN、
　のろう。普はのろう麿は罰せられた。
2icizimi⑨（名）〔文〕拷問。生き責めの意。
　eukatanani　sieija　gimi　？asasa　？amu－
　nu　xuusjagulni　sie，oti’tvju　sjoori．
　［一刀にしちや罪浅さあもの　牢舎こめ
　しちよて　生き熟めよしようれ（忠臣身
　替）］一刀で殺しては刑が軽いから，牢に
　入れておいて拷問にせよ。
？ielzixnu⑨（名）心。心情。入間としての
　心。生きている人闘本来の心。生き屏には
　namazimuと㍉・う。　～llRUQeooti？U－
　Nna　kutu捻u　najumi．人の心を持ちなが
　らそんな（むごい）ことができるか。
2icizik’asaN⑨（形）θ息苦しい。呼吸が菩
　しい。◎狭苦しい。窮屈である。また，
　（臼上の人の葡で，また担：の中などが）窮
　屈である。
？iciziri＝jscN⑪（自mraN，＝ti）息切れがす
　る。患が続かなくて苦しい。
2ieub⑩（名）いちご（苺）。
2ieui＠（名）勢い。勢力。権勢。～mUQ－
　para．権勢をふりまわすさま。
2icukaζ⑩（名）糸数。《地＞＞参照。
？icuku⑨（名）いとこ（従兄弟姉妹）。
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2ii？ati．iuN
2量eukuubam．aa⑪（名）父母の従姉妹。い
　とこ二お1ま（従象市妹ノ」、母）。
？ieu！Kuuzasaama（名）父母の従兄弟。いと
　こおじ（従兄弟小父）。
2icumaN⑨（名）糸満。（（地））参照。
2icunasaN⑨（形）忙しい。いとまがない。
　せ一わしい。？icunasa　sjOON．忙しくして
　いる。
2iCUN①（慮・不規鋼）e行く。？icabira．
　臼上への辞虫のあいさつ。炎礼いたしま
　す。？ikaii．臼下への辞去のあいさつ。さ
　よなら。～七ee？ikaNtee．行くと霧い，行
　かないと壽い。行く行かないが決まらない
　さま。？Nzi　CUUN．行って来る。？Nzai
　cai・行ったり薬たり。？Nzaru　saNgwagi．
　去る三月。？NzaN．行った。障った。◎
　行く。（事態が）進行する。…して行く。
　eaaga．　1〈uneedaNgee　’juu　？Nzooini．
　どうだ。このごろはうまく行っているか。
　，judi～．読んで行く。読み進む。
2iCU駿⑨（名）しばらくの間。ちょっとの時
　間。hUNnu～maQcooru　？weekanakai．
　ほんのちょっと待っている闘に。hUNnu
　～，j　aQsa．ほんのちょっとの時間だ。
？icutaa⑪（副）ちょっと。しばらく。呼び
　出す時，呼び止める時などにもいう。～
　matee．ちょっと待てよ。　sjuikar鼠eoosi－
　ga　1〈ama～．（流行歌の文句）首里から
　来たんだけど，カマさんちょっと。kam翫
　は多u盛（女郎）の名。
2iCiitabu｝gumasja＠（名）一一時の選び。　ま
　た，一時頃喜んでする（が，長続きしな
　い）こと。
錨。滋am撫an）Nsi（D（名）一時しのぎ。一時
　の間に合わせ。応急措澱。
？icuzi⑨（名）糸田。穐》参照。
？igaahai①（名）口論。書い争い。
？igaai①　（名）？igaahai　と問じ。
2igu＠（名）以後。これからあと。
？igumasi⑥（名）意気込んでする企て・準
　備。　　　　一
？igu㎜EI＝sjllNen（他霜aN，＝ei）意気込ん．
　で企てる。意気込んで用意する。
？iguNen（名）遣醤。普通には？Nzalliと
　いう。
2ikack’oiohaci①（名）鋲入丁口入丁。弁
　論・…手腕ともすぐれているさま。
2量kii”2ahaaen（副）笑いさざめくさま。談
　陣するさま。～Qsi？wiirul〈igisaN’jaa．
　笑いさざめいて楽しそうだねえ。
2ihja⑨（名）e伊平屋島。沖纏本島北方に
　ある島の名。kusiziiともい5。◎研平・
　麗・伊是名（？izina）の網島を含めていう。
2i．｝■UIIMIft①（連体）変な。異様な。異風な。「
　～s l〈ata．変わったやりかた。～Qeu．
　異風な人。
？ihwa⑨（名）伊波。（（　ts　〉）参照。
？ihwa⑨（名）伊覇。縄D参照。
2ihwanasi①（名）昔物語。伝説。また，教
　調的な話。説話。
2愚wee⑨（名）〔文｝位脾。口語は？iihwee，
　？u？iihwee
？ihwi⑪（名）少し。わずか。少量。～，ja－
　sa・少しだよ。？ihwee’walgajUN．少し
　はわかる。～jaka，wakaraN．少ししか・
　わからない。
？ii①（感）（普通，鼻音化して発音する。
　〔？賞］鼻音化しないとぞんざ1いに聞こえ
　る）はい。そう。ああ。風下に対して，承
　譜・岡意を表わし，肯定する語。乳下に呼
　ばれて返事する揚合はhiiという。h鶏
　？u馬？00，？NNなどの項参照。
2賎⑨（名）〔新？〕習。豚などの胃には［e　Ut－
　hugeeとU・う。
？ii⑨（名）人密の胆汁。
2ii？aa＃sjuN①（他＝saN・＝ci）相談する。
　談合する。話し合って決める。kulleeda
　？ii？aacaru　gutu，jaa．こないだ相談し
　て決めたよ5にね。
2難？a緩竃jUN②（他＝raN，＝ti）言い当てる。
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’？iibi⑨（名）指。一hueUN・指笛を吹き鳴
　らす。入さし捲を曲げてUの中に入れて鳴
　らす。いなかなどで事件があった時若者を
　呼び集めるためなどに鳴らす。
『2iibihaN⑨（名）撫印。指先に朱肉や墨を
　塗って印鑑がわりに押すこと。
2iibibaNei⑪（名）eつまびき。琴・三三昧線
　の類を指先でひそかに弾くこと。㊥指先で
　はじくこと。
？蓋ib豊ga蹴簸⑪（名）掻輪。？iibinagiiという
　のが普通。
’2iibinagiiO（名）指輪。
’2iibinuei⑪（名）e指さすこと。指さして
　捲摘すること。～s担N・指さす。◎（多旨
　さして）非難面責すること。～sarijUN．
　非難のまとになる。後ろ指をさされる。
1？iibinumala⑨．i名）垂旨のまた。捲と指との
　間。
？i銭｝iNgwaa⑨　（名）　／J、｝涛。
？iibiuui⑥（名）摘折り数えること。～
　sjooti　maCUN．指折り数えて待つ。～
　Qsi　ka4uujUN・指折り数える。
’2iibigeaci⑨　　（名） 　多旨先。
？iibuN①（名）鍔い分。，waa．？iibunoo．わ
　たしの覆い分は。？a「iga～nL彼が欝う
　には。
？iibusjahuNdee⑨（名）言いたい放題。？圭i－
　1）usj　al〈ac≧tiiともいう。
2iibusjakaQtii⑪（名）言いたい放題。？aN－
　si　N　siinee　kutoo　matumajuyu　inu－
　noo？araN．そう附いたい放題のことを
　醤っては事はまとまるものではない。
？iibituSW（名）魚名。とびはぜ。～saani
　七amaN　9童趣N．えびで鯛を釣る。
？i壼buuzi「raa⑰（名）カ、まきり。
？iici⑪（名）患。呼吸5～sjUN・息をする。
　呼吸する。～keejUN．息を吹き返す。気
　絶から蘇生する。～tUQeijUN・息をつま
　らせる。　むせる。nuudii　tUQcijUN　とも
　い5。～hUCUN．激しく呼吸する。（走っ
　たあとなどに）あえぐ。～hweehwee．
　あえぎあえぎ。
？ilci？aku”bi㊥（名）息とあくび。次のよ5
　な旬で用いる。～NnaraN．息もあくび
　もできない。少しの余裕もない。～Nsi－
　miraN，患もあくびもさせない。息つく
　蝦も与えない』
？i蓋eigeei⑪（名）e）患をつぐこと。息がえの
　意。～sjUNd圭？ucagεしtaN・息をつぐた
　めに（水中から）浮きあがった。◎患ぬき。
　一息入れて休息すること。？icunasanu
　～NnaraN．忙しくて患ぬきもできな
　い。
？iieigUN⑨（名）（水にもぐる時などに）し
　ばらく息を止めておくこと。
？iiei＝juN①（弛＝raN，”Qci）ののしる。き
　めつける。極醤する。極端に悪く言う。
2iiPlki①（名）欝い付け。命令。
2iigikigata⑨（名）振揮。指図。
2iigiki＝juN①（他＝1’aN，＝ti）命令する。
　書いイ寸ける。
？iieikunaa＝sjuN①（・飽＝saN，＝ci）言いま
　くる。書い負かす。
？iieimadii⑪（名）窒息。　madiiは失う意
　の接尾辞。
2iicimii⑨（名）空気孔。息をするための
　穴。虫を入れた箱にあける穴など。
2iieii⑪（名）絹。？ituともい5。～bita－
　bita．　ka呈ki　horohoi’o．絹は柔らかくぴた
　ぴたと肌に気持ちよく触れ，甲斐絹はほろ
　ほろと衣ずれめ音を立てて気持ちがよい。
2i董cu？織c皿u⑰（名）絹糸。
2Hcuu＠（名）糸。普通には太綿糸をさす。
？最cuzデN⑰（名）絹の着物。
2iidataasjaN①（形）言い方が仰々しい。言
　い方が大げさである。
？iidati①（名）大げさな欝いかた。誇張した
　表現。？tlree～，jaa．それは大げさだよ。
？iigwaasa①（名）言い過ぎ。ひどい言い方。
？i態a量①（名）言い張ること。言い張って口
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　論ずること。
？鼓茎姐＝」鞭N①（他＝raN，”ti）言い張る。あ
　くまで主張する。
？iihii⑨（名）e（鼻音化する。〔？符9賞⊃臼
　下または，きわめて親しい岡隼の者に対す
　ることば使い。肯定の時には？ii（〔？TT〕）
　と言い，呼ばれた時にはhii（〔g賞〕）と答
　える話し：方。親しい岡三の間柄ど5しでは
　tageeni？iihiiとなる。．，jUl｛aQcoo　hjaku－
　sjoONkaee　muru～sju七aN．士族は平
　民に対してあらゆる場合にイーヒーしたも
　のだ。◎（鼻音化しない）軽蔑した物書い。
　高慢な話し方。？il｛ani　nuu’jatiN～
　Qsi．いくらなんでもそんな軽蔑した話し
　方をして。
？iih．iaa①（感）ののしって返事する語。け
　んか口論の時などに8E　5。～？asihjaa・
　そうだ，このやろう。？asihjaaもけんか
　日論の時の応対の語。～？asih，i　aa　sjUN．
　（けんか口論で）ののしる。
？iihoo　：．i　lmrN⑨（勉可aN，＝ti）（入っている
　もの全部を）勢いよくあける。ばっとあ
　ける。？iikeexEしsjUN　ともいう。
？iihu＠（名）大爾などで濁水が運んで来た
　土。多くは肥えている。流出土。
？iihumak量⑪（名）？iihu（大雨などで濁水
　が運んで来た土）に皮輝が触れてかぶれる
　こと。かゆくなり皮目にぶつぶつができる。
2iihwee⑪（名）位脾。普通は？U？iihwee
　とし・う。また，guriiziN　ともいう。文語
　では？ihweeという。
？iihweedacaa⑪（名）喪主。あとを継ぐ者
　がこれに当たる。葬式の時，位脚のあと
　に従って行く。位牌を抱く者の意。
2iihweezii⑪（名）戒名。法名。位稗に書い
　てある字の意。
21ihwiraci①（名）早い昌昌き。串し開き。弁
　明。～sjUN．
？i難ハv動ugi＝3uN①（イ也＝1’aN，二ti）言いふら
　す。吹聴する。
2iRiri＝juN①（自；raN，＝ti）説得する。
　言って聞かせ，納得させる。
？iijaM’・　zuN①（他＝daN，；七i）e雷いそこな
　う。へたな雷い方をする。◎人を中傷して
　悪く奮弓。けなす。
2iijoo①（名）雷いよう。囲い方。～nu？a－
　yee　cicijOON？aN．醤いようがあれば聞
　きようもある。よく奮えばよく聞かれ，欝
　いようによって瞬きようも違ってくる。
2iijUBmmii⑨（名）幼児の遊戯の名。　fむす
　んでひらいて」のたぐい。魚の農を指さす
　つもりの文句があるのでい5。文句と動
　作は次のとおり。～～（左の手のひらに右
　の人さし指を二度当てる），miimiNmee
　miimiNmee（二布の耳を引っぱる），　hwi－
　iziNtoo　hwiiziNtoO（左有のひじを交互
　に左右の手のひらに乗せる），　siijaabuu
　siijaabUU（体1を左右に揺り動かす）。
2iikaa⑨（名）衣桁。着物を掛けておくも
　の。
2iikaki①（名）言いかけ。話のなかば。
2鍾kak隻＝juN⑨（イ也＝raN，＝ti）’ｶ｝いかける。
　醤いはじ：める。
？銭keera＝sju「N⑨　（他＝saN，＝ci）　（容暑蕃内
　のものを）あける。（容器を傾けて中味を
　全部）こぼす。？iihoojUNともい5。
？ilkeei・i＝」ガN⑪（自＝1’aN，＝七i）（容器が傾
　いて三昧が全部）こぼれる。
2iik esigeesic）（副）侮度もくりかえして雷
　5さま。くどくど。’inukutoO～Qsi．
　岡じことを何度もぐどく言って。
2iikee＝sjuN①（他＝saN，　mci）（前言・約
　束・商談などを）取り消す。
2iiku⑨（名）植物名。，もっこく。良材とな
　り，また，構皮から茶褐色の染料をとる。
2i熊ubガaお⑨（名）？iiku（もっこく）の
　柱。良材として尊璽される。
？iikuzi＝juN①（他＝raN，＝ti）中傷する。
　けなす。　　　　ltt　一
？iikwaaee⑰（名）言い合い。　lrlげんか。論
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　争。
？i量kw量量①（名）縁談。？iiは承諾の意または
　話しかける意，kwi圭は，くれる（与える）
　意で，申し込まれて，与えるという意か。
2ii皿aa盟＝sj縦N①（他z・saN，＝ei）善いまぎ
　らす。唱いぬける。ことば巧みにごまか
　す。
？量imacigee①（名）言い闘違い。翻いそこ
　ない。
？iiR■agiasjllN①（他讐raN，”ti）e歪曲して
　言う。◎棚手をことばで押えつけて，もの
　を言わせないようにする。
2iimakas，　ee⑨（名）論争。言い負かし合い。
？iimaka＝sjuN①（三二saN，＝ei）吉い負か
　す。論破する。
2iiniakiwjuN①（窟＝raN，＝ti）弔い負け
　る。論破される。
？益maNgwa二5」蝋①（他＝saN，＝ci）言いま
　ぎらす。
2iimudu＝s沁濁①（他＝saN，＝ci）破談にす
　る。（婚約などを）解消する。
2iinaO（副）はや。もう。そんな・に早く。
　～？Nzi　eii．もう行って来たか。
2韮n293s沁a蓼ガs鱒）（副）欝でぽかり言って
　実行に5つさないさま。～Qsi　niaada　see
　neeN．口でばかり吉っていて，まだして
　はない。　　　　　　　，．
21ina］mhwee＠（副）1まや。も5。そんな
　に一￥くe？iinaと同じ0～？ukitooSa．も
　う起きてるよ。
2iinaraasi⑨（名）しつけ。ふだんの教育。
　～nu’waQsaN．しつけが悪い。
2iinaraa＝sjUN①（他＝saN，＝ci）しつける。
　礼儀・作法などを教える。
2ilnOOm＄juN①（他：saN，；C圭）e疇い直す◎
　前醤を訂正する。◎ひとりが縁起の悪いこ
　とを言った時，他のひとりがいい意味に言
　い直す。
21inuku＝sjtt“T①（他＝saN，＝ci）書い残す。
？ii？Nza瓢sjuM）（他・・saN，＝ci）書い出す。
　？ii？NzasiguyisjaN．　言L・出しeこく　L・o
？iiQkwa①（名）雷い過ぎ。失欝。～sjUN．
？iiraa⑨（名）くらげの一種。かつおのえぼ
　し。泳いでいる人を刺す。？iraaともい
　う。刺された揚合には麟kwaasj餓（橘〉
　の汁をつげる。
21isagi＝juN①（他＝1’aN，＝七i）こきおろす。．
？iisiQtavaki＝juN①（他＝raN，＝ti）？圭i學i一・
　tarasjuNと同じ。
2海量船ra＝sjul①（他msaN，＝ci）けなす。
　悪く言ら。　「～ii學iQtarakijuN　ともいう。
？獄舎z皇①（名）〔文〕醤い過ぎ。
？iislzi二juN⑨（他＝raN，＝ti）旧い過ぎる。
2iitati＝．iUNG）（他＝1’aN，＝ti）轡い立てる。．
　言って騒ぐ。また，大げさに言う。誇張す
　る。nUUN？araN　kutu～．何もないこ
　と　（根も葉もないこと）を書い立てる。
　，wa多ikan翫1〈UもOO？ii七a七iti．わずかな；事
　を大げさに言って。
？iigULew（名）労鋤の時のかけ声のこと。ま
　た，労働歌。～NS3aN寧ee　boozinu　ni－
　Ngaru．かけ声もかけないのは1曽侶の情
　婦。
？ii？ixci①（名）言い置き。るすの墨画い残
しておくこど。
fi～蓑量2篭玉＝CtzN（9＿）　　（他　＝kεしN，　＝ci）　　言L、置く　。　　言
．い残しておく。
？iiwaki①（名）言いわけ。弁解。また，藻
　謝。あやまること。～sjUN．
2iiwaki＝jnN①（他；raN，＝ti）弁解する。
　言い分けを欝う。あやまる。また，わかる
　ように筋を立てて言う。？iiwaki　sjUN
　ともいう。
2i童wata⑪（名）腸。
2iiwatagwaa⑲（名）直腸。
？iiwatasien（名）〔文〕言い渡し。命令。布
　告。
2iizee⑨（名）E飯匙コしゃもじ。一zee〈kee
　（さじ）。首里の上贔な語で，いなかでは
　rnisigee　という。
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？iizi㎜a⑨（名）伊江島。沖縄本島本部綺西
　方にある騰。
2i移u⑨（名）俳祖。（〈地））参照。
？ljaL（i）（感）　　〔＝文：〕　㌔、や。　　やあ。　　～　寧iisa．至曙nεし
　kuguu．［いや推参なノ」・僧コやあ，生意気
　な小僧。
2ija⑨（名）えな。胎盤。あとざん。
2ija①（名）矢。？i一は射の意か。
？ijabiima①（名）矢がすり。矢羽根の模様
　を織り出したかすり。
2ijadi”’⑪（副）きっと。蓄わで慈の意。
　’jakusuku，jakutu～cuusa．約束だか
　らきっと来るよ。
？量ja量⑨（名）伝奮。ことって。言い遣りの
　意。
？ija量muN⑥（名）ことづかりもの。頼まれ
　もの。
？ijanuQkwa①（名）機織りの器具の名。
　織った布の部分を巻くもの。いのあし。い
　のつめ。きぬまき。
？ijasSaa①（名）けちんぼ。いやしんぼう。
2ijawaree⑩（名）？呈3a（あとざん）を家の
　裏に埋めて，隣近所の子供を集めてそこで
　大いに笑わせた昔の習俗。あとざんは家の
　裟に埋めたが，その」二を虫がはうと，その
　赤んぼうが虫をこわがるようになるとされ
　たので，それを防ぐまじないである。
？量ju①（名）魚。さかな。生きものおよび食
　最としての魚。sakanaは酒席の料理。～
　七uiga？iCUN．魚をとりに行く。
？ijuniaci①（名）魚市。魚市場。薇’盤では
　与郷原あたりから来る魚が多いので，夕方
　に立つのが普通であったQ
？ijUMIMnii⑨（名）魚の冒。手のひら，足の
　裏などにできる小さい丸い皮鰐のかたま
　り。
？i＝juA’⑪（他＝1’aN，＝Qei）射る。弓で遷る。
　鉄砲でうつ。tiQpuusaani　tui～．鉄砲
　で鳥を5つ。tiQpuu～。鉄砲をらっ。
　’癖1雛i～．弓を射る。
？韮＝juN①（自＝｝’aNe＝Qci）入る。はいる。
？i＝juN①（自＝raN，：Qei）要る。必要であ
　る。入屠である。？ijuraa　mUQci？ikee，
　？iraNdaraa　muQcee？ikunakee。要るな
　ら持って行けよ。要らないなら持っては行
　くなよ。？iraN，ju錘gutu．無馬な忠告。
　zinGQ？irani．金は要らないか。
2i．iut三NPImya①（名）・魚のてんぷら。
？ijSttu．iaa⑪（名）？，魚津。りょうし。？Ulni－
　NeUU（海の人）ともいら。
2i麺？u．iaa⑪（名）魚売り。魚を売り歩く
　人。
2i諏窮①（名）釣り針。
？ijusisi（D（名）（食物としての）魚と肉。
？ika①（名）L、カ〉（烏貝或）。？icaともL・う。
？ikai①（名）錨。
2ikana①（連体）〔文｝いかなる。どのよう
　な。？icaruともいう。日語はcaaru。．～
　tiNzikunu　？unitaeinu　？uzoN　1｛uiRu
　mici，jariba？acidu　sjujuru．〔いかな
　天竺の．鬼立の御門も　恋の道やれば　あ
　きどしゅゆる（手水之縁）］どんな天整の
　鬼の立っている門も，恋の道ならば閉きも
　しよう。
？ikanasgN①（副）〔文］いかにしても。ど
　うしても。どんなことがあっても。1：1語は
　eaasiN。～？ikaN．どうしても行かない。
2ika＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）生かす。k職u
　hjaa？ikacee？UkaraN．この野郎生かし
　ておげない。
2ikata①（名）（∋（金属を鋳造する時の）鋳
　型。◎転じて，型にはめて造るものの型。
　稻子の型，菓子の型など。
2ikamree①（名）〔文〕甥女のi翼り。男女の
　語らい。？i］”は接頭辞。
：2iklra⑪（名）わずか。少し。少々。～nu
　φkuree？araN。少々の費用ではない。～一
　du？aru．少しある。　kuNgutu～Qsi
　nuu取ajuga．これ6ぽかりで｛可になるか。
？量k圭ra⑨（副）どんなに。いかばかり。うれ
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　しい時にいう。canugutuともい5。～
　？UQsjaga’．iaa．どんなにうれしいだろ5
　ね。
2ikiragwaa⑨＊（名）ほんの少し。ちょっぴ
　り。
2ikiramuN⑪（名）少しのもの。少ししか
　ないもの。～du　nul〈u．iuru．皆が遠慮す
　るので，少ししかない珍しい食べ物がか
　えって最後まで残る。
2ikh・aniNy．aen（名）小人数。少数の人。
2ikirasa2u｝m’sa⑨（名）多い少ない。鑓の
　多少。
？ikirasaN⑨（形）少ない。僅かである。kuQ一・
　sasee　？ikirasami．　tれだけでは少ないか。
？量kい（接頭）幾（いく）。個数を尋ねる接頭
　辞b？ikUkeeN（幾回），？il｛ugi（いくつ），
　？ikutai（侮人）など。
？磁uφ⑰（名）いくつ。徳偲。また，何歳。
　～NmiigiN．いくつも。たくさん。（いく
　つも：三つもの意）
？ikul■wir猛⑥　（名）　幾葛1。　イ酊尋。　・
？董ku麺ru⑨（名）幾夜。幾晩。
？ikukeeNev（名）幾國。何度。
？蓋kumaa蓋⑨　（名）一通1り。面白り。
？ikumigui⑥（名）幾めぐり。？ikumaai
　ともいう。
2ik｛・sa⑨（名）いくさ。戦象。’winagoo～一
　ntl　sacibai。　女1まし・く　さのさ：き力封ナ。　女
　はいざとい5時には強くなるの意。
？量kusabuni⑨（名）ぼ新？〕いくさ船。軍
　艦。
？iku＄aei①（名）行く先。行く手。　hagika－
　junu　l〈urasa　～N　miraN．［骨臼夜㊧く
　らさ　行先も見らん（執心言入）〕旧麿二十
　罎の夜は暗くて，行く手も見えない。
2ikusagwaasee⑥（名）戦争ごっこ。
2ikusajuu⑪（名）戦乱の世。戦顯時代。沖
　縄では特に三由（北山，中出，南由）時代。
？ikutai⑪（名）いぐたり。幾入。何人。
2ikutainiNgeu⑨（名）何入と指折り数えら
　れる，すぐれた少数の人。？iτabiniN興
　ともい5。
2こ口搬ba①（名）ことば。言い伝え。昔の
　人の豪い残したことばなどをい5。？i一は
　接頭辞。’NkasiNcu灯u～．昔の人のこと
　ば。ことわざ。格言。
？ikutukurtt⑨（名）？ikutai（何人）の敬
　語。何乱読。
：～imahUta⑪（名）na｝cahuu〔仲風〕と岡じσ
2ima㎜ee⑪（名）新参。いままいり。？U－
　NZOO～nu？ucakudu’jaru．あなたは
　近ごろの新しいお客だ。
2ixnani①（副）〔文〕どうもの意か。また，
　いまだにの意か。～hus圭Nna？anu　k＆一
　ni．［今に不審なあの鐘（執心鐘入）］いか
　に～も不審なあの鐘。
2imasimiev（名）いましめ。懲戒。sikiNnu
　～。二間のいましめ0
2imee⑨（名）おいでになること。いらっ
　しゃること。来ること・居ること・行くこ
　との敬語。～nu　najumi．いらっしゃるこ
　とができますか。？meNsjoorar三jumi・と
　いうのと同じσ
2iineenuka7azi⑨（感）〔文〕船を漕ぐ時の
　かけ声。芝居用語。
2imeeN⑪（自・不規則）おいでになる。い
　らっしゃる。いる。行く。来るの敬語。同
　等や浮上に使う。さらに上の敬語は？me－
　NseeN，？imeNseeN，目下の年；匿への敬語
　はmeeN。？imOOI’i．おいでなさい。？U－
　eini，wakaazi　k＆kurijai？imeN．［内に
　若晶晶　隠れやりいまいん（忠臣身替）］
　中に若按司が隠れておいでになる。
2ime邸e斜⑨（霞。不規則）おいでになら
　れる。いらっしゃられる。いる・行く・来
　るの敬語。？me恥eeNよりさらに丁寧な
　形。
1～imi⑪（名）夢；。　？imeecoON，NNd段N・夢
　にさえ見ない。少しも思わない。？i1聰e
？araNga’jaa・夢ではないカ・。～’NNea一
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　ru　gutooN・（楽しくて）夢のようだった。
　～　miigamarasjaN・悪い夢ばかり見る。
　夢見が悪い（不幸の前兆とされる）。～N
　面ikeesigeesi．深く思って夢にまで何度
　も見て。～miiglrugajuN．夢を見続け
　る。毎晩夢ばかり見る。
2imi⑨（名）攣・体積がふえること。外米の
　ように，煮るとふえて，徳用になるとい弓
　鳥合に多く用いる。～sjUN．ふえる。ふ
　えて得である。
2imi⑪（名）喪に骸するとと。忌み。～ni
　kakajuN・喪に服するよ5な近い関係に
　ある。
2imi①（名）〔新〕意味。普通にはcimuee
　という。
？圭mi2aki⑨（名）忌み明け。喪の期間が終
　わること。
？量mlgakai⑨（名）喪に服すべき統き柄。
？imi＝．luN⑨（他＝raN，＝ti）催促する。
2imizlge－ozi⑨（副）矢の催促をするさま。
　～Qsi．盛んに催促して。
？imuN①（名）鋳物。
？imuNgiburu①（名）はけ願。
？imuNjaQkwaN①（名）鉄びん。鋳物薬鍍
　の意。
2i！nUN’naabi①（名）鉄なべ。
2inah疑k轍⑨（名）稲禰。（〈地》参照。
？inaka①（名）いなか。多くは首里・那覇
　に鰐して島尻・中頭をさす。国頭はふつら
　’jaNbaru（i封原）というカ㍉　悶頭をい5
　こともある。
2inakaa①（名）いなか者。特に，島尻・中
　頭の者。？inal〈aNeuの卑称。村の人の意
　ではsimanu　QCUという。
？inaka｝iuuzi①（名）いなか風。いなかの
　習俗。
2inakakiituba①（名）eいなかことば。
　方言。◎鶴尻や中頭の方言。国頭方蓄は
　’5aNbaτuku七uba　という。
2inaka㎜aai①（名）　いなか回り。
？hnakaNcu①（名）いなかの入。特に，島
　尻・中頭の人。
？inakasudaci①（名）いなカ・育ち。
？i簸amuduci①（名）料理名。猪の肉の代わ
　りに豚肉を白みそで料理したもの。いのし．
　しもどきの意。
？iniA「①（名）〔遣念］θ死者の遺念。死者が
　残した念。また，遺念のこもった死者の霊、
　魂。いろいろな形となって現われるが，多く
　は夜？iniNbiiとなって現われる。◎あと
　へ残した気持ち。あとへ残した恨みの念。
？iniNbii①（名）［遺方火］ひとだま。死者
　の遺念が火となって現われるとされるも
・の。旧暦8月の，300kabiiにはことに多
　く現われる。
？lnuci①（名）［文〕命。口語はnuei。
？量nuhw三⑪　　（名）　栄野bヒ。　（（土世》　参只藁。
？inu＝jtiN⑰（他＃raN，＝ti）〔新〕祈る。元：
　来壱ま，uganu｝く「と㌔・う。
？iN⑨（名）e犬。～nu　haaniN　num量．犬
　の歯にも蚤。まぐれ当たりの意。犬の歯は
　不揃いだが，それでも蚤をかみ当てること
　があるとい5意。～tu　majaatu．犬と獄
　と。仲の悪いたとえ。犬猿といらのと岡
　じ。～nu　tacinaci．犬が夜，怪しい声で
　長泣きすること。魔物を見て泣くとされ．
　る。◎十二支の戌（いぬ）。時刻は午後＆
　時，方向は北寄りの西。
？iN①（名）印。　haNともいう。
？譲caa⑨（名）短いもの。？iNcamuNとも
　い5。背の低い者には？iNcooとい5。
？iNcaanagaa⑨（名）短いのや長iいの。長
　短不描い。
？iNcaboo⑪（名）短い棒。次の句で用いるe．
　～mmQei　naga？ugi　sjUN．短い棒を持つ
　て長迫いする。充分な根拠や力がないの
　に，しつこく追及するのを非難めいて言5
　時に使ら。　　　t．／．
2茎NcamuN⑪（名）短いもの。？iNcaaとも
　いう。
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？隻NcasaN⑨（形）短い。
？iNcirii（①（名）英麟。？iNziriiともいう。
？iN・　Tcoo⑪（名）背の低い者。ちび。？iNeaa
　は短いもの。
．2iA’cu①（名）隠居。年寄って公役を免ぜら
　れること。また，罰せられて役職を免ぜら
　れること。また，楽隠居。
？iKdaagH⑪（名）ぶらんこ。
？三N｛蓬umijamadumi⑪＊（名）〔海留め山穰
　め］農村で稲の花が咲くころのある期間，
　稲を驚かさないために，鳴り物や大きな
　音をさけること。また，その期關。単に
　munu？utuともL・う◎’
？iNduu⑥（名）？iN　duumaaam1と同じ。
？iw繧llumaaxni⑨（名）えんど5豆。
「2iNgwa⑪（名）〔文］因果。多く不幸をなげ
　いていう。・，waNgutoru　sigUkU～BU
　111Ulluja，uraN，［我憤る釜極因果の者や
　居らぬ（花売舟縁）］わたしのようなひど
　く因果な者はいない。
？iNgwaa⑪（名）小犬。犬ころ。
？iNgwaabooi⑨（名）四つんばい。犬のよ
　うに四つんばいになってはうこと。
？iNkunibu⑨（名）榿。　deedeeともいう。
．？iNma．9aa⑨（名）犬猫。畜生。
2iNmaju⑪（名）〔文〕犬猫。畜生。？asama－
　sija　hwicui　？umuikug．ai’ltuti，　micisi－
　banu　gijutu　tumuni　eiihatiti，　一vnu
　’izikiロajur我t鷺n態iba迂浅闘しや一人
　思焦れとて　道柴の露と　共に消え果て
　て　犬猫のゑじき　なゆらと思ぼ（花売之
　縁）〕あさましいことよ，一人で思い焦が
　れながら路傍の露と消え果てて，犬猫の餌
　食になるだろ5と思5と。
？iNteeA’①（名）少し。わずか。ktiuteeNと
　岡じ。？iNteenoo？asa．少しはある。　～一
　du，jaru。少しだ。
2重獣ee翼gw徽①（名）ほんの少し。
．2iNtuku（i》（名）陰徳。入に知られない善
　行。～tujUN．入に知られない善行を行な
　5。気の毒な人を助けた場合などにいう。
？iNzil　maami⑪（名）いんげん豆。
2iNzirii〈D（名）英焉㍊。？iNeir銭ともいうQ
？iQcaa①（感）あら。まあ。女が，不思議な
　もの，きれいなものなどを見た場合に使5。
？玲caakUQ「caa①（感）おやまあ。あれま
　あ。女が使う。あきれた時などに指を鴫ら
　しながらいう。
？iQgigahuu⑨（名）？iQgigahwiiと同じ。
2董Qg越ahwii③（名）いつ見ても変わらない
　こと。また，そのようなもの。悪い意にい
　5。変わりばえがしないもの，パットしな
　いもの，いつもなまけているものなど。
　？iQgig’ahuu，？iQgi’Nhwii，？iQgiNhuuと
　iE）vs5．　？ariga　ciNbikeenuN　？ayaN，
　kanuru　munUN～，jasa。彼の叢物ばか
　りではない，彼の食汚ものもいつも同じだ
　よ。
？iQgii①（名）一対。：二つ相対して一組とな
　るもの。
？iQgiiもiN①（名）嘆zib圭Nと陶じ。＄izibiN
　はいつも一一’＊｛tで使5のでいら。
2iQcikutaQ「cikii①（名）遊戯の名。「ずいず
　 ずつころばし」のたぐい。数人が輪に
　なって両こぶしを握って，握りこぶしの輪
　をつくる。ひとりが輪になったこぶしに
　薙で順順にさわりながら文句をとなえ，そ
　の最後の文旬，jaiが当たった者が芸をす
　るとか，順番に当たるなどする。文句は，
　んzu職iga　hwiigaa　cikU颯uku　ciNboo－
　raagaa　？uduNnu　kusiNzi　huuruga
　’jai．または，～zooniga　ciigaa　cikU－
　inuku　clNbuyu　eiieiNtaagaa　huuru．o，a
　，jai．など。文句には一貫した意味はなく，
　南洋語のまねのつもりである。hweenusi－
maa（南の島人e踊りの名）の文句に由来
　する。
？茎《～e圭N⑨（名）事件。一件。
？iQeiA’①　（名）　一汽阜。　160匁。
？iQcil’①（副）最も。一番。～mee．一番
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？iQsuu
　前。～’waQsaN．一番悪い。
？IQgiNhuu⑪（名）？iQgigahwiiと同じ。
2iQgiNhwii⑨（名）？iQgigahwiiと問じ。
？iQka①（名）何日。月の第何Nかを聞く時
　にいう。　日i数を聞くにはnaN垣ciとい
　う。
2iQkwa「gukjaakuan（名）銭1貫500文。
　3銭に相当する。ziN（銭）の項参照。
2玲kw撫N⑪（名）銭1貫。2銭に相当する。
　ziN（銭）の項参照。
？iQkwaNdarumii⑨（名）ノ1、魚の名。
2iQkwaNmagi⑨（名）〔古〕髪結い料金の
　名。料金2銭（1貫）で，赤元結いを用い
　たもの。katakasirajuujaa（髪結い床）
　の項参照。
2iQpaa⑨（名）子供の遊戯の名。また，そ
　の道具の名e’大小二本の短棒の，大きい方
　で小さい方を打ち上げて遠くへ飛ばし，そ
　の距離を争う遊戯。giQCOOともいう。
2iQpee①（副）たいそう。非常1こ。たいへ
　ん。～curasaN．たいそう美しい。
？iQpeekiiQ”pee①（名）方方。’あっちでも
　こっちで屯。
2iQP量ci⑰（名）一匹。
？iQpjuu⑰（名）一考。
？iQpeomuci⑲（名）［一方持3扶持米のみ
　をもらい，知行のない者。すなわち，名目
　だけの実在しない領地をもつ者。nihoo－
　muei［二方持］の瞬。
2iQpooNkee⑪（名）一方に偏すること。か
　たよること。偏向。
？iQpukii2iQsjoo⑨（名）一腹一生。同じ両
　親から生まれた間柄。はらから◎両親を岡
　じくする兄弟姉妹の関係。？anu’jaatu
　kun　1，j　aatu，Nkasee～，jaしaN・あの家
　とこの家は昔は同じ親から生まれた閻柄で
　あっだ。
？iQpuN＠（名）一本。
2iQPiiNmaagi⑪（名）一本松。
2iQpuuhUUge（名）一刻者。一徹者。がん
　こ者。
？ Qsai①（名）〔新〕一一nd切（いっさい）。ふつ
　うはmur馬MUQtuなどとい5。
？iQsaNen（名）一散に走ること。一生懸命
　走ること。一目散。～natl？ikee．一一散に
　走って行け。
2iQsaNbaaee⑥（名）一散に走ること。一目
　散に走ること。七〇〇siN　doo？ii　sjaNヒee－
　maN，～naraNsija…（俗謡）唐船だぞと
　書つたところで，一出国に走らない者は…。
？iQsii①（名）志。～tatijUN．志を立てる。
？iQ；iN⑪（名）一寸。中指を折り曲げた中程
　の長さを墨準にした。五寸は指をひろげた
　時の親指の先と中指の先との長さを蕃準に
　した。
2iQsiNguu⑪（名）子供をあやす遊戯の名。
　子供をひざの上に立たせ，両手をとって前
　後に揺り動かす。動かしながら，？iQsi－
　Nguu　sikuteesiku（意味1ま船の進む晧…の
　形容か）というはやしの入った童謡？aka－
　siN　tamunuN　keNSoovani（たい松やた
　きぎは買いませんか）を歌5ので，この名
　がある。たい松やたきぎは両町から船で運
　ばれて売られた。
2iQsjaku⑪（名）一尺。
2iQsjaku⑪（名）一門。．
？iQsju⑪（名）一升。
？iQsjudaci⑪（名）一升だきり鍋。
？iQso・eiiaaan（名）不断鍛。？waazi（暗
　れ着）の対。
2iQSOORaadii（①　（fa．iJ）？i（lsooziicii　と同じ。
2iqsooziieii⑥（副）片はしから。残らず。
　すっかり。？iQSOORaadiiともL・う。caa「u
　sjumugi，jatiN～，judi　tuujUN．どん
　な本でも片はしから読破する。
？iQsuikaQ’sui①（副）u・そいそ。うれしい
　ことなどあって，急ぐさま。？UQsjagu－
　tunu？akutuんsjoosa．うれしいこと
　があるので，いそいそと急いでいるよ。
2量QS翌u⑰（名）一艘。
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2iQtaa
？iQlaa⑨（名）eおまえたち。きみたち。
　？3aaの複数。㊤おまえの家。～utee．お
　まえの家では。◎おまえさん。？麺我（お
　まえ）よりもやや丁寧な感じをもつ。⑲
　（接頭）おまえたちの。きみたちの。おま
　えの。？i（魎aajaa（おまえの家。　？」段ajaεし
　とはあまり願わない），？iQtaahara（おま
　えの測，きみの方）・など。
雛Qtaahガra⑪（名）おまえのがわ。おまえ
　たちの方。
2燈ta繊UN⑤（名）必要な物。重宝な物。便
　利な物。
2量QtaN⑪（名）反物の一反。
？iQtiN⑪（名）一緒。ひとまとめ。合併。
　kunu　sigutoo　？jaatu　’waNtu　tvni　sa－
　na．この仕事はきみとぼくと一緒にやろ5
　か。，jaatacaa，ja畢iga　muuむU3aa想ka呈
　～ni　najUN．分家であるが本家と合併す
　る。kutagicinu　MLINtu　kUNgicinu　mu－
　Ntu～ni　saNmiN學ee．先月分と今月分
　とひとまとめに勘定しなさい。
？iQtu⑪（名）一斗。
？iQt11ci①（名）しばらくの時閲。暫時。～
　matee・しばらく待て。～du’jas翫．しば
　らくの間だよ。
2iQtuga．ioO◎（名）おはじき。女児の遊i戯
　の名。
？善raa⑪（名）すけべえ。好色な者。
、？iraants．iuN①（他＝saN，・ci）貸す。立て替
　えて貸す。（小額の金，小黛の米・味囎など，
　消費するものを）一時立て替えて貸す。大
　金。家などを貸すにはkarasjuNという。
2irabiniNgu⑨（名）選ば量てた人々。少数の
　すぐれた斑々。選手。？ikutainiN4uとも
　い5。
2童rabinukusi＠（名）えりのこし。選び残
　しkもの。
2irabi2A’za＝sju”N⑪（他msaN，　wci）選び
　出す。
2irabi．＄izi＝．iu“’⑪　（他＝raN，＝ti）選びすぎ
　る。えり好みしすぎる。
？irabu⑪（名）θ撰良部島。宮古群島の島
　の名。◎沖永良部島。奄美群務の島の名σ
2h’a＝b賢N⑨（他＝baN，＝di）選ぶ。
？iz’a｝｝uu◎（名）えらぶうなぎ。海蛇の一
　種。沖永良部島付近に産するのでいう。滋
　養分に富み，薬用となる。
？iraおuusinNzi⑪（名）えらぶうなぎを煎じ
　た汁。
？irahwa⑰（名）撰良波。（（地））参照。
？ira＝juN④（他＝aN，＝ti）儀りる。立て替
　え借りする。（小額の金，小量の米・味櫓
　などを，その時使用するために）一時借
　りる。岡騒をあとで返す揚合に使う語で，
　瞬一物を借りて返す場合，たとえば家など
　に｝まkajUN　という。
？h’ na⑥（名）鎌。　kamaともいう。
？iranaiika⑪（名）鎌の柄。軽いもののた
　とえとなる。tabee～N　nii　najUN．（諺）
　旅は鎌の柄も荷になる。
？iraNmjε【⑪（名）　修｝良皆。　？iraNna　とも
　いう。《地》参照。
2iraNna⑪（名）俘良皆。？iraNmja　とも
　いう。（（地》参照。
？iree⑪（名）応答。返事。答え。
2量reehwfz⑩（名）応答。返答。返事。
2iree＝juN⑪（Pt　＝xaN，＝ti）答える。返事す
　る。
2iveekai⑲（名）借りてばかりいること。貧：
　しい暮らしのさまをいう。？iree一く？ira－
　jUN，　一轟く＝aしi＜茎｛a」jUNo
2量reek磁e「e⑪（名）応答。返答。～N聡eN．
　うんともすんとも言わない。
？ii’i⑨（名）錐（きり）。
2量r三①（名）西。？agari（束）の対。［入］
　または〔西］と書かれた。nisiは北。
2遍。3⑰（名）屡根のむね。いらかQかやぶ
　き屋根の頂一しのかまぼこ型になっていると
　ころをいう。～hUCUN・屋根を葺く。
2iriei⑨　（名）∈）うろこ。◎頭のふけ。
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2茎1’iM｛置uku皿
？；ricigaa　：juN①（自＝raN，＝ti）入れ代わ
　る。交替する。
？ivlcii⑩（名）油いため。油でいためた料理。
　toohu？irici（妙り豆腐），　kuubu？iriei
　（昆布その他をいためたもの），その傷いろ
　いろのものがあるQ
％ric玉漏」皿N⑨（他＝1・aN，＝Qci）射て（撃つ
　て）しとめる。
？iricirii⑨（名）住み込み。雇用人が住み込
　んで働くこと。
？ivi＝euN⑨（他al｛aN，＝ci）触る。また，油
　でいためる。
2iridaka⑨（名）収入額。入って来る金高。
　？Nziridaka（支出高）の対。
2h’iee⑪（名）夕暮れ。臼暮れ。入相。，juu一
　？irieeとも㌔・う。
2irigaN⑨（名）入れ髪。かもじ。婦人の髪
．に加える髪。
？lrigaNbus量⑨（名）彗星。ほ5き星。形が
　？irigaNに似ているのでいう。hoocibusi
　ともいう。
2irigaNhaajuuan男子の4～5歳ころの髪の
　結い方。入れ尽してその端を折り独げて
　結ったもの。
？ir董gasa①（名）はしか。麻疹。
2茎rigu①（名）材料。
2irihana①（名）㊦茶の出花。茶の入れて
　すぐのもの。◎人が家などに入ってすく“。
　入りはな。
？irihudaco（名）入札（にゅうさつ）。huda一
　？まriは選挙の投票。
？irihuga＝sju”N⑪（他m’saN，＝ci）　（錐など
　で穴を）あける。
2韮t・ihuga＝sjuN⑥（他＝saN，二ci）（鉄砲で）
　撃ち抜く。
2irihui①（名）不平。不満。着物・食物な
　ど物質上の不平不満にいう。他の揚合には
　cimoo　hugaN（意に満たない）などとい
　う。eiiynu～sjUN．着物の不平を言5。
　mllNnu～sjUN．食物の不平を言う。
2irihuni①（名）入船。港に入る船。また，
　入港。
？grihuni？uiwee⑨（名）旅に出た人の船が
　港（那覇）に入った時の，出迎えの祝。入
　船ほっけ。
？h’ihwi①（名）（彼岸の）入りの臼。王家・大
　名家などが彼岸祭り（’Ncabi）を行なう日。
2irihwit）（名）入り日。夕日。
：～韮rii⑥（名）伊礼。《地））参照。
？董ri＝juN①（他＝raN，＝ti）㊦入れる。◎食：
　べ物を）つぐ。よそろ。munu～・飯を、
　つぐ。學eesiN・Y，お代わりをつぐ。
？irijiiii①（名）入用。必要。
2irikee＝juN②（他＝raN，＝ti）㊦入れ替え
　る。◎お代わりをする。
2irikeesii＠（名）品物を掛け買いし，次の
　最物を買う時などに，先の勘定をする買い．
　方。商取引の一種の慣習で，hwleigee（代
　金ひきかえの買い方）に対する。～sjUN・
2iriku①（名）入れ子。大小の箱または道
　具が，大きな物の中に次々と納まるように
　できたもの。
2量r鍬umaQkw3①（名）入れ子式の枕。ひ
　のき板で箱のように作った，夫婦用の枕で，
　入れ子式に，一一方の枕が他方に納まる。
2irimee⑨（名）収入。
2藍r韮ineie⑪（名）西江前。（（地））参照Q
2irimico（名）入り昌。ものいり。出費。金
　がかかったり，物がいったりすること。
？irhmii①（名）こ新〕入れ目。義眼。
？irlmuN①（名）入れ物。容器。
2ir呈musi⑥（名）甘藷が虫に食：われること。
　虫食い。
？it’imusjaa（①（名）虫食：い、・も。　hwiimu－
　sjaaともいう。
2irimuuku⑪（名）入り婿。婿養子。～tu－
　jUN．入り婿をとる。～najUN．入り婿
　となる。
？irimuukuu⑨（名）？irimuuku（婿養子）
　の卑称。
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？iriNkee
？lrlNkee⑨（名）西向き。
？ir組蓋＝沁賛①（他；raN，＝ti）追加する。入
　れて添える。
？ivitakii①（名）（容器に物を）入れたまま。
　～mUQei　kuuwa．入れたまま，持って
　来い。
？irituba＝sju、N⑨　（イ也　＝saN，；ci）　すっかり
　射る。撃ちまくる。
2iri？umuti①（名）西表臨。入璽出群島の
　島の名。
：riri？wii圭⑪（名）西江上。（（地》参照。’
2iriwal①（名）言い合い。口論。～sjUN．
2iriwa量kaawai①（副）詠・争5さま。～
　SjUN．
？iru⑰（名）魚。また，顔色。～？NzijUN．
　色が駆る。また，顔色がよくなるQ血色が
　よくなる。～tubUN．色が飛ぶ。また，
　色を失う。驚いて真青になる。～nugi－
　jUN。色が趣ける。色がなくなる。また，
　血色がなくなり顔色が悪くなる。～1：nii－
　wakasjUN．差黙する。人によって分けへ
　だてする。～’wakasjUNともいう。？i－
　roo　hujuunu　tv，hadaa　’Ncitamagunu
　～．顔の毯は芙蓉の色，肌はうで卵をむい
　たよらな色。美人を形容してい5。
2iVitgikimucigoo⑪　（名）　kusici？ukwaa－
　si（祭祀用の蒸し菓子）の一種。赤照黄の
　…色で，波形模様がある。
？irudui⑪（名）色どり。彩色。
？irudu．iaasi⑪（名）色のとりあわせ。配色。
2iru2iruen（名）いろいろ。さまざま。～
　，jaQsaa．いろいろだよ。～nu．いろいろ
　の。
2irujuku＠（名）色欲。
？iruka⑨（名）色香。色と香り。
2ivukali⑪（副）種種。種種雑多。いろい
　ろ。　hananu～sacoojabiiN．、花がいろ
　いろ咲いています。
？呈職k量sa⑪（名）顔色。血色。
？1rumigaai⑨（名）e（驚いて）顔色が急変
　すること。◎変節。
2irum燐aQsaN⑪（形）（喜怒哀楽の情が）
　顔色に現われやすい。現金である。
2irumiijasii⑨（名）割金な人。
？irllnoosian（名）染め直し。色あげ。
2irunucil　＠（名）芭蕉布に着色した士族男
子用の礼服。色の衣の意。夏用は水色無
　地，冬構は茶色無地。
2irunugaa⑨（名）血1色の悪い者。また，
　（驚いて）青くなった者。一nugaa＜nugi－
　jUN。～naむ00N・顔色が悪い。
？iruNna⑪（連体）（）いろいろな。いろん
　な。？aree～sjumugi？uhooku　mg－
　QCOON．彼はいろいろな本をたくさん持つ
　ている。◎変な。妙な。異様な。kunugU－
　runu　sikinOO～1〈utunu？aQsaa。この
　ごろの世の中は普通でないことがあるね
　え。
？三rusigamaasi⑨（名）あいにく。折あしく。
　～’jaQsaa’jaa．あいにくでしたねえ。
？lrusjumo”osjix⑨（名）次の句で用いる。
　～nugijuN・驚いて青くなる。色を失
　う。
？irusoomo’OSoe⑪（副）驚いて顔色が青く
　なるさま。
？iruwaki⑨（名）色分け。色瀦。物事の区
　別。
2iruwakiti⑨（副）特に。とりわけ。特に
　区甥して。
2irugiei⑰（名）色好み。好色。
？iruzlmrasaN⑰（形）（入・花・器物などの）
　色が美しい。
2isa⑪（名）伊佐。呪力参照。
2isam量＝juN④（他＝raN，＝ti）励ます。慰
　めて励ます。激励する。
？lsamita＝cuN①（自＝taN，＝Qei）勇み立
　つ。
2isee①（名）∈）委細。くわしいこと。～ni
　hanasawa　eicim圭sjoori．くわしく話すか
　ら，開いて下8い。～lla　kutoo　mata・
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2isizi
　くわしいことはまたあとで。◎たしかに。
　はづきり。～ni’NNcaN・たしかに見た。
　～ja　na七ikara，wakaisa．たしかなこと
　（くわしいこと）はその場でわかるよ。
？孟s量①（名）石◎
？isi2ana①（名）石切り場の石を切りとった
　穴。
2isibasi①（名）石橋。
？isibeeG）（名）いしばい。石灰。貝がらな
　どを焼いて粉末にしたもの。しっくい・肥
　料などにする。
2isibjaaCO（名）昔の大砲。一bjaa〈hjaa。
21sibukuan（名）つぶ七。投げるための小
　石。
2蓋sibutuki（蓬）　（名）　　石｛ム。
2量sicaa①（名）石jEl。（（　tw　〉）参照。
？isie量①（名）研敷。〈（　ts　））参照。
2isiduuruu（m（名）石燈籠。
？isigaci⑪（名）石垣。台風の被害を防ぐた
　めに，ほとんどの家は石垣に撮まれてい
　る。’
2isigaci①（名）石垣島。入重山狂熱の島の
　名。また，石垣。（（地》参照。
2isigaeiguu⑫（名）ざる碁儒へたな碁。石
　垣を積むように，やたらに石を並べるので
　い5。
2isigakui①（名）石囲い。屋敷などを囲っ
　た石の垣。
2孟sigaNtoomp（名）［石敢当］丁字形の道の
　突き当たりの家にかかげる魔除け。家が丁
　字形の道の突き当たりにある時には，石敢
　当の三字を石垣や塀に彫るか，板に書く
　かしておく。中磁に石敢当という豪傑iがお
　り，向か5所敵なきありさまだったとい5
　ので，この家には石敢当がいるぞと魔物を
　おどかすためのものと伝えている。
2isigee⑨（名）nisigeeと同じ。
2isigUU＠（名）さんご礁などを砕いた細か
　い砂利。道路などに敷く。石粉の意。
2isiguumici⑰（名）？isiguuを敷きつめた
　道。石灰岩の砂利道。
2is韮9U皿？Nmu⑪（名）言藷の一種。竪くて
　石のようで，蒸すと粉をふく。
？isii①（名）e権勢。威勢。◎意気盛んなこ
　と。威勢）那よいこ二と。
2isikabuizoo①（名）左右に大きな石を積
　み上げた門。
？三s韮kε奪hwa①　（名）　石匠波。　《地））参照。
2圭sikakaraamleien（名）石ころ道。
2置s轍izai①（名）石段。石の階段。
？isikubit’i①（名）〔文〕石のある小坂。　nu7
　 wanu　tv　’N40　ciriti　nuburu，　njahwi－
　R～tusawa？arana．［餌野波の石小坂
　論蔵つれてのぼる　にやへも石こびり　選
　さはあらな］伊野波の石ころの坂道を恋す
　る女をつれて登る。もっと石ころの坂道が
　遠くまであるといい。
2i　9．　irnakuratoo⑥（名）〔新］石枕党。藏清
　戦争時代の，首里の頑固な一派。清のひい
　きをしたが，清が敗北したので，壊減した。
？撤mici①（名）石を敷き並べた道。石の舗
　道。首璽の道路はほとんどが石を敷き導べ
　た道であった。
2is量nagUU⑰（名）女の子の遊戯の名。いし
　なご。小石を投げ上げ，手の表嚢で受け
　止めたりするもの。？isinagunu％S沁U
　？uhusi　narumadiN　？ukal〈ibusemisjori
　’wa？usjuganasi．［いしなごの石の大瀬
　なるまでも　おかけぼさえ召しよれ我御
　主がなし⊃いしなごの石が大岩になるまで
　も，お治め下さい磁王様。沖縄の君が代の
　ような歌で，明治以後も保守派（kuruu）
　は宴会の初めに歌った。
2is三Nmi⑪（名）石嶺。《糊参照。
？isi？au，¢i①（名）石臼。
2isi多eeku④　　（名）　石コニ。　石屋。　？isi7veekUU
　ともいう。
2isigeekuu①（名）石工。石部。
2isizi①（名）e礎石。いしずえ。◎くつぬ
　ぎの石。
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？isizooCO（名）石造りの門。石垣の門。
2isja◎（名）医者。，jamatu？isja（蘭方賑）
　と？ucinaa？isja（漢方医）とがある。
：～isjaakaa＝jUN㊥＊（自＝raN，；ti）喜びは
　しゃぐ。手足を振り動かして喜び騒ぐ。
　？isjakajuNともい5。
2isjaara◎（名）石原。《地》参照。
2is．iadooew（名）研舎堂。《地》参照。
？isjaka＝jUN（①（自wraN，＝ti）？isj段akaa－
　jUNと判じ。
2isjatuu⑪（名）かまきり。
2isjOO①（名）衣裳。衣服。着物。
2isjoocihwada①（名）衣類。衣裳着肌の
　意。eiNcihwadaともい5。
2isjoo＄ja⑪（名）こ文・古〕5れしさ。楽し
　さ。うき5きすること。nagunu？uhuga”
　niku　？Nma　haraei　？isjosja，　huni　ha一
　「aci？isjosja，wa？uradumai．［名護の大
　兼久　馬はらちいしゃうしや　舟はらちい
　しやうしや　我浦泊コ名護の大上久馬揚は
　馬を走らせて楽しいが，舟を走らせて楽し
　いのはわが村の港。～sjUN．楽しむ。老女
　などが？wiirikisa　sjUNの意で用いる。
？isjuo＊（名〉主脚。意趣。
？iSlizi⑪（名）急ぎ。至急。～nu　gikee．急
　ぎの使い。
？isa＝ZUN⑨　　（自　＝gaN，　＝zi）　急ぐ。　？isugaa
　maari．急がば回れ。
2ita⑨　（名）　板。　多く1ま　？ica　とし・う。
？itabUQkwi①（名）不機嫌で顔がふくれる
　こと。～sjUN．
2itabuQkwi＝juN（淫）（自＝raN，＝ti）（不機嫌
　で顔が）ふくれる。
？lta＝nUN⑨（自＝maN，濡δi）（家。器具・食
　物などが）痛む。破損したり，腐ったりし
　て悪くなる。
？itari＝juN①（自＝vaN，＝ti）奥義をきわめ
　る。奥義に達する6？itaritooNの形で多
　く用いる。bUZiini？itaritooN。武≡芸をき
　わめている。
2itaz且ra①（名）むだ。いたずら。～ni？u－
　Nna　kutu　qsi　nuu　najuga．むだにそん
　な事をして何になるか。，waaga　kaN　sju－
　see？ltaziraa？araN．わたしがこうする
　のはむだにしているのではない。
？ltqziragutu①（名）むだな事。
2ituew（名）絹。？iiCUと同じ。？iiCUを多
　く用いる。
2ituj nazien（名）〔文〕糸柳。しだれ柳。
　gurigwamija　？awari　？itujanaziguku－
　ru，　kazinu　？usumamani　nariti　？icu－
　sa．［尾類小勢やあはれ　糸柳心　風の押
　すままに　なれていきゆさ〕女郎の身はあ
　われ，糸擁のよろに，風の押すままに馴ら
　されて行く。
？iSli＝juN⑪（他＝raN，＝ti）いとう。きらう。
2it magWii⑰（名）いとまごい。？ituma－
　gwiju七umuti　mUQcaru　saka多icija
　nanaida　？awamuraei　numiN　naraN．
　［暇乞よともて　持つちやるさかづきや
　涙あはもらち　飲みもならぬ］いとまごい
　だと思って持ったさかずきは，涙がいっぱ
　 たまって飲むこともできない。
2itumuN①（名）絹物。
？itumusi①（名）蚕。
？itunami⑨（名）〔文］いとなみ。生業。
　hwibinu　一vni　hwikasariti　’waminu
　’ugamibusja　？atiN　ziju．ja　naxaN．　［S
　臼のいとなみに　引かされて我身の　拝み
　ぼしやあても　自由やならぬ］HRの生活
　にひかされて，わたしはお会いしたくても
　自由になりません。
？iwa①（名）〔文〕岩。口語はsii，または
　？uhusiという。
2iwari①（名）いわれ。由来。
2蓋wee⑪　（名）祝い。’juuweeともいう。
2izaa⑦（名）大胆な者。勇者。意地のある
　者。　　　　　’
2珍ai⑨（名）いさり。火を使5，夜の漁。
2i；aibii⑪（名）いさり火。漁火。
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？茎7．aihoO⑨（名）〔古〕貞操試験。久高島の
　習俗。若い女にいかがわしい風評が立った
　時，森の神前で眼かくしをして小橋の上を
　渡らせる。無事に渡れば貞飾の証明とな
　る。不吊行を確実に知っている者が見物人
　の中から石を投げて，その非をあらわす。
2圭zas孟ca⑲（名）伊差川。（（地））参照。
？蓋Z萱①（名）（∋勇気。意地。意気地。元気。
　～nu？aN．勇気がある。～？Nziree．元
　気を出せ。～cijUN．（子供が）しっかり
　している。母親にすがったりなどしない。
　～NeiyaN　mUNゼ意気地なしの子供。◎
　怒り。　怒気。　？aree　～　？NzitOON．　彼iま怒
　っている。～nu母鋤araN．怒りを制しき
　れない。腹にすえかねる。～nu？Nziraa
　tii　hwil｛i，　tiinu　？Nziraa”vhwiki．　wa／S｛
　立っても手（暴力）を聾すな。手が出そ5
　になったら自分の怒りを静めよ。
2izicir量n｝ガNd）（名）しっかり者。年少者
　についていう。母親にすがったりしない子
　供など。？iziN　eiraN　muN．（いくじな
　し）はその反対。
？izina①．（名）伊是名島。沖縄本島北方，
　伊1平屋島（？ihja）の南にある島。儲平屋
　島（kusiziiともいう）に対してmeezii
　［前癌コともいう。また，伊是名。（（地））参
　照。
？童z娘⑨（名）しあわせ。気楽。親が子に，
　しゅ5とめが嫁に責任を譲って安楽になる
　揚合などにいう。Cal｛wanu　cuuree？ujaa
　～．子供が大きくなれば親ぽ楽でしあわせ。
　’jum圭nu　cakut娘sjutoO～sjoosa．よ、
　めが来たので，しゅうとめは気楽にしてい
　る。
2iziri⑪（名）意気。意気地。気力。～nu
　neeN．意気地がない。
？韮ziri難玉がN⑪（名）しっかり者。
2izizu皿①（名）気丈者。意地のある者。
　？iziZUUMUNともい5。
？izizuumuN（D（名）？iziZUUと岡じ。
2iZU⑪（名）〔文〕［伊集コ植物名。口語は
　？Nzu。さざんかの一一種。椿に似た厚い葉
　で，白く美しい花が咲く。良材となる。
　一vnu　1〈ija　’3’ukati　？aN　eurasa　sacui，
　，wamiN～，jatuti　mas圭ra　s鼠kana．［伊
　集の木やよかて　あんきょらさ咲ちゆい
　我身も極集やとて　真白映かなコ伊集の太
　はさかえて，あのように美しく咲いている。
　わたしも伊集の太のよ5になって真白に咲
　きたいものだ。
？iZU　en（名）伊集。？NZUともい5。㈱力
　参照。
2忽u㎜i⑨（名）伊豆味。（（地》参照。
？izuN⑪（名）泉。
2iz．uN7．acien（名）泉崎。（（地》参照。
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一三（助）か。疑問の助詞。文の末羅に付けて質
　問文を作る。Qeui．入か。　taruui．太郎
　か。Nに終わる語に付く時はそのNを
　nuに変える。　？iN．（犬）→？inui．（犬か）
　ただし，活用する語の’「終止形（現在肯
　定）jに付く訳合にはNをmに変える。
　kaeUN．（書く）→kaCumi．（書くか），　twa－
　kasaN．（若い）→’wakasami．（若いか）
　など。また否定の形に付く時にはNをn
　に変える。kakaN．（書かない）→1《akani．
　（書かないか），neeN．（ない）→neeni．
　（ないか）など。また活用する語の過虫の形
　に付く時には，過去の「終二形」には付か
　ず，「音便形÷て」の形に付く。？aN’ja－
　taN・（そ5だった）→？aN’jatii．（ぞう
　だったか），kacaN．（書いた）→kacii．（善
　いたか）など。また，？aN（そ5），　kaN
　（こ5）などは？anii。（そろか），1〈anii．
　（こうか）となる。なお一duを用いる係り
　結びの文にも用いうる。，waNdu，jaruL
　わたしなのか。なお，疑問詞を用いた質問
　文は一iで結ばず，　一gaで結ぶ。
，ic蓋①（名）益。利益。～nu　neeN　kutu　g菰
　無益なことをして。
，量e｛①（名）易。易経を応用した占いの法。
，idaCO（名）枝。，judaともいら。ki擁u～．
　太の枝。
’id曲欄a④（名）枝葉。’judahwaaともい
　う。
，idam謎ei①（名）枝ぶり。’judamuciとも
　いう。
ラidu①（名）江戸。
，ii⑨（名）藺（い）。燈心草。　biiguii，　sacii圭
　の二種がある。
’iiew（名）絵。　kataともい5。
壌①（名）ゆい。労力交換による協同労働。
　潤植え・砂糖製造など一時に多数の労力が
　必要な時，順番に加勢し合って労働力の交
　換をすること。～kaNsijUN．ひとの仕事を
　してやって，他購自分の仕事をさせる権利
　をもつ。ゆいをかぶせる意。～kaNzuN．
　自分の仕事をひとにしてもらい，労鋤の負
　債をもつ。ゆいをかぶる意。
，ii①（名）亥（い）。十二支の一一つ。晴闘は午
　後10時，方向は西寄りの北。
，iiG）（名）椅子。腰掛けるもの。
，銭一（接頭）よい。いい。二四に多くの名詞
　に付く。’ii？acinee（いい商売），’ii？im2
　（よい夢），’iiQCU（よい入）など。’jana一
　（悪い）の対。
・・’奄堰i助）よ。ねえ。意志を表わす形（すな
　わち「未然形」の単独の形）に付く。同等・
　目下に対する親しみの気持ちを表わす。
　’3u塒a～．読も5ねえ。？aNsa～．そうし
　ようねえ。？ika瓦？uka～．行かないでお
　こうねえ。
’il’？aeinee⑪（名）いい商売。もうけの多
　い商売。大もらけ。cuuja　hurirnuN？i－
　eati　・v　sieasa．　hwel〈u　’jaakai　？iki－
　wadu’jaru．［z＞　Sやふれ者行逢て　良い
　商ひしちやさ　早く家かい行きはどやる
　（茶売節）］きょ5は馬鹿者に会っていい商
　売をした。早く家に帰らなくては。
’ガ2aNbee⑨（名）いい按配。物事が順調に
　進んでいること。また，病人の状態がよい
　こと。
’ii“baa⑥（名）よい折。いい機会。’iibasju，
　’iihjoosiと岡じ。～’jaQsaa．ちょうど
　よかった。
うiデbasju⑥（名）よい折。いい機会。，施aa，
　，i2hjoosi　と同じ。
’iigibiN①gikaN⑨　（句）尻が落ち着かな
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　い。席の暖まる暇もない。すわった尻が付
　かない意。
，iigi＝cuN①（自＝kaN，＝ci）θ居付く。住み
　付く。ひとところに落ち1着いて暮らずQO
　（回っているこま，上がっているたこなど
　が）動揺せずに安定する。
’iicii⑨（名）懐胎。妊娠。月経が止まって妊
　娠が確定すること。
，董i’cii⑩（名）㊦いい気。思い上がった気持
　ち。～nati．いい気になって。◎いい気持
　ち。saki　nudakutu～nataN．酒を飲ん
　だのでいい気持ちになった。
’鍍「eiici⑪（名）いい景色。よい眺め。
’iieiiyi⑨（名）かすり（緯）。　tUQciriともい
　う。
’iidakiCO（名）すわった高さ。座高。
灘d飢aN⑪（名）琉球表の畳。備後衷の畳は
　biigudataN　という。
’ii’dusi＠（名）いい友達。親友。
’iiee①（名）その揚に贋合わせること。？u一
　ねcoodee～nu？wii　hanasjuN．親兄弟
　が居合わせた上で話す。
’ii’g｛ikuei＠（名）居ごこち。すわりごこち。
　住みごこち。
　　　　　　　ゲが　　がセ，iihii⑪（感）（〔｝1911〕のよ5に鼻音化して
　発音される。鼻音化しないとぞんざいに
　聞こえる。）さあ。じゃあ。目下に鮒して
　誘いかける時発する語。diQkaaともい
　う。霞上に射しては’uuhuu，目下でも年
　長者に対しては，oohooという。～？ika。
　さあ行こ5。
，董i「hjoosi⑪（名）よい折。　L・い機会。，iibaa，
　，iibasjuと岡じ。
’iihudi⑨（名）絵筆。
，i董■huuzi⑨（名）eいい身なり。いい風采。
　また，よい習わし。よい流儀。
’量i「hw二藍⑪（名）いいH。吉瞬。
’iデ？嚢m韮⑥（名）いい夢。吉夢。
ラ麺デ量⑪（感）（こττττ〕鼻音化して発音される
　のが普通。鼻音化しないとぞんざいに聞こ
　える。）いいえ。いや。蔭下に対しして，否定
　または姫絶の意を表わす語。目上に対して
　は，UUUU，目下の年長者に対しては，OOOO
　とい5。
，iiimuN⑪（名）もらい物。もらった物。
，iiiNgwa⑨　（名）　もらい子。’iiriNgwaとも
　い．う。
，叢iz韮N⑪（名），iiriziNと同じ。
，韮ijaa⑨（名）婿の家を代表して，縁談の申
　し込みをする薯。ぐ菊u｝｛。kuujaaとも
　いう。
’ii＝juN⑪（他曜aN，＝ti）θもてあそぶ。
h・t・ldi～・入形を軽あそぶ・◎得意
　とする。（’iitoONの形で用いる）？aree
　zii，iitOON．彼は書が得意だ。　　，
’ii＝jUN⑨（他＝raN＝ti）　もらう。ziNん．
　金：をもら5。’i琵eer尊ziN．　もらった：金。
，iikaci③（名）絵かき。画家。沖縄の爾家
　としては，駁元良，自了の二人がもっとも
　有名。
，ii「kaNgee（壺）　（名）　　L、L、考え。　　名案。　　妙案。
，ii’kukuei③（名）いい気持ち。よい気分。
　kuSiもaもaei　kWiree？iQPee～，jaSa．あ
　んまをしてくれたらとてもいい気持ちだ。
’iikuru⑥（名）e大よそ。大かだ。大体。
　たいてい。～nato◎N．大よそできている。
　～nu　Qcu．たいていの入。　naa～，3aN．
　も5大体できている。◎どこでも。たいて
　いのところ。～？asa．たいていのところ
　にある。
，iikutuen（名）いい事。めでたい事。縁起
　のよいこと。吉事。～katari・よい事を
　語れ。からすなど不吉な鳥が屋内や歴根の
　上で鳴いた時，biicaa（ねずみの一種）が
　鳴いた時に醤うまじない。
’ii’?ｕｔｔｔＯ（名）いいこと。　よv・事柄Q　よい
　事件。
’iimaaruen（名）順番に労力交換（’ii）を行
　な5こと。主として農家の畑仕事について
　い5が，転じて他の仕事についてもいう。
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’il’inuN⑨（名）いい物。
’iimusiru⑪（名）琉球表。　saciiiでつくっ
　たむしろ。
’ii’naaka＠’i名）いい仲。親しい仲。仲よ
　し。
，ii”neeew（名）よぐ似合5こと。また，似
　合いの男女。
，鎖2ユ録b聡蓋①（名）居難民り。～kuuzUN．こつ
　くりこっくりをする。
，iinoO＝juN①（自＝．raN，”ti）「居直る」に
　対応する。辞去しようとして，また，しば
　らくとどまる。
’iinuu⑲（名）あいこ。引き分け。勝負なし。
，ii’？“・manukura⑨（名）、・い馬の鞍の意。
　罪・1責任を転嫁させるかっこらな相手。
　？arlga　’waNnee　”vNdi　？umueooru　gu－
　tOON．彼がわたしをいい馬の鞍だと愚っ
　ているらしい。
つi癬⑪（名）縁。縁側。廊下。
灘N⑦（名）織機の箴（おさ）の種類の名。
　十四よみ。経糸1120本を通す6また，そ
　れで織った布。hudueiの項参照。
うiデQcu⑲（名）いい人。善入。
’ii”pkwa⑪（名）いい子。善良な子♂iQkwa
　とは異なり，子供についてのみい弓。
，iira＝r塘u溝⑨（霞罵r廿aN，＝Qti）eもらわ
　れるa，iijUN（もらう）の受身。　O平鮒され
　る。璽宝がられる。気に入られる。？aeree
　sikiNkara’iiraQtooN．彼は徽間から信
　頼されている。
’圭ir三muN⑪（名）∈）おもちゃ。玩具。◎趣味
　としているもの。得意とするもの。
，iiriNgwa⑰（名）’iiiNgwaと同じ。
，最riz圭N⑨　（名）　お年玉。新馬＃に親類・近所
　などからもらう金。，iiiziNともい5。
’i董s油a⑨（名）藺で作った草履。
’鍼瞬⑨（名）江洲（（　pa　））参照。
’iisikuci　CD（名）座業。すわり仕事。’iiwa－
　4aともいう。
，三i”siras三⑪（名）いい知らせ。吉報。
’ii”sjoogwagi＠（名）eいし・正月。◎新年
　おめでとう。新年のあいさつ。目上には～
　deebiruとい5。
’ii「sjuubu⑨（名）いい勝負。接戦して勝ち
　負けのつきにくい勝負。
鼓「lacinaaka⑪（名）いい縁組。嫁いで行
　くのにちょ5ど似合いの相手。女の方から
　いう語。
’liti⑨（名）得手。得意とするもの。～
　sjUN．得意とする。
’隻i「2waagici⑪（名）いい天気。晴天。
’圭ゴ・m多a⑨（名）いい職業。いい仕事。
’iiwaga¢）（名）座業。すわり仕事。’iisikuci
　ともいう。
’i＝jUN①（自　＝xaN，＝ei）eすわる。’imi一
　亭eeN． rおすわりになる。，iユ笈玲eebiree。おす
　わり下さいませ。’iree．すわれ。’icoomi．
　すわっているか。すわっている目下へのあ
　いさつ。◎落ち着く。同じところにいる。
　kuma～．ここに居るの意。（放蕩してい
　た者などが）家に落ち着いて，遊びに出歩
　かない。⑤沈与する。底に沈む。
，inu一（接頭）同じ。岡等・同量・同様の意
　にも，筒一の意にも駕いる。非常に多くQ
　名詞に付く。’iRutusi（同年），’inunaa
　（同名），’inUQCU（同一入）など。　kuree
　kiQsa　coo七a輿tu　，inumajaai．　これはさ
　つき来ていたのと同じ猫か。
’i臓uca⑪（名）岡年配。同じ年かっこう。
　’iRujueaともいう。？ujaN　QkwaN～
　natOON．親も子も同年配になっている。子
　が大きくなって親同様になった意。
’inucien（名）健康時のような元気。平常と
　岡じ元気。，inucee　neeN．元気がない。　ま
　だ元気が園復しない。
，inueimU⑪（名）同じ心。年長らしくない
　心。年長の者が幼い者と同じ気持ちになつ
　て争う解合にい5。
，hnugira③（名）㊦同じ顔。似た顔。◎岡
　類。一味。仲間のひとりの行為が全体のつ
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　らよごしになる場合にいう。～naj　LIN・
　同類のように見られる。
，in“9猛⑥（名）絵の具。
，inugutooN（①（〈，inu十gutooN）岡様であ
　る。岡じよ5である。
，iRugutooru皿⑨（名）同様なもの。【司じよ
　うなもの。
’inugutu⑪（副）岡じように。同様に。同
　じく。～，jaN．同じようにだ。
’加曲w藍⑪（名）同日。同じ日。
，inuhwisjaan（副）その足で。岡じ足で。
　休んだり泊ったり，いったん帰ったりせず
　に，そのまま行く揚合にいう。～keejUN．
　その足で帰る。
，iiiu2iihiien（名）親しい同等・岡年難間の
　話し方。　たカ｛L湿こ，　〔～蕪〔？宴13と答え，　hi圭
　〔g瑚と応ずる話し方。きみぼくの会話。
　tageeni「～iihii　ともV、5。
，inui⑪（名）0岡じ時節。一一年の同じ…季節。
　’inu－i一’uui．　・x－gutuni　？Nbi？NzasjuN．
　（一年の）岡じころに思い幽す。◎一周思。
tinujuca（①（名）筏nuc翫と同じ。
ラinukaN⑰（名）岡感。岡じように考え思う
　こと。また，同じ考え。
einum量。量⑰（名）同じ道。前に来たのと岡
　じ道・別の人と同じ方針などの意で用い
　る。cuniic2の項参照。～1〈unuN。（前に
　来たのと）岡じ道を行く。（甫人と）同じ
　方針で行く。
’inumuNen（名）1司じもの。同じこと。ま
　た，同一物。？aNsiN　kaNsiN～du’jaru・
　ああしてもこうしても同じ：ことだ。
’i取ロnaa⑪（名）同名。
，inunagi⑨（名）同じ長さ。，iNnagiともい
　う。
’inUQcu⑰（名）同じ入。同一人。また，同
　じ人間。？ariN’waNniN～du’jaru・彼
　もわたしも同じく人間だ。
，軌usaa⑰（名）同じ姓（さが）の意。十二支
　の年が岡じであること。同年，1歳と13歳
　と25歳など。
’inutakitw（名）岡じだ静。同じ高さ。’iN－
　taki　ともし・う。
’inuiiigi⑨　　（名） 　陶一。　　，lnu七iigii●　　　1罵一）b、。
’inutuc三⑪（名）同じ時。岡時。
’inutusi⑪（名）心知詩同じ歳。　cutusiと
　もv5。
einu？uQsa⑨（名）同量。同額。，iNsaとも
　いう。
ラinu？uuhuu⑪（名）互いに敬語を使って話
　す話し方。tageeni？uuhuu　ともい5。
　？uuhUUの項参照。
’inUll⑪（名）同じもの。同様な秀の。
’iN⑨（名）縁。ゆかり。また，血．縁・夫婦
　の縁など。～musubuN．縁を結ぶ。　～
　C圭rijUN．イ．縁が切れる。ロ。愛想がつ
　きる。L・やになる。　evnu　giragataka．縁：
　が顔をかば5意。縁のある者は，ひいき目
　で顔もきれいに見える。
，聖慮（接頭），inu一と同じ。，iNnag圭（同じ長
　さ），，iNtaki（岡じたけ）など。
’iNbici⑥（名）縁故。縁引き。縁を引いてい
　る者。狭義には姻戚関係（にある者）。
，iN9猛㎜i⑨（名）縁組。～sjUN。縁組を結
　ぶ。
，董N添①（副）期臼が延び延びになるさま。延
　引したさま。～箆atoosa．延び延びになつ
　ているよ。～Qsi　burii　ltatoosa．延び延
　びになって失礼したね。
’iNkirahwaa⑰（名）同じ状態。同じよう
　す。前よりよくなるべきもの（学問・病気な
　ど）がジ前の状態と変わりないこと。進歩
　のないこと。kiyamaa　maakara，NNelN
　～．＊慶良間島はどこから見ても同じに見
　・える。？anu　Qcoo？igimadiN～．＊あの
　人はいつまでたっても変わらない。
，iNmaoo①（名）閻魔王。
，iNnagi⑪（名）同じ長さ。，海unagiと岡じ。
’iNpi⑪（名）問じ大きさ。’iNpinaa’wakl一
　画N．醐じ大きさずつ分ける。
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’iNpoo①（名）遠方。遠くの方。　kaamaと
　もい5。　　一
’iNru＠①（名）遠慮。人に薄してひかえ9
　にすること。～sjUN・1
，i！　sa⑪（名）同量。同額。？inu？uQsaの賂。
　’iNsanaa．同騒ずつ。岡額ずつ。
’iN　sju①（名）火薬♂Nsjuともいう。
ラiNtak⑩（名）同じたけ。同じ高さ。’inu－
　takiとも、・う。
’玲kwa①（名）eいい子。かわいい子。◎
　親切な人。いい入』おとなや冒上に対して
　もいう。？anUQCOO～’jaN．あの人は親
　切な入だ。
’is董。⑩（名）尻。けつ。「居敷」に対応する
　語が。
，i＄ie韮（D（名）∈）屋敷内にある，店子（naagU）
　などの家の建っている土地。据える（’isレ
　jUN）土地の意か。または，「居敷」に対応
　する語か。
，isiciganee①（名）店子（naagu）などの
　家の建っている土地の地代。
’isi＝juN（i）（他＝raN，＝ti）θすえる。置く。
　，」＆QkwaN～．やかんを澱く。　eimu～．
　心を落ち着ける。◎設ける。つくる。haaka－
　ta～．歯型を付ける。　kata～．規則を設
　ける。㊤すわらせる。taQeooru　Qeu～．
　立っている人をすわらせる。㊧地位につけ
　る。　？ari　rauragasiraNkai，isitaN・　彼
　を村がしらにした。
’isika　・juN2　O（自　araN，”ti）　居やがる。
　’ijUN（すわる），’UN（居る）の卑語。す
　わっている，仕事をしない，長居するなど
　を悪くいうのにも使う。「居敷く」と関係あ
　る語か。
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？jaa①（名）eおまえ。きみ。欝下に対する
　第二人称。冒上は？UNZU。複数は？iQ一
　七aao◎（接顕）おまえの。きみの。？jaa－
　S3U鵬ugLおまえの本。
？jaagutooru⑨（連体）おまえのような。：お
　まえごとき。非難の意でいう。～niNziN．
　おまえごとき人間。
2ja段g膿ooruu⑪（名）おまえとそっくりの
　者。？a撫anakai　maQtaci～RU’usa．
　あそこに全くおまえとそっくりの人がいる
　よ。
2jaakuru⑪（副）？jaNkuruと同じ：。
？jaNeui⑰（名）おまえひとり。　cuiはひと
　り。？jaa　cuiともいう。
？jaNkuru⑪（副）おまえ霞身で。臓uruは
　自身の意。？jaal〈uruともいう。～Qsi．
　自分でしろ。
？jooi量⑨（名）（泣く子をあやす声から転じ
　て）おさな子。赤ん坊。？unukuroO？jaa一
　ja～dq’jateekutu．そのころは：おまえ’
　はおさな子であったがら。
？jooilgwaa⑪（名）赤ちゃん。かわいい幼
　子。？eeraasjaru～deemUN　naa．かわ
　いらしい赤ちゃんですね。
？jooii？jooii⑨（感）泣く子をあやす声。子
　守歌のはじめによく用いられる語。
？juN①　（他。不規filJ）　欝　う。　？ici　kNviri．
　言ってくれ。？iigurisjaN．舞いにくい。
　遠慮して欝いにくいごまた，表現や発音が
　しにくい。？imi＄eeN。おっしゃる。　言わ
　れる。？iear鷺magisa．（言った大きさの
　意）大きいことをい5者を笑弓晴い5。
2juu①（感）はい。はあ。非常に目上の人
　に対して，肯定・承諾の意を表わす語。一
　般の霞上には？UUという。
？juuniN①2ujubaA’⑨（句）言うに及ばぬ。
　詠うまでもない。
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，ja《接頭）八。，jahwani（入羽），，jakeeN
　（入門）など。　　・．1．1己…
一ja（助）は。　ii，　eel：．．aaf　OO，　UUなどに
　終わる語に付く時はづaの．ままである。
　’wa　Qta　caja（わたしたちは），　euuja（きょ
　5は）など。しかし短い，i，　a，　Uに終わ
　る語に付く時は，．それらの母音と融合し，
　ee，　aa，06となる。］〈uri（これ）→kuree
　（これは），kuma．（ここ）→kumaa（こ
　こは），？iru（色）→？il’OO（魚は）など。
　またN．に終わる語に付く時はNをnに
　変えてnOOとなる。　ziN（銭）→zino◎（銭
　は），siraN（知ら・ない，知らないで）一＞
　siranoo（知らなぴでは）など。ただし
　’waN（わたし）に付く時は’waNnee（わ
　たしは）となる。主格を表わす一ga（が），
　一RU（が）に付くこともできる。　，waagaa
　？iCUN．わたしなら行く。？amanoo？me－
　N寧ee＄a．あのかたならいらっしゃるよ。ま
　た，，JaN（である），形容詞（たとえば
　，wal｛asaN＝＝若い），「…してい、る」（たとえ．
　ば，judOON＝読んでいる），「…してある」
　（たとえば，ju艶eN＝読んである）などの
　否定の形にはふつう一jaの付いた形を用い
　る。sjumugee？araN．本ではない。，wa－
kako・neeN・若く（は）な．　L・。’」掘ee
　，uraN．読んで（は）いない。，judee　neeN．
　読んで（は）ない。cuuja’iitiNci　deebi－
　ru．きょうばいい天気でございます。
　5imee　siranoo　sjooti．学問は知らない
　で（は）いて。？aee　sani．あり1ましない
　か。
’jaa①（感）ねえ。なあ。もし。やあ。呼び
　かける時，同意を求める時発する語。～
　hwahwa？ujaju．［やあ母親よ（銘苅
　子）］．もし，おかあさん。～？aN，jara
　，jaa・ねえ，そうだろうねえ。～huNnu．
　ねえ，ほんとに（岡卜した時などに，女が
　習’5）。
，jaa①（感）や（入）Qやっつ。声を出して
　数える時にのみい弓。
，jaa⑰（名）θ家。家屋。家庭。～humi－
　kasjUN・（歌。三味線などで）家をにぎや
　かにして祝う。～9UkU3UN・家を建て
　る。～tatijUN・分家させる。一戸をかま
　えさせる（～’wal〈asjUN）ともい5。～
　taCUN・分家．する。一戸立てとなる（～
　’wakajUN）ともい5。～nee　l〈akaraN・
　家にいない。外出ばかりする。◎（接尾）
　軒。cu∫aa（一軒：），　taj呂a（二軒）など。．
’jaa①（助）ねえ。なあ。念を押したり，同
　意を求めたりする場合．に用いる。cuuga
　～・来るかねえ。？icuga～．行くかね
　え。（疑問の助調一gaは通常疑問詞のある
　文に用いられるが，この，jaaが続く時は
　疑問講なしでも屠いられる。）？準a～．行
　．こ5ねえ。？aN’jara～．そ5だろ5ね
　え。？aNtiana～．そ5しょうねえ。？i－
　kana～・行きたいねえ。’NNCaN　doo
　～・見たんだねえ。
’ja buci⑪（名）屋根をふくこと。かやぶき
　屋根についていう。瓦ぶきにはkaara
　nusijuN（瓦をのせる）という。
’jaaburu⑪（名）便藤。屋根のある便所で，
　ここでは豚を飼わない。豚を飼5便所は
　huru．
，jaabusiN⑨（名）家の普諮。
，jaaPi①（名）八。やっつ。また，8歳。時
　亥聾は午前午後の2時。
ラjaagukZii＠（名），jaa7，ul〈uiと同じ。
’jaaCUU⑪（名）灸。やいと。～’jaeUN．灸
　をすえる。
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jaadu⑪（名）宿。宿屋。，jaduともいう。
Ziaadui⑨（名）e都落ちした士族の部落。
　都に定職なく都落ちした士族は，平民の村
　落と離れた所に居を定め，農業を営むよ5
　になった。その部落をいう。◎劉荘。貴族
　のSlj　9111には？ujaadui，王家の別荘には
　？udUNという。那覇では溺荘をharujaa
　（畑の中の家の意）とい5。
ラjaadugucl⑪（名）戸目。
，jaaduu⑪（名）やもり。
，jaagumai⑪（名）家にこもること。籠居。
，jaagUmajaa⑨（名）家にこもって畠歩かな
　い者。
’jaagwaa⑥（名）小さい家。．小粒。
’jaa2izaa⑪（名）　うち弁慶。？izaaは勇気
　のある者。
，jaajaa⑨（名）着物の小児語。おべべ。
’jaajaa①（感）〔文〕やあやあ。組踊りで人
　に呼び駆ける藷。
，jaajaatu⑰（副）静かに。安らかに。騒ぎ
　が静まったさま。また，ほっと。安堵する
　さま。～najLIN．（騒ぎが）静まる。ま
　た，ほっと安心する。
，jaa．ia寧まci⑨（名）家屋敷。家屋と敷地。
’jaakajaa⑥（名）借家人。家を借りる者。
ラjaak凝ac蓋ja3⑨（名）不断着。家で着る着
　物。
Zjaakageai⑨（名）家および家財道具。財産。
，jaakazi⑨（名）θ家の数。戸数。◎家ごと
　（に）◎戸ごと（に）。～hata？3gijUN．
　家ごとに旗をあげる。
’jaakazihw三rujaa⑰（名）移り気の奉公人。
　あちこち転々と渡り歩く奉公人。hwiru－
　3a翫は拾う者の意。
’jaama⑨（名）0糸車。糸捷り車。織機に
　付属する器具。右に車，左に紡錘があって，
　糸をより合わせる器具。◎転じて，機械。
　？wel　eujaama（ねずみとり機）など。
，ja3mad韮韮⑥（名）宿無し。住居を失うこ
　と。一madiiは失って迷うこと。～sjoON．
　宿無しになっている。
’ja3manugi㎜i⑬（名）糸援り車（’担ama）
　の管をさしこむ赤誠。
，．iaamucaa⑪（名）所帯持ちの上手な者。
’jaamUC⑯（名）所帯持ち。所帯の持ち方。
　～lm’jutasjaN．所欝持ちがよい。
’j nmcidooguan（名）tt所帯道具。
，jaa㎜uci？iiku⑨（名）所帯のきりもり。所
　帯を維持して行く手段。家政。
’．iaanaree⑨（名）家での教育。しつげ。～一
　du　huka㈱τee．家の中でのしつけが，よ
　そに出た時の教育になる。
’jaaniN4u⑪（名）㊦家の人数。家族数。
　◎家族。
’jaanubaaN⑨（名）るす番。
，jaaRunuusi⑪（名）家主。貸家の主人。
Xjaanu？uc｛⑪（名）家の中。屋内。
，．iaanu2wii⑨　（名）屋根。～Nkai　nubuju－k
　N．岸根に登る。　　　　　’
’jaaN⑨（名）来年。
’jaaNnaa⑪（名）家号。苗字。姓。’謳900
　ともいう。家号と別に茄字がある時には，
　その蕾字には111j　oozi，　nooziという。
，jaasak｛lrisja⑨（名）飢えの苦しさ。～
　sjUN．空腹で駁しむ。
’．iaasanoosi⑪（名）虫おさえ。空腹を一時
　しのぐために少し食：うこと。
’．｝aasaN⑪（形）ひもじい。空腹である。
　，jaasa．ひもじ1さ。言え。空腹。
’ iaasaoo⑨（名）すぐ腹のへる人。食って
　もすぐひもじがる者。食いしんぼう。
，jaasawata⑪（名）空腹。ひもじ1い腹。
’jaasazini⑰（名）餓死。飢え死に。　gasiは
　飢謹の意。
’jaasi⑪（名）椰子。
’jaasigwaa⑥（名）椰子の実。実の外側の
　からは酒をいれる器として聖子されてい
　る。
’jaatacaa⑨（名）分家した者。分家。
， iaatiigi⑰（名）一つ家。一つの家に暮らす
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　こと。
つjaati⑨sjuNa）（句）人の家にわが家のよ
　うに幽入りし，入りびたる。，jaa£ee　sa－
　raN・入りびたるわけにはいかない。
”jaa？uugil⑪（名）引っ越し。転宅。士族以
　上の身分ある者の引っ越しia　tUNci？uugil
　とい㌔
’liaawakajaa⑪（名）分家した者。分家。
　’jaataeaaともいう。
’jaageeku⑨（名）大工。家を作る大工。
’訟3盛⑪（名）屋宜。（（地》参照。
”．iaa7．i；cuNen　（自　＝kaN，　＝ci）　家ζこ居つく。
　（犬猫などが）家に住みつく。
”jaazina⑨（名）家風。家の晶格。
’jaazisii⑪（名）なれない家で寝た揚合に，
　眠れないこと。金武（ciN）では，jaagusi
　とい5・一1〈usiは二二する意・～Qsi　ni－
　NdaraN．なれない家なので眠れない。
’jaazislisjaa⑫（名）なれない家では眠れな
　いくせのある入。
つjaazoo⑪（名）棟門。瓦門。瓦上根のある
　門。もとは貴族の家に限られていた。
”jaag．ukui⑰（名）家を建てること。家の建
　築◎　’j．aag・ukui　ともN・う。
’jabaN⑪（名）〔新〕野蛮。
’jabiku⑨（名）屋比久。（〈　aj　＞＞参照。
．jabiraa①（名）衰弱した者。，jabirimuN
　ともい5。
．，鰍≠b奄窒奄≠鰍浮m①（自　　瓢raミく「，　＝＝ti）病み衰える。
　衰弱する。体が弱る。
’jabirimuN①（名）爽弱した者。’jabiraa
　ともいう。
．’鰍≠b芙H（名）屋部。《地））参照。
1，鰍≠b浮窒援J（名）’jaNdiと同じ。
．’DiabUU①（名）鍼灸師。はり医者。
弩agi⑰（名）たちの悪いこと。性悪Qまた，
　たちの悪いことをたくらむこと。～sjUN．
　悪だくみをする。また，（たちの悪い腫れ
　もの・病気などが）こじれる。～na　ni－
　NziN．たちの悪い人闘。
’．i　agi①（名）やっつ（庭考…亥墓）o午霜奪午後の2
　時。
’jacibaai①（名）焼き鍼。やいばり。外科
　の発逮しない時代の医術の名。
，jaeidoohuew（名）焼き登腐。路傍で焼き，
　遵行く入に売っていた。kaNtoohuとも
　いう。
等aci2玉Nα）（名）焼き印。
，jagimaga①（名）ljagi？Nmagaと同じ。
，jacimee⑪（名）eぼっち？ん。士族以上の
　男の子をいう。O貴族の男の子を，その下
　の子や使用入がいう語。おぼっちゃま。
　，ja飛ciimeeともL・う。
’jacimUN⑨（名）焼き物。磁器・陶器。素
　焼きの類一切をいう。
，jagl？Nmaga①（名）子孫といったような
　意。～hwici？Nmaga　mata？Nmaganu
　caa・大勢の子孫たち。　coozanu？uhu－
　sju〔長者の大主］（その項参照）のことば。
’jaclN⑨（名）家賃。
，jagiri＝juxN①（自＝raN，＝ti）㊦やつれる。
　やせ衰える。憔惇する。◎おちぶれて身な
　りが悪くなる。おちぶれる。◎ことさらに
　姿を悪くずる。身をやつす。また，仮装す
　る。変装する。
，jac量2us垂①（名）色の黒い入。二二が真黒
　にやけた人。くろんぽ。～nu　gutOON・
　くろんぼのようだ。
，ja＝euN⑰（他＝kaN，＝ci）焼く。
9jadu⑪（名）e宿。宿屋。，」　aaduともいう。
　～sjUN．宿をする。入を泊める。また，
　人の家に泊まる。O〔文〕家。’waga～．
　わが宿。
’jaduciN⑨（名）宿賃。宿泊料。
’jaduja⑨（名）宿屋。旅館。
，jadu＝juN⑨（自＝raN，”t量）泊る。宿泊
　する。また，元来の住みかでないところに
　いる。宿る。
’jaga⑨（名）屋我。（（　ts　））参照。
’jagaci③（名）屋我地縛。沖縄本島本部半
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　島の東に接してある島。
，jagama3⑥（名）いなかで娘たちが夜集
　まって仕事する場所。娘宿。一種の女子集
　会食幹。　，ju職abi　～ja　tUNmigtlti…　dika－
　d董ka　l蹟5ayabi？a＄ihil｛ai．［夜なべやが
　まや　とん巡て…　できやできやめやらべ
　遊びかい（越来園）］夜なべ仕事をする娘の
　集会所に立ち寄って…，さあさあ媛たち，
　遊びに行こ5。
，j購alnasjaN①（形）やかましい。騒がし
　い。
，jagat董⑦（副）eやがて。間もなく。sara－
　ba　taciwal〈aya　’jusumi　neN　？ueini，
　～？al〈agicinu　tuiN　nacura．［さらば立
　ち溺ら　与野霞ないぬ5ちに　やがて暁
　の鳥も鳴きゆら］では別れよう，入R
　のないうちに。やがて暁の鳥も鳴くだろ
　う。◎もう少しで。あやうく。～sinuta－
　N．もう少しで死ぬところだった。～，3a－
　eimeeni　sasariN　doo．も少しで，坊ちゃ
　んにもちで刺されるぞ。（童謡）
，jagoo⑪（各）家号。姓のほかにある，　i家に
　よる呼び名。，jaaNnaaともいう。
’jagujaguutu①（副）おとなしく。　sjuru
　kutoo　Qsi～sjoON．やることはやって，
　のんびりしている。？anu’warabee？a－
　majaatiijaa　sjootasiga　一v　niNtooN．
　あの子ははしゃぎ回っていたが，おとなし
　く寝ている。？ooeetiiee　s300ta鑓ga～
　Qsi　niNtOOAT。　暴れ回っていたのが，お
　となしく寝ている。
，jagumisa①（名）恐れはばかること。恐
縮．’？ija　kuhwina？azisuinu？L・rr1eRi
　’jusirijal，　tvN　siraN　munu？i　nikusa．
　〔いや　こへな按駕そひの　御前によしれ
　やり　やぐめさも知らぬ　物醤にくさ（忠
　臣身替）］いや，このよ5な尊い城主様の
　御前に出て恐れはばかることも知らない～も
　のの雷い方がにくい。Barasu’jugidaki－
　nu　？utuni　mazirijal，　？ujagumisa　？a一
　雛N？usuba’恕taru・P1Eらす四つ竹の
　音にまぎれやり　おやぐめさあても　お側
　寄たる3鳴らすカスタネットの音にまぎれ
　て，　（踊りながら）恐れ多いけれども，　お
　そばに害って行った。～sjUN．恐れほば
　かる。恐縮する。～NneeraN。恐れはば
　からぬ。
’．i　agusami①（名）やもめ。後家。未亡国。
，jagwii①（名）労働の時のかけ声をい5。
　重い物を持ち上げる時に出す，hijaとい
　う声など。
ラ．i　ahu　su⑪（名）屋富商。（〈地》参照。
，jahwajahwatu⑥（副）〔文〕やわらかに。
　やんわりと。やさしくQmu七ubu　naeiz卦
　naga　’jadu　1｛aiga　kurawa，　1〈utuba　・v
　muduei　，ja」rasi．　山本湖ヨ今帰イヒニζこやカこ　　了宙
　かりが来らば　喬藥やはやはと　戻ちやら
　せ（軍部汀闘と簸）］本部や今帰仁の者が
　宿を借りに来たら，やんわりとしたことば
　 断わって帰してしまえ。
’jahwaN⑨（名）夜半。夜中。’juhwaNと
　もいう。
，jahwaNmee⑪（名）夜半にお参りすること。
　ことに，夜半に女が男装して拝所に参り，
　思う男に会いたいと祈ることQお冠船躍
　（？ukwaNsiNudUi）のあとに親われたこ
　とだとい5。それに出演した首里三平等
　（mihwira）の美男子をしたって，女が決
　死の覚梧で夜半参りをしたのがはじまりだ
　という。
，jahwaQteeN①（副）やさしく。柔らかに。
　おだやかに。munu？iijoonu～sjoON．
　ことばつきがやわらかい。
，jahwaQteeNgwaa①（副）やさしく。柔ら
　かに。tii～｝〈agillliti・やさしく乎をとつ
　て。
’jakwaraa①（名）病弱な者。
’jahWara＝CuN①（自＝kaN，＝ci）e柔らか
　くなる。◎おだやかになる。柔らぐ。ま
　た，争わなくなる。㊨（体が）弱る。衰弱
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　する。’jahwaraCoON・衰弱している。
’∫ahwa臓ga貰z難umuN④（名）病弱そうで
　健康な考。また，病弱ではあるが，璽病を
　しない者。
’」漁warageera①（副）病弱なさま。病気ば
　かりするさま。caa～sjOON．いつも病
　気ばかりしている。
　　　レ’jabuvarageeraa①（名）病弱な者。病気ば
　かりしている者。
’jakwaraki＝juN①（他＝1・aN，魂i）θ柔ら
　かくする。柔らげる。◎和解させる。湘合
　させる。
7ja｝rwayalr｝ul①（名）病弱な者。体が弱い
　者。，jahwaraa，，jahwataiixiiiN，，jahwa－
　tajaaなどともい5。～Hidu　cirlN？a－
　kutaN¢icuru．弱い者に塵も芥もつく。
　弱い者にはすぐ何の病気でもとりつく意。
りjahwai．asaN⑨（形）e柔らかい。◎体が弱
　い。病弱である。
’jaliwarazRusli⑨（名）kE炊。おじや。単
　に7」uugeiiともL・う。
￥ahsvagagtisa①（名）植物名。むらさきか
　たばみ。かたばみに似て，紫色の美しい花
　の咲く雑草。はじめ，首里の平良殿内の主
　人が観賞用に中劉から輸入したといわれる
　が，のち，田畑に繁殖し，農作物にひどい
　筈を及ぼすよらになった。
，3a敢w謙a汰e碗ai①幅1）病弱なさま。病弱
　でぶらぶらしているさま。～sjUN．
lahwatainiuN①（名）病弱な者。病弱でぶ
　らぶらしている者。
’jahwatajaa①（名）病弱な者。
，jai①（感）やい。おい。乱暴に呼びかける
　語。～？aNdu　s3uruLやい，そんなこと
　していいか。～】，nii？atitaN．やい，見っ
　けた。
’ja圭①（名）槍。
’jaghaCO（名）〔文〕やいば。刀剣。口語では
　tac1とし、う。
，jaihoO・ju■N⑨（他＝raN，＝ti）破り散らす。
　（紙・着物などを）ずたずたに破る。
，∫a｛樋姦；∫穫「！璽①（飽＝raN，＝ti）破り捨てる。
写a＝juN⑪　（他＝raN，＝ti）　破る。ciN～．
　着物を破る。？akai～．障子を破る。
，jakaem（名）二二。（（地＞＞参照。
一」3ωka（助）老人は一jukaという。0よ
　り。沈較の時使う。？al’i～kuree　m3si．
　あれよりこれはよい。tuzi～1〈anasjaN．
　妻よりかわいい。◎より。より外に，以外
　にの意の場合に用いる。，waN～1）ukaitee
　taagaN　siraN．わたしより外には誰も短
　らない。，jal姐批tu？Nmal’iti　kUNcaaboo－
　zaa　naratv　？ucinaa　？Nmariti　kari－
　haaniee．　欝本に生まれてざんぎり頭にな
　るよりは　沖縄に生まれてくたばりばばあ．
　になった方がまだよい。廃藩のころ日本本
　土の断髪をののしって言ったことば。
’jakaa⑨（名）守り役。上流家庭の男の子の
　守り役。非常に勢分の高い家柄の舅の子に
　は？uhujakaa（輔導役）と’∫我kaagwaa
　（遊び用手）の二人の守り役がつけられた。
3akaagwaaan（名）非常に身分の高い家の
　男の子の遊び相手にやとわれる守り役。お
　癬手役。
’．iakahi⑨（名）二二比。（（　mp　〉）参照。
，jakahuew（名）屋嘉部。（（　tW　））参照。
，jakara①（名）eやつ。やから。～，？」烈rUL
　kutu　cikani．このやろ5，言らことを聞：
　かないか。◎’jakaram慧Nと岡じ。
’jakaram瓢N①（名）力持ち。力のある入。
　また，しっかり者。働きのある人。
，jakavi一（接頭）ず5ずらしいやつ，太いや
　つの意。？Nninu　hUN？al’aN　muzinu、
　huN　？araN，　’jakarjjumudujaga　kal〈ai一
　＄1gaL　〔稲の穂もあらぬ　麦の穂もあらぬ
　やかれよも鳥が　かかりすがり3稲の穂で
　も麦の穂でもないのに，うるさい鳥め（男
　たち）がっきまと56
’jakeeN①（名）山回。
，jakii⑪（名）入璽由にある風土病の名。｝電
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　熱が間聯：的に出る。
’jaki＝juN①（自＝raN，＝ti）θ焼ける。燃
　閉する。◎（食物が）焼ける。㊧（皮鰐など
　が碍に）焼ける。
’jakina⑨（名）屋舎名。《地》参照。
，ja雑z鱒⑰（名）焼けた太切れ。燃えさし。
’jakusw（名）厄。わざわい。災難。たとえば
　小鳥が家に入ることは厄だとして，その
　厄を祓い清めるためにha塒a？u無（その
　項参照）を行なう。
li　aku⑨（名）e役。～（ni）taCUN．役に立
　つ。～nee　tataN．役には立たない。
　◎役。公務。割り当てられた職務。
，jakudus量⑨（名）厄年。その翌年はhar圭診一
　ku（階れ厄）とい弓。生まれた年の干支
　に当たる年は厄年とされる。
’jakugee⑨（名）綴久貝。夜久貝。夜光貝。
　螺釦（らでん）にする。
’jakumeedamp（名）屡久前田。（〈地））参照。
，jakumii⑪（名）e兄。兄さん。ただし，30
噛～40台の壮年者である兄，またはその年配
　の者をそれより隼の少ない者がいう。古く
　は役人の尊称で、？uhujakumui［大やく
　もえ，親雲上］であったが，後に隼長者に
　いうよ5になったものか。◎壮年。中年。
　tusjui（年寄り），’wakamuN（濠芽隼）に
　引していう。
’jakumiitaa⑨（名）壮生者たち。
，jaku皇轍滋①（名）1銭6厘。　ziN（銭）の項参
　照。
ejakumuiguNzutt①（名）銃850文。1銭
　7厘に相当する。ziN（銭）の項参照。
’jakiiinusi①（名）虫の名。芋虫のように大
　きく，黒い。
’jakusja⑨（名）すもうの乎の名。右手を相
　手の左肩の上から背に園して帯をつかみ，
　相手をひねり倒すわざ。
’jakusuku①（名）約束。
，jakuta＝cuN⑪（自＝taN，；Qci）役立つ。
　役に立つ。，jaku　taCUNと漬｝じ。
’jak亘izoo①（名）約定。契約。取引の約策。
’jama⑪（名）e林。山野。山林。やま。樹
　太が多く茂っているところをいら。しかし
　平地の林はほとんどないので，，3aHlaと
　いえば山林である。山岳の意の山にぽmui
」という。～？aQCUN．山仕事をする。◎混
　乱。乱雑。　ごたごた。～najUN．乱雑に
　なる。ごたごたする。～clrijUN。ごたご
　たする。混乱する。めちゃめちゃになる。
　？Nzi　’NNeakutu　？uniiN　’juraAT　kutu一一
　nu？“kuti，～ciQcootaN．行って冤たらVtt
　思いも寄らない事が起こって，とんでもな
　いことになっていた。～civakasjUN，散：
　散にちらかす。混乱させる。
’jama一（接頭）野性の意を表わす。顎n1翫
　？iN（のら犬），，jamamajaa（のら猫）■s
　jamakaNda（野生のつる草の名）など。
，jama2aQcaaem（名）由仕事をする者。林
　業に従事する者。一？aQcaa〈？aQeUN（歩
　く）。
ラjama？aQtami⑨（名）〔古〕いのししの肉。
，jama2atai＠（名）｛文〕［艮i当］営林の役
　人。森林係。欝語は　’jamatai。
ej　ani．ftbilcu⑨（名）1．LEびこ。由にひびくこだ
　ま。，jamahibil｛u　とも1，・う。kuinu，jama一
　？ukuni　tuul〈u　htmiima3’uti　taninu　一v－
　nu？u毛ugwib3kari。£恋の山奥に　遠く
　踏み迷て　谷のやまびこの　音声ばかり］
　恋の山奥に遠く踏み迷って，聞こえるも
　のは谷のやまびこの声ばかり。
’jamabuzoo⑨（名）山奉行。山林監督官。
’jamaci⑪（名）由内。《地））参照。
，jamacirigutu⑨（名）混乱。ごたごた。収
　拾のつかない困った事。
，jamaekr｛muN⑨（名）ごたごたを趨こず
　者。秩序を乱す者。
，jamada⑪（名）凶田。《地》参照。
，jamadanaA⑨（名），jalnadan慧の卑称。
’jamadan董韮⑨（名）　私生児。ててなしY－o，
’jamadanaa（卑称），’jamadaniNgwa
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　ともいう。ともに音がtani（陰茎）に通
　ずるのであまり用いられない。’jamana－
　siNgwaともいう。
’l鰍≠撃撃撃＝i…anデNgwa（o（名）’jamadaniiと同
　じ。
．’jamagaa⑰（名）山jll。《地》参照。
’jamagaamii⑨（名）「塞上にいる壽＆♂jaNba－
　rugaamiともいう。？ロ恥ig鼠amii（海が
　め）にPtする。
，jamaga多aN⑪（名）やぶ蚊。野生の蚊の意。
　普通の蚊より大きく荒々しい。
りjamagoo⑪（名）山川。鹿児島の地名。
’ljamaguen（名）ずるいこと。狡堀。那覇語
　であるが，首里でもいうようになった。
　’？anihjaa～’jawai．あいつめ，二二だ
　わい。’jawaiは那覇語。
”jamaguci⑪（名）由口。剛力参照。
』『jamaguruci⑨（名）植物名。出始太（や
　まくろき）。浜梅檀（はませんだん）。その
　材は建築用，家具指物用などになる。
㌻」3n・agus童k職⑨（名）出城。《地））参照。
Vjamagwaaew（名）やぶ。／1、さい荒地など。
，jamakibikuan（名）うjamabil〈uと論じ。
’jamahwizaa⑨（名）ひげの多い者。ひげも
　じゃ。
’jama2icubi⑨（名）tal〈a？icubiと同じ。
，jama？鯉⑨（名）何の字かわからない，だ
　れにも使幣できるよ5に作ってある蕪文
　判。
’jama2iN⑨（名）のら犬。野犬。
ejamajuuna⑥（名）植物名。あかめがしわ。
　葉を煎じて胃腸病の薬にする。
“jamakaagaa⑥（名）人見知り。内気で入
　前に出るのを嫌うこと。また，その人。～
　S麟N．人見知りする。
》ja拠akag双⑰（名）駕籠iの一種。身分の低
　い者が乗る，囲いのない駕籠。病人を遅ん
　だりするのに用いる。
’j　amakaA’da　＠（名）植物名。多隼生で，朝
　顔に似た花が咲き，さつまいもに似た小
　さい芋ができる。観賞用にもなる。ひるが
　おの一種か。野生のかずらの意。kaNda
　はさつまいもの植物としての名。
’拍mak揖N轟aa⑰　（名）　’jamakaNda　と同
　じ。
’jamakii＠（名）きこり。　muril〈awaja
　tuul〈u　’jaNbaruni　？xiriti，　一v　1〈arikuvi一一
　nu　hatayaciju　sj　UNtl．i　ari．　［森」［1や遠
　く　三原に下りて　由工彼是の　鋤きよし
　ゆんてやり（花売之縁）コ森川は遠く山原
　に下って，きこりなどの仕事をしていると
　いうことである。
ejamamajaa⑨（名）のら猫。泥棒猫。
ejamamici⑪（名）山道。
v．iamamumu⑨（名）やまもも。楊梅。単．に
　mu鷺1uともいう。mumuの項参照。
ejamanasi－Ngwa⑨（名）私生児。ててなし
　序。
ラjamanazi⑪（名）なた。太を切る刀。由
　刀。
’jamanugizi⑨（名）頂上。二部。
，jamamihwa＠（名）〔文〕由の端（は）。　ta－
　numu　’jaja　hukiti　？utu4ii’ija　neraN，
　hwicui～nu　gieini，Nkati．［頼む夜や
　ふけて　おとずれやないらぬ　一人山の端
　の　月に向かて］頼みにしている夜はふけ
　ても，おとずれはない。ただひとり山の端
　の月に向かっているぽかりQ
，jamanuhwa＠（名）山入端。〔地》参照。
ejamanunaaka⑪（名）山の中。山林の中。
’jamanusudU＠（名）由賊。～nu　gutOO－
　sa．山賊のようだ。ひげぼうぼうの者な
　どをいら。
’jama？Nmu⑨（名）やまいも。霞然薯。
’jamaNkazi⑨（名）　さそり。
，∫amasisi⑪（名）いのしし。◎いのししの
　肉。
’jamasisit孤jaa⑪（名）猟無。
jamasjUtibuan（名）山仕事の競争。山村
　で二村を対抗させて行なう林業奨励の行
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　事。仕事の成績を争った。
9jamatai⑪（名）営林の役人。森林係。文語
　1ま　　，3εしma三～aもεしio
，jamatu⑨（名）OR本。沖縄に目して庭本
　本土をいら。◎薩摩。？uhuj　amatu（日
　本本土の全体）に対する。
，jamatugibuien（名）日本流のしりからげ。
　着物の後ろのすそだけをからげるからげ
　かた。gibuiの項参照。
ラjamatuguci⑪（名）日本語。
’jamatugujmni⑨（名）新暦。太陽鷹。
うjama糠9旺mk秘⑰（名）旧本県の機敏さ。
　日本人らしくきびきびと。臼本入のように
　すばやく。guruku〈gurusaN。　nUU’ja－
　tiN～doo．但1でも段本人なみにきびきび
　やれ。
’ja］｝｝atu？量sja⑪（名）蘭方医。漢方医（？u一
　磁naa？isjのに対「していう。西洋医術は鍵
　本から伝わり，始め｝ま臼本本土から来た1
　蘭方医を，jama加？isjaといったが，の
　ち，沖縄人で蘭方医を開業する者が掘る
　と，それをもいうよ5になった。
’jama瞬ukumi⑪（名）にP繭貿易監視官。
　薩摩の役人が当たる。
，jamatujuu⑪（名）明治12年廃藩澱県以後，
　日本政麿の統治下になった時代。日本政府
　時代。？uci箆我ajUUに対する。
’jamatumuN⑨（名）民本川。
’jamatumusuN⑪（名）じきに解けるよう
　に，または体裁よく結ぶ結びかた。花結び。
　蝶結び。
，jamatuNeu⑪（名）e日末人。段本本土の
　人。◎薩摩入。その巡合，他のiヨ本人は
　？uhujamεしtUNeuとV・5。
’jamatusjoobee⑪（名）日本製品が粗末に
　できていること。調製濫造ぶりをこきおろ
　した語。sj。obeeは糧天声。　too？agiree
　（中国製最があつらえもののように上等で
　あること）に対する。
，jasnatusoobee③　（名）’jarnatusjoobeeと
　同じ。
，jamatutab量⑥（名）日本本土への旅。総0－
　tabi（轡旅）の対。
’jamatuzihwee⑪（名）日本人の気の軍さ。
　沖縄人に比べて，日本本土の人が気早く勢
　いのよいことをい5。
，jamat～｛ユku〔〔D　　（名）　　しi』奥。　　r～ukujεしma　　と　
?
　いう。
’jamalatu⑨（名）山里。《地》参照。
’jami⑨（名）0箇月。暗やみ。’UNZ三，wa一
　學iririba～nuタjunu　kUm三ci，，wadud登
　　　　　　　　　　　　　　　　　ス　sukunajuru？ajLlmigul’isja．　［恩義忘れ、
　れば　閣の夜の小路　我胴ど損なゆる　歩
　みぐれしや］恩義を忘れれば閣の夜の小道
　を歩くようなもの，自身をそこなうばかり
　で歩きにくい。◎乱世。
’j縁mi⑪（名）病気。文語的な上製な語。普
　通は　，jaNmee，　bゴooci　という。　musika．
　kunu～ni　sititi　saci　naraba・こもしかご
　 病に　棄てて先ならば］もしもこの病気
　であとに残る者を捨てて死んだならばげ
’ja…ii①（名）二日酔い。
，jami＝juN①（他＝raN，＝ti）やめる。廃ず
　る。行なわなくする。saki～・酒をやめる。
’jamiwacaree⑪（名）病み患い。病気でわ
　ずら5こと。
’jamiwaNdee⑨（名）看病。病人を介抱・・
　世話すること。
，jana一（接頭）悪い意を表わす。悪い・醜い“・
　いやな・性悪の・不正な，など。，ii一（い
　い）に）冠する。，janasaNは主として見た，
　自の美醜などに関して用いるが，’jana一は、
　それだけでなく，’waQsaNの意も含み，
　非常に多くの語につく。’janatiNci（悪い
　天気。天気カミ悪いというH寺1こは，tiNcillu
　’waQsaN．という），：ianakaagii（不美
　人），’janaka胆（悪奥），’janamici（邪
　道）など。
，jana”？ahii⑨（名）悪い叫び声。いやな吟
　び声。
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『謳級aa①（名）悪い物。また，悪人。民間
　語源説にf’むかし鳩蟹銭を通激せし頃，寛
　永銭入貫文をヤナー一といひしば，卜之都ト
　ナーの条下にいへるが如し。その頃奴僕を
　雇ふに最もわろいものをヤナーの銭にて雇
　ひたるよしにて，わろい入をヤナモンとい
　ふより，ひづりて，何物因らず，わろい物
　にはやナーといふとそ（南島八重垣）」。
’janabu①（名）植物名。てりはぼく。おと
　ぎりそう科。太材は建築屠など，種子は燈
　油になる。，jarabuと屯いう。
”jana”buri⑨（名）悪い狂、・方。とてもなお
　りそうにない狂い方。ひどい気違い。一bu一
　｝bi〈hurijuN．
”jalluci⑨（名）悪い盈。病毒をふくんだ盈。
”jana“claku皿a⑨（名）好智。悪知恵。
”jana「clakunaien（名）百計。悪だくみ。
苓日四望gan玉asjaN⑨（形）（音などが）うるさ
　く，不快である。（人などが）しつこく，不
　快である。，janagamasii　MUN．しっこ
　い，いやなやつ。
つja薙ガg誠a猷①（名）悪い型の者。感じの悪
　い人闇。いやな人闘。
ラja厳ag朕caa⑥（名）　1の悪い者。毒青家。
’janagueiQ）（名）悪口。また，悪い乱暴な
　ことはご。毒青。
？」ヨ…し1且a「guk皿z’u⑪　　（名）　　悪㍉、’〔〉。　　悪’｛二♪o
，ja猿ざgus⑩（名）悪い癖。悪い習慣。
’janagutu⑨（名）悪事。，janakutuより意
　味が強い。
’jana「gwiiew（名）悪い声。いやな声。不快
　な感じを与える声。
’」’ana”huuzi⑨　（名）　悪し・風儀。　悪し・風習。
　悪習。
写a簸a｝至wa⑪（名）屋那覇島。静是名誉（？i－
　zina）の属島。
’jana■2ii⑨（名）悪口。あしざまに言うこ
　と。
『ja無ガ2量m孟⑪（名）悪い夢。悪夢。不吉な
　夢。
’jana”kaagi　an（名）醜い顔。不器量。
，∫an．akaagii⑨（名）器鑓：の悪い者。女につ
　いていう。不美人。
ラja熱a「kaga⑨（名）悪いにおい。悪臭。
，janakazi⑨（名）悪い霊気。悪霊。魔風。
　人に害を与える，風のよ5な魔物。～？レ
　cajUN・悪い霊気に会5。
’ja麓a「k越u⑪（名）悪い事。
，jana”kutuba⑪（名）卑語。卑しいことば。
’jana■niic三⑨（名）悪路。悪い道路。
’janamlei⑪（名）邪道。正しくない道。
　～kunUN・邪道に入り込む。
’janガm玉⑩（名）いやな租。いやな境遇。
　～haQcakε確UN。　いやな霞に会ら。
’．iana”mi《～kwasal　＠（形）憎僧しい。非常
　に憎い。
’．ianamunil⑨（名）’janamum｝？iiと同じ。
ラjana”iniml12ilas）（名）悪いものの雷い方。
　縁起の悪いことを雷5こと。，janamunii
　と岡じ。
’janamuN⑪（名）θ妖怪。張物。悪霊。．
　◎悪者。悪人。㊤いやなやつ。tuiN　gika－
　1）liN　naraN～．煮ても焼いても食：えない
　やつ。興りもっかみもできない，いやなや
　つの意。
，jana”muN⑪（名）悪い物。’iiMUNの対。
，jana”inuNclakuN⑨（名）悪だくみ。好計。
’jananaraasi⑰（名）悪いことを教えこむこ
　と。教唆。悪い教育（naraasi）。
’janガQcu⑪（名）悪い人。？al〈uniN（悪人）
　より軽い意。
，jana’rikugi⑨（名）悪がしこい才智。悪知
　葱。～kwatooN．悪がしこい才智がある。
’ja皿asaN㊥（形）悪い。醜い。いやな感じが
　する。’waQsaNが主として，そのものの
　正・不正，またそのものの質の良・不良に
　関して使われるのに対して，，janasaNは
　主として見た感じの美醜などに関して使わ
　れるρまた’waQsaNの方が多く用いられ
　る。なお，’jana一の頃参照。　kunu：ci一
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　noo～．この着物は（柄などが）悪い。
　（kunu　cinoo’waQsaN．この着物は，晶
　質などカ㍉　　悪し・Q）　，janal〈u　　naj　LIN．　（容
　貌が）醜くなる。
・ja猛ガs董i⑪（名）悪い仕方。たちの悪いやり
　かた。
’jana「simuei⑪（名）悪い｛盤質。綬性が悪い
　こと。意地悪。
等a猛ゴ磁Qρa⑪（名）いやに強情なこと。ひ
　どく門門なこと。また，そのような者。
’」3nasiQpamuN⑪（名）いやにi強情な者。ひ
　どい腕白者。
つjεミna「t童Nci（Ω）　　（名）　　悪v、天≦蓑て。　　二三天三候Q　　，ja－
　na？waagiciともい5。
”jana”2waagici⑪（名）悪い天気。悪天候。
　，janaもiNciともいら。
’jana’waeaku⑪（名）意地の悪いいたずら。
　悪意あるからかいかた。
，janゴw鍛ab嚢⑪（名）悪い子供。いたずらっ
　子Qにくまれっ子。
，jana”wagea⑨（名）卑しい職業。賎業。
’．iana”峯eeKD（名）悪い才智（see）。悪知恵。
ラjanazi①（名）柳。
ラjanazlguui⑪（名）柳行李。
e．iana｛”｝zilllll⑪（名）悪心。悪い心。～nu
　？ukurijuN．悪心が起こる。悪㌔・こと，乱
　暴などをしょうとする心が起こる。
”jana”ziN①（名）悪い着物。質または柄など
　がよくない着物。
’．ialli⑪（名）竹を細くけずること。また＊
　骨組みを作ること。，janijUNの項参照。
　1〈ubaja　ciNl〈ubani　daki3’a　？ahusudal〈i，
　一一ja　siral〈acini　haija　？uNna．　［ata’v［S）
　金武こばに　竹や安富門門　やねや瀬良垣
　に　張りや恩納］びろうの葉は金武で取
　り，竹は安欝祖の竹で，けずるのは（組み
　立てば＊）瀬良垣で，張るのは恩納。kubaga－
　sa（びろ5の笠）を作る過程を歌った歌。
つ5ani⑪（名）やに。樹皮から幽る粘液。ま
　た，きせるにたまるやに。
liani＝juN◎（他＝raN，＝ti）e竹などを細
　くけずる。daki～．竹をけずる。◎＊骨組
みを作る。竹などで，凧・笠・かご・かやぶ
　き屋根などの骨紐みを作る時にいう。kuu
　～。鳥かごを作る。
’ja＝RuNan（自＝maN，＝di）病む。病気す
　る。愚ら。また，痛む。giburunu～．頭が
　痛い。，jamasjUN．病気させる。また，痛
　める。けがする。tii　ciQci，jamacaN．手
　を切って痛めた。tUNzakunu’waQsanu
　’warabi’jamaci・世話が足りずに子供を
　病気させた。cimu’ja塒as諏N・後悔させ
　る。惜しがらせるQ
’．ia＝nuN①伯＝111aN，＝di）やむ。（続いて
　いたものごとが）とどまる。ただし，雨が
　やむことはharijuNという。
，jaN①（連詞。不規則）だ。である。単独でも
　文になりうる。～．そうである。kaN～．
　こ5である。？aN’3a翻．そうか。，jami，
　？aranLそうなのかそうでないのか。　ta－
　ruu，1　a　bjooci，jaig2saN．太郎は病気ら
　しい。nuuga，3ara．何だろうか。？aN
　’jakutu．そうだから。？aN，jaree・そう
　ならば。～tee？araNtee・そうであると
　醤い，そうでないと意い。甲論乙駁。’ja－
　1’Utuui？ee．ありのままを醤え。，waya－
　bidu，jaru　mUN．子供なのに。子供であ
　りながら。tayutl，jarawaN，jaraci　kwi－
　ree。太郎でもよこしてくれ。
’jaNba⑨（名）しおり。木の枝を折り，また
　それを山道にさして，道しるべとしたも
　の。山の太の葉の意。sjuraga　kusjura－
　Ndi　一v　saci　？uceN，　sudija　tanigawanu
　sukuni　hwitaci．［しほらが越しゆらんで
　山葉さち観ちえん　袖や谷川の　底にひた
　ちコ恋人が越えて来るだろうと思って，し
　おりをさして旧いてある。袖は谷絹の底に
　ひたしたよ5に涙にぬれて。
’jaNbavaa＠（名）e山原（’ja翼barU）の人
　閻。　山原者。　C＞，jaNbaraabu1｝i　と岡じ1。
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　㊤，jaNbaraadakiと同じ。
’jaNbaraabuni⑥　（名）山漂船。帆無品
　（huumaasiN）の小型なもの。もともとは
　由原通いの船の意。
’jaNbaraadaki⑥（名）山原竹。琉球竹。篠
　竹の一種。，jaNbar朕dak三ともいう。¢hli－
　bu，屋根などにする。
’jaNbaru⑪（名）［山原］国頭地方。～ni
　？ikiba　？awaridu3’a　siguku　miru　1｛ata－
　ja　neraN？umitu，jamatu。　［由原に行
　けば　哀れどや至極　見る方やないらぬ
　海と山と］山原に行けば歪極あわれであ
　る。海と山ばかりで見るものもない。
，jaNbaruda「1雛⑰　（名），jaNbayaadakiと【司
　じ。
，ja！Tbaruga’axnii⑪（名）i垂上にいる亀。
　’jamagaamiiと岡じ。
’jaNharugO♂raa⑨（名）むこうずねにでき
　る癒の一種。なおりにくく，穴がふさがら
　ず，赤くただれる。一gooraa〈goorijuN。
’jaNbarukuituba⑥（名）岡頭方言。山原
　弁。沖縄北部方言。
’jaNbaruta「biew（名）’jaNbaru（国頭地方）
　への旅。
，jaNbatabE⑨（名）〔文］’jaNbai’utabiと同
　じ。山原地方への旅。韻律の関係で短くな
　つたもの。？unirnUCinu　zibUN～？atati．
　E鬼餅の時分　やんば旅あたて〕二品の時
　分（12月8臼）山原へ旅することになつ
　て。
，jaWti⑰（名）破撮。こわれ。’jaburiとも
　い5。
等aNdi縛UN（①（自＝raNf＝ti）eこわれる。
　破損する。◎（話が）こわれる。破談にな
　る。⑤うまく行かない。よくできない。で
　きそこなう。失敗する。dikijUNの紺。
，jaNdizaataaen（名）できそこないの砂糖。
’jaNmee⑨（名）やまい。病気。，jami，　bjo－
　ociともL・う。
’jaNmeemuN⑪（名）病気がちの者。病弱
　な者。
，jaNmUC妻⑪（名）鳥もち。ノ」・鳥や昆虫をと
　らえるもち。ガジマルの太からとる粘液で
　作る。
，jaNtUN（t）（接続）そうであっても。けれど
　も。しかし。
誉aN4ai（①（名）CONdaraaと同じ。
，5aN多ajaa（①（名），jaN4ai，　CONdaraaと1司
　じ。
’jaNziN⑪（名）洋銀。ニッケル。銅。亜鉛
　の合金。
ラjaN＝ZUN⑪（弛＝daN，＝　ti）0こわす。　tii－
　1nutaaN　Qsi，　’warabinu　t．ueii　’jaNtaN
　いたずらして，子供が時計をこわした。
　◎（接尾）…しそこなら。…し損ずる。
　kacijaNZuN（書きそこなう），　siijaA’ZUN
　（しそこな5），？iijaNZUN（イ．書いそこ
　な5・V．けなす）など。?
jaQcii⑨（名）兄。にいさん。士族につい
　ていう 貴族は’jacimee，平民は？ahwii。
　兄が三人いれば，上から順に？uhujaQcii，
　’jaQcii，，jaQciigwaaと呼び分げる。
’jaQeiigwaaen（名）一番下の兄。すぐ上の
　兄さん。士族についてい5。
’j Qeiilnee⑨（名）お坊っちゃま。貴族の
　男の子を，使馬入などがいう語。
’jaQcuku①（名）〔萩〕㊦薬を調合する人。
　薬剤師。◎病院の薬局。
’5aQkee⑨（名）厄介。～na．厄介な。Qcu－
　nu～najUN・人の厄介（世話）になる。
’jaQkeemuN⑨（名）厄介者。’jaQl〈eemuN一
　？ag圭kee、sa（ltaN・厄介者扱いされた。
’jaQkwaO（名）tamagai（人だま。その項「
　参照）を見るために，高い木の上に遠くを
　望めるよ5に築いた晶晶。1日as　8月10日か
　ら15臼ごろまでの間に，方々に現われる人
　だまや，怪しい音などの，いろいろな奇怪を
　見聞するために作る。小は二，三人のすわれ
　るものから，大は十数人も入れるものまで
　作られた。那覇では，jaNgwaa［二二〕と
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，jaQkwanaa⑨（名）大ぎんたま。象皮病で
　畢丸がやかんのように大きい者。
，jaQkwaN㊥（名）（）やかん。鉄瓶1。湯をわ
　かすのに用いるもの。◎畢丸。きんたま。
　形が似ているのでいう。
，jaQpa＝juN①（自＝raN，嘘i）がんばる。
　ふんばる。
’jaQsaN⑨（形）（値段が）安い。
，jaQtai①（名）入人。普通haciniNとい
　う。
，jaQtukaQtu①（副）やっと。ようやく。か
　ろうじて。～tuzimataN．やっと（話が）
　まとまった。
’jara①（名）屋良。《地》参照。
’jarabu①（名），janabuと「司じQ
’jal’acaik、vaaca量Q＞　（名）　やり　　く　　り算段Q　，ja－
　rasiikw＆asii，？icaasikwaasiiなどとも
　い5。～sjUN．
，jarasii⑪（名）旅の平安を祈る時の踊りの
　名。臼本本土，中国などに旅に出ている人
　の家で，旅の平安を祈る歌を歌う際，畳を
　上げ，大勢の女が輪を作り，床をふみとど
　ろかぜて回ること。親類中の女が集まって
　行なった。
’jarasi董kwaas量i⑪（名）やりくり算段。？圭一1
　eaaSikWaaSii，’jaracail〈WaaCaiなどと
　もい5。～sjUN．
，jara；sjuN①（一瓢saN，＝ei）遣る。つかわ
　す。行かせる。’winagU？a七inasija　tici－
　nil　tiRi　’jaraei　magideenu　eizuku　mi－
　Nbukuja　ca　sjuga　［女あてなしや　敵
　の手にやらち　末代の恥辱　颪目や如何し
　ゆが（大川敵討）］：女子供を敵の手にやつ
　て，末代までの恥辱，面掻をどうするか。
’jari⑨（名）破れ。破れたところ。　ciNnu
　～．着物の破れ。
，jar韮2akai⑪（名）破れ障子。
’jarici’ri⑪（名）（着物などの）破れたり切
　れたりしていること。
　’jarlgasa⑪（名）破れ傘。破れ笠。
’jari＝juN⑨（自＝raN，＝ti）破れる。破け
　　る。ciNnu～，毒物が破れる。
’jarikwaNkwaN⑪（副）びりびり。ずたず
’　た。ひどく破れたさま。ciNkU～sjOON．
　　着物がびりびりである。
　，jc■　1’圭mii⑪　　（名）　　破れ冒。　　破れたつ一き　 ま。
，jari田k童①（名）着物などの破れや裂け。
ラjariziN⑨（名）破れた着物。
’．iasee⑥（名）野菜。
，．iasee？ujaa⑨　（名）野菜売り。　やおや。
’j2｝sici⑨（名）歴敷。家の敷地。
，jasiciganee⑪（名）屡i敷の地代。また，屡
　敷にかかる租税。
，jasiclnu？ugwaN⑨（名）家屋敷：についての
　祈願（？ugwaN）。家族や家屋敷の無事息災
　 を祈願する祭りで，旧暦2月，8月に吉EIを
　選んで行なった。歴敷：の四隅と1iuduumu．
　？ukami（便所の神）には酒と御花米（’Npa－
　nagumi）を供えて祭り，　nakaziN（家の
　中心）と門には重箱を供えて祭る。重箱に
　は一つにはにぎりめし，他の一つには肉類、
　や揚げ物などをつめる。祈願（？ugwaN）
　には，その家の女主人が当たる。祈願の文
　句は？ugwaNの項参照。
’ja＄iga①（接続）だが。しかしながら。け
　れども。
’jasigaruU①（名）やせっぽち。やせぎす。．
　体がやせて細い者。
，jas geoi⑪（名）安く貿5こと。
’jas i①（名）やすり。
’jasijagitu①（副）やすやすと。容易に。
　’ja題（lteeN，　duujasiQteeNともいう。
ラja睾i＝juN①（自・・raN，弍圭）やせる。，jOO…
　garljUNともい5。
，jas量kuziN⑨（名），jasjukuziNと同じ。
，ja＄ima；jUN⑨（自：1’aN，＝ti）e休まる。
　休息できる。◎我慢できる。，ja學imaraN．．
　我慢できない。立：熟してこらえることがで
　　きない。
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liasimi⑨（名）㊦〔新？〕休み。休暇。休業。
　◎〔古〕食＝事。　cuusiciともいう。　～　？U－
　sjagijUN．食事をさしあげる。
つjasimi＝juN⑪（他＝yaN・＝ti）休める。　duu
　～．体を休める。　　　　　　　　　　　　　　t
Zi　aeinli二．iuN⑥（他＝raN，”ti）安くする。
　（代癒を）低くする。また，（代価を）まけ
　る。
’jasimul　en（名）安物。安価な物。
ラjaslna＝．iuN①（他＝aN，＝raN，　tuti）養5。
”jasineeN9・L’a①（名）養い子。’jasinee？U－
　jaに対する語。その項参照。かりに盛分
　の子として，名を与えた子。
’liasinee2uja①（名）養い親。子供の体が弱
　い時，親を変えると強健になるというの
　で，養い親を男ljに定め，従来の名を変え，
　養い親の名をもらってつける。上流では…与
　院の僧侶に頼み，一般では親類中の強健な
　人，福徳円満な人に頼む。普通の養父母，
　育て親の意とは異なる。
”jasi＝nuN◎（他＝maN，＝di）（勤めなどを）
　休む。休息の意では多くは，jul〈LijLiNと
　いう。cuuja，3a學凱u獄i・きょうは休むの
　か。
写a亭起盤UN⑨（自二maN，＝di）（物の代緬が）
　安くなる。
『，鰍≠東s潤（Pt　（名）　野’b。　～　mUQCOON．　野，｛〉カ｛
　ある。～na　mUN．野心家。陰謀家。
”jasiNgutu◎（名）謀叛。野心のあるたくら
　み。t・aNca？amajaaga～七akudi．［面訴
　あまやが野心ごとたくで（プ・（1il轍討）］
　らんぼらな谷茶の二様が謀叛をたくらん
　で。
”jasiQteeN①（副）やすやすと。容易に。た
　やすく。’jasljaglitu，　duujasiQteeNと
　もいう。naminu　？araSatiN～？wiiZUN．
　波が荒くてもやすやすと旧くも
苓a舜ram量④（名）布の織りかたの名。たて
　よこのしまが交互に出る織り。
”．iasi？ui⑨（名）安売り。
，jasjukuziN⑪（名）足の短い繕。平常は用
　いず，祝祭の時，客に出すのに使う。’ja－
　sikuziNともVう。もと夜剣善の意か。
’．iaSllNzi⑪（名）あきらめ。安んずること。
　ある程度で満足すること。～nu，3utasaN．
　あきらめがよい。
，jaSUNzi＝jUNen（霞＝raN，魂呈）あきらめ
　る。安んずる。ある程度で満足する。？unu
　gituminakai～．その職で満足する。’ja－
　SUNzijuusaN・あきらめきれない。
’jatatia）（名）矢立て。旅行用の筆硯。
’jatu一（接頭）特に大きい意を表わす。大（お
　お）。巨大な。’jatumuci（大きな餅），
　’jatu？waa（大豚），’jatumagii（巨大な
　もの）など。
，jatugaei2nhugaci①（名）大変な食いしん
　ぼう。人のものを奪って食うよ5な食いし
　んぼう。
，」謎搬＝juN⑰　（他；raN，；ti）雇「）。　hwijUU
　～．隊雇いを雇う。
，．iatumagire（名）巨大なもの。特に大きな
　もの。
’．iatumagisaN①（形）二大である。特に大
　きい。
’jal　mmuei①（名）大きな餅。特に大型に
　作った餅。
，．iatumuN①（名）巨入。大男。’jatuuとも
　いう。
’ja辮鷺①（名）巨人。大男。’jatumUNとも
　いう。
’．iaeu2waa（D（名）大豚。巨大な豚。
，joo⑪（名）癖（よう）。悪性のできものの名。
’joo①（助）呼びかける時，また，念を押す
　時いう。よ。ねえ。なあ。tai’UU～．太
　郎よ。？aNsi　kwiri～．そうしてくれよ。
，joobaa⑨（名）弱虫。弱い者。　euubaaの
　紺。
，joogaa⑪（名）ゆがんだもの。形がゆがん
　だり懸がつたりした物。また首の縢がつた
　者。’joogeeともい5。
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’沁og腿ahW韮「蓋gaa①幅1）．曲がりくねったさ
　ま。くねくね。くにやくにゃ。taanu？a－
　businu～sjOON。．田のあぜが曲がりく
　ねっている。
，joogaa無v瀬琶aa2aQci⑩（名）千鳥足。まつ
　すぐに歩かず，曲がりくねって歩くこと。
　’wiiti～sjUN．酔って千鳥足で歩く。
，joo93ahw韮量g蹴9繍。蓋⑪（名）ゆがんだ書体。
　行が曲がりくねった書き方。～sjUN・ゆ
　がんで不揃いに書く。
，joogaaziei⑨（名）聞き間違うこと。正し
　く麗かないこと◎
，joogari．hw量「藍ga最①（副）やせ細るさま。
　一v　sJuN．
苓ooga燥＝」朕N①（自；r鼠N，：ti）　やせる。
　，ja錘jUN　ともい5。
9joO藩ee⑨（名），joogaaと【司し1。
’joogee｝iwi’igeeem（副）’joogaahwiigaa
　と岡じ。
’jooi⑨（名）容易。たやすいこと。’jooee
　？araN．容易；ではない。～naxaN　ku敏
　’jasiga．容易ならぬ票だが。～na・容易
　な。～瓢cikaN．容易に聞かない。
，joohll｛IN⑨（名）’joorimuNとi司じ。
，joojaku⑨（副）ようやく。やっとQ～na－
　taN・やっとできた。
，joo擁u醤⑪（自＝raN，“犠）弱る。弱まる。
　（人・物品・ひもなどが）弱くなる。
，jookaabus蓋⑪（名）明けの明墨G金星。
・jookab鮫①（名）旧麿8月8日。また，そ
　の［一1か日行なう行事。この日から1肩ヨま
　で厄日なので，厄を払酬いろいろな行事が
　行なわれる。　8日からhjoocaku（爆竹）
　を鴨らし，11臼には盛んに爆竹を鳴らし，
　御馳走を作り，家をにぎやかにする。
’joo貰擁⑨（名）弱りEl。弱い所。弱い時。
　～？iQCOON．弱いところができている。
　弱っているQ
lj　ooi　’　（i）（副）弱く。軽く。柔らかに。～saa－
　jUN．軽くさわる。～？jUN・柔ら．かに言う。
，jooNcl⑪（名）容器に一一杯ないこと。満た
　ないこと。半分，あるいはそれ以下くらい
　しかない時に多くいう。弱満ちの意か。
　米・酒など董臼に関するものについてい
　5　．mitaN　karal｛aranu　’・jooNeigul｛uru．
　満たぬ酒瓶は，かえって大きな音がする。
　大冊する者はかえって内容が乏しい意。
，joONgwaa①（副）軽く。きわめて弱く。～
　？UCUN。軽く打つ。
，joON　naa（Dゆっくり。，joON‘ま車置く，一naa
　はrずつ」の意。～？aQCUN．ゆっくり歩
　く。
’joora⑲（名）わきばら。横っぱら。まれな
　語。文語は，juhwara。
’jooraakxva－araa⑨（副）’jooruukwaaruu　’
　と同じ。
，．ioorimuN⑪（名）鵬つた者。弱った物。腸
　くなり役立たなくなったもの。’jooilnUN
　ともい5。
，jooruu⑥芝副）ゆるゆる。ゆるんでいるさ
　ま。たるんでいるさま6？uubinu～na－
　tOON・帯がゆるんでい．る。　kueinu～na－
　tOON．口もとがしまっていない。
’joom’uukwaiaruu⑨（副）ゆるゆる。大い
　にゆるんでいるさま。？uubinu～na－
　tOON．帯がゆるゆるにゆるんでいる。
，joosaN⑪（形）弱い。力がない。病弱であ
　る。（ひもなどが）切れやすい。（器物など
　が）こわれやすい。’．iool｛U　natOON．弱っ
　ている◎．衰弱している◎
，joosien（名）養子。～11幻UN．養子になる。
　～加jUN．養子にもらう。
’沁。§茸⑪（名）ようす。また，（病人の）容態。
　tiginu～sagujuN・敵のよ5すを探る。
　f一？ici　kusui　tuti　kuuwa．容態を藷¶っ
　て薬をとって来いQ．．
，joosjoO＝cuN①（他＝kaN，．＝ci）0やめてお
　く。よしておく。しないでおく。　’joosjOO－
　ki・よせ。するな。’300sjookee　sinuru
　mUNnu．そんなことをなさらなくても。
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　人が進物など持って来た時に言う挨拶。や
　めておけばすむものをの意。◎だまってお
　く。ほうっておく。見のがしておく。，joO－
　s，i　ookaN．容赦はしない。’500sjooki　ku－
　nu　hjaa．だまっておれ，この野郎。
，joosjoO・juN①（fi　＝raN，　＝ti）よしてお
　く。だまっておく。かまわずにおく。？unu
　basjoo　’joosjooti，　nama　natal〈utu　？aN
　？ici・その時はだまっていて，・今になって
　そう言って。
’jootee⑨（名）容態。病状。
’joo2usumasjaN①（形）θうす気味が悪
　い。うっかりできない。’jOO？tlsumasii
　niNZiN．うっかりできない人間。◎ものす
　ごい。こわい。’jOO？usumasanu’ju軸
　naraN・ものすごくて近留れない。
’joozi⑨（名）e楊校。つま楊枝。◎結婚の
　時，菓子にそえて出す，桃の小枝で作った
　小さい楊枝。
・j。。。。。⑪（名）治療．顧の手嵐養生の
　転意。
，joozoohwiiizoo⑪（副）e治療するさま。
　◎修繕するさま。
，joozoo2ukur童⑰（名）手おくれ。病気の治
　療が手おくれになること。
’ju一（接頭）四。’juhwani（四羽），’jukeeN
　（四回）など。
一ju（助）〔文〕を。韻文でのみ使う。口語では
　fを」に当たる助詞を用いない。taxu～
　？ul’amituti　nacuga　hamaciduyi．〔誰
　よ恨めとて　鳴きゆが浜千鳥］誰を恨んで
　鳴くか浜千鳥。
，ju？aki⑨（名）〔文〕夜明けQ　～siraku－
　mutu　giriti　nubura．［夜1粥白雲と　連れ
　て登ら⊃；夜明けの白雲とともに（首里に）
　のぼろ5。
，jubi④（名），3ubまtaと同じQ
，jubimCttN⑨（自＝kaN，＝ci）やせる。そげ
　る。sisinu～．肉が落ちる。人にもい5
　が，家畜ことに馬などによくいう。
，jubijzzsi　＝．iuN①（他＝raN，＝七i）呼び寮せ
　る。
，jubhnudtt＝sjuN⑤（他＝saN，＝ci）呼び戻
　す。呼び帰す。召還する、
’jubi？Nza＝s．；uN①（他＝saN，＝ci）呼び腸す。
’jubi＄uraa＝sj厭翼①（他msaN，＝ci）呼び集
　める。召集する。
’jubi a①（名）泥田。，jubiともい5。
，ju｝搬ku麺）（名）首里城の建物の名。？UgU一
　學ikUの項参照。
，ju＝buNO（他＝baN，二di）e呼：ぶ。声を立
　てて呼ぶ。◎呼ぶ。使い。手紙などで人を
　呼ぶ。称するの意では？jUN（雷う）を用
　いる。㊧（女郎を）買5。，jubarijuN．　（：女
　郎が）客に買われる。
’juea①（名）一議の意。老人について，年が
　いもなくという意の揚合に用いる。慣用句
　のほかは，単独では用いない。複合語では，
　’」　ucanumuN（年配者），？anujuea（あの
　年1）など。’jucaa　neeN．年：がいもなく。
Pjucaa＝juN①（自；raN，”ti）（心が）合5。
　また，（境遇などに）しっくt）合5。cimu一
　総u～。イ．心が合5。気が合5。Pt．心
　がなごむ。機嫌がよくなる。
，jucanu㎜uN（1）（名）隼とった者。年とって
　思慮あるはずの者。寛怠の人。～？Nzi－
　tootLいい年をしながら。
，沁C蓑④（名）［雪］あられ。雪は降らないか
　ら，韻文などに雪とあるのもあられをさ
　す。
，jugi①（名）時刻のよつ。午前午後の10
　時。
，jugi？asi①（名）潤つ足。四足獣。主として
　牛・馬・豚など家畜をいう。
うjugi2azimaa①（名）四つ：角。十掌路。　ka－
　zimajaaともいう。
，jugidak｛①（名）四つ竹。竹製のカスタ
　ネッF。爾手に竹片を各二枚ずつ持ち，手
　のひらを！粥閉し打ち鳴らして踊る。？uci一一
　narasi　narasi　一vja　nara¢i，　kijuja　？u一一
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　7ya？Nzi七i？a麟bu？u鍍sja．［打ち鳴らし
　鳴らし　四つ竹や鳴らち　今陛1や御座出ぢ
　て　遊ぶうれしや（港原節）コ騰つ竹を大い
　に打ち鳴らして，お座敷に畠て踊るきょう
　の5れしさよ。
，jugiguNt　＠（名）祝いなどの時の正式のお
　繕。飯・汁・？U七ibici・酔のものの四種類
　が揃ったごちそう。四つ組の意。くわしく
　は　～11u？uhurumee　という◎　，juugii　と
　ie，　h，　N　5．
ラjucii⑨（名）余分。余計。～na　kutu．余
　謝なこと。～nu　mUN．余分のもの。
Tjueiihwa⑰（名）余裕。金，消饗する物な
　どに余裕があること。9UNzuunu～N
　neeraN，一厘の余裕もない。
，jiieii・jUN①（他＝1’aN，＝ti）倹約して余裕
　を出す。余裕を残す。coosli～・一一一・er分
　の余裕を出す。
，jug韮諏⑨（名）夜露。
，jugijugiitu⑨①（副）ゆうゆうと。余裕紳々
　と。ゆったりと。，juciQteeNともい5。
，jucikti⑥（名）豊か。富裕。～na　muN，
　富裕な者。～ni．豊かに。～ni　suda萄u－
　N．何不自由なく育てる。
，麺g量mi⑨（名）余裕。（物質的な，また精神
　的な）ゆとり。　～nu　neeyaN．余裕がな
　い。～φkijUN．ゆとりを持たせる。
ラjugiiiu？unjuhwee⑰　（名）？unjuhweeの．
　項参照。
，juciQteeN①（副）ゆったりと。ゆ5ゆ5
　と。余裕累々と。’jucijucii七Uともv・う。
　～sjoON．ゆったりとしている。
ejueisaN⑪（形）余裕がある。ゆったりして
　いる。ゆとりがある。たっぷりしている。
　’こ｝にも物質にもいうokunu？uubee～．
　この帯は長iさがゆったりしている。kura－
　sinu，jucikU　najUN．暮しにゆとりがで
　きる。
ラjucisimu⑨（名）あられや冷爾。
’jugiwaian（名）’juugiwaiと恥じ。
，j　uda　（D　（名）枝。，ida　ともいら。
’judaci①（名）宋蒲。傍系。分家筋。（枝系
　の意か）　muu£uに対する。
，ju｛lagi①（名）胸かけ。　L画一地方の婦人が，
　i着物の上に「葭から掛けて胸をおお5もの。
　’waga　．v　haziti　satuni　？ucikusiti，
　？umukazinu　tataba　’waNnitumuri．
　［わがゆだっはって　璽に打着せて　梯の
　立たば　我胸ともれコわたしの，judagi
　を脱いでわが恋人に引せておいて，わたし
　を，思い出した時には，それをわたしの胸と
　思って下さい。
’judahwaa①（名）枝葉。’idahwaa．ﾆもい
　う。
，judai①（名）よだれ。～daradara．よだ
　れをたらたら。～hwieUN．食：物がく
　さって糸を引く。
，judaikuuzoo①（名）子供がよだれをたら
　してしゃべること。また，転じて，おとなが
　いつまでもむだ日をきくこと。～sjUN．
，judainuciG）（名）枝ぶり。，idamuciとも
　いう。
’judaN⑨（名）油断。また，怠慢。　k．wa（≧cii
　saa～sjuna．（諺）御馳走になったら油
　断ずるな。また，御馳走になったら働け。
　～sjooti，inutimai。　なまけてL・て隅じ
　賃金をもらえるカ㌔
liu｛laNta「ari⑰（名）怠’慶。なまけること。
’judidak置⑪（名）ゆでだこ。
，judi＝juN⑥（他＝raN，＝ti）ゆでる。　うで
　る
’juditamagu⑨（名）〔新〕ゆで卵。
，judiziru⑪（名）ゆで汁。うで汁。
’．iudumaihwiduevmai①（名）たびたび泊る
　こと。夜泊り日泊りの意。～sjUN．たび
　たび泊る。～nu？uhusaN．たびたび泊
　ること 多い。
’麺dum畳編脚N⑨（他＝raN，”ti）θ（水を）
　よどます。Oとどまらす。引き止める。滞
　在させる。
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，jiidu　：nuN⑨（自＝maN，；di）eよどむ。、
　（水が）とどこおる。◎立ち比まる。また，
　とどまる。一箇所に長逗留する。
’jugahuu①（名）こ世果報］豊隼。？ama－
　juu，　mirukujuu　ともいう。
ラ麺ga｝賊U（賊S韮の（名）［世果報隼コ’∫uga－
　huuと岡じ。
’juga　ld　ti　’〈Z）（副）夕暮れに。　Bが募れて。夕
　方に。～kuuwa．夕方になってから来い。
ラ沁g3m照）（名），jugaNと岡じ。
ラ海gam量罵3uR①（飽＝yaN，＝ti）ゆがめる。
　歪曲させる。
，juga＝lluN①（自＝maN，＝5i）ゆがむ。曲
　がる。歪曲する。よこしまになる。
，jugaN①（名）ゆがみ。’jugamiともい5。
’jugawa量①（名），juugawaiと岡じ。
’jugee聡ee①ka簸aaN⑪（句）e力が弱い。
　無力である。力がない。～mUN。力のな
　い者。◎力もないくせに。～iepeenainai
　Qsi，　hwiQkudoOr2・カもないくせにで
　しゃばって，引っこんでいろ。
’．iuguri①（名）よごれ。よごれたところ。
’jugurl＝juN①（自＝raN，＝ti）よごれる。
　きたなくなる。
，jugu＝sjuN①（他＝saN，＝ci）よごす。き
　たなくする。
’juhoobuN⑨（名）［四方盆］さかずきをの
　せる四角の台。さかずき台。
，juhudu①（名）余程。大分。～masi　na－
　tQON・大分よくなった。～nu　kutu．よほ
　どのこと。
’juhuku（①　（名）　，juuhuku　と岡じ◎
’juhwaN⑨（名）’jahwaN（夜半）と問じ。
’juhwara⑨（名）〔文〕わきばら。購語は
　’joora．　rakgbuginu　mi？ubi　・v　？usi－
　mawaci，　sjuNzanasimedei　di　’wane　sa－
　daxa．〔らくぶつの御帯　よわらおし廻ち
　首里ぎやなしみやだい　でわないさだら］
　三司官の大帯を腰にしめて，首里王府の御
　奉公に，さあわたしは先がけしよう。
，3孤豆烹Wl鵡盛u！讐④（膚＝X’aN，＝ti）〔古〕身請け『
　する。普通はdusiru？滅鎚N（身のしろ
　：金を払う）　という。
’juhwinaav（名）饒平名。（（地）〉参照。
写ui⑥（名）’jujuと同じ。
，jtli④（名）ゆり（百合）。
りjui⑨（名）ゆえ。せいQもaajuiga．だれの
　せいか。
’諏量の（名）寳。～N？akagieiN　Rayisi？U－
　mul〈az’inu　tataN　liwija　nesami　sjuj’a－
　RLI　C三murL［宥も眺も馴れし悌の立
　たva　Nやないきめ　塩屡の煙（花売雨縁）3
　轡も暁も思5人の閲影が塩たく家の煙のよ
　うに立たない日はない。
，ju幻）（名）ふるい。穀物のからをより分け
　る遵具。浅く広い円形を℃．ている。
ラjll量MUN①（名）漂飼物。流れついたもの。
’ju撫3gasaN⑨（形）’jujunagasaN　と岡
　じ。
，jujuew　（名）竹などの籔と飾との閥。「よ」
　（古語）と関係ある語Q
’jltjunagasaN⑰（形）〔文〕（竹などの）節
　と節との闘が長い。また，子供のすねの長、
　いことなどにもいう。ほっそりしている。
，麺＝ju黄①（自＝raN，＝ti）e審る。近づく。
　一一方へ寄る。片寄る。neenu～・地震が
　起きる。◎集まる。QCUItu～。人が集ま
　る。㊧立ち審る。㊧（年が）寄る。，jujUl’u
　tusi．寄る年。
liujuzuraev（名）〔文〕檀物名。　maani（く
　ろつぐ）の文語。節々が美しいものの意。
　s翫ka鵜utunti？ibi3翫daNZ規　tu3ulnari－
　rt㍉～ga　eumu七u　kuban疑mimutu．［坂
　本のいぺや　だんじょとよまれる　よよぎ
　よらが一本　こばの三本目坂本節）〕坂本
　の拝所はほめはやされるのはもっともなこ
　と。くろつぐが一本，びろ5が≡i本あって
　いかにも由緒ありげである。
’jujUZtlrasaN⑨（形）〔文〕節と節の闘がす
　んなりして美しい。なよなよと美しい。
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，．i　uka①（名）ゆか。床1。家の中の板張りの，
　畳を敷：けるよ5になっているところ。畳の
　敷：いてない場合には，ka蛍ajukaという。
一・鰍普g，ka（助）より。老人が需う。意味は一ja－
　kaと同じ。
’謳kaaQcu①（感）e御苦労さま。老女が目
　下の労苦を謝する場合にいう。◎いい子
　ね。おりこうね。女が子供をほめる時にい
　う。
，jttkagita⑨（名）床を支えるためにさし渡
　す細い材木。
苓uk滋①（名）eかなり。丁田。主として量
　についていう。娠Nnu～？asa．金が栢当
　あるよ。～nu　diki．相i当の収穫。～lla
　搬UN∴相当な者。◎（接頭）かなりの。相
　当の。，juk：aihatayaei（門島な働き），
　’3uk滋mUN（ネ目当な者），’jukai？u（lsa（相
　当の墨），ziN，jukaidamii　seeN．（金を
　網引ためてある），’ju｝〈aiSUN’jaQsaa．
　（大損だよ）など。
，juka量2Mmu⑪（名）よくできたさつまい
　も。
’jukai2r　ni⑪（名）よくできた稲。
，juka童2UQsa⑦（名）相当の量。かなりの量。
’jt｝ka＝jnN’⑪（自＝raNf＝猛）おい茂る。繁
　茂する。また，（作物が）よくできる。よ
　くみのる。？Nninu，jukatOON．稲がよく
　みのっている。
’jukamuc⑩（名）根太（ねだ）。床板を支
　えるためにある，床下の横太。
等uk鼠Qcu⑰（名）士族。samu．reeともいう。
’．iukaQeuNgwa⑨（名）士族の子。’juka－
　QCUNgwaa　hootUNgwa．士族の子は鳩
　の子のよ5に美しい。
，海k鯉罷⑰（予習）〔文〕よき。縁起のよい。
　CUUIIu～liwini．［今日のよかる6にコ
　きょうのよき研にQ
’jukasja⑨（名）床下。床板の下。
，jukeeN①（名）四回。四度。
’juku③（名）欲。欲望。おもに悪い意味に
　用いる。～sjUN．欲ばる。欲ばったこと
　をする。不当に欲ばって他に被害がおよぶ
　丁合にい5。ziN’wakilni～Qsi？uhα〉一
　ku　tutaN．金を分けるのに，欲ばって多
　く取った。
’juku①（名）横。　tati（縦）の鱒。また，側
　方。「横になる（寝る）」にはnagabcoi
　sjUN（長長と寝る）などという。
’．luku⑨（副）なお。さらに。もっと。一一kgα
　“？jaa］’a　eurasaN．”　“？uNzoo　”v．”　r：lb一
　まえは美しい。」「あなたはもっと。」tucii
　noosaNdi　Qsi，～，jaNtaN．時計を趨そ
　うとして，　かえってこわした。　（lkwa
　？iinaraasi　Qsi，～’waruku　nata・X・．子
　供を教育してなお悪くなった。
，沁kuもai①（名）∈）横ばしり。横に行くこ
　と。わきへそれること。蛇口から水がわき
　へそれる揚合などをいう。◎まっすぐ家へ
　帰らずによからぬ所へ行くこと。よからぬ
　わき道をすること。～sjUN。
’jul｛u〔｛磁⑤（名）横取り。～sjUN．
’3uku｛董韮嚢s隻①　　　（名）　　翌勾三。　　naajaεしN　　と　も　L、
　50
，jukugaN①（名）誤解。また，邪推。～、
　tujUN・誤解する。邪推する。
，jukugatt①（名）横顔。，jukugaoo　cuya－
　saN’旗a．横顔はきれいだねえ。
’．iukui⑨（名）休憩。休息。いこい。
，jukui　（D（名）〔文〕ゆくえ。　nasaki？ati一一
　kara．ia　？umijamanti　sukuN，　ta7vinira一一
　na？UCUmi？ariga～。〔なさけあてから
　や　海由の底も　尋ねらなおきゆめ　あれ
　が行くゑコ愛情があるからには，彼女のゆ・
　くえを海山の底までも尋ねないではおくも
　のか。
’jukuidukuru⑪（名）休み噺。休憩燐。
，jukuhnaaruu⑨（名）休む番。休息の番。
’jukujai①（名）（着物などの）かぎざき。
　押破りの意。
’jukujuku⑪（名）〔新？〕よくよく。余径
287
’jukujuN
　の。万やむをえない揚合。～RU　ku七u．よ
　くよくのこと。
’．iuku・．iuN⑰（自＝raN，＝ti）e休む。休息
　する。Vこ5。◎横になって休む。寝る。
　また，病臥する。
”jukum韮⑨（名）〔横目］役名。匿付役。監
　視密P。　，jamatujukulni，　，uuzijukumi，
　giglucijukumiなどがある。
”jul“umi①（名）わき見。よそ見。
”juku・nici⑨（名）e横道。わき道。支道。
　また，方向違いの道。◎わき道。邪道。
覧ukum溺①（名）横に引いた水。田などで，
　水の流れから直角の方陶に引いた水。
”jukumui①（名）銭400文。　8厘に当た
　る。ziN（銭）の項参照。
’3jukumunii①（名）顧みて他を言5こと。
　相手の間にまっすぐ答えず，はぐらかすこ
　とQ～S3UN，
うjukum穫盆u？銭①（名）’jukumuniiと同じ。
’，i孤kumee⑪（名）脊。晩。
うlukuneeg鍵a§轄⑨（名）脊やみ。月の出
　のおそい晩の階いtと。
，麺kuneen｛趣ui⑪（名）轡の口から眠たが
　ること。～sjUN．
，jukuneeniibujaa⑪（名）脊のllから眠た
　がる者。子供などについてい5。
’jukuneegicuuen（名）宵月夜。夕月夜。賓
　の糊だけの月夜。．と弦の月の夜。
，jukunumala⑨（名）欲の股の意。次の句
　でv5。～sakijUN．欲ばりすぎて大損
　をする。
’．iuk：unuudiio（名）横喉の意。飲食物を葱
　いで食べた時にむせるところ。～Nkai？i－
　QCOON．食物が気管に入ってむせる。
’jukuN〔①（副）さらに。なお。もっと。一一一一一
　層。　～　curasaN．　一一層美しL・。
’jiikusi⑪（名）うそ。いつわり。
’juku9，　ilco（名）〔文〕行く末。
Pjukusimunii＠（名）5そ。うそごと。5
　そをつくこと。～ja　zoonu　？weemaN
　tuuraN．うそは門の間も逓らない。うそ
　は長続きしない。～sjUN．うそをつく。
’jukushmuniisja■a（①（名）うそつき。　うそ
　をつく者。～ja　nusudunu？uja．うそっ
　きは泥棒の親。うそつきは泥棒の始め。
’麺ku漏s麟N①（他＝saN，＝ci）θ讃善する。
　中傷する。◎誘う。誘惑する。かどわかす。
　また，横取りする。，junu　hukirumadiN
　nugasi　？umisatuja，　’jukusariga　siea－
　ya？a七iN　neyaN．［よのふけるまでも
　のがす野里や　よこされがしちやら　あて
　もないらぬ］夜がふけるまでもどうしたこ
　とか，思5人は他に誘われたのかゆくえが
　わからない。㊤あるべき方向から横にそら
　す。水の流れなどにもいう。
，jukutee＝juN①（他＝raN，”ti）e横たえ
　る。横向きに鍛く。㊤（竿などを）渡す。
，jllkuu（①（名）欲弓長り。，juukuuと間じ：。
，jukuujukimu①（副）よくよく。つくづく。
　～，NNZUN・　よくよく見る。
’jukwaa；sjuN⑪（iut　＝saN，＝ei）休ませる、
　動物の働くのを休ませる揚合にいう。
’jumaNgwi①（名）夕まぐれ。’」幅aNd圭な
　どの語に比べ，一一種の一一感のある語。
’麺111i⑰（名・接尾）織機の籏（おさ，　hu－
　duci）の粗密をあらわし，嗣時に経糸の密
　度（布の地合い）を示す語。織りの細か
　さ。おさ羽40枚をCllj　Ullli（一読み）と
　する。1枚の闘に経糸2本を通すのでcu－
　jumiは経糸80本である。　nanajumi（七
　読み）からhateeN（二十読み）まであ
　る。huduciの項参照。～？iQCOON・布の
　地合いが密である。織りが網かい。
’錘mi⑪（名）弓。武器の名。～N？ijaN
　turaN．弓も矢も取らない。少しも謀叛の
　心はない。諜叛の心のない者が疑われた揚
　合にい5。
’jumi①（名）嫁。患子の妻。嫁した女。そ
　の敬語は？weejumi。～nasjUN．嫁に
　やる。～tujUN．嫁をもらう。
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’jt・1・licien（名）夜道。’jUUIniciともL・5。
’jUlll蓋「dui皿ukuc’｝du量⑪（副）嫁にやったり
　婿をもらったりするさま。？anu’．i　aatu～
　sjUN．あの家と嫁をやったり婿をもらっ
　たりする。～sjUl’U　naaka．嫁にやった
　り婿をもらったりする間柄。
，jumihai⑨（名）弓張りぢょ5ちん。
，．i　ll】nmi？ibiraa⑪＊（名）£新？〕嫁をいじめる
　者。嫁いびりするしゅ5とめ。
，jlme111量ja⑪（名）弓矢。弓と矢。
，jlmlinu？ija⑨（名）弓の矢。？ijaは矢。
，jUl｝lll①　　（名）　　［＝象〔〕　　よ　も〇　　四方。　　～nu　ci－
　sicinu？umusiru3a．隅方の景色の面白
　や（懇志口説）］露：方の闘魚のおもしろ
　や。
ラjllllltt一（接頭）悪罵・嫌悪の意を表わす接
　頭辞。いやな。…め。’jumuwinagu（あま。
　女をののしっていう語），，jumudui（鳥
　め）など。弩u翼一の項参照。
うjumudui⑥（名）鳥め。鳥をののしってい
　う語。’juユ笠udu3aaともし・う。（3〔古〕雀Q
ラjiimuduiguci⑨（名）くちびるのわきが白
　く化膿すること。からすの灸。
苓umu｛翫ユjaa⑨（名）’jmuduiと同じ。
’jumukubi⑨（名）首の卑語。首っだま。
　tamamuranu　？azinu　mijugizillu　？u一一
　migwa　？ug’aga　tvja　？unuzumiju　de－
　mt？nu，　？isuzi　kubi　susuti　dijoori　di－
　jOGI’i．［玉村の按司の　御代継の思子　お
　ががよも首や　お望みよだいもの　急ぎ首
　そそて　でやうれでや5れ（忠臣身替）コ玉
　村の按司の代つぎの御子がおまえの首をお
　望みだから，急いで首をふいて出てこい。
，jumuwlnagu⑪（名）あま。女め。女をの
　のしってい5語。
つjmmuiramiQkwee⑨（名）たまらなくか
　わいい顔。あまりかわいいのでわざと「に
　くい止め」のように醤つたもの。
，juna①（名）与郷。（〈地））参照。
’．9una一（接頭）e米の。，junab総kii（米を入
　れるざる）など。◎砂の。砂利の。’juna－
　mici（砂の道）など。，諏naわaru〔与那
　原］，，junaguni〔与那国3，’jun8g頗ku
　［与那城コなどの地名の’juna一も砂の意
　と患われる。
，junabaakii⑪（名）米などを入れる，密に
　編んだざる。
，juπ夏ε匡bar篭ユ⑪　　（名）　　一与＝那原。　　（〔土也））　参照。
，jiinatsarumazikUNQ＞（名）魚名。鯛の一
　種。美味で第一等の魚である。
ラ」皿nagata⑨　　（名）　糸冬夜。　一【睡中。　夜通し。
’junagatasanagala①（名）一晩中。夜通
　しoSa薦a～，W段Nもati七i，　CikUSjoornUN．
　〔さあさ夜ながたさながた我身立てて蒼
　生者（かまやしな節）］サーサ（はやし），
　一一晩中わたしに立ちんぼをさせて待たせ
　て，ひどい人。遊女が客を恨んでいう文句。
，」疑脆昭猛懸⑳（名）与那圃島。入重ゆ群島の
　島の名。琉球列島の西端の島。
，jumagu§iku⑨　（名）　i廷名城。　（（地））参照。
ラju翼1ag猛＄iku⑨　　（名）　　与ヲ丹≦城。　　（（地》　　参只葉ミ。
’junahwa⑨（名）与那覇。（（地））参照。
’∫unahwadak⑩（名）一“b　JSI≦覇岱。岡頭地方
　にある山の名。　、
’junahwadOo⑪（名）与那覇堂。（（地））参
　照。
，junaka⑨（名）夜中。夜半。深夜。
，junakamudui⑪（名）（∋夜：中1こ帰るこ二と。
　◎遊郭で夜を明かさずに，夜中に家に帰る
　こと。
ラjunaN②（名）四男。第四適職の男の子。
’junaNka①（名）四七日。死後28　H囲に営
　む法事。
’jun3Nmi⑥（名）与那嶺。《地》参照。
’junazi⑪（名）麻・芭蕉布などの洗濯に飛
　いる液。米酔の意。重湯・かゆなどを腐ら
　せ，残飯あるいは米のとぎしるなどを加え
　て作る。その酸味により，麻・芭蕉商が光
　沢よく涼しく晒される。，junaziのかわり
　に郭kwaasjaa（橋の一種）の汁を用いる
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’」疑礁韮
　こともある。
，加島i①（名）0米。◎砂。麟n駄の雅語。
ラjuninu？uiwee①（名），ju癒nu？“juweeと
　同じ。
，juninu？ujttwee①（名）米寿の祝。　tooka－
　ci？ujuweeと同じ。
’jummaka⑪①（名）世の中。世間。
’jummUSi①（名）〔文〕もと一一一　rlの元菖の
　意だが，後に一城の主すなわち按罵（？a－
　zi）にいうようになったe　di300cayu搬U－
　nuja　simazirinu～’eezinu？aziこ出様
　ちやる者や　島尻の世の主　入重心の按駕
　（忠臣身替）〕まかり出た者は務尻の城主で
　ある入事瀬の按司。
eju＝lmN⑨（他＝lllaN，二鋤e読む。　sju一一
　muΦ～．本を読む。◎数える。　tiNnu
　bwr’ibusija　’．iumiwa　’jumarijui，？u．iai3u
　’jusigutuja’jumiN　naraN．〔天のぶり
　星や　読めば読まれゆい　親の寄せ言や
　読みもならぬコ天の群星は数えれば数えら
　れるが，親の教訓は数えることもできな
　いe㊧しゃべる。munu～．しゃべる。
　㊧詠む。？uta～．歌を作る。
3沁聾（接頭）嫌悪の意を示す接頭辞。’3砕
　NgasimasjaN（やかましい），，jUNgusa－
　mici（立腹），，jurihagoosaN（きたなら
　しい），，juNgusasaN（いやなにおv・がす
　る）など。名調に付く揚合には2画m聴と
　なることが多い。
う舞Ne藍⑨（名）〔古］［寄満3首盤城の建物の
　名。
’」猛Ncu①（名）〔古〕［直人3廃藩鮪，先規。
　久米島にあった役名。
’juNgasimasjaN⑨（形）かしましい。やか
　まし凝。　5るさいQ
’juNgusamici⑰（名）憤慨。立腹。腹立た
　しく層、うこ二と。
ejuNgusasaN⑨（形）いやなにおいがする。
　とてもくさし・。
，juNhagoosaN⑪（形）きたない。きたなら
　LL’e
，juNlcaNsi＝jガN⑨（自・・ral，＝ti）しやぺ
　りまくる。しgべり立てる。，jUN画く，jU－
　nUNe
，juNnu⑰（名）与論島。奄美群島最南の島。
，juNnu？irabiE（D（名）与論1曝｝と～中越（淵叢区島。
ejuA’nuju”9a⑨（名）死後49臼巳の夜，　ma－
　buiwakasiの祭りで，’jata（占いをする
　巫女）を呼んで行なう，死人の口寄せ。死
　んだのは運命であったとか，祖先の祭りを
　怠ったためであるとか，いろいろの報告が
　される。また，それを行な5’juta。　si－
　Nma3utaともいら。～，拍寿UN．，jutaが
　神がかりの状態になって，死人になりかわ
　ることをいう。
，juNtaa⑨（名）おしやべ吟。饒香家。
’壽uMaahw丑「灘aa⑨（副）’jUNtakuhwiNta－
　kuと岡じ。
，」騒醗aku⑨（名）おしゃべり。～sjUN。
’juNtakuha’Ntakii＠　（di’ff）　’juNtal〈uhwi－
　Rtakuと岡じ6
，juNtakuhsvih’takii⑨（副）むやみにしゃ
　べるさま。べらべら。
，iurVtakuu⑰（名）おしゃべりの者。
’juMaNva⑨（名）読谷斑。（（地》参照。
，juNpiei①（名）閏月。？uru塑。呈ともいうα
’ju賛zir量⑨（名）足の嚢にできる，あかぎれ
　に似た裂け目。はだしで歩く労働者などに
　多くできる。寒さのためにできるとは限ら
　ない。？asiziriともい5。
’juoogasima⑨（名）硫黄島（ゆお5じま）。
　薩摩半務の南にある三農の一つ。
’jUQcai①（名）〔文3往復。行き帰り。　ha一・
　runu～ni…［原の行きやひに…（銘鼠子）］，
　畑の往復に…。
うj軽Qka④（名）よっか。月の第四の自。ま
　た，一・臼の四倍。
，jUQkanuhwii⑨（名）旧歴5月4H。9UN一・
　gwagi～ともいう，一年中で最大の厄日と．
　いうので，子供に元気をつけ，喜ばすため，
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?’jurui
　各家庭で玩具を買って子供に与・える。その
　ために玩具市が立つ。幼児には？UQciri－
　kubusi（走璽き上がり小法師），　baNbataa
　（振って鳴らす小さいつづみ）など，大きい
　男の一丁一には餓ci（太刀），　haagiburaa（お
　面），caNeaN？Nmagwaa（チャンチャンと
　なる馬の玩具）など，女の子には？Ume－
　Ntuu（紙入形）や？umeNtuubaku（紙
　人形箱）など，いろいろなものを与える。
　各家麩ではeiNbiN，　poopooなどのこち
　そ5を作る。また，那覇ではこの臼haa－
　rii（ペーロン；画龍無競争）が催される。
’jUQkaziiru（D（名）こ四口地炉コ子供が生ま
　れて四日鼠に行なう祝宴。その臼は厄日と
　されるので，親類・知人・隣人などを招い
　てこちそ5し，歌舞i音曲，懇踊りの朗読な
　どしてにぎやかに徹夜した。ziil’uはその
　項参照。
，jUQkwa縦S3uN①（他＝saN，＝ci）（口を）暮
　れさせる。道中や仕事なかばなどで段が
　暮れる揚合にい5。Qeun．　u，jaauもi，juu
　，jUQI〈wacaN。人の家で，日が暮れてしま
　つた。
’jUQkw孟⑨（名）坦：富慶。（（地》参照。
，jUQkwi＝juN①（自＝raN，：むi）（田が）暮
　れる。，juu～．概が暮れる。「臼（hw圭i）
　が…」とはいわずに，「夜（’juu）が暮れるj
　という。
’juQtai①（名）よったり。四入。
，jUQtaikwa”Qtai⑨（副）桶。池・容器など
　の中で液体が揺れ動いて，音を発するさ
　ま。たぶたぶ。～sjUN・
’juraa＝juN6）　（自＝raN，；舞）　’jurajUN　と
　隅じ。
，juraa＝sjttN①（他＝saN，；ci）∈）（人を）集
　める。集合させる。◎一食分を分けて食べ
　させる。母子が一つの椀から食べる盛合，
　また，子供ふたりに一食を分けて食べさせ
　る場合などをいう。
，jm’a＝juNco（自＝aN，誌i）一一食分を分け
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　合ってkl　5。また，分けてもらって，いっ
　しょに食事する。biNtoo　tiigi，jurati
　kanUN．一一つの弁当を分け合って食べる。
’jurari．iaa⑨（名）なまけ者。遊び人。
写u一穴樋uN⑪（良；rεしN，＝ti）なまける。む
　だに時を過ごす。また，道草を食5。
，∫urasihai①（副）なまげがち。
’ju・’asillluN（1）（名）なまけ者。’jurasjaa
　ともいう。
，jurasjaaCl）（名），jUl’εしsiRIUNと同じひ
，juratii⑰（名）一つの器から食：物を遁げ
　合って食弓こと。～sjUN・分け合って食
　べる。～siMijUN．分け合って食べさせる。
’juree⑪（名）無尽講。頼母子講。　mueeと
　もいう。寄り合い（集会）の意だが，単な・
　る集会は普通，surii（揃いの意）という。．
，juveeei（D（名）　由来義己。　naeiziN～．⊂今帰
　仁由来詑〕書名。
，juree＝．i　uiN⑪　（自＝raN，”ti）直り合う。
　集まる。集会する。
reenulcuzi⑨（名）無尽講の金を受けと
　るくじ。容易に当たらない例にざれる。
，jureenu？ubuN⑨（名）結婚式で新郎新婦：
　が同一膳で同一の食：器から分けて食：う儀
　式。
’jureesi「gutu⑪（名）集まってする仕事。
　寄り合い仕事。
，jureesiiiduan（名）’juree（無尽講）の親。
　無尽講の発起入。
，juril⑪（名）e休暇。～，iijUN．休暇をも
　らう。～？NzasjUN・休暇を増す。～tu－
　jUN・休暇をとる。◎1据置1。免許。　tiQpuu・一・
　11U～mu（≧COON．鉄砲の免許をもってい
　る。～tujUN・許司1をとる。：免許をとる。
，jUl’11⑪（名）e夜。，jUUよりもいくらか文
　語的。◎（接尾）夜。晩。夜の数・宿泊の
　数などを数える時の接尾辞。cujuru（一一
　夜，一晩），tajuru（無比，二晩）など。
，juvuhwiru①（名）夜畳。艮夜。夜も燈もa
，juruiCO（名）鎧。戦いに着るもの。
つ　　　　　コjU至’U貫u
’juruitu①（副）ゆるりと。のんびりと。く
　つろぐさま。，jUl’UQtUともいう。～na－
　taN．ほっとした。一安心だ。
ejurujunaka⑨（名）夜よなか。真夜中。
’jurujlll’u①（副）ゆるりと。’juruituと岡
　じ。
’jurukubi⑪（名）よろこびごと。めでたい
　事。～nu？aN．よろこびごとがある。
・沁r猛ku＝buN⑨（自＝baN，：di）eこ文］（め
　でたいことを）よろこぶ。ことほぎ祝う。
　◎〔新〕喜ぶ。？UQsja　sjUNとい5のが
　普通。
，jlll・umi＝juN⑪（他曜aN，”ti）ゆるめる。
　ゆるくする。？uubi～．帯をゆるめる。
，juriimiQkwaaen（名）鳥霞（とりめ）。夜盲
　症。また，鳥窮の者。
，jUl’UQtll①（副），5umituと岡じ。
，jur星1saN⑨（形）eゆるい。◎手ぬるい。
　？aNsi　nuratiN’，i　urusadu？aru．あれだ
　け叱っても手ぬるい。
’海r欝sj猛N⑪（他＝saN，　mci）許す。
ラjuruginamuN④（名）閲食に食ういろいろ
　の物。菓子・果実など。よろずのものの
　意。
’jusajusa①（副）ごたごた。事が起こって
　落ち着かないさま。～sjOON。ごたごたし
　ている。
’jusaNd⑩（名）夕方。夕暮れ。霞暮れ
　時。
’jusaNdi？algagai＠　（名）　’jusaNdi？akeei
　と岡じ。
，」窺sa麗d藍？akee⑪　（名）　，ゴusaNdi？akeeiと
　同じ。
’jusaA’di2akeei⑨（名）夕焼け。
，jiisaNdibana⑨（名）植物名。：おしろいば
　な。夕化粧。紅・白・紫などの花が漏斗状
　に咲く。
’諏saNdi撫aci⑪（名）西市。夕方に立つ市。
　魚市は朝のところが多いが，首里は海がな
　N・関係で夕方立つ。？waagwaamaci（豚
．市），もui凱aci（鶏市）など，多くが臼暮れ
　ころに始まる。
’麺s韮？as量⑨（名）よしあし。善悪。可否。～一
　N’wal｛araN．よしあしもわからない。～一
　l ll　liwizi　hweeku　Qsi　kwiri’300．可否
　の返毒を早くしてくれよ。
等U麟⊃iN㊥（名）錫製の器の名。形はとつく
　り　（tUQkui）に似て，とっくりよりやや口
　が大きい。祭紀や婚礼などの時には酒を入
　れる。
，jusidoohu⑪（名）：おぼろ豆腐（料理名）。
，」囎量ga①（名）〔文〕よもすがら。終夜。一一
　晩中 huju滋u，junu～七ageni　kataja－
　bira．〔冬の夜のよすが　互に語やべら（執
　心証入）］冬の夜の夜もすがら互いに語り
　ましょ5。
ラ」疑sigutu①（名）教謬【』忠告。　tiNnu　bu－
　ribusija　’jumiwa　’jumayijui，　？ujanu
　～ja，jUMiN　llaraN．［天のぶり星や　読
　めぱ読まれゆい　親の諭せ言や　読みもな
　らぬコ天の群星は数えれば数えられるが，
　親の教謙ま数えることもできない。
，」皿si醤uN①（他＝raN，”ti）θ笥：せる。　gina
　～．（綱引きで双方が）双方の綱を互いに近
　付け合う。ginahwici（綱引き）の項参照。
　◎忠告する。？ariNkai～・彼に思告する。
　？ujajusi眺waj“si．［親寄せ子寄せ］親
　が教えたり，子が教えたり。
’ju§illli①（名）礁隅。四方面隅。
等u錘鍛盛＝juN⑨　（他＝raN，＝廿）e止まらせ
　る。立ち止まらせる。◎引き生める。思い
　とどまらせる。
，jlxsi＝nuN⑨　（自＝maNt＝di）e止まる。：立
　ち鐙まる。とどまる。？isugu　mici，jusidi
　iniyu　huduN　？akaN，　？ueiganiku．iama－
　nu　hazinu通umizi．［急ぐ道よしで　見
　る程もあかぬ　内兼久由の　はじの紅葉コ
　急ぐ道を立ち止まっていつまで見てもあき
　ない内兼久由のはぜの紅葉。sadamataru
　k磯unu　nja，jusi耶ar加窪i・［定またる事
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ラjuu
　の　にやよしまれめ（孝行之巻）〕定まつ
　た運命がもはやとどまることができよう
　かQ◎さしひかえる。思いとどまる。しん
　ぼうする。，j聯idi，」郷i瓢araR　kuinu　na－
　reja．〔文］おさえてもおさえられない恋
　のことだから。‘
’juSirl＝juN⑨（自＝raN，　mti）参る。参上す
　る。訪問する。tt伺候する。身分の上の人の
　家へ伺う。’jusirijabira．ごめん下さい。
　貴人の邸宅で案内を請う時のあいさつ。
，ju争izim圭（1）（名）〔文〕夜のしじま。夜の静
　けさ。～9’anariba？a，ici，ura践raN，
　taniakuganigikenu　nj’a　euratumiba．
　［よすずみがなれば　あみち居られらぬ
　玉黄金使の　にや来ゆらとめば］夜のしじ
　まが訪れると，ああ，じっとしていられな
　い，恋しい方からの招きがもうすぐ来ると
　思うと。
ラ」唾＝zuN①（他mgaN，＝zi）ゆすぐ。ゆり動
　かして洗う。
，jusu①（名）［与所］よそ。よその揚所。ま
　た，よその人。他人。’wagami　gidi　’Nei－
　du　”vnu　？wija　sijuru，　mur－i　geirmna
　？uei．iu　nasakibikei．［我身つで見ちど
　与断の上や活ゆる　無理するな浮世　なさ
　けばかり］わが身をつねって人の身の上を
　知る。無理をするな，浮世は情だけで結ば
　れている。
’jusuhwielnu？UZOO①（名）［よそへちのお
　ちやう・右抜門3首里城の門の名。？UgU－
　sikuの項参照。
’」11sumi⑪（名）よそ農。人目。他人に見ら
　れること。～maduhakati　sinudi？imo－
　ri．こ与所顕まどはかて　忍でい参れ〕人
　蟹のすきをうかがって忍んでいらっしゃい。
’juta①（名）巫女。いちこ。　うらないを業
　とし，神を祭り，生霊死霊の口寄せを待な
　5：女。「いたこ」（奥羽地方の巫女）と関係あ
　る語か。
ラjutajuta①側）ゆらゆら。ゆれ動くさま。
’jutakaan（名）豊か。豊富。富裕。　kura－
　sigatanu～，jaN．暮らしが豊かだ。～一
　na　kurasi．豊かな暮らし。
，jutami＝euN⑨　（霞＝kaN，＝ei）　ゆらゆらと
　動揺する。揺れ動く。ゆらめく。cimunu
　～．心が動揺する。
，jutamunii⑪（名）　，juta（二女）の署うよ
　うな迷信的なことば。御幣かつぎ。
，jutamunu2童i①（名）’3uta瓢un銭と岡じ。
’jutasj3N⑭（形）㊦よい。いい。ようしい。
　良好である。善良である。，jutasja，wa－
　Qs ・よしあしQ㊥よい。よろしい。承知・
許可の意にも，辞退の意にも用いる。，ju－
　tasja’jutasja．よしょし♂jutas3…葛abi－
　iN・よろしゅうございます。
juti＝jUN①（イ也　＝yaN，＝ti）こぼす。誤って
　または故意に水などを容器からこぼす。
，jutikeera＝＄juN①（自＝saN，　t・ci）　どっと
　押し寮せる。夕立：・大量の水などがどっと
　押し答せる揚合にい5。？uhu？aminu～。
　大雨がどっと押し審せる。
，jut董1’i＝jUN①（自可aN，＝ti）（容器から液
　体などが）こぼれる。
等u‘u①（名）（∋四勾三。　よとせ。（⊇〉一画印西年。
　おととしの葡の年Q四年前の意。
，3uu①（感）四。よ◎よっつ。声を出して数
　える時にだけいう。
，juu⑨（名）湯。
’jua⑩（名）夜。～’jUQkwijuN．日が暮れ
　る。～nu？akijuN．夜が明ける。～？a－
　kasjuN・夜を腿かす。徹夜する。
’juu①（名）世。代。～nu？aru　kaziri．
　世のある限り。～g2ZUN。代を継蔦
，」双轍⑪（副）よく。良好に。また，しばしば。
　～？．iUN．よく雷う。悪く書わずに，よく
　表現する。また，しばしば言う。111UllOO
　～？juru　mUN・ものはよく醤うべきも
　の。事実はことばに従うので，よく言ろ
　た方がよいという意。～，NNZUN．よく
　見る。また，しばしば見る。～sjUN．イ．
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’juu？akasikaNtii
　よくする。よくやる。ロ・気をつ娃る。ハ・
　しばしばする。？U．i　anu　kutu～sjUN・親
　によく尽す。？3aag’a～siijuusjUNdi？聴
　狙就00mL　おまえが自分でよくできると
　．思っているのか。～sjOOI’U　giMLI，ja麟ga，
　・sii訟Nti．気をつけていたつもりだが，　し
　くじった。～（≧εi．気をつけろ。～sja－
　biisa．気をつけます。～saNdaree・ひよ
　つとしたら。悪くすると。～saNdai’ee
　nusudu　doo．ひょっとしたら泥藤だぞ。
　～siinee・もしかすると。ひょっとした
　ら。～siinee？acaurumee？ami　hu3U－
　sa・もしかすると，あしたごろは爾が降
　るよ。
，juu2akasikaNtii⑥（名）夜を明かしかねる
　こと。夜：の明けるのを待ちかねること。
　？UNniinee～，jataN．その時には夜が明
　けるのが待ち遠しかった。
’ju㎞？akee蓋⑩（名）夕焼け。ふつうは’jusa－
　Ndi？akeeiあるいは，jusaixTdi？akagaiと
　いう。
『juu？akiduusi⑪（名）夜通し。徹夜。～
　hanasi　s3UN．　夜通し話をする。　～nu
　sigutu’3ataN．徹夜の仕事だった。
’juu？akiduttsii⑰幅il）夜通しQ徹夜で◎
　～sjumugi’judaN．徹夜で本を読んだ。
’jUH？akiwarabi⑪（名）夜が明けるように
　発育の皐い子供。
つjuu2翫ma量⑪（名）余り物。使い残し。不用
　品。
ラjuuhaimil◎（名）石垣の下にある，小さ
　い排水口◎ゆばり臼の意。
ejuubaN⑨（名）夕飯。夕食。
’juubaNbicee⑪（名）夕飯代わり。
．」皿ubaNmaNzaa⑨（名）脊の明星。金星。
　タ飯を欲しそ5に見る者の意。maNzaa－
　busiともk，・50
’juuhaNsugai⑨（名）夕泊の支度。
つjuubaNiiui⑰（名）夕飯時。晩飯時。
，juubee⑨（名）妾（めかけ）。　subaともい
　う。貴人の妾は？usub段という。「よばひ」
　の転化かe～tumeejUN．妾をもらう。
ラ」秘曲beeN霧wa⑨（名）妾の子。庶子。，juu－
　beenu　Qkwaともいう。
，」1繊bi⑨（名）ゆ5べ。昨晩。昨夜。　cinい
　UMI，j　Zl　1’ll（きのうの夜）は一昨晩の意と
　なる。
’juuhinuQkwa⑨（名）ふカ㌔さめ類の大形
　のもの。昨晩の子の意。
，3uuei⑥（名）小型のおの。手おの。よき。
’ju”giG）（名）四。’よっつ。また，四歳。
，jUikgii（①（名），jugigUNと同じQ
，juueira⑪（名）次の句で用いる。，juuciraa
　neeN・何の益もない。無益な。むだな。
　～NReeR　hanasi．何の役にも立たない
　誕。むだ鵜
，juugiwai⑥（名）四つ翻り。四つに分ける
　こと。，juciwaiともいう。
’juucuu⑨（名）泡盛を水で割ってかんをす
　ること。また，そのもの。
，」職1cuuz皿ukaa⑥（名）’juucuuを盛るう
　つわ。
，j udu⑪（名）∈）よど。よどみ。よどむこ
　と。◎：立ち止まること。㊧濡在すること。
　長逗留すること。～sjUN．長逗留する。
lluuduri⑪（名）夕なぎ。
’juugavaq．iew（名）夕方に嵐てくる鳥。夕方
　に鳴く鳥の声はとくに不吉とされており，
　屋根の上で鳴くのを聞くと，iikutu　kata－
　xi・（よい事を語れ）と欝ってまじな5。
，juugawai①（名）－臓の変遷。姓の移り変わ
　り。また，革命など。，jugawaiともいう。
Vjuugee＝SjuN⑪（他＝saN，＝ci）熱湯でや
　けどする。
’juuhuku⑪（名）裕福。富裕なこと。’ju－
　hukuともい5。～na　Qcu．裕福な人。
ラjuuhuru⑪（名）ふろ。～？ijUN．ふろに
　入る。
’juuhuruciNan（名）ふろ銭。入浴料。
9jauhuru麺a⑪（名）ふろ屋。
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ラ麺uhwiz滋⑪（名）夕方冷えること。夜に
　なって涼しくなること。
’．iuu？iriee⑨（名）夕方。夕暮れ。
’juu？irigata⑥（名）夕方。夕暮れ。臼暮れ。
’j・…i⑪（名）e用意。』～S3UN。用意する。
　O常備。？igi，3航iN～nu　sakinu？aN．
　いつでも用意の酒がある。～nu　kaNzi－
　1waUN．常備の夜具。
9juu茎鉾1ui⑨（感）　トートー。鶏を呼ぶ声。
，juu；jllN④　（他＝raN，”ti）　∈≡）結うekarazi
　～．髪を結う。◎縛る。？3uru　kutu　eilga－
　Ndaraa　．’3uu撚rijUN　doo．雷らことを聞
　かないと縛られるぞ。
，．illlljllu⑰（名）鶏の小児語。
lj双u錘猛tU⑪①（副）ゆうゆうと。ゆっくり◎
　のんびり。～sim坤eebiτee．ごゆっくり
　なさいませ。
つjuujuutUraasjaN⑪（形）のんびりしすぎ
　る。のんきすぎる。気長である。
’韓滋k照g⑩（名）夕方，臼が西に傾き，道
　路などに陰ができて涼しくなること。また
　その時刻。夕陰。臼中は暑いので，？asa－
　kaagiか’juukaagiに椙歩くよ5に心が
　ける。
3juu膿⑨（名）（∋夜遅くまで起きているこ
　と。夜ふかし。◎出産の時や病人の看護の
　時に，親類の者が集まって徹夜すること。
　幽薩の時には，産後一週間は魔物が子の命
　をねらうので，親類の若い男女が交代して
　徹夜した。こちそ5や酒が出され，にぎや
　かに組踊りなどを朗読して夜を明かす。
’jllukull⑨（名）欲張り。，jukuuと隅じ。
ラjuuku擁mik秘磁①（副）よくよく。じつく
　り。老女が多く用いる語。～’NNcakutu．
　よくよく見たら。～soodaN（≧si，NNdee．
　よくよく相談してみれば。
’juumaai⑨（名）夜警。夜目り。夜，拍子
　木を打って間り，警戒すること。また，その
　者。
苓uun菰。敵①（名）；夜道。，jUllliciと同じ。
’juumi多量⑨（名）湯水。～gil〈ajUNnee　z量N
　gikajUN。湯水を使らように銭を使う。
e．；uumuU⑨　（名）e｝〔古〕　猿。：普通には　saa－
　ruという。その項参照。O猿のような者。
　口のとがった者への悪口としていう。
，juummugueiQ）（名）猿のような口。とがっ
　た口の悪口としてい5。
，ju皿m腿u多ira⑪（名）猿のよ5なつら。口の
　とがった顔の悪目としていう。
’juu簸a⑨（名）植物名。はまぼら。おおはま
　ぼう。しまはまぼう。黄樫。あおい科の灌
　太。花は黄色，葉は円形で厚く，農村で食
　物をのせたり，ちりがみの代用にしたりす
　る。
，juunaabian（名）夜なべ。夜業。
，3uu織aa焼⑨（名）夜なべする揚所。夜業の
　作業揚。
，juuna鼠gaasja⑨（名）b’　uunaの葉。　kaa－
　sjaは広い葉。
，」服unukU⑪（名）麦こがし。砂糖を入れ，
　粉のままで，または熱湯をそそいで練りか
　ためて食べる。
，juunusaci①（名）撮聞の将来。　世の先の
　意。　～　hakarataru　Qeuja，uraN．来来
　のことを察知した人はいない。
’juurii⑪（名）幽霊。死人の霊。着物はわか
　るが顔はわからず，厚みがないとされる。
　足は特に問題にされない。また，姿がなく
　声だけのものもある。
，juur撮）anasi⑨（名）幽霊の話。怪談。
’j皿usibai⑪（名）寝／」・便。
’juusiN⑨（名）用心。念のためにすること。
　一vnu　tamini　naa　？ihwee　ziN　muQci
　？ikee．用心のために，もう少しはお金を
　持って行けよ。
，jttusi“ta⑪（感）ざま見ろ。いい気味だ。～
　’jasa。ともいう。？aNsital｛utu　Qsi～．そ
　んなdとをしゃがって，ざま見ろ。
一juusj・・N（接羅・不規鱒）…することができ
　る。…される。主体にその能力があること
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　を示す。一i’it7uNとは意味が異なる。その
　頂参照。動詞の「連用形」または「連用形」
　から末羅のiを除いた形に付く。tujUN
　（取る）→七ui一（取り〉→tuijuusjUN，もu－
　juusjUN（取ることができる）など。
’juusjuu①（名）〔文〕幼少。～nu　kuru．
　幼少のころ。
’juusjuugwaa⑰（名）おさな子。幼少の子
　供。～nu，ILIN．おさな子をかかえている。
’juutee⑰（名）遊蕩人。遊び人。ごろつき。
，」糧utUZ蓋⑨（名）∈）夜伽。夜のつれづれを慰
　めること。◎出塵・看護i。葬式の夜など
　に，家族・近親の者が集まって，世話・稲
　乎などをすること。
’juu2ubuN（P（名）晩御飯。’juubaNの丁
　寧語。
’juuwaa⑨（名）硫黄。
，juuwaabii⑪（名）硫黄が燃える時の青い
　火。動物を窒息させるため，蛇の穴などで
　たく。
’jmtwee⑪（名）祝い。？iweeともい5。
　敬語は？ujuwee，？ulwee。
，jl■uzi⑨（名）どてら。袖のある，厚い綿を
　入れた広輻の夜具。
’jUiizi⑪（名）与儀。（（　ag　））参照。
’juu4ikii＠（名）湯づけ。飯に湯をそそい
　だもの。
ejllUZtten（名）用事。しなければならないこ
　と。
，juuzuC蓋嶺㎜uN⑰（名）用のなくなった物。
　無用の物。
’麺uzukゴ。董⑨（名）用事。用足し。一kac圭
　は反復の意の接羅辞。
’jUla⑨（名）与座。（（地））参照。
，ju多adak蓋⑪（名）与座岳。臨尻郡にある山
　の名。
’jva7。ee①（名）余財。余裕のある財産。
，jlt多eemuci①（名）財産家。金満家。金持
　ち。
，jug．i　・」　UN①（他＝raN，”ti）譲る。譲渡す
　る。また，譲歩する。また，（土地・財産な
　どを）売り渡す。
’ji！giBii＠（名）夜諮め。宿直。夜勤。
，ju多量ri①（名）親などから譲り受けたもの。
　遺産・遺業，遺伝した性質など。
，jl■Zl■1■⑪（名）夜中。夜っぴて。夜通し。
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k一ka（接羅）ほど。　giranu　kusjaa　narul〈a
　‘2aQku　sjUN．顔が向けられ．なくなるほど
　叱る。，waもanu　haQciriiruka　munu　ka－
　daN．腹がはち切れるほど食：べた。？iici－
　nu　ciriruka　haaee　najUN．　息が切；れる
　ほど走る。sinukanu　？awari　simira一一
　QtaN．死ぬほどの苦労をさせられた。
　miiraNka　miiraNka　sjoON．かすかに見
　えている。
kaa⑰（名）皮。皮膚。皮革・樹皮など，も
　のの表i蕨に張ったもの。
k爾a①（名）井戸。また，天然に湧いていて
　周水に使われるものをもさす。「川」に対応
　する。kurunユagaa（車井戸），　giigaa（桶
　を手でたぐり上げて汲む井戸），hwiizaa－
　gaa（湧き水を権で引いたもの）などの種
　類がある。
一kaa（接羅）程度のはなはだしいさまをい
　う。siQtaikaa（びしょぬれ），　kakikaa（欠
　けたところだらけ），，jaNdikaa（こfO　ttた
　ところだらけ）など。
一kaa（勾画）辺。あたり。？arikaa（あの辺），
　kuyikaa（この辺），　kUmarik餓（この
　辺），maarikaa（どの辺）など。あるいは
　一rikaaを接躍辞とすべきものか。
k33赫鱒⑨（名）皮の薄いもの。皮鰐の薄い
　者。
kaahiStm⑨（名）kaabi争iiと同じ。
kaabueii⑪（名）柑橘類の一種目実は皮が
　厚：く，甘味が強い。
kaab磁⑪（名）醤油。昧噌などに生ずる薄
　いかび。～kuujuN．（醤油・味噛などの
　表面に）かびが生える。～sjUNともい
　う。
kaabui⑨（名）（否定。拒否の意を表わし
　て）顔を横に振る動作。かぶり。
k abuikaabui⑨（名）かぶりかぶり。いや
　いや。顔を横に振るノ1、児の芸。
kaabujaamp（名）こうもり（蛎爵蠕）。
kaabujaagasa⑥　（名）　〔新〕　こうもり傘。洋．
　傘。daiXTgasaともいう。
kaaeii⑨（名）夏至。二十四節の一つ。
kaac舳ee⑨（名）夏至のころ吹く南風。
kaagaa⑨（名）e影。水・鏡などに映る影。、
　◎影。影法師。
kaagaaudui⑥（名）〔新〕活動写真。影踊り
　の意。
kaagarimoo①（名）かっぱ。水に工む想像．
　上の動物。？akagaNtaa（赤ちゃけた髪の
　おかっぱ頭）をしていて，恐れられる。那．
　覇ではkεしmurooという。
kaag⑩（名）e姿。また，容貌。～nu
　，waQsaN．器量が悪い。　curakaagi．美貌。．
　◎陰。日陰など。光の当たらない暗い所。
　kiinu～．木陰。
kaag沁皿si③（名）陰干し。
kaagigawa「i⑰（名）おも変わり。老雲芝・病－
　気などで，容魏が変わること。
aa夏纂ai⑪（名）（ひからびて）皮のように張・
　り付くこと。また，その張り付いたもの。
　hanadainu～．轟みずのひからびて張り
　付いたもの。
k捌aha＝juN⑥（自＝raN，＝ti）（∋皮が張る。、
　皮が生じる。また，ひからびて皮：のように
　張り付く。◎転じて，いじきたなく…す
　る。ぐずぐずと長居する，未練がましく長
　生きする，などの意に用いる。，3Ukunu
　kaahati。欲の皮が張iって。いじきたなぐ
　欲張って。
kaakaa⑨（名）辛いものの小児語。
kaakaN⑪（名）川上。《地》参照。
kaakaNzaa⑨（名）鼠がかすむこと。また。
297
kaakasjaa
　闇がかすんでいる者。皮をかぶった者の意。
kaakas．iaa⑨（名）鮒（taa？iju）の燃製。
kaaka＝s．；！ir　＠（他＝SεしN，＝ci）乾：燥させる◎
　（火にあぶって）乾かす。
kaakii＠（名）e賭げ。　O指切り。互いに小
　指をひっかけてする子繊の約束。　～sju－
　N．指切りする。
．kaaki＝juNen（薗＝1・aN，娩i）e（のどが）
　渇く。C）（水が）疑れる。二F上がるQ（地面
　などが）乾く。
kaama⑨（名）遠方。遠く。’iNpooともい
う。～1〈ara　caN．遠くから来た。
kaami⑨（名）盤（かめ）。
kaam萱⑪（名）亀。水陸爾棲の亀。海亀は
　？umig’aamiiとLi5。
kaami董ku「u⑪（名）亀の甲。～jakaもusi－
　nukUU。亀の甲より隼の功。
kaaminakuu⑪（名）べっこう。
k澱nlinakuu？旺hwa「星燃⑨（名）亀甲式の
　墓。墓の様式の一つで，屋根が亀の甲の形
　にできているもの。
kaam量nakuuziihwaa⑨（名）べっこ5の
　かんざし。平罠の老女が儀式の時に差した。
kaan1撫u誓猷ガiφ⑰（名）（夫婦の骨が）死
　後一つの甕の中に収められること。死後一
　緒になることQ
kaam癬kuubi⑨（名）着物のえりが蒼の内
　側に噛がること。亀の首のように，愚物ら
　しく延える。
kaainil　zari⑪（名）甕・瓦などの破片。
kaa・・unuusi⑰（名）菓子などを分ける時，
　皆に分け与えて自分の分け前が無くなって
　しまった分配者をこっけいにいう語。「皮
　の主」すなわち包みの皮の諸藩の意。
．kaara⑰（名）瓦。屋根に用いるほか，垣と
　して積み，また城内・境内などの道路に敷
　く。～nusijuN・瓦で屋根をふく。
kaara①（名）川。河。川原の転意。
kaarabaNta⑨（名）川端。川べりQ川岸。
kaarahu－cien（名）瓦ぶき　（の家）。以前
　は首璽・那覇だけに多く，他では番所
　（baNzu）だけが：瓦ぶきであった。
kaarabuΩtee2isi「huQtee◎（感）女の子と
　遊んでいる男の子をからかって言うこと
　ば。
k哉ara竺eu麗⑦　（自＝kaN，＝ci）乾く。水分・
　湿気が虫る。kaaraCoQru　ciN．乾：いた
　着物。
kaara？isigaei⑨（名）瓦石垣。上半を瓦と
　土，下半を石で築いた垣。歴敷内の中門の
　左右に多く見受けられる。
1〈　aara．i　a”a⑪（名）瓦ぶきの家。
kaarajacaa⑪（名）瓦屋。瓦焼きを業とす
　る者。
kaarakaNzujaa①（名）かわせみ。　kaara－
　maQtaraaともい弓。
kanrakisaN⑨（形）（道などが）乾いてい
　る。kaarakisaym霊ci．乾いた道。
kaaramaQtaraa①（名）かわせみ。　kaara－
　kaNzujaaともいうo
kaasaba⑨（名）革ぞ5り。豪雄。
kaasaei＠（名）川崎。（（地》参照。
kaasaree①（名）井戸さらえ。
kaasiNdaamb（名）皮露がただれている者。
　やけどなどで皮膚がむけている着。
kaasja⑪（名）太の葉の広いもの。食：物を
　盛ったり，包んだりする。多く用いるもの
　X　’．iurmaagaasja，　’uugaasja，　saNni－
　Ngaasja，　ku肱g餓s3aなど。
kaasjablNtoo⑨（名）芭蕉の葉に包んだ弁
　当。
kaasjanuhwaaCD　（名）kaasja　と同じ。
kaasjanuhwaa2iju⑪（名）魚の名。平穏。
　また，かれい。
kaas．iantihwaai量eiN⑪（名）kaas診（太の
　葉の広いもの）で包んだもの。
kaata⑪（名）川田。《期参照。
kaa？urii⑨（名）出産祝いの行事。昔，　kaa
　（湧き水のある所）に降りて行って，み
　そぎをしたのでこの名がある。小さい蟹
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kaci？irijuN
　を何匹もうぶ着の上にはわせる。～nu
　？uh｝lyuiiiee・出塵祝いのこちそ5。平民は
　？Nbagilと～もし・5。
kaauu⑪（名）下駄・ぞうりなどの皮の鼻
　緒。士族の娘および貴族が旧いた。一一・nvの
　士族はniriuuを用いた。なお，　hanauu
　の項参照。
kaazeeku⑨（名）革細工。また，それを業
　とする者。
kaa多eokuu⑲（名）革細工を業とする者の
　卑称，
kaazi①（名）つど。度。たびに。ごと。ご
　とに。？icuru～．行くたびに。
kaba？a｝　da①（名）香油。丁子などを入れ
　て香りを付けた髪油。
kahaeideekuni⑰（名）料理名。にんじん
　を小麦粉で包み，油で揚げたもの。
kabaguboO⑪（名）料理名。ご1警うを小麦
　粉で包み，油で揚げたもの。
kabajaei（歪）（名）かば焼き。
kabake｝　z．a①（名）蕩番。よいにおい。
kabasjaN①（形）震りがよい。かんばしい。
kabi①　（名）紙。　eaal｛abi，，waradoosi，
　basjuusi，　mumudakabi，　sugiwara，
　huusjug’arni，】minugamiなどの種類が
　ある。おのおのその項参照。
kabi2aNzii⑨（名）春秋の彼岸の祭り。平民
　の用いる語。凹型を打った紙を焚いて祭る
　のでいう。紙あぶりの意。士族は，Ncabi
　という。
kabibai①（名）紙張り。
ka簸蔀①（名）こうぞ。紙の原料の太。
kabira⑨（名）川平。《地》参1照。
kab外部aa⑪（名）紙漉きを業とする者。
kabi2！ici①（名）彼岸その他の祭冷用に，
　紙に銭型を打ちつける鉄製の道異。これで
　轡型を打ちつけた紙は？ucikabi，？aNzi－
　kabiなどといら。
kabU⑥（名）かんざしの端のしゃくし型の
　部分、
kabui＠（名）門・便所（huru）などの上
　のおおい。
kabu量mUN⑨（名）かぶりもの。勢子など。
kabu＝juN⑪（自＝raN，”ti）商莞で損をす
　る。　kaNZ双Nと同じQ？udukijUNともい
　う。
k謎b翌聖饗⑪　（名）　カ、ぶと。
kaca①（名）蚊帳。～hwieUN．蚊帳を吊る。
kacaasiigb（名）三味線の曲の一種。ジャズ
　のように急テンポで乱調子のもの。？aQca－
　meegwaaという乱舞に合わせるもの。
kacaa　・sjUNT　au（他二saN，＝ci）かき混ぜて
　一緒にする。「かき合わせる」に対応する。
kacagi＝jurs’⑨（催＝1’aN，＝ti）（燈心などを）
　かき上げる。　　　　　　　　　　　　　　「
kaca＝nuN①（他＝ma“Tp－di）ひっかく。
　爪でかきむしる。
kacaNkwa＝sjnN①（他＝saN，＝ei）盛んに
　ひっかく。かきむしる。
kaci⑪（名）徒歩。～kara？ieUN．徒歩で
　行く。
kac敵①（名）勝ち。
kac麺）（名）垣根。単独では，普通いけ垣を
　㌔、5　σ垣根の種類｝ま　？isigaci　（石垣），kaa－
　ra？isigaci（瓦と石の垣），　hwiigaei（板
　塀），dakigaci（竹垣，また竹のいけ垣），
　deekugaci（deekuの垣），　gikizigaci（つ
　げの壇），hukuzigaci（福メ（の垣），　eini－
　bugaei（竹を編んだ垣）など。
一kaei（接尾）働くことに関係のある語の下
　につけ，反復の意を表わす接羅辞。Sllsui－
　k農ci（ぞうきんがけ），　hoeeil〈aci（掃き
　掃除），’juuzukaci（用足し）など。
kacigiki⑪（名）書き付け。また，文書。
kacihoo＝ju”N⑪　（他山3N，；ti）掻き散ら
　す。
kacihoorii⑪（名）散らかっていること。乱
　雑。
kaei2ikusa⑪（名）勝ちいくさ。
kac重2掘＝3uN⑪（他＝raN，＝ti）書き入れ
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kaeikunuN
　る。書き込む。
kaeiku＝1搬N⑰　（他＝maN，＝di）　（食：物を）
　かき込む。
kacikuN＝sju「iN⑨（他；saN，＝ci）突きくず
　す。掻いてくずす。
kacik協域がN⑨（他＝1’aN，　＝ti）ひっかき
　回す。ほじくり謝す。
kaeimaki①（名）勝ち負け。勝…敗。
kagiini＝juN①（他＝raN，＝bi）eつかむ。
　にぎる。？utiraN　gutu，juda～。蓄答ちな
　いように枝につかまる。◎つかまえる。毒貯
　えるQnusudu～．旧習をつかまえるQ
kaeim量N藩wa＝S．ill”N⑰（他＝saN，＝d）かき
　圃して濁らす。また，かき乱す。かき回し
　て紛糾させる。
kagimiNsOOvee⑨（名）鬼ごっこ。つかま
　えなさいの意。
kae韮muN⑰（名）書きもの。
kac韮皿uhana⑨（名）垣花。〔地））参照。
kaci＄igaisi“gaian（副）抱きつき，すがりつ
　く　さまQ　～　sjUN．
kaei＄ii＝ju”N⑨（催＝1’aN，＝ti）書き添える。
kaSUCUN⑨　（自＝taN，＝Qci）（≡）勝つ。◎ま
　さる。すぐれる。ziNbunoo　neeNsiga，
　kaagee　kaQCooN．才能は無いが，容姿は
　すぐれている。
ka＝cuN＠（他＝kaN，＝ci）e（かゆい所など
　を）かく。◎（恥を）かく。？icihaZi～・
　大恥をかく。
ka鷹cUN⑨（他＝kaN，＝c圭）書く。描く。
ka＝c　1N⑪（他mkaN，＝e2）組み立てる。「講
　く（かく）」に対応する。tana～．棚を
　作る。
ka輿疑⑨（名）かつお。かつおぶしの意もあ
　る。～hweesjUN．かつおぶしをけずる。
kagUU①（名）嘉津宇。（（　fy　））参照。
kagUttbusi①（名）かつおぶし。
kaguuGaki①（名）嘉津宇蚤。国頭郡本部
　半島にある山の名。
kaguusi「Nzi⑨（名）かつおぶしのだし汁。
kadikaru⑨（名）嘉手苅。《地》参照。
kadinaa⑪（名）嘉手納。（（地））参照。
kad猛⑨（名）義理固さ。廉薩な心。～nu
　？ariwadu痴NziN’jaru．義理があって
　こそ人間だ。
kaduen（名）角（かど）。
kaduda＝cu賛⑥（自＝taN，＝Qci）角が立つ。
　円滑にいかない。
kadunucaasi⑪（名）軒を相接した隣。ず
　ぐ隣（の家）。
kaga㎜a＝．iuN①（自＝1’aN，＝ti）かがむ。
　しゃがむ。うずくまる。
kagana＝juNi　＠（自＝raN，＝ti）関係する。
　灘与する。
kagana＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）手を下す。
　手を加える。関与する。関係する。taa－
　gaN　naraAT．　？ariga　tii　kaganasiwadu
　na3usa・だれにもできない。彼が乎を下
　してはじめてできる。
kagaN⑨（名）鏡。～hweesjuN．鏡（金
　属製）をみがく。cataN　mosizanija　ml一一
　脚U？winu～，’uga鵬yij寓sju串iga　z二一
　juja　naraN．〔北谷ま5しぎやねや　水の
　上の鏡鐸まれやしゆすが　自由やなら
　ぬ］北谷まうし（女の歌手の名）は自分に
　とっては水鏡と陶じこと，顔を晃ることは
　できても，自由にはならない。
kagaN戴wees3a⑪（名）鏡（金属製）をみが
　くことを業とする者。ka毬aN　hweesabira
　（鏡をみがきましょら）と呼んで歩いた。
kagee⑨（名）支配・保護のもとにあるもの。
　領地。封土。支配圏。勢力圏。また，配一ド
　にある者。
kagee＝jUNen（弛；raN，＝ti）支配する。ま
　た，保護する。sima～．部落を支配する。
　dul〈u　kagee￥iziinee　’warabinu　tamee
　？araN・あまり保護しすぎると子供のため
　にならない。
kagee？uci⑨（名）領内。支配圏内。
kagi①（名）欠け。欠けること。欠けたも
3eo
kaka圭（至ee
　の。欠員・欠席者など。kakiとは鯛。
kagi＝．luN①（自・・1’aN，＝ti）欠ける。不足
　する。また，欠席して欠ける。欠番とな
　る。kal〈ijuNどは別。
k38曼1」1⑪　（名）　力露淵～Q　kaglnoO（三aaga．　（瞬ξ
　などの）加減はどうか。geecikagiN（か
　ぜ気味）。
kagu①（名）駕籠。貴族のみが普通に用い
　た。士族は，公用・婚礼・葬式などにのみ
　用いた。その敬語は？aNda，？unaaNda。
　平民は病人などを運ぶとき，闘いのない
　，jamakaguを用いた。
kaguguk猛」謎a⑨（名）駕籠作りを業とする
　者。
kagridttui’U⑨（名）竹で籏のように編んだ，
　あんどん式㊧燈籠。畳めないが，安価なの
　で，一般に多く用いられた。
kaguis量2UZOO①（名）首里城の門の名。？U－
　9U學ikUの項参照。
kagukaci①（名）駕籠かき。
kagusami＝．iuft’①（他＝yaN，＝ti）e監督す
　る。監督して勉強などをさせる。◎加護す
　る。神仏の通力を加えて守る。七uideN錘
　mijama　sigeru　tarti　？iradi，　’wagami
　kagusamiru　kutunu　sjuyasja．〔鳥だい
　んす深山　しげる谷選で　わが身かぐさ
　める　ことのしほらしや］鳥でさえ深山の
　しげった谷を選んで薗分を穿ることの殊勝
　さよ。
kagusima①（名）鹿児島。
kahuu①（名）家風。
kah冊si⑨（名）ありがと5。上下への感謝
　の語。川上へはnihwee　deebiruといら。
　～siibicii　kUもoo？arani。感謝すべきこ
　とではなめか。～’麺tasa・ありがとう。
kai①（名）仮。～nu　haNsi．仮の間に合わ
　せ。
賑a｛「）i（助）へ。に。葭的地を示し三所を表
　わす語につく。gaQkOO～？iCUN．学校
　へ行く。maa～？icuga；どこへ行くか。
　ziruutaa～？iCUN・次郎の家へ行く。
kaiguen（名）蚕。？i七umusiともいう。
韮くai．ia①（名）〔仮屋i］e仮麗。仮小燈。綱引
　き（e．inahwigi）の時などに見物席として作
　る仮の械敷。◎在番奉行の役所。
kaikoO⑨（名）［開合・開に自開合。開音と
　合音との区別。工段，オ段の億音を〔i〕，
　〔U｝と発音し，またキをチのように沖縄
　式に発膏するのを合とし，それらを「けせ
　て…」，「こそと…」，「きjのよらに書き，
　または，読書の二合などに日本本土式に発
　音するのを開とする。～tadasjUN．開合
　を正す。
kaikuN①（名）開墾Q～sjUN。
kaikw纏oo⑨（名）［開化党コsaNsiiと同じ。
ka量1鰍uN①（名）慣」りもの。
kaja⑪（名）茅。屋根をふくのに用いる。
kajaa・・sjUN①（他＝saN，篇ci）持ち運ぶ。
　とくに，何度も持ち運ぶ息合にいう。
kajabuei⑨（名）茅ぶき。
kajabiiC量jaa⑨（名）茅ぶきの家。
kajajaa⑨（名）kajabucijaaと同じ。
kaloo⑨（名）嘉陽。（〈tit））参照。
kajui⑥（名）∈）通うこと。　O渡り廊下。母
　屋と離れなどを結ぶ，板敷きの通路など。
kajuizi⑪（名）〔文〕通い路。’wakasa　hwi－
　tutueinu　”vnu　suraja　’jaminu　saku－
　hwiraN　kurumatoobaru．［若さ　一一　agの
　言路の空や　關のさくひらも　車たうば
　るコ若い時代に女のもとに通ら身には，暗
　やみの急な坂も砂糖車（kuruma）を据え
　つけるような：平源と1司じである。
ka．iu＝juN’（惣＝raN，＝七i）〔文〕通う。口語
　では多くは単に？iCUN（行く）という。
ka；juN①（イ也＝raN，；七i）f縫りる。？irajUN
　の項参照。
ka＝juN①（他＝raN，＝ti）測る。
kakaidee⑰（名）ねばり強いカ。一事に執
　心できる力。～nu？aN．物事にねばり強
　い。
301
鼓akahnuN
kakahnuN⑨（名）慧きもの。もののけが葱
　くこと。生霊または死霊が何か頼みごとな
　どあって人に愚くこと。
kaka董sa”araci⑨（名）さしさわり。障害。
　nuunu～N　neeN．何のさしさわりもな
　い。
kaka憩デg謡⑪（副）うるさくつきまとうさ
　ま。まつわりつくさま。？NRinu　hUN？εい
　raN　muzinu　huN　？araN，　’jal〈ara　’ju一
　’muduj　aga～．［稲の穂もあらぬ　麦の
　穂もあらぬ　やからよむ鳥が　かかりすが
　lP］稲の穂でも変の穂でもないわたしに，
　らるさい鳥（男）ど～もがっきまとって来る。
kaka＝juN⑨（ge　＝raN，　：ti）（∋掛かる。ひ
　つかかる。また，掛かって下がる。？ami一一
　dainal〈ai　tacilnee　n吻inu～・軒下に
　立っていると水がかかる。◎（費薦が）錫
　かる。㊨たよる。厄介になる。頭多a～・
　兄にたよる。？ju＄idu　kakajuru・言う
　入に頼む。⑲碇下する。㊧かかわる。…の
　鮒象となる。sikiNnu　kuc紐bani～・
　泄間の5わさに上る。㊨及第する。合絡す
　る。
kakaN⑨（名）〔下裳］女が腰から下に着げ
　る着物。腰巻状で後ろに合わせる式のもの
　と，面出用の瀞から股を通すふんどし式の
　ものと二種ある。duziNと一緒に着る。
kakawai①（名）係iE）　1）。閣係。掛かりあ
　い。
kakawa＝．iuN①（巨i＝raN，・ti）係わる。閣
　係する。
kakaz圭⑨（名）賀数。《地》参照。
kakazi⑨（名）嘉数：。《地》参照。
kakazi＝juNen（他＝raN，＝ti）かじる。？u－
　janu　mUN～．親のすねをかじる。
｝cakeekwicee⑨（副）いろV・うなものが互い
　に関連し合うさま。～？imi，NNZUN．い
　ろいろなものが結び合わさった夢を見る。
kaki⑪（名）かけ値。売値より高くいう値。
kaki①（名）かけら。茶碗などの欠けたは
　し。
Ka監i2謎a縛がN⑨（霞＝raN，＝ti）闘に合う。
　定められた期限に闘に合う。
ka継？aas山側1U「N⑨（名）期隈付きのもの。
　正月用・婚礼用に頼まれた物など。
kalti2a炉s3ガN⑨（他＝saN，＝cD圏に合わ
　せる。期限に遅れないよらにする。
ka蜷ba撚s量⑨（名）横になって話をするこ
　と。
kak勤ukU⑰（名）掛保久。〈（地））参照。
kalcig量＝zuN⑥（他聞gaN，　mzi）あとを継い
　で掛ける。掛け継ぐの意。無尽．などの轡金
　を引き継いで，その掛金を取る縫利を得
　
kakiee⑨（名）掛け合い。談判。
kaklguit”zuu④（名）びた～文。きわめてわ
　ずかな銭。欠けた一厘銭の意。
kaki＝juNan（他＝raN，＝ti）∈）掛ける。　ka－
　NMui～．幅1：子を掛ける。　hasi～・橋を
　掛げる。m玉瓢～．水を掛ける。？udl～．
　腕ずもうで，互いの腕を掛ける。san3zi～。
　ふんどしをする。nasaki～．情をかける。
　◎（費用・掛け金を）掛ける。また，賭け
　る。hjaQl〈waN～．2円掛（賂）ける。㊧
　掛け櫨をいう。k包kiti？iCOON．蓬妻1け値を
　蓄っている。⑲掛けもつ。tatu1〈uru～．
　二箇所掛け持つ。㊧（はかりに）掛ける。
　hal〈ai～・はかりに掛ける。kakiree　k油a＿
　nudu’uuxiiru。掛ければ，はかりの竿が
　折れる。甲乙ない。また，どっちもどっち
　だ。㊨領する。支配する。統治する。sima
　～。領土を支配する。㊤（細江）…し掛け
　る。…し始める。kamikakijUN（食べ掛
　ける）など。
kaki＝juN⑨（自＝raN，＝ti）捧fをつき，手で
　i頭をささえて横になる。
kak癖uN①（自＝raN，＝ti）欠ける。損じ
　る。cawaNnu～．茶碗が欠ける。
kak量kaa①（副）欠けたところだらげ。～
　s300ru　cawaN．方々欠げた茶碗。
3e2
kaku盛
kakikutuba⑪（名）掛けことば。音が同じ
　か類似していて，両様の意味を兼ね含ませ
　たことば。たとえば？icaga　nati？icuya
　hatija・　siranaminu…［いきやがなて行き
　ゆら　果や白波の…］ど5なって行くか果
　ては白波の（知らないが）…。
kakimee⑰（名）無尽などで，掛けておい
　てまだ受け取っていない出し前。のちに利
　子と共に受け取る権利のある掛け金。？U－
　kuimee（送り前）の対。
kakimuel⑪（名）掛け持ち。二つ以上の仕
　事を兼ね持つこと。
kaldmuN⑥　　（名）　夢トけ軸。　掛け物。
k3k三・無uN②（名）欠けたもの。欠けた茶碗
　など。
kaki癬N⑨200raN⑨（句）お話にならな
　い。とてつもない。～111aglii，jaN．とて
　つもなく大きいのだ。～，jaQsaN．お話に
　ならないほど安い。
kakivu㎜a①（名）加計呂胎齢。奄美群島の
　酷の名。
kakisiN⑥（名）掛け金。無尽などの掛け金。
kaki？uta⑪（名）識刺歌。物にたとえてよん
　だ歌。たとえば，kamagwa？U七ugakuja
　kuhwiNguku　’ja＄ig’a，　？azimi　mi？utu－
　gej　a盟Npami服ci．（真壁按罰の愛妾カ
　マグワのあごは古辺底のように短いが，真
　壁按司のおあごは底波輝のように長く出て
　いる。）のようなもの。
kakizici＠（名）丁字形をした杵。穀物・餅
　などを掲くもの。また，杭などを打つ槌と
　して用いるもの。
kakoo⑪（名）「かかふ」に対応する。θ衣
　類のぼろ。◎おしめ。おむつ。㊤ぼろをよ
　り合わせて作った火種。畑・由などに行く
　時，たばこの火種として持って行くもの。
kakoobikala⑨（名）きな臭いにおい。～
　sjUN・きな詠いにおいがする。
kaku①（名）病名。食道癌・胃癌・胃かい
　よ5などをいう。酒が原音ならばsakiga一
　kuと1，　N　5。
kaku①（名）水夫。面子。「かこ」に対応ず
　る。
kaku①（名）四角。方形。
kakub量g嚢①（名）とくに仲のよい間柄。？a－
　1’itu’waNtoO～’jaN・彼とわたしとは
　劉懇の閲柄だ。
kakugani⑪（名）掛けがね。戸をかたくと
　ざすための用具。
kakuguen（名）［格護］㊦大切にしまいこ
　むこと。秘蔵。～sjUN．秘蔵する。◎守
　護。kamizuugta～’judaN　suruna．〔亀，
　千代が絡護　油断するな（忠臣身替）コ亀
　千代を守護して油断するな。
kak腿g朕⑥（名）落としぶた。箱の内側には
　まlt）こむように作ったふた。また，他の箱
　の内側のへりにはまりこむように作った
　籟。衣服を入れるkeeに付いている。
kakugu⑰（名）覚悟。
k3k麟①（名）隈い。屋敷などの周囲の堰。
　石で囲ったものは？islgalgui，竹のものは
　dal〈igakui．
1｛alcu＝．luN①（他＝raN，＝乞i）e囲う。かく
　まう。専有する。興r1（女郎）の揚合は
　gilllijUNという。◎CUNzii（中羅式の将
　棋）で，王をwa　5。
kaku＝RuN①（他＝maN，＝di）囲む。
kaku＄i⑨（名）隠すこと。隠しだて。　nUU－
　kakusinu　neeN　Qcu．隠しだてのない人。
kakusigutu⑪（名）隠しごと。
kakusiimaa－siiop（副）ひた隠しに隠して。
　大事に隠して。
kaku＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）秘密にする。
　他に知られないように隠す。ただ見えない
　ように隠すことはk：waQkwasjUNとい
　う。
kakuzi⑨（名）あご。下あご。葡わきに燦
　たあごの骨もふくめて下あご全体をいう。
　口の下のとがった部分は？utugeeとい
　う。～？usujUN．あごをおさえる（がっ
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　かりした場合の動作）。
kama⑥（名）神谷。《地》参照◎
蓋ama①（名）かまど。昔は石三つで作った
　ので？u顛gimUN（かまどの神）という名
　がある。のち，土をこねて作るようになつ
　た。
’kama①（名）鎌。？ixanaともいう◎
1kamabuku④（名）かまぼこ。多く飛魚で
　作る。
rkan・aci⑪（名）eかまち。農i家の土闘から
　の上がり癖の上に渡した横太。◎頭の卑
　語。～’warariN　doO・顕を翻られるぞ
　（けんかの文句）。
liama＝juN①（他＝aN，＝七i）かまう。kamu－
　jUNと岡じ。　k我maaN。かまわないQほ
　5っておく。
kamanuiC）（名）かまど作り。こまかく亥讐
　んだわらを土とこね合わせて作る。かまど
　．は宗教的に大事なものであるので，吉黛を
　選んで露な㌔
1｛amanuibii⑪（名）かまどliFりの臼。吉霞
　が選ばれる。
．kamaNta⑪（名）e大なべのふた。農家で
　さつまいもを煮る大きななべのふたをい
　・5。かや・わらなどを編んで作る。㊤魚名。
　あんこ5。形がなべのふたに似ているので
　いう。
数an夏aA’ta⑰（名）ず青夫Qかくし男。
kamarasjaa①（名）気むずかしい考。
kamarasjaN①（形）気むずかしい。よく蕃
　情をい5。きげんをとりにくい。ka塒a－
　rasii　Qeu．気むずかしい入。
．kamagaa⑨（名）魚名。かます。
．kama⑨sikajuNew（句）男女・夫婦など
　が，仲よくしっくり行く。nootaru　kam3・
　du　sikajuru．相応の者が夫婦となる。
　kam駄sika七i　taija？anujumadiN．こ文〕
　仲よくふたりはあの徴までも。
．kamalee①（名）こおろぎ。　kama（かま
　ど）のそばにいる罪e（ばった）の意。
kamazii⑥（名）かます。穀類を入れる霞角
　い袋。
kamazisaa①（名）愛想のない者。
kama・isi①（名）無愛想。～1〈uujuN．に
　が虫をかみつぶしたように，無愛想にして
　いる。
kamee◎（名）〔かまいコ首里城の建物の
　名。
kamee①（名）構え。こしらえ。作り。ま
　た，身の構え。騨ag撮nee．（座敷のつく
　り）
k揃neeimuN⑪（名）拾い物。拾った物。
　tumeeimuNともいう。
amee＝juN＠　（IL£　＝raN，　tati）　（turneeju－
　Nと岡義であるが，やや下品な語）e
　（落とし物などを）拾5。拾いものをする。
　◎捜し求める。七uzi～．妻をめとる。
ka1癒⑨（名）神。天の神・地の神。屋敷の
　神・便所の神・かまどの神など，神は至る
　所に多い。死者の霊も三十三年忌を過ぎる
　と神になる。
k3m量？ac無ee⑨（名）（女が）商品を頭にの
　せて売り歩くこと。
kam董：～asjagi⑪（名）［神知コ部落の神を祭っ
　てある建物。その前の族揚で祭りなどを行
　なう。
kanxiburcaari⑪（名）栄養不良。食うことが
　不順（buraari参照）している意。
kamiburi⑨（名）kamidaariと同じ。一bu－
　1’i＜hun”三juN　（狂う）。
kamici③（名）胃けいれん。また，胃けいれ
　んの持病があること。胃けいれんで苦しむ
　ことをkaioriirarijuNとい5。
kam掘aari⑪（名）神がカ、り。神入（1〈ami－
　ATeu）になる際の精神異常の状態。しきり
　に神事を口走る。kamib鷹三ともいう。
k migudee⑪（名）先史時代。大昔。上御
　代の意。
kamig穫risjaN⑪（形）食べにくい。歯痛・
　遠慮などのために食べにくい。
3e4
ka鍛aahw妻ca3
kamihaN＝sjtt’N⑨（他＝saN，＝ci）食：べそ
　こなう。食いはぐれる。また，失業する。
kamihutuki⑨（名）神仏。
kamii①（名）係り。係りの役入。〈kamu－
　juNo
kamijaa？usi⑨（名）よく人を突く牛。
kamijama⑪（名）神山。〔地力参照。
kami＝juN⑪（他＝raN，＝ti）e頭の上にの
　せる。（女が運搬のために荷を）頭にのせ
　る。1〈amirasjuN．（女の頭に荷を）のせて
　やる。ひとりで運べるが，ひとりでは頭に
　のせられない時，それを季助けする揚煮を
　いう。◎いただく。擾上からもらう意の敬
　語。頭上におしいただく意。㊧（牛が）角
　で突き上げる。㊥上にのせる。
kamiku①（名）上の句。琉歌は上の句8・
　8，下の句8。6，全体で30掌より成る。
kaminigee⑨（名）神への祈願。お祈り。
kam菱nii⑪（名）頭にのせて運ぶ程度の荷
　物。ka翻一くkam三錘N。　muciniiより重
　い。
ka㎜iniNzi①（名）神を信仰すること。紳に
　祈ること。神頼み。
kaminukusian（名）食べ残し。食べ残すこ
　と。また，食べ残した余り物。’
kamiNcu⑨（名）神に仕える人。神人。神
　の人の意。nuuru，　nigami，？ukudiお
　よびそれらに仕える女たちの総称。その項
　参照。
kamirarijaaen（名）胃けいれんの持病のあ
　る者。
kamira＝rijuNew（霞＝riraN，＝Qti）点けい
　れんなどで苦しむ。棒で突き上げられる
　ように痛む状態をいう。牛の角で突かれる
　ことをkamirarijuNといい，そのよ5
　に突き上げられるのでいう。kamijUNの
　受身の形。
kamira＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）火の上にの．
　せて暖める。〈kamijUN（上にのせる）。
　caa～．お茶を暖める。？usiruN　kami一
　raeikara　numi，jσO．おつゆも暖めてか
　らお上がり。
kamisasiem（名）男用のかんざし。男が髪を
　結っていたころのもので，梅の花の形をし
　た飾りが付いていた。貴族のものは金製，
　士族のものは銀製，平民の秀のは真鍮と決
　められていた。貴族のものは敬ってmi－
　kamisas圭または，NcaN多asiとい5。
kamisasibana⑨（名）植物名．さくららん。
ka㎜isimu①（名）身分などの上下。上の者
　と下の者。
kamja⑪（名）神谷。（（　tu　）〉参照。
ka品川⑥（名）鴨。
kamu＝．illN①（他＝raN，詫i）かまう。関係
　する。干渉する。雛話する。kamuNna　．
　かまうな。干渉するな。nUUN？araN　mu－
　Nnu　Qcu　kamuti．擁の関係もない人が
　人に干渉して。
kamuroo⑪（名）㊦子供の髪の結い方の一
　種。髪の上部をまげて元結い糸でとめる屯
　の。◎kaaga践moo（かっぱ）の那覇語。
kamuroowarabi⑨（名）髪を1〈amurooに
　結っている子供。
kana⑪（名）縢（かな）。かせにかける溺の
　一一束にした糸。ka．naを染色したのち，か
　せ・（kasl）にかける。のち，寧eejaNgasi
　が輸入されてからは，kanaを作るのは芭
　蕉布を織る時のみとなった。～sil〈oojttN．
　kanaを作る。
kana⑪（名）かんな。大工道具の一種。
kana①（名）仮名。～tadasjUN．発音を
　正しくする。逐字的に仮名で書いたとおり
　に正す意。平民式発音を士族式の発音に矯
　正する。すなわち，たとえばeici（月）を
　gici，　mizi（水）を瓢i雰，　suubu（勝負）
　をsjuubuのように改める。：士族の子弟
　はこのような発音の矯正を受けて，士族式
　 音韻体系をもつようになる。
kanaahwicガa⑪（副）やたらに噛むさま。
　また，よく噛むさま。～sjUN．
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kanaa＝sjuN⑥（他．＝saN，＝ci）噛む。唖1囎
　する。
kanaganaatu①（副）愛想よく。仲よく。
　また，かわいがって。もaee～sjeON，jaa．
　ふたりは仲よくしているねえ。
kanagi＝jUN⑪（他＝raN，＝ti）からげる。
　まくり上げる。gibui～。尻をからげる。
　tamasi～．心をひきしめる。
kanagu①（名）金具。器異につける金物。
kanagu争iku⑪（名）金城。（（　fy　）〉参照。
kana＝jUNen（自＝aN，”ti）e達者である。
　鋤ける。自由がきく。かなうの意。duu－
　gara～．体が達者で鋤ける。嶺ml　ka－
　naaN．手の自由がきかない。　kucillu～．
　口が達者である。口答えをよくする。㊥か
　なう。望み通りとなる。nigeegutunu～。
　願いがかなう。◎かなう。敵し得る。’wa－
　agaa　kanaaN。わたしではかなわない。
　㊥気に入る。ciini～。気に入る。心が合
　5。kukuruni　kanajuru’winagu．心
　にかな5女。気に入った女。
kanakudii⑪（名）かんなくず。
kanakusu①（名）kanikusuと岡じ。
kanami①（名）交際上のかなめとなる点。
　すなわち，挨拶。また，交際上のかんどこ
　ろ。～kakijUN・挨拶すべき所には必ず
　挨拶する。義理をかかさない。
kanamizoozi①（名）挨拶上手。交際上手。
kanamuN①（名）金物。金属製晶。
kanamuNjaa③（名）金物屋。金物を売る
　店。
kanarazi①（副）必ず。文語的な語。　k訊N－
　naziまたはkaiynaaziが普通。
kanasiNgwa⑪　（名）　いとし二子。　愛児。
kanasiru①（名）金気のある汁。新しい鍋
　釜で物を煮た揚合などに出る汁。
kanasjaN①（形）かわいい。愛らしい。ka－
　nasja　sjUN．かわいがる。愛する。
kanazicaa⑨（名）kallizicaaと同じ。
kanee⑨（名）∈）借地料。また，小作料。
　◎地租。蜜た，1阻税一般。
kaneegakai⑪（名）他人の土地を小作す
　ること。
k neegak亘⑪（名）土地を他人に小作させ
　るとと。
kaneejusi⑨（名）小作料を集めること。小
　作料を持った小作人たちが地主の家に集ま
　り，地主はその日ふる熱・をするのが例。
kaneemuN⑨（名）働き者。よくかせぐ者。
kani①（名）0矩。かねじゃく。　L字形の
　ものさし。◎生活上・祉交上のわく。社会
　的な規範。常識。また，常識があること。
　頭がしっかりしていること。理性。理解力。
　 nu　neeN・常識がない。理性がない。
　～nu　haNditOON．常識をはずれている。
　頭がおかしい。～kakijuN．（社交など
　で）常軌をはずさない。
kani①（名）金。金属。金銭の意ではZ圭一
　Nkaniとい50
kan ①（名）鐘。また，鉦。
kanibutuki①（名）金仏。金属製の仏像。
kanibuubUU①（名）こがね虫。かなぶん
　ぶん
kanic量⑨（名）綱引き（ginahw圭ci）の時，
　雄綱（’UUNna）と雌綱（1UiiNna）とのつ
　なぎ冒に通す太の棒。爾方の網の先端は輪
　になっており，雌綱の輪に雄綱の輪を入れ
　て，その雄綱の輪に丸帯棒を通し，両方で
　引き合う。kanicibooともいう。
kanieiboo⑪（名）kanieiと同じ。
kanicigizaa⑨（名）綱引き（ginahwiei）の
　時，雄町と財物とが互いにkaniciguciに
　引せて来た時，kan2eiを爾方の綱に貫き
　通す役の者。大力の者が選ばれて当たる。
kani¢igSieiew（名）綱引き（ginahwici）の
　時，雄綱と雌網とが棚接し，互いにつなぐ
　揚所。綱引き揚の中央に当たる。
ka癬gaa①（名）鉱山。とくに銅山。沖縄で
　は鉱山としては羽地に銅山があっただけで
　あった。金（kani）の井戸（ka4）の意e．
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kanigara①（名）かなてこ。鉄誕。
kanigu麟k双⑨（名）兼城。（（地》参照。
kanihaNdi＝juNco（自＝raN，＝ti）毫回す
　る。ぼける。老人以外にも，ほける・性格
　がルーズになることにいう。sjookaninu
｝haNdijuNともいう◎’kani｝まかね尺・常
　識などの意。
kanihwiibasi①（名）金火箸。金属製の火
　箸。
kanii①（名）かのえ（庚）。十干の一つ。暦
　の上では吉日として，転宅・建築などのH
　に選ばれ，る。
kani・juN⑪（他＝raN，＝t、i）兼ねる。口語
　ではkakijUN，　taagi　sjUNなどという。
kani＝juN⑨（他＝raN，”ti）さえぎる。
　1短多i～．水の流れをさえぎる。ginasaani
　kaniti　Qcu　tuusaN。綱でさえぎって人を
　通さない。
kanikadaN⑨（名）兼丁寧。縄ル参照。
kaniku⑨（名）e海津地方の砂地。O馬揚。
　㊧地名に多く，kaniku［兼久玉？uhuga－
　niku［大兼久コ，　meeganil〈u［前兼久］，
　？uciganiku　E内兼久］などがある。
kanikusu①（名）かなくそ。欽を焼いてき
　たえる時に落ちるかす。
kan棄maa＝sju”N⑨（勉＝saN，＝ci）0包隣
　する。とり囲む。◎かば5。擁護する。
kanisi⑥（名）兼次。《地》参照。
kanlsjoo①（名）金性。太火土金水の五行
　の一つで，これを人の生隼に配したもの。
kanlti①（名・副）かねて。以葡。また，前
　もって。あらかじめ。～karanu　nigee・
　かねてからの願いQ宿願。
kan92ubi①（名）金属製のたが。桶類のた
　がで，鉄・銅などで作ったもの。
lcanizieaa⑪（名）金づち。　kanazicaaとも
　いう。
ka＝nuN⑨（他＝maN，＝di）食：5。食べる。
　敬語は？usjagajUN。動物について，　ま
　た，卑しめていう場合は1〈wajUN’とい
　う。kamaraN，食べられない。1｛amara－
　Nkami．食べられないのに，食べ（ようと
　す）ること。
kanutu①（名）かのと（辛）。十干の一一つ。「
kaN⑪（名）寒。寒さ。cuuja～nu？aQsaa
　’おa・きょ5は寒いねえ。，jamatunu　ka－
　noo？ucinaatu　kawajUN　doo．日本本
　土 寒さは沖縄と違うそ。
kaN＠（名）勘。　さとり。～tujUN．　さと
　る。了解する。
kaN④（名）奨（かん）。羊奨の類をいう。
　1〈umigaN（米の粉の奨），　maamigaN（小
　豆の奨）など。
kaN⑨（副）こう。かく。かよ5に。～na－
　taru？wii3a　s宝ka七aa　neeN．こうなった
　以上しかたがない。～kuuwa．ちょっと
　来い。子供を呼ぶ時にいう。～eaaNdi．
　ちょっと来て見ろ。～kuuwa．と岡じ。
kaNbiN＠（名）勘弁。他人の過失を許すこ
　と。
k NbSoe⑪（名）看病。～s5UN．
kaNcigee⑨（名）勘違い。
kaNcikU⑨（名）寒菊。茎や葉を茶に入れ
　て飲み，その風味を愛する。
kaNda⑨（名）eかずら。つる草の類。◎甘
　藷。さつまいも。その植物としての名。ま
　た，そのつる。根は？Nmuという。
kaNdabaa⑪（名）さつまいもの葉。
kftNdabunias（名）さつまいもの茎。一bU蹟
　くhu疲（骨）。
kaNduuev（名）鈍感。勘が鈍いこと。
kaNgee⑪（名）考え。思考。考案。
ka｝9gee＝：iUN⑪（弛；raN，＝ti）θ考える。
　思索する。◎世話する。面倒をみる。？arレ
　ga　kutu～・あの入の世話をする。
ka潔geemUN⑰（名）考えごと。
kaNka、N⑨（副）こうこ弓。かくカ、く。～na
　kutunu？ataN．かくかくのことがあっ
た。
kaNmui⑨（名）かんむり。頭にかぶるもの
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　一般。帽子。
lkaNmusi⑨（名）虫気。体質の弱い幼児の
　ひき起こす綱。
kaNna⑪（名）〔新〕カンナ。だんどく。
　hanabasjuuと岡じ1。
kaNnaa⑪（名）漢那。儲》参照。
k紐N鳳aaz三④（副）必ず。　kaNnazi，　kana－
　raziともL・う。
kaNnqi⑨（名）かみなり。
kaNnazi①（副）kaNnaaziと同じ。
kaNneeru⑪（連体）かような。こんな。
　kaneeruともいう。文語はkaneru。～
　mUN．こんなもの。また，こんなつまら
　ないもの。こんなやつ。
kaNniN⑨（名）堪忍。
kaNnuu①（名）肝要。～na瓢UN．肝要な
　屯の。かなめとなる大切なもの。
kaNpaei①（名）はげの一種。頭の蕩跡など
　にできて，赤く光る。hudiiともい5。
　hudii　一v　？ugieuu　？agaraci　’juubaN
　kwee・はげはげ，お月さまを上がらせ光
　らせて，夕飯を食え（はげをからかった童
　謡の文句）。　　　　”
kaNpuu⑨（名）男の子の髪型。髪が短くて
　結えない場合に，折りまげて小さく結5も
　の。女の子のそれにはhaajuuiiという。
　また男の子が4～5歳ごろ入れ髪をして結
　弓ものは？irigaNhaajuuという。
kaNru⑪（名）寒露。二十四節の一一つ。沖縄
　で鷹の渡る季節である。
kaNruu⑰（名）kaNruと岡じ。
kaNsagi①（名）鑑札。営業免許証などを書
　いた札。
kaNsi⑪（副）かよ5に。こんなに。＜kaN
　＋Q＄i（して）。～naNzi　’jaNdee　？umaa－
　N七aN．こんなに難儀だとは思わなかった。
kaNsi＝juN⑨（iUl　⊇raN，　；＝乞圭）かぶせる。か
　ぶらせる。boosi～．粥子をかぶらせる。
　，UNzi～．恩を着せる。
ka碧s∫uka⑪（副）これほど。かほど。hwiN一
　suuja　一v　1〈urisjaNdi＄ee　namadu　’wa一一
　ka3　uru．貧乏はこれほど苦しいのだとい
　うことが，今になってわかった。
kaNsjukawaaki⑪（副）これほどまで。～
　mugil｛asii　muN　’jaNdee　？umaaNtaN．
　これほどまでにむずかしいものとは思わな
　かった。
k晒s3u墳⑨（自。不規則kaN（こう）と
　sjUN（ナる）のつまった形。こうする。
kaNsui⑪（名）かみそり。
kaNsu⑫ikee⑲（名）かみそりを使うこと。
　かみそりの使い方。
kaNtaa③（名）おかっぱ。少女の髪型。髪
　を結うまでにならない隼ごろの，：耳のあた
　りまで垂らして切った髪。また，おかっぱ
　頭をした平民の少女。また，おかっぱ頭の
　少女（士族）をその家族の者などが呼ぶ
　語。召使が呼ぶ揚会には，敬語にしてka－
　N七UUという。貴族の少女の揚羽はkaN－
　tuumeeと呼ぶ。
一・汲≠mtii（接尾）…しかねることQ…できか
　ねること。瓢acikaN七ii（待ちかねること），
　？iikaNti圭（欝いかねること），？ieeekaN－
　tii（会いかねるごと。届きかねること）な
　ど。
kaNtoohitan（名）焼き豆騰。路上で女たち
　が扇をはたはたさせて焼きながら売ってい
　た。　，jacidoohu　ともX、・う。
kaNtu⑰（名）髪（kar既i）の卑語。
kaNtukiittmee⑨（名）髪のつかみ合い。女
　のけんかをい5。
kaNtuu⑪（名）kaN捻a（おかっぱ娘）の敬
　語。召使などが主人のおかっぱの娘を呼ぶ
　語。
kaNtuumee（①（名）おかつば（kaNtaa）に
　した貴族の娘を召使などが呼ぶ敬称。
kaNzaa⑪（名）鍛冶屋。鍛冶を業とする者。
kaNzaajaa⑥（名）鍛冶小屋。
kaN多atu⑪（名）神里。《地））参照。
kaN多eeku⑪（名）鍛冶屋。また，いかけ屋。
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　kaNzaqともいう。
ka惣eekuu⑨（名）kaN7yeekuと隅じ。
kaNzi⑪（名）∈）たてがみ。◎とさか。
kaNzimUNew（名）㊦頭にかぶるもの。◎
　夜，体をおおうもの。ふとん。夜具。
kaNziN⑥（名）［肝煎3葬式の時，一切の世
　話をする世話役。隣近所の人が受け持
　つ。
kaNzOO⑨（名）勘定。金銭の評判。　saNmiN
　ともいらe
k段N多oo⑪（名）甘草（かんぞう）。あまぎ。
　薬箪で，産婦の乳が出るまでの間，煎じて
　産児に飲ませたりした。
kaNzujaa＠（名）かわせみ。　もとka翼zui
　といった。
kaN遡烈N⑨（｛也冨〔laN，；もi）eかぶる。　boo－
　si～・帽子をかぶる。◎（負債などを）負
　う。損をする。sii～．負債を負う。muu－
　tu～・（商売で）元がとれずに，損をする。
　⑬（接尾）いっぱいに…する。こぼれるほ
　ど…する。sacikεしNZUN（咲きこぼれる），
　，wareekaNZuN（盛んに笑ら。笑いこぼれ
　る）など。
kaQgilca＝iiuN①（他；maN，＝di）つかむ。
　ひっつかむ。
kaQe量N⑨（名）勝連。（（地＞＞参照。
kaQciNnUinisaei⑪（名）勝連岬。沖縄野鶴
　東海岸にある岬。
kaQkoo⑪（名）格好。よ5す。なりふり。
kaQkuikaQkuien（名）下駄（の音）の小児
　語。
kaQpa⑪（名）合羽。
kaQpici①（名）親類。？weel（aと同じ。
kaQsaN①（形）∈）（お産・病気などが）軽
　い。◎（進物などが）軽少である。目方が
　軽い意ではgaQsaNという。
kaQti①（名）勝手。都合のよいまま。きま
　ま。，waakaQむi．わたしの半季。？ariga
　～。彼の勝手。
kara①（名）（豆などの）さや。　maaminu
　～．豆のさや。maamiguru　ともいう。
kara①（名）から。からっぽ。中身がない
　こと。，Nnaともい5。
kara①（名）体格。また，体力。～giCUN・
　体力がつく。
一kara（助）（il）から。窒閲・時閲の趨点を示
　す。kuma～？amamadi．ここからあそこ
　まで。CUU～？acamadi．きょうからあし
　たまで。sigU七〇〇＄imaci～muduree．仕
　事は済ませてから帰れ。◎を。通行する場
　所を示す。？ariga　mici～？a（≧cutaN．彼
　が道を歩いていた。㊤で。通行の手段を示
　す。kaci～？iCUN．徒歩で行く6　huni～
　？iCUN．船で行く。⑱から。原料・根拠な
　どを示す。sakee　kumi～卿k鱒UN．酒
　は米から作る。？Ullu　kutu～．そのこと
　から。
一kara（下階）匹。頭。豚などの家：畜を数え
　る時の接尾辞。eukarde（一頭），　takara
　（二頭）など。
kavabasi①（名）利口者。主に才智のある
　子供をい5。
karagaak重⑨（名）井戸・川などが，すつか
　り干上がること。
一karagi（接尾）束。束ねたもの（糸・たき
　ぎ・萱・牧草など）を数える接尾辞。cu－
　karagi（一束。また，一束になるほどの分
　塑◇，七akaragi（二束）など。
karahaai⑪（名）羅針盤。　k鍵a（贋）渡巣
　のhaai（針）の意。
karahaatui⑨（名）鶏のne種。大型で，露
　鶏用にもされる。略してhaatuiどもい
　う。カラバ（ジャカルタの古称）から来た
　鳥の意かQ
kara蔓磁賊①（名）骸骨。がら。肉の付いて
　いない骨。～nu　gutOON．骨亥骨のように
　やせている。
karahwaahu⑪（名）唐破風。欝璽城正殿
　（mUNdasii）の屋根を特にさす。また，首
　里城正殿の俗称Q
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karahwee⑨（名）たきぎの灰。
karahwisja⑪（名）はだし。
kara？蓋bai①（名）こ新〕からいばり。
karajoosaN①（形）体が弱しN。
kara沁k翫⑨（名）板敷き。侮も敷いてない
　板の間。
kara＝juN⑪（他＝aN，”ti）（家蜜などを）
　飼5。
karaka・juN①（勉・e1．aN，＝ti）長くかかる。
　手關どる。cusigutu　nagee　1〈arakatoo－
　N．一つの仕事に畏くかかっている。
karakani⑪（名）青銅。唐金。
karakaraa⑨（名）酒を入れる器の一一種。い
　ろいろの形があるが，丸くて偏平，中央に
　注入口，わきに注出口が付いた形のものが
　多い。倒れにくく，また倒れてもこぼれにく
　い。mitaN～’jOONciguhwiN．少少足り
　ない人間。満たないkaarakεしraaや，いっ
　ぱいはない小瓶の意。振ればかえって大き
　L・；音がする。mitaN～，joONciguk疑r“．
　ともいう。
karakasa⑪（名）唐傘。かぶる笠に対する，
　柄のあるさし傘。
karakui⑪（名）e機械。◎蕪味線（saNsi－
　N）のねじ。niudi，　ziihwaaともいう。
karakuimagiibui⑨（副）からみつき，ま
　つわりつくさま。～sjUN．
karaku＝juN⑪（自・・raN，＝ti）からみつく。
　まつわりつく。
karakuZi①（名）からくじ。はずれたくじ。
　hwiihwirikuzi（屍ひりくじの意）ともい
　う。
kava】asaaan（名）玩具の名。旧型をしてい
　て，ばねじかけで羽が囲じるよ5になって
　おり，あげたたこの糸に通して空中を上下
　させる。
karama＝c疑N⑰（他＝kaN，＝ci）巻きつけ
　る。？圭icuu～．糸を巻きつける。
karami＝juN⑰（他；raN，＝七i）からめる。
　捕えて縛る。
karamitu＝jttN⑪（他＝taN，＝ti）からめと
　る。karamijuNと周じように使う。
karamuN⑰（名）辛いもの。測激性の辛
　いものをい5。塩辛いものはsj　UUZilu－
　muNo
karamuN①（名）おかず（katimUN）のな
　い飯。飯だけ。
karana⑪（名）唐名。貴族・士族のもってい
　た中国風の名前。たとえば羽地朝秀の唐名
　は向象賢（sjOO　sjookeN）。
kara2Nmu⑪（名）〔新？〕さつまいも。薩摩
　人が伝えた語か。普通は単に？Nlnuとい
　う。
karaNpana①（名）洗い清めてない，Npa－
　nagumi（その項参照）。
kara職⑪（名）金川；。（（地》参照。
karaq．aN⑪（形）辛い。刺激性の辛さ（唐辛
　子。わさびなど）をいう。塩味については
　sipulgarasaN，塩味が強いことはsjuu・・
　zumsa］YとV・5。
karasi⑪（名）軽石。
．karas隻⑰（名）辛子。
karasijaa⑨（名）貸家。
kara醜掘④（名）むこうずね。「からずね」
　と1対比されるo
karasjik⑪（名）魚貝類を塩漬けにしたも
　の。塩辛。
kara＝sjuN②（他＝saN，＝ci）e（草太など
　を）結らす。O（声を）からす。
kara＝sjuN①（侮t・saN，＝ci）貸す。？ivaa－
　sjUN参照。
karataO（名）体。身イ本。体格。　karaとも
　いう。
karataki⑨（名）［唐竹］まだけ。竹の一種。
　公儀用として王室のために用い，また鹿児
　島に移出した。
karawiibacico（名）からえずき。吐き気を
　もよ：おしながら，何も吐けないこと。
karazaa①（名）から茶。お茶うけなしのお
　茶。
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ka「azi⑨（名）髪。頭髪。文語ではkas呈一
　raともい5。敬語では？UNcoobi，　nu－
　Ncoobi，卑語ではkaNtuという。～tu－
　jaasjUN・髪の乱れをととのえる。～，juu－
　jUN．髪を結5。～nu　ki圭・髪の毛。
獣arazibuciki⑪（名）抜け落ちた毛髪。抜
　け毛。
karazigii⑪（名）髪の毛。頭髪。
karazijuujaa⑪（名）髪結い床。　katakasi－
　raを結うことを業とする者。一般人相手
　の職業となったのは明治以降である。
karazikwee⑨（名）かみきり虫。
karageuSui①（名）乾いたぞ5きんで拭くこ
　と。からぶき。
karazuusaN①（形）体が強、・。
kareewaakii⑥（名）家畜を共岡で飼育し
　て，利益を折半すること。たとえば，豚を
　飼うのに甲が資金を目し，乙が飼育して，
　甲乙で利益を分け合うなど。
kar量baa①（名）枯れ葉。
karigii①（名）karikiと同じ。
kariguni①（名）寒村。産物とくに農産物
　の豊かでない土地。繍れ圏の意。
karihati＝juN①（自＝raN，＝もi）積れ桑てる。
kari？ica⑨（名）するめ。
karii＠（名）孫例。吉例。めでたいこと。
　縁趨のよいこと。bukariiの対。～Ra
・MUN．縁起物。成功した人のみやげなど。
kar籔da⑦　（名）　kariju（ia　と陶じ。
karijuda①（名）繍れ枝。
kari＝juN①（自・・raNt＝ti）e（草末が）枯
　れる。◎（声が）かれる。
kar圭jusi⑨（名）［嘉例吉］めでたいこと。
　縁起のよいこと。daNzu～ja？iradi　sa－
　simiseru，　？uninu　gina　turiba　kazija
　matumu。［だんじゆ蕩三吉や　いらでさ
　し召しやいる　お船の綱取れば　風やまと
　も］まことにめでたい旅行は，日を選んで
　なさるので船の綱をほどくと風は順風。
　〈旅人の無事を祈って一族が集まり，歌い
　踊る時の歌）
kariki①（名）枯れ末。　ka．短g畳ともいう。
karikuri⑪（名）〔文｝あれこれ。～nu　si－
　gutu．あれやこれやの仕事。
karikusa①（名）枯れ草。
karugaruutu①（副）軽軽と。軽く。？Nbu－
　mUN～mUCUN．重い物を軽軽と持つ。
　～？iQti　kwiree．（飯などを）軽くよそっ
　てくれ。
karuku①（名）家蘇。大名をはじめ？wee－
　dainiN（役入）の与えられた緑。
karukumuci①（名）家門持ち。俸緑を与え
　られている家柄。
karu＝nuN①（自＝maN，＝di）分娩する。
　軽くなる意。
karUNzl＝juN①（他＝raN，”ti）軽んずる。
　大事にしない。？uja～．親をそまつにす
　る。nuci～．’命を軽んずる。
karuwaga①（名）軽業。　hookaともL’う。
kasa⑪（名）傘。笠。～hajUN。傘を張る。
　傘を作る。傘の種類は，daNgaSia（繭傘）
　またはkaabujaagasa（こうもりがさ，す
　なわち洋傘），？eegamigasa（藍紙傘，
　貴婦人用），七〇〇gasa（唐傘）または？oo－
　gasaa（青傘）の男子用，　kubagasa（び
　ろうの笠，農民用），miNtariigasa（颪垂
　笠，編笠の一種目農民用），mUNzuruga－
　sa（麦藁笠，いなかの娘用），？amigasa
　（編笠，芝居用），hanagasa（花笠，芝居
　用）など。
kasa⑪（名）瘡。悪性の腫れものをいう。
　普通の腫れものはniibutaaという。
kasaba＝jUN⑪（自＝raN，＝ti）e璽なる。二
　重にttなる。㊤かさばる。
一kasabi（接彪）重ね。　cukasabi（一璽ね），
　takasabi（二重ね）など。
kasabi＝juN①（他＝raN，＝七i）璽ねる。
kasabuta⑦（名）かさぶた。腫れものがつぶ
　れてから，上に生ずる凹い皮。1〈asaNta
　ともい5。
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kasa麟＝juN⑥（自＝xaN，＝ti）はらむ。み
　こもる。妊娠する。女はsiduugahutt
　sjoON．（ありがたい頂載物をいただいて
　いる）などという。1〈asagirasjUN．はら
　ませる。妊娠させる。不義の野合などにい
　う。
kasaglNeu＠（名）妊婦。
kasag癬①（名）疾。
kasahajaa＠（名）傘張り。傘作りを業とす
　る者6
kasaki①（名）瘡のできかかる気配・性質。
kasanigasani②（名・副）重ね重ね。～RU
　kuもu。重ね重ねのこと。～？jUN．伺腹も
　喬う。
kasa＝nuN⑰（自＝maN，．　＝di）かさむ6かさ
　ばる。
kasaNta①（名）kasabuセaと同じ。
kasa7．eeku⑨（名）傘作りを業とする著。
　傘屋。
kasミ⑪（名）0樟糸（かせいと）。紹（かせ）。
　布を織る経糸。◎棟（かせ）。経糸を巻きつ
　ける器具。～1｛akijUN．かせにかける。一
　反分の糸を張りわたす。
kasi⑨（名）かす。よいところを紋つた残
　り。酒・豆腐のかすなど。
k＆s圭2a．ia⑪（名）縦縞。
kasiei⑥（名）布の織り始めの部分。織り始
　めて1尺ぐらいまでをいう。～？ueUN．1
　尺ぐらい布を織った時，ひもを切って廊を
　巻きつける。
kasiegi⑨（名）もち米を蒸した飯。おこわ。
　強飯。旧暦8月10日目作って祝5。
kasigaa⑰（名）南京袋iなどに用いる粗布。
　太の繊維で作る。
kasi．ffaal｝zzkuru⑨　（名）　南京袋。
kasii⑨（名）加勢。手伝い。援助。応援。
　・v　sjuN・
kas疑kasi”i①（副）さっさと。手皐く。～
　亭ee・さっさとしろ。
kasi＝juN⑪（自＝raN，”ti）痛飲する。大酒
　を飲む。1｛asiree？arakac1i，　numee　hwi－
　zaa．大いに飲めよ，新垣，比嘉。（？ara一
，gacii，　hwizaaは平民の人名。語末母音を
　短くすれば士族の人名となる。）
kasimasjaN⑨（形）かしましい。やかまし
　い。うるさい。音に限らず用いる。
kasinue量⑪（名）経糸と緯糸。かせ糸とぬき
　糸。
kasinucisit．agaem（名）経糸・緯糸とも1こ
　slraga（その項参照）の布。純絹。
kas量nucituNbjaN⑪（名）経糸・緯糸とも
　tUNbjaN（その項参照）で織った布。最上
　の夏物となる。
kash’a⑨（名）〔文］髪。？agari？akagari－
　ba　simi　ltayega　？ieuN，　一v　’juti　taberi
　’wa？uj　aganasi．［あがりあカ・がれば墨
　習れが行きゆんかしら結てたばうれ我
　親がなしコ東の空が隔るくなれば学問を習
　いに行きます。髪を結って下さい，おかあ
　さま。
kasira⑨（名）かしら。長。
kasiractacuN⑥（自　　臨taN，　＝篇（ミ≧ci）かしら立
　つ。長として立つ。　・・
kas量ragii⑪（名）〔文〕頭髪。髪の毛。　kas量一
　raginu　simu）’a　？iginu　mani　hutagta，
　c1muja　nama　harunu　sal｛ari　’jagiga．
　［髪毛の霜や　いつの間に降たが　肝やな
　ま春の　盛りやすが］髪の毛の霜はいつの
　間に降ったか。心はまだ春の盛りなのに。
kasirajaku＠（名）〔文〕かしら役。組踊り
　用語から察すると，群雄鵠拠時代に城主按
　旬の相談役・長官を兼ねていた役であった
　ろ5と思われる。
ka，gitiva　en（名）eカステラ。菓子名。◎料
　理名。魚肉をすりつぶし，卵を入れて作
　る。材料も味も伊達巻きに似ている。
k3s移ee⑪（名）泡盛のかす。酒かす。
k頗多ee？ee量⑨（名）酒かすの汁であえたあ
　え物。
ka§移eem量i⑪（名）鷹の灰色をした目。また，
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　その鷹。比較的安価で士族の子供たちが
　買ってもらった。貴族の子供が買うci－
　Nm戴（金色の目の鷹）に対する。
kata⑪（名）肩。～1〈urabijUN．肩を並べ
　る。比肩するの意。
kata①（名）∈）型。典型。◎型どった絵。
　？Nmanu～・馬の絵。◎跡かた。⑲規測。
　規定。規準。～’isijUN．イ、規定を作る。
　規準を定める。ロ．かたをつける。爪あと
　などをつける。㊧かた。抵当物。担保。
kata一（接頭）片。片一方の。．kaもahwisja
　（片足），1〈atadii（片手）など。
一ka瞼（接尾）e方向。方面。方。？agarika－
　ta（束の方），　simukata（島尻方衝），　sjui一一
　gatanu　samur’ee（首里の士族）など。　O
　仲間。味方。taruuka七a（太郎の味方）な
　ど。
kata？agai⑪（名）料理などが片側だけでき
　上がること。半煮え。蒸し物などが片側だ
　け煮えて，他の側が煮えない揚合などをい
　う。
katabai⑪（名）肩の盛り上がったところ。
　また，肩の張りぐあい。
katabayu①（名）潟。干潟Q遠浅で，潮の
　干満によって現われたり隠れたりするとこ
　ろ。haruは平原。
katabiici⑪①（名）えこひいき。偏愛。
katabul⑨（名）かたしぐれ。片：方は晴れて
　いながら片：方で降る夏の雨。naginu？a－
　mee　？Nmanu　naganiN　kuiwakasjuN．
　（夏の雨は馬の背も懲りわける）という。
kataei⑨（名）∈）敵（かたき）。◎気の合わ
　ない者。
kataei①（名）0形。◎姿。容貌やなりふ
　り。～nu　’jutasjaN．姿がい、・。
katagi塁）nrujaN⑪（名）偏頭痛。　haN4iguu
　ともい5。
kata§iki①（名）型付け。染め方の一種。型
　紙を布の上に張り，その上から染料を塗っ
　て模様をつけるもの。また，その染めた
　布・着物。biNgata，？eegataなどがあ
　る。
katbgikijaa⑪（名）型付け（biNgata，？ee－
　gata．など）を業とする者。
ka重aφ癬ga轍9waa①（名）かにの一一種。海
　産で，一方のはさみだけが大きい。
katagiNsi⑨（名）片ひざ。～tatijUN．片ひ
　ざを立ててすわる。昔の男女の正座のしか
　たである。のちには，男は端座，女は横ず
　わりが正座となった。
katadii⑪（名）片手。片方の手。
kataduu⑥（名）半身。体の右あるいは左の
　半分。
katagata①（副）たまたま。あいにく。一時
　に爾様のことがある揚合にいう。？ikiwa－
　du　’jatasiga，　・一一　？ieunasii　basju　’jati，
　？il〈araNtaN．行くべきだったが，ちょ5
　ど忙しくて行けなかった。
katageena⑨（名）肩から二の腕にかけての
　部分をいう。
kataguu⑨（名）片方。一鮒あるものの片
　方。
kataguumaNcaa＠（名）片ちんば。ちぐは
　ぐ。箸・下駄など，一対となるべきものが
　互いに不揃いなこと。
kataliaba⑪（名）肩編。
lcatahava⑨（名）かたわら。わき。，waree
　～Nkai．かけらはわきへ。割れものを落と
　して割った時，そばの者が先為りしてひや
　かすことば。
kataku⑪（名）〔文〕片帆。片方の帆。　mU一一
　ruhu（諸帆の意）の対’。　～通ucag鋤iba
　kataminu　nada　？utuei，　muruhu　mu－
　cagiriba　muru瓶inu　izac　da？utuci．［片
　帆もちやげれば　片霞の涙落ち　諸帆も
　ちやげれば　諸冒の涙落ち（おやあんま狂
　醤）コ（別れを悲しんで）片方の帆をあげれ
　ば片方の臼の涙を落とし，両方の帆をあげ
　れば爾貝の涙を落として。
katahwa⑰（名）片刃。瓶uruhwa（爾刃）
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　の対。
katahwa⑪（名）片輪。不具。
katahwaa⑥（名）片輪者。
katahwamUN⑥（名）片輪考。1｛atahwaa
　ともいう。
katahwa§ii「gu㊥（名）片刃の小刀。
katahwici①（名）崎形。
katahwieimUN①（名）崎形の者。
katahwisja⑨（名）片足。
kataibi①（名）〔文〕語る人。「語り部」に
　繭応ずると見られる。一biの付く語にはほ
　かにsirasibi（知らせる人）などがある。
k鍼a；諏N①（揺＝raN，＝ti）こ文〕語る。　ka一
　もajabira．語りましょう♂iiku七u　ka七axii．
　〔口語〕からすが鳴いた時に奮5まじな
　い。いいことを語れの意。
kataka⑥（名）（∋遮蔽。さえぎるものQ　tii－
　dagatal〈a（Eよけ），1｛azigataka（風よ
　け）など。◎庇護。かばうこと。，iNnu　gi－
　ragataka・縁が顔をかばう。縁のある者は
　顔までいい顔に見える。～sjUN．さえぎ
　る。よける。また，かば5。
katakaki⑨（名）片手落ち。不公平。　auunu
　gieikazija　kuniggniN　tijura，　・s・N　ne一一
　ranu　tiNnu？uzimu．［けふの月影や
　国々も照ゆら錦織もないらぬ天のお肝］
　きょうの月影は国国を照らすだろう。不公
　平もない天の御心。
katakaki＝juN⑰（櫨＝yaN，＝ti）兼務する。
　掛け持つ。片手間に揺の仕事をする。くり
　合わせて仕事する。？icunasaN　katakak墨一
　ti，忙しいのもくり合わせて。
katakakknaa”kaki⑨（副）方方の仕事を掛
　け持ちするさま。
katakamici⑨（名）ひっこんだところにあ
　る，人目につかない道。
katakasaa①（名）lcatakasiと同じ。
katakasi①（名）魚名。赤味を帯びた黒い，
　ありふれた魚で，干物にすることが多い。
katakasira⑪（名）［款讐3成人男子の髪
　型。元は頭の右辺に結び，後には中央に結
　ぶようになった。貴族は15歳で，一般は
　1G歳内外で結った。
k tak sirajuui⑪（名）B歌集結コ元服。男
　子が10歳前後に達した時，はじめてka－
　tal〈asix’aを結う儀式Q親戚中の人格者。
　成功者に結ってもらい，盛大に祝って，供
　の者を従えて親類團りをして曝露した。貴
　族の揚羽は，15歳で行ない，ziNbuku（元
　月藝乏）　とし、う。
katalgasirajut蓋jaa⑪（名）髪結い床。？iQ－
　kwaNmagi（一貫髭），　nikwaNmagi（二
　貫髭）など，料金の別があった。
katakuciwareeen（名）微笑。ほほえみ。片
　m笑いの意。
katakukuru⑪（名）片心の意。次の句でい
　う。～’jurusjuN・（すっかり安心するの
　でなく）ひとまず安心する。一患つく。
katakusinuzi＠（名）片袖を脱ぐこと。女
　が働きやすくするためにする。
katakuzira⑰（副）e始終。ずっと。　kuu－
　sainikara～．／卦さい時…からずっと。◎…
　をはじめとして。tuzikwa～nukurazi－
　ni　lscuaruei，　mikatani　kig’aja　？ieininuN
　’ujabiyaN・［妻子かたくづら　残らずに
　殺ち　味方に怪我や　一一人も居やべらぬ
　（忠臣召替）］妻子をはじめ残らず殺し，
　味方にけがはひとりもおりません。O早
　早Qci球a　～．来るが早いカ㌔
katamadooci⑪（名）一段落。仕事などが
　一段落してちょっと暇になること。
katamai①（名）かたまり。
katama＝juN①（自＝raNt＝七i）つまる。塞
　がる。hamanu～。鼻がつまる。，N4unu
　～．溝がつまる。1〈atamarasjuN．つまら
　せる。
katamico（名）男女の契り。また，契りと
　して取りかわすもの。
katam藍①（名）形見。死者または長く別れ
　る人の形見。　　　．
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一・汲≠狽≠高堰i接尾）荷。かつぎ上げる荷を数え
　る接尾辞。cukatami（一かつぎ），　taka－
　tami（二かつぎ）など。
katami2aeinee⑪（名）行商。また，行商
　人。荷をかついで商う男をい5。荷を顕に
　のせて行商する女はkamii？acinee。
katamici⑲（名）片道。
katamidimamp（名）かつぎ賃。かついで運
　ぶ手間賃。
katamii⑲（名）e片自　．。　一’方の目。～kuu一・
　jUN・片匿を閉じる。◎殖財。隻眼。また，
　片目の者。
katami＝juN⑨（他＝raN，＝ti）かっく㌔荷
　を肩にのせる。tiQpuu～・鉄砲をかつぐ。
katami＝juN①（他＝raN，”もi）e濃くする。
　茶・色彩などについてい5。◎〔新1固く
　する。
katanaew（名）刀。
kataneeciri⑪（名）肩上げ。子供の着物の
　ゆきを肩のところに縫い上げておくこと。
itatanii⑪（名）半分の荷。半荷。～？uru－
　sjUN．負．担が軽くなる。
katanii⑪（名）片方だけ煮えて，他の片方
　がよく煮えていないこと。半煮え．。
kata？Nnazien（名）着物をゆがめて着るこ
　と。棲が合わないこと。？Nnaziは背縫い
　のことで，これが片方にゆがむ意。
lgataNci⑪（名）イ解き。傾斜。
kataNcibai⑪（名）恥じてこそこそと詠い
　で行くこと。傾き走りの意。
kataN＝eUN⑨（自＝kaN，＝ci）㊦傾く◎hwi－
　inu　kataNeOON．　日が傾いている。◎傾
　倒する。熱中する。
kata“’ki＝juN⑰（他＝raNf”ti）傾ける。
ka搬「a褥UN④て他＝aN，＝ti）仲間に入れ
　る。味方に引き入れる。「語らう」に対応
　する語だがヂkata（方，味方）との連想
　がある。
kataree①（名）（∋仲間となること。仲間入
　　りを約束すること。◎男女の一緒になる約
　束。？ikatareeともい5。
tasacian（名）一方の手を伸ばした，その
　先端から地方の肩先までの長さ。箱の長さ
　などを計る基準。肩先の意。鯨尺3尺。
katasaN①（形）e）固い。堅い。◎濃い。那
　覇ではkuusaNという。　kunu？usil’OO
　，Nsunu～．このおつゆはみそが濃い。　ku－
　nu　？aka　naa　？ihwee　katasaree　’jaa．
　この赤がも5少し濃ければねえ。㊧堅い。
　整実である。義理竪く，吊行が正しい。
　katasii　Qcu．竪い人。
katasljuu⑪（名）髪油。女が髪につける油。
kata磁mi⑨（名）片隅』
katasizi①（名）布を織る時の，経糸一本。
　cuhwaa（経糸：：二本）に射して片すじの
　意。
katasud韮㊥（名）片袖。
katasudinuzi⑪　（名）katakusinuziと同
　じ。
katati㎜aen（名）片季問。
katataCi㊥（名）〔文〕片時。，wakaribija
　gimati　？aeaga　hwini　Rariba，　・vN　？u－
　suba　hanarigurisja［別れ日やつまて
　明霞が日になれば　片時もお側　はなれぐ
　れしやコ別離の日が迫って，あすの日にな
　ると片時もお側を離れられない。
kata2udi⑪（名）e片腕。◎最も頼みとな
　る，協力者。片腕。
kata？uja⑨（名）片親。また，片親しかい
　ないこと。
kata？umui⑨（名）片思い。片恋。
katawaki⑨（名）不公平な配分。片寄った
　分け方。　　　　　　　　　　　　・
katawakitii⑪（名）勝負事で人数を二手に
　分けること。
katawari⑪（名）片割れ。劇れた一片。
katazaa①（名）濃い茶。～nud圭miigu－
　hwai　sjQQN．濃い茶を飲んで眠れない。
kata多iki＝juN⑨（他；raN，；ti）片付ける。
kateemuN①（名）困った事。やっかいな
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　事。生活難。家庭の不湘などをいう。
kali＝juNan（勉＝raN，”ti）おかずにする。
　おかずにして飯といっしょに食う。首里で
　は単に「加える・付加する」の意では用い
　ない。
katiriiuN⑨（名）おかず。お菜。くkεし晦u聾。
katoo①（名）堅固。丈夫。’jaallu　sima－
　xee～滋Qsi’jOQ．戸じまりは堅固にし
　ろ。～lla　hal〈a．堅固な墓。
kau①（名）〔文〕顔。口語はglra。
kawa＠（名）〔文〕井戸。口語はkaa。
kawa＝cuN⑨（自＝kaN，＝ci）（のどが）渇
　く。おとなの語。子供ならkaakijUNと
　いう。
k謎wal④（名）代わり。代理。代用。
kawaiee⑪（名）交替。役昌などの交替。～
　SjUAT．
kawaiikutu①（名）変わった事。珍しい事。
kaw撫i抑uN①（名）e変わったもの。珍し
　いもの。◎殊勝な者。
kawa＝．iuN①（自＝raN，＝七i）e変わる。変
　化する。また，異なる。tusinu～．隼が
　改まる。nuusinu～．主が変わる。，Nka－
　situ　1｛awaraN．昔と変わらない。？uci－
　naatu～．沖縄と違っている。◎代わる。
　入れ代わる。交替する。cigaajUNともい
　う。
kawaQmk蹴u①（名）e変わった事。珍し
　い事。nULIN　kawaQtakutoo　neeni．何も
　変わった事はないか。◎とんでもない事。
　思いもよらない事。‘‘taNmee　s，ai　hikoo－
　1｛iNkai　　numi學eebiimi．，，　　‘‘haa　　～●，，　　「お
　じいさん，飛行機にお乗りになりますか。」
　rおお，とんでもない。」
kawarum童2uzooen（名）露里城の門の名。
　？Ugu亭ikuの項参照。
kawati①（副）とりわけ。格瑚。特に。こ
　とに。cuuja～sikaraasjaN。　きょ5は
　特別寂しい。
kalae）（名）におい。　nlwiともい5。1ユi一
　wiはおとなの使う上晶な語。～sjUN．
　イ．においをかぐ。ロ．においがする。
　hana～sjUN。花のにおいをかぐ。
kazadihuubusi⑨（名）［かぎやで風節3歌
　曲の名。祝宴の最初に歌うあでたい歌の節
　の名。guziNhuubusi〔御前風節］に属ず
　る。fこの名称，漠然と拠るところなけれ
　ども，或人の説に，カンヂヤーデフーなり，
　むかし国頭間切奥間村の鍛冶屋尚円王を
　救ひ奉りたる御褒賞によりて，国頭圏切総
　地頭を命ぜられ，按翔の位に叙せられたる
　嬉しさをかたどりて作りたる歌脇にして，
　カンヂヤー首里に幽るの風儀といふの意な
　りといふ。此の外多説あれども，此の帯電：
　きに似たり。避く記して後人の参考を待
　つ。鍛冶麗の末世は今の馬氏岡頭按司家
　也。（南島八璽垣）」　代表的な歌詞を二つ
　あげておく。kijunu　hukurasj＆ja　nau＿
　nizana　tatiru，　gibudi　’uru　hananu　gi－
　ju　eata　gutu。［けふのほこらしやや　な
　をにぎやなたてる　つぼでをる花の　つゆ
　きやたごとコきょうのうれしさは何にたと
　えられようか。花の蕾が露に会ったよ
　うだ。？atagεしhunu　gicasi，jumijEしCON
　’NdaN，　’waiu　’jariba　’wadui　’ugadi　si一一
　dira・［あた果報の着きやす　夢；やちよも
　見らぬ　我胴やれば我早い　拝ですでら］
　こんな幸運が来るとは夢にも見なかった。
わが身がわが身であるとも思之ない。あり・
　がたくいただきましょ5。
kala董④（名）飾り。装飾。
ka7．a＝jur　e（イ也：raN，＝ほ）飾る。　ka　7．　ai－
　tatijUN．飾り立てる。
kazi⑨（名）陰。光の当たらない揚〕訴。　kii・一
　nu　～．　木陰　（k最nu　kaagi　ともし・5）。
kazi⑪（名）舵。
kazi①（名）風。
kazi①（名）うなじ。えりくび。
k脳重①（名）繊維。筋。
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kagoo＄aN
一kazi（接尾）ごと。たび。ごとに。たびに。
　Qcukazi（人ごとに），　cineekazi（家ごと
　に）など。，jaakazS　hatanu　taQCOON．家
　ごとに旗が立っている。
kai孟⑨（名）数。
kazibuSi⑨（名）陰干し。　S陰で干すこと。
kazi⑪eicuN⑨（句）ciCUN（利く）の項参
　照。
kaziciri？abii①（名）声を限りに叫ぶこと。
　絶叫。
kazigaa④（名）kazi（うなじ）の卑語。首
　のねっこ。一gaa〈1〈aa（皮）。
kaz董gataka①（名）風よけ。風を防ぐため
　のもの。katakaは遮蔽物。
kaz董gwee⑨（名）堆肥。
kazikuei①（名）暴風。一huc2〈hUCUN。
kazihuei？aakee7．uu①（名）とんぼの一種。
　暴風の吹きそうな時，その前触れのように
　群れ飛ぶ赤とんぼ。
kazihucimaamina①（名）ひよろ長く，緬
　いもやし。
kazii＠（名）eねばり強い者。容易に負け
　ない者。㊤下贔な者。下等なもの。
kazikaki＝juN①（他＝raN，＝ti）念を押す。
　だめを押す。また，約束する。
kazilscazi⑪（名・副）たびたび。～au　ku－
　tu，jati・たびたびの事で。～gum量Ndoo
　kaldti．たびたび御颪倒かけて。，、
kazhna罐①（名）風が回ること。風向きが
　変わること。
kazh皿aci④（名）旋風。つむじ風。海上の
　謂琶巻き｝まrUU（瀧○と、・う。
kazimajaa⑪（名）e風車（かざぐるまり。
　風に舞うものの意か。hananu　kazimaja一
　．ia　kazl　giriti　miguru，　’wamija　dusi
　七umeti？asibibusjanu．　［花の風車や
　風つれてめぐる　我身やどしとまひて遊
　びぼしやの（女物狂）コ花の風車は風と一
　緒に回る，わたしは：友だちを捜して一緒に
　1遊びたい。～nu？ttiwee。九十九歳の祝
　い。来客にみやげとして風車を贈る。O転
　じて，十字形のもの。◎十字路。四つ角。
　＠首塁の尚家の角にある十字路。＠植物
　名。くちなし。その白い花が十熊取をし
　ているのでい弓。1〈UC2nasiともい5。
kazimihuka＝sju’N⑨（4ts＝saN，＝ei）大事
　にしまい込んで，どこにあるのかわからな
　くなる。
kaziini＝juN⑬（弛＝raN，”ti）秘蔵する。
　大事にしまって凄く。
kazimimuN⑥（名）大事にしまって置いた
　もの。とっておき。秘蔵品。
kalinaral　mu「N⑨（名）数えるに足りない
　考。自分の謙称として使5。不南。
kaziraasjaN⑰（形）卑しい。さ屯しい。
kaziramaai⑪（名）軒下の盛り土したとこ
　ろ。家の周囲の軒下に石を益べ土を盛っ
　て，地面よりやや高くして，水はけをよく
　する。その盛り噂した部分。
kazhti⑰（名）e限り。きり。hamaa？Nzi一一
　N？NziN～nu　neeraN。浜は行っても行
　っても限りがない。O期限。～sjUN．期
　限を決める。kaziuree　sjoo雛N　hwiNbinoo
　saN．期限は決めておいても返しはしない。
　㊤（接尾）限り。ありったけ。nucil〈aziri
　hataraCUN。命の続く限り働く。
kaz撚①（副）きっと。かならず。～CUUN
　’jaa・必ず来るねえ。
kazitui①（名）舵取り。操舵手。
kazi2waara⑪①（名）風上。　kaziwaara
　ともいう。
kaziwaara⑨　CO（名）kazi？waaraと岡じ：。
ka多ooridamuN⑪（名）風で折れた末の枝
　をた：きぎとしたもの。
ka；oori！iiuN⑪（名）i簿麻疹。ほろせ。
ka？oo1’imuN⑲（名）風で折れた太の枝な
　ど。
ka客oosaN①（形）風が強い。大風というほ
　どではないが，室内で紙が飛んで障子をし
　めなければならない程度の風。海上なら，
　小さい漁船が警戒する程度の風をいう。
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ka多翌綬；juN⑨　（自＝raN，＝tl）　（予定より）
　ふえる。増す。加増の意か。niN4unu～・
　人数がふえる。？iriminu～1入費がふえ
　る。
kaluu＝．iuN⑪（他＝raN，’ti）数える。普
　通｝ま’junUNとい5。
kee⑪（名）擢。？eeku，？weekuともい5。
kee⑪（名）貝。
kee⑨（名）さじ（匙）。
kee①（名）ひつ。衣裳箱。癒櫃に似た中麟
　風の箱であるが，足はない。衣類を入れ
　る。かぶせぶたがあり，さらに1〈akugu
　という中ぶたがあって，その下に衣類を入
　れる。婚礼の時，花嫁が着物をいっぱい入
　れて持参する。敬語は’Ncee。
kee①（名）粥。？ukeeともい5。
kee一（接頭）動調につき，ちょっと…する，
　軽く…する。また，思い切って…する，…
　しちや5などの意を表わす。接頭辞cli一
　と似ている。1〈eehoOeuN（ちょっと掃く），
　keenadijUN（ちょっとなでる），　keekoo－
　jUN（買ってしまう，思いきって買5）な
　ど。
一kee（接羅）階。家の階数を数える接尾辞。
　niil〈ee（二階），　S3Nkee（蕊階）など。
一ke「e（助）よ。「禁止形」に付く。〈？ukee
　（置けよ）。sj　una～．するなよ。？ikuna一一
　～・行くなよ。
keehacieu”uN⑪（惣・不規則）来てしま5。
　keehacikuu．来ちゃえよ。
kee2ieu”N⑪（自・不規則）行ってしまう。
　思い切って行く。
keei⑨（名）おつり。　つり銭okeesiinudusi
　ともいう。
keei⑪（名）帰り。帰路。
kee韮⑨（名）keeruuと岡じo
keeimiei⑨（名）帰りみち。帰途。
lcee養ziN①（名）齎替え。着替えの蒲物。
kee＝juN⑰（自二raN，＝ti）e（自宅・もと
　いた揚所に）帰る。◎（もとの所有者・状態，
　もとあった位置に）返る。㊧（複合語とし
　て）？utikeejUN（子供の状態に返る），
　，warabi　naikeejUN（老衰して，子供に
　返る）など。
kee＝juN①（他＝raN，ニti）替える。変えるe．
　ciN～．着物を替える。ziN～．金をくずすe．
keekoo＝ju「N⑪（他＝raN，＝t呈）買ってし
　ま弓。思い切って貿5。
keena⑪（名）かいな。二の腕。肩から肘ま
　でをいう。
一keeN（接尾）回。圏数を数える接尾辞。
　eukeeN＠（一回），　takeeN（D（11pa），　mi一一
　keeN①（三回），，jukeeN①（四圓），？圭gi－
　keeN⑪（五回），　mukeeN①（六園），　na－
　ltakeeN⑨（七回），，jakeeN①（入回），　ku－
　kunukeeN⑨（九回），　tukeeN①（十回），
　？ikukeeN⑪（擬回）など。
keerasikuru■basi⑪（副）ひつくり返した
　りころがしたり。物を粗末に扱うさまなど
　をいう。～sjUN．
keera＝sjul⑪（他＝saNs：ci）ekeeju黄
　（帰る，返る）の使役形。帰すd帰らせるα
　返らせる。◎ひつくり返す。siisi～．獅子
　舞を踊る。獅子をひつくり返すよ5にして
　踊るのでいう。
keeri＝juN⑨（自　＝ra．N，　　；ti）ひつくり返る。
　くつがえる。転覆する。
kee蔽u‘㍉縫b⑩（名）抱腹絶倒。笑いころ
　げること。
keeriNkuru｛、》biN⑨　幅野）eころげ回るざ
　ま。◎（不精して）ごろごろしているさまa
lgeeriral“ee”rira⑨幅1）ひつくり返りそう。
　～Qsi，，Nl　ciN？ajaQsaN．ひつくり返：
　りそうで，見ていてはらはらする。
keeruu⑨（名）交換。取り替えっこ。　keeii
　ともいう。
一keesaa（接尾）侮度もくり返すこと。また，
　そうし，たもの。？Nburasikeesaa（何度も
　蒸し直した料理），？agix’asikeesaa（侮度
　も暖め直した食：物），noosikeesaa　sjUN．
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　（何度も直す）など。
keesi⑰（名）eお返し。返礼。～sjUN．
　返礼をする。◎し返し。返報。～？UCUN．
　し返しをする。復讐する。◎地震のゆり返
　し。余震。大風の吹き返し。暴風が途中で
　いったんやんでから，反対の方向から吹き
　返すこと。～？UCUN．吹き返しが起こる。
keesibaru（①（名）keesibataraciと同じ。
keesibataraci⑪（名）耕作の二二Q田畑を
　打ち返す労働。keesibaruともいう。
keesimaa＠（名）着物を裏返しに着ること。
keeshmudusi⑪（名）おつり。つり銭。keei
　ともいう。　～ja　n爲…簾aja　neejabiraN．
　寧inabiisa．〔返し戻しや　今や無いやべら
　ぬ　すみやべいさ（茶売節）］おつりは今は
　ございません。結構です。
keesjoo①（名）航海中。船が航海を続け海
　上にあること。kagusimaNka沁u～籍u
　baslu？uukazi　na風鹿児島への航海中
　に嵐になって。
kee＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）e（もとの所有
　者・状態，もとあった位置に）返す。◎（人
　を）帰す。この意味では多くkeerasjUN
　という。㊧耕す。（臓畑を）打ち返す。ta－
　geesjUNともいう。hataki～．畑を打ち
　返す。⑲（接尾）…し返す。tuikeesjUN（取
　り返す）など。
keetee⑪（副）かえって。むしろ。　kee七i，
　keeもiNk我iともいう。～？uree　m．　asi。か
　えってそれはよいQ
keeti⑨（副）かえって。むしろ。　keetee，
　keeむiNkaiともいう。
keetiNkai⑨（副）かえって。むしろ。kee－
　ti，　keeteeともL・う。
keetuihw丘ci”tui＠（副）他人のものを取っ
　たり，ごまかしたりするさま。
keetu＝jul　＠（億＝raN，”ti）かっぱら5。
　ちょろまかす。かすめとる。
keetutOnai⑪（名）隣近所。　cukeetunaiと
　もいう。
kee？uei⑨（名）小皿。　ku7，araともいう。
　お茶請けなどを盛るもの。
keeZOO⑪（名）［開静コ寺院で明けがたに鳴
　らす鐘。「日出卯の楼門百八の声を云（混効
　験集）」　もともと禅林で農朝板を鳴らすこ
　とで，静眠を開覚する意。naN1短NRu　ke－
　zoja　sjuinu　1〈ezotumuti　satu　？ukuei
　，jaraci　’wazimu，janusa．［波上の開静
　や　首里の開静ともて　里起ちやらち　我
　肝やぬさコ波上護国寺の鐘を首里円覚寺の
　鐘と思い違えて，愛する人を早く起こして
　婦してしまい残念だ。辻遊郭の遊女のよ
　んだ歌。護国寺の鐘は円覚寺の鐘より早く
　鳴った。
keezoogani⑨（名）こ開静鐘〕keezOOと同
　じ。sikeja　kurajaraika？U7yUMU　cuja
　’uraN，　’jagatl　kezoganiN　najur’a　’jasi－
　ga．［世界やくらやみか　うずむ人や居ら
　ぬ　やがて開静鐘も　鳴ゆらやすが］世の
　中は暗やみなのか，臼ざめる人はいない。
　やがて夜明けの鐘も鳴るであろうのに。革：．
　命の近いのを謁した歌。
keNkeN①（副）念仏宗のこじき（niNbu一・
　caa）のたたく鉦の音。
kihujaatuuruu⑰（名）よく燃えないで盛：
　んにくすぶること。
kibu＝jtiN①（自＝raN，＝ti）けぶる。　くす’
　ぶる。燃えずに煙ばかり出る。
kibizsaN①（形）けむい。けむたい。
kibusi①（名）煙。　cillluz’iともいう。～
　maeaasjuN．煙がうずを巻く。
kibusikaza①（名）煙i臭いにおい。
磁。量⑪（名）たるき。
k戴u⑨（名）～nueUN（疎遠になる）とい
　う句で用いる。閲柄という意味らしい。
kiga⑨（名）㊧けが。負傷。◎被害。損害、．
　nUUN～nu　neeN．何の被害も加・。　ta－
　Nei　haradaeij　a～nu　mutu。（諺i）短気・
　立腹は損害を受けるもと。
kiganiN⑨（名）eけが入。負傷考。㊤被警
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　者。．
k盤⑪、（名）太。樹太。太材。
kii①（名）毛。毛髪。羽毛・獣毛など。13wi－
　ziは顔のひげのみを｝，・　25。
kiibisjaa⑨（名）竹馬。太の足の意。
kiibutukidi）（名）木仏。太造の仏像。
kiihagimootui①（名）毛のぬけたつぐみ。
　老衰した者のたとえとなる。おいぼれ。
kiihukugidaci①（名）鳥肌が立つこと。
　kiiは毛，　hukugiは細毛。
kii2iru①（名）毛色。獣類の毛の色。
kiika§i⑪（名）おがくず。
kiikusa⑪（名）草太。　kusakiともL・う。
kiikuzi⑪（名）太釘。
k薮maa①（名）毛深い者。毛むくじゃら。
kii㎜aQkwa⑥（名）太枕。もと枕はすべて
　末製で，太の柱を四：角に切ったものを用い
　たが，のちに四角の指物になり，黒い漆iを
　塗った。
kiimiikuci①（名）毛髪のはえぎわ。額・
　えりくびなどの髪のはえぎわ。
一・・汲奄奄高盾順@（名）あるべきところに毛の無い
　こと。また，その者。ひげの無い者はhwレ
　zimooと㌔・うo
kiimumu①（名）皮に羅毛のある銚。雨冠
　の意』水蜜銚に似て小・さい。単にMUIIIU
　といえばふつ5楊梅をい5。
kiimusi①（名）毛虫。
kiinubui⑨　　（名）　 太登り　o
ki薫nuhwaa⑨（名）末の葉。
醸n曲waa2uzoo⑰（名）緑門。木の藥の緑
　で飾ったアーチ。
k藍m魚W｛Z三⑪（名）植物の気根。
kiinukaa⑨（名）太の皮。樹皮。
k伽藍n誼a3gi⑪（名）木陰。
kiinumata⑨（名）木のまた。太の枝の分か
　れる藤。～kara？Nmari七aN．太のまたか
　ら生まれた。親不孝者の形容としてい5。
　？jaaja　～karadu　？Nmaritii．　おまえ｝ま
　太のまたから生まれたのか，この不孝者。
kiiumuQkuu⑪（名）太の実。ノjxさい，食
　べられない実を多くい5。ldinunaiはた
　いてい大きくて食べられるもの。
kiimunai⑥（名）末の実。果実。くだもの。
短加un量圭⑪（名）木の根。
kiinusiN⑨（名）こずえ。太の（先端の）芯
　の意。
ki撤想①（名）獣類の毛のぐあい。毛並・毛
　色・毛のつやなど。
k撫u①（名）毛糸。
kii？ui⑪（名）きゆ5り。
kiikiusi⑪（名）太白。末製の臼。つき臼と
　石臼型のひき臼とがある。
kiiz・eeku⑪（名）大工。？isi7，eel〈u（石工），
　kaN7」eekuu（鍛冶屋）などに幽する語。
kiizicaaen（名）太つち。　seezicaaともい
　弓。
kiiziihwaaan（名）太製のかんざし。平民の
　女がさすもの。
kiiziri⑪（名）太切れ。太片。
kiizOO⑪（名）木造の門。？isizoo（石垣の
　門），，jaaZOO（屋根門）などに対する。
kiju⑥（名）〔文〕cuu（きょ5）の文語。
ki＝juN⑪（自＝raN，”ti）抵角虫する。さしさ
　わる。かち合bて支障を生ずる。まれな語。
　nuutUN　k鋤aN．何ともかち合わない。二
　種の薬を飲んでも害がない場合，転居・祭
　祀などの瞬がさしさわりがな再応合などに
　いう。
ki＝juNQ）（他＝raNs；Qci）蹴る。
kikaei①（名）太立。屋敷内の太立などを
　いう。
kikaraa⑰（名）太のかけら。末のけずりく
　ず・切れはし・根の割ったかけらなど。
kikarazi①（名）毛髪。
kiNkiN⑪（名）健堅。（（地＞＞参照。
kiNziiCD（名）［硯水コ酒・さかななどの贈
　りもの。親類の家の普請などの際に，大工
　などに贈る酒・さかななどをいう。
kiQeaki⑪（名）つまずき。また，失敗。
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　hai？Nmanu～・駿馬のつまずき。猿も
　太から落ちるの類。～s3UN．つまずく。
　？isiNkai～sjaN．石につまずいた。
轍Q騒r戴鋪量⑰（副）ちゃぼの鳴き声。
kiQsa①（名）　さっき。　さきほど。～eaN．
　さっき来た。
kiQtaakirk’iN＠（副）綱引きの時の鉦鼓
　（sjoogu）の音。
kiQ撫⑪（名）〔新〕ケット。毛布。
kirama①（名）慶良間列島。沖縄本島南部
　の西方にある列島。kiramaa　rniijugeiga
　mae．igee　MiiliaN．慶良間は見えるがま
　つ毛は見えない。「燈台もと階し」の意。
k董ram蹴anla遍r呈①（名）〔慶良闘二間切］
　慶良闘の二つの間切（maziVi），すなわち
　渡嘉敷（tukasici）田切と坐間隔⑫a恥3憩i）
　間切。
kirikoo＝jun，N⑨（他＝raN，”ti）蹴散らす。
1謡r癒e硫a霜3ガ鰻⑨（催＝saN，＝ci）足にか
　けてひっくりかえす。蹴ってひつくりかえ
　す。
kirituba＝sjuコN◎　　（イ也　　＝saN，　　＝ci）　　蹴飛ζま
　す。
kirookllineo⑨（副）散散小言を言5さま。
　がみがみ。～sjUN。がみがみ毒5。
kisaz韮⑪（名）慶佐次。（（kb））参照。
kita⑲（名）桁。量根・床などにさし渡す細
　い材太など。解糖の桁はtiNzoogita，床
　に渡すものは’jul〈agitaという。kakii－
　dUN　gee～nudu，uuri独u．はかりにかけ
　れば桁が折れるの意。優劣なし。また，
　どっちもどっち。
kizaa＝sjuN①（催＝saN，＝ei）かきまぜる。
　かき回す。
kiiai①（名）階段。　きざはし。
kizi①（名）協。器物・入体の傷。また，容
　姿。行為などの欠点。
kizihGorii（①　（副）kizihui　と同じ。
kizihui⑪（副）食：物を食：い散らすさま。
　kizi一くkizuN．　．w　sj’uN．
kizimunaabiiQ）（名）夜，山中などで見え
　る，線香の火のような小さな火をいう。
　kizimUNの火の意。
kiziinunaadusi⑪（名）くされ縁の友達。
　kizimUNは漁がうまく，その友達になれ
　ば漁にめぐまれるので縁を切りにくくなる
　と言われる。そこで，くされ縁の悪：友をこ
　ういう。
kizimunaajaaeuu⑪（名）皮露にできる，
　原因不明のやけどのよらな携。kizi描UN
　のしわざといわれる。
kizimuN⑪（名）邪神の一一種。木の精。背は
　ノJxさく，？akagaNtaa（あかちゃけたお
　かっぱ頭）をしているという。漁がうま
　く，魚の目玉だけを食い，また，人家に火
　をもらいに来るという。kizi凱UNに関し
　てはさまざまな罠話がある。
ki＝ZUN（D（他＝gaN，＝zi）eまぜる。概搾
　する。②皮肉をいう。（入を）中傷する。
koNkON①（副）こんこん。せきこむ音。
koo⑨（名）こ科コ士族男子の受ける文官試
　験の第～次試験をLN　5’。士族の中でも，身
　分によって受験資格が違っていた。合格
　はなかなかむずかしく，はじめての受験
　（hag圭koo）で合格する者はいたって少な
　かった。kooに合格すればseekoo［再：
　科3を受ける。
koO⑰（名）次の句で用いる。～sjUN．告
　げ口する。（子供が愚親などに）賢い付け
　る。kooziN　sjUN　ともい5。
koo⑥　（名）線香。普通は　「～ukoo　といら。
koobeetamagu⑨（名）料理名。紅梅卵。
　うで卵を赤く染め，輪切りにしたもの。ぬ
　たあえに添えて用いる割合が多い。
koobus三⑰（名）植物名。浜すげ。またその
　塊状の地下茎◎香付子。地下茎は漢方藥と
　なる。
koeci㊥（名）幸地（古くは川内）。（〈　eg　））参
　照。
kooei①（名）幸喜。＜＜ak＞＞参照。
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keeclN
keoeiN⑪（名）〔新〕鶏の一種。ほ一チン。
　交趾鶏。
koodagi④（名）kudee［供台3に飾りとし
　て取りつけるもの。甲立て。また，踊りで，
　若衆（，wal〈asju）が額の上につける飾り。
koogaak叢⑥（名）ほおかむり。頭からほお
　へかけて手ぬぐいをかぶること。農民の習
　俗で，首里那覇では酒宴の席で，踊りの時
　する者があった。
koogu⑪（名）次の句で通いる。～maga－
　jlLIN．（年1寄って）腰が曲がる。
kooguu⑪（名）e（年審って）腰のi掬がつた
　者。◎せむし。
koogwaasi①（名）；菓子の名。落鷹。米の粉
　に砂糖を入れて作った菓子で，正月罵。
kooijukガQC疑⑨（名）士族の身分，を金で
　買った者。16万貫の金を崖せば平民から
　＝七口になることができた。
keoimuN①（名）㊦買物。物を買うこと。
　また，為った物。～、siiga？ieUN。買物に
　行く。？usal〈iinu～。たくさんの買物。
kooimuNsjaa⑨（名）買物をする人。得意。
kooiN．　gwee⑰（名）買い食：い。
kooRuz産vaasjaN①（形）買物上手である。
　利口な喪い方をする。，wikigad“，ja＄iga
　～。男なのに買物がうまい。
koojaku⑥　（名）膏薬。　si玉）uigoojakU　（吸
　LN出し膏薬），　miijaaigoojakU　（傷口1こ肉
　を生じさせる膏薬）など。
koo；juNce（他＝raN，；ti）買う。
koojuvee①（名）講。近隣の相互扶助的な
　組織。gaNを共同で持ち，ふだん金を鳩・
　し合い，i葬式の際の費用一切をまかなうな
　どする。
kookOO⑪（名）孝行。．～na．mUN．孝行
　者。
kookoi’ooko’o⑪（副）しゃも（tauciま，　ta－
　wacii）の鳴き声。
koomutjuN①（他＝raN，＝七i）こうむる。
　「受ける」の謙譲の意に患いる。9UUN
　～．御恩を受ける。
koomisisi⑪（名）．e鹿。◎鹿の肉。
kooree⑨（名）朝鮮。
kooreegusj孤⑪（名）と5がらし。
kooreegus沁kwee⑪（名）かなへび。とか
　げに似た爬虫類の動物。？waatu？oojaa
　ともいう。
kooreemueian（名）kusici？Ukwaasi（祭
　祀用の蒸し菓子）の一種。黒砂糖入りで薄
　茶藍。
koorigasi⑨（名）〔新〕高利貸し。　takadi1一
　miguiの新語。
koorumaa⑨（名）輪回しの輪。また，その
　遊び。
koorumaazh’i⑪（名）輪切りσ円筒形のも
　のを横に切ること。
koorumuN⑨（名）香の物。おこ5こ。　gi－
　1｛iniuN（漬け物）ともv・うQ
kooruU⑪（名）おこうこ。漬け物の小児語。
koosaa⑨（名）指を曲げ，指（中指・人差
　し指）の麗節のとがったところで，こつん
　と打つこと。子供を叱る時に，おでこなど
　を打つ。
koosaa⑰（名）済癬にかかった者。
koosaku⑪（名）〔古〕1〈oosaku？ataiと岡
　じ。
koosaku？atai③（名）〔古］［耕作当］農村
　で，耕作に関する事をつかさどった役人。
　農事係。suugoosak覗？就aiの項参照。
koosi⑪（名）疵癬（かいせん）。ひぜんQ
koesi⑪（名）格子。
koOS沁um鼓⑪（名）∈）格子の枠の間のすき
　ま。㊤絡子戸。
kootii①（名）皇帝。中麟の皇帝。
kootu⑨（名）鳥獣の爪先。犬・猫・鳥など
　の爪または爪先。また，人の手・手先の卑
　語。～taQpirεしkasarijuN　doo．手を弓
　ちひしがれるぞ。～neejUN．（すりなど
　が）手を出す。
kOOW量iv・・U⑨（名）こより。
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koozaa⑨（名）稲の昂種の名。
koozaa⑪（名）霜降り。白と黒がまだらにま
　じ：っていること。また，そのもの。
koozi①（名）∈）こうじ。醸造用に穀物を蒸
　して作るこうじ。㊤かび。～hUCuN．’か
　びがはえる。
kooziN⑨（名）［荒神］告げ口。議書。もと
　は火の神（かまどの神）が天帝に悪事を報
　擁する意。～sjUN．告げ口する。？ujanu
　g’usamaruja　gimitugaN　neraN，　kagi－
　riNnu？azinu　koozimi　sjooci…［親の
　護佐丸や　罪科も無らぬ　勝連の鞍司の
　かうずみしやうち…（二童敵討）コ親の護
　佐丸は罪科もない。勝連の按司が誕霧なさ
　って…（koozimiはkooziNの文語）。
ku一（接頭）　プし。　kunici（＝九臼），　kuniN　（＝九
　人または九年）など。
kuba⑨（名）久慈。（（　aj　））参照。
kuba①（名）びろ5（蒲葵）。しゅろ科の植
　物で，枝は無く，広い葉が長い柄につく。
　葉で，みの。笠・扇などを作る。霊地拝所
　に多い。biNrGO（横榔）とは似ているが，
　別種。
kuba？aagii⑪（名）kubaN？翫giと同じ。
kubaφkasa①（名）kuba（びろう）のおい
　茂っている翌；地。那覇の辻遊郭にあって，
　zurl？Nmaの行列の時，礼拝する。
kubagaa⑨（名）久年川。（（地））参照。
kubagaasja①（名）びろ6（kuba）の葉。
kubagasa①（名）びろうで作った笠。クバ
　笠。主として農罠用で，細くけずった竹で
　形を作り，その上をkubaの葉で張る。次
　の歌は｝〈ubagasaの工程を歌ったもの。
　1〈ubaja　ciNkubanl　dakija　？ahusuda－
　ki，　’」’anij’a　sirakacini　haija　？uNRa．
　［蒲葵や金武蒲葵に　竹や安富祖竹　やね
　や瀬良垣に　張りや恩納3びろうは金武の
　びろうを，竹は安富祖の竹を使い，劇るの
　は（また，骨組みは＊）瀬良垣でして，恩納
　で張って完成する。
1 k曲ihwi多a燃量
kubaga§i⑨（名）蜘蛛の巣。
kuba｛：～ati；juN⑨　（イ也＝raN，＝ti）　〔新〕　1罰
　り当てる。配当する。
kubaimuN⑪（名）配りもの。方方に配って
　分げるもの。
kuba＝juN⑨（他＝raN，＝ti）酋己る。配布す
　る。分配する。配置する。4aa～．席を叢
　りふりする。
kubama①（名）小浜島。八重山群島の島の
　名、また 小浜。《地））参照。
kubamee＝sjiiN⑪（他＝saN，＝ci）節約す
　る。倹約する。？ainidu　kubameesju｝’u・、
　ある時にこそ節約する。
kubaN①（名）小判。昔の金貨。
kubaN2ag畳⑪（名）菓子の一種。？aNdaagii
　と同じ1。昔，金持ちが小判を油揚げして客
　に出したという伝説があるQ
kubaN2agii⑪（名）kubaN？agiと同じ。
kuba？ooziCO（名）びろ5の葉で作った5ち
　わ。次の歌はkuba？ooziをほめたもの。
　lcubanu　hwadu　’3’asiga　mutinasinu
　’jutasja，　？ac．　iqua　sidamasjuru　tama－
　nu？uciwa．［蒲葵の葉どやすが　もてな
　しのよたしゃ　暑さすだましゅる　玉の団
　扇］びろうの葉であるが作り方がよい。暑
　さをさます玉のうちわ。
kubasi①（名）〔文］小橋。／jxさな橋。口語
　はgumabasi。　nakasimanu～watai－
　gur量sja．［中農の／jx橋　渡りぐれしやコ中
　島遊郭への小橋は渡りにくいe
kubi①（名）θ首。頸。～，uurijUN。屈伏
　する。頭が上がらなくなる。◎襟。着物の
　えりくび。husumUNともいう。
kubi①（名）壁。板壁が多い。農村には竹で
　編んだcinibuの壁もある。
kubidaki①（名）首までの高さ。首の丈。
kubidar皿saN①（形）首がだるい。長く上を
　見ていて首が疲れた時などにいうQ
kubigaa①（名）5なじ。首すじ。首の後部。
kubihwilami⑪（名）壁をへだてた隣。
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饗弧題bir量jUN
　＜kubi（壁）十hWi4amijuN（へだてる）。
　～，ゴa學lga？unlL？i　lleN益akaja，　nuj批一
　ma　hwiza｝nitaru　＄imikagul〈uru．　［ee
　へざめやすが思ひないぬ中や野山へざ
　めたる　住家こころ］壁一枚へだてて隣に
　いるが，思っていない仲は野由をへだてた
　住み家にいるのと岡じだ。
kuもiri＝jUN①（自　：raN；＝ti）首をくくる。
　首をつって死ぬ。
kubirizinico（名）織死。　igo．り。
kub登⑪（名）〔文〕蜘蛛。瓢i麟nlakubudeN一
　＄，i　kasi　kakiti　？ueai，　’waN　’winagu
　natuti，judaN　S舞b三mi．［み山こぶだい
　んす　かせかげておちゃい　わ身障なとて
　油断しやべめ］奥山にすむ蜘蛛ですらかせ
　をかけて掬を織っている。わたしは女なの
　だから，うっかりなまけていられましょ
　うか。
盈曲uN①（名）くぼみ。へこんだ所。くぼ
　軸。
kubusiimp（名）子供の腹かけ。金時が駿に
　している形のもの。金太郎。
kuhusim量⑪（名）いかの一種。こぶしめ。
　大型で胴が太く丸い。のぼせ・月経不順な
　どの薬となる。
kuca⑨（名）古知置。（〈地》参照。
kuea①（名）若夫婦が寝室として使う部屡。
　上流家庭のものは’Neucaという。
kuci⑨（名）こち。東風。春先に東から吹く
　風。
飯iici①（名）θ口。～kuujUN。口を潮じ
　る。だまる。～suu5UN・mを吸う。口づ
　けする。sjudUNm圭jarabinu，jttcinll｝’U－
　mu　haguci，　？igika　’junu　kuriti　mil〈u－
　ei　suwana．〔諸鈍めやらべの　雪色の歯
　口　いっか夜のくれて　み口吸はな］諸鈍
　の乙女の雪色の歯をした口，早く臼が暮れ
　てあの美しい口を吸いたい。～加gara－
　sjUN・口をとがらす。不溝そ5な顔つき
　をする。～tu　tookaci・口と斗掻きの意。
余裕のないぎりぎli］の慕らし。斗掻：きでか
　きならしたように，：ts　5だけしかなぐ，少
　しも余らない。～，jaNZu蕪．日がおごって
　しまう。美食癖をつけてしまう。～，ju亭i－
ZUN．口をゆすく“oうがいする。◎職。就
職口。～tumeejuN．職を捜す。㊧食。食
物の分け需。～hwikarijuN．食物を他
の入の分として減らされる。～hwiCUN．
食物の分け前を減らす。？ujanu～hwレ
CUN．（子が）親の分まで食べてしまう。＠
物を出し入れなどする口。biNnu～．瓶の
口。㊧口に出して欝5こと。ごとば。藷語。
～？llujUN．事実がことばを追らの意。縁
起のよいことを書えぱ，その言の通りのこ
　とがあり，悪いことを言えば悪いことが実
理することをい5。～nu’w3karaN・こと
　ばがわからない。ことばが通じない。～
1｛anajUN．日が達者である。また，（長上
　に財し）口答えする。～麟Nd段k3sjUN．
　口をすべらす。需5べきでないことをうっ
　かり口にする。～蹟NsaaraN　munu？ii－
kata．絶婿に口にすべきでないことを醤5
　こと。～捻U，waQsaN．口が悪い。物事を
　悪しざまに雷う癖がある。～hujuN．物
　を言わせてみて様子を探る。それとはなし
　に意中を尋ねる。tasikani　murabarunu
　hjaa　’jaijiga　sikaitu　mii？ubinu　neera－
　N．mazi～huti　saguti　’Ndeo．［たしか
　に村原ひややすが　しかいと見覚の無ら
　ぬまつ口振て撃て見だう（大川敵討）］確
かに村原の比屋だが，しかと見覚えがない。
　まず物を書わせてみてさぐって見よ5。㊨
　（接尾）土語名をあらわす。　語。　？ucinaa－
　guci（沖縄語），’jamatuguci（H本語），
toonukuci（中国語），？uraNdaguei（西
　洋語）など。㊤端緒。はじめ。④（接尾）
　端賦しはじめの意をi湊わす。miiguci（商
　売の口あけ），hal｛aguei（仕事のしはじ
　め），nuuguei（布の織りはじめ）など。
kugi⑨（名）骨（こつ）。頭骨。
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k轍。量sabi’skSars1
kllc董？aQsaN①（形）1：1がJi蚤い。軽軽しく口
　をきく。？aQsaNは浅い。
kuciba①（名）くつわ。馬の口につげる金
　具。
kueibee．・aN①（形）口が早い。早口にしゃ
　べる。また，食べるのが早い。
kucibita①（名）口べた。訥弁。～na．口
　べたな。
k鞭C尚UC嚢⑪（名）春先に東風が吹くこと。
　こち吹きの意。
kucibuuci①（名）ほらを吹くこと。大薔壮
　語。
kueidumi①（名）口症め。他言しないよう
　にとどめておくこと。自分が慎む場合にも
　いう。
kueigani⑨（名）口金：。器の口に付ける金
　具。
kuc纏昆Nsu量①（名）口がかみそりのよ5に
　鋭いこと。口達者。日巧者。
kueigaQsaA’①（形）口が軽い。軽；｛曇しく口
　をきき，秘密をもらしゃすい。
kuc越uci①（名）口口。みんなのことば。
ktユeiguhwaa①（名）ことばが荒荒しい者。
　oが悪い者。毒舌家。
kucig賦hwas晒①（形）ことぼが銃点しい。
　また，口が悪い。毒舌を吐く。
kuclgurvuma①（名）日車。興r沁u～？u－
　cakU？ucinusi七L女郎の口車，お客うち
　乗せて。
kuelgusi①（名）1：癖。
kueigutii①（名）口論。言い争い。口げん
　か。
1〈ucihagOOsaN①（形）llぎたない。物の雷
　い方が卑しい。’
kucihwiNkee①（名）llではむかうこと。口
　答え。
kucikWiNtoo①（名）口返答。口答え。　ku－
　cihwiNkee（羅はむかい）の方がやや積極
　的反抗。
kucijaga】【nasjaN①（形）口やかましい。小
　言ばかり雷う。
kucikaraz菱G）（名）口と髪の意。次の句で
　用いる。～，janUN・子供などを叱り続け’
　て疲れる。／1、誉を逢い続けて頭も痛くな1
　り，口もだるくなる意。karazi（髪）はこ
　の二合，頭の意か。
kuc汰a寡①（名）∈）口数。ことば数。　o飯
　を食5口の数。すなわち，人数。
kueiki⑪（名）朽木。
kucimaai③（名）撰実。言いのがれ。逃げ
　口上。文語はkucimigui。
kueimaasaN①（形）食欲が幽て，何でもお
　いしい。病気の贈爵時などにいう。kuci－
　niisaNの対’。
kucimigui⑪（名）こ文〕kし1cimaaiの文語G，
　？uhu？1ユmini　？UV三tl　sjuukmunigatijari，
　hwahwa旗？iru？iruni～katara．［大
　海に下りて潮汲みがてやり　母や色々に
　口めぐり語ら（孝行之巻）］海に降りて潮
　を汲みにとか，母にはいろいろ獄実を言隷
　50
kucinasien（名）くちなし。櫨物名。　kazi＿
　n蒐a3aaともいう。
kuciniisaN①（形）食欲が無い。
kucinoosi＠（名）口薩：し。にがい薬を飲ん
　だあとで砂糖をなめるなど。
kucillumee⑨（名）自分ひとりがやっと食
　べられるだけの働き。
kueinullu①（名）口癖。いつもふた欝欝に
　は言い賜すよ5なこと。illの縞（’UU）の意。
kucinu2waa｝）i①（名）口先。うわべだけの
　ことば。　　　　　　　‘
kuc量？NbusaN①（形）口が重い。話がへた
　である。訥弁である。
kuc藍Nda⑥（名）東風平。｛（地》参照。
kugiruzi①（名）くつろぎ。
ft giru＝zuN①（自＝gaN，＝zi）くつろぐ6
　体を休めて，のんびりする。
kucisab圭QsaN①（形）羅がさびしい。空腹：
　といらほどではないが，何かを口にした：
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　い。
kucisaci①（名）口先。本心でなく，うわべ
　のことば。
kuφsaN⑰（形）苦しい（のどをしめられた
　時など）。また，つらい。情ない。やるせ
　ない。
kucisiba①（名）うわさ。評判。　m唇の意。
　si｝〈iNnu～nHkakajuN．批間のうわさに
　のぼる。悪いことの丁合にいら。
kucisiru①（名）唾。よだれ。口の中にた
　まった唾液。～ziizii．よだれをたらた
　ら。
ku9剛猛Nkee⑭（名）骨をお迎えするとと。
　よそに葬った骨を，改葬するために持って
　来ること。
kugi2！meii　Ct，（名）墓の移転の揚合など，骨
　を移すこと。
kuci樋遮oosaN①（形）えぐい。口がえぐい。
kuciiaNSIptT①（名）白三味線。口で三昧線
　（saNsiN）の音をまねること。
k謹C戸棚kui⑪（名）珂か少し：食べて食欲をそ
　らすこと。たとえば外出の時，ほんの少し
　食べて，食事をした気分を作って出かける
　こ：と。～sjUN．
kucoece（名）故郷。普通はsiltlaという。
　～nu　nagurinu　taCUN。故郷力帽に浮か
　ぶ。◎帰郷。～sjUN．帰郷する。
kugub量⑨（名）いぼ。皮1葭に盛り上がって
　できるいぼ。
kuc“gu＝卸iN哩〉（他＝raN，＝頓）　くすぐる。
kueukucu①（感・副）こちょこちょ。人を
　くすぐる時にいう語。～kucugujuN・こ
　ちょこちょくすぐる。
ku＝CUN◎（gl　zataN，　＝Qci）朽ちる。くさ
　ってこわれる。
kucuwsija⑪iatS’niiy①（句）（文〕［餌惜し
　や残念］降惜しや残念。組踊り尾語。
kuda＝CUN①（他＝kaN，＝ei）砕く。うちこ
　わして纈片にナる。
kudaguu⑨（名）機織りの器具の一つ。緯
　糸を巻きつけて綾（ひ）に入れる小さい
　管。太綿糸・絹糸用で，芭蕉糸やtUNbja－
　N糸用のkuudagUUS圭より小さい。
kudaiO（名）e下り。高所から低所へ降り
　ること。O下り。首里からいなかへ，ま
　た，本土から沖縄へ下ること。
kudaikuδuci①　（名）　［二一］ドり　口説］　tabiku－
　dueiε出遅説］の項参照。
kudaka⑪（名）久高島。沖縄本務南部知念
　崎（ciniNzaci）の東方にある翻。また，
　久高。（〈　ag　＞＞参照。
kudak韮⑪（名）この高さ。こんなに高く。
kudaki＝jUN⑪（g　＝raixr，　＝tl）砕ける。　こ
　われて細片となる。
k磁am董⑨（名）e踏み台。高い所のものを
　取ったりするための台。◎地機の道具の一一一一
　つ。足をかけるもの。◎縁の外にある，は
　きものをぬぐ石。くつぬぎ石。踏み石。
k羅dami＝juN（］）　（イ也　＝ra．N，　＝ti）　踏む。　踏み
　つける。
kudas董①（名）下痛。
kudasigusui①（名）下剤。
kuda細uN④（他＝saN，＝ei）e下す。本土
　から沖縄へ，また，首里からいなかへ，
　人・物を送る。◎下痢する。
k磁ee⑨（名）仏壇にあるff’。一番上の台に
　位牌を安置し，二段匿。三段目の台には供
　物を供える。
k秘di①（名）一族を代表する神官。？ukudi
　ともいう。その項参照。
kudikiN＠（名）久手堅。＜＜　tW　））参照。
kuduci　en（名）こ藏説］歌謡の一一種。一一種の
　叙事的な歌謡懸。もとは教訓を含めた歌
　で，だれにでも歌いやすい調子のもので
　あったが，のち，教訓の意を含まない流行
　i歌もできるようになった。数節の謡講を岡
　じ曲譜で歌う。巷間にもてはやされたもの
　としては，？iciNkuduci［意見口説〕，　ta－
　bik磁uci［旅iコ説⊃（nubuikudwei［上り
　口説：］とkudaikuduci．［下り口説コより
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　なる），sieikuduei［四季目説］，　kurusi－
　makuduci〔黒島口説］などがある。歌詞
　はほとんど全くB本語の沖縄読みで，七五・
　七五の連続より戒る。
kuducibeesi⑨（名）こ口説ま自子］口説（ku－
　duci）の歌詞と歌詞との間に，舞踊する者
　が即興的に入れる文句。本土のはやしこと
　ばのように短いものでぽなく，八入調や入
　六調などのことばをたくさん統ける。新築
　の祝いには家塁を賛し，還暦祝い・生年祝
　いには長寿を祝福し，子孫繁盛を祈願する
　など，才人でなければできない。
kugac埴）（名）古我知。（（地》参照。
kugani①（名）こがね。黄金。
kuganiganasiimee①（名）王世：子をさして
　いう敬語。皇太子様。
kuga壌2伽ig創唱量漁（名）金の捲輪。
ku．・・ani？iibinagii①（名）kugani？iまbiga－
　11iiと同じ。
kuga賑鼓⑪（名）橘。こがね色の実がなるの
　でし・う。學iikwaasjaaともいう。：初夏，香
　り高い白い花が1羨く。未熟の酸味の強い青
　い実は，芭蕉布をさらすのに用いる。
kuganiikunibu⑥（名）kuganiiと岡じ。
kuganikamisasi①（名）金のかんざし。男
　子用。王・王子・按驚が用いたもの。ka二
　mlsaslの項参照。
kugani2uduN①（名）首塁城の建物の名。
　？U9賂ikuの項参照。
kuga聡纏eeku（①　（名）　1｛ugani7yeekuu　と同
　じ。
kuganigeekuuen（名）飾り職。金属でかん
　ざし・金具などを作るのを業とする者。
kuganiziihwaa①（名）金のかんざし。女子
　用。？uminaibiおよび？aQtooganas圭i－
　mee，すなわち王女以上の身分の女がさし
　たもの。ziihwaaの項参照。
kug搬炉s麺N①（他＝saN，＝ci）焦がす。焼
　いて黒くする。
k秘ga蝋＝jliNPt　（自＝raN，＝犠）（∋焦げる。
　◎恋いこがれる。
kugarizini①（名）こがれ死1こ。恋いこがれ
　て死ぬこと。
kugasi⑪（名）水につけておいた米をすり
　つぶし，水にといたもの。その煮たもの
　（niikugasi）は病人・老人などの流動食に
　し，なまのままのもの（namalscugasi）は
　悪酔いをさますのに用いる。
kugata⑪（名）こちら側。こっち。？UNna－
　daki？aga七a　satuga？Nmal－izima，　mu－
　iN？usinukiti～nasana．こ恩納岱あが
　た里が生れ島森も押のけて　こがたな
　さな］恩納岳の向こう側は恋しい方の生ま
　れ故郷，あの山も押しのけてこちら側にし
　たいもの。
kugatoo⑨（名）こんな遠方。この遠さ。
kugee⑥（名）kugeeiと同じ。
kugee①（名）祉交。交際。付き合い。「公
　界（くげい）」から転じた語（伊波普猷）。
　多人数相手の場合をいう。個人的な交際は
　hwireeとい5。～sjUN。たくさんの人
　を招いてごちそうする。
kugeei⑪（名）el動くこと。揺れること。
　揺れ。◎寝返り。
kugee＝jUN⑨（自＝raN，＝ti）θ動く。揺れ
　る。huminu～．船が揺れる。◎寝返りを
　5つ。
kugeez娘①（名）訪問着。晴れ着。
k孤geez轄④（名）交際費。社交費。
kuganii＝jUN⑪　　（他＝raN，＝ti）　慎む。慎
　重にする。うやうやしくする。
k鷺9細ku⑪（名）小城。《鋤参照。
kugllsiku⑪（名）県外。《地））参照。
kugsvagi⑪（名）九月。　kUNgwagiともい
kuhuu①（名）くふう。～sj麟．　Lう。
kuhwq一一（接頭）堅い・柔和でないなどの意を
　表わす。kuhwamuei（竪い餅），　kuhwa－
　giburu（堅い頭，男の頭をさしていう），
　kuhwahwizi（つっけんどんな返事）など。
kuhwaa⑥（名）毒蛇の一種。はぶ（habu）
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　に似ているが，はぶより短い。
kuhwaa⑪（名）堅いもの。
kuhwabanli⑨（名）強くはねのけること。
　荒荒しく姫絶すること。
kuhwag⑩（名）小波津。（（地》参照。’
kuhwagiburu⑪（名）堅い頭。男の頭をさ
　していう。
kuhwaeiis｛⑰（名）植物名。「沖縄産有要植
　物（金城一郎）」には「しまほう」「こぼで
　いしjとある。葉は円形で，径15センチく
　らいに達する。墓の庭に植える。人の泣き
　声を聞いて成長するといわれている。材は
　良質で建築用。器具用。葉は紅葉する。
kuhwadisaO（名）〔文〕kuhwadlisiの文
　語。　～nu　？ugici　madumadudu　tijuru，
　’jusumi　inadu　hakati　siRudi　？imoyi．
　［こはでさのお月　まどまどど照ゆる　よそ
　めまどはかて　しのでいまうれコkuhwa－
　diisiの簗陰に照る月はところどころにし
　か照らぬ。人のRのすきをねらって忍んで
　いらっしゃい。
kUkwadoor量⑪（名）Rごろ捧の強い看が急
　病で倒れ，あるいは急死すること。
kuhwahWizi⑪（名）つっけんどんな返事。
　怒りをおびた返事。
｝cuhwa＝juN⑨（自＝raN，＝ti）e（柔らかい
　ものが）堅くなる。固まる。kuhwatooN。
　（＝kuhwaku　natOON．）［i蟹まっている。㊥
　仲が悪くなる。不和になる。ktzhwateON・
　不和である。㊧こごえる。寒さで体が堅く
　なる。⑲目がさめる。また，霞がさえる。
　眠れない。mii～．冒がさめる◎
kuhwaniucimp（名）整い餅。
k曲waN⑪（名）［籠簸］単記の揚合の花油
　（hanagunii…洗い清めた米）を盛る器。
　丸い重箱の豊つ璽ね。普通は？ukuhwaN
　という。もともとは，その中に入れた米の
　意。
kuhwaNgwa⑨（名）小波蔵。（（地〉）参照。
kuhwaNgwa⑪（名）古波蔵。（（　ag　））参照。
kuhwasaN⑨（形）e整い。？uudunu～．
　ふとんが堅い。◎仲が悪い。不和である。
　？anu　miituNdaa～．あの夫婦は仲が悪
　い。
kuhwasica⑰（名）小闘1【。㈱》参照。
kuhwazii’i＝juN⑰（自＝raN，　＝ti）すっかり
　固まる。堅くなりきる。腫物などがうんで
　から，堅くなる揚合などにいら。
k曲wa騨usii⑨（名）炊きこみ御飯。いろ
　いろなものをまぜ，味を付けて炊いた飯。
　単に脚U學iiともいう。
kuhwina⑰（連体・名）この大きさの。こ
　のくらいの。また，こんなに大きい。～一
　mUN．こ 大きさのもの。これくらいのも
　の。～nu　111UN．こんなに大きいもの。～一
　？uza．こんな貴い御座敷。
kuhwiN⑪（名）小瓶1。酒・水などを入れる
　小さい窺一心をいう。多くは晦製。
kui⑨（名）〔文〕恋。？ikana　tiNziku1即
　？unitaeimi　？uzoN，　一vnu　miei　’jariba
　？akidu　s3u3uru．〔いかな大盤の　鬼立の
　御門も恋の道やれば明きどしゅゆる（手
　水之縁刀どんな天竺の鬼の立っている御
　門でも，恋の道なら開きもしよ5。
ku養⑥　（名）古宇利島。沖縄本島：本綿半嘉菓
　北：方にある小癌。また，古宇利。継翻参
　照。
k磁もur量⑥（名）恋に狂った者。：女について
　いうことが多い。一buriくhuvijuN。
kuihai①（名）ぶつぶつ。不平をいうさま。
　また，不平。kujaahajaaともいう。～
　s5UN．ぶつぶつ醤う。
lguihuni⑰（名）くり舟。丸木舟。一本：の末
　をくりぬいて作った舟。鎌N頂ともいう。
　siNni　一一nu　？icuTu　tuke　’jariba，
　kijuja？Nzi’ugadi？acaja　cugliga．〔す
　んねくり舟の　行きゆる渡海やれば今日
　や行ぢ拝で　明隣や来ゆすが］くり舟の行
　ける海だったなら，きょ5行ってお会いし
　てあすは帰って来るのだげれど。
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kuihwlei①（名）いたく後海すること。kuu－
　kweeより後悔の度合が深刻。
kuika⑪（名）恋歌。
k面kee＝」ガN⑨（他＝vaN，ニti）くり替える。
　ふり替える。
ku…keeΨ旺U⑨（名）くり替え。支払い先の決
　まった金を一時他に流用することなど。
kuikeesige’esi⑨（副）くりかえし。何度
　も。
kuikee＝sjUAr⑪（他＝saN，＝ci）くり返す。
kuii｝温asii⑪（名）やりくり。融通。
kii壼niaa＝sju「N⑪（他msaN，＝ci）融通す
　る。やりくりする。
ku圭mee⑪（名）機織りの器具の名。十字形
　の中心に軸があり，kana（かせ糸）をか
　けて翻転させ，糸を繰るもの。
k磁mu｛醸＝slガN⑪（他霜aN，＝ci）〔文〕く
　りもどす。また，　くりかえす。’jujurU
　tusi　mudusi　’wakaku　nai’arijumi，　kui－
　muduei　mibusja　hananu　nnukasi．　〔審
　ゆる年庚ち　若くなられゆめ　くり旋ち見
　ぼしや　花の昔3憲る年1を目して若くなれ
　よ5か。花の昔をくりもどして見たいもの
　だが。
ku韮z三⑪（名）〔文〕恋路。
ku量zinaa⑪（名）kuiziNの卑語。
kuizlN⑨（名）恋に浮き身をやつす者。恋
　に夢中な者。
k痴a⑥（名）敦〕こうや。紺屋。普通は
　sumim｝INjaaという。？asazi　kuN7，umi－
　nu　？iruwakiN　neyaN，　sumiwakaci　ta－
　bori～nu？ayuzi．こ浅地紺染の色わけも
　ないらぬそめわかちたばうれ1紺屋のある
　じ］浅く染めるのと濃く染めるのとの色分
　けもこちらではできません。こうやの主入
　さんそちらで染め分けて下さい。
kiijaaha．iaa①（名）ぶつぶつ。不平を言う
　さま。また，不平。～nu？uhusaN・不平
　が多い。　　　　　　▼
kujami⑪（名）海み。人の死を悔んで言う
　ことば。～？jUN．お梅みを雷う。
kuja＝nuN⑪（他＝maN，＝di）梅む。後悔
　する。cimunu，januNまたはkuulcwee
　sjUNの方を多く用いる。また，お悔みを
　言う意では1〈uja｝ni？jUNという。
kujoo①（名）0供養。死者の霊の供養。
　◎供養。墓を作る，矯をかけるなどの石
　普請をする時，その落成に際して石の神
　を祭り，供物を供え，祝儀をすること。
　haka・nu～（墓の供養），　hasinu～（橋
　の供養）などという。
k疑joo①（名）蕃労。心労。
kの磁①（名）〔文〕今育。今夜。搬masa－
　kanu　　～　tuija　？utaru七UN，　sibasi
　？εしkigumuni箆asaki？al’alla．［たまさ
　かの今宥　鳥やうたるとも　しばし明雲
　に　情あらな］たまに会う今宿であるか
　ら，鶏は時を告げても，しばらくの間夜明
　けの雲に情があって，夜が明けないように
　してほしいもの。宜湾朝保の歌。
ku．ill・lli⑪　（名）麿。　旧暦は　？ucinaaguju一一
　111i，碧了暦は　，ja1鍛atugu3Umi　という。
ku擁醸⑭（他＝x’aN，　＝t・i）繰る。1：alla～
　かせ糸を繰る。
kukaru⑨（名）小鳥の名。4～5月ごろ姿を
　見せる。凶鳥として忌み嫌われている。
kuku①（名）e仲が悪いこと。剋の意。
　ねru垣a　zirUutu～・太郎は次郎と仲が
　悪い。◎食：いあわせ。？aNdamuNtu　hwi－
　zur ，4ee～．油こいものと冷水は食い
　あわせ。
kuku①（名）〔文〕穀物。穀の意。
一kuku（接尾）石。一斗の10倍。？ieikuku
　（一石），nikuku　c砥石）　など。
kukuba⑨（名）国揚。（（±kl　））参照。
k猛k曲猛⑨（名）閣分。鹿児島の地名。
ku回目。量⑪（名）気持ち。気分。心地。～nu
　’waQsaN．気分が悪い。
kukug三⑪　（名）謬劉廣1。
kukugaku①（名）〔附語］首里の龍課池畔
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　の松峰に尚温王の時（1858年）に設けら
　れた国立の学校。障みずから「海邦身繕」
　の額を書き，教育を奨励した。
1£ukui①（名）θしめくくり。まとまり。し
　まり。◎くけ縫い。
kuk孤孟baai①　（名）　くげ針。
kukuijakii①（名）〔総り役］しめくくり
　役。まとめ役。
kukii＝jUN①（他＝vaN，；ti）e結ぶ。結ん
　でまとめる。一一・k9一にまとめる。，ututu～。
　離縁していた妻を和解させて夫と一緒にす
　る。また，死後，別に葬られていた妻の骨
　を，夫の骨と一緒に，一一つの骨がめに入れ
　る。◎（裁縫で）　くける。㊤しめくくる。
　結末をつける。
kuk服m樋⑨（名）つぼみ。
kukum｛E＝ji｝N①（歯；raN，魂i）（花が）つ
　ぽむ。つぼみとなる。coosjUNIIu　l｛uku－
　mutOOPt「．ばらがつぼみをもっている。
kukun撫噸①（名）織機の籏（おさ）の種類
　の名。九読みの意。経糸720本を通すも
　の。またそれで織った布。hudueiの項参
　照。
kukumi⑨e（惑）ここの。九つ。声を出し
　て数える時にのみい5。◎（接頭）kuku－
　nukeeN（九回），　kukunuhwani（九羽），
　k競ku捻ukumui（1銭8厘：）など。
kuku鷺u誓書⑪（名）e九。ここのつ。◎蟹。
　夜の12時。
kukunul“aN⑨（名）生後九か月霞に行な5
　食：べ初めの式。赤飯をたき，ンjugig“N（そ
　・の項参照）のごちそうをする。その子供に
　はおかゆのような柔らかい飯を食：べさせ
　る。
k縫kunukumu⑩（名）1銭8厘。ziN（銭）
　の項参照。
kukunukmnuigiiN「zttuen（名）1銭9厘。
　ziN（銭）の項参照。
kuk秘＝丑uN⑥（他＝maN，＝di）目に含む。
　口にくわえる。口でしゃぶる。cii～．乳
　をしゃぶる。
kukunutai⑪（名）九人。まれな語。普通
　はkuniNという。
kukunutuguazuu⑰（名）四十九歳。’謳翫
　noo～najUN．来隼は四十九になる。
kukUNgakiev（名）口移しに酒を飲ませる
　こと。含み酒の意。臨国頭地方などで男
　が女に対してこうする風があった。
kukuoo①（名）岡王。
k｛驚kur段k量⑨（名）むなやけ。君藷などを食：
　べ過ぎた解合などに胸がやけること。
kukuvi⑪（名）注意する心。気をつける心。
　屠心。～n媒？aru　Qcu．気をつける人。
　注意心のある人。
kukurii⑪（名）心得ること。心得。理解。
kukuri＝juN’⑨（イ池＝xaN，＝七i）気を付ける。
　周心する。注意する。kukuriti？aQki
　，joo．気を付けて歩けよ。
kukuru⑪（名）心。精神。心情。意志。cimu
　（肝・心）と意味はほとんど準じだが，
　cimuを多く幽いる。～nu，NkaaN．心が
　向かない。しょうとする意志がない。～nu
　nuriraN．気乗りがしない。また，納得し．
　ない。～？uci？akijUN．心を打ちあげる。
　～nu　sibasaN．心が狭い（cimunu　siba－
　saN　ともい5）。　～nu　suku．心の底
　（cimunu　SUkUともい5）。～nu　tuuki一・
　raN・心が解けない，釈然としない（ci－
　munu　tuukiraN　とも、・う）。～’3“ru－
　sjuN・安心する，心をゆるめる（cimu
　’juyusjUNともいう）Q1〈ukuroo’3Uズusa－
　raN．安心できない。
kukuru？ati⑨（名）心あて。心で期待する
　こと。
kukurubeesa“’⑪（形）昌ざめやすい。睡
　駅中，ちょっとの物音ですぐ葭をさます。
　cimubeesaNともいう。
k服kurugak遍葉1N⑪（イ也＝raN，；もi）心掛け
　る。また，励む。gal〈umUN～。学問に
　励む。
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kukurugawai⑪（名）心変わり。変心。
kukuru？ir量⑪（名）好意。親切。心をこめ
　ることQcimu？iriともいう。
kukurujaQsaN⑰（形）心安L・6気づかいが
　ない。安心である。
kukuruml⑪（名）試み。ためし。
kukurumuci⑰（名）こころ持ち。気持ち。
kuku「umutunasaN③（形）心もとない。
　不安である。きずかわしい。
kttkuru？iibi⑨（名）心覚え。心に記憶して
　おくことoeimu？ubiともL・う。
kukuvugasi＠（名）こころざし。志。
kuk礎a多掘⑰（名）心付け。僕碑に手当て
　として与える金無。また，物晶を収納する
　役人に対する心付げをもいら。
kukuruz一蓋kijaltu（百）　　（名）　　　［’らイ寸陰受：｝　　1｛二urεし一
　jakUと同じ。受け取る物恥のうちから心
　付けとして上前をはねることが公然と許さ
　れていたのでこういう。
kukutimiNgwaa⑪（名）潤まい。目がくら
　むこと。脳母野L。獄iikuragaNともい努。
kiikutimiNgwl　an　（2i）　1〈ul｛utiniiNgwaa
　と岡じ。
kukntimiNgwi＝ju’“’＠　（fi　＝yaN，　＝ti）　va
　まいがする。爵がくらむ。脳貧愈を趨こす。
kukutirusaAT⑰（形）［：文3やるせない。5
　らさびしい。masi　kumati，uriha　ku－
　kU七irUSa　？amunu，　？usukazitu　¢iriti
　sinudi？il’ana．　Eませこまて居ればここ
　てるさあもの　うそ風とつれて　忍でいら
　な］引きこもっているとさびしくてたまら
　ないから，恋入のところへそよ風と一緒に
　こっそり入り込もう。
kuku？u⑨（名）穀雨。＝二十四節の一つ。
ku珊a⑪（名）熊。沖縄にはいないが，話や
　毛皮などで知られていた。
kuma①（名）∈）ここ。こちら。この揚所。
　～’iCOON．（ここにすわっている意）イ・
　しっかりしている。思慮がある。ロ。家に
　落ち着いている。（放蕩者が）遊びに出歩か
　ない。◎あなたさま。また，このお方。こ
　ちらさま。貴人に対する二人称および三人
　称。kumaa七aa，jaimigeeega．あなたさ
　まはどなたでいらっしゃいますか。
ku　nageei⑪（名）寝返り。
kumaguma⑨（名）こまごま。詳細なこと。
　～nu　haRasi。こまごまと詳しい話。
kuma＝juN⑪（自＝raN，＝ti）こもる。籠居
　する。また，女工屋に居続ける。
kumakiiev（名）砕けたかけら。細かいか
　けら。tamUNnu～．薪を割った時に出る
　i薪のかけら。eaanu～．茶の粉になった
　もの。1〈wasinu～．菓子のかけら。
kummnuti⑪（名）こちら側。こっちの方。
kumarglcaa⑪（名）kurikaaと同じQ
k麗m3saN⑨（形）（所帯の持ち方などが）つ
　つましい。？avasaNの対。　sjuuteegu－
　masaNともい5。　hwiiziija　1〈uniasa
　sjOGti，　nuuganaNdi？iinee，？umieiQtu
　φka担N．平常は倹約していて何かという
　時には，囲いきりょく使5。
k mee｝ci①（名）0つつましやかなこと。
　質素。倹約。◎綿密。細心。詳細。
kumeekijaa①（名）e倹約家。しまりや。
　◎物事を丁寧にする者。細かい者。
kumeeki＝juN①（弛；1・aN，＝ti）㊦つつまし
　くする。倹約して質素に暮らす。ziN　kU一
　　　　　　モ　iiieekiti　gil〈ajUN．金をつつましく使5。　．
　◎細かく溢意を払5。また，詳細にする。
　hanasi　kumeel〈it，i　cika寧ee．話を詳しく
　聞かせてくれ。
k孤mi⑨（名）e組。仲聞。同義語のkuna
　は組織する・まとめるなどの動作性の意を
　も含む（kuna　sjUN．組織する）。～na－
　jUN．組になる。～gUl〈UjuN．組を作る。
　◎組。一一揃いのもの。㊨（接尾）組。ZU捷
　baku　cuk媒mi．璽箱一組。
kumi⑨（名）米。
ku1癖2areem垣⑨（名）米のとぎしる。し
　ろみず。ku迅inus鋤uともいう。
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k翌磁φz量⑨（名）米駐。
kum量daara⑨（名）米俵。
kumigaN⑨（名）米の粉で作った事蹟のよ
　うなもの。
kumigasira①（名）［与頭］組の代嚢。部落
　内の親族集団，耕作組，砂糖組などの代
　表。muragasiraの項参照。
kumigura⑪（名）米禽。
kumi＝jUN⑨（他＝raN，”ti）押し入れる。
　（かご・棚などの中へ）入れる。「こめる」
　に短応ずる。
kUln瓶a照①（名）こめかみ。
ku1癬kaNgoojaku⑥（名）こめかみこうや
　くの意。頭痛のする時に女子供がこめかみ
　に貼るこうやく。
kumimacija⑪（名）米穀店。米屋。
kuminukuu⑪（名）米の粉。
kuni三nusiru＠（名）米のとぎしる。しろみ
　ず。kumi？ayeemigeiともいう。
kuminutama「zh．i①（名）〔久米二闘切］久
　米島の二つの間切。すなわち具志川（9U－
　sicaa）錦切と玉響ξ巨（naka7vatu）間切。
kuiniN＝c臓N①（他＝1｛aN，＝ci）汲みこむ。
　（水がめなどに水をたくさん）汲んで入れ
　る。
kuni量N＝CUN①（他書kaN，罵ci）踏み込む。
　踏み入れる。hwisja～．足を踏み入れる。
kumiraa（①（名）kumiruと岡じ。
kumiE’u⑪（名）くいな（水鶏）。稲鶏などで
　小魚。小宴を食：う水鳥。体長30センチたら
　ずで褐色。
kumisi⑨　（名）　米噸。　（〈地＞＞参照。
ku㎜itati＝jUN⑰（他；raN，”ti）組み立て
　る。
kumgti⑨（名）組み手。唐手で根手と組ん
　で戦う練習法の名。
kumitu＝juN①（他＝raN，＝ti）汲み取る。
kumiu虚ui⑪　　（名）　〔組躍　o　総踊］　s中縄の古典
　劇。能と歌舞伎とを折衷したような形式を
　もつ楽劇。台調・地謡とも韻文であり，闘
　の物・道行き・踊り・立ち回りなどいろ
　いろのものが組み合わされている。日本本：
　土の能の影響が見られる。廃藩構は瀦営の
　麟，すなわち国劇であった。：享保4年
　（1719），尚敬王の時の騰園外（正使海宝，
　副使徐藻光）が渡来した際，その歓迎のた
　めに玉城朝薫（tamagu＄iku　COQkUN）が
　躍奉行ぐu5uibuzoo）に任ぜられて，組躍：
　：五番（kuuniu（lui　gubaN）を創作した。
　組躍五番とは，m撫arusii〔銘逗子］，
　S3U観sixka滋？iri［執心暦博］，　kookQonu一
　塒3e江孝行之巻］，，u勲amunugurui［女．
　物狂］，Ri（　ooもici？uei〔二童敵討］であ
　る。ほかに有名なものとしては，田里（ta－
　satu）作のmaN多ai［万’歳］，　zisiNMU－
　nugatai［義臣物語］，？uhugu＄ikuku多irl
　［大城崩3の三番，平屋明朝敏（h糟sica
　coobiN）のtimi多inuiN［乎水之縁］，高
　宮城（takamjaag’usiku）のhana？uinu一一
　iN［花売之繍，古堅（｝1Ul’llZiN）ほか数
　名の合作のcuukoohuziN［忠孝夫人あ
　そのほかに，ZUNeiNnukwaN〔巡検之
　官］，cuuslNmigawai［患臣身替］，　tiN－
　gwaNwaka？azitiei？uci〔天覧若按司敵
　討］，ni多aNwabukuじしl．＄薩］，　sim鼠i－
　tici？uei　こ姉妹敵討］，　gikahwinajuuci
　こ束辺名夜討］，mutubutaihwara［本部
　大腹］などがある。国劇であったから，政
　庁の役回が中心となって，貴族の子弟から
　抜擢された貴公子が役者となり，羅費を投
　じて数刻におよぶ練習ののち演ぜられたの
　であった。廃藩後は一般公衆のものとして
　公演されるようになった。
kum蓋Z量珊a⑪（名）久米島。沖縄本島西方の
　島b
kumu⑪（名）雲。
kumui⑰（名）池p沼。自然のもの・人工
　の溜池のどちらをもいう。庭園の池は？ici
　という。
ku㎜ul⑪（名）掛り。
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一lguniui（接腱）金銭勘定の単位。2厘。　ziN
　（銭）の項参照。cukumui（2厘），　taku－
　mui（4厘）など。
kumulbatamp（名）池の端。
kumuidiNe菱⑨（名）藝りの天気。曇天。
knmu＝」　vN　t）（霞1＝raN，＝ti）藝きる。
kimmuztia①（名）あばた。また，あばたの
　ある者。maazaaともい5。
養殿1muz量④（名）あばた。
kumunki⑪（名）〔文］雲の切れ霞。雲の絶
　え闘。
勧m轟⑪（名）組、kumiの項参照。～kU一
　獄UK．組を作る。組織する。　sjuiganafi　i－
　medei　nallallu～．［首里力口那志美公事
　七の組］〔文］首黒三E域に仕える七つの組。
　すなわち，？wee1く飢ab迂親方部］二人，
　？u7，asicisjUtz［御座擦文衆］二入，？ataipe－
　eciNta［当親雲上たコ：二人，　sidupeeciN－
　ta　e勢頭親雲上た］二入，　gusluiNpeeci－
　Nta［御書学理雲上た］工人，　satunusita
　［里之子た］二人，cikudUNta〔筑登之た］
　二人，giree？akugaN〔家来赤頭］七入（真
　境名士興による）。役臼の下につく一taは
　複数を表わす接尾辞。
kunaa＝sjuN①（他＝saN，＝ei）踏みつける。
　踏みにじる。踏み荒らす。
kttnaha＝．inN①（霞：ra“T，就i）並ぶ。二つ
　のものが一線にそろう。また，肩を並べ
　る。優劣がない。
kunabi＝juN①（他＝raN，二ti）並べる。並
　べて比べる。比較する。
k皿n3gi⑨（名）この長さ。こんなに長く。
kuna；sjuN①（他＝saNt＝ei）e踏みつけ
　る。◎（入を）踏みつけにする。（弱い者を）
　あなどり，しいたげる。㊧消化する。（食：
　物を）こなす。⑲耕作する。耕して十分土
　の手入れをする。’waN’warabitumtzti
　kunasJ’uraba　kunasi，　1〈unasidanu　？N－
　ninu？abusimakura．〔わんわらべとも
　て　こなしゆらばこなせ　こなし国の稲の
　あぶしまくら］わたしを子供だと思ってい
　じめるのならいじめよ。よく耕された田の
　稲はあぜを枕にするほど実るのだから。
　＠（受身の形で）修養を穣む。鍛練を経
　る。kunasaQもooru　QCU．修養のできて
　いる人。
ku鍍eeda⑨（名）この間。先H。先ごろ。
kNneedaNsi①（名）近ごろ。最近。この閲。
　～nu　kutu？a酒？ica七aN。この闘彼に会
　つた。kuneedaN寧ee．近ごろは。
k毫mee睡夢貰⑪（自＝raN，＝ti）（∋こらえる。
　我慢する。kuneeもi　tUi’a＄ee．我慢してお
　くれ。◎（けんかしてのち）仲採りする。
　すなわち，こらえてけんかをやめる。dii
　kunee！ra．さあ，仲直りしょ5。
kun廼）（名）e｛二二。落離。村。sima，　rr1Ll－
　raなどと同じ意味。綾合語に，　hanagU－
　ni（芸能のさかんな村），　karigU癒（寒村）
　など。◎封土。領土。知行所。知行として
　もら5村。⑬故郷。郷土。出身の部落。㊧
　園。国家。
kunibuan（名）オレンジ類の総称。みかん
　など。kaabucii（実の皮が厚く，汁が少な
　くう甘いもの），？OO’tOO（実の皮が薄く，
　汁が多く，すっぱいもの）などの種類があ
　る。
k篭mlC量①（名）ここのか。月の九番目の臼。
　また，一Eの九倍。
kunicoodee①（名）血縁関係のない他人同
　志でいて，まるで兄弟のように似ている
　者。他人のそら似。coodeeは湖海。
kunihjaa⑪（名）kunuhjaaと岡じ。
kunija⑨（名）θこの時分。今ごろ。，jaa－
　Nnu～．来年：の今ごろ。◎こんなに遅く。
　こんな時間。～maakaiga．こんなに遅
　くどこへ行くのか。～，jubukasani’wa－
　rabigwinu　？asiga，　？itu　husizidemg－
　nU，？isuzi　cikani・［こねや夜ぶかさに
　わらべ声のあすが　いと不思議だいもの
　急ぢ聞かね（執心鐘入）コこんな夜ふけに子
333
ku簸蓑nμ7．uku
　供の声がするが，実に不思議だ。急いで
　行って聞いてみよう。
kun量nu多uku①（名）∈）国の風俗。◎村里・
　郷土の風俗。土俗。
kunir　da③（名）久米村。（（　pa　））参照。
kun董rl＠（名）〔古〕［こねり3舞踊。オモロ
　などにある語。
kun量s蓋⑪（名）睡1吉。（〈地》参照。
kuBiwaa①（名）三内。属の広さ。
ku蛾服u①（名）国中。麟全体Q
kunu①（連体）この。～sjumugi．この
　塞。
kunueaem（名）この歳。この老境。　kunu一一
　jucaともL・う。
kunuguru①（名）このごろ。
kunuguruNei①（名）このごろ。咋今・。最
　近。～ja　maaNkaiga？Nzara．〔此ごろ
　むすや　まあむかへが行ぢやら（花売之
　縁）］このごろはどこへ行ったやら。
kunuguteovu⑥（連体）こんな。このよう
　な。かような。kUNgutooruともい5。
　～mUN．このようなもの。また，こんな
　つまらぬもの。
kunugutooruu⑰（名）こんなもの。このよ
　うな秀の。これと似たもの。
kunugutu⑨（副）このように。こんなに。
　カ、ように。1〈UNgutuともL・う。
kunuhjaa⑪（名）といつ。こやつ。この野：
　良β。　kunihjaa　ともい5。
kunuhuzanee⑨（名）これしき。こんな些
　細なこと。kunu？atai（nu　kutu）．とも
　L・う。
kunukw隻N⑨（名）この辺。■のあたり。
kunujoo①（名）このよう。やや文語的な
　語。～na。このような。・vni．このよ弓
　に。kunugu七〇〇1’U，1　kunugutUなどとい
　うのが普通。
kunujuca⑪（名）この歳。この老境。　ku－
　nueaともいう。～ni　natiN・この歳に
　なって屯。
kunujuu①（名）．この世：。硯世。？anujuu
　の対。
kumumi⑨（名）0考案。立案。計画。◎企
　て。計略。’janagunumi．（悪い企て）
kunu＝nur　＠（他＝maN，＝di）e考案する。
　：立案する。讃画する。ku竣u　ciN難u？蜀aa
　，luu　kunudeeN．この着物の模様はよく
　考案してある。◎企てる。策謀する。
k胴zuN⑨（地＝maN，＝di）e組む。編む。
　hwiraguN～．組みひもを組む◎boosi
　～．帽子（パナマ帽）を編む。◎組む。組織
　する。kuna～・組をつくる。
ku＝鞭uN①（他＝maN，＝di）（はきものを）
　はく。？asiza～．下駄をはく。　huja～．
　靴をはく。
ku＝nuN①（他＝maN，＝di）汲む。　mi4i～．
　水を汲む。
kunuQcu①（名）この人。
kunusjakit⑪（名）このくらい。これくら
　い。これほどの量。～dikiree’jutasjaN．
　このくらいできればよろしい。
kunutaki①（名）これほど。～nu　kutu・こ
　れほどのこと。～ni’wa益UN．najagajai
　’ugeiga，　cinl　kanau　’wlnagu　subani
　mata　SuraN．［此たけに我も　なやがやい
　乱すが　気に叶ふ女　側にまた居らぬ（大
　規敵討）］これほどにわたしも高い身分に
　なったが，気に入った女がそばにはいな
　LN．　’jaa　1〈amizuu，　？awari　・vni　naiha一
　むiti　，u串iga，　七anu峯捻usi5a　mutunu　ma－
　kutu’wa麟i凱N…［やあ亀千代あはれ
　此たけに　なり果ててをすが　たのむしや
　元の　誠忘れらぬ…（忠臣身替）］やあ二千
　代，あわれこれほどまでに落ちぶれてし
　まっていても，頼もしいことに昔の誠を忘
　れずに…。～ni　natOONdee　muru？u－
　maa＞T七aN．これほどになっているとは全
　然思わなかった。
kunutuei①（名）この時。
kun皿？uc韮⑨（名）近い5ち。近一中。～
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　euura　hazi．近いうちに来るだろう。～一
nakai　sjusee　masi．近い5ちにやった方
　がよい。
kunUU⑨（名）保証。保証人となること。
　「口入（くにゆう）Jに対応する。～？ijUN．
　保証する。保証人となる。
kunuu①（名）不平。苦情。抗議。　ciNnu
　～．着物についての不平。
kunUumanuu①（名）大いに不平をいうこ
　と。不平たらたら。～nu？uhusaN．不平
　が多い。～Qsi　saN・不平ばかり雷って，
　やらない。
kunUZUU①（名）この話中。このところずつ
　と。～？2cumasa七aN．このととろずっと
　忙しかった。
kuN一（接頭）動詞についてヂ強く…する」，
　rはげしく…する」などの意を表わす。ku－
　NsibajUN（強くしばる），　kUNsimijUN
　（ぎゅっと締める）など。
kuNcaa⑪．（名）∈）癩病患者。㊤こじき。癩
　病愚者はこじきに多いので，こじきの別名
　ともなった。
kuNcaaboozaaeV（名）kuNcaabooziの卑
　語。’jamatu？Nmariti～nayajaka，？u－
　einaa？N塒ariti　kariha凱mee．日本に生
　まれてざんぎり頭になるよりは，沖縄に生
　まれてくたばりばばあになった方がまだよ
　い。廃藩のころ，臼塞本土の断髪をのの
　しって言ったことば。
kuNcaabo■ozi⑨（名）ざんぎり頭（卑語）。
　断髪の悪口としていう。～N，waaboozi。
　（諺）ざんぎり頭でも自分の頭。自分のも
　のは何でもよい意。
kUNcaka＝juN①（自曜a瓦＝ti）（水など
　が）ひっかかる。（水などを）あびる。
kuNcaki＝juN①（他＝raN，”ti）（水など
　を）ひっかける。あびせる。，jUU～．湯を
　あびせる。
kuNeee＝juN（D　（S　＝raN，　＝ti）　kuNl｛eeju－
　Nと同じ。
kuNeee＝sjuN①（他＝saN，：ci）kuNkee－
　sjUNと岡じ。
kUNel＠（名）癩病。
kuNci①（名）根気。
lcuNci｝niraari①（名）根気がたりないこと。
　根気不足。
k N　gici①（名）今月。
kuNc遍UN①（他＝x’aN，＝Qci）横切る。横
　切って近道をする。kUN＜kunUN（踏む）。
kiiN．　gika＝．iuN⑦（他＝aNv”ti）　こき使う。
　酷使する。
kiiNgiki＝jUN①（｛也　　＝xaN，　累；ti）踏みつけ
　る。強く踏んで荒す。
lCUNch’hniei⑨（名）近道。畦などを伝って
　近道をすること。また，その道。
kuNeirimiicK⑪（名）畦を俵5など，　道で
　ない所を横切って近道すること。～sju－
　N．
kuNcisjuubti①（名）根気くらべ。
kuNci2uzini圭①（名）体力をつける食物。、
　滋養物。tamagoo　tadeemanu～．卵は
　すぐ効果のある栄養物。
kuNcuu①（名）賑窮。貧窮。貧乏。
kuNeuu＝juN①（自＝raN，＝ti）（病人・子供
　などの足が）強くなる。立って歩けるよう
　になる。maada　kuNcuuraN，　burabura
　sjoON．まだ足のカがなくてよろよろして
　いる。
kuNeuumuNan（名）困窮者。貧乏で生活に
　困る者。
kUNGaan（名）こむら。ふくらはぎ。
kuNda？agajaa⑨（名）こむらカ｛えり。ふく
　らはぎの筋が急にけいれんして激痛を覚え
　ること。
kuNda＝sjuN⑪（他；saN，＝ei）（行事を）と
　りやめる。お流れにする。？ami　huもi　ku－
　NdasaQtaN．雨が降ってとりやめにさせ
　られた。
kuNdi＝juN⑨（自＝raN，＝ti）e（こすれ
　て）消える。（字・印などが）鮮明でなく
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　なり，わからなくなる。sirusinu　kUNditi
　’wakaraN　natOON．標識が消えてわから
　なくなっている。◎（催しが）中止になる。
　お流れになる。cuunu　hanabee　lgu｝gdi－
　taN・きょうの花火はお流れになった。
kUN（IU①　（名）今奪㌔ことし，。kuNdoe，ju－
　gahuudusi．ことしは豊年。
k“N9琶Σoor徽⑪　（連体1）1《unugutooru　ど岡
　じ。
kuNgutu⑨　（副）ktmugu七u　と岡じQ
kuNgwagi⑪（名）九月。隼の第九番馨の月。
　kugwagi　1　S　v　N　5．　一一　kuuici　eilscu？u－
　ga！〈i．　E九月九日菊お酒］9月9ffの璽陽の
　飾供に，酒に菊の葉をひたして供え，また
　飲むこと。
lcuNha±N’＝sju｝噸（他＝saN，＝cD踏みはず
　す。踏みそこなって，足場を失う。
kuNjakK⑥（名）こんにゃく。
k秘Nke6＝沁N①（1＄　＝1’aN・，　＝t．i）（貧乏・病
　気などから）立ち薗る。kUNceejUNとも
　い5。kUN一くkumi一（踏み）。一keejUN（か
　える）。
kuNkee＝sjuN①（健＝saN，＝ci）立ち薩る。
　（貧乏・重病などを）克即する。kUNeee－
sjUNともい5。　hwiNSuu　kuNkeeei
　？weeki　9・　jOON・貧乏を克賑して，金持ち
　になった。
kuNkoo①（名）勲功。羅家に尽した功労。
kuNkoomuci①（名）勲功のある人。
kuNkuKS韮⑥（名）［工工匹］琉球音楽の曲
　譜。三味線のものと琴のものとある。いず
　れも安窟祖流と野村流の両派がある。蕪味
　線（saNs譲）の場合は，uuziru（一の糸），
　nakaz．iru（二の糸），　n1麺1ru（三の糸）に
　ついて，それぞれ次のような符号で表わ
　す。一の糸：合（不掩），乙（人差指），老
　（中指），下穿（無名指）。二の糸：照（不
　掩），上（人差措），中（中指），尺（小捲），
　下尺（小指下）。三の糸：工（不整），五
　（人差指），六（中指），七（小指），八（小
、脂下），九（又下）。打音㍉掛音「，掻音
　レ，　蛙弾1，声繊⑬，声切環コ。もとは楽譜
　竜なく，面授口伝であったものを，向氏麗嘉
　比朝審が音曲のことを調べ，は℃めて音楽
　譜理工四を作り，のち数代を経て銅鐸知念
　積高が大成し完全なものにした。知念は平
　罠で無系の者であったが，声楽にすぐれて
　いたので聖駕列歌職を命ぜられ，功を以て
　歌氏という瓢家譜を賜わった。琴（kutu－
　U）の譜はラ弦名は雛本のものと同じく，一・
　二三四五六七入九十斗為巾の13弦でこれ
　を三味線の譜に調べ合わせたものである。
kuNkur曲淵婁ee⑨（名）才；llし合いへし合い。
　人を押しのけたり，突き倒したりの大治
　雑。sjuiNcoo　surl加rii，　naahwaNCOO
　naahaibai，　1scuniNdaNcoo　tv，　tuiifiaiixTeoo
　tumeeidumeei．首里の入は打ち禰って，
　那覇の入はばらばらに走り，久米の人はお
　し合いへしあい，泊の入は互いに助け合っ
　て。（頭韻を踏んでいる）
k｛tNkwaa＝sjuN　（1）G慰＝gaN，＝ci）無理に食
　わせる。また，（酒。薬などいやがるもの
　を）無理に飲ませる。
kuNmaa＝s錘N①（他＝saN，＝ci）踏まない
　ようにさけて通る。（水たまりなどをさげ
　て）ちょっと回り算する。
kUNmi①（名）小嶺。＜＜地））参照。
kuKna⑨（連体1）こんな。
kuNnagee⑨（名）（∋こんなに長い聞。～
　macuNdee？umaaNtaN．こんなに長い間
　待つとは思わなかった。◎従来。以前。前。
　一vja　hatal｛i　’］’atasiga　rnoo　natooN．
　以前は畑だったが，野原になってしまつ
　た。
kuNnoo＝ju麗④（自＝x’aN，”毛i）立ち直る。
　勢いをもりかえす。病気などがよくなる。
　また，貧困から浮かび上がる。
kuNnOO；sjuN①（他三saN，＝ci）持ち直す。
　回復する。（病気などが）よくなる。
kuNnu＝zuN①（他＝gaN，＝zi）追い越す。
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　1〈UN識u竃段rijUN。追い越される。
kuNpaika’apai⑪（副）大いにふんばるさ
　ま◎　kUNpainiipai　ともk・う。
kuNpainiipai①（副）大いにふんばるさま。
　durumici～Qsi？a亀CUN．泥道を一歩一一
　歩踏みしめながら歩く。
kuNpa＝juN①（自＝raN，”ti）e足をふま
　える。ふんばる。Oがんばる。頑固に抵抗
　する。
kuNpeN⑨（名）粟子の名。麦粉を油で練り，
　ごまをあんに入れた焼き菓子。
kuNpiei①（名）側壁（じゅうりん）。
kuNpii＝zu齊①（他：gaN，＝zi）踏みつぶ
　すQ踏みにじる。躁引する。
kuNpiraka＝sjuN①（他＝saN，＝ci）踏みつ
　ぶす。あやまって踏みつぶす揚合にいう。
　kUNpiiZUNは意識してする場合に多くい
　う。
kuNrii①（名）婚礼。結婚式。身分のある人
　の婚礼をいう。王子・王女の婚礼はguku－
　Nrii（御婚礼）とい5。一般人の婚礼は
　ni2bici，その敬語は？unibiciとい5。
kuNsi⑪（名）君子。教養ある人の使う語。
kuNsju①（名）豆腐を作る時，煮て，豆腐を
　しぼる前の汁。にがりを入れて固める前の
　ものをいう。固まってまだしぼらぬものは
　’餌sidoohuという。
kuN＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）消す。こすっ
　て消す。すり消す。zii～・字を消す。
kuNsugu＝juN①（他＝raN，＝ti）ひったく
　る。奪い取る。ひつさらう。
kuNtaba＝jUN①（他＝raN，＝ti）強く縛る。
　束ねて強く縛る。
kuNtOO＝sjUN①（他＝saN，＝ci）踏み荒ら
　す。踏み倒す。
kuNtu＝juN①　（他＝raN，＝ti）奪い取る。
　ひったくる。
kuNzaahwiNzaa⑪　（名）幾…重にも縛りつけ，
　結びつけること。～sjUN．やたらに縛り，
　結びつける。
kuNzaN（診（名）∈）kUNzaNhooと同じ。◎
　岡頭。《地））参照。
kuNzaN数OO①（名）［国頭方コ沖縄の旧行政
　区画で，のちの国頭郡。’jaNbaru（出原）
　ともいう。
kuNzaNsabakui①（名）［国頭さばくりコ国
　頭太遣音頭。国頭から首里王府へ璽い転太
　を多人数で運ぶ時の歌。入口調の長歌では
　やしをつけて歌う。
kuNzi①（名）紺地。紺の地の布・着物。
kuNziN⑱（名）金神。陰陽上の方角の神。
　その方角に頬して物事をするのを避ける。
kuNzoo⑨（名）悪意。意地悪。根性が悪い
　こと。立腹しやすい根性。～？Nzi鎚N．怒
　る。立腹する。
kUNzoo2abii⑰（名）怒声。怒ってどなる
　声。
kuNzoomuN⑨（名）根性の悪い者。意地
　悪。
kuN＝zuN①（他；daN，＝ei）くびる。くく
　る。しめて結ぶ。縛る。また，捕縛する。
kUQkuruu？u”u⑨（副）おんどりが時をつ
　くる時の鳴き声。こけごつこう。
kuQpeeru⑨（連体）これほどの（量の）。こ
　の大きさの。
kUQpeerUik⑪（名）この大きさのもの。こ
　れだけの量のもの。
kUQpi⑪（名）これほど（の量）。これくらい
　（の分量）。この大きさ。
kUQsa⑨（名）これだけ（の数）。これくらい
　（の数：塗）。これほど。
kura⑥（名）倉。倉庫。
kura①（名）鞍。野馬の背におくもの。
kuraa⑪（名）雀。’jumuduiはその古語。
kurabi＝jUN①（他＝ratS「s＝ti）比べる。比
　映する。1〈unabijUNともいう。
kuragaa①（名）君藷の一種。上等な贔種で
　ある。
kuraguratu①（副）〔文〕階暗と。不安・疲
　労・恐怖などのために，目の前が暗くなる1
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　さま。　n盛難utu　～　naruga　s量Nci．こ欝も
　とくらぐらと　なるが心気（銘刈子）］目
　の前がまっくらになる心地。
kuvaj　aku⑨（名）［蔵役］物蔽を収納する役
　所の役人。出納人。ku1戴ru多ikij＆kuと
　もいった。
kurajamiO（名）陪やみ。暗黒。
kuramutu⑨（名）［蔵元コ先島の行政丁零
　の名。徴税を主な仕：事とした。
kurasaN①（形）暗い。
kurasi①（名）薯らし。生活。生計。
kurasigata⑪（名）暮らし方。生講。生活
　の方法。七uzimiitu　cutukuruni～na－
　raN・〔妻めいと一所に　暮し方ならぬ（花
　売之縁）］夫婦がひとところに生活するこ
　とができない。
kumasiguvisjaN①（形）暮らしにくい。暮
　らしが楽でない。kurasigurisjai’u，jUU
　，jaQsaa’jaa・暮らしにくい時代だねえ。
kura鱒aΩsaN①（形）暮らしやすい。暮ら
　しが楽である。？anu　simaa～．あの部
　落は暮らしやすい。？axee　ku職si5a嬢＆
　sjOON．彼は楽に募らしている。
kuvasiN①（名）まつ暗なところ。階やみ。
　観すみの意。～u七ee　nuuN　miiraN．臨
　やみでは何も見えない。
kura＝sjuN①（他＝saN，＝ci）暮らナ。，ja－
　matuuむi　naNniN　1αuyacooga。瞬本で何
　年暮らしているカ㌔
k腰刀t謡⑥（名）王室の倉庫：係。
kurageoori＝jttN①（自＝raN，＝ti）　（臼暮れ
　方などに）薄暗くなる。
kiiree①（名）e位。位階。◎（接尾）くら
　い。canukuree（どのくらい），　saataaja
　kunukuree　caaga．（砂糖はこのくらいで
　ど5か）など。
kuri⑪（名）くれ（榑）。おけ。たるなどを作
　るために小さく一切った板。
kur埴）（名）いかの墨。
kuri①（名）これ。この物。この事。また，
　 の者。
kuriigarii①（副）狂わんば力吻に嘆き悲し
　んで。～？jUN．深く嘆いて言5。
kUi’iimajaa⑪（名）さかりのついた猫。恋
　猫。
kurii？waa⑪（名）さかりのついた豚。
kurikaa⑪（名）この辺aこのあたり。
！9UR’ikara⑨（名）これから。今後。
kur萱ma⑨（名）来闘島。宮古群島の島の名a
kurisjaN⑨（形）苦しい。　kurisja　sjUN．
　苦しむ。
k猛roo①（名）苦労。
k ru①（名）ころ。時分。，waaga　’waka－
　sataru　kuyoO．わたしの若かったころは。
　？ikuginu～．何歳のころ。　　・
一kuru（接尾）r自身で」の意を表わす接庵
　辞。英語の一selfに似ている。，waNkuru
　（わたし自身で），du疑kuru（自分自身で），
　？UNzukuru（あなた自身で），？3aNkuru
　（おまえ自身で），？arikuru（彼自身で），
　naNkurtt（おのずから），　？amanu？UNzu一一
　kuru（あの方御自勢で），七aruukuru（太
　郎転身で）など。
kuruba§ee⑨（名）子供の遊戯の名。転ばし
　合い。tOOgleeともい5。相手をi申し，紐
　み敷いて煙き上がらせない方が勝。組み敷
　かれて起き上がれない場合は相手に？we－
　NMi．（降参）と言う。
1〈muba4aa＠（名）醸分量による誹箕。大
　ざつぱな勘定。めのこ勘定。
kurubee⑪（名）黒かび。夏，白い着物など
　に生ずる黒いかび。
kurubiNkeeri！　＠（名）ころげ回ること。
kuruboo＠（名）植物名。柿科。果実は魚
　毒を消し，酒の酔をさます。くさのがき。
　琉球柿。
kurumb双N①（自＝baN，畷i）転ぶ。転が
　る。kurubasjUN．転ばす。転がす。
kurucan曇⑨（名）稲の鹸種の名。
kuruei⑪（名）植物名。くろき。琉球黒壇。
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kurucoo◎（名）黒色のcooziN〔朝衣コ。
　cooziNの項参照。
kuruguma⑪（名）黒胡麻。　kuru？uguma
　と岡じ。
kuru琶wee圭⑨（名）筋肉隆々として頑丈な
　こと。黒くたくましくふとること。
kur癖oogari⑥（名）栄養不良などでやせ
　て，色が黒くなること。
kurukanien（名）くろがね。鉄。
kin’ukanii　an（名）鉄の一厘銭。？3kazinaa
　に対する。
kurukuintt⑨（名）黒雲。
ktirukuru①（副）ころころ。物のころがる
　さま。
kuruma⑪（名）㊦製糖揚の圧搾車。◎車。
　車輪。また，荷車・入力車など，車のつい
　た運送具。もとはθ以外にはkurumaと
　名のつくものは，ほとんどなかったようで
　ある。
kurumaa⑨（名）〔新〕人力車夫。車屋。
　kurumahwicaaともいう。
kurumaamies）（名）黒豆。鳥撃。黒大豆。
　大豆の一種。
kurumabo「o⑥（名）車棒の意。豆などの脱
’穀に用いる。長短口塞の棒からなり，短い
　方を手に持ち，長い方を車のよ5に糊して
　豆類をたたいて脱穀する。からざお。
kurtimaga「a⑨（名）車i坤戸。滑車につるべ
　縄をかけて水を汲む井戸。
kurumahwicaa⑨（名）〔新〕車引き。人
　力車夫。kurumaaともい5。廃藩後零落
　した士族でこの職業につく者が多かった。
　そこで，気位高く，平民。いなか者に対し
　て，kuruma　nuti？圭kee．（車に乗って行
　け’）　と書い，乗る力’がeaQsaQsi　nusi七i
　kwi現埠eega．（いくらでのせて下さいます
　か）という光景を演じたりした。
kurumiibajti⑨（名）魚名。くろめばる。
　miibaju（めばる）の一種。
km．u＝nuN　O（自＝maN，＝di）黒くなる。
　黒ずむ。黒む。打撲傷を受けた時皮欝が黒
　くなることもいう。
kumN①（名）ころも。僧衣。
kuruNgeei①（名）ころもがえ。更衣。旧麿
　4月，冬物から夏物へ，また，旧暦10月，，
　夏物から冬物へころもがえすること。
kururuNsiian（名）kUNI｛UNsiiと岡じo
kurusaN⑪（形）黒い。？irun娩～．色が黒
　い。
臓・us擬靖uN⑨（自＝z’aN，”七i）黒ずむ。
　（顔色・肌の色が）黒ずんで色つやが悪く
　なる。
kurus箋ma⑨（名）黒島。入重霞群島の島の
　名。
k孤rus養makudue藍⑪（名）［黒癌口説］ku一・
　duci〔口説コの一つ。
kurusim云⑪（名）こ文〕幽しみ。
kurusi＝nuN（①　（自　＝lllaN，＝di）　〔新〕　苦し
　む。
kurusju⑨（名）黒潮。大海の潮の黒く見え
　るもの。
kuru＝sjuN①（他＝saN，＝ci）e殺す。主
　として動物を殺すのにいう。◎打つ。なぐ
　る。tataQkurusjuNなどともV・う。やや’
　乱暴な；語。上最には？atijUNとい5’　。，
　また，これに対しsjoogurusi（ほんとに
　殺すこと）とい5語がある。
kurusju200sju⑥（名）大海原のこと。黒
　潮青潮の意。
kurusju－uzixutuev（副）入の顔色が黒みが．
　かって色つやがあり，一種の味のあるざ
　ま。にがみ走っているとか，渋味があるな
　どといわれる顔つきをい5。
ku蹴皿N⑫（名）〔新〕植物名。クPtトン。
　マライ原産の観賞用植物の名。
kuru？ugumaen（名）黒胡麻αkuruguma
　ともいう。
kurUU⑰（名）e黒。黒色。また，黒いも
　の。㊤恥辱党。正統派（sil’UU）に反雄す
　 もの。㊧特にs・明治の廃藩時代に，明治：
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　致府に反対し，旧制度維持をもくろんだ頑
　解党をいう。husaNsii（不賛成）ともいい，
　明治政府支持の開進派（si1’uuまたは
　saNsii）に対する。明治の末ごろまでも髪
　を切らず，？usjuganasiimee（琉球王）を
　たたえた。
kurugaataa⑪（名）黒砂糖。普通は単に
　saataaとL、う。
kusa⑪（名）病名。フィラリヤ。突然発熱
　し，寒気がして体が震える。慢性で，しま
　いに象皮病になる。南国に多い地方病。～
　hurijuN．フィラリヤにかかる◎体が震え
　るのでhurijUN（ふるえる）とい5。
kusa（①（名）草。とくに，雑草：0～n鷺mii－
　jUN．雑草がはえる。～七u彊N．雑草を取
　る。
’kusabanaan（名）草花。
kusabi①（名）くさび。襖。
kusabUQkwaaen（名）ませた者。おとなぶ
　る者。また，ペダンティックな者。
kusabUQkwi＝．iUN⑪（自＝raN，　＝ti）ませる。
　こましゃくれる。また，物知り顔にふるま
　う。
kusah臆擁jaa⑨（名）フィラリヤ患者。
kusa韮①（名）支配。支醜力。～nu　’joosaN。
　支配力が弱い。
kusa董①（名）鎖。
kusa＝jUN①（他＝raN，”ti）eつなぎ合わせ
　る。一つにする。合体する。分家をもとに
　竜どして一一つにする場合などもい5。mii－
　tuNdanu　kugi　tiigiNkai～．死後，夫婦
　の骨を一つにして納める。◎支配する。
　，謳a～．家を支配する。mura～・村を支
　配する。
kusakaei⑨（名）農具の名。かながき。鉄
　製の熊手のようなもの。草掻きの意。
】s皿sakai（D（名）群峰リり。
ktt＄akajaa＠（名）草刈りをする者。子供が
　多くこれにあたる。また，草刈りの道具。
kusakajaawarabaaev（名）箪潮りをする
　子供。
kusaki⑪（名）草木。1磁kusaともいう。
kusakii◎（名）こんなにたくさん。こんな
　に多く。？iriminu～hajagatOON．費用
　がこんなに超過している。～捻UQcu。こ
　んなにたくさんの人。
kusakusaco（副）くさくさ。気がめいり，
　心がふさぐさま。
kusamie．ine”oi’i⑨（副）憤慨するさま。い
　きどおるさま。
kusami＝euN⑪（窟＝kaN，＝ci）怒る。憤概
　する。
kusamuni蓋⑪（名）ませたものの欝い方。お
　となびた話し方。また，ペダンティックな
　口のきき：方。eamisika　vimee　siranoo
　sjooti～bil｛eei　Qsi．大して学問はないく
　せに，物知り顔なmのきき方ばかりして。
kusa】tnunu？ii⑪　（名）　1〈usamunii　と同じ。
kusanuhwaa⑪（名）草の葉。
kusanumii⑪（名）草原の中。
kusamunii⑪（名）kusa（病名）の病根。
kusanunii⑨（名）草の根。
kusaNδaki①（名）ほていちく。竹の一種。
　節が多く，葉は細かく，杖や格子などにす
　る
kusaraa⑨（名）腐ったもの。　kusarimuN
　ともいう。
kusarl＝juN⑪（自筆aN，＝ti）腐る。腐敗す
　る。食物のいったん煮たものが腐敗する揚
　合は錘彗UN　とい5。kusaritooru？彗㍊．
　腐った魚。
kusari】mluNO（名）腐ったもの。｝（usaraa
　ともいう。
kusasaN⑪（形）臭い。悪奥がする。　kusasa
　1（usasa・臭い抄い。とても臭い。
kusatu嚢⑨（名）草取り。
kusazina⑲（名）植物名。くさぎ。
kusamzuN②（他＝gaN，篇zi）こそげる。こ
　するようにして，けずり落とす。（密着し
　たものを）そぎ落とす。’Zluzi～・イ．砂糖
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　きびの枯葉を幹からそぎ落とす。va．盆祭
　りに貝えるkwas短uzi（；菓子きび）の場
　合には，その幹の皮をそぎ落とす。
kuseeku①（名）男の裁縫師。巧妙な刺繍な
　どの手工芸を業としている。
kusi⑪（名）すきぐし。髪をすいてあかを取
　るための，歯の密な櫛。普通の櫛はsabaci
　という。
kusi⑨（名）久志。（（地））参照。
kasi①（名）e背中。背。また，腰。腰およ
　び背面全体。背中は1〈usinaganiともい
　5。また腰まわりの細い部分はgamakU
　という。～tataeUN．背中をたたく。あん
　まをする。～＄ijUN．（風呂などで）背中
　を流す。～？usjUN。（坂道を．hる時などに）
　背中を押す。～hwiCUN．（親兄弟・一族
　などの）名をはずかしめる。つらよごしを
　する。？ujanu～hwicuru？ukunee
　QsL　親の恥となるような行為をして。
　？itumikaya　hahni　hukirutuN　’wami－
　nu　nujudi　？umisatunu　mikusi　hwi－
　cuga．〔糸目から針揖　ほけるとも我身の
　のよで思里の　御腰引きゆが］糸が針の目
　をくぐるようなかぼそい暮らしをしていて
　も，何でいとしいあなたの不名誉になるよ
　らなことをしましようか。◎［後］うしろ。
　後方。背後。’jaanu～・家の後ろ。～
　nasjUN．背を向ける。そっぽを向く。（い
　やだと）顔をそむける。kusjaa　nasjUN
　ともい5。
lgusi①（名）嫌って避けること。悪：避。～
　9．jUN．嫌う。忌避する。
kusi①（名）欠点。きず。　nuu～N　neeN
　Qeu・何の欠点もない人。　ciri　tiigiN　nee一
　τaN　curasadu～．［ちり’一一つもないらぬ
　清らさどくせ（姉妹敵討）］塵一一つもない
　のが欠点。掃除がきれいにできたことを自
　慢ずる文句。
kusi①（名）癖。性癖◎，3anagusi．（悪癖）
kusibuni①　（名）　背偶・。　naganibuni　と同
　じ。
kusiei⑨（名）戸籍。～？il’ijUN．（結婚し
　て）入籍する。～nUZUN．（離婚などで）
　除籍する。
kusiciiew（名）こしき。せいろう。強飯。
　菓子の類を蒸すもの。木のわくの底に竹の
　すのこを敷：いたもの。
kusiei茎2ukwaasi⑨（名）こしきで蒸して
　作った菓子。蒸し菓子。もっぱら祭礼用
　で，米の粉と砂糖を主にして，香料や，味
　をよくするため南京豆などを少々入れる。
　種類多く，eiisuNkoo，　paasuNkoo，　nisi－t
　eimucigoo，　？irugildmucigoo，　kooyee－
　muciなどがある。
kusidaki⑰（名）久志岱。国頭地方にある
　山の名。
kusidee④（名）e腰の力。一dee＜tee（力）。’
　◎頼みとする力。頼みとなるもの。～
　najUN．頼みとなる。～，joojUN．イ．腰
　の力が弱る。Pt。頼みに思う者がいなくな
　り，力が弱る。
kuSigaki①（名）e頼みにすること。頼り
　にすること。◎転じて，かさに着るこ
　と。轟にかけること。威を借りること。
　？uja～sjUN・親の威をかさに着る。　ziN
　～sjUN．金銭を鼻にかける。◎の意で多
　く用いる。
ku＄igirama①（名）［後慶良間コ座間味（ga－
　lllami）間切の評註。
ku＄ikaziiCD（名）もろ肌脱ぎ。帯から上を
　脱いで，上半身の肌をあらわすこと。
kuslhwiciCO（名）名折れ。つらよごし。不
　名誉。親兄弟。一一・bftなどの名をはずかしめ
　ること。〈kusi　hwiCUN。
kasihwieimuNco（名）一一・一tw一門などに不各
　誉となることをする者。つらよごし者。
kusihwizurusaNdi（形）背筋が寒くなる。
　（こわい夜道を歩く時などに）恐ろしさで
　ぞっとする。急な危険の時，または入の危
　険を見た揚合には，NnihwizurusaN（はっ
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　とする）という。
lkusijoosaN①（形）心細い。頼る者がなく
　’て，心細いσ
’kusi＝jUN①（他；raN，弍i）着せる。また，
　着せ与える。着物を作り，または求めて，
　入に与える。eiN～・着物を着せる。
kus珈Qkw議⑰（名）［腰気コ・腎休め。農繁期
　の仕事が終わってする骨休めの行事。部落
　・ごとに酒宴を開き，余興にうち興ずる。砂
　糖仕事の後にするのが普通。
『kusinaganias（名）背中。単にkusiまた
　はnag’aniともい’う。
kusiree＝juN①（他＝raN，＝t圭）魚や家畜の
　類を料理しやすい形に切り分ける。（魚を）
　おろす。（家蒼の類を）解きわかつ。
kusitataei⑨（名）腰をたたくこと。あんま。
kuslzaa⑨（名）機織りの器具の一つ。地機
　で？ija山斗wa（織った布を巻くもの。い
　のあし）と紐で結び，織る入の腰にかける
　もの。
kusizii⑪（名）［後地］伊平屋島（？ihja）を
　い5。
kusjaa⑨（名）後ろ。後方。背後e～？UQcee－
　jUN・仰天する。びっくり御天する。後ろへ
　ひつくり返る意。～najUNともいう。～
　nasjUN．イ．後ろにする。　n．後ろを向
　く。顔をそむける。kusi　nasjUNと岡じ。
　・giraml～nayuka？a（ミku　sjUN．顔が向
　けられなくなるほど，叱る。～mucisuri－
　jUN・後ろにそりかえる。
一kusjali①（名）e後ろにすること。背にす
　ること。haaja～sjUR．柱を；背にする。
　makutu　nani　taeueru　sjujanu　baN一
　・dukuτu，　naka5　a烹纂aj爲～mip．atu王ue
　．naci．［まこと名に立ちゆる　塩麗の番所
　沖山やこしやて　港前なち（花売之縁）］
　憲ことに名高い塩屋の番蘇は，中山を後ろ
　にし，港を謡にしている。◎頼りになる者。
　転じて夫。また，ひとり息子＊。～？usina一一
　jUN．夫（または，ひとり患子＊）を失弓。
　　㊧根拠。nuu～Qsi？aN？juga・イ可を根
　　拠にして，そういうか。
　kusjatikata①（名）夫のかた。嫁入り先の
　　方。nasimii（山方）の対。
　ku＝sjUN①（健＝saN，＝ci）越す。越える。
　　？aeakaranu　？asati　satuga　baiNnubui
　　もaNca　l｛usju？a恥inU　hura箆＆　，ja寧iga．
　　［明霞からの明後日　里が番のぼり　谷茶
　　越す雨の　降らなやすカミ］明朋後日は恋し
　　いかたが首里へ勤務に向かう日だが，谷茶
　　の村を越えてしまうくらいの雨が降って出
　　発できなくなればいいのだが。　　　一
　kus．iUQkwig⑨（名）kusiju（lkwii　と同じ。
　kusU⑪（名）くそ。大便。対塁の上知な家庭
　　では？uraという。～kwee．くそくらえ。
　　くしゃみをした時にいらまじない。～ma－
　　jUN・大便をする。くそまるの意。上最に
　　は？uva　taCUN．またはhuyu’ij貝翼．な
　　どという。
　19’usucirgbai⑪（名）一目散に走ること。
kusugwee⑨（名）下肥え。　　、
kusuhwk’ii＠（名）下痢。上品にはhuka－
　　daciという。一hwiriiくhwijuN。
kusui⑪（名）薬。　tuti　gikiiru　kusuee
　　heeN，とってつける薬はない。馬鹿につ
　　ける薬はない。～kus◎obee．［新〕薬九層
　倍 ～mujUN。薬を盛る。調合する。
kusu越ee⑥（名）薬代。医者に払う治療費
　すべてをもいら。
kusuijaa⑨（名）薬屋。薬売り。また，薬局
　　（kusuimaeija）．
k駆s級韮ma’?ｉｊａ⑪（名）薬局。薬量。
k su uei⑪（名）くすのき。楠。樟。
’kuSag塾ei⑮（名）先月。越えた月の意。前月
　　｝ま　塒eellUglC］o
kulaNdi⑰（名）くたびれ。疲れ。疲労。na－
　gamici　QS，i～？NzaCOON。長道して疲れ
　　が出た。？ukutaNdiN　saaibirεしni．お疲
　　れではございませんか（長老へのあいさ
　　つ）。
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lkutaNdi＝jul’⑪（自＝raN，＝ti）　くたびれ
　る。疲れる。疲労する。過労などの富合を
　いう。走った時などの一時的な疲れは
　’utajUNといい，また，精神的な疲労は
　gikarijUN　という。
kutaNdinoOsi＠（名）疲れを直すこと。慰
　労。また，疲労三門になる食べ物など。
kuta＝sjuN⑥（他＝saN，；ci）腐らせる。い
　もかすなどをわざわざ腐らせる場合にい
　50
kutee＝juN⑪（自漏raN，＝ti）e答える。普
　通はhwiNtoo　sjUNとい5。◎（苦痛が）
　こたえる。kuteevasaQtoosa．だいぶこた
　え（させられ）ているよ。
．kutibusi①（名）［特牛節3歌曲の名。御前
　風（guziNhuu）五騰の中の一一一Aつ。？uhu－
　nisinu　kutij一’a　nazieinadu　sieuru，　’wa－
　si拡’waka1｝｝unuja　hanadu學icuru．〔大
　西のこてや　なつち菜ど好ちゆる　わした
　若者や　花ど好ちゆる］大西（部落名。北
　のはずれの意）のことい牛はナジチ菜を好
　むが，われら若者は花（女）を好む。この
　歌詞に1〈utiとあり，これを本歌として
　歌ったので，kU犠busiといわれた。のち，
　いろいろの歌詞で歌われるようになり，
　kuもibusiの名のいわれがわからなくなつ
　た。
ku嫉韮：～us量⑨（名）牡牛Q「ことい牛」，「こつ
　て牛」などと島山される。
k麗U⑪（名）こと。事。　ことがら。また，
　事件。変事。？uraNdanakai～nu？uku－
　tOON．西洋で事件が起こっている。～ka－
　ZUN・事欠く。不足しヅ不自由する。　ku－
　too　kagaN，事欠かない。足りて不乱白し
　ない。～，jayiba～i．〔文］物かは。伺』で
　もない。物ともしない。cizinu　masiga－
　eiN　一v　’3’ariba　一vi，　hanani　giku　habi－
　1“ueizinu　llajumi．〔禁止のませ垣も　こ
　とやればことい　花につく胡蝶　禁止のな
　ゆめ（執心鐘入）〕恋には禁止のませ旨く
　らい何物でもない。花につく蝶をとめるこ
　とができょうか。
臓u‘隔U（接尾）から。ので。理由を表わす。
　活用する語の「短縮形」（ap◎copated
　form）につく。？icul〈utu・行くから。
　？aN’jakutu・そうだから。
kutuba⑨（名）㊦誰依。詑語。方言。～
　sjUN．詑りがある。方言をes　5。◎（接尾）
　方言。…弁。？inakakU加ba（いなかの方
　言），naahwakutuba（那覇弁。那覇方言），
　，jaNbarukutuba（由原弁Q由原方言）な
　ど。地方的，非標準的なものをいう。kuci
　の項参照。㊤ことば。談現。～？uuj　ll　N．
　ことばを追う意。kuci？uujUNと岡じ。
kuciの項参照。～kUNZUN．あげ足を
　取る。吉いそこね，言い過ぎなどをとらえ
　て攻撃する。～1ユugikuxi・ことばの極
致。洗練され，含蓄のあることば。
k麗ubaka多可⑪（名）ことば数。欝数。　kuci－
　ka多1ともいうQ
k厩曲a墨斑uu⑪（名）ことばのはし。ことば
　のあや。ことばの緒の意。～du’jaru．書
　い回しの上のことに過ぎない。
kutubazikee（D（名）ことはご使い。
ku’iubiiei⑨（名）〔文〕［寿］ことぶき。こ
　とほぎ。
kutujusien（名）ことよせること。かこつけ
　ること。羅実。
kutujusi＠（名）忠告。掃il育。’jusigutu
　の動作性名詞。～sjUN。忠告する。教誹
　をたれる。
kutujusi＝juiN（①　　（イ池　＝rεしN，　＝ti）　　こ　と　よ　せ
　る。かこつける。　口実を設ける。？umaN
　’3’uikaradu　zirini　1〈utuj’usiyu，　kakuri一一
　husu　micinu？arana？ucumi．［思まぬ
　故からど　義理にことよせる　隠れほそ道
　の　あらな鐙きゆめ］思っていないから義
　理にかこつけるのだろう。思っているなら
　ばこっそり通う細道がないはずはない。
kutulcaakutukaa（ff＞＊（感）kutukutuuと岡
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　じ。
kutukazlan（名）事欠くこと。足りずに不
　自由すること。
kutukazi⑥（副）ことことに。そのたびご
　とに。～googuci　sjUN・こ二とごとに苦情
　をい5。
kutukntuu⑨（感）猫を呼ぶ声。沖縄では
　猫の名前をtuku（徳）と名付けるので，
　呼ぶ時には，どの猫でもkutukutuミ1で
　間にあう。　ku七ukaakutukaa　ともいうQ
kutusabi⑪（名）わざわい。悪いできごと。
kutusl④（名）〔文〕ことし。今年。～1｝lu－
　4ukuija…　ことしの作物は…。
kuk　2ugeei⑨（名）事をあなどること。軽
　視。
k城歴U⑨（名）琴。十三絃で，野村流と安富
　祖流の二流がある。沖縄では琴を単独に弾
　く流儀はなく，正式には蕪昧線の伴奏とし
　て弾くことが多い。絃名は日本と岡じく，
　一二三四五六七入九十斗為巾の十三絃。
　～hwiCUN．琴を弾く。～nu¢i痴．琴爪。
　臼本本土の琴爪より大きく長い。～nu　gi一一
　ru，琴糸。三味線の糸のよ5に生糸で作る。
kutuunu？Nma⑨（名）ことじ（琴柱）。形
　が馬に似ているのでい弓。
kutuwa＝．iuN⑨（飽＝raN，＝ti）ことわる。
　捲絶する。辞退する。
k掘皿waki⑨（名）雷いわけ。陳謝。わげを
　言ってわびること。～sjUN・陳謝する。
kuu⑰（名）eいかけ。なべ。おけ。ぼけつ
　などの穴をふさぐこと。鋼（こ）の意。また，
　そのふさいだ箇所。naabinlk～sjUN・
　なべの穴を修繕する。◎衣服のつぎ。elN－
　nu～sjUN・着物のつぎをする。
kuu⑪（名）粉。粉末。　r粉（こ）」に婿応す
　る。muzimakuu（／」・麦粉），　maanlina－
　kuu（きなこ）など。～narasjuN．粉にひ
　く。’wajUN（割る）という語を忌んで，
　narasjuN（鳴らす）と言う。～kueuN，
　（蒸したさつまいもなどが）粉を吹く。
kuu⑨（名）劫（こ5）。碁の手。
kUU⑨（名）（亀・かになどの）甲。こうら。
kuu③（名）功。あまり使わない語。　kaεい
　miikuU3ak我tusinukUU．亀の甲より年の
　功。
kiiu①　（名）　こつ。　要領ohabutUinee～nu
　？aN。はぶ捕りにはこつがある。
kuu①（名）九。普通はkukunugiという。
kau①（名）かご。鳥かごをL・う。　soomi－
　naal〈uu（目白のかご）など。
kuu2agisa⑤（名）小暑。二十四節の一つ。
kuubaa⑪（名）腹ぐwa七a）のごく軽い敬
　語。目下の年長などに用いる。普通の敬語
　は，Ncuubu，　さらに上は？UixTcuubu。
kuubaa⑪（名）蜘蛛。こぶ（九艸1方書）。
　文語は　kubu。
ktiubee＄aN①（形）味がこまやかである。
　味わいがある。たとえば南京豆・くるみ・
　栗など，噛んで駿のよいものについていう。
kuuba＠（名）植物名。ぐみ。果実は子供の
　好物。
kuubu⑪（名）昆布。
kuubu？iriei⑪（名）料理名。昆布を細く
　切り刻み，肉・かまぼこ・卵焼き・揚げ豆
　腐などをまぜて油いためしたもの。正月ご
　ろ多くする料理。
kuubumaciev（名）料理名。昆布巻。昆布
　を巻いて中に魚肉を入れ，砂糖と醤油で煮
　たもの。
kuucoo⑪（名）弦楽器の名。胡弓。形は三
　味線に似て小さく，弦は馬の尾に松やにを
　つけた屯ので，蕪弦。出す音は細いが，恨
　みをこめて訴える一一種独特の音色を持ち，
　琴。…昧線。笛と合奏する。
kuudaan（名）芭蕉糸を紅鶴に巻き，その
　哲串から引きぬいたもの。おだま（苧環）。
kuudagi■usi②（名）機織りの道具の一つ。
　芭蕉布またはtUNbjaN糸を巻きつけて，
　おだまを作る竹串。太綿糸などに用いる
　kudaguuより太くて長い。管串の意。
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kuuga＠（名）e卵。単独ではふつ5鶏卵を
　いう。tamaguともい5。他は生み主の
　名をかぶせる。kaamiikuug爲（亀の卵），
　？ahwiraakuug鼠（あひるの卵），　soomi－
　naakuuga（嘗白の卵），？i3unu～（魚の
　卵），habunu～（はぶの卵）など。◎
　（人。動物の）気海。きんたま。形の類似
　からいう。
kuugaa⑪（名）植物名。さるなし。しらく
　ちつる。実は盆の祭りにmiigaa（みよ5
　が）とともに供える。実の形が卵に似てい
　るのでい5。
kuugaguru⑨（名）卵のから。
kuugaliuwahuwaa⑪（名）卵焼き。　huwa－
　huwaaは焼き立てのほやほやの意。
kuugatuuee⑨（名）子供の遊戯の名。鶏卵
　大の小石を四つ惹き，鬼がその上に四つん
　ばいになって守り，石を取りに来る者を足
　で蹴る。取る者は蹴られないように機敏に
　叡り，蹴られれば代わって鬼となる。
kuugl⑪（名）陰毛。脇毛は，wacikuugiと
　い5。
kuugusui⑨　（名）粉薬。　散薬。
kuu？轍⑩（名）鰻。
kuuian（名）財産・道具などを入れておく
　裏部屋。「庫裡（くり）」と関係ある語。
kuuigwaa⑪（名）kuuiの小さいもの。　kuUi
　と別にあって，とくに女の持ち物などを入
　れておく，あるいは，みそ。酒などを貯蔵
　する小部屋。
kiluizii⑨（名）もらい乳。乞い乳の意。
kuujaa⑨（名）娘のいる家にその娘を嫁に
　もらいたいと申し込みに行く者。多くは男
　方の親類縁者が行く。乞う者の意。～ja
　？rrleNsooraN　doo．申し込む人がいらっし
　やらないよ。女：の子のおてんばをたしなめ
　る文句。
kuujaa？Nma⑨（名）人にかみつく馬。あ
　ばれ馬。荒馬。？weNda？Nma（おとなし
　い馬）の対。
kuujuci①（名）小雪。二十四節の一つ。
kUU＝jUN⑪（lde　＝raN，＝ti）eかみ付く。？i－
　Nnu　Qcu～．犬が人にかみ付く。◎歯で
　くわえる。haa～．食：物などが冷えて，
　歯にしみる。歯が食われるよ5に感ずるの
　でv・　i｝。
kuu＝juN⑪（他＝raN，＝t1）嫁に来てくれと
　頼む。「乞5」に対感ずる。’jUllli～・嫁
　に来てくれと頼む。
kuu；juN①（他＝raN，＝ti）閉じる。　kuci
　～．口を閉じる。mii～．　目をつむる。
　hakanU　ZOO～．墓の入り口を瀾じる。
　kasa～．傘をすぼめる。
kuuk ee①（名）後悔。～sjUN．
kuUmooi①（名）小おどり。雀躍。喜んで
　躍り上がること。
kuunii①（名）？ut圭bici（肉・豆腐・野菜
　の類を醤油で煮る料理）の料理法の一つ。
　材料を比較的小さく切って煮るもの。？U－
　tibielの項参照。
kuu？Nmu職銭⑪（名）料理名。米の粉・甘幽
　藷・？akakeozi（その項参照）をまぜて煮
　て，砂糖を加えて練ったもの。正月の？N一■
　maridusi，　tusibiiなどの祝いのとき（い
　ずれもその項参照）に作る上等な食べ物。
　きんとんに似ている。
kuuri①（名）e氷砂糖。　kuuyi4aataa　と
　もいう。◎〔穎〕氷。
kuuribuユtu③（名）ところてん。「こころぶ
　と」とは関係ない語か。tiNS2ikaNともい
　う。
kuuri＝juN⑨（自＝raN，＝ti）こわれる。く
　ずれる。？isigaeinu～．石墨がくずれる。
kuuri多aataa①（名）氷砂糖。単にkuu践
　ともい5。
kuuri4eewee⑨（名）こぼれざいわい。鍵倖σ
　失敗などがかえってさいわいとなること。
kuurizisi①（名）料理名。卵とじ。肉や細
　かく切った季節の野菜を使う。
kuuruu⑪（名）植物名。塊根を？akasimaa
345
k秘級ruu
　（織物の名）の染料とする。
kiiuruu⑰（名）こま。子供の玩具の名。
ku鰻saini①　（名）　小さい時。幼時。，wa－
　Nnee　kuusainee’jahwaraa’jataN．わ
　たしは小さい時は引回だった。～nu　kutu
　’jati’wakaraN．小さい時のことでわか
　らない。
kuusaN①（形）小さい。また，幼い◎1〈uu－
　saru？ucini．幼時に。岡義語9tmlasa“T
　は小さい・細かい。小粒であるの意Q
kuusaNkuu①（名）二季の型の名。
kUiisee⑥neeN⑪（句）（人が）如才ない。
　また，（商売などが）失敗のおそれがなく，
　安全である。たとえば文房具商は，商最が
　痛まないのでku幣ee　neeN．のようにい
　う。？aree　nuu　siMitiN～．彼は何をさ
　せても如才ない。
1“iusi⑨（名）孔子。
｝cuusiikaa’sii＠（副）つL・だりはいだり。
　また，つぎはぎだらけ。
kuusiimuN①（名）貧乏者。細民。貧民。
　，jucikuna　MUNの対。
kuusi？磁◎（名）家を解体して売ること。
　また，まとまった古道具などを分売するこ
　と。
lguusju⑨（名）古酒。泡盛の回忌以上経た
　ものもあり，二二される。naNbaNgaami
　（薄蛮がめ）に入れて，密点してたくわえ，
　消費しただけ懸たに入れて蟻を滅らさな
　い。
kUtt＝s．iuiN＠（他＝saN，＝ci）こわす。くず
　す。解体する。’jaa～・家をこわす。
k騒usjuura3鱒aN①（形）かわいらしい。
kuutee⑨（名）小さい物。小さい者。ちび。
　kuuteemaa　ともし・5。　〈kuusaN。
kuuteemaa⑰（名）1｛uuteeと同じ。
kuuteenuu⑪（名）kuutee，　kuuteemaaと
　同じ。
kuuteeN⑨（名）少し。わずか。ちょっと。
　また，小さく。量にpa　してい5。時閲に関
　しては？icutaとい5。～kwiri．少しく
　れ。～na？UQka．わずかな負債。～Qsi
　sinUN．ちょっとでいい。
kuuteeNgwaa①（名）ほんの少し。ちょっ
　びり。
k縦撮eeNnaa①（名）少しずつ。小量ずつ。
kuutoO①（名）〔公当］公平。公正。～na
　Qeu・公平な人。？ariga　s憩ru　kutoo　eaa
　～’jaN・彼がすることはいつも公平だ。
kuut駆⑨　（名）　以外Q　よりほカ㌔　？arijaka
　～taaga　siQcooga．彼よりほかにだれが
　知っているか。　？ajaakuutoo　七aagaN
　’NNぬN．母以外にはだれも見ない（幼児
　を夜外出させる時に言5まじないの文句）。
kuutuguutu⑲（副）ごとに。ごとごとに。
　hwii3a～．　Hごとに。一日一Hと。　gicee
　～．月ごとに。
kuuwai’ee⑪（名）くすっと笑うこと。～
　SjUN．
kuuwee⑪（連捧）大変な。危い。とんでも
　ない。たとえば子供がミ璽を飲もうとした
　時，おとながびっくりして～1〈utu・とか
　～瓢UN．などという。～Qcu．無鉄砲な
　人。～n滋Nkai？恥N．とんでもない目
　にあ5。
klluzi①（名）〔公儀］王箭。官府。
kuuzi④（名）訴訟。裁判。　hwiruugutuと
　もいう。
kuuzigutuG）（名）おおやけの事。公儀。
　公用。公務。
ku翻muc麺）（名）国費で事を行な5こと。
　官費。公儀持ちの意。
kuuzoo①（名）幼児のおしゃべり。幼児の
　かわいらしい話し方。
kttU＝ZUN⑪（他＝gaN，＝zi）漕ぐ。　huni～・
　イ．船を漕ぐ。ロ．居眠りをする。niibui
　～．（眠りを旧くつともい5。
kuwaN①（名）小鳥。（（地）〉参照。
k聡wee＝juN⑨（イ由＝raN，聯縫）〔文〕力口える。
　口語では麟jUNなどという。
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kuza⑰（副）こなごな。こなみじん。～na－
　jUN．こなごなになる。　cubaeinakai　ka－
　ara～nasjUN．一撃で瓦をこなごなにす
　る。
kuzaa⑪（名）与謝。〔地》参照◎
ku多ara⑪（名）小皿。
kuz三⑰　（名）　く　じ。　～　？atajUN．　くじに≧旨
　たる。
kuzi①（名）故事。　muziN　～N　，waka一
　τaN．文学も故事もおからぬ意。物の道理
　をわきまえない。
茎轍z圭①（名）釘。
kUiM（名）澱粉。くず粉。
kuzibiei⑪（名）　くじ：引き。
kuzigatami⑪（名）くず粉で固めること。
　～nu？usiru，くず粉でとろりとさせた汁。
k・・ziguhwa＄aN⑨（形）くじに弱い。くじ運
　がない。1〈uzijahwarasaNの対。
kuzi麺hwara繊製⑨（形〉くじ運が強い。（無
　尽講などで）くじによく当たる。1〈uzigu一
　｝lwasaNの対。
kuzi＝．iuN（①（他＝xaNt”ti）㊦くじる。え
　ぐる。ほじくる。穴の中をかきまわし，ま
　たは中のものをえぐり出す。◎皮肉をい
　50
kuz量kee⑥（名）（役揚などの）小使。
kuzimi①（名）入門の鐘。　fこじみ（昏鐘
　鳴）」に対応する。
lscuzinuzaa⑰（名）釘抜き。
kuz掘900S豊⑨（名）muruduQeiriの那覇
　語。
k穏z董蝿星jUN⑪（自＝1’aN，鴇七1）　くずれる。
　？isigaeinu～．石垣がくずtixる。
kttli＝sjux⑨（他＝saN，＝ci）くずす。整っ
　たものを乱す。また，盛ったこちそ5など
　に手をつける。zii～．くずし字を書く。
　？uzuu～．重箱のこちそ5に手をつける。
　taariini？umikakiti｝cara　ku雰亭ee．おと
　うさんにお鼠にかけてから（ごちそうに）
　手を付けなさい。
kugU⑲（名）去年。「こぞ」に対応する。
kuz猛腿⑪（名）九十。
kug．uu①（名）小僧。仏門の小僧をい5。
kwaa⑨（名）過の意。数量・程痩などが過
　ぎること。～na七〇〇N．やり過ぎている。
　また，多過ぎる。ZiNnU　SiNgWaN～SjO一一
　〇N。金が1000貫多過ぎる。
kwaa⑰（名）桑。
kw翁 gi⑪（名）桑門。桑の末。
kwaaginumata⑥（名）（桑太の股の意）
　kwaaginusicaと同じ。
kwaaginllsicaSt（感）（桑木の下の意）桑原
　桑原。雷をおそれて唱えるまじ：ないの文
　句。雷が桑の太に落ちて桑の枝にはさまれ
　て死んだという伝説がある。｝〈waaginu－
　mataともいう。
kwaahusuk孤⑨（名）過不足。
kwaaninaa⑨（名）おしゃれな者。
kwaaniN⑪（名）おしゃれ。服装や容貌を
飾ること。宮人の意か。～sjUN．おしゃ
　れをする。
kwaanujumi⑪（名）子供が生まれた時，
　悪魔払いのまじないとして桑で作った小さ
　い弓で矢を射る習俗があった。その桑の
　弓。
kwaaNkwaaNnu⑰nanamakai⑪（句）食：
　べない食べないと雪っておきながら，七杯
　も食べること。食わずぎらいで，食べてみ
　れば大いに食べること。食べてみなければ
　好ききらいはわからないという場合にい
　う。
kwaaA’kwaaNnu（①nanamakajaa⑪（句）
　食べない食べないと書っておきながら，七
　杯も食べる者。食：わずぎらいでいながら，
　食べてみて大いに食：う者。
kwaarakw蹴ya⑪（副）ごろごろ。雷の鳴る
　音。
waasi⑰（名）菓子。　kWasiともいう。
kw鎗頭aa⑰（名）菓子屋。　kwasija　とも
　いう。
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kwaa＝sjUN⑨　（他＝saN，＝ci）爾側からはさ
　み込む。かみ合わせる。はさんでくわえる
　ようにさせ’る。
kwaa＝sjuN①（偲＝saN，＝ci）e食：わせる。
　kwajUN（食：う。kanuNの卑語）の使役
　形。（家畜・こじき・けんか穣手などに）
　食わせる。◎くらわす。こうむらせる。bagi
　～・罰をくらわす。tiizil〈UN～。鉄拳を
　くらわす。
kwaa＝sjuN④（他＝saN，＝＝e呈）くり出す。く
　り出して先へ送る。また，手送りにしてよ
　こす。投げたり，地をころがしたt）せず
　に，間にいる人の手を経て，よこす。，UU
　～・紙だこのひもをくり出す。1〈umaNkai
　kwaasee・手づたいに，こっちへよこせ。
kwabli＝麺N①（霞＝yaN，＝ti）華美にする。
　ぜいたくにする。
kwacikwaei①（副）ぷんぷん。大いに立腹
　するさま。
kwaeuu①（名）短気。せっかち。　f火急」に
　対応するものか。～na　mUN．せっかちな
　者。
kwaguN⑨①（名）過奮。言い過ぎ。無礼な
　ことば。
kwahuu⑪（名）果報。幸運（にめぐり合う
　こと）。単にhuuともいう。～nu？aN．
　運がよい。～na　muN．果報者。
kwahwii①（名）〔文｝威厳。
kwa＝juNa）　（（Lt　＝aN，　＝ti）　（II）rt　5．　1〈anuN
　（食べる）の卑語。（動物・こじき・けんか
　相手などが）食：う。◎ばくちなどで，利益
　を得る。1〈waayljuN．イ．食われる。ロ。
　ばくちなどで，負けて金晶を取られる。㊧
　（接尾）…しゃがる。？icikWajuN（行きや
　がる），eiikwee（来やがれ），　t瓢kweewa
　（取りやがれ）など。
kwamuei⑨（名）科料。罰金：。昔はむちを
　用いたのでいう。kwasiNと同じ。
kwanaN⑪（名）火難。火事の災難。
kwaN⑥（名）嘗。～nu　kutu。おおやけの
　こと。致麿に属すること。
kwaN一（接頭）巻。　kw＆Nnu？ici（巻の一
　第一一巻）など。
一kw＆N（接羅）巻。書籍を数える接尾辞。
　？iQkwaN（一巻）など。
一kwaN（接尾）貫。古くは銭1000文。明治
　以後は2銭を1貫（？iΩkw批N）とした。
　hjaQkwaNα00貫。　2円），　siNgwaN
　（1000貫。20円）など。ziN（銭）の項参
　照。
kwaNbaku①（名）棺箱。棺桶。首里では忌
　んでt3kayamUNともいう。
kwaNgwaavaasjaN⑪（形）子供に甘い。書
　愛している。
kwaNhwaa⑨（名）官話。標準中国語。中国
　へ留学する揚合や，役人として派遣される
　門門にそなえて，ハイカラな青年達が勉強
　した。
kwaNkwaN①（副）上贔で威厳のあるさま。
　中年以上の男り，ゆったりとして立派なこ
　と，福福しいことなどをいう。？UNci～．
　顔が立派で威厳のあること。？UNci～tu
　hwizija　tada　misizi．お顔1まご立派で，
　ひげはたった烹本（歌の文句。ひげの少な
　いのをあざけったもの）。
kwaNmuei⑪（名）官費。留学・旅行などの
　費用を物別がもっこと。
kwaNniN＠（名）官人。役人。「高給をとり，
　美しく着飾った，一般人のあこがれの的で
　あるお役人」といった語感がある。kwa－
　NniNでもないくせに，着飾っている者と
　いう意味で，turaNkWaNniN（取らぬ嘗
　人）という語がある。
kwaNnUNdi（名）観音。　kwaNnUNdooに
　ある千手観音をいう。旅に出る時に必ず参
　拝した。
kwaNnuNciku⑨（名）観音竹。庭に栽培さ
　れる鰻小な竹で，幹の高さ50センチ内外。
　入璽山の観音由の原産なのでこの名がある
　という説がある。
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kwaNnttA’doo⑨（名）観音堂。首里から那
　覇への出口にある。
kwaNsiN（①（名）〔冠擁合］？“kwaNsiN　と同
　じ。
kwaNsoe⑪（名）かんぞ5（萱草）。わすれ
　ぐさ。花・葉。白い茎は食：用となり，不眠
　症にきく。
kwaNtuN①（名）広東。広州。
kwaNtu2u”i⑪（名）すいか。広東瓜の意か。
kwaNgi㎜i⑨（名）〔新〕かんづめ。
kwaQeii⑰（名）ごちそう。「活計」に紺応
　する語か。～sj　abira・ごちそうになりま
　す。～sjabitaN．ごちそうさまでした。
kwaQciilcwaQciien（名）お、・しいおいしい。
　おいしい意味の小児語。
kwaQkwa；sjUN⑪（他＝saN，＝ci）隠す。
kwaQkwigutu⑪（名）隠しごと。密事。秘
　密。
kwaQkwi＝juN（①（自　＝raN，＝ti）e隠れる。
　㊤雨宿りする。kwaQkwirasjUN．イ．かく
　まう。入を隠れさせる。ロ．雨宿りさせる。
kwaQkwima「ai⑪（名）逃げ隠れること。隠
　れ回ること。
kwaQkwiNdooree⑨＊（名）kwaQkwiN七〇〇一
　ruuと同じ。
kwaQkwiNtooruu⑪（名）隠れんぼ。その
　時の用語は，七〇〇i．（もういいかい），tOO－
　ru．（もういいよ），？aaguuru．（鬼が隠
　れた者を見つけ出せない時にいう。降参）
　など。～sjUN。
kwarakwara①（副）かんかん。　Bが強く照
　りつけるさま。tilda～鍍jUN．日がかん
　かん照る。
kwasi⑪（名）kwa3siと同じ。
kwa面a⑪（名）1〈waaSijaaと同じ。
kwasiN⑪（名）科料◎罰金。科銭の意。kwa－
　muciともいう。～hakijUN．罰金を課
　する。
監was量uuzi⑨（名）甘薦の一一種Q製糖用の甘
　薦に似ているが，茎が太く汁が営い。製糖
　用にせず，盆に霊前に供えるのに使5。
kwasOo⑨（名）〔新］火葬。
kwasooba⑪（名）〔新〕火葬場。
kwatakwata①（副）ぐつぐつ。ものの煮え
　たつ音。gwatagwataともL・う。
kwa繊①（名）道楽者。放蕩者。
kwazi⑨（名）火事。
kwazimilmee⑪（名）kwazimimeeと同じ。
kwazimimee⑪（名）火事見舞い。
kwee⑥（名）こえ。こやし。肥料。
kwee⑲（名）桑江。縄》参照。
kwee①（名）鍬。
kweebutaa⑪（名）でぶ。肥大漢。　kwee－
　taa，　kweetUUともいう。
kweeb皿u①（名）食にありつく果報。～nu
　？εしN．食にありつく果報がある。ごちそう
　の席に不意に来訪した人などをい5e－bUU
　〈huu（果報，幸運）。
kweeci⑪（名）病気が全映すること。「快気」
　に対応する。
kweeci？uiwee＠　（iiZi）　1〈weeei？ujuwee　L
　同じ。
kweecRujuwee⑲（名）快気祝い。全快祝
　い。
kweedoor；①（名）食：い倒れ。美食：をして財
　産を1失うこと。sjuiNeoc　ciidoori，　naa－
　hwaNcoo～，加m訊圭Ncoo　siidoori．首
　里の人は着倒れ，那覇の人は食い倒れ，泊
　の人は働き倒れ。
kweegweetu①（副）でっぷり。太っている
　さま。～sjoON・でっぷりと太っている。
kweehoorii⑪（名）e食い散らすこと。食
　い荒らすこと。◎財産などの浪費。
kwee＝juN⑨（自＝raN，＝ti）e（体が）太る。
　◎（土地）が肥える。
kweekuci①⑪（名）食費。食：いぶち。～
　？ucikiree．食＝費を掛せQ
kweemuN①（名）食：いもの。食物。
kwee皿a⑨（名）［こゑにや・くわいにやコ歌
　謡の一種。旅人の平安を祈るために，溜守
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　家族・親類の女たちが集まって歌う長い歌。
　反歌と訳されることがある。　？uhugu寧i－
　kugweena，？uriziNgweenaなどがある。
　？umuigweena　といって，昔は祭式など
　の折に歌われた。？umuiは「おもろ」の
　意。
kweeniibuu⑨（名）肥びしゃく。
kweeiaa⑨（名）太った者。でぶ。kweetuu，
　kweebutaaともいう。
kweetanNda⑨　？ucuN㊥（句）　まるまると
　太っている。ぶくぶく太っている。一taNda
　は「たぶら」に対癒する。？llCIIN（打つ）
　には特に意味はない。
kweeteean（名）懐胎。妊娠。～sjOON．妊
　娠している。
kweetoor　sjuN　G）（他＝saN，＝ci）：食：い倒す。
　（財産などを）食いつぶす。
kweetuu⑨（名）kweetaaの愛称。でぶ。
　でぶちん。
kweettukii⑨（名）肥桶。肥たご。
kweeziraa④（名）穀つぶし。食ってばかり
　いるなま1ナ者。
kweezirimuN①（名）1〈weezix’aaと同じ。
kweNkweN①（副）θゆらゆら。ちゃぶちゃ
　ぷ。運ぶ桶の水などがゆれるさま。㊥びっ
　こを引くさま。guuni～・びっこを引き
　醗き。
kwii③（名）くい。地中に打ちこむ棒材。～
　？UCUN．　くいを打つ。
kwii⑪（名）e声。～tatijUN．声を立
　てる。◎消患。次のように用いる。～
　cieUN．消息を聞く。安否を尋ねる。その
　敬語は？UNeuu’uganUN♂waag批N～
　elcutaNd圭？UNnjukiti　kwiri．わたしか
　らもよろしくと吉っていたと串し上げてく
　れ。？UNzunu～cicabiitaN．あなたに
　よろしくとのことでした。
kwii①（名）戸棚。たんす代わりに着物など
　を入れるためのもので，中に棚があり，戸
　を取り付けてある。作り付けのもの（sigi一
　kigwii）と持ち運びできるものとあり，上
　を仏壇にしたものが多い。
kwiieaa＝jtiNi　en（自＝raN，＝ti）強くかみ合
　う。（戸などが）かたくしまる。hasirunu
　kwiicaati？akaN・戸が強くしまって開
　かない。
kwiieaa＝sjttNen（計図saN，＝ci）e（歯を〉
　強くかみ合わせる。くいしばる。e（戸な
　どを）強くしめる。強くかみ合わせる。
kw叢9無cuN（①（他＝kaN，＝ci）食いつく。か
　みつく。kwiig圭k簿UNともい5。
kwiici＝juN⑨（他＝raN，＝（≧ci）食：い一切る。
　霞み切る。
kw銭。珂u駕①（他；yεしN，＝Qci）密封する。味
　晦を作る時や漬け物をする時などに，空気
　がはいらないように密封する。
kw量｛φk重＝」麟⑪（他＝raN，飛ci）食いつく。
　カ、みつく。カ、じりつく。
kwiigaai⑨（名）声変わり。
kw鼓嚇麓黄①（イ也；raN，＝ti）越える。　hasi
　～．橋を越える。，NNZU～．溝を越える。
　？両anu？wiikava～．親の言らことを聞
　かない。親を何とも思わない。
kwiikaraa⑲（名）声がかれること。また，
　かれた声。しわがれ声。また，しわがれ声
　の者。
kw三量kuci⑰（名）（きせるなどの）吸い糺
kwiimici　＝j　uN①（他＝raN，＝ti）閉めきる。
　（雨戸などを）すっかりしめる。
kwiimuuku⑪（名）乞婿。娘の婿になって
　くれと所望すること。また，その婿。
kwiinu＝z騒N⑪（他＝gaN，＝zi）吸い崖す。
　吸い出しごうやくがうみを吸い串す揚合な
　どをいう。
kWiirikwiiri⑪（副）きしきし。　ぎいぎい。
　車など，物めきしむ音。～sjUNtぎいぎ
　いいう。
k、vi壼wa【二juN（藍）　（他　＝raN，　＝＝t圭）　（黒砂糖　・　堅
　い菓子などを）かんで割る。
kw蓋zl盆＝juN①（自＝raN，＝ti）eしっかり
， 35e
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　とせおう。？uhwa～．しっかりとおんぶ
　する。㊤しょい込む。…からのがれられ
　ない。’jaNmee～．病気をしょい込む。
　hwiNsuu～・貧乏からのがれられない。
kwiigukuien（名）こわづくり。ことさらに
　せきばらいなどして，そこに人がいること
　を知らせること。～sjUN・
kw量＝juN①　（他＝raN，＝ti）　くれる。与え
る。やる。また，（…して）やる。（…し
て）くれる。敬語はkwimiseeN（下さ
る），さらにその上は？utabh短斑eN（賜
わる）。また，？usjagijUN（さしあげる）。
？ariNkai　s3Umugi　tiigi　kwirana．彼に
本：を一冊やろ弓。？uree，waNniNkai
kwiri．それはわたしにくれ。？aNsi　kwi一・
inigeebiree・そうして下さいませ。
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2meN§eeN①（自・不規鮒）いらっしゃる。
　おいでになる。いる・行く。来るの敬語。
　同等および目上に対して用いる。？取ee－
　Nよりも丁寧であり，．さらに丁寧に．は
　？imeN亭eeNとなる。　meNseeNという平
罠的発音もある。siNsiinu？meNsjoo一一
coON．先生がいらしている。「BmeN亭eeb呈一
ree．いらっt！やV・ませ。！thmaNkai？m－
eNsjooree．こちらへいらっしゃい。
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ma一（接頭）e士族以上の男女の童名（，wa－
　rabinaa）につける美称の接頭辞。111　aj　a－
　matuu〔真山戸］（’jamatuuとい5男の
　名を敬っていったもの），madamagii〔真
　玉津］（女の名），masaNduu［真三郎］
　（男の名）など。◎真。真の。純粋のなどの
　意を表わす。mahwiru（藝昼），　ma．juna－
　1〈a（真夜中）。maa一となることもある。
　maaziN（置きび。　toonuciNに対する）
　など。
maa⑪（名）（∋どこ。～kai？icuga．　どこ
　へ行くか。～kaiga．どちらへ（歩脚て行
　く人へのあいさつ）。　～nu’warabiga．
　どこの子供か。～nu　maNgura．どの辺。
　．～nu　hwiN．どの辺。～haiga・どれほ
　どよいかわからぬ（卑語）。　hai一くhajuN。
　sibai　’ATATdazijaka，　？uQsaga　sisi　ka－
　111ee～haiga．芝居を見るより，それだ
　け肉を食：つた方がどれだけいいか知れな
　い。◎どなた。だれ（taa）の敬語。～？u－
　jaNseebiiga・どなたでいらっしゃいます
　か。
一maa（接尾）密にある意の接尾辞。　kiimaa
　（毛深いこと，毛深い人）。
maa2aNda①（名）種油。菜種油。
maagi⑨（名）松。
maagibaa⑨（名）松葉。面積の狭いもの
　のたとえとなる。Qcunu　nasakeeんniN
　g．lginUN．人の情は松葉にも包む。情は物
　の量で計ることができない意。
maagikasaa．＠（名）松かさ。松ぼっくり。
maaginu2aNda⑪（名）松やに。松の幹から
　潤る脂。
maaguu⑪（名）松林。松原。
皿aada⑪（副）まだ。いまだ。　naadaとも
　いう。～卵eneeN．まだしてない。
maadu①（名）前（に）。…にならない5ち
　（に）。…する前（に）。　，juubaNnu～nu
　kutu．夕飯にならない前のこと。’Nnani
　kwiiru～，？azi　Qsi，NNdee．皆にあげ
　る前に昧見をしてみろ。
maagamaa窪aa⑪（副）どこだどこだと。あ
　わてて捜し回るさま。～sjUN．
maagana①（名）どこか。～kai？iCUN．
　どこかに行く。～kai？icumi．　どこかに
　行くのか。道などで目下に会ったときのあ
L・さつ。～eigaroonal〈ai？ataNdi？juru
　hanasi．どことかいうところにあったと
　いう話。
maagu⑪（名）藁製のかご。女の下着。く
　ず物・布切れなどを入れる。
㎜aagUU⑪（名）しわの寄った物。しわの
　寄った入。＜m gujuN。
maaguuhwiiguu⑪（副）しわくちゃ。しわ
　だらけ。maguihwiguiともいう。～s30－
　ON．しわだらけである。
maagitUglira⑰（名）しわだらけの顔。
maahaNdaa⑪（名）どれにも合わないもの。
　使いものにならないもの。無用の長物。人
　についてもいう。役立たず。
孤aakwanacaa⑨（副）仰向け。～keeri－
　jUN。仰向けにひっくりかえる。～natoo－
　N．仰向けになっている。
maahwanacaa？wiizi⑪（名）背泳。背泳ぎ。
　niNzaa？wiiziともい5。
maahwiN⑰（名）どの辺。　maanu　hwiN
　とも￥・　5。～ga．どの辺か。
］naa？圭sjaa⑪（名）黒「色の堅い石。村の青年
　達がsasi？isi（力だめしの石）にする。
maai⑪（名）まり。季まり。　SUI．ltiigibu－
　kui（そてつの芯にある綿のようなもの）を
　中にして丸め，色糸で模様をつけて作る。
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～？UCUN．まりをつく。
maai①e（名）國り。回ること。また，周
　囲（maayu）。　O（接尾）…周。…團り。
　tamaainu　？uubinu　mimaai　natoosa．
　（やせて）二回りの帯が三回りになったよ。
maaibeekuu⑪（名）ある野点へ行くのに左
　右両方に分かれ，惹く行き着く競争。
maainagiee⑪（名）まりの投げあい。まり
　投げ。
maai2uuceeew（名）まりつき。女の子のす
　る遊戯の名。～sjUN．
maa　・juN①（霞＝xaN，＝ti）θ回る。回転
　する。また，（物の周囲を）回る。また，迂
　回する。◎行き渡る。全部に賜る。⑭すっ
　かり…の空気，…の状態となるQhwi－
　zuyukaNzaa～・（火の気または女気がな
　くて）寒寒とする。nacigataa　maatooN・
　今にも泣きそ5になっている。gata　maa－
　toON。やがて（破周が）来ようとしてい
　る。口器が割れる寸前にある，人が捕われ
　る寸前にある，などの俗な欝い方。gata
　はnlaasigataa（死にそう），？amihui－
　gataa（雨が降りそ5）などの接羅隅一ga－
　taa（そう）　を単語にして使ったもの。
　？aN．cruhi　hwiQpatl　？aQeus．iga，　gata
　maatoON　doo．あれだけ派手にしていた
　が，もう破産しそうになっているぞ。
maajuuii⑨（名）髪の結い方の一種。丸
　髭。簡単に丸く結うだけのもの。女・元服
　前の少年，服喪中，急ぐ時の一時的処鍛な
　どの結い方。元服前の士族の筆写のそれに
　｝ま？usiriiともいう。
玉naak猛⑪（名）幕。　makuともいう。
maakuma”aku⑥（副）eうまそうに。お
　いしそうに。niizamuNdu，ja麟g包～ka－
　nagiisa・まずいものなのに，うまそう
　に食べているよ◎◎いい食べ物を食べるさ
　sk．　munoo　・v　kadl　kuNei　gikiri　’j　oo．
　いいものを食べて体力をつけなさいよ。
maakuQsa①（名）5んと。’たんと。たく
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　さん。相当の量。あまり上晶でない語。
　maakusaとも、・5。普通には？uhooku
　といら。～nu　Qcu．たくさんの入。～？a一一
　N．5んとある。
㎜aakusa①　（名）maakuQsa　と同じ。
maakwaa⑨（名）e袖の長い，たけの短い
　中園風の上着。男用。結びボタンがついて
　いる。中傲語「馬掛」の骸一語。野馬のもの
　は．dlNl〈waaとい5。◎＊明治以後，袖の
　長いシャツをも書つた。
maamadiN①t煤i副）どこまでも。あくまで
　も。
maami＠（名）θ豆。普通は大豆をいう。
　◎腎臓。形が似ているのでい5。
maa㎜igaa⑥（名）豆の皮。大豆の皮。
maamigaN⑨（名）あずきで作った羊奨。
maamigaraa⑪（名）豆のから。大豆のか
　ら。大豆の実を取り去ったあとの枝や茎。
maamina⑪（名）もやし。豆のもやし。？00－
　maamiiで作る。
maaminacaNpur皿⑩（名）聡ト理名。もや
　しの貫いため。
maaminakuu⑪（名）きなこ。大豆を妙っ
　て粉にしたもの。
ma musubii⑪（名）真結び。こま結び。玉
　結び。
maamutii⑨（名）どの方向。どの方角。～一
　Nl｛ai’Nkaasjuga・どの方角へ向けるか。．
maani⑪（名）植物名。くろつぐ。高さは3
　メートルくらいになり，葉・≡茎ともに長
　い。若芽は食：用になり，幹の繊維は綱の材
　料となる。茎を子供が刀のおもちゃにす1
　る。
maanu⑪e（連体）どこの。　maaの項参
　照。◎（感）なんの。とんでもない。“ku一・
　nu　saraa　？jaaga　’watara　’jaa．”　“一v，
　，waNnee　saaiN　saNdee．”「この」盈はおま
　えが割ったろうね。」「とんでもない，わ．
　たしはさわりもしないよ。」
maaNkw且量N①（副）どこもかも。どこもか
mab秘藍gu】徽量
　しこも。～nicOON．どこもかも似ている。
maa？oohwaa⑪（名）植物名。のげし。は
　るののげし。けしあざみ。野生1の草だが，
　野菜の代用になる。
maarikaa⑥（名）どの辺。
maarue／）（名）（）回り。　周獲蘇。　lllaai　と～も
　いう。うjatlnu～．家の周囲。◎番。順番。
　，waamaaru．わたしの番。
maaruu①（名）順番に回ること。順番制。
　？weekee～・富は順ぐりに回って来るも
　の。
maaruugurasi⑨（名）袋だたき。大勢で
　一人をなぐること。
maasamuN⑪（名）うまいもの。おいしい
　食べ物。
1捻aasaN⑰（形）うまい。おいしい。女は丁
　寧には？UNsiraag．jaN・という。
maas董gataa⑨（名）死にそう。死にかかっ
　ていること。瀕死。9．　inigataaは主とし
　て動物についていう。～nu　Qcu・死にそ
　うな人。～m3uru　hudU～就批。就aN
　死にそ弓なほど疲れていた。
maasju⑪（名）塩。食塩。
ma劉sju1頑婬⑨（名）塩水。はらい清める時
　に使：う。葬式の帰りなどに戸口で塩水をふ
　りかけてから中にはいる。
maa　：sjuN①（他＝saN，＝ci）回す。園転さ
　せる。また，次から次へ旧す。ただし
　maasjUN（死ぬ）の語感をさけるため，
　migurasjUNを多く使う。
ma欝s沁翼①（自・不規則）犀ぬ。なくな
　る。sinUNよりも丁寧な語で，　sinUNは
　多く動物についていう。
ma段sjutacaa⑪（名）塩たき。製塩。製塩
　のため海水を煮つめること。また，塩をた
　く入。製塩業者。～sjUN・平たきをす
　る。
maasju2ujaa⑪（名）塩売り。塩商人。多
　く泊の前島の女が売り歩いた。
maatagaataa⑪（名）肩車。股肩の意。那
　覇ではbuu七utukwaaNとい弓。
㎜aataku⑲（名）竹の一種。だいさんちく。
　りょくちく。高さ1Gメートル近くにもな
　る最も曾和の竹。たけのこは食用，幹は
　竿・建築用材などにする。
maaumaai芙@（副）にやあにやあ。猫の鳴
　き声。
maauu⑪（名）猫の小児語。
maauu①（名）まお（真苧）。からむし。麻
　の一種目夏物の上等の麻衣にする。
maaza⑨（名）真喜歴。〈（地））参照。
maazaa⑪（名）あばた。痘痕。また，あ
　ばたのある人。中酒乱から来たものか。
　c貝raga＄a　1嬢k就1～1｝a七〇〇N。天然痘に
　かかってあばたになっている。
m蹴z⑩（名）真和志。（（地》参照。
maazi①（名）赤土質の土壌。
一lnaazi①（接尾）［満地3王の使屠する言揚
　の意か。七eeramaazi（平良駕揚），　sicina－
　maazi（識名馬揚）の二か所がある。
m azimu①（名）mazimuと岡じ。
maazinuhwi”ra⑪（名）真和志之平等。C（aj、〉｝
　参照。
maaziN④（名）黍。きみ。
mabui⑲（名）魂。霊魂。生きている人の
　魂をいう。死者の霊はtam犠siiという。
　～nu’Nkatoo毛eesa．魂が向かっていたの
　だ。噂している人が来た二合にいう。噂を
　すれば影。～nugijUN．たまげる。驚い
　て魂がぬける。～nugasjuNともい5。
mabui⑲（名）摩文仁。（（地））参照。
mabuigumi⑪（名）魂をこめることの意。
　mabUi？utiをして人の体から離れた魂を
　ふたたび体にこめること。また，そのため
　の祈願。ごちそうと本人の着物を，魂が落
　ちた現揚へ持って行き，その着物の中に魂
　を招き入れて持って帰り，本人にごちそ
　5を食べさせると岡目に，その着物を着せ
　る。ごちそうの膳にはノ」X石三二を置き，茶
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mεし肇）ui2utl
　：碗に一杯水を用意して，ごちそうを食べる
　前に，　mabujaa　mabujaa　？uuti　kuu
　’joo，　？uhmnee　’jatumee　kwira　’jaa．
　（魂，魂，ついて来い。大きな大きなめし
　をやるぞ）と雷って，その水（？ubiiとい
　う）をひたいに指で三度つける。
mabui2utV⑪．（名）魂が抜ける病気。魂が
　体から抜け落ちること。怪しい物を見た
　り，転んで驚いたりした時などに起き
　る。病気のよ5に元気がなくなり，衰弱し
　て，ほうっておくと死に至ることもあると
　いうので，mabuigum2をして元にもど
　す。
mabui｝vakasi⑨（名）∈）生きている人の魂
　と死んだ入の魂とがいっしょに遊んだりす
　ると（多く子供にある），生きた入の魂が
　あの世に連れ去られることがあると1，・　i5の
　で，それらの魂を引き分けるために祈齋を
　行なう。その祈濤をい5。◎入の死後四十
　：九ffの夜に，死んだ人の魂と家族の魂とを
・引き分けるために，juta（巫女）を呼んで
　行なう祈雨。その祈薦を行なうこと6t　’ju－
　Nnujuta，isijUNともいう。
ma｝｝ujaaen　（名）　mabui　と置｝じQ
mabujaauu⑪（名）子供の着物の背に付け
　る飾り。もとは七色の糸で房を作って付け
　たが，のちには布切れでハート型を作って
　付けるようになった。
〕㎜acaa＝5ju麗①（他＝saN，：ci）取り巻く。
　たかる。群れ集まる。kibt憲sinu～．煙が
　取り巻く。
maci⑪（名）市（いち）。商晶の種類によっ
　て，huruzimaei（古着市），？ijumaci（魚
　市），tuim批ci（鶏の市），？waagwaalkaci
　（豚の子の市），？Nmumacl（さつまいも
　の市），？waasjaamaci（肉垂），　gibuja－
　maci（瀬戸物市）などがあり，季節に
　よってbUNmaei（盆点了），　siwa鼠simaci
　（師走市），sjoogwagh聡ci（正月市）など
　がある。～kai？iCUN．市へ（売りにまた
　は買いに）行く。単に市揚へ行く意では
　inacin mee｝cai？iCUNとL・う。
maci①（名）eつむじ。また，そのほか人・
　馬などの毛の5ず。つむじほ一つある竜の
　（tiiglmacaa）より，二つあるもの（taa－
　gimaeaa）の方が，一癖あるものとされ，
　男の子は喜ぶ。◎相撲の季の名。首投げ。
　相手の首に手を巻いて倒す手。～？UCμeN。
　相手をあおむけにたたきつける。
maci？aka＝sju「N⑪　（他＝saNs；C童）〔文〕
　待ち閉かす。待って夜を明かす。
magibavaN（D　（名）　magiuraN　と同じ。
maeibata⑪（名）㊦市場のほとり。市のぞ
　ぱ。◎首里では町名となった。町端。（（地））
　参照。maeibataNeimu　nidujuubaN。町
　端の人の：度夕飯。町端の人は’jusaNdi－
　maci（脊市）に上等の魚が出ると，夕飯
　をすましたあとでも，また魚を買って二度
　も夕飯を食べたという。
magibui①（名）男女の離れられない関係。
　まつわりつきの意。
㎜agibu＝juN①（自；raN，”ti）eからみ
　つく。巻きつく。O（子が愚に）まつわり
　つく。つきまとう。また，（男女が）から
　み合う。
mae量ca⑪（名）機の付属具の名。おまき。
　ちきり。経糸を巻く芯にするもの。
magidaN⑨（名）燃agiraμと同じ。
magigaa⑨（名）松浦。（（地D参照。
蹴ac蓑ga＝」秘N⑨（他＝raN，＝t2）e間違5。
　macigeejUNともL・5カミ，　macigeejUN
　は那覇語か。◎あやまつ。道i養にそむく。
eiganee⑥（名）市場使用料。、市に使う
　土地の使用料。
macigasira⑨（名）市の商晶の筆頭。市で
　一番立派な昂。たとえば西瓜の出るころ，
　市で一番大きく一番値段の高い西瓜。
1nacigee⑨　（名）　間違い。　窪愚失。　失敗。　～．
　ごめんなさい。魚病。人の足を踏んだ時な
　どに臣下にいう。目上には～deebiru．
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madoocuN，
　（ごめん下さいませ。失礼いたしました。）
　という。
macigeegutu⑨（名）（道徳的に）間違った
　こと。
】m負。藍gee＝juN⑰（他＝raN，＝ti）間違える。
　maeigajuNともいろ。その項参照。
maφ9⑩（名）まつ毛。1《iramaa痴iju寧i－
　ga　magigee　Miil’aN・慶良間島は見える
　が，まつ毛は見えない。灯台秀と暗し。
　また，自分の非は見えにくい。
maeihoo＝3uN⑨　（他m・raN，＝ti）　まき散ら
　ナ。
inacijaG）（名）㊦店。商店。店舗をかまえ
　て売る店。◎（接羅）…店。…屋。kumi－
　macija（米屋），　tabakun康ac圭」3（煙砥山），
　？asizamacija（はき物店），　sjumugima－
　cijεし（書店）など。
1nac董jagwaa⑪（名）小店。小さい店。
lXlagijani⑪（名）松やに。　maaginu？aNda
　と岡じ。
magi＝趣N①（他＝1’aNs＝ti）（祖先・死んだ
　人を）祀る。
magikazimp（名）菓子の名。松風。米の粉
　に砂糖を加え，平たく延ばして結んだも
　の。胡麻などを入れて風味をよくする。主
　として祝賀用。
mac；maai⑪（名）町回り。芝居の役者が総
　出で人力車に乗り，広告して圖ること。
mac量・騨d磁⑨（名）市場帰り。首里・那覇
　などの市に売りに出て，あるいは何か買っ
　ての帰り。
magimutu⑨（名）松本。＜＜地》参照。
macinageesaen（名）待ちどおしいこと。
　hjaku＄e　narumadlja　maeinagesa　？a－
　munu，　hana7iakari？ucini　mataN　’uga－
　ma．［百歳なるまでや　待ち長さあもの
　花盛うちに　またも拝ま］あの世まで待つ
　のは待ち遠しいから，若いうちにまたお会
　いしましょ5。
1naci鰍飢u⑨（名）牧港。《地》参照。
maφnu畳｝wa⑪（名）〔文〕松蘂。面積が狭い
　もののたとえとなる。hutari、’jarU？we－
　daja　一vni　sudaei，　namaja　basjunu－
　hwaN？ibaku　natosa．［＝二人やる聞や
　松の葉に育ち　今や芭蕉の葉も　いばくな
　とさ］夫婦二人の間は松葉のよ5に狭い家
　に育ち，子孫がふえた今では芭蕉の葉のよ
　5な広い家も狭くなった。
macinumee⑪（名）市揚。市（maci）のあ
　る所。
magh’al　’⑪（名）植物名。風蘭。松・赤太
　（？akagi）などに寄生する蘭科の常緑葦
　本。葉は細長く，花は黄または白で香気が
　ある。magidaN，　magibaraNともい5。
niagk’i②（名）まつり。祖先の祭肥。
ac撤⑪（名）牧志。（（地》参照。
macisoOzian（名）市（maci）の掃除Q
macisoozii⑪（名）市場掻｝三人。
n13ci2uk蚤萄u「N⑨（他＝raN，＝ti）待ち受
　ける。待ちかまえる。
maciwara①（名）巻藁。麿手の練習のため，
　短い柱に藁を巻きつけたもの。こぶしで突
　く練習をするためのもの。
md・cuN⑨（他・taN，・Qci）i寺つ。　nlaCu－
　ganaasi　maQciN　1〈UUNtaN．待てるだけ
　待っても来なかった。
ma＝cuN⑨（他＝kaN，＝ci）蒔く。播種する。
ma叱麟①（他＝kaN，＝ei）巻く。うずを巻
　く。また，円筒形に巻く。
㎜adaNbasi①（名）輿玉嬌。穐》参照。
一man’di（助）まで。到達点（揚所。時間な
　ど）を示す。kUnia～kuuwa．ここまで
　来い。kOogU　magajuru～？icicOON．
　腰が曲がるまで生きている。？ariga　cuu－
　ru～maQCDokee，彼が来るまで待ってい
　ろ。
一niadil（接尾）失って惑う意を表わす三二
　辞Q？ujamad慧（親をタ竜うこと），’jaa1γま＆dii
　（家を失うこと），？iiciniadii（窒息）など。
madoo＝cuN⑪（自＝kaN，＝ei）θ（かたつ
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madookijuN
　いて）あき閲ができる。◎（仕事がかたつ
　いて）蝦になる。madooCoOmi．暇か。
madooki＝juN＠，（イ也　＝r3N，　＝もi）e（整理し
　て）あき問を作る。◎（仕事をかたづけて）
　暇を作る。tiigi　tiigi　madookiti　hwima
　nataN．一つ一つかたづけて暇になった。
madu⑰（名）eあき間。すき間。すいてい
　る空間。◎すいている時間。仕事のあいま。
　すき。暇。～’jami．暇か。～’jaraa，
　？icutaa　tanuma・暇だったらちょっと頼
　もう。⑬人の見ないすき。kuhWcadisanu
　？ugiei　inadumadudu　tijuru，　’jusumi　一一
　難akati　sinudi？imori．〔くはでさのお
　月　まどまどど照ゆる与飯昌まどはかて
　しのでいま5れ］kulaivadiisi（植物名）
　を通して照る月の光はあちこちしか照ら
　ない。県人の目にもすきがあるから，す
　きをぬすんで忍んでいらっしゃい。⑲平
　素。平生。不断。ふつうの時。？錦三bi－
　busja　？atiN　一vni　？as．　ibarimi，　sjujuiti－
　Nzanasi？uiwe，jakutu．［遊びぼしやあ
　ても　まどに遊ばれめ　晶晶天加那志　御
　祝やこと］歌ったり踊ったりして遊びたく
　ても，不断は遊べようかeきょうは綴王様
　のお祝いだからこうして楽しく遊べる。
　～nu　，jlユrarijaaja　？asibi？iCU】ユasεし嫡　不
　断なまけている者は，遊びの時になるとか
　えって忙しい。
madumadu⑨（名）∈）畷匪霞（に）。照を晃て。
　tuisig’utunu　一vja　haRanu　？iru？iru　gu－
　kuti　nagami，　mata　？utaNdee　’judi
　kuraci，ujabiiとaN．　〔：とり仕事のまどま
　どや　花の色々作て眺め　又歌もだいよで
　暮ち居やべいたん（花売赤剥）］仕事の暇
　暇にはいろいろの花を作って眺め，また
　歌などをよんで暮らしていました。～du
　najusa．暇蝦にしかできない。◎すき出す
　き間。maduの例文参照。
madunaNka⑨（名）死後七ES冒ごとに四十
　九日まで行なう法事のうち，h呂ginaNka
　（初なのか），mir：aNka（三なのか），　saN－
　zuugunicl（五なのか），　siNzuukunici（四
　十九日）以外op　B。間のなのかの意。　ma一
　　　　　　　　　　　　も　dunaNkaの法事は近親のみで軽く営む。
madumxmuN⑥（名）間食。
maga豊②（名）e謡曲（したもの）。◎湾。
magaiguc三⑪（名）曲がり口。融がり角。
磁3ga轍wヂ9U曇⑨（副）曲がりくねったさま。
　くねくね。
magajaa⑨（名）懸がり道。道路の大きく
　曲がっているところQおお曲がり。
inagajaakwigu．iaa⑪（副）曲がりくねった
　さま。くねくね。
maga縛uN①　（自　＝1’aNe＝ti）　∈）曲がる。
　◎かがむ。屈する。㊧屈服する。屈従する。
　？uclnaaNCU’jatiN　namaa　maga七ee
　，ux”aN　dOO。沖縄人だってもう屈従しては
　いないそ。⑳道理にはずれる。心がねじけ
　る。
magara⑪（名）〔間柄3血縁闘係（のある
　者）。続きあい。親類。～nu’umi．撫縁
　の者がいるか。caaru～ga。どんなつな
　がりか。
蹴嬉3撒謎hwig3職u⑨（名）曲がりくねった
　もの。また，心のひねくれた考。
㎜agaruukwigm・uu（m（名）mag’aruUhwi－
　garuuと岡じQ
mag三①（名）髭（まげ）。男子が頭に結う罎。
　？iQkwaNlllagiは髪i結い賃が2銭の髭。
mag ①（名）曲げ物。食物を入れる木製の
　丸い容器。
mag量gwi緬（名）大声。
㎜ag獺⑨（名）e大きい物。ソくきい者。　gu－
　maatの対。◎相撲の強い者。その出身部
　落の名を冠してい5。
mag垂＝」孤N①（他＝raN，＝ti）独げる。、
magimag蓋潅職①G劃）大きく。太く。nUZU一
　！n鈴～mucuru　mUN・希望は大きく持
　っべきもの。
magisaN⑨（形）大きい。太いの意でも用い
358
makabi
　る。？icaru　magisa．喬つたととの大きさ
　よ。大言する者を襯笑していうことば。
■皿ag眼量⑰（名）しわ。
mag滋hwデ9面⑪（副）しわくちゃ。しわだ
　らけ。magu3aahwiguj3a，　m翫aguuhwii－
　guuなどともいら。
maguikaa＠（副）しわくちゃ。しわの霧っ
　たさま。～sjOOI’U　ciN．しわくちゃ㊧蒲
　物。
腿agu癖ra⑨（名）しわくちゃの顔。また，
　ひげのない顔。
猟agu3aahwigu「」＆a⑨（副）maguihwigui
　と岡じ。
magu＝juN⑨　（19　＝raN，＝ti）　（皮雇蜜・着物・
　紙などに）しわが寄る。また，しわが寄っ
　て縮まる。
皿agukuru④（名）〔文〕頁心。
magaraa⑨（名）なまくら。刃物・きり・針
　などの刃や先がにぶったもの。
maguraa①（名）maguximuNと同じ。
m謎gur蓋＝juN（①（自＝raN，＝ti）eしわにな
　る。しわくちゃになる。◎（紙のはし・着物
　のえり・刀先などが）めくれる。（刀が）な
　まる。
maguri＝juN①（自＝raN，二tl）道義がなく
　なる。義理をわきまえない。
凱agwimuN①（名）義理をわきまえぬ者。
　わからずや。儀りた金を返さない者などを
　いう。nlaguraaともいう。
raahu①（名）〔文〕真帆。二本マストの船
　で，大きい主要な帆のことか。～hwikiba
　l，．．azi3’a　matumuni　？Nmahwigizi．　［｝’．［lijll
　引けば　風やまともに　午未（上り口説）］
　真帆を引くと風は南々西の順風。
皿ahuQkwaee（名）暑い真猛。照りつける
　夏の昼間。～nu　d◎ocuuja　kasanu　nee－
　Ndaree　nayaN．暑いまつ昼閥は傘なしで
　は歩けない。
揖ahuu①（名）魔法。魔術。
皿ahwee①（名）真南。　k乱rajagizi　nubut圭
　inahwe　’Nkati　miriba，　simanuxadu
　m三和ru　satuja　miranu．［瓦屋つちのぼ
　て　真南向かて見れば　島の浦ど見ゆる
　里や見らぬコ瓦屋（那覇に近い地名）の丘
　の上に登って真南の方を見ると，村のかげ
　は見えるが，恋人は見えない。
makwit’u①（名）真昼。？akarahwiruと
　もいう。
ma蓋①（名）競技の二合，故障が繊て一時中
　止すること。二二などのタイムというのに
　似ている。～sjUN．タイムにする。namaa
　～’jaN．今はタイムだQ
maieivaka＝sju一“T①（イ也；saN，；ci）（くそ
　を）たれ散らす。
majaa⑨（名）猫。上最にはmajuuとも
　いう。
majaagu「ci⑨（名）猫4舌。
majaasavigutu⑪（名）魔がさして起こし
　た事。
majaa＝sjUN⑨（他＝E　aN，＝ci）惑わす。魔
　力で人を迷わす。majaasarijuN・惑わさ
　れる。魔がさす。立派な身分の人が欲に霞
　がくらんで罪を犯した揚合，また，変死の
　二合などにいう。
majaazikuku①（名）みみずく。＜majaa
　（猫）＋gikuku（ふくろら）。
maju＠（名）眉。
majugii⑨（名）眉毛。
1無ajunaka②（名）真夜中。
ma二麺N⑨（他翻aN，”ti）（大便を）する。
　まる。那覇では大小便両方についていう。
kusu～・大便をする。くそまる。下層の
　考などが大便するのをいう。首里ではふつ
　うにhu｝’u’ijUN（便所にすわる）とい
　い，上流の婦人は？ura　taCUN（裏に立
　つ）というQ
majuu⑪（名）猫。　majaaの上酪な語。
㎜akaabutuk1＠（名）nloobutui〈iの項参
　照。
makabi⑪（名）真壁。《地）参照。
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makabi⑨（名）真嘉比。穐》参照。
makai⑪（名）（∋飯あるいは汁を盛る椀。
　どんぶり。普通は陶製。主として労働者，
　農民など下層階級が用いる。天目茶碗のよ
　うに大きく，すり置形をしている。上酪に
　はdooguという。O（接尾）飯などをma－
　ka呈に盛った数を示す。　cumaka圭（一杯），
　七amakai（1杯）など。上流はeueawaN，
　tacawaN．と数える．6
rnakanee⑪（名）まかない。食：事を提供す
　ること。また，提供された食事。．
makaneejaa⑨（名）軽食堂。
inakaNduNci㊥（名）．〔真壁殿内］sju1而一
　tUNci［首里王殿内］の一つ。　maazinu－
　hwira［真和志．之平等］の？aNsirani
　［あもしられ］のいる神の宮。
maki①（名）負け。勝負に負けること。ま
　た複合語にhu｝waicimaki（暑さまけ，夏や
　せ），、？urusiinaki（うるしにかぶれるこ
　と），hazimaki（はぜの太にかぶれること）
　など。
maki2ikusa①（名）負けいくさ。
h撫k量＝juN①（薗＝raN，；ti）（勝負に）負け
　る。　三三の値を引くことは，ja寧まmijUN，
　hwicuNなどという。
maku⑨（名）幕。　maakUともい5。
maku①（名）腕白。勇猛な者。乱暴考。ま
　た，大したやつ。相当な者。有能な者。多
　くは餓鬼大将・乱暴者・喧嘩の達者な者な
　どをいうが，競争で一等になった者・攣力
　優等で一番になった者などをもい5ことが
　ある。？uumaku，？aNmaku，寧iti照akU
　などともいう。
makubu⑪（名）魚名。鯛に類する上等な
　魚。tamaNとならんで珍重される。
makugaN⑨（名）maQkwagwaNと同じ。
makutim⑨（名）θ誠。誠実。正直。郷義。
　～na　111UN．律義者。正薩なお人よし。　O
　真実。本i当。．～ka’ja多三cika，’wazilnu
　huriburitu　nizami　？udurueinu　’jumi一
　nu　kukuci．［誠かや実かわ肝ほれ（2’れと
　寝覚め驚きの．夢の心地］本i当のことなの
　だろうか，わたしの心は荘然として，夢か
　らさめて驚いたときの気持ちがする。子を
　失った時の歌。
m盆㎜a⑨（名）㊦まま。？unu～．そのまま。
　Qkwanu？juru～．子の雷うまま。◎通
　b6　niNziNnu　sjuru　”v　saaruN　sjuN．
　人間のする通りに猿もする。㊧（接尾）言
　うなりになる意。，utumama（夫の言5な
　り），tuzimama（妻の言うなり）など。
・照ma①（名）一緒。共。　Qkwatoo　maa－
　rnadiN～．子とはどこまでも一一緒。？icigu
　tvtumuti　？ikatareN　sjasiga・　［一一Jg　rkdi
　まともて　い語らひもしゃすがコー生涯一
　緒になると思って恋も語ったが。
mama一（接頭）まま（継）。血縁のない親
　子，兄弟姉妹の閾係を意味する。mama一
　？uja（まま親），　mamaQkwa（まま子），
　mamacoodee（腹ちがいの兄弟姉妹）な
　ど。
mama㎜i①（名）［文〕あずき。元来は豆の
　美称か。無二．は？akamaami。？ucima一　・
　mitu　一v　’wa？Nmagwani　kel〈waci，　？a一
　學ibinanu　ka多ini　串童daci　？Nzira．〔打豆
　と真豆野馬小にけ食はち　遊び庭の数
　に　すだち出ぢら（撰江島の打豆節）コ5
　ち豆（豆の種類の名か）と真野をおが愛馬
　に食わせて，爲の競技のたびに着飾って出
　揚しよう。
mamaQkwaa＝sjuN①（他＝saN，＝ci）ba－
　baQkwaasjUNと同じ。mamiQkwaasjuN
　ともいう。
mam1ku⑪（名）植物名。まみく。くすの
　はかえでの一種。落葉喬末。
mamiQkwaa＝sjuN①（他＝saN，＝ei）baba－
　QkwaasjaNと同じ。　mamaQkwaasjuN
　ともい5。
mami＝zuN①（他＝gaN，　mzi）とり違える。
　間違える。？uruku　timigu＄iku　kacinu一
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　hana　mimura　mimuranu　？aNgwataga
　sur’utooti　nunu？uibanasi　？aja　ma－
　miguna　，joo　mutu　kaNZuN　doo．　［ノ」、
　隷豊見城　垣花三村　三村のあんぐわたが
　揃とて布織り話　あやまめぐなよ5　元か
　んぢゆんどう（三村踊節）コ小豫，豊見
　城，垣の花の三つの村の減たちがうち揃っ
　て布織り話をしている。話に夢中になって
　縞糸め数をまちがえるなよ。もとがとれな
　くなるぞ。
孤am滋⑨（名）θ守ること。守り。守護。
　防備。◎（規則などを）守ること。遵守。
　～nu？aru　Qcu．道徳家。
mamu＝juNau　（他＝1’aNe＝雛）e守：る。　守
　訳する。防御する。見守る。◎（三期など
　を）守る。？ujanu，jusigutu～．親の教
　訓を守る。
mamukoo①（名）進むこう。正面。
mainuN①（名）［真物］神。または，神の
　霊力のついた偉人。
maneeem＊（副）時には。　まれには。～？UN－
　11a　kutUN？aN．時にはそんなこともあ
　る。
lllalli⑩（名）まね。模倣。手本にして模倣
　．すること。動作表情などのまねはneebiと
　いう。siNsiinu～？ukitOON。先生のも
　のを見習って受け取っている。
mauli⑨＊（副）　もし。　kaN　siini，～？ariga
　？aN　s5u畢ee　caa　sjuga。こ5した時に，
　もし彼がああしたらどうするか。
ma撮＝euN⑨（他；kaN，＝ci）〔文〕招く。
　manuCuNともいう。
ma磁s皇①（名）真北。北。
manuci⑪（名）織機の部贔の名。地機で
　hjaa（あぜ糸）を引っ張るために足にかけ
　て引くもの。
manu＝cuN⑪（イ也＝kaN，＝C三）　〔文〕mani－
　eUNと同じ。
manuku㊥（名）眉間。また，まゆね。～
　cieaasjUN。まゆを回せる。（心配事の時な
どに）まゆをひそめる。
maN⑪（名）つむぎ。つむぎ糸で織った絹
　布。
maN①（名）万。多数の意にもなる。
maNbuvi①（名）首ったけ。まる惚れの意。
maNcaahwi「Ncaa⑨（副）まぜこぜ。ごた
　まぜ。雑多に入り混じったさま。kumitu
　muzitu～。米と麦とまぜこぜ。
maN＝cuN⑨（自窯kaN，　mci）混じる。入り
　混じる。混入する。
maNdaci⑦（名）しっかりと抱くこと。抱
　きしめること。
maNdamasi①（名）魂全体の意。次の句で
　いう。～nugijUN．びっくり仰天する。
　おったまげる。tamasi箆ugiゴUNを強め
　た俗語。
maNdee①（名）万代。いつまでも。長い年
　数。
maNdOOmNmp（自＝ti）（持続態のみを用い
　る。また，否定の意では？ikirasaN，　neeN
　などを多く用いる。）たくさんある。たく
　さんいる。hananu～．花がたくさんある。1
　rnaNdooru　ziN　gikaaNdiN　sa寅．たくさ
　んある金を使おうともしない。ziNnu
　maNd（，oiinee　maasamu　AT　kanuN．　金
　がたくさんある時にはうまい物を食：う。
maNgura①（名）あたり（辺）。おおよその
　揚所を示す。？anu～．あの辺。　gaQkOO－
　nu　～。　　学校のあた　り　。　　ma2」Ml　～nzLkai
　？aga。どの辺にあろか。
mのN9縫r継①0（名）ころ。おおよその時を
　示す。？iginu～・いつごろ。　gugwaginu
　～．五月目ろ。◎（接尾）ころ。？igimaN一一
　guuru（いつごろ），9UNgW＆gimaNguru
　（五月ごろ），’junakamaNguru（夜中ご
　ろ）など。
maNgwa；sj皿N①（他＝saN，＝ci）惑わす。
　まぎらわす。maNgwasaQtooN・惑わさ
　れている。？ari　maNgwaci　turasa．彼を
　惑わしてやろう。
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maNgwi①（名）らうたえること。気が転倒
　すること。～？LICUN・気が転倒する。（驚
　きや悲しみで）どうしてよいかわからなく
　なる。
maNgwi＝juN①（自＝1’aN，＝ti）うろたえ
　る。惑わされる。どうしてよいかわからな
　くなる。
nnaN？icl①（名）万L。
lnaN2　｝ci＝juN①（他＝raN，＝ti）（多くのもの
　に少しのものを）混ぜる。混入させる。’
maNkuu「sjuu⑨（名）糸満の人たちのこと
　を皮肉にいら語。凱aNkuu［満子］は糸満
　（地名）の男に多い名離。
lnaNmaN⑪（名）まんま。飯の小児語。
’maNmaru①（名）まん丸。完全な丸。
】maNna⑪（名）満名。（（地》参照。
ユnaNna擁運1N⑨（他＝raN，＝ti）のろ5。弛
　に災害のあるように祈る。
niaNnaka①（名）まん中。中央。
maNniN①（名）万人。また，たくさんの人。
、皿aNniN①（名）万隼。ま準，多くの薙月。
皿aNm顧⑳（名）丸飲み。かまずに飲み込む
　こと。～sjUN．
maNr孟ci⑨（名）万力。家の柱など重壁のあ
　るものを持ち上げるのに使う大工道具。
朔LaNsaazi⑪（名）つむぎで作ったsaazi
　（ターバンのように頭に巻くもの）。
maNsaku①（名）［文］〔溝作］満作。豊作。
m謎Ns晒⑦（名）［満塵〕子供が生まれて七
　臼図の夜，親類縁者が集まってする祝い。
　うぶたちの祝い。七夜の祝い。
maNtakii①（副）maQtal｛iiと同じ。
maNwataNsu⑨　（名〉．maNwataziN　と同
　じ。「NsuはciN（着物）の敬語。
maN｝valaziN⑨（名）．つむぎで作った礼服。
　maNwataNSUともいう。
皿aNzaabusi⑨（名）脊の明星。金星。，jUU－
　baNmaNzaa（夕飯をうらやむ者の意）の
　賂。
ma町3圭⑨（名）［万歳］ecONdaraaと岡
　じ。その項参照。◎舞踊の名。takadee－
　ramaN多ai〔高平万歳］（能の望月に似たも
　の）と，jeezinu～〔入重瀬万歳コの二種
　がある。
maN＝zuN⑰（他＝daN，；ti）eほしそうに
　見る。　うらやましそ5に見守る。？iNnu
　slsi　xnaNtaNnee．犬が肉をほしそ5に見
　ているよ5に。◎見守る。miimdt　NzeNと
　もいう。
maN　zuu⑨（名）まんじゅう。首里では，ja－
　nユagu串ikUmaNzuu（出城まんじゅ5）が
　学生などに喜ばれ，那覇ではtiNpinu－
　meemaKzuu（天寵障まんじゅう）が子供
　たちに薯ばれ．た。i軸心や法事などにはh3－
　nagat．amaNzuu（花型まんじゅう）が用
　いられ，普通のまんじゅ5は子供の進級祝
　い，誕生祝いなどにも使われた。
maN2uuii⑪（名）パパイア。果実は美味で，
　腎臓病の薬にもなる。
maQciiru④（副）真黄色（に）。～sjoo］ru
　hana．真黄色な花。
maQeiiruu⑨（名）真黄色のもの。
maQgizi①（名）頂上。てっぺん。
1盛aQkaara①（副）六扇（に）。　～sjOOI’U
　hana．真赤な花。　giranu～nati．顔が
　藝；赤になって。
maQkaara．a⑨（名）真赤なもの。
maQkoo⑨（名）植物の名。はりつるまさ
　き。指紋ほどの実がなる灌太で，観賞用と
　して鉢に栽培される。
maQl｛uuru①（副）真黒（に）。　tiNnu～
　nati？ami　hutaN．空が真黒になって雨
　が降った。
maQkuuruu⑪（名）真黒なもの。
㎜aQkwa⑪（名）e貌。kiimaQkwa（木枕），
　もoomaQkwa（唐銚）などがある。◎土台・
　基礎とするもの。また，季本。kuri～Qsi
　g．ukuree．これを季本にして作れ。～
　sjUN．イ．枕にする。　Pt・土台にする。
　ハ．手本にする。
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：maQkwabaku⑪（名）∈）枕の一種。枕箱6
　上面が正方形の箱形の枕で，中に引き出し
　があり，くしなどを入れる。㊤杭箱。枕を
　入れる箱。
㎜鐙kw3gwaN⑪（名）貌上。枕もと。　nla－
　kugaNともいう。？4gizi｛（寝た時の足も
　と）の対。
maQsaei①（名）まつ先。
㎜aQ鱒9U①＊（副）まっすぐ。～sjOOI’U．
　まっすぐな。～na．〔新？〕まっすぐな。
rnaQsiiguu⑪＊（名）eまっすぐな物。◎単
　純な人。輿正直な者。
maQsiira①（副）真由（に）。～saCOON．
　真白に咲いている。
maQsih・aa⑨（名）真由なもの。
maQsisi①（名）赤肉Q脂肪のまじってない
　赤身の精肉。masisiともいう。
エllaQtaci⑨（名）そっくり。～niCOON．
　まつなくよく似ている。？a（lcijoonu～
　，jaN．歩き方がそっくりだ。～nu　muN・
　よく似ている春。
niaQtakii①（副）全部。まるまる。そっく
　り。maNtakiiともいう。～kwitaN．全
　部やった。
〕maQtakuuem（名）紙だこの一一Pt。十字の骨
　に紙を張った，簡単な紙だこ。㎜agtaraa
　ともいう。形がこうもりに似ているので，
　那覇ではkaabujaaとい5。
maQtaraa⑰（名）∈）つばめ。◎maQtakuu
　と同じ。
maQ聖ee澱姐aa⑨（名）まん丸いもの。
〕maQteeN（D（副）まん丸く。まるまると。
　mii～najUN．驚いて臼がまん丸くな
　る。duunu～sjOON．　イ本がまるまると
　太っている。
n｝aQtooba①（副）まつすく“e一’lt線。また，
　正しいさま。～．sjOON．まっすぐである。
niaQtoobaa⑨（名）θまっすぐなもの。◎
　単純な人。馬鹿正直な者。
mara⑰（名）陰茎。
mari①（名）まれ。～ni．まれに。　dUQ七u
　～na　kutu。大変まれなこと。
marimari①（名）まれ。～na　kutu．まれ
　なこと。～du，jaru．まれである。まれに
　しかない。
mariRee①（連体）まれな。～1γ1UN．まれ
　な物。～Qcu．まれな（偉い）人。
maru①0（名）まる。円。円形。◎（接頭）
　イ。円形のものの意。niarubUN（丸盆），
　maru？uz呈N（丸い御膳）など。ロ．全体・
　すっかりなどの意。111al’u？Nzasi（まる出
　し）など。
marubaiG）（名）まる出し。まるあき。陰部
　などを露出すること。
marubiima⑪（名）丸い模様のかすり。
mar曲uN⑨（名）丸盆。丸い盆。
n・aruca①（名）まないた。
maruciziN①（名）まとまった金。大金。
maru二cuN①（他＝kaN，　r・ci）支配する。
　治める。国家。家などを統一して采配をふ
　るう。　　　　　、
maruhadaka①（名）まる裸。全裸。
m rukeeti＠（名）まれ（に）。たま（に）。
　～dtt？aru　kutu．たまにある。たまに
　しかないこと。‘‘mee，nici？icumi．”‘‘～du
　？icuru．”「毎日行くか。」「たまにしか行かtt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　vない。」～nu sugai・たまの：おしゃれ。
marumaruutu（1）（副）すっかり。まるまる。
　一一つ残らず。～，w馨iti・すっかり忘れて。
marumi＝juN①（他＝raN，躍ti）e丸める。
　丸くする。円形・球形にする。◎他人を意
　のままに従わせる。心服させるQ意のまま
　にする。marumiraQtooN・意のままにな
　るQ心から信服している揚合をいい，丸め
　こまれる意ではない。
marumUN⑨（名）［間の物・閲の者］θ組
　踊り（kumiudui）の閻にはさむ狂言。組
　踊りの筋を運ぶ助けをする喜劇風の部分。
　また，それを演ずる役者。その部分のせり
　ふには口語が用いられる。独立した狂言
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　はcoogiN　とい5。◎転じて，おどけ
　者。．
maru＝nuN①（自mlnaN，一di）0（月など
　が）丸くなる。◎まとまる。円満に治まる。
　gicisirunu　mamui亭idakasanu　mamuN
　mikazi七iriwataむi　1〈unija　mal’Umu。
　［月代の守り　勢高さの真物　美影照り渡
　て　国やまるむ］月代のやしろの守りであ
　る気高い偉人尚田志王は，その姿が照り輝
　いて，国はよく治まる。尚巴志王の三山統
　一を歌った歌。
maru？Nzasi①（名）まる出し。
marusaN①（形）丸い。円形または球形で
　ある。
inaru2uziN⑨（名）丸々。丸い御膳。
mavuu①（名）丸い物。円形・球形のもの。
masagagutu⑪（副）案の定。予期の通り。
　はたして。～多ici　4atgON．案の定その
・　通りになった。
masai①（名）まさっていること。すぐれて
　いること。masai？uturui．優i劣Q
lnasa・・jllN①（自　　：raN，　＝七i）まさる。すぐ
　れる。masaru？ieasa．紋〕人がすぐれ
　ていることを快く思わないこと。
皿iasakaiG）：（名）真ぞ盛り・全盛・膏年男
　女・花などの全盛時をいう。
masasjaN⑨（形）霊験がある。霊験あらた
　かである。masasja？waami學eeN．霊験
　あらたかでいらせられる。
mas量①（名）〔文］竹や末で密に作った垣。
　ませ垣。，ju？aki　sirasiratU　niwanLi　ma－
　si？uciniφja　kamiti　saeuru　hananu
　curasa．〔夜明しらしらと　庭のませ内
　に露かみて咲きゆる　花の清らさ］、夜
　が白々と明けるころ，庭のませ垣の中に露
　をいただいて咲いている花の美しさよ。
　　　　　　　　　　　き　kUinu～baNti　sjuru㍊ユU捻uja？araN，
　dezisarami，wamija？isuzi捻ugira。〔恋
　のませ番手　しゅるものやあらぬ大事
　さらめわ身や　急ぎぬげら（手水之縁）］
　恋の邪魔するませ垣となって番人をするも
　のではない。大変なことになるだろうから
　急いで逃げよう。
㎜as｛①（名）まし。一方よりまさること。
　一方よりよいこと。？axijaka～．あれよ
　りいい。naahwiN～n批ku七unu？ami．
　もっといいことがあるか。
一masi（接尾）まち（町）。田の枚数を数え
　る時の接羅辞。cumasi（田一枚），　tama－
　si（圏二枚），？ikumasi（田何枚）など。
　畑を数える時には一ciriとい5。
ma￥i①（名）枡圏。枡で計る量。～nu？a－
　N．枡匿がある。枡で計って盤：がある。
mas量。重（①（名）真志喜。（〈地》参照。
㎜駄s嚢gac萎①（名）〔文〕ませ垣。　masiと岡じ。
masisi①（名）maQsisiと同じ。
ma§ukagami⑪（名）〔文〕こ増鏡］和歌に用
　いられる語を借用したもの。「？ujubaraN－
　tumiba　？umui　rv，　1〈azijaeoN　？uguei
　，u言a塒ib鴨担nu．［甲ばらぬとめば　思増
　鏡　影やちょん映ち　拝みぼしやのコ及ぼ
　ないと思うと，思いは増すばかり。せめて
　面影だけでも映して見たいもの。
mata⑨（名）股。ももとももの闘。また，
　末の枝のまた。
mata一（接頭）全き。完全な。matamUN（完
　全なもの），hanak3k堵aa「unu　mataza－
　al’u　’warajuN・（騨欠け猿が完全な猿を
　笑5。）など。
㎜ata①e（接続）また。もaruUN　kaci，～
　zirUUN　kaeuN・太郎も書き，また，次
　郎も書く。◎（副）イ．また。再び。～
　kuu，joo，またおいで。ロ．また。　kuriN
　～　？agijabira．こ才tもまたあげまミノようo
matabasi⑥（名）またぐら。またの間。
ma重abasigoojaku⑨（名）二股膏薬。両方
　につき，去就の一定しないこと。
matadu㎜eei⑨（名）再婚。再度妻をめとる
　こと。女：の側からはmata猟uci‘という。
　一dumeei〈tumeejuN．
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matagarasiem（名）又貸し。
mata2icuku①（名）再従兄弟姉妹。またい
　とこ。ふたいとこ。両方の親がいとこ同志
　である子の関係。
matamuci⑪（名）再婚。再度夫を持つこ
　と。女の揚合にいう。男の場合はmata－
　dUineeiという。muci＜mUCUN。
matamUN①（名）完全なもの。無きずの
　物。
㎜ataniibici⑨（名）再婚。女の揚合を多く
　U’5e
matanui⑪（名）馬乗り。またがって乗る
　こと。片方に両足を揃えて乗る女の乗り方
　はsubanuiというo
mam顕mag謎①（名）ひまご。曾孫。
mataNkaa⑦（名）真向かい。真正面。まと
　も。taNkaaは正面。
MatasaN①（形）全しの意。完全である。
　かけたところがない。matasii　MUN．イ．
　完全な物。ロ．信頼のおける人。
matu①（名）的。目標。めあて。
matUlna＝jUN①（臨＝raN，”ti）θ〔文〕統
　治される。一一つに支配される。◎〔新｝統
　心する。（意見などが）まとまる。
rnatumi＝juN①（他＝raN，”ti）e〔文〕統
　治する。すべる。一つに支配する。O〔新〕
　統一する。（話などを）まとめる。
matumU①（名）舟のともの方向。また，’
　その方向から吹く風。順風。mahu　hwi－
　kiba　kazija～ni？Nm3hw圭gizi．［真帆
　引けば　風やまともに　午未（上り口説）］
　帆を引くと風は南々西の順風。
mawasi⑪（名）〔文〕ふんどし。目語では
　sanazi　またはhadoobi　とし・うQ
maza⑨（名）真喜塗。働》参照。
maza⑪（名）真謝。（（　ts　））参照。
mazec⑪（副）まず。まずは。　maziと同じ
　ように用いる。～’judi’NNda・まず読
　んでみよう。
mazidi（副）elまず。はじめに。～’wa一
　Nkara　Qsi’NNda．まず，わたしからやつ
　てみよう。Oしばらく。～mati。しばら
　く待て。
mazi・juN⑪（他篇撫N，＝ti）混ぜる。
mazikina⑪（名）輿境名。（（　by　〉）参照。
mazikuN⑰（名）魚名。鯛の一種。’junεい
　barumazikuNは直鎖で，第一等の魚。
mazimu①（名）正直な心。正直な人。　ma－
　azimuともいう。
mazimuN①（名）魔物。化物。精。種種の
　自然物に宿る精をいう。kiim呂zimUNは
　末の精。
ma多i＝muN⑪（自＝maN，＝di）積む。積み璽
　ねる。積み上げる。？isi～．石を積み上げ
　る。？weekiNCunU，jaanee　ziNnu　ma－
　zil！laQtOON．金持ちの家には金が積み上
　げられているQ
maziN⑪（名）？NnlmaziN（いなむら）と
　同じ：。〈maZinuN。
一㎜aziN（接尾）束。稲・たきぎなど，束ねた
　もの・積み上げたものを数える時にいう。
　cumaziN（一一束），tainaziN（二束）など。
maziri⑪［間切〕e（名）市町村制以前の行
　政区画の単位。現行行政区顧の村にほぼ相
　議する。もと，按司地頭（？azizituu），惣
　地頭（suuzitUU）の領した釆邑で，はじ：め
　は境界の意であったものが転じたもの。英
　祖王の時，検地を行ない間切制を定め，
　課税を薗一にした。’地頭は首漿に住むよら
　になり，かわりに土地の豪族などを地頭代
　（zitudee）とし，間切を統治させた。地頭
　代は明治になって間切長（mazierlcoo）と
　いう名に変わった6 明治41年に間・切制
　は廃され，閲切は市町村劇による村となつ
　た。◎（接尾）貸切の名につけ，または間
　切を数える時の接尾辞。nagumazixi（名
　護間切），cumaziri（一闘切）など。
mazir三①（名）〔文〕あるだけ。すべて。一
　切。全体。もと境界の意だが，転じて一方
　は間切となり，他方で全体，残らずなどの
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　意となったものと思われる。？umaNCu－
　nu～？auzi’ugama・〔御奥人のまぎり
　仰ぎ拝まコ人罠全体で仰いで拝もう。
maziricoe①（名）〔新〕［閻切長］maziri
　（閉切）の項参照。
mazlri＝juNsw（良＝1’aNt＝t2）混ざる。混
　じる。
maziri＝．iuN①（自＝raN，誌i）まぎれる。
　見分けがっかなくなる。
mazirimuNen（名）混ぜもの。混ぜるもの。
　米が不足の時に混ぜる麦など。
1轍aziwai⑨（名）交わり。付き合い。交際。
maziwa＝juN⑨（霞；raN，：ti：）交わる。交
　際する。つきあう。交叉する意には使わ
　ず，かわりに？azijUNとい5。
mazU貰④（名）一緒（に）。共（に）σ～，ja－
　taN．一緒だった。～nu　Qcu．一緒の人。
　，jaQcii七U～？icμN・兄と一緒に行く。
mazuuN①（名）maZUNと岡じ。
i：｝edei①（名）〔文〕〔美公事・みおやだい
　リコ王府への御奉公。？weedaiよりさら
　に上の敬語。
medeiguta⑪（名）紋〕三E府への御奉公。
　すなわち，公務。公用。～？atuti　S．iuini
　nuburu・御奉公のことがあって首里にの
　ぼる。
mee⑪（名）e前。前方。また，そば・近く，
　…のある所などの意もある。～liasj　tlN。
　甫にする。前に白く。また，そばに置く。
　ga禽koonu～，学校の前。また，学校のあ
　る藤。？aree　Qkwa～nacoorni．彼は子
　供と一・SSに暮らしているか。◎前。以前。
　時闘についていう。田面i．骸に。㊧前のも
　の。陰部。’～hajuN．陰部をあらわす。
勲■ee⑨（名）行くこと・来るこ二と・居るこ二と
　の都下の年長に対する敬語。～XXU　naju－
　mi．おいでになれるか。　moor鍵ija通iと
　い5のと同じ。
me6⑪（名）前。（〈　tw　〉）参照。
mee①（名）飯。米の飯をいう。農民の用い
　る語◎さつまいもが常食：であったので，ご
　ちそうの意を含んでいる。くしゃみをした
　時，はたからkusu　kwee・（くそ食：え）と
　欝ってからかわれるが，その時　mook2ti
　～kwee・（もうけて米の飯を食え）と言
　い返す。
mee一（接頭）尊敬の意を表わす接頭辞。
　meeWikiga（殿方），　meeWinagU（淑女〉
　など。
mee一（接頭）毎。　meeniN（毎年），　meeni一一
　ci（萄；田）など。
一rnee（接尾）［前］様。尊敬の意を表わす接
　尾辞。？usjuganasiimee［郷主加那志Bll　］．
　（国王様），？azimee［按司前］（血涙様），
　？ajaamee（奥様），　satunusimee［里之子
　前コ（里之子様），’jacimee（ぼっちゃま）
　など。
一mee（接尾）持ち前。謝り当ての分。muci－
　mee（持ち前。負担すべき分），？ukuimee
　（無尽で定期的に償還すべき金），kakimee
　（掛け前。無尽で定期的に出すべき掛け
　金），？iciniNmee（食物などの一人前）な
　ど。
一mee（接羅）枚。着物・紙などを数えると
　きの接尾辞。？icimee（一放），　niNmee
　（二枚）など。
孤ee2agaゆ（名）meegai（増長）と同じ。
mee？agatajtll　T（1）　（ge　＝1・aN，　ntti）　illeeg’a，iuN
　と難じ。
mee2asa＠（名）毎朝。
meeba⑪（名）nユeebaa．と岡じ。
㎜ceもaa⑨（名）前歯。　　　　　　、，
meebaN⑨（名）順番が早いこと。順位がよ
　いこと。
鷺獄eeもaree⑪（名）前払い。轟言金。
塒ee蟻5ja⑥（名）前足。烈つ足のものの煎
　足。
meeeaa⑰（名）農村で女の用いるふんどし。
meecaasanaz三⑪（名）越中ふんどし。　sa－
　naziは男のふんどし。形が女のmeecaa
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　に似ているのでいう。
llleegiNt21en（名）つんのめること。前にの
　めること。
meeda⑪（名）前田。《地》参照。
meeda⑰（名）真栄田。（〈地））参照。
meedeera⑪（名）真栄平。穐》参照。
meedhma⑪（名）賃金（tima）の繍払い。
鷹ueegaa⑪（名）前川。《瑚参照。
、皿eega萱⑪（名）前借り。賃金を前もって借
　りること。
・neegaico（名）増長。横柄にすること。
　mee？agaiともい5。
磁eeg炉3uN⑪（自＝raN，＝ti）増長する。
　横柄にふるまう。mee？aga5UNともいう。
meega縦⑪（名）G一二の手。足を前の方
　からかけて倒す術。◎転じて，前もって駄
　目を押すこと。警告。～？irijUN，前もつ
　て警告する。
meegaRiku⑨（名）前兼久。穐P参照。
meegaNtaa⑪（名）欝髪が伸びて舌しれた者。
meegaNtu⑪（名）前髪。前髪が長くて臼立
　っのはあまり上癩でないとされるので，
　kaNtu（髪の卑語）　とい5。
meegasi⑨（名）（賃金：などの）誘貸し。
meeg量ralna⑪（名）〔蔚慶良聞］渡嘉敷（tu－
　kasici）間切の別称。
meegiiC圭⑲（名）家の表羅。家の葡面。おも
　てQ
meegusa⑪（名）織機の付属具の名。経糸
　を巻き板に巻く時にはさむ細い棒。両端が
　布輻より2～3センチぐらいずつ長く，両
　端の経糸がずり落ちるのを防ぐ。はたくさ。
meehaba⑥（名）着物の葡みごろの蟷。前
　幅。
meehanazi①（名）子供が大人の鴬をはしゃ
　いで行くこと。～sjUN．
meehw量⑨（名）前山。期研の前の臼。
meejuijui⑰（名）前に欝うら干ろ5とする
　こと。椙しゃばろ5とすること。nleenai－
　naiともい5。
mee＝juN①（自　鷲ra翼，＝ti）燃える。
meejuru⑨（名）毎夜。毎晩。
meekanijOOZOO⑪（名）病気の予防。前も
　って体に注意し養生すること。
meekaniti⑨（名）あらかじめ。前もって。
　～utiともいう。～（uti）？icookee　masi
　，jataru　MUN．前もって習っておけばよ
　かったのに。～1凱kUl〈urug’aki・箭もつ
　ての心掛け。
meekatakasira⑨（名）katakasira［歌讐ユ
　を結った時の髪の形で，前方に結ったも
　の。おかしく愚鈍に見える。按司（？azi）
　など身分の高い貴族は金の重い‘　kaniisasi
　（かんざし）を用いるので，自然前になる
　傾きがあり，それは重重しくも見えるが，
　身分の低い士族が，璽くもない銀のka－
　raisasiを用いて前方に結5とかえってこ
　っけいに見えた。
meekatal｛asiraaO）　（名）　ka七akasiya　を肩霧
　寄りに結った考。律義者。融通のきかない
　者。しゃれけのない者。ぬけ作。～？uu一
　？waal〈ara．iaa．まぬけの能なし。？uu一
　？waal｛a1’ajaa（豚の種付け業者）も能の
　ない者の代表とされている。
meemee⑪（名）御飯の小児語。まんま。
n・eemee①（名）前禰。～kara　taltudee－
　taN．前葡から頼んであった。
・neemeeguujaa⑪（名）さざえの殼。子供
　の用いる語e’
meemOO量①（名）e行列の前に立って舞い
　ながら行くこと。式典・催し物が行なわれ
　る際などに見受けられる。㊥子供が親の前
　をはしゃいで踊って行くこと。～s3UN．
皿eemuci①（名）？udUN〔御殿］，　tUNci［殿
　内］の中の，男のいる部屋。？uucibaraに
　対する。
meenaa⑪（名）綿羊。羊。
meenaahwiizaa⑪（名）meenaaと岡じ。
　hwiizaaは山羊。
meenainai⑥（名）出しゃばること。前にな
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　ろうなろうとすること。duku～ltU　glizi一一
　ti，あまり出しゃばりが過ぎて。～sjuna．
　出しゃばるな。
meeniei⑪（名）毎醗。
阻een養N⑨（名）毎年。
meentt｝）agai⑨（名）e前に伸び上がるこ
　と。また，危険なところに顔を幽すこと。
　危険なものをのぞき込むこと。◎出しゃば
　ること。～sjUiY。
腿een皿gici⑨（名）前月。
meenui⑰（名）地機で，布を織る甫に糸に
　のりをつけること。糸が，けばだたないよ
　うにして織りやすくずるため。
meenujaa⑰（名）離れ座敷。？asjagiとも
　い5。その項参照。
meeN⑪（自・不規鋼）いる・行く・来るの
　：平民の年長に訳する敬語。おられる。行か
　れ．る。来られ．る。
meesaa⑨（名）へつらう者。おべっか使い。
meesi⑨（名）箸。首里・那覇では多くは
　？umeesiとL・5。
meesi①（名）お世辞。おべっか。へっら
　い。～taramici．お世：辞たらたら。
mee＝sjUN①（他＝saN，鷹d）燃やす。
meesuもa⑨（名）着物の幽すそ。つま。
mee2uubii⑨（名）帯を前に結ぶこと。前
　幣。沖縄の習俗として，女は帯をしない
　が，労働をする女が細い帯をしめる時には
　煎で結ぶ。男も髪を結っていた時代には，
　みな帯を前で結んだ。
meewik量ga①（名）殿方。　mee・・　iま敬意を表
　わす接頭辞。
meewinagu①（名）淑女。御婦人。　mee一は
　敬意を表わす接頭辞。
mee多atu⑨（名）真栄里。縄力参照。
mee？ici⑪（名）毎月。
meezii⑪（名）〔忌地〕伊是名島（？izina）
　をい5。
meeziN⑥（名）醗金。品物を受け取る前に
　代金を払うこと。また，その金。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨
meelira⑨（名）（家などの）前面。前がわ。
meezu①（名）開き戸。舞戸。
nienumenuu⑪（感）山羊を呼ぶ声、
meNseeN①（自・不規則）？meNseeNの平
　民的発音。
mi一（接頭）三。　mikeeN（口試），　mihwani
　（三羽），miQeai（三人）など。
mi一（接頭）［美］御（み）。御（おん）。尊敬
　の接頭辞。m卦がつかず，’N一がつく語
　もある。’N一の項参照。mihwisja（おみ
　足），mihwizi（御ひげ），　mil〈usl（御腰），
　mizita（御下駄），　mi？uubi（御三）など。
一mi（接尾）e眉。順序を表わす。’judum三
　（四度冒），rukudeemi（六代N）など。
　◎匁。もんめの略。hjakumi（leo匁，），
　hjakUruku猛犠“mi（160匁．）など。
mibiQciNG）（名）biQC圭N（紙入れ・財布）
　の敬語。お財布。
mibuN①（名）身分。階綴。
miea⑨（名）〔文〕mi（leaの文語。
mieaai①（名）三分すること。三つ割り。
　また，三切れ。～Nkai　sjuN・三つ割りに
　する。
鰍議caa＝juN⑨　（自＝1・aNe＝ti）癒1着する。
　mllJaa3uNと同じ。
m蓋。量①（名）㊦道。道路。◎人の行なうべ
　き道。また，方法。㊧（接尾）道。また方
　法。Qkwanasimicee　siQci　sudatimicee
　siraN。子の産み方は知っていて，育て方
　は知らない。
migi⑪（名）蜜。花の蜜。
migiba①（名）野菜の名。みつば。
mieibaQpee①（名）道を間違えること。道
　に迷うこと。
micibata⑨（名）道ばた。路傍。
micibiteUN⑪（他＝kaN，；¢i）こ文｝導く。
　口語ではseo七i？iCUN（連れて行く），
　naraasjUN（指導する）などという。
migibusi①（名）（オリオン座の）三つ星。
micigujaa⑨（名）道が三方1こ分かれる飯。
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　三つ角。三叉路。
mieigwaa⑨（名）小道。
mieihwilamidi（名）道路をへだてるこ
　と。家などが道をへだてて向き合5ζと。
m三。珂UN⑪（飽＝raN，＝七i）閉ざす。（戸・
　ふたなどを）閉める。hasiru～．雨戸を
　黒める。
mici＝juN⑰（他；raN，”ti）満たす。　mi一
　七asjuNともいう。満ちるは㎜iCUNとい
　う。kaami～．かめを溝たす。
1癒eijurar至④（名）道草を食うこと。
皿董giki⑪（名）e鑑定。見立て。贔物・人
　物などを見分けること。◎診断。㊧見込
　み。～nu　taQCOON・見込みが立ってい
　る。魑来性がある。
migikicigee⑨（名）見込み違い。見立ての
　誤り。誤診。
micikumi＝ju”N⑪（イ也＝raN，”七i）閉じ込め
　る。
micimaa⑨（名）遊戯（の道具）の名。十六
　武蔵。
micimakE1⑤（名）［道幕］貴族の葬式の際，
　婦人の行列は両側を幕でかこんで進む。、そ
　の幕。
踊。沁aka⑨（名）途中。道中。～ga’」＆ju－
　ra　kuruSariga　sicara．［道中がやゆら
　殺されがしちやら（手水之縁）〕まだ引か
　れて行く途中であらうか，もう殺されてし
　まったろうか。
nxicinakara④（名）中途。なかば。　naka－
　ra1皿iciともL・5。
mleinusima①（名）十島（土嘔蹴列島）と
　奄美群島。薩摩への道の島の意。
m玉g三Ngwa①（名）三つ子。三歳の子。物の
　道理をわきまえぬ小児。三……生児はmiiguu
　という。
mieisiba①（名）〔文〕道ばたの草。？asa－
　masija　hwieui　？umu2kugarituti，　．vnu
　gijutu　tumuni　ciihatiti，　？iNmajunu
　，iziki　najuratumiba．〔浅間しや一人
　思焦れとて　道柴の露と　共に消え果てて
　犬猫のゑじき　なゆらとめば（花売之縁）］
　なさけないことよ。ひとりで思いこがれな
　がら，路傍の露と消え果てて，犬猫のえじ
　きになるかと思うと。
三磁ci瓠9ara⑦（名）道すがら。道中。道のっ
　いで。satume　huni？uku甑muduru～，
huraN　nagigurini’wasudi　nu｝’aci．哩
　前船送て　戻る道すがら　降らぬ夏ぐれ
　に　我袖ぬらち］　愛する男の船を送って
　帰る道すがら，夏の雨に会ったわけではな
　いのにわが袖をぬらした。～’．iataN．道の
　ついでだった。
micisju⑪（名）満潮。　hwisini，uru撫i3a
　N　？uramijui，　’wamija　？akagicinu　tu－
　idu？uramu．〔干瀬に居る鳥や　溝潮恨み
　ゆい　我身や晩の　鳥ど恨む］潮の引いた
　岩の上にいる鳥は満潮を恨んでいるが，わ
　たしはあかっきを告げる鳥を恨む。
miei？uci①（名）馬による散歩。馬の遠乗
　り。
mi¢i？uta①（名）［道歌］哩謡の一種。いな
　かの道を行きながら歌う歌。たとえば，次
　のようなもの。mutubu　nacizinaga，ja－
　du　kaiga　kur’awa，　kutu｝）a　’j　ahwaja－
　hwatu　muduCi’jarasi．［本部今婦仁な
　が　宿ξ割りが来らは　雷葉やはやはと　戻
　ちやらせ］本部や今帰仁の者が宿を借りに
　来たら，養し暴者だからことばやさしくこと
　わってやれ。nagUk躍a3a　hanizi？i7，asi－
　caja　？iciri，　mazagani1｛二umadlja　nirinu
　glinui．［名護からや羽地　伊州川や一里
　真喜塵兼久までや　二里のつもりコ名護か
　らだと羽地の俳差川までは一一eg，真喜屋の
　馬揚までは二：里とされている。
migiwa量⑪（名）nliigiwaiと置｝じo
lnigizies＞（名）ふくさ。進物・神仏へのお供
　え物の上にかける，小さい四角の絹の霜。
　gizi（頂）にmi一一（敬意の陣頭辞）のつい
　た形か。
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m蓋。域r圭⑪（名）道連れ。道中を連れだって
　行く人。
燃重。翅ukui①（名）道普請。道路工事。
m量eu①（名）mituと同じ。
mieukuru⑰（名）御三人。　miQcaiの敬語。
　mitUkuru，？umicukuru　ともい5。
mi＝cuN⑪（自＝taN，＝（）ci）満ちる◎いっぱ
　いになる。充満す’る。mitaN　l｛arakaraa
　’joONdgUkUr“．中身の、・っぱいない酒
　瓶（内容のない入間）はかえってそうぞうし
　い。面Qci？amのu単才走る。満ちて余
　る意。
一m圭＝cuN（接羅＝kaN，＝e圭）擬声語。擬態語
　について，…という音を出す，…といら状
　態になるなどの意を表わす。…めく。’ju－
　tamieuN（ゆらめく），　dal〈ulnieuN（ど
　きどきする，ときめく）など。
niidari⑪（名）（秩序・規律などの）乱れ。
　，Nzariの項参照。
m唇面r婦uN⑰（曹＝1’aN，”ti）（秩序・規律
　などが）乱れる。’NzarijuNの項参照。
midarijuu⑨（名）舌L世。
midukziyuen（名）見どころ。miidukuruと
　同じ。
miduri⑪（名）芽。草太の芽。枝から串る
　芽。また，種子から出る芽。～saCUN，
　（草太の）芽が出る。
藤dwuma⑪（名）蟹取真。（（地））参照。
m三gaei⑨（名）銘。刀・鐘・位牌などの銘。
migataci⑨（名）めがたき（女敵）。恋がた
　き。
migawai①（名）身代わり。
m三9ui①（名）fめぐり」に紺応ずる。θ周
　囲。まわり。◎回転。また，金の回転・事
　業の経営。食物の消化など。㊧（接躍）周。
　めぐり。まわり。cumigui（一一周）など。
miguiduuruu⑲（名）まわり燈籠。走罵燈。
　盆と正月16Eに用いる。
miguijaNz量⑨（名）金の回転。事業の経営
　などの失敗。
㎜iguimuN①（名）働き者。活動家。
mlgU＝juN①（自；raN，＝ti）eめぐる。購
　る。回転する・周囲を團る・角を曲がる・
　方々を回るなど。◎立ち寄る。ちょっと
　寄る。
miguユlli⑰（名）〔文〕恵み。’jutakanaru
　mijunu　sirusi　？arawariti　？am2gijunu
　～tuciN　taganu．［豊なる御世の　しる
　しあらはれて　雨露のめぐみ　時もたが
　ぬ］豊かな御世のしるしがあらわれて，雨
　露の恵みも時節をたがえない。
mlguva＝sju．NO　（de　＝saN，　＝ci）　rnigujuN
　の使役の形。めぐらす。回す。また，金な
　どを回転させる。maasjuN（圓す）は
　maasj晒（死ぬ）と同音なので，忌んで
　m重gurasjロNを多く用いる。
n盛9uru翼tooru皿⑨（名）小児の遊戯の名。
　敏速に体を回して倒れない方が勝ち。
m量e”urusj　aN⑨（形）見苦しい。みっともな
　L、。miigurisjaNともL・う。
m圭gutu①（名）見事。すぐれて立派なこと。
　，ugaNgutuはその敬語。　ci瓢uk掘｛uyUN
　tvni　muQci，　hataraeigataN　siguku　zo－
　obUNna’utuku’jaゴabiitasiga．こ肝心も
　見事に持つち働き方も至極上分な男やや
　べいたすが（花売之縁）］心も立派に持ち，
　働き方もいたってよい男でありましたが。
㎜ihuN＠（名）〔萩〕見本。もとはtihUN
　といった。
㎜瓶usi①（名）星の敬語。星は尊いものと
　されていた。入にはおのおのの命となる星
　があって，それが落ちると死ぬとされる。
mihwiraco（名）〔三平等］sjUiinihwlraの
　項参照。
mihwiruma⑪（名）mihwiruma？ubUNと
　嗣じ。
mihwiruma？ubUN⑭（名）お畳御飯。hwi－
　rumamuN（擾飯，その項参照）の丁寧語。
maihwisja⑪（名）おみ足。足の敬語。
lni｝lwizi①（名）御ひげ。ひげの敬語。
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1磁i①（感）みい。みっつ。声を出して数：え
　る時にのみいう。
mii⑥（名）e目。～hajUN。（驚いて，ま
　たあきれて）目を見張る。～huraeuN．目
　を開く。～hwiqceerasjUN．目を回す。
　気絶する。～kuhwajuN．目がさめる。
　また，眠られなくなる。～kuujuN．目を
　閉じる。見まいとする。また，死ぬ。～
　maQteeN　najUN，（驚、・て）目をまん丸
　くする。～mugeejuN。見ていてむかむ
　かと腹が立つ。～ni　kwiijUN．（わがまま
　などの度が過ぎて）目に余る。～nu　hwee
　？UUI’i・罠の蝿を追え。人をかれこれ言わ
　ずに自分のことをせよ。～nu　kweejUN・
　霞が肥える。鑑識力が増す。～nu　moo－
　jUN．見ていて腹が立つ。～N　S｝rU　naci
　，warajuN．鼠がなくなるほど匿を細めて
　笑う。～Ntuza　najUN．陽に角立てて怒
　る。～NhujagiraN．冒を上げて見よう
　ともしない。無視する。また，恥じて顔も
　上げられない。また，疲れ切って霞も動か
　せない。～tu　hana．目と鼻（の閻）。き
　わめて近い所。～tu　hanabanaともいう。
　～tu’iNtakL厨と同じ高さ。また，子
　が成長して親と同じくらいになること。
　．vtu　’iNtaki　naree，　kix’ookunoo　sjuru
　munoo？araN．子が大きくなったら（匿
　と岡じ高さになったら），とやかくこごとを
　欝5ものではない。O穴。貫通した穴を多
　くい5。？isigacinu～・石垣のすきまの
　穴。haainu～。針の目。針のめど。　hasi－
　runu～kara　sjuumi　sゴUN．雨戸の穴
　からのぞき見する。㊧欠点。欠陥。また，
　会計上の欠損。また，手落ち。～？aCUN．
　イ・穴があく。ロ・会計・仕事などに，欠
　損・手落ちが生じる。ハ．期日などに閲に
　合わずに恥をかく。～kwaasjUN・イ・
　穴を埋める。ロ。会計の穴を埋める。また，
　間に合わせの処置をする。～nu？uhusaN・
　欠点（手落ち）が多い。⑳刻み鼠。罠盛り。
　gubaNnu～。碁盤の膣。　hakainu～．は
　かりの目盛り。⑳境遇。立場。’janamii
　hεし（≧eakati。いやな揖に会って。？h’araN
　～Nkai？iQci．恥ずかしい霞に会って。
　困った目に会って。㊨めえっ。叱ることの
　小児語。霞を見ろの意。芋供をにらんで叱
　る時にい5。～sjUN．　fめえっ」と言っ
　て叱る。㊤（接羅）…眠。順番を表わす。
　taagimii（ふたつ目），　saNbaNmi圭（三番
　臼），gunicimii（五臼目）など。
m銭⑪（名）e中。間。物体。群衆などの，
　中。　？uhookullu　（≧cunu～Nkai？iQciN
　？uzlraN．大勢の入の中に入っても怖じな
　い。mi須nu面i．水の中。，NeanU恥ii。
　土の中。O間（ま）。　時間についていう。
　nLIUIIU～niga　glcaga。いつの闘に着い
　たか。
m量i①（名）θ実。中身。内容。実質。～nu
　？ijUN．実が入る。みのる。～nu？iQcoON・
　実が入っている。中身が充実している。～一
　ntl？ijuru　naa1〈a　kubi，薯1uriri．みのる
　ほど頭を．低くたれよ。立派になるほど謙遜
　せよ。～nasjUN．物にする。実のあるも
　のにする。完成させる。～najUN．物に
　なる。完成する。◎汁の中に入れる実。
　㊤〔新〕実。果実。元来はnaiという。
lnii①（名）命（めい）。運命。？unu～，∫a－
　teesa．そ5いう運命だったのだ。人が死
　んだ時などにあきらめて言うことば。
ll■ii①（名）いっぱい。　kaamihu～mi参
　kunUN。かめにいっぱい水を汲む。，wata嶋
　nU～kanUN．腹いっぱい食べる。
凱ii①（名）巳。十二支の第六位。方角なら
　東南やや南砂り，時刻なら午前10時ころ。
mii①（名）〔文〕姪。
mii一（接頭）新しい意を表わす接頭辞。　mi圭一
　ziN（新しい着物），　MiiziN（新しい銭），
　miijaa（新しV家），　miizoo（新しい門）
　など。
mii一（接頭）牝。めすの。　mii？usi（牝隼），
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　rniigaara（雌瓦）など。
mii2aa＝sjtt’N⑪（他＝saN，＝ci）見比べる。
　比較対照するσ
mii2ati＝ju、N⑲（他．｝・aN，＝ti）見つけ・る。
　見つけ幽す。namanee　tasikani　mii？a・
　titaN．今はたしかに見つけた。
惣・iiba⑨（名）見かけ。みば。外見。～むoo
　naameemee．見かけとは二村だ。
颯搬｝aaraa⑥（名）自のあらい竹かご。旨か
　ご。鶏を飼う揚合などに用いる。～Qsi
　tui？usujUN・匿かごを鶏にかぶぜる。
miibai⑲（名）魚名。冒張（めばる）。飛び
　出た大きな召をしている。miibajuと秀
　㌔、　5　0　　～～εし1〈anユiiba圭，　　kuvumiibai　　の両種
　がある。
miibaju〈D（名）miibaiと1買｝じ。
：温i曇baQpee⑨（名）見闘違い。見誤り。
2皿i｛bukiiruu⑭　（名）　士力S　eまれほrつたL・こ
　と。（泣いたあとなどで）まぶたがはれる
　こと。また，そのような冒をした人。
miiもuri⑪（名）ほれぼ；れと見ることb見と
　れること。
miibu・ihuQkwaa⑭（名）miibukuruuと
　岡じ。
miicaas　iri「eaa⑰（名）知り合い。臼ごろ知
　り合っている閲柄。～nu遊U瓦知り合い
　の者。．
miicakul⑨neeN⑨（句）みっともない。
　見苦しい。
Miigi①（名）みっつ。三。また，三歳。
　？i1〈ugiN～N。いくつも。たくさん。
miici＝juN⑨（弛＝raN，”Qci）見切る。見
　限る。見捨てる。miieil’arijUN・見捨て
　られる。
■niigiki＝juN⑪（他＝raN，”ti）見つける。
　見いだす。mii？atijuNともいう。
wri圭giki＝．iu’N⑪（他＝raNe”ti）見つめる。
rniiciraa⑪（名）まぶたに傷あとのある者。
　網羅特有のもので，暑さのためまぶたには
　れ物ができ，その傷あとのために，まぶた
　が・切れ，眠っている時も薄目をあいている
　ように見える。miiciriiともい5。・
磁戴。雌i⑨（名）miiciraaと問じ。
m恥鰻撤①（名）三分の一。
mi giwai⑪（名）三つ割り。三分。　micaai，
　miciwaiともL・5。
miiei｝vami＝」ガN⑨　（他＝vaN，＝ti）　無きわ
　める。
mi恕uu⑪（名）三つ子。三生児。三歳の子
　の意ではmigiNgwaという。
miida＝cuN⑥（自＝taN，＝Qe圭）醤立つ。
mlidaii⑲（名）琶じり，あるいはまぶたが
　．垂れ下がった者。下がり冒。inildajaaと
　もい5。
miidajaa（①（名）miidaiiと置｝じ。
niiidarusaN⑪（形）目がだるい。翼が疲れ
　てだるい。
miiduien（名）めんどり。～nu？utaree
　，3aku．めんどりが時を告げたら厄がある。
mlidukurRan（名）見どころ。見る価値の
　あるよいところ。
miidusi①（名）新年。
miid usaN⑪（形）久しく会わない。久し
　ぶりである。miiduusa．お久しゅう。
　しばらく。久しく会わなかった目下への
　あいさつ。目上へは，UgaNduusaとい
　う。
miigaa⑰（名）まぶた。　蔭の皮の意。～
　hw1（≧kunuN．（疲労して）まぶたがひつこ
　む。～？ukurijUN．（元気が國復して）ま
　ぶたが盛りあがる。
miigaaan（名）植物名。みょうが。
miigaara⑥（名）三下。’uugaara（雄瓦）
　の下に置く，平らな瓦。沖縄の：瓦屋根は，
　暴風を防ぐために，雌雄二種の瓦を組み合
　わせてしっくいで固めて葺く。
miigamarasjaN⑰（形）見るにたえない。
　見たくないよ5な。見るのがいやな。
miiecrasimasjaN⑨（形）θ見るにたえない。
　見たくないような。どうかと患うよらな。
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m最？蓋Ndee
　◎昌をわずらっている。限病である。nUU
　miigasimasja　miseebiiNnaa。何か目で
　もお悪いのですか。
三廊董guci⑨（名）（商売の）くちあけ。
m簸guhwaa⑪（名）よいっぱり。夜遅くま
　で図をさまして寝ない音（子供）。
miiguhwai⑪（名）夜眠れないこと。また，
　不眠症。
miiguhwasaN⑪（形）0遅くまで起きてい
　る。よいっぱりである。㊤眠くない。眠れ
　ない。多く，子供についていう。
miig鞭墨sjaNゆ（形）e見にくい。見ること
　が困難である。◎見若しい。みっともな
　い。魏いの意では’janasaNという。
mii”guruguru⑪（副）e（物を捜す時など
　に）目をきょろきょろさせるさま。～sju－
　N．◎ぱっちり。／お児などの屡のさま。
miiguruguruu⑪（名）匿をきょろきょろさ
　せている蒋。
miigul’umaai⑪（名）目をきょろきょろさ
　せて見回すこと。～sjUN・
nliigusui◎（名）爲薬。　Cd’・Nnu～．：喜屋武
　の鼠薬。小量で高価なものの代表としてい
　う。
llliigwanO（名）小さく細い目。また，そ
　5いう臼をした者。そういう人は概して小
　利巧だといわれる。
niiihaahaame（感）miihahaaと同じ。
mii｝lagaa⑪（名）miihagiiと同じ。
miikag量⑪（名）ただれ臼。目のふちが赤く
　ただれて痛む病気。
服滋hag簸⑰（名）ただれ霞にかかった者。
　miihagaaともいう。
m銃hahaa①（副）ヒヒーン。馬の鳴き声。
miikai？adaasien（名）にらみつけてどなる
　こと。miihai？udaasiともいう。～nu　duku
　siziti・どやしつける度が過ぎて。～sjUN．
miihaigutu⑪（名）唖然とするようなでき
　ごと。意外な，驚くべきこと。詐欺・盗難
　に会った揚合などにい5。
iniihainusudu⑪（名）蔑の前で泥棒をはた
　らくこと。また，まんまと詐欺にかけるこ
　と。また，そのよ5な泥棒・詐欺漢。
m量ihai2udaasi⑥（名）miihai？adaasiと
　同じ。
ini三hanazsju”Nan①（他＝saN，＝ci）晃放
　す。見捨てる。
miikaNdaa⑪（名）期待はず2■。あてはず
　れ。～nataN．あてがはずれた。～nu
　l〈utu・期待はずれのこと。
miihaNnuu⑨（名）miihaNdaεしと同じv
iniihaN＝sju’NG）（他；saN，＝ci）見そこな1
　　う。見る機会を央する。
miihaQpaias（名）miiciriと同じ。目がび
　きつっていることQ
miihaQpajaaan（名）miici1’aaと岡じ。鼠
　のひきつった者。
miihati＝ju”N⑨（他＝1’aN，；ti）見終わる。．
　残らず見る。
miihugaa⑪（名）一厘銭。穴あき銭。　mit
　は穴。hugaa〈hug三jUN。明治郊閻に通
　博していた一厘銭には四角な穴があいてい
　た。20枚を一一・SSにして一貫（？iQkwaN）と
　いった。
mi董hwa⑪（名）見かけ。みば。外見。　mli－
　baと同じ。
】miihwaahwaa⑪（名）雪囲感・燵恥感など
　におそわれて，目がほてるよ5に感ずるこ
　と。～natoON．（野望感や蓋恥感で）ほ3っ
　としている。～n媒kutu．（失望感や差恥
　感で）ぼうっとするようなこと。
miihwiea＝ju”Nan（自二raN，＝ti）にらんで
　目を光らせる。にらむ。厨が光る意。mii－
　hwicati’NNdee．にらんでごらん。？al’i一一
　Nkai　miihwicaraQtaN．話皮ににらみつけ
　られた。
’　miikw三carasj　aN⑨（形）まぶしい。まばゆ
　い。
mii？iNdee⑪（名）ものもらい。　蔭のふちに
　できる腫れもの。
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mii？iri⑪④（名）新入り。新参者。
miijaa①（名）新しい家。新築した家。ま
　た，あらたに分家した家。
miijaa＝ju’N⑰（自＝raN，　zti）癒着する。
　傷口がなおってふさがる。
miijahwaragisaN⑪（形）体が申そうであ
　る。ひよわそうに見える。mi呈一は身の意
　か。
塒鳥茸aigo㊦3割引⑨（名）癒着させるための膏
　薬。
miijaini⑨（名）眼病。
狙i薄a賛二zガX⑪　（他＝daN，”ti）見誤る。見
　そこなう。
miijaQsaN⑨（形）㊦見やすい。容易に見ら
　れる。◎見られる。見るにたえる。ユn慧3a一
　寧iku　natOON・（病状・暮らしなどの見るか
　げもなかった者が回復して）見られるよう
　になる。
llliijoo⑪（名）㊦見よ5。見かた。見る方
　法。◎Rくばせ。目で合図すること。㊤外
　見。みば。体裁。
miijookuei「joO⑪（名）旨つきやRの形で
　合図すること。～sjUN・
miijukaQcu⑪（名）新参の士族。廃藩前に，
　平民から士族となった者。siN多aNともい
　う。また16万貫の金を出せば士族となれ
　たので，そのような士族にもいう。またこ
　の揚合は1〈ooi．iukaQCuともL・5。
ltliijallli①（名）花嫁。新婦。
…ii＝j・MN⑨（自：raN，＝ti）生える。生ずる。
　haanu～．歯がはえる。1〈usanu～．草
　がはえる。
mii＝juNth（自＝raN，＝ti）見える。臼にう
　つる。huninu～．舟が見えるo
miikaaiba「a⑨（名）乳歯のあとに生え代わ
　つた歯。永久歯。
皿量ikaa＝」ガN⑪（自：raN，　＝ti）生え代わる。
miikagaN⑨（名）めがね。　gaNcooともい
　う。
miikahwakahwa⑪（副）寝つきの悪いさ
　ま。また，眠られないさま。目がこわばる
　意。
rniikaNgee①（名）世話。見て考えてやる
　意。？ariga　kutu，jUtt～sjUN．彼のこ
　　　　　　　　　　　uとをよく世話する。
miikaNgee＝ju”N①（他＝raN，＝ti）世話す
　る。miikaNgee　sjUNと同じ。
milkeeraa⑨（名）（痩れて）目がくぼむこ
　と。疲れた翼つきをしていること。～na－
　tOOAT．（疲れて）圏がくぼんでいる。
miikeeslge’esi　＠（副）くりかえし見るさ
　ま。？imaiN～、夢を何度も擁度も見て。
miikee＝sju”N⑨（他＝saN，＝ci）見返す。
　くり返して見る。
miikoogaa⑥（名）疲れた時などに匿がく
　ζ警むこと。miil〈eeraaともいうQ
m鍼kub剛猛⑪（名）黛がくぼんでいる者。
m鍼k礎。董⑨（名）表f青。顔つきQ目と口の歪琴。
　まれな語。～，jahwajahwatu．表情がや
　さしく。
miikugee⑰（名）目を動かすこと。また，
　目を離すこと。～NnaraN，ちょっとも闘
　が離せない。
miikuhwai⑨（名）e（朝など）臼がさめる
　こと。目ざめ。◎miiguhwaiと同じ。
miikuhwajaa⑪（名）e冒ざまし。おめざ。
　朝など臼をさました時に与える菓子の類。
　㊤＊夜眠れない人。不眠症の人。
miikuni①（副）新しく。あらたに。　lnii－
　kuN　｝　tS　v　i　5．　tv　gul〈uraQtooru　inici．
　辛しく作られた道。～misjOOCOOI’u　si－
　Nsii．新しくL・らした先生。
】miiku＝nuN⑪（他＝maN，＝磁）（相手の出
　：方などを）見すかす。
】rniikuN①（副＞m銭kuniと同じ。
miikuNdaa⑪（名）見た冒にはっきりしな
　い物。見ても何だかわからない，形のくず
　れた物。字体・模様・織り目などについてい
　50
miikuNdaazii⑪（名）侮だかわからない字。
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　読めな炉ようなくずれた字。
miikuragaN⑪（名）霞まい。目がくらむこ
　と。
miikusaa⑨（名）e始終目やにを出してい
　る者。◎（人の悪口として）旨くそやろ5。
　ばかたれ。
miikusu⑰（名）冒くそ。目やに。’
miikuumee⑪（名）にらめっこ。まばたき
　したり，笑ったりすれば負けとなる。
miikuutii⑪（名）死ぬととの小児語。貸を
　閉じる意。
miikwaaニsjunN①（他＝saN，＝ei）間に合わ
　せる。kuyisaai　miikwaacool〈ee．これで
　周に合わせておけ。
miimaai①（名）見回り。見回ること。また，
　見回って世話すること。．～sjUN．
miimaa＝ju’N⑨①（他＝raN，　＝ti）見團る。
miimaaraakuu＠（名）石合戦。
miimaci‘「⊃gee⑨（名）見間違い。見そこな
　い。
miinlaju⑪（名）目と眉。また，容貌。顔
　だち。～kurugurutu　cuyani坤ee’jai一一
　biiN．眉爵秀麗な青年でございます。
miim3N祝がN⑰（他＝daN，　＝t・i）見守る。大
　事に見守る。Qkwa？Nrnaga～．子や孫を
　見守る。
mii㎜ee⑪（名）見i鰍・。不幸・病気などを
　見舞うこと。
miirnee①（名）屑米でたいた飯。また，そ
　の飯をたく祝い。農家でいう。
nliimiei①（名）暫道。　huyumici（假道）の
　対。
miimiihuugaa＠（副）穴だらけ。～na－
　toON，穴だらけだ。
miimiikuuzli⑪（名）隅々までほじくりあ
　＄ること。重箱のすみをほ七くるようなこ
　と。また，人のあら捜しをすること。～
　sjUN．すみをほじる。また，あら捜しをす
　る。～nu　cuusaN・あら捜しがひどい。
miimiiteedeeza（副）くまなく。すみずみ
m鮭nucihananuc董
　まで。
miimUnaa⑪（名）miiMUN（雌）と同じ。
miimuN⑨（名）見もの。見ておもしろいも
　の。
miimumo（名）雌。動物のめす。　nliimu－
　naaとも、、う。
miimuN①（名）新しいもの。新設。
㎜萱im秘s童⑪（名）目の虫の意。次の句でい
　う。～hoojUN．（朝寝すると）目に蜜が
　はう。朝寝i坊をあざけって纏う。
miimuuku①（名）新躯。花婿。
miinada⑪（名）涙。目にたまる涙。
miinai⑪（名）よ5すを見てみること。ま
　た，見立て。
miinaieiei「nai⑨（名）miinariCiCinariと
　同じ。
miina＝juN⑰（自＝raN，　＝ti）見立てる。よ
　5すを見る。見てきめる。duukuru　mii・一
　nati　kooτee．自分で見立てて貿え。basju
　miinatikara　sjUN・その場の空気を見て
　からする。
mi圭皿 ra＝ju”N⑪（他＝aN，　＝ti）見習う。見
　て覚える。
niiinariciciinari⑨（名）見たり聞いたりす
　ること。菟聞き。見聞。milnaicicinaiと
　もいう。～sjUN．見聞する。～nu　hwi－
　rusaN．見聞が広い。
mi韮n擢董謳ju「N⑪（他＝raN，＝ti）見なれる。
mi圭皿a＝sjuNan（他＝saN，＝ci）〔文〕見なす。
取揃磁ci⑪（名）命日。普通は？umliniciと
　い5。月を岡じくする年一回の命口はsjo－
　O？umiinieiという。
miinisi①（名）秋ごろに吹き始める北風。
　mii＜miisaN。　r・isiは北・北風。
miinugib量⑨（名）黛じり。まなじり。～一
　QsiN’NNdaN．（軽蔑して）見むきもしな
　い。眼中におかない。
miinucihana「nuci⑪（副）e子供が悪ふざ
　けをするさま。濤を爽いたり鼻を突いたり
　の意。O入のあら捜しをするさま。また，
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　意地悪なことを言うさま。～S∫UN．
miinugaara；sju’N⑪（他＝saN，＝ci）屍の
　がしてやる。見ないふりをして許してやる。
m甑uhuci⑪（名）欝のふち。まぶち。
miinukuci⑪（名）爵がしら。　miinugihiの
　反対側。
miinumee⑨（名）日の前。習先。眼前。～一
　nu　kutu．さし遮った事Q
miinusiNew（名）ひとみ。瞳孔。
miinuuu⑪（名）目の緒の意。文語はMi－
　nuu。次の句で用いる。～ni　sagajUN．
　まぶたに浮かんで離れなし・。§の前にちら
　ついて離れない。
mii？Nmasi！nuNG）（名）骨｛乱しみする者。
　なまけ者。
鶏至盤？蔚mu⑨（名）収穫後，自然に生えたさ
　つまいも。mii一くMiijUN（生える）。
mii？1　mukuzija．”⑪（名）人の畑の鵜iレ
　？Nmuを掘りあさる貧困な考。
mii？Nz炉sjガN⑪（他＝saN，＝ei）見つけ出
　す。見いだす。
m銭2Nz云樋“「N⑨（ge　＝1－aYi，　＝ti）生1え出る。
111iiN①（名）織機の箴（おさ）の種類の名。
　十六よみ。経糸1280本を通すもの。また，
　それで織った布。huduciの項参照。
miiNna⑪（名）下調。綱引きの時の一一方の
　綱。，UUNna（雄綱）に対する。　ginahwi－
　ciの項鮮魚。
！TliiNL　na「bai⑪（名）むなしく冒をあけてい
　ること。ぼんやりと見ていること。ポカン
　としていること。また，駈然としているこ
　と。～sjOON．ポカンとしている。唖然
　としている。
miiQcU①（名）梅毒にかかったことのない
　人。mii＜miisaN。　hurUQCUの鮒。
miiQkwaW（名）姪。
miiraNka⑪miiraNka⑰（句）遼方にあっ
　てかすかに見えるもののさま。～sjOQN。
　かすかに見えている。
miirigaN①（名）？irigaN（かもじ・入れが
　み）の敬語。m玲i圭Nと秀いう。
miisagee⑪neeraN⑨（句）ひっきりなし
　に。絶え間なく。～（≧CUIIU　tuujUN．ひつ
　きりなしに人が通る。～sjuumaNboo－
　sjuunu　？aminu　huigi4icuNnee　’juN一一
　taku　sjUN．ひっきりなしにつゆの雨が
　降り続くようにおしゃべりを続ける。
miisagi＝ju”N③（他＝raN，　＝ti）見下げる。
　軽蔑する。
miisaN①（形）新しい。　tatanOO　miiku，
　tuzee　huruku．畳は新しく，妻は古く。
　cinOO　miikU　miil〈U，　nucee　CUUkU．着物
　はいつも新しく，命は強く。子に悔しい着
　物を着せる時にいうことば。
niiisieihanaisiei⑪（名）病気。かぜなど。
　hanasiciは鼻かぜ。　miisiciのmii一は，
　鼻に鴛して目といったまでのもの。duu－
　euimunoo　evku　basju　sjuQkwee　sjuN．
　ひとり者は病気の時に困る。
miis呈＝ju’N⑥（他＝raN，”Qci）見知る。知り
　合いになる。顔見知りになる。miisiraraN。
　会ってもわからない。（成長した揚州など
　に）見違えるようにようすが変わるQ？ja－
　aja　m1isiraraN　natoosa・おまえは見違
　えるようになったよ。撫圭is量ra翼．見知らぬ。
ユn海in豪a＝sjガN⑨（他＝saN，＝ei）（大した
　ものでないことを）見破る。見抜く。
mlisirisiri⑪（副）（起床直後などに）目を
　こするさま。～sjUN．
nliisiti＝ju「N⑪（他＝vaN，”ti）見捨てる。
　miisitirarijuN．，見捨てられる。
m最s錘①（名）名所。また，名産地。
m量圭toON⑨neeNO（句）みっともない。見
　苦しV・。miicakUN　neeNと陶じ。～ku－
　too　saN　muN　dee．みっともないことは
　しないことだよ。
m撫u⑪（名）夫婦。めおと。
miituduki⑨（名）見とどけること。確認。
miitueuki＝ju”N⑨　（弛＝raN，＝t圭）見届け
　る。、たしかに認める。終わりまでよく見
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mikaki
　る。
miituNda⑪（名）夫婦。主どして平民が使
　う語。一daは複数の意か。
miituNdagwaasee⑪（名）おとうさんおか
　あさんの役になってするままごと。
miituNda2icee⑪（名）夫婦開係。夫婦の性
　的な関係。
miituNdamunugataiew（名）夫婦だけの
　話。夫婦の寝物語。
miituNda？o「oee⑨（名）夫婦げんか。　miま一
　毛uNd段？ooee3包？iNnuN　kwaaN．夫婦げ
　んかは：犬：も食わぬ。
miituNda多h’i⑨（名）夫婦連れ。
nliit皿usi⑪（名）見とおし。洞察。
m撫U痂①（名）新しい妻。にいづま。
niii？ubi⑨（名）見覚え。～箆u　neeraN．見
　覚えがない。
mii2ubi＝ju「N⑪（他＝raN，＝ti）見覚える。
　見て覚える。
m量i？uci⑥（名）eまばたき。◎目くばせ。
m圭撚武掘⑪（名）見送り。～sjUN，見送る。
　’一sjuxu　Qeu．見送り人。
mii2uru＝sjガN⑪④　（他＝saN，＝ci）　見お
　ろす。
mi壼2usi⑪（名）牝牛。
mi蓋？usi■na・　juN⑨（他＝aN，＝七i）見失う。
mii？1itui⑨（名）死ぬこと。また，臨終。
　定められた命が落ちる意。～s趣N．命を
　終える。「死ぬ」の上津な表現。
m三圭2u加s量⑨（名）見落とし。
〕m最2utu＝sjガN⑨①（他＝saN，＝e呈）見落と
　す。
mii？uzi⑪（名）見ただけでおじけづくこと。
miiwaka＝sju”N⑪（他＝saN，＝ci）見分け
　る。弁別する。？uja～．（幼児が）親を見
　分ける。
mliwaki⑪（名）見分けること。見分け。区
　鶏。miwakiともいら。’iikutu　’janaku－
　tunu～N　neeraN．善悪の区別もつかな
　い。
miiwaki＝jxxN⑪（他＝raN，＝ti）見分ける。
　見て区別する。
miiwaku①（名）不颪霞。不名誉。恥さら
　し。
miiwaree⑪（名）ほほえみ。微笑。～sjUN．
miiwazaNkUciiwazaN⑪（名）顔をしかめる
　こと。疲労した時。痛い時・酸っぱい物を
　食べた時などに，目をすぼめ口をゆがめる
　こと。一W3zaN〈，wazanUN。
m iwiiQ「kwa⑨（名）飯時。
㎜i韮z董guuzi①（副）ぶつぶつ不平やこごと
　をいうさま。～sjUN．ぶつぶつ言ら。
miiziiNziiN③（名）（頭などを強打して）冒
　から火が罷ること。また，その火。ziiN一一
　ziiN．はほたるの小児語。～tubUN．臼か
　ら火が出る。
lniiziN①（名）新しい打物。
m圭切m⑨（名）雌弦。三味線（saNSiN）の
　蕪の糸。最も細く，最も音の高い糸。，UU－
　7til’u（一の糸），　naka7viru（二の糸）に対
　する。
m量iz蓋tanasaN①（形）薄ぎたない。
mii400kii③（名）み（箕）。米麦など穀類
　をふるって，穀や塵をよりわける道具。竹
　を編んで作り，円形で，浅く広い。
miizikurukunici＠（名）正月16瞬に営む法
　事。正月16Hは一般に墓参のRであるが，
　前年に死んだ者のある家では特に法事を営
　む。その法事をいう。
mlja①（名）宮。神をまつった建物。亭iisi－
　nu～（末吉の宮），？asatunu～（安里
　の宮）などがある。
mijaku②（名）都。国王のいる地。また，
　都市。
mijama①（名）〔文〕深山。奥山。
mijarabien（名）娘。おとめ。「めわらべ」
　に対応する。農村の夫婚の娘をいう。
mijati⑨（名）目あて。冒標。
miju①（名）〔文〕御世。
mikakian（名）〔文〕見掛け。外見。～too
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　’uuziraN・外見とは合わない。見掛け倒
　し，あるいは見掛け以上。
Mikamisasi①（名）男のするかんざし（ka－
　misasi）の敬語。御かんざし。
mlkaN⑪（名）蜜柑。
rnlkaN§壼i⑪（名）蜜彬水。明治時代にあっ
　た飲み物の名。
mikarahwis．ia①（名）はだしの敬語。御素
　建。
一mika＝sjuN（接羅＝saN，＝ei）擬声語・擬
　態語につき，…といら，…という音を立て
　るの意を表わす。dusamikasjuN（どし
　んという音を立てる），，jut翫mikas画N
　（ゆらゆらさせる），hijamikεしsjilN（え
　いっと言う）など。
mikata①（名）味方。
mikazi①（名）〔文〕［美影］御姿。
mika？．ici①（名）≡E　S月。
n継k叢majaa①　（名）　三三毛猫。
mikllci④（名）お口。　kuei（口）の敬語。
　～saNsikwaN，？UNZu　biiru．口は三司
　官のように達者だが，体はみるのようにぐ
　にやぐにヤでたよりにならない。
mik穏mi⑰（名）見込み。　　　　　　、
mikumui①（名）銭300文。6厘に当たる。
　Z圭Nの項参照。
m孟ku＝nuN⑨（他；maN，＝di）見込む。あ
　てにする。望みありと見る。予定する。
mikusi①（名）〔文〕御腰。　kusiの敬語。
　～，ugtanuN．あんましてさしあげる。
mikusidaci①（名）〔文〕主君を助けて後楯
　となること。？inUC圭｝瓢r埠ititi～亭i盛3U・
　［命ふり捨てて御腰秘すれよ（忠臣身替）］
　命を捨てて主の後楯となれ。
鰍額k避S圭ugaX①（名）腰をもむこと（kusita－
　taci）の敬語。あんますることの敬語。貴
　族をあんまする場合には，さらに丁寧に，
　misiiugaN　と；V・う。
面mee⑨（名）miimee（見舞い）と同じ。
舞磁鰍（名）耳・：．ッhwivamijUN・　Bを傾
　ける。熱心に聞く。耳をすます。また，
　（動物が）耳を立てる。
m量m董gaa⑪（名）耳の皮の意。耳たぶ。騒
　肉料理でいう。
mimigaasas圭mi⑲（名）料理名。豚の耳の
　酔のもの。焼いて毛を取り去った豚の耳を
　煮て，薄く切り，野菜をまぜて酔であえた
　秀の。
mi擁ga磁⑪（名）理解力。かしこい頭。聡
　明さ。～nu？aN．理解力がある。かしこ
　k’o
mimigas圭masjaN⑨（形）やかましい。うる
　さい。
mimigul⑲（名）きくらげ。きのこの一種。
　太にはえ，形が人の耳に似ている。煙した
　秀のを食用にする。
m董】mikusu⑪（名）耳くそ。耳：あか。
mimikuzijaa⑰（名）：耳かき。
mimikuziraa⑨（名）miNkuziraaと同じ。
miminuhuutai⑨（名）miminutaiと同じ：。
iniminuhwaa⑨（名）耳たぶ。外耳全体を
　いう。～niN？麺鋤aN．聞こ5ともしな
　い。～inadiN’warajuN．耳まで笑う。
　非常に喜んで笑うさまをい5。
賊mi簸utai⑨（名）耳たぶ。葺の下部の垂れ
　下がった部分。miminuhuutaiともい5。
㎜imiz⑩（名）みみず。
IIIimi＝zuN①（勉＝gaN，二zi）e（身体を，
　また野菜などを）もむ。◎いじめる。とつ
　ちめる。mimigal”圭juN　doO．いじめられ
　るぞ。
mimuci①（名）身持ち。体の保ちかた。ま
　た，晶行。その敬語は？UNzumue㌔～
　teesieini　Qsi’joo．体を大切にしろよ。
　お大事に。
mimunu？uzoo⑪（名）首里城の門の名。
　？UgU寧ikuの項参照。
mimutu⑪（名）〔文］目もと。目のあたり。
　nasigwa　mi？uku2ni　kurimadiju　casi－
　ga，？aWari　giri簸aSaj批？a加kaZ圭N颯i一
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　raN，．～kuraguratu　naruga　siNei．〔な
　し子見送りに　これまでよ来やすが　あわ
　れつれなさや　あと影も見らぬ　冒もとく
　らぐらと　なるが心気（忠臣身替）］子の
　見送りにここまでは来たが，ああ，つれな
　いことに後姿も見えない。黛の前が階くな
　る心持ちである。
minada⑪（名）miinadaと同じ。
minaNka①（名）三七日。死後21日目の法
　事。
minaree⑨（名）見習い。業務などを実地に
　ついて練習すること。
miniisja①（名）ひもじさの敬語。御空腹。
　貴族の家庭で使われる語。～？waami＄ee－
　biixa，jaa．御空腹でいらっしゃいましょ
　うねえ。
minudaru⑪（名）料理名。豚肉にいかの墨
　と黒ごまとをつけ，醤油味にして蒸したも
　の。
m魚ugami⑪（名）紙の一種。美濃紙。
minumee⑪（名）miinumeeと岡じ。
m藍null⑨（名）〔文〕miinuuuの文語。目
　の緒の意。
minu2w蓋i⑰①（名）〔文3　e身の上。境遇。
　◎わが身。自分の身の上。？iciN，ju麟9U－
　tuja～nu　takara．［意見寄雷や　身の上
　の宝〕意見や忠告はわが身にとっての宝。
miNbuku⑪（名）面目。痴Nmukuともい
　う。～nu　neeraN．面匿ない。～nu　ta一
　胎N．面霞が立たない。～nu七〇〇1’ijUN
　（颪目が倒れる）ともいう。
ユ癖Nb皿糖ki蒸⑪（名）植物名。いぬびえ。飢
　鰹の時に食：用となる雑草。
m韮Ncab3a⑪（名）耳の卑語。ののしってい
　う時に使5。
miNcamuN⑪（名）目に入ったごみ。　miN－
　camunaa　miNeamunaa　kiramanu　ku－
　siNkai？iki，3◎◎．目に入ったごみよ，目
　に入ったごみよ，慶良間島のむこうに飛ん
　で行け。目に入ったごみをふっと吹いて取
る時にとなえるまじない。tanabaruja“
　manu　～．　tanabarujama　（棚原由）　は
　西原村にあり，その村の射たちが松の枯葉
　を集めに行くところ。そこへ首里の青年た
　ちが遊びに行き，目に入ったごみを取って
　くれと称して娘に近付く。娘が男の目に口
　を近付けた時，男は接吻を盗む。その遊び
　をいう。そこでは，一人の娘が他の娘の所
　に近づこうとする時には，？Nmaa　maa一
　¢ib3幻a？amL　（そこには松葉はあるか）
　と声をかけ，kumaa　neeN．（ここにはな
　い）と返事があれば，察して近づかないと
　いうような，不文律ができていたという。
1痴NcasaN⑨（形）やかましL・。うるさい。
　〈mimi　｛一　？ieasaN．
miNdasimuN⑪（名）珍しい物。
miNdasjaN（①（形）珍い・。細多iras3aN
　ともいう。
miNdoo⑨（名）面倒。厄介。～na　ku七u．
　面倒な事。～，jaN．画倒だ。
miNgwa＝sj騒N⑪（他＝saN，＝ci）濁らす。
　濁らせる。
mlNgwa＝sjuN①（他＝saN，＝ci）e回す。
　めぐらす。rnigurasjUNともい5。　kuu－
　rUU～．こまを團す。◎惑わす。
磁Ngw⑩（名）濁り。濁ること。濁ってい
　ること。～nu？aN。濁っている。
miNgwi＝juN⑨（自＝raN，＝ti）（水などが）
濁る。
miNgwi＝juN⑦（自＝1’aN，”ti）e回る。め
　ぐる。migujUNともい5。◎惑う。
miNkaa⑪（名）つんぼ。次項の卑称。
miNkttu⑨（名）つんぼ。次項参照。
miNkuziraa⑨（名）つんぼ。また，耳の遠
　L・者。　miN「k爲a，　miNkuu，　mimikuziraa，
　miNkuzirimuNともいう。
miNkuzirimunugatai⑨（名）耳の遠い者
　との話。また，そのよ5なとんちんかんで
　互いに通じない話。　　　　　　　一
、miNkuz域m叫ゆ（名）．．miNkuziraaと局
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　じ。
mlNkwaatiu⑨（名）0ひどくよごれたりに
　じんだりして，もとの形がわからないも
　の。そのよをな字体など。◎顔がすっかり
　よごれること。また，ひどくよごれた顔。
　～sjUN．（子供をこわがらせる時などに）
　指で呂や口を引っ張って，恐ろしい顔つき
　をする。
m圭Nmmku⑨（名）miNbuk級と同じo
miNna⑪（名）植物名。るりはこべ。瑠璃
　色の小さい花が咲く。家畜の飼料となる。
㎜iNna⑪（名）e水納臨。沖縄本謝本部半
　農西方にある小島。◎水納島◎宮古凸群務の
　島の名。
lniNnii⑨（名）壬（みずのえ）。十干の一つ。
miNnukttu①（名）水の子。水の実。祭祀
　の際，なまのまま小さく煕角に切って施餓
　鬼用として供える野；漿。
㎜iNnvtu①（名）みずのと（癸）。十干の一
　つ。
m量Nsaa⑨（名）e布の名。緯糸を合わせて
　太くして織ったもので，帯用。◎それで
　作った帯。miNsaa？uubiと同じ。nasaki
　l〈wirubikei　tisazi　kwiti　nu　sjuga，
　gamal〈u　kuNsimiru　miNsa　kwirana．
　［情異ゆるびけい　手由呉てのしゆが　腰
　くんしめる　みんさ呉らな（かなよ簾）］
　贈り物をするぐらいなら，手ぬぐいぐらい
　やって何になるか，腰をぎゅっとしめるメ
　ンサ帯をやりたい。
miNsaa2uubi⑨（名）miNsaaの帯。いな
　かの女が用いるもの。
m三Nsi⑨（名）真綿。屑繭を引き伸ばした絹
　綿。
miNtama⑪（名）目玉。匿の玉。眼球。
miNtana⑪（名）流し。台所の流し台。水
　棚の意。
miNtanasiiri⑪（名）台所の流しの先に設け
　る水だめ。
miNtarRaNzasa⑪（名）顔を深くおおう編
　み笠。深編み笠。
Xll量Ntarii⑨（名）miNtari？aNzasaと闘じ。
m演za蓋⑨（名）耳だれ。耳の穴から流れ出
　るうみ。また，その病気。
mil　zaigusa⑪（名）櫨物名。雪の下。井戸
　ぱたなどの湿地に生1える草。藥をもんで油
　とまぜたものを耳だれの薬にする。
m蓋Nz壼。蓋⑨（名）［面付］、名寄。　taam圭Nzici
　natooga．だれの名義になっているか。
llliNziei①（名）［面付］顔付き。顔色。根
　手。状況によって変わる顔付きをい5。
miNzielgee⑨（名）名義変更。
miNzoo④（名）［薗状コ顔付き。面相。～Ml
　’waQsaN．顔付きが悪い。
塒沁ca①◎（名）三日。みつか。一臼の三
　倍。月の第三日は多くsaNniciという。
1擁Qea量②（名）三人。～suriree　sikiN。慧
　人そろえば世間となる。
翼癒QcakaaN①（名・副）いっぱい。満ちて
　いるさま。kaaminu～IMi7yi　kunuN．か
　めにいっぱい水を汲む。～sjOON。いっ
　ぱいに満ちている。
iniQcakazjuiN⑰（自＝raN，＝ti）満ちる。
　いっぱいになる。
miQcanuslku①（名）正月3Eの祝い。そ
　の日，国王は円覚寺・天王寺・天界寺の三
　寺に参詣し，一般家庭ではsikamuducl
　（料理名。その項参照）などのごちそうを
　作って祝った。
miQeanu2uiwee⑨（名）miQcanu？ujuwee
　と同じ
miQcanu？ujuwee⑪（名）旅1こ出た人の家
　で，出帆後三日目に行な5長い。帆船時代
　に’∫amatuに行く船が三三霞轡あたりに七
　農灘の難所にかかるので，その無事を祈る
　ために祝ったものであろう。
miQci2amajaa⑨（名）才走った者。小利口
　者。
miQkaCO（名）蕪臼。みつか。
miQkuu⑨（名）めくらの人。盲人。　miQ一
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　kwaaともいう。
miQkwa⑪（名）盲。盲目。んnu　hwiibUN
　？uziraN．盲蛇に怖じず。
miQkwaa⑥（名）miQkuuと購じ。
m量Qkwaatoor疑u⑰（名）遊戯の名。めくら
　おに。鬼が囲隠しをしてする鬼ごっこ。
miQkwasamuN⑨（名）　1・曽い者。憎まれ者。
　憎らしい者。
玉盛ΩkwasaN⑨（形）憎い。憎らしい。
m量Qta⑪（名）めった。むち々。～筑a　kutu．＊
　めったなこと。むちゃなこと。～ni．むや
　みに。やたらに。～ni　Qcu　nurajuN・や
　たらに人を叱る。
mirujuku⑨（名）でき心。見ると起こる欲。
miruku①（名）弥勒（みろく）。弥勒菩薩。
　首里の赤田に首里殿内があり，そこに麗っ
　てある。旧暦8月16日に弥勒会が行なわれ
　る。？akata　sjUNdunue三kUganiduuruu
　sag－fti　？urlga　？akagariba　一v　？uNl〈e．
　［赤田首里殿内　黄金燈籠下げて　おれが
　明かがれば　弥勒御迎］赤田の首里殿内に
　こがねの燈籠を下げて，それに火がともつ
　たら，弥勒をお迎えしよう。～nu’wara－
　taNnee．国画が笑ったように。にっこり
　と笑ったさま。
mirukujugahuu⑪（名）［貌観世果報コmi－
　r疑kujuuと同じ：。
㎜irukujuu①（名）［弥勒世］豊隼。　miru－
　1〈uj’uja　minume　hwieiju＄iti　’ugeiga
　hutal〈aeanu　nunuja　’utami　’warabi．
　［弥勒蝕や目の前　ひきよせ’て坐すが　ふ
　たかちやの布や　織ためわらべコ豊年は目
　の前に近づいているが，hutakaca（その
　項参照）の布は織ったか，子供よ。
mirukuNgwa①（名）弥勒会（miruku？u－
　Nkee）の時，弥勒のお供をする子供たち。
　美しく装束して行列をにぎやかにする。
miruku？uNkee⑩（名）弥勒会。旧暦8月
　16日に，首里赤田の首里殿内で行なわれ
　る。
mirumiru⑪（副）見ていながら。見す見
　す。～hwiNgacaN・見す見す逃がした。
misac三①（名）岬。海中に突き出た陸地。
misaree⑨（名）？usaree，　misayeepaapaa
　と陶じ。
m董sareepaa、垂≠∞P（名）士族の結婚式の琶
　話役をつとめる平民の老女。花嫁を迎え，
　儀式の案内・進行など，いろいろの世話を
　する。
m圭satu⑨（名）見里。（（地》参照。
miileeN⑪（他・不規測）e言うの敬語。仰
　せられる。？imigleeN（おっしゃる。紺等・
　湖上に用いる）よりもさらに葭上に用い
　る。◎するの敬語。あそばす。おやりにな
　る。sim玲eeN（なさる。される。対等・目
　上に用いる）よりもさらに目上に用いる。
　㊧食べるの平民年長に対する敬語。あが
　る。
一㎜ise「 N（接re　・不規則）お…になる。…
　なさる。…される。r連用形」（または「連
　用形」から末羅のiを除いた形）に付き，
　尊敬の敬語を作る。，jumimi碑eN（読ま
　れる），？ujumimi＄eeN（お読みになる），
　，wakasaim玲eeN（お若くていらっしゃ
　る），kacim坤eej哉biiN（お書きになりま
　す）など。なお，一NseeNの項参照。
・ni・，igamigi⑦（副）見す画す。見ていなが
　ら。わかっていながら。～saQtaN．嫁す
　見すやられた。
塒鳥gara①（名）体ひとつ。単身。身すが
　ら。kunu　kwadUN＄iも圭ti～ni　nariba，
　sjutu　cuiga　1〈utu3’a　zijuni　najuN．
　こ此子ども捨てて　身すがらになれば　姑
　一人が事や　自由になゆん（大川敵討）ll
　この子を捨てて身ひとつになれば，しゅう
　とめひとりの世話はできる。
misigee⑰（名）しゃもじ。農罠が多く使う
　語。善里では多く？iizeeという。
m減hwa⑪（名）見え。外見の飾り。見せか
　け。
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mi畢llN
mis；iN⑱（名）かもじの敬語。　miirigaNと
　もし・弓。普通は？iriga球とL・う。
misiiugaN②（名）貴族の腰をあんまするこ
　と。kusi七ataciの貴族に対する敬語。
misi＝jiiN⑪（他；raN，；七i）e見せる。
　？UQtu～．次の手ができる。二番難以降
　の子が生まれる時にい5。弟を見せる意。
　◎（…して）見せる。？Nzi～．行って冤せ
　る。，judi～．読んで見せる。？Nzi　mi－
　siri．行くなら行って見ろ。　Qci　m圭siri．
　来るなら来て見ろ。ともに，制止しても聞
　かない場合にい弓。㊤（接尾）…しゃがる。
　命令形で矯いる。一lnisiri，一misireeの項
　参照。
mi＄ikamunugatai⑰（名）〔文〕男女のひ
　そかな語らい。
m球kaΩteeN①（名・副）ひそか（に）。内密。
　内緒。～na　hanasLひそかな話。～du
　，jateeru．内密であったのだ。～nu　ku七u．
　ひそかなこと。？ariga～？ici　1〈wita・V．
　彼がひそかに話してくれた。
m墨字ku⑨（副）〔文〕丁寧に。慎重に。よく
　よく。fみすく，こまく，能々密の心也
　（混効験集）」’jaa　nasigwa～cieiuga－
　mi．［やあ産し子　みすく聞拝め（御飾
　子）］さあ子供よ，よくよく聞け。？una－
　sakinu　？uzimu　・v　tui？ul〈itl　eEmu　’wa－
　riti　zicini？UNnukijoori．［御情の御
　肝みすく取請けて肝割れて実におん
　によけやうれ（大川敵討）コお情深いお心
　を了寧にお受けして，心を開いて真実を申
　し上げよ。
misikuuga⑥（名）e見せ卵の意。産卵し
　ようとする鶏の巣に，あらかじめ入れてお
　く卵。産卵を促進させる意味でする。◎転
　じて，子を生むことを望んだ夫婦が，出産
　を誘うために，仮にもらって来た子供。
misimUN⑨（名）見世物。
misinaaku①（感）めっそうな。女の発す
　る語。あきれた揚合，1あるまじいことを見
　聞きした揚合などに，多くは指を鳴らしな
　カミらL・う。misinataal〈U，　misinataraa－
　kuともいう。9圭ruu　giruu～・つる子，
　つる子，あきれたねえ。saQt量mu　saQtimu
　～．なんとまあ，めっそ弓な。
misinataaku①（感）misinaakuと岡じ。
misinatavaaku①（感）misinaaku　1と同
　じ。
一misi「ree（接尾）…しゃがれ。一m呈S圭riの
　項を見よ。
一inisl’ri（接尾）…しゃがれQ－misireeと
　もいう。，jumimlsiree（読みやがれ。，judi
　凱isiree．一読んでみろ一とは別），加imi－
　siree（取りやがれ），？ieimisiri（行きや
　がれ）など。
nlisita⑥（名）目下。多くはtiisicaとい
　う。
misi2uki④（名）（下宿業などで）まかない
　をすること。
1癬siwaN⑰（名）飯椀。御飯茶碗。
miSi4ii’i⑰（名）神の託宣。　cihWiziN（き
　こえ大君），ciN（君），　nuuru（のろ）など
　の託宣のことば。？ukami？arawariti，
　？ul〈ut－ubanu　？ariba，　～nu？ariba．［御1
　神あらはれてお書葉のあればみすずりの
あれば（孝行之巻）〕神様が詠われ七おこ
　とばがあった で，御託宣があったので。
n■itamita⑪（副）ゆらゆら。ゆれ動くさま。
　hag・　inu～Qsi？utur’uSjaN．橋がゆら
　ゆら揺れてこわい。
mita＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）満たす。いっ
　ぱいにする。micijUNともいう。kaami
　～・かめを満たす。
mitati⑪（名）θ見立て。鑑定。見て決める
　こと。～sjUN．見立てる。◎見込み。
　～nu，jutasjaN・見込みがある。
㎜itu①（名）三年。みとせ。　mic馬saNniN
　ともいう。
mitudukien（名）見とどけること。確認。
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mi7．i？uNcee
　miituduki　ともし・弓o
mit磁⑪（名）見てとること。見定めるこ
　と。見て決めこむこと。～sjUN．
mituj1伽①（名）三，四年。
mi2uubi①（名）おみ帯。帯の敬藷。
miwaki⑲（名）miiwakiと1司じ。
lni4i①（名）水。～nu　kaN？iQCOON．冬
　になって水が冷たくなった。水が寒に入
　つた意。～maajuN・（食物が）腐って水
　つぼくなる。（食物が）汗をかく。
miyi？aree⑨（名）水洗い。
migeibukuruu⑪（名）水ぶくれ。やけどの
　あとなどにできる水ぶくれ。
mipidak｛①（名）水の高さ。水かさ。永深。
migig．aaml⑨（名）水がめ。炊事用水・飲
　料水を井戸から汲んで入れておくかめ。多
　くはhaNduugaami　という。
m塚gani⑪（名）水銀。　mi多ikani（鎗）と
　は劉。
］nigigas．a⑰（名）水痘。水癌瘡。
m切gasaa⑰（名）mizigasaと同じ。
mi雰guru搬a⑫（名）水車。
mi4igusui⑪（名）水薬。
mi4ihanadai⑨（名）水ばな。鼻みず。
miyihaniee⑪（名）e水かけ遊び。水のか
　け合い。O水かけ論。
miiihanii⑪（名）水鉄砲。
㎜量多ihwic壼⑨（名）水引き。仏壇の前の車に
　掛ける小さな幕。
migi？iri⑪（名）水入れ。硯にさす水を入れ
　ておく小さい器。
migi2ivu⑨（名）青。水色。藍のやや薄い
　色。？ooruuは緑色をいう。
m壼瞬ru⑨（名）migiE？iruと岡じ。
mieikaagaa⑪（名）水鏡。水に姿を映して
　見ること。
migikani⑨（名）鉛。　migigani（水銀）と
　は男il。
m珍ika多aa⑰（名）湿気によって腐ること。
　多雨・冠水などで，さつまいもが腐ること
　など。
miglikag．aa？Nmu⑨（名）湿気によって腐っ
　たさつまいも。冠水いも。
mi？ikubusi⑪（名）便所で女のみが使う手
　洗い。昔は便所で紙を使用せずに水を使用
　した。そのための水を入れておく器をいう。
mi4imakitu（名）水に負けること。他郷な
　どで，慣れない水のために体が弱ること。
n1癖mU⑩（名）θ見つもり。目算。あら
　かじめする概算。◎あて。
㎜ili㎜uisooi⑨（名）匿算がはずれること。
　あてがはずれること。
migimutaaN⑨（名）水遊び。
miginumi｛⑨（名）水の中。水中。？ijOO
　～U七iN？iici　sligisaN。魚は水の中でも
　患をするらしい。kunu　kusaa～漁akai
　sudaCUN．この草は水中で育つ。
migiQteeN①（副）みずみずしいさま。水の
　したたるよ5なさま。mi7．itaya七araとも
　いう。～sjPON・みずみずしい。
）ni7．irasjaN1　＠（形）珍しL・。　miNdasjaN
　ともい5。
mizisi・’・ft7・i⑪（名）見ず知らず。一面識もな
　いこと。～satume　timi多it玲圭siraN？a－
　tinasiju　demunu’juruci　tabori．［見ず
　知らず豊前　手水てす知らぬ　あてなしよ
　だいもの　ゆるちたばうれ（手水之縁）］見
　ず知らずのあなた様，わたしは手水という
　ことを知らない心の幼い娘ですからお許し
　下さい。～nu　Qeu・見ず知らずの人。
mi多隻S．；　OO①（名）水性。陰陽家のいう水の
　性（をもった者）。
llli多ita　an（名）ziea（表付きの下駄）の敬
　語。
m泌tam滋⑨（名）水たまり。雨水などのた
　まったところ。
miiitaratara①（副）111i4iQteeNと同じ。
　～sjOON．みずみずしい。
migi？uNcee①（名）じゅんさい。水草の名。
　水面に生える。葉茎を食用とする。
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磁量多i？utu
mi多圭2u搬⑨（名）水音。水の音。
塒量zuN⑰（名）いわし。
mjaadeera＠（名）宮平。儲》参照。　naa－
　deeraともいう。
mjaagi⑪（名）みやげ。　na3giと．もい5。
㎜jaag空母曼k“⑪（名）宮城。儲》参照。
mjaaku①（名）naakuともいう。　e慰古
　群昂。◎宮古島。宮1古群島の主務Q
■njaa7．atu⑪（名）宮里。（（　tW　）〉参照。　Raa－
　zatuともいう。
mjaku⑰（名）脈。脈搏。　naakuともい5。
mjooga⑪（名）名誉。ほまれ。冥加の転意
　したもの。noogaともいう。
mjoozi⑪（名）電工。　nooziともいう。家
　号と同じ苗字の揚合は’jaaA’naaとい5。
mjuNci①（名）お顔。？unci（お顔ンのさら
　に上の敬語。nVNciともいう。　naminu
　kwi餌　七区画ari，1〈azinu　kwiNもumar＃
　sjuitiNzanasi～’ugama．［波の声もと
　まれ　風の声もとまれ　首里天ぎやなし
　美御機拝ま〕波の声も静まれ，風の声も静
　まれ，首里の国王様の御機嫌を飼おう。
mjuNcigutuca（名）．仰せ。医王のおこと
　ば。nUNeigutuともい5。
mjuNgikee①（名）御招待。また，御案内。
　貴人を招待または，案内すること。？UNgl一一
　keeのさらに上の敬語。．
mjUNcoobi①（名）〔美御美髪］貴族の髪の
　敬語。おぐし。nUNeoobiともいう．。髪の
　普通の敬語は？UNcoob圭。
injuNkaki＝jtiNco（他主aN，＝ti）御覧にな
　る。見る（，NNZUN）の敬語で，？umikalgi－
　jUNよりさらに上の敬語。　nUNkakijuN
　ともいう。
瞬蚕Nnjuk董扁錘N①（他篇raN，：ti）奏上す
　る。善導する．。（国王などに）申し上げる。
　？UNnukijUNのさらに上の敬語。　llUNRU・・
　kijUN　ともい5。
1njuNz這①（名）［美嚢胴コあなたさま。第
　二入称の貴族に対する敬語。njUNZU，　nu一
　Nzu　ともい5。
mjuu①（名）妙。変。奇妙。～na　k厩u．
　妙なこと。’dUQtu～’jaN・と．ても変だ。
mjuukOO①（名）njuukooと同じ。
mjuugaree①（名）nuu多areeと同じ。
moo⑨（名）野。蜀原。耕地でもなく，林
　でもない荒れ野。harunu～na七〇〇N。畑
　が荒れ果てている。
一moo（接尾）体のある部分が無い者。…無
　し。hanamoo．（鼻の無い者），　k呈imoo（あ
　るべきところに毛の無い者），hw圭zimOO
　（ひげ無し）など。
moo？aasa①（名）植物名。きのこの一一pt。
　野（moo）に生える？aasa（青のり）の意。
　かさは平たい円形で緑色，径4～5セン
　チ。柄はきわめて小さく，地薗に生える。
　乾かしたものを水にもどして食用にする。
m60？窺§灘i⑨（名）農村で夜，若い男女が
　野原（mOO）に繊て遊ぶこと。三味線。歌・．
　踊りに打ち興じ1しばしば夜を明かす。
moocaN⑨（名）頭巾。中国風の頭巾で，布
　製。
moodooO（副）心が舌しれるさま。どぎま
　ぎ。　おろおろ。cilTIUN～najUN．おろ
　おろする。
moo2i”cuhi⑪（名）植物名。苗代苺。出野
　に霞生し，実は熟すると深紅色となる。食：
　用になる。
moo量⑪（名）蓬頭。髪が乱れてばさばさし
　ていること。～kwa’NkwaN・髪をふり乱
　しているさま。
mooi①（名）踊り。舞い。
mooihani①（名）踊ったりはねたりするこ：
　と。欣喜雀躍。～sjUN．
mooii⑨（名）．髪を結っていない幼児。
moo＝juNas（自・不規貝の行かれる。来ら
　れる。行く・来るの平民の年長に対する敬
　語。hei　nisetaa，　namadu　mooeaN　naa．
　euu　’junagata　？asibi　dikirasa　’jaa．
　［へい二歳た　今どま5ちゃんな今日夜な
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mucigieaa2i夏蓄a
　がた　遊び嵐来らさやコやあ青年たち，
　今来られたか。今晩は一晩中らまく遊べ
　るぞ。
且■00笥」服賛⑤　（歯＝ra．N，＝七i）（∋踊る。舞ら。
　即興的に踊る場合を多くいう。正式な舞踊
　の場合には，’tldujUATを多く使5。◎喜：
　んで踊りあがる。
斑ookaa⑨（名）∈）体のある一部分が無いこ
　と。燃ookUUの卑語。　hananu～na七〇〇一
　N．鼻がもげて無い。◎（接尾）体のある一
　部分が無い者の卑称。…無し。tiimOO一一
　kaa（手の無い者）など。
玉nookahuu⑨（名）真岡（もうか）。真岡末
　綿。浴衣などにする木綿の布地。
moolci⑪（名）儲け。商売の利益Qまた，
　鋤いて得る賃金。
mook｛縛UN⑨（他＝raN，＝七i）㊦儲ける。
　商売で利益をあげる。mOOkirazijaka
　？aganeeri．イ講けるよりも倹約せよ（こと
　わざ。mookirazijakaは形は否定だが，
　意5味eま肯定。mookijusijakaともL・え
　る）。O働いて賃金を得る。　mookihaN寧ee
　漁mihaNsjUN．賃金をもらいそこなえば
　食いはぐれる。
niookitikanaaan（・名）その田暮らしの労t“en
　者。労働してその日の食を得る者の意。．
獄紛ok珍蘇ku⑪（名）儲けることのみに偏す
　ることe儲け一塞槍。
niooku“　＠（名）e体のある一部分が無い
　ことoha捻anu～RatoON。弊がもげて無
　い。hwizinu～，3aN．ひげ無しだ。◎（接
　尾）…無し。体のある一部が無い者の意。
　一nユUQkoo，一n儀ookaa，一moo　ともいう。
　tiiniockuu（手の無い者），7yUUmookuU
　（尾なし）など。
mOOmOO⑰（名）牛の小児語。も5もう。
…OO…eogwatt⑨（名）子・安貝。宝貝◎漁村
　で網のおもりに使う。
lllOOS量2Nzi　・j　iiN⑨（イ也；raN，”ti）i箏し出
　る。
llloosjagi⑪（名）告げ目。密告。また，陰
　口。
mootui⑪（名）つぐみ。
moo2ui⑪（名）植物名。しろうり。きゆ5
　りに似たうりで，食用となる。
111002ガi⑰（名）自生の瓜。　　　　、
moOZ量⑨（名）孟：子。
mu一（接頭）六。　muhwani（六羽），　mukeeN
　（六回）など。
ll■ubaa⑪（名）〔無場3あいにくなこと。～一
　nu？ami’jaQ．saa，jaa・あいにくの雨だ
　ねえ。～，ja七i　kuuyaraN．あいにく来ら
　れない。
mucagatt．iuN①（自叫＝raN，＝ti）持ち上が
　る。高く盛り上がる。高まる。
mucag鋲juN⑨（他＝raN，＝ti）持ち上げる。
　もたげる。高く上げる。giburu～．頭を
　もたげる。
nluca皿uca①（副）ねばねば。粘りつくさ
　ま。～＄jUN．
王nuc量①（名）e餅。主として法要，祭祀に
　薦いる。普通は米の粉で作られる。muu－
　ciiは劉。～gukujUN．餅を作るQ◎し
　つくい。防風用として屋根瓦の接合に多く
　用いられる。㊧，鳥もち。’3εしNmuciともい
　う。
lntlgi①（名）財産。資産。～kwira乞ijaka
　sjoO　l“wiri．（子に）財産を与えるよ．り’e
　立：派な性質を与えよ。子孫のために美事を
　抗わず。
mUφ①（名）時刻の六つ。朝晩の6時。
muci2asabaN⑨（名）弁当持ち。昼飯持参。
mucibaNmee⑨（名）弁当。また，弁当・食
　糧を持って行くこと。手弁当◎弁当持参。
　～sjUN．弁当（食糧）を持って行く。
mucigicaa⑲（名）しっくい作りをする者。
mueigicaa？u「ta⑨（名）しっくい作りの時
　に歌5歌。hananuuという三山歌を多
　く歌5。　歌’mは，　hanaanu　kazimajaja
　kazi　giriti　miguru，　’waNja　dusi　giriti
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雲皿uc1｛｝薫α
　？arpibu，　elNtuNteNtuN　maNeiNteN．
　（花の風車は風につれて怠る。われは：友を
　つれて遊ぶ。以下はやし）
mllcigiCi⑨（名）しっくいを作ること。石灰：
　にわらくず。粘土などを入れ，ふのりの液
　汁をまぜ，練り合わぜて作る。女が気長に
　歌などを歌いながら作ることが多い。
㎜ueieiriev（名）持ったきり。持ち通し。
　ひとり占め。
mue三ch’ija「a⑪（名）独立家置。一軒の家Q
mucieirisi”gutu⑨（名）ひとりでする仕事。
　独占してする仕事。
mueldee⑨（名）持ちこたえる力。持久力。
　teeはたえるカ。
皿uc圭ec⑪（名）持病。
蕪灘。藍gu翌盛①（名）餅米。
nnicihal　di＝茎U「N⑪（確論raNッ＝ti）（身を）
　持ち崩す。堕落する。haNdljUNは外れ
　る。duu～．身を持ち崩す。
muc員①（名）〔騎銃］系図のないこと。平
　民で系麟がなく，身分の低いこと。また，
　その者。平民はほとんどが無系であるが，
　功労によってあらたに系譜を与えられるこ
　とがあった。たとえば，音楽家のciniN
　磁ihagiiは平民で無系であったが，音楽
　の功労により歌氏を与えられた。
mucijuku①（名）物欲。金銭・財塵への欲
　望。？irujulm（色欲），　muNnujuku（食：
　物への欲）と合わせてsaX趣kU（強欲）と
　いう。
muglkasjar①（形）㊦むずかしい。困難で
　ある。やりにくい。◎（病人が）危い。㊧機
　嫌をとりにくい。気むずかしい。⑲罪凡で
　ある。偉い。mugikasii　Qeu．夢鉾凡な人。
　すぐれた入。
mueikeekamiikeeew（副）持ちかえたり，
　頭にのせかえたりするさま。ああ持ったり
　こう持ったり。kami一くkamijuN。また，
　あっちへやったり，こっちへやったり。あ
　あやったり，こ5やったり。
ucikwaa＝ri．iuN＠　（＝riraN，　：Qti）　mu－
　ciklwajUNの受身。
muc量kwa傭」撹N⑰（他＝aN，＝ti）θ（馬嚇・
　才能などが人を）引き蔵す。？“’manU　Qcu
　～・馬が人を引き起す。seeni　mucikwaa－
　q楓　才能に引き蟹されて。（D熱中させる。
　傾倒させる。夢中にする。多く，受身の形
　で用いる。・mucikwaaQti　m撒UN　ka－
　maN．熱中して飯も食わない。
mucimee⑪（名）（∋自分の持っている分。
　持ち分。負担分。持つ義務のあるもの。◎
　霞分が祀るべき祖先。
muC量nasiwh（名）∈）持ちかた。手入れ。ciN－
　nuん．着物の手入れ。　kugani　saci’utiN
　naNza　saei　’utiN　cimunu　一vdu　ka4ai
　sarami．こ黄金さちをても　白銀さちをて
　も　肝の持なしど　かざりさらめ］金のか
　んざしをさしていようと，銀のかんざしを
　さしていようと，心の持ちかたこそ飾りに
　なるものだ。◎担：話。加sjuinu～．矩審
　りの世話。
mucin言i⑨（名）手に持てる程度の荷物。
　手にさげる荷。手荷物。kaminiiより軽
　い。
m｛嚢。量取00＝ju「N⑪　（慶　工raN，＝ヒi）　（病状な
　どが）回復に向かう。持ち癒す。’jaNme－
　enu～．病気が持ち直す。
m cinoo＝sju’N⑨（他＝saN，＝ci）持ち直
　す。（病状などを）回復に向かわせる♂ja－
　Nmee～．病気を持ち直す。
mucinuileekuCl）（名）左官。
mucinujaa⑪（名）左官。　muei7yeel〈uとも
　いう。一nujaaは塗る者。
nluciN①（名）無賃。乗物などで料金を払
　わないこと。
mueiN＝cuN⑨（他誼aN，＝ei）持ち込む。
muciQkwaO（名）持ち過ぎ。負担過璽。
ma¢掘①（名）男女が互いに離れられない
　仲になることQ
MUgiVi＝juN①（自＝raN，＝ti）e（男女が）
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　　　仲よくなって，離れられなくなる。「睦る」
　　　　と関係ある語。睦まじくなりすぎる。
　　　◎＊〔文〕（糸などが）もつれる。目語では
　　　’NZarijUN　という。
　　R■uds3N①（形）粘っこい。粘り気がある。
　　　ねばねばしている。k“nu，jaNmucee　mu－
　　　cikoo　neeraN。この鳥もちは粘りがない。
　　　muciUlkaas．ia⑭（名）男女の仲のよい密な
　　　閥係。餅とそれを包む葉のように離れない
・　　関係。
　　　mue移eekU①（名）左官。　nauciはしっく
　　　　い。mucinujaa，　muc顛tli多eekUともい
　　　　う。
　　　Σμ群。蝋⑪（他＝taN，＝Qei）θ持つ。手に
　　　持つ。また，所有する。維持する。受け持
　　　　っ。㊥とつぐ。（女が）結婚する。また，
　　　子供ができる。，uiu～．（女が）結婚する。
　　　　とつぐ。Qkwa～・子供ができる。妊娠す
　　　　る。また，嵐塵する。maada　mutanLイ．
　　　　まだ嫁に行かないのか。U．まだ子供がで
　　　　きないのか。⑬（自）もつ。持続する。
　　・・…＝c・・N⑨（臨＝taN，＝Qci）むくむ。はれ
　　　　てふくれあがる。mukunUNとやや異な
　　　　り，全体1がふくれてはれ，あがる揚合をいう。
　　　9鋤aNkai　lnu（≧COON．顔カミむくんで，は
　　　れあがっている。hwisjaNkai　mu（｝．eOON・
　　　　足がむくんで，はれあがっている。
　　　mudi⑲（名）三三昧線（saNsiN）のねじ。　ka－
　　　rak“i，　ziihwaaともいう「。
　　　mudg？aja⑨（名）白糸と黒糸とをより合わ
　　　せて織った模様。mudi＜mudijuN。
　　　mudi｛tiNki＝」ガN⑪（他：raN、＝ti）ひねつ
　　　　たり，つねったりする。giNkijUNはつね
　　　　る意。
　　　mudi　：．iuN⑪（＝raNs＝ti）㊦（他）よじる。
　　　指先などでねじる。ひねる。◎（自）ねじ
　　　れる6よじれる。また，（人間が）ひねく
　　〆　れる。すねる。
　　　mu甫keera＝5」ガN⑰（1也＝saNe；ci）ひね
　　　　り倒す。ねじり倒す。
　　　mudikn　：juN⑰（自＝raN，＝ti）　もつれる。
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　（糸・藤の枝などが）もつれあ5。
mu｛薮mac量⑨（名）祭祀用の餅の名。細長
　い餅にきなこをつけたもの。ひねりもちの
　意だが，別にひねってはない。あずきをま
　ぶしたhucagiという餅と形那似ている。
muditoo＝S．iu「N⑪（他＝saN，＝ci）ひねり
　倒す。ねじふせる。
㎜uGu＝cuN①（他童aN，＝L－ci）さからう。そ
　むく。反抗し穿難ずる。「毒どく」に対応
　する。mudu費i塒udukaraN・（親などに）
　さからおう．としてもさからえない。
m猟蚤u量⑪（名）炭り。帰り。
miidu＝．iuN⑰（自＝1’aN，＝ti）e戻る。帰
　る。？iCUN（行く）の反言の運動を表わす
　にはkeejUNよりもmudujUNを多く用
　いるようである。◎離縁となって里へ戻る。
1夏蹴♂継噂紐翼①＊（霞＝raNs；とのもとる。そむ
　く。反抗する。？uja溝kai～．親にそむく。
rnu（luru＝cuN①（自二kaN，＝ci）「もどろ
　く」に対応する．㊦老衰して視力が衰える。
　物がぼっとしか見えなくなる。◎決めかね
　る。判断に迷5。ためらう。
一・高浮р浮唐戟i接尾）往復の回数を表わす接尾
　辞。cumudusi（一往復），　tamudusi（：二
　往復）など。
mu（lg＝sjuN⑥（他＝saN，＝ci）（∋戻す。返
　す。帰す。？ujanu　kutuba～・親のこと
　ばを返す。㊧簾す。吐く。
muee①（名）［二合］無尽講。頼・母子講。
　，juyeeともL、～。勾三一回昌暑くもの昏まni－
　Nltluee，月一回開くものはgicimueeと
　いう。
m種蕩3恥■①（名）無学。musaNともい弓。
　～na　MUN．無学な者。＄imiN　siraN
　MUNともいう。
mugee⑰（名）おもがい。馬具の一一つ。馬
　の頭からくつわにかける組みひも。また，
　駄馬には二院のものを用いる。
mugee目皿N6り（虜　＝raNs”ti）　沸騰する。
　わく 煮え立つ。sirunu～・汁が煮え立
muguN
　つ。，watanu～．はらわたが煮えくりか
　える。非常に立腹する。
磁agu糞①（名）無書。
㎜u｝憩。⑨（名）無法。規律などに反するこ
　と。～na毘ほN．無法者。
muhu憩）（名）e試漕。◎反抗。～na・mu－
　N．反抗的な者。寧iizaNkai～卿．兄に
　反抗して。
m！ihuNnil①（名）（∋謀叛入。◎反抗的な
　者。反逆的な者。
nnui⑪（名）emuija1（uと問じ。◎子守り
　をすること。お守り。～sjUN・
短樋①（名）［森］丘。山。土が盛り上がつ
　て高くなっているところ。，jamaは林を
　意味する。saNはそびえて山らしい地形
　をしたもの，takiは拝所のある出をいう。
　？anu　muee　taka7saN　naもOON．あの丘は
　高くそびえている。？UNnadaki？agat・a
　satuga　？ATmarizimaa，　一一N　？usinul〈iti
　kugata　nasana．［恩納母あがだ里が生
　れ島　森も押しのけて　こがたなさな］恩
　画商のあちら舗は恋しいかたの生まれ故郷
　である。山（恩納岳）をも押しのけてこち
　ら側にしたいものだ。
一mui（接尾）こ文〕殿。様。珍名に付き，
　敬意を表わす接尾辞。？ikasaniui〔いく
　さもい］（英知王の幼名），？uzag’amui〔お
　ぎゃがもい〕（尚真王の幼名）など。1こ！語
　の？umee，？ajaameeなどの一mee，お
　よび’jakumiiなどの一・Miiと語源を岡じ
　くするものか。加ju瓢u　zanamwga　za－
　na？wibaru　nubuti　ki？agitaru　gijunu
　tamanu　curasa．ことよむ請重名もいが　
?
　名上原のぼて　蹴上げたる露の　玉の清ら
　さ］名高い謝名の按司様が謝名上原に登っ
　て，蹴散らした露の玉の美しさよ。
賀駐“量9waa⑪（名）ノ」、さい丘。ノ」、山。
コrnui．iakuav（名）身分の高い子弟のもり役。
　身分の高い子弟の身のまわりの損：話をする
　：役。
mu　ikuban　x｝　＠（名）まつり（muikwa）の花。
　幽香高く，茶に入れて賞味する。tiN－
　sjagunu　hanaja　？we．q一　uNsjori　？wemu－
　nu，～kubana　satuga？wemunu・［て
　んしゃこの花や　5えぐんしょりおや物
　むいく花小花　里がおや物］ほ5せんかの
・赤い花はお嬢様の物，まつりの白い花は御．
　主人の物。泰公人が主家の庭をほめた歌。
　（男iiの陰部を庭の花にたとえたものか＊）
muilcttei⑪（名）もいだ跡。果実などをも
　ぎとった箇所。
粟n樋kwa⑪（名）植物名。もりか。もうりん
　か。まつり。ジャスミンの一種。もくせい
　科に繍し，葉は光沢ある円形。花は白く芳
　香がある。花を茶に入れて賞味する。
mu董niNsi＝．la”1T⑪（イ也＝raN，＝ti）もりを
　して寝かせる。　muiniNsirariiru　gutooN．
　もりをされながら眠るときのよ5だ。ここ
　ちよく眠りにつく場合にいう。
1逓u轄＝CuN⑪　（霞霊kaN，＝ci）（心身が）　ぐっ
　たりする。（非常に眠い時，疲れはてた時
　などに）体が地にめりこむよらに感じ：る。
muiN＝cnN⑨（他＝1〈aN，＝ci）（果実などを）
　盛んにもぐ。どんどんもぐ。
灘職圭t凝量環，u「R⑨（他＝raN，＝t’i）（子を）おも
　りして育てる。立派におもりをする。
ユllllitaSi＝jtlN＋①（他＝raN，＝ti）盛り立てる。
　盛り上げる。
inui？ul“vaasi①（名）法事の時，盆に盛る
　各種の菓子。ltusicii？Ukwaasi，　haltaりOQ－
　1’u，soo？uburu，　ciNSUNkooなど。いず
　れもその項参照。
茎轍煽窃a⑪（名）e子もり。子もりをする
　者。Qkwamujaaと高いう。◎かつて，自
　分の子もり　（Qkwamujaa）であった者。
mロja幽＝舞N①（自”raN，二ti）盛りあがる。
ヨ獄吋amu麺◎（副）i猛動ずるさま。虫などが
　むらがって動くさま。うようよ。～sjUN．
澱更鱒oo①（名）0模様。様子。状態。◎模
　様。織物。染物などの模様。
m魚期④（名）最寄り。近くの便利なとこ
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　ろ。～nu　basju．最寄りの揚所。～～ni
　？aφmari．それぞれその最寄りの場所に集
　まれ。
mujukti①（名）無欲。欲のないこと。～na
　斑UN．欲のない者。
mu＝juN⑪（麟＝1’aN，讐の漏る。すきまか
　ら漏ってこぼれる。
mu＝juN⑪（他：raN，＝ti）（果実を）もぐ。
lllu＝．iul①（他＝yaN，；ti）盛る。盛り上げ
　る。飯を盛る意では？irijUNという。
粟uu小山N①（他＝raN，＝ti）子もりをする。
　Qkwa～．子供のもり・をする。
mu．luu①　（名）無用。～na・無期な。
m狐ju縫gガtu⑨（名）無絹な事。
mu．luusi①（名）e催し。企てて行なう行
　禦。◎きざし。saNmujuusiは産気づく
　こと。
鷺裏uju臓曲nuN⑪（名）催し物。
mujuu＝sjuN④（＝saN，＝ci）e（他）催す。催
　し物をする。◎（自）きざす。（病気などが）
　発生しかかる。（便意などを）催す。kasa－
　nu　mlljUUCooN・できものができかかっ
　ている。
mukataa①（名）容貌の醜い考。　kata（型）
　の無い者の意。
111uk韮Z憩）（名）無傷。傷のないこと。また，
　欠陥のないこど。～na　mUN・無傷なも
　の。．欠陥のないもの。
mukoo①（名）額。ひたい。
nmkoobaree⑪（名）先方払い。受け取り
　御払い。
mukoOkizi③（名）むこう傷。額の正面に
　うける傷。
niukoo＄量vttuan（名）（牛・、鴨・犬などの）額
　の白いもの。
1皿ukudui．iumi”dui⑨　　（劉）　　，ju1笠iduinユu－
　kudui　．と同じ1。
muku2iN⑨（名）むく犬。むく毛の犬。
］nuku？iri⑨（名）婿入り式。・結婚のRに，
　花婿が花嫁の家に招待されて行く式。婿は
　mukU多iriといっしょに行き，花嫁の家で
　はsooba（接待役）の接待により宴を催
　す。式がすむとsooba以外の親類の者が
　次々と婿に酒をすすめる。婿を見に近隣の
　者が大勢押しかけて，しばしば大騒ぎにな
　る。
mukui①（名）報い。応報。悪の報いをい
　う。～kaNzuN・　報いを受ける。
muk面oos量⑪（名）婿養子。娘に婿を迎え
　て養子にすること。また，その養子。
mukumi⑰（名）太臼。太材の年輪。
！nukuinui①（名）銭600文。1銭2厘に当
　たる。ziN（銭）の項参照。
muku二nuN⑨（ms　＝iiiaN，　＝di）むくむ。mu－
　CUNとやや異なり，全体がはれてふくれあ
　がるというほどではない。giranu　muku一
　．dOON．顔がむくんでいる。
1nuk｛互r罷kti⑨　（名）　国録。
muk礎um量⑨（名）もくろみ。企て。胸第
　胴。
mukux’u＝nuN㊥（他＝lllaN，＝di）もくろ
　む。企てる。
1・lulCUg．gl・i⑨（名）結婚のM，　muku？iri（そ
　の項参照）に際して，婿の付添い役として
　嫁の家に行く役Nの者。縁起のよい者が選
　ばれ，子供のない人・再婚した入などは避
　けられる。
IIIuku400i⑥（名）inuku7．iriと1瑚じ。
m級m量①（名）籾。
mun・iguttlO（名）もめ事。争い事。
無｝a叢鷺隻N⑨　（名）太1綿。
llllM］llizi（1）（名）〔文〕紅葉。沖縄ではhazi
　（はぜの太）のほかには，ほとんど紅葉する
　ものがなく，年中青々としている。？iSU－
　gu　mici　’juduti　miru　huduN　euvasa，
　？ ciganikujamanu　hazin～．［急ぐ道
　よどで　旧る程もきよらさ　内記久山の
　櫨の紅葉］内兼久山のはぜの末の紅葉は急
　ぐ道を立ち止まって見るほど美しいQ
lnUlllU⑪（名）股（もも）。足の上部。～11u
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　gicikuci．ももの付け根。
mumu⑨（名）〔文］百。また，たくさん。
　nasigwa　hujalcarinu　一一nu　kurisja．
　［なし子ふやかれの　百の翻れしや（銘苅
　子）］生みの子と劉れることの大きな著し
　さよ。
MuMII①　（名）　楊梅。山重兆。’jama｝11Ll’nluと
　もいう。実は赤く，春の清明祭（？LlsiiMii）
　のころ盛りとなる。美味で，廠漬けにし
　て，年中，茶請けにする。中頭郡越来村の
　山内および諸見里あたりに多く御する。桃
　（水蜜桃）は1｛iiinttniuという。
mumu一（接頭）〔文〕百，または，多くの・
　大いになどの意を表わす接頭辞。lllllnatl－
　tu（樹年），　mumuzana（多くの按司），
　mUnaukalcusikakusi（ひた隠しに隠して）
　など。
lnllmuc｛⑪（名）〔文〕命。　t頂N　nacisimiti
　2akigumuN　tacui，　njainata　？igi　’ugadi
　～nubjuga．［鳥も鳴きそめて　明弁も立
　ちゆり　にやまた何時をがで　瞬き延びゆ
　が］鳥も鳴きはじめて夜明けの雲も立1って
　いる，今度はいつお会いして命を延ばせる
　だろうか。
m田11ud盆kabi⑨（名）［欝田紙コ紙の一種。
　大きさは半紙よりやや大きく，美濃紙より
　やや小さい。ころぞ（kabigi）製。蛇心の
　記録絹などに用いた最も普逓の紙。hja－
　kudasiともい5。
鵬umU菖ah慧臆⑥（名）〔文〕たくさんの果
　報。大きな幸運。？ililijaCON’NdaN　mu－
　mugahudu　gi¢aru・［夢；やちやうん見だぬ
　再果報どっちやる（銘苅子）⊃夢；にも患わ
　ない，大きな幸運が舞い込んだ。
瓢unlu「汲≠汲浮唐奄汲＝ukusi⑪　（副）　〔文〕　ひた
　隠しに隠して。，jagimatanu　k厩aむi～
　？aru　kUもuju　cikiha．［八つ俣の禽に　も
　も隠し隠し　あることよ聞けば（銘字面）〕
　八つまたの高倉に（羽衣が）ひた隠しに隠
　してあることを聞いたので。
IMM■umaOkwa⑨（名）ひとのももを枕に
　すること。ひざ貌。
mum nue三⑥（名）　ももひき。
㎜timuq．　ieQkwaaO（名）（長く歩いたあとな
　どに）ももが痛むこと。
RU撒U雛⑪（名）〔文〕百年。また，百歳。
　1籔unluは　「百（もも）あ　一・tuは　cu七u
　（一法），tatu（工年）などと同様，年を表
　わす接尾辞。～？igimadiN・〔ももといつ
　までも］百歳までも。
翠蓑珊u？ui？aNgwaa⑪（名）楊梅（mumu）
　を売る娘。宜野湾村の大山，莫志歯あたり
　の娘たちが買い難しに行き，首盤・那覇な
　どを売り歩いた。
inuwaiu2uk“’aas三①（名）桃の形に作った祭
　fEreの菓子。
mumuzana⑪（名）多くの按N（？azi）の
　意。一zanaは’Unazara［：女義剛，’waka－
　zara［若按剛の一zaxaと同じく按司の
　意。～11u　haka．今帰仁村運天にある百按
　司の墓。
munaNkttG）（名）六七日（むなのか）。死
　後42　日誌llこ鴬之2法讐茎Q
n飛m韮⑪（名）munu？iiと岡じ。sjuimunii
　ξま，首里風なこ二と‘ま使い。
ll■Ullu⑪（名）（muNともいう。ただしe
　の意ではlllunuを多く用いる。なお接尾
　辞としては一mu聾を用いるQ）e喰べ物。
　食事。飯。～kanuN．飯を食う。mUnoo
　lllaasami・飯はうまいか。病人を見舞う時
　のことば。食欲があれば病状がよいのでい
　う。～sjUN・食事のしたくをする。◎者，、
　maanu～ga．どこの者か。㊧物。物質。
　⑳もの。物指。事物。～？U｝韻k鍵a，物心
　がついてから。munoo？umaaN・ものを想、
　わない。思慮がない。蕾労がない。～si3u－
　N・物寮の遵理を知る。苦労する。～sira－
　savijuN．罰せられる。～？jasimiraN．も
　のも言わせない。munoo　naraN・ものにな
　らない。成功しない。～N　kutUN　neeN．な
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　にもものを言わない。～NkutUN？uma－
　araN．何事も思5余裕がない。どうして
　いいかわからない。munoo’juu？juru
　MUN．（事実はことばの通りになるので）
　ことばは緻起よく書うべきものだ。㊧魔物。
　もののけ◎～ni　mutarijUN．魔物につか．
　れる。神隠しに会う。
一n斑nu（接尾）〔文〕活屠する語の「短縮形」
　（apocopated　fOMII）につく。（）ものを。
　’wamiN　muyutumuni　naraN　sjumunu．
　［我身も諸共に　ならんしゅもの］私もも
　ろともになうらものを。◎のに。，jaminu
　’junu　g’arasi　nakaNmunu　sijumi．　［r／／，？1
　の夜の鳥　鴫かんもの知ゆみ］嗣の夜の
　鳥が鳴かないのに，知るものか。㊨から。
　めで，、’janainu’junu　hwituN　niSizimati
　’umLmu，　？uzoni　？Nzimisjori　kataribu一一
s．i　anu・醐の夜の人も寝静ま．て居もめ
　御門に出ぢみし．やうれ　語ればしやの〕閣
　の夜で人も寝静まっているから，御門に出
　ていらっしゃい。語りたいので。
：n豆u1猫2ak郎ee⑪（名）物を言い当てる遊
　び。考え．物。なぞなぞ。
．nnunu2atayasja⑨（名）物を大事にするこ
　と。大切にして惜し．がること。～sjUN．
皿un・由脳oo⑨（名）〔古〕［物奉行］廃藩前
　の役名。財務長嘗に当たる。　zuuguniN－
　sjuu藍十五入衆］に糾し，三人いた。
勲地口｛響ar懇⑥（名）豚の飼料。
mu職川匂罐⑨（名）話。談話。物語は，Nka－
　simunugataiという。～sjUN．話をす
　る。
nlu際嘔謡a騒屈⑨（名）話し好き。
．m繍．nugUs量⑰（名）食物の妊ききらいをする
　こと。
mu職癒ac沁us麺N¢わ（形）1丘き気がする。
　胸がむかつく。
mU烹巌癒us海⑪（名）物を欲しがること。物、
　欲しそらにすること。また，食：物を欲しが
　ることQ～呂jUN。
munuhusjagisaN⑪（形）物欲しそ5であ
　る。
lnunu？ii⑥（名）ことばつき。ことば使い。
nmnu2iigwii⑨（名）話し声。話す声。
　ta「uumunu？iigwii，jataN．太恥の話し
　声だった。
niuntt2iihazimi＠（名）小児のことばの使
　い始め。
munu2iikata＠（名）．ものの言い方。こと
　ばの使い方。話し方。
munu？liRaei⑥（名）．ものを欝いながら泣
　くこと。泣きながら籍’うこと。
lllULrlu iilliisaN⑪（形）（／」、児が）ことばを
　使い始めるのが遅い。
munu？ii．tanari⑨（名）＆しのの言いかた。
　ことばつきQ話しぶり。tana践．は風采。
難搬・職？圭｛wガree⑥（名）談笑。話したり
　笑ったりすること。
munu？iizO「oz韮⑪（名）物奮い上手の意。1爽
　拶。応：待などがうまいこと。話し上乎。
阻u皿U？塁m⑩（名）食べ物を欲しがること。
　？imi聡く？imljUN（催促する）。
IRttRU2iri⑪（名）ものいり。入費。　munu一
　？irillliと同じ。
m田塾u2掘m量⑪（名）ものいり。いりめ。入
　費。大勢の来客など費用のかかること。
inuzaiu．ioocigi’saNKD（形）（入・器物が）弱
　弱しい。きゃしゃであるbこわれそうに見
　える。munu500gisaNともいう。
mumljoogisaN⑪（形）munujoocigisaN
　と同じ。
mulllljumail⑲（名）おしゃべり。饒町家。
　lntmujunaaともいう．一jumaa〈，junUN。
xnunu．“unaa⑪　（名）　munujumaa　と同じ。
］｝imeiukaNgee⑨（名），思案。思索。～sjUN．
茎”皿n眼kukuN？曲i量◎（名）ふくみ声。1：1に
　何かふくみながら言うような声。
inuiiukiiui⑪（名）物乞いをすること。
瓢u嚢mkuujaa⑨（名）こじき。
］nunukweemutvkuev（名）ごちそうにばか
b．91
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　りなって結構な嬬。婿は嫁の家で大事にさ
　れ，こちそ5になるばかりで結構だという
　時使う語。
mllnllMaii⑨（名）精神異常で家嵐してゆく
　え不明になること。神隠し。魔物に迷う
　意Q　lユユununi　muta1’ijUN　　と　もし、うo
mllnuM11⑨（名）物見。’物見台。引入の歴
　敷に設けられた。
mllnlmmigall⑨（名）心配顔。物案じ顔。
　nugagei　tamal〈ugani　一v　sicoru，　’jubi
　’Neayu　？iminu　’wazimu　kakati．　［cD　rb｛
　す玉黄金　物思配しちよる　夕べ見ちやる
　夢の　忌門かかて］愛児よ，どうして心配
　顔をしているか。昨夜見た夢がわたしの気
　にかかるQ
muntmu？atu⑪（名）食後。
lllll＝nu“T④（＝maN，＝di）∈）（イ也）もむQ　llli－
　miZUNともいうQ◎（慶）　もめる。miitu－
　Ndanu？iQeiNnu　mudOON．夫婦間の事
　件がもめている。
munusirari⑪（名）〔文〕案内を乞うこと。
　問いかけて，応待を乞うこと。kunu，ja一一
　dunu？ucinl～sjabira．［この宿の5ち
　に　物しられしやべら（執心地貫）］この
　家にいる方に案内を乞うて泊めてもらいま
　しょ5。
munus量rasidu”kuru⑨（名）苦労を知らせ
　るところ。苦労の多いところ。また魏所。
　tal〈ahanarizimaja　一v，　nja　munu　sija－
　bitaN，juruei　tabori．［高離島や　　物知
　らしどころ　にや物知やべたん　ゆるちた
　ばうれ］高離島は苦しみを教える配所，も
　5充分重しみました。許して下さい。
munus量r量⑨（名）㊦物知り。博識な者。◎
　易考。
munus◎odaN⑰（名）相談。～sjUN・・＄S
　談ずる。
munusu＄頷⑨（名）食：事の支度。
munu？uhi⑪（名）物覚え。記憶。
munu？umii⑨（名）物思い。悲嘆に暮れる
　こと。
munu2umiiggsaN⑪（形）物思いに沈むよ
　うすである。心配がありそ5である。111U－
　nuf2umiigisakuN　neeN．何の心配も知
　らず，あどけない。無邪気である。
lWlunu2utu⑪＊（名）θ物音。主として，不幸
　などを知らせる予言的な畜をいう。蒲兆と
　なる音。きねの音。念仏鉦の畜などは死の
　前兆，騒音は火事などの箭兆とされる。～一
　魏？ataN．前兆の音があった。◎病人の
　ある家などで，のこぎりの音・釘の音・そ
　の他縁起の悪い音を立てないようにするこ
　と。また，その期閲。namaa～，．」　aN．’今
　は音を禁止する期闘だ。㊨？iNdumija瓢a－
　d纂蒙簸iと同じ。
munu？utusi⑥（名）落とし物をすること。
munu2uzi⑨（名）門鑑じ。物事をこわが
　り，恐れること。
・・Nmttwal’ee⑪（名）物笑い。人に潮笑され
　るよ5なこと。
mun麓wa瞬⑥（名）物忘れ。　muATwa＄iと
　もい5。
mU嫌麟C蚤⑨（名）物好き。変わったものを
　好むこと。また，そのような者。naUNzici
　ともいう。
㎜llN⑪e（名）lllunuともいう。その項参
　照。～najUN・イ・成人する。人となる。
　立派になる。ロ。（腫れ物が）大きくなり，
かさになる。ハ．熟する。～nasju蕊イ・
　入となす。成功させる。m．熟さぜる。～・
　naraasjUN。しつける。家庭で礼儀作法を
　教える。～nareehatitiNdicee　neeN．も
　のを学び尽くすということはない。◎（接
　尾）物・看・食物・食事などの意。？aree－
　mUN（洗い物），　nooimuN（縫い物），　si－
　rabim’uN（調べ物），　sutumiti㎜UN（朝
　飯），　’jahwaramuiy（体の弱い者），dUUCU－
　imUN（ひとり者）など。
mUN⑪（名）〔文｝門。普通はZOOと．い
　う。
392
muNzuvu，t
mu鐸⑰（名）紋。家の紋藤。
muN⑨（助詞）よ。もの。さ。「連体形」に
　付く。？icuru～．行くよ。？ikaN～．行
　かないさ。
llllll　！｝aYt①（名）〔文・新〕門番。普通には
　zoobaaNとL・う。
muNeakui①（名）悶着。もめごと。
muNeani⑪（名）農作物の種。種子。
111！ENcaN⑪（名）ちび。小人（こびと）。ま
　た，小さい子供など。
inuA’giki⑪（名）〔萩？〕紋付。紋：付の羽織。
muNeiN①（名）太戸銭。芝居などの入場料。
nnllNcuu①（名）〔門中］一族◎一門。一族
　中。
muNcuubaka①（名）一門の共岡の墓。
muNcm！4Rrii①（名）一一門全体の集会。　su－
　r三i　eま集会。
muNdakttN⑪（名）悪だくみ。謀略。
muNdani⑨（名）餌：。漁猟などで用いる餌。
muNclasii⑪（名）首里城の建物の名。？U－
　9将ikUの項参照。
muNdoo㊥（名）［悶答〕口論。いさかい。
　けんか。～nu？ahjaa．けんかの発頭人。
nnttNdoohw三「NdoO⑨（名）けんか1難論。い
　ざこざ。～sjUN．
撚uN9箆照董①（名）貨幣｛1麟藏の変更。平価切
　り下げ（切り上げ）。
三蹴UNguC壼①（名）課戸目。肝脳の入り口。
熱1UNguN⑪（名）［文言］文章。論文。～
　9UkujUN．作文する。～kaeUN．文章を
　書く。
muNgwaaev（名）ちび。小さい者。おとな
　で体の小さい者をい5。
llluNmi（D　e（名）量冒。匁で計る璽さ。～一
　nu？ami．量目はあるか。◎（接尾）…
　／LglL．　？icimuNmi　（一5g！L），　nimuNmi　（　ll
　匁）など。
iiiuNnaku⑪（副）もみくちゃ。くしゃく
　しゃ。～natooru　1｛abi・しわくちゃの
　紙。
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muNnakukwaiNnakll⑥（副）もみくちゃ。
　くしゃくしゃ。muNnakwaNna　ともい・
　う。～natOON．もみくちゃだ。
muNnakwaNna＠　（N’il）　muiN’nakukwaN一一一
　naku　と［判じ。
muNnami　＠　（名）首里城の建物の名。
　？Ugu寧ikUの項参照。
muNllal’aasi⑨（名）家庭での教育。しつけG，
　家庭で礼儀作法などを教えること。
・nuNnaree⑨（名）礼儀作法を学ぶこと。
　しつけを受殴ること。
m腿Nnu2純i⑪（名）思慮。用心深さ。危険
　に対する用心。いざという時の心がまえ。
　muNnu？atee　neeN．危いことを恐れる
　心がない。’危険を知らない。
m Nmz2atu（D（名）mununu？atuとi司じ。、
muNnu900guc量⑪（名）食べ物の不平。
muNnu2漁hu量⑥（名）食べ物の好ききら
　い。食べ物の不平。
n職N瓢・諏ku⑪（名）食：べ物に関する欲望。．　’t
　食＝欲。S3ukujukuともL・5Q？irujuku
　（色欲），mueijuku（物欲）とあわせて
　saNjuku（三又）という。健康の目安とし
　ての食：欲の意ではあまり用いない。病後に．
　起きる食：欲はsakadaciという。
muNi　Ruki「muN⑨（名）魔よけ。護符。お守・
　り。
mllNl｝umee⑪（名）食事の前。食蒲。
ユnuNnuz量buN⑪（名）食事時。時分時。
盈n巳夏Npa⑨（名）紋羽。裏地に使用する木綿，
　の厚い廠。
muNWa＄iew＊（名）mLmuwa＄iと同じ。
m秘Nza3i⑰（名）かぶれてなる男時病。薄麻．
　疹。kazooyimUNのたぐい。　mUNは魔
　物の意。
muNzici⑪＊（名）munuziciと同じ。
muNziree⑪（名）病気の時，食べてはいげ
　ないとされるもの，また，食：べてはいけな：
　いと禁じられること。
mtlNzul．u⑰（名）麦わら。
’muA’zurugag．　a
　muNz議m9鋤隙⑪（名）・麦わらで作った笠。
　Mul　zUVIIU⑰（名）麦わらで作った笠。麦
　　’わら申王子をもいう。
　，muQeaihwiQica：，　，O／｝　＊　（es’qlJ）　muQeoohwiQcoo
　　と同じ。
　］nuQeaikwaQ「la三ev（副）ねばねば。べとべ
　　と。mucamucaより一囎粘るさま。～
　　Sj　ll　N．
　mUQea転a＝．i　uiAT⑪　（自＝raN，＝乞D粘りつくQ
　　粕ってくっつくQta（｝calcajuNともいう。
　muQeir互瑠ee墨⑪＊（静D大勢がいっしょに騒
　　　く“さま。　＞う｛や｝う｛や。　　～　sjUN．
　muQeoOhwiQ’eOO（D（副）はかどらないさ
　　ま。手話どるさま。もたもた。～S卸獄・
　mttQeoor豊謡u「N⑪（自＝raN，＝ti）（仕事な
　　どが）手甲どる。はかどらない。mu照
　　sigutunu　muQeooritooti．全く仕事が手
　　澗どっていて。
　’lnl，IQezlrugeef⑪（副）ま［ilえようとしても押
　　えられないさま。なかなかつかまらないさ
　　ま。逃げる子・うなぎなどについていう。
　　tv　f，］UN．
　一iiiUQkoo（接尾）…なし。体のある二分が
　　切れてなくなった鷺，もげてなくなった者
、　　の意。tiimu〈lkoo（手が切れて，ない表），
　　hwisja1湘眺oo（足のない考），興umu－
　　Qkoo（尾が切れて，ないもの）など。類
　　i義の接尾辞に，一mOO，一颯ookUU，一11’IOO一一
　　kaaなどがある。それぞれの項参照。
　．aa｝uΩkuw⑨（名）㊦つぼみ。◎小さい実。草
　　太の実。果実など，大きい実はnaiとい
　　　う。
　muQpavapt（名）もっぱら。そのことばか
　　　｛）o黙Cui～，jaN．権勢のみをふりまわし
　　　ている。？ariga　simaa　eikaya～，　nuux
　　tiija　neeraN．彼のすもうは力ばかりで，
　　何も手はない。
　mauQtai①（名）六三。「むたり」に対応す
　　　る。rukuniNを多く用いる。
　lllllQ’lit①（副）全然。全く。少しも。～
　mii｝’aN●　　全然見えなし、o
muΩtuN④（名）もっとも。道理至極。～na
　kutu・もっともなこと。～’jaN．もっと
　もだ。
mll！’a①（名）村。村落。もと，間切制の時
　には，間切（maziri）の中の個kの部落が
　行政上の村（11Luva）であった。市町村制に
　なってからは，一つの寸切，あるいは「潤切
　をいくつか合わせたものや間切を二分した
　ものなどが行政上の村となった。
丑籍腿嬢2ε瞬簸①（名）村芝居。假贋8月15ロ
　の夜などに，二村で催した。
murabaree①（名）1村払いの意。村から追
　放すること。悪事を働いた者などをその家
　族とともに村から追放したもの。
nnuragaa①（名）村の共同井戸。
三搬笈r3ga煽①（名）どら（鋼雛）。形はいろい
　ろあるが，丸い盆の形のものが多く，ばち
　で打ち鴨らす。綱引き（ginahwici）その他
　の催し物の時，打って気勢を添える。
m礎agaQkoo①（名）［村学校コ首里・那覇
　の各村に置かれていた学校。もっぱら漢籍
　を教えた。また，その村の事務所を兼ねて
　いた。
m猛rag雛s量ra①（名）［村頭］村がしら。任命
　制である？UQeiに対し，村民の代表とな
　る者。部落代表。suugasira（謝‘落全体の
　代表）とkumigasira（組ごとの代表）よ
　りなる。また，首簗の村がしらはziigasi－
　1’aといった。
夏11u職騨燃u姻①（名）村有物。
mu聡g販繍①（名）村全体の事件。また，村
　のためにする事。
iaain’a藪azi，si①（名）村はずれ。
亙瓢亙r樋a畿⑦（名）［村劉村役場。村の事務
　を執った所。
inurajaadu①（名）〔村宿］各村の人が首
　塁。那覇に出た時，泊まる宿。野村ごとに
　宿が決まっていた。村の指定の宿。
n｝uramuei①（名）費用を村で負回するこ
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　観村もち。kwaNmuci（政府負担），
　duu卑uci（窟己負担）などに紺する。
m騒．1’astlci　ev（名）紫。色の名。
．inurasac；haei’maci⑨（名）紫のかんむり。
　按司（？azi）が旧いる。　hacimaciの項参
　照。
エ狙ura多akee①（名）村境。二二。
鰍慰ra多ur聾①（名）村中の人が集まること。
　村民の集会（SLIrll）。
mtn’azuu⑰（名）村中。　村全体。　～nu
　Qeu．村中の人。～nu　ziNmi．村全体の
　協議。
玉ぬ鷺r三①（名）無理。～na　kutu．無理なこ
　と。　んni　ha七arεしCUN．無理に鋤くQ～理一
　runa？uciju　nasakibakari．［タ澱理する
・な浮租：情ばかり］無理するな，浮’世は情
　に満ちている。
搬u艮封uN⑪（自＝raN7＝ti）e（光・うわさ
　などが）漏れる。水については多くmu－
　jUNというよう．である。◎脱落する。行
　き渡らない。
．瓢uru①（副）e皆。全蔀。～miitoON．全
　部生えた◎kuQsasaani～，jaN。これで
　全部だ。◎まるで。全く。．全然。～siraN．
　全く知らない。
継玉u職h量s諏①（名）両足。
．muru（luQCiri①（名）かすり模様（tu（毫cixi）
　だけの布地。他の縞のまざらないもの。女
　の着物にする。郷覇で！まkuzirigooisii
　という。縞の闘にかすりのあるものには
　？ajaNnaakaaという◎
皿u腿妻撚ku①（名）muruhwakuと岡じ。
mu撒hu①（名）〔文〕諸帆の意。両：方の
　帆。ka鳳hu（片帆）に対する。その項参
　照。
鵬ur面wa①（名）両刃。
エ瓢躍縫紅wak籔①（名）諸白（もろはく）。最
　上等の酒。muruhakuともい5。
lllur｝lnOoi①（名）全治。病気の全．挟。
lllUl’11N⑨（名）もろみ。酒・しょうゆのも
　ろみ。
muruN騒ガam茎⑪（名）もろみを入れるか
　め。
町uru晦我潴⑪（名）諸見羅。（（地））参照。
mU撒Saage£」‘繊⑪（副）ごろごろ。かたま
　りがあるさま。？isinu～sjOOI’U　mici．
　石がごろごろしている遂。muc加u～Qsi
　maakoo　neeraN，餅にカ、たまりがあって
　おいしくない。
murus漁（名）かたまり（塊）。
1mwus瑠ee＝3u照診（自＝raN，二ti）かたまり
　ができる。かたまりがある。rnurusigee－
　tooxu？ukee．ごろごろかたまりのあるお
　かゆ。
mm’utumu①（名）〔文〕もろとも。口語で
　はmazuN（いっしょ）　という。
n｝uruwa等量i①（名）丸忘れの意。すっかり
　忘れること。
コ臓usagee濫jUN①（慮＝raN，罵乞i）にぎやか
　に騒ぐ。ざわめく。さんざめく。
職us3N①（名）無学。無記の意。　mugaku
　ともいう。hwiQ阻翼に紺する。平民につ
　いていrう。平民の枕詞のように使われ．た。
　～nεし　hja1＜usjoO一　　実奪…ミ｝｛：な平民。
musaΩ詮u①（副）毛頭。少しも。んsiraN．
　少しも知らない。
亘m麟①（名）e虫。昆虫，くもなど。◎腹
　の虫・けんかの虫などの揚合の虫。～？U－
　kus，iUN。（少しだけ食べると腹の虫を趨こ
　して）’かえって食欲を起こす。～kUU－
　jUN．むやみにけんかをしたがる。岡じ：こ
　とを？ooimusi　kUujUN4ともいう。
lnllsi（1）（副）もし。カ〉りに。　n玉usikaとも
　いう。，～七iNch1U’jutasai’aa？icusa．も
　し三天気がよかったら行くよ。
・・…siba①（名）〔回虫旛。　musikweebaa
　ともいう。
夏獄u曲aa二juN①（E－g＝raN，＝もi）〔古〕mu一
395
muS圭bUN
　subaajuNと同じQ
musi＝huNo　（〈Ei　＝baN，　tdi）　（rmLtr］　musu－
　bUNと岡じ。
㎜usic量①（名）e回虫などによって起こる
　病気。◎虫気。子供の種々の病気をいう。
mus量9鵬癬①（名）虫下し。　旧磨4鳳
　？abusibaree（その項参照）　のころ，　lla－
　cooxa（海鼠草）を虫下しとして，家族全
　員が煎じて飲んだり，または，雑炊に入れ
　て食べたりする。
皿usijoogar量①（名）幼児の栄養不良。虫
　気。musici（小児結核など）で体が衰える
　こと。
musi＝juN．　CV（他＝raN，＝ti）むしる。つか
　んで引き披く。karazi～．髪をむしる。
　kusa～．藁をむしる。
mu§ikft①（副）　もしカ㌔　もしも。？ariga－
　duN　一v　’waliatadtiN　sjuraba　？awari
　nacutaNc’li　katati　tabori．［あれがども
　もしか　我沙汰どもしゅらば　あわれ泣き
　ゆたんで　語てたばうれ］彼女：がもしかわ
　たしの話でもしたら，かわいそうに泣いて
　いたと吉って下さい。～nu　kutumu？ai－
　nee．もしものことがあったら。
miisikuci⑨（名）失業。
ヨ1搬S轍wee⑨（名）虫食：㌔・。虫に食われてい
　ること。また，そのもの。たとえば，甘藷
　などをい5。
㎜賑5韮kweebaia①（名）虫歯。　musibaとも
　いう。
musiinikaguaAT①（名）虫めがね。中羅から
　輸入され，易者などが用いた。
lnusil⑨（名）毛布。ケット。
inusik’i＝．3uNt①（自＝1’aNe＝ti）破れてぼろ
　ぼろになる。むしられたようになる。
mus動u⑨（名）むしろ（蒲）。　biigumusiru
　（備後表のむしろ），慣musim（琉球表の
　むしろ），？adanibaamusiru（阿旦の葉の
　むしろ），輸入されたhanamusiyu（花む
　しろ），toomusirzl（籐むしろ）などがあ
　る。，jaNbarunu　nareja　？adanibanu
　～，sikaba？irimisゴori　sjui亘u　sju皿一
　me．［山原のなれや　阿旦葉のむしろ　敷
　かば入りめしよれ　首里の主の葡ユ山原の
　ことで阿旦の葉のむしろしかありません
　が，敷いたらお入り下さい，首塁の旦那様。
musirubiici⑨（名）むしろごと弓iっ張るこ
　と。子供などがむしろに寝ている時など
　に，むしろごと引いて動かすこと。
m猛S韮蹴S蓋caa⑨（名）妾の別名6寝ござを敷
　く者の意。
n■us12udurukuCD（名）啓蟄（けいちつ）。
　二十四節の一つ。
Mllsi？Utui’UUew（名）虫をこわがる者。虫
　ぎらい。
musjoo⑨（副）無性に。我を忘れて。～
　nataN．我を忘れた。
㎜us．iookus．ieO◎（副）無1生に。やたらに。
　musjooの強意。
mu＄」Ooni⑰　（副）　タ興1｛生‘こ。～　1〈aniibusil〈u
　nataN・無性に食いたくなった。
musjOOIuisjoO⑪（副）無性に急いで。減
　法あわてて。～na七〇〇1’U，joO碑減法あ
　わてているようす。
musubaaw．juN①（自＝1’a．N，＝ti）取っ組み
　合5。組み打ちをする。
musubii⑪（名）契約。牛馬の売買の契約な
　ど。契約が域記した時，相方で金を出し
　合って小宴を張るが，そのことをもいう。
　tv　sJUN・
nms曲汰u曲u①（名）料理名。結びこんぶ
　の意。こんぶを結んで煮たもの。
musubizoomiN①（名）そうめんの一種。
　そうめんを作る時，乾かない5ちに結んだ
　もの。油揚げにして，新年の料理に多く使
　う。
1皿usu＝butv’①（他＝baN，；di）e（ひもなど
　を）結ぶ。◎（夫婿の縁を）結ぶ。結婚す
　る。契る。？araN，iN　musudi．結ぶべか
　らざる男女の縁を結んで。mausubaQtaru
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　mee　naa，？atu　naa．結婚の前だったか
　ね，あとだったかね。
一mutaaN（接尾）…遊び。いたずらするこ
　と。もてあそぶことの意。tiimutaaN（手
　でいたずらすること），mi多imutaaN（水
　遊び），hwiimutaaN（火遊び），　durumu－
　taqN（泥いじり）など。
Illllt・ftal　’hwSta－aN⑨（函Dもてあそぶさま。
　いじくり回すさま。～sjUN．
muta＝huNnv（他＝baN，＝di）もてあそぶ。
　いじる。lni7，i～・水遊びをする。
・m勲raNmue⑩（名）祷物・仕事・財産な
　ど，持てないものを無理に持つこと。～’ja－
　teesa’jaa．無理に持っていたんだねえ。
・職uteeisake’e⑩（副）繁栄するさま。？u－
　maNeuja　suruti　1〈aminigeJ’u　s．jabira，
　nligUL1γ1i　？arUL｝〕aijuja　1灘uteisakei。　〔お
　真人やそろて　かめ願よしやべら　恵みあ
　る御代や　もたえさかえ3麟中の人が揃っ
　て神に祈願をしましよう。恵みのある御代
　は栄えて行くのである。
mutee＝SUN⑪（虜＝raN，　u・ti）（）（体が）太
　る。◎茂る。繁茂する。㊤栄える。繁栄す
　る。buteejuN　ともいう。
mu塾量①（名）e方。方向。二二。側。’ja－
　mat“nu～．日本：の方。◎（接尾）方。側。
　…の一団。…の一族。？amamuti（あっち
　の方，あっち側），rnaamuti（どっちの
　方，どっち側），sicamuti（下の方，下
　側），？ag’arimuti（東の方，東側），1｛usi－
　muti（後の方，後側），　micimuti（道側），
　，jalllatumuti（睡本の方，日二本側），　sjlli一一
　muti（首塁の方，欝里側），　caqcimU雛（長
　男の側，長男の一族），hwizamuti（比嘉
　狽L比嘉一族）など。
mut量2ama＝slガN⑪（4ui　＝saN，＝ci）もて余
　す。眺w鼠～・子をもて余す。
mutinasi⑨（名）取り扱い。作りかた。　ku－
　banu　hwadu　’jageiga　・一nu　’jutasja，
　？agisa　geidamasjur’u　tamanu　？ueiwa．
　［蒲葵の葉どやすが　もてなしのよたしゃ
　暑さすだましゅる　玉の団扇コびろうの葉
　に過ぎないが，作りかたがよいので，暑さ
　を柔らげる玉の扇である。
inutiw““ka＝s．iuiN⑪（・池瓢sa層，＝ci）∈）手こ
　ずる。もてあます。◎ag男ij待遇する。（客・
　子供などを）特に隊別して遇する。
mu甜⑪（名）紋3許（もと）。　そば。　？u－
　Jl　anu～．親許。　tiginu”）一．敵のいる所。
・nutll⑪（名）e元。元来。～姐u　kayata．
　元の体。◎muutuと同じ。
mutu①（名）むとせ。六隼。
一mutu（接尾）株。本。もと。生えている
　植物を数える接羅辞。CUmuもu（一株）。
mutubiree⑨（名）昔交際した入。昔なじ
　み。一biree＜hwiree。
mut・ibu⑪（名）三部。（（地》参照。
imm］buzae量⑪（名）本部1碕。　rEI　IiR地：方の本
　部半島先端の岬。
muludUnai　＠（名）もとの隣。昔の隣人。
111utun盛＝jUN⑨（他・・raN，＝ti）〔文〕求め
　る。
mutllu＝jUN①（嵐＝1’alT，；ti）長続きす．る。
　永続する。続けて…する。？anu’wina－
　gutOO　mautuut，oomi．あの女とは長続き
　しているか。
m繊uuza＄．iuNt①　（勉；saN，＝ci）　［最通しゆ
　ん］長続きさせる。永続させる。続けて…
　する。一一つの仕事を長く続ける，一つの物
　を長く使うなど。？anu’wazaa？ariga
　mu七uusijuusaK・あの仕事は彼には長続き
　できない。？anU，winagutOO　mUもuueoo－
　mLあの女とは長続きさせているか。？unu
　nekutaibikeei　mutuuei　gikajUN．その
　ネクタイばかり続げて使5。
m翌u①（感）む。むっつ。声を出して数え
　る時にのみいう。
lllUll①（名）藻。水中・海中の藻。
mu頗①（名）六。むっつ。また，六歳。時
　亥璽ま　mugi　という。
397
m臓uc三笈
皿muc最⑰（名）［鬼餅］旧麿12月8臨子
　供たちに餅を作って与える行事。ま、た，そ
　の時の餅。くわしくはhoohaimUucii．と
　いう。びろう（kuba）または月桃（saN－
　niN）の葉に包んだ餅を，たくさん（ただ
　し：奇数）天井から下げて子供たちに与え
　る。人を食：いに来た鬼を，餅を食：って髭せ
　て追いはら5とい弓伝説にもとづいて行な
　われるという。男の子には一つ特に大きな
　cicaramuueii（力餅）をまぜて与える。
　餅は，富者は米ばかりで，貧者は黍で，あ
　るいは甘藷をまぜて作る。
皿uue量量赫誌a⑲（名）muuciiのころ，こと
　さらに感じる寒さ。’
muujaba”a．ia⑰（名）家の中にある柱。家
　の二幅・縁側などにある柱（hazibaaja）
　に対する。母量柱の意か。
muul（u⑨（名）婿。娘の夫。娘の親からい
　5語。
muukueoodee⑪（名）妻｝i薄志が姉妹である
　義兄弟。
mau崩⑪（名）元結い。髪を結5時，髪の
　もとどりを結ってつかねるもの。男の元結
　いには？a1（amUU七ii（赤色の光結い）と
　？OOI’Llumuutii（緑色の元結い）とがあり，
　katakasirajuujaa（髪結い床）では赤の
　方が料金が安かった。
muutu⑨（名）㊦元。本。みなもと。また，
　先山。◎もとで。資本。元金。～tuikee－
　sjUN・もとを取り戻す。～kaNZUN．も
　とを取れずに，損失をこうむる。
m犠n撫dガkuru⑥（名）宗家。大本である
　家筋。本家。
muutuja’a⑪（名）本家。
muut｛ikweecirS⑨（名）元金を食いつぶす
　こと。商売で損をしてもとでをも失うこ
　と。
muzavakwazara①（副）5じゃうじゃ。た
　くさんのものがうごめくさま。～sjOON．
　うじゃうじ：やしている。
m搬zi⑨（名）文宇。～N　l〈UZ’iiN「，wak㍑aN
　magig’aanu　hwimuN。文宇もわからぬ松
　川の碑文。松屑の碑文は風化して文字がわ
　からない。物の道理のわからない人間をた
　とえていう。kuziは故箏の意だがさして
　意味はなく，131uziの婿句として並べたも
　の。岡じ意昧で，ziiz量raN，wal（araN．
　（字づらもわからないの意か）ともいう。
muzi⑨（名）麦。沖縄には？uhumuzi（大
　麦），？Nnalnuzi（小麦），　ha♂akaamuzi
　（裸麦）の三種がある。
蹴uz皇⑨（名）七εしa曾Nmu（塁芋に似た芋）の
　蓋。ずいきの一種。taamuziと岡じ。
muzinakau⑥（名）麦粉。小麦粉。
ヨ孤uz董m三2u5量ru⑪（名）taa？Nmu（里芋に
　似た芋）のずいきを入れた汁。
muziNbul①（名）二三が足りないこと。知
　恵なし。＜ziNbuN（知恵）。～na　nauN．
　知恵のない者。
lntrezi〔～U辱ee（9）　（名）　taa？N茎γIU　（里三警冠1こ似た　
　芋）のずいきのあえもの。
鷺観焔00④（名）〔文〕e鯉1情。冷酷。◎無
　情。哀れ。～Ba　mUN．哀れな者。
muzukui⑪（名）農作。農業に従事するこ
　と。
niuny．iikii＝．iu－N①（自＝raN，就i）（太の芽な
　どが）出かかる。（腫れものなどが）できか
　かる。muQkuunu　muzukutooN，つばみ
　ができかかっている。
玄織u郷醗麗猟①（副）むずむず。　llauzul’u－
　MUZUI’Uともいう。～sjUN．
監nu興mu多u①（副）む彦二むず。5ずうず。
　やろうとしていらだつさま。～sjUN・
muzurumauzuml①（副）θmuzarakWaza－
　raと問じ。◎むずむず。蚤などが着物の
　下などでうごめくさま。muZUmuZuとも
　いう。
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一na（接尾）な。禁止の意を表わす。．ふつう
　本土方言の「終止形」に灼応ずる形に付く。、
　，jumUma．（読むな）などQただし，ラ行の
　動講の場合は？abiN取a。（泣くな），もUNna．
　（取るな）などとなる。また一naのあと
　に一kee（〈？ukee。謄けよ）を付けてい
　5こ口もある。sjurlal〈ee・（するなよ）．な
　ど。
一na（接尾）動調の「未然形」に付いて希望
　の意をそえる。cikana．（聞こうよ。聞き
　たい）など。
naa⑨（名）からし葉，菜，すなわち藥野菜
　一般は？oohwaという。
l121a⑨（名）縄。
naa①（名）e名。名前。入や物の名。～
　？jarijuN．名高い。有名だ。？aree～
　宥a曝00N・彼は有名である。◎名前，と
　くに童名（’warabinaa）すなわち生：まれる
　時に付骨られる名蒲。例をあげれば次のよ
　うなものがある。
　　士族男子……taruUan，　ZlrUU⑨・sqN－
　duu＠，　’jamaaew，　inaguu＠，　kamii＠，
　？usiiew，　’NNtuu＠，　1〈anaaan，　kamade－
　esw，　makaruu＠，　sj’ui：　ii＠，　sutaa＠，
　’wicaaO，　eiruzuuss，　turazinump，　ka－
　nii①，　nabii⑨など。
　　平民男子……taraa⑨，　ziyaa　an，　saN－
　daa’＠，　magaa＠，　ka．mizaa＠，　？usjaa＠，
　’inyNtaa＠，　1〈amadiaaen，　ma＄iiev，　tu－
　kaa⑪，　nijoo⑰，通waa⑪など。　　　’
　　士族女子……giruu⑨，　？u搬u⑪，　ka－
　mii＠，　kama．duu（12S，　nabii＠，　？usliem，
makatee＠（iP，　guzii＠，　rnazinii＠a），
　meenuu＠，．mamaciiq），　？Ndaruu＠，
　maguu⑨など。　　　　　　　　・
　　平民女子……giyaa⑪，？utaa⑥，　kami一
　zaaen，　1〈amaaev，　nabaaev，　？usjaaew，
　makaa⑨，　guzaa⑪など。
　　このほ．か，貴族男子はma一［鶏を冠
　してnlajamatuu①，masaN5uu①など，
　また？umi一［思コを冠して？Ullliziz－uu＠，
　？umikanaa⑨，？unユika塒ii⑰などと，ま
　たあとヘーganii［金］を付して七aruga－
　nii⑨，　magiganii⑰，　turazuganii⑪など
　と呼ばれ，貴族女子はm掛［稟コを冠して
　mazil’uLl①，　moosii⑪　などと呼ばれた。
．二分によるこのような区別ま明治の中ごろ
　まであった。
naa①（名）θ農家の前庭。家の前の，仕事
　をするための広揚。◎（接羅）広揚．を意味
　する。…場。？usi捻aa（闘牛揚），亭imanaεし
　（相撲揚），？a寧ibinaa（村芝居をする広
　場）など。
naa①（名）おまえさん。あんた。匿下の隼
　．長に対し，幾分敬意を含めてい5，二人称
　の人代名調。～ja？igi　moocaga．おまえ
　さんはいつ来られたか。
皿a ⑨　（副）　お　しま　L・。　糸冬わ　り。　完了　した
　さま。hweeku～nasi．旧く終わりにし
　ろ。～natooru　sigutu．終わった仕事。～．
　，jaN。おしまいだ。もうできた。
nε塁a①（副）もう。いまや。もはや。njaa．
　ともいう。　～　cukeeN．もう一一・【f薩I　o～　kUu一．・
　teeN．もう少し1～？ikaN．もう行かな
　い。～caaN　llal“aN．もはやどうにもな
らない。～i．もういいかい。～’jasa・も
　ういいよ。ん？ihw三siinee・、もう少しの
　ところで。もうちょっとで。～？Nzi　cii．
　もう行って来たか。
llaaan（助）かい。かねえ。の。軽く尋ねる
　揚合に用いる。ジ趣nUN～．読むかい。
　？ari～・あれかね。
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Maa一
・・aa一（接頭）おのおの・銘銘の意を表わす接
　頭辞。あとに付く語を重複させる。naa－
　jaajaa（めいめいの家），　naa？ii？ii（めい
　めいが違らことを言うこと）な．ど。
一naa（接尾）ずつ。之iiginaa加ree．（一つ
　ずつ取れ），’iNsanaa（同墨ずつ），　kUU－
　teeNnaa（少しずつ），’jOONnaa（ゆつく
　り。弱くずつの意）など。
Maaba⑰（名）きのこ。　cinukuと岡じく，
　かさと柄のはっきりした，きのこ型のもの
　．をいう。食用になるものをもいうが，主と
　1．て食：用にならぬものをいうようである。
　ci益UkUの項参照。
一naabaru（D（名）口減毒。丑abaNgasaともい
　5e
naabeea・aa⑥（名）植物名。へちま。実は未
　熟のうちは食用にする。へちま水は咳・や
　けどの薬，酒の酔ざましに用いる。熟して
　肉を取り去ったものは浴用に用いる。
naabi⑪（名）鍋。釜はhagamaとい5。
　／J、さい順1こ，gug’ooi　耳ci（5合だき），？iQ－
　sjuねei（1升だき），　nisjudaci（2　＄・だ
　き），niNineenaabi，　saNmeenaabi，　siN一一
　meenaabiなどの種類がある。
’naabikaρlkacii⑨（名）あぶらぜみ。鍋のし’
　りをかき落とずような騒がしい声で鳴くの
　でいう。
naabinakmi（Ω）　（名）ηaa1）iniikuu　と贋｝じQ
Pa3擁玉曲撮a⑨（名）鍋のふた。甘藷を煮
　る時などの編んだ大きなふたはkamaNta
　という。
．鷺aab長蹴龍｝君樋N9こ｛磯（名）鍋墨Q鍋i釜のしり
　につく煤。・
’nt｝abinulgtiu⑨（名）鍋釜の修理。鍋釜の
　穴のあいたものをふさぐこと。炉かけ。ま
　た，．いかけ歴。鍋の（naabinu）いかけ
　（1くuu）の意◎
Maabisagui⑪（名）つまみ食い。鍋の中を
　さぐって，食べること。
．．naaca（D（名）翌日。明El　eま？acaとL・う。
　？unu～nu　b’uu？iyigata．その翌EiのEi
　の暮れがた。～hweeku．翌臼早く。～nu
　sutuユγLi｛＝三．　翌車月。
naaca？a．sa①（名）翌朝。
naacamii⑨（名）葬式の翌£iに婦人が行な
　う墓参。死後49fi間，男は毎臼墓参する
　習慣となっているが，女は翌日だけ墓参す
　る。死者がもしや蘇生することはないかと
　翌臼見に得った習慣が残．つたものだと書い
　伝えられているQ
naaeirlizis’i⑨（副）銘銘が散り散りになる
　こと。四散すること。，3aa組N多u～nati．
　家族が散り散りになって。
n ada⑪（副）まだ。いまだ。　maadaとも
　い5。～kuuN．まだ来ない。～，jaN．
　まだだ。
一naadii（助）から。を通って。経由路・経
　由点を示す。kuma～？ikee．ここから
　（この道を通って）行け。cukata～．片端
　から maa～？icuga・どこを通って行く
　か。kagusin寧～？iCUN・鹿児島経由で行
　く。．．
n職duu「4澱⑩（名）銘銘。各自。ま．た，銘
　銘勝手。？U．iaN　QkwaN～．親も子．も銘
　銘勝手。
n照菖就五①（副）やがて。～，juunu？aki一一
　jUN．やがて夜が明ける。
naagi＠（名）みや〃デQ　mjaagiともいう。
丑鎗9U⑰（名）「名子」に対応する。元来は
　農村で農奴的な使用人をさしたが，首里で
　は転義して分家をい5よ5になった。
iiaahai－bai⑨，（名）銘銘勝手に散り散りに
　なること。　記入ぱらぱら。　sjuiNcno　SU－
　rii4urii，．　naahwaNcoo　nv，　ktmi”TdaN－
　eoo　kuNkurubaase’e，　tumaiNeoo　tu－
　meeidumeei．二二の入ほうち揃って，那
　覇の人はばらばらで，久米村の入は互いに
　争って．．，泊の入は互いに捜し合う（頭韻を
　ふんでいる）。～nu　sikata．各自ばらば
　らのやり方。　　　　　・
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naaNkeeNkee
naahwa⑨（名）那覇。
naahwaa⑨（名）那覇の者。卑称。
naahwaNeu⑨（名）那覇の人。
naahwieibi「ei＠（名）銘銘の縁故。または，
　銘銘のひいき筋。
naahwgN⑪（副）もっと。さらに。な：お。
　一層。～kwimisjoori。　もっと下さい。
　～curasaN，　さらに美しL・Q
naa？ii「2最⑪（名）各人各様に器うこと。銘
　銘が（甥なζとを）．欝うこと。～’jataN・
　各人各様に言っていた。
naa？jllrtl①（連体）名高U・。有名な6～
　mUN・有名な物。～Qcu・有名な入。
n蹴」3⑰（副）もはや。もう。今となっては。
　tv　kaN　nataru　？wiija　sil｛ataa　neeN．
　もはやこうなった以上しかたがない。．
naa．iaa「jaa⑪（名）各塵の家。銘銘の家。
naa．iaa“T①（名）e再：来年1。　naaNeuともい
　うQ◎翌翌年。naaNCU　ともいう。？unu
　～．その翌i翌年：。
皿aaka⑪（名）中。中央。内部。中軸。naa－
　kaa　nuunu？iQcc　oga．中は何が入って
　いるか。　～tujUN．中庸をとる。～ni
　kwaasar三juN．．中にはさまれるQ板ばさ
　みになる。
naaka⑪（名）仲。交情の仲。～noojUN．
　仲直りする。～tUinoosjuN・仲をとりな
　す。前生りさせる。
naakaakuukaa⑪（名）中空。中がから（の
　もの）。
naakaguhwai⑨（名）仲たがい。　naakata－
　geeともい5。一guhwai＜kuhwajUN。
naakameiegame－e⑪（名）各自思い思いに
　構えること。銘銘違った構え方をするこ
　と。ほらばらで統一のないこと。各人各
　様。？anuhwiNnu’jaaja’Nna～’jasa．
　あの辺の家は構え方がてんでんばらばら
　だ。～丑ukaN9’ee。各人各様の考え。
　？a（≧taaja．nUU，jatiN　～sjUN　doO．彼
　らは何をするのもばらばらだぞ。
naakan■ee「igamee”i⑨．（副）おのおのが捜
　し合うさま。～s担N．
naakanoo9⑥（名）仲直り。和解。
RaakaNgeekaN「gee⑨（名）各自思い思い。
　銘銘が違った考えをもっこと。～nu？u－
　jatU　Qkw3．それぞれの考え方の違う親と
　t一’一一．　niibieini　eiitee　？ujaN　QkwaN　・v
　，jaN・結婚については親も子も考えが劉
　別だ。
naakatagee⑨（名）仲たがL・。　Rakatagee
　とは洌。hunaka，　naakagUhwaiともい
　50
naalga”tui．hatatui⑪（副）仲をとりもつさ
　ま。仲裁して円満にさせるさま。仲を取り
　端を取る意。～sjUN・
Raakuen（名）脈。脈搏。　mjakuともいう。
naaku①（名）宮古島。　mjaakuともいう。
naakudaamaa（①（名）taamaaと同じ。
naakusjaaguisjaa⑰（名）銘銘がそっぽを
　向．くこと。各人が背を向けて一致しないこ
　と。，3aati圭gidu，ja學iga，？amanu，jaaja
　～’jaN．一一つの家に住みながら，あそこの
　家は各人がそっぽを向いて暮らしている。
n践3kuu⑨（名）蛇毒島（簸aaku，　mjaaku）
　の者。卑称。
鍛舩kwe♂gwee⑪（名）鍛各が罰劉に働き，
　劉別に食うこと。各人が自活すること。
　？amanu　’jaaja　？njatu　Qkwatu　一v　’ja一一
　N．あそこの家は親と子が別報に暮らして
　いる。
na meeioee⑨（名）．銘銘。各自。～nu
　mUN．銘銘の物。
丑aamutデm磁圭㊥（名）銘銘の受け持ち。各
　人の得意。銘銘の専門。～nu？akutu．
　銘銘の得意があるから。
naaNcu⑪（名）e翌翌年。その時から三年
　冒の意。一Ncu〈n癒u。◎再来年。　naa－
　jaaNともいう。
naaNlceeN’kee⑪（名）銘銘の向き向き。銘
　銘の婦みや向いた仕事など。～nu　sigutu。
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Raarabi
　銘銘に向いた仕事。
naarabi⑪（名）mjaarabiと同じ。’
naasati①（名）翌翌臼。翌矯（naaca）の
　次の臼。？unu～．そのew翌　M。
itaa．・ibi⑰（名）なす。「なすび」に対応する。
naasiru◎（名）苗代。
澱aas藍ru燃ab譲⑪（名）案山子（かかし）。
naata㎜asida”mas量⑪　（名）銘銘の分。各
　惣に分け与えられたもの。～捻u？ukwa－
　asi．銘銘のお菓子。
naatumee”idumee”量⑰（名）おのおのが捜
　し合うこと。
naawakaiwaka＝i⑪　（名）　銘銘劉れ刷れ。
　各自劉溺。～na麟N・t各自溺別になる。
　～nu　mii七UNda．　魏男取こなっている夫
　婦。
聡aa錘ci①＊（名）翌月。？unu～．その翌月。
naa4ik量i⑲（名）名付け。命名。また，小児
　が生まれて一t　NEIに名甫を付けること。
nabakuimuN⑪（名）なぶり者。からかわ
　れる者。
nabak双＝3uN⑨　（飽＝raN，＝ti）　からかう。
　なぶる。ひやかす。
nabaNgasa⑨（名）梅毒。南蛮癒の意。　na－
　abaruともいう。
駿a無＝euN⑪（自；k翫N，・・ci）なびく。風に，
　また，人に，なびく。
nabigee⑪（名）おたま。しゃくし。鍋匙の
　意。汁をすく5もの。
nagi①（名）夏。
獄ac蓋：～akaxsjuN①（他＝5aN，＝C乏）泣き明か
　す。泣いて夜を明かす。
蔽ac韮｝us量①（名）泣き虫。
nac量b瞬aa⑪（名）泣き虫。　naeibusiとも
　いう。
nacigau①（名）泣き顔。
naeigeegee①（副）激しく泣くさま。泣い
　てしゃくり上げるさま。また，泣かんばか
　りに嘆くさま。～sjOOI’U　QCU・泣かんば
　かりに嘆いている人。
nagiguci⑪（名）初夏。夏の初め。
nagigur董（b⑨（名）夏のにわか雨。夕立。
　文語的な語。nagasiともいう。satume
　huni　？ukuti　muduru　mieigeigara，　hu－
　raN～ni，wasudi難uraeL　こ里前掃合送て
　鳴る道すがら　降らぬ夏ぐれに　我袖ぬら
　ち〕恋しい君の船を見送って帰る諭すが
　ら，隆らぬ夕立にわが袖を濡らしてしまつ
　た。
聡ac童9w践①（名）泣き芦f。
nacRi別海N⑦（自＝raN，＝Qci）泣き入る。
　ひどく泣く。
naeikaka＝juN①（自＝raN，＝ti）泣きつく。
　泣いて訴える。泣いて，くってかかる。
nagikas．iaNtw（形）悲しい。　mikarusii
　’NNei　naplkasiku　nati　nadanu　？utita－
　N・町頭子（組踊りの名）を見て，悲しく
　なって涙が嵐た。捻agikasii　s藍bai．悲しい
　芝居。
nacikuratusjuNG）（自・・saN，＝ci）泣き暮ら
　す。
獄acjkW鍵a傭痴uN①（他＝riraN，寵Qセi）泣き
　つかれる。泣いて，くってかかられる。
g蓑maki①（名）夏負け。翼やせ。　humi－
　eimaki（暑気あたり）ともいう。
Raeilnunii①（名）nacimunu？iiと瞬じ。
nacimunu？ii①（名）泣き声，または泣く
　ようなけえ声で，ものを言うこと。
nag量muNOr　（名）夏着。夏物。：夏の蒲物。
nacineebi⑪（名）泣きまね。～sj　k｝　N．
naciwaree①（名）泣き笑い。
nacizinaa⑪（名）今帰仁（naciziN）の者。
　卑称。
naeiziN＠（名）今帰仁。（（地惨照。
naeiziNugalniev（名）行事の名。一門を代
　表する女が，数年おきに今帰仁（naciziN）
　の城（gusik’u）に詣でる行事。
naooora⑪（名）植物名。海人草。まくり。
　虫下しの薬となる海草。？abusibareeの
　項参照。
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na．crall
na＝euAT①（自＝xaN，＝c圭）e泣く。（悲しん
　で）泣く。泣きさけぶ意では？abijUNと
　いう。◎〔文〕鳴く。口語では，鶏の鳴く
　のは？utajUN，霞白・．うぐいすなど小鳥
　の揚合はhuldjUN，犬・猫・豚の野合は
　？abijuNと㌔・う。もaruju？uramiもuti　na－
　euga　hamaeiduri，　？awaN　girinasaja
　，wamiN　tUllluni．　［誰よ’噛めとて　鳴
　きゆが浜千鳥会わぬつれなさや我身
　も共に］誰を恨んで鳴くのか浜千鳥よ，子
　を失って会えぬ悲しみは，わたしも同じ：
　だ。
nada⑨（名）涙。～nu？utijUN．涙が畿
　る。
nada⑨（名）灘。波の高い，航海の難噺。
nad．agurunlaaian（副）涙ぐんださま。いま
　にも泣きそうなさま。nadagurumaajaa
　ともい5。～sjoom　，warabi．いまにも
　泣きそうな子供。
nadagm’u㎜aajaa⑪（副）nadag’urvanaai
　と同じ。～natOON．いまにも泣きそうで
　ある。
nada．iaQsaN①（形）こ灘安さん］おだやか
．である。心安い。nad婿薦ii　kutu．心安
　い．こと。？ariga　箆adaj飾ikOO　hWlzee
　saN　hazi．．彼がおだやかに承諾はしない
　だろう。
nadajoosaN⑪（形）涙もろい。すぐ泣く。
隷adakeem服N①　（名）　：名高いもの。　naa一
　？∫uyU　MUN　ともいう。
nadi＝juN⑪（他＝raN，魂三）なでる。乎の
　ひらでなでる。
照d蓋su「δati⑨（名）撫育。愛育。かわいが
　って育てること。
nadUQteieN⑰（副）なめらかなさま。つる
　つるしたさま。kWiinu　・　tv　sjOON．声がな
　めらかである。
naga？aQei①（名）長旅。長い期間旅をする
　こと。また，長歩き。遠足などで長いこと
　歩くこと。～sjUN．
ltaga？am藍⑪（名）長雨。
Ragaa⑨（名）長いもの。
nagabi　：c“N①（自；kaN，；ci）・長引く。遅
　滞する。　　　　　　　　　　　　　l
nagabooi＠（名）長長と寝ること。ねそべ
　ること。～sjUN．
nagaboojaa⑪　（名）　nagabooi　と隅じQ　～
　SjUN．
n39謡磁①（名）．ｷ降りの意。長繭。
nagagibaa①（名）・長居する人。長じりの
　者。ぞう．りの裏を焼く（＄abanu？ura
　，jaCUN．）と帰るといわれている。
nagag．玉bi①（名）長居。長じり。
nagagizici①（名）長続き。～SjUN．．
nagadee⑰①（名）長い間。久しい間。～
　’N”・daN．長い間見ない。～nu’jaNmee．
　長い間の病気。
nagadoo①（名）長堂。（（地））参照。
nagaduusiO（名）ずっと。続いて。続く
　1旧り。長い闘’ずっと。　nagiduusi　ともい
　う。　mieinu　～　hanas呈nu　もeeyaN．　長しx
　道のりの間，話が絶えない。
nagagakai①（名）長くかかること。工事
　などが長引くこと。
mgag3rakee①（名）長くかかること。効
　果があがらずに長引く．こと。一gay段kee〈
　karakaj’uN．
nagahama⑥（名）長浜。（（地））．参照。
naga貰1wee照a⑪．（名）長長と延びたもの。
　へちまなど，大変に長いもの。
n．agaliwicurui①（名）（事件・病気などが）
　長引くこと6
nagahwieuruue）（名）nagahwieuruiと
　同じ。
nagahwicurupi①（名）nagahwicuruiと．
　同じ。
naga？ici①（名）長生き。長命。
naga21hjabusi①（名）［長揮平蟹節］御前
　風（guziNhuu）の一一つ。
nagaii①（名）長居。
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職嬉aj斑樋⑥（名）長わずらい。長い閻の病
　気。
nagaja寧imi（①　（名）　長休み。　長其弩欠勤。
・nagami⑪（名）寛容。寛容性。　nubiとも
　いう。～nu？aN．寛容性がある。
nagami⑰（名）ながめ。眺望。
nagaユnici①　（名）　長途。　｛唱い旅路。
nagami＝juN⑪（他＝raN，＝tl）免ずる。
　Qkwani　nagami七i　kUReeree．子に免じ
　て我慢してくれ。
mga塒茎；juN＠（他＝raN，＝ti）眺める。
nagamuci①（名）長もち。長くもっこと。
　長く使用できること。
n謎gamuN⑪（名）ながもの。蛇（主として，
　はぶ）を忌んでいう語。
itagani⑪（名）背中。kusinaganiともいう。
nag狐ibuni⑪（名）背骨。　kuslb　tz　niとも
　い5が，kusibuniは背骨の下の方を主と
　してさすよ5である。
naganiN①（名）長年。多年。
naganubito’ori⑨（名）長長とねそべるこ
　と。なまけ者や不健康な者のさま。
nagaNsaazien（名）嫉isaazi（手ぬぐい）の
　敬語。お手ふき。saaziは頭に巻く手ぬぐ
　い。
一nagara（助）ながら。とはいうものの。で・
　はあるが。tuzi～nihweeNdi？umujUN．
　妻ながらありがたいと思う。
nagan’a＝juN③（自＝aN、此i）［文〕長らえ
　る。生き長らえる。
nagari⑨（名）㊦流れ。◎質流れ。
naga｝’ibuunii⑨（名）舟遊び。舟に乗って
　遊ぶこと。
n日gar量＝juN⑪（自＝raN，＝ti）㊦流れる。
　◎質流れする。
RagasaN⑨（形）長い。時闘についても距離
　についてもいう。
nagasi⑨（名）夏の通り雨。夕立。流すよ
　　うに降ってすぐ晴れる雨。
maga＝sjUN⑨（他＝saN，＝ci）e流す。◎質
　に流す。
naga？uui①（名）憂追い。長い閥追いかげ
　ること。遠くまで追いかけることe　？iNCa－
　b◎omuQci～sjLIN．短い棒を持って長
　追いする。充分なよりどころがないのに，
　しつこく追求する。
naga？UL・　00①（名）首里城の門の名。？UgU一
　亭ikUの項参照。
皿aga典①（名）長座。長居。～sjUN．
Xlagee⑪（名）長い間。長らく。久しく。
　～kaNgeejUN．　ff．1，　N間考える。～naju－
　ru　kutu．　．一ffいこと。
nageesaN⑪（形）久しい。時間が長くたつ。
　？ieatil〈ara～．会ってから久しい。　na－
　geesa’jaa・久しぶりだねえ。　nageesa
　’uganabiraNta＄iga，　tuNeee　g’usuujoo
　？usawaiN　saamiseebirani．長いことお
　鼠にかかりませんでしたが，お宅は皆様お
　変わりもございませんか。
皿ag量⑪（名）長さ。
nagibakareeen（名）投げ散らすこと。
nagiduusi⑨（名）ずっと。統いて。続く限
　り。長 間ずっと。　nagaduusi　ともい
　5　．　kumal〈ara　？ainamadi　一v　’jaanu　gl－
　zicOON・ここからあそこまでずっと家が
　凹いている。一vnu　kii　muru　maa¢idu
　’jar観．見渡す限りずっと松鵡
nagiee⑪（名）投げあい。
nag茎9wi董⑨（名）自分の用だけ言って，返事
　を聞かずに立ち虫ること6投げ声の意。
nagihoorii①（名）投げ散らしておくこと。
　投げやり。
一nagii（接尾）ころ。あたり。時についてい
　う。cuunagii（きょ5あたり），，jaaNna－
　9’ii（来年1ごろ），？acanagiija　nukuku
　najusa．（あしたあたりは暖かくなるよ）な
　ど。
一nagiina（接尾）…ながら。…しているの
　に。…にもかかわらず。逆説の場合に用い
　る◎？umiinagiina（思し・ながら，思って
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　いるのに），sirinagiina（知りながら，
　知っているのに），？ujanu’jaanu　mee
　tuuinagiina　nubagaiN　saN．（親の家の
　前を通りながら，寄りもしない）など。
nagi＝jUN⑨（他；raN，＝ti）投：げる。
nagiNmeUN⑪（他＝kaN，＝C圭）投げ込む。
11agu①（名）名護。儲》参照。
nag肛d3ki①（名）名護岳。国頭地方にある
　由の名。
nagulen（名）豚に食わせる人糞。便所に豚
　を飼い，人糞を食わせたのでいう。
nagttmagai⑪（名）名護湾。
naguraN①（名）轍物名。蘭の一種。名護
　蘭（なごらん）。名護は地名。観賞開。
naguri⑨（名）㊦なごり。心残り。hujaka－
　riti　？a七unu　～　neN　gutuni　kataigiku－
　sariru　kuizi，jarεしna。［ふやかれてあと
　の名残無ぬごとに語りつくされる　恋
　路やらな］劉れたあとの心残りがないぐら
　いに，充分語りつくされる恋であればよい
　がなあ。～nu？aN．（翻れて）心残りが
　する。◎あらしなどの余波。？uukazinu
　～ni？um圭nu？aritooN．台風の余波で海
　が荒れている。
獄agほr三s謳N⑲（形）なごり惜しい。
nagusami⑦（名）慰め。慰安。
ユ1agusalni擁uN①（他可aN，”ti）慰める。
nagusa＝nuN①（他mmaN，漏di）慰むに対9
　応ずる。（自分を）慰める。文語的な語。
　？utaNdee，judi　duu～．歌でもよんで自
　分の心を慰める。
凪ahuda⑲（名）名札。名前を書いた札。
naliwa⑨（名）那覇港。港の名としての郷
　覇。町の名としてはふつうnaahwaとい
　う。
nahwajuimaci⑪（名）勝il覇四町〕旧行教
　区画による那覇の四つの1町。
nai⑨（名）なり。ありさま。身なり。　saN一
　多aNni　，jεしgiri　kunu　　～」誓　，ja】r圭ba．　［散々
　にやつれ　このなりよやれば（花売之縁）コ
　ひどくおちぶれて，このありさまであるか
　ら。
n i⑪ 名）実。果実。くだもの・瓜など，
　大きなものをい5。小さな実はmuQkuu
　（つぼみの意もある）とい5。
一nai（助）へ。に。の方へ。の所へ。のそば
　へ。人・動物を表わす語に付く。？ari～
　？ieUN．彼の所へ行く。．？jaa　gikataru
　？虜a～？iki．おまえを遣わした親の所へ
　行け（夜など，捕えた虫を放す時にいうこと
　ば）。
nalci＝」ガN⑨（自＝1’aNe＝Qci）なりきる。
　すっかり…になる。nusudu　naiciQeOON．
　泥棒になりきっている。
naigizi⑪（名）果実になりかかった小さい
　粒。
一naigataa（接尾）なりかiけ。’winagunai－
　gaヒaa＊（女になりかけ），？uhu（≧cunaiga－
　taa（おとなになりかけ），？atabicaanai－
　gataa（蛙になりかけ。足のはえたおたま
　じゃくし）などσ
na量haNciC）（名）唐手の型の名。
naihaN；sjuipt⑨（自＝saN，＝ei）eなりそ
　こなう。siNsii～．先生になりそこな5。
　◎不成功に終わる。できそこな5。sigu－
　tunxl～．＊仕事が不成功に終わる。
naikuziri＝．iu”r⑪（自＝raN，＝ti）できそこ
　なう。悪い結果になる。
naikuzii’imuN⑨（名）できそこない。でき
　そこないの物，または人間。
naimuA’⑨（名）「なりもの」に灼応ずる。
　果実。くだものo
naimuN①（名）鳴り物。楽器の総称。
nailmu⑰（名）バナナのなる芭蕉。実芭蕉。
najagaimuN①（名）自負心の強い者。思い
　上がっている者。うぬぼれた者。
najaga＝juN①（塵＝raN，；ヒi）e〔文〕名が
　高くなる。名があがる。kunu　takini
’wanuN　najag’ajai　’aviga，　elni　kanoo
　，wi捻agu　subani　mata，uraN．〔此たけ
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　に我も　なやがやり居すが　気に叶ふ女
　側にまた居らぬ（大川激討）］これだけわ
　たしも名があがっているが，心にかな5女
　が側にはいない。◎思い上がる。5ぬぼれ
　る。思い上がって出しゃばる。duublkeei
　najaglatL　我こそはと思い上がって。
　？41’ee　caa～doO．彼はVつも思、・上
　がって，でしゃばっているぞ。
勲a；juN⑪（霞＝xaN，＝ti）e（ある状態に）
　なる。？uhUQcu～．おとなになる。　ha－
　takinu．　moO～・畑が野となる。　cuuku
　～．強くなる。◎行く。寄る。？amaNl｛al
　naree。あっちに行け。㊨できる。なしう
　る。なる。kur‘ee’waagaN～．これ1まわ
　たしでもできる。kunu　sigutu？jaaga
　najumi．この仕事が慰にできるか。～．
　できる。naraAT．できない。　saNdaree
　naraN．しなければならない。せねばなら
　ぬ。　saNdUN　？axee　naxaN。ともいう。
　naxaa．できれば。なるべく。　naraa？i－
　c購ee　masi．なるべく行った：方がいい。
　naraa？jaNkuru　kakee．なるべくおま
　え自身で書け。nayee．なるべくなら。
11a＝jUN⑪（宙＝x’aN，＝ヒi）（実が）なる。
　kun宝bunu～．オレンジがなる。
！］　a＝」　ll　“i①（自＝1’aN，＝ti）鳴る。　ka滋nu
　～．鐘が鳴る。
nak謎⑰（名）イ中。　naa1｛a（イ中）と岡じ。　～
　sjUN．仲裁する。仲をとりもつ。また，
　媒介する。
naka⑪（名）naaka（中）と岡じ。
nakaba⑨（名）なかば。中闘。半分。
．nakabasiru⑨（名）部屋の間を仕切る板の
　引き戸。板のふすま。
nakabi⑨（名）なかそら。中1空。中天。　ca－
　taN　mog．izaniga’？utagwi　？ueizag．　iba，
　～tゆutUiN’jududi　eicusa．〔北谷真牛
　ぎやねが　歌声打出せば　なかべ飛ぶ鳥も
　よどで聞きゆさ3北谷まうし（女歌手の
　名）が歌を歌い出せば，中空を飛ぶ鳥もと
　まって聞く。
皿akaei⑨（名）仲地。（（地》参照。
無akada⑪（名）仲田。《地》参照。
nakadae量⑰（名）eなこうど。結婚の仲立
　ちをして，結婚式の時niibiciNcu（その
　項参照）を務める人。㊤仲立ち。仲介。
nakadumai＠（名）仲泊。麗力参照。
獺ka9磁ee⑪（名）歴史時代。　nakaNkasi
　（中昔）ともいう。kamigudee（先史時代）
　に対していう◎
na aguru⑨（名）中ごろ。
nakagu廓ku⑪（名）中城。（（　MU　〉）参照。
n3kag頗k曲a「Ma㎜eeb頗⑥（名）〔中城
　はんた揃節］御鵬風（guziNhuu）の一つ。
n kaguu　O（名）〔中子］芯。中心部にある
　もの。植物の種子の部分。葉などの中に包
　みこまれた部分など。？Nmu益u　hwaja
　？Nbuci，　dal〈inu　hwaja　dakaci，　sutigi－
　banu　nakagu？umuimisjori．（童謡）い
　もの葉は蒸して，竹の葉は抱かせて，そて
　つの葉が包んだ芯のよ5に，心から思って
　下さい。
nakah鷲du⑨（名）仲程。《地））参照。
naka｝mU⑪（名）〔声風］激の形式の一つ。
　和歌と琉歌の混合した形式のもの。七・七・
　八・六の形をもつ。？imahuuともい5。こ
　とばも本土砂煙と沖縄方醤の混合である。
naka2iibi⑪（名）中指。
無ak繍？k・i⑨（名）仲介。．周旋。仲立ち。
一nakai（助）に。の中に。存在する揚断を表
　わす。sjui～？ataru　hanasi．首里にあっ
　た議。maa～N　neeN　kutu．どこにもない
　こと。？ama～？uminu　mii3UN．あっち
　に海が見える。？amanu　mici～，juurii－
　nLl？NzitootaNdisa．あの道におばけが
　出たということだ。
nakajasim圭⑪（名）中休み。仕事の途中で
　しばらく休むこと。
nakajukui⑨（名）nakaja錘miと感じ。
11ak日縦職a⑨（名）仲間。（（地））参照。
nakama⑨（名）名嘉間。（（地））参照。
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nakame¢．＠（名）茶の閲。居間。家の中央
　にあり，中庭に面している部面。遊郭では
　表の出入り口をい5。
11aka簾樋⑨（名）豚などのノ1、腸。食：物として
　の名。～11U￥iiMUN．料理名。豚の小腸
　を実にした吸いもの。
Rakan｝ug⑪（名）一合枡。正確には？ici－
　goonaka1箕uiという。
nakamuigwaa⑰（名）五勺枡。　gusjaaku－
　naka｝丑ui　ともし・う。
Rakaxnukasiev（名）中昔。　nakagudeeと
　もいう。？uhUNkasi（大昔。先史時代）に
　紺して，歴史時代をいう。
nakamuutuCl）（名）？uhumuutu（本家の
　先祖）に薄して，中ごろの先祖，すなわち
　分家の先祖をいう。
nakantsi⑪（名）仲函。（（地》参照。
nak鋤重臓⑨（名）中庭。中門の中にある庭。
皿akamoo三⑨（名）naakanooiと岡じ。
nakaN融kari⑪（名）仲村渠。（（　aj　））参照。
nakaNlmi＠（名）仲嶺。（（地））参照。
nakara⑨（名）なかば。半分。半量。燈。
　距離などについていう。nakaraa　neeN．
　半分は無い。
nakamam量eiem（名）中途。遵。事業などの
　なかば。rnicinakaraともい5。
nakaraNnaci⑪（名）無理に泣こうとする
　こと。子供が泣いておとなを牽制しようと
　する時などにい5。～du’jaru．無理に泣
　こうとしているんだよ。
nakarawataew（名）腹半分。腹半分食：べる
　こと。’watanakaraともいう。
nakasSma⑨（名）［中島コ那覇にあった遊郭
　の名。
nakatagee⑪（名）e中途半端。帯に短く，
　たすきに長いこと。㊤女が婚期を逸してい
　ること。
nakatii⑨（名）中の物。中手。大中小など
　三種ある場合の中のもの。
nakaga⑰（名）転座。穐D参照。
naka葬atu⑪（名）仲里。（（地））参照。
nakalici⑪（名）織機の器具の名。布を織る
　時，経糸を上下に分けてまん中に入れる
　もの。
nakaziN⑪（名）e中心。中央。まん中。
　面の中心。また，屋敷の揚合は前面の中
　央。◎果実の芯，身体の中心部など。
naka7．重ru⑨（名）三味線（saNsiN）の二の
　糸。中弦。
naka7．ui⑨（名）中剃り。男が髪を結ってい
　た時代，頭髪の中央部だけを剃ること。前
　額部にかげて剃る本土の月代（さかやき）と
　は形が異なる。
naka7．uni⑰（名）仲宗根。《地P参照。
nalceema⑰（名）仲栄間。（（　tw　＞＞参照。
nakeema⑨（名）仲井間。《鋤参照。
11akoo⑪（名）仲尾。（（地））参照。
nakoosi⑨（名）仲屡次。（〈地》参照。
nakugainihoo⑨（名）〔中頭方］沖縄の旧
　行政区画の名で，のちの中頭郡。
nakunaku①（名）泣く泣く。　tuzimiitu
　cutukuruni　kurasigata　naraN，　・vN
　tatU　mitUja，Wakati　hataraCai：・・［妻め
　いと一一所に　暮し露ならぬ　泣く泣くも二
　隼三矩や周て働きやり…（花売之縁）コ夫
　婦ひとところに生活できない。泣く泣く
　二，三年は劉れて｛動いて…。
nama⑪（名）なま。食物の煮たり煩iいたり
　してない状態。
nama①（名）e今。また，現在。現代。～一
　kaara．今から。～nu　Qeu・現代の人。◎い
　まに。もう。もうすぐ。やがて。～？U－
　tijUN　doo．いまに落ちるぞ。～cuusa・
　もうすぐ来るよ。
・・alllaeatl⑨（名）気の荒い者。向こう晃ず。
　無鉄砲者。
namaciO（名）気の荒いこと。向こう見ず。
　無鉄砲。　～na　muN．気の荒い者。
n．a・lllagiburujaN⑪　　（名）　 ［Ei璽㌔、露田島o
namadii⑪（副）いまだに。こんなに遅く
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　なっても。まだ。naguja，jaNbarunu
　？ieihatiga　’jajura，namadi　nagubuninu
　？atija　neraN．　・〔名護や出原の　行き果て
　がやゆら　なまで名護船の　あてやないら
　ぬ］名護は山原のはてであろ5かdこんな
　に遅くなっても，名護通いの船の便りもな
　い。～kUUN寧iga　caa　sjuga．まだ来ない
　が，どうするか。～nati　guburii　natop－
　N．こんなに遅くなって失礼しました。
namagata①（名）今しがた。ちょっと前。
　namasaciともいうo
namaguru⑨（名）今ごろ。
namag服rusi⑥（名）なま殺し。業殺し。
namakugasi⑨（名）kugasi（すりつぶし
　た米のかゆ）の煮ないもの。悪酔をさます
　のにょい。kugasiの項参照。
namam纏童⑲（名）なま水。
namamunusiri①（名）半可通。いいかげ
　んな物知り。
namamuN⑨（名）なまもの。煮たり焼いた
　りしてないもの。
・nama？Nmu⑨（名）なまのさつまいも。
na㎜araa⑨（名）namarimUNと岡じo
namari⑨（名）鉛。　sirukaniともいう。そ
　の項参照。
namari＝jUN⑨（fi　＝1－aNf＝ti）θなまる。
　刃の切れ味がにぶる。◎おどける。不まじ
　めになる。また，ず5ずうしくなる。
namarimuNi　＠（名）おどけ者。また，ず5
　ず5しい者。namaraaともいら。
namasac量④（名）いまさっき。いましがた。
　namaag■ataともいう。
namasa“T⑨（形）eなまである。煮えて（焼
　けて）いない。◎無神経である。然感覚で
　ある。また，ずうずうしい。
namasi⑲（名）料理名。なます。魚をなま
　のまま酔であえたもの。
namasibai⑨（名）あぶら汗。病気の時，
　苦しい時などに出る汗。
namasiraga⑪（名）生絹。すずし。練らな
　い生糸で織った布。薄くて，軽い。
nam tari＝juN⑪（自＝raN，＝ti）㊦なまけ
　る。O病気が長引く。病がなまける意。
namatarimuN⑨（名）なまけ者。
namatee⑨（名）おどけ者。
namauu⑨（名）芭蕉布の一・Pt。煮てない芭
　蕉から糸を抜いて織ったもので，白色。
namawareea）（名）薄笑い。嘲笑的ににや
　eこや笑5こと。
namazibUN①（名）今時分。今ごろ。
namazimu⑨（名）生き肝。殺したばかり
　の人畜の肝。
namagira①（名）（∋ず5ずうしい顔。厚：顔。
　恥知らずの顔。◎おどけた顔。
難ama錘raa⑪（名）㊦厚顔な者。ずうずう
　しい者。◎いつもおどけ顔をしている者。
　おどけ者。
nalnalix・imu“T①（名）nama4iraaと同じ。
na㎜azisi⑰（名）eなま肉。’なまの肉。◎
　無神経な入間。ずうずうしい入間。nama－
　zisjaaともL・う。
namazisjaa⑥（名）無神経な人賦。ず5ず
　うしい人間。
Ramee⑰（名）人の名前。人名。物の名は
　naaというo
nal■■i⑨（名）波。
nami①（名）並み。平凡。普通。～nu
　mUN．普通のもの。
namida⑨（名）〔文〕涙。目語はrtada。
namikazi⑪（名）θ波風。波風のあること。
　◎世羅の波風。
namimusi＠（名）namimuSjaaと局じ。
nami㎜usjaa⑨（名）なめくじ。　namimusi
　ともい5。
namiti①（名）平均して。一般に。総体に。
　概して。kunu　muranU　QCOO～，iiQCU
　，jaN．この村の人は概していい人だ。～nu
　kutu’jaN．一般的なことだ。
namuzaa①（名）道理のわからぬ者。わか
　 ずや。
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nana⑰　e（感）なな。ななつ。声を出して
　数える時だけい5。◎（接頭）なな。七。
　nanahwanl（七羽），捻a捻akeeN（七圖）
　など。
nanagien（名）ななつ。七。また，七歳。
　時刻の婚合は午前午後の4時。
nanagibusi⑪（名）七つ星。北斗七星。
nanahwh’u⑨（名）七尋。女物の着物一着
　分の長さ。女物の布～反：。
nanahwh’uNna”akarl⑪（名）七尋半。男物
　の着物一着分の長さ。男物の布一反。
nanajuhwii⑨　（名）識an砺uhwiibaka　の
　酪。
nanajuhwiiba”ka⑨（名）nanajuhwiiは
　七度身請けする意。親のため七度身を売
　り，七度身請けしたという伝説のある孝子
　の墓。その付近の地をnaneehwaという。
nanajumi⑨（名）七よみ。織機の箴（おさ）
　の種類の名。経糸560本を通す。またそれ
　で織った布。最も目が荒く，芭蕉布などの
　粗末な織物である。huduciの項参照。～tu
　hateN　kasi　kal〈iti　？ucoti，　satuga　？a一一
　ke4ubaniNsuju　sirani．　（hateeNの項
　参照）
nanakumu量⑨（名）1銭4厘。　ziN（銭）の
　項参照。
nanakmnuigu「NZUtl⑪（名）1銭5厘。　zi－
　N（銭）の項参照。
nananaNka⑰　（名）　sizuukunici　と同じ。
nanatai⑨（名）思入。普通はsiciniN　と
　い5。
nanawazaNev（名）非常ににがにがしい顔
　をすること。苦虫をかみつぶしたような顔
　をすること。
naneeN⑨（名）nanajumiと同じ。
nanibuN①（名）naNbUNと同じ。
nanlgasi⑪（名）なにがし。入の名がわから
　ないとき用いる語6？jaa担maanu～ga・
　おまえはどこの何という者か。
nanui’O（名）名乗り。士族以上の男子が成
　人してから，名乗る実名。農袋盛敏・比嘉
　春潮などの，盛敏・春潮は名乗りである。
　’warabinaa（童名）に対する。
難a猛磁gasira①（名）名乗りの頭に馬いる
　掌。氏によって一定していて，たとえば，
　尚氏・向氏は朝，毛氏は喜・栄・盛・宗・
　安・清，馬氏は維・良・正・爆，翁氏は忠・
　重・盛・可，など。なお，尚・向の両考は
　ともにsjoOと読まれるが，前者は王子以
　上の家柄に限られている。
nanu＝jtlN①（自　箒raN，＝ti）∈）名乗り（na－
　nui）を付ける。？jaaja　nanutoomi・おま
　えは名乗りを付けたか。◎〔文｝名乗る。
　 n ti？Nziree・名乗って出よ。
na＝nuN①（霞＝maN，＝di）e［文〕並ぶ。◎
　揃う。平均している。（同等なものが）並
　ぶ。nadOON．揃っている。　nada「u　cu－
　rasa・揃ってどれも美しい。
naN⑪（名）e難。災難。◎難。欠点。
naN一（接頭）僅r。　naNdu（何度），箆aNniN
　（何年）など。
naNbaN⑨（名）（）南蛮。◎naNbaNgaami
　の略。
naNbaNgaarni⑨（名）南蛮焼き。南洋から
　渡来した素焼きの甕。酒を入れると脈がよ
　くなるとい5ので重宝がられる。単にna－
　NbaNともいう。
naNbeeien（名）斜め。真正爾でないこと。
　また，傾いていることQ
na bee＝juN⑪（（de＝1’aN，＝ti）（≡）傾ける。
　斜面にする。◎斜めにする。真正諭に向か
　せない。
naNbician（名）聖職。
盤aNbuN①（名）なにぶん。　nanibUNとも
　いう。～nu　hwizi　cika寧ee．なにぶんの
　返事を聞かせろ。
naNgici⑨（名）こげ付き。こげて鍋などに
　付いたもの。
naNgic韮kag．a⑪（名）飯などのこげつくにお
　い。　こげくさいにおい。
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na“’deesli⑨（名）桑の実。おもに農民が使
　ら語。首墾ではkwaaginu　mUQkuu　と
　いうことが多い。
皿andu⑪（名）何度。幾度。
naNducxu（名）何時（なんじ）。時刻を尋
　ねるときに使5。一・
naNduruxnici⑪（名）すべりやすい遵。ぬ
　かるみになった道。
nal　clui’umuN⑨（名）すべっこいもの。す
　べりやすいもの。zinOO～．銭は類いやす
　いもの。
naMue’usaN⑰（形）すべっこい。なめらか
　、である。つるつるする。
naNduruu⑪（名）すべっこいもの。
naNka⑥（名）入が死んで七日冒ごとに行な
　う法事。なぬかごとの法事。月の第七5：お
　よび七瞬闘の意ではsiciniciという。ha－
　ginaNka（初七日）挿anaKka（ふた七臼），
　minaNka（み七日），’junaNka（よ七N），
　？igi丑aNka（いつ七日），　munaNl〈a（む七
　fl），　sizuukunidまたはnananaNka（四
　十九睡，なな七日）など。
naNkanusiku⑨（名）正月7霞の節供。若
　葉を雑炊に入れて祝う。
ntuxTku⑥（名）遊戯の名。短く折った箸など
　を手の中ににぎって差し出し，その数を当
　てさせるものQ何綴。
na浅kuru⑪（副）ひとりでに。自然に。～
　miijUN．薗然に生える。
naNkui’umii　Q＞　（名）　自生。　野生。　一mii
　〈Miij　LIN．
naNksvaa①（名）かぼちゃ。　caKkwaaと
　もいう。
nal’magi①（名）松並木。
naNnici　as（名）何巌。幾睡。月の第イ可貝の
　意で1ま？i（lkaとL・う。
naNniN⑪（名）何人。幾人。
na・NniN⑨（名）何年。幾隼。
naNnuukaA’「nuu⑰（名）何のかの。文句を
　いうこと。～勇UN。何のかのと言5。～一
　nu？uhusaN・何のかのと文句が多い。
naNsaN①（名）難崖。
naNs1N①（名）難船。
naNza⑨（名）銀。
naA’gatu⑲（名）並里。（（地））参照。
naNzaz圭iilwaa⑪（名）銀のかんざし。士族
　の女子が使う。
na“’zi⑰（名）難儀、苦労。’wakasaininu
　naNzee　l〈ootiN　QsL若い時の難儀は買っ
　てでもした方がよい。
naNziku”Nzi⑭（名）たくさんの難儀。多く
　の苦労。～nu？uhusaN・苦労が多い。～
　SjUN．
naza’zu⑪（副）たいして。それほど6～’iiL
　munoo？auraN。たいしていいものではな
　い。～dil〈ixaN．たいしてできないQ
naNZIIu①（名）いさかい。密着。もめごと。
　「難渋」に対応する。
na zuuhwiNzuu①（名）ごたごた。もめご
　と。～sjUN．ごたごたともめる。～nu
　？iQpee？aN・もめごとがたくさんある。
・naQ’kwee（助）などと。なんて。なんか。
　，UNcuu～？jaaga？ja「iimi．おじさんな
　どとおまえが心安く言えるか。’warabinu
　？Nzitooti　saki　numasitv，　soouusaN．
　子供のくせに酒を飲ませうなどとおこがま
　しい。’jakooi　tataN　sjooti　Qsa～Ndi？i－
　ci．役に立たないくせにやりましょうなど
　と欝って。
naQtUU⑨（名）料理名◎本土の納豆とは異
　なる。？Nmukasi（その項参照）をこねて
　煮たもの。砂糖・ごまなどを加えたものは
　saataanaQtuuという。
xxaraasi⑪（名）e教育。しつけ。’warabee
　～nu　mUN・子供はしつけがもっとも大
　切だ。o習慣。習性。
naraa＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）教える。習わ
　せる。mUnユ？三圭jOO～・ことば使L・を教
　える。karaasa（≧tOON．イ．教えられてい
　る。ロ．そそのかされている。入れ知恵さ
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　れている。
naraba⑥（副）〔：文〕できれば。なるべく。
　口語‘ま　　naraa。　くnajUN。
narabi①（名）並び。また，並んでいる隣。
　ga（旗oollu～・学校の隣。
narabi＝juN①（他＝raN，＝ti）並べる。
nara＝huN①（自＝h．　aN，＝di）並ぶ。列を作
　る。
nara＝juNew（他＝aN，＝ti）習う。学ぶ。教
　えを受ける。
narasi⑪（名）衣紋竿。衣紋竹。竿を横に渡
　し，何枚も着物を掛けるようにしたもの。
n盈ras墨⑪　（名）：平均。　tunami　ともいう。
na｝’asi①（名）薬凱無名指。　narasi？iib圭
　ともいう。
narasi’？iibi①（名）薬指。単にnarasiと
　もいう。
nara＝s．iuN⑪（他＝saN，　＝ei）e平らにする。
　ならす。◎ならす。平均する。tunami一一
　jUNともいう。naxaci　caQsaga．平均し
　ていくらか。
・・a・’a＝sS・・New（他＝saN，＝ci）粉にする。畷
　（ひ）く。ひき臼で粉に砕く。
nara＝SSuN①（他＝saN，・・ei）（楽器などを）
　鳴らす。
B211’ee⑰（名）習わし。習慣。？uraNdaanu
　～ja　guriija　saN，毛i掴u　nizi∫uru．西洋
　人の習わしは，お辞儀はしないで，手をに
　ぎる。「…のことであるので」という軽い
　意味にも堅いる。’jaNbarunu　nareja　？a－
　danibanu　musiru，　sikaba　？irimisjori
　sj　tl　iRU　sjunume．［山原のなれや　阿旦
　葉のむしろ　敷かば入りめしやうれ　首里
　の主の前］山原のこととて阿旦の葉のむし
　ろしかありませんが，敷いたらお入り下
　さい，躍如の旦那様。
一naree（加冠）習い。習うこと。練習。寧i－
　minaxee（学問），　mUNnaree（作法など
　を習うこと），？wiizinaree（泳ぎの練習）
　など。
nareja①（副）〔文〕なるべく。なるべくな
　らば。できることなら6環語はnaree。〈
　najuN．　？iQtaazooni　maeumi，　kazima－
　jani　macumi，　tv　kazimajaja　masija
　？arani．〔いった門に待ちゆめ　風回に待
　ちゆめ　ならいや風飼や　ましやあらねコ
　きみの家の門で待つか，㎎つ角で待つか。
　なるべくなら四つ角がよくはないか。
nariem（名）慣れ。習慣。　nareeともいう。
　～natOON．習慣となっている。
narihuzi⑨（名）〔文〕姿。みなり。容姿。
　satuja　tvnu　sigata　tuimigera，　’wamija
　si】kasakinu　　，iNdu　㌻μjurUg　〔里やなりふ
　じの　姿取りめしやいら　わみやしなさけ
　の縁ど取ゆる］あなたは容姿の美しいの
　をお取りになるでしょ弓が，わたしは情愛
　の深い縁を取ります。
narijuci⑨（名）［文〕なりゆき。いきさつ。
　てんまつ。
nar三＝juN⑪（自＝raN，”ti）∈）（入に）慣れ
　る。親密になる。なじむ。？三cigu　mama－
　tumuti　？ikatareN　sjapiga，　satuja　ei－
　mu　kawati“jusuni　nariti．［いちごまま
　ともて　い語らひもしゃすが　里や肝変て
　雄駈に馴れて］一生涯マ緒になると思って
　語らいもしたが，灘は心変わりして他の女
　と親しくなってしまった。◎（ものごとに）
　慣れる。習熟する。習慣となる。㊤（酒な
　どが）なれる。しっとりとしたよい味にな
　る。
narimuN⑪（名）割れ物。陶磁器の類。割
　れるという語を忌んで鳴り物といったもの
　か。ただし，楽器類の鳴り物はnaimuN
　という。
narimUNdo■ogu⑨（名）瀬戸物類。皿・茶
　碗などの道具。　　　　　　　　　　　tt
narisumi⑨（名）〔文］なれそめ。
narubiei⑨（副）なるべく。なるたけ。～
　kuujoo．なるべく来いよ。　narubicee，ii“’
　mUN　tujUN．なるたけいい物を取る。
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　ヒ　キnaruhuda⑥（副）〔文〕なるほど。口語で
　は’Ncaとい5。’；．
nasaga＝sjuN①（他‘saNe＝ci）陰口を言う。
nasak蓋⑪（名）θ〔文〕情。あわれむ心。～
　？ati　kakusi　nubinu　haltasi＄ici、　taiga
　tamanuunu？us艶a？araba．［情あて
　かくせ　野辺の花薄　二人が玉の緒の
　惜しさあらば］情をもって隠してくれ，野
　辺のすすきよ，ふたりの命を惜しいと思う
　なら。◎愛のしるし。男女闘の贈り物。
　hUUN～N’iitee’uraN．何も愛の贈り
　物をもらってはいない。
nasi2aga＝ju”N⑪（他＝raN，＝ti）生みあげ
　るの意。子を何入か生んでのち，生まなく
　なる。また，（鶏が）卵を生：まなくなる。
nasigwa⑪（名）生みの子。生んだ子。愛
　児。？amori　sici，wamija，juminuma－
　du，ja墨iga，tageni　narisumiti～，wane
　hutai・［天降してわ身や　夢の闘どやす
　が　互になれ染めて　なし子わない二丁
　（銘苅子）］天から降りて来て，わたしは夢
　のように過ごしたが，その間に男と愛し
　合って生んだ子がわたしにはふたりある。
nasiha“’zoo⑨（名）出産。単にhaNzooと
　もいう。～sjUN．出産する。
na＄ikwi”rugi＠（名）子孫をふやすこと。
　繁殖。
na畢｛＝ju“T⑨（他traN，＝ti）なする。なす
　りつける。塗りつける。？aNda～。油を
　なすりつける。
nas量mee⑪（名）お産の前。産前。
nasilnii◎（名）里方。　kusjatikata（嫁入
　り先）に対していう。～nu　kutu　sjUN．
　里方への補助をする。
nasimutNnuQkwa　O（名）生みの子。
聡a§｛ree篇3uN①（他＝raN，＝ti）かんべんす
　る。おだやかに許してやる。宥恕する。ま
　れな語。
nasisu”dati⑨（名）生み育てること。
nasi？uja⑨（名）生みの親。
nasi？utu＝s．iu「N＠（他＝：aN，：ci）生み落と
　す。
nasi多ici⑨（名）屡み月。臨月。
na　・sjuN⑨（他＝saN，＝ci）e（ある状態に）
　する。なす。Qkwa　Qcunu’Nza～・子
　を人の召使にする。？ariga　tuzi～．彼
　の妻にする。curaku～．美しくする。
　◎移す。移動させる。　審せる。kuma－
　Nkai　naeee・こっちに揚間を移せよ。
na＝sjuN⑪（イ也＝saN，＝ci）生む。（～kwa～．
　子を生む。nacaru？ujaj我ka　sudatinu
　？uja．生みの親よりも育ての親。　nasi－
　MijUN．生ませる。
nauri①（名）こ文〕名折れ。　tic沁i　kubi
　magiti　koosaNju　geiraba　businu　minu
　～…〔敵に首懸げて降参よすらば武士
　の身の名折…（忠臣身替）〕敵に首を曲げて
　降参をすれば，武士の身の名折れ…。
nawaasjaN①＊（形）似合わしい。似つかわ
　しい。ふさわしい。nawatOON（くnawa－
　jUN）を多く用いる。　nawaasikoo　neeN。
　似つかわしくない。nawaasii　mUN．似
　つかわしいもの。
nawai①＊（名）似合い。似合らこと。つり
　合うこと。～nu，winagOO，uraNga’jaa・
　似合いの女はいないかなあv
賑awa噂UN①＊（自＝raN，；の似合ら。つり
　合5。ちょうどよい。ciNnu，jUU　nawa－
　tOON．1着1吻がよく似合っている。　tusihu－
　dunu～．年ごろである。　takihudunu
　nawatOON・背たけがちょらどよい。，juu
　nawatooru　miituNda．似合いの夫婦。
naz．asi①（名）名ざし。指名。
nagatu⑨（名）名里。（（地））参照。
nagiki①（名）そぶlv。ふり。　migi鼠毛1sja－
　ja　na多iki　tawahuridu’jajuru．こ胴欲
　しややなづけ　たはふれどやゆる（手水之
　縁刀水が欲しいのはそぶりだけで，たわ
　むれであろう。學ikaN～Qsl．＊好かぬふ
　りをして。
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一・獅＝H・ikii　’（接尾）…するふり。’juηa振3参k置
　（読むふり），　？aQci聡a多ikii　Qsi　kuma
　’NNcoo七aN・（歩くふりをしてとつちを見
　ていた）など。
nazi㎜a⑰（名）名目だけの領地』名のみ
　あって実在しない領地。～’ug諭UN．名
　前だけの領地をいただく。沖縄ほ土地が狭
　いために有名無実の論功行賞として与えら
　れることがあった。
nazinntaew（名）なぎなた。
nazinatasaba◎（名）はきくずレて長くの
　びた草履。
nee⑨（名）地震。～nu’ju5UN・…地慶が起
　きる。
nee⑨（名）苗。
nee①（名）似合い。似合うこと。：ふさわし
　いこと。つりあ5こと。niee，　hiie（1とも
　いう。’iinee’jaga．よい似合いだ。
一nee（助）（…する）ように。（…した）ごと
　く。比喩の揚合に用いる。hwiNsuumu－
　Nnu　taka，圭廷aN～．貧乏者が鷹をもらっ
　たように。’jUUMi4i　9・ikajuN－st　ziN　gi－
　kajUN．湯水を使うように銭を使う。RU－
　UzinU　ta＠CooN～Qsi　CUrasataN．虹が
　立ったよ5にきれいだった。
nee瞳①（名）まね。動作・表情などのまね。
　すなわち，外面的なまねごとをいう。一方，
　maniは模倣して見習うこと。…saaytmu
　Qcunu～sjUN・猿が入まねをする。
neebuN⑨（名）内分。内内。公にしないこ
　と。～nu　hanεしsi．内分の話。
neeci・ien（名）着物のあげ。縫いあげ。
neeguu①（名）［文］内通。？iru？iruni？i－
　imawaei　rakueakuju　simiti，　l　huniinu
　kajuwasini～3U　siYijll．〔色色に言ひま
　わち　落着よしめて　文の通はしに　内通
　よすれよ（忠臣身替）］いろいろ：に書い抜
　けて敵を安心させ，手紙で内通してくれ。
neegaa⑪（名）neeguuの卑称。　hee耳aaと
　もいう。
neegau⑨（名）足の働きが不盧由な屯㊧。
びっこ。ちんば。guunaaともいう。．＜
　捻eeZUNo
nee＝juN⑪（自可aN，＝ti）萎える。（草太な
　どが）しおれる。しなびる。活力がなく
　なる。tiidamu～・旦ざしが弱る。
凱ee＝舞N①（他＝raN，＝ti）差し出す。前に
　出す。突き出す。siba～・雷を出す。　tii
　～・手を差し出す。鱒？NzasjUN・（手を
　出す）はけんかになる意。ziN～・金を差
　し出す。
Reeka⑪（名）（∋今晩。今夜。きょ5来るべ
　き晩をいう。すなわ、1．朝・昼に今晩につい
　ていう語。～nu’juruともいう。夜之今
　晩のことをいう時には単にcuu（きょう）
　を用いる。◎死後。死んだあと。～Qsi
　1｛wijuru　QeuN　’uraN．　rk　ft　eik　一v　nati
　？atu　Qsi　kwijuru　QCUN　neeraN。とも
　に，死んだあとを見てくれる人もいない。
neemai①（名）せがむこと。（子供が）ねだ
　ること。
neemi⑨（名）縫い目。
neenee⑨（名）内内。ひそかに。～？iCUN．
　ひそかに行く。～nu　hanasi・内内の話。
neeN⑪（自。不規則）e無い。？aN（ある）
　の打ち消し。neeraNともいら。neejabiL
　raN．ありません。～nasjUN・無くする。
　～najUN．無くなる。～’jaa．無いねえ。
　～ga’jaa．無いかなあ。～ga？ara・無i
　いだろうか。heenUN？a　ra　AT・無くもな
　N・。’judee～．読んでない（j磁eeN一読
　んである一丁の打ち消し）。ciNnu　ciijoonu
　～，hwiciciikaacii　Qsi．着物の着かたが
　なってない，あっちこっち引きつって。
　nesami．［ないさめ］〔文〕ないだろう。
　◎…してしまった。kadi～・食べてし
　まった。，judi～．読んでしまった。　nu－
utUNganaasi　baQpe．eti．～mUN．何と
　なしに闘違えてしまったんだもの。
鍛eeraN⑰（自・不規則）neeNと岡じ。
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neeraNmuN⑭（名）無いものと思ってし
　まっておく物。金など，あると思うと使っ
　てしま5ので，無いことにして，大事にとつ
　ておくこと。　　　　　　　　　　　　卜
踵ees沁u⑪（名）内証。内密。
neesjuubanasi⑪（名）内証話。
neetukeetu①（名）似合い。似たり憲つた
　り。同じ程度。甲乙なし。多くは，程度が
　低し、場合eこし、　5　。　　～nu　111ii七11Nda．　　似合
　いの央嬬。dUNnasaa～。愚鈍さはどっ
　ちもどっちだ。
neezaa（①（名）neegaaとf司じ：。
nee＝ZUN⑪　（自　縁gaN，無zi）　「饗蓬ぐ」　に対応
　する。足が不自由で歩行できない。
一ni（助）eに。　najUN（なる），　nasju｝iCI
　（する）などを用いて「…になる」r…にす
　る」などの意を表わす揚合には，ふつう助
　詞を比いない。siNS1i澱aibusjaN。（先生
　になりたい），ta，1’uu　hwiitai　nasjUN・
　（太郎を兵隊にする）など。また「に」に
　栩当する助詞には，ほかに，一Nkai，一na－
　kai，一・1（ai，一nai，一ga（それぞれの項参照）
　などがあるので一niの用いられることは比
　較的少ない。kuruma撮nusijuN．．車にの
　せる。？ujani　kanasja　sarijUN．親にか
　わいがられる。’ja（≧ciini　nuraaQtaN・1こ
　いさんに叱られた。ciini　kanajuN・気に
　入る。心にかなう。？umaNeuni　hurijuN・
　入びとに知らせる。　tusibeenee　’uuziraN・
　年に（は）似合わない。◎…するときに。…
　した二合に。一ja（は）が・付いて一neeとな
　ると「…する時には」「…したらjr…する
　と」などの意となる。ふつ5活用する語
　の「連用形あまたは「連用形」にさらにi
　を加えた形につく。kaNsiini　111ani＊？a－
　riga　？aNsju學ee　caa」　sjuga．　こ　うやった
　時にもし彼がああやったらどうするか。
　ciciinee．聞いた時には。聞いたら。　eil《a－
　Ndainee．聞かなかった場合には。聞かな
　かったら。？ainidu　l｛ubameesjuru．ある
　時にこそ節約する。？agikookoo　s500ini
　ka孤ge．熱い5ちに食べろ。
nibaNdui⑪（名）二番鶏。一一番鶏についで
　鳴く鶏。
！iihu？tu’ma・i⑨（名）遅生まれ。　hwee？N－
　mariの対。ただし，11～12　Rごろに生ま
　れたことをいう。
Ribu？UQtaci⑨（名）遅く幽発すること。次
　の句でいう。～nu　hweeriQsiN・イ．お
　そく出発して早く成功すること。才ある者
　は遅くやり出しても早く立身すること。
　ロ．女の揚合には，縁談が遅く始まってす
　ぐまとまるのをいう。鍾QSINは女につい’
　ては結婚の意。
一niei（接膠）日　（にち）。日数・田付けを表
　わす。？iciniei（一一　E），　saNniei（みつか）
　など。
nig韮⑨（名）熱。熱気。また，体熱。～nu
　？aN．（病気で）熱がある。　hwiinu～．太
　陽の熱（hwiimmigiは火熱）。　niqee？ami．
　イ．熱はあるか。　ロ．（二手を揮乱して）
　生きているのか。気はたしかか。kamanu
　subaa～nu　hwaahwaa　sjUN．かまど
　のそばは熱気がかっかとしている◎
nigisa㎜as｛（①＊（名）［新？〕熱さまし。角撃熱薬。
xxiciziN．⑪（名）li限。期m。
nid獄⑥　　（名）　　二度。　　再度o
nldumii⑨（名）二度目。
niee①（名）似合い。　niiee，　neeともい5。
　tuseedu～ju’」我riba．〔隼やいど似合よ
　やれば（孝行之巻）］年ごろが似合いであ
　るから。この土合，nijaiとも発音する。
niga＝juN（①　　（他　　＝aN，　＝ti）　　願　5　。
nigajuu⑨　　（名）　　〔文〕　　凶年。
nig ih孟①（名）一一都落（旧行政区画の村）
の神官である女。数部落の神宮であるnu－
　uru（のろ）の下，一門の神官であるkudi
　の上。nigamiのいる家をniidukuruま
　たはniijaという。
nigaNgamia／（名）まずそ5に食：べること。
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　・v　sjuN・
nigaNhwiga「N①（副）まずそうに食べるさ
　ま。niiguhwiigUともV・5。～sjUN．
nigau①（名）寝顔。　niNzigauともい5。
nigee⑪（名）願い。願望。～du脚ewee．
　願っていれば，それがかなえられて幸いと
　なる。
鰍igeeg樋H⑨（名）願いごと。
nigeeka「蹴ee⑨（名）強い願い。強く願うこ
　と。nigeeの意味を強めた語。～s5UN・
　強く願5。
孤童goo⑨（名）工合。　niNgooともいう。
n董gurumaO（名）niigurumaと同じ。
nlgtttu①（名）寝ごと。？umul〈utudu～．
　患うことが寝ごとに出るものだ。
niguuniguu①（副）ゆっくり落ち着いてす
　るさま。食：べる場合に多くいう。ゆったり。
　～sjOON・ゆったりとしている。
nigwag．i⑨（名）　2月。　niNgwagi　ともい
　う。
nihaciguruG）（名）〔文〕二入のころ。男女
　十六歳のもっとも花やかなころ。
nih．laaku⑪（名）銭200文。4厘。　ziNの
　項参照。
nihoomuei⑪（名）〔＝二方持］領地と扶持米
　とを持つ者。？iQpoomuci［一方持］（扶持
　米のみあって，領土は名鼠のみの者）の
　対。
nihwa⑨（名）饒波。　nuhwa，　nuuhwaと
　もいう。《地》参照。
nihwee①（名）〔御拝・美拝］ありがたく思
　うこと。感謝すること。古風な発音では
　mihwee。～doo．どうもありがとう。～
　deebiru．ありがと5ございます。目下に
　頬してはkahuusiとい5。平民は身分の
　上の者に紺してsiduugahuu　deebiruと
　いう。～？jUN．お礼をい5。
熟戴⑥（名）（）綴。草太の根。◎病根。また，
　はれものの堅くなっている部分。～cira－
　sjUN・根治する。㊧怒り・恨みなどの心
　の底に残っているもの。N・muQCooN．　・p根
　にもつている。
nii⑨（名）荷。荷物。また，負握。～？uusレ
　jUN．（牛馬に）葎を負わせる。tabee？ira－
　na4ikaN～najUN．旅は鎌の柄（のよう
　に軽いもの）でも荷になる。
nii⑨（名）そば。近所。近く。？ujanu～．
　親のぞぱ。g’aQkoonu～・学校の近く。
11ii⑪（名）子（ね）。十二支の第一一・一。方角は
　北，時刻は午前零時。…
鷺最⑪（名）二。普通はtaagiとい5。
nii①（名）億。値段。～S3UN．値段を付
　ける。
nii①（名）音（ね）。　saNsiNnn～。王味線
　の音。
nii2ag⑩（名）二上がり。三味線（saNsiN）
　で，二の糸を本調子より一段高くした調
　子。干瀬踏（hwisib“si），子持節（Qkwa－
　niucibusi），仲風（nakahuu．），述｛裏（sj　！1　一一
　Qkwee），眉山（saNjamaa）など哀調を
　おびた節に多い。祝宴の席では，はじめに
　末調子の賀歌を歌い，宴が進むに及んで二
上がり 歌が奏せられる。単に？agiとも
　い弓。
niibaiew（名）e草木の根が張ること。根張
　り。◎瘡・腫れ物などの周囲が堅くなるこ
　と。
niibi＠（名）赤くざらざらした堅い土質。
　堅いのでniibibakaという形式の墓が掘
　られる。
nlibi”baka⑨（名）墓の形式の一つ。　nBbi
　（堅い赤土の層）に掘って作った墓。沖縄
　の墓はすべて横穴式であり，身分の高い家
　では，岩に掘るかまたは石を積み，しっくい
　を塗って固め，亀甲式または破風式に作
　る。しかし，それには多額の費用を要する
　ので，一般人はniibi・に穴を掘って作る。
nii娩ci⑥（名）e結婚の行事。結婚式。婚
　礼。丁寧には？unibici，身分のある人の
　婚礼はkuNrii，王子・王女などのそれは
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　gukUNriiという。◎結婚o
niibiciN¢u⑪（名）婚礼の時，花嫁を迎えに
　行き，また式の進行などをする世話役。女
　二入が当たる。nakadaciともいう。
niibici“aa⑨（名）婚礼の日，花婿の友入な
　どを招いて宴会を行なう宴会揚。
niibinuhumi⑨（名）瓢ibi（堅い赤土）の
　特に岩のよ5に堅いもの。
niibiru⑨＊（名）植物名。のびる。ねびる。
　ねぎに似た小さな野草で，食：馬となる。
撮ib秘⑨（名）ひしゃく。
職薮bug綴⑨（名）井戸の一種。水位の高い，
　または浅い二戸。ひしゃく（niibu）で汲
　めるような井戸（kaa）。
niibui①（名）眠気がさすこと。～sju“r．
　眠気がさす。眠たがる。
n舳uiga”mar①（名）子供が眠たがって泣
　くこと。
niibuikaa、bui①⑨（副）しきりに眠気がさ
　すさま。～S沁N・とても旧そうにする。
niibuiinii①⑨（名）眠そうな眼。
皿iibuimusi⑪（名）寝坊。眠ってばかりい
　る者のあだ名。
niibujaa⑪①（名）しょっちゅう眠たがる
　者。寝坊。
niibutaa⑨（名）根太。腫れ物の一種で脂
　肪分の多い箇所にできるもの。　niibutu
　ともい5。
niibutu⑨（名）n賛bu七駄aと匿；じo
niici①（名）寝患。
niiciri＝juNev（自＝raN，・’ti）全治する。根
　治する。すっかり直おる。
niidakasaN⑰（形）僖段が高、・。高踏であ
　る。？icaNdamunoo～．、ただの物は（お
　返しなどで）かえって高くつく。
niidukuru⑪（名）村の神賞の家。　niijaと
　も1，・　e5。根どころの意。一部落（旧行政区
　画の村）に一軒ずつあり，その部落でもつ
　とも有力な一族の本家にあるのが普通。
　nigami（神’霞たる女）と，　niiNCU（そこ
　の男主人）とがいる。
nliee①（名）似合い。つりあし・。　niee，　nee
　ともい5。
niiguhwiiguan（副）まずそうに食べるさ
　ま。nigaNhwigaNともい5。～sjUN・
盃口口⑨（名）根っこ。根株。
niiguruma⑪（名）荷車。　nigurumaとも
　いう。
niihuda⑨（名）葎礼。出荷証。板に書かれ
　る。
n量ihUQkwaa①（名）無愛想な者。いつも顔
　をふくらませている者。女について多くい
　う。
nii2isi⑪（名）土台石。家屋の土台石。
niijii⑰（名）niidukuruと岡じ。
n鱒aQkee⑪（名）荷厄介。負担をもてあま
　すこと。～na　muN．荷厄介なもの。～
　sJUN．荷厄介である。
nii＝juN⑨（他＝raN，＝ti）㊦練る。？Nmunii
　～・いも練り（料理名）を練る。◎転じて，
　なぐる。？unihjaa　niiti　turasee．その野
　郎，なぐってやれ。nama　niirarijuN
　doo．いまになぐられるぞ。いまになぐる
　ぞ。
nii＝juN①（自：raN，＝ti）煮える。
niikara⑨（名）根っから。全く。絶対。～
　naraNdi？jUN．絶対にできないという。
　～nu　hu鍼mUN．全くの馬鹿。
醜殖kee⑪　（名）　二階Q
nilkeebasi＠（名）二階に上る階段。はしご
　だん。
niikeejaa⑪（名）二階星。二階建ての家屋。
niikuta①（副）煮えてくたくたになるさま。
　～natoON．くたくたに煮えている。
niimaa｝taaev（名）背が低く横に太った者。
　ずんぐりした体つきの者。
niimasi①（名）似てはいるが，まさってい
　ること。？anu，winaguwarabee？ujatu
　～’jaN・あの女の子は親に似てしかも親
　よりもきれいだ。
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niimicici’mi⑪（副）根掘り葉掘り聞くさ
　ま。～sjUN．
niimutu⑨（名）根元。
無iina曇⑨（名）もとなり。瓜などが，根の
　近くに実を結ぶこと。また，その実。
　simunai，　suura箆ai（ららなり）の対。
面畷⑨（名）ねんね。寝ることの小児語。
niinuhana⑪（名）行商の環あけ。普通の商
　晶の1コあけはmiigueiとい5。
niinuhwa⑪（名）子（ね）の方角’。北。～nu
　mihusi！　域ヒ極星。
niinuzi①（名）肉を煮つめてとった汁。肉
　からとったスープ。煮叛きの意。
niiNcu⑨（名）niidukuru（村の神官の家）
　の男主人。
鶏iMkwデir圭④（名）恥じていたたまれない
　こと。～nu　nユiiNkai？iQci．恥ずかしく
　てたまらないよ5な目に会って。
nii§akweesa⑥（名）遅速。早い遅い。
niisanumaasanuen（名）まずいのうまいの。
　食べ物の不平をいうこと。～nu？uhusaN．
　食べ物の不平が多い。～sjUN・
niisaN＠（形）遅い。のろい。速度がのろ
　い。時間が遅い意駿では，？urbisaNと・も
　いう。また，niNkuの項参照。
niisaN⑪（形）まずい。食べ物がおいしくな
　い◎
nii＄ee⑨（名）二才の意。青年。～～．隼長
　者が青年1を冷笑し，あるいはたしなめる時
　のことば。
n恥eeu感ui⑰　（名）〔二才躍］tabikuduci
　［旅口説］に合わせて踊る舞踊の名。
niiSisi⑪（名）根元。付け根。～kara？usi－
　ciree．根元から切ってしまえ。
轍喚iz婦UN①（自＝raN，”ti）煮え過ぎる。
niisuuraem（名）根とこずえ。
niitasaN＠（形）恨めしい。恨みに思5。
　niitasa　s西N．恨む。
皿量圭2uusaa⑥（名）荷馬。駄罵。
niiuu⑨（名）芭蕉布の一種。芭蕉を煮てか
　ら抜いた糸で織ったもの。黄色味を欝びて
　いる。
niiwaearee⑰（名）荷厄介。荷物にわずら
　わされること。
niiwaNdee⑪（名）荷物にわずらわされるこ
　と。；荷造りが悪く持ちにくN・とか，重過ぎ
　るとか，運搬中の困難をい5◎
niiyamuNew（名）まずい物。おいしくない
　物。
最多菱＝eUN⑪（自＝kaN，＝ci）根付く。移植
　した草木に根が付いて育つ。
撮i興kui⑪（名）荷造り。梱包。
一nija（接屡）〔文〕〔仁屋］mjaaの文語。
nijoobutuki⑪（名）nioobutul｛iと同じ。
ni＝jUN①（他＝raN，＝ci）煮る。飯をたく，
　いもをふかすなどの場合にもnijUNを用
　いる。？ubUN～．御飯をたく。？NMu
　～・さつまいもをふかす。
ni＝juN①（自＝raN，＝ci）似る。　？ariNka2
　nicooN．彼に似ている。　taani　nicooga・
　誰に似ているか。taa七u　nicooga．とも）、・
　う。
nlkaa①（名）にかわ。
niku⑪　（名）肉。人体の鯖肉をも，食肉
　（sisi）をもい5。
nikubuku⑪（名）藁縄で編んだむしろ。農
　家で争いる。
nik礒羅盤“頁⑨　（他＝maN，　：di）　憎む。　miQ－
　kwasa　sjUNともいうQ
nikuN⑨（名）にきび。
n棚田saN⑨（形）〔文〕憎い。口語ではmi一・
　qkwasaNと一L・う。nikwii’eeziga？aku－
　3uk唾a’jamaN．こにくい入重瀬が　悪欲
　ややまぬ（忠臣身替）］憎い八重瀬の悪欲
　はやまず。
nikwaNmagi⑨（名）髪結いの料金の名。料
　金が2貫（4銭）で，青元結いを用いた。
　katakasirajuujaaの項参照。
nimugi⑨（名）荷物。
ninil　gwii⑨（名）寝相の悪いこと。寝てい
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　て転げまわることQniNniNgwiiともい
　う。～sjUN．
niNen（名）念。気をつける気持ち。熱心な
　気持ち。～？irijUN．念を入れる。～nu
　neeN．念がない。熱心でない。
一niN（接尾）入。人数を数える時の接尾辞。
　rukuniN（六人），　siciniN（七人）など。
一niN（接尾）隼。　gun譲（五年），　ZUU癬N
　（十年）など。
nil　bUcaaas（名）念仏宗のこじき。鉦たた
　き。i葬式に鉦をたたき，また那覇の垣花
　（kacinuhana）あたりではお経を読むこと
　もあった。会葬者はその鉦の音によって尋
　ねて行くことができる。
niNbueaas量「idu⑨（名）乞食の頭霞。
niNbugi＠（名）niNbucaaのやや豊艶な
　語。普通はniNbueaaといら。その項参
　照。
niNbugigani⑪（名）niNbucaaのたたく鉦。
niPtbutukii＠（名）植物名。すべりひゆ。随
　駈に自生する雑草である。
n量Nci⑪（名）年忌。法事の郊忌。　sluukOO
　の項参照。niNcee？igimadi　pidooga
　’jaa・法事の年忌はいつまですんでいるか。
ni認ee⑪（名）隼代。
niNgaki⑨（名）志。志田。？isja　naj　uru
　～，jaN．医者になるよう志しているQ
niNgaki＝jUN⑨（他＝raN，＝ti）心がけるQ
　念頭におく。志す。
niNganiNZUim①（名）年：がら年中。
niNgoo⑨（名）二合。　nigooともいう。
nil　guru①（名）導入。いろ。情婦または情
　夫。
niNgwagl⑥（名）二月。nigwagiともいう。
R藍NgwaN①（名）念願。神仏に鰐する願い。
　？umigwa　tuimudtiSU～nu？aもu嫉。〔思
　子取戻す　念願のあとて（大川敵討）コ若君
　を取りもどす念願があって。
niNhw誕ri⑪（名）年を経ていること。年数を
　経た動物や一箇所に長くいて事情によく通
　じている者などについていう。
爵N2ir韮⑲（名）念入り。念を入れること。ま
　た，熱心なこと。
二丁Nku⑲（副）のろく。遅く。速痩について
　いう。niikuともい5。　niik：u〈niisaN。
　時閥についてはniQkaとい’5。
niNmee⑨（名）二枚。　nimeeとはいわな
　い。
nlNmeenaabien（名）鍋の一種。鍋（naa－
　bi）の項参照。
n韮N皿uee⑪（名）年に一回開く組織のmuee
　（無尽講）。
細口N夏期⑨（名）年：年。隼年歳歳。
niNniNgusa＠（名）櫨物名。ねむりぐさ。
　おじぎそう。
niNniNgwii⑪＊（名）niniNgwiiと岡じ：。
niNnukwaa⑪（名）念の入れすぎ。念が入
　りすぎること。また，思い過ごし。～du
　’jaru・念が入りすぎている。
niNpu⑪（名）年賦。　niNziriともいう。
n演pu①（名）人夫。
niNriei⑨（名）念力。精神力。思い込むこ
　とによって出る力。
niNsii⑨（名）白浜。年の暮れ。
niNsi＝juN①（弛＝raN，＝ti）θ寝つかせる。
　眠らせる。寝かせる。◎横に倒す。（立石
　などを）寝かせる。
niNsja⑪①（名）〔念者］念を入れる人。熱
　心な人。
niNS．oo①（名）入相。
niNs：iku①（名）人足。入夫。
niNsuu＠（名）年数。
niNtahuunaa⑪（名）寝たふり。たぬき寝
　入り。～du’jaru．たぬき寝入りだ。～
　SjUN．
niNtuu⑪（名）年頭。年始。～nu，ugami．
　年頭に一年中の無事息災を神社仏閣に祈願
　して籔ること。
niNtuumaai①（名）年始回り。
niNzaa？wlizien（名）背泳。　maahwanacaa一
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　？wiiziともい5。
nlNzi①（名）念じ。儒仰。信仰心。普通は
　guniNzi　という。　～nu　？arU　Qcoo　ka－
　wat．00N・六府のある人は偉い。
niNzibusjaN①（形）眠い。眠たい。また，
　寝たい。
ni“’zibusuku①（名）寝不足。睡眠不足。
niNzicigee①（名）niNzicizeeと岡じ。
niNzicizee①（名〉寝違え。睡眠中に筋を違
　えること。niNzieigeeともい5。
niA’zigau①（名）寝顔。　nigauともいう。
niNzigukuci①（名）寝ごこち。
niNzigu！iasiG）（名）ふて寝。ふてくさって
　寝ること。
煎Nz掩ag董①（名）床ずれ。長く病床にあっ
　て肩や腰などがすれて痛むこと。
niiNzihana①（名）寝入りばな。
niNzihuri＝jUN①（自＝raN，＝ti）寝忘れる。
　寝てしまって時を忘れる。
niNzijal＝ZttN①（自＝daN，”ti）寝そびれ
　る。寝そこな5。
nil　zi＝juN①（他＝raN，＝ti）念ずる。心に
　祈る。信心する。信澄する。
niN多韮kee⑪　（名）気がかり。　心配。　懸念。
　？uhwiN～ja　neeN・少しも懸念はない。
錘Nz量k疑gee①（名）寝返り。
niNz量㎜unugatai①（名）寝物語。夜，寝な
　がら話し合うこと。
niNziN⑪（名）人閻。？atara～ni？Nma－
　rijai　’usiga　rakurakutu　kLirasu　hwi－
　manu　neraN・［あたら人間に　生れやい
　居すが　楽々と暮らす　暇のないらぬ］あ
　たら人間に生まれていながら，安楽に暮ら
　す暇がない。
niNziNsaNsici⑨（名）植物名。三七草。下
　剤・通経・消毒などに効く薬草。
niNz蓋ri⑨（名）年切り。隼ぎめ。年：季。ま
　た隼賦。奉公などの小々。また，代金・身
　代金などを，年数をきめて払5こと。
　～Qsi　kootaN．三跡で買った。
niNzizama①（名）寝ざま。寝相。　nigama
　ともい5。
niNzooas（名）∈）人形。　hutul《iiともい5。
　また，入形のよらにかわいらしい者。O無
　表情な美人にもいう。
niNzooCl）（名）人情。
n賊典⑪（名）e人数。◎（…の）一団。
　…のグループ。また，その構成員。団賃。
　複合語には，’uduiniN7yu（踊りの一一wr），
　もa．bin譲多U（旅の一団），，5aa霜N多U（家
　族）など。
niN？u2aratami⑪（名）人員調査。人数調
　べ。豪た，点呼。　・
niN＝zuN①（霞　＝〔laLN，　稀もi）眠る。寝る。睡
　眠する意にも就床する意にも用いる。ni－
　Ntai「～uldtai．寝たり起きたり。　niNdl．
　おやすみ。寝るN下へのあいさつ。E上に
　対しては　？weesimiseebiri．という。
nlNzull①（名）年中。一西中。～11u　siduu－
　gahuu・年末に神桂仏閤を圏り，一年中
　のお礼をする祭り。～nu，ugamiともい
　う。
厭oob穏搬k茎⑨（名）仁王。一対の仁王の一
　方を女に見たてて，一一対の仁王を俗に，
　～makaabutukiとL・う。　nioO（男）も
　ma！〈aa（女）も，ともに平民に多い名。
Ilioo＝jllN①（自＝raN，；ti）似合う。　つり
　あう。ふさわしくなるQ多く，いい意味に
　い5。着物が似合5意では多く？ugijUN
　という。niootooru　m蹴u．似合いの夫婦。
niQC三⑪（名）臼詑。
n韮Q磁⑪（名）植物名。肉桂（にっけい）。
niQcirikeeコciri⑨（副）ゆっくりゆっくりQ
　のろのろ。～？aQCUN．のろのろ歩く。
n韮Qka①（副）遅く。時間についていう。速：
　度にはniil〈u，　niNkuとN・う。～najUN．
　遅くなる。
職韮QsjHku⑪（名）Ei蝕。
niraikainai⑪（名）〔文〕9：iraikanai　と臓夏
　じ。
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nk’eeka「nee⑨　（名）gireekanee　と岡じ二。
niri⑨（名）食物の中にまじっている砂な・
　ど。
nirigasagasa⑰（副）niri（食物の中にま
　じつた砂など）が蜘にあたって発する音の
　さま。～s趣N。食物に砂などがまじって
　じゃりじゃりする。
n量r遍uN③（自mraN，＝七i）飽きる。（人・
　仕事。食物などが）いやになる。
痴r掘猟⑰（名）下駄・草履などの鼻緒の一
　種。竹の皮，葦などをよって作ったもの。
　貴族はkaau競（皮の鼻緒）を用い，士族
　は，娘以外はkaauuは許されず，　niriuu
　を用いた。hanauuの項参照。
RirumiQ＞　（名）　根路銘。　　（（地）〉　参照o
nisabuttjuN①（他・・xaN，　m七i）不満足に思
　う。いやがるQ好まない。，waQsaNd圭ga
　？umutoora　nisabuti　kooraN．物が悪い
　と思っているのか，不満足に思って買わな
　い。’janakaagiiNdicl　nisabutoON。不
　美入（または，ぶおとこ）なので，いや
　がってL・る。　？NMOO　nisabutOON．　さつ
　まいも（を食べるの）はいやがっている。
nis．ftsihu⑪（名）根差部。《地》参照。
nisi⑨（名）便所。雪隠（せっちん）。
nisi①（名）［rk］’k。西は？iriという。
nisi①（名）西。《鋤参照。
nis圭baru⑨（名）晶出。《地））参照。
nisibuci⑰（名）北風。冬に北から吹く季節
　風。
鶏is｛ei⑨（名）錦。
nisicimucigoo⑪　（名）kUSiei？UkWaaSi
　（祭麗用の菓子）の一種。上は桃色，下は
　白。
nisigee⑨（名）露店。大道に大きな傘をさし
　かけ，その下に商品を並べて売る。？isigee
　ともいう。
nisii③（名）似せて作ったもの。模造贔。イ
　ミテーション。また，にせ物。sjoomUN
　（本物）の対。
擁s湧UN①（他＝raN，＝ti）似せる。まねて
　する。また，似せて作る。模造する。偽作
　する。qeuni　n1siti　sjUN．入をまねてす
　る。
nis養m量①（名）西銘。（（地））参照。
n｛曲”U鵡）（名）にせもの。模造品。nisii
　と同じ。
n量simuhwira①（名）西之平等。〈（地））参照。
n｛sinu？uduN⑰（名）首里城の建物の名。
　？U9騨ikU．の項参照。
nisinu？umi⑪（名）東支那海。北（nisi）
　と西（？三1・i）とを混同しているが，　ここは
　西の海の意。
nisir’kee⑥（名）北向き。
nig，izi＝jul　（1）（他＝raN，＝ti）煮過ぎる。
nisjudacl　＠（名）二升だきの鍋。
聡itakan膿醗a⑤（名）似た者同志。　lcama．N－
　t は，編んで作る鍋のふた。
nitamairuku’zuu（1）（名）xukuzuu（豆腐
　を小さく切り，塩をつけて焼いたもの）を
　少し腐らせたもの。茶入のお茶請けにす
　る。
通tama瞬ra①（名）生気のない顔。笑った
　ことのないよらな顔。腐れかかった顔の
　意。
nitama＝juN①（自＝raN，＝ti）腐りかかる。
　（食物などが）払える。
nitaNgirugi⑨（名）二反続きの反物。一匹
　の反物。
裁i磁⑪（名）〔文〕におい。香気。niwi〔文・
　口］ともい弓。
n wa①（名）庭園。観賞用の庭。仕事用の
　前庭はnaaという。
niwagi①（名）肉太。庭園に植える太。
niwatui⑨　（名）鶏。普通｝まtui　という。
niwi⑨（名）におい。悪奥にも蕩番にもいう。
n量widakasaNO（形）奥い。強くにお5。
皿珍3皿a①（名）寝相。寝ざま。niNzizama
　ともいう。～箆u’waQsaN・寝相力ζ悪い。
niiamasa①（名）寝ほ1けること。～s3UN．
420
?
noOju溝
nizami⑪（名）根謝銘。働D参照。
nigami？uGuruci①（名）恐ろしい夢；など見
　て，驚いて目ざめること。makutukaja
　zieil｛a　’wazimu　huriburitu　一vnu　’jumi－
　nu　kukuci．〔誠かや実か　我肝ほれぼれ
　と寝覚め驚きの夢の心地（散山節）〕夢
　かまことか，わたしの心は荘然として，夢；
　を見て驚いて目ざめた時のここちである。
　子を失った時の歌。
niz．as孟。圭①（名）寝座敷の意。野帰。寝窒。
　’N40ga　一vni　？arasl　hueikumaba，　ku－
　garijuru’waminu？iniN　tumu・’i．〔無
　蔵が寝座敷に　嵐吹き込まば　焦れよるわ
　みの　二念ともれコわが愛する女の寝塞に
　嵐が吹き込んだならば，思い焦がれるわた
　しのしたわざと思え。
n蓋zidee⑨（名）耐える力。忍耐力。一dee＜
　tee．　一vnu　？asigadu　？uliu？ijoo　tuju－
　ru．忍耐力のある者が大魚を取る。
nig．SikaNtii⑪（名）こらえかねること。耐え
　かねること。我慢できないこと。～sjUN．
Ri多iiku“nee⑪（副）我慢するさま。辛抱す
　るさま。一kunee〈kh識eejUN。～sjUN．
　我慢する。辛抱する。
nizijaa①（名）けちんぼ。握り屋。
癬Z鱒u頁①（他＝raN，＝ti）握る。　tii～．
　手を握る。
隠珍丑＝葺uN⑪（イ也＝raN，　mti）こらえる。耐え
　る。我慢する。
nigi＝juN⑨（イ也＝yaN，＝ti）つねる。
niziri⑪（名）ねじ。
niziri①（名）右。　hwizai（左）の対。
ni多ukui㊥　（名）　nii7，ul〈ui　と岡じ。
n三zuu⑨（名）二重。～ni　natoON．二重に
　なっている。
nizuuG）（名）二十。
n量zuuguniNci①（名）二十五年忌。
n董zuusikoO⑥（名）二十騰孝。中繭の二十
　四人の孝子の物語を書いた家団教育書。
　本。掛け軸・絵巻物などになっていて，幼
　年時代に深く印象づけられたものである。
njaa①（副）もう。もはや。　naaともいう。
　takahanarizimaja　munusirasidukuru，
n3’a　munu　sijabitaN　’jurtici　tabori．
　［高離島や　物知らせ所　にやもの知やび
　たん　許ちたば5れ〕高離島は流刑の地
　で，苦労を知らせるところ。もはや蕎労は
　知りました。許して下さい。
一njaa（接尾）［仁麗］士族・平民の一階の位
　の名。姓のあとにつけていう。文語は一ni－
　j ．
njaaja⑪（副）もう。臨はや。　naajaと岡
　じ。
n．iahwitW’⑪（副）こにやへも，みやへも］も
　つと。　さらに。naahwiNの文語。　nu－
　hwanu　？isikubirl　’Nzo　giyiti　nuburu，
　～？isikubiri七usawa？arana．〔伊野波
　の石小坂　無蔵つれてのぼる　にやへも石
　こびり　遠さはあらなコ炉野波の石ころの
　坂道を恋人（女）をつれて上る。もっと石
　ころの坂道が遠くまであるといい。
njamam⑪（副）こ文〕もはやまたの意。も
　ら二度と。t厳N　naeisimiti？akigumuN
　taeui，　一v　？igi　“ugadi　mumuci　nubj’ug‘a．
　［鳥も鴨きすめて明雲も立ちゆり　にやま
　た何時をがで　百き延びゆが］鳥も鳴き始
　めて，夜明けの雲も立っている。生：き長ら
　えてもう二度といつお葭にかかれよらか◎
njuNzu①（名）mjUNzuと岡じ。
njuukoo①（名）？ukoo（線香）の敬語。
njitukoogizi⑨（名）nUUkOO寧iz三と岡じ。』
noobu⑪　（名）　屏風。
nooga⑨　（名）　mjooga　と岡じ。
nooinluN⑨　（名）　縫い物。　裁縫。　金卜仕事。
聡00＝jHN⑪（他＝1’aAT，＝ti）㊦縫5。◎な
　う。gina～・綱をなう。
nOO＝jUN⑰（自＝raN，＝ti）〔匿る。癒え．る。
　改まる。よくなる。
認oo＝juN①　（自　＝raN，＝ti）　nioojUN　　と同
　じ。
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nooniNkwaaniN⑨（副）読経の声。～sju一一
　N．読経の声を立てる。
noonoO⑥（名）花の小児語。
孤oo＝sjuN⑪（他＝saN，＝ei）薩す。改善す
　る。修理する。治療する。
neotakeeta①（名）相応すること。似合わ
　しいこと。似合い。～nu　munoo’urani．
　似合いの考はいないか。
nOOIartl①（連体）然るべき。稲置の。ふさ
　わしい。似つかわしい。くnoojUN。～
　munoo’jaija　sani．然るべき人間だろ
　5。それ相応の者であろう。’waNRi～
　kutoo　Qsiwadu’jaQsaa・わたしに相応
　の事はしなければならないよ。～ka皿a－
　du　sikajuru．相応のかまどをつくる◎組
　応の者が夫婦になる意。
noozi（①（名）mjooziと「司じ。
一nu（助詞）eの。三二を示す。　Qeu～mu－
　N。人の物。期umu～hana。桃の花。
　sjui～kwaNnuNdoo．首里の観音堂。
　’jama～？wii．由の上。　hana～’wavabi，
　花の（ような）子供。ただし，人名や一部の
　人代名講，nUU（何）などの場合は，ふつ
　うたとえば，tarUuSjumugi（太躯の本），
　taamuN（だれのもの），？iQtaa？r｝ja（お
　まえたちの親），nuusigutu（締の仕事）
　などのよ5にいう。Oが。の。主絡を示
　す。ただし，人名や一部の人代名詞などの
　主格はふつら一nuを用いずに一gaによっ
　て示す。一gaの項参照。また，一nuのあと
　には一ja，一N，城Uなどの助詞が伺’くこと
　ができる。tiida～？agajUN．太陽が昇る。
　tui～　蕊aCUN．　，鳥目｛嚥｝く。　？ama～　？me－
　NsjOOCOON．あのかたが、・らしている。
　通逸i～numibusjaN．水が飲みたい（mi－
　7yi　numibusjaNの「水」をとりたてて強
　調したもの）。nusudu～siibusikoo　nee－
　Nkutu　hwiNsuu　sjOON．泥棒が！．たく
　ないので貧乏している。？amaneo？me－
　N亭eesa．あのかたならいらっしゃるよ。
　miitUNda？ooeeja？iN～N　1〈waar．炎婦
　暖嘩は犬（でさえ）も食わぬ。sirihwici－
　meehwiei　Qsi　？umui・vdu　？aee　sani．
　身辺をうろうろして，気でもあるのかし
　　　　　　　　　　　　　　　　L　ら。
一nu（接尾）…なので。…くて。形容調の
　「終止形（現在）」から末尾のNを除いた
　形につく。？ieunasanu，？icijuusaN。
　忙しくて行けない。’jumibusjanu．読み
　たくて。読みたいなあ。
nubaciri・jtiN①（自＝raNf”ti）のびる。く
　たばる。
nnbacirimiiN⑨（名）ぐうたら。だらしな
　い者。
nubaeirislgutu⑪（名）ぐうたらにする仕
　事。いいかげんな仕菓。
nubagaikaag量⑰（名）次の句でい5。～nu
　neeN．（ときどき来る人が）ちっとも顔を
　見せない。
nuba蕩a擁uN⑨（自＝raN，二ti）ちょっと覗
　く。ちょっと顔を出す。ちょっと立ち寄
　る。haNtaNk3i～，がけのふちに首を出
　してのぞく。
nuba＝sjuN⑨（他＝saN，・・ci）（縮んだもの
　を）伸ばす。長くする。また，延期する。
　hwii～・Hを延ばす。
nubi⑥（名）e伸び。伸びること。伸縮性。
　㊥延びること。延長。延期。㊧寛大さ。寛
　容。～nu？aN．寛大である。～nu　neeN．
　短気である。
niiblcizinii⑥（名）伸び縮み。伸縮。
nu｝｝idee⑨（名）抱擁力。寛容性。～nu　？a－
　N．抱擁力がある。
nttbi＝」剛⑨（他＝1’aN，＝ti）e仲べる。伸
　ばす。◎（期日などを）延ばす。延期する。
　hwii～・H延べする。㊤こらえる。我慢
　する。堪忍する。許してやる。？jaaga
　nubiree・おまえが我慢しなさし・。SwaNnee
　♀iQpee　nubitooibiiN．わたしはたいそう
　我慢をしております。
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nubinubi⑨（翻）延び延び。期日などが延
　び延びになるさま。～natOON．延び延び
　になっている。
nu｝｝u⑥（名）野甫島。極平屋島（？ihja）の
　属島。また，そこの部落名。け翻参照。
Rubul①（名）e上り。登り。高いところへ
　上ること。◎いなかから都へ，また，沖縄
　から本土へ上ること。
nubugkudai①（名）〔文〕上り下り。上がっ
　たり下がったり。　？akanu　hwizim珍ij哉
　？wiNkaidu　hueuru，　1〈amadugwaga　ei－
　muja～・［阿慕の二水や　上んかいど吹き
　ゆる　かまど小が肝や上り下り］阿蕩（地
　名）の滝の水はひげのよ5に上に吹き上げ
　るが，カマドグワ（女の名）の心は上がった
　り下がったりして落ち着かない。～sjUN．
nuもu量kuduei①（名）［上りtl説］tabiku－
　duei〔旅口説コの項参照。
nubu＝juN①（自＝raN，＝ti）e上る。登る。
　空間を上がることは？agajUNとい5。
　niikeeNkai～．二階へ上がる。　kiiNkai
　～・太に登る。◎上る。いなかから都へ，
　また，沖縄から本土へ上る。
nix＝bUN⑪（自＝baN，；di）e（縮んでいる
　ものが）伸びる。長く伸びる。◎（期間が）
　延びる。延期になる。
nubuNza哉⑲（名）登川。《地》参照。
nubusi（D（名）のぼせること。頭部が熱く
　なり，頭痛などを起こす病気。～sagiju－
　N．のぼせをさます。
nubusidia㎜a①（名）宝疎の玉。如意宝珠。
nubuSi＝juN①（自＝raN，・ti）のぼせる。
　頭が熱く痛くなる。夢中になる・逆上する
　などの意には用いなかった。
nubus域騒N①（他＝1・aN，ニヒi）e高いとこ
　ろへ上げる。◎人・物をいなかから都へ，
　また，沖縄から塞土へおくる。
nucaas蕪⑪（名）こちそ5を持ち寄って会
　をすること。旧麿3月3臼には重箱を持ち
　富って宴会を開く。
nロcaa＝sjuN①（他＝saN，＝ci）寄せ集める。
　金晶などを持ち寄る。
n｛…caga縛UN①（自：yaN，＝ti）抜けて上が
　る。抜けて」：に出る。瓢d翫＄idatu　kumunu
　’N：一uja　？ueihaziti　simiti　nueagajuru
　gicinu　curasa。〔すだすだと雲の　御衣や
　打はつて　澄みて抜上ゆる　月のきよら
　さ］すがすがしく雲の衣を脱いで，澄んで
　出て来た月の美しさよ。
nucagi＝juN①（他＝raN，＝ti）下からささ
　えて上げる。さし上げる。
nuci⑨（名）命。文語では？inuciともい
　う。～？iNcasaN．命が短い。～七abu－
　jUN．死なずに生きながらえる。命をたく
　わえる意。～cirijUN．命が切れる。死ぬ。
　sakisaai～tutaN．酒で命を落とした。
nuci①（名）貫（ぬき）。貫き木。柱の間を
　横に貫く材。
nuei①（名）緯（ぬき）。緯糸（ぬきいと）。
　横糸。
孤uc量①（名）味噛をつくる時，麹をまぜる
　前のもの。米・大豆あるいは一町を煮てっ
　ぶしたもの。
nue量？aja①（名）横縞。
nueiciribataraci⑨（名）命の限り働くこ
　と。死物狂いで働くこと。
n麗。一面麟ki⑰（名）命を救らこと。救命。助
　命。
nu¢量dukuru⑨（名）急所。
nue茸9繍huu⑨（名）［命果報〕運よく命が助
　かること。　nucinuhuu　ともいう。～nu
　？ateesa．運よく命拾いしたよ。
nUC董gusuimp（名）0命の薬。長寿の薬。◎
　転じて，非常においしいもの。
nucihwici①（名）非難攻撃すること。他の
　欠点を賞めとがめること。nuci一くnUCUN
　（突く）。～sjUN・
nuci．kaziri⑪（名）命がけ。一生：けんめい。
　～，jataN．一生けんめいだった。～nu
　hataraei．命がけの働き。
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nucikuru＝s．iuN①（他＝saN，＝ci）刺し殺
　す。’jaisaani～・槍で刺し殺す。
nucimaei①（名）布を織る時，かせを抜い
　たり巻いたりすること。
・t皿cimuN⑥（名）縫い取り。刺繍。
nucinugusjuuzi＠（名）命拾いしたお祝
　い。
nueinuhUU⑨　（名）　nucigahUU　と岡じ。
nucinusiNtaku　em（名）命の洗灌。平常の
　苦労を慰めるための気晴らし。
Ruclnu？ujaew（名）命の恩人。
nueinuuN⑪（名）命の恩。命を助けてくれ
　た恩。
・・ucisiN＠（名）募金。醜金。　nuci一くnUCUN
　（つのる）。～sjUN．
nuci§kaaev（名）命知らずの者。
n秘。羅t藍mu貰⑨（名）命知らずの者。
nucisit蓋waga⑨（名）命がけの仕事。
nucitukakugaa⑨　（名）命がけ。命’ととり
　かえですること。～，ja“T．命がけだ。
nucizijaaan（名）貫き木のある家。本建築
　の家。農村で，茅ぶきではあっても単なる
　掘立小話（？anajaという）でなく，礎石
　を置き，柱に貫き末を通して造った家。農
　村の家では上等の部に入る。
nueigirtt⑨（名）命の緒の意。～，joojUN．
　命が弱る。命が縮まる。非常な心旧事など
　したときにい5。
ntt＝CUN①（自＝kaN，＝ci）eのく。退く。立：
　ち去る。dUCuNともいう。？a麟di　nuka－
　ril’aN？ucaja？udUN．こ遊でのかれらぬ
　御茶屋御殿］景色がよいので，遊ぶと立ち
　去ることができない御茶屋御殿。O離間す
　る。夫婦・友人などの仲がこわれる。ま
　た，甥れる。離縁する。？iQtaa　taee　nu－
　kee．おまえたちふたりは瑚れろ。
nu＝cuN①（他重aN，漏ci）eぬく。貫く。
　穴に通す。？iieUU～・（針に）糸を通す。
　◎突く。差す。指先や捧の先で突く。？iibi
　～．捲さす。
nu＝euN①（他＝kaN，＝ci）募る。　ziN～・
　金を募る。
nudakiew（名）野鳩。（〈　99　＞＞参照。
naduka⑪（名）〔文｝のどか。～naru　hwa－
　k’unu・［のどかなる春の］のどかな春の。
nugaa＝jUN⑪（自＝vaN，＝ti）のがれる。免
　かれる。nugaarasjuN．解放する。放免
する。のがしてやる。許してやる。
nuga錘⑨（副）｛文〕いかにして。どうして。
　tv　’waga　sudija　kusanu　hwaN　？araN，
　’jumaNgwini　nariba　gijunu　’jaduru．
　〔のがすわが袖や　草の葉もあらぬ　夕間
　暮になれば　露のやどる］どうしてわが袖
　は，草の葉でもないめに，夕暮れになると
　露が宿るのか。
nuga＝sjUN①（他＝saN，＝ci）のがす。逃げ
　られる。
nugihwasi二juN①（自＝raN，＝ti）逃走す
　る。
nugi＝juN⑨　（自＝raN，＝ヒi）　（∋抜ける。脱
　げる。haanu～・歯が抜ける。◎ぬきん
　でる。すぐれる。
Rugi＝jUN①（自＝raN，＝ヒi）逃げる。ただし
　hWiNgijuNを多く用いる。
nugi？Nzi＝ju”N⑪（自＝1’aN，　＝ti）ぬきんで
　る。ひいでる。suguriti　gagkooutiN
　nugi？NzitooN．すぐれて学校でもぬきん
　でている。
llugiz蒸kooi①（名）逃げ支度。
韮皿gu＝juN⑨（1癒＝1’aN，”ti）ぬぐう。ふき
　とる。
nugunaa⑨（名）侮とかいうもの。何がし。
　～5a　kUUNtii．何がしは来なかったか。
　？jaaja」　？ariga　～　 ，jara　，ja」a●　お　ま　え番ま
　彼の何とかだろう。
穀uguN⑪（名）出国。縄》参照。
Ruhwa⑪（名）〔古｝〔能羽］芸能。　nu4aの
　項参照。
nuhwa⑪　（名）饒波。　nihwaともいう。
　㈱P参照。
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n．　uhwa⑪（名）伊野波。働力参照。
Ruhwio（名）饒辺。（（地））参照。
nuhwina⑪（名）饒平名。《糊参照。
鼓磁⑪（名）糊。物を籠るもの，また，洗濯
　した布につけるもの。
rmuimuN⑨（名）塗りもの。漆器。
nuhnul①（名）乗りもの。
瓢U量mU面aa⑨（名）塗りもの屋。漆器商。
nui？Nma①（名）i乗用の罵。
nujama⑪（名）〔文〕野出。～kwiru　mi－
　dja？ikuri　hwizami七iN，，jamini　tada
　hwicUi　sinudi？iCUN．こ野山越へる道や
　幾里へざめても　關に唯一人　忍で行きゆ
　んコ野山を越える道は幾塁へだたっていて
　も，闇にただひとり忍んで行く。
nUmjuN①　（自＝raN，＝ti）θi乗る。　車馬・
　舟などに乗る。？N瓶aNkai～．馬に乗る。
　「（人が）机の上にのる」（sjukUNkai　nu－
　bujUN），「（人が）紙の上にのる」（kabi　kU－
　damijuN）などの「のる」の意には用い
　ない。◎載る。詑載される。ciizinakai
　nutoON．系図にのっている。
nu＝juN①　（｛也＝yaN，”ti）塗る。麟mi～．
　墨を塗る。
nuka⑨（名）糠（ぬか）。
nukabacaa⑥（名）蜂の一種。形は小さい
　が，毒は強い。
nukagu⑪（名）虫の名。米・糠などの中に
　生じる，黄色のきわめて小さい虫。～nu
　gutOON・fヌカグ」のようだ。非常に小さ
　い物をたとえてい5。けしつぶのようだ。
nuki＝juN①（他＝1’aN，；ti）のける。しり
　ぞける。どける。dukijUNともいう。
nukubaa＝．；UN⑪（自＝r3N　，＝ti）（天候が），
　暖かくなる。
聡ukuduk眠ru⑪（名）暖かい所。
nukudusi＠（名）暖かい隼。暖冬の年。
n疑kuguni⑨（名）暖国。暖かい地方。
nukui＠（名）残り。
mユkuidaka⑪（名）残高。
nukuimuN⑨（名）残りもの。
nuku＝jUN（①（自myaN，箕娠）残る。
nuku㎜i＝juN⑨（lig　＝raN，＝ti）噺〕暖める。
　元来は，　nukutamijUN（体を，暖める），
　？agirasjUN（食：物を，暖める）などを用
　いた。
nuku＝nuN⑥（自t・maN，　mdi）暖まる。暖
　を取る。nukumee．火に当たれ。
nukusaN⑨（形）暖かい。簸ukUkU　llajUN．
　暖かくなる。
nukus ⑰（名）ft　したもの。食べ残しなど。
轟uku＝sj獄N⑨（他＝saN，＝ei）残す。
nukutama＝jUN①（膚＝raN，　mti）暖まる。
　体：などが暖かくなる。暖をとる。
nukutami＝juN①二二1’aN，”ti）暖める。
　体などを暖めることを多くいう。食：物
　を暖める意では？agivasjuNを多く用い
　る◎
imkuziri⑪（名）のこぎり。
numi⑪（名）難（のみ）。工具の名。
num孟⑪（名）蚤（のみ）。
numidusi＠（名）飲み友達。酒飲み仲間。
numiguSui⑨（名）飲み薬。内服薬。
皿umiku＝nuN⑪（他mmaNs＝di）θ飲みこ
　む。◎理解する。会得する。
nu㎜hn塚⑨（名）飲み水。飲料水。　nUNnユi－
　giともいう。¢ikeemi参（用水）に配して
　いう。
mma①（名）1fi。　llllnOo　nucinooi，，utoO
　tuzinooi．布は緯糸次第，夫は妻次第でよ
　くも悪くもなる。一nooi〈noojUN（適合す
　る）。
nunubata①（名）織機。機（はた）。普通は
　古くからある地機をいう。
nunudaki①（名）一一反の布の長さ。普通女
　物は七三，男物は七尋半である。tida担
　．vni　hwiN　kuyiti　’umunu，　katatueiN
　？isuzi　sinudi？iCUN．［てだや布だけに
　日も暮れてをもの　片時も急ぢ　忍で行き
　ゆん（忠臣身替）］fiは布の長さほどに地
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　：平線に迫り，Hも暮れているから，すぐに
　でも急いで忍んで行こう。
nu＝nuN⑨（弛＝maN，＝di）e飲む。◎漕
　を飲む。
numa？ujaa⑥（名）、機織りを業とする者。
一nu：～Nzitio（句）…のくせに。…であり
　ながら。？Nziti〈？NzijUN（出る）。？Nzi－
　tootiともいう。，warabi～saki　nudi．
　子供のく煙に酒を飲んで。
一nu？聾z量too壺⑪（句）…のくせに。…であり
　ながら。一nu？Nzitiともいう。’jucanU－
　muN～．　いい三三をしながら。
nuNci①（名）m画Nciと同じ。
IluNeiglMl①（名）mjuNcigu七Uと同じ。
nuNgikee①（名）mjUNgikeeと岡じ。
nuNcoobi①（名）mjUNeoobiと同じ。
nu・X’dee⑪（名）お叱り。？UNdeeのさらに
　上の敬語。
nHNkak圭二juN①（他＝raN，＝むi）mjUNka－
　kijuNと岡じ。
riuNkuu⑨（名）［暖鋤料理名。のっぺい
　のようなもの。大根・にんじん・こんにゃ
　く・昆布。揚げた豆腐などをさいの呂に
　切って煮たもの。
nuRm珍i⑪（名）numimi7．iと岡じ。
nuNnaka①（名）擶の織りかけ。まだ織り終
　わらない布。
nuNnuki＝juiN①（他；raN，＝ti）mjuNnju－
　kijUNと匿l／二。
nuNzu④（名）mjUNzuと1司じ。
nuraa＝r茸uN①（＝1’ix’aN，＝Qti）叱られる。
　mll’ajUN（叱る）の受身。
n皿ra＝juN①（他＝aN，＝ti）叱る。「呪5」
　に関係ある語か。呪うは？icizama　sjUN
　という。ののしるは　？aQku　sjUN　とい
　う。叱られる（受身・）はnuvaaxijuN。
nureegutu⑨（名）陰口。陰で呪うこと。
　高い。
nuri＝jUN①（za　＝raN，　＝ti）気が進む。乗
　り気になる。nuriraN．気乗りがし．ない。
　kukurunu　nuririwadu　sigutoo　naJ’u－
　ru．乗り気になってこそはじめて仕事はで
　きる。cimu～・気が進む。
nuru⑨（名）nuuruと同じ。
nurukumiiΩ）（名）［のろくもい］nuuru
　（のろ）の敬称。
nm’umi＝ju“T⑪（イ也編rεしN，＝ti）ぬるめる。
少し暖める。
nuru＝nuN（自＝maN，＝ali）（水などが）ぬ
　るむ。
mwuNtu”ruN⑪（副）とろとろ。まどろむ
　さま。
nuruQkwi二麺N⑪（自＝raN，＝ti）さめてぬ
　るくなる。なまぬるくなる。ぬるくなつ
　て，おいしくなくなる。
nlli’UQkwijuu⑨（名）ぬるま湯。
nuruQkwikaa①（副）さめてなまぬるいさ
　ま。ぬるくておいしくなさそうなさま。～
　sjOON．（茶。吸い物などが）ぬるくなって
　いる。
nuriXQkwimuN⑪（名）なまぬるい者。　ぐ
　ず。
nurusaN⑪（形）のろい。（動作が）鈍い。
　（速：度が）遅い。
nurusaN⑪（形）（液体などの温度が）ぬる
　い。
nusi⑪（名）襲斗（のし）。進i物につける製
　斗。nusi　gil〈iti　MUQci？ikee．慶斗をつ
　けて持って行け。
nusi①（名）相撲の手。乗せの意。網手を腹
　の上に乗せてかかえ，投げるわざ。
n皿sid樋⑪（名）〔主敢〕廃藩前の役名。役
　所で事務をとる役。
nusi＝juNCO（他＝raN，＝ti）e乗せる。馬・
　車。船などに乗せる。O載せる。記載す
　る。
nasikai㎜UN⑪（名）何にでも顔を出す者。
　差し出がましい者。出しゃばり。
nusika＝juN①（自＝raN，”ti）e少し嵐る。
　出かかる。ちょっと先が出るQgieinu～．
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nuuhwa
　月が出かかる。◎ちょっと立ち審る。ちょ
　つと顔を出す。
nusiki＝juN①（他＝raN，”ti）差し出す。
　ちょっと出す。tii～・イ・乎を差し出す。
　ロ．琴んかをしかける。手を出す。
nusudu⑪（名）ぬすとの意。ぬすびと。泥
　棒。～ni　mutaQtiN’wakaraN．泥捧に
　持ち上げられてもわからない。熟睡のさ
　ま。～nu　kubinu　takasaN．泥棒の首が
　高い。泥棒は発覚を恐れるあまり，かえっ
　て露見しやすい態度をとる。
難usu面黄3wee⑨（名）盗み：蝕・。
nusu＝nuN⑥（他鴇maN，＝di）盗む。泥棒
　する。
nuta⑨（名）料理名。ぬた。ぬたあえ。
nUU⑪（名）広広としているここ。広さ。屋
　外について，また入の心などについていう。
　「野」に対応する語か。？amarikaaja～nu
　？aN。あの辺は広広としている。～nu
　neeN．狭い。
nuuan（名）侮。～nu　？aga・何があるか。
　～’jaga・何か。～hwidatinu？ag耳・何
　のへだてがあるか。～？umiiN　neeN・何
　の心配もない。無邪気な。～ga．何か。～一
　ga～，jara’wakaraN．何が何だかわか
　らない。～93～’jaga，・munoo　maasa－
　1ni．一体どうした，飯はうまいか。～kara
　～madi．何から何まで。～ga’jara・どう
　したのか。どうしたわけか。cuuja　nuga
　’jara　？umukazinu　？umukazinu　minu－
　uni　sagatoti　kurasaraN・一（かまやしな
　飾）きょうはど5したことか，面影が，面影
　が目の前にちらついて，じっとしていられ
　ない。～gaNdi？ee・何となれば。なぜな
　ら。～gadUN’jaree．ともい5。～．sju－
　ga．イ．何するか。何をしているか。ロ・何
　になるか。梼の役に立つか。？jaaja～sju－
　ga．おまえは何をしているか。？aNneeru
　mUN～＄juga．そんな物何になるか。～一
　もUN・何とも。～tUN　kiraN．何ともかち
　あわない。～tUN　saaraN．イ可ともさ、しさ
　わりがない。～dUNdiN？jararaN・何と
　も言えない。ことばで表わせない。～nu．
　何の。何が。～nu，Ukas5aga．｛可がおか
　しいか（反語）。～nU　m茸ni・いつの間に。
　～nu　rniini　cOOちaga・いつの間に来てい
　たか。～jakaN．何よりも。～julcaN．と
　もいら。～jakaN　masi．何よりもよい。
　～，jatiN．飼’でも。∴ぐ》，jatiN　kanu亭iga
　？ami・何でもいいから食：うものがあるか。
　～NneeN．何もなV・6’～Ndi？icaru　ku－
　tuga．何ということだ。何たることだ。
　～Ndici．なぜ。～’N．δicee　nee凡何とい
　うことはない。何という理由はないQ
rmubi⑨（名）伸び。疲れた時などに，手足
　を伸ばすこと。
nuueu－汲芙J（名）互い…の曾祖父母が兄弟姉
　妹である間柄（の者）。mata？ieuku（ま
　たいとこ）の子同志。
nuudii⑪（名）のど。咽喉。
駐眼u雌9UUhU⑨（名）のどぼとけ。甲状軟
　骨の突起。
nuudii？svaagwaa＠（名）のどちんこ。の
　どびこ。懸褻垂。
nuzzdiigiru⑪（名）声帯。～’nu　hwiQciri－
　iru　sjaku？abijUN．声帯がちぎれるほど
　叫ぶ。
nuu’р奄m＠（副）．何でも。何でもいいから。
　～mUQci　kuuwa．何でもい、・から持って
　．こいQ
nUU”р盾n⑰kwli”doO⑰（句）何だかだ。～一
　Ndi　？juru　baaja　？weel〈anu　？uhookv
　’tl￥ee　masi，何かという揚合には親戚が多
　くいるのがよい。
muugana①　（名）　イ可）b、。　～　？aee　sani．　｛可
　かありはしないカ㌔
nuuguc量⑪（名）布の織り始め。
蔽腿ugガ加⑨（名）何事。．～ga・何事か。
獄mホwa⑨（名）饒波。　nuhwa，　nihwaと
　もいう。（（地））参照Q／・／・，
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蹴腿U2iclNkwii？蓋C｛N
R朕u「H蓬。量Nkwiデ？董。趣⑪（副）何のかのと
　言って屯。～s敷ata段neeN．何のかのと
　書っても仕方がない。
nUtt”Diaakwi「ijaa⑨（名）｛可やかや。～kooi－
　suraasjuN．何やかや買い集める。
nuu’鰍≠狽奄mkwii’jatiN⑨（副）ど5あろ5と。
　ともあれ。
nuukoo．izi＠（名）〔文〕［美御／」・筋］細い線
　香のことか。？ugwaN（祈願）の文句など
　でいう語。
nuガkwi⑩（名）何やかや。何のかの。～一
　Ndi？iciN．何のかのと言っても。
取uumee⑨（名）玄米。
蹴uu㎜eeganasi①（名）［美御前加那志〕罵
　王に対する呼び名。？usjuganasiimeeと
　もいう。
無猛が職u⑲kw圭ヂnu⑨（句）何のかの。　～一
　Ndi？iei　kUUNtaN．何のかのと欝って来
　なかった。
nuunu「t⑨　（名）イ可｛可。　f可とイ可。　～kooju－
　ga．何何を買うか。
w・uuNas（他・不規則）’NNzUNと岡じ。
皿m晒①（名）織機の箴（おさ）の種類の名。
　十三よみ。経糸1040本を通す。また，そ
　れで織った布。huduciの項参照。
nuu’mkwii’Nen（副）何もかも。すっかり。
　～蹟cOON．侮もかも似ている。
nuurakwa「ara⑨（副）ぬらぬら。べとべ
　と。汚物が所かまわずあるさま。durusaai
　tiihwisja～sjOON．泥で乎足がべとべと
　だ。hanadainu～sj◎◎N．詠みずをべと
　べとにたらしている。
nuur藍◎（名）こけ。～h。ojUN．こけが生
　えひろがる。　hoojUNは這う◎
nuuru⑪（名）沖縄固有の宗教の，いわゆる，
　のろ。祝女。みこ。神に奉仕する女。数部
　落の宗教的代表者で，部落ごとの神富であ
　るnigami，一門ごとの神官である？ukudi
　lま　nuuru　‘こ属し．，　nuuru　塵韮身1ま，　蓑羅家
　の宗教的元首であるcihwiziN（きこえ大
　君）に属する。
n皿ガsab三N⑪xxeeN⑨（句）何のさしさわり
　もない。いっこうさしつかえない。maa－
　kara？aQciN～．どんな所へ出ても，いっ
　こうさしさわりない。
nuガsawaN⑨（副）どうしても。何をやつ
　ても。
nuusi⑲（名）ぬし。あるじ。主人。持ち主。
nuusizi①（名）〔文］［美御せじ］神様。神
　の敬称。
nuus．iaNkwi「三s諏N⑰幅1）何のかの。～一
　Ndi？icaNヒeemaN　sikataa　neeN．何の
　かのと言ったところでしかたがない。
nuusjaru⑰（連体）何ほどの。何の。何す
　る。たいしたことはない。？aree～mu－
　nuga．あいつ，何ほどのものか。，iisjeo－
　gwagi　’j’aa，　lurigwaa．　nusj’aru　’iisjoo一一
　gwagiga，　tusizirija，　satume．「いい正月
　だねえ，女郎さん。」「侮がいい正月なもの
　ですか，お歳暮はど5しました，だんなさ
　ん。」katanabani　sawaru　munuja　nu－
　sjaru　munuga．〔刀ばにさはる者や　のし
　やる考が（手水広縁）］刀のさまたげをす
　る者は何するものか。
nllU’狽奄汲普pllen（名）何ということ。　ltuuti－
　kutoo　neeN．　f可と限ったことはない、飼1も
　かも。～NneeN．侮という返事もない。
nuu”狽浮mganaasi⑨（副）伺1かの抽子・に。ふ
　としたはずみに。ひょっと。～？ubi？N－
　zasjUN・弼かの拍子に思い出す。
皿UL＋i”狽?ｚＮkw｝iituiy（⑦（護i．ti）何ともカミとも。侮
　とでも。～？jarijuN．何とでも醤える。
nuug・aree①（名）御草履。草履（saba）の
　敬i語？u4areeをさらに敬っていった語。
　lnjuu7vareeともい5。
nuuzi①（名）虹。
nuga⑪（名）〔古〕芸。演技。技芸。　nuhwa
　は芸能そのものをいら。
nUiatu⑥（名）野里。穐》参照。
nuzigaci⑥（名）抜き書き。抜粋。
428
nuzuN
mizihwa⑪（名）遺骨や遣体を移す場合に，
　その場藤に霊魂が残らぬように祭ること。
nuzisasl⑨（名）組み立て式の装麗。抜いた
　り差したりできる道：具。
nuzi？uei①（名）だまし討ち。　nuzi一くnu－
　ZUN（だます）。
nu多u鷺・茎①（名）望み。希墾。願望。所望。
　相撲で負けて今一度勝負を望む時などに，
　nu興瓢iと言う◎
nu7．U㎜iduui①（名）望みどおり。
nugu＝nuN①（イ｛駐　＝maN，＝di）C」）望む。ほし
　がる。希望する。◎結婚の相手に望む。結
　婚を申し込む。惚れる。君u興maQも00N．
　惚れられている。
nu＝z・・N⑪（他＝gaN，＝zi）○抜く。taci胞．
　太刀を抜く。◎脱ぐ。、、hada～．既を脱ぐ。
　hakama～．下ばかま・を脱ぐ。　nugasjUN．
　脱がす。gaNCOO～・眼鏡をはずす。着物
　を脱ぐ場合は，haz三釦Nとい5。
nu＝ZUN①（他＝gaN，嘘zi）だます。　dama－
　sjUNともいう。QCU～．人をだまナ。
L・　・
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？N
2Nba①（名）食晶名。さらしくじら。ぬた
　にして食べる。
？．Nha①（名）食：昂名。ゆば。
2．Nbagii⑰（名）？Nbagiimeeと嗣じ。
？Nbagiimee⑨（名）農家で，出離祝いに出
　す飯。略して？Nbagiiともいう。首里で
　｝ま　kaa？uriinu　？uhurumee　ともし・う。
？Nbaitu＝．iuN①（他＝1’aN，＝ti）〔文〕奪い
　取る。　　　　　　　’
？1　ba＝juN①（他＝aNt　mti）［文］奪う。口
　語はboojUN。
？N一　basi（1）（名）楠物名。くわずいも。薬草
　となる。璽芋に似『といるカ㍉有毒。
2k’bee＝jUN①（自t・1’aPtTf＝乞i）（傷口や腫れ
　ものが）化膿する。里芋など食物によって
　腫れものが悪化する場合にいう。
？Nbee＝jul　C3）（他＝raN，・・ti）うめる。水を
　入れてぬるくする。
？Nbii＝juN〈：D（自・・raN，＝ti）おびえる。
　ぞっとする。また，悪夢で5なされる。
？1　bujuu①（名）産湯。
2Nbum董li⑦（名）出産の時，生まれた赤子
　の額に数滴の水をつけてやること。また，
　その水。
2Nbumu！①（名）旧い物。
？Nbunii①（名）璽荷。重い荷物。
2Kb登Qkw婦u罵⑦（ge　＝raN，；ti）おぼれる。
？翼bura＆sjaN⑤（形）重璽しい。品格がある。
？・Nburasikeesaa⑥（名）料理の暖めかえし。
　蒸しかえした食：物。
2Nbura＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）蒸らす。た
　いた御飯などが蒸れるようにする。
？Nhuri＝jult’⑨（自＝raNv紘i）e（御飯など
　が）蒸れる。◎蒸されるように暑い。
　？Nburijuru　gutOON．　蒸されるように暑
　い。
2N賊1saN①（形）疑い。
2NbZiS蓑①（名）eおもし。漬げものなどの
　おもし。◎秤のおもり。分銅。◎心の重荷
　となるもの。～’jataN．璽荷だった。
？Nbu．s蒸⑨（名）料理名。野菜を主として，
　豆腐・肉などを加え，汁を少なくして煮た
　もの。
？Nbu＝sjUN⑰、（他＝saN，；ei）蒸す。ふか
　す。
？NbuzlN①（名）産着（5ぶぎ）。
？Ngaa？Ngaa⑲（副）おぎやあおぎやあ。生
　まれたばかりの赤んぼうの泣き声。
？Nma⑪（名）e馬。◎琴・三遍線のこま。
　形が馬に似ているのでいう。
2Nma⑪（名）午（5ま）。十二支の第七位。
　方角は南，時刻はes　12時。
？Nma①（名）eそこ。そっち。そちら。　O
　そのかた。第三人称の？U践（その者）の
　敬語。？Nmaa　maa？ujaNseega．そのか
　たはどなたでいらっしゃいますか。
2N．madima⑨（名）農村の結婚iまたいてい
　岡部落の圏で行なわれたが，まれに他村か
　ら嫁をもらう揚油，男は女の村の青隼たち
　に酒代を出す習慣があった。その酒代をい
　う。
2Nmaga⑪（名）孫。
2N㎜agasagasakuma－9asagasa①（副）あ
　ちこちでちょこちょこ仕事をするさま。
　一v　Qsi　sjooraasii　sigutoo　tiiq，　iN　see
　iteeN・あちこちでちょこちょこ仕事をし
　て，まともな仕事は一つもしてない。
2Nmagwaa⑥（名）子馬。
2Nmahwicaa⑨（名）馬方。馬を引く者の
　意。？Nmamueaaともいう。
2Nmakama⑦（名）そこごこ。あちこち。
？Nmamucaa⑨（名）馬方。罵を持っている
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？Nmukaqti
　者の意。？Nmahwicaaともいう。
2N・・■amuti⑥（名）そっちの方。そ6ち側。
2Nman猛hwa⑪（名）午（うま）の方角。南。
三～Nmanu量⑥　（名）、琴葛乗り。乗、馬。　また，　，嚢弓
　に乗る人。
？Nmanuibakama⑪（名）はかま。男子用。
　乗馬の時にのみ着用したのでい5。haka－
　maは女用の下着。
ZXTmanujaa⑪（名）馬乗り。罵に乗る人。
　相当の資産があり，名馬を求め，方方の馬
　揚で競馬があるたびに窯場してダ勝負を
　争った。
12Nmanujaa⑪（名）うまや。馬小屋。
空Nma？Nmaa㊥（名）焉のノ」、児語。
2Nmari①（名）生まれ。　N生。
？iNmat’ihii①（名）生まれた日。誕生購。
2Nraar三盛akasaN①（形）生まれがいい5〕尊
　い生まれである。
？N皿aridusi①（名）十二支の上での生まれ
　た年：。生まれてから12年ごとにめぐって
　くる隼。すなわち，13・25・37・49。61・
　73歳…の庫。厄年とされる。sjooniNと
　もいうe’harijal〈uの項参照。
？Nmari；juN①（自＝raNe純i）e生まれる。
　？Rmar鋤aN？Nma1’i．生まれがいのない
　生まれかた。生まれなかったらと思われる
　ようなあわれな境遇。◎（砂糖や型に入れ
　た菓子などが）うまくできあがる。
2．Nmarikaa⑨（名）その辺。
2Ninarikaa＝juN①（霞＝1’aN，　＝ti）（死後に）
　生まれ変わる。
2Nl皿arikucoo①（名）生まれ故郷。
2N．　1■lal－iSjOgsigi①（名）生まれつきの性質。
2Nmariz．iei①（名）生まれつき。生まれっ
　きの素質。
2Nmarizin膿㊥（名）生まれた部落。故癬の
　部落。
2醗盛a賎zi撮導①（名）生まれながらの心。天
　性。
2Nmasjuuもu⑨　（名）競馬。馬術競技。
　？Nma7yultiiともいう。
？Nmatal⑨（名）馬丁。
？Nma？w玉｛⑨（名）摂州。、
2NmazirimuN①（名）うまずめ。
2Nma多urii⑪（名）競馬。馬を揃えて勝：負を
　争5こと。馬術競技。？Nmasjuubuと同
　じ。
？Nmee⑨（名）おばあさん。祖母，また，老
　婆。士族についていう語。
？Nm｛⑨（名）膿（うみ）。
？N醸①（名）梅σ
2，NmibUsi①（名）梅干。
？Nmi2iru①（名）茶色。樺色。
？Nmi？豊ruu⑪（名）茶色のもの。樺色のも
　の。
？Nmii＠（名）ねえさん。姉，また，未婚の
　女。士族についていう誘。かりに三人姉が
　いれば，一番上を？uhu？Nmii（大ねえさ
　ん），中を？NMii（ねえさん），すぐ上を
　？Nmiig’waa（小ねえさん）のように呼び分
　ける。
？Nmiigwaa⑪（名）酋項を参照。
2NsnikU＝eitN⑨　（自　　＝taN，＝（≧ci）　θ（果実
　が）熟し過ぎる。◎（はれものが）膿んでく
　ずれる。
2．Nmi？aki①（名）泡盛に梅と砂糖とを入れ
　たもの。
？Nmliumi①（名）梅染め。茶褐色の染物。
？Nmookasii⑪（名）さつまいもを野菜と
　いっしょに煮た戸外汁。冬によくっくる。
？NmuSS（名）甘藷。さつまいも。単に
　？Nmu（いも）といえば常に首藷をさす。
　～gukujUN・農業をする。
2Nmuguku．iaamp（名）農民。百姓。さつま
　いもを作る者の意。
2Nmugaa⑨（名）さつまいもの皮。豚の飼
　料とする。
2Nmukasi⑨（名）さつまいもから澱粉を・
　取った残りのかす。二，三日桶に入れて蒸ら
　し，ねばり気が崖てから小さく握り，乾燥
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　　ざせて欝蔵し，凶作に備える。
2Nmukas｛daacli⑪（名）？Nmuka廓を粉に
　　してから煮て固めたもの。食糧不足の時に
　用いる。
　　　　　　　　　　　　　　　　し？Nmuka＄inaQluu⑪（名）菓子の名。？Nmu－
　kasiを粉にして，砂糖を入れ，ごまなど
　　を加えて練り固めたもの。ようかんのよう
　に，切って食べる。
？Nmukuzi⑨（名）さつまいもからとった澱
　粉。洗濯物の糊にも使う。
2N皿ukuzihwirajacii⑨（名）料理名。さつ
　　まいもの澱粉とさつまいもを練りまぜて油
　揚げにしたもの。
2NmukuziPUQturuUem（名）さつまいもの
　澱粉のくず湯。
？Nmu皿aci⑨（名）さつまいもの帯。首里で
　は，近在からさつまいもが運ばれるので，
　午前10時ごろ始まり，正午ごろ終わるの
　が普通であった。
’？罵mun瀬⑰（名）料理の名。いもねりの意。
　　さつまいものくずいも・虫食いいもなどを
　練ったもの。下等な食物。しかし，kUU一
　？Nmunii，　taa？N凱un銭などの上等なも
　　のもある。
2Nmunukuci⑨（名）さつまいもの（よう
　　に黙りこんでいる）口の意。また，そのよ
　　うな者。無口の者を嘲笑してい5語。
2Nlnun腿siru⑪（名）さつまいもを煮る時出
　　る汁。～saajUN．さつまいもの煮汁をあ
　　ける。
？iNmu？uhusjuu（eΣ）　（名）　1605隼‘こ中濤護〉う1ら
　　さつまいもを伝えた回国総管の俗称。
2N　mtigaki⑥（名）さつまいもを原料にした
　ミ酋。、・も焼酋・鮎
？Nna⑪（名）うんこ。大便の小児語。
：～Nnabi⑨（名）小米。砕け米。普通の米ま
　　り安価なので，貧乏士族が食料とした。
2Nnagee⑨（名）もみがら。また，稲穂の外
　　殼の上端の，とがった針のような部分。芒
　　（のぎ）。
？N鍛aguraa多ee⑰（名）ばった・いなごの類。’
2Nnamuzi⑨①（名）小麦。
2NnaNmi⑰（名）稲嶺。（（地））参照。
2Nnaz三⑨（名）うなぎ。～naicirljUN．子
　供が裸で逃げまわって，つかまらないこと
　をいう。うなぎになりきる意。
？N鷺az量⑨①（名）着物の背縫い。5なじか
　ら転じたもの。またさらに転じ1て，着物の
　つま（の狸掘｝い）。～11◎osi。着物のつま
　の不揃いを直せ・。
？Nnazh’akamazk．a①（名）子供などが，ぐ
　ずぐずと物をねだること。はっきり口に出
　さず，そぶりでだだをこねること。～
　sjUN．
？・Nnl⑰（名）稲。
？Nnikai⑪（名）稲刈り。
2NnimaziN⑪（名）いなむら。農家の庭先に
　稲を積み重ねたもの。単にmaziNともい
　う。
？N＝nuN㊥（自＝maN，二di）e（果実が）熟
　す。うれ観O（はれものが）膿む。
2NN①（感）らん。ああ。親しい者・冒下に
　対して，同意・肯定の意を表わす語。単な
　る応答の場合はhNN。
2NNdii⑨（名）かぶらな。蕪。野菜名♂
2NNnaa⑪（名）きたないものの小児語。ば
　つちいもの。〈？Nna。
2Nzanaa①（名）どもり。どもる者。
2Nzaη量⑪（名）遺言。？igUNの俗語。
2Nzani①（名）どもり。どもること。～
　sjUN．どもる。
：～NzaruPt（連体）去る。＜？icUN。～saN－
　gwagi．去る3月。
？Nzasi2量「ri⑬（名）出し入れ。
?
2Nza＝sjuNan（他＝saN，；ci）出す。tigami
　～．手紙を出す。
2Nzi⑨（感）そ5か？　ほんと？　話の真偽
　を確かめる時発する語。～？aN’jami・そ
　うか。～sai・そうですが（男が週上に対
　．して確かめる揚合）。
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？Nz呈⑩（名）伊芸。（（地））参照。
？Nziguei⑪（名）出口。
？Nzikana⑨（名）∈）出はな。出たとたん。
　◎茶の出花。㊤市揚の初物。はしり。
？Nz韮haNgwi①（名）放蕩Q家出。出奔。～
　Sj　LI　N．
？Nz三huni⑪（名）出船。出帆。
2N名量hu謡2uiwee⑪（名）舟合で旅をする人の
　無事を祈って行な5祝い。首里ではdaNzu
　karijusija？iradi　sasimiseru…と旅の
　．：平安を祈る歌（「だんじゆかれよし節」）を
　歌って祝う。
？Nzihwa⑪（名）支娼。支出高。
？賛zi？ir蓋①（名）出入り。椙はいり。
？Nzi＝juN⑪（自・・raN，＝ti）出る。？Nzitai
　？iQcaL出たりはいったり。
2Nzikaa？iri■kaa⑪（名）出たりはいったり。
　頻繁に1また親しく出入りすること。また，
　物事の動きが激しいこと。～RU？uhu－
　saN・繊入りが多い。～sjUN・
？Nzikuhwa＝ju”N⑪（自＝raN，＝ti）（茶な
　どが）濃く虜過ぎる。
？Nzir繕aka⑨（名）支幽高。
？Nzirihweerii⑪（名），？Nzirimeeriiと岡じ。
？NzirilneeO（名）支出。支出す．べき金。
　？Nzirumeeともい5。～？irimee．収支。
？Nz三rimeerii⑪（名）外出着。ちょっとした
　外出の時に着るもので，？iQsoocijaa（不
　断着）よりょく，？w3azi（晴れ着）より
　は悪い。？Nzirihweetiii，　tuNzihweezii
　ともいう。
？Nzirumeeem（名）？寅zirimeeと同じ。．
？Nzisuga且（名）出発の準備。
？Nzitaei⑪（名）いでたち。門出。出発。
　七abinu～・ ρ出発。
？Nz湿⑥一na？NZ圭tiの項参照。
？Nz廷oo！i⑪．一nu？Nzi七〇〇tiの項参照。
2NZtl⑪（名）？iZU［伊集］（植物名）の口語。
？Nzu⑪（名）．a集。？勉uともい㌔（（地））参
　照。
？NzucaahaQtai⑪（名）（子供などが）ばた
　ばた動いてじっとしていないこと。
？Nzuciha”i⑪（名）身動き。体を動かして
　じっとしていないこど。～nu？uhusaN．
　動いてばかりいる。～sjuna．身動きす
　るな。
？Nzucimudu’ruci　em（名）脚部き。身じろ
　ぎ。～NnavaN・身じろぎもできない。
？N別・c穏N⑨（自＝kaN，＝ei）動く。身動き
　する。じっとしていない。
”
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eN一（接頭）御（み）。御（おん）。尊敬の接頭
　辞。ml一の項参照。，Nci（御手），，Npana
　（御1鼻），　，Npaa（御歯），　，Ncuubu　（御腹）
　など。
一N（助）も。Nに終わる語に付く時は，たと
　えばciN（着物）→cinUN（着物も）のよ
　うになる。ただし，waN（わたし）に付く
　と，waNniN（わたしも）となる。一ga（が），
　一nu（が）に付くこともある。それぞれの
　項参照。？ariN　kuriN．あれもこれも。
　tuiN　saN．取りもしなし・。maamaiiN．ど
　こまでも。
，Nha⑪（感・名）いや。擾絶・不承知の意を
　表わす語。また，いやがること。いやと醤
　うこと。振蝕すること。eNNba，’Npa，
　，NNpa　ともし・5。　～　，jaibiiN・　いやで
　す。～sjUN・いやと言う。挺絶する。
’Nca⑨（名）土。土壌。
，NeaG）（副）なるほど。全く。ほんとに。は
　たして。予想にたがわず。～？aN’jasa・
　ほんとにそ弓だよ。
娘。＆ag董⑨（名）kaagi（姿・容貌）の敬語。
　晴姿。御容貌。
’Ncaag皇ri通）（名）綿入れ（’wata？iri）の敬
　語。彿綿入れ。
，Neabi⑨（名）紙銭。春秋の彼岸に焚く，銭
　型を打った紙。御酒の意。また，その行
　事。彼岸祭り。平民は多くk＆bi？aNziiと
　いう。大名以上は彼岸の入り（？irihwi）に
　行ない，士族は彼岸の中段（euunici）に行
　な5。平民はその後に行な5。
’Ncabuku⑥．i名）土塊。土くれ。
eNcaca⑪（名）kaea（蚊帳）の敬語。御蚊
　縦。
’Ncama＠（名）御釜。鍋釜類の敬語。
，NcamutaaN＠（名）土遊び。泥遊び。
，Ncanas圭⑨（名）tanasi（女の夏の礼服）の
　敬語。また，夏着全体の敬語にもなる。
，NC’≠獅浮高奄援H（名）土の中。土中。～kara
　midurinu？NzijUN．土の中から芽が出
　る。
’NcaN①（名）［御神］神。神様。祖神。祖
　先の神様をい5。自然の神。火の神などに
　はいわない。
，NcaNtilgi①（名）一tW一一門。同族。「御神一
　つ」の意。tUNzitaru　munuja　muraba－
　runu　？ajaatu　Nnu　elca？uNpaaaN．
　［とんちたる老や　村原のあやと　御神一
　つの　近おんぱだん（大規敵討）］まかり
　出た者は，村原夫入と祖神を岡じくする近
　い親類。
，NcaN？utana①（名）神糊。
’NcatirnuN⑨（名）katixnUN（おかず）の敬：
　語。
’Neee①（名）kee（衣びつ・衣裳箱）の敬
　語。御衣裳箱。
，Ne董①（名）手（tii）の敬語。御手。
，Ne至tamagU①、（名）皮をむいたゆで卵。肌
　の美しいのにたとえる。？iroo　hujuunu．
　？鋤U，hadaa～nu　hada．色は面容の色，
　肌はむき卵の駅。
，Ncu①（名）一昨年。おととし。また，三：
　年前。〈miCU。～nati。三年経って。～・
　natinu？ikusa．三年前の戦争。
一・mCU（接尾）の人（＜一nu　QCU）。　S趣iNC鷺
　（首里の人），，jamatUNcu（日本人）など。
eNcuea④（名）kuea（若夫婦の寝刃）の敬
　語。上流家庭で使う語。
，Ncuea？ajaamee①（名）夫が旅行中の奥
　様。
’Ncumi⑪（名）お米。
eN＝cuN①（他＝kaN，＝e圭）剥く。皮をむくa
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　kunibu～。オレンジをむく。？NMU～．．．
　さつまいもの皮：をむく。
一N＝cuN（接羅＝kaN，＝ci）込む。　nagiNeu－
　N（投げこむ），？usiNCUN（押しこむ），
　sasiNCUN（さしこむ），　hweer圭NCUN（は
、いりこむ）など。
’Nc“sl⑥＊（名）ekusi（腰）の敬語。◎おこ
　し。女の腰巻の敬語。
’Ncuubtirj）（名）腹の敬語。御腹。さらにそ
　の上の敬語は？uNcuubu。〈kuubaq。
，Nda⑨（感）（∋どれ。　どりゃ。～lnisiree．
　どれ，見せろ。◎こら。～kunihjaa・こ
　ら，こいつ。
’Nda＝sjUN①（他＝saN，＝ci）濡らす。
一パdee（助）など。でも。軽く扱う意を表
　わす。kuyi～・これでも。　tabaku～？u－
　s3aga蛎slooree．たばこでも召し上がり
　下さい。nuu～？aga．何などがあるか。
一パd蓋（助）㊦と。引用句を受ける。nUU～
　？j旙aga．侮と言ったか。　N．に終わる語に
　付く時は短縮されて一diとなることもあ
　る。？ieUN～？jutaN．　f行く」と轡つた。
　短縮されて？iCUNdi？jutaN・（行くと言
　つた。）ともな．る。kUN聡agee　maeUNdee
　？umaaNtaN．こんなに待つとは思わなか
　つた。◎ために。？iicigeei　sjUN戯？uca－
　g鉱aN．息をするために水中から浮き上が
　つた。
一Ndi’ci（助）と言って。一Ndi？ici（と言っ
　て）の略。
，Ndi＝j　tlN①（自＝vaN，＝ti）e濡れる。◎
　零落する。
，NGikaa①（副）e雨などに濡れたさま。び
　っしょり。．～sjOON．びっしょり濡れて
　いる。◎みじめで解るかげもないさま。
一Ndi7ru（助）とい5。一Ndi？juru（という）
　の略。
一Nd孟「sa（助）とさ。ということだ。一Ndi
　？jusa（と書5よ）の略。，juuriinu？Nzi一・
　taNdisa．幽霊が出たとさ。
一一mkai（助）に。　Nで終わる語に付く時はそ
　のNをnuに変えて，？iN（犬）→？圭nu－
　Nlsai（犬に）のようになる。ただし，waN
　（わたし）に付くときは’waNniNkai（わた．
　しに）となる。kii～nubujUN．木に登る。
　？uja～？jUN．親に言う。siNS三i～？usja－
　gijabira．先生にさしあげましょう。siN－
　sii～？URaree　sjUN．先生にお習いする。
　’jaQcii～nuraaQtaN．兄に叱られた。
　sig’utu～hWiQkataNeooN．仕事に熱巾
　している。
ラNka二juN⑦　（自＝aN，；縫）　e向かう。　向
　．．く。◎適する。㊨向かう。敵画する。
，Nkas⑳（名）昔。～kara　n訂ma雄1adi．昔
　から今まで。
ラNkas圭bゴnasi．⑪（名）昔話。
，Nkas量9騒「撫⑨（名）昔の事。
’Nkas董hガu盛⑨（名）昔風。昔流。
’Nkasknttnqga’εai⑪（名）物語。昔話。
’Nkasi”Ncu⑨（名）昔の人。古人・老人。故
　入などσ～興？ikutuba・昔の人のこと
　ば。格言。．
，Nkasi”2utaem（名）昔の歌。古歌。
， kaz蓋⑨（名）むかで。
’Nkee①（名）e向かい。向かい翻。～ja
　taa，jag．　a．向かい（の家）は誰か。◎（接罵）
　向き・．hwee醤kee（南1司き），？agariNkee
　（東向き）など。
，Nkeehana①（名）迎えてすぐ。迎えたとた
　ん。会うが早いか。ラNl〈ee4iraと．同じ。～
　？aQku　sjuru　munoo？araN．会うが早
　いかどなり．つけるものではない。
’Nkee鋸諏N①（its　＝1・aN，　＝ti）迎える♂暮kee－
　ga？iCUN．迎えに行く。
’Nkeekazi⑪（名）．向かい風6逆風。
’Nkee多h・a①（名）迎えてすぐ。会うが早い
　か。唾ra〈gira（顔）。　Nkeehanaともい・
　う。
，Nki＝juN①（自＝raN，　＝ti）剥げる。　kaanw
　～・皮がむける。
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，Nki＝jUN⑤（他＝raN，＝ti）向ける。
eNkUU⑪（名）幼児の噛語。赤んぼ5が，ま
　だことばにな。’ていない音声を発するこ
　と。生後二か月くらいからする。boozaaja
　～sjabiimi．ぼっちゃんは声を出します
　か。
，Nmi①（名）嶺井。（〈　tS　））参照。
’Nnloo⑲（感）モー。牛の鳴き声。
ラNmoogaQikui⑨（名）子供の遊戯の名。
　ごつつんこ。額と額とを突き合わせること。
『Nna①（名）から。むなしいこと。空虚。～
　ttlat．OON．からになっている。
iNna①（名）皆。すべて。全員。全部。
ラNnaakar量①（名）一軒の半分。半尋。皆手
　を伸ばして捲先から胸の中央：までの長さを
　いう。昔，布の長さなどを計った単位。
一Nnaara（接尾）「不適切に早い時期に」の
　意。　？akagieiNnaara（；夜明けなのに），
　sjoogwagiNnaara（正月早早にもかかわ
　らず）など。
，Nnabai④（名）むなしく目をあいているこ
　と。欝はあけていても何も見ないこと。
　mii～sjOON．呆然としている。
，Nnabata①（名）侮も楢1えてない焔。あい
　ている煽。
，N孤adii⑪（副）素手。手ぶら。手に何も持
　たないさま。また，みやげものを持たない
　さま。～？ieUN．手ぶらで行く。
’Nnadii”karadii⑪（副）素手。手ぶら。徒
　手。～Qsi．手ぶらで。～？iCUN。手ぶら
　で行く。
，Nnaduu⑪（副）身に何も持たないさま。
　身～つ。また，みやげものを持たないさ
　ま。素手。手ぶら。～？iCUN．季ぶらで行
　く。
，Nnaduu「kara（叢uu⑪（副）身一つ。素手。
　手ぶら。
eNnagara①（名）から。からっぽ。容器に
　何もはいってないこと。
，Nnaguruma①（名）からの車。空車。
，Nnaミi①（名）無為にすわっていること。噴
　ぐEjUN。
，Nnajaa①（名）あき家。
’Nnajasici①（名）あき屋敷。家のない敷
　地。さら地。
，Nnakuci⑨（副）何も食：べさせないさま。
　～simi3uN。何も食べさせない。～mu－
　duci　c2mu’janUN・何も食：べさせずに帰
　して後悔する。
eN皿akuzi①（名）からくじ。はずれたくじ。
，Nnamaei①（名）むなしく待つこと。待ち
　ぼ5け。
’Nnamul　（1）（名）からっぽ。中に何もない
　こと。
’1　nanaNzl①（名）徒労。無駄骨折り。
eA’naNgsvee①（名）徒食。働かないで食う
　こと。
，Nnasawazl①（名）から騒ぎ。
eN皿atarugaki①（名）空頼み。
’Nnatu④（名）港。　tumaiともいう。
’Nnatugwaa⑪（名）群小。，島尻の旧具志川
　間切にある港。
，NnatujuubinUQkwa①（名）さめの一種。
　ぼうざめ。
，Nna？ttQsja①（名）ぬか喜び。
’Nnawata⑪（名）空腹。すき腹。
，Nni①（名）胸。～dakumikasjUN．胸を
　ときめかす。～’jaCUN・焦心苦慮する。
　危険に会った時や他人の危険を見た時など
　にいう。
’Nni①（名）着物のおくみ。
，Nni①（名）建物の棟。
’Nnidakudakuan（副）胸力｛どきどきする
　さま。～sjUN。
’NnidoNdON⑨（副）胸がどきどきするさ
　まQ～sjUN．
’Nnigiic）（名）胸毛。
’NRigitugitu⑪（副）胸がどきどきするさ
　まQ，Nnidakudaku，，NnidoNdoNなどと
　もいう。～sjUN．
436
’Nsju
，Nniguci（．1）（名）みずおち。？utusiともい
　う。
，NnihW藍ZurusaN①（形）はっとする。肝を
　冷やす。
’N面照ra①’war恥N③（句）心配で，胸が
　つぶれる。tadeem，anu　kutu，jati，Nni－
　taara，waritooN．突然のことなので，心
　配で胸がつぶれる思いだ。
，Nniziira①（名）心労。精神的な苦労。心
　を痛めること。一ziiya＜siira　．～nu？uhu－
　saN．心労が多い。　Ql｛wanu　hurimuN
　nati～？iQcoosaa．子供がならず者に
　なって苦労させられているよ。
’Nnu⑨（名）みの。かや・わら・びろうな
　どで編んだ，農民の爾着。
うNNba⑪＊（感i・名），Nbaと岡じ。
’NNパN⑨（感）ううん。いや。　v・1，・え。目下
　またはきわめて親しい者に対して，軽く，
　否定または擢絶の意を表わす語。
’NNpa⑨＊（感・名）’Npa，’NNba，’Nbaと
　岡じ。
うNN興⑨（名），NZUと同じ。
，NNzuN⑪（他・不規則）0見る。　sibai～。
　芝居を見る。，NNdaNhuunaa。見ないふ
　り。，NNdarijuN．　イ・卑られる　（受身）。
　ロ。見られる。見るに足る。，NNdaN　MUN
　，NNcaNnee．見ないものを見たようにの
　意。子供などが非常にかわいいさま。ま
　た，玩具などを非常に大事にするさま。
　，NNcai　cicai・見たり聞いり。◎…して
　みる。eutl，NNdee．（取るなら）取って
　みろ。，3udi，NNda．読んでみよう。
，Npa⑨　（感・名）　，Nba　と岡じ。
一Npaa（接尾）いやがる意を表わす接羅辞。
　…するのをいやがること。？iciNpaa，
　？ikaNpaa（ともに，行くのをいやがるこ
　と），　kaciNpaa，　kakaNpaa（ともに，　書
　くのをいやがること），siiNpaa，　saNN－
　paa（ともに，するのをいやがること）な
　ど。siiNpaadu’jaru。するのはいやだ。
　’3uda麟ga　ci1Npaa　sjoojabiiN．呼んだ
　が，来るのはいやだと書っています。
ラNpaaNpaa①（感・名）いやいや。いやが
　ること。～nu？uhu§aN．いやがることが
　多い。～sjooti・いやいやながら。不承不
　承。
，Npana⑩＊（名）お花。花の敬語。～？U－
　sjagijUN．（仏壇に）お花を上げる。
，Npana①（名）目鼻。鼻の敬語。
eNpanaguln｛⑰（名）［御花米］？ugwaN
　（祈願）をする時に用いる，洗い清めた米。
　もし，あたりに水がなくて洗ってない二合
　にはkaraNpanaとい5。また，洗った
　曉…には，　？usimasi　という。
，Npana？ugaki⑨　（名）　，Npanagumi　（祭日巳
　用の米）とお神酒。？ugwaN噺願）をす
　る時，米を洗い清めて盆に盛り，その上に
　酒をみたした杯をのせて拝む。その米と酒
　をいう。
一Nse’eN（接罵・不規則）…られる。お…に
　なる。一m弊eeNと同じ。ただしふつう
　一rniseeNの方がやや敬意の度が高い。し
　かし，接顕語？u一が付くと，ふつう一Nse－
　eNの方がかえって敬意の度を増す。す
　なわち，たとえば，’jumlNseeN，’jUini－
　miseeN，　？ujumimiseeN，　？ujumiNseeN
　（いずれも読まれる，お読みになる）の順に
　あとのものほど敬意の度が増す。
’NsjamUN⑪（名）〔文］頼もしい人間。申
　し分のない者。murabarutuzija　miiku－
　ei　’jahwajahwatu　kuusjuuraasii　kaa－
　gi，　huNnu　’Nca　・v　’jasiN　giitee　daa
　？azija　caNtu？ucihuriti．〔村原婁iや目
　ロやはやはと小しほらしN・かあげ　ほんの
　むちゃむしゃものやすんついてや　だあ鞍
　罵やちゃんとうちほれて（大眉敵討）コ村
　原の妻は顔立ちがやさしく美しく，ほんと
　うに申し分のない者なので，そこで按司は
　すっかり惚れこんで。
，Nsju①＊（名）火薬。，iNSjUと同じ。
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’N臓⑪（名）味瞼。misuともいう。
，Nsu⑳（名）〔御衣〕（∋着物（C童N）の敬語。
　御召し物。みそ（御衣）。（！｝ciirul〈abi（そ
　の項参照）のことをいらことがある。
，Nsunabaa⑪（名）味櫓菜の意。葉野菜の
　名。ふだん草に似て大きい。
’惣a⑨（名）e下人。下男下女。奴隷的な使
　代入。身代金（dusiru）によって使われる
　者Q　O〔文］　やつ。　？i3a　 ？圭eisakaLsi　～nm
　？juru　kutu烈u　nikusa．［いや生さかし
　んざの　雷ふることの憎さ（忠臣身替）］い
　や，なまいきなやつの雷うことの憎さよ。
，rs’zadaki⑥（名），Nzat＆1｛iと岡じ。
，Nzadi⑨（副）いやとい5ほどたくさん。
　どっさり。うんと。？Nmunu～？aN。さ
　つまいもがうんとある。
，Nzaki＠（名）植物名。にがき。撰液は健胃
　fij，害虫駆除などに期い，木材は，虫がつ
　かないのでたんすなどを作る。
’Nzami◎（名）にがみ。
eNzamuN⑨（名）eにがいもの。◎悪者。
，Nzana⑥（名）植物名。わだん。ほそばわだ
　ん。薬草の名。山野に自生し，その葉は大
　変にがく，健胃剤となる。「にが莱」の意。
，Nzanajuu＠（名），Nzanaの葉をす夢つぶ
　して取った汁。解熱剤・健胃剤にする。
’NzaNzaatuen（副）ずけずけ。無遠慮に面
　面するさま。～？ici　turaci　giragwaa
　naeaN。ずけずけと言って，顔も上げられ
　なくしてやった。　　　　　　　　’
，NlaQkwa＠（名），．Nzaと岡じ。とくにその
　若い者をいう。
’Nzaraka＝sjuNen（他＝saN，＝ci）（糸・髪
　などを）秀つれさせる。困れさせる。
’Nzari⑪（名）乱れ。もつれ。髪・糸・生な
　どについてい5。国・家などの乱れはmi一一
　dari　と、・う。
，Nzar蓬＝juNem（自＝raN，＝ti）e（髪●糸な
　どが）もつれる。乱れる。O（事が）もつ
　れる。やっかいな事になる。kunU　s1gu－
　too’Nzaritoosa．この仕事には手こずつ
　ている。（心・国などが乱れることには，
　撚ida短jUNを用いる。）
，NzarimuA’①（名）乱暴者。季こずらせる
　者。
’NzasaN＠（形）にがい。
，Nza＝sjUN（D（他＝saN，＝ci）磨く。磨いて
　光らせる。
’Nz瓢ak⑩（名）竹の一種。ほうらいちく。
　「にがたげ」に対応する。，Nzadakiともい
　5。垣根などに植え，高さ3～4メートル。
　ざるなどを作るのに用いる。
’惣a塾u①（名）美里。《瑠参照。
’Nzawait’ee⑪（名）苦笑い。～s担凡
，Nzi①（名）とげ。草：太。；魚骨・木片などの
　とげ。
，Nziφcaa⑥（名）あざみ。　gibanaともい
　う。
’Ngo①（名）〔文〕〔論蔵］男が恋する女を親
　しんでい5語。恋入（女）。sjura（その項
　参照）ともいう。～ga？umukaz圭ni　hwi－
　kas翫r圭綴twami箆U　k翫sani　kau　kak擾ci
　siRudi？iCUN・［無蔵が面影1こ．ひかされ
　てわ身の　傘に顔かくち　忍で行きゆんコ
　恋する女のおもかげにひかれて，わたしは
　傘に顔をかくして忍んで行く。
，晦oos3N①（形）愛らしい。かわいい。那
　覇その他で多く用いるが，誉里でほあまり
　用いない。
，Nguen（名）溝。下水。，NN4uともいう。
，NZttNzuutu①⑰（副）うんと強くe～su－
　gujUN．うんと強くなぐるn
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？oho？oho①（副）ごほんごほん。咳の声。
　．v　sj　tl　N．
？oo①（感）θ（母音が鼻音化する。〔？66〕）
　目下の隼長者に対し，肯定・応諾の意を表
　わす語。はい。ええ。・ああ。？ii，？uuなど
　の項参照。◎（鼻音化しない）∈）と同様に
　用いるがぞんざいな返事となる。ああ。
？oo⑨（名）奥武島。沖縄塞島南部の海岸iに
　接した小島。またそこの部落名。奥武。
　《鋤参照。
？00わaa②（名）青葉。・
200baeaa⑪（名）魚名。青のだんだらのあ
　る長さ15センチほどの小魚。味はまずい。
？oobaN①（名）びり。最終番。
？o・bee①（名）青蝿。
200bicai⑪（名）？oobiceeと岡じ。
200bicee①（名）青光り。また，冷たく光
　ること。mii～sjOON．目を青く光らせ
　ている。人を憎んで，黙ってにらむ時のさ
　まをいう。
？oobu①（名）骨膜炎。huni？oobuともい5。
200daa⑨（名）もっこ。かるこ。
？oo虚a赫①（名）青竹。
？oOdamuN①（名）まだ枯れていない薪。
200ee⑪（名）けんか。格闘。～najUN．
　けんかになる。
200eetii”ee⑨（名）盛んにけんかすること。
　一v　s3UN．
？oogasaa⑪（名）傘の一種。轡の部分のみ
　が緑色で，紙は黒。中国から輸入された男
　物のからかさ。
200gurasiN⑪（名）まっくらやみ。
2009USU①（名）びり。しんがり。
200haNhiN①（名）kusazina（くさぎ）の
　若芽を入れて作った油揚げ。高齢者の葬式
　の時，だんごといっしょに客に出す。客
　は，高齢で死んだ人にあやかるために食べ
　る。
？oohoo＠（名）（鼻音化する。〔？66hδ6〕）
　霞下の年長者に対することばづかい。肯定
　の時には？00（〔？66〕）と書い，呼ばれ
　た時にはhoo（〔h66〕）と答える謡し
　方。？oo，　hoo，？iihii，？uuhuuなどの項
　参照。
200hwa⑨（名）なっぱ。葉野菜。青菜。
　naaは，からし菜。
？oohwizurukaNzi⑨（名）夢拝常に寒寒とし
　ていること。非常に冷え冷えとしているこ
　と。
？oohwizur縫u⑥①（名）つめたいもの。食
　物などの，冷えきったもの。
？ooimusi⑨（名）けんかの虫。～kuujuN．
　けんかをしたがる。musi　1〈uujUNともい
　う。
？oojaa⑨（名）よくけんかする者。けんか
　ずき。
200＝jUNan（自＝raN，＝ti）けんかする。格
　闘する。たたかう。？usi？oorasjUN・牛
　をたたかわせる。
？oekaziem（名）青筋。静脈。～hoojUN．
　静脈が浮き上がって見える。hoojUNは這
　う。
？ookusa①（名）青草。
？oom劉am蓋i⑪（名）植物名。緑豆。やえな
　り。青大豆の類。あずきに似て緑色。もや
　しを作る。
？eomuN①（名）果実の熟してないもの6
200nuuri＠①（名）青のり。海藻の名。
？oo2Nnazaa⑪（名）青大将。蛇の一一種。
20eQteeN①（副）青青と。真青に。
？eoruu⑪（名）青。緑色。緑色を中心にし
　た青をいい，純粋の青はm呈雰iruという。
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200vuubiian（名）鬼火。きつね火。燐火。
200ruumUUtii⑪（名）緑色のmuutli（元
　結い）。muutiiの項参照。
20esabi⑩（名）緑色の錆。緑青。膏錆。
？oosaN①（形）e青い。緑色である。緑色
　を念頭に畳いていう。純粋の青はmizi圭1’u
　という。◎（果実・人物などが）乗熱であ
　る。
？oosiitoO⑥（名）お手圭。女の子の玩具の
　名。また，その遊戯の名。
200sjukurusjU⑪（名）沖の海の色。また，
　沖の海。沖の海の水。青潮黒潮の意。
？ootoo①（名）楮橘類（kunibu）の一一種。
　青唐九年母の略。実は皮が薄く，汁多く，
　すっぱい。
？ootOO①（名）びり。
？oo瓢殺z蓋N①（名）燈心草。繭（い）。biigu－
　ii．　tuuz2Nii・の劉名。
？oogeenii＄eegwaa①（名）青二才。青隼
　（niisee）をののしってい5語。
？oozi⑨（名）簾i。扇子。また，5ちわ。5
　ちわは？ueiwaともいうb，
200zimee⑪（名）扇舞い。扇を持って舞5
　舞い。芝居では若衆がするので・，waka－
　sjuuduiとも、・5。
？oozinuhun蓋⑪（名）扇の骨。
200篇Z嚢N⑨　（他　＝gaN，＝zi）　溺く“a
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oo⑪（名）王。国王。ふつうは？usjuga－
　nasiimee［お主加那志前］と呼ぶ。
’oodaN①（名）病名。黄疸。
’oogai①（名）横暴。～na’jakara．横暴な
　やから。
，oohoo⑪（感）（〔6δhδ6〕のように鼻音化
　して発音される。鼻音化しないとぞんざい
　に聞こえる）さあ。では。臼下の奪長に対し
　して誘いかける時に発する語。dlQkaa，
　diQl〈aa　naaともいう。冒上に対しては
　，uuhuu，目下一般に鮒しては’iihiiとい
　う。～？ikana．　さあ行きましょう。
’oohuku①（名）往復。
，oohwi⑥（名）王妃。磁王の正妻。
’ooki⑪（名）和宇慶。（（地）〉参照。
，ookwaN①（名）往還。大きな道。街道。
eoOO、⑪（感）（〔666’6〕のように鼻音化し
　て発音される。鼻音化しないとぞんざいに
　聞こえる）いいえ。いや。目下の年長iに対
　して，否定または掘絶の意を表わす語。翼
　上には，UUUU，目”f一一一’maには，iiilといろ。
’oovee①（名）往来。人の行き来。　sjuniN
　．vnu　taima　neN　？amunu，　kuma　’ututi
　gujOO寧i　ta7，inijaimjabii’a．［諸人往来
　の絶間ないぬあものこまをとて御様i
　子　尋ねやりみやべら（花売之縁）コ諸人
　の往来の絶え間がないから，こっちにいて
　（父上の）御様子をたずねて見ましょ5。
ラooz蓋①（名）㊦王子。王の男の子。また，
　先王の子，すなわち王の兄弟をもい5。
　◎位階の名。王に次ぐ最高の位階。
，ooz鐙u磯uN①（名）王子の御殿（？uduN）。
　また王子の家柄。按司（？azi）の？udUN
　より一段の尊敬が払われていた。明治の
　末期に｝まzinoON？udUN［宜二i野湾御殿］と
　magijama？uduN［松山御殿］があった。
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ppaakuu⑪（名）たばこの小児語。煙の形容
　から来た語であろう。
paaρaa⑨（名）haamee（平罠の祖糧・老
　女：）の敬称。おばあさんQ士族。貴族の妾
　（平毘）の老女になった考などをい5。那
　覇その他では単におばあさん（二二・老女）
　の意で用いるようである。
paai’aNkuu⑥（名）片側だけを張った，胴
　の短い太鼓。
paasuNkooan（名）kusieii？ukwaasi（祭
　乱用の菓子の名。その項参照）の一種。白
　色で，落花生入り。
pacimika＝sjuN⑪（自＝saN，＝ci）ばちん
　という。pacin｝ikaci，waritaN．ばちんと
　翻れた。
paciNO（副）ばちん。陶器などの割れる音・
　小さな爆発音など。
pacipaci①（副）ばちばち。手をたたく音・
　たきぎなどの燃える音・妙つた豊などのは
　ぜる音・太の枝などを折る音など。
pakupaku①（副）ぶかりぶかり。たば1を
　吸5さま。tabaka～hUCUN．たばこを
　ぶかりぶかり吸う。
paN①（副）ばん。ばんと音を立てるさま。
　また，ぽんと打つ意の小児語。～sjUN・
　ばんと打つ。
paNmikasii＠（名）銭をかけてする遊戯の
　名。相手の銭に銭を打ちつけ，それに重な
　るか，それを越すかすれば，自分のものと
　する。のち，正月以外にすることを禁じら
　れた。
paNmika＝sjuN①（自・他＝saN，＝ci）ぼん
　という音を立てる。ばんと打つ。
paQsai⑪（名）唐手の型の名。
paQtarigeejaaan（副）pagturugeejaaと
　同じ。
paQturugeejaady（副）｛またばた。　じたば
　た。子供・魚などが，体・手足などをばた
　ばたさせて暴れるさま。haQtuxugeejaa
　ともいう。～s沁na．じたばたするな。～
　Qsi　ka¢imiraraN．ばた1またしてっかまえ
　られない。
pもe⑨（名）物を捨てること。口に入れたも
　のを吐き出すことの小児語。ぱい。ちゃ
　い。～SJUN・
peeeiN③（名）〔親雲上］廃藩箭の位階の
　名。［大やくもい］（？uhujakumui）の俗
　称。一一村を領する。satunusipeeciN［里
　之子親雲上］とeikudUNpeeciN［筑登之
　親雲上コの二種があり，王子から数えて前
　者は四番目，後者は六番霞に位する。
peepee⑨（名）きたない物の小児語。ばっ
　ち。？NNnaaともいう。
piipii⑨（名）ねずみの小鼠語。
piipii①（副）貧乏なさま。～S300N．困窮
　している。ぴいぴいしている。
piiraruraa⑪（冨9）管楽器（gakuburaな
　ど）の音のさま。～sjOON．管楽器の音が
　している。
pijapija①（副）ぴょぴよ。ひよこの鳴き
　声。～sjUN・』ぴよぴよと鳴く。
piN2aN⑪（名）唐手の型の名。
piriN’paraN⑨（副）eべちゃくちゃ。お
　しゃべりするさま。～munu’junUN．ぺ
　らべらしゃべる。◎外国語（ことに西洋
　語）をしゃべるさま。ぺらぺら。？ura－
　Ndaguci～sjUN．西洋語をぺらぺらしゃ・
　べる。
poN①（副）ぽとん。物の落ちる時の音：。ま
　た，落ちるさま。水中に小石を投げた場合
　の音など。
poN　nika＝sjUN①（自＝saN，＝ei）ぽとんと
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　音を立てる。ぽとんとい5。pONmikaci
　？utijUN．ぽとんと落ちる。
poopoo⑨（名）料理の名。焼きぎょうざの
　よ5なもの。小麦粉を水でこね，薄く伸べ
　て，中に細かく刻んだ豚肉・みそなどを包
　み，鋸で焼いたもの。料理法も名前も中磁
　伝来のものと思われる。
pucimika＝sjUNCO（自t・saN，＝ci）ぷつっと
　N・弓。ぼきんと音を出す。pucix＃il〈aci
　’tturitaN．ぼきんといって折れた。
PUQek・i⑪①（副）ぶつり。ぼきり。物が折
puu「up皿皿「uu
　れるさま。．また，切れるさま。
PUQturuu　an（名）料理名。のり状に作った
　料理。soomiNpUQturuU（そうめんを煮
　て油をかきまぜたもの），？Nmukuzipu－
　QもurUu（さつまいもの濃粉を練り，熱湯
　をそそいで固まらせ，味噛で味を付けたも
　の）などがある。
1搬腿⑪（副）屍の音。
PUUI’UPUUI’UU⑨（副）ぶくぶく。生きもの
　などが水中に沈んでいくさま。～sjUN．
　ぶくぶく沈む。
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QCIx①（名）人。また，他人。文語では．hwi－
　tuともいう。～najUN・人となる。成長し
　て人並みになる。～ni　’iiraQtoON．人に信
　頼されている。儒望がある。～nu？w圭聾
　NdlN？umaaraN・他人の身の上とも思わ
　れない。あまりにかわいそらで，我が身のよ
　5な気持ちがする。～識UkUkU翌U・人の心。
　人間の心。わかりにくいもの・移りやすい
　ものという場合に多く使う。～nu　kuci．
　世閲の評判。入の5わさ。～nu　kucee
　？U七urusii　mUN．入のうわさは恐ろしい
　もの。～nu　kutu。他人事。人の事。．～一
　nu　kutu　sjUNdi　duu　MucitoosjuN．人
　のことを助けよ5として，わが身をそこな
　う。～鳳ukutuba．二二の言。～nu　kutuba
　kUNZUN．人のことばのあげ足をとる。～一
　nu　tacll〈ukudooN．人が立ち囲んでいる。
　入垣を作っている。～nu　giCUN．大勢の人
　が寄ってくる。（蹉者などが）人気がある。
　～nu　duu。人の体。人勢。～nu　tUNei．
　人様の御屋敷e他言の家の敬称。女が雷
　う。～nu　nuci．入の命。入命。～nu　ni－
　gee3a？adaa’naraN．人の願いはあだには
　ならぬ。祈ればかなえられる。～nu　neebi・
　人出似。他人の真似事。～nu　hwii？aka－
　garasjUN．人の非をあばく。～N？araN．
　他序でもない。他人行儀にしなくてもよ
　い。Qcop？araN．イゼ入でなしである。
　人非人である。d・他人ではない。他人行
　儀にするな。・
Qcu？anamuN①（名）池子。親類でない考。
　tUUSarU　？Weekajaka　CiCaSaru～．還
　い親類より，近い他人。
Qeu？asl⑪（名）人の往来。～nu　cirijUN・
　往来がとだえる。
QCtt？atu①（名）人におくれること。人後。
　～najUN．入におくれる。人後に落ちる。
Qcubanari④（名）入里離れた所。
QctibaQpee①（名）人違い。あらぬ人をそ
　の入かと思い違えること。
Qcubiree①（名）人との交際。人とのつき
　あい。～ja　mugikasi1　MUN・人とのつき
　あいはむずかしいもの。
Qeucihiugurisja①（名）慈愛。人を憐れ
　み，いつくしむこと。～s舞Np
Qcudaki①（名）人の背たけ。入の背たけほ．
　どの高さ。
qcudamasjaaen（名）人をだます者。詐欺
　師。
Qcuduui①（名）人通り。人の往来。
Qc g3ra⑳（名）人柄。
QcagawaiimuNco（名）㊦変わり者。変人。
　◎＊非凡な人。偉人Q
QCIIgutu④（名）e人との交際。社交。～N
　euw6emuN’jasa．人との交際も大変なも．
　のだ（交際費がかかる）。◎人の悪目。～
　，jhnUN．人の悪口をしゃべる。
．QcuhadaG）（名）入の肌。また，そのぬくみ。
Qeuhurubasjaa⑨（名）借金をふみ倒す者。
　一hurubasjaa〈huyubuN．
Qeukasimasjaa⑪（名）人を5るさがるこ
　と。また，その者。人間ぎらい。～’jaN．
　人聞ぎらいである。
Qcukali①（副）人ごとに。どの人にも。～
　捻uta寧ig＆，wakaraNtaN．会5人ごとに
　尋ねたが，わからなかった。
QC噂：weebiira①　（名）　南京虫。一biira〈
　hwliraa．
Qe田11＆ma①（名）人の言いなり。人のする
　まま．。～ni　RajUN．人の言いなりになる。
　人の言5ままに従う。
QQumasai①（名）人にまさること。文語は
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Qkwanasimiei
　hwitumasai．
QeumeeCD（名）e人前。～uti　hazi　kaka－
　saQtaN．入前で恥をかかされた。◎人に先
　んじること。人よりすぐれること。caaッ
　nat2？aQeUN．いつも入に先んじている。
Qcunami①（名）人並み。高間並み。
Qcunari①（名）（子供・動物などが）人に
　馴れること。
QcunUSUδU①（名）人さらい。
Qeunuzaa①（名）詐欺師。一nuzaa〈Ruzu一・
・No
QeunuzimuN①（名）詐欺師。
Qeusaci①（名）人に先んじること。Qcumee
　（入前）ともいう。QCU？atuの対。
QC“sasi2iibi①（名）人さし指。
Qcu？ujamee⑰（名）人をtw　5こと。また，
　謙譲で礼儀正しいこと。
QCU？UQsjagisaN①（形）愛想がいい。人が
　よさそうに見える。
Qcu？u＄eeimuinii①（名）入を馬鹿にした
　臭い方。軽蔑したことば使い。
Qeu？useelmuN①（名）入をあなどる者。入
　を軽蔑する者。
Qeu？utu①（名）人の来る足音。ま心人の
　いる気配を感じさせる音。
Qeu？uzi⑪（名）人怖じ。入見知り。
Qcuwii①（名）人いきれに酔らこと。劇場
　など，大勢の人の中にいたために頭痛など
　を起こすこと。一wii〈’wiijLIN。
Qkwa①（名）子。子供。親に卜する子。大
　人に対する子供は’warabi。～nasjUN．
　子を生む。～nu　cuuree　？ujaa　？iziN．子
　が大きくなれば親は仕合わせ。
Qkwabiicaa⑨（名）わが子をひいきする
　者。親馬鹿。
Qkwabiicl①（名）子びいき。わが子をひい
　きすること。
Qkwagwaa①（名）小さい『F。～tiigee・鳩
　（hoo七u）の鳴き声。子供を一人の意。　ku－
　tuukwiilcwil　・一一　tiigee　？oonu　’jama　？Nzi
　nasawa　kwira，jaa．（童謡）クトゥー
　クィークィー（鳩の鳴き声），子供を一一人，
　奥武の山へ行って生んだらあげよう。
Qkwamucaabusi①（名）〔子持蜘歌曲の
　名。子持節。その本歌は子を失った悲哀
　を歌った次の歌。　taruju？uram圭tut圭
　nacuga　hamaeidurl　？awaN　girlnasaja
　，wamiN　tumuni・［誰よ恨めとて　鳴き
　よが浜千鳥　逢わぬつれなさや　わみも共
　に］誰を恨んで鳴くのか浜千鳥，子に会え
　ないつれなさは，わたしも吟じだ。
Qkwhmucaabusi⑨（名）子持ち星。そばに
　小さな星を従えた星。
Qkwamuci⑤（名）子持ち。子のあること。
　子を連れていること。女親をいう。
Qkwamujaa⑪（名）子もり。小児のもりを
　する者。上流家庭では特にそのために少女
　が雇：おれる。
Qkwamujaa？uta①（名）子もり歌。たとえ
　ば次のよ5なもの。？jooi？joo圭nakuna
　’jo，　？uhumura？uduNnu　kadunakai　rni－
　mieiriboozinu　taQeojabiN，　piiguN，　ho－
　ocaN　muQcojabiN…（おどしつける歌の
　例）イヨーイ　イヨーイ　泣くなよ，大村御
　殿の角に耳切り坊主が立ってます。ナイフ
　もほうちょうも持ってます…。？Nmiiga
　？Nmiiga　muitatitii，　zitagwaN　saba－
　gwaN　kumasjuN　doo，　tooN　’jamatuN
　？aQkasa　’jaa，　’waQtaa？uNbozugwaaja
　nacabiraN，？weru？weuru？weru．（愛
　情のこもった歌の例）ねえさんがねえさん
　がおもりして育て，下駄もぞ5りもはかせ
　てあげるよ。唐も大和も旅させてあげる
　よ。うちのおぼっちゃまは泣きません。
　ウェルウェルウェル。
Qkwanasaa⑰（名）e多産の女。　O乳児の
　ある女。Qkwamucaaと同じ。
Qkwa！iasim量ci④（名）子供の生み方。Qkwa－
　nasimieee　SiQci　sudatimiCee　SiraN．子
　の生み方は知っていて，育て方は知らな
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Qkwanasimijaa
　い。子を生みつぱなしにして，ろくに養育．
　しない考をいう。
Qkwana§imijaa⑨（名）産婆。子を生ませ
　る者の意。
Qkwa？iNmaga①　（名）　子と孫。　子孫。
Qkwa2“m疑⑪（名）子を思うこと。子煩悩。
Qkwa2u㎜ujaa⑨（名）子を思う考る子煩
　悩の者。
Qkwa2w6ekiNcu①（名）子福者。子だくさ
　んの人。
一Q「si（助）で。材料・道具などを表わす。く
Qsi（して。〈sjUN）’B．「では」1ま一＄eeとな．
　る。panOO　muzi～gukujUN．ノqンは麦：
　で作る。？isi～？UCUN．石で打つ。　？uci一一
　naaguei～hanasi　sjUN，沖縄語で話
　をする。　sugais6e　Qcunu，jusi？asee
　？jaraN．服装では入のよしあしは言えな
　い。
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r一raasjaN（接尾）らしい。…の特徴・ようすが
　みえる。samureeraasjaN（士族らしい），
　’wikigaraasjaN（男らしい），？weekiN－
　cu「aasjaN（金持ちらしい），　naahwara－
　asii　tukuru。（那覇らしい断）など。
raku⑨（名）楽。安楽。　dakuともいう。
　～ni　kuraeooN．安楽に暮らしている。～
　sjoON．安楽にしている。何の苦労もない。
rakubuginuco　mi2uuhico（句）〔文〕金糸
　のはいった帯。？weekata〔親方］以上の
　位購の入がしめる帯。rakubugiは織物
　の名か。ral〈ubuginu　mi？ubi，juhwara
　？usimawaei　sjuNzanasimedei　dl　’wane
　sadara・［らくぶつの三二　よわらおし廻
　ち　首里ぎやなしみやだい’でわないさだ
　ら］三四治の大門を腰にきりりとしめて，
　首里甲府への御奉公に，斗・ざ，わたしは先
　がけしよう。
rakucaku①（名）落着。物事がかたがっく
　こと。　〔王akucaku　ともいう。　～　§jUN・
raku2iNcu⑨（名）〔新｝楽隠居。
rakurakutu①（副）楽楽と。安楽に。　ku－
　maja　・v　hwisja　tal｛uafi　’ututi，　mura－
　bai　unu　hjaaga　hakari：gutu　tajuti…
　［こまや楽々と　足たくで居とて　村原の
　ひやが　計事便て…（大川敵討）］こっちは
　楽楽とすわっていて，村原の比屋の計略を
　利用しで・・。
ramisja⑪（名）〔文〕恨めしい。残念だ。
　歌などの終わりに来る語。nasigwa　’wane
　giriti　？icibusjadu　？asiga　’winagu
　？Nmaritaru　kutunu～．〔なし子わな
　い列れて　いきぼしやどあすが　女生まれ
　たる　事の浦めしや（護佐丸敵討）］子を
　i連れてわたしも行きたいが，女に生まれた
　ことが残念だ。
raNgasa（①　（名）［蘭傘］daNgasa　と同じ。
raNkaN①（名）欄干。覚すり。　daNkaNと
　もい5。
r Npagi⑪＊（名）daNpag1と同じ。
raNpagi．iaa⑨＊（名）〔新〕理髪屋。床屋。
raNpu⑪（名）daNpuと同じ。
raNsaN④（名）こ涼傘］王のかご（？UCUU）に
　さしかける傘。普通？uraNsaNという。
reN⑱（名）聯。細長い板または赤い紙（sju－
　gallli）などに書いた漢詩の聯句をいう。
　結婚の時には，「佳偶従天定　大倫以二成」
　などと，旅の人を祝5時には，「順風結節
　送　清吉自天引」などと書いて，左右の柱
　にはりつけた。
一・窒堰i接尾）里。距離の単位。？2ciri（一一里），
　guri（五里）など。
ribigi①（名）離別。離縁。～s麟N．離別
　する。～natOON。離！閃している。
ribjoO①（名）痢病。赤痢など。　kudasiと
　もいう。
vihwi董①（名）［利平］利率。
rii⑭（名）例。文語的な語。　namamadi
　？unu’joona～ja　neeraN．今までその
　よ5な例はない。
rii①（名）e礼。お辞儀。　guriiともいう。
　◎礼。礼儀。～NsiraN　MUN．礼も知ら
　ぬ者。
rii①（名）利。利患。利子。　diiともいう。
　～nu　hoojUN．利子がふえる。　hoojuN
　は這う。
rilc量⑪（名）植物名。　i蕩枝（れいし）。ライ
　チー。diiciともいう。常緑喬末。果実は
　卵形で，外皮には初生のまつかさのような
　しわがあり，色は赤味を帯びている。肉・
　核ともに竜眼に似て大きく，美味。北谷
　（catqN）はその名産地。～riNgaN。　i蕩
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　枝と竜眼。
riizi①（名）㊦礼儀。◎感謝の意を表わす
　ための贈り物。進物。礼金・結納などをも
　いう。～sjUN・進物をする。
riizigees量①（名）贈り物のお返し。返礼の
　品。
riiziN⑥（名）霊前。また，位牌。　diiziNと
　もいう。普通はgur圭i毎Nという。
rlizisahuu⑨（名）礼儀作法。
・’恥ku⑪（名）利欲。欲。～鍛a　nユUN．欲
　ばり。～nu　cuusaN．欲が強い。
一　・rijUN（接羅＝1‘il’aN，一Qti）θれる。られ
　る。…される。受身を表わし，動調の「未
　然形」に付く。h臓筑irari3UN（ほめられ
　る），？utari3規N（打たれる）など。㊥れ
　る。られる。尊敬の意を表わす。まれにし
　か言わない。一mi＄eeN（…なさる）などと
　共に用いることもある。？ujumimisjoo－
　ra戚jUN（お読みになられる）など。
一＝rijUN（接尾：1’aN，＝Qti）れる。られる。
　おもに，「…することが可能な状態にある」
　の意を表わし，動詞のr未然形．iに付く。
　主体の能：カに関してはふつ5一・juusjUN
　を用いる。kunu　hudisaanee　kakaraN．
　この筆では書けない。’，NNdarijuN．見ら
　れる。見るに傭する。nakaraN　naci．泣
　けない泣きの意。泣けない状態にあるのに
　「むりに泣こうとすること。
rlk皿caa⑨（名）謎謎な者。　r圭kugiRa　mUN，
　riku書ikweemUNともい5。
rikugi⑪（名）eずるがしこいこと。狡猫。
　小利W。～kwatOON．ずるがしこX、・。
　～na　mUN．獲獅な者。　O反抗。～siinee
　？ukaasaN　doo。反抗すると危いそ。
riku9ユkwe’emuN⑨（名）狡獅な者。　rまku－
　eaa，　rikugina　mUNともいら。
r；N⑪（名）蓮。はす。diNともい5。～nu
　hana．蓮の花。
1’iNcaa⑪（名）激しく格画する者。やきも
　ちゃき。diNCεしaともいう。
riNci⑥（名）恪気。男女間のしっと。　diNci
　ともい5。
riNdee⑪（名）［連台3盆の一種。長方形の
　盆。その大きいものはgi「ideeという。
riNgaN⑨（名）植物名。竜腰。むくろじ科の
　常緑樹。実は球形で，中に竜眼肉があり，
　さらにその中に球形の種がある。紅隈肉は
　美脈で，盆祭りに霊前に供える。dlNgaN
　ともいう。
riNgwa⑨　（名）　〔新〕煉瓦Q　もとはsicigaa－
　xaといった。
viNkwaa⑲（名）着物の一種。冬に防寒用と
　して羽織るもの。ちゃんちゃんこのよ5な
　もので，男女両庵。中国伝来のものであろ
　う。riNkwaaに似た　hwiitaa　とし・5も
　のもある。
riNsU⑪（名）論子（りんず）。織り模様の
　入った，ビロードのよ5な，つやのある絹
　の織物。礼服などにする。
riNzl（D（名）r圭Nsaと同じ。
riNzi「wat3zlN⑪（名）女の冬の礼服（，wa－
　taziN）の一種。論子（りんず）の礼殿。
　riNziなど，絹のものは，？weekata［親
　ts］・以上の貴族の身分の者にしか着用を許
　されなかった。
r量Qkaa⑪（名）立夏。二十四節の一つ。
riQpa⑪（名）立派。　diQpaともいら。～na
　Qeu・立派な人。
riQpukuen（名）立腹。δi卿ukuともいう。
　一v　s3uN・
riQS麺N⑨（名）立春。二十四節の一つ。
riQsjuu⑪（名）立秋。：二十四節の一つ。
riQtuuen（名）立冬。二十四節の一つ。
rir圭QsaN⑥（形）麗麗しい。仰仰しい。改
　まって立派である。形式張って大げさであ
　る。didiQsaNともいう。必ずしも悪い意
　昧ではない。duku　ririQsanu，jaa．あん
　まり大げさでねえ◎ririsi圭kutu．麗麗し
　いこと。
ritoopeN⑪（名）［李桃餅］菓子の名。桃型
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　の干菓畢で，月餅のようなもの。中国渡来
　の製法で，油を入れて作るQ
rituk皿⑨（名）利得。
roO㊥（名）ろ5そく。　doOともいう。
roo⑥（名）ラオ。羅宇。きせるに用いる竹
　の管。eislri7，00ともいう。
roohoo①（名）両方。　doohooともい5。
　～kara。爾方から。～nu　mura．爾方の
　村。
rook翠su⑰（名）ほくそ。ろうそくの燃えか
　す。dool《USuともい5』Q
reoma⑨（名）老もう。もうろく。dooma
　ともいう。
roomataN「meeew（名）もうろくじいさん。
roOSUUzituu①　（名）　［揮置総地頭コ　接司地蔓桑
　（？azizitUU）と総地頭（＄uuzitUU）。按司
　地頭と総地頭とは，二黒に一閲切を領する
　ので，両方を併称した語。
アootuN？ui（O（名）織物の名。王が中職から
　もらう衣裳の織り。王の着物，高窟の冠
　（hacimaei）や帯にする。
rugwai⑨（名）植物名。竜舌蘭。葉はへら
　形で大きく，縁には鋸の歯のよらなとげが
　あり，先端は鋭くとがっている。中央から
　高い茎が出て，先に淡黄色の花を多数つけ
　る。葉から繊維を取り，綱などにする。
　dugwalともいう。アフリカ原塵の蔵蕾
　（うかい）と形が似ているので，それと混岡
　された名ではないかと思われる。
x’1・i⑪（名）類。文語的な語。
ruku（①（名）（≡）六。　dukuともいう。二普通は
　muugiとい5。◎（接尾）rukuniN（六
　人），rukunici．（六N。むいか。月の第六
　Hをもいう），rulgugwagi（六月）など。
ruku⑨（名）緑。家蘇。俸緑。～？utabi－
　misjooci．緑を賜わって。
rul｛ugwagi⑲（名）六月。　dukugwagiとも
　いう。年の第六月。六か月はm“φciとい
　う。
xukunici⑪（名）六口。むいか。　dukuniei
　ともいう。月の第六日の意にもなる。
mku＄量Ngwaa⑪（名）六寸煙霞の重箱。zuu－
　bakuの項参照。
rukuzuu⑪（名）六条豆腐。豆腐を薄く切
　り，搬をつ酵て焼いたもの。二つ重ねて茶
　請けにtliす。京都の六条豆腐とは製法・用
　途も異なるようである。rukuzu　kasabiti
　hjakunizunu？unige．こ六十重べて　百
　二十のお顯コ六条豆腐（六十歳）を重ね
　て百二十歳のお願い。六十と音が共通する
　ので，長寿を祈る際の，縁起のよいものと
　された。
rukUZuu⑪（名）六十。また，六十歳。
rukttzuu？蓋d①（名）六十一。また，六十一
　歳。～難U？ujuwee．還暦。
ruQkaku⑪（名）六角。
mUQpeku⑭（名）rUQpjakuと同じ。
ruQP5aku⑥（名）銭600文。1銭2厘のこ
　と。ziN（銭）の項参照。
rUQpjaku．eUN’zuu⑨　（名）銭650文。1
　銭3厘のこと。ziN（銭）の項参照。
r腿suN⑪（名）ルソン島。
rusuMooz娘⑨（名）とうもろこし。　gu－
　suNtoonueiN　と軽し：◎
IUU⑨（名）竜。　dUUともいう。想像上の動
　物。また，たつまき。たつまきは竜と見な
　されていた。
rUU①（名）櫓（ろ）。櫓は首里の生活にはあ
　まり縁がないので，duuとい5発音も首里
　には無いよ5である。
ruu①（名）〔文〕牢。
ruucuu⑪（名）琉球。　duucuuともいう。
　外国に対して琉球全体（先島を含む）の国
　名として用いた語。外国人に国籍を問われ
　たときにrUilcuuと答：える習慣になって
　いた。沖縄人同志では用いなかった。な
　お，？ueinaaは元来は沖縄本島（zizi）を
　さす。maanu　kunigaNdici　tuuraQta－
　kutu～Ndici　hwiNtoo　sjaN．「どこの
　麟か」と聞かれたので，「琉球」と答えた。
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ruugumi①（名）〔文〕牢纒めの意。投獄。
　～sarijuN．牢に入れられる。資語では
　hwiraZUNka圭kumirarijUN．（［平等所〕
　に入れられる）といった。
ruuhwi＠（名）［竜樋］首里城内，瑞泉門
　（hwiizaa？uzoo）の下にある竜の形をし
　た樋。その口から湧く清水は，水量が豊富
　で味もよく，中山第一と称せられた。中山
　伝儒録の著者，徐藻光によって書かれた碑
　がそのそばに立っていた◎
ruuja①（名）牢屋。監獄。
皿uka⑨（名）琉歌。入八・八六の琉球式
　の短歌。普通は単に？utaという。　rjuu－
　kaは日本式発音。
ruukazi①（名）櫓と舵。
rllllooganasi⑨（名）竜王様。？ami　tabori
　～．雨を給われ，竜王様。雨乞いの時の文
　句。
Vtlusja①（名）入獄。入牢。～moosiwata－
　saQtaN．入獄を申し渡された。
r朕z嬉aku①（名）［路次楽］国王の行列の先
　頭で奏する音楽。その楽器にはgal〈ubura
　（その項参照）を用いた。
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一sa（接亀）よ。さ。述べることを棚乎に対
　して軽く強調する場合に用いる。「短縮形」
　（apocopated　fOl”m）に付く。’junusa．
　（読むよ），？aN’3鼠sa．（そうだよ），　tuu－
　sasa・（遠いよ）など。
saa①（名）心神。人の霊的な活動力。神通
　力。「性（さが）」に対応するか。
saa一．（接頭）少しの意を表わす。　saahuu－
　hUU（ほろ酔い），　saagusamici（少し怒
　ること）など。．
saadaka2Nmari①（名）霊力高く生まれる
　こと。予雪をしたり，神がかりなことをし
　たりする，霊力をそなえた生まれ。
saadakasaN①（形）霊力（saa）が高い。
　神通力がある。人についていう。
saagusamici＠①（名）少し憤慨すること。
　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　～S3UN・
saakagOoSaN①（形）e5すぎたない。◎う
　す気味が悪い。何となく気持ちが悪い。
saahuN⑨（名）ちょうず鉢。口の広い，大
　型の手水鉢。
saalmNgwaa＠（名）saahUNjuuciと岡じ6
saahuNjUUC曇⑥（名）小さいまさかり。手
　斧。柄の長さ30～40センチ内外の，片手
　で用いるもの。’juuciは「よき」に対応す
　る語。saahUNgwaaともいう。
saahZiuhuu⑨（副）ほろ酔いのさま。一杯
　機嫌のよ5す。～S300N・一杯機嫌であ
　る。
saai①（名）つわり。～sjUN．つわりにな
　る。
一sa”≠堰i助）saaniと岡じ。その項参照。
saahnaki①（名）つわりで体が弱ること。
saa＝juN①（自．・・raN，＝ti）おありになる。
　「ある」の敬語。tUNcinee　ciizinu　saa－
　toojabiimi．お宅には系図がおありです
　か。？ukutaNdiN　saail）irani．お疲れで．
　はございませ・んか。？umawaee　saatOO－
　mi＄eeibiimi．おかずは孝δありでございま
　すか（肉売りが来ていうことば）。
saa＝juN①（他；raN，＝’ti）さわる。触れる。
　Saaree　SaNg　VaN，　ttU’ee　tUnaa．さわっ
　たら三貫（6銭），取ったら十縄（20銭）の
　罰金（子供が大・愚なものを人にさわらせま
　いとする時に欝5文句）。
saa＝juN①（他＝raN，＝ti）（汁を）あける。
　容器を傾けて中の汁をすっかり出す揚合に
　いう。？Nlnunusirm～・さつまいもの煮
　汁をあける。
saajuu⑨（名）さゆ。白湯。
saakuU⑪（名）土鍋。中園語「沙鍋」の借
　用語 4、児用のかゆなどをたくもの。
saamaki①（名）おのれのsaa（霊力）に体
　が負．けること。天才が弱体な場合とか，神
　がかりをする人などについていう。
saanaaO（副）さかさま。入体についてい
　う。saaraaともいう。～keeurijUN。さ
　かさまにひつくり返る。～najUN．さか
　さまになる。
一sa“≠獅堰i助）で。使用する道具・材料を表
　わす。saaiともいうが，　saaniの：方が上
　品に感じられる。また，．一Qsiともいう。
　hooeaa～cijUN．包丁で切る6　tiQpuu～
　七ui？ijUN．鉄砲で、鴎を．撃つ。　kabi～gigi－
　nUN．紙で包む。　fiakee　nuu～gulgU一一
teega，　？awadu　’jarui，　1｛umiqu　’jarui．
　酒は何で作ってあるのか，粟なのか米な
　のか。SUgaiSaanee　QCUnU，3USi？3See
　？jaraN．服装では人のよしあしは言えな田
　い。
saar ⑨（名）たわし。
saaraa⑨　（副）saanaa　と同じ1。　saaru（猿）
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　に由来する語か。
saaru⑰（名）e猿。昔は野生の猿はいな
　かったであろう。文語はsaru。その項参
　照。◎猿まねをする者。人まねをする者の
　あだな。
saaruu⑪（名）撚のとがった者。猿に似た
　者の意。
saa§i⑨（名）錠。錠髄。かけ金：。～？圭翌i－
　jUN．錠をかける。～？akijuN．錠をあけ
　る。
saasim！Qkwa⑨（名）鍵。錠醗に差し込む
　もの。
saataa⑪（名）砂糖。普通は黒砂糖（kuru－
　eaataa）をさす。
saataa？aN（振ag蔽⑥（名）葉子の名。麦粉を
　水でこね，砂糖を入れて油で揚げたもの。
saataada”r！i⑨（名）砂糖梅。黒砂糖を入れ
　る縁。
saataagii⑪（名）植物名。灌末の名。てら
　つばき。葉をもむと砂糖の重りがするQ
saataaguruma⑪（名）砂糖をしぼる車。砂
　糖きびをくだいて汁をとる車で，牛馬が引
　いて回し，中で歯車がかみあって砂糖きび
　をしぼる仕掛け。
saataanaQtuu⑰（名）；菓子の名。？Nmuka一
　寧i（骨藷から澱粉をとったかす）をこね，
　砂糖・ごまなどを入れて煮たもの。
saataasikuc最⑥（名）製糖の仕事。砂糖仕
　事の意。
saataattuzien（名）砂糖きび。甘灘。
saataageukui⑨（名）砂糖作り。製踏。農民
　にとって一奪中で最も多忙な仕事であっ
　た。
saatuumee⑨（名）紙製の男びな。女びな
　は？llMeNtULIという。
saazaa①（名）saazi（鷺）と問じ。
saazaatu①（副）さっぱりと。心について
　L、　う　o　ciMUN　　～　　澄ajUN．　」亡♪7う｛～き　っ120りす
　る。せいせいする。
saazi⑪（名）はちまき。手ぬぐいのように』
　細く長く切った布Qターバンのように頭に
　巻きつける。～s麟N・はちまきをする。
’saazi⑨（名）saziと同じo
Sftazi①（名）鷺（さぎ）。　saazaaともいう。
saba①（名）ぞうり。皮・わら・纏旦葉・
　繭（い）・竹の皮などで作り，種類が多い。
　敬語は顕興reeまたは，　nuu4aree。～nu
　？ura，jlaCuN．ぞうりの裏を焼く。（長居
　する人を追い払うまじない）
saba①（名）鮫。
sabacidy（名）櫛。とき櫛。歯が密でない櫛。
　歯の密なもの，すなわちすき櫛はkusiと
　いう。
sabaeibaku⑪（名）くしげ。櫛箱。黒漆塗
　りの箱で，前面に引き出し上に蓋があ
　り，その中にkakugu（落とし蓋）があ
　り，その下はいくつにも仕切られている。
　結婚の時，薪与して持参する。
saba＝e腿N⑪（他＝kaN，＝C圭）eくしけずる。
　香しれないように，　とき分ける。　さばくb
　karaz玉～・髪をくしけずる。　nunu～・
　かせ糸を乱れないようにさばく。tamttN
　～・招きを割る。◎裁く。裁判する。
sabahagi①（名）蝉緒ずれ。鼻緒ですれた
　足の鰯。
sabaki＝．；UN⑨（9胞＝raN，＝ti）（仕事などを）
　さばく。処理する。片付ける。euunakai
　sabakijuusjumi．きょう中にやってしま
　えるか。
sabak韮縛油溝⑪　（自＝yaN，＝ti）　さばける。
　処理が進む。商晶が売れてしまう。
sabak樋⑪（名）こ古〕〔捌理］間切の番所の
　村役人。
saban童nv（名）丸太舟。くり舟。寧まN垣の
　男亘名。k双玉huniともいう。
sabatu量①（名）〔古3ぞうり取り。貴人の家
　の下足番。？u4areetuiともいう。
sabee①（名）θ害虫の名。作物の葉・茎な
　どに密集して付く小さい虫。油虫。ありま
　き。◎小児のかかる皮四病の名。皮麿が赤
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　くただれる。あせも。
sabio（名）わざわい。悪いできごと。
gab⑩（名）錆。
5abi㎜競N㊥（名）昧気のない食べもの。お
　かずの少ない食事，だしのはいっていない
　料理などをいう。
sabiQsaNew（形）eさびしい。聞くもの・
　見るものがないなど，物・揚所についてい
　う。精神的なさびしさは，多くsil｛araa一一
　sjaNという。◎口さびしい。食物がない，
　食物が貧弱で下るなどの二合にいう。
sabh’i＝juN⑨（自＝raN，＝ti）さびれる。
sabizh．u⑨（名）貧弱な吸い物。だしのはい
　っていない汁・実のはいっていない汁など
　をいう。
saboeri＝juN⑪（自；raN，＝ti）荒れはてる。
　朽ちはてる。腐朽し荒廃する。
saboor董kaa⑨（副）荒れ1まてたさまQ朽ち
　はてたさま。～sjQON．荒れはてている。
saei①（名）先。前。前方。～naree・先に
　行け。前になれ。◎先端。hudinu～・筆
　の先。㊧先。将来。～？Nzi　caaga’jaa．
　将来どうだろうかねえ。⑲先。以前。～
　nati　cootaN．先に来ていた。
sae蓋①（名）崎。岬。
sa§i④（名）さつ。紙幣。
sacibai①（名）先がけ。先駆。先駆者。
　，Winagoo？ikusanu～．：女はいくさのさ
　きがけ。いざという時，女は勇気が出る。
saelbaru簸usacias（名）先原崎。那覇港外
　にある岬。
＄acic垣UN①伯＝raN，＝Qci）すっかり咲
　く。満開になる。咲き切るの意。saCICIx’1－
　jUNとも￥x5。
saeiclr三＝5UN①（自＝raN，編ti）9．　acicijUNと
　岡じ。
sacldaei①（名）先に立つこと。先導。先
　行。また，先に立つ人。先導者。～sjUN．
saeida＝cuN⑪　　（宙　　＝tεしN，　＝Qci）　（≡）先立つ。
　先に行く。㊤先に死ぬ。先立つ。
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saeidii①⑨（名）先乎。～？NzasjUN．先
　手を打つ。～？iri3UN．ともいう。
’sacidumi⑪（」）（名）先妻。　saeituziともV・
　う。？atuduJni（後妻）の対。
sacidusi（t）（名）先年。すぎ去った駕。
saciguei①（名）先口。順番が先であるこ
　と。
s鍵cigu〔圭ee（D（名）　昔。　もoogudee　（現イiこ）　eこ
　冷する。
saci2韮ibl①（名）人さし指。普通は鵬usas三
　とい5。
繊。漁⑪（名）〔裂繭］繭（い）。七島繭。琉球
　表を作る繭。茎は三角形で，これを裂いて
　乾かし，畳表とする。その質が丈夫なので，
　台所用・道揚絹などに用いられる。
saeija・naen（名）崎由。《地》参照。
saeikaN＝zuN①（自畷aN，塀もi）咲きこぼ
　れる。朕き乱れる。いっぱいに嫁く。
sacimaai⑨（名）先論り。抜けがけ。他を
　出し抜いて事をすること。
saeimutubu①（名）崎本部。《地》参照。
s cinaisigamunuu⑪（名）早い者勝ち。先
　になった者の物の意。
sac加uju脆①（名）過去の時代。溺の世。
　昔。また，前．世Q
saei？Nzi＝juN①（自＝raN，＝ti）咲き出す。
　1羨き始める。
sac蓋sakee＝．iuN①（自＝1’aN，弍i）花ざかり
　となる。満開になる。盤ananu　sacisal〈ee－
　tOON．花が満胴である。
saeisidee⑨（名）先着1顧。申し込み順。
sacishna①（名）〔先翻先島。宮古群島と
　八重山群島。
sac呈婁轍＝jUNa）（自＝raNf＝ti）満胴の時期
　が過ぎる。花の盛りが過ぎる。
sacituzi①（名）先妻。sacidumiともいう。
sac沁斑①（名）先夫。前夫。
saeigaci①（名）｛文〕先先。将来Q
sa＝euN⑪（弛＝kaN，＝ci）裂く。
sa＝C孤N①（自ml｛aN，二ci）咲く。
sad匡a量2aNsi塾al・ee
sadai？aNsitaree①（名）上流階級の結婚式
　の時，行列を先導し，薪婦につき添って糧：
　話する女。二人が当たり，三朝衣（kuru－
　coo）を藩る。　sadai？aNsitai’i　ともいう。
　sadai一くsadajUN。一般の結婚式のそれ
　は，niibiciNcuまたはnakadaeiという。
sadai？aNsitari①（名）sadai？aNsitareeと
　同じ。
sada＝juN①（自＝raN，＝ti）〔文・古〕先に立
　つ。先行する。tootOO　sadayi　sadarL
　［たうたう　さだれさだれ（花売回縁）］さ
　あさあ，先になれ先になれ。sadaree・お
　先にど5ぞ。saδajabira・お先に失礼し
　ます。
sadami⑨（名）定め。決まり。法規。
sadami＝juN⑨（他＝raN，”ti）定める。決
　める。
sadi①（名）さで。叉手網。魚をすくう網。
sad董②（名）佐手。（（地》参照。
sagal＠（名）地面が低くなっているところ。
　低地。しも。？aga呈の対。，jamagaasagai
　といえば，出川とい5部落の中のしもの部
　分。
saga董⑨（名）掛け。代金あと払いの売買。
sagaigooi⑪（名）掛け買い。
sagai？iju①（名）鮮度の落ちた魚。古い魚。
sagaitlic｛a⑰（名）落日。落ちる太陽。夕
　ff．？agaitiidadu　’“ganuru，　．q．agaitiidaa
　，ugamaN．上がる日は拝むが，落ちるR
　は拝まぬ。i勢いのよいものにつく意の諺。
sagai？ui⑨（名）掛け売り。
saga＝juN⑨（自＝raN，＝ti）e下がる。位澱
　が下に下がる。◎下がる。ぶら下がる。
　㊤値が安くなる。㊥魚などの生きがなくな
　る。鮮度が落ちるQ
sagaaj秘Nan（自＝raN，＝ti）掛けで買う。
　SagayasjuN。掛けで売る。
sagee；sjuNCO（三唱aN，・ci）捜す。
sag妻⑨（名）三味線の本調子。？agi（二上が
　り）に対する。蕪下がりはsaNsagiとい
　う。
s・ftgidilru⑨（名）天井から下げるざる。
sagignsui⑨（名）のぼせを薩す薬。薬とし
　て？ika（いか），　kub郷i通i（いかの一種）
　などを煮て，汁とともに食べる。
田9茎＝juN⑥（他＝raN，＝ti）e（丁丁を）下げ
　る。◎下げる。ぶらさげる。⑪値を安くす
　る。⑲（繕などを）下げる。
sag鞍oo裕童⑨（名）天井から下げる，竹で編
　んだかご。食物を入れる。
sag纐Ngwee⑨（名）さぐり食：いの意。棚捜
　しして食：うこと。
sagu＝juN①（他；raN，＝乞i）探る。手足で
　ものを探る。また，ようすを探る。
sahudu①（副）〔文〕さほど。それほど。
　sahudOO？araN．さほどではない。
sahuu①（名）ほんの形だけ。軽少。人に物
　を贈る時にいら語。～du’jaibii錘ga，わ
　ずかではございますが。～na？usjagi－
　mUN．ほんの形だけの進物。
huu①（名）作法。～ni　kanatooN．作法
　にかなっている。
sai①（感・助）聞上に話しかける時・呼び
　かける時などに男が発する敬語。さらに高
　L・El　j二に1まsariという。女はtaiとL・
　う。もし。～・もし（他家で案内を乞う時
　など）。，UNcuu～．もし，おじさん。
S罐9UN・無ee⑨（名）〔新｝外米。　toogumi
　ともいう。
sa掛wa貰①（名）〔新］．裁：判。明治の初めご
　ろ一時使われた語。
saita⑨（連体）変な。妙な。不思議な。～
　MUN．不思議なもの。
saja⑨①（名）鞘。刀のさや。學iiともいう。
　豆のさやはgur媒という。
sajaka⑨　　（名・副）　≧きや）btS。　～　tiru　gic圭●
　〔さやか照る月］さやかに照る月。～na
　giei．さやかな月。
sajumi①（名）織り上げて，まだ水を通し
　てない布。さよみ（狭読）の転意。
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sa沁U①（名）e左右。◎同等なこと。甲乙
　ないこと。ziNtu　nucee～・金：と命は同
　じぐらい大事なもの。金の値打を強調した
　ことば。
saka①（名）逆。さかさま。反対。zi圭nu～
　natOON。字：が逆になっている。～Nk3i
　？iCUN。反対の方向に行く。～Nkai　munu
　？ijUN・理に合わないことを言う。
sakadaei①（名）病後，食：欲が旺盛になる
　こと。また，その食＝欲。～sjuN・（病後）
　食欲が起こる。
sakagagiMi①（名）無実の罪。冤罪。
sakai？uturui①　（名）〔文〕盛衰。興亡。
　kunuju　niNziNnu　一vja　nagitu　huju－
　gukuru？icikawa圭gawai．［この世人間
　の　盛衰や夏と冬こころ　いき替り替り
　（花売之縁）］この轍の人事の盛衷は夏と冬
　のよらに変転iきわまりない。
sakaja①　（名）つく　り酒屋。酒造家。酒を
　売る店はsakimaeijaという。
saka＝juN①　（霞・＝raN，＝ti）栄える。　sa－
　keej㍊N　ともいう。
sakamagigi①（名）さかまつげ。さかさま
　つげ。
sakamili①　（名）水が逆流すること。ま
　た，逆流する水。大雨のために蓮根でsa－
　kami多iが起これば，雨もりの原因とな
　る。
sakamunii①（名）不合理なことを言うこ
　と。矛盾したことを言うこと。
sakana①（名）酒のさかな。酒を飲む時の
　料理。
sakanai⑨（名）急な傾斜。急斜面。～na－
　tOOI’u　hwira．急な坂。
sakanajaa⑨（名）料理屋。料亭。
’sakanajaaw圭nagu⑨て名）料理屋の女給。
　酌婦。ほとんどが娼婦をかね七いた。
saka？Nmari①（名）逆産。逆子（さかご）
　で生まれること。
sakaNkee⑪（名）旅から帰る人を迎えるこ
　と。また，その行事。また，？agal’i？u－
　maai，　naciziNugami（その項参照）な
　どで神に詣でて帰る人を迎えること。「一
　族を代表するF婦の一一行が，三年おき或は
　七年おきに，祖先発禅の地に詣でX帰る既
　一族中の老弱男女が，之を郊外の坂の辺で
　迎へて，慰労会をやること（傍波普猷：琉
　球語彙）」
sakaNki①（名）さかむけ。ささくれ。皮薩
　のさかむけ。親不孝者にできるといわれて
　いる。
saka41ei①（名）eさかずき。◎（接尾）さ
　かずきに盛った数を数える時にいう。eu－
　saka7，ici（一・・杯），七asaka多ic圭（二杯）など。
sakageui①（名）さか剃り。
sakee⑥（名）境。境界。
sakee＝juN①（自＝1’aN，畷）栄える。繁栄
　する。繁昌する。sakajUNともいう。
　sakeetooru，jaa．栄えている家。
sakeemi⑥（名）境冒。境界。事の分かれ
　唐。
saki①（名）酒。普通は泡盛をさす。
sakibiN①⑰（名）酒議げ酒を入れる陶製の
　器。儀式用・祭壇用として用いるもの。普：通
　に飲む時には多くkarakaraaを馬いる。
sakidUQkuien（名）酒どっくり。酒を入れ
　る陶製の器。運搬用の大きなものもある。
sakigaami⑨①（名）酒がめ。酒を貯えて
　おくかめ。
sakigaci④（名）酒を飲みすぎて病むこと。
　酒中毒。二深酔。
sakigaku①（名）酒を飲み過ぎて起こる癌。
sakigus圭①（名）酒癖。酒を飲むと幽る癖。
sakigwee⑩①（名）酒太り。酒を飲んで太
　ること。
saki萎①（名）酒飲み。酒豪。
s3ki欝juN⑨　（自＝raN，；ti）裂け’る。
sakikwee⑨（名）のんだくれ。酒飲みをの
　のしっていう語。
sakimac韮ja①（名）酒屋。酒を売る店。
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saki㎜ui①（名）（平民が用いる語）㊦結納。
　oいいなずけ。
sakisakana①（名）酒と肴。
sak量ξ量d①（名）酒面き。
sakitari①（名）酒の醸造。
sakiwii①（名）酒に酔うこと。～sjUN・
sakizooguo（名）酒好き。潤を好むこと。
　上戸。
sakizooguu⑨（名）酒好き。酒飲み。酒を
　好む者。上戸。
saku⑥（名）谷間。農討で罵いる語。
sakugmni⑪（名）5るち。綾米。sakumee
　ともい5。
sakuhwira⑨（名）〔文）急な坂。げわしい
　坂。’wakasa　hwitutuclnu　kajuizi穂
　surqja　’3aminu　tvN　1｛urumatoobaru．
　［若さ一時の　通路の空や　閣のさくひら
　も　車た5原3著い時恋入のところへ通う
　心は，闇のげわしい坂も砂糖車を据える平
　原と同じようなものである。
sakUi⑪（名）ひっかき傷。浅い切り鰯9
saku＝jUN⑪（他＝raN，＝ti）ひっかく。と
　がつたもので浅く傷をつける。？ijunu
　，NzisaaRi瓠ba～．魚のとげで香を傷つ
　ける。
sakimmee⑨（名）うるち。回米。salcugumi
　と論じ。
sakura①（名）桜。桜は少ないが，塞部・
　名護・久米島などにみられる。nagariju－
　ru　n烹i多圭ni　sεしkurabana　？ukiti　？2yu－
　zurasa？aもidU　sukuti　’NcaxU．［流れよ
　る水に　桜花浮けて　色清らさあてど　す
　くて見ちやる］流れる水に桜の花が浮かん
　でいて色が美しいので，すくって見た。
sakura？irU①（名）桜色。入の血色のいい
　のにいう。？aka4akura？iruともい5。
sak羅raz蒸ma⑪（名）桜島。鹿児島の地名。
sakusaN⑪（形）もろい。こわれやすい。折
　れやすい。sipusaNの対。
sakutulku⑥　　（名）　　〔頚Fヨ得⊃　　zituin　　（地頭），
　？weekaNeu（役入），　nurukumui（のろ）
　などが役地から取得する穀物。生産の蕊分
　の二丁を取得した。
sama①（名）〔文〕女が恋する男をいう語、
　わが君。～wa？il〈anaru　ka七批kinu　sui－
　1〈a，　？umuiwasinijuru　hwimanu　nei’aN．
　［様はいかなる　敵の末か　思ひ忘れゆる
　畷のないらんコ愛する君はどんなかたきの
　子孫ででもあるのか，片時も忘れることが
　ない。（これは仲諭すなわち和歌と琉歌
　の混合体でよまれたもの。）
sama①（名）しらふ。酒を飲まずにいる時。
samaa⑪（名）鮫肌の者。
samacicasaNpm（形）そそっかしい。粗忽
　である。
sama縛U照①（自＝vaN，＝＝ti）samijuNとも
　いう。e熱がさめる。湯などがさめる。
　㊥酔いがさめる。
sama＝sjUN⑨（他msaN，＝ei）覚ます。目
　をさます。mii～・目をさます。
sa・na；sjuNen（他＝saN，＝ei）eひやす。
　熱をさます。冷たくする。O酔いをさま
　す。
samatag三①（名）妨げ。妨害。邪魔。
sainatagi＝juN①（俺＝raN，＝ti）妨げる。
　妨害する。邪魔する。
53m㌶ama①（名）さまざま。種種。～na
　kutu・さまざまなこと。
sami⑨（名）彼岸の最終日。彼岸のあけの
　臼。
saPli①（名）e鮫。普通はsabaとい5。
　◎鮫肌。
一sa’高堰i助）…なのだぞ。…なんだよ。文
　語で用いることが多い。？aNdu，3a亀sam呈。
　そうなんだよ。　，wakarus’amitumiba…
　［盛るさめとめば…1別れるのだと思う
　と…。gieija，Nkasikara　kawaru　1〈utu
　nesami，　kawati　？iku　munuja　hwittunu
　kukuru．〔月や昔から　変ることないさめ
　変で行くものや人の心］月は昔から変わ
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　ることがないのだ。変わって行くものは人
　の心。
samigoosi①（名）済癬の一種。銃癬のひど
　いもの。
sa髪癒＝舞N⑥（自；xaN，＝ti）覚める。臼が
　さめる。mii～．目がさめる。
sami＝麺N⑪（慮＝1’aN，＝ti）色がさめる。
　あせる。
sami＝juNO（自・raN，；ti）samajuNと
　もいう。θ熱がさめる。湯などがさめる。
　O酔いがさめる。
samuree④（名）士族。，jukaQeuとも、・
　う。士族であれば，女でもsamureeで
　ある。
sanazi　ew（名）ふんどしの卑称。普通は
　hadoobi（肌帯の意）とい5。越中ふんど
　しが伝えられてからは，多くそれを用いる
　ようになったが，それはmeecaasanazi
　という。
sanazinu？az三maa⑪（名）ふんどしのみつ。
s鋤azi羅滋ai⑫（名）ふんどしの前に垂れて
　いる部分。　　　　　　、
sani①（名）種。果実などの種子。核。さね。
　～？Ul’USj’UN．種をまく。
saN⑪（名）三。普通は痴igiという。
saN⑪（名）山（やま）。地形が出形に高く
　なっているところ。？anu　na・uee～nato－
　ON．あの丘は由になっている。
saN⑨（名）（∋械。板戸などに横に渡し，骨
　とする太。◎戸締りのために渡す棒の類。
saN⑪（名）神仏へのお供えの上に置いてお
　くもの。お供えするまで，すなわち持って
　歩く間は，芭蕉の葉などを細長く切り，お
　祓いの時の結び方で結んで，お供えの上に
　響き，いざお供えをする時に取り除く。魔
　物がけがすのを防ぐために置いたもの。
saN⑨（名）書物をくりかえ、し読む時，その
　回数を数えるために本にはさむ霞印。ま
　た，多くのものを数える時の覚えとするし
　るし。～tujUN．　saNをとって数える。
　また，数える。
saN⑪（名）お産。～nu“x”NbusaN．お産が
　重い。　～nu　kaQsaN．お産力ζ翰…いσ
saNba⑨（名）［三馬］楽器の名。いなかで
　俗楽に湘するのに用いる。三偲の竹の板を
　紐で通し，等質の指の閲にはさみ，右手で
　打ち鳴らしてはやしとする。
saNha⑨（名）〔新｝産婆。　Qkwanasimijaa
　ともいう。
saNbagガ。三⑪（名）おしゃべり。
saNbaNdu圭⑪（名）三番鶏。夜の白白虜げる
　ころに鳴く鶏。
saN茎｝as薫⑰（名）〔親機橘。
saNbee①（名）三郎。saN多oobeeともいう。
saNbeku（①　（名）　saNb5aku　と同じ。
saNbjaku⑩（名）sa顛碑u（女の発音）と
　もいう。θ王百。◎銭300文。6厘にあた
　る。ziN（銭）の項参照。
saNbjakugUN’zuuan（名）銭350文。7厘に
　あたる。盛N（銭）の項参照。
sal　cii①（名）参詣。普通は’ugamiとい
　う。～sjUN．参藷する。
saNeira⑨（名）植物名。出帰来（さんきら
　い）。ゆり科の多年生蔓性灌太。浄恋利尿
　剤となる。
saNdaNksva⑨（名）穂物名。観賞用として
　庭に栽培する灌末。小さくて細長い赤い花
　が密集して咲く。
saNga】maei◎（名）材太の名。松の細い：角
　材。
saNga⑰（名）珊瑚。
saNgul⑪（名）三献。蕪たび杯を差すこと。
　～nu　tuikee．結婚式における三三九度の
　杯。
saNgwag蓋⑪（名）3月。一年の第三番目の
　月。
sa翼gw暉2晦b量⑨（名）年中行事の名。三
　月遊びの意。旧麿3月36，：平民の娘たち
　が鼓を打ち，歌を歌って興ずること。上代
　の歌垣に似ている。那覇では，娘たちが遊
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　山船（nagaribuunii）を仕立：てて，船の
　中で鼓を打ち，歌を歌って遊び暮らす風が
　あり，その時，村と村とが対抗して，歌で
　喧嘩する場面も見られた。
saNgw鶴董s3Nn｛c⑩（名）3月3Hの節供。
　上巳。子供は，男女ともお璽のごちそうを
　つくってもらう。青隼はどんぶり料理を持
　ち寄って酒宴を開くQ
s誠gwaEaa⑨（名）’辻君。街娼。3貫（6
　銭に当たる）で密淫売をしたので，この名
　がある。
舘N拠⑪（名）山野。ttt耕地・宅地でなく，葦
　刈り・たきぎ取りなどをする土地。
鯛面uku⑥（名）〔文〕三二。？lrujuku（色
　欲），mucijuku（財産欲），　mUNnu脚ku
　（食欲）をいう。
saNkaku④⑪（名）…角。
saiNkee①（名）三階。また，三階建て。
saNkwee①（名）［参会］宴会Q
saNmee難aa竸⑪（名）鍋の一種。鍋（naabi）
　の項参照。
saNmi⑨（名）金：魚の一種。尾が三三つに分か
　れているもの。三尾の意。
＄aN　mi＠（名）？usaNmiの項を見よ。
§aNmiN⑨（名）計算。融定。　kaNZOoとも
　いう。～nu　naraN。計算ができない。多
　過ぎて数えきれない。
saNmiNbaQpee⑨（名）計；算糊違い。
saNm賢麺usi＠（名）産気づくこと。
鍛瀬獅N⑪（名）山門。ii三門。
saNnicio（名）三日。みつか。月の第三駐
　にもいう。
saN擁N⑭（名）三人。　miQcaiともい5。～
　suriree　sikiN．三人揃えば世間となる。
s3NniN⑪（名）三年。　mituともい5’。
saNniN①（名）植物名。月桃。サニン。sja－
　NniNともい弓。葉が広く，食物を包むの
　に使う。
saNniA’ci⑪（名）三年忌。三回忌。
saR癬N9ガ3sja⑦（名）月桃の葉。餅などを
　包む。kaasjaは広い葉。
saNr蒙⑨（名）望里。灸点の名。
saA’sagi⑨（名）ヨ下がり。三昧線の調子の
　名。三の糸を下げるもの。
saNsanaa⑰（名）eくまぜみ。せみ（せみ
　一般をさす語はない）のうち最も大きいも
　の。羽は透明。sirubaniiともい5。声が
　大きく，saNsaNと鳴くので，こ5い5。
　◎転じて，おてんば娘。
saNs撹naガ2a董gwaamee⑨（名）おてんばお
　嬢さん。士族のおてんば娘。
saNsaN①（副）落ち着きのないさま。そわ
　そわ。～sjUN．
saN．　S三C三④（名）捜敷。綱引きの時など，石垣
　の上に材木を組み合わせて作り，上流平入
　の見物席とした。～？ucaN・桟敷を作る。
saNSIi⑨（名）〔新〕㊦賛成者。賛成派。？jaa－
　ja～’jal）li・きみは賛成する側か。◎明治
　の初め，廃藩騒ぎの時，明治政府に従らこ
　とを支持した派。開化党（kaikwatoo）と
　もいい，髪を切った。husaNsi圭（不賛成
　派）に対する。
saNsii①（名）〔新｝賛成。～sjUN．賛成す
　る。
saNsikwaN①（名）〔古］［三鋼嘗3大臣に相
　附する役名。国務卿。天曹司。地曹司・人
　曹司の三入よりなる。？asatabiともいう。
s3Ns讃①（二名）沖縄の三味線。沖縄の代表
　的な楽器で，口写本土の三昧線のもとと
　なったもの。すなわち蛇皮線。ただし沖
　縄でこれを「蛇皮線」とは言わない。蛇皮で
　張った上等のzahwibai（蛇皮張り）と，
　いなかの青年などが使うsibubai（渋張
　り）の二種がある。三本の糸は太い順にそ
　れぞれ’uuziru（雄叫），　nakaziru（中弦），
　m2iziru（雌弦）といら。その1洞はgiigaa，
　檸はSOOという。三つの糸巻きはkara－
　kui，　z2ihwaまたはmudiなどとい5。
　また，kUNkUNsiiの項参照。
saNsi・yhajaa⑥（名）三昧線作り。興味線を
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　張る者の意。
saNsooba①（名）不当に高い柏場。しない
　相場の意。～？UQeakijuN．高値をふつか
　ける。
甜Nmo①（名）たたきつち。しっくいやセメ
　ントの代罵となるもの。石垣の根・肥つ
　ぼ・水だめ・へっついなどを固めるのに用
　いるもの。色は土色。
rsaNtuien（名）数えること。計算。　saN（数
　える時の臼印）の項参照。
：saNlunil⑨（名）申函（さるとり）の方角。す
　なわち，西やや南回りの：方角。
tsaNiaN⑪（名）散散。ひどいこと。したた
　th｝．　一vni　’」’agixi　kunu　nai3’u　’jariba．
　［散散にやつれ　此のなりよやれば（花売
　之縁）コひどくやつれて，このありさまで
　あるから◎～na　sikata．ひどいやりかた。
・saN多aNkゼN閣N⑪（名）　散散。めちゃく
　ちゃ。～najUN．めちゃくちゃになる。
saN4且。養⑲（名）臨月。産み月。
saNzicooOP（名）ヨ字面。三字ずつで一句
　をなしている，幼少年の教科書Q
・S．XNziNSOO＠’（名）［三世相］易者。売卜者。
　首雛ではeiitatijaaともい5。
、saN顕obee⑰（名）三層倍の意。　saNbeeと
　同じ。
saNzu猛⑨（名）三十。また，三十歳。
．saNZUUgU「皿量C韮⑨（名）三十五日。五なの
　か。死後3511　9に営む法事。？iginaNka
　ともい5。
saNzuusaNni1　ei①（名）三一トヨ減点。33年
　目の法事。これをすませると，死者の霊は
　神になるとされる。
saQCIIII①　　（名）　臆ミ顕1。　あ「〔推量。　～　sjUN・
　臆測する。～’ja七iN？atajuru　kutunu
　？aN．　i当て二二でも当たることがある。
saQeuumunza2ii（匿）　（名）　V・L・力口ietcこ推ミ則し．
　てものを言うこと。
saQkoO⑪（名）eきちんとしないこと。整っ
　ていないこと。整然としないこと。狂いが
　あること。～na瀟unU？iikata．整然とし
　ない話し方。？aree　kunuguroo～doO．
　彼はこのごろは異常だよ。◎無風流。殺風
　景。また，みすぼらしいこと。～na　sugai
　SjloON．みすぼらしいなりをしている。
saQkoobi＠（名）しゃづくり。～sjUN．
saQkwii⑪（名）咳。～sjUN・咳をする。
　～　 gigieuN●　　咳き　こむ。
saQρac量⑪（名）さっぱり。淡白で，こだわ
　らない性質をいう。ん捻ani玲ee・さっぱ
　りした青年。
saQpullsi①〈名）［冊封，f吏3冊封使。明治以
　甫，琉球麟三Eがヨ三位につく嚇㍉　中国から来
　て冠を授けた使者。一般人からはtoonu
　？azi（唐の按司）と呼ばれた。正副の指使
　があり，清朝以来正使は満入，副使は漢人
　で，俗にこれを左の按司，右の按罵といっ
　た。二，三百人から七，八百人の兵を従え
　て約半山間滞在し，非常に歓待された。そ
　の乗船を？ukwaNsiN［御冠船〕，その歓
　迎のために演じた磁劇を？ukwaNsiNu－
　dui［二御冠掩合躍］といった。
saQsi＝juN①（他＝1’aN，＝ti）〔文〕察する。
saQthnu⑨（感）さても。おやまあ。いやは
　や。珍しい揚合・あきれた話合・深く感じ
　た場合などにい5。
saQtimusaQ■timu⑪（感）さてもさても。
　おやまあ。あれまあ。いやはや。女がよく
　使5。
sara①（名）皿。大をhaaci，中をsuurii，
　またはcu　tt　7yara，ノ1、をkee？uci，または
　1くu多araとV・ら。
sara一（接頭）新しい意を表わす。　saramii－
　MUh「（真新い・物），　sara？utii（あらた
　に女郎に身を落とした者）など。
saraba①（感）［文〕さらば。～taciwaka－
　ra　’jusumi　neN　？ueini，　’3’agati　？aka－
　g1Clnu　tuiN益acura．［さらば立ち罰ら
　余所Nないぬうちに　やがて暁の　鳥も鳴
　きゆら］さあ別れよう，入に見つからない
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　うちに。やがてあかつきの鶏も鳴くだろ5
　から。
sarakaci⑨（名）いばら。とげのある灌木。
saramakutu⑨（名）馬鹿正直。お人よし。
　～na　Qeu．お人よしの人。
一sa’窒≠高堰i助）〔文〕デであろ5」の意を強調
　して表わす。…であろうそ。？ur滋cak披
　＄iyaN　tusinu　’juti　’watai’u，　xxakasi－
　manu　kubasi？1nuci一一。［思きやけもす
　らぬ　年の答て渡る　中嵩の小橋　命さら
　めll思いもかけず年審ってから渡る中農
　（遊郭）の小橋，命あってのことであろ5。
　「隼たけてまた越ゆべしと思ひきや　命な
　りけり小夜の中出」の歌とよく似ている。
sal’aRliillltlN⑰（名）真新しいもの。まだ一
　度も使ってないもの。薪鵡。
saraNd｛擁uN①（R　＝raN，　＝ti）sayuN蕊ijuN
　と1罵じ。
sararaNsii⑨（名）いやいやながらするこ
　と。仕方なく，無理にすること。
sara＄i①（名）さらし木綿。
sara憲s沁N①（他＝saN，＝ei）（）さらす。漂
　白する。◎さらす。雨風などの当たるまま
　にしておく。gira～・人前で聡をかく。
saratatii⑨（名）女児が三歳の時に行な5，
　頭を剃る儀式。また，その剃り方。頭の罎
　りを剃り，前額からぼんのくぼまでを溝形
　に剃る。女子を象徴する剃り方で，男児の
　ginutatii（その項参照）に薄する。
sar翫？庶董i⑨（名）あらたに女郎に身を落と
　した者。
saree＝．iuN（D（（ts二raN，＝ti）凌う。凌える。
　たまったごみを除く。cisiri～．きせるを
　掃除する。，NZU～・溝をさらえる。
sari①（感。助）もし。　saiと岡三にsaiよ
　りもさらに目上に男が用いる敬語。女は
　tal’iという。
sari＝juN①（自＝raNs＝ti）さらされる。
　漂白される。
saru⑪（名）〔文〕猿。口語はsaax’U。　ku一
　nu　・vja　teosee　guzuuhael，　kiyamakara
　’watati　kutus量zuuguniN．〔この猿や当
　歳五十入　慶良間から渡て　今年十五年
目（花売之縁）］この猿は当歳58歳で，慶良
　閲島から渡って，ことしで15年。（猿回し
　の1コ上）
saruew（名）申（さる）。十二支の第九。時
　刻は午後4時。方角は西南西。
saruhwie皇⑪（名）猿回し。
saruN甫＝jUN①（自＝1’aN，弍i）（ひつ・．お
　け・たるなどの）たががゆるむ。saraNdi・・
　jUN　と　もし、う。
sasa①（名）魚をとるために，水中に投入す
　る毒物。hukurugi（きりんそう）の茎・
　葉を切って乳状の液の出たところをそのま
　ま水中に投入する。またmiNna（るりは
　こべ）も用いられる。魚類はその平分に酔
　って水面に浮かび上がる。こうして魚をと
　ることを～？irijUN．（ささを入れる）と
　いう。
sasa＝nuN⑨　（自＝maN，＝di）　雨が小やみ
　となる。雨がしばらくやむ。sasadi　CUUN．
　だんだん雨がやんで来る。sasadikara？i－
　kee．雨がやんでから行け。
sas垂？a｛⑲　　（名）　 sasi？aj’aa　　と　岡じσ
sas藍？ajaa⑨（名）蟻の一種。刺し蟻。黒く
　大きく，人を刺す。
sas量。量⑨（名）佐敷。＜＜地》参照。
sasigikeesw（名）さしつかえ。さしさわり。．
　～nu？ati？童karaN．　さしつかえがあっ
　て行けない。
sasigima＝ju’N⑥（自FvaN，＝ti）eつまる“
　窮する。hwiNtooni～・返事に窮する。
　◎おしつまる。その時期がさしせまる。
s縫s鍼as圭⑨（名）［差出］地券。土地の権利
　書。土地所有の証明書で，抵当に入れる時
　などに差し出すもの。
sas量gus磁⑨（名）目薬。二刀薬。
sasihaNkaa⑪（名）出しゃばる者。出しゃ
　ばり。sasihaNkimmNともい5。
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sasihaNkigu「tu⑥（名）出しゃばった事。
　幽しceばった行為。
sasihaNki＝ju、N⑨（自；1’aN，　”ti）ほ1しゃ
　ばる。
sasihaNkh玖u「N⑨（名）sa討ihaNkaaと同じ。
sasi2isi⑪（名）力石。カだめしに頭上にさ
　し上げる石。村の広場に大小の丸い黒い石
　がそなえてあり，青年たちが力を競った。
sasika⑪（名）ひさし。家の軒に刷に差し
　出した小屋根。
sasikasa⑨（名）N傘。
sa§董ki⑪（名）挿し太。
sasikuru；sju、N⑥　（イ也　 ＝S＆N，　＝ei）　束冒し殺
　す。
sas量搬i◎（名）料理名。刺身。
s烈s圭m麟⑭（名）指物。
sas嚢mu惣e「ek駁⑨（名）指物晦。
sa§inusuba①（名）〔古〕［鎖の但唱廃藩潮
　の役名。貿易・外交などを扱う長窟。外務
　長官。zuuguniNsjuu［十五入王］のひと
　り。
sasiN・euN⑨（他＝kaN，＝ci）差し込む。
sasisiri＝jUN＠（自＝raN，＝ti）〔文〕（入間
　の善悪などが）はっきりと天に知れる。
　「指し知れる」の意。
sas蓋2usaien（名）〔新〕差し押え。元来は
　hwicimUNという。
sa＝s．iuN⑨（穂＝saN，＝ei）e東瞳す。haai～．
　針を刺す。hacaa’ni　sasa痴UN．蜂に刺さ
　れる。◎差す。腰などに帯びる。はさみこ
　む。taci～・太：刀を差す。捲差すには？i一
　まbi琵ロci　sjUNという。㊤高くさし上げ
　る。？isi～．石を高くさし上げる。⑭差
　す。つぐ。そそく“。，謳U～・湯を差す。
　湯をつぐ◎　ciZUNともいう。
tsata⑥（名）θ沙汰。らわさ。また，評判。
　？aNgwaataaja　simauti　’waasata　sju－
　ra　doo・娘たちは村でわたしのうわさを
　しているだろう。～NnaraN・お話にな
　らない。問題にならない。？icaawa～
　Qsi　k畷ri，」OO・会ったらよろしく伝えて
　くれよ。～　＄arijUN．　うわさされる。～
　nuku．iUN．死後も人の口にのぼる。㊤音
　儒。～NneeraN．音信もなし・。
s tanumisac董⑰（名）佐多岬。鹿児島県の
　地名。
sati⑪（感）さて。～，　kurikaTa　eaa　sjuga．
　さて，これからどうセホ5。
sa！gsat量①（感）さてさ’（○～？aNdu，jat蓑．
　さてさて，そうであったか。
satoocitV’sa⑪（名）噺〕砂糖検査。砂糖（sa－
　ataa）匿の文事を決める検査。
sates①（名）〔文〕［里］女が，男の恋人を
　いう語。背の君。わが霜。giciN　nagami－
　tai　dilr．ajo　taeimut：ura，　・s－」’a　’waga
　’ja＆麟i　macurademunu．〔月も眺めた
　い　でかやう立ち庚ら　里やわが宿に　待
　ちゆらだいものコ月も眺めたし，さあ帰
　ろう。わが君がわたしの家で待っているだ
　ろうから。
sat”＝juA「①（自＝1’aNs＝ti）感づく。さとる。
satumee⑨（名）〔文〕［里前］satuの敬語。
　わrf｛　％f。背の君。また，殿方。　satume
　huni　？ukuti　muduru　mieisigax’a　hu－
　raN　nacigurini’wasudi　nuraci．哩厳
　治暦て　粘る道すがら　降らぬ夏ぐれに
　我袖ぬらち］わが君の船を送って帰る道す
　がら，降りもしない夏の雨にわが袖をぬら
　した。
satunus董①（名）［盤之子・発主3∈）位階の
　名。，wacizituu〔脇地頭3（一村の領主）に
　なりうる士族の位階。◎一般士族の男子に
　対する敬称。平民からい5。だんな様。
satunus韮gwaa⑪（名）satunusiの子。一一
　般士族の15歳前後の男の子の敬称。
satunusigwaamee⑨（名）satunusigwaa
　を敬って呼びかけてい5語。平民からい
　う。
sa’tlmusinumeeev（名）〔里主之煎3　satu－
　nusiの敬称。呼びかけていう。
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satUBusipeeciN⑪（名）哩之子親雲上］位
　階の名。王子から数えて五番昌の位階。
satunusisizimi⑨（名）［饗之子筋冒］satu－
　nusi〔里之子］になる士：族の家柄。　cikU－
　dUN學izimiとともに，譜代の士族の家柄
　である。
saw滋⑪（名）モスilン。メリンス。また，
　メljンス＝友禅。
sawaie）（名）病気6身体の異常。　siNnu
　～・精神異常。ta磁u～．肺病。？usa－
　waiN　saamiseebirani．お変わりもござ
　いませんか。
sawa＝juNca（自＝1’aN，＝鍍）∈）さわる。心
　や体に支障を起こす。？ul〈iti？a（≧ciinee
　bjoociNka圭～．起きて歩くと，病気に悪
　い。karataivKraiん。体に悪い。　e油UNkai
　～．気にさわる◎eimuni～．　ともい5。
　◎さしつかえる。邪魔になる。sigutL｝Nkai
　～．仕事の邪魔になる。
§awazigUtu①（名）うろたえ騒ぐ事件。騒
　ぎ。
sawa＝ZUN①（自＝gaNラ＝zi）あわてる。　う
　ろたえる。
sa多aka縛uN①（他＝raN，”ti）（∋授かる。
　Qk：wa～．（神から）子を授かる。O（職務・
　子供の世：話などを）引き響ける。　（財産な
　どを）管理する。預かる。Qkwa～・（他
　人の）子を預かる。zlN～．金を管理す
　る。
sagaki＝．；uN①（他＝raN，＝ti）（∋授ける。
　（⊃管理させる。預けて世話させる。
saiaraiiaini（b（名）〔文〕さざ波。小波。
saiee⑪（名）さざえ。
sazi⑪（名）［佐羽役場の小使をい5。saa－
　ziともいう。kuzikeeと同じ。
sazira＝sjuN①（他＝saN，＝ci）細める。細
　くする。boonu　saci　hwizi～．　棒の先
　をけずって細くする。
saziri＝juN①（自＝raN，　nと三）細くなる。先
　が細る。細くそげる。また，やせこける。
　多uunu　saziritoON．尾が細くなっている。
　gil’anu　saziritooN．顔がやせこけている。
輿e⑨（名）才。才知。知恵。～nu？aN．才
　がある。～cセOO．才知と才能。
§ee⑪（名）ばった。いなご。
＄eebee⑨（名）・おせっかい。余計な世話。
　差脚口。
eeebeegutuev（名）おせ’つかいとなるよ5
　な事。
seeei⑨（名）酒窺。酒を入れる器。　sijacil
　ともいう。
寧eeei⑪（名）才知。
＄eega獄a①（名）おろしがね。
9，eegwaa⑪（名）川えび。　slraseeと岡じ。、
　脚eは，ばったQ
寧ee麺N93藪⑨（名）かせ（紹）に巻いた木縮
　糸。工場製のものをいう。紡績糸。seejεしN
　は西洋の中国音。
see．i　aNpuu　en（名）太綿の布。綿布。
seek量①（名）⊂仕明］開墾。～？a茎djUN・
、開i糊する。
seek遍uN①（他＝raN　s＝ti）e次々にかだ
　づける。畑・食物・仕事などをだんだんと
　（耕して，食：べて…）かたづける。やって
　行く。◎賭けごとに勝ってもうける。せし
　める。
seekizii①（名）開墾地。私有地として，自
　由に売買できた。
s，　eekoo①（名）［再説］文官試験の本試験。
　その前に行なわれるkOO［科］（その項参
　照）に合格した者が受ける。合格すれば，
　＃吏：に任用される資格ができる。
seeku⑨（名）大工。また，職人。工人。大
　工の棟梁をdeekuという。斡ekoo　doo一一
　gumasai．職入は腕よりも道具が大切。
seekudoogu⑨（名）工具。大＝］こ道具など。
seekugaQti⑪（名）物を作るのが器用なご．
　と。また，その入。
祭eenukaN③（名）塞の神。，道祖神』
seeroo⑨（名）［宰領ユQ、宰領α荷物の輪唱
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　を監督する役。㊤結婚の時，花嫁およびそ
　の荷物などの一行を監督して行く役。一一人
　または二入以上の男が当たる。
seesiN⑨（名）食べ物のおかわり。再繧の意
　か。？irljUN・おかわりをつぐ。～hwi－
　cihwici？irirasjUN．遠慮なしにおかわ
　りをもらう。
see＄iuii・imu－N⑨（名）才走った者。狡猜な
　者。
＄eetubaa⑪（名）小利口なやつ。悪がしこ
　いやつ。
seeiubi皿uN⑨（名）小利口者。悪がしこい
　者。
seewee①（名）さいわい。幸福。幸運。
＄eeyama①（名）菜皿の意。底のやや深い，
　おかず用の皿。
seezieaa⑪（名）さいづち。　kilzicaaとも
　いう。
祭ee興ku①（名）催促。？ariNl｛ai　ziNnu
　～siiga．彼に金の催健をしに（行くとこ
　ろだ）。
geNsuruu⑪（名）昆虫の名。かげろう。と
　んぼとは別。
一si（接羅）（…する，…した，…な）の，も
　の，こと。活照する語の「短縮形」（aPOCO－
　pated　form）に付き，その語に名詞のよ
　うな鋤きを与える。九州諸方言の助調「と」
　「つあ山口県方言などの助詞fそ」と姥較
　される。なお，一墨lga（が，けれども），
　一躍iN　giitee（ので）は劉項。，NNdaNeiga
　masi．見ない方がよい。　sicunu？a麟
　koojUN．量のあるのを買う。nizideenu
　？avigadu？uhu？ijoOも11jUl’u．忍耐力の
　ある者が大きな魚をとる（諺）。
siaN①（名）〔文〕思案♂watati　k晦amu－
　na　siaNbasi，［渡てくやむな思案橋コ渡
　ってくやむな思案橋（その先は遊郭）。
siaNgutu①（名）思案事。思案するような
　事。
＄録｝a⑥（名）θ＝舌。s玉ca（看）の項参照。～
　neejUN．雷を出す。馬鹿にする意もある。
　～neeree．舌を出しなさい（適者がいう
　場合など）。　～neerarijuN．雷を出され
　る。馬鹿にされる。～．eiQeaN．雪をけが
　した。◎？wa駄麟ba（上くちびる），　sicavi－
　ba（下くちびる），學童ba？iru（くちびるの’
　色）などの複合語の時は，ぐちびるの意。
与iba？iru⑨（名）くちびるの色。
sibai①（名）〔新3芝居。もとは，uduiと
　いった。
S圭baisii⑨（名）〔籾役春。俳優。もとは、
　’uduisjaaといった。
sibaja①（名）〔新〕芝居小屋。劇場。
siha＝jUN⑨（他＝raN，＝’ti）　〔文〕縛る。た
　ばねてくくる。口語では’juujUNなど。
s出aki⑥（名）植物名。やぶにっけい。種子
　から油をしぼり，食用・燈用にする。
sibasaN⑨（形）狭い。そこにある物や家，そ
こにいる入などについて」・その場所が狭い
　場合には？ibasaNといい，単に広狭を問
　題にする時はsibasaNとい5。　kukuru－
　nu～．心が狭い。心には？ibasaNとは
　いわない。
sibasi①（副）〔文〕しばし。しばらくの間。
＄lheeem（名）薫つm。いぐち。兎唇。
sibee＝juNs　O（自＝raN，＝ti）ふざける。ざ
　れる。ドそばえる」と関係ある語。
sibi⑪（名）しべ。わらしべ。普通は，wa－
　rasiNbuu　という。
sibiri①（名）しぶりばら（の時の便）。
sibu⑨（名）渋。
sibuba孟⑪（名）θ渋張り。◎渋張りの三味
　線（saNsiN）。三味線の胴を芭蕉紙で張り，
　その上に芭蕉の渋を塗ったもの。いなかの
　青年たちがmoo？a亭ibiで弾いて楽しむの
　はこれで，蛇皮張り（zahwibai）の方がず
　つと上等だが，sibubaiは夜露に卸しても
　i強いなどの特長がある。
s童bu？ici⑪（名）瞬分の一。
sibu？itaem（名）4分板。厚さ4分の板。主．
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　として壁板用。
sibui⑪（名）と5がん（冬瓜）。
sibuigara⑨（名）しぼりがら。しぼりかす。
sibuiwata⑪（名）しぶりばら。
sibu＝juN⑨（他＝vaN，灘乞量）　しぼる。
sibu？ooziew（名）渋5ちわ。？．Nmigwasi－
　gataja　kamika　hut．uk’lka，　£aiga　tuzee
　，jaci？NRIunu　　？irて1　　～nu　　？iru． 　　（茶売
　節）茶売りのねぜきんは神か仏のように美
　しいのに，引分らふたりの妻は焼きい竜の
　色，渋うちわの色。
sibusaiy⑥（形）渋い。昧が渋い。
siea⑨（名）雪。慣用句，姥喩的用法や複合
　語の成分とL．てのみ率いる。普通は亭三ba
　とい5。～neejUN・養を出す（馬鹿にす
　る意）。～？iNeagaN．誓足らずである。
　ことばが足りない。～　nagεしsεしN．発音が
　もつれる。
§蓬ca⑨（名）志喜屋。《地》参照。
鍍ca①（名）下。？wii（一上）の対。
sicaara⑨（名）［下原］しもの方。また，都
　の町はずれ。近郊。
sicaasee①（名）押しあい。押しあうこと。
　押しあいへしあい。また，押しくらまん・
　じ麟　う。　　～　　sjUN．
．sicaa＝sjUN①（弛＝saN，＝ci）e（子が親な
　どに）　しつこくまつわりつく。（旗wa捻a
　？uja～・子が親にまつわりつく。◎体を
　押しつける。押しつけてはいり込む。㊧た
　がいに押しあう。押しあし・へしあいする。
　sicaa學ee　sjUN．ともいう。gaanu？iba－
　sakutu’warabiNeaaga～．部屋がせま
　いので子供たちが押しあいへしあいしてい
　る。
・sicabaa⑪（名）下葉。枝の下の方にある葉。
．sicabaa①（名）下歯。
βicab＆i①（名）土叛。急須などの目から，
　湯などがまっすぐに蹟ないで，下方にだら
　だらとあとを引いて流れること。
．sicabeesaN⑨（形）早口である。香が早く回
　る。
sicaci！’imuniiem（名）舌足らず。舌が短い
　ようなしゃべり方。sicakweemunliと同
　じ。
sicaeirimunu？ii⑨（名）sicaciri・muniiと
　岡じ。
sleadakuma①（名）こっそりたくらむこ
　とe内心では利目な考えをもっているこ
　と。悪い意味にいう。
sicadamasiG）（名）心の中で用心すること。
　心の中では慎重に注意していること。よい
　意瞬…にいう。
sleaeaN⑨（名）［螺〕巻貝の一種。「しただ
　み」に対応する。丸く小さく，ふたがあっ
　て，岩・砂などに付着する。食用となる。
　その長いものはeiNbooraaという。
sicadaNG）（名）下段。段・棚。役職などの
　下の段。？wiidaNの紺。
sicadii⑨（名）〔下手〕身分の低い考。しも
　じもの者。
sicadii①（名）［下手］賄賂。柚の下。下か
　らこっそり出す手。～neejUN．軸の下か
　ら手を出す。贈賄・収賄する。
s叢。嬉3c蚤⑪（名）下書き。草稿。下絵。　sita－
　gaciともいう。
sieagui①（名）〔古〕〔下庫裡〕式部官の詰
　所。
sieagukuru（D（名）下心。底意。悪い意味
　にいう。
sieahwimu①（名）［文〕下紐。女の下ばか
　まのひも。普通はhakamanu，uuとい
　5．　satuga　tini　narisi　hananu　・vja，
　？ikUharuni　natiN　七agasi　tucuga．　［璽
　が季に馴れし　花の下紐や　三春になても
　誰がし解ちゆが3恋しい君の手に馴れてい
　る下ばかまのひもは，幾春になっても誰も
　解く入がいない。
sicahwizi①（名）あごひげ。下ひげの意。
　？waahwizi（口ひげ）に解する。
sicaida②（名）下枝。
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sieajakuen（名）下役。
sicajakunlN⑪（名）下役人。
sicajurukuhi⑪（名）内心喜ぶこと。ひそ
　かに喜ぶこと。
sicakata⑨（名）しもじもの者。下層階級の
　人。？wi圭kataの魍。
sieakweemunii⑥（名）者足らず。香をかみ
　そうなものの言い方。うまく舌がまわらな
　いものの醤い方。早口ことばを’St・一う場合な
　ど。
sicakweemunu？ii⑨（名）sicakweemuni圭
　と同じ。
sicani｛⑥（名）下荷。下積みの荷。？waanii
　（上荷）の財。
s三eanui⑲（名）下塗り。下’地を塗ること。
　？waan磁の対。
sica§鵬3①（名）早くちびる。～kuujuN．
　下くちびるをかむ。人をおどす時の表情を
　いう。
sicasjoonugaa①（名）らっかり者。そこつ
　者。sjoonugaaのはなはだしい者。
sica2uki⑰（名）下請け。
sicawa｛a①（名）下腹。下腹部。
sicazi⑪（名）下着。上着のすぐ下に着る着
　物をいう。冬なら，上にあわせを，下に
　じゅばん，中にひとえを着るが，そのひと
　えをいう。
sici⑪（名）質。質屋に入れる撞保。質草。
　～？iy圭jUN。質に入れる。～tujUN・質
　草として取る。また，質屋を営業する。～
　？ukijUN．質から嵐す。
S量C量⑨（名）七。普通はnanagiという。
sic董⑪（名）四季。
s量。量①（名）式。儀式。
sici①（名）敷居。
sici⑰（名）好き。～’担N・好きだ。～na
　Qcu．好きな人。
sigi⑪（名）節。二十四節の節。
sigi①（名）湿気。しめりけ。～kakajUN．
　湿気をおびる。じめじめする。～nu？aN．
　湿気がある。
sigibi⑪（名）市などがにぎわうK。商売の
　書き入れ時となる日。正月・3月3恥5月
　5El・盆などの祝祭日とお一よそ一一致する。
siglbUQkwi＝juN①（窟＝raN，＝ti）むくむ。
　病気で体がむくむ。
暖。量busici⑨（名）引ききらい。好きなもの
　ときらいなもの。
sieica⑪（名）布を織る時，腰を掛げる板。
　敷板の意。
sicigaara①（名）0建物の周囲・塀などに
　敷く瓦。煉瓦に網心するもの。敷瓦の意。
　◎sic恕aa撒をかたどった，蒲物の模様の
　名。市松模様に似たもの。
s韮gigakla量①（名）∈）しめりけが多いこと。
　湿気のあるところ。◎不健康に太ること。
sig量gawaien（名）季節の変わり霞。
sieigwagi⑨（名）7月。
sicigwag量eisaa（①（名）盆踊り。旧暦7月15
　日の送り火がすむと，16Nの夜は，各村
　の青年たちが各家を回り，酒や餅をもらっ
　て，歌い舞い，最後に村の広揚で踊って遊
　ぶ。その時の歌に，eisaa，eisaaとい51ま
　やしがっくのでい5。
sic瑠W撫韮igwi韮④（名）腹を立てた声。つつ
　けんどんな声。強い不満の声。～？NzacL
　つっけんどんな声を出して。
sieihui⑦（名）（子が親などに）まつわりつ
　くこと。gici＜giCUN（下にはいり込む・
　下から起こす）。
sic量hukus量N⑨　（名）　七福神。
sici？韮si⑨（名）敷石。
sicija⑰（名）質屋。
s圭dju⑪（名）〔新｝石油。　sicitaNjuuより
　もさらに酷しい語。
sigiki①（名）作りつけ。戸棚・たんすなど
　の作りつけのもの。
sigiki①（名）しつけ。家でする礼儀作法な
　どの教育。
sigikigata⑨（名）しつけかた。礼儀作法な
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　どのしこみかた。
S量gikigW蓋i①（名）作りつけの衣裳棚。　kw圭i
　の項参照。
sigiki＝jutVT①（他＝yaN，＝ti）0なぐる。い
　じめる。やっつける。那覇などではkuru－
　sjUNとい弓。◎叱る。⑬しつける。礼儀
　作法を教えるQ　，winaguwarabee，juu
　sigikiriwadu，jaru．女の子はよくしつけ
　なければいけない。
sigiki＝」　tiN①（他＝raN，就i）作りつける。
　作りつけにする。sjumugidana　sigiki－
　teeN．本棚を作りつけてある。
sigiki2ubugidaN⑬（名）作りつけの仏壇。
sieikudueian（名）［四季瞬説］口説（ku－
　duci）の～つ。
s董。量ku＝nUN⑨（f1＝maN，＝di）しけ込む。
　他入の家へはいり込んで，いすわる。
sieikusiree⑪（名）髪をくしけずること。流
　きこしらえの意。
siciMazilllllN⑨（名）魔物の名。魔物のな
　かでもっとも恐ろしいとされる。天まで届
　いたり，地話いっぱいに伸びたりヅいくら
　でも広がる，得体の知れない魔物で，逃げ
　ようがない。
s董。蓑m演（D（名）しきりにせがむことQ　しき
　りに催促すること。～sjUN・
sicimil　CoOen　（名）　一ヒ面，鵬。
siciMUgi⑨（名）質草。抵当。　i燈保。
slgimuei①（名）体がむくむこと。腎臓病
　などの場合に起こるもの。脚気。sigi（湿
　気）をもつ意。
sieimugisivabi◎（名）lilllee（無尽講）な
　どで金を貸借する疇，その抵当が金高に相
　当するかど5かを調べること。質物調べの
　意。
s董。董㎜uN①（名）敷物。たたみ・むしろ・毛
　布など，坐ったり寝たりする時に敷くも
　のQ
sicimusiru⑪（名）夜，寝床に敷くむしろ。
　寝ござ。広幅の長い上等のむしろで，敷き
　ぶとんの代わりに用いる。以前は，敷きぶ
　とんはほとんど用いられなかった。
sicina⑥（名）尻の下に敷くもの。～sjUN．
　尻に敷く。’uttt～sjUN．夫を尻に敷く。
sici皿a⑪（名）識名。（（　mp　））参照。
s韮。諭3gar量⑨（名）質流れ。
S董cin盛ei⑨（名）七臼。なのか。月の第七の
　目にもいう。
siciniN⑪（名）七人。　nana七aiともい5。
s嚢 董皿萱頁。茎㊥（名）七年忌。
sic nurii⑨（名）質の利患。
s量。童擁hweer麺）（副）・はなはだしく笑うさ
　ま。首をちぢめて笑5意。～’warajuN・
　腹をかかえて笑5。
sieirlN＝cuN①（自＝kaN，＝ci）ちぢこまる。
　引っこんで短くなる。kaamiikuub搬u～．
　亀の首がちぢこまる。
sicitaku⑰（名）坐り込んで動かないこと。
　いすわること。子供などが不平な張合にや
　ること どをいう。？usinu～natooN．，
　牛が坐り込んでしまった。
sieita！　’gani　an（名）ブリキ。
sicitaNjaQkwaN⑪（名）ブ1〕キのやかん。
sicitaNjUU⑨（名）噺〕石油。さらに新し
　くはsicijuという。
sicitoO⑪（名）〔七島］土B菖目刺（とから）≡列島。
s三。難oo重ガnaka⑨（名）〔七島渡中］七島の
　沖。土鳴麟列島の沖合。
寧藍C蓋？uku　：s．i慧N①　（イ9｛＝saN，＝ci）　θ下から
　起こす。下からかきほぐす。上のものをこ
　わさぬように，下から面こす場合などにい
　う。◎（田畑を）鋤き起こす。
siciZUII⑨（名）七十。また，七十歳。
siciZUUS・ftN①（名）七十三。また，七十三歳a
　～nu？ujuwee．七十三歳のお祝い。
s養cu⑰　　（名）　　圭塗圭。　　～nlエ　？εしsi　koojUN・　　i韮至の
　あるのを買5。
sicuma⑪（名）［しきょま］祭りここネ串ζこ供え
　るための米麦の初穂。～kamirasjuN。祭
　りに神に供えた米を，おさがりとして与え
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　る。naNZεし？u麟nakai　kuganizikuもa嫉一
　ti，　eibati　siri　’」’oo　’unainueaa，　・一一　ka－
　1癒rasa，jaa．（稲摺節）銀の臼に黄金：の軸
　を立てて，張り切って稲をすれよ，女たち。
　初穂のおさがりをいただいてやろう。
si　・etiN①（他＝kaN，・・ci）敷く。敷物など
　を敷く。
§鉢CuN⑥　（他＝kaN，＝ci）好く。　好む。　si－
　kaN．きらいであるQ　saki　siCUIili・酒が
　好きか。
si＝euN①（他：kaN，＝ci）下力・らはいり込
　む。下から持ち上げる。下から起こす。「鋤
　く」に薄応ずる語か。？usini亭ikarijUN。
　牛に下から突き上げられるQ
si＝cuN①（他；kaN，＝ci）θ漉く。紙などを
　漉く。◎白く。くしけずる。硫き櫛で棟
　く。櫛（sabae2）でとかすことはsabaCUN
　という。
sicm’aasjaN⑪（形）小児の体重が璽い。小
　児の油漉は，お産が重いことを恐れて？N－
　busaN（重い）といわない。おとなの体重
　は？NbusaN　とい5。
sicu？ukusaN⑥（形）量が多い。
＄idagisaN⑪（形）涼しそ5である。．
sidai⑪（名）すだれ。みす。
siclaka7．aem（名）清らかな香り。すがすがし
　いにおい。’
sidakazi⑪（名）涼風。涼しい風。
sidaki⑥（名）瀬高。（（　tw　））参照。
siaa＝nuN⑨（自＝maN，＝di）涼む。學圭da－
　masjuN・涼しくする。
瞬dasaN⑥（形）涼しい。
sM餅sjuN⑨（他＝saN，置cD卵をかえす。
　舞化する。高貴の人が子を生むことをもい
　う。？u亭idas呈皿玲eeN．お生1み遊ばされる。
＄ida＝sjUN①（他＝saN，＝ei）㊦磨く。◎化
　粧をする。
sidee⑨（名）㊦次第。由来。事情。　caaru
　～ga．どんなわけか。◎（接尾）順。次第。
　一siNdeeともいう。　siizasidee（年長順）
　など。
sidee．言oo⑩（名）次第に弱ること。だんだ
　んに衷弱すること。～S麟N。次第に弱る。
sideenien（副）次第に。だんだんと。～ma－
　s三najUN．次第によくなる。
siaeesideeni⑰（副）次第次第に。～masi
　najUN．だんだんとよくなる。
＄id韮gakuu⑨（名）亭iduugahuuと瞬じe．
s d菱gajaxna㎜｛ci⑨（名）〔文｝死出の旅◎．
　A一・ni　humimajuti　nakaba，　ti　tuti　hxvi－
　ciもabo鍍‘？amidabut・ul｛i。［死出が山道：に
　ふみ迷て泣かば、手とて引き給ばうれ　町
　弥陀仏］死出の山道にふみ迷って泣いたな
　らば，手を取って引いて下さい，陶弥陀
　仏様。子の死に際して親の歌った歌。
＄id蓬93ra〔D　（名）　寧idiguru　と【司じ1。
sidiguru⑪（名）ぬけがら。蛇・蝉のぬけが
　ら，ひなのかえったあとの卵のからなど。
　學圭digaraともいう。
瞬〔載＝juN⑪（自　：1’aN，”ti）（∋卵がかえる。
　鹸化する。tulgwaanu～．ひながかえる。
　◎高貴の人が生誕する。お生まれになる。
　？umlNgwanu～．お子様がお生まれにな
　る。亭idirarijuN．・お生まれになる。㊧い
　ただく。頂戴する。身分の低い者が使う。
　kuyee，ookaTa寧id巽aru　MUN．これは三E
　からいただいたものだ。
sidupeeeiN⑪（名）［勢頭親雲上］廃藩前の
　位階役職の名。
＄idUiigahuuen（名）亭idigahUttともい5。
　（∋頂戴物をすること。ありがたいものをい
　ただぐこと。～deebiru．ありがとうござ
　います。平民や女の使うことば。◎お礼。
　ありがとうございますと惑うこと。～？U－
　NnjukijuN．お礼を申し上げる。　niNZUU・
　nu～．一年：中のお礼。また，一年：中のお
　礼に，年末に神社仏閣を留ること。⑲妊娠。
　首里の女のいう語。天から賜わった果報の．
　意。
一sit「｝ga（接尾）が。けれども。活用する語0
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　「短縮形」（apocopated　form）につく。
　，juda＄2ga，wakaraNtaN．（読んだがわか
　らなかった。），’JumaN寧iga（読まなL・が），
　tuusata寧iga（遠かったが）など。
s董gac量⑪（名）施餓鬼。盆祭りやその弛の法
　事の折，miNnul《uu（水の子）を施餓鬼周
　に供える。
嘆ga＝」駁N①（纏』raR，讐ti）鎚る。つかまつ
　て，たよりとする。
sigarim．iUNen（イ也＝raN，＝七i）工面する。金
　などを算段する。ziN～・金を工面する。
　1〈uQsa　’jatiN　sigariti（lu　sikooteevig‘a．
　これだけでもやっと工薗して準備したんだ
　が。
S量＆ar塁鶏＆m蓋⑪（名）津波。また，高潮。
麟菖識a①（名）姿。みなり。風面。～nu
　’3就as5＆N．みなりがいい。
s呈gaziru⑪（名）膿汁。膿の薄い液。
§igi＝jllN①（他＝raN，＝tl）すげる。はめこ
　む。とりつける。cisiri～．きせるをすげ
　る。？asizanu，uu～．げたの鼻緒をすげ
　る。
sigU⑪（副）すぐ。ただちに。～kUU，joO．
　すぐ来いよ。
sig｛癒waN①（名）小藩用の米（，Npanagu－
　mi）を入れる器。？uu？ukuhwaNともい
　ら。
s｛guku①（副）至極。ひどく。雰常に。平
　民は多くzil〈oeとい5。～？ami｝1uti
　？ikaNtaK・非常に雨が隆って行かなかっ
　た。連体詞的にも用いる。～？week圭Ncu．
　非常な金持ち。～dUuja麟撫UN．非常に
　容易なこと。
sig｛tNzani⑪　　（名）　 針金。
・siguNzani⑪（名）siguNzaniと岡じ。
題gu；s海N①（lgi　＝saN，　＝ci）（度を）過ごす。
　saci～．酒を過ごす。
s韮9樋u①（名）仕事。
、sigwagi⑪（名）四月。年の第四の月。多く
　はsiNgwagiという。
sihjaaku⑪（名）四百。
s猟oohaQ「poo④（名）四方入方。
sii①（感）しい。はい。牛馬などを追い進め
　る声。
sii⑨（名）四。普通は，juugiという。
si茎⑪（名）椎。しいのき。実は妙って食用に
　する。，jaNbarusii（LL．源纏）という．よう
　に，由原に多い。
s董i⑪（名・感）おしっこ。しい。ノjx・便のノ」、児
　語。また，小児に小便をうながす語。
s盤⑪（名）債。負債。債務。借金。？UQka
　ともいう。
siia）（名）［瀬］岩。
s門口①（名。接尾）姓。唐姓をい5。？uziと
　もいう。sjoosii（尚疵）など。
sii①（名）精力。元気。勢い。～giCUN．勢
　いがつく。精がつく。回復期の病入・農作
　物などが元気よく，勢いがっくのをいう。
　～kugijuN．勢いが披ける。精が抜げる。
　元気がなくなる。
S蓋量①（名）背たけ・身の大きさの意か。勢，
　すなわち生きのよいことの意かもしれな
　い。次の句でい5。七ui　kooraa　ka多i　kOO．
　盛？iju　kooxaa～koori．鶏を買5なら
　数を買え（若鶏をイ可匹秀買った方がよい），
　魚を買うなら大きいのを買え（小魚を何匹
　も買うよりし、L、）。
s賎④（名）［子］0＊cikudUNsizim2［筑登
　之筋目］の士族の男子。15歳以上の男子
　で，おそくとも25歳ころまでにcikudUN
　［筑登之］になる。murikawanu～．〔森川
　之子3組踊りの名。r花売之縁」の品名。◎
　士族男子（20歳以上）をいう。
§ii⑪（名）単独での意味不明。～？ijUN．困
　る。siira？ijUN．と似た意昧で用いる。
　～？iQti　turasiwadu，3aru。困らせてや
　ろ5。苦しませてやらねばならない。
sK⑨（名）巣。　tuinu～．鳥の巣。
§ii⑪（名）刀などのさや。　sajaともいう。
sii　ew（名）酢。　hweeiともいう。
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冬慧（1）　（名）　末。　糸冬わり。　結3叢。　～ja　caa　na－
　taga．終わりはどうなったか。
siibai⑨（名）小便。～sjUN．小便する。
　上流の婦人は？usi？uujUN．（隼を追う）
　とい5。
siibaibukm’u⑨（名）膀胱。　siibai多iciNと
　もいう。
s三量ba韮guu皿⑨（名）小便壷。
s蓋iba恥N磁⑪（名）淋病。尿道炎。
s簸ba董多塁。萱N⑨　（名）　｝1慶嘉。　siibalbukuru　と
　もい5。
siil｝aN①（名）来臨。びり。また一番終わり
　の番組など。
siibaree⑪（名）負債を返幽すること。借金
　を返すこと。
siibi＠（名）衰微。家が衰えることをいう。
鱒b鼓s餅①（形）うすら寒い。
s戴bjuu①（名）聖麟。孔子の廟。
siiboo多aaew（名）植物名。つるそば。薬草
　の名。
磁buN①（名）おまけ。売貿などで余分に添
　えてやるもの。添え分の意。
si蓋busjahuNdee⑪（名）したい放題。勝手
　気ままにすること。
siibuu⑪（名）しょげること。また，間の悪
　い思いをすること。～nasarijuN．間の悪
　い思いをさせられる◎
siibuugeei⑪（名）しょげかえること。ま
　た，ひどく間の悪い思いをすること。
鱒caakwaaee⑨（名）押し懐いへし合い。
　～nU　niiiNkai？ijUN．才Elgしあいへし合い
　の中にはいる。～sjUN．
S難camce＝juN①（イ也竃ra．R，＝ti）仕事を次次
　にして行く。仕事をどんどんかたづける。
siieee＠（名）押しくら。押し合い。押しく
　らまんじゅう。寒い時にする子供の遊び。
　たがいに押し合って，倒れるか，または列
　から押し出され．たり，退いたりした方が負．
　け。
塾iic盗aka＝」ガK⑨（自　；raN，＝ti）つめ審る。
　murabarunu　？ajaaja　zaaN　neeAT，　ku－
　rusi　kurusiNdl　siieikakatasa，　daa　1〈u－
　rusjuru　？izija　suQtuN　ReeraN，　’Nza－
　waree　sici　mudujuru　sikataja　huNnu
　’ukasjadu　？uhug，　aru．［村琢のあややぢ
　やあんないらぬ　殺す殺すむで　すいきか
　かたさだあ殺しゆるいぢやそっともな
　いらぬ　にが笑ひしち　戻ゆる仕方や　ほ
　んのをかしやど多さる（大川敵討）］村原の
　夫入は少しも恐れず，殺せ殺せとつめ寄っ
　たがジ谷茶の按司は少しも殺す勇気はな
　く，にが笑いして戻るよ5すは笑止千：万で
　あった。
siieiN①（名）聖賢。教養ある人の用いる
　語。～nu？usii．墾賢の教え。
si董ciroo①（名）やりかねない者。やりかね
　ないこと。いかにもやりそうなこと。賄賂
　など取りそうな者が，賄賂を取ったとい5
　よ5な場合など，siicirOO’jasa．（やりそ
　うなことだ）という。よいことの揚合には
　あまりいわない。
siigizl？uzoo①（名）首里城の門の名。？a－
　9U亭圭kUの項参照。
麟coo9淑①（名）切狂嘗。一番終わりの狂
　需。
轟＝cuN⑥（自＝kaN，　＝ci）体で押す。押し入
　る。mi（≧caidu　，ierariiru　tukuruNkai
　騨ci　naa　cui，icaN．三人しか坐れない
　駈に押し入ってもうひとり坐った。
sii＝euN⑪（霞磁aN，＝ci）位澱がずれて勤
　く。
siidakasaN⑨＊（形）θ霊力がある。神の霊
　 身につけている。気高い。神神しいσ◎
　神神しいようすである。寄りつけない感じ
　をもつ。王・美人などについてい5。
siidOOri①（名）働き過ぎて｛到れること。
　sjuiNeoo　eiidooxi，　naahwaNeoo　kwee－
　doori，七umaiNcoo～．首里人は着倒れ，
　那覇人は食い倒れ，泊人は働き倒れ。
siidu＠（名）［勢頭］かしら。親分。頭鼠。
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　下層階緻の語。複合語に’jureesiidu（無
　尽講の頭目），癬Nbucaasiidu（念仏宗乞食
　の頭匿）など。
siiganee◎（名）e汽・やがらせにすること。
　また，人に対して意地ですること。siiga－
　neesiiともい5。tusjuinu　simisjooATna－
　Ndi　？uNnjul〈itiN　一v　Qsi　simiseekutu
　ラjaa・お年寄りがなさいますなと申し上げ
　ても，いやがらせみたいにおやりになるか
　らねえ。◎老入などがしなくてもよいこと
　をして失敗したり，怪我したり，病気した
　りすること。
S鍍g載簾ees銭⑨（名）siiganeeと岡じ。～du
　’jaru．いやがらせだ。～sjUN・
si三gu⑨（名）小：刀。ナイフ。
siihana①（名）θ煮てすぐの熱い食物。で
　きたて。◎＊仕事などの，しは：じめ。
甜haQ「too⑪（名）無理強い。入に，仕事・
　食：物などを無理に強いるごと。？aNsiinee
　～najUN．そうすると無理強いになる。
　tv　s3uN．
si量hOO⑨（名）製法。作りかた。
siihudii⑨（名）背丈。せい。背かっこう。
　～？ueajuN．背丈がちょうどよい。均衡
　のとれた体つきをしている。
siikui①（名）siNpuiと同じ。
sii？lmijaa⑨（名）借金取り。債鬼。　siiは
　債，？imijaa＜？imijUN（催秘する）。
s量i？量Qpee⑨（名）精一杯。力の限り。もら
　これ以上できないとい5，否定的な意味で
　用いる。～sjOON．精いっぱいやっている
　のだ。も弓これ以上はできない。
slijaabuu⑪（名）小児の遊戯の名。また，
　その時の歌の名。hwiiziNtoOともい5。
　その項参照。
si弩aN盛④（名）しくじ1り。やりそこない。
　失敗。
siijaNzigu’tu①（名）やりそこなった事。失
　敗事。
siijaN二zuN①（イ斑　　＝5aN，　躍もi）しそこなう。
　失敗する。しくじる。
S鱒aQsaR①（形）θしゃすい。やりやすい。
　◎暮らしやすい。また暮らしが楽である。
　namaa～．今は暮らしが楽だ。　siijaQsa
　sjOON．安楽な暮らしをしているQ
s i OO①（名）しかた。やりかた。　しよう。
　～nu？aN．やりかたがある。
sii＝jUA’⑪（他＝raN，＝ti）強いる。？ariNkai
　sigutu～．彼に仕事を強いる。
siiwjiiN⑪　（自＝raN，＝ti）飽（す）える。
　いったん煮た食：物が腐ってすっぱくなる。
§競縛uN①（他＝raN，＝七i）㊦添える。増し
　て加える。◎売買の際，おまけとして加え
　る。
S藍隈識董④（名）仕事のやりはじめ。また，
　やりかけ。～’jaN．やりかけだ。
母簸ka多a⑨（名）食：物の簸えたにおい。
siikee＝sjUN①（弛二saN，＝ci）し直す。や
　り尽す。
繍ki⑨（名）食物の饅えた味。
siiki＝juN①（他＝raN，弍i）ずらす。押し
　やる。？agataNkai？uri　siikik’ee．あっち
　にそれを押しやれ。
siikuimee「kai⑪（副）（∋ふらふら。よろよ
　ろ。よろめくさま。◎負．債などを負って，
　生活にあえぐさま。～sjUN．
s ikuinOO’ri⑪（名）前後左：右によろけるこ
　と。
§iikUmjuJN⑪（自首・aN，こt圭）eよろける。
　よろめく。ふらつく。◎左溺になる。衰運
　に傾く。
siikunaii⑨（名）何度かに食べる飯を…度
　に炊いて恥くこと。暇のない労働者などが
　する ～sj　LI　N．
siikutaNdiG）（名）過労。働き過ぎて疲れ果
　てること。
siikwaasjaa⑨（名）植物名。橘。こがね色
　の実がなるので，1〈uganiiとよぶ地方も
　ある。実は，まだ青くて酸味が強い時，芭
　蕉商をさらすのに用い，芭蕉擶の色つやを
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　よくする。酷食：わしの意。
畷kwa？櫨⑪（名）〔新〕西瓜。一？uiは瓜。
　普通にはkwaNtu？uiとい5。
・giinii⑪（名）潜水。水中にもぐること。～
　SjUN．
sji㎜量量⑪（名）清明。二十四節の一一つ。沖縄
　で最も快適な季節である。清明祭（？usii－
　m量i）を行なう。
sihmiigwtaa⑪（名）にいにいぜみ◎
書員1UuN⑨（名＞e食物の鐙えたもの。箆え
　もの。◎酸いもの。すっぱいもの。
S董h馳1uN◎（名）吸い物。普通は？u＄iimUN
　という。おかずとして出すものでなく，単
　独で出す吸い物をいう。お才物。すまし汁。
　soomiNnu～．そうめんの吸い物。おかず
　として出す，すまし汁・みそ汁は？usiru
　という。
多iimuNwaN⑨（名）吸い物椀。
甜Rar珂猛N①（自＝raN，＝ti）し慣れる。
　慣れて熟達する。やりつける。
siinasi①（名）仕上げかた。やりかた。ま
　た，うまく仕上げること。｝；よらずにやる
　こと。　sabimuN’3atiN　～du，jaru．　貧
　弱な材料でも，料理のやりかたでよくな
　る。材料よりも腕（諺）。～nu　neeraN．
　やりかたがまずい。
愈撫1鍵sjuN①（他＝r＞aN，＝ci）よく仕上げ
　る。5まくする。家事・料理・着付けな
　ど，何でもうまくやることをいう。caa
　’jUU　siinaCOON．いつでもうまくやって
　いる。
畷皿oo⑨（名）水嚢。学ぶるい。底を銅線な
　どで張った，細目のふるい。粉をふる5の
　にも，また，5らこしにも用いる。
・siinoosi⑤（名）　し直し。やり直し。
・siinoo・sjuN①（（Ei＝saN，＝ei）し直す。や
　り押す。
・sii？Nza＝S．iu”N①（他＝saN，＝ci）もらける。
　働いて富を生み出す。？acinee～・商売を
　大きくやっても5け出す。hwiNStlumllN
　，ja寧iga　Sii？NZaCi？Weeki　SjaN．貧乏者
　だが，もうけて富をなした。鰍kana3aaja
　sii？NzasijaQsaru　？aeinee　’jakutu　’ja－
　miraNsa．料理屋はもうけやすい商売だ
　からやめないよ。
siiPlli①（名）siNp磁と岡じ。
siira⑨（名）災難・苦しみ・病気などの意。
　？ijUN（入る）とともに用いる。災難がは
　いりこむとい5感じである。～？ijUN．困
　る。苦しむ。病気になる。災難にあう。
　？amini，Ndiinee～？ijUN．爾にぬれる
　と病気になる。？UQkanu．？uhusanu～
　？iQCOON．借金が多くて苦しんでいる。
　tuzinu　duujahwayasanu　．v　？iQcooN．
　妻の体が弱くて，困っている。～？ijaN
　doo．困った目に会5ぞ。
sih’araNG）（動）？izinu～．（腹にすえかね
　る）とい弓句でのみ用いる。
s量轍⑪（名）肥だめ。
鱒saN⑪（名）推参。差出がましいこと。生
　意気。文語的な語。～na　l〈uzuu．推参な
　小僧。
轟saN⑪（形）すっぱい。酸い。
silsi⑪（名）e獅子。獅子舞いの獅子をい
　う。人と遊ぶ動物とされ，猛獣とされない。
　獅子舞いの獅子は芭蕉の糸で巧みに作られ
　てい．る。～keerasjUN・獅子舞いをする。
　獅子がひつくり返る動作が多いのでkee－
　rasjuNといら。◎獅子舞い。村芝居で行
　なわれた。廿里でも1日麿8月15夜のころ
　町村で催された。
siis董⑨（名）しんし（綴）。洗い張りの時，布
　を引っ張る道県。
giisi＠（名）添石。（（地》参照。
§iisi①（名）末吉。＜＜　tS　））参照。
寧i細⑨（名）すす。～kaNtoON・すすだら
　けになっている。～kuujuN・すすける。
siisigi⑪（名）性質。～nu“waQsaN。性質
　が悪い。
siisiguci⑪（名）しんし（siisi）の両端のと
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　がつたものがついているところ。もとは牛
　豚などの骨を酬って作ったが，後には金属
　製のものができた。
s量is量i①（副）ふ5ふう。妊娠して，または
　太って苦しそうにあえぐさま。？uhuwata
　～sjoON・大きなおなかをかかえて，ふ
　5ふういっている。
siisi4ama④（名）起居振舞。挙動。
SHsu⑨（名）腎臓病。
S韮i巌⑨（副）強いて。無理に。～？呈CUN．
　無理に行く。～siMijUN・強いてさせる。
一siiti（接蝋）…ごと◎…ぐるみ。＜麟三jUN
　（添える）。hun坤iiti　hakajuN．（骨ごと計
　る），kaa寧iiti　1〈aRUN，（皮ごと食べる）。
s孟｛撫⑪（名）〔新〕生徒。閉治の初め一時使
　われた語。生徒のことは，元来はgaku－
　sjoOといった。
sii？uwatajuN①（他＝raN，＝ti）　し終わる。
　なしとげる。
siiutai①（名）過労。
§圭量2w最①（名）忌服の一部が厚く堅くなる
　こと。また，その部分。たこ。nuunu～一一
　ga・何でできたたこか。
sii2wiiwjUN①（自＝raN，就i）たこができ
　る。皮麿が漬くなる。唐手の訓練でmaci－
　wara（巻藁）を突いて，にぎりこぶしにた
　こができることなどをい5。
§i移a⑪（名）？UQtU（年下，弟妹）の対。θ
　年上（の者）。年：長（者）。◎兄姉。年上の兄
　弟。兄または姉。性劉を区賦する時には
　，W圭短ga亭i移a（兄），　’winagu寧iiza（嫌）と
　い5。，waasii7va．わたしの隼上の兄弟。
s量izaa⑩（名）植物名。椎。椎の木。空とし
　て，たきぎとして使5山面にいう。’
siizaad’≠奄獅浮m⑥（名）椎のたきぎ。
孚晦akata⑪（名）e年上の人たち。年長考
　たち。先叢だち。？UQtunucaa（年下の人
　たち）の対。◎壮：年の看たち。30～40歳台
　の者。，wakamuNnucaaの頬。
§i14akatasidee⑨（名）年長1覆。大勢の閻で
　順序を決める場合は，たいていsiigaka－
　tasideeとなる。麟i多asi（ieeともいう。
siiiasidee⑨（名）年長順。
§i珍a秘勲ai⑪（名）姉。弟から見た場合の姉
　をいう。
siizi⑨（名）〔新？｝政治。
畷z董璽総a①（名）すもうの結びの一一as。
siizimuci⑨（名）〔新？〕政治の道。政治の
　行ないかた。政治むきの意。～nu，jUU
　na七〇〇N．政治がよくなっている。
⇒晦uk登r韮i⑪（名）θ巣を作ること。鳥類が
　産卵のため，巣を作ること。◎転じて，女
　のお産の準備をい弓ことがある。
sijaei⑪（名）￥eeciと同じ。
sijawaSi①（名）〔文〕しあわせ。幸福。～一
　lla　Qcu．しあわせな人。
sijaWasigu”tu①（名）しあわせな事。幸福
　な事件
sijoomujoo①（名）いろいろと乎段を講ず
　ること。いろいろの方法でやってみるこ
　と。～sjUN．
sijoosir．ama①（名）やりよう。やりかた。
　行ないぶり。
si＝juN①（億：raN，；Qci）知る。　siQCOON．
　知っている。
＄i＝jUN⑥（他＝1’aNr＝ti）磨る。こする。
　kusi～．ふろで，背中を流す。
sika①（名）〔新〕鹿。慶良閲島に野生の鹿
　がいる。元来はkoonusisi（鹿。また，鹿
　の肉）というo
sikaa①（名）臆病者。
sikaituee（副）しっかりと。ちゃんと。～
　？ubiτaN。はっきり覚えていない。～？u－
　ciNkai？iree・ちゃんと内にはいれ。ど
　うぞ山内におはいりなさいの意。
sika＝juN①（他＝raN，紘i）0くくる。束ね
　る。縄をかげる。縛る。また，捕縛する。
　蒙磁～．荷物を縛る。O（妊婦が大きい腹
　を）かかえる。？uhuwa£a　silcatOON．大
　きなおなかをかかえている。
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sikaka＝juN①（他＝raN，＝ti）eしかかる。
　やり始める。とりかかる。◎いどみかか
　る。
sikaki①（名）e仕掛け。装置。からくり。
　㊥始め。起こり始め。病気などのきざし。
　兆候。
sikaki＝jUN①（他＝yaN，ニti）eしかかる。
　やりかける。◎しかける。動作をし向け
　る。
sikaku⑨（名）四角。　siQkakuともいう。
sikamaen（名）借金の利息のために使役さ
　れること。
sikama⑪（名）〔古〕酒を暖めて赤ん坊の体
　をふくこと。また，一一説に産児を沐浴させ
　ること。
§ik31ua⑨（名）〔古〕閥つ時分（午前10時
　ごろ）の意か。また，果朝の意か。
瞬kam紐a⑥（名）負債のために使役される
　人。
sika㎜iiguru「gm．u①（副）臆病な臼をきょ
　うつかせること。恐怖の麟付きをするこ
　と。びくびく。
sikamuduei＠（名）料理名。鹿もどきの意。
　肉・野菜・豆腐などをさいの目に切って作
　る。？utibici（お祝いに作る料理の名）の
　一種。
sikani’al①（名）臆病者。
sika＝nuN①（自＝maN，＝di）臆病になる。
　おじける。
sikaNkaa（1）（副）びくびく。おずおず。臆
　病なさま。～sjoON・びくびくしている。
sikaQよu①（副）しっかと。しっかりと。
　ちゃんと。sikaituともいう。sikaQtuの
　方が上品な語。
sikaraasaN⑪（形）さびしい。寂箕としてい
　る。si｝〈araasii　ciici’jaQsaa，jaa・さび
　しいけしきだねえ。
sikarasi（D（名）経験。平常やりつけて熱達
　していること。～ltu？aN・経験がある。
sikara＝sjuN①（他＝saN，；ci）経験する。
　熟達する。zii　kaCusi　sikaraeooN・字を
　書くことに熟達している。？uraNdaguci
　sikavacooN．西洋語に熟達している。
sikasaN①（形）臆病である。
sikasiimaa’slimp（名）なだめすかすこと。
　一v　S3UN・
sika　g．　ika①（副）いらいら。心の落ち着かな
　いさま。また，気分の晴れ，晴れとしないさ
　ま。～sjUN．
9・ilca＝sjuN⑨（他力aN・＝ei）、e（泣く子を〉
　あやしなだめる。すかす。◎なだめる。慰
　める。⑱（女などを）だます。
s癒am①（名）θしかた。やりかた。　sika一・
　taa　neeN．しかたがない。～nu’juta－
　s3aku拠．やりかたがよいので。⇔ようす。、
　ありさま。ていたらく。悪い場合にいう。，
　gir沁asii～．つれない，あわれなありさ
　g．　’？jaasikataa　nuuNdi　？juru　一一ga．．
　おまえのざまは何というていたらくだ。
s汰ee①（名）世界。
ξiki＝juN①（他＝raN，＝ti）∈）据える。据え
　つける。置いて安定させる。？isi～．石を
　据える。？uhugibi　sikiti．大きなしりを・
　据えて。gaNsina學ikitl　baaki　kamijuN．
　ガンシナ（荷を頭にかつぐ時，頭に敷くも
　の）を据えて，かごを頭にのせる。taka一一
　makura　sikiti　？ueiju　xakurakutu　ku－
　rasu？urisja・［高枕すけて　浮世らくら
　くと　暮す嬉しや（忠臣身替）］　られしい
　ことに高い就を概いて（枕を高くして）らく
　らくとこの世を過ごせるよ。◎食べ物を煮．
　る用意をしておく。鍋をかけておくこと。
　米をといでかまに入れておくことなどをい
　う。亭il〈iteekuもu　hwii　gikiree．naa．かけ
　 あるから，火をつけさえずればよい。
sik三ma⑪（名）志三間。《地》参照。
sikiN⑪（名）坦：間。世の中。　miQcai　SUI”i一・
　ree～。三入揃えば二二。～sjUN・世聞
　並みとなる。kuau　ciNnu？ayee，～sju－
　sa・この着物があれば世：閲並みだ。　siki一
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　nUN　saN．世間並みにならない。～RU
　？imasimi．世間に記するいましめ。世の
　人のみせしめ。罪人を罰する場合などにい
　う。～nu　hjoobaN・世間のうわさ。
霜量kiNbanasi⑨（名〉世間話。
．siki“ibaru⑪（名）志堅原。〈（地））参照Q
．sll〈iNbiree⑥（名）婁間とのつきあい。
siki・Nnami＠（名）世闘並み。入並み。
sik姻nari⑥（名）世閥に売れること。慰閻
　に通じること。
’sildl　？u㎜a”Ncuev（名）世闘の人びと。天
　下の人民。
sikooio（名）用意。準備。支度。sjoOgW翫
　9．inu～。正月の準備◎
’sikooimukooiG）（名）いろいろ準備するこ
　と。　slkooimukooee　cuusa＄iga，　nuuN
　串ee　neeraN・いろいろ準備はし．ているが，
　何もやってはない。～sjUN。
，sikoo＝」・・N①（他＝1’aN，＝ti）用意する。準
　比する。支度する。’juubaN～・夕飯の
　支度をする。
・§瓶疑b猛u⑨（名）台所（の土間）。
、sikue量①．（名）仕事。労働。　sigutuともい
　う。～，wata？iri・仕事は綿入れと岡じ。
　鋤けば暖かくなる。
sikumi⑦（名）仕組み。計画。
s量ku＝聡疑N④（揺＝maN，二di）仕組む。計
　画する。（会などの）準締をする。
sikuslku①（副）着物がよごれて見すぼらし
　いさま。～sjooyu　ciN・見すばらしい着
　物。
silgutaikaaiai①（副）よごれた着物・よれよ
　れの着物などを着たさま。尾羽5ち繍らし
　たさま。身なりのみすばらしいさま。
s量k搬a麺a①（名）だらしのない者。元気の
　ないもの。
gikula＝jUN①（自＝1’aNl＝ti）　よれよれの
　着物を藩る。みすぼらしいなりをする。
sima⑪（名）e村里。部落。　kagiriNnu～一一
　ja　kajuibusja？asiga．〔勝連の島や通
　ひぼしやあすが3勝連の村璽には通いたく
　はあるが。O故郷。出身の部落。⑬領地。
　知行所。領地としてもらう村落。～，uga－
　nUN・知行地をいただく。＠島。海にか
　こまれた島。
s董ma⑨（名）織物の模様。縞は？a．jaとい
　う。boozimaa（棒縞の模様の布）。
si…a①（名）二二。たがいに轍の帯をにぎ
　り合って身構えてから始める。相手を倒し
　て，相手の背を地面に付ければ勝ち。二番
　続けて行なら。連敗した方が，nu7vumi
　（望み）と書って，もう一番取り直しを望
　んだら，勝った方はそれを拒否できない。
s茎㎜aa⑨（名）小さい島の者，または小さい
　島出身の者（卑称）。
simabuk ⑨（名）島袋。（（　te　））参照。
sixnacizoO⑨（名）領地を持ち知行を得るこ
　と。また，領地と扶持米。地頭に与えられ
　た領地と，その領地から地頭が得る扶持
　米。
s蒸magumi⑨（名）沖縄産米。　ziimee（内地
　米），toogumi（外米）などに対する。
simaguniem　（ifili）　de’r＃1．　toojamatoo　tee一一
　kuku，？ucinaaja～．中国と日本は大国，
　沖縄は島国。
simakuni⑪（名）θ村里。　s圭maもkuni
　もともに村里の意。◎領地。～N，ugadL
　知行地もいただいて。
simakusarasi⑪（名）村1こ悪疫のはいるの
　を防ぐために行な5，まじないの行事。獣
　廠を塗ったしめ縄を張りめぐらし，三二な
　どをつるし，はいって来る舟から悪疫がは
　いり込むのを防いだもの。農村でする行事
　で，首里では行なわない。
sima磁uci⑨（名）名目だけの領地を与・えら
　れた脇地頭（’wacizituu）。領地はなく，
　米は致府の倉庫からもらう。いわゆる？i－
　Qpoomuci［一方持］の脇地頭。字義はs
　領地（sima）を持つ者の意。
simanagasi⑪（名）島流し。流罪。
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sim3r畳⑪（名）戸じ：まり。，jUU～sii，joO．
　よく戸じまりをしろよ。
錘nlas叢臓a童⑨（名）くけ縫いQ縫い目を表に
　出さない縫いかた。錘masiは學iimi（潜
　水）と関係ある語か。
、、si…a二sjuN⑥（勉＝saN，＝ci）∈）済ます。終
　わらせる。㊤婚約する。許嫁となる。婚約
　の素立をすます。女の側からいう。？UN－
　zutaagi｝’uuja　maatu　’jatiN　simaeee－
　mi串eeibiimi．お宅のつる子さんはどちら
　かと婚約をすましていらっしゃいますか。
shnasugai⑪（名）故郷に帰る支度。
simasui2az．ana⑪（名）首里城の石垣の上に
　ある楼。？UgU寧ikUの項参照。
simatiihjaa「tii⑪（副）あらん限りの声で叫
　ぶさま。声を限りに。
simawaa⑨（名）村落（s三ma）の中。村落の
　六きさ。村落の範闘。
simElzil’i⑪（名）島尻。《地》参照。　また，
　次項と同じ。
simaz蓋r量｝100⑥（名）［沼尻方］沖縄の旧行
　政区画で，のちの島尻郡。
sgimee⑪（名）住まい。住居。
．ginlee①（名）身構え。また，受入れの準備。
　～sjUN・身構えをする。また，身構える
　ふりをする。また，受入れの準備をする。
鋤・・eec量瓢」ガN①（霞＝raN，＝Qei）すっかり
　整える。無駄なくきりつめる。また，部屋
　の使い方などに無駄がない。？ariga　l〈u一　’
　rasee　geimeeeiQeool〈utu　？uhool｛u　tami一
　七〇〇ru　hazi　dOO・彼の暮らしはきりつめ
　てやっているから，たくさんだめているだ
　ろうよ。，jaa～．家を無駄なく住む。
§ilnee＝」秘N①（自＝raN，＝穏）身構える。．け
　んかなどの身構えをする。
§imeek3mげe①（名）身寄静えばかりするこ
　と。やたらに身構えすること。～nu　cuu－
　saN．身構えばかりが大げさである。～
　s麟N．
9s　imeeua　＠（名）居室。居醐。住まっている
　蔀屋。
額meezu⑪（名）佐所。居所。
si㎜i⑨（名）締め。合計。
sillli＠　（名）　（≡）墨。　◎学問。　？agari　？aka－
　gariba　・v　narega　？icuN，　kasira　’jnti
　もabori，wa？ujaganasi．［東明がれば
　弱なれが行きゆん髪結てたばうれ三親
　がなし］菜のii隆が明るくなると学問を習い
　に行きます。髪を結ってくださいおかあさ
　ま。llimee　siQci　mUnoo　siraN．学問はあ
　りながら，物の道理を知らない。論語読み
　の論語知らず。～NsiraN　mUN・無学な
　者。文盲。⑬消し炭。caasiziNのこと。太
　炭eま普通taNとL・う。
釦痴①（名）隅。
skmiee⑪（名）攻め合い。
simihixdikaibi⑪（名）墨と筆と紙。学用
　晶。文房具。
9．　imihuku⑨（名）読書。畜読。朗読。昔は
　みな声を出して読んだ。
siiniidi⑨（名）済井出。（（地））参照。
simi＝jUN⑪（自＝1’aN，＝ti）しめる。湿気
　をおびる。siniikeejuNともいう。
sillli＝juN⑰（他＝1’aN，”ti）締める。帯を
　締めるは，普通？uubi　s担Nという。
simi＝」　“N　C）（他二YaN，；ti）e攻める。攻
　撃する。◎責める。
sillli＝jllN①（他＝raN，；七i）　させる。　sjUN
　（する）の使役形。soozi～・掃除させる。
一siMi＝jll“’（接尾＝raN，＝七i）せる。…させ
　る。「サ行1の動詞の「乗然形」に付き，
　使役の意を表わす。他の二二には一sjUN
　が付く。nasjUN（産む）→nasimijuN。（産
　ませる），tuusjUN（通す）→七uusimijUN．
　（通させる）など。
simijusi＝juitt⑪（自＝1’aN，＝もi）攻め寄せ
　る。
simikabi⑪（名）e墨と紙。◎字を書いた
　紙。神聖なものであって，決して物を包ん
　だりしない。あやまって踏みつけた場合に
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　は，おしいただいて丁寧に石垣の穴に入れ
　るか，翻字炉（hUNzuruu）に入れて焼く
　かした。それを怠ると，？uhubisjaa（象
　皮病）になるといわれた。
s圭mikee＝ju”N⑨（g　＝raN，　＝ti）　しけ脚る。
　湿気をおびる。
simikuv｛i＝sju「iN⑥（纏罵saN，　mci）締め殺
　す。
siniikuru＝sju「iN⑨（他＝saN，＝ei）攻め殺
　す。
slniikwaas．iaa⑨（名）墨ばさみ。墨つか。
　一kwaas3aa〈kwaasjuN（食わす。はさ
　む）。
skn蓑muN⑥（名）料理名。煮しめ。肉類・
　野菜などを鷺油で煮しめたもの。
gi笈n三naa⑨（名）墨画墨糸。
sh｝iinax．ajaa＠（名）学問を習う人。学生。
　生徒。
siMiNcu⑨（名）読み書きのできる人。学問
　のある人。
sinlisi⑲（名）湿らせること。反物などに霧
　を吹くこと。霧吹：き。　～sjtlN・　霧を吹
　く。
、qimisiri⑥（名）学問のある人。燈知りの
　意。
S量m皇zl㊥（名）しめじQきのこの一一種。食用
　にする。
silllll⑥（名）冷爾。冬の冷たい雨。9霜」に
　対応する。霜は降らないので，霜を表わす
　語はない。
simu①（名）（∋しも（下）。◎台所。勝手。
siniubataraciG）（名）下働き。台所働き。
simuci①（名）心だて。気だて。根性。性
　質。’janasimugl．意地悪。
simugici⑪（名）11月。霜月。zuu？ieigwa－
　giとはめつたに蓄わない。
simugusi⑨（名）子宮病。
simukata①（名）㊦しもの方。都から遠い
　地方。また，島尻方面をいう。◎しもじ
　も。一下1爵猶皆蔽。
s皇muku⑥（名）撞太（しゅもく）。
simiiku①（名）下句。しもの句。琉歌は，
　上の句入・入，下の出入・六，全体で三十掌
　からなる。
shnukudaru⑪（名）霜降。二十四節の一
　つ。
simunai⑨（名）うらなり。　suuranaiとも
　いう。蹟inai（もとなり）の対。
sim“Ntuvi①（名）首里城の門の名。？UgU一
　曄kuの項参照。
simuru⑨（名）すもり。購化しないで巣に
　残った卵。
simusicaG）（名）下志喜屋。《剃参照。
simuwataziNG）（名）下女の冬の晴れ着。
simuziibu①（名）下儀保。“地渉参照。
simuzimg①（名）しもじも。下騨階級。
S量na①（名）e晶（しな）。物酪。また，物磁
　の種類。◎（接羅）物晶の種類を数える接
　羅辞。晶。？ikusinaN？aN・幾晶もある。
　㊧人最。撤性。～nu？aN；氏姓がある。
麟na①（名）砂。海岸にある砂・さんご礁
　片。また，砂利。，ju賊ともいう。その贋
　参照。
・siRabi⑪（名）戯画。〈（91r＞＞参照。
s蓋naga①（名）瀬長島。沖縄添酷南部の西
　海岸に接した小島。、
9．inahwa⑪（名）瀬名波。（（　ts　〉）参照。
sillattjuN⑰　　（自　　＝1．aNラ　　＝むi）　　合　う　o　　調和ナ
　る。適合する。似合う。？ueajUNともい
　5．　kunu　k’axazee　giratu　sinatoomi．
　この髪は顔と合っているか。，juu瓢na七〇一
　〇ru　miit競Nd＆．よく似合った夫婦。題訟a－
　tooru　nii．ちょうどよい荷物。
錘nam鳳④（名）砂を敷いた道。砂利道。
s壼nan皿N①（名）晶物。
sinaliaki①（名）なさけ。思いやり。また，
　男女の愛情。情愛。satuja　naxlhuzinu
　寧igaむa　t瓢mi撃era，，wamija～nu，iNdu
　tujuru．〔里やなりふちの姿取りみせら
　わみやしなさけの　縁ど直ゆる〕君は姿形
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　の美しいのをお取りになるでしょ弓が，わ
　たしは情愛の深い縁を取ります。
shla？iii．usi⑰（名）おはつ。新しいものを初
　めて罵いること。多くは身につけるものに
　ついていう。
si蹴az量藪①（名）晶切れ。
警hxi⑪（名）すね。
一晦玉惚撫ee①（句）〔文・古）一siN　9搬ee
　と固じ。
sinidukuru①（名）死ぬべき揚所。たとえ
　ば，女はいったん結婚したら夫の家をsi一
　簸idukuruと思えと，さとされる。
si癬9油①（名）死に顔。
sinigiiwa（名）すね毛。すねに生えた毛。
sinijaNzaa⑪（名）死にそこなった者。
S量nijaN＝zuA’①（自；daN，＝tl）死にそこな
　う。
sinimee①（名）死ぬ前。死にぎわ。
sininukii＝∫uN①（薗；raN，＝もi）生き残る。
siniN①（名）死人。事故・けんかなどで死ん
　だ人をい弓。普通の揚合の死んだ入には
　1naεLS300rU　QCUと1，・う。～nu？Nzi七〇一
　〇N．死人が出た。
siniQeu①（名）死入。死んだ人。？iciQeu
　（生きている人）に対する。
s量n｛wakaE’i①（名）死に別れ。死別。？ici－
　wakari（生き別れ）の対。
sinjuku＝juN＠　（lde　mraN，　＝ti）　sinukujuN
　と同じ。
sinubiPt（名）e〔文〕忍び。微行。◎ひそ
　かな恋。密通。また，あいびき。’Nzotu
　’waga　nakanu　N　？arawariti，　？acaja
　’Nzo　siminu？ajura　tun注iba〔無蔵と
　我が仲の　忍びあらわれて　明日や無血責
　めの　あゆらと思ば（手水之縁）］女とわた
　しの問のひそかな恋があらわれて，あすは
　女が責められることがあるかと思うと。㊤
　探偵。密偵。taN七iiともいう。
・sinu＝buNG）（自＝baN，＝d圭）e忍ぶ。堪え
　る。こらえる。cimunu　sinubaraN・同1青
　にたえない。かわいそうで見過ごせない。
　Oひそむ。かくれる。ひそかに行く。（男
　女が）かくれて通う。あいびきする。nuja－
　ma　kwiru　micija　？il〈uxi　hwi7，amitiN，
　，jalllini　mazirijai　S圭Budi　？iCULN。　［野山
　越る道や　幾里へぢやめても　瀾に玄ぎれ
　やり　しのでいきゆん（手水之．縁）］野由
　を越える道は何回へだたっていても，闇に
　まぎれて忍んで行く。
sinugtt⑨（名）農村で祭りの時，男女で行
　なう舞踊。村の若い男女が神前の出面で入
　り乱れて踊る。儒教思想輪入により尚敬王
　時代に禁止されたことがある。？anibitajεし
　’jukati　tv　siei　？asudi，　’wasitajuni
　llar蜘a？U七Unユi　sariti．［姉べたやよかて
　しのぐしち遊で　わした世になれば　お止
　めされて］姉たちは幸福だった，シヌグ遊
　びをして遊んで，われわれの世になったら
　禁止されてしまった。恩納なべ（女流歌人
　の名）のよんだ歌。
麟烈ui⑨（名）海藻の名。もずく。沿海に産
　し，細くて糸状をなし，分枝が多い。蒼黒
　色で柔らかく，採集して三杯酢などにして
　食べる。
sinukukmata’kui⑪（副）工夫して準備す
　るさま。t心して作るさま。お祝いのごち
　そう，または金銭などを苦心して用意する
　工合並こし、5。　～　sj　1ユN・
sinuku＝jUN⑰（弛＝raN，”t圭）工夫して用
　心する。苦心して準備する。支度する。
　sinjukujuN　ともいう。？aga「i　taciku－
　 nuja　’jugahu　sinulcujui，　？asibi　sinu－
　kujuru　hatacimijarabi．［菓立雲や　よカこ
　ほしによくゆり　遊びしによくゆる　ニニ十
　美童］菓の方の雲は豊隼を支度するし，遊
　びの支度をしているのははたちのおとめ。
si＝nUN①（惣・不規貝ij）死ぬ。主として事
　故死の揚合や卑しめていう一合，または動
　物の死についていう。普通，人間の死につ
　いてはmaasjuNという。
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瞬二韮1u濁⑨（自・・maNe；di）済む。終おる。
　sikucinu　glidaraa？uca　numee．仕事が
　済んだのだったら，お茶を飲みなさい。～．
　それでいい。ことわる時にい5。sinUNdi
　？umutoomi・それで済むと思っているの
　か。
＄i・・llllNew（自　：maN，＝di）澄む。纐多inu
　麟doON．水が澄んでいる。
sinu＝zuN⑪（他＝gaN，；zi）しのぐ。壌難・
　危険の中をくぐりぬける。澄uci～・困難
　から助かる。？ami～．雨をしのぐ。雨や
　どりをする。silluzi　sinugaraN・しのこ
　うとしても，しのげない。羅難から逃れら
　れない。
s梱⑥（名）e心（しん）。　ものの中心離Q
　～nu　niiraN．（米・いもなどの）芯が煮
　えない。◎燈心。㊧太の芽などの芯。また，
　それが出た先端。草木の幹の最先端。櫓。
　maaginu～．松の梢。～jaむiN　kamiti
　’3’udaja　1〈uni　hwirug’i，　hwizija　zinu
　sukunu　hatiN　siraN．［しんや天かめて
　枝や国ひろげひげや地の底のはても知ら
　ぬ］梢は天をいただき，枝は国中に広がり，
　根は地の底のはても知らない。＠心（ここ
　ろ）。精神。また，本：心。心の籔。～kara
　，jamL本心からなのか。～kara？uzi－
　toON。すっかり恐れている。～1〈urusjUN・
心の底を痛める・～nu　saw4i・榊1喫常・
siN⑨（名）○さる。雨戸の戸じまりをする
　装概。雨戸のさんに仕掛けて，敷居や鵬居
　に差し込むもの。～？ir圭趣N．さるで戸じ
　まりをする。～sas3UNともいう。◎栓：。
　たるなどの栓。～sjUN・栓1をする。
siN⑦（名）㊦詮。甲斐。効能。ききめ。
　？Nmaritaru～nu？aN．’生まれた甲斐が
　ある。？icicooru～．生き甲斐。，joOZOO
　sjaru～nu　neeN・治療した甲斐がない。
　kus癒nudiN～nu　neeN．薬を飲んでも
　ききめがない。㊧効験。～ciarijuN・死
　後，霊のあるし．るしがなくなる。冥土から
　の音沙汰がなくなる。夢にも見えず，願
（？ugwaN）をしても御利益がない時など
　にいう。
s N①（名）千。
S韮！①（名）e寸。～ltXl七ar饒N．寸法が足り
　ない。背が低い。◎（接尾）－寸。？iQ＄iN
　（一一寸），n玲iN（二寸）など。
siNbaa⑪（名）草太の若芽。若葉。
s伽ha呈⑨（名）心張り棒。戸口のしまりに罵
　いる，戸を押える棒。
siNbigi⑪（名）鯨波。はなむけ。
s撫b最⑨（名）煎餅。
siNbjUU⑥（名）神妙。おとなしくして落ち
　着、・ていること。～ni　sjOON．神妙にして
　いる。～na　Qeu．神妙な人。
siNc至⑨（名）瘡気の転意。フィラリヤσkusa
　と閉じ。
siNci①（名）〔文〕［心気］ここち。心持ち。’
　mi utu　1〈uyaguratu　naruga　一v．［R　ts
　とくらぐらと　なるが心気（銘孟子）コ目も
　とが鵬；くなるようなここち。
一siN　g・iitee①（句）〔文・古〕ので。？icgna－
　sagliN　giitee’waNnee？ikaraN・いそが
　しいのでわたしは行けない。
slNcimimci⑨（名）フィラリヤ患者。　kusa－
　hl玉rijaLεし　と隅じ。
ξi黄ciri嵩jUN⑪（薗＝raN，＝ti）澄みきる。’
　すっかり澄む。
siNgiru①ma“’kaml①（句）鶴は千年，亀は
　万年。
siNda㊥（名）責め苦しめること。虞待。残
　酷に取り扱うこと。
siNdaka＝s．iuN⑨（弛＝saN，＝ci）滑らす。
　滑らせる。kuei～．口を滑らす。
一s蓋Ndee（接尾）一sideeともいう。…次第。
　また，…の順。cuus圭Ndee（来た順，また，
　来次第），？uwaisiNdee（終わった者li贋，
　また，終わり次第）など。
siNdi＝．iuN｛ID（自＝raN，＝ti）ただれる。や
　けどなどで皮轡がくずれる。
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瞬Ndi＝juN⑪（自；raN，＝ti）滑る。
S童NdoO⑪（名）siNl’OOと同じ。
siNduu⑨（名）船長。船頭に対応する。
　，jaNbaraa，七〇〇siNなどの船長。
siNgwaφ⑪（名）4月。年の第四の月。　si－
　gwaφともい5。
s演墓waN①（名）銭千貫。20円にあたる。
　ziN（銭）の項参照。
s姻gw遍uN⑨（自＝raN，＝ti）濁る。くも
　る。目・ガラス・鏡などがくもるのをい5。
　水の濁るのはmiNgwijuNという。
siNhwieag塁⑪（名）神経衰弱。心配のあま
　り精神に異常をきたすこと。
siNjakll⑨（名）煎じ薬。　siNzigusui，　sizii－
　gusui，　sizirig’usuiと1司じ1。主として
　？ucinaa？isja（沖縄識者，すなわち漢方
　医）の用いたもの。
siNkaO（名）臣下。手下。農村では転じて
　家族の意にも用いる。
siNkee⑪（名〉〔新〕気違い。狂気。
s韮Nkoogu⑨（名）猫背。
siNkugi③（名）洗骨。死後数面内に次の死
　者があった揚合に行なった。次の死者がな
　い揚合には十隼ぐらいして行なった。棺
　を墓から墓地の広場へ運び出し，爪の先ま
　で拾い取ってきれいに洗い，拭き上げてか
　ら，下部の骨から順順にかめに入れて，墓
　の中へ納める。
siNkuinaiNku⑨（名）千苦万苦の意。非常
　に苦心すること。
s茎Nma⑨（名）神がかりQ一種の神経病で，
　それにかかる之霊媒となって予雷などを行
　なうようになる。神品の意か。
siNmaju’ta＠（名）神がかり病になった
　’3批a（占いをする女）。’jLINnujutaと岡
　じ。
siN㎜eenaabiem（名）鍋の一種。非常に大
　型のもの。
siNmi⑪（名）売血の肝心な箇所G繭のかな
　め・器具のはめる厭・ねじる所・差し込み・
　ねじ，など。～RU’joosaN・イ．ねじなど
　がゆるんで用をなさない。ロ．（人閲が）〉
　無能である。
siNna⑨（連体）siNnuと同じ。
§iNni⑪（名）丸木舟。　くり舟。　sabani，，
　kuihu鍛i　ともいう。　～　1〈uihuninu？icu一・
　ru　tuke　’jariba，　kijuja　？Nzi　’ug．adi
　？acaja　eusiga・〔すんねくり舟の　行ぎ
　ゆる渡海やれば　初段や行ぢ拝で　明日や
　来ゆすが］くり舟の行くよ5な海ならば，
　きょう行ってお臼にかかって明日は帰って
　くるのだが。
siNnigwaa③（名）麟Nni（丸木舟）の小ざ
　いもの。
siNniN①（名）仙人。
siNniMaNmee①（名）∈）flk人様。◎仙入の
　よ5なおじいさん。まゆが莫白になった老・
　翁（士族）をいうQ
siNnuen（連体）真の。正式の。格式凝りの。
　～baa。表向きの正式の揚。型通りに正
　式に行なうべき血合。～b麗3Uともいう。．
　～？USiiN。圧式の賓客。格式通りに一一定
　の順序に従って応待しなければならない。
　すなわち，初めに煙草盆を畠し，次にお
　茶，お茶うけ，料理，灘の順序に出し，次．
　に食後の菓子を出し，改めてお茶を出し，
　それから次次に膳部を下げ，最後には煙草
　盆まで下げる。そこで初めて客は座を立
　つ。その間，世間話などは一切しない。正
　式の用広きは料理の膳部が燦る前に型通り
　の法によって伝え，法によって承諾の挨拶
　を述べる。客も主人もすべて式順を追っ
　て，あやまりのないように期する。
siNpui①（名）ころげ回ること。すねた揚・
　合，また痛みにたえかねた場合など，もだえ
　てころげ回ること。のたうつこと。siip磁，
　siihuiとも1，　・　一1う。～sjUN．
siNpuikaapui⑤（名）すねて，ころげ圏る、
　こと。～sjUN・
siNroo⑨（名）心労。心の苦労。気西武。，
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　siNdooともいう。siNrooは上流の老人
　などの上昂な発音σ
siNsitati⑨（名）新しい仕立て。仕立てたば
　かりのもの。
to－il　sjaku⑨（名）反省。面出して後悔する場
　合や，反：出して改める場合の反省をいう。
　斜酌の転意。siNsjakoo聡eN・反面の色
　がない。～s麟N．
s鱈taku⑥（名）e洗濯i。水につけて洗5こ
　とだけでなく，洗い，乾かし，伸ばし，た
　たみ上げるまでの全部をい5。～sjUN．洗
　虚して仕上げる。？aratee？a斜ga　siNta－
　koo　maada。洗ってはあるが，まだ仕上
　げてない。浅う仕事のみは？a℃eesikuci
　である。◎布に水を通すこと。
siNtii⑪（名）心底。心の底。心。～nu’wa－
　QsaN．心がよくないQ
s三NlikwaNnu！　’Cl）（名）千手観音。京島から
　那覇への出1－1，観音堂にあり，旅の平安を
　穿る菩薩として，旅立ちの時に必ず参詣し
　た。
s量Niar　a）（名）新参の士族。廃藩以前に，平
　民から士族となった者。hudee（譜代の士
　族）に対する。miljul｛aQCUともいう。
siN4asi⑪（名）さる。雨戸のとじまりの装
　置：。siNとも、・5。
siN　ialll⑨（名）新里。＜＜地〉）参照。
．siNzi⑨（名）煎じた汁。スープ。も願siNzi
　（鶏のスープ），？iτabuusiNzi（えらぶ5な
　ぎの燕じ：汁），kaguusiNzi（カ、つお節を煎
　じた汁），taa？ijusiNzi（ふなを煎じた汁），
　guujaasiNzi（豚の尻の骨を煎じた汁）な
　どがある。
・siNzigi⑪（名）［真実コ㊦真実。◎真心。親
　切。誠意。tanumusija　mutunu　rnaku七u
　’wageiriraN，　？inuci　hux’isititi　namaRu
　・vja　？ikutubani　？Nzaei　？ieija　gi｝scusa－
　1’aN。〔たのむしや元の　誠忘れらぬ命
　ふり捨てて　今の真実や　い言葉に出ち
　云ちや尽さらぬ（忠臣身替）〕たのもしい
　かな，昔の誠を忘れずに命をふり捨てて
　の今の真心はことばに出して言いつくせ
　ない。～ni　sjUN・親切にする。㊧世話。
　看病。親切に諏倒を見ること。tusjUinu
　siNZigee　s3uru　muN・弐心りには親切に
　面倒を見るべきもの。
siNzigusui◎　（名）　煎じ薬。　siziigusui　と
　隅じ。
siNzi＝jnN⑨（他＝1・aN，＝七」）僑じるσ僑心
　する。儒仰する。確信する意では元来は用
　いない。
siNzimjuN⑨（勉＝raN，＝ti）煎じる。煮出
　す。s圭zijLINともい5。
s Nzika．i⑨（名）煎じかす。煮乱したかす。
S嚢NzimuN⑪（名）煎じもの。煎じたもの。
siNziNtu①（副）しとやかにしているさま。
　静粛に控えているさま。しみじみとの転意
　か。～sjoON・神妙にしている。静かに
　控えている。
siNzizil’u⑨（名）煎じ汁。煮出した汁。
siNgu⑨（名）e先祖。◎墓。　gikazuとも
　いう。
s量Nzuuku－nici⑨（名）四十九臼。死後49
　窪目の法事。s圭zuukunieiと岡じ。
sipi＝juN①（他traNe＝ti）（聯を）かむQ（鼻
　汁を）ぬぐいとる。hanadai～．鼻をかむ。
　hana～．ともい50
sipiri＝jUN①（霞＝rax，＝七i）θぺしゃんこ
　に る。押しつぶされてひらたくなるQ
　sipiriti　neeraN．すっかりぺしゃんこに
　なってしまった。◎卑下する。小さくな
　る。
sipirimuniiew（名）卑下したしゃべりかた。
　・v　s3UN．
sipitaigaNzumnuN①（名）体が識そうに見
　えて弧・者
sip taikaa”tai①（副）．しょんぼりしたさま。
　しょげているさま。元気のないさま。また，
　合すぼらしいさま。？aree　kunumeekara
　tv　sjootaru　muN，　’Nca　sipitati　nee一
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　1’aN・彼はこの間から意気沮喪していた
　が，やっぱりすっかりしょげかえってし
　まった。
sipitainaci①（名）めそめそ泣くこと。
sipita．iaa①（名）弱虫。弱い者を罵倒して
　い弓語。
sipita＝jUN①（自＝raN，　＝ti）しょんぼりす
　る。元気がなくなる。また，落ちぶれる。
siplzaaen（名）eぺしゃんこのもの。押し
　つぶれたもの。◎実のほいっていない米・
　豆など。
sipiza．ft・llaallli⑪（名）ぺしゃんこの豆。実
　のはいっていない璽：。
sipjaaku⑪（名）銭400文。8厘にあたる。
　ziN（銭）の項参照。
sipjaakuguN「zuu⑨　（名）　銭450＝文。　9厘
　にあたる。ziN（銭）の項参照。
錘pu三goo．iaku①（名）吸い出し膏薬。
siPu＝juN①（他＝raN，＝もi）口にくわえて吸
　5。（あめ・乳などを）囁しゃぶる。
sipukaramuA’⑨（名）塩からいもの。
s｝pukarasaN⑨（形）塩からい。しょっぱ
　L、o　sjuuzuusaNともいうo
slpusaN①（形）ねばり強い。弾力姓が強
　い。sakusaNの対“e
sipusipu①（副）じめじめ。着物などが，
　ぬれて湿って｝、・るさま。～sjoON・じめ
　じめしている。
s加槻a汰a爵a量①（副）じめじめ。ぬれて湿
　っているさま。
＄lputa＝juN①（自＝raN　mtl）澱る。じめじ
　めする。ぬれる。siQtajuNの項参照。塩
　分を略って湿っている場合に多ぐい唱うよう
　である。
s韮pntara？agisaN⑪（形）蒸し暑い。
s量puu⑦（名）弾力の強いもの。粘り強いも
　の。折れない枝，かみ切れない肉，ねば．り
　強い人間など。　　・
siPlllltu①（副）びっしょり。ぐっしょり。
　ひどくぬれたさま。
siQeii⑪（名）e費え。むだな出費。散財。
　◎むだ。～najUN・むだ1となる。
siQciigU搬⑨（名）∈）金：のかかること。出費
　のかさむこと。Oむだなこと。徒労なこ
　と。
s三Qkaku⑪①　（名）　e四角。　sikaku　ともい
　う。O長さの単位。布のtw一一一・尺の長さをい
　5。物差しを用いない時代の計り方。
siQkakuu⑨（名）四角いもの。方形のも
　の。
siQkaN⑪（名）縛帯。子女のしつけとして，
　体罰を加えること。
siQku⑨（名）［文〕錦供。季節季飾にある
　祭りや祝いの臼。正月のmiQCanusikU
　（3日の祝い），naNl〈anusiku（7日の祝
　い），3月3臼の「～uzuu，5月4Bの，5u－
　Qkanuhwii，5月5Hの？amagasi，9
　月9．臼のciku？u多aki，11月置tUNZii
　（冬至の祝い）などをい㌔
siQkuihaQlcui①（副）激しく泣くさま。働
．契のさま。おいおい。～sjUN。
siQkwa⑥（名）動かないよ5に下に敷：くも
　の，またははめこむもの。くさび。建築用
　のみでなく，車どめとして車輪の下に入れ
　る石，その他，ぐらぐら動かないように下
　やまわりにはめこむものをいう。
siQkweehaQkwee①G副）siQkuihaQkuiと
　同じ。
siQpa⑨（名）強情なこと。しぶといこと。
　また，強情者。しぶとい者。
s亘Qpakゴag丘⑨（名）しぶとい顔つき。
siQpakaagii⑨（名）しぶとい顔つきをした
　者。
siQpa”muN⑪（名）強情者。しぶとい者。
siQpi量⑨（副）ぺちゃんこ。ぺしゃんこ。押
　しつぶされてひらたくなった＄ま。また，
　やっつけられたさま。圧倒されたさま。
　＜sipil’ijUN。～nasjUN．’ぺしゃんこに
　する。～kwaasjUN・ぺしゃんこにやつ
　つける。一najUN．ぺしゃんこになる。
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siQpuku
　やっつけられて小さくなる。
siQρ櫨撹⑪（名）〔文〕切腹。
siQsi圭①（名）〔摂政］saNsikwaN［三司官］
　の上に立って，政治を行なう最高の役人。
　王族の中から任命される宰相。総理大臣に
　当たる。　　・
slQsiQ⑪（感）鳥獣を篤いはらう時の声。
　しつしつ。
siQ餓⑪（名）〔新？〕雪駄。　kaat　aba（皮草
　履）とも、・5。
siQta⑪（名）数久田。（〈地〉）参照。
siQta孟⑨（副）ぬれたさま。～najUN・ぬ
　れる。
siQtaieii⑨（名）ぬれ手。水にぬれた手。～一
　saani？awa　gikanUNnee．ぬれ手で粟を
　つかむよ5に。
siQtaikaatai⑨（副）すっかりぬれたさま。
　びしょぬれ。ずぶぬれ。～najUN．びしょ
　ぬれになる。～sjOON．びしょびしょだ。
siQlaimimi⑨（名）中が湿っている耳。そ
　5いう：耳は遠くならないといわれている。
siQtaiziN＠（名）ぬれた着物。．
S蓋Qta細皿N⑪（窟＝raN，＝ti）ぬ；れる。布で
　醤えば，si勉ajUNはしぼれ1ぎ水の出るほ
　どのぬれ方，sipu七ajUNはしぼったあと
　の程度のぬれ方を，si廊jUNは瀧気を感
　ずる程度をいう。
s量ra？ak曙a董①（名）夜が白むこと。明けが
　たの薄明。　sira？akiともいう。
sira？ak三①（名）夜が白むこと。薄閉。　si－
　ra？akagaiとも、・う。’jUtmu～sjoON・
　夜が白んでいる。
siraakusja「aav（名）雪後左右。周囲。回
　り。～nu　Qeu．自照の入。～，jamabike－
　ei．　圓り｝ま山野はごカ》り。
sirabee⑪（名）白なまず。顔に白色の斑点
　ができる皮引病。
sirabi⑨（名）調べ。調査。検査。
sirah韮＝luN⑰（／il　＝xaN，　tti）調べる。調査
　する。検査する。
sirabimnNan（名〉調べ物。
siraeani⑪（名）〔文〕［白種子］稲。元来は
　稲の厭離の名。hubana　saciziriba　cirF
　hwlziN　gikaN，　・vja　nabiei　？abusima－
　kura．［四花咲き出れば　塵ひぢもっか
　ぬ　白種子やなびき　あぶしまくら］稲の
　四花が咲き出ると塵も泥もつかない。稲は
　あぜを桃にする豊作。
siraciku⑪（名）白菊。　sirucikuともい
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si澱ga⑥（名）㊦しらが糸。すが糸。よりを
　かけない細い生糸。またそれで織った絹の
　布。◎siragawataz圭Nの酪・。
S三r3gaa⑨（名）白髪頭の者。悪日としてい
　う語。
S董ragaga「si⑨（名）siragaの経糸。　細い，
　よってない生糸の経糸。
s量ragawala”ziN◎（名）絹のしらが糸で織っ
　た，女の，冬の礼服。
＄iragi⑪（名）しらが。曲解。
siragigi’buvu⑪（名）白髪頭。
s蓋臓9噛級m…⑪（名）白米。精米。
siragi＝juN㊥（他＝raN，＝ti）　しらげる。
　玄米をついて白くする。精米する。
sirahamaev（名）白浜。白い砂浜。
siraku⑨（名）〔文〕白帆。？ueinu～．沖
　の白帆。
sirahwee⑰（名）石灰。いしぼい。黒糖を
　固める時などにも用いる。
sira隻⑨（名）霞蟻。
irakaei⑨　（名）瀬良垣。　（（地》参照。
siraku！nu⑪（名）引解。
siranaa⑥（名）糸車にかけた白いより糸。
s量raRami⑪（名）白波。
sira＝rmN⑨（自用maN，＝di）（夜明げのi聖
　が）白む。？agarinu～．東の空が白む。
sira㌶⑪（名）しらみ。
s蓋raNgaei⑨（名）失敗して頭を掻くこと。
　s三raNは，しらみ。
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S董ru？aei
sivaNhuunaa⑪（二名）知らぬふり。
siraNQeuco（名）e知らない人。◎（小児
　の）入見知り。～sjUN・人見知りする。
siraQkwa⑨（名）生後しばらくして，赤い
　色がぬけて白くなったころの赤んぼう。生1
　後半隼ぐらいの赤んぼうをいう。
sirasabe＝ju餌⑨（自；raN，＝ti）由つぼく
　なる。白ちゃける。湯水にながくはいつ
　て，外助が白くふやけるのを多くい5。
sirasee⑥（名）唱えび。小さいえびで，食
　用となる。寧eeg’waaともいう。
sirasi①（名）（∋知らせ。報k．　．　Out兆。
sirasibi①（名）〔文〕知らせる人。告げ知ら
　せる人。似た語に，kataibi（語り部）があ
　る。ともに文諮。’unazarani，waga　ta－
　kumi　・wnu　？atara，　？azitu　murutu－
　muni　t3mεmuu5u　ciraci．£をなぢやら
　に我がたくみ　しらしべのあたら　按司と
　諸共に　玉の緒よちらち（忠臣身替）コ按
　覇夫人にわがたくらみを知らせる者があっ
　たのか，按司とともに死んでしまった。
sirasibui⑨（名）白絞め油。大豆油。上等
　な食用油である。
sira＝sjuN①（他；saN，＝ci）知らせる。通知
　する。
sirawaree①（名）冷笑。しら笑い。
siricaa＝sju■N＠（他＝saN，＝ci）すり消す。
　6み消す。
sh’igiki＝ju’N⑨（他＝raN，；ti）すりつけ
　る。　こすりつける。
siriee①（名）◎知り合い。知人。◎承知の
　上。知っていて。～nll？wiiともいう。
　～k冴3sjUN・知っていて貸す。
§irihaci⑨（名）寧iruhaciと同じ。
．＄h’iha＝zuN⑰（飽＝gaN，＝zi）すりむく。
sh’ihuka＝sjuN①（他＝saN，＝ci）下知する。
　十分知る。知りつくす。？ucuu　sirihuka－
　coo學iga　ileesa．内情をよく知ってL・る者
　がしたのだよ。
sirihwicimeehwiei①（副）つきまと5さ
　ま。身辺をうろづろするさま。～Qsi？u－
　muinudu？aee　sani．身辺をうろうろ・し
　て，気があるのかしら。
siyii⑪（名）後ろ。後方。裏。，jaanu～．
　家の後ろ。
瓠r鉢juN⑪（自＝raN，＝ti）おそくなる。時
　節が過ぎる。時間が過ぎる。
six’ikizi⑪（名）すり傷。かすり傷。
girikoo⑨（副）すり消すさま。あとかたも
　なくするさま。立ち消えのさま。次の句で
　いう。～琵ajUN・イ・あとかたもなくな
　る。ロ．立ち消えになる。御破算になる。
　～nasjUN・もみ消す。立ち消えにする。
　御破算にする。siijaNzigutoo　mur’u～
　naceeN．失敗はすべてもみ消してしまつ
　てある。
鋤ik皿c董⑥（名）sirukuciと同じ。
，sirinasi＝ju照＠（他＝raN，＝ti）なすりつけ
　る。
§鰻nugaa醤がN（薗＝raN，＝ti）すりぬげ
　る。まぎらわしてのがれる。人になすりつ
　けてのがれる。
s董ru⑪（名）0汁。液体。～tubasjuN．水
　を切る。水気を切る。～hajUN．汁が出
　る。また，腐って汁が蹴る。～hwijUN．
　汁が干る。（飯が炊けてきて）水分がなくな
　る。～najUN・イ・溶ける。溶けて渡体
　となる。ロ．無くなる。無になる。無駄にな
　る。mllN～naeYwarajuN。目がなく
　なるように冒を細めて笑5。，jaaj＆siciN
　～naもaN・家屋敷もなくなった。　siroO
　narεしN・無駄にはならない。（⊃汁。おつ
　ゆ。おすましやみそ汁。首里では多くは
　？usiru　という。
biru⑪（名）由。
si瓢①（名ン代（しろ）。かわりとなるもの。
　代価。または金のかわりとして取る器物な
　ど。dusiruは身の代。
siru①（名）〔文〕城。口諮はgu寧iku。
sh’u2aci⑪（名）めじまぐろ。？acinu？iju
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　（まぐろ）の項参照。
siru2atu①（名）〔文〕城跡。　u語はgu．7i－
　kunu？atuとい5。
sirubi①（名）＊印。標識。
siruhoNboN⑪（名）吸い物などに実が少な
　くて，汁ばかりが多いこと。汁気ばかり。
　～nu？usil’u．汁ばかり多いおつゆ。
si烈1嬢互s通）（名）白星。勤務の良好な揚合な
　どに付ける印。kuyubusi（黒星）の項参
　撫。
siruciku⑨（名）siracilcuと同じ。
sirueOo⑨（名）［白油］cooziN〔垂衣］の
　一種。真白い麻の礼嚴。kuruceo［六朝］
　の館。いずれも芭蕉布で作り，もとは朝廷
　用の衣の意であったが，明治以降，sirucoo
　はもっぱら喪服として用いられるように
　なった。
sirugwee埴）（名）色白く太ること。脂肪ぶ
　とり。1〈urujoogariの対。
siruhaci⑥（名）すりばち。錘rihaciともい
　う。那覇ではreehwaaという。～nakai
　kugasi爵UN．すりばちで米の粉をする。
siruhai】rnUN◎（名）汁の幽るもの。また，
　腐って汁の出るもの。
．siruhwiitazii⑰（名）e飯が炊けてきて水が
　引くこと。◎転じて欲などが激し．いこと。
　’諏ku漁u～sjeON．欲が煮えたぎってい
　る。激しい欲に燃えている。
Siru？iihwee⑨（名）［職位｝｝窮死後四十九日
　までは，太古を奉書紙で包み，表に法名を
　書いておくが，その位牌をいう。四十九陰
　の法事ののちは，普通の位牌に，貴族は金
　文字で，一般の士族は黄または朱で法名を
　書きかえる。
sil’a？童」蝋①（名）魚名。鯛の一種。滋養分に
　富み，病人用によく用いる。
sirtikahi⑪（名）白紙。白い紙。
sirukani⑨（名）θ霊易。　si4iともい5。
　㊥鉛。uama麟の誤用として用いる。
5鋤腿k蹴盛？uzoo⑪（名）首里城の門の名。
　？U9聯ikUの項参照。
s三ruku・i⑨（名）両方。前後または友毒など
　の両方。～llU’？UZOO．両方の門。一軒に
　門が二つある時にい5。
s量rukue韮搬ガakuei⑰（名）前後左右。四方。
　どこもかも。～tieidu’jaru．どこもかも
　敵だ。
瞬r罷kuzi⑪（名）すりこぎ。那覇その他で
　は通ziとN・5。
sirumaan｝i⑨（名）白豆。白隠元のことか。
sil’Ullli⑪（名）e（卵の）白身。　sirumiiと
　黒いう。O（豚の）脂身。
sirttinli⑪（名）s麹Un盛と岡じ。
sii’Ulllii⑨（名）白鼠。～hwiQceerasjuN．
　まぶたをひっくりかえして白霞を幽す。
sirunugm’i⑨（名）汁のオ・す。竃uriはかす・
　沈澱物。
s韮mnu鷺u⑥（名）白い布。
siru触a⑪（名）はまぐり。
sh’uQeuu⑨（名）白子。白人（しらぴと）。
sirusaN⑨（形）白い。
sirnsi①（名）θしるし。標識となるもの。
　～bikeei．しるしばかり。ほんのわずか。
　Oきざし。前兆。また，神の知らせ。ラju－
　takanaru　mij　unu　・一一　？arawarlti，　？a－
　migijunu　migumi加ciN士agaN．〔豊な
　る御代の　しるしあらはれて　雨露の恵
　時もたがぬ］豊年の前兆があらわれて，雨
　露の恵みも時をたがえず順調である。㊥
　感応。祈った心が神仏に通ずること。⑳効
　験。ききめ。kusui　nudaru～nu？aN．
　薬を飲んだききめがある。㊧あとかた。
sirusita⑨（名）白下。白砂糖を製造する途
　中の感応
s圭rutumiieuu⑥（名）薄い力斗ゆ。かゆの汁
　と実とがわかれわかれになっているもの。
siru？uc蓋①（名）〔文〕城内。1〈uhwina～ni
　tumu　cuiN’uraN．［こへな城内に　供一
　人もおらぬ（忠臣身替）〕これほどの城内
　にひとりの家来もいない。
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sivu？uguena⑪（名）白胡麻。
sk’uu⑪（名）e白いもの。◎与党。賛成派。
　ktiruu（野党。反旧派）に対する。とくに
　明治の中ごろの明治政府支持派をいう。
　saNsiiともいう。その項参照。
siruwaN⑪（名）汁椀。吸い物椀。汁を入れ
　る椀、多くは？usiyuwaNという。
siruwala＠（名）魚などの白い腹。～？u－
　QceejUN．白い腹が裏返える。魚が細い腹
　を上にして死ぬ。
siruz．aloo⑨（名）白砂糖。新語ではなし．N。
　teehwakUともいう。
s三ruz量⑨（名）自地。由地の織物。白地は夏
　に多く用いるが，葬式には蔓冬を問わず
　白，お祝いには同じく紺が用いられる。
sirti多ik墨i⑪（名）飯に汁をかけたもの。多く
　は？usiru7，il〈iiというo
s域⑪（名）肉。多くは食肉をいう。niku
　の項参照。
s童s董burii⑪（名）身震い。寒さ・恐怖・嫌悪
　などによる身震iい。
si＄iei⑨（名）〔文］すすき。口語では，すす
　きはgusiei，その花（尾花）はbaraNと
　vN5．　nasaki　？a｛．’i　kakusi　nubinu　hana－
　siycriei　taiga　tamanuuna　？usisa　？aya－
　ba・［なさけあて隠せ　野辺の花すすき
　二人が玉の緒の　惜しさあらば（汀間郷）］
　情をもって隠してくれ野辺の花すすきよ，
　ふたりの命を惜しく思5ならば。（汀間と
　安部の境の海辺で神谷という役入が丸qカ
　ナという恋入と会った時よんだ歌）’
麟磁｛嚢a獄粟a⑨　（名）　∈）學玲ida1簾段gii　と岡じ。
　Otvlsida㎜agiiの実。じゅずだま。子供が
　糸に通し，または，竹の管で吹き上げて遊
　ぶ。また，夏まけの薬として煎じて飲む。
sisi｛lamagii⑪（名）植物名。じゅずだま。
slsi？h・ici⑨（名）料理名。豚肉に野菜を入
　れ，すきやきのように料理したもの。牛肉
　の血合には？usinu～とい5。
sisiikutuba⑨（名）丁寧なことば。敬語。
s三si＝jUN⑪（他＝raN，＝一ti）念入りにする。
　丁寧にする。（ことば使い・道具の扱い・
　髪の季入れなどを）丁寧にする。sisiti
　’juut．OON．丁寧に髪を結っている。　sisiti
　kaCUN，丁寧に書く。　sisiree．丁寧にし
　ろ。sisiti寧ee。ともいう。
脚量＝juN①（他＝raN，＝ti）すする。
sisikaa＝sju”N①（他：saN，＝ci）㊦（子供を）
　あやす。’warabi～．子供をあやす。　O
　（人の気を）他にそらす。
S皇sik準juN①（他＝aN，＝Li）e邪魔する。干
　渉する。sisikati　turasa．邪魔してやろ
　う。sisikaa（～もi　tuuraraN．邪魔されて通
　れない。◎（事件が）かち合う。
sisikeehanakee①（副）θはたから僧かと
　邪魔するさま。次次と干渉するさま。～
　sarijuN．次次に邪魔される。◎車がかち
　合うさま。
sisil£ee＝juN（D　（他　＝raN，＝ゴ）　sisikajuN
　と同じ。
sisikweeboozi⑪（名）なまぐさ坊主。
鎚im婦uN①（他＝yaN，＝ti）θ励ます。奮
　起させる。◎勧める。奨励する。QC　Lmi
　rpi亭imir Qti　？unu　kusUi　nudaN。　ノvlこ
　すすめられてその薬を飲んだ。
sishnucinag⑨（名）肉付き。～nu’juta－
　s∫aN．肉付きがよい。
轟i魂uN①（自〒maN，＝．｛i）e励む。進んで
　する。歩いて葡進ずることはmeeNkai
　？aQeUNなどという。　O促進される。進
　む。sjukunu～・食欲が進む。
sis韮tiNpm’a⑪（名）料理名。肉（主として豚
　肉）のてんぷら。
＄isi＝zUN①（他：gaN，＝zi）［文］すすく“eゆ
　すぐ。目語では’jusiZUNとい5。kuci～．
　口をすすく㌔
sisi多uusii⑪（名）肉を入れて味をつけて炊
　いた飯。肉入り御飯。
sisjoO⑤（名）師匠。先生。もっぱら学問上
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　の先生をいう。
siStiku⑨（名）瀬底農。沖縄本島本部半農
　西方にある小島。またそこの部落名。瀬底。
　《鋤参照。
S量suN①（名）〔文〕子孫。普通はQl〈wa？N一一
　貰ぬ琴gaと1・・う。
sitagac量⑨（名）sicagaciと問じ。
sitaga二juN①（薗”aN，＝raN，　＝　ti）従弓。級
　労する。
sitahwakuem（名）志多伯。＜＜地））参照。
sitai①（感）でかした。よくやった。した
　り。5まくやった潜に対『し，あるいは自分
　の気に入ったことについて発する語。
　sitariともいう。その項参照。引上に対し
　てはsitai　saiとい弓。
si糠ku⑰（名）e支度。用意。◎身支度。着
　物を着て装5こと。㊧綱引きの時，綱の上
　に乗る，扮装した人物。たいていは組踊り
　の人物に扮装する。
魂a遮asaN⑪（形）きたない。不潔である。
　eitanasaNまたhagoosaNともい5。
　郭捻nasiま瓢UN．きたないもの。
sitaneeku”tuev（名）困ったこと。もてあま
　すよ5なこと。
sitaneemu”N⑪（名）剰ったもの。もてあま
　したもの。扱いにくいもの。
skaraku①（名）ざま。悪いようす。みじめ
　な装い。ていたらく。’janas圭taraku。み
　じめなようす。kunu　sitarakoo　nuuga・
　このざまは何だ。
sitaviCD（感）eざま見ろ。ほらやった。失
　罪した者などに対して，ののしる意を含ん
　で発する語。◎したり。でかした。よくやつ
　た。sitaiと同じように使5。
sitai・i＝juN⑨（自贈aN，”ti）すたれる。
戯ar量muR⑪（名）すたれもの。廃物。
sitataka⑨（名・副・導体）したた：か。ひど
　く。はなはだ。非常に。～na，janaa．ひ
　どく悪い者。～ni’wiitOON．　したたか
　酔っている。～sugura（ltaN．ひどくな
　ぐられた。．ty’NditaN・ひどくぬれた。．
　～，janakaag圭i．はなはだ容貌の醜い人。
sitati＝juN①（弛＝raN，”ti）㊦特甥に作る。
　仕立てる。仕立て上げる。家。着物。位牌
　など金のかかる屯のを作る。，jaa～．家を
　作る。◎飼育する。nui？Nma～・乗馬を
　飼5。◎栽培する。hanagi～・花を栽培
　する
sitazita⑥（名）しもじも。下層階級。
siti⑨（名）やりて。働き者。
sitigara③（名）捨てたもの。捨てたかす。
　～sjUN．粗宋にして捨てるQ？aQtaru－
　MUN～Qsi．そんな大事なものを捨てて
　しまって。
§itihoorii⑪（名）捨て散らかすこと。捨て
　てかえ．りみないこと。ほったらかすこと。
　～saQtOON．ほったらかされている。
§iti＝juN①　（他＝vaN，”ti）捨てる。
鰍im鍵ku⑪①（名）腕白者。乱暴者。不良。
　多くは子供についていう。皿akuの項参
　照。
sitiml｝N⑪①（名）e捨ててあるもの。　O投
　げ物。捨て値の痛。㊧乱暴者。しようのな
　い腕白考。
9．it妻2u紛（名）捨て売り。投げ売り。
silU①（名）夫の親。しゅらと，しゅうとめ
　の両方をい5が，多くの揚合は姑をさす。
　特に区溺しては舅は’wikigasitu，姑は
　’winagusituという。また小娘すなおち
　夫の姉妹は’unaisituという。
situbiree①（名）姑とのつきあい。姑への
　接しかた。
siwa①（名）心配。口話の転意。～sjUN．
　心配する。
s霊waas量⑪（名）陰野。（旧暦の）十二月。
siwaasi？acinee⑪（名）師走の商売。
s圭waasi？重eunas哉⑥（名）師達∋の｛亡しさ。
s蚤waas鑑ooi猟uN⑪（名）肺走の買物。丑三月
　用の買物。
磁w3as圭z｝職。量⑥（名）師走の鷲∫。師走に立つ
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　市。～nu　gutooN．師走の市のようだ。
　混雑するさまをい5。
siwaasi？ikee⑪（名）蹄走の費用。師走に使
　う金。
siwagutu①（名）心魏裏。
siwasjaa①（名）心配性の者。苦労性の者。
　心函己の絶えない者。
s量wa聡①（名）しわざ。所業。行為。
．gizaO）（名）〔文｝入。人間。天界の神に館
　して下界の人を，また冥土の人に対して現
　世の人をいう。kasiyaginu？agv　iga～nu
　kami　naraN．［頭毛のあすが　しぢやの
　髪ならぬ（銘苅子）コ髪の毛があるが，常
　の入の髪ではない。
sizaki⑨（名）〔古〕侍女。貴族の娘の侍女
　で，その娘が嫁に行く時は，婚家ヘー緒に
　ついて行く。　普通は　？usizaki　という。
sigama①（名）さま。したありさま。ざま◎
　ようす。態度Q多くは悪い，あるいはみじ
　めな揚合にいう。～nu’waQsaN・する態
　度力£悪㌔、。　makμtu　gusjO　？araba」　？iea－
　ti　katatS　kwiyi，　？asaju　naei？akasu
　？ujanu～．［まこと後生あらば　行逢て
　語て異れ　朝夕なきあかす　親のしざま］
　本当にあの世があるならば，会って話し
　てくれ，朝夕泣き明かしている親のあり
　さまを。
sigeeraka＝s．iutv’an　（イ也＝saN，＝ei）　散らか
　す。とり散らす。
s珍eer童＝juN⑪（自＝raN，＝ti）散らかる。散
　り乱れる。
§蒸zi⑨（名）e筋。血筋。血統。～nu？iCU－
　kU．父親岡志が兄弟であるいとこ。◎筋。
　条理。～nu　tuuraN・筋が通らない。⑱
　筋。繊維。線。～hwiCUN・すじを引く。
　線を引く。⑲（接尾）繊維など，非常に細
　いものを数える時の接尾辞。篇。CU寧izi
　（一筋），　t3嘆zi（二筋）など。
§izi⑨（名）神。また神の霊力。神霊。人に
　ついた霊力はSiiという。
Qizi①（名）杉。
＄iei①（名）錫。　S圭rukaniともいう。
gieibiN①（名）酒を入れ，儀式などで用い
　るための，錫のびん。一紺で用いるので，
　？iQgiib呈Nともいう。
siziclem（名）油皿。燈油を入れ，燈心を用
　いて火を点ずるための小皿。
§izi＝cu寅⑥（自＝kaN，＝ci）後へすさる。退
　く。のく。
eizidakasaNem（形）神々しい。神の霊力が
　高い。聖地などについていう。人について
　はsiida］〈asaNという。
sizRita①（名）杉板。
S董z韮igusui⑪（名）煎じ薬。　sizlrigusui，
　S圭Nzigusui，　siNjakuともL・5。
siziihwira＝sjuiN（9）　（他　＝saN，　＝ci）　煎じつ
　める。煎じて汁をなくする。煎じ減らす意。
sizi＝juN⑨（名＝raN，ニヒi）煎じる。siNzi－
　jUNともいう。
siZi＝juN⑪（自＝raN，＝ti）e過ぎる。度が
　過ぎる。的zi七〇〇sa・度が過ぎているよ。
時が過ぎることは口語では瓠rijUNとい
　5。◎（接尾）…し過ぎる。？i踊zijUN（誓
　い過ぎる），　1｛ami4izijUN（食べ過ぎる）
　など。
s量gika⑨（名）静か。～照七ukuru．静か
　な所。～narisumiri　ginini　miga　ku一
　］〈uru，　nami　tataN　migidu　kazija　？u－
　giru．［静なりそめれ　常に身が心　波立
　たぬ水ど　影やうつる］いつも自分の心を
　静かに澄ませよ，波立たぬ水にこそ影は映
　るのだから。～’3aN．静かだ。
siziXlluti⑨（名）岡族。同じ：血筋を引く家。
si7．i＝nuN①（自；maN，；di）沈む。水中に
　沈む。また，気分が沈む。めいる。cibUNnu
　sizidi．気分がめいって。
siziN①（副）自然。おのずから。また，　i当
　然。　siziNniともN・う。～？aN　najUN・
　自然にそうなる。
siziNBiCO（副）自然に。おのずから。当然。
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sizh．aka＝s．iUN⑨（他＝saN，＝ei）（人・物
　を）どける。退ける。のける。
S董z量rakamjuN⑨（他＝saN，＝ci）（皮慮を，
　または人を）やけどさせる。
siziraraN⑨（自）たえられない。我慢でき
　ない。〈錘zijUN（過ぎる）。？izinu～．腹
　が立って二二できない．　’jaa　’jaa？amari
　mi7vi　husjanu　一v　？amunu，　’Ngoju　？u－
　nasakini　numaci　taboyi．［やあやあ　余
　り水欲しやの　すぎららぬあもの　無骨よ
　郷情に　呑まち賜れC手水之縁）〕もしも
　し，余り水が欲しくて我慢できないので，
　．どうぞ飲ませて下さい。つ3aa　cici？u担3u
　’ugamibusja　？uraeivasj’a　？amari　一v，
　hwahwa？ujatu　hutai　？inuei　？uniilia－
　maf．i　siraN　’jamagunini　ta＃uRijai
　’？uri＋．i　euu　’ugamu　kutuja　’jumiga
　’jajabi2ra・［やあ父親よ　拝みぼしや　う
　らきらしや　あまり過ぎららぬ母親と二
　人命思はまて知らぬ出国に尋ねやり
　おりて　今一拝むことや　夢がややべいら
　（花売二二）〕ねえおとうさん，お瞬にかか
　りたいのと，悲しいのとにたえられずヂ母
　と二人で命をかけて知らぬ由国に尋ねて都
　から下って来て，きょうお目にかかれたの
　は夢；でございましょうか。
siz量r三⑪（名）硯。
siziribaku⑪（名）硯箱。
錘頭感buta⑨（名）二藍。口取りの肴などを
　入れる，漆器の四角い器。また，その中に
　入れた料理。
S重Z蓋ri琶uSu量◎　（名）　siz1igusui　と訓じ。
sizhri＝juN◎（自＝raN，＝ti）やけどする。
　やけどして，皮麿がただれる。
siz玉saN⑥（形）〔文）　しげし。頻繁である。
　’jusunu　minu　sizisa，　？isuzi　mudura．
　〔三所の目の繁さ　急ぎ戻ら（季水二二）］
　人の困が多いから，急いで帰ろ5。
sizuei⑨（名）しとぎ。米の粉で作った；匿卵
　形の餅。陥凹用。
si；uku⑨（名）〔新〕士族。普通はsamuree
　または’juka（≧cuという。
sizum三＝juN⑨（地＝1’aN，＝の片付ける。整
　頓する。sizu面rarijUN　doo．片付けられ
　るぞ。やっつけてしまうそ。けんかの相手
　にいうことば。
sizumiikaci⑨（名）整頓。整理。散らかっ
　た道具類などを片付酵ること。
s動腿u⑪（名）四十。また，四十歳、
siZikuku’nic量⑥（名）四十九臼。死後49　Ll鼠
　に行なう法事。nananaNka　ともいう。
sizuumuduruci⑨（名）四十くらがり。四
　十歳になると，体力。眼力が衰えることを
　いう。、
sjaakagan s量⑥（名）〔釈迦加那志コお釈迦
　様。
sjaakamuNdoO⑪（名）灌仏会（かんぶつ
　え）。4月8日の花祭り。
一sjaaku（接尾）sjaku（勺）の項参照。
sjadaNmeeiO（名）社壇参り。社壇は首里
　の郊外，末吉村の入り口にある社の名。
sjadaNnu？uluu2Nm量量①（名）鼻の低い：女
　に回するtw．　i．1。おたふく。おかめ。二階の
　宮の柱に丸顔で舞の低いおたふくの女の顔
　だけの像があり，その女（？utULIはその
　名）よりさらに鼻が低いものの意である。
sjaku⑨（名）量。また，ほど。程度。…ほ
　どの量。また，適度な騒。適度な程度。
　canu？ataeeラiis3akuga．どのくらいが
　いい羅か。？UQsa　QSPiisjaku．そのくら
　いがいい量だ。mi多inu　sjakoo　caaga．水
　加減はど5だ。～NneeN　numikata　Qsi，
　，wiihuritooSa．二君のない飲み方をして
　酔いしれ．ている。nuu，3ε詫iN～nu？aN．
　何でも程穫がある。
sjakuan（名）e勺。一合の十分の一。◎（接
　羅）一sjaalvaともなる。？iQsjaku（一山），
　nisjaakuまたはnisjaku（二勺），　sa－
　NZ＆ku（三川），　sisjaakuまた1まsisjaku
　（四丁），gusjaakuまたはgusjalru（五
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　勺），yukusjaku（六勺）など。
sjaku⑨（名）e尺。一寸の十倍。◎（接尾）
　尺。？iQsjaku（一一尺），　nisjaku（二尺），
　gusjaku（五尺）など。一sjaakuとはな
　らない。
sjaku⑨（名）酌。～see．酌をしろ。
sjaku①（名）癖懸。癩。～RU？ugurijUN．
　メ簡癩がおきる。
sjakumuci①（名）細懸もち。
sjaNniN①（名）saNniN（月桃）と同じ。
sjal　piN⑪（名）［香片〕支那茶の名。
sjas韮N⑪（名）写真。
sjoo①（名）性。性根。根性。思慮。知恵。
　～？iQeOON．賢い。しっかりしている。～一
　nu　neeN．思慮がない。またノlx児などが賢
　くない。物覚えが悪い。
sjooba①（名）θ相伴。陪食：。◎婚礼の
　muku？iyi（婿が嫁の家を訪問する儀礼）
　に際して，嫁の家で婿を接待する役。婿は付
　添い役（inu1〈u7iiri）とふたりで来るので，
　嫁の家ではsjoobaがふたり出る。その若
　い方が婿の，枳当の年羅の者がmuk賜iri
　の相手役となる。
sjoobee⑪（名）籾製贔。商売の転意。，3a－
　lilatu～toO？agiree．日本品は慮末で，
　中瓢晶はあつらえもののように上等。
sjoobu⑪（名）萬蒲。？amagasi（5月5H
　端午の節供に歳神にささげる飲物）には菖
　蒲の葉を一ep　D’て箸のかわりにする。
sjoobuN⑪（名）性分。性質。
sjoobUi’imUN①（名）気狂い。狂人。
sjooci⑥（名）正気。たしかな心。～？usi－
　najUN．正気を失う。精神が錯乱する。
sjoodukuru①（名）急所。　nucidukuru，
　gibudukuruともいう。
sjoogaa⑨（名）植物名。しょ5が。
sjoogaasirii⑨（名）しょうカミをすりおろし
　たもの。
5300gaku①（名）小学（書名）。三字経とと
　もに，昔の初等教科書。
sjeogu⑨（名）鉦。綱引きの時，また念仏宗：
　の乞食が，たたく小さい鉦。鉦鼓の転意。
sjoOgun「惣U⑨（名）綱弓旨きの時，鉦太鼓
　をならす一一一wr。15，6歳から20歳ぐらいま
　での轡少年で懇織され，白鉢巻をして，は．
　かまのももだちを高くとり，掛け声ととも
　に鉦。太鼓をたたく。
sjOOgUl’uSi①（名）ほんとに殺すこと。　ku．．．
　rusjUN（殺す）はなぐる意にも用いられ
　るので，この語がある。～sjUN．
sjoogu？uci⑪（名）鉦鼓打ち。綱引きの時，
　鉦鼓を打つ者。sjooguniN7vU（その項参
　照）の中心人物として，他の太鼓打ちの抽，
　子の中心となる。
sjoogwaφ⑪（名）正月。一月。
sjoogwagimaci⑨（名）正月市。正月に立つ・
　市。
sjoogwagiNnaaraem（副）正月早早。よくな
　いことにいう。、～？oojUN．正月畢早けん
　かする。
sjoogwagi？waa⑪（名）正脇田に隠る豚。
sjoOgwagiwaree④（名）正月笑い。正月の
　浮き浮きした気分。
sjoegwagiz蓋N⑨（名）正月の晴れ着。
sjoohuNnuem（名・連体）本当の。事実のe．
　～1〈utu．本当のこと。～，jami．本当かひ
sjoO2k…aa⑨（名）利目者。性根のしっかり
　した者。賢い者。sjOO？irimUiNTともい
　う。
sjoO？irimuN①（名）sj　OO？1raaと岡じ。
sjoojUt・◎（名）画論。
sjoojumdUQkui⑨（名）翻旺iを入れると。．
　くり。
sj・oj ujaa⑪（名）醤油屋。鉱油をつくる
　家。
sjook・ftni⑨（名）性根。本論。～nu　haNdi－
　jUN・も5ろくする。また，1生根をなくす
　る。ぼける◎1〈anlhaNdijuNともいう。
sjookaN⑨（名）病名。傷寒の意。熱病のた
　ぐいをいう。
489
S蓬ook猛t皿
s．ieok皿u②（名）塞当の事。
sjoomaa⑨（名）斜視の者。やぶにらみの
　者。
sjoomi⑰（名）e横冒。流し目。～sjUN．
　◎斜視。やぶにらみ。
sjoomUN①（名）θ本物Q◎大事な物。璽
　柔な物。
sjoonaa①（名）本名。実名。
sjooniN①（名）十二支の上での生まれた隼。
　生まれてから12年ごとにめぐってくる隼。
　？Nmaridusiともいら。貴族のそれは敬っ
　てgusjooniNとL・5。その項参照。
sjoonoO⑨（名）樟脳。
sjoonugaa①（名）あわて者。落ち着きのな
　い者。性の抜けた者の意。
sjoonugi＝jUN①（自画aN，＝ti）　うろたえ
　さわぐ。あわてふためく。肝をつぶす。
sjoONgwa（ID（名）実子。実の子。生みの子。
．sjoON⑨tataNen（句）効果がない。かいが
　ない。しょうがない。nUU　si】rrlitiN～。
　何をさせてもやらせがいがない。
sjQoraasjdl　T⑪（形）賢い。しっかりしてい
　るザ聡明である。
sjooroo2N’ma⑪（名）かまきりの一種。細
　長く褐色。盆：祭りに雛先の霊が乗って来る
　と醤い伝えられている。敬って？usjoomOo一一
　？UNma　ともいう。
sjoosig三⑰（名）性質。生まれつきの性質を
　Lx　5　．　？Nmarigiei，　？Nmarisjoosigi，　sii－
　sigiともいう。
sjoosigigwagi①（名）正月と七月。ともに
　一年中でもっとも行事の多い大事な月。
sjoosjootu⑪（名）〔新〕事実。本当。実際。
　～’jami．本当か。～nu　kutu。本当のこ
　と。
sjoo重amasi①（名）［心魂］精魂。精神。
S，iOO2uja①（名）実の親。本当の親。
sjoo？umiinici⑨（名）月を同じくする，年
　一回の御命B。
sjoozici⑨（名）正直。～na　m双N．正薩な
　者。～ni　sjUN・正直にする。
sjoozi　・juN①（塵；raN，＝ti）el生じる。発
　生する。起こる。namanu’jununakaa
　eaaru　kutunu　sjoozijura　’wakaraN．
　今の世の中はどんな事が起きるかわからな
　い。O将来伸びる。将来性がある。　kuree
　sjoozijuru’warabi　doo．これは将来性
　のある子供だよ。
sjoo2imajaa⑲（名）sjoozimujaaと同じ。
sjoozimUjaa⑪（名）いもり。池沼にすむ爾
　棲動物。s　joozimaj　aaと頼・う。
sjooz蓋naa⑪（名）sjooziN　（一厘銭）　と同
　じ。
sjooziN⑨（名）精進料理。
sjooziNCD（名）昔の功銭（kurukanii）に
対して，普通の一厘銭をいろ。正直の意。
　sjoozinaaともい5。
sjOOZOO⑨（名）狸狸。酒好きとされている
　想塗上の動物。
sjooguku⑪（名）装束。一式の着物を着る
　こと。～simijUN．装束をさせる。　suga－
　rasjUNともいう。
一sju（接心）升。一合の十傍。？iQsju（一
　升），nisju（＝升），　saNZU（三升）など。
sjubi①（名）e首尾。結末。顯末。　caaru
　～nataga・どんなてんまつになったか。
　◎首羅。完戎。でき上がること。～nataN・
　すっかりでき上がった。
jubi？t！iwee⑨（名）こ首彪御祝〕落成祝い。
　完工祝い。sjubijuuweeともい5。
sjudee④（名）［酒代〕お祝いや法要に招か
　れた血合，差し出す金一封。普通は’2usju一・
　deeという。包み紙の表に「御酒代」と書
　く。お祝いの申合にはsjugamiをのしの
　ように張りつけ，法要の揚合（香典にあた
　る）にはっけないでそのまま出す。
sjugami①（名）［朱紙］お祝いの時，聯
　（reN）を書いたり，祝意の進物に張りつ
　けたりする赤い紙。紙質は唐紙で，表を赤
　く染めてある。
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sjugU⑥（名）〔守護コ大切にしまっておくこ
　とρ大事に保存すること。秘蔵。kakugu
　ともいう。～sjUN．
isjui⑨（名）首里。　sjuiga七anu　samuree．
　首里の士族。
isjuibaru⑪（名）首里周辺の畑。よく手入れ
　がゆきとどいた畑として知られていた。
・pjuiganasime’dei⑪（名）〔文〕こ首里加那
　志美公事］首里王府への御奉公。sjUNza－
　nasimedeiともL’50
sjuikuuzi⑪（名）首里の風俗。
sjuikutuba⑪（名）首里方言。
．sjuhniihsv董ra⑪（名）⊂首里三平等］首里の
　昔の行政区顧。三つに分かれそれぞれを
　maazlnuhwira（真和志之平等），hweenu－
　hwira（南風之平等），　nis重nuhwira（西之
　平等）　とし・う。
sjuimituNeien（名）〔田印茎三…澱内］首里三平
　等（sjuimihwira）にそれぞれ一つずつ
　あった神の宮。三人目？amusirareのい
　る所。南風之平等（hweenuhwira）に
　sjUNduNei［首玉殿内コ，西之平等（nisi一一
　nuhwira）にziibudUNci［儀保殿内コ，真
　和志之平等（maazimihwira）にnial〈a－
　NδUNci［真壁殿内コがあった。’
sjuiNe臆⑰（名）筥里入。
，sjultiA’ganasi⑨（名）〔文〕［首里天加那志］
　翻王の敬称。首塁の国王様。
sj顧？we「egu撤⑪（名）［首塁親譲〕首墾の
　敬称。首塁以外のいなか，山原などから，
　首里を敬っていった語。
sj燐a⑪（名）〔文｝塩屋。製塩小塗。口語は
　S5UU3aまたはsjuujaa。，juiN？akagi－
　eiN　narisi　？umu1kazinu　tataN，　hwija
　nesami～nu　eimuri．こ管も騰も　馴れし
　梯の　立たぬ碍やないさめ　塩屋の煙（花
　発諸縁）］脊にも映iにも夫の面影が塩屋の
　煙のように立たないElはない。
s3uja⑪（名）塩屋。〈（地》参照。
sjuk藍ta⑨（名）諸喜田。（（地》参照。
sjuku⑪（名）魚名。琉球沿岸に産する小
　魚。塩辛にして食べる。
sj駁k猛①（名）机。
sjukubUN①（名）職分。務めとしてすべき
　こと。
sjulcuGuui①（名）街道。国道。公道。　sju一一
　kumiciともいう。首里を中心として，首
　羅から，島守方函へ三本，中頭。国頭方面
　へ二本あった。
sjttkugarasju⑪（名）sjuku（小魚の名）の
　塩辛。
sjukujuku①　（名）〔文｝食欲。食物への
　欲。muNnujukuともいう。病後などの
　食二陣1ま，sakadaciとい5。
sjuk miei①（名）［宿道］sjukuduuiと岡
　じ。
sjukusjooO（名）食：あたり。食：傷。
sjhkwee＝sjuN①（自＝saN，＝ci）sjUQkwe－
　esjUNと同じ。
sjumi①（名）諸見。（（　tS　＞＞参照。
sjmnoO①（名）〔文〕所望。～sjUN．
jumugi⑨（名）本。書物。～’junUN．本
　を読む。
sjumugibaku⑪（名）e本箱。◎本ばかり
　読んでいる者をあざけっていう語。書物の
　嶽。sjumugikweemuslともい5。
sjum睡da醐⑭（名）本棚。
sjumugikweemusi⑪（名）e書物を食う
　三瑛。sjumugimu．giと岡じ。◎書物｛まカ、り
　読んでいる者。
sjumugimacija⑪（名）塞麗。書店。
sjUMugimUSi⑪（名）書物を食：い荒らす虫。
sjUllluginukaa⑪（名）本の表紙。
sjuniN①（名）諸人の意。もろもろの人。万
　人。～，ooreenu　mici．万人が通る道。
sjuniNmoo2ag．ibi①（名）［諸人毛遊］他村
　の者が大勢集まって行なうmoo？ageibi。
sjunooga⑪（名）〔古〕［取納座］租税に関
　する事務を取り扱う役所。首里にあった。
sjunui①（名）朱塗り。
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sjunu㎜ee⑪（名）［主の前］だんな様。士族
　の成人男子に心して平民が用いる敬紘。ま
　た，士族の妻は平民に濾して自分の夫のこ
　とをsjunumeeという。
sjuN①（他・不規則）∈）する。’jamatuguci
　～・側本語を話す。biNcoojεしsiibusikoo
　neeNkutu　saN・勉強はしたくないからし
　ない。siijuusjUN．できる。なしうる。◎
　（強意の補助動詞として），jumidu　sjuru．
　読むのだ。？aee　sani．ありはしないか。
一＝sjuN（接隆＝saN，＝ci）せる。させる。
　使役を表わし，動詞の「未然形」に付く。
　ただし，sjUN（する）の使役形はsillli－
　jLINとなり，また「サ行」の動詞の使役形
　は一・silllijUNを付して作る，その項参照。
　kakas担N（書かせる），加rasjUN（取ら
　せる）など。
sjuNbuN⑪（名）春分。二十四節の一つ。秋
　分とともに彼岸祭り（’Ncabi）を行な5。
sjuNc量k猛⑨（名）野菜の名。春薦。
s麺N面。⑪（名）［醜童3踊りの名。醜女踊
　り。
sjuNc韮unuci⑨（名）［首里殿内］首里の赤田
　にあった神の宮。sjuimitUNci［首盤三殿
　内］の一つ。
sjUNdiiNei⑨（名）sjUNdunuciと生じ。
sjuNkaiN’①（名）［心嚢〕雷干。磁器の小さ
　いどんぶり。中江風で上等な焼物である。
sjUNsii⑪（名）［白子3干したけのこ。たけ
　のこの干したもの。中国産i。
sjuNsoovoO①（名）できもしない事をやろ
　うとすること。また，する意志のないのに，
　すると言5こと。また，できもしない事を，
　するふりをすること。？aree～du’jaZbU・
　あれはできもしないのにやっているんだ。
　あれはやるふりだけだ。～sjUN．
sjUNza⑪（名）潮筋。《地1＞参｝1嬢。
sjuNzanasi⑨　（名）　［首里力口寿罫志］　匿欝三Eの敬
　称。普通は？usjuganasiimeeという。
sjuNzanashme’dei⑨（名）sjuiganasime一
　deiと岡じ。
sjUQkweexsjuN（i）（自＝SεしN，＝ci）（∋照る。
　duueuimunoo　miisieihanasicinu　basju
　～。ひとり者は病気の時困る。Oばつの悪
　い幼いをする。引込みのつかない恥ずかし
　い思いをする。sjukwees5UNともいう。
sjUQsii①（名）〔文］［出精〕精出すこと。
　努め励むこと。～sjUN．
sjura⑥（名）こ文〕恋入。男から女をさして
　も，また女から男をさしても用いる。～ga
　kusjuraNdi　’jaNba　saei　？ucaN，　sudi－
　ja　tanigawanu　sukuni　hwitaci．〔しほ
　らが越しゆらんで　出葉さち置きやん　櫨
　や谷川の　底にひたち］恋しい人が越えて
　行くだろうと思って道しるべを差しておい
　た。袖は谷川の水底にぬらしながら。
sjurasjaN⑨（形）［文〕sjuuraasla翼の文
　語Q1｛uinu　sjurasja・声の愛らしさ。
sjuru（D（名）植物名。椋椙（しゅろ）。
sjurueiku①（名）植物名。稼椙竹。＼
sjurugina①（名）綜網縄。
S麺ru畠aa⑨（名）醤油の皮。その繊維で帯・
　縄。簑などを作る。
sj蕪S潅aree①（名）〔文〕イ｛is人の父の尊称かa
　または，役人の尊称か。sjuusitar圭meeの
　項参照。
sj肌u（①（名）0うし：お。海水。潮。　～ku一一
　RUN．潮を汲む。◎〔文〕塩。口語では普
　3通maasjuといら。
S沁猛⑰（名）父。おとうさん。平民の父をい
　う。平：民の父の名称および呼称。
sjuu⑦（名）趣。おもむき。～N　ReeN．お1
　もむきがない。面白味がない。
sjuubu⑨（名）勝：負。競争。
sjuubuN⑪（名）秋分。二十四節の一つ。春
　分とともに彼岸祭り（’Ncabl）を行なう。
sjuubuQtee⑨　（名）皮露病の一一種。虫にさ
　されるなどして，皮輝に小さな腫れができ
　るもので，かゆい。
sjuubuta⑨（名）豚肉の塩漬尻
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sjuuc量⑪（名）e塩気。◎酒のつまみ。
s3m1φk董⑪（名）塩漬け。肉の塩漬けをい
　う。
sj疑血hu⑨（名）家屋などの修理。修補。
§3uロja⑨（名）塩屋。塩たき小塁。　s3uujaa
　ともいう。文語はsj巧a。
s3uu5aa⑪（名）sjuujaと同じ。
s舞ukaawatal⑪（名）海を渡って他郷で死
　ぬこと。sjuukaa（潮川）は海のこと。
sjuukaN⑪（名）小寒。：二十四節の一つ。
sjuukarigwii⑨　（名）塩から声。しわがれ
　声。
sjuukoo⑪（名）〔焼香］法曽。團忌ごとに
　行なう法事。十三年忌までを，普通，？U－
　sjuul｛ooといい，二十玉年忌，三十三年
　忌は，？ubugizi，または？uhu？usjuukoo
　という。　また，一周忌（’inui），三年忌
　（saNniNci）は’waka？usjuukooとい
　5。？usjuul〈OOには，白地の喪服を着て
　祭りを行な5が，？ubugiziには紺地の蒲
　物を用いる。
s，uuku⑨（名）証拠。
sjuukumii⑨（名）〔文］潮汲み。製塩のため
　海水を汲むこと。
鋸uUn爲N⑨（名）小満。二十四節の一つ。
　芒種（boosjUU）とともに，沖縄で雨の多
　い季節。
sjuumaNboos．iuu⑪（名）小溝芒種。沖縄
　で梅雨期にあたる季節。～nu？aminu
　huigiziCUNnee．小満芒種の爾が降り続く
　ように。絶え闘のないさま。
sj豆州mee⑪（名）〔新3旦那。　El末本土から
　来た商人を呼んでいった。役人や巡査は
　daNnaと呼ばれた。
sjuumeegwaa⑪（名）〔新〕日本本土の商人
　の若旦郡。
sjuu臓醸多茎⑪　（名）　塩水。　塩を力目えた水。
sj皿・muN④（名）証文。
sjUUn簸⑪（名）塩煮。魚などを塩味だけで
　煮ること。
s麺Um撫ana⑨（名）塩花。不幸のあった
　家，または葬式から帰った揚合などに，は
　らい清めるためにまく塩。
sjuuraas．iaN⑨（形）しおらしい。かわい
　らしい。愛らしい。
sjuusiN⑨（名）’惚れることQ恋慕◎「執心」
　に対応する。～sjOON・惚れている。
sjuusi”tari．mee⑪（名）〔文〕他人の父の尊
　称か。または，役人の尊称か。sjuuは父，
　sita盛は？aNsitariなどの一sitaτiと岡
　じく敬意の接尾辞か。一meeは敬意の接罵
　S￥’．　zitudee　・v　？utuigizi　sjabira，　？a－
　lllaNjunu　sinugu　？ujul’usimisjoori．
　［地頭代主したり前　お取次しやべら　あ
　まん世のしのぐ御許しめしやうれ（恩納
　なべの歌）］地頭代様，恐れながら申し上
　げます。昔の時代のsinugu（男女でする
　踊り）をお許し下さいませ。『
sjttutacaaew（名）〔文〕潮をたく人。口語で
　はmaasjutacaaという。
sjuutaci⑨（名）紋〕潮たき。製塩。また，
　潮をたく入。製塩する入。
sjuutee⑪（名）所帯。世帯。
sjuutce？arasaAT⑪（形）所帯持ちが悪い。
　家計が1荒れている。sjuuteekum3saNの
　対。
sjuuteedoogu⑪（名）所帯道具。
sjuuteekumasaN＠（形）所帯持ちがいい。
　つつましく暮らしている。
sjuuteemuci⑪（名）所帯持ち。一家を構え
　ている者。
sjizuteewakai⑨（名）一軒の家に暮らしな
　がら，所帯を別にすること。Si］FTr帯。次…
　男が結婚しながら，岡じ家の中で駈帯を別
　にする場合などをいう。
sjuutuku⑥（名）得。利益。益。金銭め利
　益はmookiという。～N　neeN　hanasL
　益もない話。つまらな～・話。
sjuuwatai⑨（名）海中の歩いて渡る箇所。
　入江などで海中を歩いて逓れる所。
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sj皿uzi⑪（名）小路。露地。横丁。
sjuuzi①（名）祝儀。祝宴。お祝いの宴。
s沁uzisi⑨（名）塩漬けの肉。主として豚肉
　の塩漬け。単にsjuugildともいう。
sju．uzi葬aa⑪（名）祝宴の座。祝賀の席。
sjuuzuuguci⑪（名）塩からい味。．また，塩
　からい味を好む者。から目。
sjuuzuumuN⑪（名）塩からいもの。
sjUUZUttsaNev（形）塩からい。しょっぱい。
　sipukaxasaN　ともいう。
s．iUiasj｛i■kura＠（名）［文〕〔諸邦諸禽3す
　ぺての役断。諸官庁。すべての鴉a（役人
　のいるところ）とkura（禽庫）。
sjuziN①（名）紋〕主人。主君。
sjUZOO①（名）歓楽。享楽。娯楽。楽しみ。
　cuuja’ilsjUZOO　sjaN．きょうばいい楽
　しみをした。
sjuzooniN①（名）粋人。通人。風流人。
S．iu多UPt①（名）e所存。考え。～daki？ici
　’NNdL考えのほどを言ってみJE？。◎婦意。
　親切。所存の転意。Qcunu～七〇〇S沁ru
　munoo？araN・人の好意を無にするもの
　ではない。
sju7．UNsidee⑪（名）所存次第。考えのまま。
　こころざし。霧付を求める牛合などにい
　う。～’担七asjasa・こころざしで結構だ。
SONgaci⑪（名）紬垣。　cinibu（篠竹を密に
　編んだもの）で作られているので，単に
　cinibuともL・うo
soo⑪（名）eさお。◎陰茎。
sooba①（名）相揚。市価。
soodaN⑨（名）e相談。◎意見をすること。
　訓戒。～sjUN．謬1【戒する。
soodOO①（名）θ騒動。大勢の入が騒ぐこ
　と。取り込みなどがあること。◎けんか。
soohOO①（名）双方。両方。～gaQtiN．双
　方が合点すること。
sooi⑪（名）相違。違い。　sooee　ueeraN．
　相違はない。
soo蓋niN興①（名）結婚に際し，婿の家に向
　かう嫁につれそって行列に加わる，嫁の：友．
　　　　　　　　　荘　達など。
SOO＝」IuN①（他＝raN，＝ti）連れる。連れそ
　う。岡聴する。sooti？iCUN．連れて行く。
　綴zi　sooti　CUUN．妻を連れて来る。
soo盗⑪（名）ざる。竹を縦横に編み，回り
　を縮めた，丸いざるをいう。底が丸い。主
　として，野菜・穀物を入れるのに用い，霞
　は比較的密なものが多い。baakiの項参
　照。
sookl⑪（名）あばら。
sookibuni⑨（名）あばら骨。肋骨。
soomaa⑨（名）やぶにらみの者。
soom董naa⑨（名）めじろ。　ciiju　ciijuと
　鳴く。
soominaakuu⑨（名）めじろ籠の意。鳥籠。
　ノ1、鳥用の籔の総称。
soomiN⑪（名）そ5めん。～nu　siimUN・
　そうめんの吸い物。
soomiNpuQturuu⑨（名）料理名。そうめ
　んの響いため。
soori＝juN⑤（宙＝1’aN，＝ti）∈）（たまったも
　の。積み上げられたものなどが）減る。（体
　積が）小さくなる。niinu～．荷が減る。
　takajamanu～．高い山がノ1、さくなる。
　◎（腹が）減る。，watanu～．腹が減る。
seorusooru⑥（副）するする。なめらかに
　出るさま。よどみなく流れるさま。ひっき
　りなしに続くさま。soorasooruaともL・
　5．　？aNsl　hanasinu　・v　？Nziti　euuru
　muN’jaa・よく，そう話がするするとよ
　どみなく出て来るものだねえ。
SOOI’双SOOI’UU⑥（副）するする。　SOOI’USOO－
　ruと興じ1。’3ukusimunii～・うそがす
　るすると出ること。habunu～hoojUN．
　はぶがするするとはう。
soosici⑨（名）〔文〕葬式。口語では，普通
　dabiとN・う。
soosieigusa⑥（名）穂物名。とうろう。せ
　いろんべんけいそう。
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soosig”i①（名）〔古］［双紙庫理］廃藩前
　の役名。人事局長のような役。zuuguni－
　N言jhu［十五人衆3を構成するひとり。
SOO＄00①（副）水の流れるさま。ざあざあ。
　じゃあじ9あ。mili～1〈akijUN．水を
　ざあざあかける。？asi～．hajuN．汗がだ
　くだく流れる。
SOOSOO①（副）早々。早く。急いで。さっ
　さと。～tuuri．さっさと通れ。
§oo£oo⑪（名）相当。～na　mUN・相当す
　る者。その条件の備わった者。
soo？uburu⑨（名）祭総用の菓子の名。小
　麦粉で作った，まんじゅ5の皮をむいたよ
　うなもの。
SOOUU⑪〈名）相応。ふさわしいこと。身の
　ほどにふさわしいこと。　～sjOON。ふさ
　わし・い。相応している。kunuhjaa，～
　saN　mUN・こいつ，身のほどを知らぬ者。
soozi⑪（名）掃除。～sjUN，掃除する。
　hooci　sjUN。　ともいう。
sooz量⑨（名）寒水。〈（地》参照。
soozi①（名）あじろ。竹で照つ田垣のよう
　に疎く編んだもの。農家などで，戸・天井・
　垣などに，また，中に茅を入れて壁などに
　する。
soozimaai⑪（名）掃除の見回り。役人が掃
　除の検査で早ること。
SOO多oottl⑨（副）ものさびしいさま。蒲条
　と。～natOON・藩条としている。
SOOIukuniN⑪（名）相続人。あとつぎ。
suba⑪（名）θそば。かたわら。また，わ
　き。～najUN・イ．そばに寄る。そばに
　近づく。、ロ．わきへのく。車馬などをよけ
　てわきへのく。◎妾（めかけ）。’juuheeと
　もい5。貴人の妾は？usubaという。
suba①（名）蕎麦。そばきり。昔は身分の
　高い者のみが食べた。明治の中ごろから
　は，そば屋が夜などに，？uduuN（らどん）
　subaa．と声を長く引いて町を売り歩い
　た。
subahwira⑪（名）かたわら。横の方。「そ
　ばひら」に対応する。
subami⑪（名）横目。横日を使うこと。
suba職溢⑨（名）横乗り。馬の片側に逃足を
　そろえて乗る乗り方。女がするもの。
subaNkee⑪（名）横向き。わきへ向くこと。
Sixbazikee⑰（名）eそば仕え。貴人のそば
　に仕えること。また仕える者。小間使。
　近侍。◎めかけとなること。また，めか
　け。
suもe｛lti⑥（名）〔文〕農家の家の裏戸。盗aka－
　Nkari　・v　ma＄idaiwa　sagiti，　？anera－
　waNtumaba　sinudi？kinori．〔仲村柄そ’
　ばいど　ますだれは下げて　あにあらはん
　とまば　忍でいまうれ（仲村柄節）］仲村
　柄の美しい娘の住む家の裏の戸はいつもは．
　すだれを上げてあるが，下げてあるときは．
　大丈夫だから忍んでいらっしゃい。
suh董①（名）楚辺。《地》参照。
Su班＝c駄N⑰（他＝kaN，＝ci）ひきずる。　SU…
　bikar圭jUN．イ．ひきずられる。ロ・引っ
　ぱられる。拘引される。
sudaei⑨（名）育つこと。育ち。～nu’ju一一
　tasjaN．育ちがよい。よ’い環境で育って
　いる。
suaa＝CuN⑨（自＝taN，＝ci）育つ。（人・
　動植物が）生育する。
sudatl⑪（名）育てること。養育。また，生
　活の保護。～sjUN・養育する。また，生
　活のめんどうを見る。
sudat三＝jUN⑨（他＝raN，＝ti）育てる。Qkwa．
　～．子を育てる。hanagi～・花卉を育て
　る。
sudatim量。⑩（名）育て方。
su｛lati？uja⑪（名）育て親。　na㈱yu？uja－
　jaka～．薩んだ親より育ての親（の恩が
　大きい）。
sudi①（名）袖。
sudiciraa⑪（名）芭蕉布で作った粗宋な夏
　の着物。昔は下層の労働者が着るもので，
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　袖が無かった。そこで，sudiclraa（袖の
　切れたもの）といったもの。
sudigaci④（名）子供が死んだ時に作る仮の
　墓。おとなの死の揚合には墓を開いて，そ
　こに棺を納めるが，子供の死の揚合には，
　すぐ墓を開かず，そばに小さい仮の墓を作
　っておき，おとなが死んだ揚合に一緒に本
　萎をする。それまでの子供の遺体を納めて
　おく小さい仮の墓をいう。
sug舗⑥（名）㊦装い。服装。身なり。～一
　saanee　Qeunu’jusi？asee？jaraN．羅装
　では人のよしあしは蚕えない。curasugai．
　美しい装い。◎準備。したく。用意。
　muNnu～・食：事のしたく。
sugaimanu－gai⑪（名）準イ蒲万端。　sugai
　（準備）を意味を強めていう語。
、suga尋uK⑰（他＝raN，託i）e装う。容儀
　をととのえる。身じたくをする。着飾る。
　Oしたくする。準備をととのえる。munu
　～．食事のしたくをする（平民が使5。士
　族は，　111UltU　sjUl・1．という）。
・sugari＝juN（D（自＝raN，統i）風に当たる。
　風に当たって涼む。
：suga＝S麺N①（他＝saN，＝ci）風を通す。風
　に当てる。また，風に当てて冷やす。
sug量＝」双N⑨（自・1’aA’，＝ti）そげる。そげ
　て細くなる。また，やせ細る。
sug蓋wara①（名）〔杉原］紙の一種。杉原紙。
　～般の辞令などに用いる上質の紙。
S繊gu呈keera縛がN⑪（他tsaN，＝ci）なぐ
　りつける。ひっぱたく。
一su．cruita＝eu’N＠　（a　＝’L’aN，　＝Qei）　suguita一一
　QCOON（すらりとしている。姿がすらりと
　高く，美しい）の形で多く用いる。
suguituba＝sjUiN⑪　（他mS3N，＝ci）　なぐり
　とばす。
sugltitu＝jutS’⑪（他＝raN，＝ti）しごくよ5
　にしてとる。また，ひったくる。
sug樋？uub三⑨（名）　しごき群先
s緩gu擁聡N｛ij＞（他＝1’aN，紘D㊦しごく。　O
　なぐる。
suguraa①（名）すぐれた者。秀才。
sugur羅aQkwii①（名）秀才の鳥鍋。
suguri＝jUN①（自＝raN，＝ti）す、ぐれる。
　ひいでる。
sugur三muN①（名）すぐれた者。秀才。
SU蕩ur掘偲①（名）すぐれた人。偉人。学徳・
　才能などのすぐれた入。
sugur畑暮wa④（名）すぐれた子。
s孤＝juN⑪（イ也＝1’aN，＝ti）弟嬉る。
su＝juN①（薗＝waN，＝もi）．こ文〕（女が男に）
　添う。（女が）結婚する。kunanu　hUSU－
　nabiga　’waduja　taka　nacuti，　’waeiti－
　kugu？webitu　ca　sui　suwame．［古今
麗のほそなべが　我胴や鷹なちゆて　脇文
　子甲州と　ちや添ひそわまい］古仁屋（奄
　美大島の地名）のほそなべ（女の名）が，
　霞分の野卑を高ぶって脇文子（書記補）の
　押部といつまでも添おうとしている。＊
suku①　（名）　（∋底。　kumuiitu　～。　濯互の底。
　kUkuru職U～・心の底。◎谷。沢。谷底。
sukubuu⑨（名）台駈（の土間）。　sikubuu
　ともいう。
sukugi①（名）∈）粧忽。そそっかしいこと。
　◎こっけいなこと。ひよ5きんなこと。～一
　na　mUN。ひょうきん者。おどけ者。
sukuhsvi⑥（名）そこひ。隈病の一種。
sukui①（名）救い。
suku＝juN①（他・・1’aN，＝ti）すくう。すく
　いとる。？USirunu　mii～．吸い物の実を
　すくう。
s ku＝juN①（他t・raN，＝むi）救う。nuci
　～．命を救う。
sukukuzirija「N①（名）腹の底がえぐられ
　るように痛むこと。
suktma＝juN⑪（他二raN，＝aN，＝ti）そこな
　う。損ずる。こわす。
sukuzi｝uN①（他＝maN，＝di）すくむ。ち
　ぢこまる。縮み上がる。gara亭i，jumudu－
　inuむakanu　】woani　sjUNdi，加b圭u士ati
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　slmanu　？urani　sukudi．鳥のやつめが，
　鷹のまねをしょうとして，飛びくたびれて
　島のかげにちぢこまってしまった。（がら
　にもないことをやって1失敗したことを風刺
　した歌）
suku＝mtN①（自＝maN，＝di）巣ごもる。
　巣につく。
sukuNdui①（名）巣ごもった鳥。
sukUNkaa①（副）身をすくめたさま。ま
　た，恐れて，縮み上がったさま。～sjoか
　N．縮み上がっている。
s・・mi①＊（名）癒。
su㎜iikata①（名）染め方。
sumiikee＝sjuN（Z）　（ide　＝saN，　＝ei）　sumike一一
　esjUN　と同じ。
sumija⑪（名）染め物屋。　sumimUNjaa，
　kujaともV、う。
sumi＝jUiN⑤（他＝1’aN，”ti）染める。
sumikee＝juN①（他＝raN，就圭）染め替え
　る。
sumikeesii⑨（名）染め返し。染め返すこ
　と。染め返したもの。
sumikee誕sjuN①（他二saN，＝ei）染め返す。
sumimuN⑨（名）染め物。
sumimuNjaa⑪（名）染め物屋。
sumu＝cuN⑥（自竃k＆N，二ci）㊦そむく。
　後ろを向く。◎そむく。反逆する。
sunaN⑨（名）楚南。（（地》参照。
sunataco（名）貴様。相手をとがめ，また
　ののしっていう語。～nUUNdi？juga．
　貴様，何というか。？i3a　kunu？azinu
　kutuba　eil〈anaraba　．v，　eukatanani　？iL
　nuei　gibuci　turasa．［いや此二二の言
　葉　聞かならばそなた　一刀に命　つぶち
　取らさ（大川敵討）コいや　按潤であるこ
　のおれのことばを聞かないのなら，貴様，
　一一刀のもとに命をつぶしてやるぞ。
sunawai①（名）備わり。備え。設備。道具
　・人数などが充分そろうこと。
sunawa＝juN①（自＝yaN，＝ti）備わる。充
　分に整弓。
sunee⑨（名）酷の物。
su鶏ubaN④（名）そろばん。
su；nuN①（自＝maN，＝di）e染まる。⑭
　（他入の風に）染まる。
suN⑪（名）損。　tukU（得）の対。～sjUN．
SUN①（名）しみ。汚点。着物のしみ，顔の
　癒やしみなど。～gieUN．しみがっく。
　また，きず物になる。見苦しい癒になる。
suNeike’era＝sjuN⑪（弛＝saN，＝ci）ひき
　ずり倒す。
SUN＝CUN⑪（イ也＝kaN，＝ci）subiCUNと岡
　じ。　　　　l
suNgaa⑪（名）寒水川。（（地》参照。
suNgaci⑪（名）SONgaciと同じ。
suNkabui⑪（名）商売で損をすること。
suNkwa＝juN①（自＝raN，＝aN，”ti）しみ
　る。（傷口などに）しみて痛む。suunUN
　ともいう。
suNtuku⑪（名）損得。
s秘Nzi鷲juN（①（自。イ也＝r註N，”ti）損じる。
　破りこわす。また，破れいたむ。
SUQkwii⑨（名）そくい。飯粒を練って作っ
　た糊。
SUQPUN⑪（名）ふたのあるきせる入れ。ふ
　たをぬくとポンと音がする。・
SUQtu①（副）少し。　musiNguttmaQkwee
　～N？jaN．［無心事なつくわいすつとも
　蓄やぬ（花売回縁）］無心事などは少しも言
　わない。SUQ七〇〇kawatoON・少しは変
　わっている。
sura①（名）〔文〕㊦空。天空。？al’iN　na－
　gami3ura　kljunu～ja。［あれも眺めゆ
　ら　今旨の空や］彼女も眺めているだろう，
　きょうの空は。◎身空。，wakasa　hwitu一”
　tueinu　kajuizinu　”vja　’jaminu　saku－
　hw捻aN　kuramatoobaru。［若さひと時
　の　通路の空や　閣のさくひらも　車た5
　原］若い時代の恋の通い路は，闇の急飯も
　砂糖車を据える平坦な原と同じである。
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9．　uraa＝　sjuN⑪（他＝saN，＝ci）el集める。
　Qeu～・人を集める。◎揃える。doOgU
　～．道具を揃える。
sur最⑨（名）集まり。集会。会合。
suriimaN「doO⑥（副）たびたび集会のある
　さま。～sjUN・
su浦脚⑰（名）学悶所。自習塾。学校以外
　の民家で，若者たちが勉強所とした揚所。
　学生の集会所。
surii多uvii①．（名）仲よく叢って事をなすこ
　と。sjuiNcoo～，　naahwaNcoo　naahai一
　｝｝ai，　1｛uniNda｝iTcoo　kuNkurubaa＄ee，
　tumaiNCeo　tumeeidumeei．首樂の人は
　うち搦って，那覇の入は散り散りばらばら
　で，久米村の入は互いに争って，浩の入は
　：互いに捜し合いながら。
Sll　ri＝」　1！N　’O（膚＝1’aN，＝ti）e人力㍉　集ま
　る。◎揃う。
surlkeeza．｝u”．N⑨（自＝1’aN，＝ti）そり返る。
Sll・・ilE⑪（副）揃って。一緒に。こぞって。
　nu搬｛疑？u塒童nab三ga　haranu　gu§iiniki－
　ba　．v　meru　？isjanu　g．　azinu　sizisa．
　［のんこ思鍋が腹のぐつめけばそりてめ
　る医者の　趣の繁さ（選歌）］ヌンクー鍋
　（料理名）の腹がぐうぐういうと，そろっ
　ておいでの医春はさじを忙しく動かす。
　？iiminabiは女の名でもある。
surub誠①（名）sunubaNと周じ。
s鷲r癒撫①（副）そっと。ひそかに。こつそ
　り。sum厳uともいう。～nayeega　eaN．
　こっそり教わりに来た。
surUQ蹴①（副）suruituと岡じ。
sururugwaa⑨（名）小魚の名。きびなご。
　体長10センチたらずで，かつおの釣餌に
　綿いられる。
Slll・tlsuvuG）（副）ざらざら。伸びはじめた
　ひげなどのさま。～sjOON．ざらざらし
　ている。
SU！’USUVIIU①（名）ざらざらしたもの。ざら
　ざらしたひげなど。
surusuruuhwizigWaa（①（名）若者の，生え
　はじめたひげの愛称。
s篭瞬⑨（名）楚洲。穐分参照。
susi＝．iuN＠（億＝vaN，＝ti）そしる。悪し
　ざまにい弓。
sus瓢⑪（名）そしることe．誹講。悪口。
　humirariN　sikaN　susiraniN・　sikaN，
　？ueiju　nadajaviku　’wat，aibusjanu．　一v
　humirarija　’」’zmzmakanu　narai　sataN
　neN　munLlnu　nu，jaku　tacuga・［ほめ
　られも好かぬ　そしられも嬉かぬ浮世な
　だやすく　渡りぼしやの…　そしりほめら
　れや　世の中の習　沙汰もないぬものの
　侮役立ちゆが］ほめられるのもいやだ，そ
　しられるのもいやだ，浮世を安らかに渡り
　たいもの…。そしられたりほめられたりす
　るのは世の中の常，5わさもされない者が
、何の役に立つか。
sus四角①⑪（名）陰口。悪目。講…諺。
S鵬ooN⑪（副）人・物を粗末にするさま。
　虐待するさま。～saQtal’u　Qkwa，jaku－
tu，？uja～sjusa．　wa末にされた．子だか
　ら，親を粒末にするさ。
susooNkaro「ON⑨（副））臓末にし軽んじるさ
　ま。karooNは軽んじるの意が含まれてい
　る。～sjUN。
susu①（名）e裾。　ciNnu～．着物のすそ。
　◎山すそ。◎びり。しり。～najUN．び
　りになる。　　　．
susu量⑨（名）ぞうきん。
Sllsuika「ci　ev（名）ぞうきんがけ。ふき掃
　除。～s麟N．
S聡S穏＝juN①（他＝vaN，鵠ti）ふく。ぬぐう。
su恥i⑪（名）suutiigiと同じ。
sutiinitl⑨（名）SlltmMitiと同じ。
suth猿量鍾n1疑N⑪（名）sutUMitiMUNと同じ：。
s・・t・t⑲（名）外（ほか）。以外。　　　　　．
sutumiti⑨（名）朝。「つとめて」に対応す
　る。sutilnitiともいう。？asa　という語
　は単独ではあまり用いない。その項参照。
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sutUmitillluN⑨（名）朝飯。？asabaNの項
　’参照。
sutumiti2iibuNew（名）朝御飯。sut・u　miti－
　MuN（朝飯）の丁寧語。
sutumiti？ilki⑪（名）朝孚く起きること。
suu⑨（名）〔数コe運。運命。命数。～nu
　？iQCOON．運が向いている。◎麺新〕数。
　かず。
suu一（接頭）総。残らず，すべての意。suu－
　daka（総高），　suujoo（皆さん）など。
一SUU⑨（接羅）艘。船を数える時の接尾辞。
　？iQsuu（一・艘），　nisuu（二艘）など。
Stl｛tgee①（名）［秀才］那覇の久米村（kumi一一　’
　XNda）の青年をいう。中国からの帰化入の
　子孫で，中羅に留学する権利と中園語を学
　ぶ義務があり，扶持をもらっていた。
su獲。三。董①（名）［周期？udUN〔御殿］，　tUN－
　ci［殿内〕の家の財産の管理人。この下に
　一一，二名のzidee［下代3（会計係）と多
　数の使曙人がいる。
Stltlcuulllaaen（名）地方の農村や先島など
　で無学な入のために用いられた一種の文
　字。農作物・家畜などの種類・数騒とか年
　月口などを表わす符号で，その多くは象形
　的なものであるが，簡単な漢字に似せた屯
　のもある。商取引や租税の付課・微収の証
　書などに用いた。中国語r数簿爾」の僅用
　語であろ5。
suu（董aka⑪（名）総高。総額。
suuGee⑪（名）〔総代］村の世話係。私設の
　もので，各部落ごとにいた。
suu（葦oori⑪（名）総倒れQ～sjUN。
suugamii⑪（名）総務。全体の世話をする
　係。
・su孤gas量ra①（名）［総頭］1笠ura（部落）全
　体の代表。muragasiyaの項参照。
suugoosakii⑪（名）〔古〕suugoosal｛u？a－
　taiと岡じ。
su服goosaku2a「ta呈⑪（名）〔古〕［総耕作当3
　廃藩酋の，農事に関する役人。闘切番所に
　いた。各村にいたものはkoosaku？a七ai
　あるいは単にkoos＆kuとい5。
su guri ⑪（名）一斉に御辞儀すること。
suujoo⑨（名）皆。全員。一座の入（目下）
　に呼びかける時に多く使う。諸国。皆さ
　ん。’一座に少数でも冒上がはいっていれば
　gusuujoo（皆様）といら。　maada～ja
　kUuN。まだ全員は来ない。～nu　ga（lttiN
　，j＆mi。皆の承：知のことか。
StlU＝juN①＊（宙＝1’aN，＝乞i）〔新？〕沿う◎
　主として9．　uutooN，　SULItiなどの形で
　t｝｛1　5　．　’waQtaahatakee　kaaranakai　suu－
　to◎N．うちの畑は川に沿っている。　mici
　suuti？iCUN．道に沿って行く。
suu＝juN①（他＝r凱N，；ti）吸5。
suukaN琶ee⑨（名）e皆の考え。一般の考
　え。総意。世論。◎基本的な考え。大体の
　考え。㊧皆の世話をすること。また，皆の
　世話をする係。総務。～ja？a「iga　kamii．
　全体の世話は彼の役だ。
su懸k量⑲（名）惣慶。＜＜地》参照。
suukukui⑪（名）総括。全体をくくりまと
　めること。～SJUN．
Stiumabui⑨（名）皆の魂。家族など全員の
　魂。魂が物に驚いて体から落ちたりしない
　よ5にう年に一，二度，家族全員のmabu－
　igum圭（魂をしっかり体内1ここめること）
　の行事を行なう。
S・i・k…io（名）すき見。かいま見ること。の
　ぞくこと。　　r
suumi①＊（名）深い興味をもつこと。？uta－
　nakai～nu？aN。歌に興昧がある。
su猟m韮i①（名）聡明。賢いこと。～na颯UN．
　聡明な者。
Sllu＝nUN①（自＝maN，＝di）深い興味をも
　つ。熱中する。gakumuNp．akai　suudo－
　ON．学i問に熱中している。
suu＝n秘N①（自鷺maN，＝di）しみる。（饒な
　どに）しみて痛む。SUNkwajuNともい
　う。
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3題ura
・Stt、、、’a⑨（名）こずえ。5ら（末）。
・suuranaiew（名）5らなり。　s圭munaiと
　もい5。niinai（もとなり）の対。
＄uu。董i⑪（名）中皿。　cuug・eraともV5。
　haaci（大皿），　kee？uci（／∫岨）の中間・
：suu、uu①（副）e少し。少少．～ja’wii一
　馳ON．少しは酔っている。◎まだし～も。さ
　ておき。’jaasaa～hwi量saa’j・◎・ひも
　じさはまだしも，寒いtとよ。
su面量gi⑨（名）蘇鉄（そてつ）。観賞用・備
　荒食用として栽培される。種子は食駕に
　し，茎からは澱粉をとる。葉からは帽子・
　ほうきなどを作る。
suutiigibukuimp（名）蘇鉄の芯にある柔ら
　かい綿のようなところ。まり（maai）の
　芯にしたりする。
，uu？wii。童①（名）総動員e　’・？wiici〈？wii－
　CUN働く）．’3aanlNzu　・一・一家総動員・
suuzhmi⑰（名）総締め。総合計。総決算。
　・”v　sjuN，
su皿z量tuu⑪（名）［総地頭〕？azizituu［按
濁地卿の下，’waciz伽u［脇地蜘のh・
　一間切の采邑を持つ領主で，位階は？wee－
　1〈ata［親方コ。その家はtUNei［殿内〕と
　L・われる。　？azizituuとsuuzituuと｝ま
　二重に一圏切を領する。雨者を併称して
　roos“uzituu［雨総地頭］と㌔・う。
SU盛ba鶴a①（名）風当たりの強い所。風通
　しのよ㌔・ところ。
、u。。。①（名）e素姓．本来の性質。生まれ
　つき。また，血．統。O生育。育ちQ育つ間
　にでき上がった性質。果実・竹などの8p・
　形などについても，～nu’ju⑱sjaN（素
　姓がよい）のようにい弓。
SUZOO＄aN①（形）風がやや強い。風が吹き
　抜ける。机上の紙が飛んだりする程度のこ
　とをいう。
su＝zuN①（自＝gaN，＝zi）風が少し吹く。
　「そよぐ」よりやや強い吹き方をいう。
see
tta一（接頭）　＝二Q　ふた。　takeeN　　（＝二回），　ta宝
　（二人），tahwani（二羽）など。
taa①（感）ふう。ふたつ。声を出して数え
　る時にだけいう。
taa⑨（名）田。
taa①（名）㊦誰。韻文や古語，また一部の
　方言ではtaruという。？aree～，jaga．
　あれは誰か。～ga・誰か。～ga，jara・誰
　かしら。～diN　cui　kuln肌Nka圭kuuwa．
　誰でもいいからひとりここに来い。～’3a一
　艇N。誰でも。◎（接頭）誰の。taamUN
　（誰のもの）など。
一taa（接尾）eたち。入について複数を表わ
　す。wa（≧taa（わたしたち），？iQtaa（おまえ
　たち），？aq七aa（彼等，彼女等），ぬ恥eetaa
　（轡年たち），？aNgwaataa（平民の娘た
　ち）など。複数の接尾辞には一caaという
　形もある。その項参照。◎転じて，その人
　の家を示す。？aQtaal〈ai？ieUN・（彼の家
　へ行く），zix’uutaa（次郎の家）など。
taaba⑪（名）田揚。《地））参照。
taabaag．eeku⑪（名）へたな大工。しろう
　と大工など。［田場コという名の昔の名工
　に由来する語で，へたな大工を皮肉にい5
　語。
taabi⑨（名）足袋。
taabUQkwa⑰（名）たんぼ。田のたくさん
　あるところをいう。地名としては，cataN－
　taabUQkwa（北谷たん（X’），　hanizitaabu－
　Qkwa（羽地たんぼ）など。
taaca⑨（名）立つことの小児語。たっち。
taagiCO（名）二つ。二。～N　narGe．二つの
　うちならば。二つのうち，一つを選ぶとす
　れば。～sjUN・二つする。兼ねる。
taacii⑨（名）？Nmukasi（芋かす。菅藷か
　ら澱粉をとった残りかす）を粉にして煮た
　料理。食糧不足の時に食べるもの。詳レぐ
　は？N訟康uka寧idaaeiiとLsう。
taagimaeaa⑪（名）つむじが二つある者。
　一癖ある者とされ，男の子なら喜ぶ。
taagimisiQ）（名）二つ違いの子供を産むこ
　と。tiiglinisiはとしごを産むこと。とし
　ごはまれに七uslNgwaともいう。　Miigi一一
　misiは三つ違N・の子を産むこと。一misi
　〈MisijUN（見せる）。弟妹が生まれるこ
　とを？UQtu　misijUN（弟妹を見せる）と
　いう。
taagiwai⑨（名）二つに割ること。二つ割
　り。二分。
taacuu⑨（名）ふたこ。双生児。
taadoosi＠（名）．田を畑として使5こと。限：
　の水を干させて，畑とすること。稲の刈入
　れ後，さつまいもを作る血合などにする。
　田倒しの意。
taadeosi？Ninu⑨（名）餌を畑にして作った
　さつまいも。甘昧が多く，美味。
taagana①　（名）　誰か。　～「？ikani．　誰力、行
　かないか。～tanumariisee’urani．誰
　か頼める者はいないか。
taagu⑪（名）θたこ。桶の一種。　もっぱら
　水を難ぶのに用いる。桶の両側の板がおの
　おの一枚ずつ伸び，それに横太を通して
　取っ手．とした桶。◎（接尾）taaguに一
　杯。　：asなどと数える時い5。cutaagu，
　t taaguなど。
taag”saO（名）田の草。～kaCUN．非常
　にあせる。
taagusivee⑪（名）田ごしらえ。’稲を植え
　る前に田を耕して準備すること。
laakwaalcuu⑪（名）［四花鼓］楽劇の名。
　中国より渡来し，那覇の久米村で行なわれ
　たもの。
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taa2iihwee
taa2i魚wee⑨（名）水田にいる虫の名。げ
　んごろうの類。丸く黒色。
taa2iju＠（名）ふな（鮒）。田にいる魚の意
　であろう。煎じて熱さましの特効薬として
　用いる。
taa？i麺93「s量ra⑪（名）お出の大将。餓鬼大
　将。ふなの大将の意。
taa2ijusi”1’zi⑪（名）ふなを煎じた汁。
Saakxxtu①（名）　うわごと。熱に浮かされて
　雷らことば。～，jUllUN．5わごとを署う。
taakuu⑨（名）茶器を入れる器。芝居見物●
　墓参などに携帯するもの。中継渡来の器で
　あろう。黒塗りの箱で，中には錫製の土平
　を入れ，箱に入れたまま湯をつぐ仕掛けに
　なっている。
taamaa⑪（名）とんぼの一種。やんま。轡
　緑色で，形が大きい。？aakeezuuはこれ
　より小さい。naakudaamaa（宮古の捻a－
　maa）とも1，・5。
捻amu麗⑨（名）誰のもの。～ga。誰のもの
　か。　　　　　　　　　　　　　　　　l
taamUz⑩（名）taa？Nmu：（里芋の一一種）
　のずいき。muzinU？NSil’u，　mgzi？usee，
　durUwakasiiなどにして食べる。
taa？Nmu⑪（名）田芋の意。水田に作る芋
　で，形は里芋に似ており，一一種の風味があ
　る。
taa2Nmunii，sc（名）肇斗理り名。　taa？Nmllと
　さつまいもを混ぜ，砂糖を加えて練ったも
　の。きんとんに似た上等の食物。
taaN烈a⑨（名）たにし。水田に生じ，食用
　となる。田にいる蜷（にな）の意。
taal’a⑪（名）㊦俵。蒋に藁で作った米俵。
　◎俸米。俸蘇としてもら5米。？ugu學iku－
　kara～？utabimiveeN．お城から俸米
　を下さる。
’taaraguu＠（名）あき俵。
Saarasi㊥（名）植物名。ほおのき。太蘭科。
　こぶしに似て，香気高い花が咲く。一一名ほ
　るとの木。樹皮・葉から禍色の染料をと
　る。
taa「i①（名）即くこと。　kamidaariは神が
　かり。
taarii⑪（名）θ父。おとうさん。士族につ
　いていう。名称でも呼称でもある。：平民の
　父はsjuu。「昔は主（シュー）といひたる
　なれども，久米村（闘人の子孫の部落）よ
　り始まりて，支那語の大令をもて，父を呼
　びたるにより，首里にも移り来るものと齢
　の朝保集いへり。（爾島入重垣）」あるいは
　中国語「大人」の転詑か。◎家族・親族以
　外からtaariiといえば，士族の父・士族
　の戸主に倒する卑称ともなる。士族のおや
　じ：。taariig、vaaともL・う。
taariigwaaev（名）魚a瓢の卑称。士族の
　おやじ。
蟄ari＝3uN①　（自＝raN，；ti）くteejLIN。
　e費える。hwiQCii～．一臼むだにつぶ
　れtる。複合語に，ziNdaari（金銭が費え
　ること），hwimadaari（時間がつぶれる
　こと）。　◎（病気が）長屋【く。
taataa⑭（名）父の小児語。朔1覇では㈱a－
　eaaという。
taawaN⑨（名）椀の～種。椀の大きなもの。
　大智の中口音。
tabai⑫（名）e束。たばね。◎（接羅）c朧a－
　bai（一束）など。
tabais韮ka”i⑨（名）たばねること。荷作り
　などをすること。一sikai＜sikaju、N。
taba＝juN⑪（勉：1’aN，”ti）たばねる。物を
　たばねて，なわ・ひもなどで縛る。また，
　人などを縛る。
tab＆ka量①（名）多忙。
tabaku⑨（名）たばこ。～hueUN・たば
　こを吹かす。～Ndee？us3agamisjooree．
　たばこでも召し上がって下さい。
tabalcuもuN＠（名）たばこ盆。普：通，四角の
　箱の中に？uciritui（小さい火鉢）とhwee－
　huci（灰吹き）と入れてある。凝ったもの
　は弓iき出しがいくつもあり，さげて持…つ
5e2
tael
　手があったりする。
tabaku2irii⑰（名）たばこ入れ。
9aibaku轍・aei．ia⑰（名）たばこ屋。
tabakunuhwiikusu⑨（名）たばこの吸い
　がら。
tabai’u⑨（名）田原。〈（地））参照。
捻basa⑰（名）間。物体の間の狭いすき間
　をいう。　tanakaより狭い。　sjumu¢i裁鷺
　～nakai　kwaacookee・本：の間にはさん
　でおけ。
t・5i①（名）旅。　tabee？ira’na7，ikaN　nii
　najUN．旅は鎌の柄のように軽いもので
　も荷物になる。旅はできるだけ身軽にせよ
　の意。
tabidaci⑪（名）旅立ち。鹿嵩立ち。門出。
．tabidumi⑪（名）旅先でできた妾。一dumi
　〈tumeejuN．
tab量jac韮u⑪（名）旅宿。旅先の宿。　～nu
　naveja　mal｛ura　subadatiti　？ubizasusa
　mukasi’juwanu　gixasa．［旅宿の習や
　就そばだてて　覚服すさ昔夜半のつら
　さ］旅の宿に泊ると寝てから昔の会わぬ夜
　のつらさを思い出す。
tabi＝juN①（他＝raN，＝ti）〔文〕賜わる。
糠biku｛版。量⑨（名）旅口説。　kuduei（口説）
　の一一つ。首里から，那覇を経て，海を渡
　り，薩摩へ往復する情況を叙事的に歌った
　歌曲で，nubuikaduci　［上りll　rm］とku－
　daikuduci〔下り口説］とある。
tab量皿iN多u①（名）旅の一団。
tabinimqc｛i①（名）旅の人。行人。他国の
　人。見知らぬ人。
tabinuqCUU⑨（名）よそもの。勉国者。軽
　蔑的な言い方。
tabisju⑨（名）旅に出ている人のある家。
　その家では，5月1臨同5臨9月1日
　に，旅にいる人の無事息災を祈る行事をす
　る。一族一門の女が揃い，kwee捻a（旅歌）
　を歌って踊り，夜を徹することがある。
tabisugai⑨（名）旅装束。旅装。
taboo＝juN⑨（他＝raN，二ci）給5。下さ
　る。首里では，口語としては命令形ta－
　boori（下さい）のみを用いる。韻文では
　taboriと短くなる。’juruei　tabori・〔許
　ちたばうれ］許して下さい。taboori　ta－
　boori　sja亭iga　kwiraNもaN．ちょうだい
　ちょうだいとせがんだが，くれなかった。
tahuigusa①（名）1〈usaはフィラリヤ（熱
　病の一種）。tabui一くtabujuN（ためる，
　たくわえる）。長い間起こらずにいて，そ
　のあとで起こったkusa。　kusaは時時起
　こった方がしのぎよく，これが養いこと起
　こらないと，一時に重い病気になるので，
　この語がある。
tab八目uN①（他＝yaN，＝ti）ためる。たく
　わえる。保存する。とっておく。ziN～．
　銭をためる。nuci～．命を大事にする。
　dUU～・なまける（体1を節約する意）。　ta－
　bui’a ” N・長くおけない。とって置1けな
　㌔・。　tabaayaN　ともし・う。　　　　　　　　　　　”
taゐUN①（副）多分。大かた。
taeaai⑨（名）二つ切り。二つ割り。～na一、
　sjUN．二つ切りにする。～Nkai　sjUN．
　ともいう。
tacaaii⑪（名）のっぽ。背の高い考への悪
　口としていう。「二つ翻りの者」の意。す
　なわちふたり分の背たけがあるという意。
tacagainuba”gai③（名）親しい家などに，
　しばしば立ち寄ること。一nubag．aiは伸び
　あがる意から，ちょっと立ち寄ること。
tac量⑨（名）太刀。刀の大きなもの。
taci⑪（名）〔文〕滝。滝は少ないが，名護間
　切図久田に轟の滝という滝がある。？aca－
　karanu　？asa，ti　satuga　baNnubui，　N
　narasu？aminu　hurana，ja亭iga。［あち
　やからのあさて　里が番上り　滝ならす雨
　の　隆らなやすがコ明明後日はわが背の君
　が首里へ勤番で上る臼である。どうか滝の
　ような雨が降って出発が延びればよい（恩
　納なべの歌）。～naraSU？aminuのとこ
5e3
tagi
　ろはtaNea　kusju？alllinu［谷茶越す爾
　の］という歌詞もある。
tagi①（名）辰（たつ）。十二支の第五。時澗
　は午前8時（？igig圭）。方向は南寄りの東。
tacibaa「？asiza⑨（名）足駄。台に櫨えた二
　放の歯をtacibaa（立歯）といったもの。
　？asizaは単に下駄をい弓。
m9曼ci⑪（名）来月。　naa～．再来月。
tagici①（名）ふた月。二か月。
taciee＠（名）立ち合い。監督，検証などの
　ために立ち合うこと。
taeigari⑪（名）立ち結れ。
taeigi⑨（名）立ち太。多eegi（材’木）に対’
　する。
tac量gurisjaN⑪（形）暮らしにくい。暮らし
　が立ちにくい。嫁がしゅうとに虐待された
　揚合などにもいう。
taeihaba”ka＝juN⑨（自＝raN，＝t呈）立ちは
　ばかる。
tacihwa⑨（名）立場。～？usinajUN．立揚
　を尖5。O境遇。暮らしむき。’iitacihwa．
　よい暮らしむき。
tacii①（名）他系の意。他姓。血統の違5
　他姓。
taeii㎜azikui①（名）血統上関係のない考
　が平野人として家を継ぐ、こと。多くはきら
　われる。一mazil〈uiはまざること。
taciisuri”i⑨（名）事件などで大勢が寄り集
　まること。急病人の家へ親．類縁者が次々に
　集まる場合など。祝いごとなどの揚会には
　言わない。
　　　　　　　　　なtacijaqsaN⑪（形）暮らしやすい。暮らし
　が楽である。kunU　muraNkai　cakutu
　～＿この村に来たので暮らしが楽になつ
　た：。七acijaQsa　sjOON・暮らしむきがよ
　い。
tacikaNtii⑪（名）㊦その場を立ちかねるこ
　と。この意ではあまり用いない。O暮らし
　を立てかねること。生活難で日臼苦しむこ
　と。～sjOON．生活難で苦しんでいる。
tacikuci⑪（名）一番はじめの先祖。分家
　して一一家を作れば，それが後世tacikuci
　（立口）となる。多く？utacikuciと、・う。
tacikUNpai⑥（名）立ちどおし。立ちつぱ
　なし。立ち往生。
tachmaaiina「ai⑨（副）しばしば立ち寄るさ
　ま。　　～　　sjUN．
taeimaaituN”lnaai⑪（di－il）しばしば回って
　立ち寄ること。～sjUN．
tacinlasa「＝jul⑪（自＝raNt＝ti）たちまさ
　る。すぐれる。
taeimee⑰（名）嫁入り前。
taei㎜udui⑪（名）出もどり。嫁に行った者
　が離縁して生家へもどること。
tachmui①（名）立ってもりをすること。子
　供を砲いて，立って，あやすこと。子供は
　坐って抱かれるよりこの方を好む。
tacinaaka＠（名）つれあい。配偶者。
tacinaciev（名）犬の長鳴き。遠ぼえ。犬が
　夜中に声を畏く引いて鳴くこと。魔物を見
　た時の鳴き方とされている。
taeinama⑨（副）立ちどころに。すぐさま。
　たちまち。～naiiraN　nataN．たちまち
　見えなくなった。
taciml＝CUN⑨（自＝kaN，＝ci）立ちのく。
tacinug量＝ju’N⑨（自＝raN？：ti）抜きん幽
　る。衆にすぐれる。
taeiN　ka・ju「N⑪（自＝aN，＝raN，＝ti）立ち
　向かう。相手になる。
taeisikuci⑪（名）立ち仕事。立ってする仕
　事。また，力仕事。taciwagaともい5。
tacitoori①（名）立つか倒れるか。浮沈。興
亡。生きるか死ぬか。
taciuui⑨（名）女の婚期。　taci一く七aCUN
　（とつぐ）。，uuiは折。
taei？wi「圭ci⑪（名）身動き。立って動くこ
　と。　～nu　naNzi，ja（毫saa・　身動きカζ大儀
　だよ。
taciwaga⑨（名）立ち仕事。水汲み・炊事な
　ど。tacisikuciともいう。，圭iwa多a（すわ
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　り仕事）の対。
tacizi⑨（名）たきぎ。　tamUNともい5。
taeiziei⑪（名）立ち聞き。
tacizis呈⑨（名）立岸。＜＜地》参照。
tac圭zit磁⑨（名）たきぎ取り。
iaciguku⑨（名）暮らしむき。生活。
tacoo①（名）他榔。　kueoo（故郷）に対す
　る。
ta＝euN⑨（自＝七aN，＝Qci）e立つ。建つ。
　また，成立する。taQciN’ieiN　SuraraN．
　（心配で）いても立ってもいられない。ta－
　QeoomL立っているかの意。立っている
　者への平民などがいうあいさつ。◎起き
　る。生じる。？umukazinu～。面影が浮
　かぶ。㊧経つ。経過する。⑳立つ。鵬発す
　る。？iφtacuga・いつ出発するか。㊧と
　つぐ。嫁に行く。diQsiN　S3UN・ともい
　う。taQCOON・とついでいる。㊨（刃物が）
　よく切れる。鋭利である。haanu～・刃
　が鋭い。haan．u　tataN．刃がよく切れな
　い。
ta＝cuN①（他＝kaN，＝ei）火を燃やしても
　のを煮る。炊く。単．に火を焚く意では
　hwil　meesjuNという。＄jau　tacai　hwi－
　binu　kur＆si　sjUNtijari．［塩たきやり
　H日の　暮ししゅんてやり（花売之縁）］
　塩をたいて段日の暮らしをしているとか。
tada①㊦（名）ただ。無代。？icaNdaとも
　い5。◎（副）イ・いたずらに。むなしく。
　～？aQCUN．ただ歩く。ロ．わずか。たっ
　た。～9UNzuu・たった1厘G
taδari①（名）ただれ。
tadari＝juN①（自；raN，；ti）ただれる。
tada　・sjuN⑨（他＝saN，；ci）θ正す。1〈ai・・
　koe～・開合を正す。　kaikQOの項参照。
　◎糺す。吟味する。詮議する。
tadeema⑥（名）すぐ。即刻。即座。また，
　急ぎ。緊急。～cuusa．今すぐ行くよ。
　～nu　s　ikuci．急ぎの仕事。緊急の仕箏。
tadi＝juN①（他：raN，＝ti）「たでる」に対
　応ずる。湯の熱ではれものなどをむす。
taga＝juN⑥（fi　・他＝aN，；1’aN，＝ti）違5。
　たがえる。「たがう」に対応する。tagaaN．
　たがわぬ。一致する。違約しない。’jaku－
　suku～．約束をたがえる。
tagaNmi⑨（名）田頭。（〈地））．参照。
tagee⑨（名）互い。構互。相方。　tageeni．
　互㌔・に。
tageecigee⑨（名）互L・ζこくし・違うこと。互
　い違い。
tageeni？iihii⑨（名）互L・に敬語を使わず
　に，肯定の時は？慧と善い，呼1ばれた時iは
　h三iと答える話し方。親しい岡三灘岡志の話
　し方。きみ・ぼくの話し方。，inu？i圭hiiと
　もいうQ？蟻hiiの項参照。
tageeni2uuhuuan（名）互いに敬藷を使い，
　肯定の時は？UUと醤い，呼ばれた時は
　hUUと答える話し方。初対面や，まだ互
　いに親しくない闘柄の礼儀正しい話し方。
　，inu？uuhuu　どもいう。？uuhUUの項参
　照。
tagee＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）耕す。田返す
　の意か。keesjUNともい5。
taguikaka＝juN⑨（自＝raNt＝ti）食：ってか
　かる。つめ審る。
tagu＝jUN⑥（他＝raN，”ti）（ひも・縄。た
　この糸などを）たぐる。
tag腿N①、（名）他言。他人に語り告げること。
ta蓋①（感・助）冒上に話しかけるffil。呼びか
　ける時などに：女が発する敬語。さらに高い
　目上にはtariとい5。　男はsaiという。
　もし。taarii～・　もしおとうさま。　cuuja
　，搬iNci，3滋bi演～．きょうばいい天気で
　ございますねえ。？ee～。もしもし。
ta韮⑨（名）垂れ。垂れたもの。　sanazinu
　～．ふんどしの前に嚢らした部分。
ta蚤①（名）ふたり。二人。両人。～nu？uja・
　ふたりの親。継親。
一tai（接尾）丁数を表わす接尾辞。’jUQtai
　ト’（四人），？igital（五人），　muQtai（六人），
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　nanatai（七入），’jaQtai（八人），　kuku－
　nutai（九人）。ただし，　cui（一入），　tai
　（二人），miQeai（三人），また，五入以上
　はguniN（五人），　rukuRiN（六人）のよ
　うにいうことが多い。
一tai（接尾）係。？atai（係）参照。
taisaga＝ju「N⑪（離調ya溝，＝ti）i垂れ下がる。
　下に垂れて下がる。
taRutizjuN⑨（自＝1’aN，＝ti）垂れて落ち
　る。
taiwa貰⑨（名）台湾。低説的な野蛮国の意
　でも用いられる。～nu？Llni．台湾の鬼Q
　生蕃。
ta蓋wa黄boo⑨（名）〔新〕台湾はげ。頭の毛
　がところどころはげる病気。饅清戦争後，
　台湾から帰った兵隊が流行させたという。
　taiwaNbooziともいう。
taiwaNboozi⑨（名）taiwaNb◎0　と恥じ。
tajui⑨（名）∈）便り。消患。◎頼り。頼み
　となるもの。また，よるべ。知人。縁故。
tajuihwi「C孟⑨（名）縁故。　tajuiと岡じ。
ta＝jUA’①（自＝raN，＝ti）足りる。　毛a践ju潜
　と同じ。
taka⑥（名）鷹。秋の初めごろ来て終わりご
　ろ細る。ci・X「lnii（金色の昌の欝。高纈で，
　貴族の子弟に飼われた）とkas葛ee1U1i
　（添物の目の鷹。安価で，一般士族の子弟
　などが飼った）とがある。？aNdee～～
　takusinu　ku＄ikara　Miij£IN　doO．（童謡
　の文句）ほら，鷹が沢紙村の後ろに見える
　ぞ。～nu　mooree　garasiN　MOOjUAT．鷹
　が舞えばからすも舞う。人真似をあざ笑っ
　たことわざ。｝lwiA・suuamlNnu～’iita一一
　Nllee．貧乏者が鷹をもらったようにる鷹
　は高価なので，非常な喜びを表わすこと
　ば。天に昇るようだQ
taka2agai①（名）高い所に上がること。高
　く上がることs，winag◎o～gee　nayaN・
　女は（農より）高い所に上がってはいけな
’い。
ta a2a多ana①（名）首里城の石垣の上にあ
　る楼。？U9頗k蟻の項参照。
takabaru⑪＊高原。（（地》参照。
takaもasiru⑪（名）高窓。壁の上方の高い所
　にある採光。通風用の窓。hasiruは遣戸。
taka蛾眉錘N①（自・raN，”ti）高ぶる。偉そ
　うζこふるまうQ
takadee⑪①（名）高緬。代金（dee）が高
　いこと。　　　　　　　　　　　　　・
takadiimigui⑦（名）高利貸し。蕎利で貸
　すこと。高利圏りの意。むakarihw批虜aa
　ともいう。koo践gasiはその新語。
醸ka3鰻⑨（名）高い太。喬太。
寛a韮藍agOGi⑪（名）高く買うこと。＄H場以上
　の値段で饗：うこと。
takahana⑰（名）高い所。高く突き出た所。
　風当たりの強い，高い所をいう。
takahanari⑨（名）高離島。沖縄塞島の東
　側にある島。平安座島（hjaN多a）の東北
　側，伽計島（？ici）の南にある。
takahata⑨（名）〔新〕高機。織機（nunu－
　bata）のたけの高いもの。旧来の低いzi－
　bata（地機）に対する。
餓k農ha浦⑨（名）細く背の高い人。のっぽ。
　tal〈aSOO，　tal〈asoonaaなどと匿｝じ：。
takahu｛蓬a⑪（名）高札。昔，禁制や法度な
　どのむねを記して路傍に高く立てたもの。
　時には禁止ばかりでなく，一般に告知する
　内容のものもあったであろう。eizinuhwee
　（禁止の牌）ともいう。
takahwh’uma＠（名）es　i遍ぎ。昼下がり。
　午後2～3時ごろをい5。
tak hwisjaz．ikee⑨④（名）気づかい。客・
　隣人などに対していろいろと気をつかう
　こと。足を高くして歩く，すなわち足音を
　：立てないよ5にする意からいったもの。
　～sjUN．気をつかう。
taka？icubi④（名）ほうろくいちご。野生の
　いちごで，，3ama？icubiともいう。
takaka多織①　（名）生弄いにおい。　kε曝a　は
5e6
takibuN
　香り，におい。生奥いはhwirugusasaN
　という。
takamaa①＊（名）takamaamiと岡じ。
taka　naami①（名）めだか。淡水にすむ長
　さ3センチぐらいのノ」、魚。takamaa，　ta－
　kamamiともい5。
takamanni①（名）七al〈amaamiと陶じ。
tak繍mjaag榊ik疑⑥＊（名）高宮城。＜＜　tw　））参
　照。taka益aagu嘆k親ともいう。
takanukurumaci①＊（名）e空高く，たく
　さんの鷹が輪を作って飛ぶこと。黒いうず
　巻きが壮観である。◎その時節に出る小さ
　いはぶ。
takanusiibai⑨①（名）鷹の渡る9～10月ご
　ろ，育空から霧のように降る小雨。鷹の小
　便の意。
tak酒撚蓋⑨（名）高嶺。《地）〉参照。
takara⑨（名）宝。貴重な品物。
takai’a⑰（名）多賀良。《地））参照。
takara⑤（名）高良。《地》参照。
量akaramuN⑨（名）棺。　kwaN（棺）を忌ん
　でいったものであろう。
takaraNgwaev（名）大事な予。子宝。
takarazima⑨（名）㊦宝島。土礪劇列謝の
　島の名。㊤中圏や西洋に糾し，jamatu（薩
　摩）のことをいつわって言ったもの。沖縄
　が薩摩に間接支配されていることをかくす
　ために，tal｛arazimaとい5農と通商し
　ているよ5に見せかけたσ
takarihwii①（名）高利。利子が高いこと。
tak段rihw撫ujaa⑨（名）高利貸し。
takari＝juN①（自＝raNt＝ti）たかる。一箇
　藤に集まる。かたまる。sira層nu～．し
　らみがたかる。koosi～．済癬がたくさん
　できる。複：合語にhusitakaraa（節だら
　けのもの），ziNbUNもakaraa（才矢＃のあり
　あまるもの）’など。
t3kasaagaa⑪（名）高さ比べo
takasaPt⑲（形）e（空間的な位鍛，地位な
　どが）高い。◎（値段が）高い。㊧（声が）
　高い。また，（声が）大きい。⑳（におい1
　主として悪弊が）高い。複合語に，taka－
　ka7。a（生臭いにおい），　niwidakasaN〈悪
　奥が強い）など。
takasiQP孤⑨（名）高志保。（｛地））参照。
takasoo⑨（名）のっぽ。背の高い者。高い
　竿の意力、◎　tεしkahazii，　taka」sooni圭，　tεしkεし一
　soonaaなどともいう。
takqsoo皿aa⑪（名）takasooと同じ。
takasoonii⑪（名）七al〈aSOOと同じ。
taka2ueagaaan（名）偉そうにしている者。
　超然とかまえている者。
taka？ucagi①（名）e高く顔をあげている
　こと。O高慢。超然としていること。～
　s沁N・超然とする。偉そうにする。
laka？ui⑥（名）高く売ること。，ja亭i？ui（安
　売り）の対。
taka？UQcaki①⑨（名）高値を吹っかける
　こと。高値を付けること。？aNsi～亭ee
　koolsee’uraN・そう高い値では買う人は
　いない。
takawaree①（名）声を立てて笑うこと。映
　笑。高笑い。～sjUN．
takagaN⑨（名）高い山。？anu　muee～
　natOON．あの丘は高くなっている。
takazikuku①（名）ふくろう。
takeel　r①（名）二回。一keeNは回数を表わ
　す接羅臼。
惣keesi⑨（名）高安。《地》参照。
takeesi⑨（名）高江洲。（〈　ag　））参照。
加磁⑨（名）岱。主として拝所　（禎gaNZU）
　のある肉をいう。拝所＝のある肉は敬って
　？utakiともいう。　biNnu？utaki〔弁御
　衝］，　sunuh3aN？utaki　［圏上ヒ屡…御岳〕，　se－
　ehwa？utaki［斎場御岳］など。拝所のな
　い山は，？UNnadaki〔恩納岳］，，juna－
　hwadaki［与那覇岳］など。　　；
taki⑪（名）たけ。背の高さ。身長。
takibuN⑪（名）e身分。分際。◎天分。素
　質。～nu？aN．身分がある。また，素質
507
tε葦kig曇k薙u！唾
　がある。
takigiki＝juN①（白＝xaN，；もi）（苦痛。病
　気などが）最悪の状態になる。？awari　ta－
　k2gikitOON．極度に苦しんでいる。’jaN－
　meenuねkigik圭ち00N．病気が最悪の状態
　になっている。危；篤である。
takihud皿⑨（名）体格。身のたけと体絡。
　huduはやはり体全体の体格。～？uca－
　tOON．体格の均衡がとれている。
一takii（接躍）ごと。ぐるみ◎のまま。haku－
　takii　mUQci　kuuwa．箱ごと持ってこ．い◎
　hunitak1i　hakajUN．骨ぐるみ計る。
takimui⑨（名）伯母。
takinamuN③（名）程度の知れたやつ。た
　かの知れたやつ。
takitutuumi＠（名）ありったけ。あるだけ
　全部。せいぜい。～nu　hataraei　QSi　’NN－
　di．ありったけの働きをしてみよ。　kunu
　’jaaja　・v　hjal｛umaNeNdu　sjuru．　ct　cl）
　家はせいぜい百万円しかしない。～zuu－
　rijaka？wiija　neeraN。　L・くらあっても，
　十里以上はない。
taku⑨（名）蠕。～nu？eeku．鎗のように
　骨無しの人間。立って歩けない人をい5。
　？eekuはその項参照。
taku＝bUN①（他己baN，＝di）たたむ。折り
　返して重ねる。
takuku①（名）他国。他郷。
takUma⑨（名）利口さ。矢口悪のあること。
　悪い意味はない。悪知恵は’janadakuma。
taku㎜aa⑨（名）利口者。知窓のある者。
　うまいことを考える者。悪い意味はない。
takumac董raa⑨（名）切れ者。利口者。顕の
　よく鋤く者。
takumaeh’i⑨（名）頭がよく切れること。
　頭カミ鋭いこと。
takumaeirimuN⑪（名）takumaciraaと
　同じ。
takumui①（名）4厘。銭200文。　ziN（銭）
　の項参照。
takumuiguNzuik①（名）S厘。銭250文。
　ziN（銭）の項参照。
taku＝nuN⑨　（他＝maN，；di）　たくらむQ
　企てる。muhuN～・謀叛をたくらむ。
takus圭⑨（名）沢紙。（（地》参照。
takutu①（名）二言（ふたこと）。次の慣用
　句で用いる。taku七〇〇neeN．異論なし
　に。口答えせずに。欝う通りに。二つ返事：
　で。
takuwee＝juN①（他＝raN，＝ti）貯える。
tama⑨（名）e玉。丸いもの。また，宝玉。
　のろ（nuuru）の首飾りの玉など。tiQPUU－
　n1～．鉄砲の玉1。～hacOON。イ。首飾
　りの玉を首にかけている。ロ。小児の首・
　手足などが丸丸と太り，輪をはめたように
　めりこんでいる。～nu　saka4ici．〔文〕玉，
　杯。’utuku？A’marituti　kui　siraN　mu一一
　nuja　nvnu　sakagieinu　sukuN　miraN．
　［をとこ生れとて　恋知らぬものや　玉の
　さかづきの　底も見らぬ（執心鐘入）コ男
　に生まれて恋を知らぬ考は玉の杯の底を見
　ないのと点じ。㊤ガラス。
tama①（名）たま。まれ。～nu　hanasi．
　たまの話。～11i？圭cataru　mUN。たまに
　会ったんだもの。
tamabai⑥（名）ガラス張（）。ガラス戸・ガ
　ラス窓など。
tamagai⑪（名）凶兆。人の死の前兆。魂が
　火の玉となって，家の上に高く上がったり
　すること。また，入の泣き声がしたり，
　棺桶を作る音が聞こえたりする。タマアガ
　リ（魂上がり）の意であろう（伊波普猷）。
tamaga＝juN⑪（自＝yaN，＝ti）苑の前兆が
　現われる。tamagaiが超こる。
tamagu⑪（名）卵。主として，鶏卵または鳥
　の卵をい5。kuugaともいうが，　kuuga
　（卵）には云云の意味があるので，上流で
　は，避けて七amaguという。
tamaguhwiN⑪（名）ガラスびん。　kuhwiN
　は小びん。
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tamagusiku⑪（名）玉城。（（地））参照。
la㎜agugakiev（名）卵酒。
talnai①（名）たまり。水溜まりなど。
’tamaimi雰①（名）溜まり水。ひと所に溜
　まって，流れない水。
’tamajaN⑨（名）玉が痛むこと。すなわち，
　眼球が痛むこと。あるいは畢丸が痛むこ
　と。
tama＝juN⑨（自＝raN，＝もi）たわむ。しな
　やかに曲がる。しなう。
tama＝juN①（自　：raNt＝ti）溜まる。　mi－
　Ptnxl～．水が溜まる。　ziNnu～．銭が溜
　まる。
tamakugan量⑪（名）玉や黄金（のように大
　事なもの）。
tamakugani皿asデ9wa⑨　（名）　こ文〕　玉や黄
　金のような暗みの子。
tamakuganiN’多0⑪（名）〔文〕玉や黄金の
　よ5なかわいい女。
！am誌u幽nis訓u「me⑪（名）こ文〕玉や黄
　金のような背の書。
talllami？．i⑨（名）〔文〕［玉水］水・井戸な
　どの美称。きれいな水辺。’wakanagiga
　nariba　kukuru　？ukasaritl　一割弱i　？uriti
　｝｛asixa？arawa．［若夏がなれば心浮か
　されて　玉水におりて　かしらあらは（銘
　童子）］初夏になったので，心浮き浮きと，
　美しい水べに降りて髪を洗おう。
tamanuu⑪（名）［文〕玉の緒。命。　nasaki
　？ati　kakusi　nubinu　hanasisici，　taiga
　～nu？usisa？a「aba・［情あてかくせ『野
　辺の花すすき　二人が玉の緒の　惜しさあ
　らばコ情あって隠してくれ，野辺のすすき
　よ，二人の命を惜しく思うならば。
tamanuwari⑥（名）ガラスの破片。
tamaN①（名）鯛の類σmakubuとともに
　魚のうちでもっとも美味とされるもの。
　？iibuusaani～gijUN．えびで鯛を釣る。
　？iibuuはとびはぜa
tamaNeaabUi⑪（名）こ玉御冠。たまみきや
　ぶりコ玉のかんむり。王冠。
tamasaka①（名）〔文〕：まれ。まれなこと。
　・一vnu　kujui　tuija　？utaxutuN，　sibasi
　？akigumuni　nasaki？arana．こたまさか
　の今脊　鳥や歌るとも　しばし明雲に　情
　あらな］たまに会弓今：夜のこと，鶏は鴫い
　ても，しばらくの間，液明けの雲に情が
　あってほしい。
tamasi⑪（名）魂。精神。注意し思慮する心。
　～ka澱g呈jUN．心をひきしめて，注意す
　る。～？iQCOON・精神がしっかりしてい
　る。
tama瞬①（名）銘銘の発。持ち分。
tamasii⑪（名）魂。霊魂。死考の魂をい
　う。tamasiとは溺。生きている人の魂は
　mabuiとい5。
tamasikwee”kaagi⑨（名）賢そうな顔つき。
tamasikwe「emuNem（名）思慮深い者。
tamatagak菱①　（名）横本股をかけること。二
　股がけ。niwaltU　kubaga亭i撞？Nmaja
　ginagutuN　一v　satuni　？uzimu　kwi｝’u－
　na．こ庭のとばカミ巣に　馬やつなぐとも
　たまたがけ璽に　御亡呉ゆるな］庭のくも
　の巣に馬をつないでも，：二股がけの男に心
　をくれてはいけない。
tama？uduN⑪（名）〔霊御殿］琉球王の代
　代の墓地。首里にある。
ta］〔黙ee；jUN④（他＝raN，＝七i）溜めておく。
　いくつも溜める。tami．iuNを継続する。
匙ameesi⑪（名）玉代勢。（（k））参照。　　『
ta・ni①（名）ため。　tamee？araN・ために
　ならないQ結果が悪くなる。ca（lei　suba
　nacee，　tamee？araN．嫡子をさし：おいて
　は，ためにならない。，
tami①（名）ふた目。～tOO　’NNdaraN．ふ
　た目とは見られない。
ta1皿払juN⑪（他＝raN，；糠）たおめる。た
　める。曲げる。，juda～．枝をたわめる。
tami＝jUNco（他＝raN，　’＝ti）溜める。たく
　わえる。ziN～．銭を溜める。
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tamisi⑨（名）eためすこと。　i試み。　c翻u－
　gu七〇Qga～（～si’NNdee．どんなか試し
　てみろよ。◎前例。ためし。mm瓢？umi－
　ba？irun圭？al’awal’iru～．〔物思めぼ色
　にあらはれるためし（忠臣身替）］ものを
　思うと顔色に現われてしまうものだ。㊧限、
　度。ほど。回り。caQsa　maasatiN～nu
　？aN　doO・いくらおいしくても，限度があ
　るぞ。
tallli＝sjUN⑨（他＝saN，＝ci）ためす。試み
　る。talnisi　sjUNともい5。
famoosi⑪＊（名）玉城。（（±Lk））参照。
tamuei⑨（名）保つこと。長く続いてもつ
　こと。
tamuntell！◎（es　＝1〈aN，　＝el）保つ。長持ち
　する。もつ。tamulscasaN．長持ちさせな
　い。子供がおもちゃをすぐこわしてしま5
　場合など。
ta魏夏U1唾⑲（名）たきもの。たきぎ。まき。
tamuwt”jaa⑪（名）たきぎ取りを業とする
　者。
tamUN　？uja‘ftO（名）たきぎ売りを業とする
　者。
t．Riiiutu　Q）（名）たもと。明治以後，　男tう§断
　附してからの衣服はたもとがあったが，そ
　れまでは単なる広袖であった。
tamutuSu（li⑪（名）たもとのある袖。　hu－
　kurusudiともい5。
tana①（名）棚。～kaCUN。翻をつくる。
tanabaraa⑨（名）棚原（tanabaru）の者。
　卑称。
ta照もaru⑰（名）棚原。《地》参照。
tanabata①（名）たなばた。7月7H。行
　事の名。墓参・墓地の掃除などをして，盆
　祭りに備える祭りを行なう。星祭りは行な
　わなかった。
tanabi＝cuN①（自＝1〈aN，＝e圭）（油などが）
　水面に広がる。？aNdanu　mi4inakai～・
　油が水に浮いて広がる。
tanagaaimuN⑨（名）変わり種。蜜た，親
　に似ない者。不欝の子。種変わり者の意。
tanagaa＝juN⑨（自畷aN，＝七i）変種が生ず
　る。在来の種類とは違ったものとなる。ま
　た，親に似なくなる。．
tanagee⑨（名）月【えび。淡水にすむ小え
　び。
taxxaka⑪（名）間。中払。？anu’jaatu
　kunu’jaatunu～．あの家とこの家の闘。
　saNzit鴛，juzitunu～．　3略…と4時との
　間
餓na瞳a①（名）ふたなのか。死後聾日馨に
　行なう法事。
tanal．i⑪（名）・eていさい。ありさま。身の
　こなし。風采。また，ぐあい。つこう。便
　利D，iitanari．（着こなしなどがいいこと。
　着物などがよくうつること。）～nu，jut亀一
　sjaN（，waQsaN）．つこうがいい（悪い）。便
　利がいい（悪い）。◎（接尾）eiNciidanavi
　（着こなし），munu？iitanεしri（ものの喬
　いぶり）など。
tanas董⑪（名）女の夏の礼服。晴れ着6七UN－
　bjaN（中国から輸入される布），または上
　等の藍蕉布で作る。多くはbiNgataある
　いは？akaUU（いずれもその項参照）であ
　る。貴族のtanasiは，Ncanasi（御タナ
　シの意）という。
給n3siwatガz鱈⑪（名）tanasiとwataziN。
　夏冬の礼駁。
ta磁⑪（名）〔文〕谷。　tani（陰茎）と同音
　語なのでほとんど使われない。
tani⑥（名）陰茎。男根。　SQO，9｝lugUuなど
　ともいう。ヂ種」に対’応ずる。
tanihjaa⑨（名）　どいつ。　どやつ。　taniを
　忌んでtanuhjaaともいう。
taniN①（名）他人。　eoodeeja～nu　hazi－
　mai．兄弟は他入のはじまり。
tani？urusiew（名）種おろし。種まき。tani
　を忌んでsani？uyusiともいう。
tanuhjaa⑨（名）どいつ。どやつ。tanihjaa
　ともいう。
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tanuka＝sjuN＠（他＝saN，＝ci）誘惑する。
　そそのかす。tanUlgasarijuN・誘惑され
　る。そそのかされる。たぶらかされる。
tanumi⑪（名）頼み。依頼。
tanu＝nUN⑰（他＝maN，＝di）頼む。依頼す
　る。tarumuNともいう。
tanusimi⑪（名）楽しみ。
捻nus郵nuN⑪（自；maN，＝di）楽しむ。
taN⑪（名）疾。ことに肺病やみの出す疾。
　疾は多くはkasaguiという。～nu　sa－
　wai．肺病。　tanUNkai？沁COO聾。肺病に
　かかっている。肺病はtaNjaNmeeとも
　いう。
taN⑨（名）θ反。衣服一州分の布の長さ
　（鯨2丈8尺）。鯨尺の輪入される前は，両
　手を広げた尋（1尋4尺の計算）で計った。
　◎（接尾）nitaiV（二二反）など。
taN①（名）炭。一碧。
膿Nh　fn　kit⑳（名）炭箱。
taNbii①（名）炭火。
taNea①（名）谷町。《地》参照。
taNcaa①（名）短気考。
taNc量①（名）短気。ルh鍵adacija　l〈iganu
　mU七U．短気腹立ちはけがのもと（諺）。
taNeirasi⑪（名）疾切り。疾をなくする蘂。
　疾切らしの意。こんぶ。飴などがよいとさ
　れる。
一taNda（接尾）たぶら。肉の太っている部
　分を意解する接尾辞。gibitaNda（しりベ
　た），kweetaNda？UCUN．（まるまると太っ
　ている）など。
taNGaara①（名）炭俵。
taNdi⑨（副・名）どうか。どうぞ。たって。
　懇願・哀願する時に用いる。多く女が言う
　語。～？unasakini，juruci　taboor圭．どう
　かお情けで許して下さい。～tootu，，waa・
　蔓kWanU　nUCi　t聯ikiti　kWimisjoOri．ど
　5かど5かわが子の命を助けて下さい。
　～ltU　nigee．たっての願い。
taNdltaNdii⑪（副）どうかどうか6どうぞ
　どうぞ。哀願するさま。～QsiN　taNkee－
　tiN’NNdaNtaN．お願いだからと頼んで
　もふり向いても見なかった。
tal　gana①（名）誰か。　taaganaと同じ：。
　～？ikani。誰か行かないか。
田Nga1搬maNcuu①（名）誰だか。誰かさ
　ん。霞の前にいる子供をあてこすって言う
　時などに使5。～ga　gaNmari　sjUN．誰
　かさんがいたずらする。’
taNjaeaa⑨（名）炭焼き6炭を焼く考。
taNjama⑨（名）谷出。鹿児謝累の地名。
taNjaNlnee⑪（名）胸茜。　taNnu　sawai．
　ともいう。肺病になっていることはtanu－
　Nkai？iQCOON．という。
tal　kaaev（名）as一一年：の誕生瞬。その祝い
　の日は競の上にいろいろな物を澱き，自由
　に取りたい物を取らせる。はじめに敢る
　物，次に取る物をもって，性格を予測し将
　来を祝福する。はじめに書物を取れば学者
　になるとか，金を取れば金持ちになると
　か，仏飯（？ubul〈u）を取れば食の果報が
　あるとか言って，皆醤ぶ。
taNkaa①（名）翼向かい。正面。
ta．Nkaa（｛ae量⑨（名）若夫婦の世帯。次男三
　男が分家して夫婦で一一家を営む揚合をい
　う。子供ができても小さい間はtaNkaa－
　daciだが，子供が一入前になればそうは
　いわない。また老夫婦の二人暮らしにもい
　わない。
taNkaageei＠（名）等価の物品の交換。双
　方の贔物を等価と見て交換すること。もし
　贔物に差違があれば，劣る方の晶に何か足
　して等価にして交換する。その足すことを
　？wii？UCIINといも。
taNkaaii⑨（名）相対して坐ること。さし向
　かい。－ii＜，ijUN。
taNkaamaN’kaa①（副）相対するさま。向
　かい合うさまQtt
ta翼ka頴癒S量⑨（名）一一つ違いの子を産むこ
　と。年子を産むこと。tiig三misiと岡じ。
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taNkaanaa⑨（名）対等。相方が対’等である
　こと。一騎打ちとか，岡人数のけんか，一
　対一の品物の交換など。
，ta“’ki・ju“T⑨（他＝raN，”ti）θ病気の体を
　大事にする。体に用心する．　taNkixi’joO・
　お大事に。（御入へ欝う）◎加減を調節す
　る。雫加減する。手ごろにしておく。議論
　などをひかえ昌にする。
’taNmeean（名）士族の祖父。また，士族の
　老翁。おじいさん。平民の祖父は？usju－
　meeという。
taNmii（1）（名）短命。　coomii（長命）の対。
・taNmjatu（①　　（名）　田港。　　taNna七1ユ，　taNna
　ともい5。（（地））参照。
・捻Nna⑨（名）手綱（たづな）。
・taNnatu（D　（名）　潤港。　taNmjatu　ともい
　う。　〈（地》参照。
’taNni＝juN⑨（他＝xaN，＝ti）尋ねる。　ta多i－
　nijUNともL・うo
taNnumuN①（名）どいつ。何者。taaの卑
　語。～ga．どいつだ。
taNsi⑪（名）たんす。臼本風のたんすは
　coodaNsi（京だんす）という。
taMii⑪（名）〔新？〕探偵。　sinubi［文〕と
　問じ。
taNtu韮⑪（名）苗代に籾種をまくこと。ま
　た，その儀式。
’taQeaNtaQcaN⑨（感）たっちたつち。立った
　立った。幼児が立ったことをほめはやす
　語。　もaQcaN　は　「立った」。
taQci？adaa＝sju”N①（他＝saNs＝ei）どなり
　つける。taQeiは強意。？adaasjUNはど
　なる。
二taQgikaimuQ7　gikai　＠（副）taQkwaimu－
　Qkwaiと同じ。やや上弱な語。
・t琴匹Q｛｝ika＝＝」蔓1「N⑨　　（自　　＝raN，　　＝＝七i）　　く　つつ　く　。
　捻QkwajUNと岡じで，少し品のいい語。
・taQgikihwiQigiki⑭幅1）何度もくっつける
　さま。
一，，taQgikimuQ”gikiew　（M’lj）　taQgikihwiQgiki
　と同じ。
taQCUU⑥（名）とがって立っているもの。
　橋の欄干の柱など。人についてもいう。梵
　語の塔頭から来た語か。？iitaQCUU．傍江
　島の丘にあるとがった岩。
taQkwaa＝sjuN＠（他＝saN，＝ci）くっつけ
　る。ひっつける。密着させる。
t劉Qk、vaimUQnk、vai⑪　　（副）　　く　 つつき合　 う　さ
　ま。餅などがくっつき合5さま。また，男
　女雛・親子間についてもい5。
taQkwa＝juN⑪（自＝aN，＝raN，＝ti）e（餅
　などが）くっつく。ひっつく。密着する。
粘着する。◎（子供が母親に）くっつぐ。ま
　た，（男女が）いちゃつく。
taQkwii①（名）血統。血筋。～nu，趣ta－
　sjaN．血統がいい。　suguridaQkWiiは秀
　才の血統。
taQkwi＝juN①（自冨raN，；ti）ただれる。
　腫れもので皮藤がくずれる。
taQsi①（名）達し。窟府から人民への，また
　上役から下役への通達。
taQsja①（名）e達者。健康。◎達者。上
　手。
taQta①（副）eたびたび。～kuu’joo．た
　びたび来い。◎次第に。～masi　najUN・
　だんだんよくなる。
taqtiiN①（名）盛大。～na　gusjuuzL　盛
　大なお祝い。
taQtu＝buN④（他　＝baN，＝d1）尊ぶ。
taQtuihwiQtui①（副）胸カミどきどきして落
　ち着か いさま。そわそわ。～sjUN．
taraa”juN①＊（自＝N，＝1’aN，＝鍍i）満ち
　足りる。不足がない。
ram ⑨（名）多良間酷。宮古群島の島の
　名。
tava＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）垂らす。垂れ
　下がるようにさせる。また，したたり落と
　ず。？繭ru～．女が礼装する時，髪をう
　しろへ垂らすように結う。’judai～．よだ
　れを垂らす。
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taratara（：D（副）たらたら。，judai～．よだ
　れたらたら。？aNdaguci～sjUN・賛言
　をたらたら雪う。
tavee＝jUN①（他＝raN，”ti）足す。補う。
　不足分を加える。
tari①（感・助）もし。　taiと同様にtaiよ
　りさらに翼上に女が用いる敬語。男はsari
　という。
tari＝jttN⑪（自；raN，＝ti）i垂れる。
tari＝juN⑲　（綴三；raN，＝ti）（酒。醤油など
　を）醸造する。
’tari＝juN①（自寵raN，＝ti）足りる。
tar皿⑪（名）樽。　saataadaru（黒砂糖をつ
　める樽）など。
taru①（名）［文〕誰。～ju？uramituti
　naeuga　hainaeiduri　？awaN　glrinasaja
　’wamiN　tuniuni・［誰よ恨めとて　鳴き
　ゆが浜千鳥　会わぬつれなさや　我脅も共
　にコ誰を恨んで鳴くか浜千鳥よ，死んだ子
　に会えない悲しさは，わたしもいっしょ
　だ。
ta臓gaa⑨（名）（砂糖用の）あき樽。一g．　aa
　〈kaa（皮）。　　　　　・
tartlgajoo⑪（名）彬橘類（kunibu）の一
　種。
tarugaki二juN①（飽＝1r’aN，；七i）当てにす
　る。頼みにする。，wakasa　tayugakiti
　’judaNduN　siyuna，　？Nminu　hwaja
　hananu　niui　siyaN．［若さたるがけて油
　断どもするな梅の葉や花の匂ひ知らぬ］
　若さを頼みにして油断などするな。梅の葉
　は花のにおいを知らない。　tarugakiru
　’jamani？ami　hurasjuN・たきぎを当て
　にしている山に爾を降らす。山のたきぎを
　当てにしていると雨で取れなくなる。しな
　いうちから当てにするな。（諺）
’taru＝nuN⑪（他：maN，＝di）t．ammuNと
　醐じ。
tasi①（名）足し。補い。代理。補欠。～
　？iri趣茸・代わりのものを入れる。
tasijaa？ubttN⑨（名）いため御飯。
tasi＝juN⑪（弛＝raN，”ti）（食：物を油で）
　いためる。
tasika⑪（名）確か。また，多分。きっと。
　～ni・確かに。～na・確かな。～ケjami．
　確かか。
tasikami＝juN⑨（他＝raN，”ti）確かめる。
tas量kasii⑪（連体）確かな。問違いない。
　～Qcu・確かな人物。
塒量ki⑨（名）助け。援助。救助。
tasiki＝juN（①（他＝raNs＝雛）助ける。
tasima①（名）催村。よその部落。　simaは
　部落の意。（）cunu　simaともいう。
tasimee＠（名）不足を補う分。足し前。ま
．た，不足の立て替え分。立て替え。また，
　賠償。弁償。～sjUN・不足分を補う。立、
　て替える。弁償する。
tasimee＝juNem（他＝raN，＝ti）不足分を補
　5。また，立て替える。入に代わって贔
　物・金銭などを払っておく。また，弁償
　する。
tasinami①（名）たしなみ。心掛け。
ta＝sjuN⑨（他＝saN，＝ci）裁つ。（布を）裁
　断ずる。taeai　nootai．裁ったり縫ったり。
tataasjaN⑪（形）分に過ぎる。身分不継応
　である。tataaSii　kutu・分に過ぎたこと。
t tac三N・cuN⑪（他、＝kaN，＝ci）たたき込
　む。
ta！a＝cuN＠（地＝kaN，；ci）たたく。
tataka＝jUN①（自＝aN，＝raN，”ti）戦5。
　戦闘する。勝負を争う。
tatakee①（名）戦い。合戦。？ikusaは戦
　争。
tatama＝．iuN①（霞・・raN，読i）滞る。食物
　が消化せずにとどこおる，溝がつまるなど
　の場合にいう。
tata ①（名）畳。biigudataN（備後表の畳）
　と，iidataN（琉球表の愚）とがある。
ta組Njaa⑨（名）畳膣。
tataNgeeku⑨（名）畳屋。
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tatari⑨（名）たたり。鬼神・もののけなど
　が災いをなすこと。
Eati⑨（名）縦。’juku（横）のPt。
tatigibu⑨（名）建坪。
tatlhuda⑪（名）立札。禁止事項などを書
　いて道ばたに立てる札。takahuda（高札）
　ともいう。
Sasijiiku⑪（名）たてよこ。
tati・　．1　uN⑨（他＝1’aN，＝む呈）e立てる。建て
　る。◎起こす。生じさせる。㊦嫁入りさせ
　る。とつがせる。⑲記入する。二面に金銭
　や人名などを記入する。
tatlkee2iviikee⑨（副）何度も茶・湯など
　を入れかえるさま。また，何度も飯などの
　お代わりをするさま。～sjUN．
tati？｛ikuri⑨（名）記入もれ。
tatN①（名）ふたとせ。工年
乾a搬藩uS量①（名）二丁おき。
tat・・i⑪（名）例。事例。？UNna　ta毛uee　ne－
　eyaN．そんな例はない。
tatui⑨　　（副）　　 た　と　 え。　　～　　？icirinu　miei
　，ja七iN．たとえ一里の道であっても◎～
　？aN，jarawaN・たとえそうであっても。
tatuibanasiem（名）　たとえ話。
tatu＝jUN⑥（他＝YεしN，＝ti）たとえる。　ta－
　tUl”ee．たとえば。
tatumitu①（名）二，三年。
taturu；euN①（自罐k3N，＝ei）e（心が）
　迷う。落ち着かない。◎（死者の霊が）迷
　う。先祖の祭りを怠ったため，あるいは，
　先祖の霊が子孫を心配して，迷5。
重a搬磁①（名）二通り。
taucii⑨（名）醐鶏。　tawaeiiと岡じ。
tawacii⑪（名）闘鶏。鶏の一種。しゃも。
　またその鶏を，財物をかけて戦わせるこ
　と。　taucii　と　もU、う。
tawahuri⑪（名）〔文〕たわむれ。日語では
　gaNmar三とい5。mi多i　hu＄jaja　na4il〈i，
　～du’jajuru．［水欲しややなづけたはふ
　れどやゆる（手水之縁）コ水が欲しいとい
　5のは口実であって，たわむれであろ5。
臓Z遍聡N①（自＝raN，”ti）たぎるQ煮え立
　つ。
ta？董n圭＝juN⑨（他＝raN，篇媛）七a塾玉m三3UN
　と同じ。
tazirasikeesaa⑪（名）．｛可度も煮返すこと。
　また，何度も暖め返した料理。
tazh・amsjuN¢　（agts　＝saN，　＝ci）　etazijuN
　（たぎる）の使役。㊤（食：物を）煮返して暖
　める。媛め返す。
t琴多u取遍ロ翼⑪（他可aN，”ti）尋ねる。　ta一
　多inijUN，　taA’nijUNともいう。　しかし，
　口語ではふつ5　七umeejuN　（求める），
　cieUN（閣く）などを用いる。
lee⑭（名）力。たえる力。はねかえす力。
　堪えの意か。七eezikara，　teecikaraともい
　う。～11U？aN．（たえる）力がある。～
　？iQti｝lwiCMIN．力をこめて引く。～sjUN．
　根にもつ。恨みをもち，欝抗する。～tUN
　MiitUN　1〈anaaN．　どうにもこうにもしよ
　うがない。いくら苦心し努力しても，いた
　しかた：がないQeimutUN～tUN　kanaaN。
　も向じ。～NtataraN．力の入れどころ
　th｛ない。　張り合、・カミない。　？anu　gU七〇〇ru
，warabitoo～N　eataraN．あんな子供と
　では張り合いがなく本気になれない。～N
　tεしtaN．煮えきらない。　はっきりしない。
　～Nta七aN　hwizi　sjutaN．煮えきらなU・
　返事をしていた。
tee⑨（名）たいまつ。竹・かや・きびがら
　の類をたばねて火をともし，照日用とした
　もの。松のそれにはtubusiという。
tee⑰（名）胎。胎児。～？ukljUN。胎を受
　ける。懐胎する。kwee七ee　sjUNと同じ。
一te’e（助）と丸い。綴り返して用いることが
　多い。？iCUN～？ikaK～Qsi？Qoeetiiee
　sjuna，ゴ00．行くだの・行かないだの言って
　けんかするなよ。，jaN～？araN～．そう
　であると言い，そうでないと書い。甲論乙
　駁。
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teebi量⑥（名）tee（たいまつ）の火。
teebjOO①（名）大病。璽病。
teebukuo（名）大太。大樹。？uhugiiと
　もい㌔
teebuN①（名）大分。たくさん。
teeg．i＝｛mN①（薗＝ka．XT，＝ei）燃え付く。つ
　けた火がよく燃えはじめる。
teeci”kara⑨（名）堪えるカ。また，大力。
　teezil〈araともいう。teeの項参照。
teegik9＝．iiil　co　（他動aN，＝ti）焚き付ける。
tee（laka6）（名）多量。たくさん。多額。
　～塒ooki七aN．たくさんもうけた。
tee（更疑ku⑨（名）胎毒。胎児の時に胎中で受
　けた毒。
teegee⑪（名）e大概。大てい。おおよそ。
　～siQeooN，大概知っている。◎大概の
　程度。相当。～du’jaru．大したことはな
　い。～3a？aN・摺当なものだ。まずまず
　だ。
teegeeiaNmiN⑪（名）概算。臼の子勘定。
teehaikazi「liai＠（副）声を隈りに。あらん
　限りの声で叫ぶさま。sim航iih∫aatiiと
　もいう。～？abijUN．声を限りに叫ぶ。
teeh滋蓋二3uN⑪（塵＝raNf＝ti）　褻薪〕　絶え
　果てる。
teehujaa⑪（名）tee（たいまつ）を振る者。
　綱引きの時には，火をつけたteeを大勢
　がふりかざし，暗夜も由昼のように瞬るく
　なる。
teehuu①（名）台風。大風。おとなの使：う
　語。？u規kaziともいうo
teekwa⑪（名）冗談。おどげ。こっけい。
teekwaa⑪（名）おどけ者。
teehwaku⑰（名）太由。由砂糖。
teejaku⑪（名）大役。重い役目。
tee＝juN⑨（自＝raN，：ti）e費える。欠乏
　する。とぼしくなる。消費されて滅ってい
　く。◎絶える。なくなる。滅びる。？atu
　　～．子孫が絶える。
teekikev（名）太鼓。
teekuku⑪（名）こ大園］中岡を大国として
　尊敬していう語。
艶ek・繊N①（名）大官。高位高官の人。
一te”emaN（助）ても。とて。…したところ
　で。？ieaN～cikaN・調ったって聞かない。
teeN①（名）織機の箴（おさ）の種類の名。
　経糸960本を通すもの。また，それで織っ
　た布。hu5ueiの項参照。
一te’eN（助）ても。とて。…したところで。
　一teemaNと同じ。？icaN～caa　sjuga．
　極ったところでどうなるか。
一teeN（接尾）だけ。きり。　Cuiもeex’鞭u
　Qkwa（ひとりきりでいる子。ひとりきり
　の子）など。
匙ee蝋a織⑪＊（名）炬港。本部半島の北岸に
　ある港の名。
teera⑪①（名）平良。《地》参照。
teera①（名）田井等。（（｝’LD）参照。
teertltt①（名）逗留。滞在。
総es曙乙亙菰ju醤①（他＝raN，＝ti）Gナんか・
　議論などで桐手に）食い下がる。
teesic蓋⑨　（名）　プく切。　プ（τ聾。　～ni　muQci
　？a（旗L大．切に持って歩け。1蹟鵬uci～ni
　Qsi　’jOO。体を大切にしろよ。お大事に。
　～na．大切な。
tee§joo⑪（名）大将。かしら。一群の長。
teesjuku⑨（名）大食。健啖。
tee＝sjuN⑨（他箒sεtN，＝c圭）el費やす。消
　費する。使って減らす。ziN～．金を費や
　す。◎絶やす。
teesoO①（名）難儀。困難。　tusi　tuti，？a－
　Qcu寧iN～。年をとって，歩くのも難儀。
teeteemunii⑰（名）t・eeteemumu？ii　と置1
　じ。
teeteemttnu？li⑪（名）雷カミもつれるよう
　な，ものの言い方。
teetii⑪（名）大てい。大概。一一とおり。あ
　らかた。～nu　kutoo’wakajU凡大てい
　のことはわかる。～，jutasjaN・あらかた
　いい。
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’leetutuumi①（副）せいぜV・。たかだか。
　～？uzoobaaN，jasa．せいぜU・御門番に
　しかなれないよ。
tee？utugee①（名）　：utあご（太った人な
　どの）。七eeはふたえの意か。
teewa①（他）おあがり。お食べ。老：女が冒
　下に「食べよ」という意をやや丁寧にいう
　語。命令形のこの形のみを用いる。普通の
　入はkamee（食べろ）という。
teewaka＝sjUN①伯＝saN，＝ci）（否定形は
　あまり用いない）聞き分けがない。もて余
　す。子供などが，わがまま・乱暴をして困ら
　せる。入の体を分かつ意。teewakacooru
　’warabi．もて余すような子供。
．teegee⑪（名）滞在。逗留。旅をして，ひと
　所に長くとどまること。
’leez量kara⑨（名）大力。
；te6zi「kara⑪（名）teecikaraと岡じ。
teNhUSU①（名）でぺそ。？weNbUSUと岡
　じ。
teNteN①（副）三味線の音のさま。
teNtuu⑨（名）≡1味線のノ1＼児語。
畷（接尾）手。グループ・隊などを数える
　飛躍辞。cu七i（一手），　ta七i（二手），？圭茎（u－
　tii（引手）など。
tibana＝S麺N⑨（勉＝saN，＝ci）手放す。持
　ち物を売却することなどをいう。
’liLee＝juN＠（自＝raN，＝七i）あばれる。乱
　暴守門を鋤く。ひどいいたずらをする。
tihicl⑨（名）料理名。普通？utibiciとい
　う。その項参照。
ti蟻ku⑨（名）農具の名。特製で，さつまい
　もの苗を植えるために穴を掘る揚合などに
　用いる。手鉾の転か。
tibUS三〇（名）腕力。腕っぷし。また，働き。
　手節の意。9kwanu～kanuN．子の鋤
　きに頼る。
tici①（名）敵。戦う相手。また，かたき。
藪g量①（名）鉄。
晦董jaQkwaN①（名）鉄びん。
t｛daN⑨（名）手段。てだて。方法。　cimu－
　nurusa　siei　’utl，　musika　taNcaga　・一v
　hwicikawaei，　？umiNg’wanu　？wiini
　？arasigwiRu　？araba，　nigati　’uvu　ku－
　tUN？“m疑鍼，∫aku七ataN。こ肝ぬるさし，
　ちをて　若か谷茶が　手段弓即ち　思子の
　上に　あらし声のあらば　願てをる事も
　思て役立たん（大川敵討）］のんびりして
　いてgもしも谷茶が手段を変えて，若君の
　上に万一一のことがあったら，願っているこ
　とも何の役にも立たない。～nu　neeraN．
　手だてがない。
t羅a§iki⑪（名）手助げ。加勢。他の仕事を
　助けること。
tidee⑪（名）饗応。人にごちそ5すること。
ticlee＝juN⑨（自…1’aN，＝t圭）饗応する。ご
　ちそうする。
t量d量k“N⑨（名）手登根。《地》参照。
琶igゴkai⑨（名）手掛かり。捜し出す，また
　は着手する端緒。
tigami⑨（名）手紙。むかしはhagaci（端
　書）といった。その項参照。
t量g3ueε⑨（名）手伝い。加勢。仕事の手助
　けをすること。
tig窺ra⑨（名）手柄。功労。
一ガgaroo（助）とか。とかいうQ　maaga－
　na～．どことカ㌔
tlgukm’uen（名）手心。手加滅。　’
tiguma⑨（名）手先が器用なこと。
tigumi⑨（名）手組み。夢野。手はず。準
　備。？acaga　hwini　naraba，？ikusa？U－
　SijUSiti，　？ueitLlj’ucrl　N　sjul－tl　？ue－idu
　’jataru．［あちやが日にならば　いくさ押
　需せて　討ちとゆる手組　しゅるうちどや
　たる（忠臣身替）］あずになったら軍勢が
　押し審せて打ち取る乎配をしているところ
　だった。もigumee　seemi．手配はしてある
　か。
ligusll⑨（名）てぐす。てぐす糸。てぐす蚕
　から取った糸。つり糸瓜。tigusuiともい
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tigusuiaD（名）tigUSUと同じ。
tigutu⑪（名）季立。歌が中断している間
　の，琴・三三味線の弾奏。
tihoo①（名）次の句で用いる。～？usina－
　jUN．途方にくれる。なすところを失う。
　tadeemanu　kutu　’jati，　・v　？usinajuN．
　突然のことで，どうしてよいかわからなく
　なる。
tihui⑪（名）手振り。踊りの手振り。？UN－
　nadaki　箆ubuもi　？usikuda呈　m呈践ba，
　「～UN茸a三籠ag圭gan重ga　　もihuizurasa．　［：憲納
　歯似て　押し下り見れば　恩納松金が　手
　振りぎょらさコ恩納岳に登って，はるか下
　を眺めると，松の枝振りの美しさはここで
　恩納松金が舞った時の手振りの美しさを思
　い出させる。
磁夏uN⑪（名）e手本。模範。◎見本。
ti蓋1w繊臓「、田胆⑨（名）危険なわざ。あぶな
　いふるまい。
tii⑪（感）ひい。一つ。声を出して数える時
　にのみいう。
tii⑪（名）e手。腕の付け綴から指先までの
　全体：。　また，苧首から先。その敬語は
　，Nci。～？usjaasjUN，季を会わせる。合
　掌する。～kamijuN．手を頭にのせる。
　頭をかかえこむ。悲しい時，心配な時，寝
　て手を額にのせて悩む時などのさまをい
　う。～kusjaa　maaci　sibajUN．後ろ手
　に縛る。～kara　hanasjUN・　イ．　手から
　放す。ロ・（大古なものを）手放す。売却
　する。（大事なものを）失5。～nu　tudu－
　kaN．手が届かない。及ばない。また，
　行き届かない。tvllu，wal－ijuN．．．ひび・あ
　かぎれなどができる。～neejUN．手を
　畠す。手を差し畠す。また。なぐる。～
　mlijuN．子供が成育して，働けるよ5に
　なる。手が生える意。◎取っ手a柄。㊤手
　腕。技。術。また，手段σ方法σ⑳庸手。
　拳法の術。～gika3UN．イ．唐乎を使う。
　また，庸手の技を演ずる。ロ・転じて，入
　が鋤いている時に何もしないでいる。冗談
　にいう。
tii⑪（名）樋。竹製が多い。
tli2abui⑱（名）手あぶり用の小さい火鉢。
　hwiiruuと同じ。
tii？ Ndaen（名）料理を特に念を入れて作る
　こと。手の油の意。～？NzasjUN．念入り
　に料理する。手の油を出す意。
tii？arasaN⑰（形）手荒い。しわざ，物の扱
　い方が荒っぽい。
tii2aree⑪（名）手洗い。9一一一を洗うための
　器。また，その水。
tiibeesaN⑪（形）㊦手早い。仕事が早い。
　◎短気で，すぐ手を出してなぐる。
tiibticukuvu⑪（名）∈）ふところ手。◎鋤か
　ずに侮もしないこと。
tiiburaavien（名）手不足。人手が足りない
　ことoburaariは不足o
tiibusuku⑪（名）手不足。人手が足りないこ
　と。tiiburaariともk・ら。
t量童gi⑪（名）e一一。一つ。一個。　sjuutee～
　najUN．所帯が合併して一つになる。　O似
　ていること。そっくり。岡じ。gira～．
　顔がそっくりで岡一人のようだ。
t肩書｛麟磁⑪（名）一つ一dつ拾うこと。また，
　一つ一一つ数えあげること。
磁¢電aei⑪（名）一つ何何と書くこと。箇条
　書き。
tiigi2irabi⑨（名）一つ一つ丁寧に選ぶこと。
　多くの申からいいものを選び出すこと。
tiig．ima¢aa⑨（名）つむじが一つの者。　taa－
　gimaeaaの項参照。
tiigiiiiisi⑪（名）年子を産むこと。　taNkaa－
　misiともいら。mlsiは見せることで，弟
　妹を兄姉に見せるの意。弟妹が生まれるこ
　とを？UQ．tu　misijUNという。年子はま
　れに　tusiNgwa　ともい5。　ニニつ違い　（三
　つ違い）の子を産むことは，taagimisi
　（mSigimisi）とし・う。
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ti曼¢im積N◎（名）同じ物。岡一物。また，
　すっかり同じもの。taaeuu’jal〈utu　giraa
　～’jas2。ふた子だから顔はすっかり岡じ
　だ。～nu　gutoosa．同一物のようだ。
磁C掘boOCU獄⑰（名）牽streを作る材料が少
　なく，hoecuu（料理入）が苦心すること。
　また，客が大勢で家族の食う物がないこと
　などをも賜う。tiieiriは切るものがなく
　て手を切るの意。
tligizaa⑪（名）一杯のお茶。次のことわざ
　で用いる。～5a　numaN　muN。お茶は一
　杯だけは歎まないもの。どんなに急ぎの時
　でもこ杯以上飲むべきだ。ゆつくt3落ち着
　いてせよとい51意味の：教訓。
tiicla⑪（名）太陽。お臼さま。礒輸。～nu
　？agatooN．瞬が上っている。
tgida2aml⑪（名）El照り雨。きつねの嫁入
　り。t鍍dabuiともいう。
tiidabul⑪（名）娠ida？anliと同じQ
t避aab鞭戯⑪（名）ひなたぼっこ。
tiidarusaN．　（／gi）（形）手がだるい。璽い物を長
　く持っている時とか手を長く上に上げてい
　る時とかなど。
tligoody（名）手でするいたずら。てこ・て
　んこう（本土諸方言）。tiinugaNmariと
　もい5。～¢童COOAT．いたずらばかりして
　いる。
tNgurumaO（名）手かせ。罪人の手にかけ
　るもの。またその刑罰。
粟践gusi⑨（名）手癖。物を盗む癖。
ti圭gロs轍i①（名）栄養剤となる食：物。たとえ
　ば？irabuu（えらぶ5なぎ），　tuisiNzi
　（鶏のスープ）など。
搬g繊us海N⑨（名）坐って手を後ろについ
　て，体を支えること。
tiihageosar’ew　（形）1まがゆい。　もどかし
　い。白分で季を出したくなる。
紐hw轍boo頭⑨（名）θ葬式の引導：僧。◎
　悪友。誘惑する者。
tiihwisja⑨（・名）乎足。手と足。
tiihwisjadoori⑪（名）てんてこまい。
tilkwisjamagibui◎（名）手足ま「ﾆい。
tii？ii’i⑨（名）θ畑の手入れ。◎物晶の修繕。
　㊤外科手術。
tiijoo⑪（名）手振り。手つき。おもしろく
　詣す時などの手まね。
tiijoohwisja「jOO⑨（名）手つき足つき。季
　振り足振り。
tiijurusjaa⑨（名）手を放すこと。綱渡り
　などで，何もつかまえないことQ，juru－
　sjaa〈’jurusjuN（放す）。
tiikarahana＝sjUN⑪（イ慰＝saN，＝ei）手放
　す。tiikara　hanasjUNともい5。
tiikwaahwisja”kwaa⑰（副）いちいち食：っ
　てかかるさま。入のすることを片はしから
　非難攻撃するさま。手を食おう足を食お5
　の意。～sjUN・
t董ima⑨（名）汀閲。（（地》参照。
tiin■aam繍a⑨（副）準備なく，うろたえる
　さま。～sjUN．
磁maa斑茎⑨（名）手具の意。なれない労働
　などで手にできるまめ。
tiimatllizi⑨（名）手先でする仕事で手順を
　問違えること（機織りなど）。
tiimanic量⑪（名）手招き。　tiimεしnuci，七ima－
　nuei　と9t＞い5。～sjUN．
tihmalluci⑨（名）tiimaniciと同じ。
tiimaQkwa⑨（名）手枕。自分の手を枕に
　寝ること。これに陣し，？udimakuraは
　弛人の腕を枕にすること，または他人に腕
　を耕二に貸すこと。
浦五油癬2i⑨（名）老人や病入などの足腰を
　手でもむこと。あんま。～sjUN．
tihlloO⑪（名）乎の無い考。手無し。一・mOO
　はその項参照。
giimookaa⑰（名）前項の卑称。
tiimookuu⑥（名）手の無い者。手無し。
　やや卑称。tiimuQl〈Goともいう。
tiimucamuca⑨（副）e手にねばり気のあ
　るものがついて，手がねばねばするさま。
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　◎仕事などののろいさま。もたもた。～
　SjUN．
tiimuQkooen（名）季の無い者。手の切れ
　て無くなった者。一muQkoOの項参照。
tiimutaaN＠（名）手でいたずらをするこ
　と。一mutaaNはその項参照。
tiinagasaNew（形）盗み癖がある。手が長い
　の意。盗み癖のある者はhwizaidiinagaa
　（左手の長い者）という。
t熱獄aree⑪（名）tinayeeと同じ。
嵌獄eeikwisjガnee隻⑪（副）けんかをいどむ
　さま。季を出したり足を出したり。～
　SjUN．
曲雌①（名）丁寧。～na　kutuba．丁寧な
　ことば。～ni　guyii　sjUN．丁寧におじぎ
　する。
tiiniisaN⑨（形）手がのろい。仕事がおそ
　㌔、o　rk圭isεしN　｝ま遅㌔、o
tilnu2aja⑨（名）手のひらにあるすじ。掌
　紋。
tiiBugaN…a・・i⑨（名）手でするいたずら。
　tiigooともい5。gaNmariはいたずら。
tii臓uku賊⑪（名）手首。
tiimu2ura⑪（名）手のひら。　tiinuwataと
　もいう。～hwaahwaa　sjUN．（子供が病
　気などで）手のひらが熱っぽい。
tiinuwata⑪（名）手のひら。
tiinuzaaem（名）∈）すも5の手の名。手を
　相手のわきの下から抜いて背の上に回し帯
　を取ること。◎水泳の技。抜き手のこと。
tiiN⑲（名）手斧の一種。柄の長さ50センチ
　ぐらい。刃が鍬のように，柄と交差する方
　向についているもの。
tiiNO（名）織機の箴（おさ）の種類の名。
　経糸800本を通すもの。また，それで織っ
　た布。huduciの項参照。
tiiNkee⑪（名）手向かい。反抗。
tiies’na⑪（名）綱引きの時，大きな綱にたく
　さんつける小さな綱。人が引きやすくした
　もの。手綱の意。g無ahwiciの項参照。
tiiNzari⑪（名）e手をよごすこと。◎やつ
　かいな事にかかわること。
匙韮ra⑪（名）照屋。《地》参照。
tiira・ni①（名）十匁。指輪・・ziihwaa（か
　んざし）・糸・真綿のように軽い物を謙る
　時に用いる。めったに使わない語。普通の
　物を計るには，ZILIUIIIUN】iniとい弓。
tiivu⑨（名）手かご。手にさげて持つかご。
　また，手のついたざる。sagidiiruは天井
　にさげるざる。
揖saa2aN⑪（名）菓子の名。月餅に似た菓
　子で，中国伝来のもの。餉に油や香料がは
　いっていて，特溺の風味がある。
tiisaazi⑪（名）手ぬぐい。　saaziは頭に巻
　く布。
tiisagu韮⑨（名）手探り。暗い所で物を捜す
　時などの動作。
tiisica⑪（名）手下の転。身分。官位。富
　などの程度が宙分より下の者。．’錘mee
　～1〈ara・嫁は自分の家より低いところか
’らもらえ。
tiisigU｛uen（名）手仕事。手先でする簡単
　な仕事。tiiwazaともいう。
tiisju⑪（名）e亭主。家の主人。◎宴会な
　どの主入役。
tiisu2aN⑪（名）tiisaa？aNと同じ。
tiitoo⑪（名）噺〕抵当。担保。　sici瓢ugi
　ともい5。
tiitoodaaciiau（名）手をこまねくこと。侮
　もしないで傍観すること。
tiituratura⑪（副）手に取れるほど近いさ
　ま。
蔽隻2ukuri⑨　（名）　手おくれ。　手当がおくれ
　ること。また，機会を失すること。
tii2UQeaki③（名）肩の後ろの，季を肩の
　上からまわして届く部分。そこにできる腫
　れものは特に悪性とされる。’
tii2useei⑨（名）軽く見ること。相手を見
　くびること。
tii？wii⑪（名）手腕が上であること。
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tiiwacareeew（名）手をわずらわすこと。
　齎倒な事に掛かりあうこと。
tiiwatasi⑨（名）手渡すこと。手から手に
　直接渡すこと。
tiiwaea⑪（名）手仕事。手先の仕事。
tii4a⑪（名）手首の痛むこと。
tii多ikaaN⑪（名）手づかみ。また，手づかみ
　で食うこと。
tiizikasa”’⑨（形）θ裏通りに面して，通り
　から手が届くくらいである。表通りで，物
　を盗られやすい。◎近藤である。
ti14ikee⑪（名）tigikeeと同じ。
tiiiikl＝juN①（他＝raN，＝ti）e手なずけ
　る。懐柔する。◎病入などを，よく撹話す
　る。
tiizikUiX’＠（名）にぎりこぶし。げんこつ。
　tikubusiともいう。
tiiglooki⑪（名）取っ手の付いたざる。　SOO－
　ki（ざる）はその項参照。
t皇jaga＝3uN①（自＝raN，”ti）晴れあがる。
　照りあがるの意。
一ti”jai（助）とか。　tigarooともいう。文語
　｝ま　tijari。
一ti「鰍≠窒堰i助）紋〕とか。口語はtijai。　ka－
　kuci？aN～・隠してあるとか。
tl＝juA’⑪（自　：raN，＝七i）照る。　tiidanu～．
　日が照る。
iikaci＠（名）灌太の名。車輪梅。てかちぎ。
　樹皮，ことに根の皮から茶多色の染料を取
　り，沖縄産の？akazumiiの原料とする。
tikaz量⑨（名）e手数。～kal〈ijUN．手数を
　かける。◎鷹手を演ずる際の変化する手の
　数。
tiku⑨＊（名）eてこ。◎かま・ほうちょ5な
　どの柄につけて刃を固定させるための金
　具。
tikubai＠（名）手配り。手配。手分けして
　各自の部署につくこと。
tikubusi①（名）手こぶしの意。げんこつ。
　tiizikUN　ともい5。
tikugu①（名）［文子］廃藩前の役名。　baN－
　zu旙所コの下役人。
timaas（名）e手間。仕事に費やす時間。
　◎手事賃。
timaclN⑨（名）手間賃。
tlmadaarian（名）手間ばかりかかるこ瓦，
　群類つぶし。手創損。
timahwimaan（名）費やす時間。手間どる
　時閲。
timakura⑰（名）［文コtiimaQkwaの文語。
timani⑨（名）手まね。
timanuci⑨（名）tiimanuei，　tiimaniciと
　同じ。
timatujaa⑥（名）日傭取り。日雇いの労働
　者。
timawasi⑪（名）㊦手蔑し。準備。～nu
　’jutasjaN．　手回しがいい。◎暮らしが楽
　になること。生活に余裕ができること。
　tarututiN　hwicui～nu？ikaba．〔誰と
　ても一人　手廻のいかば（花売之縁）］誰
　でもひとり生活にゆとりができたら。
timigusiku⑨（名）豊見城。（（地》参照。
tiinigi⑨（名）〔文〕［手水］恋入に水を手で
　すくって飲ませること。国頭の名護騰切許
　田村に手水物語の井戸がある。むかし薩摩
　の武士がこの井戸で水を汲んでいる娘に手
　水を飲ませてもらい，その娘を自由にした
　ことから，後世「手水之縁」という組踊り
　も脚毯されるに至ったとい弓。
tinami⑨（名）手董み。腕誘。
tinaree⑪（名）手習い。字のけいこ。　tiina－
　reeともV・う。
tinu2uei⑨（名）〔文〕e手の内にあるよう
　に，容易なこと。？umiNgwatu’waNja
　tageni　nihaeiguru，　mikataJ’ui　hukani
　tag’a　sijura　’jariba，　ticiju　damasjusi－
　ja～du，jajuru．　［思、子とわ身や　互に二二
　入興　味方より外に　誰が知ゆらやれば
　敵よだましゆすや　季の内どやゆる（忠臣
　身替）］若君とわたしとは共に十六歳で，
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　腺方よりほかには誰も知らないだろうか
　ら，敵をだますのはわけないことだ。◎家．
　来。
謹nU多a⑥（名）手芸。9tのわざ。ししゅうな
　どをいう。
tiN①（名）天。空。　sura（空）は文語。～
　girugaajuN．　i天につらなる。～もU　ziL
　天と地。天地。
tiNbagi①（名）天罰。
t量Nbee①＊（名）楯。
tiNcama⑪（名）いたずら。手のいたずら。
tiNcamaa⑨（名）いたずら小僧。
tiNci①（名）天気。空模様。？waagici（上
　っ気）とも㌔・う。
t蟄。董①（名）〔文〕天地。
t泳δa⑨（名）手のひら。たなごころ。～nu
　？UQpi・季のひらの広さだけ。狭いものの
　形容。猫のひたい。
t聾Nga①（名）天下。　　　　　　　　　　　，
t圭Ngaacuu⑪（名）天魏絨（びろうど）。
tiNgaara①（名）天の川。銀河。？ak1jo　tiN－
　garaja　simajul〈uni　natusa，　dikajo　ta－
　cimudura，jubinu　zibUN．［あけやう天
　川原や　島横になとさ　でかやう立戻ら
　よべの時分コあれ，天の川が島の横になつ
　てしまったよ。さあ帰ろう。ゆうべと同じ
　時間だ。
tiNganasi①（名）〔文］羅王の敬称。　sjui－
　tiiyganasi　と　もし、う。
tiNgee⑨（名）天蓋。葬送の棺の上にさしか
　けるもの。長いさおの先に灘の彫刻をした
　ものが付けてある。
t圭NgU⑪（名）天狗。山中にいる天狗の意で
　なく，自貸する者に紺するあだ名として使
　う。
t軸9、vhN⑪（名）天為。㈱力参照。
tiNgwaNgaa⑪（名）天門川。川の名。中頭
　郡にあり東海岸に注ぐ。
tiNma①（名）伝馬。はしけ。
tlNmii④（名）天命。身にそなわった運命。
ttNsJaaguu
dNmuN①（名）天文。天体の硯象。また，
　天体：の現象による占い。たとえば，hooci－
　busintt　？againee　1〈uninu　’jaku．　（CX　5
　き星があがれば国の厄）のようにいう。
tiNna⑪（名）天仁麗。　tiNnjaともいう。
　《鋤参照。
tiN盤as藍⑨＊（名）一一名代、（（地））参照。
tiNnja⑪（名）天仁屋。　tiNnaともいう。
　働》参照。
tiNnUQeu①（名）天入。天上に住み，加bi7
　z函（飛びぎぬの意。羽衣）を着た想像上
　の人6
t NP礎a⑪（名）てんぷら。　sisitiNpura（豚
　肉のてんぷら），？ijutiNpura（魚のてん
　ぷら）など。
liNsama①（名）次の旬で用いる～keeri－
　jUN・ひどく騒ぐ。わめき騒ぐ。疹痛の激
　しい臨子供が泣き騒ぐ時などにし）　5。
tiNsi①（名）〔文〕［天使］中国からの使者。
　冊封使のこと。
tiNsi①（名）〔文〕天子。
tiNsii①（名）天水。雨水。海岸地方で井戸
　水に塩分のある所では，軒の三水を溜めて
　飲料水に使う。お茶の水には井戸水より天
　水の：方がよいとして，わざわざ天水を溜め
　ておく好事家もある。
tiNsiigaami①（名）天水甕。天水を入れる
　かめ。口が狭く胴が広い。haNduugaami
　（普通の飲料水用のかめ）は反対に口が広
　い。
tiNgiikaN⑪＊（名）ところてん。てんぐさを
　煮てそのかすを去り，冷やして固めたも
　の。kuu嫉buutuともいう。
tiNsjaaguu⑥（名）ほうせん花。つまくれな
　い。女児がこの葉をもんで爪を染める。
　t・iNs3’agunu　hanaja　gimi7，acini　sumiti，
　？ujanu　’jusig’utu．ia　cimuni　sumiri．
　［てんしゃこの花や爪先に染めて親のよ
　せ醤や　肝に染めれ］つまくれないの花は
　爪に染めて，親の教訓は心に染めよ。
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tiNsuu④（名）［天数］天から一与えられた遷
　命。天命。～kami七i　？NmayitooixT．天運
　をいただいて生まれている　（王などにつ
　いていう）。
盛Nza獄as豊②（名）〔文3　tiNganasiと同
　じ。
tiNz量ku⑥①（名）こ文｝天竺。？ikana～nu
　？unitac2nu　？uzoN，　kuintt　maiei　’jariba
　？akidu　sjujuru．［いかな天竺の　鬼立の
　御門も　恋の道やれば　開きどしゅゆる
　（手水之縁）］たとえ天竺の鬼の立っている
　門でも恋のためなら開くものだ。
IiNzOO③（名）天井。
tiNzoogita⑪（名）桁。屋根の梁とうちちが
　いに渡す材太。
tioosaoO⑪（副）右往左往。うろたえて騒ぐ
　さま。～sjUN．
tiQkOO⑨（名）手の卑語。～mag童1”ayiiN
　doo．手をひん藏げてやるぞ。
亡霊Qpuu①（名）鉄砲。
tiQPiiusudil量⑨（名）筒袖。
醸ra①（名）寺。毒院。
tiraeagil＝jatN①（自＝raN，＝乞圭）照り輝く。
　tiracagati　mijusa　？umui　？aru　sinla－
　nu，　’juj’ui’u　tusl　mttdusu　hananu　ku－
　k盆zL［てらちやがて見ゆさ思ある篤の
　よよる年もどす　花の太蔭］照1）輝いて見
　えるぞ，愚いをかけている郭の，寄る年を
　押し返すよ5な花の太かげ（愛人）が、
tiramunumee④＊（名）寺参り。宮参りをも
　いう。参詣。参拝。
一・狽堰framuN（接尾）という慈の。ともあろう
　もの。，winagutiramUN　baNzuniもuma．
　jumi，　？isuzi　suzisuzi　’jadu　kakara．
　女ともあろうものが番漸に泊まることがあ
　るものか。急いで家に1着こうよ。
tiriwata＝ju’N⑨（6　’・　raN，＝ti）照り渡る。
一liirii（助）とい5。てふ。　kubama～si－
　maja　kwahuna　sima　’jariba，　？uhuda－
　kija　kusjaもi　sirahama　me　nac三．〔小
　浜てる島や　果報な島やれば　大嶽やこし
　やて　白浜前なち（八璽山罠謡）］小浜と
　いう島は恵まれた島なので，大嶽を背にし
　て，白浜を前にしている。
一ガsa（助）とさ。伝聞にもとつくことを人
　に｛Xえる時用いる。？ataN～。あったとさ。
　’utaN～・いたとさ。
一・狽堰fgi（助）ということ。というもの。　guiN－
　r－v　siraN　？ueiju－v　siraN　’wamija　ku－
　nu　s圭kenu　hwituja？al・aN．〔炉縁てす
　知らぬ　浮世てす知らぬ　わ身やこの世界
　の　人やあらぬ（銘三子）コ御縁というも
　のを知らない，浮世というものを知らない
　わたしは，この世界の人ではありません。
鵬板面gak“muK⑥（名）習字や読書。すな
　わち，学問。
ti§lraziew（名）汀志良次。（（地））参照。
tisoo⑪（名）手盛。季のひらの相。また，
　それを占うこと。
重瀬Ndi糠）（名）身の毛のよだつようないや
　な事。ぞっとするような事。
tiwaki⑥（名）手分け。何人かで仕事を分担
　すること。
tigikee＠（名）手つかえの意。仕事で手が
ふさがって都合が悪いこと。
tizima①（名）（∋着物の柄の名。かすりと縞
　のまぜ織り。◎tizimawataziNと同じ。
tizimawataziNan（名）tizinlaの’wataziN
　（冬の礼服）。女馬。
ti多uku量⑪　（名）手製。三手…作り。
tONtONmii＠（名）e水切り。石を水面に投
　げ，水面を切って飛ばせること。◎魚名。
　とびはぜ。海辺の地上をトン5ン飛んでい
　くのでい5。
too（O　e（感）さあ。それ。気会いを入れる
　声。また，あらたに思いを入れる時などに
　発す 声。さあ。さて。～？utee．さあ打
　て。～naa　caa　sjuga．さあ，どうしょ
　う。、～，joo　eaa　sjaga．さて，どうした
　んだろう。O（副）もういいという意。よ
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　し。～，jasa．よし。これでいい。　naa
　，jasaとも￥・う。tooi．も5いN・カ㌔カ、く
　れんぽの鬼の呼び声にもなる。naaiとも
　L・ら。「もうし・いよ」はtooru．
too⑪（名）9轡コe中心。沖縄では中主をい
　つも唐と呼んだ。中圏も，沖縄と交通する
　時には，宋・明・清の時代になっても唐と
　称したよ5である。～nu　Qeu．中国人。～一
　nu？azi．イ．譲の按i司。冊’封使のこと。
　ロ．馬鹿。間抜け。お人よし。◎遠方の国
　の意から転じて，あの徴。～翼kai？N2aN．
　死んだ。
too①（名）平坦。平ら。また土地の平らな
　唐。平地。
too？agireeem（名）中國の製晶は丈夫で，あ
　つらえ物のように上等であるの意。，jama－
　tusjoobee～．と対・旬にしていう．’janla－
　tusjoobeeは日本製品は粗製濫造の意。
toebaru①（名）平原。平野。ラwakasa　hwi一
　七utucinu　k段3uizin疑suvaja’jaminu
　sal〈uhwiraN　kurumatoobaru．〔若さ一
　時の　通路の空や　闇のさくひらも　くる
　またう原コ若い時恋人の所へ通5心は，闇
　の急坂も砂糖車を据えつげるような平原と
　岡じである。
toobaru㊥①（名）桃原。《鋤参照。
too蟻raa⑪（名）闘魚。亜熱帯産の小魚で，
　赤青の縞があり，，闘争を好む。
teobuN⑨（名）当分。相当の期間。しばら
　く。
toOCOO①（名）〔新3菓京。
toodii⑨（名）唐手。単にtiiともい5。
　　　　　　　　　　　　ノloogudee①（名）理代。当代。　sacigudee
　（昔）に対する。
toogumii⑪（名）南京米。外米。内地米は
　ziimee（地米）という。
toohjaa①（感）それっ。けんかの相手にい
　どみかかる時などに発する。
toohU⑪（名）豆腐。製法は臼本と異なり，
　かすは煮る葡に絞り玄って，その後に煮て
　苦汁を加えて固める。
toohUcaNpmuu⑨（名）料理名。豆腐の湘
　いため。
toohu2ir董ci⑨（名）料理名。湿り豆腐。toO－
　hucaNpuxuu　とも1，・う。　正確には，　too－
　hu？iriciは油が少ないものをいい，　too－
　hucaNpuxUuの方が上等で正式の名。
toohujoo⑨（名）豆腐を発酵させて作った
　もの。風流人が茶請けにする。
toohmmaami⑪（名）豆腐豆の意。大豆。
teohunaabi⑥（名）豆腐を作る鍋。特別に
　大きくぞ乍られる。
loohunabii⑨（名）植物名。　ほおずき。女
　の子が実をロに含んで鳴らす。
重00hU猛UgUU⑨（名）大豆を水に浸し，ひい
　て布でこした液。型付けなどの染魚の材料
　として用い，色をとめる作用をもつ。
toohunu．iuu⑨（名）豆乳。
toohunukaei⑥（名）豆腐のかす。おから。
　うのはな。
tooh nukag，i：～iriei⑨（名）おからを油でい
　ため，魚・肉・野菜などいろいろの材料を
　入れた料理。
too韮・u2ujaa⑪（名）豆腐売り。多く女が頭
　にのせて売り歩いた。
toohwi◎（名）当R。
toejaamaa⑪（名）さなぎ。蚕のさなぎ。
　tooja　maa’jaga～．麿はどこなの，さな
　ぎさん。（童謡）
tooja㎜a⑨（名）当由。（（地））参照。
toeja「matu⑪（名）toO（中国）と’jamatu
　（日塞）。
tookac⑩（名）eとかき。ますかき。穀類
　を枡で計る時，枡の縁と平らに掻きならす
　道具。竹で作り，一一端を斜に切ったもの。
　◎tookaci？uiweeと岡じ。～sjUN。米寿
　の祝いをする。また入直入歳になる。
tookaci？uiwee⑨（名）入十八の祝い。米寿
　の祝い。haeizuuhac量，，juninu？uiweeな
　どともいう。toOkaciを客にみやげとして
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　与え，大勢の客があやかりに行く。
tookaci？ujuweeem（名）七〇〇1〈aCi？UiWeeと
　岡じ。
tookunibu⑨（名）紺橘類の一種。唐九年
　母。
tooma⑪（名）当閻。《地））参照。
toomaami⑨（名）そら豆。
toomaQkwa⑪（名）枕の一一・A種。中国製の
　枇。末製で漆i塗り。
toom玉①（名）当銘。《地》参照。
too㎜i＝juN①（他＝1’aN，＝ti）ならす。平ら
　にする。
toomuN⑪（名）唐物。中払産の物。上等な
　ことを意昧する。
tooni⑨（名）豚の餌を入れる器。大きな材
　太に溝を掘ったもの。
toonik盆caa⑨（名）七〇〇11iを掻いてさらえ
　る器具。
toonuciN＠（名）もろこし。高梁（こうりmp
　ん）。唐きび。唐のきみ（黍）の意。と弓
　もろこし（9USUN七〇〇nuciN）とは男鳴
tOOII蘇ciNmllci⑨（名）と5きびの粉で作っ
　た餅。色は褐色。
toonukueaa⑪＊（名）わけのわからぬ発音
　をする者（幼児など）。聴記する幼児。
toonttkガe量⑥（名）θ中麟語。◎転じて，子
　供などの，わけのわからぬ発音。八卦。
toon皿kura①（名）当蔵。《地））参照。
toONsuew（名）中岡渡来の布で作った着物。
　，Nsuは御衣（みそ）。
tOOQsa①（感）それっ。　toohjaaと1司じ。
toovijaihwaa＠＊　（th’il）　toori’rajaihwaa　t
　岡じ。
mO蠣＝juNQ）（自＝raN，：ti）e佳彗れる。　C＞｛到
　産する。滅亡する。
tooriku”rubi⑨（副）倒最一したりころんだり。
　道の悪い所を行くさまなど。～，wal’ajUN．
　笑いころげる。
toorirajaihwaa（o（副）　まさに佳畦れようと
　するさま。toorijaihwaaともいう。
toeru⑪（感）elかくれんぼの時の隠れた者
　の呼び声。もういいよ。◎幼児に「いない
　いない，ぱあjをする時の，「いないいない」
　にi当たる藷。ばあは，waa。
tooruwaia⑨（名）幼児とする遊戯の名。い
　ないいない，ばあ。
tooミee⑥（名）遊戯の名。倒し合い。　i両軍に
　分かれ，：互いに敵を倒し合う。組み敷いて
　上になっている者の多い方が勝ち。
too藪N⑨（名）唐船。可融から来る船。
teosiNbai⑥（名）おたふくかぜ。耳下腺炎。
　弛家の火吹き竹を盗んで来て，それで粥を
　煮て食べると藏るとい5迷信がある。盗ま
　れた所で，怒って顔をふくらますので，病
　気がそこへ移転するというわけ。
拠OS300gaa⑨（名）腰変太。間抜げ。わげ
　のわからぬやつ。
toO罵sj慧N⑪（他・・saN，＝ci）倒す。
tootabi⑨（名）中1藏への旅。
tootoO⑨（感）注意を5ながす時。制止する
　時などに発する語。さあさあ。それぞれ。
　～？anee　sju捻a．よせよせ，そんなこと
　はするな。
tooteo⑪e（名）お月様。月の／1、児語。　toO一
　七〇〇meeともいう。◎（副）手を合わせ『tOO－
　tu　tOutuと祈るさま。
tooSooganasiimee⑥（名）お月様。？aQto・一
　〇lnee　（按司の妻），　teo’toogwaa（按司
　の娘）などのtOOも七〇〇toO（月）と開係あ
　る形と思われる。
t・硫・。9waa⑥（名）お姫様。お嬢様。？umee
　（？u面Nの主人。昔の語序）め娘の敬称。
　按覇の子のうち，男の子については，長男
　だけを？umeegwaaというが，女の子は
　すべてtootoogwaaとい5。
toetoomee⑨（名）∈）お月様i。月のノ1、児i語。
　◎複先の位牌。尊いお方の意。
tOOSu①（感・副）どうぞ。どうか。哀願す
　る時にいう語。多く女がい5。また，神に
　祈る時にも発する。～？aNsi　kW圭ri・　ど
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　らかそ5し，てくれ。
一ttl（助）と。七aruu～zirUU～．太郎と次
　郎と。？iN～majaanu，UN・犬と猫がい
　る。，3aQcii～mazuN？ieUN・兄と一緒に
　行く。nuu～N　kiraN・何ともかち合わな
　い。tamitoo’1　NdaraN．、ふた冒とは見ら
　れない。
膿一（接頭）十。とお。tuhwani（十羽），
　tukeeN（十回），　tuka（一卜日）など。
一繊（接尾）年。cutLl（一直），　ta乞u（二年），
　miセu（三年），’jutu（鴎三），　mutu（六
　年），三ζukunuとuguzuu（瞬十九歳），㎜u－
　mutu（百隼，孫蔵）など。
一tu（接尾）斗。一石の十分の一。？iQtu（一
　斗），蹟tu（＝二斗）など。
tubeetEibee①（副）とびとびに。あちこち。
　～hananu　mujoonu？aN．（藩物など
　の）あちこちに花の模｛羨がある。
搬赫黙eaa⑨（名）するめいか。
加もlra①（名）とべらの太。海辮地方に自
　生し，黄白色の花をもつ。海嗣花科の常緑
　虚弱。
tubitui①（名）飛ぶ鳥。鶏（単にtuiという
　ことが多い）などと区擁して飛ぶ鳥を呼ん
　だもの。　　・
tubiziA’①（名）天人の羽衣。「飛びぎぬ」に
　離応ずる。
tubu＝juNew　（自＝raN，＝ti）　ともる。　とぼ
　る。？ukoollu～．線雷がともる。
tu＝huN①（自　ユba蕪，　＝ti）飛ぶ。つばさで
　飛ぶ。また，風に吹かれて飛ぶ。はねてと
　ぶ意で1はtLmUZUNを多く用いる。撫ba－
　sjUN．飛ばす。飛ばせる。taka　tubasjUN．
　鷹にひもをつけて飛ばせて遊ぶ。
tubusi⑨（名）とぼし。謄の多いよく燃え
　る松材を劉って，たきつけ用または照明用
　としたもの。
撫b猛u①（名）飛び魚（とびうお）。
tuci⑥（名）㊦時。時刻。また，時間。時
　期。時亥濃ま二本土と岡じく十＝二支や1〈ul〈u一
　’　ludeecuN　nugi（九つ）…’jugi（四つ）式を用いた。
　～七ujUN・イ。鶏が，ときを作る。　P．
　占って日時をきめる。◎七ucituiと同じ：。
tuciduc量⑪（名）日寺時。おりおり。
tUC最⑨（名）時計。なお，首翌城には砂時
　訂式のものと日時計式のものとがあった8
tuc壼鶏ukw董i⑨（名）〔：文〕ときの声。，jaa
　saeiidanu　hjaa，　tieinu　sirumutuni　？u－
　si3’xlsiti　？a’munlLl，　hasiju3’ai　？jsuzi　tu一一
　einukwiju？agiri・［やあ轟碕：枝のひや　敵
　の城元に　押寄せてあもの　走寄やり急ぎ
　閥の声よあげれ（忠臣身替）］これ綺枝の
　比屋，敵の城下に押し寄せているのだか
　ら，急いで走り寮ってときの声をあげよ。
tueimt？uhujakutz⑨（名）〔古3　［時の大
　屋子］昔の役職名。H時の普凶を占5役の
　考。無学iな平民がこの職にあった。
tucigiri⑨（名）e時闘がおそいこと。時期
　を失していること。◎夜ふけ。深夜。
tllcillli⑪（名）時の吉凶を占5こと。また，
　日時を占って決めること。
tueieuihwiiduien（名）tucituihwiituiと
　i司じ。
tttcittt；hwiiini⑪（名）時刻や日どりを選ぶ
　こと。
tuci？ura⑪（名）〔文3時につWての占い。
　普通はtuciまたは七ucituiなどという。
　？umaN　naka　’jageiga　一vju　siriba，　？iT
　giN　katawarinu　gicija？araN．［励まぬ
　仲やすが　良うらよすれば　いつも片われ
　の月やあらぬ］いまは思いのかなわぬ仲
　であるが，占って見るといつまでも片思い
　ばかりではない。
tudana①（名）　戸湖。持ち蓮びのできるも
　のをL・う。作り付けのものはsigikigwii
　という。　　　　　㍉
tudee．meiiN①（自；kaN，＝ci）（人．通り・風・
　音信などが）とだえる。Qk：wakara　tiga－
　MilluもudeecoON．子から用紙がとだえて
　いる。　　　　　　　’｛｛，
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tudee；ju“T①（自＝raN，＝ti）〔新？〕tudee－
　CUNと同じ。
tudi・jiiN⑪　（他＝raN，”ti）e綴じる。
　ceomiN～。緩面をとじる。◎縛る。
　ぬusudu　kagimiti七uditeeN．どろぼうを
　捕えて縛ってある。
tu（lu＝eUN⑨（自＝kaN，＝ei）（品物などが）
　届く。r手がとどく」などはtiinu？icajUN
　などとい5。，waaga？U！〈utasee　tudu－
　coomi．わたしが送ったものは窟いたか。
tuduki⑪（名）届け。役所などへの厨げ。
　また，役所などへ届け出ること。
tuduki＝juN⑪（他＝raN，毒）e（晶物な
　どを）屈ける。◎（官庁などへ）届ける。
　届け出る。㊨（罪人などを引受人に）弓倖
　渡す。
ltidu，kuui①（名）∈）（荷物，仕事の進行な
　どが）滞ること。滞り。◎（食物が）消化
　せずに胃などにたまること。
tuduku　1＝juN④（自＝raN，＝ti）θ（荷物，
　仕事の進行などが）滞る。◎（食物が）消’
　化せずに胃などにたまる。
tud猛撚a擁uN①（自　＝raN，＃ti）［文・萩〕
　とどまる。
繊ee讐三ka「mee⑥（名）とっくみあい。つか
　みあい。ふざけあい。
tucehwi”reean（名）交際。つきあい。　tuee
　〈tuiee（交際）。　hwireeも交際。
luga⑨（名）とが。とがむべき生なL・。罪
　となる行為。また，罪。罰。～kwaasjUN．
　（とがを食：らわせる）勘当する。罰として
　放逐する。　　　　．s，．
tuga叢⑪（名）とがった先。尖端。
凱ga撫wヂ9滋⑨（名）でこぼこ。
加ga量量⑨（名）やせて日のとがった者。　tu－
　gajaaとも、・う。
tu幽」撮⑥（名）捻gaiiの卑称。
tuga＝jUN⑨（自＝raN，＝ti）とがる。物の先
　端が鋭く細くなる。kuci　ty。口がとがる。
　怒った時，不平がある時などのさま。tu一
　garasjuN．　とがらせ’る。
tugami⑪（名）非難。叱責。とがめの意。
tugami＝．iuN⑪（他＝raN，＝ti）とがめるe
　非難する。叱責する。　　　　　　　‘
臓ganlN⑨（名）罪入。とがにん。
臓8縫ci⑨（名）θ港。　O川の下流にある渡
　し場。
撫蓼uc嚢⑪（名）渡口。　＜＜地））．参照。
搬謬 c量①（名）渡具知。雌》参照。
tugl・ci①（名）渡久地。＜＜　±＆　））参照。
撫g搬U⑨（名）灰汁。灰を水に浸してとつ
　た黄色のうわずみ液。芭蕉布などの洗濯に
　用いる。「～akuともいう。
tugurtitlN⑥（名）食：品名。ところてん。
tuliwasina⑨（名）渡橋名。ゆ翻参照。
tu｝lwee①（副）ぺっ。唾をはく音。
tu薮weemika＝sjuN①（薗＝saN，＝ci）唾を
　ぺっとはく。
撫壼①　（名）㊦鳥。　◎鶏。　～夏u？uもajUN．
　鶏がときを作って鳴く。～1rOoraa　ka雰
　koori，？iju　kooraa　sii　keori．鶏を買う
　なら数を（大きい鶏より，うまい若鶏を数
　多く）買え，魚を買うなら大きいのを買
　え。siiは背丈の意か。
tui①（名）酉（とり）。十二支の第十位。
　時間は午後6時。方角は西。
tui？agi”ka＝juN⑨（他＝aN，＝1・aN，＝七i）取り
　扱う。
tui？ag三、kee⑥　（名）　取り扱㌔・。
tui？a4ikee⑪（名）やっかいな頂かりもの。
　他入の子供など。また，うっかり受け取る
　と，迷惑でも以後長く預からなければなら
　ないようなもの。また，いったん取ったら，
　ずっと預からなければならないとする取り
　きめ。子供岡志が，他にさわらせたくない
　物について，うっかり取るとあとで困るよ
　5に，そ5取り決めることがある。
tulbiisjahttNaee⑨（名）取り放題。取りた
　いだけ富由に取ること。
tuieamee＝ju”N⑪（弛＝raN，＝ti）取り集
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tuisigalg，　igai
　める。拾い集める。一camee3UN〈kamee－
　jUN．
tuiciga＝ju■iN⑨（他＝aN，＝七i）（物を）間違
　って取る。また，取り違える。誤解する。
tuigikanajaa⑪（名）養鶏業者。
tuigiki　・ju’N⑰　（他＝raN，＝ti）盛んに取
　る。一生けんめいに取る。
tuick．aka＝sju”N（弛；．aN，＝ci）取り散ら
　かす。乱雑にする。
tuich．a＝　s．iu”N⑪（他＝sa篤；ci）取り散ら
　す。乱雑にする。
搬呈ciwガm蓋⑲（名）取り決め。決定。
セU輯Z⑬（名）取り次ぎ。また，取り次ぐ役
　の者。
tll｛gi＝：｛銀N⑨　（他＝gaN，＝zi）　取り次ぐ。
tu量dukur議⑪（名）とりえ。長所。　nuu～一
　NneeN。何のとりえもないQ
tuiee①（名）交際。つきあい。　tueehwiree
　ともいう。
t麟9waa⑥（名）小鳥。ノ」・さい鳥。
tuihakava＝ju’NO　（4Ui　＝aN，　＝raN，　一一t・i）
　tuihwakarajUNと同じ。
tuiltaN＝sju’Nmp（他＝saN，＝ci）e取り落と
　す。誤って手から落とす。◎失禁する。
tu董h腿k騒gida＝cuN①（自　＝taN，＝Qci）鳥
　肌が立つ。総毛：立つ。
tu童hwakara二ju「N⑨　（他　蝶aN，　＝raN，　＝ちi）
　取り計ら5。計画し，処理する。
tu董kw量■vee⑥（名）交際。つきあい。執五ee，
　hwireeと岡じ。
tuihwi”rttu⑥（名）訴訟。　hwiruuと同じ。
tuijaN＝zu”N⑪（他＝daN，”ti）　しくじる。
　失敗する。病気の治療を誤るとか，人を評
　価しそこなうなどの揚合にい弓。
tu勲猛si嚇u、獅①（他＝raN，＝ti）取り寄せる。
tuika＝nuN⑪（イ也寵山鼠N，＝d呈）食5。むさ
　ぼり食う。
tuikee①（名）（敬語は？utuikee）（≡）取りか
　わし。贈答。物品・結納・杯などの取りか
　わし。◎交際。つきあい。？amatoo？wee一
　1｛anu～sjOON．あそこの家とは親戚のよ
　らなつきあいをしている。
業u量kee癖がN⑪（他；saN，＝ci）取り返す。
　また，回復する。もちなおす。kUNci～．
　元気を取りもどす。
luikiigU、nien（名）つつしみ深し・こと。丁翼：
　な態獲であること。kuguni〈kugunijUN
　（5やうやしくする）。
tuiku＝nursT⑪（飽＝m3N，罵鋤取り入れ
　る。取り込む。取って自分のものにする。
　tuiNCUNともい50
tuikii「1’ee⑨（名）位。官職の地位。この接
　頭辞tui一には余り意味がない。
tuimaa＝sjuN⑪＊（他讐S＆N，＝ci）取っ鷹て
　く。あとのために残して置くb
tuisnacl①（名）鶏の市。鶏を売買する市。
tu熱ee⑨（名）取り分。分け前。
tu呈mu；cuN　＠（他＝taN，＝Qei）接待する。
　もてなす。tUimutaQtoON．優i遇されてい
　る。
klimudu＝s．iu”“T＠（i也＝saN，・・ei）取りもど
　す。取り返す。？a翅鰍ra　tulm掘ucaN．
　彼から取り返した。
tuinasi⑥（名）とりなし。とりなすこと。
　よいように取り計らうこと。また，推挙。
　仲裁。　’　　　　　　　・
tuinoO＝sjuiN⑪（他；saN，＝ci）（≡）改める。
　（悪い所を）薩す。◎叱られている者のた
　めに弁疏してやる。とりなす。
糠量m癒m瑠a①（名）鶏卵。
t癬nUQeu①（名）酉年生まれの人。
tuiN⑨gimir①naraN⑪（句）始末におえ
　ない。手に余る。ど5し．ようもない。～，wa－
　rabi・（いたずらで）始末におえない子供。
tuisakana①（名）酒のさかな。　tui一くtu－
　juNo
tuisataev（名）取り沙汰。うわさ。風説。
tuisigi「赫⑪（名）西季折折の祝祭臼。季鐵
　季節の大きな行事のあるN。
tuisigai§iigai⑪（副）、・1．しきりに取りすがる
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tu1睾葦gaJUN
　さま。
tu観ga湿3隻分⑨（4＄　＝raN，＝ti）取りすがる。
加is圭kuc量⑨①（名）仕事。加i一は余り意脈
　のない接頭辞。
tuisima⑪（名）㊦鳥島。沖縄本島の西方，
　粟国島のさらに西にある島の名。◎奄美群
　島徳之島西方にある火山島。中国に硫黄を
　輪出した関係で慶長以後もとくに琉球に帰
　属していた。
tu塁sillla＝＝jllN①　（他　＝1’aN，　：ti）　取り締ま
　る。監守・管理する。
tuis｛Xlltlt’i⑪①（名）取り締まりQ管理。
tuisimikaaisinxi⑨①（副）詰問するさま◎
　はげしく問いつめるさま。～sjUN．
t撮§iNzi①（名）鶏のスープ。
tuis量raib壼⑨（名）取り調べ。
tui§itl＝ju「N⑪（他＝raN，＝ti）取り捨てる。
　取って捨てる。
tulS．iu「ukOO⑪（名）sjuul｛00（法事）　と同
　じ。七ui一は余り意味のない接頭辞。
tuisur鍵a＝s5ガ麗）（他＝saN，＝ci）取り揃え
　る。　もれなく集める。
tuitak齪ee⑨（名）子供を甘やかして育てる
　こと。
』tu量tatl⑨（名）とりたてること。抜擢。登i
　用。その敬語は？utuitati。
’tui｛ati＝juiN⑨（他＝yaN，嶺）とりたてる。．
　抜擢する。登用する。
・tui2ubi⑨（名）仕事・技術などを強い覚え
　ること。翼4尋。
／tlli？ub蓋＝jul’⑪　（イ也＝ra翼，　mti）（イ士事・技術
　などを）習い覚える。薔得する。もui？ul〈i一・
　趣Nと周じ。
tui？ロk童⑪（名）了鯉。会得。のみこみ。～一
　nu，jutasjaN・のみこみが早い。
tui？uki・・ju1　T⑪①（イ也　＝1－aN，　＝もi）（技術な
　どを）習い覚える。習得する。tui？ubijuN
　ともいう。
加担？uk｛＝3u演⑨①（他＝1’aN，＝ti）受け入れ
　る。また，了解する。会得する。
tui2Zitu；sjuN⑨（他＝saN，；C呈）取り落と
　す
tujaasimuN⑪（名）取り合わせたもの。数
　種類のものを集めて一組にしたもの。
tujaa＝sjuN①（他寵saN，＝ci）θ取り合わせ
　る。搦えてととのえる。また，揃えて一式
　とする。1〈arazi～．（髪を結う暇のない
　時に）髪の乱れを直してととのえる。O
　（男女を取り合わせて）夫婦とする。親筒
志がとりきめる揚合などにいう。
tujuma＝rijuN⑪（自＝riraN，＝（≧ti）〔文〕世
　闘に鳴り響く。評判になる。tujunUNの受
　身の形。sikiN七ujunlafim　curawinagu
　，jariba．こ世閲豊まれる　美女やれば（忠
　臣身替）］世に評判の美女であるから。
tuju・uN⑪（自＝maN，＝di）〔文〕e音に
　閣こえる。（評判が）鳴り響く。名高くな
　る。tujumu’tumiguTb1ku．　［：とよむ豊：冤
　城］名高い豊見城。◎月が出る。また，月
　の幽の時間に東の空が白む。gici七ujumu
　？wedanu　maeinu　kurisja．［月とよむ間
　の待ちのくれしやコ月が出るまでの間の
　待ち遠しさよ。
tu；jixNew（他＝raN，；ti）∈）取る。手にと
　る，取得する，捕獲する，収獲する，採用
　する，選び取る，奪ら，盗む，没嘱する，
　とり除く，立場をとるなどの意。hwii～．
　日どりを決める。nuci～・命を落とす。
　C＞G拾カミ港1こ）　着く。　kagusima　～．　（舟合
　が）鹿児島に着く。
撮k鍵①（名）とおか。10罠。　月の第十番目
　の露をもいう。
tl■kasic量⑪（名）渡嘉敷鵬。慶良悶列島の島
　の名。また，渡慕敷。（（地））参照。
tuka＝sjuN⑨（他＝saNe＝ei）溶かす。
搬kee①（名）e渡海。航海。海を渡ること。
　◎海洋。渡る海。tu｝〈eja　hwizamitiN
　tiru　gieija　hwitugi，　？amaN　Ragamiju－
　ra　l〈ijunu　suraja．　〔渡：海や隔めても
　照る槽や一つ　あまも眺めゆら　今脊の空
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　や］海は隔てても照る月la一一一つ，あのかた
　もこよいの空を眺めているだろう。
tuki＝juA’（自＝raN，＝ti）溶ける。
tukisi⑪（名）渡慶次。《地P参照。
tuku⑰（名）徳。人徳。～nu？aN．徳があ
　る。
撫ku⑨（名）得。利益。
tuku①（名）床。座敷の床の閻。
tukumuci⑨（名）徳のある人。
tukttnusimaew（名）徳之島。奄美群謝の島
　の名。
tukUQtu①（副）㊦とくと。じっくり。念入
　りに。よく。～kaNgeeti　’NNdee・とく
　と考えてごらん。◎気分がよくなったさ
　ま。～llajUN・気分がすっきりする。気
　分が落ち溶く。
tukm’u①（名）（∋所。場所。㊥その土地。
　～nu　Qcu・その土地の入。◎（接尾）人を
　敬って数えるときに用いる接尾辞。cutu－
　kuru（おひと方），　taもukuru（おふた方），
　？ikutukuyH（御壷方）など。
tukuru？agisa①（名）処暑。二十田節の一
　つ。
tukuyubai’ee⑪（名）所払い。廃藩前の一
　種の私刑。裁判なしに，近隣の者が屠所か
　ら追放すること。
tukuvudllkuruG）（名）ところどころ。あ
　ちこち。
拠kuu⑪（名）∈）入の名。◎猫の名。猫は一
　般にtukuuといら名が付けられていた。
tuma①（名）苫（とま）。かやなどを編ん
　だもの。
tumai⑪（名）船着き揚。港。
’tumaian（名）泊。馬力参照。
tumai①（名）宿泊。泊り。
’tumai｝curuu⑪（名）曾藷の一種。甘味が
　多く，肉は薄紫色。？akaguuや？uraNdaa
　と共に上等なもの。
Sumaizituu①（名）〔古〕〔泊地頭コ廃藩前
　の役名。先島の税務をつかさどる長官。
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　zuuguniNsjuu［十五入衆コを構成するひ
　とり。
tumajaaem（名）泊（ヒumai…地名）の者。
　卑称。
tuma＝jttN①（二二raN，需t三）㊦宿泊する。
　泊る。◎止まる。動作がやむ。静まる。
tumeeidumeei＠（副）あちこち捜し求め
　るさま。尋ね尋ね。捜し捜し◎
撫meeiヨ職uN⑨（名）拾いもの。拾い上げた
　もの。
tumeei2uza「註ee⑪（副）方方を捜し回るさ
　ま。
tumee＝ju賢⑪（他寸aN，＝ti）kamaeejuNと
　もVう。kameejuNはやや下野な語。（∋拾
　う。（落とし物を）拾い上げる。◎求める。
　捜し求める。尋ね求める。一つのものを捜
　し求めることに多くいう。捜すはsagee－
　sj’uN．　nanagi　kasabitaru　tusigurunu
　sa｛luni　「～umukUもun1ユ　？a乞圭du　　tUllle乞i
　cicaru．〔七つ重べたる　年銘の黒に　思事
　のあてど　とまいてきちやる（執心鐘入）コ
　十四くらいの若い男のかたを恋したって尋　・
　ねて来たのです。ttlzi～．妻をめとる。
　妻をもら5。’juubee～・妾をもつ。
tumi①（名）喪の時に女が用いる竹製のか
　んざし。止めの意。dakiziihwaaともい
　う。
一tu”miba（助）［文〕と思えば。？u3ub鍛aN一
　”v　？umul　ma＄il（agam2　kazij’acoN　？ugu－
　ci，ug：aiX1ibusjanu．［及ばらぬとめば　思
　ひ増高影やちやうも写ち．揮みほしやの〕
　及ばないと思えば思いは増鏡，せめて衝影
　でもうつして拝みたいもの。
tu㎜i＝juN①（他＝raN，＝ti）㊦止める。進i
　むのを止める。◎禁じ制する。◎宿らせ
　る。泊める。
tumu〔D（名）とも。鶏合尾。
搬㎜u①（名）供。従者。
tumugutt＠（名）足の付け根の骨。
tumnguunugaa⑨（名）労働や徒歩旅行な
　　ゆtumUI
　どして，足の付け根の骨のあたりがだる
　く，力がぬけた感じのすること。
撫mui⑨（名）富盛。（（地））参照。
一tu’muvi（助）〔文］と思え。？umu1〈azinu
　tataba　sataju　sjUN～．［悌の立たば沙
　汰よしゅんともれ］わたしのおもかげが浮
　かんだならば，お5わさをしていると思っ
　てください。
9umusi①（名）：友審。《地力参照。
一tu”mut．i（助）〔文〕と思って。
t雌縦a①（名）20銭。面出の意。ziN（鏡）の
　項参照。
搬nacaa⑪（名）二野喜屋。（（±Lt＞＞参照。
t，unaei⑪（名）渡名喜農。那覇の西北方に
　ある島の名。
tunai①（名）隣。また，隣にあるもの。隣
　家。
t！1・11・2｝量biree①（名）隣づきあい。
tunaimaai①（名）隣近所を回ること。
tl・・laiallt！ls’a①（名）隣村。
tunaka①（名）沖の海。沖合い。沖の海上。
tttnamg①（名）平均。　narasiともいう。
tunami＝jUN①（他＝raN，鍾i）eならす。
　でこぼこをなくし平らにする。O平均す
　る。また，中間をとる。
tunuei＠（名）tUNci（殿内）と1司じ。
tlmuUmanuu⑪（名）うろたえること。ろ
　うばいずること。まごまごすること。
撫na覗u製④（慮＝gaN，＝zi）跳ねる。跳ね
　て飛ぶ。また，ふつ飛ぶ。すっ飛ぶ。hwi－
　izaanu～．やぎが跳ねる。　tunugasjUN。
　はね飛ばす。すっ飛ばす。
一・狽浮m（助）〔文3とも。　tuija？utaru～．［，鴇
　や歌るとも］鶏は鳴いても。
tUNbjaN⑪（名）［目板］夏用の反物の名。
　中国から輸入される薄物。
tUNbjaNeeean（名）tUNbjaNの織り目の荒
　いもの。biNgata［紅：型コ，？ee？uburuu
　などに用いる。
tuNci⑪（名）〔殿内］tunuciともい5。　e
鴉地頭以上の家柄の称。務持（simamu－
ci），親方（？weekata）及び上士の家柄。
　また，それらの邸宅。御殿（？udUN）の
　下。明治17年ごろには次の姓のむUNC量が
　あった。kamigaa〔亀川コ，　hjakuna［百
　名1，？izina［捗是名3，　takusi［沢紙］，
？ahwagttN〔阿波欄，’wakuga我［湧用，
　sacihama　　［崎浜コ，　kueiNda　［菓風平］，
　tamagU亭il〈U［玉城］，　「～uruku　〔小緑］，
　ziwaN［宜湾玉　nakada［仲田コ，，3un掛
bax’u［与那原］，　mabui［摩文仁コ，　gusi－
caN［呉志頭コ，　teera［平良］，　timigusi－
　ku［豊見城］，　nuuhwa［饒波］，　kUNza－
　N［一頭］，eiN［金武］，5iisi　［添石あgu－
　sicaa〔具志川］，’junagtrsiku〔与那城コ，
　’Nzatu［美璽あ？OO［輿武］，？u臓晦〔浦
　添］，makabiこ爽壁］，？ii［｛募江〕，　caN
　E喜歴武］，kusi［久志3，　ciniN［知念］，
　？icu塒εしN［糸満⊃，　cinaa［喜納］，　blN［保
　栄茂コ，sicilla［識名あliaQgiN［勝連コ，
　hukujama［譜久山］，　tumigaa［憲芦口，
　7vaci111i　［座喜見］，　nal〈aza」tu　［肩3里コ，　ci－
　bana［知花〕r　sakuma［佐久間］，　kooci
　［幸地コ，sadujama［周全山］。◎大きな
　家・他人の家などの敬称。おやしき。お
　宅。
tUNCi211ugii⑪（名）［殿内移り］転宅の敬
　語。お引っ越し。殿内（tUNci）の家柄で
　なくてもいう。平民の転宅は，3aa？U“gii
　（量移り）とい5。
tur　daabuN⑨（名）［東道盆コ盆の一種。・丸
　い大きな盆で，宴会などで餐種の酒のさか
　ななどを盛り合わせるのに用いる。
tu“’doo⑨（名）〔通堂］埠頭。
taNdoojaa⑨（名）埠頭にある一時荷を入
　れる愈庫。◎転じて，がらんどう。つつぬ
　けで何もないさま。
tUNgwa⑨（名）台所のある小屋。母屋のわ
　きにある。小さい家にあり，士族の大きい
　屋敷などにはない。
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職Qgik曇juN
tuNhanari＝juN①（自＝raN，＝t圭）飛び離れ
　る。急に離れる。
加Nhwa翼⑨（名）〔豚飯コ豚肉入りの飯。中
　国伝来の料理であろう。くわしくは七u－
　NhwaN多uu＄i圭とLsう。
撫NhwaN罫職瞬韮⑨　（名）［豚飯雑炊コ　毛UN－
　hwaNと問じ。
tUNkee＝jaN①（自＝1・aN，＝ti）振り向く。
　後方を振り返る。
tuft’kiviihaQ”k、vii＠（iftlj）飛び越え飛び越
　え。次次に飛び越えて。
tuNkwSi＝juN（D（他＝raN，＝ti）飛び越え
　る。
｛uNIIIaailllatli①（副）しばしば立ち寄るさ
　ま。また，ちょっと見回るさま。tacima－
　aitUNRIaaiなどともい弓。
tUNlnaa＝」服N①（自＝1’aN，＝ti）ちょっと霧
　る。ちょっと回って立ち寄る。
tUNmignikeemig’ui（1）（副）しばしば，ち
　よっと立ち寄るさま。
tuNmig腿＝jul①（惣＝xaN　）篇ti）　ちょっと
　寄る。ちょっと圓って立ち霧る。
tUNi・looilllooi①（副）踊り上がって書ぶさ
　ま。欣喜雀躍。
UzNmoo＝juN①（自＝臓N，；もi）飛び上がつ
　て驚く。飛び上がって喜ぶ。？羅hudUN－
　mooiはびっくり仰天。
tUNinii（lujaa⑨（名）行ったり帰ったりす
　ること。しばしば往復すること。
tuNna＝jzlN①（宮竺raR，＝ti）とびのく。急
　に退く。
tUNntlbaga＝juN①（自＝raNt＝ti）ちょっ
　と立ち寄る。nubagajuNは立：ち回る。ち
　よっと顔をNす。
tnNnttkusum⑰（名）鶏のくそ。～niN　CU－
　tiNduktn’unU？aN．（諺i）　鶏のくそにも
　一つの取りえがある。どんなものにも何か
　取りえがある。
tUNsi7．i＝一cuN①（自篇kaN，＝ci）とびのく。
　とびすさる。
tuMae濫i⑨（名）しゃがむこと。一ii〈，ijUN。
tuNtaeikee”taeiew（副）立ったりすわった
　りするさま。また，ほとんど席の暖まるひ
　まのないさま。
tuNturumookaa⑪（副）飛び上がって騒ぐ
　さま。
腰Nzaagasa③（名）小児の無二病。飛び火
　するように点点と蔓延するもの。
tllNzaajatv“zaa⑪（名）付き合い。交際の卑
　語。
EuNzaamoojaa⑨（名）　漏話雀躍。
ttiNzaku⑰（名）θ扱い。（物・入の）取り扱
　い。～nu’jutasja．取り扱いがよい。◎
　看病。
tul　zihweeziiev（名）ちょっとした外出着。
　晴れ着と不断着の中間の着物。
tt・NZ韮①（名）冬至（tuuzi）に行なう祭り。
　tUNzii多uusiiを炊いて先橿に供える。
lllPtT’siibiisa①（名）冬至のころ，急に寒く
　なる寒さ。
撫醜麺uus銭①（名）［冬至／艦影］冬期（tLl－
　uzi）に先雛に供える，　taa？NlllLl（堅芋の
　一種）を入れて炊いた飯。
tu翼z璃UN①（宙＝vaN，＝ti）飛び出す。ま
　かり出る。狂言・組踊りなどで購いる。
　tLINzita’yu　munzlj　a　mui．’abal’LmLl　？aja－
　atu’NcaNtiiginu　cica？“NP＆δaN．〔とん
　ちたる春や　村原のあやと御神一つの近お
　んぱだん（大川敵討）］まかり出た者は，
　村誌夫人と祖神を論じくする近い親類。類
　義のdi300caru　munuja［繊様ちやる者
　やコよりもこっけい味がある。
撫NZUmui⑪（名）鳥小堀。《地》参照。
tUN＝zuN①（自＝gaN，＝zi）tunuzuNと岡じ。
搬Qc珂uN⑪（他＝raN，＝Qci）㊦つまみ洗
　いする。また，（布の一部分だけを）ρま
　んで，強くしぼる。また，（擶の一部分を）
　つまんで染める。O（悪臭などがのどを）ふ、
　さぐ。むせる。nuudii～．むせる。
tUQgiki＝ju＝N⑪　（他＝raN，二ti）取り押え
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　る。つかまえてラとっちめる。？usoozinu
　皿iNku　najUNdUN’jaree，　taija　tUQgi一・
　’kiraQti　？arihudunu　miisj’uuti　gibi　？u一
　・eigikixariiru　gimui，　dii，　？isugoo　’jaa．
　〔御払除のにんくなゆんどもやれい二入
　やとつつげらってあれほどの名藤をて　つ
　び打付けられいる積り　でいいそがうやあ
　く姉妹敵討）］お掃除がおそくなりでもした
　ら，ふたりは取り押えられてあれほどの
　名所で尻を打ちのめされるはず，さあ急こ
　う。
tUQcimi＝juN⑨（他＝raN，＝ti）とっちめる。
　詰問する。
tUQeiraha’Ωeh・a⑪（副）散り散り。ばらば
　ら。物晶が散りうせたさまなどをいう。
tUQck・i⑪（名）耕：（かすり）。　mqrud槻。呈ri
　鳳総がすり。
tUQcirijuujaa⑨（名）かすりを作ることを
　業とするもの。一ju丙aa〈，juu麟N（結
　う）。
tUQcirizi「N⑪（名）かすりの着物。
搬Qkagim豊mjll”N⑨（他＝raN，＝ti）とつつ
　かまえる。だしぬけにつかまえる。
tUQkaka＝．i　ii「N⑨　（自　＝1’aN，　”ti）つつかか
　る。　くってかかる。
．tuQku藍⑪（名）とっくり。とっくり型の晦
　製の器。酒驚（sakidUQkui），盤油用（sjo－
　ojuu醜Qkui），酒断（？aNdadUQIgui）な
　どがある。
tUQkwaen（名）〔文〕徳化。
tnQlscwa＝juN⑪（自＝raN，＝ti）食＝ってかか
　る。食いつく。また，組みつく。
’tUQpana⑥（副）ほったらかし。捨てておい
　てかえりみないさま。？uja　～nasjUN．
　親をほったらかしにする。
■UQsooha”QSOO⑪（副）そわそわ。心が落
　ち着かないさま。
tura①（名）寅（とら）。十二支の第三。時間
　は午前4時置nanagi）。方向は北寄りの東。
tura⑦（名）虎。
tm．anuluuew（名）千歳蘭。とらのおらん。
　葉から繊維を取り織物の材料にする。騨U
　は尾の意。
t raNkw NniN⑨　（名）kwaNniN　（役人）
　であるかのように着飾っている者。給料を
　取らぬ官人の意。
tura・・s．；uN⑥（他＝saN，＝ei）e沁jUN（取
　る）の使役。Oやる。与える。　tiiginaa
　～・一つずつやる。⑬（…して）やる。
　？NZi　～。行ってやる。　kUruCi～．殺
　してやる。㊧（命令形で）（…して）おく
　れ。kwireeよりも丁寧となる。　kuneeti
　七Ul’asee．我慢しておくれ。　tigami　kaci
　turasee・手紙を書いておくれ。
turl①（名）鳥居。また，楼門。？wiiNturi
　（首璽城の守礼門），si㎜UN七uri（首里城
　の中由門）など。
turi①（名）凪。？asaduri（朝凪），，juudu－
　ri（夕凪）など。
turihwizui①（名）風がなくて底冷えのする
　寒さ。
turl＝juN①（自；xaNp＝ti）∈）凪ぐ。風がや
　む。㊥心がなごむ。，juma翼gwituφri七i
　tacuru　？umukazinl　？asamasija　’wazi一
・mu　turiti？icusa．［夕闘暮とつれて　立
　ちゆる梯に　あさましや肺肝　とれて行き
　ゆさコタ暮れとともに立つ面影に，情ないこ
　とにわたしの心はほ’んやりとなっていくQ
tm’ubain■uN①（名）ぼんや．りしている者。
　ポカンとしている者。
tiirubai？oobai①（副）さびしげにぼんやり
　しているさま。
turubajaa①（名）turubaimUNと岡じ。
願職もa＝jUN①（他＝raN，”ti）ぼんやりす
　る。ポカンとする。
turumika＝sjUN⑪（自；saN，＝ci）まどろ
　む。うとらと眠る。うたた心する。
turuturu⑪（副）㊦とろとろ。らっらうつ
　ら。うと5と。まどろむさま。◎火勢が弱
　く燃えるさま。とろとろ。
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tuu］aJuxmT
turuturuuhl｛⑰＊（名）とろ火。炎の弱い火。
turuturuuniNz董⑨（名）うたた寝。
lusi⑥（名）年。時間の単位。また，年齢。
　また，歳月。～nu　tuzimiitu．長島つれそ
　つた夫婦。
繊s量⑨（名）砥石。
tusi2anaew（名）その年の方位の悪い所。
　その方向に溢して物事をするのは不吉とさ
　れている。陰陽道でいう金神は方向を変え
　て行けばよいカ㍉tusi？anaはどこから
　行っても悪い。
tusibee⑪（名）隼のほど。奪のころ。年：配。
　～nee’LluziraN．年に似含わない。年以上
　のことをする時にいう。
tusibii⑨（名）正月の，各入の生まれた隼
　（十留目上の）と同じ日。また，その預を
　視うこと。子の年の人は正月の子の田に，
　丑の隼の入は正月の丑のfilにそれぞれ祝
　う。元旦にその日が当たった入は，13日に
　祝う。また，その隼が生まれた（十二伊上
　の）年と一致する場含には，？Nmaridusi
　（その項参照）といってそのtusibilを盛
　大に祝う。
tusiguru⑪（名）年ごろ。結婚してよい年ご
　ろ。
tusikaQ”koo⑥（名）年かっこう。年齢のほ・
　ど。隼配。tusibeeと～もいう。
tu§inamuiN＠（名）いい年をした者。年甲斐
　のない者。
tus量noo⑯（名）方角の悪かった所が，年が
　改まって直ること。一nooi＜mO5UN。　tu－
　si？a夏1εしの項参照。
tusinujuyu⑨（名）年の夜。大みそかの晩。
　～nu？uhurumee．隼の夜のごちそう。
tusinukuu⑥　（名）　年の功。　kaamiikuuja＿
　ka～・亀の甲より年の功。
tusis圭。3⑪（名）年下。
ms畑珍a①（名）二上（の者）。最長（者）。
tuSi2uci⑪（名）年内。その年の内。
tusi2wi量⑰（名）年上。弓長。
tusiwa§h・i⑨（名）年忘れ。忘隼会。
tusiziri⑨（名）（「年切れ」に鮒応ずる）e
　年忌の総一壷。◎年來になじみの女部にや
　る金。
tusjuien（名）年隔り。老人。
臓sju圭gw董i⑪（名）年寄りの声。しわがれ声α
tusjuijooi⑪（名）老衰。
tusjuin魔韮i⑪（名）老眼。
tusjuinUQkwa⑨（名）奪寄りの子。年とつ
　てからできた子。
tusjui？uja⑪（名）年とった親。
tusjuiwara1｝畳⑪　　（名）　　童’［♪｝こ帰った　年寄　り　o
tusj皿iwa「rabi⑥（名）無三寄りと子・供。
tutiN①（副）むしろ。いっそ。いっそのこ
　と。～kunu　kawani’wanlija　rlitira．
　［とても此の川に　わ身や捨てら（手水之
　縁）〕いっそのことこの川にわが身を捨て
　よう。
駐践009腿mi①（名）徒党組みの意。悪入な
　どの集団。集駅強盗iの類。
t・・tunamjuN◎（g　＝aN，　＝1”aN，　＝ti）整う。
　全部そろう。調子が合う。準備などができ
　あがる。
tu加ruU⑨（名）㊦わからずや。道理のわが
　らぬ者。◎のろま。
一tutu｛i）uini（接点）長く続く1異り。ある限り。
　？ici塒iち亡tUumi．生きている語りQ　miei－
　tutuumi．道のある限り。
tUU⑥（名）籐。植物名。籐細工に用いる。
撫u①（名）十。とお。また，10歳。～11u
　？iibPiN≧｝agee　neeN．｝卜本の指は岡じ長
　さではない。十人十色。
tuu①（名）沖。遠い海上。tUnakaともいう。
癖u？asa①（名）遠浅。
tu撮⑨（名）（…する，…の）とおり。’3aru．
　～．そのとおり。ありのまま。
tuuimiciQ）　（名）通り遵。通琶各。
tuujajum量①（名）織機の籏（おさ）の種類
　の名。虚蝉よみ。経糸1440本を通すもの。
　huduciの項参照。
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tuuja　nukaN
tuuja①nukaN⑪（句）当たらずといえど
　も遠からず。かねての見込みに遠くははず
　れない。まとはずれではない。遠くは退か
　ないの意。
tUli＝juN⑪　（自　；raN，＝ti）θ通る。通行
　する，通過する，貫通する，通用する，浸
　透するなどの意。◎行き渡る。もれなく分
　配できる。？usakiinaa　tuujumi．そんな
　にたくさんずつ行き渡るか。
tuu＝juNO（他＝raN，唄）問5。聞く。尋
　ねる。
tuukaa①濫｝eeN⑨（句）何の隔意もない。
　さっぱりしている。よい意味に用いる。～
　muniil〈ata。うちとけた話し方。
拠uk婦麟⑪（自＝1’aN，＝ti）すける。すっ
　きりと通る。また，心がすっきりする。あ
　まり使わない語。eimunu　tuukiraN．心
　がすっきりしない。不服である。　tuukレ
　1’aN　munU？iikata。不服の心のある言い
　方。？usiru～。やせこける。（死ぬ前など
　に）やせて首すじが細くなる。
tuukukunujumi①（名）織機の籏（おさ）
　の種類の名。十九よみ。経糸1520塞を通
　すもの。huduciの項参照、
tuumagarapt（名）遠い親戚。遠戚。
tuumici①（名）遠路。遠い道のり。
tuumigui①（名）遠回り。迂回。
tuumikagaN①（名）遠めがね。墓遠鏡。
tliiimiisi’rti⑪（名）籐むしろ。籐で編んだ
　むしろ。冷たい感じで夏向き。
tuunanajumi①（名）綴機の箴（おさ）の
　種類の名。十七よみ。経糸1360本を通す
　もの。huduc圭の項参照。
搬un翌＝CUN①（自瓢kaN，；ci）遠のく。違
　ざかる。また，疎遠となる。
tuuru⑨（名）燈籠。あんどん。普通は太や
　竹で作り，紙を張ったものをいう。石のも
　のは？isiduuru，仏壇用は？utUUI’u，盆
　祭りの園り燈籠はmiguiduuruとL・う。
iUUI’llll⑨（名）θ通り抜け。通り抜けの道
　な 。◎つつ抜け。情報などのつつ抜け。
tuusaN①（形）遠い。　tuusaru？weekaja－
　ka　c圭easaru　QCu？anamuN。遠くの親戚
　より近所の他人g
tuusinum三i＠（名）便所の穴。糞を落とす
　穴で，下に豚が飼ってある。禅宗でかわや
　を東司（と5す）というが，tuusiはそれと
　関係ある語か。miiは穴。
tUtt＝sjUN⑪（健＝saN，＝ei）㊦通す。通行
　させる，賃：通させる，貫徹させる，続行す
　る，侵透するなどの意。◎告げ口をする。
搬uzi⑥（名）［通事コ通事。通訳（をする
　人）。～sjUN・通訳する。
撫uz気⑪（名）冬至。二十四節の一つ。冬至
　の祭り（tUNZii）を行なう。
tl・μziNew（名）燈心。燈心には綿糸も使っ
　たが，多くは燈心草（藺）を用いた。
tuuziMi㊥（名）燈心草。　biigu量i（備後藺）
　の男聾名。？ootuuziNともい5σ
tuza①（名）もり。やす。魚を刺して捕える
　具。研矢の意か。またのないもの・あるも
　の，みつまたのものなどがある。mi1ja
　～najUN．醸がtuzaのよ5に鋭くなる。
tu多ai①（惑）こ文｝興行のはじめに述べる
　「東西」に当たる語。～”v　tUNzitaz’U　mu一
　簸U担…〔東西棄西とんちたるものや…］東
　西東西，まかり出た者は…。
tuzi①（名）妻。刀自に鮒応ずる。～tu一一．
　meejuN．　妻をめとる。tumeejuNは捜
　す，拾5などの意。
搬zi①（名）〔文〕伽。相手となって慰める
　こと。また，その者。
tuzibiiciCO・（名）妻びいき。わが妻のひいき
　をすること。
tuzi＝juN⑨（弛＝1’aN，”ti）遂げる。臼歯を
　達する。？umui～・思いを遂げる、
tuzikala①（名）妻の里のかた。里方。姻
　戚。
tu多iki③　（名）e誰i戒。　また，害い付け。命
　令。Oことづけ。伝言。
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tuzuN
tugiki＝juN⑨（他＝1’aN，＝七i）e調戒する。
　言いつける。命令する。7■asinu七ugiki－
　tara　kutuja　’wasirituti　nujudi　tira
　？uciju　susoni？iriru・［座主のとづけた
　る　事や忘れとて　のよで寺内を　鹿相に
　入れる（執心鐘入）］和尚の言いつけたと
　とを忘れてしまって，なぜ寺の内に軽々
　しく（女を）入れるか。Oことづける。伝
　言する。
tuzima＝juN⑪（自＝raN，”ti）（話が）まと
　まる。（婚約・契約が）成立する。（仕事
　が）完成する。成就する。また，無事につ
　とめ終わる。？iikwiinu～．縁談がまと
　まる。
tuzimiitu⑪（名）夫婦。　miituはヂめをと」
　すなわち，やはり夫婦の意。tusiRU～・
　長年つれそった夫婦。girinasaja，utunu
　muril｛awaga　kutudu　gurukuniN　？1ru一
　？irunu　husljawasi　gigici，　・v　cutuku－
r n圭kuraslgata　naraN。［面難や央の
　fxJilが事ど　五六年色色の　不仕合つづき
　妻めいと一所に　暮し方ならぬ　（花売之
　縁）」つれないことに，夫の森ll【は五，六年
　色色の不仕合わせが続き，夫婦がいっしょ
　に暮らすことができない。
tuzimi＝」猛翼⑨（他＝1’aN，魂i）（仕事を）な
　しとげる。仕上げる。また，（話を）まと
　め上げる。成立させる。
tuzinukookooan（名）妻の現に敷かれるこ
　と。また，恐妻家。妻への孝行の意で，妻
　に従順な者を嘲笑してい5語。
tuziQkwa①（名）妻子。
tu＝zuN＠（他＝gaN，＝zi）（刃物を）とぐ。
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？u一（接頭）こ御コお。御。敬語の接頭辞。
　？usiru（おつゆ），？ug聡三ku（御城。首里
　城のこと），？uju而mi串eeN（お読みにな
　る）など。
2ubl⑨（名）覚え。記憶。～nu？aN．
　覚えがある。
？ubi⑰（名）（おけ。たるなどの）たが。な
　お，帯｝ま？uul〕iとし、50
2ubigikanasa・N⑨（形）はっきり覚えてい
　ない。よく思い出せない。？aree？iginu
　l〈utuga’jatara？ubigikanasasaa．あれ
　はいつの事だったかはっきり覚えてないね
　え。
？ubidaki⑥（名）桶などのたが（？ubi）に
　屠いる竹。
2ub量clee⑪（名）覚えるカ。記億力。－dee
　〈tee（力）。
2ubiiew（名）神仏に供えるための水。お供
　えのお水。
？ub難gaC量⑪（名）覚え書き。　メモ。
2ttbiina（liian（名）［水撫〕1臼贋3月と8月
　に，水の霊地（平削の使った水のあるとこ
　ろ）を怯みに行く女の行事。一門の女子供
　が着飾って水辺で一一　Hを遊び暮らすならわ
　しであった。　　　　．
2ubi＝」猛N⑨（他；raN，＝ti）覚える。記憶す
　る。暗記する。意識に上せる。tuiN？ubi－
　raraN・思案のほかである。どうしてよい
　かわからない。
2ub；2Nza＝sju”N⑥（｛也＝saN，二ci）患い出
　す。
？ubirazi⑨（副）？ubiziniと薫じ。
？ub量razigatu⑨（名）不意のでき事。思い
　がけない事。
2ubizini⑨（副）思わず。～tUNzitaN．思
　わず飛び嵐した。
？ubug温パN⑨（名）お仏壇。祖先の位牌を
　安置する壇。士族の家では，普通，幅1間
　のものが作り付けられていて，三段の供物
　台がある。仏像はない。
2ubug…zi①（名）？uhu？usjuukoo（その項
　参照）と同じ。
2ubuku⑨（名）紳仏に供える飯。御仏供
　（おぶく）。小さな茶わんに円錐形に盛っ
　て供える。～？usjagi3UN．おぶくを供え
　る。
2ubukui⑨（名）御機嫌ようしいこと。あい
　さつに使う語。なお，那覇では結納のとり
　かわしのことをもいうようである。〈hu－
　kujUN。～mi￥eebiitii．お元気でいらっ
　し　・pいましたか。丁寧なあいさつのことば。
2ubukuiganasii⑨（名）御機嫌ようしいこ
　と。貴族に鮒するあいさつの敬語。？ubu－
　kuNzanasli，？UbUkUNzaNsiiともL・う。
　～？waamiseebiimi．御機嫌ようしゅうい
　らっしゃいますか。
？ubixkuNzanasii⑨（名）？ubukuiganasii
　と岡じ。
2ubロkuNzaNsii⑪（名）？ubukuiganasii
　と同じ。
2ub猛N⑨（名）御飯。　muna（飯・食事）の
　丁寧語。
2ubuNgiz韮⑨（名）御飯粒。　misig三zi（飯粒）
　の丁寧語。
2ubuNnizniitM（名）おむすび。お握り御
　飯。楕円形に握ったものが多い。
2ubUN2uca”waN⑨（名）御飯茶わん。
2uburu多ici①（名）おぼろ月。
？uburugicuu①（名）おぼろ月夜。
2uea⑨（名）お；茶。　caa（茶）の丁寧語。
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？腿cigu1轍茎i
？ucaa＝sjuN⑨（他＝saN，＝ei）e打ち合わ
　せる。（着物の溺などを）合わせる。ciN
　～・着物の甫を合わせる。◎打ち合わせ
　る。協議する。㊧協力する。kukuru？U－
　caaci　hataraCUN．心を合わせて働く。
2ucagaa⑪（名）？ueageeと問じ。
？ueaga＝jUN①（自＝raN，　＝ti）θ浮き上が
　る。O模様などが，鮮明になる。また，はな
　ぱなしくなる。派手になる。？a曄di？uca－
　ga3uru？ucaja？udUN．［遊で浮上ゆる
　御茶屋御殿コ管弦の遊びをして一段とはな
　やかになる御茶屋御殿。
2ucaga皿ui①（名）〔文〕？uzagamuiと岡
　じ。
？ueagee⑨（名）顔を上向けていること。ま
　た，上を向いている者。あごを突き出して
　いる者。足もとに気を付けない者。？uea－
　gaaともvう0
2ucagi＝jUN⑪（他＝1’aN，　＝もi）上へ向ける。
　上へ上げる。gira～・顔を上に向ける。あ
　おむく。
2ucahukasee⑪（名）caawakaseeの丁寧
　語。ちょっとしたお祝いの会。ティーパ・・一
　アイ「e一　o
？ucaisi”nai⑨（名）ぴったり合5こと。よ
　く調和すること。よく似合5こと。～
　sjoON．よく合っている。
？ucaja”2u虚uN⑨（名）〔御茶屋御殿〕首里の
　崎山（sacijama）にある王の甥荘。
2uca＝juN⑪（自＝aN，＝ti）θ似合う。趨合す
　る。調和する。kgnu　cinoo’waNniNl〈ai
　？ucatoomi。この着物はわたしに似合って
　いるか。◎兼ね備わる。兼備する。？ucee－
　kanee　sjurともいう。
2ucaka　en（名）お客。
2ueanuku⑰（名）祖神や火の神に供える小
　さな餅。
？ucataikana’tai⑪（副）互いによく適合す
　るさま。よく似合うさま。
2ucatoe⑨（名）霊前に供えるお茶。catoo
　の丁寧語。
2ucawaka⇒ee⑨て名）〔新？〕？ucahuka畢ee
　と岡じ。
？ucawaki①（名）お茶うけ。
2uceeimi婁eieN⑪（宙・不規長1）おいで遊ば
　す。いらっしゃられる。「居るjr行くJr来
　るjの貴族に肥して用いる敬語。士族同志
　の普通の敬語は？獄e醇eeNである。
2uceekane、e⑨（名）合わせもつこと。　舞食
　ね備えること。兼備。kaagiN　ziNbunUN
　～sjoON．才色i兼備である。
？uceemeie⑨（副）不作法なさま。女が男
　の前でふざけて遠慮なくふるまったり，
　しゃべったりするさまなどをいう。
？uceeNseieNen（自・不規則）？uceeimigeeN
　と同じ。、
2uci①（名）0内。内側。中。～詮u　sawai．
　見えない体の内部の病気Q◎家の内。歴内。
　～Nkai？iree，家の中にはいれ。
？uci？aki＝juiN⑪（飽＝1’aN，＝ti）打ち明け
　る。隠さずに語る。
？uci2ami⑨（名）二酉に爾が降り込むこと。
　～sjUN・雨が降り込む。
2ueiba①（名）e内輪。控え厨。～ni　sjUN．
　ひかえ霞にする。～ni？iciN，　zuumaN－
　gwanoo　MuQcoON。内輪に見ても10：万貫
　の金は持っているQ◎内金。手つけ金。払
　うべき金額の一部。kUQsa　guZUQI｛waN
　～？iQtooka．これだ酵50貫内金を入れて
　おこう。　　　・
2ucibana◎（名）打ち綿。？uciwataとも
　いう。
？ucieiew（名）打ち身。打撲傷。
？ugiei⑰（名）〔文］月。お月様。
？ueicuu⑥（名）お月様。子供などが多く使
　う語。？ucicuumeeともいう。
2uciCUUipee⑨（名）お月様。月の小児語。、
2ttciduma⑩（名）宇地泊。（（地））参照。
2ueigumii⑨（名）事業などの総合を作るこ
　と。～sjUN・組合を作る。
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？uc蓋gusa
2ucigusa①（名）浮き箪。水草。
？ucigutu①（名）e家事。◎内輪の事。
2uc蜘“ka①（名）e内外。内と外。◎家の
　内外。㊤近親と他入。
2uc嚢huri讐」ガN⑪（自＝raNs”ti）すっかり
　惚れる。惚れこむ。
？uciiSaQcii⑥（名）とつおいつ。逡巡するこ
　と。どうしょうかと迷5こと。？ikiw認殺
　’jasiga，　？aminu　hujukut・u　・v　’jaQsaa．
　行かなければならないが，雨が降るのでど
　うしょうかと迷っているのさ。
？uc豊jaN①（名）体の内部の痛み。
？uciju⑨（名）〔文〕浮き世。
？ug郵juN④（自欝raN，＝綴）e写る。映る。
　（映像が）うつる。◎5つる。（色。柄な
　どが）　よく’含5。似・含う。（蓼移る。転宅す
　る。曾あく。中のものがあく。部屋などが
　あく。？ugiidUN　saa　karasee．もしあい
　たら貸してくれσ？ugiraa，waNni　kwir1
　’joo．あいたら（その容器を）わたしにく
　れよ。㊥（病気が）うつる。伝染ずる。
？ucikabi⑪（名）春秋の彼岸祭り（k鋤i？aN・
　zil，’Neabi）に，神仏に供えて燃やす，銭
　型を打った紙。茶色の紙で？aNzikabiと
　も、・5。
？uc董ka黙agu學薫ku⑨（名）内金城。《地））参
　照。
？uc汰3wa苧」狐N⑨（自漏raN，＝t至）うって変
　わる。一変する。（姿などが）変わりはて
　る。
2ug童kee⑨（名）お使い。使者。「お使いに
　行く」はgikaaQti？iCUN．（使われて行
　く）とい5。
2ugikeesarijaa⑨（名）／」・間使い。走り使
　いをする者。
2uciki＝juN⑨（他；raN，＝ti）置く。定置す
　る。位置をきめてきちんと置いておく揚合
　にいう。sjukunu？wlinakai　sjUMugi
　～．机の上に書物を（きちんと）置く。
？uc圭ku＝nuN⑪（自＝maN，＝di）（雨が屋内
　へ）降り込む。？uci？am呈sjUN．ともいう。
2ucikurisja④（名）〔文〕苦悩。憂苦。う
　れい苦しむこと。？aa，’warabi？atina－
　sinu　？asaj．u　munu　？umuti　．v　sjuSiN
　taga　siearu　kutuga．　kahuN　neN　？uja－
　n1　nasaQtaru？iNgwa．こああ　わらべ
　あてなしの　朝夕物思て　憂きくれしゃし
　ゆすも　誰がしちやることが　果報も無い
　ぬ親に　二つたる因果（花売之縁）］ああ，
　無邪気な子供が，朝晩物を思い5れい苦し
　むのも誰がしたことか。不運な親に生み落
　とされたためだ。
2ucikuta＝sju「N⑪　（自　＝saN，　＝ci）　病気で
　長く床につく。病臥する。
？Uch轍a⑨①（名）内闇。《地））参照。
2ucimaaima「ai⑰（副）閲をおいて。とき
　どき。～miiga？iCUN．ときどき見に行
　く。　caa　？icumi，，NNNN　～du，jar“．
いつも行くか。いやときどきだ。
2ucimamaarUll⑪（名）まどい（団居）。車
　座。～sjttN・乱座になる。
？騒C量m謎mi；ZがN⑪（他＝9＆N，＝zi）間違え
　てしま5。うっかり間違5。
？ucimaNnzU「N⑩（他＝daN，需昼）見守る。
　cuiNgwa？ucimaNtooti　kurasjuN．ひ
　とり子を見守って暮らす。
2犠。出職1nu①（名）内もも。～mudirari－
　jUN。内ももをつねられる。女の子が折艦
　される時にされる。
2ucimuN①（名）わき立つこと。騒ぎ。「浮
　きもの」の意か。’eisaanu　cikaziciiduN
　see，　murazuunu　’wakamuNnueaa　．v
　najUN。エイサーの祭り渉近づけば，村中
　の若者たちがわき立って来る。
？疑。韮na⑦（名）〔文〕浮き名。
？猛cinaa⑨（名）沖縄。塞来は，沖縄本島を
　さす。　　　　　　’
？ucinaaganasii⑪（名）国王様。宮古・入
　重山などの人が王（sju量ganasii）のこと
　を敬ってい5語Q
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？皿cukw韮圭ziciN
？ucinaaguci⑪（名）沖縄語。
2疑。擁裂嬉u麺mi⑨（名）旧暦。大陰暦。’ja－
　matugujumi（新暦）に対する。
？ucinaa2isja⑰（名）漢方医。’jamatu？i－
　s3a（蘭方医）に対する。
2ucinaajuu⑪（名）廃藩前の時代。琉球王
　統治下の時代。明治12無以甫。，jamatq－
　jUUに対する。
2ucinaganii⑥（名）牛・豚の背にある上等
　な肉。背肉。ロース。　　　　　　　　　、
2ueina＝jUN⑪（自＝raN，＝ti）すっかり終
　おる。済む。終わってしまう。
？ucina；sjtlN⑪（他＝saN，＝ci）すっかり終
　える。済ます。終えてしまう。
2uc瓶e砺aQkwii①（名）重㌔・曝。苦しそう
　な咳。一zaQkwiiくsaQkw斑腰）。
？uciN⑨（名）植物名。うこん（欝金：）。中国
　から渡来し，観賞用に庭に栽培する。黄色
　の染料となり，また痔疾の薬になる。
？uc｛N⑪（名）宇堅。＜＜地》参照。
？ueiNbj皿「u？uduN⑥＊（名）？usiNbjuu？u－
　dUNと同じ。
？tieiN・　euN⑨（富階kaN，＝ci）（雨が家の中
　に）降り込む。？ucikunUN，？UC圭？ami
　s沁Nともい5。
？uciri⑨（名）おき。薪が燃えて炭火のよう
　になったもの。たきおとし。
？ugii’i⑪（名）㊦あくこと。容器・部屋など
　があくこと。◎お返し。お5つり。もらい
　物をした時に，返す容器の中に入れる形式
　的なお返し。多くはちょっとした食べ物を
　入れる。
2uciribiiem（名）おき火。赤く熱した炭火。
？ugirikeei⑪（名）e中昧をあけて容器を返
　すこと。◎お返し。お5つり。進物の容器
　を返す時，中に入れるもの。単に？ugiri
　ともい5。～？i2iree．お返しを入れろ。
？ugirikee蓋⑱（名）（家の住人などが）移り
　変わること。
2uciritui⑨（名）たばこ盆に入れてある小
　さい火鉢。着里の上品な語。火入れ。hwii－
　tui　ともいう。
2ucisoodaN①（名）内内の相談。
2ucita＝cuN①（自＝taN，”Qci）浮きたつ。
　目立つ。際立つ。色などが鮮明に浮き上
　がる。
2uciti⑪（名）おきて。法律。
？uci？ueiitu⑬①（副）θ軽く。一杯でなく，
　8分目くらいに。　～？irijUN．軽く入れ
　る。◎軽く。軽んじて。？3aaja～，NNda－
　Qtoosa・お前は軽く見られているよσ
2uci？uku＝sju”N⑨（他＝saN，嵩ciン耕す。
　田畑の土を，打ち起こす。
2uci2umi⑥（名）内海。
？uciwa⑨（名）団扇（うちわ）。？oozi（うち
　わ，爾）の形の丸いものをbう。？uciwa一
　？ooziともいう。
？ueiwaa①（名）内輪。また，内輪の者。家
　族。近親。～RU，ugami．内輪でする
　？ugwaN（祈願）。
2uclwa？o■ozi⑪（名）？U¢iwaと1司じ。
？ueiwata⑨（名）打ち綿。？ucibanaとも
　いう。
ue zihwe”esi⑨（名）数箇所で？ugwaN
　（祈願）をする沖合に屠意するお供物のと
　りかえる分。いちいち携のお供物を作る
　のは大変なので，お供物は一一式しか作ら
　ず，お供物の一部のみについてあらかじめ
　おはつ（？uhwagi）を必要なだけとってお
　き，？ugwaNをする先先でそれだけをと
　りかえる。そのとっておくおはつをいう。
　また，そうしておはつをとりかえること。
　”v　sjuN・
？ucoohOe①（名）不調法。そこつ。～na
　MUN．不調法な者。
？ugoeri＝juN①（自＝raN，；ti）（歯カミ）浮
　く。（歯の根・杭などが）ゆるむ。haanu
　～．歯が浮く。
2ueukwii⑨（名）ふろしき。
？ucukwiiziciN⑨（名）ふろしき包み。
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？ueuN
？u＝cuN⑨（他＝taN，＝（）ci）e打つ。たたく。
　なぐる。ぶつ。また，打ち鳴らす。£eeku
　～・太鼓を打つ。◎討つ。t1ei～．かたき
　を討つ。㊧（その他慣用句的に）？ami～．
　網を打つ。gina～．網を組む。ひもを打
　つ。　saNsici～．桟敷：を講える。　bal“uei
　～．ばくちを打つ。9UU～．　i碁を打つ。
　hataki～．畑を耕す。
？U＝cul①　（他＝kaN，＝ci）e置く。　O（…
　して）おく。kacee？ukaN。書いて：おかな
　い。この形の肯定はkacooCUN（書いてお
　く。書いとく）。？ucoocuN．置いておく。
　麗いとく。
2u；CUN①（他＝kaN，；ci）措くQやめる。
　eii～．乳を飲むのをやめる。　cii？uka－
　sjUN．乳を飲むのをやめさせる。
？U＝cuN①（自＝kaN，＝ci）浮く。浮かぶ。
？ugu磁⑥（名）e写二し。コピイ。◎模造品。
2ugu＝sjUN⑰（他＝saN，＝ci）∈）写す。（映
　像を）映す。◎写す。原物の通りに書き取
　る。模写する。また，模造する。⑬移す。
　揚所を変える。㊨（病気を）うつす。伝染
　させる。＠あける。　（容器を）あけてから
　にする。？irimUN？uguei　tura寧ee・入れ
　ものをあけてやれ。
2uculukuru◎（名）おひとかた。御一一人
　様GC掘の敬語。
2ucuu⑨（名）［雪輪］王の乗り物。十六人で
　かつぐかご。
2・・Cl・u①（名）内情。～sagujUN．内情を
　さぐる。
？UC｛iubi⑨（名）味見。毒味。お調味の意。
？ucuuhu⑪（名）［御門夫〕？ueuu（王の乗
　り物）をかつぐ者。
？ttdaa＝sjuN①（他＝saN，＝ei）大声で叱る。
　どなりつける。どやす。
2udak量⑨（名）その高さ。そんなに高く。
　～？agatOON．そんなに高く上がってい
　る。
？ud皇⑲（名）腕。上野と下腱の全体，または
　下腿をさす。上鱒（二の腕）はkeenaとい
　う。～k駄k圭jUN．腕ずもうをする。
？udi2agisudi「2ag；＠（名）大いに腕まくり
　をすること。大いに働く時，あるいはけん
　かをする時などに袖をまくり上げること。
？udimakura⑨（名）〔文〕？ndimaQkwa
　の文語。
？udinuaQkwa⑨（名）腕枕。二人の腕を椀
　に寝ること，また腕を枕に貸すことをい5。
　自分の手を枕にすることはtllmaQkwaと
　いら。
2udimurusiew（名）二の腕にできる力こ
　ぶ。
2U（liziliara⑨（名）腕の力。腕力。
2ud臓痘＝沁N⑪（他＝raN，＝ti）損する。商売
　で失敗する。古語rおどく」と関係ある語
　か。
？udU賛⑪（名）［御殿］御殿。按司地頭（？a－
　zizituu）が首里にかまえた邸宅の敬称。も
　と地方に割拠していた按司（？azi）が中央
　集権制以後，二塁に集められ，住まった邸
　宅。また，その家柄。王の世子，王子の家を
　もいう〇七UNei〔殿内］の上位。？udUNの
　家柄は，閥切（lnaziz’i）を領したために，問
　切の名と岡じ姓が多い。すなわち，明治の
　廃藩のころは次の通りであった。kuNzaN
　［国頭］，’uzilni［大工味］，　kusi［久志］，
　hanizi［羽地］，　naeiziN［今帰仁］，　mu一
　もubu〔本部3，難agu［名護］，？ii［留濁，．
　ciN　［金武］，　？ura學ii　［浦添］，　zinOON
　［二野湾工うN多日U［美黒コ，ラjUNtaNga［読
　谷山］，gwiiku［二二久コ，’．iunagu學iku
　［与那城］，gusieaa［具志川］，？uruku
　〔小藤］，timiguijiku［豊見城】，　gusieaN
　［具志頭］，tamagusikuこ玉城］，　mabui
　〔摩文仁］，takaNm迂高嶺］，工滋拙批b迂真
　壁］，eaNこ喜屋武］，　ta瓢agaa〔玉川］
　（兼城間切），？uhumuva　E大村］（北谷間
　切），magijama［松山］（領地なし），　na－
　kagusiku［中城］。
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？縫9u§iku
　似上のうち，中城御殿は王の世子の邸宅，
　且野湾・松山澗御殿は王子の邸宅である。
　また，王の瑚荘も？udUNといい，　ha－
　rnanu？udUNこ浜御殿］，　sicinanu？uduN
　［旧名御殿］，？ucaja？udUN〔御茶麗從澱コ
　がある。また，王妃にも？uduNの名が
　つく。
？uduNgaa⑨（名）大緑川。け翻参照。
2uduru＝cuN⑨（M　＝kaN，　＝ci）驚く。びっ
　くりする。？uiui’u’ltaijuN．驚かす。びっ
　くりさせる。
？U幽①（名）［文〕おのれ。きさま。点手を
　濃くだして，または罵倒していら語。
　一vga　？akujukuja　？azisuini　？inaeL
　［おがが工芸や　按司そひに讐ひなち（忠
　臣身替）］おのれの悪欲は按司様のせし・に
　して。
？ugaeikasa＠（名）その近さ。そんなに近
　く。
？ugaN⑨（名）神を祭ってある所。木や石の
　囲いがあり，前に広場がある。？utaki［御
　岳］よりも／罫さく，一音器落にいくつもあっ
　て，揮む人の籟閥も限られている。
2ugaNnumoo⑨（名）？ugaNの前の鴨宮。
　mooは野原の意。
2ug晒zガu⑪（名）gaNzuu（頑丈，壮健）
　の敬語。～，jam玲eeibii七ii．御壮健でいら
　っしゃいましたか。
？ugatoo⑪（名）その遠さ。そんなに遠く。
2U．・・uci⑨（名）積極性。また，進んでする
　機知。～nu？aN・積極的である。機陥が
　ある。～nu　nedraN．消極的である。引っ
　込み思案である。
2ugucimガd⑨（名）積極的な人。進んで
　する者。やり手。？aree～，jakutu　caa
　Qcumee　nati？aQCUN．彼は積極的だか
　ら，いつでも人に先んじている。
？職9疑cizヂNbuN⑪（名）積極｛生と分男聾。機
　略。
？uguii⑪（名）御肖像画。王の膏油画をい
　う。御御絵（おんこえ）の意。
？uguimu“i①（名）おごりたかぶる者。傲
　慢者。
2uguisien（名）うぐいす。　huuhwiQcooま
　たはhuuhuicooと鳴く。
？ugu＝juN①（自＝raN，　＝ti）おごる。た
　かぶる。
2ugu蕪旧⑨（名）ごま。
？縫gumahacagumi⑨（名）菓子の名。ごま
　おこし。ごまで作ったおこし（hacagu－
　rni）o
？Ue・・umanu？a－Nda⑪（名）ごま油。
？uguri＝．iuN⑥（自　　＝1▽歌N，　＝亀i）（病気が）再
　発する。ぶりかえす。初発は？ukurijUN
　という。
？ug秘瞬ku①（名）［府城］王の居城。首里城
　のこと。9聯ikuは城。首里のほぼ中央に
　あり，第二次大戦で焼失したが，その主
　な建物には次のようなものがあった。
　muNriasii［もんだそへ・百浦添コ（欝里城正
　殿。王が政務をとり，儀式などを行なった
　所。俗にkavahwaahuとい5。muNda一
　畷とは百の浦浦を統べる意），kugani一
　？udUN〔こがねおどん・常の御殿コ（王お
　よび，王の家族の居間），，jubuk磁［よぼこ
　り・世誇］tmUNIIallii［もんなみ・薦次］，
　？uni泳ee？udUN，［二階御殿コ（王の個入的
　な座敷），gusjuiN［御書院］（王が政務の
　取り次ぎを受けた所），？Ul〈ugusjuiN［奥
　御書院］，hweenu？udUN［南殿］（薩摩の使
　簿を接待した日塞風の建物），nisinu？u－
　dUN［北殿］（中岡使節を接待した中岡風
　の建物），gubaNzu［御呼唐コ，　cimihukui
　［きみζまこ　り●君誇〕，　cimihukui？uzoo［き・
みほこりおちゃう・奉神門〕（正殿の正薗
　の大きい門），naga？UZOO［広福ド『］（門
　の名），kaguisi？UZoo〔かごみせおちゃう］
　（ruQl〈ukumuNこ漏刻門コともいう。門の
　名。ここまでかごで乗り入れることができ
　た），hwiizaa？UZOo［ひぎやおちやう・瑞
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2ugwaN・
　泉門］（そばにruuhwi［龍桶］カミある。その
項参照），？amee？UZOO［あまゑ肉ぢやう・
　歓会門〕（首里城の正門），？wiin髄uri［5
　へあやぢや弓・守礼門〕（正門の西の大通
　りにある門で，守礼之邦の四字を書いた額
　がある），siMUATtUl’i［しもあやぢやう・中
　山門コ（？wiinuturiと岡じ大通りにあった
　門。その大通りを？ajaZOOとい5），　mi－
　munu？uzoo［みものおちゃうコ（門の名。
　女しか通れなかった），ラjusuhwicinu？u－
　zoo［よそへちのおちゃう・右腋門］，　hu－
　kui？uzooこほこりおちゃら・久慶門］，　ka－
　warumi？Uzoo［かわるめのおちゃうコ，
　？unaka？uZoO〔淑順F弩］（女官の通う瞬に
　ある門であるが，男も通れた），？akata？u－
　ZOO［あかたおちゃう。美．福門］（女のみ通
　る裏門），亭iigizi？uzoo［そへっぎおちゃ
　う・継世門］（～番外側の褒門。最も古く，
　昔の正門であったと伝えられている），si一一
　rul〈ani？uZOO［しろかねおちゃう・白銀門⊃
　（王の死に際してのみ開く石の門），t3ka一
　？azana［たかあざな〕（城の東側の石垣：
　の上にある鐘楼。旗を立てて時を知らせ
　た），simaelii？a7，ana［しまそへあざな］
　岡じく，西の石垣上にある鐘楼），kamee
　［かまい」，？uciNbjuu？uduN［御寝瀬御
　殿］（王の死んだ時に，死体をしばらく安麗
　しておいた雇。？usiNbjuU？嶽dUN　ともい
　う），？UNgwa［御蔵］（ziNgura［銭蔵コ，
　kan｛gura〔金蔵］などの倉），？anaa．（正
　殿前の広庭i）など◎
：～ugwaN⑪（名）［お纐ユ；祈願。願。祈鰭。神
　仏に願をかける．こと。吉日を選び，酒や洗
　い清めた米を供えて，一家の女主人が行な
　　う。願いごとの目的によって祈藤の文句が
　異なるが，そのおおよ．そは似たりよったり
　である。次に，一一例として’j昂sici撫？U－
　gwaN（屋敷と家族の無事息災を祈る祈薦）
　の文句をあげる。？uutootu，　euunu　’juka－
　ruhwii　cuunu　masaruhwii，　？ujasieinu
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gvru？ugwaN　？uNnjukijabiiN．　zuuni－
huNnu・　？umugiri　njuukoo＄．　izi，　’Npana
？ugaki　？usjagij’ablti，　turadiisjoowil〈i－
ga？umu苧ibi七agidiisjoowinagukaranu
？unigeevizl　？uNnjukiriwa，　？uNnu－
kaizurasa　misjooci　？utabimisjoori．
？ujasieinu　？ukami，　’jusim1　’jasimi
？unakaziN　njuu＄izi，　？uzoo？umamui，
hu5uu？u：izimee，　？uigicizuraku　？uta－
bimisjooci，　’」’anakaziN　sitanakaziN，
gelzl　llayaN　munuN，　mlcl　naraN　lxlu－
nuN，　g・iNrihuka，　？usinukiinisjooci，
’jahwirug’uN　tuhwh’u？uei　nuul〈utu－
sabiN　neeraN　gutu，　？ukal〈uizurasa
？utabimisjooei，　turadiisjooRu　？ujasiei
？tnnamulzuvaku　misjooei　？utabimi－
sjoori．　’utuku？ujanu　guuN　kami？agi－
toojabiiN．　？ujasieiguNnakai　？usuda－
ei．guN　tut，i　’ujabii．＄i　’utuku　’uNna，
？umamuizuraku　’Hutabimisjoeei，　ku－
tusi　’jukarudusi　ctttu　？ieiniN，　nuu－
kutusabiN’neejabiraN　gutu，　＄iis’al〈ee
？uhWirugti　simiraei　S’．utabimisjooei，
siNt｛ee　maNdee　？uhwikari．？utaeimi－
sjooei　？utabimisjooei，　g’ti？lsj’ubusulcoo
？unagami？utuNsjQoei　？utabimlsjooci，
？umuNziti　guniNzihudu　tatiti　’ujabii－
kutu・？uutOOtll・あなとうと，きょう
のよい日に，お屋敷のお願いごとを申し
あげます。十二塞を一三にした細いお線香
と，洗い清めたお米と，お灌とをお供え
いたしまして，三年の男とそのつれあい
の一年の女とのお願いの筋を申しあげま
．すので，お聞き入れになって下さいま
せ。お屋敷の神様，鴎隅八隅，中央の神
様，御門の守り神様，便所の神様，やすら
かにおわしまし下さいまして，悪い風も，
けがれた風も，筒ならぬものも，道ならぬ
ものも，千里の外にお押しのげになって下
＄いまして，入尋，十三の家に何の異変も
1
2uhueeedee
　ないように守護なすって下さいまして，寅
　年の者の屋敷をお守りになって下さいま
　せ。天の御恩（2月には「男親」といい8
　月には「女親」という。男親は天，女親は
　地を意味する）をありがたくおし戴いてお
　ります。お屋敷に住まわせていただいてお
　ります男女をお守り下さいまして，ことし
　よい年，一年の間，何の異変もありません
　よ5に，末栄え，子孫繁盛させて下さいま
　して，千代万代，お光りをお立てになって
　下さいまして，言葉の不足はお見のがしに
　なって下さいますよう，尊んで御信仰申し
　上げておりますから。あなとうと。
？ugw3Nhデ量⑨（名）？ugwaN（祈願）をす
　る日。その祈願の性質・種類に応じて，陰
　陽道による吉日が選ばれる。
？ugwaNi　1）utuei＠（名）結願。また，結願の
　お礼参り。神仏に？ugwaN（祈願）をし
　たあとのお礼参り。一年中の？UgwaNbu－
　tuci　ζま杢罪三末ζこ行な　う0
2ugwaNdo’ogu⑨（名）？ugwaN（祈願）を
　する時使う道具。酒を入れる瓶，洗った米
　と洗わない米を別々に入れる器，線香を入
　れる器，杯，それをのせる盆，それらすべ
　てを納める箱の一一式をいう。寺院・霊地を
　回って祈願をする時，持ち運ぶ。清浄であ
　るべきものとされ，他の用にはいっさい用
　いない。
2“gwaN9♂tu⑥（名）？ugwaR（祈藩）を
　すべき事がら。病人。不幸などが続く時，
　何か？ugwaNgutuがあるのではないか
　と迷う。
2uhoeku①（名）多く。たくさん。～？aN。
　たくさんある。～nu　QCU・たくさんの人。
？uhu一（接頭）大。大きい意を表わす。
　？uhUQCU　（おとな），？uhujaa（末家），
　？uhumuci（大きい餅）など。
2uhu2agarizima⑨（名）’大東島。むかし付
　近の海を通った舟が鶏の声を聞き，近くに
　島のあることが知られたが，島そのものは
　発見できなかったと言い伝えられている。
　実際には北大東島，南大東島，沖大東務が
　ある。
？uhu？aliwii＠（名）一番上の兄。長兄。平
　罠についていう語。
？uhu2aja⑪（名）大柄。着物の模様につい
、てい5。
2uhu？ajaa⑨（名）二三の一番上の姉。士族
　についていう。一番上の伯母。
2uhu？ajaamee⑨（名）大奥様。士族の？U－
　hU？ajaaについて平民などがいう敬称。
　？ajaameegwaa（若奥様）に託する。
2ul｝u2ajaz量NO（名）大きな柄の着物。
2uhu2ami⑨（名）大雨。
？uhU？aiNmaa⑨（名）父母の一番上の姉。
　平民についてい5。一番上の伯母。
2uku｝）aa⑨＊（名）父母のナぐ下の叔母。大
　きい叔母さんの意。
2tihttbisjaa⑨（名）象皮病（の患者）。大脚
　の考の意。
？tikubuni⑨（名）大船。大きな船。
？U茎iubnsi⑰（名）大節の意。　hwa？砿a（端
　歌）に対’して，御前風節（91uziNhuu），
　特牛節（kutibusi）など，何々節と呼ばれ
　る本：格の歌をい5。
？uhugiburaa⑨（名）頭でっかち。大頭の
　者。？uhugiburuの卑称。
？uhugiburu⑥（名）頭でっかち。大頭の
　者。？uhug聾）Llvaaともいう。
？uhugibuyu？a「mi⑪（名）大粒の雨。
2u茎膿ciku⑪（名）〔古〕　〔二二］廃藩離の
　警察官の役名。’wacicikU［脇筑］，　cil｛U一一
　sazi［筑旧事〕の上。
？uhaeikwi”iciev＊（名）（病人が）退屈がるこ
　と。～sjOON．（病入が）退屈がっている。
？uhucinee⑪（名）富んだ家。また，大所
　帯。大家族。？uhuzineeともいう。・
2uhugizaa⑪（名）大豆。大粒のものの意。
　toohumaamiともv・う。
？uhueoodeeen（名）兄弟が多いこと。たく
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2uhucuN
　さんの兄弟姉妹Q
2uhucuN⑨（名）大中。《糊参照。
？uhudUNci＠（名）eお宅。お屋敷。他人
　の家に対する敬称。大きなお屋敷の意。
　◎士族の本家。宗家。平民のそれは？租hu－
　jaaとい5。
2uhuduNmooi⑪（名）びっくり像天。飛び
　上がって驚くこと。
？U｝・ueusjlii⑨（名）非常な年寄り。大年寄
　り。
？讐臨ug謎e董⑪（名）大の食：いしんぼう。
2巌hugae｛ma「jaa⑨（名）大変な泥棒猫。ま
　た，そのように盗み食いする者。
？μhuga而ku⑪（名）大兼久。（（　by　＞＞参照。
？uhugee⑨（名）豚などの胃。食：稲として
　の名。
2uhugii⑪　（名）　大太。　また，　喬末。　teebu－
　kU　ともいう。　gumagii　（濾末）　に対噸す
　る。
2uhugucaa⑪（名）大きな口をした者。
？uhugueiew（名）大口。大きな口。～｝1　XI－
　xaCUN．大口をあける。
2uhugui⑪（名）〔大庫裡コ財蔭を保管する
　裏部屋。大きなkuui。とくに，？udUN
　£御殿］，tUNci澱内］などの家での財麓
　を保管する部置。そこで財産の管理入（su一
　’ucici）や会計係（zidee）が事務をとる。
？U｝mgusiku⑰⑦（名）大城。縄》参照。
？uhug頗k聾gwe「ena⑨（名）［大城ごゑに
　や］kweena（旅歌）の一一つ。？uhu9鰯一
　ku9；ireena〔大城ぎらいをゑなコという文
　句に始まる：kい古歌。
．？uhugusjm“Zi⑪（名）大きなお祝い。盛大
　．な祝儀。ことに，還暦およびそれ以上の高
　齢の祝いをいう。
？饗h“9wii⑨（名）大声。
．2uhuhaameeew（名）曾祖母。ひいおばあ
　さん。また，祖父母の姉，祖父母の兄の妻
　をもいう。＊平民についていう語。
？uhu｝iabaen（名）大幅。普通の布の二倍の
　幡の布。
2uhuhwinazi⑨（名）大辺名地。（（　aj　））参照。
？uhu？iibi＠（名）おや指。
？u｝iU？iiei⑥（名）ため患。嘆患。
？uhu2iju⑪（名）大きな魚。大魚。　nizi－
　deenu？訊寧ig我du？uhu？ijoo　tujuru．　し
　んぼう強い者が大魚を叡る（諺）。
2u｝iuja⑨（名）［大輪コ？udUN壼御殿］の
　家の家敏を管理する人。家令。
2uhujaa⑨（名）本家。平民のそれをいう
　語。
？uhUjaaniNgeU⑥（名）大家族。大勢の家
　族。
2uhujakaa⑨（名）貴族の男の子のおもり
　役。補導役として雇われた者をい5。，jaka－
　agwaa（遊び引手として雇われた者）に対
　する。専属の家庭教師。
？uhujaku⑪（名）〔古〕［大屋子］位階の名。
　大役の意であろう。さらに古くは？uhuja－
　kumuiといったが，後：にはpeeciNとい
　5よらになった。peeciNの項参照。
2uhujak繰u⑪（名）〔古〕？uhujakuと同
　じ。
？uhujamatu⑪（名）臨本。日本本土全体。
　，∫a1撒加が薩摩だけを意味することがあ
　るので，それと区零してい5。
？ii｝mjamatu賢cu⑪（名）日：本人。日本本土
　の人。’jamatuNcuが薩摩の人だけを意
　味することがあるので特に薩摩以外の日本
　入をいう。
？uhujaQeii⑪（名）一一番上の兄。長兄。大
　きいにいさん。士族についていう語。
？uhujaQkwanaa⑪　（名）　？uhukuugaa　と
　筒じ。，ja（氷waNは，やかん，および，
　きんたま。
？uhujaQsaN⑰（形）おとなしい。やさしい。
　？uhu．iaQsaru（≧eu．やさしい人。おとな
　しい人。
2uhujasii⑥（名）e（赤ん坊などの）おとな
　しい者。◎お人よし。入の醤うなりになる
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　者。
？uhujukus董munガ？壼i⑨（名）大うそ。～
　sjUl　：大5そをつく。
？uhujukUU⑪（名）大欲張り。強欲な者。
　goojukuu　ともし・う。
？uhukaa⑨（名）大保川。国頭地方にある
　川の名。
2uhukub董⑨（名）大首の意。次の句でいう。
　～tOOi’ijUN．大ぎょうに頭を下げて頼む。
　我を折って頼み入る。懇請する。
2uhukUugaa⑪（名）大ぎんたま。象皮病
　で物置の大きくなった老。？uhujaQkwa－
　naaともい5。
？uhumaaru⑪（名）仕事を人にまかせて，
　楽に暮らせること。左5ちわ。
？uhumaeija⑪（名）大きな店。　macijaは
　家をかまえた店。
？uhu㎜eejatu”meeew（名）大きな飯の意。
　大盛りにした飯。，j就u一も大きなの意。
　mabuigumi（魂をこめる式。その項参照）
　の時の文句にある。nlabujaa　mabujaa，
　？uuti　l〈UU’jOO，～1〈wira’jaa・魂よ，
　魂よ，追って来いよ，大きな飯をやるぞ。
？uhumici⑨（名）大通り。大道。
？Uh翌蝋cinUQeu⑪（名）道行く人。行きず
　りの人。赤の他人。
？uhu㎜iNlamaa⑪（名）眼玉の大きな者。
2uhuimmu？ii⑪（名）大露壮語。ほらを吹
　くこと。
2uhumUnu2utusi⑪（名）大きな落とし物
　をすること。～sjooru．gutooN・大きな
　落とし物をしたようだ。大きな穴があいた
　ようだ。親しい家族がひとり欠けた揚合な
　どにい5。
？uhumutamuta⑪（副）大勢で笑いさざめ
　くさま。がやがや。わいわい。～S300N．
　わいわいと笑いさざめいている。
tluhu㎜uutusw（名）総本家。一族一門の元
　祖の家柄。nakamuutu（分家の祖先）に
　対する。　　　　　　　　　　　el
？uhusanikataz韮k量既装u
2uh臓n罧zゆ（名）大麦。
？uhuniew（名）大根。　deekuni之いうのが
　普通。
？uhun沁aa⑪（名）大根の葉。
？uhuniiciew（名）大きな寝，慰。
2ukuniNgeu⑪（名）大人数。多人数。大
　勢。
？uhunusi⑪（名）〔古〕［大主］？azi〔按司3
　の家来の中の頭役。
2uhunusu｛熱⑥（名）大泥棒。
？uhu2Nbusi⑨（名）e大きな重し。◎大き
　な負捉。～？mruci，jaajaatu照taN．大
　きな霊荷を下ろしてほっとした。
2uhu2Nmari⑨（名）こせこせしないたち。
　ゆったりとした性質。鷹揚な性質。
？uhu？Nmee⑨（名）曾祖母。ひいおばあさ
　ん。また，祖父母の姉，あるいは祖父母の
　兄の妻＊。士族についてい5i語。
2uhu2Nmii⑨（名）長姉。一番上の姉。大
　きいねえさん。士族についていう語。
2uhuNcaki③＊（名）大見武。（〈　ag　））参照。
2uhuNkasl⑨（名）大昔。先史時代の意で用
　いる。nakamul〈asiに対する。1〈amigu－
　deeともいう。
2ukUNm量⑪（名）大嶺。《馴参照。
？ukuQeu〔D（名）おとな。～nu　kubai．　お
　となの待遇。おとな並みの扱い。
2ulmQCubui⑪（名）（子供が）おとなぶるこ
　と。
？ulmQeugwii⑪（名）おとなの声。
？uhura⑨（名）大浦。〈（　ig　））参照。
2uhurume「ean（名）お祝いのごちそう。祝
　宴のおふるまい。，jugiguNnu～．，jugigUN
　の項参照。
？uhurumeNtaa⑪（名）ままごと。お客さ
　言＄’　v　cr．　しつL－0
2uhusaagaa⑨（名）数の多さを争うこと。
　遊戯などで数・点数の多い方を勝ちとする
　こと。＜七aaga？uhusaga．（誰が多いか）。
2uhu繍n豊katazikiruu⑪（名）数の多い方
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　に決めること。また，多数決。
？uhusaN⑨（形）（数・鐙が）多い。
？曲uS蓋⑪（名）［大瀬］大岩。大きい岩（sii）。
2uhusidubiゆ（名）〔古〕［大i勢頭部」9恥i－
　kUNcu（宮女）の中から選ばれて王の妾と
　なったもの。
？ukusjoo①（名）？uhusjoOllTuNと岡じ。
2uhusj　oomuN　CD（名）そそっかしい者。と
　ん牽。間披け。抜げ作。
2uhusjuu⑨（名）父方の一番上の伯父。ま
　たは？uhu？aNmaaの夫。平民について
　いう語。また農村の8月踊りに畠て来る
　120歳の長者はとくにhjal｛uhataci　na－
　juru　coozanu～とし・5。
2u夏瓢雛⑨（名）大田。（（地〉）参照。
2曲磁aar蓋⑨（名）伯父。簸父さん。父愚
　の兄。また？uhu？ajaaの夫。士族につい
　ていう。叔父は’UNeuuという。
？ukutaN㎜eeen（名）曾祖父。ひいおじい
　さん。また，祖父母の兄あるいは鳥目億の
　姉の夫＊。士族についていう語。
211hu？uliU2Ninee⑪＊（名）曾祖父縁の姉。
　または，曾視父織の兄の妻。士族について
　いう語。
2uhu2uhu？usjumee⑨＊（名）曾粗父母の
　兄。またほ，曾糧父母の嫌の夫。平民につ
　いてい5語。
：～uhu？uhuiitu①（副）たっぷりと。たくさ
　ん。～？i「ijUN．たっぷりと入れる。
？uhu？uhwaka⑨（名）本家のお墓。
？uhu？umi⑨（名）大海。
2ul｝u？uminaaku⑪幅1）すっかり安心し
　たさま。次の句でいう。～najUN．すっ
　かり安心する。大きな心配事が解消した揚
　合にい5。
？uhu2ttsjumeeew（名）曾祖父。ひいおじ
　いざん。また，祖父母の兄，あるいは祖父
　母の姉の夫＊。平民についていう語。
？uhu？usjuukoo⑰（名）大法会。二十五隼
　忌と三十三年忌の法上をいう。？面ugizi
　ともいう。十三…三年1忌までは，癬地の喪服を
　着るが，二十五年：忌以上は紺地の階れ着を
　着て盛大にいとなむ。
2uhu？utiraas（名）苗盤の円覚寺をいう。
　大寺院の意。
2uhu2U曲重⑨（名）礼装用の大深。男が礼
　装の時着用する輻の広い帯。中国の紳に相
　当するもの。
？uhu？uga⑪（名）一番座敷：。屋i敷のなかで
　一番大きく立派な座敷。単に？uzaとも
　いう。
？nhU？uzoo⑨（名）表門。正門。屋敷の表側
　にある大きな門。？UZOQgwaaに対する。
2uhZtUNeuu⑨（名）母方の伯父。また，母
　方に限らず畠山と非常に年の違う叔父。大
　きいおじさん。
？uhuwareeen（名）大笑い。～sj　LIN・大笑
　いする。
？uhuwata⑪（名）0大きな腹。妊婦などの
　大きな腹。～siSsii　sjCON・大きな腹をか
　かえて苦しそ5である。◎大腸。
2uhuwataa⑪（名）腹の大きい者。妊婦や
　大食いの卑称。
2uhuwataanii”N⑨（名）妊婦。腹の大きい
　者の意。　普通は　1〈asagiNer｝という。ま
　た，女岡志ではsidUUgahuu　sjOON．（あ
　りがたいものをいただいている）のように
　欝いあらわす。
？izhuwata？uramaa⑪（名）くつわ虫の一・
　種。腹が大きい。
？uhuwikiga⑪（名）元来は大男の意。女が
　出生した時に，女の子をほしがる魔物に命．
　をとられることを恐れて，わざと？uhuwi一・
　kiga（大男）が生まれたという。
？uhuwinagn⑪（名）元来は大女の意。男が
　二二しだ時に，男の子をほしがる魔物に命
　をとられることを恐れて，わざと？uhuwi一・
　nagU（大女）が生まれたという。また，
　その父親が旅先にある時は，名前までも女：’
　の名前をつける。首里には，男で女の名の
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　ついた者がよくあるが，みな，このため
　で，たいがいはnabii（鍋）とい5女の名
　前がつけられた。
？uliuza⑪（名）年：寮り。老人。謙称または
　軽い卑称として用いる。，waQtaa？uhuza．
　うちの年寄り。
2uhuzaa⑨（名）老いぼれ。？uhuzaの卑
　称。
？uhuzanaO（名）大日名。（（地》参照。
？uk｛zgeatti⑪（名）大里。継麟参照。
？allllz量⑪（名）［大地］♀中縄塞島をいう。
？uliuzimuu⑨（名）気前がいい者。｛琶しげ
　なく人に物を与える者。
2uhuziiiee（m（名）　？uhucinee　と陶じQ
？uhuziN⑪（名）大金。多額の金。
2uhuzuNzaNsiirnee⑪（名）おじいさま。
　貴族の裡父・老翁に目する敬称。貴族の家
　族がいう。
？uhwa⑪（名）おんぶ。入を背負うこと。
　～1‘wiizikijUN・しっかりと背におんぶ
　する。Qkwa～sjUN．子をおんぶする。
2tlhw21gi⑨（名）おはつ。神仏に供えるため
　に，人が手を付けぬうちにとっておく食
　物。
2uhwaka⑰（名）お塾。
？uhwakame’e⑪（名）お墓参り。墓参。ha－
　kameeともい5。旧暦1月16；ll，7月7
　田こは，親戚一同が揃って？uhwakamee
　を行なう。
？uhwi⑪（名）その大きさ。それだけ（の
　量）。そんなに大きく（多く）。また，そん
　なわずか。～na　kutu．そんな（大きな・わ
　ずかな）こと。～na？u7yauti’jUNtaku
　SUBa．そんな立派なお座敷でおしゃべり
　するな。
2ぬw量⑪（名）おきさき。王妃（hwii）の敬
　語。？uhwiiともいう。
2uhwigamutu⑰（名）お睡のもとの意。首
　璽をさしていう。
2uhwigsvaa⑪（名）？UQpigwaaと同じ。
？u｝lwii①（名）？uhwi（おきさき）と岡じ。
2uhwiiku「tuen（名）大きな事。盛大な事。
　盛典。’oonu？ukuree？ugiciN亭ee夢ee～
　，jaN・王が即位：されるのは盛典である◎
？uhwikayi⑥（名）お光。神仏の威光。
2uhWiraku⑪（副）お平らに。　お楽に。か
　しこまった客に対して言う語。hwiraku
　の敬語。～？unaimi＄eebiri。お楽になさ
　いませ。
2uhw量saN⑭（形）大きい。　magisaN（大き
　い）より格式ばった語感があり，多くは抽
　象的な大きさをいう。すなわち，蛾大であ
　る・偉大である・大げさである，など。
　？uhwii　l〈utu．火いなること。大儀式な
　ど。？uhwii　QCU．偉人。？amari　111L11’i－
　ltujaja　ziridatinu？uhwisa，　E余り卑小
　屋や　義理立ての大さ（手水之縁）〕あまり
　野小屋（人名）は義理立てが大げさである。
　maeidu　？urisigutu　’juru］〈ubiN　？uhwi－
　sa．［待ちど嬉し、ごと　喜びもおへさ（大li【
　敵討）］待つのがうれしく，大きな喜びだ。
？u？iihwee⑨（名）御位牌。？呈ihwee（位牌）
　の敬語。
2ui⑨（名）瓜。
2uidaka⑨（名）売り高。売り上げ高。
2uigwaaf～Ut　ee⑨（名）料理名。きゅうりま
　たは白5りなどを薄く切り，塩・酢，また
　は砂糖水などで味をつけ，もんだもの。
　きゅうりもみ。
2uim，uN①（名）売りもの。隠撮。
2u韮賑ukし夏s⑩（名）売れ残り。
？uivoomuei⑪（名）菓子の名。　ういろうも
　ち。米の粉で作った餅菓子。那覇で作られ
　た。
？癬saba罵UN①（他・・1〈aN，＝ci）売りさばく。．
2uiwee⑪（名）お祝い。お祝いの行事。．
　？ujuweeともいう。
2uja⑨（名）親。　tainu～．ふた親。両親。
　～karanu’ju多疑i・親からゆずり受けた
　もの。財塵・性質・病気など，親ゆずりの
547
？uja？aNmaa
　竜の。
？U．ia？aNmaa⑪（名）geebaN（その項参照）
　が任地でもつ妾。もとは，子供ができた場
　合にそう呼ばれ．た。？uja？aNmaaの家は
　：免税，子はその土地の士族になるなどの特
　権があった。
？uj3aduゆ（名〉貴族の駅荘。
？癩abuNnoO⑪Qkwacikttsjoo①　（句）親
　は子ぼんのうで，子は親に対して畜生のよ
　ら。親の払子知らず。
2ujagiyasa◎Ωkwaφrasa①（句）親もつ
　らく，子もつらいこと。親子別離の揚合な
　どにいう。
？ujagakai⑰（名）親がかり。親の庇護の下
　にあること。
2njaganast⑪（名）〔文〕親御。親の敬語。
　’wa？ujaganasi．わたしの親御。
？U．iaganas童i⑨（名）親御様。他人の親の敬
　称。
？縛agawa三⑨（名）親がわり。親のかわりに
　なって世話すること。
2ujagi①（名）援助。補助。金銭。物資など
　を援助すること。
2ujag蓋＝葦uN①（他＝raNf＝七i）eささえる。
　押し上げる。Qkwa～．背負った子を上に
　押し上げる。◎援助する。物質的に助け
　る。？ujanujaa～・親の家を援助する。
？ujahukoo⑪（名）親不孝。
？iijahuzi①（名）父祖。祖先。
2ujahwaahu－zi⑨（名）父祖。祖先。hwaa－
　huziは祖父億。
？縛aku⑨（名）〔文3親子。口語では？uja－
　Qkwaとい5。
2ujaku⑪（名）お役。，jaku（官職）の敬
　語。
？ujama⑪（名）大山。微分参照。
2u．ia㎜ad藍i⑨（名）親を失うこと。～s担N．
　みなし：子になる。
？ujama＝juN①（他＝aN，＝raN，”ti）敬う。
　あがめる。
2t・ja・nasai⑪（名）親まさり。親より傑出す
　ること。
？u．9　amasai「Ngwa⑪（名）親まさりの子。
？ujameekutuもa①（名）敬語。
2ujamuduisrti「tu⑨＊（名）親にそむくこと。
　親不孝なこと。？撒ucimOO？ayaNta寧i－
　ga，～nati・そのつもりはなかったが，
　親にそむくことになった。
2ujam竃1duiN「gwa⑪＊（名）親にそむく子。
　親不孝者。
2ujai皿u撫⑪（名）．親もと。
？u．iaml．iaa⑪（名）親の家。また，とついだ
　女の里。黒はnasi㎜iiともいう。
？uj搬1樋am｛⑥（名）親のため。～1｛uninu－
　tami。親のため麟のため。
2uj頷壕maa（①　（名）？uja？aN皿我a　と岡じ。
2ujaN￥e「elx⑨（連詞・不直門ij）’jaN（だ・
　である）の敬語。？waaNpeeNと同じ。で
　いらっしゃる。でおありになる。？amaa
　maa？ujaN串eebiiga．あのかたはどなた
　でいらっしゃいますか。
2ujaQkwa⑪＊（名）親子。親と子。
？ujaQkwam聾rガQkwa◎（名）親子全部。
　親子酬うとも。
2iijasi⑨＊（名）もやし。：おとなの使ら語。
　普通　maaminaを多く用いる。
？賦ja：～u叩網jaa⑨（名）親思い。孝行者。
？uj腿LU磁♪（自＝baN，＝di）およぶ。到達
　する。否定の形で多く用いる。？juuniN
　？ujubaN．蕎5におよぼない。
？u嚇礎N①（他＝vaN，＝ti）織る。nunu～．
　布を織る。
2U＝juN①（他讐raN，”・ti）売る。
2ujuwee⑪（名）？uiweeと同じ。
？uka⑥（名）宇嘉。＜＜地））参照。
2犠k餓S訟N⑨（形）あぶない。危険である。
　失敗の可能性が多い。また，病人の状態な
　どがあぶない。
2ukabi＝juN①　（他＝r批N，瓢ti）　〔新？〕浮か
　べる。huni～．舟を浮かべる。
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2uka＝huN①（自＝baN，＝di）こ瓢？〕浮く。
　浮かぶ。
2ukagimi⑪（名）特定の仏が特定の人の運
　命を加護し，左右していること。おつかま
　えの意。人の生年の十二支の朋によってそ
　れぞれ仏が異なる。たとえば寅隼の人の
　？Uka¢imiは円覚寺の仏，子の年の人のそ
　れは観音堂の仏のようになっており，？U一一
　gwaN（祈願）をする場合は，それぞれの
　？ukag痴iの寺院へ行く。〈k⑲円融N。
？ukaga＝juN①　（他＝aN，＝］raix一，＝もi）　うか
　がう。ひそかにさぐる。ひそかにのぞく。
　訪問する・お聞きするなどの意はない。
2ukagi＝juN⑨（他＝1’aN，畷）「（食べ物
　を）よそ5」（？垣jUN）の敬語。？ubuN？u－
　k鼠9圭jabira．御飯をおつぎしましょ5。
2ukaimuN⑪（名）開聞岳。薩摩半島にある
　山の名。
2ukaitu①　（副）　う　っカ〉りσ　？ukaQtu　と　も
　いう。
？tika＝」　tiN⑨（自＝raN，＝ti）交接する。男
　の側からいう。上轍な語ではない。普通の
　語は？ica3UN。動物についてはgirubUN
　とい5。
’？ukakibuseie⑨（名）御統治。お治めにな
　ること。しろしめすこと。一buvee（〈一・liU一
　亭ee）は栄えさせる意か。？isinagunu？1－
　sinu　？uhusi　narumadiN，　？ukakibuse
　痴s30ri，wa？usjuganasi．［石なごの石
　の大瀬なるまでも　おかけぼさへ召しや
　うれ我御主がなし〕石なごの石が大岩に
　なるまでも，お治め下さいわが讃。沖縄の
　君が代に当たる歌で，宴席などで最初に歌
　われた。
2ukak｛zi’ma⑨（名）〔古〕〔網1掛島］御領
　地。御采地。くsima　kakijUN（采地を領
　する）。simaの項参照。
2ukani⑪（名）（食物が）暖かいこと。～llU
　？aru？ucini？usjagamisjGQree。暖かい
　うちに召し上がって下さい。～sjabii㎜i．
　暖めましょうか。
2ukaQtuG）　（鋳D　　うっかり。　？ukai七uとも
　いう。
2ukaQt｛tik⑪（名）うっかり者。そこつ者。
？ukasa＝rijuN④　　（自　＝ril’aN，　＝Qti）　e高熱
　に浮かされる。〈◎（心が）　うきうきする。
　kukui’u～．心がらきうきする。
？ukagai⑪（名）仏壇・床の闘などに，飾り
　つけをしたり，ものを供えたりすること。
　また，その物。お供え。お飾り。
2uka？．aikaibi⑪（名）正月などに，祭壇と
　火の神の前に供える紙。白・黄・赤の董枚
　を璽ね，その．ヒに供物をのせる。
？ukazi⑥（名）eおかげ。？ujanu～．親の
　おかげ。？UNzuga～．あなたのおかげ。
　◎役得。余録。役得として得るもの。
　～？NzasjUN．役得を生み出す。料理の
　場合なら，材料を全部使わずに，いくらか
　を自分のために残すことなど。
？ukee（①（名）　おカ、ゆ。　？ukeenu？usiru．旧
　麿7月15日盆祭りの終わりの属に祭壇に供
　える，あずきのかゆと汁。汁は煮出汁に醤
　油を加えたもので，実に冬瓜・豆腐・肉そ
　の他色色のものを饗の臼に切って入れる。
　～nu？waajUU。おかゆのうわ湯，すなわ
　ち璽湯。
2ukeeihwike’ei＠（名）擁薬療逡巡。大いに
ためら．うこと。～sjUN．
2ukeeimunii⑪（名）ためらったものの雷
　い方。自儒のない意い方。
2iikeei2umii⑨（名）ためらうことQ引っこ
　み思案。また，気兼ねすること。遠慮。
　”v　sJUN．
？縫kee＝jUN⑪（自＝raN，＝ti）ためらう。し
　りごみする。不安がる。また，気兼ねして
　引っこむ。遠匂する。
2uki①（名）浮き。釣り糸につける浮標。
？ukidu三⑨（名）受け取り。領収証。
2ukihaNsi①（名）受け答：え。議論。談判な
　どの時の応対。受けはずしの意。
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？ukih“ri「NtOO⑨　　（名）　　受をナ答え。　　ficr答。
？uki＝一．iuN⑰（霞＝raN，＝ti）起きる。起床
　する。？uukim量号eebitiLお早うございま
　す。臼上に対する，朝の釜内でのあいさ
　っ。お目ざめですか。？tlltitiN　niNtiN．
　起きても寝ても。寝てもさめても。
？nki＝詠置溝⑨　（他　＝TaN，＝娠）　e受ける。
　bagi～．罰を受ける。◎請ける。引き受け
　る。請け負5。
？uk婦uN①（イ也　　＝1’aN，　＝ti）浮かべる。浮
　かせる。huni～．舟を浮かべる。
？u｝c量Riaue三⑨（名）受け持ち。担当の仕事。
？ukimu＝cutw’⑲（他；taN，＝顛）受げ持つ。
　撞附する。
？a這n浜⑪（名）身元引受人。保証人3
？眼ki掘池最⑪（名）旅の中で鰻をさまして
　いること。
2uki？Nzi＝麺。｝N⑥（他＝raN，瓢七i）起きて
　出る。（病入などが）床を離れる。
？Uk旗群⑨（名）肥土（？iihu）の流失を防
　ぐため，畑のところどころに掘る溝。sa－
　tuja～nu乞amaimi71igul｛uru，　ka煎i－
　waN’jusuni’jukuci？icusa．麗やうけ
　んずの　溜り水こころ　かねれわも配所に
　　よこち行きゆさ」愛する君はうけ溝にた
　まる水のようなもの，せき止めてもよそに
　流れて行く。
？ukiNz．uhaiN7．u⑪（名）〔受水走水〕地名。
　玉城間切玉城にあり，沖縄ではじめて稲を
　樋〔えたとされるところ。
？ukisikuci⑪（名）請け負い仕毒。
？ixkitn＝juN⑨（他＝raN，＝ti）∈）受け取る。
　◎（技術などを）習得する。
？監笈k魏匙温nユ藍禰3u謡⑥（他霜工’a層，頃）受けk
　める。
2uki4ai｝？aniga”nia⑨（名）起きたとたん。
　起きぬけ。起きてまだ農のさめやらぬう
　ち。～nu　kutu’jati，　caa　see’jutasjaga
　，wakaraNtaN・起きぬけのことで，ど5
　してよいかわからなかった。
2ukoo⑨（名）［お香］御線香。仏壇にあげ
　て先粗を祭る。～du　koekoo．お線香をあ
　げることこそ孝行。
？ukooru⑫　’i名）御香炉。仏壇で線香をあ
　げる炉。大きいほど子孫繁愚を三脚すると
　して，大きい香頬を尊んだ。
？uku⑨（名）奥。《地））参照。
？uktiPli①（名）たこあげで，たこの調子を
　とるためO’ひも。たこがさがさに落ちたり
　し．ないために付けたもの。
2uk疑融⑪（名）宇久田。織》参照。
？猛k服磁⑨（名）奥の手。秘訣。　　一
？ukU｛H⑥（名）一一一・FEiの中の，神に仕える人。
　kudiともいう。三三十三隼忌をすませた複．
　先が男女おのおの二一の神となり，それ
　ぞれを一門中の’un3i？uku磁と’wUkii一
　？雛kudiの二人が受け持って祭る。部落の
　神官nigami，さらに数部落の神官捻uuru
　の下部組織をなす。kudiからはkuNdi
　？awaci，　misudi？awaci（手を合わせ，
　袖を合わせ）とい5祈りの文句のkuNdi
　（組み手？）が連想されるが関係あるまい。
2ukugusjiiiN⑨（名）〔奥御書院」首里城の
　建物の名。
？ukuhwaAr⑨（名）kuhwaNの丁寧語。
2縫1“i2ii’izo”o⑨（名）奥まった門。道路か
　らはいりこんだところにある門。旧家の門
　に多い。
？ukuikee＝sjtiN①（他＝saN，＝ci）送り返
　ず。返送ずる。
？ul｛uimee⑪（名）無尽で，中途で当たる
　カ㍉人の当たったのを買うかして金を受け
　取ったのち，利子を付けて返還すべき掛け
　金。kakimee（掛け前）の対。
2蓬癒uh｝職製⑪①（名）進物。おつかいもの。
　贈り物。恋入への贈り物は元来はnasaki
　という。～sjUN．進物をす’る。贈り物を
　する。
2ukui？iiz董N①（名）送り膳。宴会に来ない
　客にその人の膳部を送りとどけること。ま
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　た，その繕部。
？ukuixOe⑨（名）婚礼の際の，嫁の荷物の
　送り状。婿の家へ持参する荷物の揖録。
？uku．iania⑨（名）奥山。深い森林。
2nkll＝juN⑪（自＝raN，；七i）（事僻二が）起こ
　る。起きる。病気についてぽいわない。
　？ikU＄翫nu（soodoonu）～．戦争（騒動）
　が起こる。
’？uku＝．iu，N①（他；raN，＝ti）o（物描・書）レこ
　などを）送る。◎葬送する。（死人を）送
　る。
？ukuk腿⑪（名）小鷺。（（地））参照。
？uktime⑪（名）奥間。《地））参照。
’？ukumaami⑪（名）植物名。いんげん豆。
2ukttmuimi＄e’eN⑥（自・不規則）崩御す
　る。おかくれ遊ばす。！が死ぬことの敬
　語。
2iikun‘n＝jtiN①（他＝aN，二ti）行なう。
？ukunee①（名）行ない。行為。繍行。～一
　nu’waQsaN．山行が悪い。
？ukur炉sjUN①（他＝saN，＝c‘i）（時刻）1こ
　遅れさせる。遅刻させる。また，（速度を）
　遅らせる。
2ukureeoozi⑪（名）〔古〕［御位王子］王の
　子でない者で，功労によって王子の位を与
　えられた者。？azi〔按司コがsiQsii〔摂
　政］になった野合などになる。
？ukuri＝麺N⑰（自＝raN，；七i）e盛り上が
　る。miigaanu～．（禿気が圓復して）ま
　ぶたが盛り上がる。◎（事件・病気などが）
　起こる。起きる。？ikuSanu～・戦争が起
　こる。bjoocinu～．病気が旧きる。⑱大
　きくなる。盛んになる。kuras鎗u～．暮
　らしが大きくなる。
？uku肥三＝juN⑥（自＝raN，”ti）（かさぶた
　が）はげて離れる。kasabutanu～．かさ
　ぶたがとれる。
2ukttrl＝麺N①（宮＝raN，；ti）遅れる。ま
　た，遅刻する。niiku　najUN（遅くなる）
　ともい5。速度については多くはnibuku
　najUN（のろくなる）という。
？uku§⑩（名）〔古〕御輿。王の乗る輿。
2uktiresjuN⑨　（他＝saN，＝ci）e（物・人を）
　起こす。起こして立てる。◎（人を）起こ
　す。目ざめさせる。㊧興こす。盛んにす
　る。，3aa～．家を栄えさせるd　mu］ra～．
　村を盛んにする。
2uk磁a＝jUIT①（自壌aN，＝七i）怠る。なま
　ける。
？ukwaNsi「N（①（名）〔お生船］中罵から沖縄
　に派遣される冊封使（toonu？azi）の船。
2ukwaNS嚢「Nudu⑩（名）［お二二躍］冊封
　使を接待するために催した園薦。演ぜられ
　たのは主として組踊り（kumiudui）であ
　り，耶｝封は琉球王の一代一度の大儀典なの
　で，役者の選抜，練習は厳重をきわめ，そ
　の華麗さや役者となる奨i男の諦判は，上中
　をどよめかせたという。
2umaagi＠（名）火（hwii）の敬語。多く
　？u斑aφという。～nu？ugwaN．火の神
　に対する祈願。村の’ugaNZU（祈願をす
　る霊地）で祈願をし，家に翻ってから，お
　のおのの家のかまどで祈願をする。
？umaaNgasagasa⑪（名）思わなくてもよ
　いよ5な雑念。とりこし蕃労。～？umu－
　jUN．考えなくてよいことを，かれこれと
　考える。とりこし苦労をする。
？umaaraA’anil”N⑪（名）心外なこと。とん
　でもないこと。また，心外な者。心ない者。
　けしからぬ者。？ariga’waaku七U？jutee－
　gisa麟ga～，jaQS3a・彼がわたしのことを
　悪く肥ったそ5だが，心外なやつだ。
？umaasibui⑨（名）思わせぶり。？aNsi
　？umaasibuee　saN　gutu　l〈ainee．そんな
　に恩わせぶりはしないで食え。～nu瓢zii－
　nee　duunudu　sumoo　sjuN　doo．　，思わせ
　ぶりが過ぎると自分が損するぞ。
2umaazi夏im’aazi⑪（副・名）e思わず。
　～dateeN？abitaN．思わず大声を出し
　た。◎思いがけず。また，思いがけない
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　こと。ku瓢auti？ieaiglee～11u　kutu
　’ja（lsaa’jaa．ここで会うとは恩いがけな
　いことだねえ。
？umagi⑨（名）〔右〕火（hwii）の敬語。老
　女などがよく醤う。？umac．ee　saato◎j我一
　biimi．火はございますか。
2臓ma萌⑨（名）稲麦などの農耕に関して行
　なわれるお祭り。2月，3月に麦の祭りを，
　5月，6月に稲の祭りを行なう。4月には
　？abusibaree（その項参照）が行なわれる。
　もとは，国王が久高（2月），玉城（4月）
　に出かけて，その祭りを行なった。
？umanii＠（名）［思姉］e兄嫁さん。また
　は，嫁に行ったねえさん。兄嫁・既婚の姉
　の敬称。士族についていう。◎奥さん。既
　婚の士族の婦人の敬称。
？umanimee⑪（名）兄嫁様。または，嫁に
　行ったおねえさま。結婚した貴族の女をそ
　の弟妹などがいう語。一般からは？aQtoo－
　meeと【1乎ばれる。
2umaNcU①（名）［御真人・御：万人3人民。
　一般の庶罠。多くの人。万人。
？m11組礎u「N⑨（名）王の礼服。
2umawai⑪（名）おかず。おまわり。
2umee　ew（名）〔古〕［御掛コ御身重（ごぜん）。
　御前様。殿様。？udUN［御殿3の主人公に
　対する敬称。昔，？azi［按司］と称した者
　が，首里に居宅（？uduN）をかまえて忌む
　ようになってからは，？umeeといわれる
　ようになった。
？Ui蓋監eegwaa⑰（名）若殿様。若様。？umee
　の畏男に欝する敬称。？umeeが？aziこ按
　司］といわれた時代には，’wakaaz圭［若
　按司］といわれた。
2umeem笈me’e⑪（名）お殿様。御蒲様。
　？umeeの敬称。
？umeesi⑨（名）お箸。　meesiの丁寧語。
　首里の上贔な家では，普通？umeesiと
　　　りいっ7こ。
2u皿eesibaku⑪（名）お箸箱。
2Ul■leNtttuew（名）紙びな。紙で作り，紙の
　着物を着せた女ひなにんぎょ5。男びなは
　saatuumeeとL・う。’jUQI｛anuhwii（旧
　暦5月4日）をにぎわす玩具のひとつ。
？umeNtnubaku⑨（名）？umeNtuuを入れ
　る箱。にんぎょう箱。太箱を色紙で美しく
　飾ったもの。
21・mi⑨（名）海。～？aQeLIN・海を行く。
　航海する。また，船乗りを業とする。また，
　漁糠をする。
2umi一（接頭）〔思］敬愛の意をあらわす接
　頭辞で，人名，人倫関係の語につける。
　さん。さま。？umiziruu（次郎さん），
　？umi學童珍a（おにいさま），？umisatu（恋
　しいお方）など。
？眼遷揃？aasa⑪（名）海あおさの意。？aasa
　（あおさ。青のりの一種）と岡じ：。　moo一
　？aasa（きのこの一種）と区別してよんだ
　名。
？電ユ㎜呈？aQeaa（①（名）痢合乗り。応召員。　また，
　漁師。一？aQcaa〈？aQCUN（歩く）。
2umibata①（名）海ばた。海辺。海岸。
2umlealt蓋N①鍛eeN⑨（句）思、いがけない。
　～ku加．思いがけないこと。
2夏夏migi菖cuN⑨　　（イ毯　　罵kaN，　＝ci）　　，9　s㌧、つ　く　o
　？umaigiearu　kL｝tunu　’wamini　・mata
　？ajUN．［思付ちやることの　我身にまた
　あゆん（手水之縁）］思いついたことがわた
　しにまたある。
？umici＝jUN⑨（他＝1’aN，＝Qci）思い一切る。
　あきらめる。
？u㎜ieiku■ru⑨（副）御てずから。御自脅
　で。？LINzukuyuよりいっそう丁寧。～
　misjeoei。御自身でなさって。
2umigimi＝juN⑨（弛＝raN，＝ti）恩いつめ
　る。一途に思いこむ。
2umigiimuN⑪（名）かまどの神。かまど
　（ka凱a）は石三つからできていたのでこの
　名がある。お三つ物の意。
？umiciQei⑪（副）思い切って。決心して。
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2UinieiQtu（①　（副）　，思㌔、きり。’強くQ　5入ノ
　と。しっかり。～1〈agimitOON。しっかり
　つかんでいる。
2umick’i⑨（名）思い切り。決断。また，
　あきらめ。断念。～nu　1ユeeN．思い切り
　が悪い。
？umicuku「ru⑪（名）御三三人様。おさんか
　た。miQeaiの敬語Q　micukuvu，？umi一．
　七ukuruともいう。
2uunigaamii⑪（名）漉妄亀。単にkaami2と
　いえば水陸両棲の亀を多くいう。’
2umigガ虚⑨（名）海にいる蟹。
2umigwa⑨（名）〔文3主人の子，または，
　欝上の人の子に閉する敬称。お子さま。Ll
　語は？umiNgwa。
2um｛hama＝」ガN⑪（自；yaN，＝ti）はげむ。
　熱心に努力する。
2umii⑨（名）？umui（，｛璽い）と同じ。
2umlibukasaN⑪（形）思慮深い。考えが深
　い。また，考え過ぎる。
2mmiiduui⑨（名）思い通り。’vった通り。
　～na七εしN．思い通りになった。
2umiijamii⑪（名）恩㌔・なやむこと。思い
　ためらうこと。～sjUN．
2u皿蓋目盛蕊⑪（名）御命日。m員niciの敬語。
2uxniinuhuka⑪（名）思いのほか。意外。
　案外。
2mnii？NbusaiNT＠（形）心が重い。璽大な
　ことを思って気が璽い◎
2Umi瞬zi⑪（名）思い過ごし。
2umii＄izi＝ju”N⑨（他＝raN，”ti）思い過ご
　す。
2umijui⑪（名）思いつくこと。思いおよぶ
　こと。心にかけること。気がつくこと。
　～nu，jutasjaN．よく気がつく。
2u㎜籍u量keejui⑲（名）気カミつくこと。あ
　乏しこれ，愚いつくこと。～nu？εしN．よく気
　がっく。
？umiju＝juN⑨（他＝raN，”ti）思いおよ
　ぶ。1気がつく。12UmiゴUもi　Qci　kwiti茎｛a一
　huusi．，思いだして来てくれてありがと5。．
2腿㎜呈kak量＝jnN①（他＝raN，；七i）θお臼に
　かける。御覧にいれる。misijUN（見せる）
　の謙譲語。さらにその上の敬語はnUNka－
　kijuN。？umikal〈ijabira．　お目に）6、けま
　しょう。◎御覧になる。　，NNzUN（見る）
　の尊敬語1。　？amanakai？ajabiiku’tu
　？umikakiti　kwimiseeblri・あちらにござ’
　いますから，御覧になって下さい。
2u kal｛im量s♂eN①（勉・不規貝彗）御覧に
　なる。，NNZUN（見るの敬語）。　njUNkaki一
　凱玲eeNはさらにその上の敬語。
2umikamia⑨（名）〔文〕［，慰加配コ恋人（女〉
　を親しんでいう語。
？Uinika「zi⑥（名）海風、。海の方から吹く
　風。
2umikii⑨（名）θ貴族・士族の女が男の兄
　弟（，wikii）を敬愛していう語。　O女が，
　身分のある家柄の年下の男の子を呼ぶ語。
　ぼっちゃん。
？umikiinume’e⑨（名）御兄弟様。おにい
　さま。弟さま。姉妹から見た男の兄弟の敬
　称。臼下の第三者が貴族の女に，その兄弟
　を話題にしていう場合などに用いる。
？tlll血lla”agi⑪（名）海松（うみまつ）。黒．
　さんご。
2umimag．a⑪（名）お孫さん。御令孫。
？tlmima”jaa⑨（名）海薪｝。
？uminaaku①（副）安心・したさま。心配がな
　くなったさま。次の句でいう。～najUN．
　心配がなくなる。また，皮肉として，万事
　休した場合にもいう。
？um｛naga＝9．　ju’N⑪（他＝saN，＝ci）思い流、
　す。思いあきらめる。つとめて忘れるよう
　にする。
？U㎜inai⑥（名）おねえさま。下様。貴族・
　士族の，兄弟から見た姉妹の敬称。主とし
　て第三三者がいう。
？uminaibi⑪（名）王の娘に紺する敬称。王、
　下様。 biは複数または敬意の接尾辞。
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』2騒n簗i羅a量t量S段zi
．？uminaiti「saz三⑰（名），unaigam圭の項参
　照。
．．2mmina量？ガ＄量z壼⑪（名）姉妹（？um玉舩i，
　，u．降a玉）の霊。，tnai［をなり⊃の霊は旅に
　出ている男の害心神となるQ，unaigami
　の項参照。？uninu　tal｛atumuni　sirat．u－
　jaga’iCON，　siratUjaja？ayaN，～．［御
　船の高ともに　白鳥が居ちょん　霞鳥やあ
　らぬ　患をなり御すじ］お船の高いともに
　しらとりがとまっている。しらとり．ではな
　い。あれはわたしを守る「をなり」の霊i
　だ。
』？u獄ガ2理ma琶waa⑨（名）たつのおとしご。
’？umiNcakiraN①（連体）思いがけぬ。意外
　な。．～ku七u．思いがけぬこと。
『211111iA’eUtt⑪（名）漁師。漁夫。海の入の
　意。？ijutujaaともいう◎
QumiNgreva⑪（名）お子さん。他人の子の敬
　称。
？篭置m量N⑨’．luraNG）（旬）思いもよらない。
　意外な。～ku七u．思いもよらないこと。
QtimiNio⑪（名）〔文〕［，慰法蔵］恋人（女）
　を親しんでいう語。
？um蓋Q撫⑨（名）［思弟3弟さん。妹さん。
　士族の弟妹を第三者がいう語。
’2．umisatu⑨（名）〔文〕〔二塁ユ恋入（男）を
　親しんでいう語。恋しいお方。
田2u三撮晦御⑨（名）おにいさま。貴族が兄・
　年上に対していう語。
『．2田n重si＝ま猛N⑰（勉＝vaN，＝Qci）〔文〕思い
　知る。namadu？umisijuru．今こそ思い
　知った。
？u㎜i鱗蕪海がN⑪（弛＝1’aN，＝ti）強く思
　　う。また，深く恋する。
Humita＝cuN〔ll）　（イ也　＝taN， ＝二（ミ≧ci）　　想、㌔、立つ。
　思い企てる。
乏～um圭徹k無目u⑨（名）？u単ic規kuruと岡じ。
’　／2uユniwarabl⑨（名）二二さん。お子さん。
　子供（’warabi）の敬語。また，かわいい子
　et．　”v　sikaei　namadu　？umisijuru，
　’NkasVwaN　mautaru　hwir．unu　nasal〈i．
　［二月すかち　今ど思ひ知ゆる　昔山場守
　たる　入の情〕かわいい子供のもりをして
　はじめて知った，むかしわたしのもりをし
　た人の情を。
？umizibuganawai⑪（名）思うことがかな
　5こと。顯いが成就すること。～sjOON．
　願いがかなった。
2Umiz潅ug曲wasaNew（形）思らようにな
　らない。．思い通りにいかない。
2umugk．i？ukoo⑪（名）束にした線番。一
　束となって．いる線香。？ugwaN（祈願）の
　時使5。hutuci？ukOO（一本一本ばらに
　した線雷）に対する。？U㎜hgiri＜mu？iri－
　juNo
？umuda　：cuN①．（霞就＆N，：Qci）おもだつ。
　？UinudaQcooyu　Qcu・おもだった入。
2u笈田猟i⑪（名）e思い。考え。所存。願望。
　◎思慕。恋愛。㊤おもろ。各地方のnuu－
　ru（のろ。巫女）によって伝えられ，歌わ
　れている「おもろ」（？UMUI’U）をい5。
？Uin皿養2atan＝．luN⑨　（他＝yaN，”ti）　愚い≧旨
　たる。？unlui？atataru　lrutunu？aN．愚
　いi当たったことがある。
？ummiha⑪（名）〔文〕［愚羽］おしどりの二
　つの翼。恋の象徴とされる。？amakawanu
　ini7．ini　？asibu　？uslduinu　一一nu　elziri
　’jusuja　s建仁N．［天川の水に　あそぶおし
　どりの　愚羽のちぎり　よそや知らぬコ天
　川（架空の井戸の名）の水に遊ぶおしどり
　の二つの翼のようなわたしたちのちぎりを
　人は矢［1らない。
？u㎜uiecrwe’ena⑨（名）1〈weenaと岡じ。
？llmnikee＝sjuiN（①　（イ｛髭＝saN，＝ci）　想、L・返
　す。思い直す。
？umuin　lktt＝sjuiN⑪（他＝saN，；ei）思い
　残す。みれんに思う。
2umujaa⑪（名）思5相手。恋入。
？umujoo①（副）おぼろげ。ぼんやり。ほ
　のか。かすか。kUrasaa？a題ga　Qeunu
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2皿m撮igee豊
　taQcoosi～ja，wakajuN．暗くはあるが，
　人の立っているのがおぼろげにわかる。
　1〈unu　hwimunoo　nuuNdiei　kakaQtoo－
　ga～’j　ati　N’wakarani．この碑文は何
　と書いてあるかおぼろげにでもわからない
　か。
2umu＝jUN⑪（他：raN，？umaaN　ともい
　う，・ti）思ら。考える。また，案ずる。
　また，恋する。？umujur’u　mama．思う
　まま。思ら通り。　？u搬aεしrεしNhraa．考えら
　れないことだなあ。とんでもない。心ない
　ことをする者をとがめる時などにいうQ
　？umui？umutooti．思いに思って。よくよ
　く思いつめてdまた，深く恋して。？umui
　？UlllUtiともいうQ？ariga？agatool〈ara
　kU瓶aNka圭　casee　？U1憶ui　？umUもootinU
　kutuiu’jayu．彼があんな遠くからここ
　に来たのは，よくよく思いつめてのこと
　だ。
2umukazi⑨（名）おもかげ。心に浮かぶ
　姿。　～nu　taCUN．’亡♪に姿カミ浮魚ミぶ：。　’juiN
　？akagiei．N　narisi　A－nu　tataN　hwija
　nesami　sju3anu　cimuri，［脊も暁も馴
　れし梯の　立た識研や無いさめ　塩屋の煙
　（花売宿縁刀脊もあかつきも親しい夫のお
　もかげが，壌たく家の煙のよらに立たない
、日はない。
2umukoO⑨（名）寺の中央。本堂。本尊の
　ある正面。iiau1〈ooは正面。
2umuktitu⑪（名）思5こと。ふだん思っ
　ていることQ～du　llig’utLl・思っているこ
　とが寝ごとに出る。nuu～N　neeraN．何
　の思うこともない。
？UMumllCi⑪（名）e用向き。屠。冒的。
　nuugana　一vnu　？ati　eooN　doo．　tigrb＞ee
　があって来たんだよ。？ariga　munu？ii－
　jooja　nuugana　一vnu　？ac，saa　’jaa．　（FA
　のしゃべり方は何か霞的があるなあ。
　◎〔新？〕趣。趣向。
？umun・uei⑨（名）薗もち。顔つき。
2umunubuzo「o⑪（名）［御物奉行］mu－
　nubuzoO（その項参照）の敬称。
？蹴煎un“gガ亭韮k穏⑨（名）［御物城］中燭貿
　易のための倉庫。那覇港の入i：1にあった。
？un口篭燈saN⑨（形）面白い。あまり上贔で
　ない語。普通は？wiirikisaNという。
？umui’u⑨（名）〔文〕［おもろコおもろ。沖
　縄に古くから伝わる伝論詩。日本の祝詞に
　あたるような歌謡で，そのほとんどが叙事
　詩である。？umuruとは，首里王府に集
　められ，？umuru？usoosi［おもろ御さう
　し］に収められたおもろをいい，地方の
　nuuru（のろQ痴女）に伝わるおもろは
　？U凱uiという。？OMOI’OはB本式発音。
2 imiu’umusi「dui⑪（名）〔古〕［おもろ主
　取］おもろをつかさどる役の男子。？umu－
　xu？usoosi［おもろ御さうし］を保管し，
　王の式典の時，おもろを歌った。
？umm’u2uso「osiev（名）｛古〕［おもろ御さ
　うしコ沖縄最古の歌集。各地に伝わるおも
　ろを集大成したもので，R本の万葉集に匹
　敵する。二十二巻からなり，粛清王即位5年
　（西暦1532）に第一巻，その80年後，島
　津の琉球入りの5年後，尚寧王即位25隼
　（西麿エ6エ3）に第二巻，尚豊王即位3隼（西
　繧1623）に第三巻から第二十二巻までがで
　きた。わずかに漢字を含むひらがな文の韻
　文で書かれている。
2umusirRsaN⑥（形）薦白い。楽しい。楡
　快である。興味がある。やや文語的な語。
　dUQ七u？umus云rii’　1く就u．非常に面白いこ
　と。saki　nudi？umusil’usa　s3UN．酒を
　飲んで楽しむ。
2umusub量⑨（名）〔文］つれあい。配偶者。
　？ugwaN（祈願）の文句で使う語。
2um槻量⑨（名）表。？ura（裏）の欝。家の
表はmee 前），　hUka（外）などという。
　～zuuguniN・［表十五入］zuuguniNsjUU
　の項を見よ。
2umutigee量⑨（名）（畳の）表がえ。
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2umutimttci
？Hmu乞imuei⑨（名）表向き。表立つこと。
　公然となること。～najUN・公然となる。
　？umutimueee　nuuN　siraNtaru　｝〈utunl
　Qsi・表向きは何も知らなかったことにし
　ろ。
？umutu①（名）植物名。おもと。
2u藁n“鎌dak量①（名）於茂登憂。八重山群島
　石垣島にある出の名。
？unaa⑨（名）首里城の正殿前の広庭。？U－
　9賂ikUの項参照。
2iinaaNda⑨（名）おかご。貴族の乗るかご
　（？aNda）の敬語。
2unagi⑨（名）その長さ。そんなに長く。
　～？aN・それだけの長さあるQ～nu　ha－
　bu．その長さのはぶ。
？unahwa⑨（名）小那覇。（〈地》参照。
？unakaa⑪（名）共有すること　（CUukuu）
　の敬語。’御共有。おなかま。目上の入と共
　有する話合などにいうσ
？unaka2uZOO③（名）首里城の門の名。？U－
　9U＄i｝｛uの項参照。
2ume①（感）eおや。珍しい物を見た時
などに発する。～hwiarumasii　maUN．お
　や，珍しいものだ。㊥ほら。そ；れ。指承
　する場合に発する。着払に対しては，男は
　～saL：女は～tai．のようにい5。～
　’NNdee．それ見ろ。
2unef～une①（感）おやおや。おやまあ。珍
　しい物を見た揚含などにい5。
2uni⑨（名）e鬼。　taiwaNnu～．台湾の鬼。
　生蕃。～du’jaru．鬼のよ5に残酷だ。
　◎（接頭）〔古〕「偉大な」の意。？u組？uhu－
　gusiku．偉大な大城（大城は英雄の名）。
？uni⑨（名）宇根。微》参照。
？unibieian（名）御婚礼。御結婚。　nllbici
　（婚礼，結婚）の敬語。ただし，貴族の
　それは　kuNrii，王子・王女のそれは
　gukUN灘i圭　とい5。
2unihjaa⑰（名）そいつ。そやつ。その野
　郎。　？unuhjaa　ともいう。
2unihwee＠（名）？unjuhweeと「司じ。
？mniikee？u磁uN⑪（名）首里城の建物の名。
　？U9幣ikuの項参照。
2unimuN⑪（名）料理名。みそ煮。肉・野
　葉の類をみそで煮た料理。
2tmjuhwee⑨（名）［御尋拝〕llii仏，祖先の
　霊などに対して，男子が行なう礼拝。まず
　ひざまずいて拝し，：立って合掌し，またひ
　ざまずいて揮し，これを四回くりかえすの
　で，，juginu？unjuhweeとも㌔・5。しかb
　coonu？unjuhwee（その頂参照）はこれ
　を七回行なう。
？unooi⑨（名）？usjuukoo（法事）の際のお
　供物の菓子を下げて，おみやげとしたも
　の。
2unu①（連体）その。～sju卑ugLその本Q
　～gutu．そんなに。そのよ5に。
2unubaa①（名）その場。また，その場合。
　～？aree　luraNtaN・その場に彼はいな
　かった。
？unuea⑨（名）？unujucaと同じ。
2tmugutooru⑨（連体）そんな。そのよう
　な。～kutoo　maaniN　neCN．そんなこ
　とはどこにもない。
2unugutoovuu⑪（名）そんなもの。そのよ
　うなもの。
2unuhjaa⑨　（名）　？umihjaa　と岡じ。
2unuhu多ai｝ee⑨（名）それっ1ぎかり。それ
　くらいのささいなこと。～nu　ku七uniN
　kulsamicumi・それくらいのことにも怒
　るか。
2unukwee⑨（名）？unjuhweeと岡じ。
？unuhwiN⑪（名）その辺。そのあたり。
？unujoO①（名）そのよう。やや文語的な
　語。～na．そのような。～ni　Qsi．そのよ
　うにして。？unugutooru，？unu　gU七Uな
　どというのが：普通。
2tmujuca⑪（名）その年配。その年。？unu－
　caともいう。，j租㈱の項参照。
？mlukuru①（名）そのころ。
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2uNeuuhu
？unmna㎜a①（名）そのまま。～sjooree，
　？Nzuciinee　deezi　doo．そのままにしてい
　ろ。動くと大変だぞ。
？umtQcu①（名）その入。
？unusjaku⑨①（名）それくらい。そのく
　らい。その程度。～nu　kuもunakai　nacu－
　mしそれぐらいのことで泣くか。～Qsi
　’jutasjasa．それぐらいでいいよ。
？unusjakugwaa⑨（名）それしきのこと。
　それっばかり。
？umutuei①（名）その時。
？unu2w圭i①（名）その上。かつ。それに加
　えて。
？uN⑰（名）’UN（恩）と岡じ。
？uN①（名）運。？UNci，？UNSUUともいう。
　～nu’waQsaN．運が悪い。～nu？ijUN．
　運が開ける。
？uts’biN①（名）穏便。文語的な語。～na
　s圭kata．穏便なやりかた。？aradatixaN
　gutu～ni　sjUN．荒立てないよ　うに希憲便
　にやる。
？uNbozugsvaa⑪（名）｛文｝ぼっちゃん。
　子守り歌などで，下女などがboozuuをい
　5語。～，joO，～．ぼっちゃまよ，ぼっ
　ちゃま。子守り歌のはじ1めの文句。このあ
　とに即興的に色色の文句を並べる。
2uNbuikoo’bui⑪（副）θ首’を前後左右に
　曲げるさま。こっくり。居眠りなどのさま。
　～sjUN．こっくりこっくりする。◎態度
　がはっきりしないさま。どっちつかず。
　～sjoON．どっちつかずである。
？uNbujaa①（名）気取り屋。もったいをつ
　けたがる者。
？uNbu＝．i　uN①（自＝1’aN，”ti）気取る。もつ
　たいぶる。
？uNeabi⑨（名）’Ncabi（彼岸に焚いて祭
　る，三型を打った紙。また，その行事。彼
　岸祭り）の敬語。御紙銭。お彼岸。～？U－
　sjagijUN．御紙銭を供える。
2UNcee⑪（名）［雲菜］∈）野菜の名。ようさ
　L・。あさが：おな。◎m逸i？UNeeeと闘じ。
2UNceeev（名）拝借。借りることの敬語。
　～　sjabira．おイ掌りしましょ　う。
2uNceemu‘”’　“t⑪（名）拝借した物。お借り
　した物。～nihwee　deebiru．お借りした
　ものをありがと弓ございます。
？uNci＠（名）お顔。顔（gira）の敬語。～
　kwaNkwaN．顔つきが立派で威厳のある
　さま。顔が福福しいさま。～kwaNkwa－
　Ntu，　hwlzija七ada　mi寧izi．顔つきは堂堂
　としているが，ひげはたった三本。　（ひげ
　の少ないのを笑った歌の文句）
？UNci①（名）〔運気］運。運i勢。人に賦一与
　された運。～nu’joosaN・運i勢が弱い。
？uNcihwl’Nei④（名）？UNei（運）を強めた
　語。運の悪い二合にいう。
2uA’c．ikee⑨（名）御招待。お招き。また，
　御案内。御同行。おつれすること。貴人に
　対しては，さらに上の敬語nUNgikeeを
　用いる。～saQtooN．御招待を受けてい
　る。～Qsi？iCUN．お連れして行く。
2uNciN①（名）〔紙｝運賃。元来は単にtima
　（手間），または，人が運搬する場合kata－
　midima（かつぎ賃），舟の場合giUlidi－
　ma（積み賃），馬の二合？ausidima（負
　わせ賃）などという。
？uNcita’ka⑨（名）御傘。貴人の傘の敬語。
　女が多く使う。お顔をかばうもの（？UNci
　十一kataka）の意か。
2uNcoo頚⑪（名）［御美髪］髪（karazi）の、
　敬語。御髪。おぐし。nUNcoobi，　MjUN－
　eoobiはさらにその上の敬語。
？uNcu⑪（名）うみ。はれ物から出る汁。
2uNcuu⑪（名）御機嫌。nUNci，mjuNciはさ
　らに上の敬語。～’uganuN．御機嫌を伺
　う。？ajaataarii～，ugadi　kwiri，joo．
　おと5さんやおかあさんによろしく言って
　くれよ。
2UNcuubu⑨（名）［御美腹］腹の敬語。お
　なか。貴人の腹をいう。普通の敬語は
557
？疑Ncu見聡1gaN
　’Ncuubu．
？職Nc猛uu悪aN⑨（名）御機嫌伺い。〈？UNcuu
　十，ug’anUNo　cuuja　～　siig’a　，jugei｝’itOO－
jabiiN・きょ5は御機嫌伺いに参上いたし
　ました。
2UNdee⑪（感）ほら。見ろ。御覧◎
？職磁ee⑪（名）お叱り。欝上が叱ることの
　敬語。～sarijUN・お叱り．を受ける。叱
　られることは，普通は，　nuraarijUN　と
　いう。．
2UNdeekaa⑪（副）これ見よがし（に）。子
　供などが物を見せびらかすさま。
2UNgee§「t⑰（名）恩返し。7UNgeesiともい
　う。
2UNgiit…’u⑨（連体）？unug就。¢uと岡
　じ。
2U“’9UIU⑪　（翻）そんなに。そのように。
　～QsiN，　caaN　naraN．そんなにしても，
　ど．5にもならない。
2UNkee⑪（名）eお迎え。人をお遡えする
　こと。◎？usjooroo？UNkeeの略。
？簸N熱⑪（名）恩納。1〈地1）参照。
2UATna⑪．（連体）そんな。～kutu・そんな
　こと。
？UNnabusi⑨（名）［恩納節3　guziNhuu［御
　前風］の一つ。
？UN無畿da磁⑨（名）恩納掻Q篇目にある出
　の名。
2uNnagee⑥（名）そんなに長い關。～ka－
　NgeetiN’wakarani．そんなに長い閣考
　えてもわからないか。
2UNneeru⑰（連体）そのような。そんな。
　kumanakaee．一“　kutoo　neerani．　caN．一
　neeya］〈utuga．ここにはそのようなこと
　は無いか。どんなことか。
？UNniimp（名）そのおり。その時。～nu
　kutu．その時のこと。～kara・その時から。
　その時以後。～ni．そのおりに。その時に。
2uNnjuka＝3達ユ、N（〔Σ〉　（イ也＝raN，　、；・ti）　お聞きζこ
　なる。eiCUN（聞く）の敬語。？UNnjul〈a一
　mis∫ooraN・お聞き入れにならない。　kaN
　？juvu　？utra　？uNnjukataru　kutunu　？a－
　 b imi．’NNNN，　neeraN・．こういう歌を
　お聞きになったことがありますか。いや，
　ない。taagana？UNnjuka蝦？Uinikaki－
　miseehiree・誰かにお聞きになってごら
　んなさいませ。
2uNnjuk茎＝ju”N⑪　（他　＝yaN，＝ti）　申し＿ヒ
　げる。目上に言うことの敬語。さらに上の
　敬語はmjuNnjukij・．UN（奏上する，書上
　する）。？UNnjul〈ijabiiN・申し上げます。
？uNnuka＝ju－N＠　（4Ui　＝raN，　ttti）　？uNnju－
　kajuNと岡じ：。
？uN耽uk叢擁がN⑪（他鍍’a球ザ就i）？UNnju－
　kijUl　と岡じ。
2pm’padtt’N⑥（名）御親類。御親戚。？wee－
　ka（親戚）の敬語。　tUNzitaru　nlunuja
　iinurabaruRu　？ajaatu　’Neawtliginu　ei－
　ea？UNpadaN．ことんちたる春や　村原の
　あやと御神一つの近おんばだん（大川敵
　討）］まかり出た者は村原夫人と祖神を同
　じくする近い親戚の者。
2賦Nsa①（名）宇二佐。（（地》参照。
？llNsadaime（名）〔古｝お先払い。貴人の行
　列の先頭にあって，通行人を追い払う者。
？麟S蓋r蹴s菌a「N⑪（形）おいしい。niaasaN
　（5まい）の一1二昂な語。女がいう。
：～程潤s∫a翫蔽⑰（名）甘酒。昔は若い娘がかみ
　辞いたなま米から作った。神に供える。
2uNsuu①　（名）［運数］運命。運。　suu，
　？UNciともいう。～nu．？iQ．eOON．運が向
　いている。～nu　neeraN．運がないQ
？uN｛amamui⑰（名）二二森。首里西方，
　東海二二：りにある山の名。
2itNtasjaNau（形）愛される。慕われる。
　敬愛ざれる。？umaNcuni？UNtasja　sa・・
　QtOON・万人に慕われている。？UNtasii
　Qcu・敬愛すべき立派な人。？UNtasja
　sjUN●　慕う。
？u－NtiN⑰（名）運天。＜＜　mp　＞＞参照。
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？uQgiNlgijuN’
2UNzanl⑨（名）eうり類の種。おもにすい
　かの種をい5。5りざね。◎＊karasju（幼
　魚の塩辛）の上等なもの。季節的に数H続
　いて幼魚の大群が海岸へ押し霧せる。その
　最初の1ヨに取れるものが最も小さく，上等
　の塩辛となる。それをいう。
？UNZU⑨（名）［御重〕0あなた。演上およ
　び，親しくない同等に礼をもって鮒する時
　の，二人称。さらに目上の貴人に対しては
　nUNzu，　mjUNzuという。◎街｝自分。御
　自身。dUU（自分）の敬語。③御自分の体。
　nnikuci　saNsikwaN，～1）ii1’U．1＝｝は三司
　嘗のように達者だが，体はへなへな。
2腿Nz猛kガru⑪（副）あなた霞身で。また，
　御霞分で。御自身で。一1〈uruは英語の
　一selfに似た接尾辞。
2til　z”m⑪①（名）？u墨u組iと同じ。
？ttNZtmlaei⑪（名）mimuciの敬語。～
　tee：ieini　misjoori．お体を大切になさい
　ませ。
2u－Nzunaa⑪（名）㊦あなたがた。一naaは
　複数の意の接尾辞。◎お宅。あなたのi家。
　㊧？UNzu（あなた）よりもやや丁寧な二人
　称。
？旧しQeaka＝ju、！N◎）　（自　＝raN，　＝七i）　e）よ　りカ、
　かる。もたせかげる。◎たよる。㊧（神霊・
　もののけなどが，みこなどに）旧く。よる。
2UQeaki⑲＊（名）ちょっとひっかける着物。
　羽織に似てそでのないもの。男：女用。
　diNkwaaともいう。
？UQeaki．nyvaa⑪＊（名）？u（｝eakiと岡じ。
？UQCα幻寵」ガN⑨（他＝1’ar，”ti）∈）うち
　掛ける。ちょっと羽織る。◎値をつける。
　’waaga　kziri　Nkai　guhjaQkwaN　？uQ－
　caki七〇〇寧iga，？uraN．わたしがこれに
　500貫の値を付けたが売らない。？UQca－
　kiree・値を付けてみろQ　saNsooba～．
　高億をふっかける。
？UQcaNgiht；i⑨（名）おいてきぼり。　f置き
　去り。～saQti　naeurT．おいてきぼりに
　されて泣く。
？UQeaNgi＝ju「Nev（（gi　＝raN，就i）うっちゃ
　る。投げ捨てる。
？UQceehwi’Qeeeev（副）盛んに裏返すさ
　ま。しきりにひつくり返すさま。？uudu
　～husjUN．ふとんを裏返し裏返し干す。
？11Qeee＝juゴN⑪（他＝TaN，＝七i）e婁返る。、
　ひつくり返る。寝返りを5つ。　kusjaa
　～．後ろへひつくり返る。びっくり仰天す
　る。◎逆になる。あべこべになる。？UQee一・
　etooN・さかさまだ。弟が兄を教える場
　合などにい5。⑮裏切る。寝返る。⑲あと
　渓りする。逆転する。退歩する。病状，子．
　の成長などについていう。
2UQceeraka＝s．iu”N⑨（他＝saN，＝ci）うっ
　ちゃらかす。ほったらかす。捨ておく。
2UQeee＝ミ1ガN⑨（他＝saN，＝ci）裏返す。
　ひつくり返す。逆にする。
？iiQC葦①（名）［掟］廃藩前の村長。土着の
　平民がなる。
2UQcigafiii⑪（名）［二二i勢］廃藩葡の村長
　（？UQci）・の補佐役。首墨・那覇の士族で，
　学問があっても役職のないものが，都落ち
　してこの役を務めた。
2uQgi．”i■＝llUN①（他＝maN，・・di）急に口を
　つぐむ。黙り込む。
？iiQei＝．iuN①（他＝1’aN，濡Qci）（布を）織り
　終わる。織りあげる。
2UQgikaQgi①（名）おっつかっつ。優劣の
　ないことQ～，jaN．おっつかっつだ。ぼ
　とんど岡じだ。
2UQclki⑨（名）点。しるしと．して付．ける小
　さい標識。～sjUN．点をうつ。
？UQgi ・euN①　（自　雛kaN，＝el）　うつむく。
　下を向く。うなだれる。また，うつぶす。
　ha7．ikasjag’a　？atara，　？uQgiNci　munu
　？iijuusaNtaN．恥ずかしかったのだろう，
　うつむいてものも欝えなかった。
2UQgiNk量＝」ガN⑨（他＝raN，＝七i）（人・物
　を）うつぶせにする。下を向ける。伏せ
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嚇至～UQgiNtuu
　る。
’Q！UQgiNtuu◎（名）うつぶせ。（人・物が）
　下向きになること。また，5つむくこと。
　5なだれること。また，　うつむいている
　者。～najuN．うつぶせになるQうなだ
　れる。
’？XXQeiri　（1）（名）見切り晶。売才し残りの【罷旨。
．？nQch’ikubusi⑨（名）起き上がり小溢出。
　．玩具の名。
『？UQka⑨（名〉負債。借金。　sii（債）ともい
　㌔～kaNZUN．負債を負5。
？UQkaa①（名）うっかり者。そこつ者。
’2UQkahavee⑨（名）借金払い。弁済。　sii－
　bεしreeともいう。
’？UQkuru＝buN④（自mbaN，罵di）ころがる。
　ごろりと横になる。
’？UQpeeru⑪（連体）その大きさの。それだ
　けの（量の）。
1？UQpeeruu⑥（名）その大きさのもの。そ
　れぐらいのもの。
’2UQpi⑪（名）その大きさ。それだけの大き
　さ。それだけ（の量）。tiNdanu～．手の
　ひらの大きさ。狭いものの形容。猫のひた
　いほど。
：？tlQpigwaa⑨（名）それっぼっち。それっぱ
　かり（の量。大きさ）。
’2UQPin．na⑨（名）その大きさ。それほどの
　大きさ。そんなに大きく。～nu潤UN．そ
　んなに大きなもの。
’？uΩsa⑪（名）それだけ。それだけの数董。
　…ほどの量。mu七ariiru～mUCUN．持て
　るだけ持つ。toO～．よL，それまで。
’2UQsjagisaN⑨（形）5れしそ5である。
’？UQsja｝mkurasja＠（名）うれしく喜ばし
　いこと。非常な5れしさ。
’？UQsjanagikasja⑥．（名）5れしいこと悲し
　いこと。悲喜こ竜こも。
？睦QS∫斜⑪（形）うれしい。？UQsja　sj　ZI　N．
　喜ぶ。
？UQsja？UQsjaaev（副）嬉嬉とするさま。
　弓れしそ5なさまQ～sjOON・嬉嬉とし
　ている。
？UQtaa⑨（名）彼ら。それらの者。
？UQtaati①（副）0わざと。故意に。～ku－
　rudaN．わざところんだ。◎わざわざ。　cuu－
　nuhw圭ni～？am三hu楓きように限って
　雨が降って。
？UQtaci⑪（名）撮発。また，発足。出だし。
　nibu？UQtacinu　hweeriQsiN．おそく出発
　して早く立身（または結婚）すること。多
　くは女についていうQ婚期は逸したが，そ
　の後よい縁談が畢くまとまった揚合，晩婚
　だが早く男の子を生んだ揚合などをいう。
　？uQtaeee　nibusatasiga，　dil〈itasa　’jaa．
　出発は遅かったが，うまく行ったねえQ
2UQta＝cuAT①（自＝七aN，＝Qci）ei勢いよく
　立つ。おっ立つ。◎勢いよく出発する。威
　i勢よく始める。おっぱじめる。
2UQta蓋④（名）訴え。訴訟。～sjUN．一義
　する。
？UQtaimo”otai⑨（副）ゆっくりと。のんび
　りと。～S3UN．のんびりやる。
？UQtee＝juN①（他＝raNe＝ti）訴える。告
　議する。「なやみを訴える」などの訴える
　意はない。
2UQteeraka＝sju、N⑨　（他＝saN，編ci）？UQ－
　eeerakasjuNと同じ二。
？uQteeraki＝ju7N＠　（lde　＝raN，　＝ti）？uQcee一一
　rakasjUNと1司じ。
？UQt量⑪（名）討手。また，追っ手。
？UQti①（副）おって。やがて。おっつけ。
　そのあと間もなく。～euukutu　ma（≧coo－
　ree．間もなく来るから待ってろ。
2UQtoo⑪（名）火のし。布のしわをのばす
　道具。
？UQto．ohwi”iteo①（副）病状がはかばかし
　くないさま。病状が一進一退するさま。
～sjoON。病状が一進一退しているeはか
　ばかしくない。
？UQ撫⑪（名）e弟。妹。無下の兄弟につい
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？ur’aN〔ね藪量saazi
　て，男女の区別なくい5。特に区別する場
　合は’wikiga？UQ七U（弟），’winagU？UQtu
　（妹）とい5。号i均翫の対。～MisijUN。＝二
　番揖以下の子を出産する。また，二番野営
　下の子を妊娠する。長子に弟（妹）を見せる
　とい5饗い方をする。～’NNZUN．弟（妹）
　が生まれる。C’年下。
？UQtuba＝＄．iu”N⑨（他＝saN，＝ci）すっ飛ば
　す。勢いよく飛ばす。
2UQtu＝buN⑨（自＝baN，＝di）すっ飛ぶ。
　勢いよく飛ぶ。
？ttQtumaki⑪（名）おとみつ身つり。母オ§次
　の子を妊娠してつわりにがかったために，
　乳児が弱ること。？UQtumiijoog’ariとも
　いう。
？uq搬m董ijσog鼠ri⑪（名）？UQtumakiと同
　じ。
2t・QtumisiO（名）二番Ei以後の妊娠，また
　は出産。次の子ができること。おとみ。
2UQtunuga＝sjパN⑪（（Uf＝saN，　mci）すっ
　飛ばす。はね飛ばす。
？UQtuNgwa⑪（名）おとこ。末っ子。
2UQtusiiza⑨＊（名）兄弟。兄と弟。または，
　姉と妹。　兄と二七。　姉と弟。　tusinu～．　年
　上と年下。
？uΩtu“na董⑥（名）妹。兄から見た揚合に
　いう。，unaiは男からみたその姉妹。
2uQtuwikii⑪（名）弟。衡llから見た揚合に
　いら。’wikiiは女から見たその兄弟。
？ura⑨（名）㊦裏Q？ulnu娠（表）の対。～
　？UCzl　N．イ．裏打ちする。　n．炊いた飯を
　裏返してほぐす。◎反対。逆。～du？i，COO一一
　1’Zl．反婿のことを需っている。⑫便所。ま
　た，大便。上品な語。～taCUN．大便に行
　く。便所に立つ。～nu’jahwarasaN。便
　が柔らかいQ
？ll！’a⑪（名）宇畏。（（地＞＞参照。
‘2m・aaki＝juN⑨（他＝r＆N，＝ti）水につけ
　る。水にひたす。食器・洗たく物などを洗
　う前に水につけることをいう。cimu～・
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　心を洗い清める。nuudii～．のどをうる
　おす。nu dii？uraakijuru？UQsaa　nee－
　1’aN．のどをうるおすほどの量はない。
？uragirasa⑥（名）うら悲しいこと。心中が
　悲しいこと。文語的な語。？asama’jUma
　kajuti　miru　zijunu　nariba，　mibusj’a
　～nujudi　sjabiga．［朝ま夕ま通で　見
　る自由のなれば　見欲しやうらつらさ　の
　よでしやべが］朝夕かよって会う自由があ
　るのなら，何で会いたがったり悲しがった
　りしましょうか。～sjUN．　うら悲しく
　愚ろ。
2uragee＝juN⑪（富mraN，＝ti）褻返る。
？uragee＝sjuN⑪（他＝saN，＝ci）裏返す。
？umgoosa⑨（名）ねたましく思うこと。ね
　たみ。そねみ。やくこと。男女間の都合には
　岡焼きの意でいう。男女間のしっとは1’i一一
　Nciという。？ayiga　dikiikutu～sjUN．
　彼ができるので，ねたむ。
？urahara①（名）反欝。あべこべ。さ【かさ
　ま。　うらはら。～cigajUN．全然違う。正
　反紺である。
2Ui’ami⑪（名）恨み。
？ur3nee⑥（名）占いQ易の吉凶の占い。
？uranucimunii⑪（名）？uranucirnunu？ii
　と慢じ。
2ura職ucimunu？麺⑪（名）裏から言5こ口。
　あてこすり。皮肉。風刺。
2ura＝nUN⑪（他＝maN，＝di）恨む。？ura－
　lnaxijuN．恨まれる。
？uraNda⑪（名）西洋。「オランダ」を以て
　西洋全体をさす。
2uraNdaa⑨（名）西洋入。
？uraNdaa2N’mu⑪（名）甘藷の一種。実が
　黄色で美味。
？uraNdague三⑨（名）西洋語。西洋諸国の
　ことば。
？uraNdasuga藍⑨（名）（女の）洋装i。　男が
　洋服を着たのには言わない。　　　　　　　・
？uraNdatiisaazi（①（名）西洋学ぬぐい。タ
？縫鷺・ε巳NsaN
　オル。
2uraNSanN⑪（名）〔古〕［御三傘コxaNsaN
　の敬語。
？lxrasaci⑪（名）浦綺。《糊参照。
2iZi’asii⑪（名）浦添。〈（地））参照。
？ura？uci⑨（名）褻打ち。表具などの裏打
　ち。
2uva2umuti⑪（名）㊦裏表。裏と表の爾
　方。～nakai　zii　kacuN．裏表両面に掌を
　：書く。◎裏表が逆になること。裏返し。
　～nat（）ON．裏表になっている。
？ux’aga⑨（名）褻座敷。女部屋。婦人の居
　間。遊郭では，山伝が客をとる部屋。
　？ura7，aa　？aeoomi．　？aeeoibiisa，　？imi一
　￥eebiree．部屋はあいているか。あk・てい
　ます。おはいり下さいませ。（女郎を買う
　時の，客と女郎の問答のしかた。）
？urazi⑰（名）（衣服の）裏地。
？ureemast｝N⑰（形）うらやましい。
2uvi①e（名）それ。そのこと。その物。
　その者。彼。～3aka　kuree　masi．それ
　よりこれの方がよい。◎（感）ほら。それ。
　人に指摘する二合，物を渡す揚合，驚かす
　揚含などにいう。農上には，男は～s砥
　女は～tai，霞下などにさげすんでいう時
　には，？uuriQsa，～hjaaなどと使いわけ
　る。
？u漫幽k三④（名）それほど。それだけ。
？Ui’ii⑨（名）うるおいQ雨が降って土地が
　5るおうこと。おしめりQ，ii？vaiii，jai－
　biiN．よいおしめりですね。
2uvii⑰（名）憂い。憂い悲しむべきこと。
　不幸。
？uriigu’tu⑨（名）不幸。：不幸なできごと。
2urlisju「uzi⑪（名）不幸なこととお祝いご
　と。不祝儀と祝儀。
2urijookuri‘”“joO⑨（名）あれこれと大騒
　ぎすること。上を下への大騒ぎ。
2uri＝juN　＠（自二raN，繍t隻）降りる。　huni－
　kara～．舟から降りる。　tiN｝gara～．天
　から降りる。
？ari＝jUN①（自　：raN，＝ti）売れる。
2urikaa⑨（名）その辺。
2urikara⑪（副・接続）それから。それ以後。，
？UX’ikuru⑨（副）彼（彼女）自身でQ～Cま宝一一
　du　sjuru．（彼は）自分で来るさ。
？IMI’iQS・R①（感）目下に対して，または怒っ．
　て，指摘したり，物を渡したりする場合に
　いう語。それ。
？ur孟sja⑨（名）〔文〕？UQsja（5れしさ）の
　文語。
？uri？uri①（感）ほらほら。それぞれ。言い
　で人に箔凝する時などにいう。
？u盛ziN⑪（名）〔文〕隔鷹2～3月，麦の穂
　の出るころのこと。，waka？uriziNともい
　う。那覇では？Ul－UziNという。
？StriziNbee⑨（名）2～3月ころ吹く南風。
？羅riz演9wee轍髄⑥（名）kweena（旅歌）の
　一つ。布を織ることをテーマとしたもの。
　はじめの文句は次の通り。？uriziN捻u　ha一・
　gigauu　’wakanaginu　mahadauu，　ma－
　taki　kuda§ulguti…〔おれづみのはつが苧「
　三夏の葵；肌苧：真竹くだ造て…］？uriz圭N
　のころの二二を，初憂の柔らかい苧を竹で『
　管をつくり…。
？uroosaN⑨（形）e（糸などが）細い。◎（粒
　などが）細かいQsiinocnu　miinu～．
　ふるいの臼が細かい。
2urU①（名）砂。細かな砂。また，砂利。
　亭inaともいう。～katamiiga？ieUN．砂
　をかつぎに行く。
2urudusi①（名）らるら年：。
？uruka⑥（名）愚か。考えが足りないとい・
　つたほどの軽い意の語。～nam犠N．愚か．
　な者。
2urukamunii⑪（名）つまらぬ口のききか
　た。愚かなしゃべりかた。
？uruku⑪（名）小論。（（地））参照。
？urumaame（名）？urumaa4eeと同じ。
？urumaagee⑨（名）くつわ虫ゐ一歩ee¢ee・
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？usaN
　（ばった，いなご）◎
？ll！・Ullli①（名）∈）ころ。ころおい。？unu～・
　そのころ。hananu　sacuru～．花の咲く
　ころonaa　cuuru～，ja麟ga．もう来る
　ころだが。◎（接尾）ころ。　9UK書wagi？U－
　rumi（5月ごろ），．’juduusiむuu燵tui一
　？u七ee？urumini　1・，1u1・anu　111iitaN．（夜通
　し歩き通して，鶏の鳴くころに村が見え
　た）など。
？urunlinama「麟⑨（名）半煮え。なま煮
　え。
2m’usaN⑨（形）不充分である。足りない。
　ziNbUNnu～・　知恵が足りない。　夢imi－
　naanu？urusa　nahwiN　kuNSiniiri，〔責
　縄のうるさ　にやへもこんせめれ（久志若
　鞍司）コ縄の縛り方がゆるい。もっと強く
　縛れ。
2urus蓋①（名）漆。樒物名。またそれからと
　る塗料の名。
？猛ms量maki①（名）漆負け。漆かぶれ。
2urusinui①（名）漆塗り。
2Rvu；sjuN＠（他；saN，＝ei）e降ろす。nii
　～．荷を降ろす。◎おろす。堕胎する。
　㊧（種を）まく。sani～．種をまく。㊥細
　かく刻む。tabaku～．　たばこの葉を刻
　む。
？ur！i？ubii⑨（名）うろ覚え。不確かな記憶。
？uru多ici①（名）　うる5月。，jUN塑ciとも
　い5。
2usaa＝j　uN　CI）　（　S　＝raN，　．　＝ti）　？usj　aaj　ttN
　と同じ。
1～usaarecev（名）（≡）？usareeと同じQ◎？U－
　sareeが来たことを知らせる声。花嫁の一
　行の行列を見てよばわる声。
？ugaa＝晦uN①（自＝riraN，＝Qti）e聾わ
　れる。hweereeni～．強盗に襲われる。
　muiNni～．魔物に襲われる。夢でうなさ
　れることもいう。高い石垣のそばの部屋で
　寝ると，魔物に襲われてうなされるとい
　う。◎押えつけられる。　siini？usaaQ七i
　sizaN．岩の下敷きになって死んだ。㊤IIE
　｛到される。　？amanu　？ieuini　？usaaQti
　makitaN．・あの人の威勢に圧倒されて負
　けた。⑲病気に負ける。用心して寝込んだ
　ため，かえって病気が重くなったような揚
　合にいう。
2US a＝sjuN①（他畿saN，＝ei）？usujUNの
　使役形として用いる。eおおわせる。かぶ
　せさせる。◎（卵を）抱かぜる。kuuga
　～．卵を抱かせる。
？usaa＝g．juNG）　（・｛Ul　＝raN，　＝一ti）　？usjaasjuN
　（一望にする）と同じ。
？usaci＠（名）酢の物。
2usaclani量⑥（名）〔文〕天命。　tiNnu～獄1
　kudati　kuru　tueija．［天の御定めの下
　て来る時や（乎水古仏）］天命が下って来
　る時は。
2usakatg＠（名）祭認の際の分担金。一族
　一門の細杷を行なう揚合，その貿用を各家
　に怒り当てる。その踊り当てられた費用。
2usakii⑰（名）そんなにたくさん。そんな
　に多量。～nu　keoimuN．そんなにたくさ
　んの買物。～na　saki　nudi．そんなにたく
　さんの酒を飲んで。
？usakiinaa⑪（名）そんなにたくさんの数
　量。そんなにたくさんずつ。～nu（≧eu．そ
　んなにたくさんの人。？ihw圭Ndi？iceeru
　muN，～m’uQci（≧ci．少しと言っておい
　たのに，そんなにたくさん持って来て。
　～？a七aimLそんなにたくさんずつ翻り当
　てがあるかQ
2USaN⑤（名）胡散。疑い怪しむべきこと。
　～na　muN。胡散くさい者Q道で会った者
　には誰に対しても挨拶するのが一一般であっ
　たので，人に会っても挨拶をしない者をい
　うことが多い。tadaneCON，waminu
　一一　1〈akirarisi，　taga　sieaga　’wazoni　ti－
　sazi　kakiti．［ただねちやうん吾身の　5
　さんかけられす　誰がしちやが吾門に　手
　巾かけて］ただでさえわたしは疑われてい
　るのに，誰がしたのか，わたしの家の門に
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？usaNdee
　恋のしるしの手ぬぐいをかけて。
2猛saNd♂e⑨（名）おさがり。神仏への供物
　のさげたもの。また，人の使用したあとを
　頂戴したもの。
？llsaNmi⑨（名）鰍Nmiの1夜語。神仏に供
　えるためにつくる重箱料理。一一つには餅を
　つめ，一つには肉類・豆腐・大根などの煮
　しめをつめる。
？us・■ree⑫（名）結婚の時，婿の家に肉か5・
　花嫁の一行を先導する役。平民の老婆が当
　たる。？usareepaapaa，　misareepaapaa
　などともい5。　？usaree一一は御先立：ち（〈sa－
　dajUN）の意か。
？usareepaiapaa⑥　（名）misaxeepaapaaと
　同じ。
2usazi⑪（名）兎。家畜として飼育してい
　た。沖縄には野兎はいない。
？usee⑨（名）料理名。あえ物。
2u￥ee＝．iUN①（他ryaN，”ti）あなどる。軽
　蔑する。見くびる。
2useesiN⑨（名）おかわり。　seesiNの敬
　語。
2us量①（名）牛。～？uujUN．／」・用に立つ。上
　流の婦人め上品な言い方。なぜ「牛を追5」
　というかは不明。このことばのわからない
　農村の人はとまどう。～？oorasjuN．牛を
　戦わせる。？聡i？3as圭の項参照。
？usi①（名）丑（うし）。十二支の第二。方角
　は東寄りの北。時間は午前2時。
？usi？aasi①（名）闘牛。牛合わせ。牛二頭
　を，角で突き合わさせて戦わせる行事。逃
　げた方の牛が負けとなる。農村で，旧暦6
　月の稲の穂祭りのころ行な5行事。
｛2usibakujoo①（名）牛買い。牛の売買を
　する者。
？usieitjuN①（他＝raN，＝Qci）θ押しきる。
　すっかり押す。◎勢いよく切る。ちょんぎ
　る。
“2iisigiki＝juN①（他　：raN，＝ti）押しつけ
　る。圧迫する。
2usigikumuN①（他騙maN，二di）（着物。
　箱などを）押し重ねて，小さく丸める。押
　しっかねる。嘱しメしめる。
？usigiri＝．iuN①（自＝raN，＝ti）〔文〕連れ
　る。連れだつ。？usigiriti糠ge踊naga－
　mijai？聯iba。［押し連れて互に　眺めや
　り遊ば］連れだって一緒に眺めて楽しも
　う。
？乳1s妻。踊z漁⑪①（名）細かく切りきざむこ
　と。ずたずたに切ること。～sjUN．
？塀量deeku⑪（名）［臼太鼓］神事の祭りに
　行なう踊りの名。農村で，太鼓をたたいて
　女のみが踊る。はじめはうすをたたいたの
　であろう。
？us量（短ki漏，uN①（イ｛猛　＝raN，　＝ti）押しのけ
　る。
2us韮hana篇sjuN①（他＝saN，＝ci）押し放
　す。つっぱなす。
：rusii（諦（名）教え。教育。　しつけ。
？ii§ii⑰（名）雨水。二十四節の一つ。
2Ugi越a擬⑨（名）経糸を押える竹。地機の
　付属具。
2穏S麺gaci⑪（名）透き写し。敷：き写し．。…手本
　の上から透き写しに書いてけいこするこ
　と。？usil＜？usujUN。
2usiigataew（名）教え方。教育法。教育。
？iisilmaaruu⑪（名）順番を追って触るこ
　と。顯ぐり。園り持ち。
2uslimaasil⑲（名）順番に回すこと。順ぐ
・りQ圏り持ち。
2usiiinii⑥（名）清明祭。清明（siimii）の
　季飾に行な5先祖の祭り。墓参をする。
？犠S壼演⑪（名）賓客。お客様。上流家庭で使
　5語。
2t・，giita肥e⑪（名）補足。足りない分を補5
　こと ～sjUN．
？iisiizii⑪（名）（乳の不足を）もらしqして
　補うこと。
2usijusi＝juN①（霞＝vaN，＝ti）押し寄せ
　る。
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？usir獄
？US量kaki＝jtlN①（他誕raN，＝もi）押しかけ
　る。
2tisikeera＝s．iuN（1）　（イ也　＝sa」N，　＝ci）　突き列遥
　ばす。押し倒す。押してひつくり返す。
2usikee＝sjuN①（他・・saN，＝ci）押し返す。
2usuku⑨（名）［耐久］植物名。あこう。気
　根を生じ，梼樹（g’azimaru）に似ている
　が，葉・実とも序論より大きい。材木は格
　樹より劣る。実はいちじくに似て小さく，
　食用となる。
？us汰u瓢i謡uN①（他＝1・aN，＝ti）押し込め
　る。
2usiku＝nuN①（他＝ma“T，＝di）押し込む。
2usim【laa＝sjuN①（イ｛塾＝saN，＝ci）　しつカ、り
　國す。きりりと回す。ral〈ubuginu　mi？u－
　bi　’juhwara　？usimawaei　sjuNzanasi－
　medei　di，wane　sadara．〔らくぶつの御
　常　よわらおし廻ち　首璽ぎやなしみやだ
　い　でわないざだらコral〈ubugi（織物の
　名）の御帯を横腹にしっかりしめ回して，
　首里王府の御奉公に，いざわれこそは先が
　けしょう。
2ushnaei①（名）うすべり。へりを付けた
　ござ。
？usimagi＝juN①（イ也＝raN，＝ti）θ押し雌｛
　げる。へし臨げる。◎属服させる。負か
　す。？ahwinaanu七〇〇nu，jamatuni？U－
　Shnagiraqti　taiwaN　turaQt，aN．あれほ
　どの中国が臼本に負かされて，台湾を取ら
　れた。
2u同量m翫si⑨（名）karaNpanaに対し，洗い
　清めた’Npanagumiを特にさす。おすま
　しの意か。
2u．qimasi⑪（名）上流婦入の洗髪・もく浴。
　上流婦人は決して，着物を全部脱いで，湯に
　はいったりすることがなかった。～需UN。
　もく浴する。
2usimudu；sjuN（D（他＝saN，；ci）押し戻
　す。
？txsimutuU⑪（名）台所。農家でいう語。
2usinaa①（名）闘牛揚。一naaは広揚の意。
　？usi？aasiを行なう所。
2usinaga＝sjuN①（他＝saN，＝ci）押し流
　す。
2usina；juN①（他＝aN，”ti）失う。無くす。
　人の死にもいう。？uja．～．親を失う。
？usinu磁⑥（名）牛乳。
2usinujaa⑪（名）隼小屋。
？usinuk豊＝juN①（他＝raN，＝ti）押しのけ
　る。撲除する。？UNnadaki？agata　satu－
　ga　？ATmarizima，　inuiN　？usinukiti　ku－
　gata　nasana．［恩納1鷺あがた里が生れ島
　森も押しのけてこがたなさな］恩納岳の
　あちら側は恋しい艦の生まれ故郷，その山
　も押しのけてこちら鯛にしたいもの。
？｛isinulcubuu（Q）＊（名）　？usirul〈ubuu　と隅
　じ。
？usinusisi㊥①（名）牛肉。
2US量2Nza＝sjUN①（他＝saN，＝ci）押し出す。
？uS粛婦ガロ2u｛luNan（名）首塁城の建物の
　名。？ugusikuの項参照。
2ttslNcii⑨（名）着物の前の端を下ばかまの
　ひもに郷し込むこと。沖縄の婦入は帯を用
　いないので，着物の前があかないようにす
　るためにこうする。
2us量N＝CUN①（他＝kaN，＝ei）押し込む。差
　し込む。突っこむ。
？usiN雛i①（名）おしどり。
2usirasi⑥（名）神仏，祖先の霊などのお知
　らせ。お告げ。；夜，大きな石の落ちる音が
　 て，易を立ててみると，それが祖先の祭
　りを怠っているお告げであったりする。
？u　9．　irii　＠（名）元服葡の士族の少年の髪の
　結い方。丸く大きく結う。lllaaj　uuiiの項
　参照。
？1・si・’1・⑪（名）えりあし。首すじ。5なじの
　付近。主に女のそれをいう。～捻rasjUN．
　髪iを耳の後ろにふくらませ，5なじにかか
　るように結う。首里の上流婦人が礼装する
　時の髪の結い方。その結い方はCLU’a？uN一
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　cooblともい㌔～tuukijUN．やせこけ
　る。髭ぬ前などに，首すじがやせ細るのを
　いう。
2us量ru⑨（名）おつゆ。お汁。　siruの丁寧
　語。すまし汁・みそ汁の二方についてい
　う。
？董通r曲照z⑩（名）後ろ姿。主としてえり
　あしの証しさを中心にしていう語。
？uS量Z’uknbuuO（名）1まんのくぼ。？us漁い
　1〈ubuuともいう。
211sil’uwaA’⑪（名）汁を入れるお椀。　sil’u一一
　waRの丁寧語。
？usir蕉語口鍍⑨（名）飯に｝十をかげること。ま
　た汁をかけた飯。
2u，＄isaN①（形）e（厚さが）薄い。hwiQsaN
　ともい5。◎（色・味などが）薄い。kata－
　saNの対。㊤知恵が足りない。愚かであ
　る。
2uξ量sa奪①＊（形）遅い。時蘭が遅い意で用い
　る。
？usisjoO⑨（名）お師蹴。先生。　sis300（緬
　P2）の敬語。
2usitoo＝s．i　・・N①（他㍊saR，＝ci）手i糺倒す。
？烈S畏覆m融癌樋UKα）（他＝1’aN，＝ti）押しな
　らす。でこぼこを平らにする。
？usitm．a①（名）丑寅。東北の方角。
2usi？usi①（名）むりやり。強制。押し押し
　の意。～ni　siMijUN．むりやりにさせる。
　sii｝｝usikoo　neeNtasiga　一v　simiyaQtaN．
　したくなかったがむりや夢にさせられたσ
2usi？waag．．jaa①（名）牛殺し。牛を屠殺す
　る者。
2’asiwaki＝麺K①（イ也　＝rεしN，　＝ti）押し分け
　る。
？us葦zaad♂o鼓u⑪（名）豆腐の一種。篁腐を
　固める時，箱に入れずに，布に包み上に璽
　い物をのせて固めたもの。従って円形にで
　き上がる。押しつぶした豆寓の意か。
2usizaki⑪（名）侍女様。　sizaki（貴族の娘
　の侍：女）の敬語。
？郡量騨S雄）（名）かんざしの一種。男がka－
　misasi（その項参照）に添えて差すもの
　で，金鴨製。形は耳かきに似ていて，それ
　より長い。御身え差しの意か。装飾晶で，
　3季かき，紙の穴あけなど色色なことにも屠
　いる。kamisasiと転じく，身分によって
　材料が異なった。もとはこれのみがかんざ
　しとして用いられたといわれる。
？U斧嚢戚⑪（名）〔文｝神様。また，みたま（御
　霊）。神。神霊（SIZI）の敬称。
2頗z葦・珊e⑨（名）〔文〕桝i様。神・神霊（rlizi）
　の敬称。
？難額z鱈m誌e「eN⑪（自・不規灘）おかくれ
　になる。過ぎ芸りたま5。崩御なさる。王
　の死についていう。？ukumui1癒脚eNと
　もいう。
2us鈴鹿褥槻畷灘（自＝’L’aN，　ma．ヒi）一緒になる。
　合体する。合わさる。，jaaniN7．unu？iki－
　xaku　natakutu　？u．ianujaaNkai　？us3’aa－
　taN．家族が減ったので，本家に合図し
　た。
2us．iaamaatuu⑪（名）ごた混ぜ。一緒く
　た。
？u＄jtla］Ilii⑪（名）機織りで，おさに4本の
　糸を通して織ってできる，厚：い布。普通に
　2塞ずつ逸してできる布はhwixanuciと
　い5。
？ttsja‘R＝s．iuN①（他＝saN，＝ci）一緒にする。
　合併する。合わせる。足す。taagitu　lllii－
　gitu？usjaaci　caQsaga・2と3を足すと
　いくつか。
？usjaga＝．iuN①（el　＝1・aN，　＝ti）召しあがる。
　f食べる」（kanuN）の敬語。？usjagami－
　seebixee．お召しあがりなさいませ。
？as舞｛ぎ量＝鮮ユ蛋①　（イ也＝raN，＝ti）　e押し上
　げる。　ささげる。上にさし上げる。’◎さし
　上げる。献上する。お供えする。㊧髪を結
　5ひまがない時などに，髪を簡単にくしで
　硫き上げる。’
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？駐sjag撫1UC量①（名）お供え屯の。
丁211sjagimtlN⑪（名）0献土物。進物。◎賄
　賂。賄賂として贈るもの。
2usjagimuN①（名）お供えもの。
？usjaku⑨（名）お酌。酒をついでやるこ
　と。～sjablra．お黙しましょう。～
　’uganuN．さかずきをいただく。
2ttsjooba⑪（二名）sjooba（その項参照）の
　敬語。お相伴。また，結婚式の時，花嫁の
　家で花婿の接待をする役。
．2usjooroo⑪（名）θお精霊。精霊（しょう
　りょら）。盆：に祭る死者の霊。◎お盆。孟
　蘭盆会。
？llsjooroOha”asi⑥（名）草の名。みそは
　ぎ。精霊i花。
’2usjooroo？til　”kee⑪（名）精霊迎え。η彗
　13　IIIの晩，迎え火をたいて精霊をお迎えす
　る二丁。略して？UNkeeともいう。
2uSjooroO？UNima（①　（名）sjoorOO？Nma
　と岡じ。その項参照。
C？iisjoeroO2uu「lgui⑨（名）精霊送り。略し
　て？uukuiともいう。7月15／H夜半，送り
　火をたいて送る。醸が暮れてすぐお送りす
　ると，接待に飽いたと，思われるであろう
　と，なるべく夜遅く送る習慣があり，農村
　では，夜朋けあるいは16　rjになってからす
　る藤もあった。送りの翌1ヨは朝寝したり，
　naganubitoori（長くのびて横になるこ
　と）して休むのが普通である。
’2騒sj’u⑪（名）うしお。潮。海水。～kunUN．
　潮を汲む。ziNkaha三kawaja～ka’5uka
　mi多ika，　ziNkamij段r践bi獄u？u學idiδuku一
　τu．［源河芦川や　潮かゆか水か　源溝め
　わらべの　おすでどころ〕源河川の水は潮
　か湯か水か，源河の娘たちの水浴揚であ
　る。
？usjudee⑰（名）［御酒代3祝町・法要に招
　かれて行く揚合に差し出す金一封。お祝
　儀。香典。sjudeeの敬語。
2us謳ga澱獄浦mee⑬（名）〔古］［お主加那
　’志葡3国王様。琉球王に対する敬称。
2usjukunaa◎（名）潮汲み。潮を汲むこ
　と。製塩のための海水を汲むこと。また，
　潮を汲む者。〈？usju＋1〈unuN。～sj　LI　N．
　潮を汲む。　　　　　　　　　　　’
2us．｝umeeen（名）e平民の祖父。おじいさ
　ん。◎平民の老翁。おじいさん。e◎とも
　士族についてはtaNmeeといい，首里周
　辺の農村では平民のそれをPUUPUIIとい
　う。
、？usjunuma⑪（名）〔文〕ちょっとの間。片
　時。潮の干溝の流れがやむ閲の意◎？u－
　maN　’juil｛ayadu　？ubizasiN　sjujuyu，
　∫wamija～N，wagil’igUl’isja．［思まぬ
　故からど　覚鵡しもしゅゆる　わみや潮の
　間も　忘れぐれしや］恋していないゆえに
　こそ思い出しもするのです。わたしは片時
　も忘れられません。
？ii＝sjuN①（他＝saN，＝ci）押す。　mikusi
　？usijabira・（坂道で老人などに亡して）腰
　を押しましょう。
2穏sjuu⑥（名）こお主］王様。琉球王の敬
　称Q？usjuganasiimeeともいうG～doo
　h翫caa．蜂を追い払うためのまじないの文
　句。「おれは王様だぞ，蜂め」の意。
2usjuukoO⑪（名）御法事。御仏事。　sjUU一一
　kOOの丁寧語。
2usoozi⑪（名）eお考え。～N　misjooraN．
　お考えにもならない。◎王のおぼし召し。
　叡慮。
？猟soozi蓋n聯e、eN⑪　（他・不規鋼）　お考えに
　なる。お思いになる。おぼし召す。nu－
　NZOO　Caa？USOOZimiSjoorarijabiiga．あ
　なた様はどうお考えになられますか。
？usu？ak翫ga三④（名）うすあかり。践娼満・
　日没後の薄明。
2usuba◎（名）θおそば。～N’juraraN。
　おそばにも寄れない。◎貴人の妾。
：～裂s孤ba；sjuN⑦（他讐saN，＝ci）（物を）伏
　せる。下向きにする。
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？us曲ur豊m臓N
2usubu・hnuNav（名）薄ばカ㌔単に？usuu
　ともいう。
2usuguras．aN①（形）薄暗L・。
？usug鵬a夏磁。三④（名）少し怒ること。少し
　憤概すること。saagusamieiともいう。
　〈kmsamieuN．
？iisu＝juA’（D（他＝yaN．＝ti）eおおうQか
　ぶせる。上に掛ける。？uudu～・ふとん
　を掛ける。（⊃押える。？usuraQtooN・押え
　られている。㊧（巣について卵を）抱く。
　kuuga？usutOON．卵を抱いている。
？USukazi①（名）〔文〕そよ風。職風。　tyN
　1｛ijuja　kukuru　？ati　sarami，　kumu
　hariti　tirasu　gicinu　eurasa．こおす風も
　今日や　心あてさらめ　雲晴れて照す　局
　のきよらさ］そよ風もきょ5は心があるの
　．だろ5，雲が晴れて照らす燐の美しさよ。
2usukoOgU①（名）少し腰が曲がっている
　者。また，ねこ背（の者）。
2usukuOw（名）？usukuの項（P．565）参照。
2tisumas．iaN⑥（形）すごい。ものすごい。
　驚くべ．き。「おぞましい（桿）」と関係ある
　語か。？uStnnasii　QCU’jat・aN．すごく人
　が集まっていた。
2usu霞nu量n嵐ui⑪（副）少し盛り上がったさ
　ま。ciigwaa～sjQON．少女の乳が少し
　盛り上がっている。
？usunee⑨（名）〔新？3お供え。神仏にお
　供えすること。
？usuneeien（名）お行列。＜stilteejuN（行
　列する）。
2ug．uneemuN⑥（名）〔新？〕お供えもの。
2tlSlll・i⑨（名）敬うこと6尊ぶ気持ち。大
　事に思5念。？ujanu？usuree　neeN．親
　を尊ぶ気持ちがない。ziNnu　IvN　nee－
　raN。金のカを認めない。～nu？ataraN．
　もったいない。物を粗宋にする者がいる揚
　合などにいう。
2usuri＝juN⑪（他＝raN，”ti）敬5。尊ぶ。
　あがめる。大事に思う。こわがる意では
　 turusja　sjUNとv・5。
？usur董kagガN⑪（名）貴人の前で平舅低頭
　すること。おそれかがみの意。
2ustttikwaQkwasee⑨（名）遊戯の名。着
　物・羽織などの中に子供がはいり，誰がは
　いっているか，何回はいっているかを当て
　させる遊戯』
2usu？usu①（副）うすうす。もと？usi？upi
　と舞’つたかもしれない。？unu　kutoo～
　sigcootaN・そのことは5すうす知っ．てい．
　た。
？usu鹿①（名）薄のろ。薄ばか。？usuugwaa
　ともい5。
？U磁疑9W鎗①（名）？USLIUと同じ。．
2usuware6①（名）薄笑い。
？ttta①（名）歌。　xuuka（琉歌）をさすこと
　が多い。～，junUN．歌（ふつ5は琉歌）を
　よむ。～gUl｛UjUN．ともいう。～sjUN。
　歌を歌う。
2uta諮s担N①（他＝saN，＝ei）ならう。準ず
　る。，Nl｛asiNcuni？utaaci　sjUN．昔の人
　にならってする。nUU，jatiN，waNni
　？utaasee．何でもわたしにならえ。
2謙a嫉m恥’e㎜UN⑪（名）L・ただき物。賜
　わり物。目上から預蒸した物。
2utabkixise’eN⑨（他・不規貝のkwijUN（く．
　れる）の敬語。kwim玲eeN（下さる）より
　丁寧。くtabijUN。　e賜わる。下さる。
　？ami～．（天から）雨を賜わる。◎（…し
　て）下さる。？aNsi．？utabimiseebivee．
　そうして下さいませ。kaeimisjooci～．
　お書きになって下さる。
？磁aeik疑‘㌔i⑨（名）元祖。開祖。家の一番
　はじめの二二。お立ち口の意。
？u験ga＝juN④　（他＝aN，路raN，”ti）疑う。
　？arinu　　kut耳　　，jaku七u，　「～uヒagaaNd圭
　？umuree？utagaarijuN．あいつのこと
　だから，疑おうと思えば疑える。
2utagaki①（名）歌で風刺すること。～sju。
　N．歌で風刺する。その場合の歌はkaki一
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2uth’a．
　？utaとい5。
？utagee⑪（名）お互い。～ni　hwiraku　na－
　jabira．お互いに楽にすわりましょう。
　～du’jaru．お互いさまだ。
？utagee①（名）疑い。～nu　harijuN。疑
　いが晴れる。
？utaguci①（名）歌うのが上手なこと。歌
　声がよいこと。また，その人。
2uta＝juN①（　・aN，＝raN，＝ti）e（他）歌5。
　声に節をつけて歌う。また，節なしで，歌
　を詠ずる。◎（自）（鶏が）ときをつくって
　鳴く。tuin｝1～．鶏がときを作る。
？utakabi⑨（名）〔おたかベコ神を祭る式。
　また，その時にnuuru，　ku嘩（それらの項
　参照）などがとなえる祈りの文句。のりと。
　～sjUN．神を祭る式を行なう。？utaka－
　bee　siQcoomi．のりとは知っているか。
2utaki⑨（名）［御岱］山の森の中にある神
　を祭った場所。聖地とされ，婦人が？U－
　gwaNdOOgUをもって熱心に？ugaN（祈
　願）をしに行った。首里にはbiNnu？utaki
　［弁の御岳］，sumuhjaN？utaki〔園比屋武
　御岳3などがある。
？utamuci①（名）三味線による酋奏。歌口
　の歌う前に三味線だけを弾く部分。歌曲に
　よってその？u七amuciが異なる。
2utaNkaiatuus｛⑨（名）脚下。遠くて行け
　ない揚所に癒かに礼拝して？ugvvaN（祈
　願）を行なうこと。単に？utuu甑ともい
　う。
？utasaNsiN①（名）歌や三昧線（saNsiN）
　（でうち興ずること）。
2nta＄iki＠（名）お助け。　kam沁規～・神の
　お助け。
？utasjaa⑪（名）歌手。歌い手。歌を歌らこ
　との5まい者。
2utatukuru⑰（名）お二入様。おふたかた。
　七aiの敬語。
2uti⑨（名）0落穂。また，作物の落ちこぼ
　れ。～hwirujUN・落穂を拾う。◎見落
　とし。
？ t豊bici⑨（名）お祝いの時作る料理の名。
　肉・豆腐・大根・昆布などを醤油昧で煮、
　こんだもの。材料の切り方によって，
　？ unii（大きく切ったもの），　kUUllii（／Jx、
　さく切ったもの），sikamu面ci（さらに小
　さく，さいの属に切ったもの）の三種があ
　る。
？utibueien（名）西風。
？utlgici＠（名）落ち着き。沈着さ。
2面g｛＝CUN⑨（自こkaN，・ci）（心が）落ち
　藩く。（天気などが）静かになる。
2utici”ri⑨（名）落ちて散らかること。ま
　た，落ちて散らかったもの。散りくず。
　1｛iinu　hwaanu～sjoON．木の葉が落ち
　て散らかっている。
？utida⑨（名）おてんとうさま。お1ヨさま。
　太陽（tiida）の敬称。～nu　’ugamaQtooN．．
　お段さまがさして来た。
2iiti2ii’i⑪（名）〔古〕［御手入〕処分。行政
　的処分をいう。maz垣1閥切」の財致が嚇
　壊した時の行政処分など。
？uti＝juN⑪（自＝raN，＝ti）（∋落ちる。◎優
　劣の差がある。段がある。？aritu　kurltu
　kunabiinee，　dUQtu　sinanu～．あれと
　これとを比べると，大分晶が違う。
？uti＝juN①（他＝raN，＝ti）（料理したもの
　を他の器に）あける。うつす。？NMU～．
　煮たさつまいもを鍋からほかの器にあけ
　る。
2utikee＝juN⑥（自＝raN，＝七i）初めめ状態
　に返る。もとへ渓る。人が幼時の状態へ返、
　る場合などをいう。
2・atima「ian（名）（子供・犬猫などが食べ物
　などを欲しがり）飛び回って騒ぐこと。
？utina⑥（名）〔文〕うてな。楼台。
2utiN（D　（名）　雨天。　普3麓は　？amihui　と1，　N・
　う。
2utiNgu’tu＠（名）天意。天命。神意。
？utira⑪（名）（∋お寺。寺（tira）の敬称Q
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7uiiraakwaasa．craraakwaa
　◎首璽の円覚寺の通称。
’2utiraakwa’as．　agaraakwa’a⑪（副）犬猫が
　ものを欲しがってねらうさま。落ちたら食：
　おう，下がったら食おうの意。
’2utirazuunikasju（①　（名）　［＝お蔚…一f二箇所コ
　十二支のそれぞれをつかざどる仏が安澱さ
　れている所。円覚｛寺・観音堂・赤平・鳥小
　堀の霊寺が，それぞれナニ支のいくつかず
　つをつかさどっていた。
f？utisizkni①（名）零落。おちぶれること。
　また，盛衰。落ち沈みの意。niNziNllU
　？utisizimee’wakara蕪MUN．人間の盛
　褒はわからないものだ。
’．？11t｝taill■o「bt謡⑨（副）こけつまろびつ。
　夜，悪路を行くさまなど。落ちたり舞った
　りの意。
t／～u撫①（名）e音。音響。◎たより。音さ
　た。～NcikaraN．音さたもない。㊤うわ
　さ。評判。～nu’waQsa．N．評判が悪い。
　？utoo　cici？UQsja　sjOOSIig’a．うわさは
　聞いて，喜んでいるが。
『2u短ci2aga「c量⑪（名）優劣。
’？utugnl｛u⑪（名）？滋ugeeの卑称。
？u量ugee⑨（名）おとカミい。下あご。
’？u搬gee亙浦N伽ruu⑪（名）あごがすべすべ
　している者。hwi忽imoo（ひげなし）をい
　う。
？utu頭’zi⑪（名）お取りつぎ。　tuigiziの敬
　語。
．？u副帥e’e⑨（名）tuikeeの敬i語。（貴人と
　の）郷交際。また贈答融・結納などのおと
　りかわし。
2utuimu「ci⑨（名）おもてなし。御接待。
2utu量tat量⑨　　（名）　御三登主用。　七uitat三　の敬語。
　～ni　najUN．御登馬になる。
．？utu擁uN①（良＝ra理，＝ti）〔新？］劣る。
　？arijalga～．あれより劣る。
？u三無⑪（名）お供。従者。？臓tu｝聰zu－
　rasadu　daNnazurasa．お供が立派なの
　が，旦那の立派であるゆえん。
？utuna⑥（名）おとな。文語的な語。普通
　は　？uhueLeu　という◎　？icinukezi　nikezi
　’」’udidu　？asibjutayu，　？iginu　mani　sa－
　tuja～nataga．［一のかいぢ二かいぢ
　読でど遊びゆたる　何時の閻に里や　大入
　なたが］・一園，二回と数えて石投げをして
　遊んでいたのだが，いつの閻にあなたはお、
　となになったのか。
2atURasjaN⑨（形）〔新？〕おとなしい。
　普通は？weNdasjaNという。
2utuNnO’o’a，（名）お燈朋。神前仏前にとも
　す燈隣。？utuu1項ooともい5。
2u鐵蠣擁u貰①（自＝1・aN，＝ti）衰える。　mi－
　5akunu～・都が衰える。
？uturu＝ju－NO　（g　＝raN，　＝ti）　？utuvijuN
　と岡じ。
2｛iturus．ia｝iwii藍s．ia⑪（名）恐れおののくこ
　と。びくびくすること。
？uttxrusjamuN⑰（名）恐ろしいもの。こわ
　いもの。～nu凱iibαsjamUN．こわいも
　の見たさ。
？utarusjaN⑨（形）恐ろしい。こわい。？U－
　turusja幻UN．こわがる。恐ろしがる。恐
　れ，る。？utUZ’usjaN　siraN．　こわいことも
　知らない。あどけない者，また豪胆な者に
　ついていう。？u七uτusii　mazimUN。こわ
　いおばけ。mazimUN？U七uvusja　sjUl’Ll
　QCU・おば砂がこわい人（maazimuNnu
　？n加川sii　Qeuのようには言わない）。
？磁ur撚沁2U㎜濾①（名）恐ろしい思いをす
　ること。こわがること。～sjUN．
2u撫ruu⑨（名）恐ろしいもの。
2utusata①（名）畜さた。音僑。たより。
2utusi⑨（名）みぞおち。’Nniguci（むな
　もと）ともいう。
2tttusi？ana⑨（名）落とし穴。
2utusiclani＠（名）落とし種。落胤。？utu－
　siNgwa（落とし子）ともいら。
？U疑夏S量g腿U⑨（名）小鳥を捕える仕掛けのか
　ご（kuu）。中におとりの鳥を入れる。
？疑搬s｛∫ガi⑪（名）お隼寄り。御老入。tu一
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？llUgil・llg．lajUN
　sjui　の敬語◎
？utusimuN⑪（名）落とし物。
？皿tusiNgwa⑪（名）？Uヒusidaniと同じQ
？utllsiZtlXNI21（①（名）鏡餅Q亙E月に供える
　？ueanul〈u。仏壇と火の神の前に供える。
　大中小の三つを重ねる。下の大きなものを
　sicadee（下台），中のものを　nak訊dee
　（中台），上の／1、さなものを？waadee（上
　台）という。
？u撫諏蜘N⑪（他＝saN，＝ci）0（高い所か
　ら）落とす。◎もらす。脱漏する。㊧無く
　する。紛失する。⑳陥落させる。また，女
　をわがものにする。？uyuku　su頗」撒u
　euiwinagUNgwaja？utusigurisja．［小
　緑染屋の　一人女子や　落しぐれしや（小
　蒜染屋節）］小品村の染屋（屋号）のひと
　り娘は陥落させにくい。
？utll？U二euNO）　　（自　　 ＝七aN，　　＝（一）　ei）　　 二三F旺力K『馨；ヨ
　いQ遠方まで知られる。音に聞こえる。多
　くは？utu？uQCoONの形で用いる。　euya－
　kaagi姻δici？U乞u？uQCOnN．美人として
　音に聞こえている。
2utuui⑪（名）願いがかな5こと。？ugwaN
　（祈願）の筋が逓り，神仏に聞き入れられ
　ること。
？utuumjeO⑥（名）？utUNnQOと同じ。
2u撫um⑨（名）お燈籠。仏壇に供える燈
　籠（tuuru）。末造・紙張りで，はすの花な
　どをえがいてある。
？u量u鷺s孟⑨（名）蓬拝。？utaNkaatuusiと
　岡じ。
2utuzaNda⑪（名）兄弟。兄弟姉妹。以前は，
　弟（妹）を？utuza，兄（姉）をsinuza，また
　兄弟をも？utuzaといったらしい。主とし
　て平民や女子供が使う語。
？u臓z孟。量①（名）e遠くの人声・物音などの’
　音だけを聞くこと。◎評判に聞くこと。音
　に聞くこと。
’？utU7．il’ico（名）たより。音さた。　kwii－
　nu～N　cikaraN．声のたよりも聞かれな
　い。何の音さたもない。
2uu④（感）臼上に対して，承諾・肯定・隅
　意をあらわす語。はい。ええ。はあ。（？ii，
　？OOと異なり鼻音化しない。）倒下の年長に
　は？OO，眠下には‘？ii，？NNのように厳璽
　に使いわける。また国上に呼ばれた晴の返
　履暮はhuuとL・う。
2uu⑨（名）卯（う）。十二支の第簸。方向は
　東，時刻は午前6時。
2猛u2ag量sa⑪（名）大暑。二十西節の一つ。
？uubaNもaaraa⑨（副）がらんどう。家の中
　などに何もないさま。tUNdoojaanu　gU－
　tu～Qsi．倉庫のようにがらんどうで。
？uubi⑪（名）帯。？uhu？uubi，　husu？uu－
　bi，　sugui？uubi（いずれもその項参照）
　など，すべて男用で，女は普通，帯をし
　ないQ　しかしいなかの娘の労働用の帯に
　miNsaa？uubiというのがある。
？uu蟻si量g駁ci⑥（名）帯をしめる所。腰の
　もっともしまる部分。　gamakuともい
　う。
2uu｝｝11⑪（名）夏，子供の頭にできるはれ
　もの。あとがはげになる。
？uubuu⑪（名）とばくの一種。一銭銅貨ま
　たは二銭銅貨を傾いた鮫の上にころがし，
　凝1手の鋸貨の上に倒れたら，組手の鋸貨を
　とる。明治の中ごろまで行なわれていた。
？uuc董⑪（名）沖。ただし，海籍からさして
　遠くない所をいう。全くの外洋は？UUむU
　という。
2uueiba”ra⑪（名）　〔御内原］？udUN　〔御
　殿コ，tUNci［殿内〕の家の夫人の居間。
2uugii⑪（名）引っ越し。転宅。くわしくは
　’jaar～uug鼓（家移り）とい5。
？uuch’ibaNia⑪（名）断崖絶壁。大きく切
　り立ったがけ。一baNta＜laaNta（がけ）。
空猛uφrug舩窯lu貰⑪（自＝raN．；ti）すつか
　り連なる。ちょ5ど達するe’及んで岡じに
　なる。girugajuN（連なる，達する，及
　ぶ）を強めていう語。
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2uug亘z畑⑨（名）大つづみ。
2uudu⑨（名）ふとん。昔は敷きぶとんはな
　く，むしろ（sicimusiru）を周いたので，
　もっぱら掛けぶとんをさした。
？猛ud腿⑪（名）小渡。（（地））参照。
2uuduui⑨（名）大通り。
’2uueeku聡ee⑰（副）追いつ追われつ。また，
　あとになり先になり。～Qsi　cuuN．あと
　になり先になりして来る。
？uugntu①（名）ありがたいこと。　うれし
　いこと。
2uuhuu⑨（名）目上に姓する，敬語を使う
　ことば使いQ肯定の時に？uuと言い，呼
　ばれた時にhUUと答える話し方。初対’面
　の場合などで，双方が敬語を使5話し方に
　は，tag’eeni？uuhuu（’iRU？uuhuuとも
　いう）とい5。親しくなれば，身分が問じ
　であっても，二二には？uuhUu，年下に
　は？iihiiとなる。～sjUN・冒kに短する
　ことば使いをする。
2U曲wa⑨（名）おんぶ。人を背負うこと。
　Qkwa～sjUN．子をおんぶする。
？uuhwira⑰（名）大平椀。浅くて籔の平だ
　い大型の漆器の椀。煮しめ・蒸しもの・菓
　子などを入れるのに用いる。
．？tlu｝lwil’Uzi＠（名）大広揚。大広聞。
？uujuci⑪（名）大霊。二十四節の一つ。
2uu＝juN⑪（他＝raN，二ti）（∋（牛馬などが
　蒜を）負う。nii？uut◎oru？Nma。荷を
　付けた罵。◎（罪・賞任などを）負5。
　gimi～．罪を負5。giMi？uurasarijUN．
　罪を着せられる。
？uu＝．iuN①（他＝yaN，耽i）e追う。あとを
　追いかける。また，あとに従5。kutuba
　～．ことばどおりになる。言ったとおりの
　ことカミ実際に起こる。O追う。迫い払う。
？uukata①（副・名）大方。大抵。多分。～
　cuuru　hazi，jaN．大方来るだろう。～一
　nu　Qcunu　sjuru　？ajamari　’jaN　’，iaa．
　大抵の人がするあやまちだなあ。
？uukazi⑨（名）大風Qあらし。暴風。台
　風。teehuuともL・う。
2uuki⑨（名）お受け。受けとること，承諾
　することの敬語。～sjUN・お受けする。
？u慮猛⑪（名）輿。
？uuk曲ゴ隷⑪（名）奥歯。
？uukui⑥（名）e葬送。◎精霊送り　（？u－
　sjooroO？uukui）QまたそのR。　～nu
　naaca．精霊送りの翌研。？usjOOX’OO？U－
　ukui（その項参照）はなるべく遅い時間
　に行なう習慣：であったので，その翌日は，
　朝寝したり休息したりした。
？uumakti⑰（名）わんぱく。きかん坊。
　maku，？aNmakuなどともいう。
？1・1皿董g．i⑨（名）大水。洪水。
2 mmi＄ageei⑪（名）大騒ぎ。にぎやかな
　騒ぎをいう。
？uuni⑨（名）大根。「おおね」の意。
？uun量⑪（名）お船。船（hu願）の敬語。
2uunii⑰（二名）料理名。？utibici（その項参
　照）の一種。肉・野菜・豆腐などをすべて
　大きく切った？utibici。
2uuNna⑨（名）［大縄ユ大綱引き。盛大な
　綱引き（g恥ahwici）。首墨のそれは？a－
　jaZOO？UUNna．とい5。
2uusari2aa「sari⑨（副）へいへい。ぺこぺ
　こ。権力者に頭をさげて，恭順の意を表す
　るさま。？uuおよびsariはおのおのそ
　の項参照。　，jamatuNCUNkai～bikeei
　s麺taN．霞本本土の人に対してぺこぺこ
　してばかりいた。
1～uu婁eekaraikee⑨　（名）　互いに譲り合弓
　さま。互いに押しやり合うさま。遠慮の
　二合も，いやなことを押しつけ合5習合
　もある。～sjUN．
2uugeekm’ubasee⑪（名）押し合い，ころ
　ばし合うこと。押し合いへしあV・。混雑の
　さま。
？iiUS，　i⑪（名）臼。つき臼をもひき臼をもい
　う。
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2uuiji？aras．；aa⑪（名）臼の目立てを業とす
　る者。
？uusiba＝a⑨（名）磁歯。？uukubaa（奥歯）
　ともいう。
2uusidima⑪（名）牛馬に荷を負わせて運
　ぶ運賃。
？UUS二二moO’moo⑪（名）牛のノ1、児語。
2uusi＝juN⑰（他＝raN，託呈）e（牛馬に荷
　を）負わせる。人に負わせることはいわな
　い。kunu　nimugi？Nmani？uusiti？i－
　kee．この荷を馬に負わせて行け。◎（罪・
　貴任などを入に）負わせる。転嫁する。…
　のせいにする。duunu　nusudooti　Qeu
　～・自分で盗みながら，人のせいにする。
？uusikaNS量；ju7N⑪（他＝raN，＝ti）e荷を
　たくさん負わせる。◎（責任・罪などを他
　に）おっかぶせる。
2uusima⑪（名）〔大島］奄美大島ホ島。
2uuseozootu⑰（副）ひっそり闘。大風の
　あと，大勢の客の帰ったあとなどの静けさ
　など。～najUN・ひっそり閑とする。
？uutigara①（名）大手柄。
？uutikwee⑪（名）とりまき。金：持ちと遊
　郭などに一一一tlkに行き，金持ちの金でもつぱ
　ら遊興する者。追って食いの意。その金持
　ちの方はziNkwijaa（金をまきちらす者）
　である。
？Ul■tootu①（感）婦人が神仏を拝む時，
　？ugwaN（願）をする時にとなえる語。あ
　なとうと。
？uutuen（名）［大渡］沖の海。外海。大海。
　～Nkai’juu　taci？irijUN・大海に湯を沸
　かして入れる。焼け石に水。
？ロut職wuu㊥（名）つつぬけ。見通し。閲
　に仕一切りのないこと。？am3tu　kunaatu
　～’jaN．あっちとこっちとつつぬけだ。tu－
　nainu　4asieinu　一一　natooru　kutu，　nuuN
　kwiiN　marumli，jaN．隣の部麗とつつ
　ぬけになっているから何もかも丸見えだ。
？uutuuruukaa⑨（副）間の仕切りがなく
　すっかり見通しになったさま。つつぬけの
　さま。～natoON．すっかりつつぬけであ
　る。
2uuwaN⑪（名）大湾。（（地＞＞参照6
？UUiakl①（名）大酒。大量に飲む酒。ま
　た，大酒飲み。
2uwai⑪（名）終わり。
2uwa＝jUN①（自　＝・1．aN，　uati）終わる。？uci－
　najUN（終わる，済む）の方を多く用い
　る。sjuukOO？uwataN．三十三年忌の法
　事が終わったQ
？篭移a⑪（名）仁座。（（地〉）参照。
2ugaa）　　（名）　　こ御座コ　　θ内閣。　　政府。　　kami－
　nu～．　sjQsii［摂政］と　saNsikwaN［三
　乱頭りのいるところ。政府の最高首脳部。
　simultu～．　ZLIugulliNsjuU［十五人衆］
　のいるところ。1〈aminu？u4aに次ぐ政府
　機関。～nu　Qeu．　guhjoOZOOZU〔御評定
　所］の役人。Oお座敷。gaa（座敷，部屋）
　の敬語。ふつ5もっともよい客間，あるい
　は仏壇のある座敷をい5。？uhu？u7vaと
　もいう。その他の座敷は掘baN？賜a（二
　番座敷），saNbaN？u多a（三番座敷）のよ5
　にいう。他の部屋は，その位：概・用途によ
　り名があり，？U1’a71a，　nakamee，　kuca
　（おのおのその項参照）などがある。
？uzagamui①（名）〔文〕〔おぎやがもい］
　尚糞；王の神号。
？uzag3m面ga擁asi①（名）〔文〕？uzaga一
　皿uiの敬称。
？u多aki⑪（名）御酒。酒の敬語。
？uzaNnasi⑪（名）〔文〕温順なこと。やさ
　しいこと。温厚：なこと。nisinumagigani－
　ga　？izieainisu　misjoei　？uzaNnasibu－
　rija，ugamibusjanu．［西の松金が　いぢ
　きやみそ召しようち　御ぢやんなしぶり
　や　拝みぼしやの］尚円王が短い御衣（み
　そ）を召しているその温厚：な姿を拝みた
　い。
2ugaree⑪（名）おぞうり。ぞうり（saba）
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　の敬語。さらにその上の敬語はnuu7faree。
？ugareetu｛⑥（名）〔文〕ぞうり取り。saba－
　taiともい5Q
2uzl⑨（名）蛆。蝿の幼虫。
2uzi①（名）氏。中国姓をいう。士族は姓
　のほかに氏をもっている。姓は，jaaNnaa
　などという。氏を購じくする者は，名乗り
　頭の字を判じくする。己たとえば，向．氏は
　朝，毛氏は盛，馬氏は良，翻意は．臓のよう
　にきまっている。1689年，尚定：王の時，士
　族に系図を作らせて氏を定めた。nUU？U－
　ziga．何という氏か。
？uz量補＝沁N①（自＝raN，・Qci）すっかり締
　じける。おびえきる。すっかりこわがる。
？uzi＝jllN①（自瓢raN，；ちi）怖じ：る。　dわが
　る。恐れをなす。haaeesjuubu，」紛ig歌，
　？ariNkee？uzitOON　．かけっこだが，彼に
　恐れをなしている。
2uzimu⑪（名）お心。お慈悲ある心。～
　‘Yaru？usjunu？wi三slg硫u’ugadi．［御
　肝ある御主の　おいすごと拝がで（孝行
　之巻）］慈悲深い王の稗せごとを拝して。
2uzimuzuraNcu　（）（名）心のやさしいお
　方。恵み深いお方。
2uzimnzurasaN⑨（形）お旨み深い。お情
　深い。kUmanu？aNsi瓢ee壽a？uzimUZU－
　rasanu　kanaganatu，　saueN　saueN　sa－
　NsaueN　pllraruraa　1’aaraz’ur－aaraa　m－
　Ng’oo　niNgoo　niN．croo　？iQ’sijuniNgoo，
　？ieig’ooga　？utabimiseera，　niN．vooga
　？utabimi＄eera　sadamigurisja．㈹じは
　」kl）　L）　？ieigoo　’」’atiN　sjui7．akikaya　doo．
　こちらのおかみさんはお恵み深いからやさ
　しく，（はやし）一合下さるか二二合下さる
　かわからない。（はやし）岡じ一合でも（い
　も酒でなく，上等な首里の）米の酒の方だ
　ぞ。（7月の’eisaaの歌）
2ttzina＝jul①（他＝aN，＝ti）栄養をとる。
．栄養をとって体力を補5。単に不足を補う
　意はない。　maasamUN　（？irabuUNdee）
　kadi　kUNci～．うまいものを（えらぶ5
　．なぎでも）食べて，体力を補う．。
？UZ量ftii①（名）体力の補いになる食：物。栄
　養物。滋養のある食：物。
2uz雌量9us癌①（名）栄養価の高いもの。’
　体力を補うくすりの役をする食物。うな
　ぎ。鶏・？irabuu（えらぶ5なぎ）などを
　いう。
？uz煎⑨（名）お膳。　ziN（膳）の丁寧語。
2uziN⑨2ub量raN①（句）思し・もよらない。
？uzira⑨（名）鶉（うずら）。
2azii’aasigisaN⑨（形）？uziyaasjaN㊦と
　命じ。
？uzk．aasjaN⑨（形）e美しい。かわいい。
　女・：子供の美しいこと，かわいいことをいう．
　が みめよいだけでなく，賢いの意昧をも
　もつ。？uziraasigisaN　ともいう。◎（接
　屡）利口である，上手であるの意をあらわ
　す。kooi？stzivaasjaN・（買物上腿である）
？UZOe⑨（名）御門。門（ZOO）の敬語。
？uzooba”aN⑨（名）御門番。　zoobaaNの
　敬語。．
2縣oogwaa⑨（名）褻の御門。貴族の大き
　な邸宅には，大小の門があり大きな表門を
　f？uhu？tlzoo，小さい裏門を？uzoogwaa
　といった。
2ugumi⑪（名）はずみ。機会。きっかけ。
　次のような句で用いる。？atunu～．とど
　のつまり。あげくのはて。結局Q？atunu
　？u7vumee　nusududu　najuru．あげくの
　はては泥棒となりはてる。caayu～ga，
　’ja七ara．何のはずみだったか。どんなきっ
　かけだったか。
2UZ．umu＝．guN⑪（自＝raN，＝ti）うずまる。
2ur．umuri＝juN①（自＝raN，”ti）θ5ずも
　れる。◎iせに知られなくなる。丁世間に忘、れ
　られる。
？u騨畷uN⑨（自二maN，＝di）冒がさめる。
　睡眠から闘ざめる。？u多umasju翼・葭をさ
　まさせる。？U7vumasiN　saN．何の警告も
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　与えない。不意打ちする場合にい5。冒を
　さまさせもしない意。
？u　Z．u＝rkuN①（他＝maN，＝di）　うずめる。
　埋める。
？uzuNbii①（名）うずみ火。
2u興Nb孟1臓①（名）〔古〕太製の鋤。水田耕
　作用の農具の名。
2uzuu⑪（名）θ重箱料理。お璽。　O旧贋
　3月3Elの節供に，子供たちのために作る
　重箱料理。㊤転じて，3月3Hの節供。子
　供がい5。
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’ubaca1　siime－e⑰（名）おばさま。伯愚様。
　叔灘様。伯叔母の敬語。貴族についてい5。
つuもε篭haNzar　s韮量遭獄e「e⑨（名）大おばさま。
　従祖母の敬語。貴族についていう。
つuも蹴五aa⑨（名）おば（伯叔母）。関係を表
　わす語で，呼びかけには言わなV。　～
　natoo±y．おばに当たっている。
’euci①（感）子供に危険を知らせる時に発す
　る語。落ちそうな場所に子供が近づいた時
　などにい5。あぶない！
’uc量uc量①（感）’uciと同じ。縁側などから
　落ちないように，’uciuciと喬って落とす
　まねをして見せるQ
つuc孟uei⑰⑤（副）相乎を見くびったさま。
　～sjUN．絹手を見くびって勝乎にふるま
　う。ないがしろにする。
”uduee⑨（名）旅の祝いをする家（tabisju）
　で，親戚の女たちが集まってするkn　t｝。手
　を打ち，旅歌（kweena）などを歌いなが
　ら輪になって圓る。
”udui①（名）e踊り。舞踊。首里の正式の
　舞踊は，元来は男がするものであった。
　’wakasjuudui階衆踊，’winaguudui
　［：女踊］，niiseeudui［二歳踊］，7．ooudUi
　一［血汐］などいろいろな舞踊がある。◎芝
　居。組踊り（kumi庶ui）。
つuduibUzoo①　（名）　〔古〕　〔躍奉ぞテ3　kumi一一
　udui　E組躍］をつかさどる役。その項参
　照。
”uduihani①（名）踊ったりはねたりするこ
　と。踊る時やうれしがる時のさま。欣喜
　雀躍。
”uduiniN多U①（名）踊りの一団。舞踊隊。
　また，劇団。
つuduisjaa⑨（名）俳優。役者。踊りをする
　者の意。sibaisiiともい5。
’udniziN①（名）踊りの時の着物。また，
　舞台衣裳。
ラ証du褥秘N④（他矧aN，・ti）踊る。舞i踊を
　する。舞5。踊りの型によって踊る。即興
　的な踊りや，喜んで踊り上がる揚合など
　は多くMoOjUNという。
ラxxgami＠（名）祈願。願。？ugwaNと同
　じ。niNtuunu～。年頭の祈願。一一年：中
　の無事曇日を神祉仏閣霊地などに祈願して
　園ること。niNzuunu～．年末の祈願。
　面面に一組中のお礼を申し述べるために，
　神社仏閣霊地などを回ること。
euga＝nuN⑥（他＃maN，：di）e（神仏を）
　拝む。◎お会いする。お目にかかる。会う
　（？icajUN）の敬語。　hwibinu？itunami－
　ni　ginagax’iti　’waminu　’ugamibusja
　？atiN　Z三juja　RaraN．［H日の営みにつ
　ながれてわみの　拝みぼしやあても　掛歪
　やならぬコR臼の営みにつながれてわたし
　は，お閉にかかりたくても薗由になりませ
　ん。cuu’uganabira・こんにち1ま。碧上
　に賦する屋外でのあいさつ。㊧見る（，NN一一
　ZUN）の敬語。拝見する。’ugamaei？uta一一
　bim sjoori．拝見させて下さいませ。⑳
　「貴人と…する」という意の敬語。？wiicee
　～．お会いする。拝顔する。？uhanasi～．
　（費人と）お話をする。　’ugamaQtoON．
　おだて上げられている。また，甘く見られ
　ている。皮肉にいったもの。
，ugaNcumi＝ju「Npm（他＝raN，＝ti）〔文］
　承る。かしこまる。承知する。’ugaNcu－
　mijabiti．［拝留めやべてコかしこまりま
　した。？NN，，ugaNCUmit◎osa．ああ，わ
　かっているよ。口語で1冗談に喬う。
ラugaNdtnisaC「）N⑪（形）久しくお会いしな
　い。御無沙汰をしている。miiduusaNの
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　敬語。’ugaNduUsaibiigig’a　？Waaeimisee－
　biitli・久しくお臼にかかりませんが，お
　元気でいらっしゃいましたか。
ラugaN鍵tu⑪（名）emiimUN（見もの）の
　敬語。また，塒igutu（見事）の敬語。お
　見事な行事。ご立派な催し。貴人の催しも
　のなどをい5。＠皮肉に，咽笑の対象に
　もいう。
Vugats’zet⑨（名）［拝所］神を拝むところ。
　？utaki［御厩工？ugaN，また，神を撮むた
　めに，屋敷のrPにしつらえた場藤など。
ラugaritw（名）餓え。
，ugari＝jllll’⑪（他＝raN，＝ti）e飢える。か
　つえる。◎（塊喩的に）凱えるQziN～。
　金に飢える。
’u琶ご理沁mN⑨（名）鋭えた者。
euin｝i（①（名），uゴumiと同じ。
つ瓢zu①（名）居所。居揚所。
つU錘m⑩（名）神仏に関する顛季折折の視
　Ei。，uimiともいう。4月の？a｝）usibεLree，
　6月25Eiの薪米の’？Ulllagii，8月エ0駐
　（kas雛iiを作る），8月15　EI（hucagiを
　作る），11月のtUNzii，大みそかなど。
，uka＄jaR⑨（形）おかしい。こっけいであ
　る。，UkasjaδU？uhusaru．こっけい至極
　だ。大笑いだ。
’・…aga⑨（名）翁長。〈（地》参照。
つunai①（名）［をなり］男の兄弟から見た姉
　妹。兄に館する妹。または，弟に対する姉。
　’xv・：kiiに聾する。宗教的には，男の兄弟
　に卜する守護神であり，また一家の中で，
　宗教的な任務をにな弓者である。上流家庭
　のそれは？uminaiという。また，ヨ三の娘
　は　？u1丑inaibi　とい5。
弓U漉a量9aRni①（名），wilくii（姉または妹から
　見た，兄または弟）に対する守護神として
　の，unai。》unaiは，wik至iの守：護神とし
　ての霊力をそなえているとされた。，wikii
　が旅に出る時には，その’Ullaiの霊がそ
　の守護神となる。お守りとして手ぬぐいを
　持たせるのが普通で，それを？uminaiti－
　sazlという。
，nnaigeei①（名）姉妹を交換すること。す
　なわち，ふたりの男が互いに相乎の姉また
　は妹を妻とすること。
㌔nnaisltuco（名）小じゅうと。すなわち，
　夫の’unai。’unaisifoo　saasinuQluva．
　小じゅうとは鍵のようなもの。すなわち家
　庭を円満にするさしわたし役となる。
，u！iai2tdkudi①（名）女神をまつる？ukud圭
　（その項参照）。一門中の女の神をつかさど
　る：女の神官。
，nmalwi｝｛ii⑪（名），unaiと，wik至㌔兄と妹，
　または姉と弟。
’un　tfi　iwikii①（名）兄弟衡奮妹。’wikiiと’u・
　nai．
’unazaraO（名）［女按司］㊦〔古〕？azi
　［按灘コの妻。◎王の妻妾。◎奥様。上流
　の他入の妻に対する敬称。直接その本人に
　対しては言わない。
，unazara2！tsh’abl⑪（名）王の妾選び。
，UN⑨（名）∫愚。「～UNともいう。～簸u？aru
　Qcu．恩のある入。恩人。
，uN①（自・不規則）eいる。おる。（人間・
　動物などが）存在する。’Nkasi　sjuinaka－
　i…Ndi？ゴuru　Qcunu’uib童itaN．　むか
　し首里に…といら人がい潔した（こういら
　時にも？aN（ある）は用いない）。　kuma－
　na｝｛ai’utoorl．ここにずっという。’uru
　？UQsa．いる者みんな。◎（…して）いる。
　，judi～．読んでいるぞ。，judooN（読んで
　いる）をぶっきらぼうに言ったもの。写U－
　dee　’uraN．読んでいない。’judoONの否
　定の形。has鋤unu？acee，ura蕪・戸があ
　いていない。
｝nNcu皿鍼⑪　（名）下男。
’UKCm・⑨（名）0叔父。叔父さん。父母の
　弟，または父母の妹の夫。士族・平民につ
・いていう。伯父は？uhutaariiという。
　叔父が外人かいる場合には？uhuuNcuu
　（自分と年の大きく違う叔父），’UNeuu，
577
PuNe．uugwaa
　，UNeuug’waa（自分と年の近い叔父）など
　と呼び分ける。◎おじさん。自分の父より
　年下の男をいう。
’疑漉眠瑠w総⑰（名）小さ、・叔父さん。自分
　と年の近い叔父をい5。
ラ駅see鍍⑨（名），慰返し。？UNgeesiともい
　う。
eUNna①（名）〔文］女。煽副ま’winag’u。
　～？Nmar三tlN　ziri　siraN瓢u1覇a　ku－
　ridu　’j’ununal〈anu　zigul〈u　demunu．
　〔女生れても　義理知らぬものや　これど
　泄の中の　地獄だいもの（執心鐘入）］　女
　に生まれても義理を知らぬ看は，これこそ
　現世の地獄である。
，liNzi⑥（名）懸義。～kεしNZUN・　憲義を
　こうむる。～’wasiririba，∫a漉撚ユラjunα
　kuniiei．’waftudu　sukunajuTu　？aj’uini一一
　gurisla．［恩義忘れれば　閥の夜の小路
　我胴どそこなゆる　歩みぐれしや］恩義を
　忘れればやみ夜の小道と溜じ，露分をそこ
　なうばかりであゆみにくい。～booc翫ku
　nasaltlciri’jakara．［1蓋儀忘却　情切れ
　やから（大川敵討）コ恩義を忘却した情の
　なくなったやから。
’Ul　zoo‘＠（名）堰口。（〈±LD＞参照。
ラUQtii（①（名）（∋おととい。一昨霞。◎揃｝口腹
　Fl　。？unu～．　その前職鷺。
7usama＝麺翼⑭（露＝1’aN，＝ti）治まる。平
　静に復する。騒ぎや混鼠が静まる。やむ。
　kwaz無声～．火事が治まる。？ooeenu～．
　けんかが治まる。
’粥撫麟g瓢a⑪（名）治め方。統御。統制。
　～箆utudukaN・統御がゆき届かない。
　～nn　neeN．　ともいう。
eusami＝jukT⑥（他＝raN，＝ti）治める。統
　治する。また，騒ぎなどを治める。また，
　子弟などをよくしつけ，服させる。？anu
　’jaaja　Qkwanucaa　’」’uu　’usamitooN．
　あの家は子供たちをよくしつけている。
，獄a蓋①（名）疲れ。痩労。
’tlta二諏酋①（自こraN，”ti）くたびれる。疲
　れる。主として，仕事のあとなどの一時的
　な肉体的疲労をい5。過労で体が弱るよ5
　な疲労はkutaぬijUN，糖神的な疲労は
　gikai・ijUNという。
・・t「狽堰i助）で。おもに劇作の行なわれる掛
　所を，ときにその時閲を示す。＜’uti（い
　て ＜，UN）。？jaaja　l｛unia～tabakU
　liucoori，jOO．おまえはここでたばこを
　吸っていろよ。meek蹴iti～。前もって。
一trete”eti（助）で。において。にあって。
　kaagi．crwaa．ja　mura－v　hjoobaNmunoo
　，waN，ja＄iga・容貌は村で評判考はわた
　しであるが。
，膿U①（名）夫。～mUCUN．夫を持つ。と
　つぐ◎上流の女についてはこういわない。
　また，男からはtuzi　muCUN（妻を持つ）
　とはいわず，tuzi　tu㎜eejUNまたはtLlzi
　1〈ameejuNとい5。
’tztRbivee①（名）夫への接し方。夫への仕
　え方。
’utuku＠（名）θ〔文〕男。口語は’wil〈i一一
　ga．　．v　？．NmaritiN　ku｛　siranu　munzi－
　ja…こ男生れても　恋知らぬ者や（執心鐘
　入）］男と生まれながら恋を知らない者
　は…。◎男の中の男。　daNzugεし，？jaa～
　，jasa．まったくおまえは男の中の男だよ。．
’utiisltu①（名）夫と姑。～hwirajUN・
　夫やしゅ5とめに仕える。
’uu⑥（名）芭蕉。糸芭蕉。実芭蕉はnaiuu
　とい㌔葉柄から繊維をとり，芭蕉布を織
　る。
うUu①（名）緒。結ぶためなどに物にとりつ
　けたひも。
7uu一（接頭）雄a牡。’uudui（雄鶏）など。
ラtEU2a｛a”iev（名）芭蕉畑。
’uu？ata「ku＠　（名）青がえる。藍蕉の葉な．
　どによくいるのでいう。
’uuba”ara⑨（名）蔑弓懸を績（う）んで入れ
　る竹のかご。haaraは竹で編んだかご。
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ラuubavi＝juN①（自駕rεしN，＝むi）雨が小やみ
　になる。少し誹れる意。，uubariraa　？ikee．
　少しやんだら行け。
’unbee（Pt（名）植物名。　から、むし（苧麻）。
’uubtxcikiew（名）芭蕉の糸くず。　hucikiは
　繊維などのくず。
’uuduien①（名）雄鶏（おんどり）。
堀uga凝a⑰（名）雄がわら。本かわらぶき
　の丸がわら。竹筒を二つ擬りにした形のか
　わら。雌がわら（miigaara）と組み合わぜ
　て雌がわらの上にうつぶせにふき，しっく
　いで固める。
㌔蟹ga「as．ia⑪（名）芭蕉の葉。　kaas3aは広
　い葉。’uunuhwaaともい5。
’nuguci⑥（名）おごけ（麻小馬）。おけ（麻
　笥）。まんばち。績（う）んだ麻糸をためる
　おけ。薄い杉板を円形に藺げて作る。のち
　には女の身の回りの調度晶を入れる器に，
　さらにのちには食べ物を入れる審にも用い
　られるようになった。
，uuhuu㊥（感）さあ。では。藏上に讃して
　誘いかける時発する語。録音化しない。
　diQkaa　saiともいう。資下の隼長に対’し
　ては’oohoo（録音化する），爵下一般に対
　しては，iih置（鼻．音化する）という。～？i－
　cabira．さあ，まいりましょう。
’uui⑨（名）e折。ころ。時期。caaru～ni．
　どんな時に。◎（接尾）折。ころ。時期。
　’juuba・Nuui（夕飯の時分，晩飯時），taci－
　uui（婚期，とつぐ時期）など。
り搬践⑨（名）折。折箱Q鮨づめ用の箱。
，im盛N＝cuNG）（他蹴kaN，＝ci）ゆり動かして
　入れる。ゆすぶって入れる。，wata～．腹
　ごなしをする。食べたものを腹にゆすぶり
　込む意。
’uuiwaQ’kwa＝sjuN①（他＝saN，　＝ci）ゆり
　動かしてばらばらにする。ゆすぶってこわ
　す。
っuu＝juN⑨（lttl＝raN，＝ti）折る。1く蓋nu，」疑一
　da～・木の枝を折る。　tii～．手をくじ
　く。
’・・a＝juN①（他＝raN，＝ti）ゆする。ゆすぶ
　る。ゆり動かす。
’uuki⑨（名）㊦桶。◎（接尾）桶に一杯・二
　杯などと数える時にい5。’euuuki，　ta－
　uukiなど。
，級uk藍9waa（①（名）／j、さい桶。
，uuki．iuujaa⑨（名）桶作り。桶を作ること
　を業とする者。
，ltUMu皿aa⑪（名）雄。動物の雄。，UUmUN
　ともいう。miimunaaの対。
，uum麟①（名）雄。動物の雄。，uumunaa
　ともいう。m2iniuNの薄。
，uun磁wパa⑪（名）芭蕉の葉。弁当など食
　物を包むのに用いた。少し火にあぶると柔
　らかく包みやすくなる。，uugaasjaとも，
　いう。
，uuN⑥（名）おの。大きく，柄の長い爾乎1
　で扱うものをいう。
ellur　ll；1⑨（名）雄綱。綱引きの時の一方の
　綱。面iNna（雌綱）に諭する。　glnahwici
　の項参照。
，Ul■n韮＝jUN⑥（砲・・raN，＝ti）e折れる。◎
　我を折る。折れて出る。
，uu醸。「o感⑪（副）平身低i躍IQぺこぺこ。卑羅
　な態度で頼むさま。折れ倒れの意。’juca一
　捻ミユlnULNnu　～　Qsi，那iitOGX　neeraN．　年
　配の者が平身低頭して，みっともない。
’Ullsa⑨（名）機織りの器具の名。おさ（籏）
　を上下からはさんでそのわくとなるもの。
　おさかまち。おさの目の細かい部分のこと
　はhuduciという。
’uu？usi⑨①（名）雄牛。闘牛用として特に
　尊璽される。
，uuu「t㊥（感）いいえ。目上に灼して，否定
　または拒絶の意をあらわす語。鼻音化しな
　い。目下の年長に対’しては，oooO（鼻音化
　する），瞬下一般に対しては’iiii（鼻音化
　する）という。
，uu2waa①（名）養豚。種豚。
579
ラ“ロ2wa謎ka職jaa
，UU？waakara．iaa⑨（名）豚の種付けを業と
　する者。雄豚を飼う者の意。能無しの代表
　とされる。
ラllUW量砿agU①（名）男のような女。雄女の意
　でさげナんでいう語。
ラ｛丑uz燈（名）甘鷹。砂糖きび。fをぎ（荻）」に
　秦ナ応ずる語か。saataauuzi（製凝華斥｝の砂
　糖きび）とkwasiuuzi（霊i磁に供える菓子
　となる砂糖きび）とがある。
’腿uZ怪ga濃⑨（名）砂糖きびのから。砂糖き
　びのしぼりかす。
ラuuzijiikumien（名）甘薦栽培の監視官。
，mlz潟ux①（自mraN，＝ti）応じる。　lla　i－
　bUNni’uuziti　eee．勢分に1芯じてしろ。
”u・・z．i・’u⑰（名）雄弦。　iヨ腺線（saNsiN）の
　一の糸。一番太く，一番低い音を出すも
　の。nal〈a7．iru（二の糸），　lllii7yil’u（三の
　糸）に対する。
eUU＝zuN⑨（他＝gaN，；zi）あなどる。軽ん
　じる。QCU～・入をあなどるe，uugaQto－
　ON．軽んじられている。
eu・・＝ZUI　T①（他・gaN，＝zi）ゆすく㌔すす
　ぐQゆり動かして洗5。
’uza．h：aa⑨（名）おじ（伯ぜ翼父）。闘係をあら
　わす語で，呼びかけには言わない。～na－
　toON・おじ：ξこ当たっている。
’uzihiizi⑨（名）従祖父億。祖父母の兄弟姉
　妹。隈係をあらわす語で，呼びかけには轡
　わない。
’uz huzi？．N’“n・ee⑪（名）従祖母（おおおば）。
　士族iについていう語。
，uz癒uz董職パ壺ee⑪（名）従祖父（おおお
　じ）。士族についていう語。
’秘z責㎜i⑨（名）大宜味。穐》参照。
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？w繊⑪（名）豚。
2waaba①（名）余分。必要のない余計なも
　の。
2waaba菖u鎌①（名）余計な箏。　しなくて
　もよい禦。～S，i　UN・余計な事をする。
　～，junUN．余計な事をしゃべる。
？waabakulioo⑪（名）lfa’Eの売買・周旋をす
　る者。
2照abam麗N⑥①（名）余誇レ者。
2waabasiwa①（名）余計な心配。とりこし
　苦労。～bikeei　sjUN。とりこし蕃労ばか
　りする。
？waa｝）i｝2alnii①（名）余汚『な心配。とりこ
　し蕃船。
？waaba寡kee①（名）∈）むだづかい。余計
　な娼費。◎予算外に使5金。小遣い。
？waa班①（名）5わべ。表面。外見。
2waabihiroe⑨（名）うわべだけの交際。
2wall｝）董cus．aa⑨、（名）表面がきれいなもの。
　うわべを美しく飾る者。外見をつくろうも
　の。～ga？ucikUNZ◎0．表薗は美しくて，
　内心は根性の悪い者。
？waabigaa⑥（名）表面の皮。外皮。表皮。
？waabinaNdttvuu⑨（名）表面がつるつる
　してなめらかなこと。
2wa＆b緯Nd童⑰（名）表皮カミただれること。
2waabOOii（D（名）着物の上から，さらに一
　枚を羽織って着ること。冬の女の脹装。
2waacaa①（名）しゃれ者。おしゃれ。ま
　た，気取りや。主として男についていう。
？waaci①（名）おしゃれ。容貌や服装をかざ
　ること。主として男のおしゃれをいう。ま
　た：，気取ること。なま意気。浮気の転意。
　～sjUN．おしゃれをする。～na　mUN．
　気取り屋。なま意気な者。
2waagiei①（名）天気。上っ気の意。　tiNci
　ともい5。’ii？waac｝ei　deebiru．よい天気
　でございます。’jana？waagiei’jaibii－
　N’jaa．お天気が悪いですねえ。ともに，
　あいさつにいう。
？waagikijaa⑨（名）種豚業者。
2waacimise「eN⑨　（自・不規貝の？aQCUNの
　敬語。0お歩きになる。◎お元気でいらっ
　しゃる。達者でいらっしゃる。？waacimi－
　seebiitii．お元気でいらっしゃいましたか。
　目上に対するあいさつのことば（歩いてい
　る入に限って言うのではない）。岡様に，
　冒下には？aQcutii．（達者だったか）とい
　う。？aQCUN（歩く）の項参照。
？waagire’e⑪（名）おあつらえ。あつらえ
　（？ac，iree）の敬語。
？waagae£＠（名）上書き。書状などの表書
　き。
2waag細癒⑨（名）おあがめ。神仏をあがめ
　尊ぶこと。〈？ag”amijuN（あがめる）。
2waagiL’juN（1）（他z・・1’aN，”　ti）追い散らす。
　追っぱらう。平民の多く使う語。普通は
　？uujUN（追う）とい5。
？waagwaa＠（名）小豚。子雌家。
2svaagwaamaci⑨（名）網掛市。子豚を取
　り引きずる市。～nu　9就00N・子豚の市の
　ようだ。子供が大勢騒いでやかましいさま
　をいう。
2w3嬉w繍n姻z量⑪（名）ざこ寝。子豚が入
　り乱れて寝ているのに似ているのでい5。
2waa｝nigtijaa⑰（名）1豚のまi勢を業とする
　者。huguiはふぐり。？waaRU　hugui
　tuibira．（豚のふぐりをとりましょう）と
　呼ばわって歩いた。
？waahwa㊦（名）数量・金額などの余分。
　端数。
？waahsvizi①（名）i：1ひげ。日の」：に生えた
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　ひげ。sicahwizi（あごひげ）に薄する。
？waa＝juN①＊（自＝raN，＝ti）陰茎が勃起す
　る。？waarijUNともい5。
？waa麺u①（名）重湯。おかゆの上湯。正
　確には？ukeenu～という。
2waakarajaa⑨（名）養豚業者。豚飼い。
？waana憩）（名）「うはなり」に鮒応ずる。
　e後妻。あと入り。◎転じて，しっと。や
　きもち。ねたみ。そねみ。男女闘のしっと
　もいうが多くは子供同志・兄弟岡などのそ
　れをい5。緑が兄を抱くと，弟が～sjUN
　（ねたむ）のようにいう。男女関係に関する
　しつ　と1こeまおもζこ　riNci　　と、、　う　。
？waanaikwa「anai⑨（名）ねたみそねむこ
　と。さかんにねたみ，争うこと。～sjUN．
？wξ臓nee①（名）？waanaiと岡じ。
？waallii⑪（名）上荷。上積みの荷。　sicanii
　（下荷）の対’。
？waanui⑨（名）上塗り。　sicanui（下塗り）
　をした上にさらに塗ること。～sjUN・
？w一環1ka「m蓋⑪（名）きたならしい者。ま
　た，きたない者にふれる子供を叱る時など
　にいう語。？waa（豚）はきたないものの
　代表。一kamiはkamii（係り）の意か。
　magidaduN～．松田道之（琉球処分富）
　への陰口。明治の中ごろ，豚を飼っていた
　松田という鹿児島人がいたので，松N道之
　の陰91として誤用されたもの◎
？waaNhee⑪（名）御按配。御加減。
2waaNc蚤e「e（①（名）〈，waNdajUN。eお仕え
　すること。御奉仕。？uja～simisjooci．
　親を大事になさって。◎祖先を大事に祭る
　こと。
2waa醇ざe鵡）（連詞。不規則）でおありに
　なる。でいらっしやる。”jaA「（である）の
　敬語。？uja幣eeN，？weNseeNともいう。
？waara①（名）上の方。かみの方Q部落な
　どの抵い方に短して，上の方。
2waa＝i・ijuNa）　（lui　＝1’il’aN，　mQti）　e？Llul’a一
　盛ju翼（？UUjUNの受勇）と同じ。追わ
　れる。遮いかけられる。sigutuni？waaQ－
　tOON。仕事に追われている。◎？waajUN
　と問じ。
？waa瞬ba①（名）上くちびる。
？waasjaa⑨（名）魚油業者Q主として豚を
　屡｝殺する者をいう。牛を屠殺する者を特に
　さす引合は，？usi？waasjaaという。
2waasjaajaa⑨（名）肉屋のノ」、屡。
？waasjaamaci⑪（名）肉市。豚肉が主であ
　る。
2w一篇sjuK①（他＝saN，＝ci）θ成長させ
　る。育て上げる。大きくする。？acinee－
　lllUN～．商口をふやして，店を大きくす
　る。hudu～・たけをのばす。（◎の意があ
　るため，hudu～のほかは余り用いない）。
　◎陰茎を勃起iさせる。
2waa＝sju“T①（他＝saN，；ci）追加する。次
　次に加える。natooru？UQsa’watacooti，
　葺ukuee？waas3usa．できているだけ渡し
　ておいて，残りは次次に加えるよ。
2waata「mas圭⑨　（名）　お弓1っ越し。　御車口話。
　貴人の引っ越しの敬語。’watamasiのさ
　らに上の敬語。tUNcinu～nu　basjoO
　’waNniNラju副rijabitaN．お宅のお引っ
　越しの際は，わたしも参上いたしました。
？欄a搬200舞a⑪（名）かなへび。とかげに
　似た爬群類の動物。豚と戦う者の意。
　koOτeeguS3Ukwee　ともい5。
？waa2uei①（名）e汁に入れる葉野菜。汁
　に浮く病葉。上に浮く意か。◎上置き。形
　式的な，または大して役に立たない添え
　物。
2waa2waa⑥（名）豚の小児語。
？waa多ee④　（名）悪知恵。悪がしこい才。
？w3a多ee撫baa⑪（名）悪知憲の働く者。悪
　がしこい者。
？waazi①（名）晴れ着。よそ行きの着物。も
　とは上訴の意でsieazi（下着）の簿であっ
　たろ5。？iQSooeijaa（不断着）の対。
？weeda⑪①（名）e岡。sjuikara　naahwa一
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　〈madi）nu　tvnakai　？il〈ugi　muranu
　？ag’a．首墾から那覇までの間に幾つ村があ
　るか。◎闘Q期閲。…までの閲。…までの
　期間。？acanu～．あしたまでの問。，waa－
　ga　tuti　cuuru～maQeooxi’joO．わた
　しが取って来るまで待ってろよ。？unu～
　caa　sjootaga．その期間どうしていたか。
　saNzilgai’a　’juzimadinu　・vnakai　1〈uu
　，joo．3時から4時までの閥に来いよ。
？wee｛la⑨＊（名）親船。（（地》参照。
？weedt｝iO（名）［公事］御内裏奉公。王城
　の勤務。宮仕え。転じて，宮職。公職。
？weedaibaN§量⑪（名）お役所仕事のような
　仕事ぶり。うわべだけを整えておくこと。
　一・haNsiは一時しのぎの意。
？weedainitv’⑪（名）宮仕えの人。役入。
？weeflaiubcraN⑨（名）窟職を拝命すること。
　仕官。任嘗Q，ugaNは挑み。
？weeda？we’eda①（名）間引に。合闘合間
　に。haRasinu～nakai？uta？i痴UN．
　話の含間合聞に歌を入れる。
？weedaxenaai⑨（名）親泊。《地》参照。
？weeg3a⑨（名）親川。穐渉参照。
？weegasa⑨（名）悪性のil重れ物の名。背の
　上，肩の後ろの辺にできる1鰍よう）。麟痛
　を伴い，非常に恐れられている。
？weegu擁⑨（名）［親1賢覧驕I　G位の高い園
　を敬っていう語。首製以外のいなか，由原
　（’j’aNbartt）などからは，首里を敬って
　S5頃？weeguni［首里野師］といった。
？weejumi⑥（名）お嫁さん。他家の嫁の敬
　称。
？week註⑲（名）親戚。親類。蝦戚をもいう。
　～sjUN・親戚づきあいをする。
？weekal；aro”ozi②（名）一族一門。親類縁
　者。親戚全部。一haroGziという形は首里
　では単独には用いられない。
？wcekaN燃⑪（名）役人。領地を持つ人。
　？weekazi（その領地）から穀物を取得す
　る。
？week ta⑪（名）〔古〕［親方コ位階の名。
　按司（？azi）に次ぐ位階で総地頭の家柄。
？weeka？weeka⑨（感）よその犬にあった
　時，かみつかれないように嘱えるまじない
　の文句。この家の親戚だといってなだめる
　意。
？weekaz蓋⑥（名）〔古〕［おえか地］地頭
　（zituu）その他の役人に賜わった地。領
　地。知行。斜地。その土地からの収入は
　sakutukuとL・う。
？weeki⑨（名）密。たくさんの財産。～nu
　？ul〈anii．福の綱τ。～sjUN．富をなす。
　當を作る。
2weekii㊥（名）金持ち。財産象。
？weeki’Ncu⑪（名）金持ち。財産家。？wee－
　k銭ともいう。
？weekiNeuuss（名）金持ち。？weekil　eu
　を軽蔑的にいう語。
？week・⑩（名）？eeku（擢）と招じ。
？wee描a①（名）e闘。…までの距離1全体。
　gaQkoonu～．学校までの距離。？ama－
　madinu　？weemaa？aQci3uusaN．　あそ
　こまでは歩けない。’◎間。期間。…までの
　問全体。saNzikara’juzimadiAu～ma－
　Qcoori’joo．　3時から4時までの間（計
　1時間）待…ってろよ。？unu～nakai？i－
　kukeeN，jukuiga．その間に侮圏休むか。
　？Lnu？weedanakai…ともいえる。
？weemuN⑥（名）お持ちもの。持ちものの
　敬語。七aarii？weemUN。おとうさまのお持
　ちもの。
？weeNsuav（名）お召し物。　C宝N（借物）の
　敬語’NSU（みそ）のさらに上の敬語。
2wees抽恥e’e酉⑥（自・不規貝のおやすみに
　なる。寝る（niNZUN），やすむ（’juku－
　jUN）の敬語。？weesim玲eebiri．おやす
　みなさいませ。昌±に対する，寝る時のあ
　いさつ。馬下に興しては’jukuree（やす
　め）とカ・，niNdee（眠｝れ）と）6！1いう。
2weesStu（m（名）御しゆうと。　sitrl（しゅ5
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　と，しゅうとめ）の敬語。
2weeziki＝麺N①（他＝x’aN，＝ti）（仕事など
　をイ也に）押しつける。
2wegu麗sjo叢・韮．⑰（名）〔宵〕お嬢さま。鐸語
　は？aigwaamee。毛三Nsj我9ロnu　hanεしja～
　？we鵜u捻u，　muikub畿na　kubana餓毛uga
　？we塒unu．〔てんしゃこの花や　うえぐん
　しょりおや物　むいく花小花墨がおや物］
　ほうせんかの赤い花は．お嬢様のもの，まつ
　りの白い花は御主人のもの。奉公人が主家
　の庭をたたえた歌。男：女の隣邸を庭i園の花
　にたとえたものか＊。
？weA’husaa⑪（名）出べその考。
2weNinEstlO（名）出べそ。　teNbuSuと．も
　いう。
2weNett⑨（名）ねずみ。忌んで上の人（天
　井にいる人）の意で言ったものか。
？W£．Ne，elja‘ram21⑪（名）ねずみおとし6ねず
　み取り。，jaamaは機械の意Q
2we野蚕躍⑲（名）おとなしい人。やさしい人。
2weNc｛a21　’ma⑪おとなしい馬。　kuujaa一
　？Nma（荒馬）の対。
2．weNdasaN（lb（形）やさしい。おとなしい。
　柔和である。
2we醗盛①（名）負けたという意を表示する
　語。降参。toogee（倒し合い）の時などに
　いう。～L降参か。～siMijuN．降参さ
　せる。
？weN§e’eN①（連詞。不規則）でおありにな
　る。でいらっしゃる。’騰馬（である）．の敬
　語。？u3aN§eeN，‘twaaNseeNと岡じ。
　？ugaNzun（≧s｛？weNseebiinii．お元気
　でいらっしゃいますか。
？、磁②（名）（∋上。場所・地位・優劣などの
　高いところ。◎上。i沓跡。⑬上。以上。
　lgaN　nataru　一一ja　sikataa　neeN．　t　5　！s
　つた以上は，しかたがない。
2wiibaa①（名）上歯。上あごの歯。sicabaa
　ぐ．ド櫓）の対。
2w曲欲u⑪（名）上原。（（地））参照Q
　　　　　　　　　♂土・幽？wi韮bartt⑨（名）　　原。1（ag　＞＞参照◎　　　　　　　　　一Ef一フN
？wiicee⑨（名）御画会。お会いすること。
　会ら（？ieaiulgTi）ことの敬語。～sjUN・お
　会いする。お欝にかかる。拝顔する。～
　，uganuNともいう。
？wiici　en　cD（名）上地Q（〈kLY＞＞参照。
？w澱9麸。訟翼④　（自磯kaN，＝ei）造いイ寸く。
？wiigikee⑨（名）身近に．農いて使う者。／1、
　間使い。追い使う者の意。
2wiigi｝Ci＝ju噸）（他＝yaN，＝ti）（∋追い付臨
　く。　namalgaya，jatiN？wiie．三kii’ai’iiga
　，jaa・今からで．も遺い付げるかねえ。◎追
　いかける。
2wiigikima「ag癒菱①（副）どこまでも追い厩
　すさま。付け回すさま。kasimasjaru？a－
　tai～Qsi．　うるさいぐらい付け魅して。
？wiieiE’aka・　s．i　UN①（／ui＝saN，＝ei）追い散
　らす。追い払う。’warabiNeaa～・子供
　たちを追い散らす。
？wiicOO⑨（名）植物名。ういきょう。葉は
　食：用に，実は薬用になる。
？w測距K⑪（自＝kaN，＝ci）動く。ゆれ動
　く。ゆらぐ。また，動いて位殿を変える。
　ずれる。raNpunu？wiieagiisiga　needu
　’jaga’jaa．　ランプが動いているが地震iか
　なあ。（≧eunu？eezi（≧siiN？wiic玉N　sa－
　NtaN．人が呼んでも身動きもしなかった。
　neenu　’juti　zo．onu　haajanu　？“；iieoo，y．
　地震iがあって，門柱がずれている。
2wlida⑨（名）宇栄田。1（地））参照。
2wiidaN①（名）（たななどの）上の段。上
　段。また，（役柄などの）上位。sicadaN
　（下の段）の対。
？w蕪gusiciraka＝s壽ミ裂N①（穂”＄aN，＝ci）追
　い散らす。散散に追い立てる。？wiic鋤a－
　kasjUNともいう。
？wiigu⇒量ku⑨　（名）　宇江毒成。　《地》　参照。
？w隻ihoo＝旗N⑥（他二raN，＝ti）追い払う。
　追っぱらう。
2wiijal’di⑰（名）成長するに従って悪くな
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　ること。大きくなって顔などが醜くなるこ
　と。
？wKjaNdi＝jupt⑪（fA＝yaN，；一ti）成長する
　に従って悪くなる。大きくなって顔などが
　醜くなる。？wii？Nzi3UNの対。
2wiijunabarii①（名）一ヒ与那原。⑬ω参
　照。
？wi｛＝jiiN⑰（自・＝一・raN，＝ヒi）老いる。老年に
　なる。
2wli＝juN①（自＝1’aN，＝ti）戎長ずる。発育
　する。大きくなる。「生ふ」に灼応ずる。
　hu［lu～．背たけが伸びる。成長する。
2wiiLjniN①（他＝raN，弍i）植える。
2wiikaea①（名）e中頭（1ユakugami）地方。
　simukata（島況地方）に対していう。◎上
　層階級。？wii？wiiともいう。simUkata，
　sicakatεしの対。
？w鍼ktiNnu＝ztEN①　（イ他　＝ggaN，　二zi）　追い越
　す。迫い抜く。｝〈UNnuzuNも追い越す意。
？wlikti”T＝sjur①（他＝saN，：ei）ぶちこわ
　す。だいなしにする。だめにする。’wara－
　biNcaaga　？agimati　？asibusi　？ujanu
　Qci？wiil〈uNcaN．子供たちが集まって遊
　ぶのを親が来てぶちこわした。si（）kaku
　o．saNd2　sjuru　1〈xvai　？wiikuNsaQtaN．
　せっかくやろうとしていた会をぶちこち
　された。
2wii）na⑨（名）上間。（（地》参照。
2wiimasaig）（名）rおいまさり」に％f応ず
　る。成長するに従って美しくなること。
　？yviijaNciiの対。～sjOON．威長ずるに
　従ってよくなっている。、
？w量二m蹴海）（名）上の方。かみの方。上の
　側。kaa＃anu～・」［i上。
？w甑a？w鍍職a⑪（名）おいおい年をとって
　のち。老後。～nu　kutu　namakara　ka－
　NgeetookaNdaree，　？wi｛na？wiinaa　？a－
　wa鍼sjUN　dOO．老後のことを今から考
　えておかなくては，老後はみじめになる
　ぞ。
？w掬撫tur｛①（名）首鯉城の1二…腎の名。？ugu－L・
　寧ikuの項参照。
？w践ヨ・u＝z・・！　（1）（他＝gaN，　＝zi）追い抜く。
　追い越す。
2wii？Nza＝sjuN①（継u｛＝saN，＝ei）追い幽す。、
2wii2Nzi＝jUNCI）（IUI　＝raN，：一ti）成噂するに
　従って（容貌などが）よくなる。おいまさ
　る。？wiijaNdijuNの対。
2wiiNgwa①　（名）　うい子。初子。
2wiisYgwaliwagiiNgwa①（名）うい子。初
　子。？wiiNgWaを強めて言った語。
2wiiraasjaN⑨（形）年よりふけてみえる。
　年とって見える。
2w三叢雌k厩ukur総⑰（名）醐1白い所。また，
　観光地。景色のよい所。
2w量鋪kig茎saN⑪（形）面白そうである。
？w激量k鮭⑨（名）爾白い人。いつも人を面白
　がらせる人。楡快な人。
？wiirikisaN⑨（形）面白い。楽しい。愉快
　である。興駿を感じ1盗。　？wiii‘ukisaNと
　もいう。cewiirildsa　sjUN．面白がる。楽
　しむ。
？wiirukisaN⑰（形）？wiirikisaNと同じ。
2wlisi⑥（名）仰せ。貴人のおことば。御命
　全。
2w三isica①（名）うえした。上下。
？wii＄igUttu⑪（名）仰せごと。貴人の御命
　令。～，ugadi．仰せごとを拝して。
：～w簸sin薮⇒¢「eN㊥（他・不規員の仰せられる。
　おっしゃる。また，お命じになる。？jUN
　（言う）の敬語。
？wiisjoO⑪（名）御衣裳。？isjOO（衣裳）の
　敬語。
2w旗ac董⑨（名）成長。発育。おい：立ち。
　？wi（≧taci　ともいう。
2wiitaciwa「rahg⑪（名）発育する子供。
2wiit ＝euN①（麟＝taN，＝Qci）成長する。
　発育する。おい：立つ。
2wiigati＝juN①（他＝’raN，＝乞i）追い立て
　る。
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：2w萱i？｛i・euN（1）（他＝kaN，＝ci）（吊物を交換
　する場合などに，劣る物の方に，補いとし
　て他の贔または金：銭を）添える。？jaaja
　eaQsa？wii？uc鷺ga．おまえ｝まいくら添
　えるか。sinanu　’waQsakutu　siNgwaN
　？wii？uceesa・晶が悪いから千貫添えたの
　だよ。・
？wiRllNtiN①（名）上灘天。（（地＞＞参照。
？wii？utu＝S．iUN①（他；saN，＝ci）e追い落
　とす。追い抜いて勝つ。◎ひったくる。強
　弓1に奪い取る。
2wii？wee2mnuulgu①（名）王の婿の敬称。
　王女をめとったかた。廃藩後は，旧羅王尚
　侯爵の婿をもいった。
？wii2wii①（名）高貴のかたがた。家柄のよ
　い人たち。上層階毅。？wiikataともいう。
　simuzimuの対。
2wli7．atu①（名）上樂。（（地））参照。
2w員zi⑨（名）泳ぎ。水泳。
？wi zi＠（名）上江鵬縄夢参照。
？輔茎zi藍bu④（名）上儀保。範》参照。
2wii＝zllN⑪（自＝gaN，＝zi）泳ぐ。
2wiQCUen（名）年審り。老入。’NkasiBu
　？wiQeoo　hurimuN　doo．　？Nmabcraa　gei－
　kasa篤，jumi　sikaci．昔の年寄りはばか
　だよ。孫はあやさず，嫁をあやして（子も
　り歌の文句）。
2wiQcuwa、vab量⑨（名）年L寄りと子供0
2wiQtaci⑰（名）？wiitaciと問じ。
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’waa①（感）eわあ。驚いた時・5．れしい
　隠などに発する。子供がよく使う。◎ば
　あ。顔や姿を現わす時に醤う小児語。
，waa⑪（名）e広さ。1隔。～nu？aN．広い。
　～nu　neeN．狭い。～nu　neeraNkutu
　111ag’ljaallu　gukuraraN・狭いので大きな
　家が建たない。～nu　neeraNkutu　tuulta－
　raN．狭いので通れない。◎度胸。人前で
　冠しない度胸。～nu？aN．度胸がある。
’waa一（接頭）わたしの。’waamuN（わた
　しの物），’waasjum．ugi（わたしの本）な
　ど．
，wan？aa⑨（感）へええ。あれまあ。珍しい
　時・不思議に思5時などに子供などが発す
　る語。cuuja，ja§imi，jaNtisa…　～．きょ
　5は休みだとさ…。へええ。
9Waam塁蓋繧⑪（名）度胸のある者。
’wab珀）（名）降参。負けて敵にくだること。
　また，その意を相乎に伝える語。～sju篤
　降参する。～i．降参か。
’wab董趣樋①（副）ぐちをこぼすさま。
’wabiineeiQ）（副）ぐちをこぼすさま。ぐ
　ちつぽいさ：ま。～sjUN．ぐちばかり言6。
’wab穏a3①（名）　ぐちつぽい者。ぐちばかり
　こぼす者。
，wab縁騒N①（自＝1．批N，＝ti）ぐちをこぼす。
　弱音をはく。
っwabu療磁）（名）瀦睦。仲蔭り。文語的な
　語。miituNdaa　namaa～sjo◎N．夫婦は
　・今は4｛・1載りしている。
ラwab腿w油U①（副）だぶだぶ。大き過ぎる
　着物，またはたくさんの着物を着た時のさ
　ま。転じて，hwiNsuunu～S5つON。（一
　生貧乏からξ銀ナきれない）のよ弓にも用い
　る。
，鴨ca欝嚇UN①（自＝ral，二の湧き上が
　る。湧き琶｛る6
，wacakooge’ezien（副）あてつけがましく。、
　つらあてに。わざわざいたずらする揚合な
　どをいう。～nudi　misira．（禁酒した人
　の前などで）わざと酒を飲んでみせよう。
　～？allli　huti・あてつけがましく爾が
　降って。
’wacaku⑪（自）からか5こと。他入にいた
　ずらすること。
、，翌≠?ａｋｕ＝∫ａＮ⑰（イ也二raN，：ti）からかう。
　人にいたずらする。’waeakuraQtaN・か
　らかわれたQ
’waeara＝juN①（他＝aN，＝raN，＝のわず
　らう。苦難・爾倒を受ける。　，wiQcuni
　’waearaarijuN．酔っばらu・にわずらわ
　される。eaa　hwiNsuuni，wacaraaQti
　？iQtaaNlgaiN？ieijuusaN．　いつも貧乏
　にわずらわされて，きみの家にも行けな
　い。
ラwaearee①（名）わずらい。繭倒。わずら
　わしいこと。
，waca肥egaRdoo①（副）面倒にわずらわさ
　れるさま。わずらわしいさま。面倒なさ
　ま。～saQti．面倒にわずらわされて。
，waciclku⑪（名）〔古〕［脇筑］廃藩前の警
　官の役名。？uhuciku［大筑］の下，　ciku－
　sazi〔筑俊事コ（警吏，巡査）の上。
’wac｝ee⑪（名）わけ。意味あい。
’wac恥ku⑨．（名）副官。補佐役。
’waeikusaa⑪（名）わきが。わきがの者。
，wae韮kuug量⑲（名）わき毛Qわきの下の毛。
　kuugiは陰毛。
’wac茎m量ci⑪（名）わき道。支道。間道。
’wacinttgui⑪（名）湧稲匡1。（（±Lb＞＞参照。
’waei，gibi⑲（名）着物のわきに当てる四角
　の布。まち。わき当て。そでの上げおろし
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1L．ttL　ntt－tLL．一twac玉z8s丑　　議
　にゆと「りをつけるためのもの。
ewac茎　ifasi⑨（名）脇差し。
うwae嚢z蟻u⑩（名）［旧地露i］一村（現在の
　字）．を領する者。suuzituu［総地頭］（一…一
　間切を領する者）に対する。
，wa死縦潜⑨（他；kaN，＝ei）切って翻る。太
　など竪いものをのこぎり・おのなどで次第
　に裂いて二つにすることにいう。kii～．
　木を切りさく。
’wa＝euNG）（自二kaN，＝ci）θ湧く。？1zu－
　Nnu～。泉がわく。◎〔新？〕沸く。沸1騰
　する。’juunU～・湯が沸く。
，w我｛勲N①（名）和気あいあいとすること。
　伸よくすること。平和。
’wada“’wage”o①（名）仲よくすること。和
　気あいあいとすること。’wag30waねNと
　もいう。
’wadu⑨（名）〔文］わが身。～jacON～nu
　ziju　n．araN　sikeni，　？aritju　？uyamijuTu
　’jusinu？arui．「我胴やちや5もわどの
　自由ならね担：界に　あれよ恨めゆる　由
　のあるゑ］わが身でさえわが身を肖由に
　できない趣：の中で，彼女を恨むゆえがあ
　ろうか。kanei’u　mumukwahuja’：iumi－
　jaeoN　’NdaN，　・v　’jariba　一一i　gi．didu　nija－
　biru．こかにやる百果報や　夢やちやうも
　見だぬ　わどやればわどゑ　つでど晃やぺ
　る（孝行角巻）］このよらな大きな幸福は
　夢にも見ない。わが勢がわが身かとつRtっ．
　て見るばかりでございます。
，waga勲養聡拠N①（名）ちん入者。押し入っ
　た者。
，svaga駄a＝．iuiN①（自　myaN，　篇嫉）強引に出
　る。．押し強く出る。押し入る。ちん入す
　る。？Nzitee　nayaN　tukuruN｝〈aiN～．
　出てはいけない駈へも強引に出る。
つwaga貰ロ蹴臓⑪　（名）わカζまま。文語的な
　語。zimanaaの方を普逓に馬いる．σtyna．
　わがままな。
’wa菖a1樋⑪（名）〔文〕わが身。～gidi　IN一
　C漁’jUSUnU？Wija　SijUτU，　mUri串irU－
　na？uci．iu　nasakibaka潟i．［我が身摘で見
　ちど　与解の上や知ゆる　無理するな浮
　世　なさけばかり］わが身をつねって他
　人の身の上を知る。無理をするな，浮世は
　情が大事なのだ。最後の一bakariは，俗
　には，一bikeiともいう。
ラwa謬oo①（名）漁合。仲よくすること。む
　つまじくする1：と。，wadaNともいう。
　cuunu　suriija　一w　sjooti　munusooda－
　nUN　sjaN’jaa．きょうの集まりは湘気あ
　いあいとして相談したなあ。
’w畿goo賊輔がN⑨（名）仲よくすること。卸
　気あいあいとすること．’wafiaNwago◎と
　もいう。
’wa1baN①（名）轡iり印。証四書のとじ目など
　に押す割り印。
ラwa撫ロ⑪（名）わっぷ。麟り符Q板などの
　中央に証印を押して，二つに割ったもの。
　割り札。また，系穏などに押す劇り印。
’wa豊2梱③（名）譲り印。’waibaNの方を多
　く使う。
’waikWi量⑰（名）分け前。配当。割り当てて
　くれるもの。
，wa韮mee⑪①（名）割り前。覇り当てて出す
　費用。～sjUN。蜜1り前を巖す。
’waiN＝Ct！N①（自＝kaN，＝ci）審」り込む。無
　理に入り込む。
’w．xisooz三①（名）竹をrSlって編んだsoozi
　（あじろ）。
’wai搬i，⑨（名）切り通し。切り開いて通し
　た道。
’wa建3kaa⑨（名）割ったたきぎ。割り太。
　割り裂いたものの意。
うw ＝」麓N①（他＝raN，魂i）e捌る。cawaN
　～．茶わんを劉る。◎割る。分目する。
　hja眺w鋸zuuninUNkai～．100貫（2
　円）を．十人に分ける。⑭切面する。．lgasa
　～．瘡（かさ）を切開する。
’wakaazi⑨（名）〔文3［若按司］？azi［按
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’wakasjuN
　司コの椴つぎ。幼君。若艦。，wal〈azara
　ともい5。
ewal〈aazinuuit♂e⑲（名）若按司様。若君
　様。
’wakabaa⑰（名）若葉。
，wakagee＝jEiN⑪（慮　＝］’aN，　篇二もi）蓋テ厘る。
ラwa暴貢嬉⑯（名）若木Q若い木。
っwak漉＝juN（①（自　＝1－aN，　xti）わかる。理解
　する。納得する。ku七UN，wakaraN　muN．
　おからず屋。
っwaka＝jUN⑪（自＝raN，＝もi）分かれる◎別
　別になる。，jaa～．分家する。
’wakaki＠（名）’waka1ロaaφと岡じ。
1，wakakusa⑨（名）若草。
，wakan｝tiagi⑪（名）若松。若木。卑姶の飾
　りに用いる小松の枝。門に飾り，また仏壇
　にも供える。，wakaklともいう。
「’翌≠汲≠至A叢⑪（名）若水。元旦未明に井戸か
　ら汲む水。その敬語は，waka？ubii。汲む
　者は男の子に限られ，男の子のいない家に
　は，近所の男の子が汲んで行ってやり，お
　年玉をもらう。飲めば，その奪の邪気が払
　われるとい5。
’wakamuN⑨（名）若者。若い衆。
”一vakant｝gi⑨（名）〔文｝初夏。旧暦4～5
　月の，稲穂の出始めるころをいう。～ga
　nariba　kulcuru　？ulgasttri’vi　taniaini7vinl
　？uriti　kasira？arawa．〔蓋夏がなれば
　こころ浮かされて　玉水におりて　かしら
　あらは（銘苅節刀初夏になったので心浮き
　浮きと，きれいな水辺に降りて髪を洗お
　50
つwakaQteeA’①（副）若若しく。tusi　tutiN
　～sjOON・年をとっても若若しくしてい
　る。
’wakar⑩（名）e別れ。別離。◎分かれた
　もの。分岐したもの。傍系。分家筋。
，wakari2agisa⑪（名）残暑。劉れ暑さの意。
’wakaribiisa⑪（名）余寒。冬の終わるころ
　の寒さ。別れ寒さの意。
ラwakar呈＝．」　！iN⑪（自z・yaN，＝t・i）e別れる。
　離別する。◎分かれる。分鼓する。naicee
　maauti，wakarijuga．道はどこで分かれ
　ているか。
’wakasaini⑪（名）若い時。～nu　naNzee
　kootiN　Qsi．若い時の苦労は買ってでも
　したプヲカミよv・。
，wakasamt｝ci⑪（名）若狭田丁。（（　ag　））参照。
’wakasaA’⑪（形）e若い。’wakasa　tam－
　gakijUN．若さを頼みにする。◎経験が未
　熟である。？o◎ttaNともいう。nama，wa－
　kasanu再，jaa．まだ未熟なんだ。
一wakasi（接健）［済・沸］i升。酒の量を蹴る
　時の接尾辞。cuwakasi（酒一升），　tawa－
　kasi（濾二升），　tuwakas呈（酒一斗）など。
，wakasivaga⑨（名），wal｛as呈ragiと岡じ。
ラwakasiyagi⑰（名）若しらが。’wakas圭ra－
　gaともいう。
ewakasiwakasiQ）（副）　男lj　Sljに。　？UQtusii－
　7．aNkai～’iil’imuN　l〈wijUN．兄弟に別
　別に玩具を与える。
，wakasju⑪（名）［若衆］e元服前の貴族の
　男子で，王城に出仕して小姓をつとめる
　者。　ちこ小姓。？udUN〔御殿］，もUNei
　［殿内］の次男・隠男から選ばれた男子が
　当たる。髪も蒲物も女のよろに美しく派
　手に装い，お給仕をつとめた。？udUN，
　tUNciの長男は労せずして，地頭などの地
　位につくが，，wakasjuの勢分の者は学問
　に励み，文官試験を受けて苦労したのち，
　文官に仕嘗した。◎男盒（の相手の少無）
　の隠語。若衆。ちこQ
，waka＝sjliN⑥（IUI　＝saN，＝ci）e分ける。分
　かつ。劉別にする。削弱する。magiitu
　gumaatu～．大きいのとノ1、さいのと分け
　る。，jaa～．家を分ける。分家させる。
　ziQpi～．是非を分かつ。真偽を判断する。
　◎仲裁する。仲に立つ。仲直りさせ，引き
　離す。　？ooee～・けんかを仲裁する。
ラwaka＝sjuN①（弛＝saN，＝ci）噺？］沸か
589
’wak謎sまuu面茎
　す。沸騰させる。首里ではhukasjuNの
　方を多く用いる。
’wakasjuudu量⑪、名）［若衆躍］踊りの名。
　昔の，wakasjuの姿でする踊り。緋縮緬
　の着物で，長い袖をひるがえして，g’t｝一
　ziNhuubusi［御前風節］に合わせて踊る。
，waka？ubii⑨（名），waka瓢i麟の敬語。
・waka2uriziN⑨（名）暇暦2～3Nごろの
　季節。　賂して　？ul・iziN　と　も㌧、5。　混効験
　集には「わかおれづみ」とある。
，waka？猛sju証kOO①（名）一周忌ぐinU圭）と
　三年：悪1（saNniNci）とをい5。？uhu一
　？usjuukooに幽する。
’wakawilciga⑪（名）若い男。
’wakawinagti⑰（名）都・女。
’wakazara⑪（名）’wakaaziと嗣じ：ゲza－
　raは，unazara（按司の妻）の一zaraと
　岡じく，按Nの意。
ラwakazi量ra⑪（名）産後，　ffの浅い体。塵
　後，まだ國復しない体。
’wakazi量ramu「N⑨（名）震廷婦。塵後，まだ
　体が圃復しない考。
’waki＠（名）eわけ。意図。理慮。’wac圭一
　eet　cimueeともいう。caayu～ga．ど
　うい5理由か。◎謝罪。弁解。～sjUN・
　謝罪する。あやまる。～Neil〈aN．弁解も
　聞かない。
ラwakibtiN⑰（名）配分した分げ磁6分けて
　くれるもの。？ujallu～・親が子供たちに
　分けてくれるものQ
，wakiee⑨（名）〔新？〕，waeieeと岡じ。
，waki＝jUN⑨（他＝raNe二ti）θ分けるQ区
　分する。◎分ける。分配する。
’wakimee⑨（名）分け前。分けて取る分。
，waku⑥（名）塾（わく）。手で國しながら，
　糸を巻きつける織具。
，waku①（名）泉。とくにその水の湧き出て
　来るところ。水底にあって見えないよ5な
　ものを多くいう。湧き日。？iZUNは湧き
　日が見えるものをいう。
’wakub韮eiGl（名）ひきがえるQがまがえ
　る。
’wakugaa①（名）品川。《地＞＞参照。
，wakui磁量⑨（名）おびき出す手。だまして
　誘い出す手段。
，waku＝諏N⑪（他＝raN，＝ti）eおびき出
　す。◎からかう。いたずらする。挑発して
　怒らす。’wacakujuNともいう。
’wanlg＠（名）蚊〕［我身］私。われ。もu－
　bitaeuru　habeylt　ma7，iju　mati　girlya，
　～3a　ha琵an臓斑U乞u　siraN？amUnU。［飛
　び立ちゆるはべる　まずよ待て連れら　我
　身や花のもと　知らぬあもの］飛び立つ
　蝶よ。しばらく待って私を連れて行ってく
　れ。私は花のありかを知らないのだから。
，wan ⑥（名）蒲魚麗。，wa瑠aともい5。
　穐》参照。
’wanjaew（名）和仁麗。，wanaともいう。
　《脚参照。
，wanu⑨（名）〔文〕私。われ。’wamiよりも
　古い文語。～mu⑫ci　tabori’waN7yo　mja－
　gana・［わぬ持たち肖れわ無蔵見やがな］
　わたしに（手紙を）持たせて下さい。恋人
　に会5ついでに。～ja　l〈zmu　muyanu　si－
　situi．［わぬや此村の猪取り〕わたしはこ
　の村の猟師。この揚合の，wanuは山原こ
　とば（岡目方言）として使われている。～N
　？izu’jatu亡i　masira　sa夏くana，［わぬも便
　集やとて　翼白映かな］わたしも面諭の太
　のように真白に咲きたい。
’waN⑪（名）わたし。私。うしろに付く助
　調によって形が不雪面に変わるQ，waag’a
　（わたしが），’waNnee（わたしは），’wa－
　NniN（わたしも），　’waa一（」bたしの）など。
　また，一人称単数の人称代名詞には，性
　刷・敬語などによる区別はない。減数は
　’waQtaa。～du’jaru．わたしである♂wa－
　aga？iCttN・わたしが行く。’waNnee？i－
　kaN・わたしは行かない。’waNniN．わた
　しも。，waNniNkaiN．わたしにも。
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ラwarab量naaz
’waN①（名）〔文？・萩？〕湾。’waNtugn一一
　ei，　kuwaN，？uuwaNなどの海岸の地名
　はある。
ewaN①（名）椀。
’waKbaa⑦（名）’waNbuu（顔の大きい者）
　の卑称。
’waNbUu⑨（名）食器の名。深い鉢。どん
　ぶりの大きな物。料理の際，麦粉をとかし
　てこねたり，あえものを作ったりするなど，
　用途が多い。ボールの用をする焼き物。
’waNbuu①（名）’wa　N｝）　eul（料理用の鉢）
　のように顔の大きい者。，waNbaaともい
　う。
’waNeamee＝juN⑪（他＝raN，毒）弁償す
　る。与えた損害を償う。古語「わきまふ」
　（つぐなう）と関係ある語か。
’waN｛lawjuN①（他濡aN，＝vaN，＝ti）∈）世
　話をする。面倒を見る。尽くす。多く，年畏
　者の齎倒を見るのにいう。，waNdaarijuixT．
　世話になる。厄介になる。◎祖先の祭祀を
　受け持つ。
，waNkuru⑪（副）わたし自身で。わたしが
　自分で。一kuruは英語の一selfに似た接
　羅辞論coo　tanumaN　gutu～S趣N・入
　を頼まないよ5にわたし霞身でする。～
　guku七ee＄i．わたしが自分で作ったものQ
’wa“’kuruhuu⑨（名）自己流。
，、臓Nw3N⑰（名）〔薪？〕犬の小児語。わん
　わん。ciicaaともいう。
，waQkwa＝sjuN①（他；saN，二ci）ときほぐ
　す。分解する。ばらばらにする。
’waQkwi＝．iuN①（画＝1；aN，・・ti）分解する。
　ほぐれるDばらばらにこわれる。karaz呈nu
　～．髪がとけて吼れる。
’waQpu⑨（名），waihuと岡じ。
，waQpu⑪（名）費用などの回り当て。
，waQsa⑨（名）わび。謝罪。あやまること。
　～sjUN．あやまる。～？UNnjukiree・おわ
　びを申しあげろ。～s諏照a，3uyus3usa．
　あやまるなら，高してやるよ。
，waQsaN⑪（形）悪い。姓質。繍質などが悪
　い。また，正しくない。’janasaNおよび
　’jana一の項参照。　deenu’担Qsaree　si－
　naN～・億が安ければ晶も悪い。’waaga
　～．わたしが悪い（あやまるときのこと
　ば）。
，waQtaa⑪（名）eわたしたち。われら。わ
　れわれ。話し粗手を含めた意も，含めない
　意もある一人称複数。◎わが家。わたしの
　家。～Nkai？ikani・わたしの家へ行かな
　いか。㊧（接頭）わたしたちの。われおれ
　の。，waQ七aahara．（わたしたちの親類）
，waQtaakuvu⑨（副）われわれで。自分たち
　で。～sjabiisa．寸分たちでやりますよ。
，waQtuka＝s．iuN（10（自＝saN，＝ci）わっと
　構う。わっと人を驚かす。また，わっと泣
　き出す。
，wara⑨（名）わら（藁）。
，was’aaraNwaree⑨（名）笑えないのを無理
　に笑った笑い。しいて笑うこと。
’wavabaa⑨（名）子供（’warabi）の卑称。
，warabaakurusjaa⑨（名）：子供をいじ1める
　者。那覇の人や平民が使う。上品には’wa－
　rabisigil〈ijaaとL・ら。
，wavabeeem（名）わら灰。
，warabi⑪（名）子供。おとな（？uhUQcu）
　に対する子供。親に対する子はQkwa。～
　學ikasjUNnee・子供をあやしすかすように。、
　～nail〈eejUN．子供になりかえる。老い
　てふたたび子供のようになることにいう。
’wat’ab三⑨（名）植物名。わらび。
，warabi2agikee㊥（名）子供扱い。子供の
　ように軽く遇すること。
’warabidusi⑪（名）幼：友だち。幼なじみ。
twarabigami⑪（名）神のように天心らんま
　んな子供。子供をほめたたえたことば。
’warabigwii⑨（名）子供の声。
’svak’abii⑨（名）わらを燃やした火。わら火。，
，warabinaa⑨（名）nanui（貴族・士族の元
　服の時につける名）に対して，子供の時か、
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つwa職bi凝aci
　らの名。わらべ名。幼名。
’ラwara蛾naci⑨（名）子供の泣き方。子供の
　ように大声で泣くこと。
’ewat’abiNcaa⑨（名）子供たち。
”wayabiNcaa？ooee⑪（名）子供のけんかQ
　～kara？uhuQcu？ooee　najUK．子供同志
　のけんかから，おとなのけんかになる。
㌔arab減¢撫」照⑨（名）子供をいじめる
　者。上砂な語で，乱暴には，warabaalscu－
　rusjaaとい5。
・　”warabizimu⑪（名）子供こころ。幼ここ
　ろ。童心。
Vwaragina⑥（名）わら縄。
’waradooSi⑪＊（名）紙の一一一一種。おら製の薄い
　．紙で，もっぱら，Ncabi（その項参照）に用
　いるもの。？ucikabiともいう。
っwal’agugi⑨＊（名）〔新］わらじ。’warazlよ
　りも古いイ螢L葺謹語。
つwara篇3uN①（他＝aN，＝七i）e笑5。◎潮
　笑する。Qeu～・人を嘲笑する。
”warasaba⑰（名）わらの芯で作った草履。
　稲の穂の実らぬ前の芯で作ったもので，き
　わめて高価。王のみが用いる。
”warasibiew（名）わらしべ。わらの芯。
．，翌≠窒≠悼abuU⑨（名）わらしべのひも。ひも
　に使うわら。～saani　kUNzllN．わらで
　縛る。
”waras韮“Tbuu？uubi⑨（名）わらで作った
　芋：警。
’evftragaara＠（名）わらのたわし。
つWill・azi⑨（名）［新〕わらじ。．もと，わらじ
　は無かったQ，waragugiともいう。
．waraz．igiN⑨（名）わら包み。わらつと。農
　民が肉などを包んでよそへ行く時などに使
　　う。
’wareebanasi①（名）笑L．・話。こっけいな
　話。冗談。teehwaともいう。？uree～一
　du，jaee　sani。冗談ではなし・か。まじめ
　な話か。
’wareegtftu④（名）笑い顔。えカζお。
ラwarcejo｛｝⑨（名）笑いよう。笑う様子。
ewareekaN＝z籔N①（自＝daN，＝ti）にこにこ
．笑う。えみくずれる♂waN’理Ncakutu　ka－
　amakara　’wareekaNti　？ee？ee　sJ’utaN．
　わたしを見たら遠くからにこにこして呼び
　かけたものだ。
ラwamee’汲浮嘯戟@：juN①．（他＝＝raN，＝tl）潮笑す
　る。笑って人を傷つける。
ラwareemu．nlsu⑪（名）笑いもの。潮笑の対
　象。～ltasjUN・笑いものにする。
’svareemuunuu⑨（名）’wareemunuUと
　同じ。
ラwaveesiizif①（副）無理1こえがおを作るさ
　ま。～sjUiN’・無理に笑う。
，warg①（名）割れた物。割れたかけら。
一w滅（接尾）分（ぶ）。100分の1の単位を
　あらわし，金利についてい弓。なお，金利
　は月計箪であらわすのが普通。？iciwari
　（1分），niwari（2分）など。
ewarlgaamiev（名）∈薄1れがめ。◎転じて，
　大酒飲み。
，warigani①（名）割れ鐘。～nu　na呈Nltee．
　割れ鐘の鳴るように。蛮声をたとえてい
　う。．
ewm，i＝juN①　（自；raN，　rti）轡JれるQ害llれ
　てこわれるD割れて分かれる。．（団体など
　が）割オしる。
，wait’圭1痴①（名）割れ冒。審舞tた翫。
’vvayimuN①（名）翻れ物。割れた物。ま
　た，翻れやすい物。～’担k就u’jぬuQsi
　，joO。割れ物だから気をつけろよ。
，warlnaabi①（名）割れなべ。割れ冒のでき
　たなべ。，wariganiと瞬じく，蛮声のた
　とえに使う、
ewarumuN①（名）悪者Q悪人。
’wasami＝euN⑨（自＝kaN，＝ci）ざわめく。
　ざわざわ騒ぐe’Nninu～．胸騒ぎする。
？wasaWasa①（副）がやがや。騒がしいさま。
　大勢いて騒がしいさま。’warabiNcaa－
　ga～sjつON・子供たちががやがや騒い
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twatasjuN
　でいる。
，wasi　＝juN　C）（他＝raN，＝ti）忘れる。’w邸i一
　｝’araN・忘れられない。
ラwas韮m臓瓢⑨（名）わし。鳥の名。
’wasita⑨（名）〔文〕われら。われわれ。力
　んで言う時などに使う。～nisetaga．われ
　ら酒壷が。
Nwataan（名）e腹。～nu’janUN．腹が痛
　い。～sagujUN。腹をさぐる。～kuzi－
　jUN．故意に，人を怒らせるようなことを
　雷う。腹をくじる意。～nu　kamirarijaN．
　腹が突き上げられるよ5にはげしく痛む。
　～hwinarasjuN・腹を減らす。運動など
　をして腹ごなしをする。～mugeejuN・
　腹がにえくりかえる。非常に立腹する。～
　’urliNeuN．腹ごなしをする。大食したあ
　となど，立って歩いて腹を減らす♂U噂U碧
　はゆり動かす。Oはらわた。腸。動物など
　のそれをいう。，watamiimuNともいう。
’wata⑨（名）綿。
，watabinaiev（名）腹が減ることQ－binai〈
　liwinajuN（減る）5　naada～N　saN．　ま
　だ腹も減らない。
’wataboNboN⑨（副）腹オミだぶだぶ。水分
　で腹がだぶだぶしているさま。eaa　？uhoo－
　ku　nudi～sjo◎N．茶をたくさん飲んで，
　腹がだぶだぶだ。
’watabutaa⑪（名）腹が大きい者（卑称）。
，watabtttuan（名）腹の卑称。また，腹の小
　隠語。Qcunu　meeuti～hati・人の前で
　腹を出して。
’watadee⑨（名）腹持ち。食べたあとで腹
　が減りにくい食物の質。．～nu？aN．腹持
　ちがよい。もちなどについていら。
’watagukuci⑪（名）腹ぐあい。　haraguku－
　c2ともいう。
’watagurisjaN⑨（形）惜しくて思い切れな
　い。非常に残念である。後梅してほぞをか
　む。あきらめきれない。
’watagwaa⑪（名）小腸。？uhuwata（大腸）
　にPtする。’
9watahuΩkwii⑨（名）腹が張ること。食い
　過ぎなどで，腹がふくれること。
，wata？iri＠（名）綿入れ。冬に着る，綿を
　入れた着物。
’wata三＠（名）渡り。渡る所。ちょっとした
　渡し場。
，wata＝＝juN①（霞；raN，＝ti）θ渡る。一方
　から他方へ渡って移る。◎（物が人に）渡
　る。ziQcuunu～・月給が渡る。
’watakusi④（名）㊦私事。’watakusig’utu
　と岡じ。◎へそくり。婦人などがわたくし’
　に貯えた金。
，w磁akusigutu①　（名）　私事Q
Vwatanlasi①（名）お引っ越し。御転宅。
　引っ越しの敬語。さらに上の敬語は？waa－
　tamasl．
，watamiiniuiNen（名）内臓。はらわた。臓
　物
ラwatanakai．a⑪（名）腹半分。腹半分食うこ
　と。nakarawataともいう。　nizirii　tii・“
gee～du’jaru・おむすび一つでは腹半
　分しかない。
’watanumiiem（名）腹一杯。～kanUN．腹
　一杯食べる。
’wataNsuwa（名）’wataziN（冬の礼服）の
　敬語。貴族の冬の礼服をいう。tNSU（み
　そ）はciN（きぬ）の敬語。
’wataNzi⑨（名）e渡し揚。渡船揚。㊥［渡
　地］那覇にあった遊郭の名。いなか相手の
　下等な遊郭であった。’wataNzi7」Ulligwa－
　nu　girinasa　’ja，　susuciribakamani
　l〈ata？utiziN　elci　’jaNbarubuni　kaj’u－
　jusa’jaa・渡地女郎のあわれさよ。すそ
　の切れたはかまに，禰のおちた着物を着
　て，出原舟に（船乗りめあてに）通うよ。
，watasibuni⑪（名）渡し舟。
’wata＝sjuN①（他＝saN，＝ci）e渡す。一一方
・から他方へ渡らせるb◎渡す。かけ渡す。
　㊤（人に物を）渡す。tima～・手間賃を
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　渡す。
’wata2uci＠（名）綿打ち。綿を打つこと。
　また，綿を打つ入。また，その道異。
，wata？uei⑪（名）腹の中。腹の中の考え。
　’wata？ucee’wakaraN．腹の中はわから
　ない。
，wata2uhusaN⑨（形）腹いっぱいである。
　食べ過ぎて腹が張っている。，wata？uhwi－
　saNともいう。
’wata2u｝lwisaN⑨（形）’wata？UhusaNと
　岡じ。
’watawataatu①（副）親しく。腹の底をう
　ちあけて。
ラwataziN⑨（名）冬の礼服。男女薦。　biN－
　gatawataziN，　tizimawataziN，　maNwa－
　taziN，　siragawataziN，　xiNziwataziN，
　dUNsiwaもaz揺など，柄や布地によって
　多くの種類があり，身分。性刷・磁心に
　よって着用の制限があったQ
，wauwau①（副）わんわん。犬の鳴き声。
，wauwauu⑨（名）犬の小児語。わんわん。
’waz．a⑨（名）仕事。職業。・nuunu～sjuga．
　何の職業か。～？usinajuN．炎業する。
’wazami⑨（名）eしわ。　ciNnu～nooglee．
　着物のしわを直せ。⑬顔などのしわ。ま
　た，しかめっつら。泣いた時の顔のしわな
　ど。Qcunu？meNsjoecooru　muN～N
　noo學ee・人が見えているのに，しかめっ
　つらはよしなさい。
りwazami＝j！iN⑨（他＝raN，＝ti）eしわを
　濡せる。◎顔をしかめる。
ewaza＝皿UN⑪（薗＝maN，；di）0しわが審
　る。しわになる。　ciNnu，wazadOON・着
　物がしわになっている。◎顔などにしわが
　よる。しかめっつらになる。】rrliinu　gibi－
　nu～・　目じ1りにしわが審る。
，wazaNkaa⑪（副）顔をしかめるさま。～
　sjOON．しかめっつらをしている。
，wagaQtu①（副）わざと。故意に。，w賜a－
　tuとも1，・5。
Vwa7satu①（副）わざと。故意に。，w賜a－
　Qtuともいう。
，wa多awa興①（副）わざわざ。？icunasaru
　mUN～Qci　kwiti。忙しL・のにわざわざ
　来てくれて。？jaNtiN　sinuru　mUN～
　？ii？Nzaci．言わなくてもすむのに，わざ
　わざ言い出して。
’wa多awee①（名）わざわい。災難。～nu
　mutu．わざわいのもと。
，wazi＝jUN①（自＝raN，逝）e沸く。沸騰
　する。◎腹を立てる。憤慨する。，wazi－
　wazii　sjOON・まさに怒りが発せんとして
　いる。
，wazimu⑪（名）〔文〕わが心。口語では単
　にeimuということが多い。
，waz輔g舩ra①（名）e後世に入ってはじめ
　に渡る，熱湯のわき立つ川。前途の川にあ
　たるもの。◎首里の円覚寺にあるhOO－
　sjOO？ic圭［放生池］の俗称。
，weewee①（副）おいおい。わあわあ。声を
　あげて泣くさま。～naCUN・　おいおい泣
　く。
’wigeenee①kanaaN⑨　（句），jugeenee
　1｛anaaNと同じ。
’wii＠　（＆）　ptLN．　一vnu　samati｝｛ara　？il〈ee一
　酔いがさめてから行け。
’wii⑨（名）〔文〕甥。
，wii①（名）柄（え）。おの・ほうちょうなど
　の柄。
’wiibacino”ori⑨（副）むtl・・むかするさま。
　吐き気を催すこと。～sjUN・
’wiiba＝eUN⑪（自＝kaN，＝ci）むかつく。
　吐き気を催す。
，w蓋i醒oomUN⑪（名）eえぐいもの。えが
　らっぽいもの。◎こ古〕毒のあるもの。毒
　物。
’W量igoosaN⑨（形）eえぐい。えがらっぽ
　い。食べるとのどを強く刺激する味をい
　5。◎（皮輝が）かゆい。
，w鍼9翌＝3UN⑥（他＝1’aN，＝ti）えぐる。
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’winag経醜u？uja
，wiigukuci⑥（名）酔いごこち。酔った気
　分。
，wiigusi⑨（名）酒癖。酒に酔った時に碍る
　癖。
，wiihuri＝jurv⑪　（自　＝raN，＝ti）　酔いしれ
　る。酔って正体を失う。
，wii＝jUNev（臨＝raN，；ti）酒・船などに酔
　う。saki　nudi～．酒を飲んで酔う。「酒
　に（sakini，　sakiNkai）．酔5」とは言わな
　い。
，wi壼kurubi⑲（名）酔いつぶれて寝ること。
　酔い倒れ。
，wiimuN⑨（名）毒のあるもの。毒物。
’wiimUNhuriimuN⑨（名）酔っぱらいの気
　違い。酔っぱらいを気違い（hurimuN）と
　同じ：と見なしていった語。
，wiinaci⑪（名）酔い泣き。酒に酔って泣く
　こと。
，wiiniNzi⑪（名）酔いつぶれて寝ること。
　，wiikurubiともいう。
，wiiQkwa⑨（名）甥。
，w塁ici④（名）e（着物の）えり。Oえりかた
　あき。着物にえりを付けるために，肩の部
　分を切りひらいたところ。
，wiiruuew（名）ひも。よって作ったひも。
　～hwini．iuN。ひもをよる。
，wiivuunaci⑪（名）めそめそ泣くこと。だ
　らだらといつまでも泣くこと。
’wiisamasi⑪（名）酔いざまし。酔をさま
　す飲み物など。namakugag・i（米をすりつ
　ぶして水にといたもの）が有効だとされる。
’wikiga⑪（名）男。’wikigaa　tiN，’wina－
　goo　zii．男は天，女は地。男尊女卑の思
　想をあらわしたことば。～nu　kutubaa
　sjuumuNgaai．男のことばは証文がわり。
　男子の一言金鉄より堅し。
’wiklgagwiimp（名）男の声。男声。
，wikigahuuzi⑪（名）男のなり。男として
　の姿。
りwikigahuuzii⑪（名）男のような女。，uu一
winaguともい5。
，wikigahwa”ahuzi⑪（名）租父。
’wikigajagusami⑪（名）男やもめ。
，wikigamasai⑪（名）男まさり。女丈夫。
’wikiganu2uja⑨（名）男の親。父親。
’wikigaNgwa⑨（名）男の子。
，wikigaraasjaN⑨（形）男らしい。
，wikigasiiga⑨（名）兄。
，wikigasitu⑪（名）しゅうと。夫の父親。
’wikigasugai⑪（名）男装。女のする男装。
，wikiga？uja⑪（名）男親。父親。
，wiklga？UQtu⑪（名）弟。
，wikigawavabi⑪（名）男の子。男の子供。
，wikii①（名）［ゑけり］姉妹から見た兄弟。
　姉または妹から見た，兄または弟。’U－
　naiの対。
ラwikii？ukudi①（名）男糾馨をまつる？ukudi
　（その項参照）。一門中の男の神をつかさど
　る女の神宮Q
，winagu⑨（名）女。～nu　hatiree　zaa　na－
　jUN．女は果ては蛇になる。女の執念深さ
　をいったもの。，winagOO？ikusanu　saei－
　bai・女はいくさのさきがけ。いざという
　時の女の勇気をいったもの。
，winagudaiei⑨（名）女世帯。女立ちの意。
’winagttgwii⑪（名）女の声。女声。
’winaguha「Q搬⑩（名）〔女法度］女人禁
　制。
，winagEthuuzi⑪（名）女のなり。女として
　の姿。
，winaguhuuzii⑪（名）女のような男。
’winaguhwa「akuzi⑨（名）祖母。
，winagukagim董jaa⑪（名）女たらし。色魔。
　・女をつかまえる者の意。
，winagumi＠（名）〔文〕女の脅。
，winagu】Erlugil’i⑪（名）女とむつまじくする
　こと。女色におぼれること。：女狂い。
’winagunuka「ta⑨（名）里方。姻戚。外戚。
　tuzikata，　hwahwakataともい5。
’winagunu？uja⑪（名）女の親。母親。
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’winagtlnuusi⑪（名）女主入。多くは，男
　主入がいない場合の女主人をいう。
，w短aguNgwa⑨（名）e女の子。娘。こと
　に乗婚の若い女。㊥娘。親に対する娘。
　？aree　maanu～ga。あれはどこの家の
　娘か。
ewinaguraasjaN⑨（名）＝女らしい◎　しとや
　かである。女についてい5。
’w｛難agu＄｛i多a⑪（名）嫌。
’w加agu瞬k薦ja鍵⑨（名）：女たらし。女をだ
　ます者。
，revinagusituee（名）レ＠5とめ。夫の母親。
’winagusugai⑥（名）女装。男のする女装。
twinagu？uja⑨（名）女親。母親。
’winagu？UQtu⑨（名）妹。
，winagu？utnsJ’aa＠（名）女たらし。女を落
　とす者の意。
ラwinaguudui⑪（名）£女踊コ踊りの一種。
　踊り手が士族の女の服装をして踊る。
9W丑職agUugar鋏①（名）女に飢えること。女
　ひでり。
，W蓋naguwarabi⑪（名）女の子。女の子供。
’w珈ag礒wゴ餓b黄⑪（名）女子供。婦女子。
’wiNea＝juN⑥（自＝1・aN，＝ti）5すぎたなく
　なる。うすよごれる。蒼物・水・洗い物な
どについてい5。
ラw蜘gwii⑰（名）酒に酔って暴れまわるこ
　と。
’w五N搬騨kaas謳N⑲（形）食べるとむかつ
　く。食べたあと味が悪い。脂の濃いものが
　いたみかけた時の味をいら。
’wiQcaa⑪（名）酔っぱらい。辮漢。のんだ
　くれ．。“wiQCuu（，wiQcuの卑語）　をさら
　に悪く欝つた語。
，W韮Qeu⑰（名）酒に酔った人。
，wiQeu　l⑨（名）酒に酔った者。酔っばら
　い。酒に入りびたっている者。のんだく
　れ。　，wi（≧CUの卑語。
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zaa①（名）蛇（じゃ）。次のような場合・にい
　う。，winagUllU　hatiree～najUN。女は
　果ては蛇となる。女の執念深さをいったも
　の。hatireeは命がけになれ｛まの意。
gaa⑨（名）∈）座。人のすわる席。～tujUN．
　席をとる。◎地位。役職。ポスト。㊧（廃
　藩前の）役所。？U多aの項参照。＠座敷。
　部屋。
多aa⑪（名）座安。《地））参照。
gaagamee⑨（名）鳥屋の構え。部屋の中の
　道具などの配醒など。
gaagarlx⑨（名）．粘土質の黒土。畑などにあ
　る黒土。赤土はmaaziとい5。
gaa｝ianeelcija｝a⑪（名）座をにぎやかにする
　者。
eaahwa　KD（名）二目。（（地＞＞参照。
gaahwee⑨（名）しまつにおえないこと。め
　ちゃめちゃ。また，乱暴なこと。荒荒しい
　こと。～na　l1ユUN。もて余し者。・～natOO－
　N．（物事が）しまつにおえなくなってい
　る。
多aa叛weeg凱U⑥（名）しまつにおえない事。
　困った事。やっかいな事◎
多a漁weo孤双N⑨（名）況暴者。ならず者。
　しまつにおえない者。
4aahweetii「hwee⑪（名）乱暴狼籍。～sju－
　N．
zaama⑪（名）迷うこと。途方に暮れるこ
　と。また，道に迷うこと。まい子になるこ
　と。111ici～najUN．　道1こ迷5。　まし・子1こ
　なる。
zaama曲lla⑪（名）散散迷うこと。途方に
　暮れること。また，散散道に迷うこと。f一一
　nu？uhusaN．途方に暮れることが多い。
　．v　sjUN．
zaamueaa㊥（名）座をもたせる者。一座を
　にぎやかにする陽気な入。
u aN①neeN⑪（句）人の醤を気にしない。
　他人のおもわくをかえりみない。座をわき
　まえない。平気である。よい意にも悪い意
　にも使う。7、aaは座の意か。～Qeu．人を
　気にしない人。～sikat，a．人をかえりみな
　いやり方。～，taameeutiN？uei？uciRU
　l〈utu　hanasi　Qsi．座をわきまえない，誰
　の前でもうちうちの事を話して。
多aa瞬⑨（名）「座主」の意。和尚。三論。一
　山の長である僧。
多3a＄量numee⑥（名）禾硝イ羨。控職様。
多ac量1磁⑨（名）座喜味。縦翻参照。
zakwanaew（名）謝花。（（lil　））参照。
m｛hwEhai①（名）蛇皮張りの三味線（saNsi一・
　N）。沖縄の三味線中，上等のものである。
　蛇皮線と・はいわない。
zakoo①（名）爵香（じ：やこう）。～11u　ka7va．
　巖番の香り。
多aku膿①（名）植物名。ざくろ。
zama①（名）邪魔。さまたげ。
多a凱a①（名）ざま。児たようす。4amaa
　neeN．見苦しい。
zanla伽⑩（名＞5うたえること。狼狽。
　とまど5こと。～sjUN・
za呈皿a磯tiikaa⑪（名）zamaduikaaduiと1爺
　じ。
zamaduikaa’duiev（名）大いに5うたえる
　こと。大狼狽。大いにとまどうこと。～一
　nu？u｝lusaN．大いにうろたえることが多
　い。～SJUN・
zamac叢u＝juNew（自＝yaN，＝ti）らうたえ
　る。狼狽する。とまどう。　　　、．
geamallli⑨（名）座間味島。慶良間列島（kレ
　1’allla）の島の名。また，座間昧Q鮮鶴参
　照。
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4ama4amaa＠皿eeN⑥（句）数限りない。
　無数である。7」ama4amaa　neeraN？im1。
　無数の夢。
zana⑨（名）門門。《地））参照。
z蹴adoo⑨（名）津名堂。（（地））参照。
多aN⑪（名）多aNnu？ijuと同じ。
4aN⑪（名）議。講欝。
4aNmee①（名）作法。礼儀i。～nu　neeraN．
　作法を知らない。
gaNniN①（名）残念。　kucuusi5a～．〔口惜
　しや残念コロ惜しや残念。～na　ku加．
　残念なこと。
iaNnu？ijuen（名）海獣の名。儒艮（じゅご
　ん）。人魚。？akaNgwaa？ljuともいう。
4aNpami■saei⑥（名）残波岬。沖縄本町西
　海岸にある輝。
IaQkuku⑪（名）［文〕雑穀。
IaQpi⑪（名）噺〕雑費。以前はzoogiku－
　rlといった。
多aQtu①（副）ざっと。簡略に。大ざっぱに。
　～’juii’NNdee・ざっと読んで見ろ。
多aQtUU⑪（名）飾り気のない人。動作が気
　軽でとりつくろわぬ人。あっさりした人。
　さっぱりした人。
uar三＝ju漢⑥（際＝raNv＝ti）ざれる。下録に
　なまめかしく飾る。また卑狸なたわむれか
　たをする。
garikutubanv（名）卑狼なことば。　ざれ
　雷。
多as圭e量⑨（名）e座敷。部屋。◎寝閻。寝室。
　◎寝床。～sjUN。床をとる。
多as蓋ddoOgU⑪（名）寝具。夜具
zasie三sjuu⑨（名）本官にならない役入。補。
　やとい。
zaz三。圭⑨（名）三二。（（地》参照。
gee⑪（名）采。釆配。大将がさしずに用い
　たもの。
7．eebaN⑪（名）［在番］宮古，八重山などの
　先島のkuramutu［蔵元］に勤務し，土
　地の行政を監督した役人。その土地の人は
　geebaNnumeeと敬って呼んだ。首里から
　単身で出かけ，任期が数年にわたるので，
　めかけ（？uja？aNmaa）を持つよ5にな
　り，任期を終えて首里に帰る際に，離劉の
　悲劇となることが多かった。
geegi⑲（名）［材太コ銘太。床柱などに使5
　材木。
多eemuku⑪（名）材太。
geerikweer三〇（副）無益なおしゃべりのさ
　ま。ぺちゃくちゃ。～munu’junUN．ぺ
　ちゃくちゃしゃべる。
盛baN⑪（名）嬬搾（じゅばん）。
zibaQtu①（副）ぎっしり。容器などにすき
　まなくはいったさま。～？iQCOON．ぎっ
　しりはいっている。
zibita⑪（憎体）下卑た。下晶な。卑しい。
　わいせつな。また，けちな。
zihuku⑪（名）地固め。家の基礎の地盤を
　綱突きなどで固めること。～niljUAT．地
　圏めをする。
zibUN⑰（名）〔文〕一分。口語はduu．。
ziもUN①（名）θ時。時刻。時闘。～na－
　toON・時間になった。　naa　zibunod？a－
　rani．もう時間ではないか。◎（接尾）時
　分。頃。’jugizlbUN（四つ時分。午甫午後
　の10日ごろ）など。
zicasi⑨（名）しらみの卵。
zigi①（名）実（じつ）。まこと。本当。文語
　的な語。zigee．実は。～nu　kutu？ii．本：
　当のことを言え。
zigi2iN①（名）実印。登録した印。また？ii－
　b圭baN（三九）にもいう。
zidee＠（名）［下代］　？udUN［御殿］，　tUNci
　［殿内］の家で，会謙その他の雑務をする
　使用人。suueici［惣聞］の下に属する。
zigaRee⑨（名）地代。惜高田。主として耕
　地のそれをいう。
z圭9級ku⑪（名）地獄。
zihwi①e（副）ぜひ。必ず。きっと。～
　Qci　kwiri，jOO．ぜひ来てくれよ。◎（名）
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　〔文〕是兆正邪。善悪。～’wal〈asjUN．
　善悪を判断する。
zihwineemuN①（名）是非ないもの。しか
　たのないこと。
zi曇◎（名）地。土地。地面。陸地。地所。領
　地。～nu？ukami．地の神。地面・地所
　をつかさどる神様。屋敷には騰隅と中央と
　不動（便断）の地の神があり，墓地には左
　右両1側に地の神が祭られている。
z最⑪（名）∈）字。文字。◎筆跡。kuree　taa－
　Z量1ga。これは誰の書いた字か。
z董i①（名）e髄。骨の髄。また，骨の中の中
　空の部分。◎植物の茎，幹の中空の部分。
　dakinu～．竹の幹の中空の部分。
zii①（名）義。正義。正しいこと。
zii①（名）痔。
zii？aNda①（名）骨の髄にある油。
多iibira⑥（名）ねぎ。　giiは中空の意。単
　にbiraともいう。　ciribira（にら）と区
　劉していう語。
ziibu◎（名）θわらで作った網の袋。㊤馬
　の口にかける袋。農作物を食：うことを防ぐ
　ためのもの。
ziibu⑰（名）宜保。（（地））参照。
ziibudUNci⑪（名）［儀保殿内］sjuimitu－
　Nci［首里三殿内］の一つ。西之平等（nisi－
　nuhwira）の？a鵬繋irare［あもしられ］
　のいる神の宮。
ziibuneei⑪（名）（船酔いした者が）陸に
　上がってからも地が揺れる心地がしてふら
　つくこと。～sjUN・
ziibUN①（副）［随分］大いに。あくまで。
　存分。？3こ入kUもU，jaraa～sjusa．君の
　ためならあくまでやるよ。
zi三gas量臓⑨（名）［地頭］首里のmuraga－
　siza（その項参照）。
ziiguhwaa①（名）気むずかしや。無愛想者。
　強情者。木強（きこわ）と似た語。
ziigui①（名）不平。　mUNnu～sjUN・食：
　べ物の不平を言う。
ziiguihjaagui①（名）不平ばかり言5こと。
　不平たらたら。～nu？uhusaN．不平が
　多い。
ziignimuN①（名）不平ばかり言う者。
ziigujaa①（名）ziiguimuNと岡じ。
ziigusi⑨　（名）ziiguusi　と同じ。
ziiguusi⑨（名）地煙の意。畑泥棒を防ぐた
　めにすいか畑などに立てておく，先のと
　がつた竹のくし。gusiともいう。
ziiliuzi①（名）事のよしあし。是非。して
　良いこと悪いこと。～N，wakaraN．よし
　あし巻わからない。
ziihwaaan（名）θかんざし。財力｛用いる。
　kuganiziihwaa（金製。王妃。王女用），
　naNzaziihwaa（銀製。士族女子用），　c1一
　zakuziihwaa（真鍮製。平民女子用），　da－
　kiziihwaa（竹製。喪中用）その他がある。
　◎三昧線のねじ。形がかんざしに似ている
　のでいう。mu醜karakuiともいう。
ziihwiei（〔D　　（名）　　字弓lo　　辞書o
ziikaci⑥（名）書家。書のたくみな人。
ziika§itira⑪（名）菓子の名。カステラの一
　種。黒砂糖を入れて作るので色が黒い。
ziikazi⑪（名）聞き分け。ものわかり。～N
　eikaN・聞き分けがない。親のいうことを
　聞かない。～NneeNともいう。
ziikwaakwaa⑨（副）顔が地面すれすれに
　なるさま。腰のひどく曲がった老人の歩き
　方などにいう。地食おう食おうの意。
ziima⑪（名）つつじ科の櫨物の名。実を子
　供が取って食べる。
zi量ma⑪（名）空間。（（地》参照。
z髄maam畳⑪（名）落花生。南京豆。地豆の
　意。
z韮imee⑪（名）地米。本土産の米をい5。も
　と，jamatUNcuの語。　toogumi（外米），
　simagumi（沖縄産米）に対する。
ziinaa⑪（名）ほたる。
ziinaabii⑪（名）ほたる火。文語ではhu－
　tarubiという。
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’　ziinusltius　i⑪（名）地主6
ziinUU⑨（名）ziN（銭）の小児語。
ziinuusw（名）e芸能。音楽・舞踊その他の
　芸。◎転じて，子供の芸。
z量inuumuci＠（名）芸達者の入。多芸の人6
z…iNcu⑪（名）地の入の意。その土地に往
　み，土地の配分を受けて耕齢する人。獄門。
ziiNziiiN’⑨（名）ほたる（ziinaa）の小児語。
z量蓋ru⑥（名）〔地炉］㊦煙。◎出産後一一遷間
　昼夜の罪なく火をたき，産婦に暖をとらせ
　た炉。保混のほかに，けがれを清める僑仰
　もあって，夏でも盛んに火をたいた。～Rll－
　kunUN．地頬をたいて藍田に暖をとらせ’
　る。
z孟且sas量⑪（名）字振（じさし）。子供などが三
　字経・小学など漢籍を習って読む時，字を
　さすのに用いる細い竹製の道具。
9．iiStga”a｝niew（名）［男子鍵］遺骨を納める
　かめ。骨つぼ。骨がめ。
zii2utee　（）（名）地謡。沖縄の組爾りや舞踊
　では地謡は舞台には出ない。
ziiwaziiwa⑪（名）せみの一一種。夏の終わり
　から秋にかけて鳴く小さいせみ。鳴き声に
　よってつけた名。
fi　iizaa⑰（名）ziiwaziiwa（せみの一一種）の
　小児語。
ziizii⑪（副）よだれを流すさま。だらだら。
　’judai～sjUN．よだれをだらだら流す。
z蕪z量獄⑨（名）e模様の形。字づらの転意
　か。hurUl〈oo　natooviga，　narna　zllZn’aa
　，wakaisee．古くはなっているが，まだ栂
　の模様かはわかるのさ。◎道理。～N
　’wakaraN　munu？iikata．道理のわから
　ぬ口のききかた。
z量juu⑰（名）自由。意のまま。思いどおり。
　’wadujaeeN　’wa．iunu　ziju　nayaN　si一一
　keni，　？ariju　？uramijuru　’jusinu　？a－
　rul．［わどやちや5もわどの　自由ならぬ
　担：界に　あれよ恨めゆる　由のあるゑ］自
　分自身でさえ自分の自由にならない世の
　中で，彼：女を恨むわけがあろうか。～ni
　najUN．，思いどおりになるQ～naraN．患
　いどおりにならない。～nu益eeraN．自由
　がない。
z量kaN①　（名）　ξ萩〕　時悶。　普通はtuciとい
　う。～1ユu？aN．時間が決まっている。決
　められた時間がある。
多i搬raN③（名）瑞慶明。紗鋤参照。
zikoo①（副）ひどく。非常に。えらく。ば
　かに。？iQpee（たいそう）の意で平罠が多
　くいう語。～eurasaN．ひどくきれいだ。
　～hweeku？aQCUN・とても早く歩く。連
　体詞のようにしても用いる。～mtmuju－
　naa．ひどいおしゃべりな者。
zikuzikuu⑨（名）植物名。さふらんもど
　き。ひがんばな科の多年生草木。鑑賞周。
zkiiai双a①（名）自まま。わがまま。
zhnanaa①（名）よく自慢する者。自慢ばか
　りする者。
z韮灘・aN①（名）瞥慢。
zinaN①（名）次男。
ziniN⑪（名）下男。下人。
zinoON⑪（名）宜野湾。（（地））参照。
zinu＠（連体）どの。～’jaaga，どの家か。．
zinUQeu⑨（名）どの人。
盛nu興⑪（名）宜野座。（（地））参照。
ziN⑰（名）銭。かね。金銭。貨幣。廃藩前
　の鳩の目篭50文（50枚）が寛永銭1枚（1
　塵）に梱当した。そこで銭の数え方は次の
　ようであった。
　9UNzuu　　　　　　　50文（1厘＞
　hjaaku（cukumui）　　　　100文（2厘＞
　h3’aakuguNzuu　（euk’umuig’uN・zuu）
　　　　　　　　　　　　　　150文（3厘＞
　nih麟aku（takumui）　　　200文（4厘＞
　nihjaakuguNzuu　（tal〈uinuiguNzuu）
　　　　　　　　　　　　　　250文（5厘）
　saNbjalru（m舞umui）　　　3GO文（6厘）
　．q．aNbjakug’aNzuu　（mikumuig’uNzuu）
　　　　　　　　　　　　　　350文（7厘〉
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z蓋N蚤｝UNtakav3a：
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sipjaaku　ぐjukumui＞　　　　　400文（8厘）
sipjaakuguNzuu　（’ju！〈umuiguNzuu）
　　　　　　　　　　　　　　　　　450文（9厘）
guhj　aaku　（？i　giku　mui）　500　＊“　（　1　ee）
guhjaal〈uguNzuu　（？igikumuiguN一一
　zuu）　　．　　　　550文（1銭1厘）
ruQpjaku（mul〈urr｝ui）600文（1銭2厘）
ruQpjakuguNzuu　（mukumuiguN－
　zuu）　　　　　　　　650文（1銭3厘）
sieihj．al〈u（nanal〈umui）700文（1銭4厘）
sieihjakuguNzuu　（nanakuRiuiguN－
　zuu）　　　　　　　　750文（1銭5厘）
haQpjaku　（，jakumui）　800文（1銀i　6涯藝）
haQpjakuguNzuu　（’jal｛umuiguNzuu）
　　　　　　　　　　　　　　850文（1銭7厘）
kuhjaaku　（kukunukumui）
　　　　　　　　　　　　　　　900文（1銭8厘）
kuhjaaKruguNzuu　（ku｝〈unuktunui一
　guiyzuu）
？iQkwaN
gukwaN
tunaa
hiaQlgwaN
SINgWaN
？ieimaNgrvaiT〈r
zuumaNg’waNhjakumaNgwaN
1UO文（2厘）単位を一lguniuiという
muiは集まったものの意かと
また，1貫目つ一縄l
naa（十縄）とし・う。
1’貫（2銭），女郎の玉代は5貫（10銭）ほ
どで，100万貫（2万円）の金ができると百
万長i者の祝いをした。？icinicini　gUNZu
hj　akunieini　gul£waN，　tamiti　？aru　一一一
nu？adani　natasa．［一一一　Hに五十百nil
に五蟹：贈めてある銭の　あだになたさ］
～購に1塵，葺日で10銭，賠めてあった金：
が，一夜の女郎買いでなくなったよ。zi－
noo　takara。銭は宝。　zinoo　naNduru一
　　　950文（1銭9厘）
　　　　　　1貫（2銭）
　　　　　　5貫σo銭）
　　10貫（十縄）（20銭）
　　　　　100貫（2［［［ll）
　　　　1，000貫（20円）
　　　10，GOO貫（200円）
　100，000貫（2，0GO円）
1，000，000貫（20，000円）
　　　　i　ai　L　i　5　．一ku一
　　　　　思、わ才しる。
こまとめ，10貫をta一
　当時，一日の労賃は
　mUN．銭はすべっこいもの。銭はつかまえ
　にくく，失いやすいもの。～nu　saNmiN。
　金の言i膚算。　～tu　nucee　sajUU．銭と命は．
　左右。銭と命の価値は岡等。
ziN①（名）膳。普通は？uziNとい5。普．
　通のものは四角い足の高いものであるが，
　そのほかに，jasil〈uziN（夜食：膳。．足が短：
　い），maru？uziN（丸い繕）などがある。
ziN2ami＠（名）銭の雨。大散財。～hura－
　sjUN・大散財をする。
ziNha ①（名）一杯。．満ちあふれているこ
　と。平罠が多く用いる語。参Nbai，興Nbai
　ともいうokaaminakai　sakinu～s300－
　N．かめに酒が一杯ある。？anu，jaaja
　Qeunu　7　sjOON．あの家は入が一杯いる。
　？anu？Nmanu　ni塘a～dOO．あの罵の荷
　はあれで一杯だ。z譲bakunakai～nu
　ziN．銭箱に一杯の銭。
錘Nba童⑨（名）ziNbai．，興Nbaiと訓じ。
ziNhainii⑪（名）いっぱいの荷物。かつげ
　るだけの荷物。
z韮Nbaku⑥（名）e銭箱。金を入れておく
　箱。商家には大きい銭箱があった。◎転じ
　て，顔のよい女郎のこともいう。　ドル箱。
z董Nb篭粟ku⑰（名）元服。貴族についていう。
　貴族は15歳までは若衆（’wakasju）で，
　髪型は？US泌i（後結いの意）であるが，
　16歳でkat・akasii’a［敏讐］（その項参照）
　を結って，元服，の儀式をあげる。廃藩後
　も貴族の子弟には明治の中ごろまでこの風：
　が見られた。一般の子弟はziNbukuとい．
　わず，kat駄kasirajuuiといい，拭族より
　畢く，8～9歳ごろ行なった。
zi bukuru⑥　（名）銭袋。　員オニ布。　巾棄｝。
9．iNbUNtW（名）［存分3知懲。分溺。才’能。
雰NbUNk二usaraa⑨（名）愚物。知恵なし。
　知恵（3iNbuN）がくさっている者の意。
璽NbUNmuc三⑥（名）知恵のある者。才能の
　ある者。
pi b．aNtakaraa⑨（名）矢麺慰がありすぎる
6el
ziNdaavi
　者。多く子供についていう。一takaraa
　〈taka無jUN（たかる，集まる）。
磁Ndaar三⑨（名）むだづかい。金をむだに使
　うこと。cuuja？ar慧U？a麟di～sjaN．
　きょうは彼と遊んでむだづかいした。
ziNdaka⑨（名）金額。銭高の意。
盛N9董⑪（名）植物名。しまたこ。もくせい
　科。その材は用途多く，帆船の滑車なぜに
　も使う。
ziNgUNzuu⑲（名）けちんぼ。守銭奴。銭50
　文（1厘）でも惜しむ意。
ziN2irii＠（名）銭入れ。財布。
ziN？i・・i…i⑨（名）金がかカ・ること。幽妙の
　多いこと。銭いりめの意。
ziNka③（名）源河。（（　tS　＞＞参照。
ziNkani⑪（名）金銭。
ziNkarasjaa⑨　　（名）　金貸し。　i自窪奢…lj賃iし．o
ziNkoo⑪（名）沈香。香料の名。
ziNkoO⑨（名）〔新｝銀行。
ziNkwaN④（名）丁田。士族以上の家にある。
ziNkwijaa⑨（名）金をまき散らす者。やた
　らに銭をくれる者。それにたかって遊興す
　る者は？uutikwee（追って食：えの意）と
　いう。
zlNm量⑪（名）e協議。～sjUN．協議する。
　◎吟味。調べただすこと。また，裁判で善
　悪を調べただすこと。
ziN　niijaQsa’N⑪（形）金回りがよい。暮ら
　しが楽である。金を見やすい意。
ziNmijaku⑨（名）〔古〕［吟味役］廃藩前の
　役名。各役所の次窟に当たる。
ziNmookiluku⑨（名）金もうげ一，慮二張り。
　金もうけだけを霞的ですること。
ziNmuci⑨（名）金持…ち。
ziNnaa⑪（名）銭縄。銭差し。1厘銭の穴
　に縄を通し，1貫（2銭）ごとに一縄にま
　とめたもの。またその細い縄。
ziN職謎⑨（連体）どの。　ziRU　と同じ。　～
　，jaaga．どの家か。
ziNsitigutuen（名）銭を捨てるようなこと。
　浪費。むだづかい。また，むだな出費。
zlNteesjaa⑲（名）浪費する者。やたらに金
　を使う者。
ziNtii①（名）㊦人柄。’iiziNtii．（よい人柄）
　◎本人。当人。hUNniNともいう。～ja
　’jutasami．本人はよい入相か。
ziMoo①（名）塞当。真実。～，jami．本当
　か。～na　kutu。本当の事。
ziNugari⑪（名）金に飢えること。
ziNzaku⑲（名）銭気違い。金銭のことに凝
　り固まった者。
z畑z蜘a⑪（名）金で苦しむこと。？ijUNと
　ともに用いる。siiraの項参照。～？圭jUN。
　金銭のことで苦しむ。
ziNgikee⑪（名）金づかい。金の使い方。
　～？ara＄aN．金づかいが荒い。
ziN雰hnai⑨（名）金づまり。
ziNziN⑨（名）ほたるの小見語。　ziiNziiN
　と同じ。
z蓋NZUU①（名）厳璽。また，確か。信用で
　きること。～na　Qcu．信用のおける堅い
　人。
ziNzuusaN①（形）信用がおける。人間が堅
　い。確かである。
ziQcaku⑪（名）旨旨客。（（地））参照。
liQeiN⑨（名）頭巾。子供がかぶるもの。
ziQCUU④（名）〔新〕月給。
ziQpakuzii⑨（名）織物の名。濃い青に黒
　の縞のあるもの。盲縞に近い感じの模様。
ziQpi⑪（名）真偽。実否。是葬。　zihwiと
　もいう。～’wakasjUN．真偽を判断する。
ziQsi⑨（名）宜寿次。《地）参照。
ziQtai＠（名）ぬかるみ。　gweQtaiともい
　う。～najUN．ぬかるみになる。～sjOON・
　ぬかるみである。
ziQtaigweQtai⑨（名）ぬカ、るみ。～nu　na－
　aka七uujUN．ぬかるみの中を通る。
zira①（名）ずうずうしい顔。あつかましい
　顔。～najUN・ずうずうしくなる。
zi「ami圭⑪（名）かまきりの別名。？i呈buuzi一
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zoe
　raaと同じ1。？isjatUU？isjatUU　ziramii－
　gaa，　’juubinu　nul〈uee　nuu　kwatagaa，
　？akamaamiidu　1〈wataru，　daNzuga
　daNzuga　kusu　hwiQcaru．）b・まきり，
　かまきり，昨夜の残りものは何を食った
　か。あずきを食った。なるほどそれで下痢
　したのだ。（童謡）
ziri①（名）義理。
一zh’i（接尾）きり。限り。　euuziri（きょう
　限り），kurizir呈（これっきり）など。
zirldatiCO（名）義理立て。義理を立て通す
　e　t　．？amauri　murikujaja　一vnu　？uhwi－
　la．［余り盛小屋や　義理立ての大さ（手
　水血縁）］あまり盛小屋（人名）は義理立て
　がやかましすぎる。
zir翅aNmee①（名）義理や作法。
ziru＠（名）どれ。～ga～，jara．どれがど
　れやら。～diN．どれでも。～’jatiN．どれ
　であっても。？unu？ucinu～’jarawaN
　tuti　kwiri・そのうちのどれか取ってく
　れ。～Nkai　s3uga，jaaNdi？umutOON．
　どれにしようかと思っている。
zlsaqtu①（副）ぎっしり。びっしり溝ちて
　つかえたさま。zisiQtuともいう。～sjo－
　ON．ぎっしりつまっている。～saCO◎N・
　びっしり咲いている。
zisici⑪（名）儀式。おもに，結女昏ラ尤におけ
　る杯の取りかわしなどをい5。
zisigi①（名）㊦時節。時候。’iizisigi　na－
　tOON．いい時候になった。O時機。～ma－
　ci？ukijuN．時機を待ち受ける。
zisii①（名）時勢。世のなりゆき。
zisiQtu①（副）ziStLQLuと間じQ
zka⑪（名）表付きの下駄。普通の下駄は
　？asizaといら。
zitazita①（副）じめじめ。しっとり。雨後
　の道などがしめったさま。～natoON．
　じめじめしている。
zitee（エ）　　（名）　　舌辛退。　　～　sjUN．
ziteegwaa⑰（名）患わせぶりに辞退するこ
　と。内心ほしいが，辞退するふりをするよ
　うなことをい弓。～sjoON。内心に反して
　辞退のそぶりをしている。
zitoO⑪（名）種痘。櫨庖瘡。～？wiijUN．
　種痘を植える。
zitudee⑪（名）［地頭代］地頭（zitUU）の’
　かわりに，その地頭の采邑すなわち一切
　（111aZlrl）を統治する者。中央集権後，
　地頭は首里に住み，地方の忌寸の有力者が
　かわってその間切を統治することになり，
　zitudeeと呼ばれた。のち，明治になつ
　て，maz圭ricoo［間切長］とい5名称に
　変わった。
zitUU⑪（名）［地頭］地頭。廃藩前，地方に
　知行を与えられていた貴族。？azizitUU
　［按司地頭］，suuzituu［総地頭］，，waci－
　zituu［脇地頭コの三種がある。それらの
　項参照。
zizaku⑪（名）磁石。
zizi⑨（名）［地下］沖縄本島。　hanari（離
　島）に対する。
z切ki⑪（名）漬け物の一種。大根・鳥類な
　どを酒と砂糖に漬けて作ったもの。奈良漬
　けに似ている。
Z董ziri⑪（名）茶壷。おもに金属製のものをい
　うようである。・
zizi2uci①（名）沖縄本島内。これに対し離
　島を　hanariという。
ziz｛｝o①（名）事情。～nu‘？aN．事情があ
　る。
zilooen（名）地蔵。地蔵は那覇にあった
　のでそこの地名となり，zi7yoomee（地蔵
　前），zi多oodoohu（地蔵豆腐）などができ
　た。
ZOO⑪（名）門Q，jaaZO◎（屋根のある門），
　kiizoo（木造の門），　？isiZOO（石造りの門）
　などがある。O複合語の固有名調の中に
　は，広い道路，馬追などの意で用いられて
　いる。？ajazoo（二二の守礼門と中置門の
　間の大通り），kuhwaNgwazoo（古波蔵の
6e3
?zeo
　馬場），’wanamazoo（和那爽の馬揚）な
　ど。
ZOO⑪（名）手紙。書状。普通は9UZooと
　いう。
ZQO⑨（名）姪。　とっくり・びんなどの栓。
zoo①（名）情。感情。愛i青。
Z・O一（接頭）上。上等。ZOO？waagici（上天
　気），zoohwi（吉蔭i），　zooci　G二等の畑
　地）など。
zooもa「aN⑨（名）「『番。以麟聾ま首塁婁成はも
　ちろん？uぬN［御殿］，tUNei［殿内］に
　ノ　　　マ　もいた。
zoobUN⑨（名）e＞じょうぶ。堅國。がんじょ
　う。～n重gukura（装00N。　じょ5ぶに作ら
　れている◎◎〔文］こ上分］立派。噂し分の
　ないこと。hataracigataN　sigtiku．～na
　，wikiga，jajabiita學iga．　〔働き方も至極
　上分な男ややべいたすが（花売之縁）］働き
　方もいたって印し分のない男でありました
　が。
7．ooei　＠（名）上等の畑地。
zoocibai⑪（名）［至気張3立量辰な働き。す
　ぐれた働き。
g．oogi’kuri⑨（名）雑費。こまごました支
　出。
zooee①（名）情愛。
zooeen玉UC緯）（名）情愛の豊かな人。
z《・ogu⑨（名）じょうご。漏斗。
吃00暮U（接尾）上戸。特定の食べ物を好む
　こと。…女子き。酒に隈らずいう。sakizOO－
　gu（酒好き。上戸），？aN111ucizt）。9雛（あ
　んもち好き）などQ
ZOOgUC董①　（名）　IU『垂口Q
nOOguu⑪（名。接尾）．上戸。出定の食べ物
　を好む者。…好き。酒に限らずいう。sa－
　kinu～，jaN．酒好きだ。sakizooguu．（酒
　好き。」二戸）1？aNmueiZoogUu．．（あんも
　ち好き）などQ
zoohu⑪（名）上布。上等の麻布。宮山島で
　紺上布，入重由島で白上布を巌する。
eooh双⑨（名）臓騎。臓物。
zoohW量⑪（名）こ上日］吉言。願（？ugwaN）か
　転居・結婚など，すべてzoohwiを選ん
　でする。
zookw冠綾QD（名）フ旨く断。女台終。　v・つも。　し．
　よつちゆう。～nu　kutu・不断のこと。～・
　1《ukuritooki．始終気をつけておけ。
写oo量①（翻）（否定的な表現が続く）とて
　も。　と弓てい。　7sooja　ともいう。～？u一一
　jubaN．とてもおよばない。　nama～
　，warabidu，5am．まだとても子供である。，
多OO．i　・a①（副）7vooiと同じ。
zoojaci⑥　（名）　うわぐすりをかけて焼iいた、
　焼き物。？arajaei（索焼き）の対。陶器。
　瀬戸物。
zooma⑨（名）e規格。規準。標準。また，．
　鹿威邪1。標準となるもの。規準量。◎（接
　頭）規絡の。標準の。規準となる。zooma一・
　taagu（標準の桶），　zoomawikiga（一人前
　の男），zoomawinaga（一人前の女）など。，
zoom就a勧9蔽⑥（名）標準の桶。一人溺の
　男が運ぶのに適当に作った水汲み桶Q
zoonOO①（名）上納。官府へ物を納めるこ、
　と。また，転じて租税の意。
400i・！IZ．ooru（D（副）〔新？〕ぞろぞろ。あと
　からあとから続くさま。
goosa⑪（名）費用。
多oosaku⑪（名）造作。家の中の，天井1・
　床。建興などを作ることQ
7．・oo§ic欲a⑨〈名）下女。台所女中。
多oosie三6）　　（名）　　［美雛色］　 炊事。　　台jiff仕響／・r。
zootaNkaa⑪（名）向こう隣。門が向かい・
　合っている家。taNkaaは真向かいの意。
ZOO諏N糞njoO⑪（名）常燈腿。神仏の醗に常
　に点じておく燈明。死後49EI間つけてお『
　く。
zoottttt⑨（名）上等。すぐれてよいもの。
　～na　mUN。上等のもの。
ZOO2waagici◎（名）上天気。快疇。
zoezi⑨（名）e上手（じょうず）。　hwita
6e4
　（下手）の対。～’jaN．上手だ。　～na
　mUN．上手な奢。◎お利口。幼児をほめ
　る時いう語。
zoozihwi「taO（名）上手下手。kurinee　ZO－
　ozihwitaa　neeraN。これに1ま上手下手は
　ない。
3服ku⑪（名）遊女でない普通の女。しろう
　と。
．z．uku①（名）俗。風俗。時代・土地のなら
　わし。7yul〈OO～ni丑ari鍾．俗は俗に馴段t
　よ。郷に入れば郷に従え。
・曝uku（接尾）…ずく。…にかかりきり。…
　一一点張り。tui興kU（取るにかかりきり），
　hwitani　ziNmooki7，ukubikeei（ひたすら
　金もうけにかかりきり）など。
zukugU＠（名）［俗語］狸諺。ことわざ。
囑ukuu（接尾）…にかかりきりの者。…一一
　点張りの者。七ui7vukuu薪（金を）取ること
　にかかっている者」など◎
”ZUNG）（名）∈）正常であること。あたりまえ。
　～natOON．正常である。zunoo？araN．
　あたりまえでない。◎塞当であること。正
　真。？aree～ni・？uraNdaa、’jami・彼は本
　当に酋洋人か。
興Nba量①（名）ziNbaiと隅じ。
ZUNPIxu①（名）順風。
ZUN瞬g欲a①（名）ありのままの姿。：本当の
　姿。
ZUNtaku①（名）潤沢。豊かなこと。　lllu一■
　nOO～ni　kadooN。飯は存分に食：べてい
　る。
一ZUraku（接尾）一zurasaと同様に用いられ
　る敬語。
一zurasa（露払）かしこくも（…なさる），尊
　くも（…なさる）といった意の羅上級の敬
　語。神に対し？ugwaN（祈願）の文句な
　どで使われることが多い。　＜curasaN
　（美しい）。？wii雰kizurasa？utabimisjo一一
　〇cL：尊くもお嫌いつけ下さって。？waa－
　gaN寧eezurasa　？utabimisjooci・　尊く　も
　お召し上がり下さって。
多urmUjaE毫gu翼na翌
多ur圭⑪（名）［耀類］女郎。遊女。娼妓。歌
　も歌い，三味線も弾くので，芸者をも兼ね
　ている。～？agijUN・姻妓を落籍させる。
　～’jubuN．女郎を買う。女郎遊びをする。
　：女部歴の入口（nakamee）をたたいて女郎
　を呼び出すので，jubUN（呼ぶ）という。
4Ul’i？21gai⑰（名）もと嬬妓であった春。女
　部あがりohUN7yui’iともいう。
z．　uri？aNsnaa⑥（名）女郎の抱え親。抱え主
　はすべて女で，娼妓はこれと母子まがいの
　関係をむすび，それぞれ？aNmaa（おか
　あさん），7vuriNgwa（娼妓としての子）と
　呼ばれる。＄atu搬e？“もurusjεし∫a　hagi？i－
　e nu　eujuz’u，　？aNma　？aturusjaja　？a－
　saN，jusaN．男の恐ろしいのは初夜の一・
　；夜だけ，抱え親の恐ろしいのは朝も晩も。
gur三？3ミib頑）（名）女郷遊び。女郎買い。
興ribakujoo⑨（名）女郎を入身売買する
　者。
多猛r董ganee⑰（名）e女郎の身代金：。◎女郊
　買いをして娼家に払うべき金。
多uriguNboO⑨（名）妓楼を渡り歩いて，
　：方々の多u盛を買い歩くこと。略して9U－
　Nbooともい5。
7．urigwaamuQkuu⑨（名）eaNdakasii（ひ
　ま）の実。美しいのでいう。
4urihana⑪（名）娼妓。遊女。女郎。7yUl’i
　を花に見立てて言ったもの。
］uri3ubaa⑪（名）女郎買いをする者。
多urijubi⑨（名）女郎貿い。女郎を買らこ
　と。～sal（inumi・女郎を買い，酒を飲む
　こと。すなわち放蕩。4uriN’jubu學igadu
　？ujanukoN　sijuru．　sakiN　numusigadu
　gwaNSU　gizuru・女郎買いをするぐらい
　の者こそ親に孝をつくすし，面心飲むぐら
　いの者こそ先祖のあとも継ぐのだ（琉歌）。
多urim猛g勤i⑨（名）女郎に夢中になること。
gurinユ．iaa⑨（名）女郎屋。遊郭。妓楼。
7．urinujaagumai⑨て名）女郎屋に入りびた
　り家に帰らないこと。居続け。流連。
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多ロr蓋m・Qkwa
興r量nUQkwa⑪（名）女郊の子。　nas圭Ngwa・
一（女郎が遊郭で産んだ子）とkooiNgwa
　（買った子）とあるが，興riNgwaとは異
　なり，子供として大事に育てる。普通，女
　郎にせずに，多くは他の女郎の子と夫婦に
　させる。
興rlnUQkwaa⑨（名）女郎の子。多urinu－
　Qkwaの卑称。
Iuri2Nma⑨（名）［尾類馬］hagikasjoo－
　gwagi（二十日正月…iHPt正月二十田）に
　遊郭中総出で行なう祭りの名。面心から選
　ばれた7”Ul・i・が？Nmagwaa［，驕小コ（板に
　馬の形を彫ったもの）を蔚帯にはさみ行列
　の先頭となり，続いて，装いをこらした
　7vuriが長蛇の列を作って踊り歩いた。
　meeNdakari〔前村渠〕（前癌）とkusiN－
　dakari［後村渠i］と合して，　kubagikasa
　（聖地の名）に参拝し，終わってふたたび
　分かれ，郭の中を踊り歩いた。
多uriNgwa⑨（名）女郎のかかえ霊（4uri？a－
　Nmaa）に対して，女躯をいう。また，一
　人前になる前の女郎。半玉。なじみの客な
　どが，12～13歳の娘をなじみの＃uriに
　買って与えるなどして，　7y　u　riはその娘をか
　かえ争にする。娘が小さいうちは給仕など
　をさせ，大きくなれば客を取らせてその利
　益を受ける。次第に人数をふやして，その
　7yUl’iは4uri？aNmaaとなり，何人も9U－
　ariNgwaをかかえることになる。　gurinU一
　禽kwaとは異なる。
4uri？ui⑪（名）娘を女郎として売ること。
　？uramu　hwizabasija　’waN　’watasatu－
　muti　nasald　neN　hwltunu　1〈akiti　？u－
　eara・［恨む銘謝橘や我身渡さともて
　情無いぬ人の　架けておきやら］恨めしい
　比丘橋はわたしを渡そうと思って，情の無
　い人がかけておいたのか（ユシヤという遊i
　女が，売られる時の悲しさをよんだ歌）。
uusee①neeN⑨（句）ありそうである。多
　分。きっと。～kiltu・ありそ5な事。～，
　？ariga　sjaru　kutoo　？araNga　’jaa．
　きっと彼がやった事ではないかね。
zuu⑪（名）十。普通はtUUを多く用いる。
多uu①（名）尾。しっぽ。
zuubaku⑨（名）璽箱。　ha購iNzuubaku，
　sieisiNzuubaku，　ruku輿Nzuubaku（それ
　ぞれ，8寸四方・7寸四方・6’寸四方の
　重箱）の三種があり，身分によりその使用
　に区画があった。
多uuhui①（名）4uuhuiと陶じ。
zuubUN⑪（名）充分。十分。～na　hata一
　・raci・充分な働き。
zuubUNbuu⑪（名）ひとり前の賃金。9い
　bubuu（半人前の賃金）の対。
zuugu⑪（名）十五。
zuuguja⑨（名）（）十五夜。　Oとくに二月
　の十五夜の月をさすこともある。
zuugunici⑨（名）e15　H。◎月経の隠語。
　普：通はgicinumUN　という。
zuuguniNjaku⑨（名）〔古〕［十五人役］　zu－
　uguniNsjUUと置【じ。
zuuguniNsjuu⑰　（名）〔古〕〔十五人衆］
　？umuti　zuuguniN，　zuuguniNjakuとも
　いう。guhjooZo◎ZU［御評定所］の十五人
　の役人。saNsikwaN　E感官］に次ぐ役
　入で，各省長官および次官に相当し，si－
　munu？uga［下の御座］を構成する。す
　なわち，munubuzoo［物奉行］蕪入，そ
　のziNmijaku［吟味役］（次官）三人，　sa－
　sinusuba［鎖の側］一人，その下にhwi－
　coonus圭d掘［日誌主取コニ人，　soosiku圭
［双紙庫理］一一人，そのziNmijaku　一入，
　tuma zituu［泊地頭］一人，そのziNIRi3a－
　k烈一人，hwiraltusuba一人，そのzi－
　Nmijal〈u一人，計十五入。
zuugwagi⑪（名）10月。年の第十番目の
　月。
zuuhaci⑪（名）十八。
g．uuhui④（名）尾を振ること。犬が喜：んで
　尾を振ることなど。また転じて，おべっか
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zuuzuu
　を使5こと。7yuubuiともいう。～sjUN．
　膠を振る。また，おべっかを使う。
Zlili？ici⑨（名）十一。
zuuku（D　（名）　十九。
zuumaNgwa「N⑪（名）銭10万貫。2ラ000円
　にあたる。ziN（銭）の項参照。
多ttumitamiitaa⑨（名）せきれい。尾を上
　下に動かすのでいう。mitamitaはその動
　かすさま。
4UUinoekUU⑪（名）騨umUQkoOと同じ。
IuumuQkaa⑥（名）騨U塒UQkooと同じ。
冨uumUQkoo⑥（名）鳥獣の，尾の無、・もの6
　躍の切れたもの。尻切れ。
zuu孤i⑨（名）十二。
zuunikasi＠（名）［十二箇所］？utiraZUU－
　nikasiを見よ。
zuuniN⑪（名）十入。
zuuniNbicee⑨（名）十人力。十人に匹敵
　すること。
zuuniNgaai⑪（名）十人に匹敵すること。
　，warabee～．子供がひとりいればおとな
　が十人いるぐらいにぎやかになる。
zuunis⑩（名）十二支。
zuuruku⑪（名）十六。
zuurukunici⑪　（名）　1月161ヨeこ行な　5　墓
　参り。その前年に死んだ者に対しては，そ
　の日に特に供え物をして祭るが，それは
　miizuurukunieiとL・うQ
zuusaN⑪（名）十三。
zu琶s圭⑪（名）十四。
z遡s量ci⑨（名）十七。
Zttasiciha”ci⑪（名）十七入。年ごろ。文語
　ではnihaciguruともいう。
Iuusii⑨（名）e炊きこみ飯。釜飯。野菜な
　どを味付けして炊きこんだ飯。kuhwagu－
　usiiともいう。◎雑炊。おじや。，jahwa－
　ra7．uu＄liともい5。
ZUtlZlrell（D（副）重重。霊ね重ね。～’waa－
　ga’waQsataN．かえすがえすわたしが悪
　かった。
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使用上の注意
（1）　｛吏用法について
　　この索引は本文編の利用を便利にするために作成したものであって，標準語引き
　首里方言辞典ではない。すなわち，この索引編の見出し語の標準語は，そこにあ
　がっている首里方欝と，正心や用法の上で完全に岡じとい弓わけではない。たとえ
　ば，この索引編のあね〔姉〕という見出し語には，？aNgwaa，？Nmii，　siizaunai，
　，unai，，winagU頭zaなどめ首里方言があがっているが，これらの単語は互いに意
　昧や用法が異なるし，またどれも標準語の「婦」と意昧が少しずつ違っている。した
　がって，この索引編は，本文編にでている首里方雷を標準語から見いだすために使
　卒して欲しい。本文編に採録されていない蒼里方舞はこの索引にはもちろんない。
（2）見出し語の表詑と配列
　　見出し語（標準語）は現代かなつかいに従って平仮名で書き，それを五十音順に配
　列してある。見出し語の平仮名（ゴシック）の次に［〕に入れて示してあるのは，標’
　準語のふつらの表1である。ただし便宜上，当用漢字表以外の漢字を使用したとこ
　ろもある。また，見出し語の次に（）に入れて，たとえば（植物名）（感動詞）のよう
　に示したものは，その見出し語に関する注記である。
〈3）　．見出し語の形
　　見出し語としてあげた標準語には，接頭辞，接旧辞，慣用句なども少数あるが，
　大部分は単語である。複合語も原期として独立して見出し語となっている。たとえ
　ば，たび倣〕とたびびと〔旅人3とたびしようそく〔旅装束〕とは，別々の見出し語と
　なっている。
　　二単語以上の標準語は言忌として独立の見心し語とせずに，見出し語の下位項目
　として扱った。その場合，～の記暑を馬いて，見出し語をくりかえさないですまし
　た。たとえば，あたらしも迂新しい〕の下位項目に／～家／とあるのは／あたらしい家／
　の意味である。
〈4）　首里方言の表記と醜列
　　首里方餐は本文編の見出し語にある形（音韻表記）のままである。同じ見繊し語の
　ところに二つ以上の首里方言が幽ている場合には，原則として本文編の配列順，す
　．なわちアルファベット順に並んでいる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　611
（5）　参照項目について
　　矢印（→）を5けてそのあとに首塁方言を出してあるのは，本文編のその見出し
　語をも参照して欲しいという意味である。たとえば，あいする〔愛する〕の項に→
　kanasjaNとあるが，本文編の見出し語kanasjaNco（かわいい）の項を見ると，
　kanasja　sjUN．（かわいがる，愛する）とい5｛列文が出ている。　また，あいさつ
　〔挨拶〕の下位項翼／～の表現ノの項に矢印（→）があって，いくつかの首里方言があ
　がっているのは，本文編のそれらの見出し語の項のそれぞれに，挨拶に関する記戦
　が見られるという意味である。
　　矢印（一・〉）Qあとに標準語があがっているのは，索引編のその標準語の項も参照し
　て欲しいとい5意味である。たとえば，あだ〔仇〕の項に／→かたき／とあるのは索
　一編のかたき〔敵〕の項を参照して欲しいという二二である。
（6）類義語などの扱い
　　この索引は，本文編の見出し語に付けた標準語訳をもとにして作ってあり，小項
　目主義である。また，意味による分類をしていないので，1司義語，類義語，反義語
　や，上位概念と下位概念を表わす語などを，一箇所にまとめることは原話としてし
　なかった。したがってこれらの単語は別々の箇所に劉の見出し語として繊ている。．
　たとえば，「爵」の類義語「おおあめ」「きりさめjrこさめ」「しぐれ」「つゆ」「ながあ
　め」「にわかあめ∬ひでりあめ∬ゆうだち∬れいう」などのそれぞれに当たる首里．
　方喬は，あめ〔雨〕の項冒にまとめず，それぞれの項巨に別個にNている。また，，
　「麹の類義語「ありったけ」「ことごとく」「ぜんぶjrすっかり」「すべて」「のこら
　ず」などのそれぞれに当たる誉里方言も，本文心見出し語に付けた標準語訳に従っ、
　て，それぞれの項閉に個品に出ている。そこでこの嚢引を利用する場合，一つの見
　出し語に当たることでとどまらずに，その標準語と同義または類義の見出し語にも
　なるべく当たるようにして欲しい。ただし，このような不便をできるだけ少なくず
　るために，→（矢印）を用いて参照すべき見出し語（標準語）を示すよ5に努めた。
（7）　標準語から捜しにくい首里方言の扱い
　　標準語からでは検索しにくいような首里方言については次のように扱った。すな
　わち，沖縄臓有の事物を表わす首里方言の単語で，それに当たる標準語がないも
　の，あるいはあっても，あまり知られていないようなものは，適当な見出し語のと
　ころにまとめてある。その主なものは次のよ5なものである。
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　　種々の位階・役職の名…………一〉いかし、£位階〕
　　種々の料理の名…………………一〉りょうり　〔料理〕
　　種々の菓子の名一一■………………→ヵ、し［菓子〕
　　種々のおもちゃの名……………→おもちゃ〔玩興〕
　　詩歌。音曲の種類や名…………→うた〔歌〕
　　踊りの種類や名……………一・・→おどり〔踊り〕
　　織物の種類・織物の柄の名……→おりもの〔織物〕
　　着物の名…………………………→きもの〔着物〕
　　織機の部品・付属熾などの名…→はた〔機〕
　　神の種類や名……………………→かみ〔神3
　　神事に従事する者の名…………→しんかん〔神官〕
　　行事の名………4■■………………→ぎょうじ〔行事〕
　　植：物の名…………………………一〉しょくぶつめい〔植物名〕
　　魚の名1・一…………………………一→さカ、な〔魚〕
　　病気の名……………・…・・………→びょうき〔病気3
　　皮慮病の名………………………→ひふびょう〔皮虞病〕
　　しかし，これらに属する首里方雷であっても，それに当たる標準語がはっきりし、
　ているものは，その標準語によっても捜すことができる。たとえば「松」に当たる首
　里方書maag埴）はしょくぶつめい〔植物名〕によっても，まつ〔松〕によっても検出
　できる。
　　また，上記のほかにも，標準語がはっきりしているものでも，それぞれを独立の
　見出し語とすると同時にさらに最種ごとにまとめて重ねて鐵したものもある。たと
　えば，蛇の種類，せみの種類，竹の種類，紙の種類，傘の種類などの首里方言は，
　それぞれ；へび〔蛇〕，せみ〔蝉〕，たけ〔竹〕，かみ〔紙〕，かさ〔傘〕の項にも見いださ
　れる。
（8）　地名について
　　琉球列島の地名は，付録のr地名一覧」によって捜すことができるので，この索引
　には入れなかった。ただし，sjui＠（首里）のように，地名を含む複合語sjuiNCU⑪
　（首里人），s5uiku加ba⑨（首里方言）などが本文編に収録されている揚合はこの隈
　りではない。
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（9）　対応語について
　　この索引は標準語と意味的に対応する誉里方誓の索引であるから，音韻的に対応
　関係にある語でも意味が相違していれば，この索引からは捜すことができない。そ
　のような場會の音韻的な鴛応語を捜す揚合には，解説編の音韻の項を参照しながら
　：本文編から捜さなければならない。
614
あお
?
ああ（感動）　　？aa，？ak圭jo，　？a《lkijob，　haa
ああ（返事）　hil，　hNN，？ii，？NN
ああ（副）　？aNノ～旧いこう欝い「～aN？簸ka－
　N？ii／～思いこう思い　？aN？umiikaN？u－
　mii／～かこ5か？aNsawaNkaNsaWa－
　N／～したりこうしたり？aNsiikaNsii／～
　なったりこうなったり？aNnaikaNnai／～
　持ったりこう持ったり，～やったりこ5
　やったりmucikeekamikee
ああああ
ああん
　SjUN
あい〔藍〕
？aa？aa
hau／～と口をあける　haumika一
？ee／～を入れるかご？eediiru／～
　を入れるつぼ？eegibu
あいいく［愛育〕　nadisudati
あいいろ〔藍色コ　？ee？iru／～の型付け染め
　？eegata，？ee？uburuu／～のしぼり染め
　？eesib磁／～のもの？ee？irUU
あいこ〔絹子〕　’iinuu
あいさつご挨拶〕？eesagi．／～上手kanami－
　zooz’i／～の表現→？aQCUN，　cibajuN，
　cuu，　．cruburii，　hazimiti，　1〈anami，　？abu－
　kul，　？ixbukuiganasii，　？ubukuNzanasii，
　？ubukUNzaNsii，？waagici／　～もなく
　？aNneenasiku，？aNneenasini／～を返さ
　ないことbu？eesagi
あいじ〔愛児〕　kanaS圭Ngwa，　nasig’wa
あし、しょ　う〔6目イ生〕　　？eesjOQ
あいじょう〔愛惜〕sinasal〈i，　zooee，→な
　さけ／～のある人zooeemuci
あいしる〔藍汁〕／　～の泡？eenuhana
あいじん〔愛人〕　’NUO，　sama，　satu，　sa七U－
　mee，　sjura，一〉こいびと，じょ5ふ
あいする〔愛する〕　→kanas露N／愛される
　一〉　・？uNtasjaN
あいぜんこして〔相前後して］　？atuna圭sa－
　eina2
あいそ〔愛想］　？eesOO／～がいい　QCU？U－
　QsjagisaN／～のいい者？eesoomuci／～
　　よくkanaganaatu　r着？eeSUinijaa
あいぞめ〔藍染め〕？e錫umii／～を業とする
あいた（感動）　？aQkaa，？a（）gaεし
あいだ〔間〕　？eezat，　mii，　tanaka，？weeda，
　？weema，一＞maadu，　madu／～あいだに
　？weeda？weeda
あいたいする〔松対する］　→さしむかい／～
　　さま　taNka3撚aNkaa
あいつ　　？anih5爲a，？anuh．i　aa
あいて〔相手3　？ee雛
あし、｛こく　〔合憎〕　　｝）uh300si，　？irusigamaa－
　si，　1〈atagata，　mubaa
あいのり［相乗り〕　？ainuii1～の人力車
　？ainuiguru．　ma，　？ainuii
あいびき〔逢引き〕　sinubi／～するsinubUN
あいぼう〔相棒〕　9UU，→なかま
あいぼ頼相惚れ〕？eenu7vumi
あいま〔合閻3　madu，→あいだ／　～あいま
　に？weeda？weeda
あし・らしい〔愛らしい〕　？eeraasjaN，1〈ana－
　sjaN，　’N7．oosaN，　sj’urasjaN，　sjuuraa－
　s5aN，一〉かわいい
あし、ろう〔藍蜷纏　？eerOo
あう〔合5〕？aajUN，？atajUN，？icaajUN，
　？icajuN，　’jucaajuN，　geinajuN
あう〔会う〕　？ieaajUN，？icajUN，（敬語）
　，ugaRUN／会いそこなう？圭ceeha耳S3UN／
　会いにくい人？ieeegurii／～が畢いか
　，Nkeehanεし，’Nkee7”ira／～こと？ice⑱，（敬
　語）？wiicee／会えないこと？圭ceekaNもii
あえぐ〔喘ぐ〕　／～さま．己．hweehwee，　siisii
あえもの〔和え物〕　？u學ee
あえる〔和える］　？eejUN
あお〔青｝　migi？iru，111i7」iix’u，？oorUU
あおあおと．〔青青と］　？OOQ七eeN
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あお
あおい〔青い〕　？oosaN／　青くなった者．？i－
　runugaa／青くなる→？iyusjm鳳oos3u／
　脊くなるさま？irusoomoosoo
あおがえる［青蛙〕　？a七aku，，uu？ataku
あおぐ〔扇ぐ〕　？OOZUN
あおくさ〔青草〕
あおさ（植物名）
あおさび〔二三〕
あおすし’〔青筋〕
あおだいしょう〔青大将〕
あおだいず〔青大豆〕
あおだけ〔青竹〕
あおな〔青菜〕　？oohwa
あおにさい〔青二才］？oogeeniigleegwaa
あおのり〔青のり〕　？OOIIuuZ’i／～の一Pt　？a－
　asa，　？tnn2？aasa
あおば〔青葉〕　？oobaa
あおばえ〔青蝿〕？oobee
あおびかり晴光り〕？oobieai，？oob1cee
あおむく〔イ印向く〕　　→？ucagij王ユN
あおむけ〔仰向け〕maahwanaeaa
あカ、こ赤〕　　　？akεし，　？aka？iru，　　一一〉ま　っ｝う｝／　～
　の二人？uhumieinuQeu，→？aka
あか〔堀hwiNgu，→gahwara／～がた
　まっている者hwiNgaa，　hwiN9繊m脚
　jaa／～だらけhwiNgujoogaci
あかあかとこ赤赤と〕　？aka？akaatu／～．づ
　けるgiki？akagarasjUN
あかい〔赤い〕？akasaN／～th？aka？iru／
　～おべべbiNbiNjaajaa／～紙？欲akab呈，
→sjugami／～麹？akakoozi／～元結い
　？akamuutii／～もの？akaa／・Y夕臼？a－
　1〈atildaa／赤くなったさま？akamigeei／
　赤くなる？al｛anUN／赤ちゃけた髪の子供
？akabusjaawarabaa／赤ちゃけた髪をし
　ている者？akabusjaa，→？akagaNtaa
あかうし〔赤牛〕？aka？usi
あかがね〔銅〕　？akugani，→ど5
あかがわら〔赤瓦〕？akagaara
あかぎ〔赤太〕（植物名）？akagi／～の実？＆一
？ool｛usa
？aasa，　？umi？aasa
？oosabi
？ool〈azi
　　　　　　？oo？Nnazaa
　　　？（）omeしaエnii
？oodaki
1
　kaginum1エ（≧kuな
あかぎれこ輝3　hw2barl，？asiziri，，jUNzi－
　ri，　？asizirij’uNziri
あかげ〔赤毛〕？al〈agii／～のおかっぱ？a－
　kagaNtaa
あかさび［赤錆〕？akasabi
あかじ〔赤字｝　→？icaasikaNtii
あかす〔明かす〕？akasjUN
あかぞめξ赤染め〕　？aka多umii
あかつき〔暁〕　→あけがた／～に起きること
　？akagici？uki，→あさ
あかつきやみ〔暁闇〕　？akagicigurasiN
あカsつち〔赤土〕　？akaNca，　maazi
あかにく〔二二31naQsisi，　masisi
あかはδ〔赤恥〕？akahazi，→はし
あかはだか〔赤裸〕→まるはだか
あかはな〔赤鼻〕　？akabanaa
あかばむ〔赤ばむ〕　？akanUN
あかひげ〔赤ひげ〕？akahwizaa，？akahwi－
　zi
あかみ〔赤身3maQsisi，→あかにく
あかめがしわ（植物名）　’jamajuuna
あかめばる（魚名）？al〈amiibaju．
あがめる〔崇める〕　？agamijUN，→と5と
　ぶ／～こと？waagaml
あからがお〔赤ら顔〕　．？aka瞬raa
あかり．〔朋力斗り〕　？akaga圭
あがる〔上がる〕？agajuN，→nueagajUN，
　n sikajuN／（食べるの敬語）mi學eeN，
　？usjagajuN
あかるい〔明るい〕　→？al〈a？akaatu／～こと
　と暗いこと？akasakura＄a／～所？aka－
　 aシ明るくなる？akeejUN／すっかり明
　るくなる？al〈agaigikijuN
あかるみ〔明るみ〕？akag目
あかんべえ　ciNbeeru？akakoozi
あかんぼう〔赤ん坊〕？akaNgwa，？akaN－
　gwaa，　？jooii，　？jooiigwaa，　一＞siraQkwa／
　～の泣き声？Ngaa？Ngaa／～の遇す声
　’Nkuu
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あご
あき〔秋〕　？aci
あきだる〔空き樽｝　tarugaa
あきだわら〔空き俵3　hw圭ihwaa，　taaraguu
あきつ1ま〔秋津羽〕→？akezubaniNsu
あきっぼし、〔飽きっぽ㌧・」　？acih爲擬beesaN
あきない〔商い3？acinee，→しょ5ばい／
　　～上手　　？acineezoozi
あきま〔空き閲〕　→すきま／～ができ6．　mq－
　　dOOCUN／～を作るmadookijuN
あきめくら〔あ．き盲〕　？akim玲kwa
あきや〔空き家〕　’Nnajaa
あきやしき〔空き屋敷｝　，Nnajasiei
．あきらか〔明らか3　？aci．raka／～になる
　　？慕rawarij臓N
あきらめ〔諦め〕，jaSUNzi，？umieiri
あきらめる〔諦める〕，3aSUNzij“N，？umici－
　　jUN，？u塒inaglasjUN／あきらめきれない
　　→，watagurisjaN，こころのごり
あきる〔飽きる］　？acaga∫UN，　n圭rijUN，
　　？acihati5UN／飽き飽きcuhwaava／飽き
　　が早い？acihatibeesaN／飽きたらぬ？ad一
　　年araN／飽きてしまう仕事？acihaisigutu
あきれた→misinaakU，　mis三nata3kU，
　　misinataraaltu　reoodaa，　？acoodu
あきんど？acineeNcu，？aCineeSjaa，“→？a一
・あく〔空く〕　？aeUN，？ugijUN／空いている
　　畑’Nnabataki／～こと？ugix・i
あく〔開く〕　？aCUN，　hugijUN，　huraCUN，
　　→goorijuN，ひらく
あぐ〔灰汁〕　？aku，加guru
あくえん〔悪縁〕　？akUiN，→くされえん
あくじ〔悪事〕　？aku，　hwii，，janag’utu
あくしゅう〔悪気〕　’janaka多a，→くさい
あくしゅう〔悪習〕’janahuuzi
あくしん〔悪心〕　，jaRagul｛uru，，janazimu
あくた［芥〕　→ごみ
あくたび〔芥火〕？akutabi茎
あぐに〔粟国〕（地名）　／～の者？agttnaa
あくにん〔悪人3？akuniN，，janaa，→わる
　　もの
?
｝
あくび〔欠伸｝　？al〈ubi
あくまで　ziibUN／～もmaamadiN
あくむ〔悪夢〕’jana？imi
あぐむ　一？agunuN
あぐら　？aNgweedui，？aNgweeii，→｝lwi一
あくりょう〔悪霊｝　’janamuN　　　LrasaN
あくろ〔悪路〕　，janam1ci
あげこ上げ］？agi／着物の～neeci「i
あげがし〔揚げ粟子／？aNdaagii
あけがた〔明け方〕？ak頗ci，？akigata，→
　あかつき，よあけ／～の雲？akigumu／
　～の月？akagiciz量cuu／～の星？akagiei－
　busi
あげくのはて　→？u4UMi
あけくれ〔明け暮れ〕　？al〈il〈uri，　？asaju，
　？asajusa
あげさげ〔上げ下げ〕？agisagi
あけたて〔開け立て〕　．？ak圭kw圭i
あげどうふ〔揚げ豆腐〕？agidoohu
あけのみょうじょう〔朋けの明星］　，jookaa－
　busi　　　　　　　　　rかいほうする
あけはなす〔開け放す〕　？aldhanasjuN，→
あけひろげる〔開け広げる］？akihwirugi－
　jUN
あげまど〔あげ窓〕　hwicidu
あげもの〔揚げ物〕　？agimuN
あける〔隣蓬ける・明ける〕　？alrijttN，　huga－
　sjuN，　？irihugasjuN，　hurakijuN，　hwi7
　「akijUN，→giei？akijuN，ひ．らく
あける〔i空ける〕　？iihoojuN，　？iikeerasju－
　N，？ugusjUN，？utijUN／汁を～saalUN
　／あけて返すこと？ugirikeei．
あげる〔上げる〕　？agijUN，　nubusijUN，
　一→？usj批g呈jUN，さしあげる
あげる〔揚げる〕　？agijUN
あご£顎］　kakuzi，？utug’ee，？utugaku／
　～がすべすべした者？utuge6naNdur㍊u／
　～の骨の張った者habukakuzaa
あこう　（楠物名）　？usuku
あごひげ　sicahwizi
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あさ
あさ．k朝〕　？asa，　sutumit1／～軍く起きる
　ことsutumiti？uki／～の臼陰％sakaagi
あさ〔麻〕　？asa／～の着物？asaziN．
あざ〔癒3　sumi，　SUN
あざ〔字〕　→mura
あさい〔浅い〕？aQsaN，？asasaN
あさがえり〔朝蜻｝り〕　→？akagic宝mud魔
あさがおな（穂物名）？UNeee
あさぐもり［朝攣り〕　？asagu耶ui
あざける〔潮る〕　？a7yamUeuN
あさごはん〔朝御飯〕　sutumi七i．？ubUN，一〉あ
あさだ右［朝立ち］　？asadaci　　しさめし
あさづけ〔浅漬け〕袖？as晦ki
あさって鵬後R］？asa七i
あさっぱら〔朝っぱら〕　／～から？asaNnaa－
　ra
あさつゆ二二〕？asagiju
あざなこ字〕　？a多ana
あさなぎ〔朝凪」　？asaduri
あさぬの［麻布〕　？asanunuノ～のr種？aa－
　raNeee，　zoohu
あさね〔朝寝〕　？asani，→あさねぼう／～彊i
寝？asanihwiNni
あさねぼう〔朝寝坊〕．？asanaa，→ねほう
あさばん〔朝晩〕　？as呂baN，→あさゆう
あさひ〔朝昭　？agaieiiSta
あさましい三間しい〕？asamasjaN
あさまゆうま〔朝間夕間〕　？εしsamajuma
あざみ（植物名）　gibana，，Nzigieaa
あさφし〔朝飯〕　s礁timi嫉mUN，　sutumiti一
あさやけ潮焼け｝？asa？ak．eei　LMuN
あさ陣う〔朝夕〕　？asaju，？asajusa・？asa－
　Mεしju】ma，→あさばん
あさる〔漁る〕　？asagujuN，？asajUN．
あざわらい〔あざ笑い〕　？a7yarnuciwaree，
？a7yawaree
あし〔足〕　？asi，　hwisja，（敬語）mlhwisjq
　→？asihwisj3，／～がだるいhwisjada1’u－
　saN／～が強くなるkuNcuujuN／～の．製；
　が切れること？asizir圭，？asiziriju’　Nzir圭，
　’jUNZiri／～の甲hwisjanaa／～の力
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　？as呈doo璃hwisjazil〈ara／～の付け根の
　骨撫mu9熈／tyの無い者hwisjamoo，
liwisjamOokaa，　hwisjamool〈uu／～の細
　い考ciNeiNbisjagwaa／～の骨hwisja一一
　buniノ～の強がった者gooii／～の向くま
　ま→hwisja／～の弱い者？as1jOO，？asi－
　joobaa
あじ〔按司〕？aNzi，？azi，→？azibi，一㈱一
　ra，？U盛UN，　（敬語）　？aziganasli，　？a－
　ziganasiimee，　？aziimee，　？azimee，　？a－
　z玲ui／～の妻，unazara，（敬語）？aQtoo－
　mee，　？aQtooganasiimee
あじ〔昧3？azi／～が薄い？ahwasaN／～が薄
　　くなる？ahwageejuN，？ahwageeri5UN／
　～のよいもの？azikuutaa／～が足りない
　一一一〉｝cuc：isabi（≧saN，　sabiQsaN／～の足りな
　いものsabimUN／～の足りない吸いもの
あじ〔鰺］gagUN　　　　　　　　　　Lsabiziru
あしあと〔足あと〕　hwisjakata
あしおと〔足音〕
あしかせ〔尊墨1〕
あしくびこ足首〕
あしこし〔足腰〕
あしずり〔足ずりう　　　　　　　　　　　　一
　1’iSiYi
あした〔明饅〕　？aca／～の朝？aca？asa，
　？acasutumiti／～の晩？acajusaNdi／～の
　夜？acajuru
あしだ〔足駄〕　　tacibaa？asiza
あしなし促無し〕hwisjamoo，　hwisjamo－
　okaat，　hwisj’amookuu
あ．しならし〔足ならし〕　？aQcinaree
あしのうら〔足の裏〕　hwisjanuwata
あじみ〔味見〕　？azi，？ucuubi
あしもとこ足もと〕　一〉？agizii
あ　しょ壕っ〔タ｛三野野〕　　？asi300，　？asijOO｝〕aa
あしらう？asireejuN
あじろ〔網代〕　？aNIIumii，　cinibu，　soozi／
　～のnd種，wa2soozi／～の垣根cinibuga－
　ci
？asitu，　？asi？tttu
？asigurt捻ユa
hwisj’akubi
？asikusi
？adu寧iri寧2ri，　hwisja亭i
あぢ
あじ瓶・隊わい〕？aziwee，→ふ6み／．～
　がある一→kuubeesa誉／～のあるもの？a一
あす〔明暮〕　→あした　　　　　L．zikuutaa
あずかりもの［預かりもの〕→tui？a多まkee
あずかる〔預かる〕？azikaju．N，　sapakajuN
あずき〔小豆〕　？al〈amaamii，　mamami／
　～を入れた御飯？akamaamii？ubuN
あずきがゆ一〉？ul〈ee
あずける〔預ける〕　？azikijUN
あ．せ〔汗〕？asi，→hwizuyu？asi／～水流し
　て？asihaimi7，ihai／鼻にかく～hana？asi
あぜ〔畦〕　？abusi
あせかき〔汗かき〕　？asihajaa
あせばむ．k汗ばむ〕　？asigαnUN
あぜみち〔陛道］　？abusimici
あせも［汗疹〕　？asibu，　sabee
弔せり〔焦り〕、？・・igaci・→？a・ig・・in…圭
あせる〔即せ瞑る｝　samijUN
あせる〔焦る〕？asigaCUN，　→七aagusa／
　～さま→hatahata
あぜんとする〔唖然とする〕→miiNnabai／
あそこ？呂ma　　L～ことmiihaigutu
あそばす［遊iばす〕（敬語）　mi§eeN
あそび〔遊び〕　？綿ib量，一〉一mutaaN／～の盛
　んな村→？a麟biguni
あそびしごと〔遊び仕事］　？a寧ibisig’utu，　？a－
　sibisil〈uci
　レ
あそびともだち〔遊び友達〕？a學ibidusi
あそびにん〔遊び人〕　？a＄ibaa，？a争圭bjaa，
　’jurarijaa，　’」’uutee，　1〈watii
あそぶ〔遊ぶ］　？a鍾bUN／～ために忙しいこ
　と？asibi？icunasa／遊びほらけること
　？asibiburi
あだ〔徒〕　？ada
あだ〔仇〕　？ada，一〉かたき
あたえる〔与える〕　→やる
あたたかい〔暖かい〕nukusaN／～地方
　nukuguni／～所nukudukux’u／～年nu－
　kudus▽暖か．くなるnukubaajuN
あたたかみ〔暖かみ〕　一旬ukani
あたたまる〔暖まる〕　？a¢irijuN，　nul〈unu一
　N，　nukutamajuN
あたためかえし〔暖め返し〕’？agirasikeesaa，．
　？iNburasil〈eesaa，　tazirasikeesaa
あたためかえすご暖め返す〕　一＞tazirasjuN
あたためる〔緩める〕　？agirasjuN，　nul〈u一・
　mijuN，　nakutamij’uN，　一kamirasjuN
あだな〔あだ名〕？a4anaa，9．acinaa
あたま〔頭〕　g圭buru，＿一〉？atεしma，　giburu＿、
　9UU，　kamacl／～が重いこと　giburu一・
　？Nbuu／～で突き上げる　gicikamijuN／
　～にのせて運ぶ荷物kaminii／～にのぜ
　　るkamijuN／’y．のてっぺんhjuuruei／
　～をかかえこむ→tii／～を掻くことsira一・
　Ngaci／～をさげる→？uhukubi／～をな
　やます→？aNmasjaN
あたまでつかぢ〔頭でっかち〕　？uhugibura一・
　a，　？uhugibuTu
あたまわり〔頭劇り〕？atamawai，　gilりuru一・
　wal，　clzlwal
あたら　？a（≧tara，？atara
あたらしし、〔新しL、〕　　miisaN，　mii一，　sara」一一／「
　～家miijaa／～着物miiziN／～仕立て
　siNsitati／～もの　miimUN，　Sayamii一・
　mUN／新しく　miikuni，　miikUN
あたり〔辺り〕　hwiN，．ka艮，　lnaNgura，
　胴→CINPOO，　一nag籍
あたりまえ〔i当たり前3　？ataimee，　ZUN，
　→とうぜん
あたる〔当たる〕　？atajUN，→そうと5する／』
　当たらずといえども遠からずtuuja　nu一・
　1〈aN
あだん〔阿旦〕　（穂物名）？adalli，　？adaN／．
　～の気根？adanasi／～の葉？adaNbaa／．
　～の葉の草履　？adaNbaasaba／　～の葉
　のむしろ　？a．daNbaamusivu．
あちこ＄　？amakuma，？arikaakurika我，
　？N塒aku獄a，一今ほうぼう／～でちょこちょ
　こ仕事をするさま？Nmagasag’asal〈uma一．’
　gasagasa
あちら　→あっち
あ多らがわ〔あちら側〕　？agata，？amamuti
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あち
、あ右らこちら　→あちこち
．あつい〔暑い〕　？agisaN，→humieUN／～地
　：方？agiguni／～真昼mahUQkwa／暑く
　てふ5ふらい5さま？agijaahUujaa
．あつい〔熱い〕　？a¢isaN／tyうちに？agil〈OO－
　1〈OO／～もの（il、児語）？aeUU，？aQCUU／
　熱くする？agirasjuN／熱くなる？agil・i－
　jUN
あつい〔厚い｝？agisaN／厚く→butaaku
あつかい〔扱い〕　加Nzak馬→とりあつかい
．あつかう〔扱う｝　？agikajUN，→とりあっか
　　う／扱いにくい？agil〈eegurisjaN
．あつかましい→こうがん，ずうず5しいノ
　～者gix’anul〈aa？agii／～顔zira
・あっがり〔暑がり〕？agisa？umii　rjaa
・あっがる〔暑がる〕　／．～さま　？agijaahuu一
あつさ曙さ｝→humicl／～嫌い？agisa－
　kamarasaa／～で腐りかかったにおい
　humicikaza／～に負けること　humic1一
　maki／残暑’wak段ri？aφsa
あっさり　／～した人4aQtuu
あっち　？ama／～でもこっちでも　？iQpee－
　kuΩpee／～の方？agata，？ama購ti／
　～を読んだりこっちを読んだり　？anlaju－
　mil〈umajumi
・あっとうされる〔圧イ到さ；れる〕　？usaarijUN，
あっばい〔熱灰3？agibee　L→くっぷくする
あっぱくする〔圧迫する］　？usigikijUN
あっぱっぱ　　？ahahaa
あつまり〔集まり〕　surii，　etaeiisurii／
　～のあるさまsuriimaNdoo
あつまる〔集まる〕　？agimajuN，　，jujLIN，
　’jureej．ilN，　SuyijuN，　一｝takayijuN，　L　N
　しゅうする
あつめる〔集める〕　？agimijUN，　，juraa－
　sjUN，　suraasjUN，一〉とりあつめる
あつらえ？agiree，（敬語）？waagiree，→
　ちゅうもん
あつらえもの〔読え物〕　？agireemUN
あつらえる　〔霊了える〕　？ag捻eejUN，→ちゆ
　　うもん
あて〔i当て〕　？atま，切移imui，→みこみノ～
　がはずれる．？atikawajuNノ～がはずれる．
　ことmiihaNdaa，　miihaNnuu，　mi多imu－
　isooi／～にするgirnajUN，　tarugal〈ijUN
あてこすり　？uranucimunii，　？uranuci－
　munu？ii
あてずいりょう〔あて推騒〕　saQcuu，　ci狙u一
　？atigee，？a七igeehuu／～でものを言うこ
　とsaQcuumunu？ii
あてずっぽう　？atigeehuu，？atitlNpuu，
　？atitiQpuu
あて．つけがましく　’wacal〈oogeezi
あてる〔当てる〕　？atijUN
あと薮後〕　？atu，→らしろ／～になり先にな
　　り　？atunaisaeinai，？uaeekuuee／～の
　方がかえってよくなること？atumasai－
　gahuu／～をつけること？atu？wii
あと〔跡〕　一→？atu／tyを引いて流れること
　sieabai
あとあしこあと足〕　？atubisja
あとあじ〔後味〕　／～が悪い一〉，wiNturu－
kaasjaN
；あとあと　？atu？atu
あとおし〔あと押し〕？atrl？usii
あとかた〔跡かた〕　？atukata，　kata
あとかたづけ〔あと片付け〕　？atuka七a多iki
あどけない／～さま？atiQteeN／～もの
　？at・inasi
あとさき〔後先〕　？a七usaei
あとざん〔後産｝？圭ja
あとしまつ〔あと始末｝　？atukata雰ki，　g圭ki一
　もu己uki，一〉しりぬぐい
あとずさり　？atu＄izici，　tあと．もどり，し
　りごみ
あとつぎ．働継ぎ〕　？atugizi，　？atumi，→
　あととり，そうぞくにん
あととり〔跡取り〕　caQci，→ちゃくし
あとばらい〔あと払い〕sagai
あとめ〔跡理〕　？atumi，→あとつぎ
あともどり〔あと戻り〕　？atumudui，→あと
　ずさり／～する？UQceejUN
あな〔穴］　？ana，　hugi，　mii／～があいた
　ものhugimuN／～があく　hug圭jUN，
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　→goor呈juN／～だらけmiimiihuugaa／
　～をあけるhu9ε憾j媒N
あなあきせん〔穴あき銭3m2ihugaa
あなた11aa，？UNzU，？UNzunaa，→おま
　え，きさま，（敬語）kuma，　lnjUNZU，
　njUNzu，　nUNZU／～自身で？UNzukuru
あなたがた　？UNzunaa，→おま．えたち
あなとうと　？aatootu，？uutootu
あなどる〔侮；る〕　？u亭eejUN，，uuzuN，一→み
　　く．びる／ことを～ことkutロ？useei
あに〔兄〕？ahwii，’jaQcii，’jakunlii，晦一
　Za，，W呈kiga學ii多呂，（敬語）？umikiinUmee，
　？u瓶i睾i焔a，→？aQpii，　，wikii／　上の～
　？uhu？aliW圭i，？uhujaQeii／下の～？a－
　hwiigwaa／～と妹→，unaiwikii
あによめ〔兄嫁〕（敬語）？Ulllallii，？umani－
　mee
湯ね〔姉〕？aNgwaa，？NMii，　siizaunai，’
　’unai，　’winagU’sSi7。a，（敬語）？uminai，→
　　？abaa，　＄iiza／上の～？uku？Nmii／下の～
　？Nmiigwaa／～と弟一｝’unaiwikii／既婚
　　の～（敬語）？umanii，？umaniniee
あの　？anu／’～大きさの？aQpeeru／～く
　　らい→あれくらいノ～ころ？anul〈uru／
　　～高さ？adakiノん遠さ　？agatoo／　～時
　　？anutuci／～とし一→？anuca，？anujuca／
　　～長さ？anagi／～人？anUQcu，（敬語）
　　？ama／　～人たち？aQtaa／～辺？anu－
　　hwiN，　？amaril｛aa，　？arikaa／　”v　g　rk
　　？anumama／　nvllj　esS　？anihjaa，　？anu－
　　hjaa／僧ような？．aneertz，？anugutooru，
　　？aNgutOoru，．→？anu300／～ようなもの
　　？anugutooruU，　？aNgutooruiU／　～よう
　　に？anugutu，？aNgutu，→？anujoO
あのよこあの世〕　？anujuu，　giraikanai，
　　g’i1’eekanee，　gusjo’　o，　nirailscanai，　niree－
　　kanee，→しご
あばく〔発く〕？a遡wasjUN
あばずれ　baacira，　hoorlmuN
あばた〔下下〕　kμmuzaa，　kumuzi，　maa一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あふ
　za ／～のある者ku通uzaa，　maazaa
あばばばば・　？awaaw爲a
あばらぼね〔あばら骨］　sookibuni
あばらや．？abayaja　　　　　　「あらうま’
あばれうま曝れ周　→hwiNcaa？耳ma，
あばれもの〔暴れ者〕？amaimUN，？amajaa，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るあばれる〔暴れる〕？a撚ajUN　L一今らんぼう者己
あびせる〔浴びせる〕kUNcakijUN
あひる〔家鴨〕　？ahwiraa，？εしhwiru
あびる〔浴びる〕　ktzNeakajuN
あ嘩く　→あわ
あぶない〔危い〕？abunasjaN，？ajaQsaN，
？U！〈a’≠唐鰍≠m，→haNtasjaN，　kuuwee，
　，uei，，uciuci／～ふるまい，　tihwanawa7，a
あぶみ〔鐡　？abui
あぶら〔油・脂〕　？aNda，→しぼ5／～で揚
　　げる時の音caaracaara／～でいためる
　→いためる／～を煮たたせた鍋？aNdana－
　abi／～を入れるとっくり，？aNdadUQkui，
　→あぶらつぼ
あぶらあげ〔油揚げ3　？agidoohu
あぶらあせ崩旨汗〕　namasibai
あぶらいため〔油いため］caaraa，？iricii，
　→caNpuruu
あぶらかす〔脂かす〕　？aNδaka謙
あぶらがめ〔油がめ〕→あぶらつぼ
あぶらぎる［脂ぎる〕　？aNdamaajUN
あぶらぐち〔油1：1〕→おせじ，かんげん
あぶらさ’ら〔油皿〕　sizici
あぶらぜみ　naabikacikaeii
あぶらっこい〔脂っこい〕　？aNdazuusaN／
　　～さま　？aNdabutubutu
あぶらつぼ〔油壷〕　？aNdagibu，？aNdadUQ－
　　kui
あぶらみ〔脂身〕　？aNdabutubutu，　siru塒i
あぶらむし〔油虫〕hwiiraa
あぶらや〔油屡〕？aNdajaa
あ、ぶる〔表る〕　？abujUN，？aNZUN
．あふれる〔溢れる〕？aNdijUN／漏れさせる
　？ NdasjuN
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あべ
あべこべ　？uτahara，→さかさま
あま〔阿魔〕　，jumuwinagU，．→おんな
あまい〔甘い〕？amasaN，→1〈，waNgwaa－
　raasjaN，あまみ／～もの？alnamuN／
　甘くなり過ぎる？amabirijUN
あまがさ［雨傘〕　？amagasa
あまくだり〔天降り〕　？amari，？am鼠？u璃
　？amooi，　？amoori，　？amori
あまぐも〔雨雲〕？amigamu，→．．くろくも
あまごいこ爾乞い〕　？amagui　fあまやどり
あまごもり〔雨こもり〕　？amihuigu瓶璃→
あまざけ〔替酒〕？UNsjaku／’～の一種？a一
あまじお〔賛塩〕？amaZuu　　Lmagasi
あ蛮じたく〔購支度〕　？ainihuizitaku
あます除す｝　？amasjuN
あまだれこ爾だれ〕　？amidaimi7，i
あまどこ爾戸〕　hasiru
あまのがわ〔天のJl［］　t1Ngaara
あまのじゃく　？amagaku，？訟ma騨k鼠a
あまみこ甘味〕？amami，一〉あまい
あまみおおしま〔奄美大島〕　？uusima
あまみぐんとう〔奄美群島〕　→mic沁烈sima
あまもよう〔繭模様〕？am短｝ujuusi
あまやかす〔甘やかす〕　→kwaNgwaaraa－
　sjaN／甘やかして育てること→tuitaka一・
　もee
あまやどり〔爾宿り〕　／～する→1｛waQkwi一一
　」騰N
あまり〔余り〕？amai，→よぶん
あまりものこ余りもの｝　？amailllZIN，　，juu一一
　？amai，→よぶん
あまる〔余る〕　？amajUN
あみ〔網］　？amiジ→？abuikuu
あみがさ〔編笠〕？amigasa，？aNzasa，→ふ
あむ〔編む〕　kunuN　　　　　しかあみがさ
あめこ雨〕　？ami，→simu／～が上がる・ha－
　rijuN，　hjaag’ajuN，　一＞sasanuN／　一vrb｛
　降りこむこと？uei？ami／～が降りそうで
　ある？amihuigisaN／～と露？a】〔nigiju／
　～の霊園となるもの？amin’anii／～の降
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　りそう．な気配？amimujuusi／冬の冷たい
　ev　SIMU
あめ〔飴］？amei
あめかぜ〔雨風〕　？amikazi
あめふり〔雨降り〕　？amihui，？utiN／～続．
　き？apaihuigiziei／～のあと？amihuinu一一
　？atu
アメリカ　？ami蝋ka
アメリカ人→？amiyikaa
あやうく〔危：うく〕　huda，　hudagasi，　huda＿
　ganasi　’jagati
あやかる　？ajakaajUN
あやしい（怪しい〕　hWirumasjaN／～音・
　→cigU七U／～こ二と　→？usaN
あやす　　sikasjuN，　亭i寧ika鼠sjUN
あやふやである　haNtasjaN
あやまち〔誤ち〕？ajamaci，’？ajamai，？a－
　jama2gtttu，　？ajamari，　baQpee，　husuku
あやまり［誤り］　→まちがい
あやまる〔謝る〕　？iiwakijUN，→？iiwalgi，
　’waQsa，　’waki
あや索る［誤る〕　？ajamajUN，→まちがう
あゆむ〔歩む〕　→あるく
あら（感動）　？ai，？aki，？akijOO，？ane，
　？iQcaa，→あれ／～まあ　’ee？i（｝eaa，？a－
　1〈itoonaa
あら襯〕？ara，？ara一
あら〔荒〕？ara一
あら〔萩〕？arεし一
あら～参．ら　しし、〔荒荒しL、〕　　一〉？araci・　73aa一一
　hwee，あらっぽい／～返事kuhwahwizi／
　荒荒しく拒絶することkuhwabanii
あらい〔荒い］　？ayasaN
あらい〔粗い〕　？arasaN／～もの？araa
あらいがみ〔洗い髪〕　？areegarni，　？aree－
　1〈arazi’
あらいこ〔洗い粉｝　cuuz沁易kUU
あらいもの〔洗い物〕　？areemuN
あら．うこ洗うコ　？arajuN　　　　　　　　　「ま
あらうま〔荒馬〕　ku　ljaa？Nma，→あばれう
あわ
あらがう　→あらそ弓．
．あらかじめ〔予め〕meekaniti，→かねて
あらかせぎ〔荒かせぎ〕　→？aramooki
あらさがし〔あら探し〕　miimiikuuzii／～す
　るさまmiinucihananuci
あらし〔嵐〕　？arasi，　kazihuei，？uukazi
．あらしごと慌仕事｝　？arasigutu，？arasi－
　kuei
あらす〔荒らす〕　？arasjUN
あらそう〔争う〕　？ayagaajUN，　？arasau－
　jUN，→きょうそう，たたかう
あらだてる慌立てる］？aradatijUN
．あらたに〔新たに〕　miikuni，　miikuN
あらたまる〔改まる〕　？aratamajuN
あらためる〔改める〕　？aratamijuN，　hwici一
　’noosjuN，　一＞tuinoosjuN
あらっぽい〔荒っぽい〕　七ii？arasaN，→そぼ
　　う，あらあらしい
あらなみ〔荒波］？aranami
あられ〔霰〕　，juci／～と冷雨，jucisi凱U
あらわ〔露わ〕　／　～にする　？arawasjuN，
　hajUN／～になる？arawarijuN
あらわす〔現わす〕　？arawasjuN
あらわれる〔現われる〕？arawar圭jUN
．あり〔蟻］　？ai，（小児語）？a敷00／～の一
　種sasi？ai，　sasi？ajaa
ありあけのつき［有明けの月〕　？akagiciz圭一
　euu
ありあわせ〔有り合わせ〕？aee，？aiee
．ありか〔在処〕　→ありばしょ
ありがたい　→nihw．ee，學idigahuu，亭iduu－
　gahuu／～こと　？ari塞a七eekutu，　？uugu－
　tu
ありがためいわく〔ありがた遂惑〕cimu一
　？ii’i
．ありがとう　kahuusi，→nihwee，瓢diga－
　huu，　geidungahuu
．ありさまξ有様〕　？arisama，　sikata，　si7■　a－
　ma，　ta益ari，一〉ていたらく，ようす
ありったけ　→ある，のこらず
あり．のまま／～の姿ZUN學igata／．～の人
　’？aaraNkaa
ありばしょこあり揚飯〕　？aizu
ありもしなし・こと　？ara7yaraNl《ut・u
ある〔有る・在る〕？aN，（敬語）saajUN／～
　だけ．？aru？uQpi，？aru？UQsa／～だけで
　すます人？al’u？uQpii／～もの全部（～も
の郷・もの，ありったけ）？arukasiruka・
　？ r耳muNneeNmUN，もakitutuum圭，→の
　こらず／ありそうであるzurlee　neeN／あ
　りもしないこと？ara塾araNkutu／で～
　→である
ある〔或る〕　？aru
あるいは？eenee
あるきはじめ〔歩きはじめ〕　？aQcihazimi
あるく〔歩く〕　？aQCUN，？εしju．nUN，（敬i語）
　？wa歌cim坤eeN／～こと　？a（≧ci，（小児語）
　？aaQca，？aΩca／んさま→90NgON／～人
　→一？aQcaa／～練習？aQclnaree／歩ける
　ようになる→1くUNCuujUN
あるじ〔主〕nuusi
あれ（感動）　？ane，？aNdee，→あら／、rvま
　あ？ane？ane，？aNmajOO，？iQcaakUQeaa，
　saQtimusaQ七圭mu，，waa？aa／～よあれよ
　？ari？arii／あれえっ？akisamijOO，？a－
　Nmajoo
あれ？ari／～がいいこれがいい？arima－
　saraakurimasaraaノ～くら1，・（～ほど，
　～だけ）？ahwi，？anusjaku，？aQpi，
　？aQsa／～くらし・の？ahwina，？aQpeeru／
　～これ　？凱ri5aakur呈3aa，　1〈ariku1’i／　～こ
　れ思いなやむさま？ari？u1癖ikuri？u1瓢i／
　～これとさわるさま？ar圭saaikurisaai／
　～だけの長さ？anagi／～つばかり？ahWi－
　gwaa，　？aQpigwaa
あれち〔ヲ寵れ地〕　？alriei，　hagimoo，　→moo
あれの慌れ野〕→あれち
あれはてる〔荒れ果てる〕　？乳riha晦UN，　sa－
　boo「ijuN／荒れはてたさまsaboorikaa
あれる〔荒れる｝　？arijuN
あわ〔粟〕？awa
あフわ〔泡〕　　？aa，　？aabuku
あ近いこ淡い〕　→うすい
あわさる〔合わさる〕　？usaajUN，？usjaa一
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あわ
　juN
．あわせこ袷〕？aasimUN，？aasiziN　rかがみ
あみせかがみ〔合わせ鏡］　？aasil｛agaN，→
あわせる〔合わせる〕　？aasjUN，？圭caa勇UX，
？ucaasj’uN，　？usaasjuN，　？usjaasJ’uN／
　合わせもつこと？uceekanee
あわせる謡わせる〕、？ieaasjUN．
あわつぶ〔粟粒〕？awagizi
あわて6の〔あわて者〕　一｝そこつ
あわてる　？awa七ijUN，　dumaNgwijuN，　sa－
　wazuN，　sjoonug‘ijuN，　zamadujuN，　一〉
　うろたえる／～さま？awatinool’i，？awe－
　esj’ukwee，　zamaduikaa，　zamaduikaa－
　dui／あわてさせるdumaNgwasjuN／あ
　わてふためいて走ること　？asimarubi，
　？as2marubitiimayubi
あわもり〔泡盛〕　？aamui／～を水で劉って
　かんをしたもの’juucuu／～を水で割っ
　てかんをしたものを入れる器’jUUCUUZu一一
あわれ〔哀れ〕muzoo，→？awari　LUI｛aa
あ考）れ（感動）　？al〈ijo，？awari
あん〔鱈〕　？aN
あんがい磁瓶3？aNg’wee，？u翻倒uhuk翫
あんこう〔鮫鱒i〕（魚名）　1〈amaNta
あんじ〔按司〕　→あじ
あんじがお〔案じ顔］　munznnigau
あんしょう〔階唱］　hanasibuku
あんしょう〔暗礁〕→hwisl
あんしん〔安心〕　→こころづよい／～する
　一＞kul〈uyu，　？uhu？uminaaku，　？uminaa－
　ku，やすんずる／～であるkukurujaQsa－
　N，　elmuzulTsaN
あんずる［案ずる〕　→しんぽい
あんた　一〉あなた，おまえ
あんぢゃん　？aQpii，→あに
あんどん〔行燈｝椥uru，→kagしduu毘
あんな　？aneeru，？anugutooru，？績N竃U－
　tooru，　？aNna／　～eこ　？anugutu，　？aN，
　？aNgutu／～に多く？asal〈ii／～に高く
　？adakiノ　～に遠く　？agatioo／　～に長い間
　？aNnagee／～に長く？anagi／～もの
　？anugritooruu
あんない〔案内〕　？aNnee，（敬．語）　→mju－
　Ngikee，　nUNgikce，？UNgikee／～を乞う
　ことrntmusixari
あんのじょう〔案の定〕　masagagutu
あんばい〔按配〕　？aNbee，　kagiN，（敬語）
　？waaNbee
あんま〔按摩］？aNma，　kusi七a£aci，→tii。
　mimizi，（敬語）mikusiugaN，　m量S圭iugaN
あんまとり〔按摩とり〕．？aNmatui
あんまり　？aNmadi，？aNm鼠ri，　duku
あんもち〔鱈餅〕　？aNmuci
あんよ　？aaQca，？aQca
あんらく〔安楽〕　？aNraku，→らく／～に
　rakurakutu
い
い〔胃〕？ii，？uhugee
い〔藺〕’ii，→biigUii，？00tUUZiN，　SaCiii，
　tuuziNii／～で作ったぞ5り’i圭saba
い〔刻’2i
いあん〔慰安〕nagusami
いし、　，ii一，，jutasjaN，　masi／～相手？ee－
　tu／～圭安酋己，ii？aNbee／～縁組，iitacinaa－
　ka／～加減なや．り方haNtagaki／～考え
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，iikaNgeeノ　～気，iicii／～機会，iibaa，　，i・
basju，，iihjoosi／～気持ち，iicii，，iikuku一一
ci／～景色，iiciici／～子，盤Qkw駐，，iQkwa，
→，鰍浮汲≠＝ilcu／～こ二と，iikutuノ～仕事，ii－
wa4a／～正月，iis300gwag▽～商売，i呈一
？aeinee／ty勝負，ilsjuubu／～職業　’iiwa－
4a／～知らせ，iisirasi／～天気，ii？waa－
gici，→ZOO？waagici／　～隼をしながら
いか
　→，lucanumUN，　tusinamUN／～：友達，ii－
　dusi／～仲，iinaaka／～習わし，iihuuzi／
　～においkabakaga／～H’iihwli／～人
　，iiQcu，，iQkwa／～風釆，iihuuzi／～物
　，iiMUN／　　～夢　，ii∈～lmi
いいあてる〔『言い当てる〕　？ii？atijUN／言い
　当て遊び？akasee
いいあらそい〔好い争い〕　？eekwee，？igaa一
　i，？lgaahai，？iikwaaee，→いさかい，う
　んそう／言い争5さま？iriwaikaawai
いし、え　　，iiii，，NNNN，，OOOO，，UUUU
いいおき［言い置き］？ii？uci
いいおく薮言い置く〕　？ii？LICUN
いいかけ〔言’いかけ〕　？iikaki
いいかける〔喬いかける〕　？iikakijuN
いいかた〔醤い方〕munu？iika七a
し・いすぎ〔言い過ぎ〕　？iigwaasa，？iiQkwa，
　？iisizi，　1〈waguN
いいすぎる〔言い過ぎる〕　？蓋亭圭zi5UN
し・いそこなう〔言いそこなう〕　？i．ijaNZUN
いいたいほうだい〔言いたし・放題〕？i1busja－
　hUNdee，？iibusjakaQtii，→たいげんそう
いいだす〔言い出す〕　？ii？NzasjUN　　しこ
いいたてる［言’い立てる〕　？iitati3UN
いいつけ〔言い付け〕？iigiki，→めいれい
いいつける〔言い付ける］　→koo，ざんげん，
　つげぐち，めいれい
いいったえ嗜い伝え〕gitee，？ikutuba
いいなおす〔欝い直す〕　？iinoosjUN
いいなずけ〔許嫁〕　saki】［nui／～となる錘一
　mas］uN
いし、ぬける〔言’い抜ける〕　？iimaarasjUN
いいのがれ〔言いのがれ〕　1｛ucimaai，1〈uci－
　miguil→いいひらき，．いいわけ
いいのこす〔言’い残す〕
いいはる〔幽い張る］
　？iihai
．いいひらき〔言い開き〕
　のがれ，いいわけ
？iinul〈usjuN
？iihε噸UN／～こと
？iihwirac呈，一→いい
いいふらす〔言いふらす〕？iihwirugijUN
L、し、ぶり〔1雪’、・振り〕　hiunu？ii七anari
いいぶん〔欝い分〕？iibnN
いいまかす〔言’い負かす〕？iicikuna麗3UN／
　縫い負かし合い？ii溝aka罪e
いいまぎらす〔習’いまぎらす〕　？iimaara－
　sjuN，　？iimaNgwasjuN
し・いまくる〔言いまくる〕．？iicikunaasjuN
いいまける〔言’い負ける〕　？iimakijuN
いいまおがい〔言い間違い〕？iimaeigee
いいよう〔言いよ5〕　？iijOO
いいわけ〔払いわけ〕　？iiwaki，→いいひら
　き，こ5じつ，しゃくめい，べんかい／
　～を言う？iiwakijuN
いいわたし〔欝い渡し〕？iiwa七asi
いう疇う〕　？jUN，（敬語）miseeN，　mju－
　NnjukijuN，　nuNnukijuN，　？uNnjuki－
　juN，？uNnukijuN，？wiisim坤eeN，→つ．
　げるノ～なり→111a111a／～までもない→
　？juuniN？ujubaN／言’、・ながら泣くとと
　munu？ilnaei
し、え〔家：｝　　，jaa／　～ごと　ci取eekazi，，jaaka－
　zi／～と家財，jaaka霧ai／～にこもること
　，5aagumai／～にこもる者，jaagumajaa／
　～の建築，」＆agukui，，5aa多ukui／～の前
　面m的guci／～の中，jaanu？uci／～の
　普請’jaabusiN／一一つの～に暮らすこと
　，jεしaもiigi
いえで誕家出〕？NzihaNgwl，一〉しゅっぽん
いえやしき［家屋敷〕　’jaajasici
いか〔鳥賊〕？ica，？ika／～の一種kubu亭F
　mi／～の塩辛？ieagarasju／～の墨？i－
　caRul〈uvi，　kuri
いかい〔位階〕kuree／～名・役職名など
　？akugami，　？aNzi，　？asatabi，　？asitabi，
　？atai，　？ataipeeeiN，　？azi，　？azimee，　？a－
　zizituu，　buNniN，　gigucij’ul〈uml，　ciku一・
　duN，　eikuduNpeeeiN，　eikusazi，　eiNsja，
　giree？akugaN，　gujuuhwigi，　hana？ata2，
　hanatai，　一hjaa，　hwieoonusidui，　hwi一・
　Qsja，　hwiyajakuniN，　hWiranusiuba，
　？iQpoornuci，　’jama？atai，　’3’amabuzoo，
　’jamat・ai，’’”jamatujul〈umi，　’jukumi，
　’ju．nunusi！juNeu，　kasirajaku，　1〈oosa一
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1いが
　ku，「　koosakuS～a七εし呈，　　kukuru多iki：｝耳kτ達，
　kumigasira，　kurajaku，　1〈uratai，　niazi一
　．rieoo，　munubuzoo，　muragasira，　nihoo－
　muei，　一nija，　一njaa，　nusidu1，　’oozi，　pee一
　・ciN，　roosuuzituu，　g．　aazi，　sabakui，
　．saNsil〈waN，　sasinusuba，　sattmusi，　sa一
　’tunusinumee，　satzmusipeeeiN，　sazi，
　fsii，　sidupeeeiN，　siQsii，　simamuci，　soo－
　sigui，　suueici，　suudee，　suugasira，　suu一一
　goesaku，　suugoosaku？atai，　suuzituu，
　’til〈ugu，　tueinu？ilhujal〈uu，　tumaizltuu，
　’tuNei，　？uduN，　？uhueiku，　？u’huja，　？u－
　lhujaku，　？uhu3‘akuu，　？uhunusl，　？uku－
　reeoozi，　？uhusidubi，　？umunubuzoo，
　？umurunusidui，　？LiQei，　？uQcigasii，　’u一
　，dulbuzoo，　’uuzijukumi，　？weekaNcu，
　’？weel〈ata，　’waeieiku，　’waeiz2tuu，　zasi－
　eisjuu，　zeebaAT，　zidee，　ziigasira，　ziNmi－
　jaku，　zit．udee，　zituu，　zttuguniNj’aku，
　zuugumNsjuu
いがい〔以外〕kuutu’
…いがい〔意外｝？um呈inuhuka，→おもいが
　　けない，きたいはずれ
馬・かが→caa
lし、カ、け　　kuu，　naabinakuu，　Raabinukuu
’し、カ、｛ナや〔いかけ置〕　kaN多eeku，　kaN7yee一
’kuu，　naabinakuu，　naabinukuu
己いかす〔生かす｝？icikijuN，？ikasjUN
・いがた［鋳型〕　？激ata
．いかなる　？icaru，？ikaiia，→どんな
馬いかに〔如．ｽに〕？i㈱／～しても？ikanasiAT，
　　→どう
㌔いかにもdaNzu
｢かばかり？ikira，　camlsi，　J．eamisika，
　　canusjaku，→どれ
．いかり〔怒舅～ケリっぷく
・いかり〔錨〕　？i｝（ai
迄いき〔患〕　？i圭ci／～が切れる？icizirijUN／
　　～とあくび？iici♀akubi／～をつぐこと
　　？iicigeei／～をとめること？iielgUN
いき［意気〕　？iziri．
いき〔行き〕 ？ ci
いきあう〔行き会う〕　→あ弓　　，
いきうつしこ生き写し〕　gil’atiigi
いきおい〔勢・〕　？icui，　s愛
いきかえり〔行き嚇｝り〕　→おうふく
いきかえる〔生き返る］　？icigeejUN
いきぎも〔生き胴namazimu
も・きぐるしし・〔息苦しい〕　？ieizirasaN
いきごみ〔意気込み］　／～がよいことci一一
　hwee．
いき．ｷぎ〔行き過ぎ〕　？三ci瑚zi
いきすぎる〔行き過ぎる〕　？icigizijUN
いきずり〔行きずり〕？icisiri／～の？ic攣一
　jUl－1
いきちがい〔行き違い〕？圭ceec呈zee
いきづまる〔行きづまる〕
いきとどく〔行きとどく〕
いきどまり〔行きどまり〕
いきなり　→きゆ5に
いきぬき〔息ぬき〕
きのこる牲き残る｝
　liukujuN
いきむ？icanuN，
いきもの〔生きもの〕
いぎょう〔遺業〕．”jugiri
イギリス
いきりSう〔生霊3
いきる〔生きる〕
　？ieiQeu
gici？ata』葬じ【N
？icitajuN
eiei？atai
？iicigeei
　　　？ic呈ntIlくujUN，　S圭ni一
一一r？lcaNpai
　？ic呈muN
？iNcir圭i，？量Nziri圭
　　　　　　？ieimabui，　？ieizama
　　　　　？iciCUN／生きている人
　　　　　　　　　？meN￥eeN，
　　　先？ikusaci，→？aQkukata／
　　　　　　　　　　　くい？icigatanasaN／行き
　　　　　　　　　　　　　　　　行ったり帰ったり
　一＞tUNmudujaa／行ってしまうcii？ieUN，
いく〔幾〕？iku－　　　　　Lkee？iCUN
いきわかれこ生き劉れ〕　？圭ciwakari
いきわたる〔行き渡る〕　tuujUN
いく〔行く〕？圭eUN，→？aQeUN，　eUUN，
　（敬語）？i通eN＄eeN，　meeN，　m◎OjUN，
meNseeN，　？m N￥eeN，　？ueeeimlseeN／’
～ 　　　　　　　　　　　　～末’ju－
k宝島i／行きに
着く所glcikuci／
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いじ
いくかい〔幾回〕　一→なんど
いくさ餓〕？ikusa，一〉たたカ・い
いくさぶね〔いくさ船〕．？圭kusabu筑呈
いくに〔意気地〕？iziri／～がないbitaraa－
　sjaN，→いくじなし
いくじ：なし（意気地無し〕　bitataimuN，　da－
　yu馬→いくじ，だじゃく／～の子→？a一
．jaa？uujaa，　？aNmaa？uujaa
いぐち〔兎唇〕　嘆bee
いくつ｛幾つ〕　？撫ugi
いくにち〔幾ロ〕
いくにん〔幾人〕
いくばん〔戸山〕
いくひろ〔幾尋〕
L・くまフわり〔幾回り〕
いくら　cahwi，　caQsa／～でも
　eaQsaNkaQ．saN
いけ〔池〕　？iei，1｛Uinui！～の端1〈Lnnuibata
いけいれん〔胃けいれん〕　kamiei，→kami－
　rarijuN／～の持病のある者1〈amixarijaa
t、藍ナカtき　〔生け垣：｝　　→1〈εしei
．いけどり£生けどり〕　？ieldui
も、けばな〔生け才茗｝　「Bicibana
いける〔生ける〕　？icijUN
．いげん〔威厳〕　kwahwi圭／～のあるさま
kwaNl〈waN，→おもおもしい
：いけんする．〔意見する〕　→？iciN，　soodaN
．いご〔以後〕　？igu
→なんにち
→なんにん
・　？ikujuru
？ikuhwiru
　　　？il〈umaai，？ikumigui
　　　　　　　　　　eaQsaN，
t・こい〔憩い〕　→きゆ5そく
．いこう〔威光〕．hwikari，？uhwikari
・いこう〔野畑　？iikaa
いこう偲う3→やすむ
．いここお〔居ごこち〕　，iigukuci
・いこつ〔遺骨〕　kugi
．いざ
いさい〔委細〕
・いさかい
　Ls
いざこざ
dikajo，　dii，→さあ／～いざdikadika
　　　　　？i＄ee，→しょうさい
　　mUNdoo，　naNzuu→いいあらそ
　　　　　　　muNdooliwiNdoo，→もんちゃく
いさみたつ〔勇み立つ〕　？isamitaCUN
晃いさめる　→？iciN，ちゅうこく
いさり〔漁〕　？i多翫i
いざり〔膝行〕　gibinizirii，　gibiSUNcaa
いさりび〔漁火〕．？igaibii
いさん〔遺産3　，ju7■il’i
いし〔石〕　？isi／～のある小坂？isikubiy2／
　～め一種maa？isjaa／～の舗道？isimici／
　～の門？isikabuizoo，？isiZOO
いじ〔意地〕　？izi，→かたいじ／～がわるい
　→いじわる／～ですること→siiganee，
　siiganeesii／～のある者？izaa，？lzizuu・
　？iziZUUmLIN．f’～を張る者gaaZUU
いしうす〔石臼〕　？isi？UU4i
tsしカ｛き〔石垣〕　　？isigaci
いしがこし、〔石照い〕　？isigakUi
いしがっせん〔石合戦〕　miimaaraal〈uu
いしきりば〔石切揚〕／～の穴？isi？ana
いしく拓工〕．？isigeeku，？i　si　7．　eekUU
いしころみち〔石ころ道〕？isikakaraa燃ici
いしだん〔石段〕　？isikizai
いしどうろう〔石燈籠〕？isiduuruu
いしなご？isinaguu
いしばい〔石灰］　？isibee，　sirahwee
いしばし〔石橋〕　？isibasi
いしぼとけ〔石仏〕？isibutuki
いじめる　MimiZUN，　sigiki3UN／いじめて
追い出す？ibiyi？NzasjuN
し、しや〔石屋］　？isi多eel〈U，？isi4eekuu，
いしゃ〔医者］　？isja
いしゅ． k意趣〕？isju
いしゅうする〔蝟集する〕9砺Umuju璃　→
　あつまる，たかる
いし．よう〔衣裳〕　eiNeihwada，？圭sjoo，（敬
　語）？W三is300，→きもの
いじょう〔異状〕　（体の～）sawa呈
いじょう〔以上3？wli
いしょうばこ〔衣裳箱〕kee，（敬語）’Ncee
じる　mutabUN，→さわる／いじりまわ
　すさまmutaaNhwitaaN
いじわる〔意地悪〕　，janasimuci，　→k：U
　Nzoo／意地悪く邪魔する看？akumahu－
　kurugi／～なことを言う．さまmiintteiha’一一
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し・じ
　nanuei／～な女gizaa／～者？akuma，
　kuNzooMuN
いじん〔偉人〕Qellgaw．aiimuN，　suguriNeu
し、す〔捺子〕　　　，ii
いずみ〔泉〕　？iZUN，，waku
いすわり〔居すわり〕sicitaku，→いつく
いせし・〔威勢〕　？isii／～をつけるgaajUN
いぜん〔以前〕hweekU，　kUNnagee，一〉ま
　え／～から→hweeku，まえまえ
いそいそ　？iQsuikaQSu白
いそがしい〔忙しい〕　？icunasaN，→たぼ5，
いそぎ［急ぎ］　？isuzi，　tadeema　しせわしい
いそぐ〔急ぐ〕　？awatijUN，？iSUZUN／急い
　で→SOOSOO／いそがせる→せきたてる
いた〔板〕　？ica，？ita！～のふすま（引戸）
　nal〈abasiru
いたい〔痛い〕　，janUN，→？a（lgaa，？aQkaa．
いたいたしい〔痛痛しい〕　？icasaN
いたきれ〔板切れ〕　？icaziri
いたじき〔板敷き］　？icadataN，　karajuka
いたずら　biQsee，　gaNmari，？i七azira，
　一pautaaN，　’waeaku，　7一＞tiigoo，　tiimu－
　taaN，　tiinugaNmari，毛iNca塒a／～した
　　りからかったりすることbiQ脚ekarakee／
　～するtibeejUN，’waeakujuN／～っ子
　’janawarabi，　tiNeamaa
いただきもの［いただき物〕　？utabim三七e－
　mUN，→もらいもの
いただく　kamijuN，　錘dijUN，→はいりょ
　　5，もら5
いたのま［板の間〕　k歌rajuka，→いたじき
いたべい〔板塀〕hwiigaei
いたまえ〔板前〕　hooeu．U
いたみ〔痛み〕→？ucijaN
いたむ〔痛む］　？i七anUN；，janUN，→kami－
　　rarijUN／ひりひり～　hwiiraCuN／　～さ
　　g　hwisihwisi
いためる〔痛める〕　，jamasjUN
いためる〔妙める〕　？圭riCUN，　tasljUN／い
　　ため御飯tasijaa？ubuN
．Vsち〔1。一一］？ic圭，己城gi，　eu一／～の糸，uu一
　7yh－u
いち〔市〕　maci／～で一番立派な品maei－
　 as raノ～のある所（市場）maeinumee／
　～からの帰りmaeimudui／～の使用料
　macigaltee／～の掃除maciSQozi／～の掃
　除入macisooZii／～のそばmacibata
し、ちし、＄　　　？iei？ici
いちがつ〔1月〕　？icigwagi，　sjoogwagi
し、ちげき〔一撃〕　cubaci
し、老5こ〔市子〕　　，juta
いちごこ一期3　？icigU，→いっしょうがい
い＄ご〔苺〕　？icubi／～の一種，jahha？iCtt－
　bi，　taka？ieubi
いちごう〔1合〕　？ieigoo　　　「nakamui
いおごうます〔1合枡〕　？icigoonakamui，
い右ざ〔一座〕
いちじ〔～字｝
いちじ〔一事〕
いちu’［一時〕
　tanuhaNsi，→haNsi／～のよう
　eut bukurasja
いちじゅん〔一巡〕加瓢igui，→ひとまわウ
いちぜん〔一膳〕　hUNpaN
いちぞく〔一族｝→いちもん
し、ちだし、〔一代〕　　？icldee
いちだいじ［一一大事〕？icidaNfialcutu，？iei－
　deezi，　？icideNnal〈ntu，　？ieikuuweel〈ut“
い＄だん〔一団〕　尋niN多u
い右だん〔一段〕／～と？icidaNtu，→いつ
　そ5／～とよいこと？icidaNnak：utu
いちだんらく〔一一段落〕　katamadooci
いちど〔1漫〕　？icidu，→どうじ1
いぢにち〔1臼〕　hwiQcii，？ieinici／～お
　　き　hwiQeiigusii／　～がかりの畑仕事
　hwiQeiibaruu／～がかりの仕事hwiQcii－
　sikuci
いちに恥じゆう〔一陸中〕　hwiZUU，→hwi一．
　QciijUQC玉i，　しゅ　う　じつ
い右にねん〔1，2年1〕　cututatu
cu7」aa
cuzii
eukutu
一→しばらく／～しのぎ？ieu一
　　　　　　　　　　　　　こび？i一
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し、7
．いちにんまえ［一一人前｝？iei癬N狙ee
い．ちねん〔ユ無3　CUもU・？ic1niN／～おきCU一
　加gusi／～目の誕生段七aNkaa
いちねんL’ゆうこ1年1中〕　niNzuu
いちば〔市設〕　→いち
いぢばん〔nd番〕？icibaN，？EQeiN，　mu蟻u麺
い右ばんざしき〔一番座敷〕　？uhu？W］a
いちばんどり［一一番鶏〕？icibaNdui
いちぶん［一分〕？icibUN
Vsちまし、〔一霞〕　　？icirnee，→L’ucil’i／～着た
　　きりであること　？icimeemaaminukaaノ
　　～しかない着物をきちんと着ること？ici－
　　meehwiQpai
いちまん〔1万〕　？icimaN
いちまんがん〔1万貫〕（銭）？icimaNgwaN
いちもくさん〔一一闘散｝　？iQsaN，．？iQsa－
　　Nbaaee，　kusueiribai
い＄もん〔一門〕　cutaruka，　eutarul｛1，？i－
　　clm1ユN，　muNCulユ，　→mu七i，　，NeaNtiigi，
　　？week3haroozi／～で行なう清明祭？ici－
　　mUN？Xlsiimii／～の集会→しんぞくかい
　　ぎ／～の墓mUNettttbaka
いちもんめ〔1匁］　？iciMUNmi
し、右やξ一夜＝｝　　　cuju】L’U
いちゃつくさまtaQkwaiinuQkwai，　taQgi－
　　kaimuQgikai
いちょう〔胃腸〕→hwii／～が弱、・hwii一
し、ちょう［銀杏〕　habexubaa　　　LjoosaN
し、右　り　〔1里〕　　　？iciri
し、＝きりづカ、〔1璽塚〕　　？ie．iri多ika，→giNmaa一
いちりん〔1厘〕　9UNZuU　　　　　Lsaa
いちりんせん［1厘銭〕　miihugaa，→？aka－
　　zi：naa，　1〈urukanii，　sjoozinaa，　sjooziN
し、ぢ；狛レし、〔一ネL〕　　　？ici］じii
いちわ〔1羽〕cuhwanl
Lsつ〔何目寺…〕　　？igi，　　eanutuci／　～カ、　？igika／
　　～ごろ？竣iguτu／～～もcaa，→しじゅう，
　　にちや，ふだん／・yも…する→？aQCUN
し、つ〔五〕　　　？igi一■
し、つ面、〔五日〕　　　ganici
いっか〔一家〕einee，　cucinee，　cujaa／～中
　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　ロ　CI】〔leeZUU，　CUJaan1N多U
いっか〔一荷〕cukatami
し、っカ、し、〔1回〕　　eukeeN，　？icinukezi
いっかしょ〔1箇所〕c厩ukuma，　cu七ukuru
いっかぞく〔一家族〕　→いっか
いっかん〔1貫］　（銭）？圭QkwaN
いっきょく〔1曲〕　cuhusi
いっきん〔1斤〕
し、つく〔居付く］
し、っ【ナん〔1軒〕
いっこく［一国〕
いっさい〔一切〕
？iQciN　　　　　［すわり
，iigiCUN，，jaa多iCUN，→．い
cuJaa，　一＞muelclr13aa
cuku継
？i（≧sa韮，　mazir玉，→のこ
　　らず／～合切？arukasiyul〈a，？az’umuN－
　　neeNmuN
いっさくさくねん〔一昨昨年3　，juもu
いっさくじつ〔一1｛乍臼］　→おととし・
いっさくねん〔一昨年3　，NCU
いっさくばん〔一昨晩〕　cinuunujuru
いっしき〔一式｝cukusai
いっしゃく〔1尺〕？iqs3aku，→siQkaku’
いっしやく〔1勺〕？iQsjaku
いっしゅう〔一周］　cumi霧uち→ひとまわり
いっしゅうき〔一周頃：〕　壕nu｝／tyと3年忌』：
　 ’waka？usjuukoo
いっしょ［一・緒］　cukusai，？iQtiN，　mama聖
　　mazuN，　mazuuN，→ぐるみ，もろとも／．．
　　～くた？usl躍瓢a就UU／～にmaZ．UN，．
　　mazUuN，　SUI’iti／～にする？usaasjuN，、
　？usjaasjuN／～になる？usaajUN，？U一・
　　sJaaJuN
いっしょう〔1升〕？iQsju，→cuwak鼠sVガ
　～だきの鍋？ Qsjudaci／～はいるとつく
　　りcuwakasjaa　　　　F→いちご
いっしょうがい〔一生涯〕？icillli七utUUm三，
．いっしょうけんめい〔一生懸命3　→いのち恭
　　け
いっしょうびん〔1升叛3cuwal〈asjaa’
いっしょう．ます〔1　ff枡〕　coobaN
いっしょく〔1食：〕　coosii，　hUNpaN／～の，
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いつ
　まかないhUNpaN7，il〈anee
いっす〔逸す］一ha7．akijuN，一hazik2jUN，→
L・っすん〔1寸〕　？iQsiN　　　　　しのがす
』いっすんぼうし〔一一寸法齢〕　daNcuu
ひっせん〔1銭〕　guhjaakuノ～1厘gu－
hjaakuguNzuu／～2厘mukumμi，　dUQ－
　peku，　ruQpel〈u．，　ruQ・pjaku／～3厘dUQ－
　pekuguNzuu，　xuQPjal〈uguNzuu／～4厘．
　nanakumuiノ～5厘．．nanakumuigUN－
　zuu／～6厘’jakun1韻／～7厘’」εしku恥u－
　igUNzuu／～8厘　kukunuklユ1捻uま／～9　厘
　kukunukumuiguNZuu
いっそ　t厩iN，一→むしろ
いっそう〔1艘〕　？iQSULI
いっそう〔一一鷹i〕　’3uku，’jul〈UN，→いちだ
　んと，さらに
いっそん〔1村］　cumura
?
いったん〔1反〕？iQtaN，→nanahwirU，
　hanahwi脚Nnaakari
いっちょうら〔一張羅］→？icimeehwiQpai，
いっっ〔五つ〕　？igigi　　しきたきりすずめ
し、　つつし、〔．1　想〕．　　？iQgii
いつづけ〔居続け］　7yurinujaagumai
L、つづけ’るこ居続ける〕　→kumajuN，いり
し、って〔一季〕　cuti　紅びたる，りゅうれ．．ん
いってき［一滴〕　cutai
いってつもの〔一徹者〕　→がんこもの
いってんばり〔一点張舅　→一7ful〈u，いっぺ
　んと5／～の考→一4ukUU
｛いPと［1斗〕　？iQtu
lいっとう〔一：刀］　cukatana
いっぱ〔1羽〕cuhwani
いつばい｛一as〕mii，　miQcakaaN，　zLNbai，
　giNbai，　zisa趣楓9UNbai，→cucawaN，
　cumakai，　C鵬aka多圭ci，　cutaagu，たぐさ
　ん，みたす，みちる／～ないこと’jOONei／
　～のお茶→tiigizaa／～の荷物ziNbainii
；いっぱいきげん〔一杯機嫌〕　saahuuhuu
．いっぱん1：　［一般に］　namiti，→ふつら
・いっぴき〔1匹｝？iQpici／布～nitaNgiru－
　92
いつびつ〔Wh筆〕　euhudi
いbびょう〔1俵〕？iQpjuu
いっぴん〔一昂〕　eusina．
いっぺんとう〔一辺倒〕．．→いってんばり／～
　となるhwiQkataNCtiN
いっぼ〔1歩〕　cuhwisja
いっ闘う〔一方〕　eukata，→かたほう／～
　に偏すること？iQPOONI〈ee
も、っ．ξ暮『ん〔1本〕　　elユmutu，　？三QPUN
いっぼんまつ〔一本松〕　？iQPUNmaagi
いづらい〔居つちい〕．（iuumuc呈gurisaixr
いつ冷りこ偽り〕　？igiwai，→うそ
いでた右　？Nzitaci
いでん〔遣伝〕．，ju7yiri
いと〔糸〕？iiCUtl／～の一種→hutagu
いどこ弁戸〕kaa，　kawa，→捻man吻i／
　tyさらえkaasaree／～の一種giigaa，
　hw1i．zaagaa，　1〈urumagaa，　niibugaa
いとう〔厭う〕　？itu∫UN，→いやがる，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きら
いときりば〔糸切歯〕　eiiba　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　Lう
いとぐるま〔糸車〕　，jaama
いとこ〔従兄弟・従姉妹〕？icuku
いとこおじ〔従兄弟小父］．？icukuuzasaa
いとこ＝おば〔従姉妹小母：〕　？icukuubamaa
いとしご［愛し子〕　→あいじ
いとなみ〔蛍み〕？itunami
いと窯こい〔暇乞い〕　？itumagwli
いとまん〔糸満〕（地名）／～の者一＞maNku－
　usjuu
いどみかかる〔挑みかかる〕　S2kakajuN
いとやなぎこ隅棚　？i．tujanazi
いないいないばあ　too蹴waaド→七〇〇rtl
いなおるこ居直る〕　，iinoojUN
いなか〔圏舎〕
　？i捻aka／　　～こ
　　　　　　　　　　？inakaノ都に近い～cika一
　　　　　 　　と｛ま？inakakutuba／～育
　ち？inalgasudaei／～の人？inakaNcu／
　～．風　？inakahuuzi／　　～回り　　？inal〈amaaしi
いなかもの〔照舎者〕　？鎗ak鼠昂
いなご囎〕？Nnaguraa7」ee，　gee
いなずま〔稲妻〕　hud圭i
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いや
いなびかり〔稲光り〕hudii．
いなむら〔稲叢〕　m3ziN，？N識imaziN
い繊．｛犬〕　？iN，（小児語）clicaa，，waN－
　waN，’wauwauu／～と猫？iNma3aa，
　？iN】Maiu／～の長鳴きtacinaci／～の鳴
　き声’wauwau／～をなだめる声→？wee－
　ka？weeka／～を呼ぶ声ciicaaciicaa
いぬ｛戌〕　？iN
い漁びえ（植物名）
いぬまき（植物名）
　baaja
いね〔稲〕　？N臓i，
miNbueukii
caagi／　～の柱　caagi一
　　　　　 　　　　　　一＞siracani／～の種まき
　taNtUi／～の献血の名koozaa，　kuruca－
　m，　一＞slraeam
し、ねカ、り　〔稲）く騒　り：｝　．　？Nn三1くεしi
いねむり嘱眠り〕　’iiniibui，→うたたね
いねん〔遺念〕　？iniN
いのあし（織機出願）？ijanUQI〈wa
いのしし〔猪〕　，j＆masisi，→？aQpajamasi－
　si／～の肉’jama？aQtami，♪jamasisi
いのししもどき（料理名）　？inamuduc了
いの右〔命〕　？inuci，　nuci，→mLIMuci／
　～が縮まる一→nuc珍iru／～の緒nuei7vi－
　ru／～の慰nucinUUN／～の出入nuci－
　nu？uja／～の薬nucigusui／～の洗濯
　nucinusiNtaku／～を救弓．ことnucida一
　寧iki
いのおがけ〔命がけ〕　nucikaziri，　nueitu－
　kakugaa／～でかかるhat圭jUN／～の働
　きnuciciribataraci／’7vの仕事nuei＄iti一・
　wa7．a　rnucigitaa，　nueivitimuN
いの8しらず〔命知らず3　hatii，　hatimuN，
いのちびろい〔命拾い〕　→nuc逡ahu馬nu－
　einuhUU／～の祝いnucinugusjUUZ圭
いのつめ（織機具名）？ijaRUQkwa
いの業ま〔意のまま］　→おもいどおり／～に
　する→marumijuN
いのる〔祈る〕　？inujUN，→おいのり，お
　がむ／～時の声？aatOOもU，　tootu，？UU－
　tOOもU
いはい〔位牌〕　？ihwee，？iihwee，　diiziN，．
　rtiziN，（敬語）　？u？iihwee，　guriiziN，，
　→tootoomee／～の一種siru？1ihwee
いばしょ〔居揚所〕　’ulzu
いばら〔茨ユ　sarakaC呈「gaaimUN，「～ibaj歌a．
いばる〔威張る〕　？ibajUN／いばっている者．己
いびき　／～をかく→hUCUN
いふきょうだい〔異父兄弟〕　？iceecoodee
し、読…ミすき［2晶晶〕　　　（地名）　 ？i正）USIエci
いぼ　kugubi，　bUQ七濾，→うおのめ／～い
　ぼbUQtuuhwiQもuu
いま〔今〕　nama／～ごろku垣ja，　nama－
　guru，　namaz圭bUN／　～に　nalna
いま〔居間〕nakainee，91imee7ya
いまいましそう　／～にすることbio．suu／．
　～なmつきbiQsuugucl
いましがた　namagata，　na撚asacち　→さ
　つき
いましめ〔戒め〕　？imasimi，→くんかい
いまだに〔夫だに〕　11amadii，→まだ
いみ〔意味3cimuee，？imi，’waciee，’wa－
　1〈 ，　’wakiee
いみ〔悪〕？imi．
いみあけ〔忌み明け］　？圭mi？aki
いも〔芋〕　→各品種の名を見よ
いもうと〔妹〕　，winag’u？u（｝tu，　→？umi一一
　nai，　？umiQtu，　？umiQtuu，　？uQtu，　？u一一
　Qtu nai，　’unai
いもじょうちゅう〔いも焼酎〕？Nniu7，aki
いもの〔鋳物｝　？無UN
LsSlj　sjoozimajaa，　sjoozimujaa
いや〔否。嫌〕　，Nba，，NNba，，NNpa，　Npa，，
　一Npaa，　→bee，　beeru，　V・L・え／～とし・う．
　ほど’Nzadi／～な，jumu一，jaN一，→，3a－
　na一／～な声’janagwi▽～な叫び声’ja一．
　na？abii／～なにおいがする’5UN9租sa一．
　saN／～な人間’janagataa／～な目’ja一．
　namii／～なやつ，janamUN／～にi強情・
　なこと（～に強情なもの），j鼠籍as掩pa／；
　～になるniy羅蟻N
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邸や
1いやいやながら　→’NpaaNpaa／～するこ
　　と？acihatisii，　sararaNsii／～の仕事
　？acihatisigutu．
　　　　　　　　　　ぴ　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　ロ：’Lsやがらせ　→Sllganee　s1壌anees11
；いやがる〔嫌がる〕　nisabujuN，→いとう，
　きら5／～こと’Nba，，NNba，，NNpa，
　，NPa，一Npaa，　，NpaaNpaa
“いやがる〔居やがる］　，isikajUN
馬、やしし、〔卑しL・〕　　1〈aziraasj’aN，　zibita，
　→げひん，ひわい／～職業，janawaga
・いやはや　saQt2mu，　saQtimusaQ£lmu
∫し、やらしし、　hagoosaN／　～者hagoomuN
亀・らいら　？asigacinoori，　sil〈asika，→、・
　らだっ，じれったい
・X・らか〔聾〕　？irica，一→かわら
㍗らだ右cimu？asigaci
x・らだっ　？asigaCUN，→いらいら
迩らっしゃる　？imeeN，？imeN寧eeN，　me－
　NSeeN，？meNepeeN，？uCeeimiseeN，？U
　Cee邸eeN／～こと？蜘ee，　mee
いりあい〔入相〕？iriee／～の鑛kuzimi
いりこむ〔入り込む〕　hweeriNCuN，　sici－
　kt　nUN
L・りどうふ〔妙り豆腐〕　toohu？iriei
いりびたる〔入りびたる〕hwirikumajuN，
　lhwirlkunuN，うおa質sjUN，→いつづける
ひりふね〔入船］．？irihuni
．いりふねほっけ〔入船祝〕　？irihuni？uiwee
いりむこ〔入婿〕？iri塒u媒ku，？iri導uukuu・
　一〉ようし
1いりめ〔入昌｝　gikuxbi，？セimi，　muna？iri一
　瓢ま，一〉ししゅつ，しゅっぴ，ひよう
㍗りよう．〔入用〕　？irijuu，一〉ひつよう．
Lsる〔居る］　，UN，（敬語）？・kneN串ee喪，
　meeN，　meNSeeN，？meNseeN，？ueeei－
　miseeN／居合わせること，iiee
いる〔入る〕
いる腰る〕
も、る〔タ少る〕
る・る〔身寸る〕
？ij　llN
？iju丼
？il－ieUN
？ijUN
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いるい〔衣類〕　ciNcihwada，　c圭Ncirukaa，
　cirumuN，％sjoocihwad3，→きもの
いるか〔海豚〕hwiitu
いれかえる〔入れかえる〕？h’ikeejuN／へ’
　さまt3もikee？irikee
いれがみ〔入れ髪〕　？i癖gaN，→かもじ
い劇かわる〔入れ代わる〕　？iricigaajUN
いれこ〔入れ子〕　？iriku
いれずみ〔入れ墨〕　hazici
いれ．．め〔入れ目〕→ぎがん
いれもの〔入れもの］　？呈rimu．N
いれる〔入れる〕　？irijUN／いれたまま？i・・
　ritak呈i
いろ〔色〕？iyu／～が美しい？iruzurasaN／
　～つやが幽るhaneeCUN／～の黒い入
　→’jaCi？USi／～を失5一一一〉？iruSjumooSju，
　？il’USOOMOOSOO
いろ〔情婦〕　→じょうふ
いろあげ．〔色あげ〕　？irunoosi／～をする
hwees3’uN
いろいろ　？圭ru？irU，？iruka4i，一〉さまざま
　／～な？iruNna／～やってみることsijoo－
　mujoo
いろう〔慰労〕　kutaNd・inoosi
いうかこ色香］　？隻ruka
いろきちがい晒気違い〕buraii
いろごのみ〔色好み〕？iru多ic誓
いろどり〔色どり〕　？irudui，→はいしょく
いろわけ〔色分け〕？iruwaki，→くべつ
いわ〔岩〕　？iwa，　sii，→おおいわ
し、わし、〔祝し、］　　→お㌔、わ、、
いわし鰯］MiZIIN
いわれ　？iwari，一〉わけ
いん〔印〕　haN，？iN，→？iibibaN，’jama一
　？iN，　zigi？iN
いんが〔因果］　？iNgwa
いんきょ〔隠居〕？圭Ncu
いんけい〔陰i茎〕　mara，　SOO，　tani，（小児語）
　　cuueuu　rkumaamiいんげんまめ〔隠元豆〕？iNziNmaami，？U一
いんせき〔姻戚〕　gwees圭ei，　tuzikata，，wi一一
うさ
　nagunukata，→’iNbici，さとかた，は
　はかた
インド〔印度〕　一＞tiNziku
いんどうそう〔引導僧〕　tiihwiciboozi
いんとく〔陰徳〕　？iNt畔（u
いんのう〔陰嚢｝　hugui
いんぶ〔陰部〕、hazi，　mee，　hoo
いんもう〔陰毛〕　kuug1　　　　「nUNmizi
いんりょうすい〔飲料水〕　numimi7vi，
いんれき〔陰鷹3　？ucinaagujumi
??
う〔卯］　？uu
ういきょう（植物名）？wiicoo　rgiNgwa
ういここ初子3　？wiiNgwa，？wiiNgwahwa一
ういろうもち〔外郎餅〕　？uiroomuei
ううん　，NNNN
うえ〔上］？wii，一〉かみ／～の段？wiidaN／
　～の方？waara，？wii塒U嬬→？wiika七a／
　～を下への大騒ぎ　→？urijool〈ur2joo／
　～を向いている者？ueagaa，？αCεしgee
うえ〔飢え〕　，ugari，→，jaasaN．／～の苦し
　さ　　　，jaasal（urisja
うえきばち〔植木鉢］　hanabaaei
うえした〔上下｝？wiisiea，→じょうげ
うえじに〔飢え死に〕’jaasazini
うえぼうそう〔生癒瘡〕　zltOO
うえる〔植える〕　？wiijUN
うえる〔飢える〕　，ugarijuN，→，3aasaN，は
　ら／餓えた者’ugai・imUN
うお［魚〕　→さかな
うおいぢば〔魚市場〕　？ijumaci
うおうさおう〔右往左往〕tioosaoO
うおのめ〔魚の図〕？ijunumii
うかがう〔伺う〕．’jusir圭jUN，？ukagajuN
うかされる〔浮かされる〕？Ul〈asax’ijuN
うかぶ〔浮かぶ］→5く
うかべる〔浮かべる〕？ukabijUN，？ukijuN
うき〔浮き〕　？uki
うきあがる〔浮き上る〕？ueagajuN
うきうきする〔浮き浮きする〕？ukasari3UN
うきぐさ〔浮草〕　？ucigusa
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うきたつこ浮きたつ」　？UC量taCUN
うきな〔浮名〕　？ucina
うきよこ浮世］？uciju，→げんだい，このよ
う　　く　〔浮　く　］　　　？UCuAT，　？ugOO】ei3UN，　？ukabu－
　N／浮いて広がるtanabiCUN
うぐいす〔鶯〕　？ugui亭1，→COQCONgwaa／．
～の鳴き声h凹hui…，huuhwiQ・b・
うけいれる〔受け入れる〕むui？烈kijUN
うけおいしごと〔請け負い仕事〕　？ukisikuci
うけおう〔請け負5〕？uk圭jUN
うけこたえ〔受け答：え〕　？ukihwiNtoo，？i－
　eaihaNcai，　？ul〈ihaNsi
うけたまわる〔承る］　，ugaNcupaijUN
うけと．める〔受け止める〕？ukitumijuN
うけとり〔受け取り］　？uk量dui
うけとりにんばらい〔受取人払い〕muk◎o－
　baree
うけとる〔受け取る〕　？uki七ujUN
うけもちξ受け持ち］　？ukimuci
うけもつ〔受け持つ〕？ukimuc聡N
うけるこ受ける〕　？uk圭juN，→｝〈oomujUN，
　（敬語）→？Uuki
うご〔爾後〕　？amihuinu？atu
うごく「〔動く〕？NZUCUN，？wiiCUN，→？a－
　QcuN，　kugeejuN／～こと→kugee，　ku－
　geei／動き回ること　？NzucaahaQtal，
　？Nz“acihai　fduiう，二つけい〔鳥偶・鶏〕　hukugaa，　hukugaa一
うこん（櫨物名）　？uciN
うさぎこ兎〕　？usazi
うさ
うさん〔胡散〕　？usaN，→ふしん（不審）
うし〔牛〕？usi，（小児語）moOmoo，？興一
　sii】anQopao◎／～の鳴き声　’NmQO／～を
　愚殺する者？usi？waasjaa／突くくせの
　ある～kamijaa？usi
うしこ丑〕？usi
うじ眠〕？uzi
うじ闘〕？uzl
うしあわせ〔牛合わせ〕？usi？aasi／～する揚
　所，→とうぎゅうじょう
うしお〔潮〕　sjUU，　sjuutaei，？usju．
うしかい〔牛買い〕　？usibakujoo
うしごや〔牛小屋〕　？usinujaa
うしごろし〔牛殺し〕　？usi？waasjaa
うしとら〔丑寅，艮〕　？usitura　　　　　「d簸
うし，なう〔失う〕？usinajUN／～こと→一111a一
うじゃうじゃgwas．agwasa，　muzarakWa－
　zara，　muzurumuzuru
うしろ〔後］　kusi，　kusjaa，　s鋤i圭，→あと／
　～へさがるさ．ま？atunainai
うしろあし〔．後足〕　？a七ubis3a
うしろすがた〔後姿〕　？usiruhuuzi
うしろだで〔当絵〕（敬語）mikusid3ei
うしろで〔後手〕　／～にしばる　→tii
うす〔9］　？uusi，→きうす，つき5す，ひき
　　うす／．～の段立てをする者　？uusi？arasjaa
うすあかり〔薄明り〕　一→はくめい
うすあじ麺薄味〕　？ahwa，9’uci
うすい〔薄い〕？ahwasaN，？aQsaN，？asa－
　　saN，　hwiQsaN，　hwigisaN，　？us．isaN／
　　～布地→hwi麟bata耳／～もの　hwi寧ii／
．薄物を通して見える物のかげ　h宙i＄圭kaa－
　　gaa／　薄くなる　hwi學ijUN，一〉？ahwa－
　　geejuN，　？ahwq．　geezijuN
うすい〔雨水］　？u＄ii
うすうす〔薄薄〕　？usu？usu，→かすか
うずうず　　Mu71uMuZu
うすぎたない〔薄ぎたない〕　miizitanasaN，
　　saahagoosaNノ薄ぎたなくなる　，wiNea－
　　jUN
うすきみがわるい〔5す気味が悪い〕’jOO？U・・
　su血asjaN，　saahagoosaN，→きみがわる
　い
うすぐらい〔薄傭い］　？usugurasaN，一→ci一
　］mugurasaN／田面くなるkura多。◎rijUN
うすのろ£薄のろ］　？USUU，？usuugwaa
うすばか〔薄ばか〕　？LisuburimuN
うすベリ　？usimaaci
うずまきはなび〔うず巻き花火］　gaNsina－
gwaahjooeaku
うずまる〔埋まる〕　？UZUMujklN，→うずも
　れる
うずみび〔5ずみ火〕　？u4UNbii
う．ずめる〔埋める〕．？NbeejuN，？ugunuN
うずもれる〔埋もれる］．？U多umurijUN，→5
　ずまる
うすよごれする〔薄よごれする］　，wiNea一
うずら〔鶉〕？u魔a　　　　　　　　L謳N
うすらさむい〔． Tすら寒い3　學iibiisaN
うすわらい鱒笑い〕namawal’ee，？usuwa－
　ree　　　’　　　　　「り，おおうそ
うそ〔嘘〕　，jukusi，，jukusiinunii，→いつわ
うそつき　’jukushnqniisjaa，→hjaku？icii
うた〔歌〕　？gta／～で調刺すること　？Zl七a－
　gaki／～のうまい者？utaguci／～や三三
味線？utasaNsiN／詩歌・音曲の名な
　ど　？ajagu，　girani，　guziNhuu，　hama－
　eiduribusi，　ka？uta，　hwa？uta，　hweei一
　？ut ，　？iei±NTkuduei，　？imahuu，　1〈azadi－
　huubusi，　kuduci，　kuNzaNsabakui，　1〈u－
　rusimakuduci，　1〈utibu＄i，　kweena，　ml－
　ei？uta，　mucigieaa？uta，　nag’a？ihjabusi，
　n kagusil｛uhaNtarneebusi，　nakahuu，
　nubuikuduei，　Qkwamucaabusl，　Ql〈wa－
　mu3’aa？uta，　mici？uta，　ruuka，　sieiku－
　duei，　tabik“duei，　？uhubusi，　？uhugasi－
kugweena，　？umtii，　？umuigweena，　？u－
　murm，　？uNnabusi，　？uriziNgweena
うたいて〔歌い手〕　？utasjaa
うたう［歌う〕　？utajUN，→？uta
63婆
うな
うたがい〔疑い〕　？utagee　　　　　rんぎ
うたがう凝．．5〕　？utagajUN，→はんしんは
うたたね〔うたた寝〕もUl・U七uruuniNZiジ→L・
　．．ねむり／～するturumikas3’uN
う右［内］　？ee，　maadu，？uci／～と外？uci－
　huka
う6あける〔打ち明ける］’？uci？akijUN
うちあわせ〔打ち合わせ〕ci壺ee，一》そうだん
うちあわせる〔打ち合わせる〕？ucaasjuN
うちう撰内内〕neeltee，／～の相談？uciSO一一
う右うみ〔内海〕　？uci？umi　　　．　LodaN
うちかける〔打ち掛ける〕？UQcak｝juN
うちき〔内気〕　／～であるcimuguusaN／～
　な者cimuguumuN
うおきん〔内：金］？uciba
うちぬく〔撃ち抜く］？irihugasjuN
うちべんけい〔内弁慶〕　，jaa？iza翫
うちまくる｛撃ち玄くる〕　？捻itub哉s3UN
うちまたごうやく〔内股膏薬〕　girataacaa
う右み〔打ち身〕　？ucici
う右奄も〔内もも〕？ucimumu
うちわ〔団扇〕？oozi，？uciwa，　？mciwa？oozi
うちわ〔内輪〕　？uciba，？uciwaa，→ないじ
　よ5／　～の事？UCigLltu
う右わた〔打ち綿〕？ucibana，2uciwata
うつ〔打つ］　？atijUN，？観CUN，→たたく，
　なぐる
うつ〔討つ］　？UC鷺N
うつこ撃つ〕　？ij観N
うっかり．？ul〈aitu，？ukaQtu／～できない
　’jOO？usumasjaN／　～者sicasjoO礁ugaa，
　？ukaQtuu，？u（旗aa，→そこつ
うつくしい〔美しL・〕curasaN，？uziraasi－
　gisaN，　？uziraasjaN，→cura一，きれ，い／
　～おぐしcuya？UNcoobi／～着物cura－
Z嬢／～ものeuraa／～装いcm’asugal，
（敬語）cura？wiisugai
うっ1ナつ〔嵯血〕　ciihai，　eiihainiihai
うつし〔写し〕hwikee，？ugusi
うつす［移す〕　？μgusjUN，→？tltijUN
うつす〔写す。映す〕　？ugusjUN
うったえ〔訴え〕　？UQtai，一〉そしょう
うったえる〔訴える〕　？UQteejUN
うっちゃらかす　？UQceerakasjuN，？UQtee－
　rakεしs3UN，　？u（lbteerakijuN／　～こと　→．
　si七ihoor簸
　’
うっちゃる．caNnagijUN，？U（≧caNgi3UN，
一〉すてる
うって〔討響毒？uQ七i
うってかわる〔うって変る〕　？uc撫awajUN
う．つぶす　 ？UQgiNCUN　　　　　　　　　rjUN．
うつぶせ　？UQgiNtUU／～にする？uQgiNki一．
うつむく　？ttQgiNCUN／～こと？UQ．　9iN七uu／’
　うつむいている者？UQgiNtUU、
うつリカslPり薮移り変り〕　　？ugiyil〈eei
うつる〔移る〕　？ugijUN
うつる〔写る。映る］？ugijUN
うで〔腕］．？udi，→も鍍，かいな／～のカ？u一．
dizil〈ara／～の太い者hwizigeema92i
うでじる〔鋪で汁3→ゆでる
うでずもう〔腕ずも5〕　→？udi
うでっぷし〔腕っぷし〕　hwizigee，　hwlZi一・
　kee，　tibusi，→わんりょく
うてな〔台3．．？utina
うでまえ〔腕前］　むinami，→さいの5／～が：
　上であること七ii？wii　　　　　　「kWa．
うでまくら〔腕枕］　？udimakura，？udimaQ一
う．でまくlj〔腕まくり］一〉？udi？agisudi？agi．
うでる〔茄でる〕　→ゆでる
うでん〔雨天〕　？utiN，→あめふり
うとうと．七urutul’u
うどのたいぼく〔うどの大太〕buragee，．
　garagwaamagn
うどん　cirimuzi
うなぎ〔鰻〕　？Nnazi
うなされる？NbiijUN，？usaarijuN
うなじ〔項〕kazi，　kazigaa，　kubig’aa，→
　？Nnaz圭，？US圭1’U
うなだれる〔項i垂れる〕　？UQgiNCUN／～こ．
　と　？UQgiNtuu
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うな
うなる　→duunii　　　　　　　　「rεしs5“
うに〔雲丹〕gacicaa／～の塩辛磁ruka一
．うぬぼれ．duu？agami，　duu？ujamee．
う訟ぼれる　najagajUN／うぬぼれた者na一
うねめ［采女〕　gueikuNeu　　LjagaimuN
うのはな〔卯の花〕　toohunukasi
うば〔乳愚〕？aNmee，　cii？aN，　cii？aNmee，
　cii？uja，　一〉？anaa’　rl｛arakee
うばし・あい〔奪いあい3　baakee，→baakee一
ラtまし・とる〔奪い取る〕　kUNsugujUN，　ICUN一一
　tujuN，　？NbaitujuN，　？wii？utusjuN，　一〉
　とる
うばう〔奪う］　boojUN，？NbajUN，→とる
うぶぎ£産着｝？NbuziN
うぶげ〔産毛〕　→ぬukug蓋
うぶぞり［産剃り〕　boo7yinad＃
うぶた巻のいわい〔産立の視〕maNsaN
うぶゆ〔産湯〕？Nbujuu
うま〔馬〕　？Nnaa，（小児語）？Nma？Nmaa，
　→hai？Nma，　nii？uusaa，　nUi？Nma／～の
　目にかける袋ziibu／～の鳴き声Milha－
　haa，　miihaahaa／～の腹帯難aarabi，　ha－
　rubi
うま〔午3？Nma／～の方角？ATmanuhwa
うまい　maas＆N，→bae1，　zoozi，　おいし
　い／～ものmaasamUN／うまく行くdika－
　sjUN，　dikijuN／うまく行かない，jaNdi－
　jUN／うまく行くことdikasl／うまくやる
　siinasjUN／5まそらにmaakumaaku
・うまうまと　「～amakutaraku
うまかた〔馬方〕？Nmahwieaa，？Nm統m“．
うまごや引馬小躍〕　？層ma篭ujaa　　　Lcaa
うまずφ〔石女〕　？NmazirimUN
うまのり［馬乗り〕　拠a搬nui，？NmanUi，
　．？N瓢轟nujaa
うまや〔∫既｝　？Nmanujaa
うまる〔埋まる］？U多U瓢ujUN，→弓ずもれる
うまれ〔生まれ〕　？Nmari，一〉すじょ5．／～が
NLN　？Nmaridakasq，N，　一｝saadal〈a？Nrna－
　ri
うまれかわる〔生まれ変わる〕　？Nmarikaa－
」’llN
うまれこきょう〔生まれ故郷｝　？球瓶ariku－
　COO，一一〉？Nmarizima，　こきょ　う
うまれつき［生まれつき〕？Nmarl多圭ci，→そ
　しつ，てんぶん！～の心？Nmarizimu／
　～の性質？N】Marisioosigi
うまれる〔生まれる〕　？NmarijuN，（敬語）
寧浦回N，一一〉？UQtU／生まれた年？NIRa－
　r圭dusi，　sjooniN，（敬語）9U：　jooniN／生
　まれた部落？Nmal’呈zima／生まれたβ
　？Nmaribii，　一一＞taNkaa
うみ〔海3　？umei，→tukee，　tunaka，？uutu／
　～の歩いて渡れるところsjuuwatai
うみ〔濃〕　？NMi，？UNCU，　sigaz圭ru
うみおとす〔塵み落す〕nasi？utusjUN，一→
　5む，しゅっさん，ぶんべん
うみかぜ〔海風3？umikazi
うみがめ〔海翻　？umigaamii
うみづき〔産み月3　簸asi瞬ci，　saN4ici
うみのおや〔産みの親〕　Ras圭？uj翫
うみのこ〔産みの子〕　nasigwa，　na．shmuN－
nuQk“｛a，　sjdoNgwa
うみべ〔海辺〕？U鋤bat＆
うみまつ〔海松〕？umimaagi
うむ〔産む3nasjUN，（敬語）→vidasjUN，
　？UQtu，しゅっさん，ぶんべん／産み終わ
　 nasi？ag’ajUN／産み育てることnasi－
　sud ti／産みふやすことnasihwirugi
うむ〔膿む］．？NbeejUN，？NnUN／膿んでく
うめ〔梅〕　？Nml　　しずれる？Nmikue．uN
うめきごえ〔うめき声〕　／～を発するさま
うめく→duunii　　L→duuniikamanli
うめしゅ〔梅酒〕　？Nmi7vaki
うめぞめ〔梅染〕　？Nmlzumi
うめたて右〔埋立地｝gata
うめぼし〔梅干〕　？Nmibusi
うめる〔埋める〕　？NbeejUN，？u多unUN．
うやまう〔敬う〕　？uja瓢ajUN，？usurijUN，
　→とうとぶ：／～こと？usuri
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うわ
うようよgwasagwasa，　mujamuja
うら〔褻｝　siriち？ura／～から醤うこと？U－
　　ranueimunil，　？uranucimunu？X
うら［末〕→こずえ
うらうち〔裏打ち］　？ura？uci／　んする　→
うらおもて〔裏表〕？ura？umu七i　L？ura
うらがえし〔裏返し〕、keesiiinaa，　？ura？u－
　　n瓢ti
，うらがえす〔裏返す〕　？UQceesjUN，？ura－
　　geesjUN，→ひつくりかえ．す／～さま？u－
　　QeechwiQcee
うらがえる〔嚢返る〕　？UQceejUN，？uragee－
　　jUN，→ひっくりかえる
うらがなしい〔うら悲しい〕　eimucaagana－
　　saN／～こと？uragirasa
うらぎる［裏切る〕　？UQceejuN
うらざしき〔裏．座敷〕？uraga
うらさびしい〔うら寂しい〕　cimusikaraa－
　　saN，　kul〈utiyusaN，→ものさびしい
　うらじ〔裏地〕　？urazi
うらど〔裏戸〕　subedu
うらない〔占い〕　？uranee，→tuci，七ucitui，
　　tuci？ura，えき
うらなり〔末成り〕　simunai，　suuranai
　うらはら　？urahara，→さかさま
うらべや〔裏三園〕→kuui
うらぼんえ〔孟蘭盆会〕　→ぼん
うらみ〔恨み〕　？urami
うらむ〔根む〕　？uranU群　，→niitasaN
うらめしい〔恨めしい〕　niitasaN，→rami－
　　sj’a
うらもん〔裏門〕（敬語）？uzoogwaa
うらやましい　？ureemasaN／うらやましそ
　　うに見る　maNzuN
うり〔瓜3？ui
うりあげだかこ売り上げ高3？uidaka
ケりざね〔瓜実〕？UNzani
　うりさ1まく〔売りさばく〕　？購isabaCUN
うljふたつ弧二つ〕giratii銭→そっくり
うり．もの〔売りもの〕　？uim鷺N
うる〔売る］　？ujUN
うるうづき〔閏月〕　，jUN7，iei，？uru多ici
うるうどし〔閏年〕　？urudusi
うるおい［潤い］　？u．1’ii
うるこめ麺糎米〕　→うるち
うるさし、　，janagamasjaN，　，jUNgasima－
　sjaN，　1｛asimasjaN，　miNcasaN，　mhni－
gasimasjaN，→さわがしい，やカ・ましい
うるし〔漆3？urus圭
うるしぬり〔漆塗り〕？uruslnui，→しっき
うるしまけ〔漆負け〕？Urusimaki
うるち〔糎3　s段kug租1聡ちsakumee
う才しし、〔憂い3　？urii
うれいくるしむ〔憂い若しむ〕　→？ucikuri一．
　sja
うれしい〔嬉しい〕　hukurasjaN，？UQsjaN，
　一→？uugutu，たのしい，よろこび／～こと
　悲しv、こ　と　　？u《～s3an鼠9圭kasja／　　うれしそ
　うである？UQsjaglsaN／　うれしそうなさ
　ま？UQsja？UQsjaa，→きんきじ1やくやく
うれしさ〔嬉しさ］　？isjoosja，？U鍍Sja，→
　？uQsjalaukuraSja，よろこび
うれのこり〔売れ残り〕　？uinukusi，一〉？UQ－
　c r呈
うれる〔売れる〕　？urijUN　　　　　；
うれる〔熟れる3？N11UN，一〉じゅくす
うろうろ　→？amazicikaa／身辺を～するさ
　まsirihw三cimeehwic圭
うろおぼえ〔うろ覚え3　？UI・u？ub最
うろこ〔鱗3．？捻iei
うろたえる　dumaNgwijuN，　maNgWijuN，
　sawazuN，　sjoonugijuN，　zamaduj’uN，
　→あわてる／一yζと（～さま）dun3aNgwi－
eimaNgwi，　maNgwi，　tiimaamaa，　tioo－
　saoq，　tunuumanuu，　zamadui，　zama－
duikaa，　zamaduikaadui／う．うたえさせ
　るaumaNgwasJuN
うわおき〔上置．き〕　？waa？uci
うわがき£上書き〕　？waagaci
うわき〔浮気〕　／～である。呈mh？as翫saN
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うわ
うわくちびる〔上唇〕？waa￥iba
うわごと　taakutu
う壕》さ　sata，　tuisata，？utu，→kuei＄iba，
　Qcu，→ひよ5ばん
うわて〔上手〕　t．ii？wii
うわに〔上鶴　？waanii
うわぬり〔上塗り〕？waanui／～をするda－
　Ml］UN
うわば〔上歯〕？wiibaa
うわべ〔上辺〕？waabi，一〉ひょうめん／　～
　だけの交際　？waabibiree／～を飾る者
　？waabieuraa
うん（返事）　→はい
うん〔運〕　SUU，？UN，？tiNci，？UNSUU，毒
　hμsi，？UNcihwiNci，弓ん．めい，てんうんf
～がよい魂uu／んのよい人httUniN／
～よく命が助かることnucigahuu，　nuei…
　nuhun，→こううん
うんこ　？Nna
うんせい〔運勢〕　→うん
うん右ん〔運賃〕　？UNciN，→gimidima，　ka－
tamidima，　？uusidima
うんと　？U搬iciQt馬maakUQS3，　maakusa｝．
　，Nzadi，→たくさん
うんめい〔運命〕　giziSUU，　mii，七iNSUU，
　？UNS血u，→5ん，てんめい
?
え〔柄3　，wii
え〔絵〕　，il，→kata
えい（感i動）　hija
えいが〔映画）　一→かつどうしゃしん
えいきゅうし〔永久劇　miil〈aaibaa
えいこく〔英国〕　一→イギリス
えいずる〔詠ずる〕　？utajUN，→よむ
えいよう〔栄養〕　／～不良kamibtiraari／
　～物　kUL耳ci？uzi】nii，「～uzinii，一〉七iigusUi，
　？uziniigusui／～をとる？uzinajUN
えいり〔鋭利〕→するどい
ええ（返事）→はい
えがお〔笑劇’wareeg’au
えか竜〔絵かき〕　’呈ikaci
えがらっぽい　kUeiw録goosaN，，wiigooSa－
　N／～もの，wi圭goomUN
えき〔易〕　，ici，→5ちない
えき〔益〕’ici，　sjUtituku，→とく，りえき／
　～のない→，juucira
えきし・（・〔易者3　ciitatijaa，　mUIIUS圭1’i，　sa－
　NzlNsooノ～の判断haNzi
えきたい〔液体〕　s鋤驚
えぐし．・kUCiWiigOOSaN，，WiigOOSaN／～も
　の，wiigoomUN
えくぼhuukubung／　aa
えぐる〔創る〕　，wiigujUN
えこひいき　katabiiei，→ひいき
えさ〔餌〕mUNdani，→しりょう
えだ〔枝〕　　　，圭da，　，jlエda
えだは〔枝葉〕’idahwaa，’judahwaa
えだぶりこ枝ぶり〕　，idammCl，，3“da通uci
えっちゅうふんどし〔越中ふんどし〕　mee・一
　eaasanazl　．
えて〔得手〕　一一・〉とくい
えど〔江戸〕　，idu
えとく〔会得｝tui？uki，→しゅうとく／～ず
　る　tui？uki3UN
えのき〔榎〕　biNgi
えの．ぐ〔絵の具｝　，inugtl
えび〔蝦］？ibi／～の一種91eegwaa，　sira－
　see，　tapagee
えふで〔絵筆］　，iihudi
えもんざお〔衣紋竿〕　narasi
えらこ鯉］　？azi
えらtt［偉い〕muφkas診N・→す．〈“れる／
～事ciweekutu，　cuwe6kutu／～ものci一
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おい
　weemuN，四weemUN／偉くzikOO／偉
　そうにしている者taka？ucagaa／偉そ5
　にするtakabijUN
ftらびだす〔選び蔑す］　？irabi？NzasjuN
．えらぶ〔選ぶ〕？丘abUNノ選ばれた人々？i－
　rabiniN7yu／選びすぎる？irabi墨まzijUN
．えらぶうなぎ　？irabuu／～を煎じた汁？i一
　ユ2abuusiNZ呈
．えり〔襟〕　ciNnukubi，　husunユUN，　kubi，
　，wiiri／～が首の内側に曲がることkaa－
　miNlguubi
．えりあし〔襟足〕？uslru
．えりかたあけ〔襟肩明け〕’wih’i
．えりごのみ〔選り好み〕／　～しすぎる？ira－
　bi＄izijuN
．えりした〔襟下］　？asagi
．えりのこし〔選り残し〕　？鋤abinukusi
．えん〔縁3　，iN，（敬語）g田N，→bugiiN，く
　されえん
．えん〔円〕　瓢aru
えんえんと〔延延と〕→glrmagaanagaa
えんかい〔宴会〕　saNl〈wee，→しibくえん
えんがわ〔縁側〕　’iiN　　　　　　　　rbijUN
．えんき〔延期〕　hwinubi，　nubi／～するnu一
えんぎこ演技〕　nuga
えんぎ〔縁起〕→ごへいかつぎ／　～のよいこ
　と，iikutu，　kar蓋，．kari5us▽～の悪いこと
　を雷う．こと，janamttnil，，janamunu？難
えんぐ覗巨細　，2Ngumi
えんげい〔演芸〕　一〉？aglibi，　ltuhSva／～が
　うまい？a￥ibizurasaN／～をする広揚
　？asibinaa　　’
えんここ縁故）　hwici，，iNbiei，毛aju圭，　taju－
lkwici
えんざい〔冤罪〕sakagagimi
えんじゃ〔縁者｝→えんこ
えんご凝援助〕hwici，　kasii，？ujagi，→
　かせい，たすけ／ん．する？ujagijUN、
えんだん〔縁談〕　？i圭1〈Wii／～の申し込みを
己する者’iijaa
えんちょう［延長｝　nubi，→えんき
えんどうまめ〔えんどう豆〕？iNduu，？iN－
　duumaam圭
えんとつ〔煙突〕hwiitatii
えんぼう〔遠方〕　，iNPOO，　kaa凱a
えんまおう〔閻魔王〕，iNmaoO
えんりょ〔遠慮：〕　弩Nru，？ukee圭？umii，→き
　がね，じたい／～する？ukeejuN
えんろξ遠路3　tuumici
?
おξ尾〕　7yuu／～の無いもの7yuumUQkaa，
　73uumuQkoo／～を振ること多uubui，　gUu－
　llui
お〔御〕　？u一，一〉？i一，み
お〔雄〕　7＞おす
おあいする〔お会いする〕　一｝あう
おあがめ〔御あがめ〕　→あがめる
おあつらえ〔お謎え〕　→あつらえ
おありになる　→ある
おあるきになる〔お歩きになる〕？waaeimi一
　￥eeN，→あるく
おい（呼掛け）daa，？ee，　hei，’3ai／～おい
　？ee？ee
おい〔甥〕　，wii，，wiiQkwa／～と姪miiwii－
　Qkwa
おいおい． i泣くさま）　siQl〈weeh3（≧1〈wee，　si－
Ql〈uihaQku．i，　’weewee，一〉なく
おいおとす〔遠い落とす〕？wii？utUsjUN
おいかける〔追いかける〕　？wiigikijUN，→
　お5／迫いかけられる？waaVijuN
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おし・
おいこす〔遺い越す〕1〈UNnUZttN，？wiiku－
NnuzuN，　？wiinuzuN．
おいしい　maasaN，？UNsiraasjaN，一＞ku－
　eimaasaN／おいしそ5にmaak吊目aaku／
～おいしいkwaQc2ikwaQCil／～も㊧
　靱aasamUN
おいしげる〔生い茂る〕　→し．げる，はえる
おいだす〔追い出す〕．．？wi呈？Nzas沁N，→っ
おいたち〔生い立ち〕　→せいちょうしいほう
おいたつ〔生い立つ］　→せいちょ5
おいたてる〔追い立てる］　？wiitatijUN
おいちらす〔追い散らす〕　？waagi3U翼，
　？wiicirakasj’uN，　？wligusicivakasjuN
おいつ．おわれつ〔追いつ遍われつ〕　？zzuee－
　kuuee　reuNおいつく〔追い付く］　「Zwiigil〈ijuN，？wilgi一
おいてきぼり　？UQcaNgiirii
おいで1：なる？imeeN，？imeNseeN，　me－
　eN，　meNseeN，　？meNseeN，　？uceeirni一一
　亭eeN，？uceeN學eeN／んこと　？imee，　mee
おいぬく〔追い抜く］→おいこす
おいのり〔お祈り〕　ka斑掻igee，．？un撫wee，
　？unjuhwee，　？unuhwee，　一’juginu？u－
　njuhwee，きがん，きとう
おLsl：し、〔御位牌〕　→いはい
おいはぎ〔追いはぎ〕hwee｝’ee，→さんぞく
おいはらう〔遺い払う〕　？wiiho．ojUN，？waa－
　gijllNジ→tul〈urubaree，おいたて、る，お
　いちらす，けちらす／～声siQsiQ
おいぼれ〔老いぼれ〕？uhuzaa，→kiihagi－
　mootui，→もうろく，ろ議すい．
おいまさる　？wii？NzijUN，→せ「いちょう／
　～こと？wiimasai
おいまわす〔迫い回す〕　／～さま　？wiigiki一
おいめい〔甥姪］　m銭w圭iQkwa　　Lmaa¢iki
おいる〔老いる〕？wiijUN
おいわい〔お祝）、　・〕9US3’UtlZi，　gusuuzi，？i・’
　wee，　’juuwee，　？uiwee；　？ujilwee／　・v
　　の宴s3uuzi／～のこちそ5？uhurumee
おう〔王〕’OO，（敬語）nuumeeganasi，
　s3’uit2Nganasi，　sjuATzanasl，　tiNg，ma－
si，　tiNzanasi　？ueinaaganasii，．　？aEju－
　ganasii㎜ee，？usjuu／～の行列に演℃る
　音楽．r ziga〈U／～の乗物？UCUU／～の
　乗物をかつぐ者？ucuuhu／～の墓tama一
　？udUN／～の溺荘の名？ucaja？udUN／
　～の婿（敬語）？wii？wee？umuuku／～の
　妾guma，　huziN，→？a3aa？aNsirari，
　？ajaamee／～の妾選び，unazara？usira－
　bi／～の礼服？umaNtUN／～への奉公→
　sjuiganasimedei，　sjuNzanasimed．ei
おう〔追5〕　？uujUN，→：おいかける／　追わ
　れる？waar圭画N
おう〔負う〕kaNZUN，？uujUN，→せおら／
　負わせる？UUSま5UN，→？uusikaNsijUN
おうえん〔応援〕　→かせい
おうかん〔往還｝→かいどう
おうかん〔王冠〕　→かんむり
おうぎ〔扇〕　？60zi，→弓ちわ／～の骨？oozi－
　nuhuni／～を持って舞う舞い？oozimee
おうし〔牡牛3kutii？uSi，’tlU？usi
おうじ〔王子〕　，Qozl／～の家柄（～の御殿）
　’oozi？uduN
おうしゅう〔応酬〕　？icaihaNcai
おうじよ〔王女〕　→？uminaib圭／～の夫（敬
　語）？Wii？wee？umuuku
おうじる［応じる〕　，uuzijUN
おうたい〔応対〕　？ukihaNsi，→うけこたえ
　／～を乞うことmunusirari
おうだん〔黄痘〕，ood．aN
おうとう〔応答〕　？ireehwiz圭，．？ireekuもee，
　？ukihwiNtoo，→うけこたえ，　Ptんとう
おうひ〔王妃〕hwii，’oohwi，（敬語）？uhwi，
　？uhwii
おうふ〔重扇］．→kuuzl
おうふく〔往復〕？ieimudui，，lUQcai，，oo鴫
　huku，　一〉一mudusi，　tuNmudujaa
おうへい£横柄〕　mee？agal，　meegai，→そ
　るだい／～な者eigWeeimUN，　eiigWee－
　MUN／～になるcigweejUN，　meegajUN
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おお
おうぼう〔横暴〕　’oogai
おうまれになる〔お生まれになる］→うまれる
おうらい．〔往来〕．’・・ree，→QCU？asl
おえる〔終える〕　sii？uwajUN，＄imasjUN，
　？ueinasjuN
おお（感動）　→ああ，おや
おお（けんかの時などの返事）　？iihjaa
灘お〔大〕　？UIIU一，一〉’jatu一
おおあたま〔大頭〕　？uhugiburu，？uhu¢L
　buraa
おおあめ〔大雨〕　dee？u，？uhu？ami
おおあわて〔大あおて〕　→？awatiihjaatii，
　？aweesjukwee，あわてる
おおい〔多い〕　？uhusaN／～が勝ち？uhu－
　saagaa／～少ない？ikiyasa？uhusa
おおい〔覆い〕　→kabui
おおいおおい（呼び声）　？ee？ee
おおいそぎ［大急ぎ〕→？awa七iihjaa七ii，
　？awatinoori
おおいなる〔大いなる〕一〉？ukwisaN
おおいに〔大いに〕dateeN，　ziibuN，　zikoo，
　→たいへん
おおいのしし〔呪いのしし〕→？碗pa謳ma一
おおいわ［大岩］？uhusi　　’　　　Lsis圭
おおうこ覆う〕　？紐sujUN，一〉かぶせ‘る，　しゃ
　へい／おおわせる？usaasjUN
おおうそ〔大うそ］　？uhujukusimunu？ii
おおうなばら〔大海原3　→kur’Usju？oosju，
おおうみ〔大海〕→たいかい　　したいかい
おおおくさま〔大饗様〕？uku？aj　aamaee
おおおじ〔従祖父〕．
おおおとこ〔大男〕
　？uhuwil〈iga
おおおば〔従隅一母〕
　’uzihuzi？Nmee
おおおび〔下欄
おおおんな〔大女3
おおかぜ〔大風〕
おおかた〔大かた］
　kata，→たぶん
’uzihuzitaNinee
’ja七umUN，　’jatuu，→
’ubahaNzaNsiimee，
？uhu？uub2
　一〉？uhuwinagu
teehuu，　？uukazi
　’iik’u’ru，　tabuN， ？uu一
おおがら〔大柵　？uhu？aja／～の着物？u－
　hu？ajaziN
おおきい｛大きし・〕magisaN，？uhwisaN・
　→きょだい／大きくdateeN，　magimagii．
　tu／大きくする？waasjUN／大きくなり
　過ぎる？arageejuN，？ari3UN
おおきな〔大きな〕　？uhu一，→きょだい／～
　家→？uhucinee，？uhuzinee／～お祝い
　？uhugusjuuuzi／～落しもの？uhumuaa
　？utusi／　～重荷？uhu？Nbusi／　～顔　gira噴
　waa／～ll？uhuguci／～口をしたもの．
？uhugueaa／～事？uhwiikutu／～魚
　？uhu？i3u／～寝r慰？uhuniici／～腹？uhu－
　wata／～船？uhubuni／～店？uhuma－
　cija／～飯→？uhumeejatumee／～餅→
　，jatumuci／～ものdateemaa，　magi童
おおぎんたま〔大睾丸〕　’jaQkwan翫a，？Ur
　hu3aQkw＆n躍，？uhukuugaa
おおく〔多く〕　→たくさん
おおぐい〔大食：い3？abaraa，もees担ku，，
　？uhuwataa　　　　　　fgucaa．
お「ｨぐち〔大口〕？uhuguci／～の者？uhu一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　チおおげざ〔大げさ〕→ぎょうさん／～である
　x’il’i（≧saN，→？まidataasjaN／～なhagloo一一
　rii／～な醤い方？iidati，一〉たいげんそ．
　　5ご／～に書ら　？蓋tatijUN
おおごえ〔大声〕magigwii，？uhugwii
おおごと〔大ごと〕deezi
おおざけ〔大酒〕・？UU7，aki／～をのむ→ka一・
　sijUN　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「gaしa．皿i
おおざけのみ〔大酒飲み〕　？uu7val〈i，．，wari一．
おおざら〔大皿〕→haaei
おおさわぎ〔大騒ぎ〕　？UUtnusageei，→？U一一
　盛jo◎ku｝’ijoo，さわぎ
おおじょたい〔大所帯〕？uhucinee，？uhu一．
　zinee，？抽魏jaaniN多u
おおすぎ〔多過ぎ〕　→kwaa，ちょうかする．
おおせ〔仰せ〕　mjuNCigutu，　nUNeigu七u，
　？wiisi，？wiisigutu，→おおせられる
おおぜい〔大勢〕？uhuniN7yU，→buriniNへ
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おお
　7」U／～のi家族？uhu3aaniN多u
おおせられる〔仰せられる〕　miseeN，？wii一一
　simi寧eeN，　→㌔でう，　おおせ
二おおたにわたり． i植物名）hwiramusiru，
　hwiramusiruu
おおつつみ〔大つづみ〕？uugiziN
おおつなひき〔大綱引詞　？UUNna，→？ai－
　ZO◎？UUNna
おおつぶ〔大粒〕　／～の爾？uhugiburu？am圭
おおてがら〔大手柄〕？tlutigara
おおどおり〔大通り〕？uuduui，？uhumici
窃おどしよりξ大年寄り〕？uhudusjui
おおどろぼう〔大泥棒］　？uhunusudu
おおなべ〔大取〕→saNmeenaabi
．おおにんずう〔大入数〕　一〉おおぜい
おおばかもの［大馬鹿者3　？ieiguduN
、おおばこ〔車前草〕　hwirahwagusa，　hwl－
　ruhwagusa
おおは暖大恥〕？ieihazi
おおはば〔大晦　？uh．uhaba
おおはまぼう（植物名）　，juuna／～の藥
　りロ　　　　　　　　　　　　　の　　juunaagaasja
．おおひらわん［大平棚　？uuhwira
ｨおひろば〔大広揚〕？uuhwiruzi
おおひろま〔大広剛　？uuhwiruzi
おおぶた〔大頭〕’jatu？waa
．：おおぶね〔；大船〕　？uhubumi
おおみず〔大水｝？uumi塑
おおみそかのばん〔大みそかの晩〕　tusinu－
　juru　　　　　　　　　　　　　rsi
．おおむかし〔大昔〕kamigudee，？uhUNka一
おおむぎ［大麦〕　？uhuniu．zi
おおもいになる〔お思いになる〕　？聡oo溢一
　mi￥eeN，吟おかんがえ，おもう
おおもうけ〔大もうけ〕？aramooki
．．おおもん〔大門］　？uhu？UZOO
、おおよくばり〔大欲張り〕？uhujukuμ
㌧おおよそ〔大よそ〕→だいたい
おおわらい〔大笑い］？ukuwaree／～する
　　さまsieirihweeri
おか〔丘3mui
おカs〔陸〕　　　？Eしgi　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「おや
おかあさん　？ajaa，？aNmaa，→はは，はは
おカ、えし〔お返し｝　giki七uduki，　kcesi，　r盤一
　zigeesi，？ttgi　1’i，？ugirikeei，→へんさい，
　へんれい
おかお〔お顔〕　一〉かお
おがくずkiika題
おかくれになる　？ukumulmiseeN，？u亭iz2一
　τi拠聯eeNヂ→しぬ
おかげ［お蔭〕？ukaz圭，→huki，めぐみ
おかご〔御駕縮〕　→かご
おかさ〔お傘／　？UNeitaka
おかざり〔お飾り〕　？U｝〈auai，～〉おそなえ，
　かざり／～の紙？Uk㌶a圭ka嫉
おかしい’ukasjaN，→こっけい
おかじょうき〔陸蒸気〕　？agihwi1gurumaa
おかず　1〈批timUN，？U通awai，（敬語），Nca－
　tiMUN／～にするkatijUN／～の少ない
　食べ物→sabi瓶UN／～のない飯kara－
　MUN
おかつば　kaNむaa，　kaNtu9，　→kaNtu．u－
　mee
おかね［お金〕　ziN，（小児語）　ziinuu，→か
　ね，ぜに
おかま〔おi釜〕　→かま
お．かみさん　？aNsii，？aNsiimee，？aNsira一
　τi，？aNsitaree，→おくさま，こなし・ぎ
おがむ〔拝む〕　’uganUN，　一→いのる／～こと
　？unihwee，　？unjuhwee，　？unuhwee，　一一〉
　’juginu？unjuhwee／．・一　eeの声？aa七〇〇tu，
　tOO七U，　？UU七〇〇tu
おかめこ阿亀］　sjadaNnu？utUU？NMii，→
　giratamajaa　　　　　　　　　　「しっと
おカ・やき．〔岡焼き〕　biQSUU，→？uragoosa，
おカ、ゆ　　→カ｝ゆ
おから　toohunuk昂si
おからだ〔お体〕　→からだ
おがわら〔牡瓦〕　，uugaara
おかわり〔お代わり〕＄eesiN，（敬語）？use一
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お．こ
　esiN／～をする，．？irikeejuN／んをするさ
　g　一＞tatikee？irikee
おかん〔悪寒〕hWiisanuu
おかんがえ〔お考え〕　→おおもいになる，か
　んがえ
おき〔沖3tunaka，　tUU，→？oosjukurusju，
　？uuei，　？uut．1｝
おき〔燥〕？ucir三，→おきび
おき〔白き］　一・gusi
おきあい〔沖合〕　七unalくa，→おき
おきあがりこぼし〔起き上り小法締〕？UQci－
　x’ikubusi
おきえらぶじま〔沖永良部島〕　？irah．　u
おききになる薮お聞きになる〕　？UNnjul〈a－
　jUN，？UNmikajuN，’→きく
おきさき〔御后3　→おうひ
おきざり〔置き去り〕？UQcaNgiirii
おきて〔掟〕？uc三ti，→きそく，きまり
おぎない〔補い〕tasi，→たしまえ
おぎなう〔．補う〕tareejuN，．→？uzinajuN，
　ついかする／～こと？u＄iitaree／補い含
　　うさまcuitareedaree
おきなわ〔沖縄｝？ucinaa／～産の米sima－
　gumi／～末島？U．huzi，　zizi／～塞島内
　zizi？uei
おきなわここ沖縄語］　？ucinaaguci
おきにいり〔お気に入り〕　eii？iri
．おき～麟涯起きぬけ〕　？ukigamanigama
響きび〔襖火｝？ueirib鶏→おき
おぎやあおぎやあ？Ngaa？Ngaa
おきゃく〔御客〕→きゃく
おきゃくさまごっこ〔御客さまごっこ〕　？U－
　hurumeNtaa
おきよう〔御経3．coomuN／～の声nooni－
　NkwaaniN
，おぎる〔起きる〕　？ukijuN，？ukujuN，．？u－
　1〈urijuN，→？uki？NzijuN／起きたとたん
　？ulci7yamanigama　’　rzoo
おく〔奥｝　？uuku／～にある門→？uku？i盛一
おく〔置く〕，三sljUN，？UCUN，→？ucikiju黄
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おく〔措く〕　？UCUN
おくがた〔奥方〕？aQtoornee，’unazara，
→おくさま／～様？aQ七〇〇ganasiimee
おくさま〔奥様3？ajaamee，　guneezi，？a－
　manii，’unazara，→おかみさん，おくがた
おぐし〔御髪〕　mjuNcoobi，　llUA・cobbi，？u－
　Ncoobl，→かみ
おくする〔濾する〕　duuz呈jUN
おくそく〔濾測〕cimu？atigee，　saQcuu／～
　でものを震紡ことsaQcuumunu？圭i
おくぢ〔お擬〕　mikuei，→くち
おくない〔麗内〕　，jaanu？uci
おくのて〔奥の手〕？ukudi
おくば〔奥歯〕？uukubaa，→きゆ5し
おくびょう〔臆病〕→しょ5しん／～である
　sikasaN／～なさまsikaNka翫／～そうに
　目をきxうつかせること．s癒amiiguru－
　guru／～になるsikanUN
おくびょうもの〔臆病者3sikaa，　sil〈amUN
おくみ〔裡3，Nni
おくやま〔男山〕？ukujama
おくやみ〔お悔み〕　kuji　mi
おくらせる〔遅らせ．る〕？ukurasjUN
おくりかえす〔送り返す〕？ukuikeesjuN
おくりじょう〔送り4犬｝　一→？tlkuiZOO
おくりぜん〔送り膳〕　？ukui？uz三N
おくりもの〔贈り物3　nasεしki，？Ul〈UiMUN，
おくる〔送る〕　？ukujUN　　　L→しんもつ
おくれる〔遅れる〕　？ul｛uxijuN
おけ〔桶〕　taagU，，uuki，．→，UUgUC▽～の
　一種目uuzida］ree，　haziuuki／標準型の
　～zoomataagu／小さい～’uukigwaa
お1ナつくり〔オ鞘．ffgり〕　’uukiju．ujaa
おこうろ〔御香炉〕？ml｛oeru
おごけ〔麻小笥〕　，uugluci
おこころ〔お心〕　？uzimu，→こころ　　「し
茜こころざし　→gus3u多UNs最ee，こころざ
おこさま〔お子さま〕？umigwa，？UMiN－
　gwa，？umiwarabi，→こども
おこし〔御腰3　mikusi，，Ncus三，→こし
t
．お．．こ
おこし（粟子の名）　hacagUm呈．
おこす〔起こす・興す〕？ukusjuN／下から
　’・v　＄leuN　　　ワ
おこぜ（魚名）→？abasi
おこたる〔怠る〕　→なまける
おことば〔お言葉〕一〉おおせ，ことば
おこない〔行ない3　？ukunee
おこなう〔行なう］　？ukunajUN．，一→する
おこめ〔お米〕→こめ
おこる〔起こる〕　sjoozijUN，？ukur彗UN簗
　？ul〈UjUN
おこる〔怒る］　kusamiCuN，→はら，りっぷ
　く／少し～ことsaagusamici，？USUgU－
　samlcl
おごるこ驕る｝gaajUN，？LlgujuN，→ぞう
　ちょ5／おごりたかぶる者E？ugUimuN
おこわ〔お強〕　kasicii，→せきはん
おさ〔箴〕　huduel／～の種類→はたおり
．おさえる〔押さえる〕　？usujUN，→あっぱく
　する／押≧きえつけられる？usaarijuN
おさかまち　，uusa
おさがり〔お下がり〕？unooi，？usaNdee
おさきに〔お先に〕　一→sadajUN
おざきばらい〔お先払い〕？UNsadai，→ぜん
おさけ［御酒〕　→さけ　　　　　　　　　しどう
おざしき〔御座敷］　→ざしき
おさなご〔幼子｝　一〉あかんぼ5
おさなごころ〔幼心〕　，warabizimu
おさなともだち〔幼：友だち〕　，warabidusi
おさまる〔治まる〕　，usamajUN
おさめ〔納め〕hai’ee
おさめる〔治める〕　娘sa拠三jUN，　ITIal’ueUN／
　～こと（敬語）？ukakibusee，→しはい／
　治めかた’usa㎜圭gata
おさめる〔納める〕　・→harajuN／納めないこ
おさん〔お産］　→しゅっさん　　しとhunoo
おし〔唖〕　giigaa，　gilguu
おじ〔拍叔父〕　’uzasaa／イ白父？uhusjuu，
　？uhutaarii／叔父’UNcuu／上の～？u－
　hUUNcuu／下の～，UNeuugwaa
おしあい〔押しあい〕　sicaa￥ee，錘icee／～
　へし合いkUNkurubaa＄ee，　siieaakwaa－
ee，　？uuseekurubarpee
おしあう〔押しあ．う〕sicaasj．組N
おしあげる〔押し上げる〕　gicagijUN，？uja－
　gijuN，　？usjagijuN
おしい〔惜しい〕　？atarasjaN，？ieasaN，→
　？aQtaru，おしむ／惜しくも・→？a（ltara
おじいさん　taNmee，？uhuzuNzaNsiiinee，
　？usjumee，→そふ
おしいる〔押し入る］　＄iiCUN，，wagaka－
　jUN／押し入った者，wagakaimUN
おしえ〔教え〕？usii，→きょうくん
おしえかた〔教え方〕？usiigata
おしえる〔教える］naraas3UN／～ことna－
　raasi　　　　　　　　　　　「しもどす
おしかえす〔押し返す〕？usikeesjuN，一一〉　ts
おしかける〔押しか．ｯる〕　？usikak塘UN
おしかり〔お叱り〕nuNdee，？aNdee，一一〉しつ
　せき
おじぎ〔御辞儀｝gurii，　i’ii／いっせいにす
　る～suugurn
おじぎそう． i植物名）
おしぎる〔紳しきる］
おしくら〔押しくら〕
おしこむ〔押しこむ〕
　　nUN，？usiNeUN，→おし
おしこめるこ押しこめる〕
　　1｛umijuN，おしこ
おしたおす〔押し倒す〕
／　？usiもoosjUN，→あっとう
おしだす〔押し出す〕　？usi？NZ＆sjUN
おしたばねる〔押し束ねる〕　？usigikunUN
おしつける〔押しつける〕　hani？weezil〈i－
　　juN，　sieaasjuN，　？usigikijuN，　？weeziki－
　　jUN／押し付け合うさまcui？uusi？uusi，
　　？uuseekayakee
　　　　’おしつぶす〔押しつぶす〕　hwiiZUN，　hwira－
　　kasjUN／押しつぶされる→siρ斑jUN
おしつまる〔押しつまる〕　sa蕊gi1γ1a3UN
おしどり〔鴛欝〕　？usiN七ui／～の翼→？u－
　　muiba
mNmNg’usa
？usieij’uN
→おしあい
hwisiNeuN，　？usiku一
　　　　こめる
　　　？usil〈umijuN，　認?
　　　？usikeerasjuN，
　　　　　される
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おだ
おしながす〔押し流す］　？usinagasjUN
おしならす〔押しならす〕　？usitunam1juN
おしのける〔押しのける〕　’？ugidukijUN，
　？usinukijUN，→おしやる，　どける
おしはなす〔押し放す〕　？usihanasjuN
おしまい　→おわり
おしまげる〔押し無げる〕？usimagijuN
お．しまるめる〔押し丸める〕　？usigil｛unuN
おしむ〔惜しむ〕　→？icasaN，？ibirijuN，
　おしい／惜しがることrnunu？atarsja
おしむぎ〔押麦〕　hwirakaamuzi
おしめ〔お湿〕　kakoo
おしめり［お湿り〕？Ul’ii　　「おしかえす
おしもどす〔押し環す〕　？usiiinudusjuN，→
おじや〔雑炊〕　，画hwara興U畷，霧U聯ii
お癖かさま〔お釈迦様〕sjaakag’anasi
おしゃく〔御酌〕　→しゃく
おしやベリ　，jUNtaa，，jUNtakU，，jUNta－
　1〈uu，　munujumaa，　munujunaa，　saN－
　baguci・→kuuzoo／～するさま　？aaba－
　asaabaa　，？aaciyahjaaeira，　hwiQtaku－
　maQtaku，　’judaikuuzoo，　’juNtaahwiN－
　taa，　’juNtakuhar　taku，　’juNtakukwi－
　Ntal｛u／～な女？abasi，？abasjaa
おしやる〔押しやる〕　￥iildjuN
おしゃれgukujaa，1〈waanlnaa，　kwaa－
　niN，　？waaeaa，　？waaei
おじゆう〔お璽ゴ　？UZuu，→じゅうばこ
おしょう〔和尚〕　4aa睾i，　（敬語）多aa寧inu－
　mee，→おぼうさま，じゅうじ，そ5りょ，
　ぼうず
おじよう．さま〔お嬢様〕　？aigwct‘　amee，　too－
　toogwaa，？wegUNsjori，→むすめ
おしょうばん〔お相伴3　一〉しょうばん
おしCtうりょう〔お精霊i〕　→しょうりょう
おしよせる［押寄せる〕，jutikeerasjuN，
　？usljusijuN
おしらせ〔お知らせ’］→しらせ’
おし：る〔怖じる〕　sikanUN，？uzi5UN，→お
　びえる，こわがる／すっかり～？uziicijUN
おしろ〔お城〕　→しろ
おしろいばな（植物名）　’JusaNdibana
おしわける． k押し分ける］？uslwakijUN
おす〔雄〕　，uumunaa，，uumUN，→，．UU一
おす〔押す〕　？US舞N，→siiCUN
おずおず　sikaNkaa，→びくびく
おすがた〔御姿〕　一一〉すがた　　　　「んげん
おせじ〔御世辞〕？aNdaguci，　mee＄i，→か
おせっかいseebee，→でしゃばり／～とな
　　る事脚ebeegutu
おぜん〔御民〕→ぜん／丸い～maru？uziN
おせんこう〔御線香〕？ukoo，　mjuukoo，
　切旦ukOO，→せんこ5
おそい〔遅い〕　niisaN，？U錘saR，→のろい／
　～出発　　nibu？UQtaci／　遅く　niiku，　niQ－
　ka／遅くなる一今瓠通jUN
おそう〔襲う〕　／襲われる？usaarijuN
おそうまれこ遅生まれ〕　nibu？iNTmari
おぞうり〔御草履3　mjuu多aree，　nuu7varee，
　？u4aree，→ぞ5り
おそなえ〔お供え｝　？uka多ai，？usjagimuci，
　’？usjagimuN，　？tlsunee，　？usuneemuN／
　～する？usjagi．iUN／～の上にまじないと
　　して置くものsaN／㌣のお下がり　？usa一一
　Nd．ee，？unooi／～のお茶eatoO，？uca七〇〇
　／～の水？ubii／～の紙？uk砺aikabi／～
　の米h nagumi，，Npanagumi，→kara＿
　Npana，？usimasi／～の米と酒，Npana一
　？u7．akl／～の台kudee／～のとりかえる
　分→？ucizihweesi／．～の飯？ubuku．
おそば〔お側〕．？usuba，→そば　　　一
おそらく〔恐らく｝→たぶん
おそれる〔恐れる〕　→おじる，こおがるノ恐
　れおののくこと？uturusjahwiisja／恐れ
　はばかること，jagumisa
おそろしい〔恐ろしい｝　？akutooraasjaN，
　？uturusjaN，→こわい／～思、い？uturu－
　sja？umii／～人？akutoo／～もの？utu－
　rusjamuN，『？uturuu／恐ろしがる→？U一
　もurusjaN
おだいじに〔お大事に〕→m｛購ei，？UNzu－
　lllUei
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tおた
おたい． 轤ﾉ〔お：平らに〕　？聴w鋤aku，→hwi－
　raSaN
おたがい〔お互い〕　？u七agee，→たがい
おたく〔御宅｝　　tUNci，？uhuduNci，？UNZU－
　naa，　一一＞tunuei
おたすけ〔お助虜　→たすけ
おたふく〔お多福〕　sjadaNnu？utuu？Nniii
おたふくかぜ　teosiNbai
おたま（食器の名）nabigee
おだま〔苧環3　kuuda／～を作る竹ぐし
　kuudag11臓s童
おたまじゃくし〔蛾麟〕　？aminaa
お＃やか／～であるRada，iaQsaN，→なご
　む，やすらかに
おちこぼれ〔落ちこぼれ〕　？u犠
おちつき〔落ち着き3　？utigici
、おちつく〔落ち着く］　’ii¢iCUN，’ij媒R，？ttti－
　tgiCUN／落ち着かない　→，iigib｛N　g圭kaN，
　毒aturUCUN／落ち着かないさま　→eimu一
　’wa＄amlel，　ennuwasawasa，　saNSaN，
　sikasika／～こと→らくちゃく
おちど〔落度〕husuku，→あやまち
おちぶれる〔落ちぶれる］　S圭p．itajUN；→？U一
おちぼ〔落穂〕？uti　　　　LtisiziTni
お6や｛御茶〕　eaa，？uea，→？ucatOe，ちゃ
　．／～の会　？ucahulcasee，？ucawaka一
　阜ee
おちゃうけ〔お茶5け〕？ucawaki，→ち．．や
　　5け／～なしのお茶1〈arazaa
おちる〔落ちる〕　？utijUN／落ちて散らかる
　こ．と　？uticiri
おつかい〔御使い〕　？ugikee，→つかい
おつかえ〔お仕え〕？waaNd・ee
おっかぶせる　？uusikaNsijUN，→gicika－
　NSIJuN
おつきさま〔お月さま〕　七〇〇七〇〇，tootooga－
　nasiimee，　tootoomee，　？ugiei，　？ucicuu，
　？ucieuumee，→つき
おつげ〔お告げ〕？usiyasi
おっしゃる　一→おおせられる
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おったつ〔おっ立つ〕？UQ£aCUN
おっつオ、つつ　　　 ？UQgil｛aQgi
おっつけ　→やがて
おって〔追手〕　？UQti
おって〔追って〕？UQti
おっと（感動）　？ai
おっと［夫〕　’utu／～と姑　，uもusi七u／　～の
　方／kusj滋圭kata／～への接し方，威ubi一
おっばい　→ちぢ　　　　　　　　　　Lree
おつゆ〔御汁〕　siru，？usiru，→しる
おつりkeei，　kees掘udusi
おて〔御手〕→て
おてがみ〔御手紙〕→guzoo
おでこgaQpajaa，　gaQpai，→ひたい／～
　の頭gaQpaiφburu
おてずから〔御てずから〕　？iamicikuru，→
おてだま〔お手玉］？oosii七〇〇　　しじぶん
おてら〔お寺〕　？util・εし
おでん〔汚点］　SilN
おてんばむすめ〔おてんば娘〕　？abasi，？a－
bas3’aa，　saNsanaa，　一一＞saNsanaa？aigwa－
　alnee
おと〔音〕　？tttLl，→ね，ねいろ／～に聞くこ
　と？utuzici／～に聞こえる？utu？UCUNノ
　～を聞くこと　？utuzici／稲穂の出るころ
　の～をさける期關？iNdUinijamadumi／
　予言となる～munu？utu
おとうさん　S5UU，毛aa盛i，　（小児語）taa－
　taa，→ちぢ／～おかあさん？a3aataarii
おとうと［弟〕　，Wikiga？uQtu，→？u俺tu，
　？12Qtuwil〈ii，’wikii，（敬語）→？un？ikii－
　numee，　？umiQtu
おとうみょう〔御燈明｝？utUNnoo，？utLIU－
　mjoo
おとうろう〔御燈籠〕　→とうろう
おとがい　→あご
おどけ奄の〔おどけ者3　？ahwagee戚mUN，
　coogmaa，　raarumuN，　namaraa，　na－
　mavimuN，　nama’tee，　nama4iraa，　na－
　m㌶撚m観N，teehwaa
おどける？ahwageejuN，？akwageeri一
おに．
　rUN・na111a1’ij’UN／～ことteehwa／おど
　けた顔11ama　7vira
おとこ〔男〕’utuku，’wikiga，→とのがた／
　～が生まれること→？uhuwin翫gu／．．～の．
　子，wikigawayabi／～の声，wil〈igagw1呈／
　～のなり　，wikigahuuzi／　～のような：女
　，uuwinagu，．，wikigahuuzii／　：女のよ5
　な～，w圭naguhuuzii
おとこ〔乙子〕　？U（≧tUNgwa
おとこおや甥親3，wikiganu？uja，，wiki－
　ga？uja，→おや，ちぢ，ちぢおや
おとこまさり〔男まさり〕’wikigamasal
おとこや．もめ〔男やもめ〕　’wikigajagusami
おとこらしい〔男らしい〕　，wikigaraasjaN
おとさた〔音沙汰〕　？utu，？u加s就a，？utu”
　4il’i，　一〉？ati
おとしあな〔落し穴〕　？uturbi？ana
おとしだね〔落し種〕　？u諏3娠a垣，
　Ngwa
おとしだま〔．御隼玉3
お．ﾆしぶた〔落：しぶた〕
おとし6の〔落し物〕
おとしより〔お
おとす〔落す〕
おととい　，
おととし
おとな
　Qcugwii／～びた
　samunu？il
　～ぶ．
おとなしい
？u七usi一
　　　　　　　　奪寄り〕
　　　　　　　　　？UtUSjUN
　　　 　　u｛≧ちii／～の晩e鱒uunujuru
　　　　　　，NCU／～の磁の年，3utu
　　　　？u11U（）CU，？U七．una／～の声？UhU一
　　　　　　　　　　　　話し方kusamunii，1｛u一
　　　　　　　　／～ぶること？uhuQeubui／
　　　る者kusabUQkwaa
　　　　　　　？uhujaQsaN，　？utunasjaN，
？weNdasaN／　”vM，v　？weNda？Nma／　一月目ig
？uhujasii，？weNdaa／おとなしく　’ゴagu一
’iiiZiN，　’iil’iZiN
　kakugu　FmuN
MLIIIU？UtUSi，　？LltUSi一
　→としより
おとみ〔乙川〕　？UQtumisi
おとみつわり〔乙見つわり〕
　？u．Qt・umiijoogari
おとめ〔乙：如
おと～も〔お供〕
おどり〔踊り．〕
　’uduiziN／
　　　　1一　」’　aguutu
？uQtumal｛i，
→むすめ
→とも
mOoi，　，udui／　～の着物
～の種類，名など？ajaamee一
　udui，　？am’akaaudui，　？aNg’waamooi，
？aQcamee，　？aQeameegwaa，　eoozanu，，
　？ukusjuu，　hwaudui，　hweenusimaa，
　’」’arasii，　kuniri，　niiseeudui，　maNzai，　一
　sinugu，　sjuNdoo，　？usideeku，　’uduee，
’wal〈asjuudui，　’winaguudui
おとりかわし〔お取りかわし〕　→とりかわし
おとりつぎ〔お取りつぎ〕　→とり．つぎ
おとる〔劣る〕？utujUN／～こと→cizi
おどる〔踊る〕　moojUN，，uduj貝N／踊りあ
がって喜ぶ．さまtUN・t…im・・i／踊ったり
　はねたりすることmooiha．ni，，uduiha賊
おとろえる〔褒える〕　？ut魏ri3UN，？Uもuru－
　jUN，→すいび，よわる
お．どろく〔驚く〕　？udurUCUK，　→kusjaa，
？uQceejtiN／　maNaamasi，　？uhuduN一一
　mooi／～べき　？U5UmasjaN／～べきこ
　　と7　＞miihaigutu／　驚〉幽す　一→？U云疫rUCUN／
　驚いて臼覚めること→紐多ami？uduru．ci
おなが劇〔お流れ3　／～にするkUNdasjUNX’
　～になる1〈UNdijUN
おなし〔羅無し〕　多uumoOkU登
おなじ〔同じ〕　eu一，，inu一，．，iN一，乞iiφ，→？U－
　QgikaQgi，どうよう／～大きさ，iNpi／～家
euゴa批／～顔’inugilia／～考え’inukaN／
～心’inugimu／～時節’i1ユui／～高さ’圭益u－
taki，’iNtal〈i／～時’inutuci／～歳cutu－
　si，，inutusi／～隼（十1二支の），inusaa／～
　歳の人cutusiNeu／～長さ’inunag’1，　｛iN－
nag’i／～臼’inuhwii／～人’illUQeUノ～
　道：cumiei，，inumic1／～もの，inumuN，
　，inuu，　tiigiMUN／～ようす，iNki1・翫hw爲一
　a／～ようである，inugutooN／．～ような
　　もの，inugtooruu／～ように，inugUもU
おに〔鬼〕　？uni．
おにいさま　→あに
おにぎりごはん〔おにぎり御飯〕　？ubuNni－
　zirii，一〉にぎりめし
おにごっこ〔鬼ごっこ〕　1〈aginiiNsooxee，→
　miQl〈waatooruu
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おにび〔鬼火〕　？ooruubii
おねえさま　→あね
おの〔斧〕　，UUN，→，juuci，　tiiN，　saahUN－
　gwaa，　saahuNjuuci，
おのおの　naa一，→かくじ，それぞれ
おのずから　naNkuru，　siziN，　siziNn1
おのれ　？uga，→じぶん．
おば〔イ白叔母〕，ubamaa，．（敬語），ubacaN
　siimee／（Atw　？uhu？ajaa，　？uhu？aNmaa／
　叔母baa，　baaeii／　上の～？uhubaa／下
　の～b3agwaa
おばあさん　haamee，　haNsii，？Nmee，→
　paapaa，（敬語）haNzaNsiimee，そ．ぽ
おはか〔御墓〕　一一D一はか
おはかまいりこ御墓参り〕　～〉はかまいり
おばさん〔小母さん〕　→baacii
おはし〔白鼠〕　→はし
おはじき　？iQtuglajOO
お1まし．ばこ〔お箸箱〕　→はしばこ
　　　　　　？uubi，（敬
　種husu？uubi，　miNSaa，　miNsaa？uubi，
　sugui？uubi，　？uhu？uubi，　’warasiNbuu一
　？uubi，→Takubuginu　ln三？uuhi／～用の
　布の名miNsaa／～をしめる所？uub圭sii－
　guci
おびえる　？NbiijUN，→おじる，こわがる／
　すっかり～？uziieijUN
おひかり麺お光3　一→ひかり
おひがん〔御彼岸〕　→ひがん
おひきあわせ〔お引き合わせ｝　hwicaasi，
　hwicawasi，一〉ひぎあわせ・る
おびきだす〔おびき出す〕　’wakuj　LiN／．～手
　，wakuid嬬→ひきあわせる
おひげ〔御ひげ］　→ひげ．
おひさま〔．お臼さま〕　→ひ
おひっこし〔お引っ越し〕→ひっこし
おはつこお初）
おはな〔御鼻］
おはなご御花］
おばなξ尾花］
おび〔葡
sina？urusi．　？qhwagi
→はな
→はな
baraN
　　　語）mi？uubi／～の一
おひとよし〔お人よし〕huri甲akutu，　sa2a一
　．makutu，　？uhujasii，　一一＞hutuki，　too
おひとり〔御1人〕　cutukuru，→ひとり／
　～様？ucutukuru
おひめさま〔お姫様｝→tootoogwaa
おひ5ごはん〔お昼御飯］．mihwiruma，　mi・■
　hwiruma？ubuN，→ひるめし
おぶ（！」、児語）　buu，　buubutt
おぶく〔御仏供〕？ubul〈U　　　　rふたり
おふたりさま〔御2人置3？utatul〈ur’u，→
おぶつだんこお仏壇〕→ぶつだん
おふね〔お船〕　吟ふね
おふれhurii，→ふこくする
おふれがき〔：おふれ書き〕　huriigaci
おべっか　mee璃→73uu｝）ui，　zuuhui／～を
　雷う者meesaa
おべべ’jaajaa　．　　　　「よう
おぼうさま〔お坊さま｝．cooroomee，→おし
おぼえ〔覚え〕　→きおく，ものおぼえ
おぼえがき〔覚え書き〕　？ubilgaci
おぼえる〔覚える〕　？ubijUN，　tLli？ubijuN，
　→tui？ukijuN，きおく，ものおぼえ／～力
　？ubideeノ覚えていなN・　一〉？ub19圭kanasaN
おほしさま〔お星さま］　mihusig→ほし
おぼしめし〔おぼし召し〕　？usoozii→かん
　がえ
おぼしめす〔おぼし召す｝　→かんがえる
おぼれる〔溺れる〕　？NbUQI〈wijuN
おほ1ろげ　？umujoo，吟ぼんやり
鉛ぼろづき〔おぼろ月〕　？uburu垣ci
おぼろづきよ〔おぼろ月夜］　？uburu7yicuu
おぼろどうふ〔おぼろ豆腐｝　’jusidoohu
おぼん〔お盆：〕　？usjooroO，・→ぼん
おまえ〔お葡｝　？jaa，→？iQtaa，　naasあな
　た，きさま／～自身で？jaakuru，？ja－
　Nkuru／～の→？jaa／～の家？iQtaa／
　～のがわ？iQtaahara／～のような？jaa－
　gutool’u／～のよ5な者？jaagutooruU／
　～ひとり？jaNcui
おまえたち〔お前たち］　？iQtaa，→あなたが
　た／～の→？iQtaa／～の方？iミtaahar3
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おまき〔緒巻〕　maeica
灘まけ　學iibUN／～を付けるsiijUN
おまごさん〔お孫さん〕→まこ
おまつり〔御祭り〕　→まつ．り
おまねき〔お招き〕？UNgikee，→しょうたい
おまあり〔御守り〕　mUNnukimuN，→ご表／
　ryの手ぬぐい→？uminaitisazi
おまわり　→おかず
おみあし〔おみ足〕→あし
おみごと［御見事〕　一〉みごと
おみやこお宮〕　→？ugaN，，ugaNZU，やしろ／
　～の前の広場→？ugaNnumQo
おむかえ〔お迎え〕　？UNkee
おむすび　→にぎりめし
おめぐみぶかい〔お恵み深い〕？uzimuzura－
　saN，→めぐみぶかい
おめざ　miikuhwajaa
おめしものこ御召し物〕　→きもの
おめでとう（新年のあいさつ）’iisjoogwagi
おめにかかる〔お黛にかかる〕，uganuN，→
おめん£お面3　haagiburaa　L？wiicee，あう
おもい［重い〕？耳busaN／．（赤んぼうの体重
　が～）sicuraasjaN／～物？NbumuN
おもい〔思い3　？umii，？umui，→しあん／～
　がかな5こと→？U㎜izituganaWai／～の
　ほか？umiinuhuka，→おもいがけない／
　～もよらない一〉おもいがけない／～を強
　　くする？umi學imijUN
おもいあがる〔円い上る〕　najagajUN，→ぞ
　　5ちょう／思い上っている者najagaimuN
おもいあたる〔思、い当たる〕　？umui？ata－
　jUN，→？atajUN，おもいつく
おもいおもい〔思い思い〕　丑aak鼠NgeekaN－
　gee，一→それぞれ
おもいおよぶ〔思い及ぶ〕？UMijUjUN
おもいかえす〔思い返す〕　？Umζ1ikees3UN
おもいがけない．k思、いがけない］　→おもい，
　？umiNcal〈iraN，　？umiN　’juraN，　？umiN
　？ubh’aN，→？ubijUN／～こと　kawaQta－
　kutu，　？ubirazigutu／　・y＊os　？atagahuet／
　思いがけず？umaazihuraazi／思い力三け
もない？umic4kiN　neeN
おもいきり〔思い切り〕・？umiciyi
おもいきる〔思、い切る〕→あきらめる／思いき
　り（，思い切って）？umiciQci，→？umiciQtu／
　思い切れない，watagurisjaN，→こころ
おもいしる〔思い知る〕　？umisijUN　しのこ．り
おもいすごし〔思い過ごし〕　？Umii麟zi
おもいすごす〔思い過ごす〕　？umiisizijUN，
　→かんがえる
おもいだす麺思い出す〕　？ubi？NzasjUN／憩、
　い出せない？ubigikanasaN　　　「taCUN
おもいたつ〔思い立つ］citudaCUN，？umi一
おもいつく〔，曽、いつく〕　？umigiCuN→おも
　N・あたる／～こと？烈塒ijui，？u塒ijuikee3瞬
お秀いつめる〔思いつめる〕　？山門gimij組N
おもいどおり〔潤い通り〕cimuduui，？umi－
　iduui，　zijuu，→塒arumijUN／～にいか
　ない？umizituguhwasaN
おあいとどまる〔思、いとどまる〕　ラjusinUN／
　，思いとどまらせる，jusimijuN
おもいなおす〔思い直す〕
おもいながす〔思い流す〕
おもいなやむ〔思い悩む〕
　jamii，．一〉くの5
おもいのこす［思い残す〕
おもいやり〔，思いやり〕
おもう［、思5〕
？umuikees3’uN
？uminagasjuN・
／～こと　？un｝ii一
？umuinukusjuN
　　　　　　　　　　　　　　　sinasaki
　　　　　　　　　？UMujUN，（敬語）？usooz圭一．
　miseeN，→ねんずる／～こと？umukutu／
　～ことがなくなる　一→？uminaaku，？uhu一
　？uminaaku／～よ5にならない？umi－
　zitugnhwasaN
おもおもしい〔重重しい3　？NburaasjaN，
おもがいこ面繋〕　mugee　　　　L→いげん
おもかげ〔面影〕　？umukazi
お屯がわりこ薦変わり〕　kaagligaw滋
おもし唾石〕？Nbus口
おもしろいこ面白い〕．？umuQsaN，？umusi．
　rusaN，　？wiirikisaN，　？wiirukisaN／　tv
所？wiii’il〈idukuru／～人？wiirikii／諏
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　白がる　→？wiiril〈isaN／’面白そう．であ
　る？wiirik量9準aN　　　　　　　　　「だっ
おもだつ〔重立つ］？umudacuN，一〉かしら
おもち屯のこ御持ちもの］？weemuN．．
おも右や〔玩具］　’iirimUN／～．の名→bal　一
　bat．aa，　eaNea’N？Nlnagwaa，　eiNeiN．　？N－
　magwaa，　garagaraa，　1｛aramaa，　hwaa－
　hwaa
おもで〔表〕　　　meeguei，　？umuti
おもてがえ〔表がえ］　？umutigeei
お屯てぐ右〔表臼〕　lneeguei
おもてだつ〔表立つ〕→？umutimuci
おもでなし　？U七戯塒uci，→もてなす
おもてむき　〔表向き〕　？umutimuCi，→が
おもてもん〔表門〕　？uhu？uz－oo　　しいけ．ん
お為と（植物名）　？umu加
おもとだけ〔於茂登岳］（山の名）　？UlllZltu－
　daki　　　　　　一　　「かい，ふたん
おもに〔璽荷〕　　？Nbunii，→？Nb穏s㍉　1こやつ
お6はゆい〔面映ゆい〕gi珍％hwa餓N，
　girahazilscasj’aN，→はずかしい
おもむき〔趣〕　sjuu，？umullluei
おももち〔面持ち〕　？znnumuci，→かおつき
おもゆ〔重湯〕？waajuu，→？Ukee
おもり〔錘〕　？Nbusi
お6ろ　？tllllui，？u鵜uru／～をつかさどる
　役？覗murunus温ui
おもろそうし〔おもろ草紙〕　？umauxu？useo－
　si
おもわず〔思わず〕　？ubirazi，？u短z沁i，？u一・
　maazihuraazi，→ふい
おもわせぶりこ思わせぶり］　？uinaasibui／
　～に辞退することziteegwaa
おや（感動）？ane，？aNdee，　cee，　haa，？U－
　ne／～おや（～まあ）？altit・oonaa，？alte一
　？ane，　？iQeaakuQeaa，　saQtimu，　saQti一
　　鵬疑saQtimu，？u准e？une
おや〔親〕　？uja，→？ahjaa，（敬語）？uja－
　ganasi，？ujaganasii，おとこおや，おんな
　　おや／～にそむく子？ujamU5磁NgW謁
　～にそむくこと？ujamuSUigutu／～に似
　ない考tanagaaimuN／～のi家？ujanu－
　jaa／～のため？ujanutami／～の心子知．
　ら．ず→？ujabuNnOo　QkwacikusjoO／～・
もつらく．子もつらいこと　？ujagirasa　Q－
　kwagirasa／～を集5こと？ujamadii
おやおもい〔親思L・〕　？uj　a？UIMuj　aa，→こ弓
おやヵ｛カ、り　〔親がかり〕　　　？ujagak一　ai　　　しこ二　う
おやがわり〔親がわり〕？U担gawai
おやく｛お役〕　→やく
おやくしょしごと〔お役所仕事｝　→？weeda－
　ibεしNsi，やくしょ
おやこ〔親子〕？ujaku，？ujaQkwaノ～全部
　？ujaQkwainuyuQkwa
おやご〔親側　→おや　　　　　　　「おや
おやじ　→taarli，　taariigxkaa，ちぢ，ちぢ
おやしき〔お麗敷］　tUNci，？uhUiuNei，→
おやすみになる　→やすむ　　　　しやしき
おやばか〔親馬闘→眺wabiicaa
おやム、こう〔親不孝〕　？ujahUkOO，→ふこう／
　～なこと　？uja㎜u蕊競igutu／　～な者？uja－
　lllUaf11iNgWa
おやぶた〔親豚〕？alijaa，？ahjaa？waa
おやぶん〔親分〕　siidu，→かしら
おやまさり薮親まさり〕　？ujamasai／～の子
　？ujanlasaiNgwa
おやまのだいしよう〔お山の大將3　taa？iju－
　gtaslra
おやもと〔親もと〕　？ujamutu
おやゆび〔親試〕？uhu？iibi
おゆ〔お湯〕　→ゆ，　おぶ
およぎ〔泳ぎ］　？wiizi
およぐ〔泳ぐ〕　？wiiZUN
およ、ぷ〔及ぶ〕　？ujubUN，→girugajUN，？U－
　ugll’ugaajuN．
およめさん〔お嫁さん〕　→よめ　　　　「saN
おらくに〔お楽に〕？uhwiraku，→hwira一
おり〔折｝baa，　basju，’uui，→とき／～が
　　悪し・ことbuh300si
おり〔折（折箱）］．，uui
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おり〔澱〕　guri
おりあげる［織りあげる〕　？UQcijUN
おりおり〔折折〕　CUQpuziQpu，→ときどき
おりつけ職り付け〕k・・i・i・　n｝・・9U・i
おりもの〔織物］→nunu／、～の種類の名，
　柄の名など一一〉？ajamuN，？ajaNnaakaa，
　？akasimaa，　？al〈auu，　？asanunu，　ba－
　sjaa，　biNgata，　biNsibui，？eega七a，？ee一
　？uburuu，　hana？u2，　husu，　hutagtu，
　hwiranuei，　？iieu，　’iiciiri，　’jagirami，
　kasigaa，　kasinueituNbjaN，　katagil〈i，
maN，　marubiima，　miiy’saa，　mookahuu）
　mudi？aj’a，　muNpa，　muru’duQeiri，　na－
　mauu，　niiuu，　yiNzi，　rootuN？ui，　sawai，
　s2cigaara，　seejaNpuu，　siraga，　tiNg’aa－
　euu，　tizima，　tuNbjaN，　tuNbjaNeee，
　tUQcil・i，？usjaamii，　ziQpakuzii，窃はた
　おり，かすり
おりる〔降りる〕　？urijUN
おる〔織る｝　？ujUN／織りかけの布nUNIIa－
　ka
おる．k折る〕　，uujUN
おる〔居る〕　→いる
おれい〔御礼〕　sidigahuu，亭iduugahuu／
　～をいう→瓢hwee
おれいまいり〔郷礼参り］一〉？ugwaNbutgci
おれるξ折れる〕　，uu戚3UN
オレンジ　一一）1〈unibu
おろおろ　moodoo
おろか〔愚か3？uruka，吟ばか，ぐどん，
　ぐぶつ／　～しく」竃える　hWizaxugisaN／
　7である？h郭s鼠N
おろし．がね［下し金］　deel｛unisirii，　seega一
　箆a
おろす〔降ろす。下ろす〕？urusjUN／（魚を
　N）　kusireejuN 1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おん
おわり〔終わり〕hati，　naa，畷，？UWai／～
　の番面baN
おわる〔終わる〕　＄inUN，？ueina鎚N，？u－
　wajUN，→おえる，はてる、
おわん〔お椀〕　→わん
おん〔恩3　？UN，，UN，（敬語）guUN，→いの
　ち，おんぎ
おん〔御〕111i一，’N一　「（敬語）9UUNgeesi
おんがえし〔恩返し〕　？UNgeesi，，UNgeeSi，
おんぎ〔恩義｝　’UNzl，→おん
おんこう〔温潭〕　→？uzaNnasi
おんしん〔音信］sata，→おとさた，たよ勢
おんち〔音痴3　hxvizainuudii
おんどく． k音読肇　simihul〈u
おんどり〔論難3　，tiudui
おんな〔女〕　，t｝N　na，，winagu，（敬語）me－
　ewinagu，（卑語）’jumuwinagu／～が
　生まれること　→？uhuwikiga／～に夢中
　になること　一→，winaglumugiri／　～の親
’win・＄・捻R？uj・／～の子’winag・Ngwa，
’W加aguwar醐ノ～の声’winagugwii／
～のなi）　’winaguhuuzi／～の身・wi感
9Umi／～のような男’winaguhunzii／．男
　のような～，uuwinag’ll，，wilgigahUuzii
おん准おや〔女親］　，winagu？uja，→はは
おんなこども〔女子供〕，winaguwarabi
おんなしゅじん〔女主人〕　’winagunuusi
おんなLよたい〔女所欝〕　，winagudaci
おんなたらし〔女たらし〕　’winagukagimi－
jaa，　’winagugeikasjaa，　’wl’　nagu？utusjaa
おんなひでり〔女ひでり〕　，winaguugarii
おんなべや〔女部屋i〕　？ura7va
おんならしい〔女らしい〕　，winaguraasjaN
おんびん〔穏便〕？UNbiN
おんぶ？uhwa，？uuhwa
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かか
か（助調）　一ga，一gaRa，一i，→naa
か〔蜘gazaN，　ga7，aN
か〔荷｝　一katami
が〔我］　gaa／～が強いgaazuusaN／～の
　強い考gaazuu／～．を折る→’u湿ijUN
．が（助詞）
があがあ
かい〔員〕
かい〔槻
かい〔匙〕
かい〔甲斐〕
かい〔回］
かい〔ll皆］
かい（助詞）
がい〔害〕
itsL、カ｛し、しし、
かいかとう〔開イヒ党）
かいがらこ貝がら〕
　kuu
かいがん〔海岸〕　？umiba．ta，→はま
かいき〔快気〕kweeci，一一〉・！Sんかい／～祝い
　kweeei？uiwee，　1〈weeei？ujuwee
かいぐい〔買い食い〕kooittgwee
かいけつ〔解決〕　haNsi／～するhaRsjUN
かいけん〔会見〕　？icee，→めんかい
がいけん〔外見〕　baZOO，1短iba，　m圭圭hwa，
　miijoo，？waabi，一〉おもてむき／～をつく
　ろうもの？waabieuraε匙
かいこ〔蚕〕　k＆igu，？itttmusi
　　　　　　　　　　　　　幽・　　　　　　di
一ga，一nu，（逆接）　一争iga
gaagaa
1〈ee，　一｝？ahwakee，　？ahwakuu
？eekuu，　1〈ee，　？weelcu
1〈ee
　siN／～がない→sjOON　tataN
－1〈eeN，　一一du
－kee　，’，
　録aa
gee，→わざわい
　　ganaraasjaN，　ganaraglsaN
　　　　　　　kaikwatoo
　　　　　　一〉？ahwakee，　？ahwa一
かいこう〔会合〕
かいこう〔開合〕
がいこつ〔骸骨〕
かいこん〔開墾〕
かいこんぢ〔開墾地〕
がいさん〔概算〕
sur11，→めつまり
kaikoo
karahuni，→こつ，ほね
kaikuAT，　seeki
　　　seekizii
teegee4aNmiN
　がいして〔概して〕　nami．ti，→だいたい
がいしゅつ〔外出｝→？aQcihwici
　がいしゅつぎ〔外出着〕　？N2irihwee■璃？N一
’・@zirimeevii，　tuNzihweezii
がいしよう．〔街燭hweeguraa・hwee4uri，
　　saNgwanaa，→じ：よう5
　カ、し、すし、〔海水〕　　sj　Ull，　？usju
　かいせい〔快晴〕　ZOO？waagici
　がいせき〔外戚〕gweesiei，　hwahwakata，
　　，winagunul｛aむa，→L・んせき，さとかた
　かいせん〔三三〕1〈oosl／～にがかった者
　　koosaa／～の一種samigoosi
かいぞう〔改造〕
かいそく褻海賊3
かいたい〔懐胎〕
かいたい〔解体〕
とkuusi？ui／～
かいだん〔階段〕
?
かいだん〔怪談〕
かいてん〔回転3
　jaNzi
かいどう〔街道〕
　kilmici
かいな〔腕］
gukuikee
haigee
→にんしん，みこもる
→ぶんかい／～して売るご
修理．hwiraeisjuuhu
k逸ai，→はしごだん
’juuriibanasi
migu圭／～の失敗migui一
’ookwaN，　sjukuduui，　sju一
　　　　　　　　keena，→て，5で
かいにんそう［海人草〕　nacoora
かいふく〔國復〕．cuui，→ぜんかい，へいゆ／
　～が遅いcuuiniisaN／～が早いcuuibee－
　saN／～するcuujUN，　kUNnoosjUN，　mu－
　e］nooJuN，　mUcmoosjuN
かいへい〔談論　？akikwii「→あけひろげる
かいほうする〔開放する〕？akihwirugijuN，
がいまい〔外米〕　S畿igUNmee，七〇〇g職mii
かいまみる［かいま見る〕→suumi，のぞく
かいみょう〔戒名｝？ilhweezii
かいめんこ海綿〕　？um圭majaa
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かき．
かいものこ買物］kooimUN／～上手である
　kooi？uziraasjaN／～をする人kooimu－
　Nsjaa
かいもんだけ〔開聞岳〕（地名）　？ul〈aimUN
かいよう〔海洋〕tukee，→たいかい
かいらいし〔｛鬼イ贔師〕　eONdaraa，，jaNgai，
’jaN4ajaa，　maNkai　　　rk・ejUN
かう〔買う］　koojUN／買ってしまう　kee一
力sう〔飼う〕　gilganajUN，　karajUN，　sita－
　tijUN
かえし〔返し〕keesi，→おかえし，へんさい．
かえす〔返す］　keesjuN，　mudusjuN／～こ
　と一・一ヶhwiNbiN，へんさい　　　「dusjUN
かえす〔帰す〕　keesjUN，→kee℃asjU馬mu．
かえす〔購す〕　rlidasjUAT，→ふかする
かえって　keetee，　keeもi，1｛eetiNkai／～悪
かえり〔帰’ 閨l　keei，　mudui　しい？agajUN
かえりみち〔帰りみち〕keeimici
かえる〔帰る〕　keejuN，　mudujuN
かえる〔返る〕　keejUN，→？utikeejUN
かえるこ変える・替える〕keejuN／かえて
　しまう　ciikee3UN
かえる〔購る〕　麟dijUN，→ふかする
かえる〔蛙｝？atabicaa，？atabici／～の子
　？aminaa／～のY種？ataku，’wakubicl，
　，uu？a七aku
かお〔顔〕gira，　kau，（敬語）．m担Nci，　nu－
　Nci，？UNci，→つら，めんそう／～がつぶ
　　　　　　　　　ロ　れること→girawaidoogu／～が憎らしい
　giramiQkwasaN，　giranikusaN／～がふ
　くれること？i七abUQkwi／～がほてること
　girahwaahwaa／～で借りること→gira－
　sfcimuci／～の大きい者→’waNbuu，
　，waNbaa／～の広さgirawaa／～をしか
　める’wazamijUN／～をしかめること；→
　m韮WaZaNk視CiW3ZaN，　nanaWaZaN，
　’wazaNkaa／～をそむけるこ．とC．iz’abui／
　～を出すnubagajuN，一＞tUNnubagajUN／
　～を出すことmeenubagai／～をつつ込
　むことgiragiikuN
かおし、ろ〔顔色〕　giramiikuci，？i｝’u，？iru－
　 isa，　miNzici／～が急変すること？iru－
　migaai／～にあらわれやすい？irumiijaL
　QsaN／～の悪い者？圭runugaa　　fkumi
かおかたち〔顔かたち〕　giragakU，　giramU一・．
かおだち〔顔だち〕　girakaagi，　m呈im瑠u，
→きりょ5／～が変おることkaagigawai
かおつき〔顔つき〕　giramiikuC呈，　gira？uei－
　1〈i，　miikuei，　miNziei，’miNzoo，　？umu一・
　muci，→つらがまえ／～の変わること
　1〈aagigawai　　　　．　　「いkabasjaN
かおり〔委り］　→におい，ほ5こう／～がよ
カ、カ、し〔壷口」子〕　　naasirumabui
かかと〔踵］　？adu／～の襲（～の褻にできる
　はれもの）？aduzisi
カ｝がみ［鏡〕　kagaN／あわせ～？aasikagaN
かがみみがき〔鏡磨き〕　kagaNhweesaa
かがみもち〔鏡餅〕→？utusiz訊ma　　「む
かがむ　kagamajUN，　magajuN，→しゃが
かかり〔係り〕kamii，？atai，一tai
かかりあい〔掛かりあい〕　kakawai，→かん
　けい
かかりきり〔掛かりきり〕→喝ukU／～の者
かかる〔夢トかる］　kakajUN　　　L→一gukuu
かかわり〔係わり〕kakawai，→かんけい／
　～の多いさまkakeehwicee．
かかわる孫わる］kakawajUN，→かんけい
かき〔垣〕　kaei，→たけがき．
かき〔花卉〕　→hanεしgi，はな
かぎ腱〕　saaglinUQkwa，→じxう
かぎ〔鈎］　gakizaa，　gakizu規
がき〔餓鬼〕　gaci／～のようであるgacigi－
　saN・gaciraasjaN／～のような猫gaci－
　maJaa
かきあげる〔掻き上げる］kacagijuN
かきあさる〔掻きあさる〕　？asagujUN
かきいれどき〔書き入れ時〕．→sigibi
かきいれるこ書き入れる〕kaci？irijuN，→
　きにゅ5　　　　　　　　　　　　　　　rnUN
かきこむ〔掻き込む〕hooeiNeuN，　kac呈．ku．
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かぎ．
かぎざき〔鈎裂き］　’jukujai
かきそえるこ書き添える］　kaci學i重jUN
がきだいしょう．〔餓鬼．大将3　もaa？i担gasira
かき8らす〔掻き散らす］kacihoojuN
かきつけ〔書き付け〕　kaciglki
かきね〔直根3　kaci，→た｝ナがき
かきまわす〔掻き回す．〕．．：kizaasjuN，→ひつ
　かきまわす／掻き回して濁らすkaciniiN－
　gwasJuN
かきみだす〔掻き乱す〕kacimiNgwasjuN
かきむしる〔掻きむし．ごる〕　kacanUN，　kaca－
　NkwasjuN
かぎもの〔書きもの〕　kaciniUN
かきよ〔科挙〕　→koo
かぎり〔隈り］　kεしz捻i，tamisi，→一tutuumi，
　一zixi／できる～→．一gana，一ganaasi
かく〔角］　kaku，→かど
かく〔書く〕　｝〈aCUN．．
かく〔掻く〕　kaCUN，→ひっかく
かぐ〔嗅ぐ〕→1〈a7ia
かく．おび〔角帯〕husu？uubi
かくかく〔概く索く｝　kaNkaN
がくげき〔楽劇葺　→kUm沁ほu▽～の名taa一
かくげん〔格震〕　→？iku七uba　Lhwaakuu
かくご〔覚悟〕　kak規gu　　　　　　fぞう
かくご〔山蛭3　kakugu，→ほぞんする，ひ
かくじ〔各自〕　naameemee，→おのおの，そ
　れぞれ
かくしき〔格式〕　→ない／・～どおりのsiN－
　na，　siNnu　rQl〈wigutu
かくしごと〔隠しごと〕1｛al〈usigutu，　kwa一
かくしだて〔隠しだて〕　kakusi／～のない
　人→？ayu？uQpii
かくしもつ〔隠し持つ｝　daeUN
がくしゃ畔親gakusja
かくしゃくと〔嬰鎌と〕gahwagahwa
かくじんかくよう〔各人各様］→naakamee－
　gamee，→それぞれ／～に雷うこと→naa一
　？ii？ii　　　・　　　　　fN，ひたかくし
かくす〔隠す〕　kwaQkwasjuN，一一＞kakusju一
がくせい〔学生〕　gakusjGO，　giltainayajaa，
　→せいと　　　　　　　　Fする？00鎚N
かくとう〔格闘〕？ooee，　tueegika！nee／～
．がくふ〔楽譜〕　→kUNkuNsii，　1〈uraruN．sii
かくべつ〔四脚〕→とく．ﾉ，べつだん／～の
かくまう一＞ISIwaQkwijuN　L間柄kakubigi．
がくも〃〔学問〕　gal〈umuN・寧imi・・→hwi－
　QsaN，　t．i＄imigakumuN／～に夢中な者
　gakuburi／～のある人工niNcu，錘mis鮎
　1’i，→hwi鵬aN撮N／～を習う入vimina－
　rajaa
がくもんじょこ攣問所〕　suri移a，→がっこう
がくようひん〔学用最〕　simihudikabi
がくりょく〔学力〕ga｝〈ux’ici
かくれる〔隠れる〕　kwa劔｛wijUN，　sinu一・
　b管N／急いで～　haikwaQkwijUN／隠れ．
　　て通う　→sinubUN／隠れ回ること　kwa一・
　Qkwimaai
かくれんぼ〔隠れんぼ〕　kwaQkwiNdooree，
　kwaQkwiNtooruu／～で鬼が降参するこ
　　L　？aag’utn’u
かけ〔賭け〕．．kaakii，→｛まくち／～の一種．
　eaNkuruu，　eeNkuruu，　paNmil“asii，
　？u buu
かけ〔欠げ〕　kagi，一→けっそん　「かけうり．
かけξ掛け〕　sagai／～で売るsagajUN，→
カ、fず〔影　。　陰］　　　1｛aagaa，　kaagi，　kazi，　（敬語〉
　　’Neaagi　rhueibaNta
がけ〔崖〕　haNta，｝tuci，→’？uuciwibaNta，
かけあい〔掛げ合い］kakiee
かけあし〔かげ足〕haaee
カ、けうり〔葦トをナ売り］　sagai？ui，→カ、け
かけがい〔掛け買い3？irikeesi1，　sagaigooi
カ、けみ｛ね〔捗トけ・金〕　kakug昂ni，　Sε毫a寧i
かけきん〔掛け金〕→kakimee，　kakisiN
かげぐち〔陰口〕　gieagimoosjagi，moosja－
　　gl，　nureegntu，　susjuu，→わるくち／～
　　を署i’うnasagasjUN
かけこえ〔樹け声／　？iitu，，jagwii／花婿に
　　卜する～一→doodoo／・船を漕ぐ時の～→
　　？imeenukaazi
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かし
かけことば〔掛けことば〕　1〈akikutuba
かけじく［掛け軸／　kaki期u蕪
かけずりまわる〔かけずり圖る〕／～さま
　？amahail〈umahai　’
かけつぐ臨け羅ぐ3kakigiZUN
カs‘ナっこ　　haaeesjuubu
カ、【ナね〔掛け嬉〕　　　kεし1《i
．かけひ〔箆3　hwiizaa，（小児語）beebee／～
　　で水を弓iいた水汲み揚hwilzaagaa
かげぼうし〔影元締〕kaagaa，→かげ
カ、1ブぼし〔「陰干し〕　kaagibUS宝，　kazibusi
かけも右〔掛け持ち〕kakiniu．ci，→kataka－
　kiniaakaki，かけもつ　　　「もち，かねる
かけもつ〔掛け持つ〕katakaki∫UR，→かけ
かけらkaki，　kunial｛ii，’wari
かける〔捗トける〕　1〈akijuN，一〉？usujUN，　si一
　遁jUN，一→ひっかける
かける〔賭ける〕　kalくijUN
かける〔欠ける〕．kagi担N，　kakiゴUN／欠姪
　　たところだらけkakikaa／欠けたもの
　kagi，　kal〈imuN
かげろう（虫の名）　＄eNsuruu
かけうまじま〔加計呂麻島〕　kakiruma
かげん〔加減〕　？aNbee，．．玉｛agiN，（敬語）
　？waaNbee’
かご〔駕寵〕　kagu，（敬語）？aNd．a，？unaa－
　Nda／～かき　1〈agUl｛aci／～の一一種，ja－
　inakagU／～の音giQci鐙gi（ミciri
かご〔籠〕baak1，1〈uu，　sjooki／～の一種
　？utusiguu，　haara，　miibaaraa，　sag’i　7yoo一
かこい〔囲い〕kal〈ui，→かきね　しkii，　tii鴛u
カ、こう〔囲う〕　kakujUN／囲いたい心　gi－
　migukuru／照われた女郎gilni4uz’三
かこうひん［加工晶〕　gukuimuN
かごかき〔駕籠かき〕　kagukaci
かごしま£鹿児島〕　kagusima
かごする〔加護する〕　1〈agusamijuN
かごつくり〔鰹籠作り〕　kagucukujaa
カ、こつ｛ナ　　　1｛utuj1ユsi
カ、こつける　1〈utujusijuN，→ことよせる
1
1
かこむ〔囲む〕　kakunUN，→かこう，ほうい
かごん〔過言〕kwagUN，→いいすぎしする
かさ〔笠。傘〕　kasa，（敬語）？tiNci七al〈a，
　→ひがさ／～の一種？amlgasa，？aNzasa，
　daNgasa，　？eegamigasa，　？eegasa，　hana－
　gasa，　kaabujaagasa，　kara　kasa，　kuba－
　gasa，　miNtari？aNzasa，　miNtarii，　？oo－
　vgasaa，　TaNgasa，　raNsaN，　？uraNsaN，
　→？UNc琵akεし／んに着ること　→kusigaki
かさ〔瘡〕　kasa／～のできかかりkasaki
がさがさgasagasa，　gwasagwasa
かざかみ〔風上〕　1〈aziwaara，　kazi？waara
かざぐるま〔風車〕　kazimaj餓
がさつなもの〔がさつな者〕　gasaa
かさなる〔．1亟なる〕　kasaba5UN
かさね〔重ね〕一kasabi　rzuuzuu，→たびたび
かさ滋がさね〔璽ね重ね〕　kasanigasani，
かさねぎ〔璽ね着］→？waabooii
か寄ねる〔重ねる〕　kasabijUN，→つむ
かさはり〔傘張り〕k昂sahajaa
かさばる　kasabajuN，　kasanUN
かさぶた　kasabuta，　kasaNta／～がとれる
．かさむ〔嵩む〕　kasanUN　　L→？ukurijuN
かさや〔傘屋〕　kasa多eeku　　　「うしょく
かざり〔飾り〕　ka7vai，（敬語）？ukazai，→そ
かざりけ謝り気〕／～のない人？aaraN－
　kaa，　zaQtuu
かざりしよく〔飾り職｝kuga晦eeku，　ku－
　ga滋琢eekuu　　　　　　　ド→そうしょく
かざりつけ〔飾り付け〕　gukuik賜ai，　kazai，
かざる〔飾る］　ka7yajUN
かし〔菓子｝　kwaasi，　kwasi／～の名など
　？anaasjoogaa，　．？ami，　？aNdaagii，
　？aNdamuei，　？aNdamueihjaagaa，　bu－
　kubul〈uzaa，　bukubukuu，　butaNl｛oo，
　ciiruNkoo，　eiisuNl〈oo，　，ciNbiN，　ciNsu－
　1〈po，　giQpeN，　’haeagumi，　hanabooru，
　hjaagaa，　hj’aal｛umueii　hueagi，　huzl－
　sarasa，　？irugikimueigoo，　ka＄itira，
　koogwaasi，　kooreemuei，　kgba？aagii，
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かじ
　kubaN？agii，　kubaN？agi，　kumigaN，　ku－
　NpeN，　kusieii？ukwaasi，　maamigaN，
　Tx｝agikaZ’i，　maNzuu，　mumu？ukwaasi，
　nisicimue1goo，　？Nmul｛asinaQtuu，　pa－
　asuNkoo，　ritoopeN，　saataa？aNdaagii，
　saataanaQtuu，　soo？uburu，　tiisaa？aN，
　tiisu？aN，　？ugumahaeagumi，　？uiroo－
　muci，　zi宝ka瓢tira，→もち
カ、　じ〔舵：｝　　　1〈azi
かじ〔火事〕　kwazi，一→hwii／～の災難kwa－
　naN／～の時のま．．e．ない→ho◎hai，　hwi－
　damageesi，　hwiigeesi／　～揚での．働き
　hwiibataraci
かじ〔家箏｝　？ueig厩u，一一・〉かせい
がし〔餓死〕’jaasazini
かしこい豪い〕sjooraasjaN，→？uziyaa一．．
　sjaN／～顔つきgiradamasi，　tamasi－
　1〈weekaagi／～こ．とmimlgani，　suumii／
　f－ig　kaganaa，　haganimuN，　sjoo？ii’aa，
　sjOO？il・imUN，→りこ5もの
かしこまる〔畏まる〕　→，ugaNczunijuN，
　きょうしゅく
かじごや〔鍛冶小屋〕　kaN鳳ajaa
かしつ〔過失〕？ajamai，？ajamaigutu，？a－
　jamari，→あやまち
かじつ陳実〕．→kiinunai，み
かじ：とり〔舵取り〕．kazitui
かしましいkasimasjaN，→やかましい
ガジマル（植物名）　gazimaru／～の這って
　長く延びたものhooigazhmaru
かL’みまい〔火事見舞］kwaz宝mih肥e，
　1〈wazi瓢i魚ee
かしや〔菓子屋〕kwaasijaa，　kwasija，kwa一
かしや〔貸家〕、karasijaa　　　Lsijaa
かじゃ〔鍛冶屋〕　kaNza鼠，　kaN7”eel｛U，　k＆N一
力、　しゅ〔歌手〕　　？utεもsこ｝aa’　　　　　　　　　L3eekuu
かじょうがき〔箇条書き〕tiigigac2
カ、しら〔頭〕　？a七ama，　kasira，　kasirajal〈u，
　siidu，→たいしょう　　　　　　　「だっ
かしらだっ畷立つ〕kasiuradacuN，→おも
?「
1
1
かじりつく．kwiigikijuN
カ、　じ　る　　　kakaziこ｝UN
かす〔糟〕　guri，　kavi
かす〔貸す〕　？iraasjuN，　karasjuN
かず〔数3　k 多圭ジ→す5
がすいと〔瓦噺糸｝．gasu？itu
かすか　？umujoo，→ぼんやり／～に見え
　るさまmiiraNka　miiraNl〈a
かずかぎりない〔数限りない〕　多a鵬a多anlaa
　neeN，→たくさん
カスタネット　→，5ugidaki
カステラ1〈avitira／～の一種ziikasitira
かすめとる　keetujUN
かずら〔葛〕　gita，　kaNda
かすlj〔耕〕　，iiciiri，　tUQciri／～の着物もu－
　QclriziN／～模様b圭ima／～の模様の名
？圭jabiima，㎜arubiima／～の染め付けを
　業とする者七UQcirijuujaa
かすりきず〔かすり傷〕　晦ikizi
かせ〔桂・総〕kasi
かぜ〔風〕　kazi，一一〉？ttsUl〈azi／～当たりの
　強い所suzibana／～が強いka7yoosaN，
　→suzoosaN／～が吹く　一→SUZUN／～が回
　　ることkazimaai／～が南に回ること
　hweemaai／～で折れた太の枝ka多oori－
　mUN／～で折れた木の枝のたきぎkazoo－
　ridamuN／～に当たるsugal’ijuN／～に
　当てる（～を通す）sugasjUN
かぜ〔風邪〕　geeei，　h昂nasici，→huuci，　mi－N
　isicihanasici／．～気味hanasicikagiN
かせい〔家政〕　，J駄amuc移uku，→かじ
かせい〔加勢〕　kasii，　tida串il〈i，　tiganee，→
　えんじょ，かせい
かせいと〔晶晶］　1〈asi／～とぬき糸kasinu一
かぜよけこ風よけ〕．kazigataka
．かせん［科銭〕　kwasiN，→ばっきん
かそう〔家相〕　hUNsi
かそう〔火葬〕　kwasOO
かそうかいきゅうこ下層階級〕
　mul〈ata，
Lel
　　　　　　　　　　　　sicakata，　si－
simuzimu，　sitaz圭ta，→しもじも
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かた
かそうば〔火葬場〕　kwa＄ooba
かぞえる〔数える〕　，junUN，　k砺UujUN，→
　SaN／～ことsaNtui／～時のしるし→
　saN／～に足りない者ka4inaraNmuN
かぞく〔家族〕　cineeniN4U，’jaaniN4u／～
　全体の転居cineegusi／～中cineeZUU，
　euコaamN多u
かた〔肩〕ka七a，→1〈atabai／～の後の部分
　tii？UQcalci／～と腕katageena／～先か
　らもう一方の手の先までの長さkatasaei
かた〔型〕
かた〔方3
がた〔潟〕
かた〔片〕
？lkata，　kata，→かたち
皿uti，一ka七a
katabartz，　．一＞gata
kata一
かたあげ〔肩上げ〕kataneeciri
かたあし〔片足〕ka訟hwis画　　　「mUNdoo
かたあしとび〔．片足とび〕giitaa，→giitaa一
かたい〔固い・堅い3katasaN，　kuhwasaN，
　”→ziNzuusaN，けんご／～頭kuhwa¢ibu－
　　ru／～餅kuhwamuci／～ものkuhwaa／
　　固くなるkuhwajuN
がたい〔難い〕　一gurisjaN，→むずかしい
かたいじ〔片意地］→いじ，がんこ／～であ
　　るcimusipusaN／～な者eimusipuu
かたいつぼう〔片一一方〕→かたほう．
かたうで〔片腕〕　1〈ata？udi
かたおもいこ片思い〕kata？umui
かたおや〔片親〕　kata？uja
がたがた　　ga七agata，　hutuhuもuu
カ・たき〔敵〕　？ada，　kataci，　tici
かたぐるま〔肩車〕maatagaataa
．かたこと〔片言〕　cukutuba
かたしぐれ〔片時雨〕　ka七abui
かたすみ〔片隅〕　katasiml
かたずをのむ〔かたずを呑む〕　→giNnllN
かたそで〔片袖〕　katasudi／～をぬぐこと
　　katakusinuzi，　katasudinuzi
かたお〔形〕　kataci，→かた，かっ．こ5
かたちんば〔片ちんば〕　kataguumaNcaa
かたつけ〔型つけ〕katagiki／～を業とする
@　　考　katagikijaしa
かたづける〔片付ける〕．k就a多ikijUN，　sa－
　　bakijuN，　Seβk薄UN～爵．Si圭CameejuN，　sizu一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り　　mi3U ，→しまう／～こと→S｛zumikac’i
かたつむり〔蝸牛〕　giNnaN
かたて〔片手〕　katadii
かたてお右〔片手落ち｝’｛f＝katakaki
かたてま〔片手閲〕　kaeatlma
かたとき〔片時．］　katatuci，？usjunumεし．
かたな〔刀〕　1〈atana，→たち
かた1ま〔片刃〕katahwa／～の小刀kata－
　　hwarpiigu
かたはし〔片はし］cukata／～から？iQSOO－
　　naadii，？iQsooziicii
　カ、た｛ま【ま〔削字〕　　kat蕊haba
かたひざ〔片ひざ〕　1〈atagiNsi
がたびしgaarahwiQcii
かたほう〔片方〕　cukata，　katagUU，→いっ
　　ぼう／～の帆katahu
かたまり〔塊〕　katamai，　murusi，→一bu（≧一
　　kwa／～があるさまmurusaageejaa／～
　　ができる111Ul’usigeejuN
かたまる〔固まる〕　kuhwajuN，　kuhwazi一
かたみ〔形見〕　1〈atami　　　　　LrijUN
かたみち〔片道〕　katamici
かたむき〔傾き〕　1〈ataNei
かたむく〔傾く〕　kataNCUN，→亭iikujuN
かたむける〔傾ける〕ka七aATki，iuN，　naNbee－
　　3UN
かたむすび［片結び〕hutucimUSUN
かため〔片面〕　katamii
　カsたよる〔片寄る〕　／～こと　？iQpoONkee／
　　片寄った分け方katawaki
　かたらい〔語らい〕　？ikataree，1〈ataree
　かたらう〔語ら5〕　kataraj　uN　　fkataibi
かたる〔語る〕ka七ajUN，→はな・す／”…人
かたわ〔片輪〕　katahwa，　katahwaa，1〈ata一一
　　hwamuN，→kaもahwicimUN，　mookaa，
　　mookuu，きけい　　「ra，→そば，ほとり
かたわら£側〕　katahara，．suba，　subahwi一
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かた
かたわれ〔片翻れ］　kaもawari　’
かだん．〔下段〕sicadaN
かお｛勝ち］　kaci
かち〔徒歩〕　kaci
か右あう〔かち合う〕hanakaasjUN，　ki3UN，
　sisilgajuN，　sisikee3’uN／　一s一・＊　gf　sisil〈ee－
　hanakee
かちいくさ［勝ちいくさ］　kaci？撒us＆
か右く〔家畜コ　望ikεmee瓢UN／～の売貿．者
　一，bakujoD
かちまけ〔勝ち負け｝kacimaki，→しょうぶ
が右よう〔野鳥コgaanaa
かつ〔勝つ〕kacuN
かつお〔鰹〕kaguu
かつおのえぼし（くらげの一種）　？iiraa
かつおぶし〔画角〕　kaguubusi／～のだし汁
かっかっhwaahwaa　　Ll〈aguusiNzi
カ｛つカ｛つする　　　gaeil｛eejuN
がっかりする　9’aNdujUN，→きおち，らく
　たん／～ことgirudai，
がっき〔楽器］　naimUN／～の一種9＆ku，
　gakubu］／ba，　’」’ugidaki，　kuueoo，　saNba／
　ガクブラ（g“akubura）の奏着buraa
カsつぎ麺荷〕　一katami
・かつぎち布〔かつぎ賃〕　katamidima
カsつぐ　　katamijuN
カ、つ藍ナ〔脚気〕　　si曾imuCi
かっこう〔格仔〕kaQkoo，→かたち，すがた
がっこう〔学校3　gaQkoO，　gξしQkρozi，→hwi－
　ragaQkoo，　kukugaku，　murauffa’　Qkoo，　su一
がっしょうする〔合掌する〕　→tii．Lriiza
かっせん〔合戦〕tatakee，一一〉せんそう
がったいする〔合体する〕　kusajUN，．？ttsaa－
　jUN，？usjaajUN，→がっぺいする
かって〔勝三乎〕　eimal〈asi，　kaQti，　wagama－
　ma，　zin｝ama，．→きまま，わがまま／～気ま
かって〔勝手〕　simu　ぽsi圭busjahuNdee
かつどうしゃしん〔活動写藝〕　kaaga爲観d癒
力、つfS　［i可童〕　kaag’aγim◎0
かっぱ〔合羽〕kaQpa
カsっ1まらう　keetujUN，→う．ば、・とる
がっぺいする〔合併ナる〕？usaasjUN，？u－
　sjaasjUN，→がったいする．
かてい〔家庭〕cinee
カ1でいきょうし〔家庭教師〕　→？uhu3akaa
がてん［合点〕gaQ七iN／んが行く→cikwii－
　juN
か．’ﾇ〔：角〕　kadu／～があるhagikoosaN，．
　一hagil〈oogisaN，　hagikooraas3’aN／　Nth｛
　立つkadudaCUN
かとう〔下等〕　／～なものkazii
かどぐ＄〔門口〕　ZOOgluei，→きどくち
かどでこ門出〕　？NZitaei，　tabidaei，
かどわかす’」遺k鵬jUN
かなあみ〔金網〕　→？abUikuu
かなう　kanajUN
かながき〔金掻き〕　kusakaci
かなぐ〔金具〕　kanagu
かなくそ〔金：くそ〕
かなけ．〔金：気〕
かなしい〔幽い・〕
一〉しゅ
Lっばつ
　　　　　　　　　　　　　kanakusu，　kanikusu
　　　　　　　　　　／～のある汁kanasirU
　　 　　　　　　　　　　獄φk包sjaN／悲しそう
　な顔girajoo／悲しみがこみ上げる→ha－
　C三kunUN
かなだらい〔金だらい〕　biNdaree
かなづち〔金：つち〕kaRazicaa，　kanizicaa
かなてこ〔金てこ〕　kanigara、
かなひばし〔金火箸〕kanihwiibasi
かなぶんぶん　kanibuubuu
かなへび1｛OOreegusju1〈Wee，？WaatU？OO－
　jaa
かなぼとけ〔金仏］　kanibutul〈i
かなめ〔要〕　siNMi
かな蓬》．ﾌ〔金物〕　kanamUN
かなものや絵物屡〕kanamUNjaa
かならず〔必ず〕kanarazi，　kaNnaazi，　ka－
　Nllazi，　kazi七i，　zlhwi，一→きっと
かなり　’jukai，→そうと5，だいぶ，よ．ほ
　ど／～の，jukai／～の董，jukai？UQsa
かなん〔火難｝kwanaN
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かに〔蟹〕gani／～の一種ga多ami，　katagi－
　miganigwaa，　？umigani
がにまた／～の歩き方栂？aatabai
か；ね〔金x金属）　kani／Nのたがkani？ubi
かね〔金〕（金銭）ziN，　ziNkani，→ぜに／多
　額の～→たいきん／まとまった～maruci－
　ziN／～が掛かるgikuri5UN／～で苦しむ
　　ことziNziira／～に飢えることziNugari／
　～のかかることsiQeiigutu，　ziN？irimi／～
　の数え方→ziN／～を入れておく箱ziNba－
　ku／～を借り歩く者hwiQcatiruu／～を
　無駄に使うことziNdaari／～をやたらに
　人にやる者Z圭Nkwi3aロ
かね〔鐘〕kani／寺院であけ方に鳴らす～
　keezoo
かね〔鉦〕．kani，　S5・。9U／～太鼓→ciNl〈U／
　～太鼓をたたく一団ciNk撒iN興／～たた
　　き　箆iNbu¢i，　niNbucaa／鉦たたきの～
　niNbugigani／～の音→keNkeN
ヵ、ね［矩］　kani，　→カ〉オ’aじ：やく
かねかし〔金貸し｝ziNkaras3aa，→こうり
　かし
カ、ねじゃく〔霞S尺〕　　baNzoogani，　kani．
カ、；ねしょう〔金野〕　kan圭sjoo
．か；ねつかい〔金．使い〕ziN多ikee／nYが荒い者
　ziNteesjaa
かねづまり〔金づまり〕ziNzimai
カ・；ねで　kaniti／　～から　→hweeku　まえ
　もって　　　　　　　　　　　 「（lsaN
かオaま激）り〔金回り｝／　～がよいziNmii3a一
かねも＄〔金持ち〕　，juzeemuci，？weekii，
　？weekiNeu，　？weekiNeuu，　ziNmuei
かねる〔兼ねる〕　kanijuN，→かけもつ／兼
　ね備えること？uceekaneeノ兼ね備わる
　？ueajuN
』かのうする〔化膿する〕　一〉うむ
かのえ〔庚〕　kanii
．かのじょ〔彼女〕　→？3無
かのと〔辛〕kanutu　．　　　　「mi？il’uu
：かばいろ〔樺色〕　？Nmi？im／～のもの？N一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・かま
ゐ、ばう〔庇弓〕　kanirnaasjUN
かび〔華美〕haNkwa，→はなやか／～にす
　るkWabiijuN
かび〔徽〕k．oozi，→kaabui
かびん〔花液〕hana？ici
かぶ〔蕪〕　？NNδii
かぶ〔株〕　一m戚u
かふう〔家風〕　，j　aazina，　kahUU
かぶせる〔被せる〕　kaNsijuN，？usujUN，一→
　おっ被せる／被せさせる？usaasjUN
かふそ．く〔過不足〕kwaahusuku
かぶと〔兜〕　kabu七u
かぶらな〔蕪莱｝　？NNdii
カ、ゐミリ　　kaabui
カ、ゐミりゐ、ムミり　　kaabuik歌abui
かぶりもの　kabuimUN，　kaNzimUN
かぶる　kabujUN，　kaNZuN／かぶらせる
　k’a’NsijuN
かぶれmuNzaai
かべ〔壁〕kubi／～をへだてた隣りkubi－
　hwi4ami
か遇い〔貨幣ゴziN，→かね
かほう〔果報〕　huu，　kwahuu，→mumuga－
　huu，　こらふく
かほう屯の〔果報者う　huuniN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／かぼちゃ〔南瓜｝ciNkwaa，　riaNkwaa
か1まどkaNsjuka，一〉これ
かま〔鎌〕？irana，　kama／～の柄？irana一
　多ika
かま〔釜〕　hagama，（敬語），Ncama
かまう〔構う〕　kamajUN，　kam秘jUN／かま
　わずにおく’joos300日目N
かまえ〔唄え〕kamee
かまえる［構える〕　hvvieimaasjuN
がまがえる　，wakubici
カsまきり　．？iibuuziraa，？isjaもuu，　sjool’oo一
　？Nlna，　？us3‘ooroo？elNma，　ziramii
かます（魚名）　kamasaa
かます〔夙〕kamazii
カ、まち〔権〕　　1amaci
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かま
かまど〔簸〕　kama／～作り　kamanui／～
作りの巳kamanuibii／～の神hw海u－
　kaN，　？umigimuN
カ、まほfこ〔蒲鉾〕　　1〈amabuku
がまんする〔記法する］　¢itumijUN，　kunee－
　jUN，　ni多ijUN，→ni多iikunee，こらえる／
　田鼠できない寧iziraraN／我慢できないこ
　とni多iikaNtii／我慢できる→，ja＄imajuN
かみ〔神〕　k段mi，　manuN，→？ibi，　sizi，（敬
　語）nuugeizi，’NeaN，？usizimee／～に祈
　ることltaminiNzi／～に供える米hana－
　gumi／～に仕える人kamiNeU，→しんか
　ん，みこ／～のいる場所？ibi／～のtrg一一・〉
　？amamijasinirija／～の託宣gizi？uri，
　　mi串igiri／～の種類，名など→？a鵜ami－
　euusinlrieuu，　？amamikusiniriku，　eiN－
　mamuN，　gicisiru，　huSuunul｛ami，．　hwi－
　nukaN，亭ee澄ukaN／～のよ5な子供→
　，warabigami／～の霊力sizi，（敬語）？tt一
　￥izi／の霊力が高いsisidal〈asaN／～と仏
　kε乳mlhu甑1《i／～を祭ってある所？ugaN，
　？utaki，，ugaNZu／～を祭る式？utal〈abi
かみ⊆髪〕karazi，　karazigii，　kasira，　ka－
　siyagii，（卑語）1〈aNtu，（敬語）斑jUNcoobi，
　nUNcoobi，？UNcoobi，一〉も5．はつ／～の
　剃り方の名ha七agUi，　sara七atii／tyのつ
　かみ合いkaNもuk．uumee／～の．結い方の名
　eura？uNeoobi，　haajuu，　haaju．uii，　hwi－
　ragttN，　？irigaNhaa3’ttu，　kamur”oo，　kaN－
　puu，　kat・akasira，　maajuuii，　？usirii／
　　～を剃る儀式の名sara七atii／～を結う儀
　式katakasix’ajuui／～を結っていない幼
　　児mooii
かみ〔紙〕kabi／～の種類の名basj　uuka－
　bl，　basjuusi，　eaalgabi，　hjakuafasi，　hu－
　usjugami，　minugami，　mumudal〈abi，
　　sugiwara，’waradoosi／～1鹿きを業とする
　　者kabisicaa／彼岸に燃やす～？aNzll〈abi
かみ〔上〕吟？agai，うえ／～の句kamiku／
　　～の方？waara，？wiimuti
かみあう噸み合う〕kwiicaajUN／かみ合
　わせるkwiieaasjuN，→kwaasjUN
かみ．あぶら〔髪油〕biN4iki，　katasijuu，→
　kaba？aNda
かみいれ〔紙入れ〕　biQeiN
かみがかり［神がかり〕　ka瓢iburi，　kami－
　daari，　siNma，→taa酒／～のヂゆた」si－
　Nmajuta
かみかくし〔神隠し〕　munumaii
がみがみ　kirookunoo
かみきりむし． i虫の名）　karazikwee
かみきる〔噛み切る］　1｛wiieijuN
かみしも〔上下］
かみぜに｛紙銭〕
　bi，　？uNcabl
かみそり〔剃刀〕
かみだな〔神棚〕
かみつく〔噛み付く〕
　kwiigikijuN，→くいつく／～馬kuujaa一
　？Nma
かみなり〔雷〕　kaNna圭，→hjaaigaNnai
1｛amisimu
？aNzikabi，（敬語）’Nca－
　　　　　　　　rkaNsuigikee
kaNsui／～を使5こと
’NeaN？utaha　．
　　　1〈uuj’uN，　1〈wiic．　icuN，
か．みのけ［髪の毛〕
かみばり〔紙張り〕
かみびな［紙びな〕
　111ee
かみゆいどこ
　　　　　　　　　一　一
→かみ
kabibai
？umeNtuu，　一saatuu一
　　　　　　　　　〔髪結い床〕　katakasiraju！i＿
jaa， karazijUujaa，　Nとこや／～の料金の
　名？ Qk aNmag圭，　nikwaNinagi
かみわる〔轡み切る〕　kWiiwaj　UN
ヵ・む〔噸む〕kanaasjUN／～．さまkanaa一
　．hwieaa
かめ〔亀〕　kaamii／～の一種，jamag鎗mii，
　，jaNbarugaamii，？umigaarnii／～の甲
　 amiikuu
かめ〔甕〕　kaami，→つぼ，みずがめ／～な
　　どのかけらkaamlNzari／～の一種haN－
　duugaami，　naNbaN，　naNbaNgaami，　ti一
かも〔鴨｝　gaatui，　kamu
かもL’〔髭〕　？呈rigaN，（敬語）
かや〔荊kaja
LN畢11ga翫職1
rnnrlgaN，
　　L瓢輝11N
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かり
かや〔蚊帳〕．1〈aca，（敬語），Ncaca
がやがや　buusagwaasa，　gwasagwasa，
　muQcirugeei，　？uhumutamuta，　’wasa－
　wasa，→わいわい
かやく〔火薬〕　’iNsju，’Nsju
かやぶき〔茅葺き〕　kajabuci／～の家kaja－
　buei．iaa，　kajajaa
かゆ〔翻kee，（敬語）？ukee，→gizinumuN
　／～の薄いものsix’utumiiむUU
かゆい〔痒い〕’wiigQGsaN
かよいじ〔通い路〕　kajuizi，→つうろ
か．・よう〔通弓］　1〈aju．iUN／～こ二とkajui
かような
カ・ように
から搬〕
から〔空）
　mUN，
　’Nnaguruma
から（助詞）
がら〔殻〕
がら〔柄〕
　？ajagwaaノ～のこまかい着；物？ajagwaa－
　ziN／～の名→おりもの
からい〔辛い〕　karasaN，　sipukarasaN，
　S3uuzuusaN，→しおからい／～味sjUUZU－
　uguci／～ものkaramuN，（小児語）ka翫一
からいばり　1〈ara？ibai　Lkaa，→し，：おカ・らい
からえずき〔空嘔｝karawiibaci
からかう　nabakujuN，，wacakujuN，．7wa－
　ku3UN／～こと’wacaku／からかわれる
　gth　nabal〈uimuN
からかさ〔鷹傘〕　1〈arakasa
からかね〔唐金〕　karakani
がらがら．9鍵agaraa　　5zi，’Nnal〈pzi
からくじξi空籔〕　hwiihwirikuzi，　karaku．
からくち〔辛口3．sjuuzuuguc圭
からげる　kanagijuN，→たばねる
からさお　kurumaboo
からさわぎ〔空騒ぎ〕　’Nnasawazi
からし〔辛子〕karasi
→こんな
→このように
gara，　guru，　kara
　kara，　’Nna，　’Npagaya，　’Nna一
→がらんどう，ちゆ5くう／～の車
　　　　　　　　　　　　「d圭i，→一N汎aara
　　．一5emunu　一kara，　一kutu，　一naa－
　karahuni，　→カ｛いこつ
　一ga1’a，　一〉もよう／　こまカ〉㌧・～
からしな〔辛子菜〕　naa
か．らす［鳥〕gara學i／夕方の～　，juugara瓠
からす〔桔らす〕karasjUN
からす〔嘆らす3　karasjUN
ガラス　七ama／～の破片七amanuwari
からすのきゅう〔鳥の灸〕，jumuduig’uci
ガラスばり〔ガラス張り〕　tamabai
ガラスびん　tamaguhwiN
からすへず（蛇の名）gara多ihwiibaa
からすまがり　→gayasimagai
からだ〔体〕duu；karata，→（敬語）？UNzu・・一
　lllllci，．み／．～が大きいhujumagisaN／～
　が大きい者hudumagii／～が重たいduu一
　？mbusaN／～がかなう→cluug’ana，　duu－
　gara／～が小さいh顧u即us誠／～が強
　いk ］razuusaN／～が弱、・duujahwara－
　saN，　ka｝’ajoosaN，一→びょうじゃく／～の
　骨duubuni／～ひとつ　mi亭iga「a／～を
　いためることδuuzlh．●a，→5uu／～を振iり
　動かすことduubui
かららや〔i空茶3　karazaa
からて〔唐手〕toodii，→漁／～の型の名
　kuusaNkuu，　naihaNei，　paQsai，　piN？a．　N，
　kumiti
からな〔唐名〕1〈arana，→s2i，？uzi
からはふ．．〔唐破風〕　karahwaahu
からぶきξ空拭き〕karagusui
からみつく　1〈arakujuN，　magibujUN／～
　　さまkarakuimagibui　　　’
からむし（植物名）maauu，’uubee
か1らめとる　1〈aramitujUN
からめる　karamijuN，→まきつける
がらんどう　baNbaaraa，？uubaNbaa・aa，
　→tUNdoojaa，から，ちゅうくう
かり販〕kai
かりいれどき〔対入れ時〕　？aci
かりごや〔仮小匿〕　kaija
かり1こ〔仮に〕　→もし
かりもの〔借りもの〕　kai瓶UN／お借りした
　物？UNceemUN．
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かり
かりや〔仮屋〕kaija
かりょう〔科料〕・→ばっきん
かりる〔骸りる〕　？irajuN，　k鋪UN，→hwi－
　QcatijUN／　～こと　→hwiQcatiruu，？i－
　reekai，はいしゃく
かりわけ〔刈り分崩guku呈wa呂1磁
・かる〔刈る］　kajuN
かるい〔軽い〕gaQsaN，→kaQsaN／～荷
　garunii／～物gar｛1搬UN／藺…くkaruga一
　τUU七U，’jooN，’jooNgwaa，？UCi？UCiitU／
　軽く見る→かろんじる
かるいし鰹石〕　karasi
かるがる．と〔軽軽と〕karugaruutu
かるこ　？oodaa
．．かるわざ［軽業〕　hooka，　karuwa7ya
二ヵ日れ〔彼〕　　　？ari，　？ur三，　（敬語）　？ama，　？NMaノ
　～自身で？arikuru，？urikuru
かれい（魚名）kaasjanuhwaa？iju
カsれし、〔eeg興1｝　　karii
かれえだ〔核れ枝〕． №浮嘯奄柱¥，　kari呈da，　ka擁一
　juda
か矛しき〔託れ太〕　karigii，　kariki
かれくさ〔楯れ草〕kar圭1〈usa
かれは解れ葉〕karibaa
かれはてる〔贈れ果てる〕　karihatijuN
かれら〔彼等〕？aQtaa，？UQtaa
かれる〔核れる〕　karijUN，→かれはてる／
　　枯れ．ていること一一・＋husikait1
：かれる〔零れる｝　karijuN，→しわがれ，こえ
かれる〔断れる〕kaakijuN　　　　　rれ
カ、ろう〔過労〕　sill〈utaNdi，　siiu七a圭，→つカ、
かろく〔家蘇〕　karuku，　ruk馬→ちぎょら
かろくもお〔家蘇持ち〕　karukumuci
かろんじる〔軽んじる〕　1〈aruNzijuN，，uu－
　　ZUN，→けいべつする，けいし／軽うんじ
　　て？uci？uciitu，uciuci／　～こと　もii？U辱eei，
　　一susooNl｛arooN
加わ網〕kaara
かわ〔皮〕　kaa／～が張るkaahajuN／～
　　の薄い者kaabi學ii，　kaabiSuu／～の鼻緒
　kaauu／～のよう1．c張iり付いたものkaahai
かわこ側〕　hara，　muti，→一barai－hara　’
かわいい　htl（≧cagisaN，　kanaSjaN，，PtT＃DO－
　saN 　？uziraasigisaN，　？uziraasj’aN．　一＞
　cimuganasjaN，→あいらしい，かわいら
　　しい／．か．わいくてたまらない顔girami－
　Qkwee，　’jumu4iramiQkwee
かわいがる．→kanasjaN，あいされる
かフわいそう／　～であるeimugUrisjaN／～
　にcimugurigii簸aa，　cimugurugiinftc　a／
　かわいそうに思弓→eimu？icasaN
かわいらしV・？eeraasjaN，　hUQca窪isaN，
　kuus3’uuvaasjaN，　sjuras3’aN，　sjuuraa－
　s3aN，→c．mlugaltaSJaN，→あいらしい，
　かわいい　　　　　　　　rnagee
かわえび〔川えび〕　seegwaa，　sirasee，　ta一
ヵ・わかす〔乾かす｝kaal〈asjUN，→1ます』．
かわかみ〔川上〕　→？wiimuti
かわぎ．し〔規燈〕　kaarabaATta
かわく〔乾く｝　kaakijuN，｝〈aaraeuN，→ひ
　る／乾いたさま→horohoroノ乾いている
　一＞kaarakisaN
かわく〔窪く〕ka鼠1南UN，1〈awaeuN
かわざいく〔革細工〕　ka㌶eeku／～を業と
　する者kaa多eekuu
かわせみ（鳥の名）kaarakaNzujaa，　kaar－
　am碗ねr哉a，　kaNzujaa
かわぞうり〔革草履〕　kaasaba
かわばた〔川端〕　kaarabaNta
カs7t）Eまり〔蠕餐蓬〕　→こうも．り
かわら〔瓦〕kaara，→miigaara，’uugaa－
　ra，　L・らか／～と．石の垣根1〈aara？isigaei
かフわらぶき〔瓦葺き］　kharabuci／　～の家
　　kaarajaa
かわらもん〔瓦門〕　’jaaZOO
かわらや〔瓦屋〕kaaraj段caa
かわり〔代り〕kaw砥→しろ，だいり
カミフわ．り〔代わり〕　　→一gaai
かわ．りだta　［変わり種〕　捻na響aai憩UN，→
　　tanagaajuN
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かん・
かわりばえ〔変わりばえ｝／　～のしないこと
　一＞E？iQgigahuu，　？iQgigahwii，　EBiQgiNhuu，
　？iQgimbwii
かわりはて．る〔変わりはてる］　？ucikawa－
　jUN
かわる〔変わる〕　kawajUN／変わったもの
　kawaiimuN／変わった事kawaiilcutu，
　kawaQtakutu
かわる〔代わる〕　1｛awajuN，→こうたい
かん晒〕
かん〔寒〕
かん〔棺3．
かん〔痛聾
かん〔勘〕
．かん〔勢
かん〔巻〕
かん償〕
がん籔〕
kwaN
l｛aN
kwaNbaku，　takara磁u無，→審ax
｝scaNmusi，→かんしゃく
kaN／～がにぶいことkaNdUU
kaN
kwaN一，　一kwaN
－kwal
一〉きがん，、ねがい／～がかなうこ
　と　？utuui，一→curar～“仁uui
がん〔癌〕　kaku，→sakigaku
がん〔麗〕　→gaN／～を納めておく小面ga－
　Njaa
かんがえξ考え〕　ka±vgee，　sju卿N，（敬語）
　？usoozi，　’→しあん，しさく，しりょ／～が
　深い？umiibu1〈asaN／～のままsju．7yUN－
si蕊ee，（敬語）gusju窮理sidee
かんがえごと〔考えごと〕　kaNgeeinuN，→
　nu？aka寧ee　　ししあんごと，ものおもい
かんがえもの〔考えもの〕　？akasimUN，　mu一
かんがえる〔考える〕　kaxgeejUN，→？Lllnu一・
jUN，（敬語）？U…zlmlseeN／考えもし
　ない？L1111iN，」　tn’aN／考え．過ぎる？u孤慧一
　bukasaN
かんかん1〈warakwara
がんがん　→gwaaNgwaaN
かん．ぎ〔歓喜〕　一ケ．よろこび
かんぎく〔寒菊〕kaNciku
かんきつるい〔柑橘類］　→kunibu／～の一種
　kaabucii，　kuganiilscunibu，　mikaN，　？oo－
　too，　tarug’ajoo，　toekunihu
i
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がんきん〔元金〕　mutq，　MuZltu／～を食い・
つぶすことm utukweeciri
かんけい〔関係〕kakawaV～するka塒u一・
　juN，　k4ganajuN，　，ka．ganasjuN，　i〈akar・
かんけい〔印面〕．→わるだくみ．LwajUN
かんげん〔甘言〕　？amaguci，？a斑akuci，、．．
　？aNdaguei，→おせじ／～で人をつるさ
　ま？amakutaraku・　　　　　「こもの
がんこ〔頑固〕gahwasi，　gwaNku，→がん
かんこういわい｛完工祝い〕　sjubi？uiwee．
　→かんせい
かんこうち〔観光地〕？wiirikidgkuvvt
かんごく〔監獄〕　→ろうや
がんことう〔頑瞬党〕9W癩kutoO，9’waNL’
　kuu，　一〉？isimakurateo
がんこもの〔頑固者〕　飴eku瓢g寵Ngaa，　ga一．・
　h｝vasaa，　gaNsaa，　？iQpuuhuu，→かた．
　いじ，こうじょう，わからずや
かんざし　ziihwaa，→kamisasi，　inil｛：amF
　sasi，　tumi，？us伽sシ～の端のしゃくし
かんさつ〔鑑札〕kaNsagi　L型の・部分kabu：
かんざんおく〔寒肥竹〕deemjoo
かんしかん〔監視密｝・ejukufiii
がんじつ〔元日〕9’svaNtaN，　gw歌N多iei
かんしや〔感謝〕→nihwee　　　r→カ・ん
か．んしゃく〔痛1懸3．s3aku，→hjaaiga騨naち
かんしゃくも右〔燗癩iもち〕　sjakunauci
かんしょ〔甘藷〕　→さつまいも
かんしょ〔四面〕→さとうきび
かんじょう〔勘定〕kaNzoo，　saXm取，→け
　いさん
がんじょう〔頑丈〕　→じょうぶ
獅んしょうする〔干渉する〕　kamujuN，　si－
　sil〈aju－xr，　sisil〈eejuN／　一v　g　S．　sisikeeha－
　nakee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「じよ　うぶ
がんじょうもめ〔頑丈者〕．g昂NzuumUN，→
かんしょく〔官職3？weedai，→興a／～名
　→いカ、い．
かんしょく〔間食：｝　madunumuN／～に食
　～物’jur隅ina灘UN
1かん
かんせい〔完成〕　sjubi，→・かんこういわい／．
　～するtuzima3UN，　tuzimijUN，一→しあ
　げる，できあがる
かんせつ〔関節〕　gigee，　darumi，　husi／～
　がはずれた人gigeehaNdaa
かんぜん〔完全〕→もうしぶんのない／　～
　であるmatasaN／～なmata一／～なも
　のmatamUN
がんそ〔元棚　一＞ifんぞ
かんぞう｛肝臓］
かんぞう〔甘草〕
かんぞう〔萱草3
かんそん〔寒村〕
かんだい〔寛大〕
がんたん〔元旦〕
かん右［妊智］
el田u
kaN多oo
1〈waNsoo
kafig耳ni
→かんよう
→がんじつ
　　　　　　　　’janadal〈uma
かんちがい〔勘違い〕　kaRcigee
かんちょう〔干潮〕hwirisju／～に規われ
　る岩や洲hwisi
かんつく〔感づく〕　satujUN，一一“？UMijUjUN
かんづめ〔罐…謝1〈waNgimi
かんてい〔鑑定〕　migiki
かんどう〔間道］　4わきみち　「とりしまる
かんとくする〔監督する〕kagusamijuN，→
カントン〔広郷〕　kWaNt，uN
かんな〔鉋｝　kana
カンナ（植物名）　hanabas5uu，　kaNna
かんなくず〔塞くず〕　kallakudii
かんにん〔堪忍〕　kaNniN／～する　一〉がま
　んする，こらえる／～する．カ．nubidee，→
　にんたいりょく
がんにん〔官人〕→やくにん／～のよ5に着
　飾っている者turaNkwaN2nN
かんのん〔観音］　kwaNnUN
かんのんちく〔観音竹〕kwaNnUNciku
かんのんどう［観音堂3kwaNnUNdoo
かんばっこ旱越〕．hj3ai，　hwidiri／～の年
　h3aaidUS玉，→ひでり　　　「kUNpajUN
がんばる〔頑張iる〕　cihajUN，，ja（≧p35UN，
かんび〔嘗費〕　kuuzimuci，1〈waNmuei
かんびょう〔看病〕，jamiwaNdee，　kaNbjo－
　o，　siNzigl，　tuNzaku
がんびょう〔眼病〕　miijami，→tamajaN
かんぶつえ〔灌仏会］　sjaakamUNdoo
かんべん〔勘弁｝　kaNbiN，→かんにん／～
　するnasireejUN，→ゆるす
かんぼうい〔漢方医］？ucinaa？isja
かんぼく〔灌木〕　gumagii
かんむlj〔冠］　hacimaci，　kaNmui，一ナ？a－
　kahacimaci／王の～tamaNcaabui
がんやく〔丸薬〕　gwaNjaku
かんようξ寛容〕　eimuhunub圭，　nubi，→ei－
　mubirusaN／～性nagami，　nubidee
かんよう〔月干肉〕kaix’nuu，→たいせつ
かんらく〔歓楽〕　sjUZOO，→たのしみ
かんらく．させる〔陥落させる｝　？UtUSjUN
かんりする〔管理する〕sazal〈ajUN，→とり
　しまる／管理させるs賜akijUN
かん｝tLs右〔寒冷地3　hwiidukUrU
かんPtき麗暦〕→rukuZuu？iei
かんろ〔寒露〕kaNru，　kaNruu
かん励〔官話3kwaNhwaa
?
き〔太〕　ki圭，→かんぼく，きょうぼく，ざいも
　く／～のかけらkikaya訊／～の皮：kiinu－
kaa／～のかんざしkiiziihwaa／～の精
　一＞kizimuN／～の根kiinuni圭／～の葉
　→きのは／～のまたkilnumata／～の実
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　ki鎗umugkuu，　klinunai／㌻の門kiizoo
き〔気〕　c圭圭，→c呈mu／～が合う→？atajUN，
’jueaajUN／～が荒いことnamqci／～
が荒い者namaeaa／～が旧い？umii？N－
　bu：aN／～が変わること→hwiNci／～が
きく
　変わるさま　．→？arimasaraakurimasa－
　raa／～カミ矛聾く　→cinucici／～；が進む　ci一一
　tudaCUNi　nurijUN／　～カミzj、さし・．　C呈mU－
guusaN／～が付く？umijujUN／～が付
　くこと？umi3ui，？umijuikee3ui／～が転
倒する→maNgwi／～が長いciiniisaN，
　eimunagasaN，　’juujuuturaasja’　N／　・vrb｛
ぬけ．る？ahwee騨N／～が早い。泌ees3N／
　～がふれるhurijbN／～が弱いdmujoo－
saN／～に入ったものcii？iri／～に入ら
　れる，iirarijuN／～にしない→cimu，蜜a－
　aN　neeN／～のせ、・ci．munu？um量i／～の
やまいcibjoo，　ci3am圭／～を失う→きぜ
　つ／～をそらすsisikaasjUN！～をつか5
　→takahwisjagikee／．～を付けるkuku－
　ri3UN，→こころがける／～をもむこと
　一？asigaei，　？asigaeinoori
ぎ〔義）　zii，→ぎり
ぎいぎい　gwiil’ig’wiirii，　kwiii’ikwiiri
きいと〔生糸］→siraga
きいろ〔黄色〕　ciiru，→まっきいろ／～いも
　のcilyuuノ～の紙→ciirukabi／～の冠
　ciiruhacimaei
きうす〔太目〕，kii？uu錘
きえぎえと〔消え消えと］　→ciiziitu
きえる〔消える〕　caajUN，　kUNdijUN
きおく〔記憶〕　munu？ubi，？ubi，→ものお
　ぼえ／不．確かな～？uru？ubii／～する
　？ubijuN　　　　　　　　　　　　．　　　「ぼえ
きおくりょぐ〔記憶力］　？ubidee，→ものお
きお．右こ気落ち〕　e雌ai，→がっかり
きかい〔機械］　，jaama，　karakui，→しかけ
きかい〔機会〕basju，　hjoosi，→じき
きがえ〔着替え〕keeiziN／　～のな．いこと
　eicarul〈akita，　一｝？icimeemaaminukaa
きがえる〔着替える〕c1ikeejUN
きがカsり〔気掛かり〕　cigakai，　cimugakai，
　cimuhwieagi，niNptkee，→しんぱい
きかく〔規格〕　zooma，→きじゅん
きかざる〔着飾る］　sugajUN，→よそおう
665
きがね〔気兼ね〕　？ukeei？umii，→えんりょ，
　しんろう／～する？ukeejUN
きがん〔祈願〕　cigwaN，9．waN，　kamini－
　gee，？ugwaN，，ugami，一〉おいのり，が
　ん，きとう，ねがい／～する日？ugwaN－
　bii／～することがら？ugwaNggtu／～に
　使う道具？ugwaNdOOgU／～の文句の例
　一｝？ugwaN
ぎがん〔義眼〕　？irimii
きがんじょ〔祈町所3cigwaNza　　rku
きかんぼう〔きかん坊〕？aNmaku，　？uuma一
ききおとす［聞き落とす〕　clei？utusjuN
き おぼえ〔聞き覚え〕　cici？ubi
ききかえす〔聞き返す〕　eicikeesjUN／聞き
　返してeicikeesigeesi
ききじょうず〔聞き上手〕cicizoozi
ききだす〔聞き出す〕　cieim鍛趣N
ききと〔嬉嬉と〕　→うれしい，はしゃぐ／～
　するさま？UQsja？UQsjaa
ききながす〔聞き流す〕　qicinagasjUN
ききほれる〔聞き惚れる〕　c玉cihuri∫UN／～
　　ことcieiburi
ききま＄がい〔聞き間違い］　cieimacigee，
　’joogaazici
ききまわる〔聞き回る〕　cicimaajuN
ききめ〔効目〕siN，　sil’usi／→こ5か
ききもの〔聞．きもの］　eicigdtu
ききょう〔下棚　kucoo，→きこく
ぎきょうだい〔i義兄弟〕．，eecoodee，】Lnuuku一
きぎPt　［太切れ〕　kiiziri　　　　　Lcoodee
ききわけ〔聞．き会け］　ciciwaki，　ziikazi／
　～がない→teewakasjuN
ききわける〔聞き分ける〕eiciwak圭jUN
ききん〔飢饅〕gasi／～の年→きょうねん
き．くこ菊〕　c圭 u
きく〔聞く〕　¢ieUN，→と5，たずねる，（敬
　語）？UNnjul〈ajUN，？UNnukajUN／聞い
　　ただけでも憎1いcicinikusaN／聞いて味
　があるcicisjuuraaSjaN／聞きたくもな
　い．cicicakuN　neeN／聞きにくいcieigu一
きく
　risjaN／聞くだ．けで黙っていること．cici一一
　guN
きく〔利く・効く〕ciCUN，．kaziciCUN
きくぎ［末釘〕kiikuzi
き　く　ら【ず（植物名）　　　mimi竃ui
ぎくり　hwlQsui，→どきん／～とする　→
　hwiQsuimikasjuN
きぐろうξ気苦労〕　→しんろう
きけい〔碕形〕1〈atahwici，→？eeku，かた
　わ／～の考1〈atahwicimuN
きけん〔危：険〕　／～である？uka爲sjaN，→
　あぶない／～なこと→haNtigutu／～な
　1’”1’ti　ha｝．ift－iwa7．a，　tihwanawaz．a
きげん〔機蜘　ciziN，→ごきげんノ～がよ
　くなる→ラjucaajUN／～をとる（～を直
す）→cimu
きげん〔期限〕　kaziri，→きじつ，にちげん
　／～付きのものkaki？aas2muN
きこう〔気候〕　一→hadam．uci，じ：こう，てんき
きこえ〔聞こえ〕一〉ひょうばん
きこえおおぎみ〔聞得大霜〕cihw．iziN，（敬
語）eihwiziNganasii／．～の．御殿cihwi一一
　ziN？uduN
きこえる〔聞こえ．る〕　eikwiijuN，→eiCUN
きこく〔帰国〕　c圭hwaN，→ききょ弓
きここ＄〔着心地〕　cii紹ukuci
ぎごちない　hwizarugisaN
きこり〔樵〕　’jamaku
きご；面木蜘ziiguhwaa
きこん〔気根）　kiinuhw．izi
きさき〔盾〕　→ホδうこ♪・
きざしこ兆〕111ujuusi，　sikaki，　si1’Llsi，→
　きっちょう，きょうちょう，ぜんちょう
きさま〔貴様〕sunata，？uga，→あなた
きざみこんぶ〔刻み昆布〕ci腿翻kuubu
きざみたばこξ刻みたばこ｝　c逸anlitabaku
きざむ〔刻む〕ci7。anuN，→hwees3UN，？u－
　ruS3曝N
きざわり　〔気障り〕cimu腿wai
きし〔岸〕　cisi，→かいがん，かわぎし
ぎしき．〔儀式〕　zisici，→しき，さほう
きしきし　kwiirikwiiri
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ぎしぎし．gieigiei
きじ．つ〔期日〕　niciziN，→きげん
きしゃ〔汽率〕　→？agihwiigurun｝aa
きじゅん〔規準〕　zooma，→kata
きじょうもの〔気丈者〕？iziZUU，？iziZUい
　MUN
きず〔傷］kizi，→きりきず，けが，すりき
　ず，ひっかききず／～の口がふさがる嫌レ
きずつける〔蕩つけ’る］　sakujUN　LcaajUN
きずもの〔傷物〕　→SUN
ぎする〔擬する］　？atigajUN　　　』「gawai
きせつ〔季節3　→しき／～の変わり国　siei一
きぜつ〔気絶〕　bucikUN，→そっとう／　～
　する→？aNmasjaN
きせる〔煙麹cisini／～の管eisirigoo，
roo／～入れの一種SUQPUN
きせる〔着せ観kusijuN
きそう〔競う〕　→きょうそ5する
きそく〔規貝藝〕cisuku，→kata，おきて，き
きぞく〔貴族〕deemj・・．　　しまり
きた〔北〕lllaRisi，　niinruhwa，　nisi
きたいぼずれ〔期待はずれ〕　翻ihaNda乱，
　miihaNnuu
きだおれこ着倒れ｝　ciidoori　　　「miinis圭
きたかぜ〔北風〕　nisibuci！～の吹きはじめ
きたきりすずめ〔着たきり雀〕ciearukaki一
．ta，．？icimeemaaminukaa，→いっちょうら
きたけ〔高鷲〕．ciidaki
きだて〔気立て〕　cidati，　S柔muci
きたない〔汚ない〕　cita難as包N，　hagoosaN，
　’jtiiNhsしgoosaN，　串i一段nεしsaK，　一→bucir蕪，
　きたならしい，よごす／　～もの　hagoo一
瓢UN，（小児語）？・NNnaa，　peepee
きたならしし、　hagoogisaN，　　，jUNhagoo－
　saNt→きたない／～者？waanukami
きたむき〔北向き〕　nisiNkee　　・
きち〔機智〕　→？ug．aci，きりゃく
きちがい〔気違い3huraa，　hurimuN，．Sレ
　Nkee，　sjoobu「imUN／．～になる　huri－
　jUN／～の働かす知恵huridakuma／～め
　いたことばhurimunii，　hurimunu？ii／
　ひどい～苓a箆駄bu盛．
きちゅう〔忌中〕hwi2？uei
き右よう〔記帳〕　coodumi，→きにゅう
きちんと　caNtu，→ちゃんと
きつい　ciwasjaN，→きつく
きっかい〔気遣い〕tal〈ahwisjazikee
きっかけ　？u7yumi
きつく　clQtu，　cuuzuuku，→きつい
きつじつ沽厳〕　，iihwii，　zoohwi
ぎっしlj　zibaQtu，　zisaQtu，　zisiQtu
きつち〔太つち〕　kiizicaa，→さいづち
きっ右よう〔・吉兆〕　ci（鵠UU
きっちり　giNtu　　　fneeN，→かならず
きっと　eiQtu，？i3a磁N，　kaziti，　7vu學ee
きつね〔狐　gigini／～の嫁入り嚇da？am量，
きつねび〔狐火〕？OOi’uubii　　Ltiidabui
きっぽう〔吉報〕’iislrasi
きてい〔規定〕一＞kata，きそく，きまり
きとう〔亀tt，｝・｛〕　haNki
きとう〔祈E，lit一〕　citOO，？ugwaN，一→おいのり，
　きがん／～の代わりとなるものcltoogaai
きどぐお〔末戸　1〕　muNguci，→かどぐち
きどせん〔宇戸銭〕　muNeiN
きどサや〔気取り麗〕　bUNmueaa，？UNbu－
jaa　’　raciきどる〔気取る〕　？UNbujuN／～こと　？wa一
きなが〔気長〕　→のんび．り．／～である。蜘1－
　iisaN，　eimunagasal　，　’juujuuturaasjaN
きなくさい　〔きな輿い〕　／～におい1く＆ko－
　obil《a多a
きなこ〔黄な粉〕　maaminakuu
きにいり　ξ気に入り〕一〉おきにいり
きにゅう〔titt入〕　coodumi／　～する　tati－
　jUN，→かきいれる／～もれtati？ukuyi
きぬこ絹〕　？iieu，？itu／～の着物？iicuziN／
　～のもの？itumαN，　maN，→siraga，　ka－
　smuelslraga
きぬいと〔絹糸〕　？iiCU？iiCUU，→siraga
きぬずれ〔衣ずれ〕　／～のさま→bitabita，
i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きま1
きぬた〔砧〕　？icabu　　　　　　Lhorohoro
きね〔杵〕　？aziN，　kakiziei
きのう〔昨霞〕　cinUU／～きようcinuucuu
き．のえ〔甲〕　cinii
きのこ〔茸〕　cinuku・　naaba　／～の一種．
　？aasa，　hataki？aasa，　mimigui，　simizi，
　moo？aasa
きのと〔乙〕　cinutu
きのどく筆端の毒〕　cinudukN／～である
　cimugurisjaN，　ei塒u？重ca．S批N／～な（～
　に）cimugurugi語aa
きのは〔末の葉〕kiinuhwaa／～の広いも
　のkaasja，　kaasjanuhwaa／〆～で包ん．だ
　ものkaasjanuhwaazieiN
きのぼり〔太i登り3　1〈iinubui
きば〔牙．〕　ciiba
きばらし〔気購らし〕　nucinusiNtaku
きばる〔気張る〕　→cibajUN，がんばる
きはん〔残響〕cihwaN
きはん〔規範〕→kani，てほん
きひ〔忌避〕kusi
きび〔黍〕　maaziN　　　　　　IgUX・usaN
きびきびしでいる　eibivaasjaN，→hazix幽i，
きびしい〔厳しい〕eibiQsaN，　eiwasjaN，
→げんじゅう
きびなご（魚名）　sururugwaa
きぶくれ〔着ぶくれ〕／～したさま’wabu－
　wabu
きふるす〔着古す〕ciihuru磁aSjUN
きぶん〔気分〕　cigee，　kukuci，→きもち，
　こころもち．／～が悪い？aNmasjaN／～．
　が悪いこと？aNmasj’abucigee，　bucigee，
bueikuN，．　bukul〈uei
ぎぼし〔擬宝珠〕　→boONtaa，　b．OONtUU
きぼとけ〔一下〕　kiibutul《i
きまえ〔気附〕　／～がいい者？uhuzimUu
きまくら汰枷kii瓢aQkwa．
きま．ま〔気まま〕　cimama，→かって
きまりこ決まり｝　sadami，→き、そく，けっ
　てい，さほう
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e
きま
きまる〔決まる〕　→けってい
きみ〔君〕　cimi，→eiN
きみ（代名詞）→おまえ，きさまノ～ぼく
　の話し方，inu？iihii，　tageeni？iihii．
きみ〔黄身〕　？akamii
きみがわるい〔気味が悪い〕　hagoosaN，
　，jOO？usumasjaN，→うすきみがわるL・
きみじか〔気短か〕→たんき
きみじか屯の〔気短か者〕taNcaa
きみた＄〔君たち〕　→おまえたち
きみょう〔奇娚　cimjuu，→ふしぎ／～で
　あるhwirumasjaN．
ぎむ［義務〕　？ataimee
きむずかしい〔気むずかしい〕　kamarasja－
N，muφkasjaN／～者1〈amctc　rasjaa，
　hwireegurii，　ziiguhwaa　　「→けってい
きめる〔決める］　ciwa，m量ju馬sadamijuN，
きも〔肝〕　cimu／～を冷やす→’Nnihwi－
　zurusaN　　　　　　　　　rころもち
きもち〔気持〕　kukuci，　S三Rci，→きぶん，と
きもの〔着物〕　ciN，→いしょう，いるい，（小
児語）’jaajaa，（敬語）’Nsu，？weeNSu，
→ciNcihwada，　cirukaa／～の．襟ciNnu－
　1〈ubi／～の着こなしciNciidanayi／～の
　種類・名など？aasim覗N，？aasiziN，？a－
　kauuziN，　basjaaziN，　basJ‘aziixT，　eii－
　muN，　ciiziN，　eooziN，　diNkwaa，　dusudii，
　duubul〈u，　duusibui，　duziN，　hadasibui，
　ha？ai，　hwiitaa，？iru皿lciN，，judaci，
　kurueoo，　maakwaa，　riNkwaa，　sirucoo，
sudieiraa，　tanasi，　“tuQcaki，　？uQeal〈i－
gwaa，　’wata？iyi，　’wataziN，　？waazi，　一〉
　がいしゅつぎ，しょうそく，はれぎ，ふだ
　んぎ，れいふく／～の背につける飾り→
　mabujaauu／～のたけciidaki／～の
　つくろいeiNnukuu／～のっけひも．
　ciNnuuu／～の画すそ　ciNnusubaa／～
　をゆがめて着ることkata？Nnazi
きゃく〔客〕　eaku，（敬語）？ucaku，？u諏N
ぎゃく〔逆〕　→さかさま
ぎゃくたい〔虐待〕　siNda，→SUSOON
ぎゃくてんする〔逆転する〕？UQceejUN，→
　ひっくりかえす
ぎゃくふう〔逆風〕’Nkeekgzi
ぎゃくりゅう〔逆流：I　sakami多i
きゃくりょく〔脚力〕　？asidooni，　hwisja－
zikara　fjoogisaNきゃしゃである　m親nujoocigisaN，　mun四一
きやすい〔気安い〕　hwiree3呂QsaN，→ここ
　ろやすい
琴．やはん〔脚絆〕　cahaN，　cahwaN
きやみ〔気病〕　cib∫00，　cijami
きやり薮木遣り〕　cijai／～歌eljai
きゅう［fS2］　苓aacuu　　　　　　　「nu
きゅう〔九〕　kukunugi，　kuu，→ku一，　kuku一
きゅう〔急3　→？aQta，たちまち，とつぜん／
　～な思い立ち？aQta？umitacY～な傾斜
sakanai／～な坂sakuhwira／～にcuu－
　caN／　～に驚くこと　？aQta？uduyuci
きゅうあく〔旧悪〕　h糠uk量須
きゅうか〔休暇〕　，jurii，→やすみ
きゅうくつ〔窮屈〕　／～である？ibasaN，
？icizirasaN／～なさま？lbajaasiicee／
　～な所？ibadukuru，？ibai，？ibaiduku一一
　ru，　一一“？ibainumii
きゅうけい£休憩3　→きゅうそく
きゅうけいしょ［休憩所〕　，jukuidukuru
きゅうけつりょうほうこ吸愈療法〕　buubuu－
　nuzi
きゅう．し〔臼歯〕　？uu寧ibaa，→おくば
きゅうじ〔給仕〕　euu．zi
きゅうしゃめん〔急斜面〕　sakanai
きゅうじゅう〔90〕kuzuu
きゅうしょ〔急所〕　gibudukuru，　nucidu－
　1〈uru，　．s3’oodukuru
きゅうじょ〔宮’女〕　gusikUNCu
きゅうす〔急須〕　cuukaa
きゅう、する〔窮する〕　gimajUN，　sasigima－t
　3UN，．→こまる
きゅうそく〔休息〕　，jukui，→なかやすみ，
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きょ
　ほねやすめ／～する→やすむ
きゅうてん〔i災点〕　gibu，　gibudukuru
きゅうどう〔旧道〕　hurumici
ぎゅうにく〔牛肉〕　ginu？aQtami，？usinu一
ぎゅうにゅう〔牛乳〕？usinucii　　Lsis2
きゅうはんじだい〔旧藩時代〕　？ucinaajuu
きゅうびょう〔急病〕cuubjoo
きゅうめい〔救命う　nuc圭da麟ki
きゅうり〔胡瓜］　kii？ui
きゆ．うり屯み？uigwaa？usee
きゅうりゅう〔急流〕haikawa
きゅうりんご9厘〕　sipjaakμ9UNzuu
．きゅうれきξi日暦3　？ucinaaguju｝ni
ぎゅっと　→kUN一，つよい
きょう〔経〕　→おきよう，きょうもん
きょう〔今R〕　CUU，　kiju／～とい5きょ5
　CUUQsiCUU／～の日cuunuhwii
きよう〔器用〕寧eekugaQti
きょういく〔教育〕naraasi，？usii，？usii－
　gata，→しつけ　　　　　　「る．tideejUN
きょうおう〔饗応〕　tidee，→せったい／～す
きょうかい〔境界〕sakeemi，→さかい
きょうぎ〔協議〕　cuugoo，　ziNmi，→そう
　だん／～する？ueaasjuN
きょうぐう〔境遇］minu？wii，　tacihwa
きょうくん〔教訓〕　，jusigutu，→おしえ
きょうげん〔狂言］　coogiN，→瓶arumUN，
　→きりきょ5げん　　　　　　　　　　「く
ぎょうこう〔僥倖3kuuri4eewee，→こ5ふ
ぎょうざ〔飯子］poopoo
きょうさいカ・〔恐妻家3　tu2油ukookoO
ぎょうさん〔仰山〕　daNdaN，→たくさん／
　～なhagoorii
ぎょうじ〔行事〕／～の名など？abusiba－
　ree，　？agari？umaai，　boo7yi．nadii，　buNi
　ginahwici，　ginutatii，　cuiziN，　duugurna－
　gii，　’eisaa，　haarii，　hagigoosaa，　hama一
　？uri，　huuciee，　？igaihoo，　’jool〈abii，　’juN－
　nu3’ltta，　’juQkanuhwii，　’juQkaziiru，　ka－
　a？urii，　kabi？aNzii，　lcukunukaN，　ma一
　buiwakasi，　maNsaN，　miizuuyukuniei，
　miQ’eanusiku，　miQeanu？uiwee，　miQea－
nu？tijuwee，　mirulcu？uNkee，　muueii，
naciziNugami，　naNkanusiku，　’Neabi，
？Nzihuni？uiwee，　sal〈aNkee，　saNgwa一．
　gi？asibi，　sicigwagieisaa，　simal〈usarasi，
　sinugu，　tanabata，　？ubiinadii，　？uATca－
　bi，　？usjooroo，　＃uri？Nma，　zuurukunici
きょうしゅく〔恐縮〕，jagumisa，→かしこ
　まる／～する→duugurisjaN
ぎょうしょう〔行商〕　kami？acinee，　kata－
lni？acinee　r？amijuN
ぎょうずい〔行水〕→？u亭imasi／　～する
きょうそう．〔競争〕　？aragaa，？aragaaee，
　？aragaai，？ara輿i，　sjuubu／～する？a－
　ragaajuN？arasuujuN／近道をする～
　maaibeekuu
きょうそう〔競漕〕　→haari｛
きょうだい〔兄弟］　coodee，？utuzaNda，→．
　？umikii，　？umikiinumee，　？uQtusiiza，
　’wik鶏はらから／～が多いこと？uhuco－
odee／～の仲が悪いcoodeeguhwasaN
きょうだんす〔：京籔笥〕　eoodaNsi
きょう．8くとうこ爽竹桃〕　coocikutOo
きょうちょう〔凶兆〕　tamagai
きょうつか〔経塚〕　COO4圭ka
きょうと〔京都〕　cootu
きょうどう〔共同〕　→きょ5ゆう，
　りよく／～井戸
　一＞kareewaal〈ii
きょうねん〔凶隼〕
きょうぼう〔共謀〕
一＞muragaa／
きょう
～飼育
gasidusi，　nigajuu
c圭iku，→たくらむ／～
　している者haratiigi
きょうぼく〔雨冷〕　七akagii，？uhugii，→
きょうみ〔興味〕　suumi　　　　したいぼく
きょうもん〔経文〕　coomUN
きょうゆう〔共有3cuukUU，（敬語）？unakaa
きょうらく〔享楽〕　sjUZOO，→たのしみ
きょうりょく脇力〕cimugva’ii，→きょ5
　どう／～する？ucaasjUN
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ぎょ
ぎょうれ．つ〔行列〕　（敬語）．？usuneei
きょか〔許可｝’jUl“ii，→ゆるす
きょくげい〔曲芸〕．hooka，一一・＞ll＞るわざ
；きょくげんする〔極言する〕？iicijUN
きょくち〔極致〕
きょしつ〔居ii謹〕
きょし．よ〔居所］
きょじん〔巨人〕
きょせいする〔ま干する〕
きょぜつ〔拒絶〕
　．’NNba，　’NNpa，
きょだい〔巨大〕
　である，jatumagis＆N／～な，jatLl一／～な
　もの，ja枕umagii
きょどう〔挙動］　siisi4ama，→たちL．・ふる
きょねん〔垂…年〕　1〈u7yU　　　　　　　しまい
きょひ〔拒否〕→き．よぜっ
ぎょふ〔漁夫〕？ijutujaa，？umiNcuu
きよめる〔濡め．る〕　cijum羅UN
きょろきょろ　？amamiikUmamii，　9’Ul’u－
guru，　miiguliugul’u，．m“gul“tullaai／　．v
　する春miig’va’uguruu
ぎょうり　ciNcaaN
きらい〔嫌い］　bu麟ci　　「とう，いやがる
きらう〔嫌う〕　cirajUN，→hujUN，　kusi，い
きらきらctraciva；lkwicarahwieara
きらく〔気楽3　一→？iziR，こころやすい．
きらす〔切らす］　eir3s3UN，　hwiQeljuN，
｝lwiQcirasjuiN／切らしがち．なさまe三ri一。。。、a。ana。，　hwiQ，i。ak。a，i。a／切らし1
　がちな飯帯hwi（leirizuutee　　　「rsjUN
きり〔錐｝　？i蝦／～で穴をあける？irihuga一
きり〔霧〕　ciri／～が降りることciri？uri／
　～を吹くことsi睡si
きり〔桐〕　ciri
きり〔切り〕cirihwa／～がない→hatiき
　．り　一もeeN，一ziri
ぎり〔義理〕　z捻㍉→ka5u，　ぎ／～や作法．
　zi「izaNmee／～を欠く　→hazi／～をわ
き罪な、、　、、、ag。。i」。。／～をわきまえな｝
gilcuri，一→きわ
§imee多a，→いま．
，uizu「おとこ，おおおんな
，jaもumuN，，jat怠U，→おお
　　　　　一＞hugui
kuhytrabanii，　’Nba“Npa，
→ことわる
→おおきい，おおきな／～
　い者maguraa，　magurim双N
きりきざむ〔切り刻む］　→きざむ／～こと
　eirikuzaN，　？usieiriziri
きりきず〔切り傷〕cirikizi，　salgui
きりきSうげん〔切狂1言〕　亭iicoogiN
きりくち〔切り目｝．cirikueちcir圭m圭
きりころす〔灯り殺す〕　cirikuyuSjuN
．．きりさめ〔霧雨〕　guma？a蹴igwaa，→こさ：
　め
きりすてる〔切り捨てる〕　cil’isitijUN
きりた．おす〔切り倒す］　ciritoosjuN
ぎりだて．〔義理立て〕　zirid＆擁
きりつめる〔一切り詰める］　一一〉＄imeecijuN／
　～ことeirigimi，→けんやく
きりどおし〔・切り通し〕　，waitui
きりばん〔切りばん］　一＞cixibaN，まないた
きりふき〔霧吹き］　silnisi
きりぼしだいこん〔切干大根〕ci4amide－
　ekしmi
きりゃく〔機略〕？uguciziNbuN，→きち
きサゆう〔寄留〕　cirjUU，　cizuu
きりゅうにん〔寄留入〕　cizuuniN
きりょう〔器量〕kaagi，→kiroo，かおだち，
　　ようぼう／～の悪い者，janakaagii
きりょうじん〔器量入〕　eirooniN
きりん〔麟麟3　ci藍N
き》んそう．（植物名）　hulcurugi
きる｛欝る〕　cijUN，　cirumuN／着始めのも
　の　c ik翫ki
きる〔切る〕　cijUN，→？usieijUN，，waeUN／
さっと～gusumikasjurT，→ちょんぎる
きれ〔切れ〕　→ぬの
きれ〔切れ〕　一caai，一ciy圭
きれい〔奇麗〕　ciri孟，　eiriiN／tyである→うつ
　　くしい／～な女→びじん／～にcuraaku
きれぎれ〔一切れ切れ〕　hwigciribi（lciriジ→ず
きれくず〔切れ屑3　hucigi　　　　したずた
きれつ〔亀裂〕　hwibari，　hwiblci，　hwibikl，
きれはし〔切れ端3　cirihasi　　L→さけめ
きれめ〔切れ霞〕　cirimi，→きりくち
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くい
きれもの〔切れ考〕　haganaa，　haganiinu－
　N，　takumaeiraa．　takumaeirimuN，　一〉
　さいばしる
きれる〔切れる〕　eil・ijUN，　hwiQeirijuN，
taCUN／切れたり破れたりcirimusiri／
　切れてなくなった者一muQkOo
ぎろう〔妓楼〕zurinu．jaa
きわ〔極3　ciwa，→きょくち
．きわまる〔極まる〕　→takigikijuN
きん〔金｝　ciN，　kuga痴／～のかんざしku－
　gan｛ziihwaa，　kuganil〈amisasi／～の指
　輪kugani？iibiganii，1〈ugani？iibinagii，
　／～麹，～属風，～欄→それぞれの項．睡を
　見よ
きん〔Ji　；　一eiN，一→ciNmi　　　　rziihwaa
ぎん逗銀〕　naNza／～のかんざしnaNza一
ぎんが〔銀河〕　tiNgaara
きんがく〔金額〕zlNdaka
きんかん〔金樹〕　ciNk駄N
きんがんこ近縷〕　cikami
きんきじゃくやく〔欣喜雀躍〕　mooihani，
　tuNmooimooi，　tuNzaamoojaa，　’udui－
　ha簸㍉→5れしい，こおどり，よろこぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tきんぎょ〔金魚｝
きんこう〔近郊〕
ぎんこう£銀行〕
きんさつ〔禁札〕
：きんし〔禁止〕　ciNzi，　haQtu／
？aka？ijUU／～の一一種ga－
slcaara　LNeuu，　q．aNml．
ziNko’o
cizinuhwee
～されてい i
　ることcireeMuN／～すべきことciree／
　～するcizijUN
きんじょ〔近所］　eiNpiN，　ciNpoo，→とな
　り，となりきんじk／～払L・ciNzubaree／
噛～づきあいciNzubiree／～の集まりei－
　NZU多ur11
きんしん［近親〕cika？weeka，？uciwaa，．
　（敬語）cica？u球padaN，一一〉しんせき
きんせい〔禁制〕　haQtu，→きんし
きんせい〔金星〕　，juubaNmaNzaa，，jρoka－
abusi，　naaNzaabUsi
きんせん〔金銭〕．→かね
きんぞく〔金属〕→かね
きんたま〔睾丸〕，ja眺waN，　kuuga／～が
　痛むことtama∫aNl
きんたろう〔金太鑛〕　→はらかけ
きん右やく〔巾着〕　ziNbukuru
きんとん　／～の一種1〈UU？Nmunii，　taa？N一
きんば〔金歯〕　clNbaa　　　　　　Lmunii
さんぴょうぶ〔金屏風〕　ciNbjoobu，　ciNno一
きんぺん〔近辺〕→ちかく　　　　　Lobu
きんぼう〔近傍〕　→ちかく
ぎんみ〔吟味〕→しらべ
きんむ〔勤務〕　gimi，　gi七umi，→つとめる
きんむひょうてい〔勤務評定］　husikoo
きんめ〔斤目］　ciNmi，→．りょうもく
きんもつ際物〕　→だいきんもっ
きんらん〔金欄3　ciNdaN，　ciNraN
〈
く〔九〕　→きゅう
ぐあい〔工合］　？aNbee，　tanari，→かげん，
くい〔杭〕kwii
くいあらす〔食い荒らす〕／～こと
　rii，　kizihui，　kweehoorii
くいあわせ〔食いあわせ〕．kuku
くいいじ〔食い意地〕
しつこう
kizihoo一
　　　　　　　　　　　→くいしんぼう／～が
張るgacil〈eejUN／～がはっているgaci一
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　glsaN，　gaelraaSjaN
くいきる　［fiい切る〕　1｛wiicijUN
くいさがる〔食1い下がる〕　teesagajUN
くいしばる〔食：いしばる〕　kwiicaas5UN
くいしんぼう〔食い．しん坊〕gaei，’jaasaoo，
　一〉？uhugaci，　くいいじ
くいたおす〔食し・倒す〕　kweetoos3UN
くいだおれ〔食：い倒れ〕kweedoori
くい
く　し、ちカ｛　う　〔食㌔、違　 う　／　　　？aaki3UN，　　→ち　　く，
はぐ
くいちらす〔食：い散らす〕→くいあらす
くいつく〔食いつく〕　kwiigiCUN，　kwiigiki－
jUN，七UQkwajUN，→かみつく
くいつぶす〔食：いつぶす〕　1〈weetoosjUN
くいな〔水鶏〕　kumiraa，　kumiτu　「sjUN
くいはぐおる〔食：いはぐれる〕　kamihaN一
くいぶち〔食い扶持〕kweekuci
くいもの〔食いもの〕→たべもの．
くう［食：う］　kanuN，　kwajUN，　tuikanUN，
　（敬語）？usjagajUN，吟たべる／～こと
　の果報kweebuu／食わせるkwaasjuAT／
　～にやっとの働きkucinumee
ぐうぐう　gutaguta
くうしゃ〔空車〕　，N箆aguruエaa
ぐうぜん〔偶然〕　hjoosi，→たまたま／～の
機会？aQta？u7”UMi
ぐうたら　guuSa，　nubaeirimuN，→なまけ
　もの／～にした仕事nubaciyisigutu
くうふく〔空腹〕’jaasawata，（敬語）lnini－
i融’Nn・w漁イ～である’jaa・aN／～で
　元気がなくなるhwicisagajuN
くがつ〔9．月］kugwagi，　kuNgwagi
くき〔茎〕　guci，　hzmi
くぎこ釘〕　kuzi
くぎぬき〔釘抜き〕　gaN宏mi，　kuz地uzaεし
くぐりぬける〔潜り抜ける〕　giNpukijUN，
kukijuN
くくる〔抵る］　kuNzuN，　一→kukujuN
くぐる〔潜る〕　huki3UN
くけぬし、〔続け縫い〕　kukui，學imasibaai
くけばり〔絹け針〕　kukuibaai
くける．〔緬ける〕　kukujUN
くさ陣3　kusa／～の中1｛usanumii／～の
　根ku3anu痴／心の葉kUsanuhwaa
くさい〔奥い〕　，jUNgusasaN，　kUS＆saN，
　niwiねkasaN，→あくしゅう，きなくさい，
　けむり，　こげくさい
くさかり〔草刈り〕　kusakai／～をする子
i
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供kusakajaawarabaa／～をするもの
kusakajaa
くさき〔草木〕　kiikusa，　kusaki
くさぎ（櫨物名）　kusazina
くさくさkusakusa，→くしゃくしゃ
くさとり〔草取り］　kus就ui
くさばな〔草花〕　kusabana
くさび〔襖3kusabi，　siQkwa
くさもち〔草餅〕　huugimuci
くさり〔鎖〕　kusai
くさる〔腐る〕　1〈usarijUN，→humiCUN，
　ni七a】tnajUN，　siijUN，　くちはてる，くち
　．．る／腐らせる　一→1〈utasjUN／　腐ったもの
　kusaraa，　kusarimuN／腐って汁の出るも
　の＄iruhaimu馴～こと一＞m頭k㌶aa
くさ酬い屯〔腐れいも〕　mi雰ka多aa？N溝U
くさ瓢えん〔くされ縁〕，？ak：uiN／～の：友達
　kizimu捻aa5iユS量
くさわた〔草棉〕　（植物名）　hana
くし〔櫛〕　sabaei，→kusi，くしけずる
くし陣〕guusi
くじ綴〕kuzi／～運が強いkuzi謳hwara－
　saN／～煙がないkuziguhwasaN
くしけ’ずる〔薪iる〕　sabaCUN，寧iCUN／～こ
　　と學icikusiree
くしばここ櫛箱〕　sabacibaku
くじびき戯引き］kuz圭b圭ci
く　しゃく　しや　　¢ikunaamukunaa，　muNna－
　ku，　inut　nakukwaNnaku，　mttNkakwa－
　Nna，→くさくさ
．くじゅうくのいわい〔九十九の祝い〕→kazi－
　majaa
くじょう〔苦情〕　googuci，　kunUU，→ぐち／
　～を醤うことgoogueihjaag’uei／～をい
　　う　考9DOgUC翫a
く9ら〔鰯gu’zira
くじる　1scuzljUN／突いて～gidkUZ姫犠N
ぐず〔愚図〕　lturUQI〈wimauN，→のろま
ぐずぐず　daNzamUNza，→もたもた
くすぐったいhagoosaN
くすぐったがりや　hagOO？umii
くすぐる　kucugujUN
くずこ〔葛粉〕　ku多i／～で固めること　ku－
　zigatami
くずす〔崩す］．kuzisjuN，→つきくずす
くすのき〔楠〕（植物名）　1〈USUItuci
くすのはかえで（植物名）．mamiku
くすぶる〔回る〕　kibujUN／　～こと→k圭bu－
J’aatuuruu
くすり［薬〕　kusui
くすりだし、〔薬代〕　kusuidee
くすりや〔薬屋〕　　kusuijaa，　kUSuima」cija
くすりゆび〔薬捌　narasi，　narasi？iibi
くずれる〔崩れる〕　kuurijuN，　kuzirijUN／
崩れた模様→miikuNdaa
くせ〔癖〕　kusi／…の～に一nu？N2iti，一nu
　？NZitOOti
くそ〔糞〕　kuSU，→nagαi，だいべん／～を
するmajUN
くだく〔鈍く3　k“iaCUN
くたくた／～になる　→？aa七a，つかれる
くだけ・こめ〔砕け米〕　？Nnabi
くだける〔砕ける〕　kudakijuN
くださる［下さる〕．taboojUN，？utabimi一
斡eN，→くれる／下さい→tab◎ejUN
くだす〔下す〕　kudasjUN，→げり
くたばる　→のびる
くたびれ　→つかれ
くたびれる　→つかれる
くだもの［果物〕　naimUN，→kiinUIlai
くだり〔－下り〕　kud3i
〈＄〔口〕kuci，（敬語）mikuci／～がえぐ
　いkuCi甲iig’oosaN／　～が重い　k撃ci？N－
busaN／～が軽いkuci？aQsaN，　kuclga－
　QsaNノ　～が早い　kucibeesaN／　～が悪
　いkuciguhwasaN／～が悪い者’jana－
　gucaa，　kueiguhwaa／～のとがった顔
，juumuu7■ira／～のとがった者，juumuu，
　saaruu，　tugaii，　tugajaa，　一t＞hajuuguei
／～を大きく開くことgaaburaci
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くち
ぐち→くじょ5／～をこぼすさま’wabii－
hai，，wa－biinooi／～っぽい者，wabijaa／
　～をこぼす，wabijUN
くちあけ〔日明け〕　miiguei，　niinuhana
く右うつし〔口移し〕／～に酒を飲ませるこ
　とkukuN7yal｛i
く右おしい〔口惜しい〕　→ざんねん／口借し
　や残念．kucuus圭ja　7yaNniN
〈「らカsず〔口数〕　　kucika多i，　kuヒubaka多i
く　ぢカ｛ね〔擬金］　　　kueiganl
く右き〔朽末〕　kuciki
くちぎたない〔口汚ない〕　k1エcihagoosaN
くちぐせ〔口．癖〕　kucigu＄ユ，　kueinuFiu
くちぐち〔口口］　kucigU¢i
くぢぐるま〔日車〕　kueigui・uma
くちげんか〔口喧嘩〕　？iikwaaee，　kucigutu，
→こうろん
くおこたえ〔ill　x．え〕　9血。圭，hwiNkee，　ku－
cihwiNkee，　kucihwiNtoo，→はんこう／・
～する→kuci
く＄さき〔口先］　kueinu？waabi，　kueisa－
　ci／　～｛オξカtyり　　？iinag’aginag∂しsi，　　→sjLIN－
　SO〔埋。（》
く＄さびしい〔口さびしい〕1〈ucisabiQsaN，　tt
　sabiQsa
く右じゃみせん〔口三味線3　kuci鴉NsiN
くちだっしゃ〔口達考〕　biNkuu，　kucigaN－
　sui／～な者biNkuu．mUN
くちどめ〔口止1め〕　kucidumi
く右なおし〔口塵：し〕　kucinoosi
くちなし（植物名）kazlmaj　aa，　kucinasi
く右はてる〔朽ちはてる〕　saboori3UN，．一レ
　くさる／朽ちはてたさまsabeorikaa
く＄ひげ〔口ひげ〕　？wa碑wizi
く右びる〔唇〕→學iba／～の色寧iba？iru
くちぶえ〔口笛］　／～の音huuihuui
くちべ 〔目下手〕kucib三ta
く6やかましい〔口やかましい〕　1〈ucijaga－
　masJaN
くちよせ〔羅寄せ〕’jUN釦j就a，　siNmaju一・
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くち
北a／～をする「ゆた」，3U貰滋uj耽a
くおる〔朽ちる〕kuc・uN，→くさる
くつ〔鞍〕　huja
くつがえる〔覆る〕　→ひっくりかえる
ぐつぐつgwat・agwata，　kwatakwata
くつじゅうする〔屈従する］→くっぷくする
ぐっしょり　→びっしょり
ぐったり　9UQむai，　gutaQ七u，→げんなり／
　～するciisiQtajUN，　MuiNCUN
くっつく　ね鍍ikajUN，　taQkwajuN／くっ
　つき合うさま　taQcikaimu（酋圭kaち七a＿
　QkwaimuQkwai
・くっつけるhwiQgikijuN，　taQkwaas∫UN／
　～さま毛a（≧．誓　ikihwi（lgiki，七aQgikimUQgi－
　ki
．くってかかる〔食って掛かる〕　tagUikaka一
　趣N，tUQkakajuN，　tuQkwajuxiT／～さま
　一＞tiikwaahwisjakwaa
くつぬぎ〔意図3　kudami，→？isizi
．くっぷくする〔属服する〕　magajaN／屈服
　させる？usi塒agij配列，一→あっ．と5～きれる
くつろぎ〔寛ぎ〕　kug鋤uzi，→ゆったり
．くつろぐ〔寛ぐ〕　kugiruzuN
く　つわ〔轡〕　　　玉［uciba
くつわむし〔轡虫〕　？u1’Lll｝ユaa，　？urumaa－
　Iee／～の一種？uhuWata？ua’umaa
．くどくど？iikeesigeesi
ぐどん〔愚鈍〕　gudUN，→おろか，のろま／
　～であるdUNn3saN
くに㈱〕kuni，（敬語）→？weeguni／～
　の広さkuniwaa／～の風俗lcuninuzfuku
くにがみ〔旗頭〕　→やんばる
く　鑑こ＝　じ：　ゆ　う　〔国中〕　　　Cモユ1《二unま，　kunizuu
ぐにやぐ1ピや　biirakwaara／～になる
　？aatanajuN
くにん〔9人〕　kukunutai
．くねくね’joogaahwiigaa，．’joo．　geehwii－
　gee，　magaihwigui，　magajaahwigu－
　jaa
く嵐んぼ〔九年母3　（植物名）　→ku撮bu
くのう〔苦悩3→？ucikuris5a，おもいなやむ
くばり奄の〔配りもの〕　kubai搬UN
くばる〔配る〕　haZUN，　kubajUN
くび〔一首〕　　　玉くtibi，　（卑語）　　，jumukubl／　　～ヵミ
　だるいkubidarusa喪／～に掛けるh3－
CUN，　halgijUN／～の根っこ→kazigaa／
　～までの高さkubidaki／～をくくるku－
b三ri3UN
くびすじ£首すじ〕　ku球gaa，？usiru
くびったけ〔首ったけ〕maNburi
くびつり〔首昂り〕kubirizini
くびなげ〔首投げ〕　maei
くびまがり〔首まがり3，joogaa
くびる〔織る〕
くふう［工夫3
ぐぶつ軸物
くべつ〔留男ij］
　け／～
くぼみ〔窪み〕
くま〔熊〕
するmiiwakijUN
kuNzuN，→しばる
kuhuu，一→こうあん
giNbUNkusaraa，→おろか
miiwaki，　miwaki，→いろわ
　　　　　　　，　’wakasjuN
kubuN．
　　　　　　kuma
くまぜみ（蝉の名）　saNsanaa
くまどり〔隈取り〕／～をする　damijUN
くまなく〔隈無く3miimii七eedee
くみ〔組｝　kumi，　kuna／～の代表kumi－
　gasira／～を作ること？ucigumii
ぐみ（植物名）　kuubi
くみう＄する〔組み打ちする〕瓶u§ibaa担R，
　mu＄ubaajUAT，→とっくみあう
くみおどりξ組踊り〕　kumludui
くみこむ〔汲み込む〕1｛umlNCUN
くみたてる〔組み立てる〕　kumitatijuN，→
　kaCuN／組み立て式のものnuzisasi
くみとる〔汲み取る〕．kumitujuAT
くみひも〔組紐〕　→hwiraguN
くむ｛汲む〕．．kunUN
くむ〔組む〕．kunuN
くめむら〔久米村〕　（地名）kunlNda／～の
　青年　　→s魏ugee
くめんする〔工颪する〕　sigarijuN
くS［雲〕　ktimu／～の切れ目1〈umuziri
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?くろ
くも〔蜘蛛］　kubu，　kuubaa／　～の巣ku－
　baga寧i　　　　　　　．　　　　　　　ドdiNci
くもり〔曇り〕　kUmui／7の天気｝kurnui一
くもる〔藝る〕　kumujuN，　siNgwijuN
くやしし迂口惜しい〕　→くちおしい
くやみ〔悔み］　ku旗血量
くやむ〔悔む〕　klエjanuN，→こらかい
くよう［供養〕　kujoo
．くら〔倉〕　kura，→そうこ
くら〔鞍〕　kuτa
くらい〔位〕？atai｝kuree，　tuikuree，→い
くらい〔眩い〕　kurasaN，→まっくら　しかい
．ぐらぐら　　？amεしzicikaa，　guragura，　guu－
　raahaQtai
くらぐらと〔曜暗と〕　kuraguratu
くらげ〔水母〕　／～の一種？iiraa
くらし〔響らし〕　→せいかつ
くらしか．た〔暮らし方3　dutimucizuku，
　1〈urasigata．
くらしむき〔暮らし向き〕taeihwa，　taeizu－
　ku
くらすξ暮らす〕　kurasjuN／暮らしかねる
　こ　と　　tacil〈aNtii／　暮ら　L’Cこ二く　￥、　　kurasi－
gurisjaN，　tacigurisjaN／暮らしやすい
　kurasijaQsaN，　siij’aQsaN，　tacijaQsaN，
　zlNm113aQsi　N
くらべる〔比べる〕　kunabi担N，　kurabi－
　jUN，→みくらべる／～ことhwiQcoo／比
　べものにならないdanUN　naraN
くちやみ〔暗闇〕　kurajami・1〈urasiN，一）・や
くらわすξ食らわす〕　kwaasjuN　　　しみ．．’
くりあわせる〔繰り合わせる〕k滋akakijUN
くりかえ〔繰り替え〕kuikeeruu
くりかえす〔繰り返す3’　kuikeeSjuN／繰り
　返し．kuikeesigeesi，→一keesaa，たびた
　び／繰り返して見るmiikees5UN／繰り返
　　レ見るさまmiikeesigeesi
．くり．かえる〔繰り替える〕　kuikeeju箪
．ぐりぐり　gurui，→hudu？wiigurui
くりだ擬繰り出す〕kwaasjUN
くりど〔繰り戸〕hasiru
くりのべばらい〔繰り延べ払い〕　？ir圭keeβii
くりぶね跨杓舟〕kuihURi，　sabani，母
　Nm，　slNmgwaa
くりもどす〔繰り戻す〕　1〈uimu5usjuN
くる〔来る］　CUUN，（敬語）？imeNgeeN，
meeN，　meNseeN，　moojuN，　？meNseeNt
？uceeimiseeN／来てしまうciihacieUuN，
　haeieuuN，　keehaeiezmN
くる〔纈る〕　kU3UN，→たぐる
ぐる　ciiku，　guu
くるう〔狂う〕　hurijuN　　　　　　「つらい
くるしし、〔苦しい〕
くるしみ〔寄しみ〕
　siira，くのう，
くるしむ〔苦しむ］
ずらう
くるぶし〔躁〕
くるま〔車〕
1〈agisaN，　kurisjaN，　一＞
kurusimi，　一〉？icasaN，
くろ5
1｛urusinuN，　→siira，わ
　　　　　　　　　一｝guhusi
　　　　　　　　kuruma，　一hjaagaa
くるまいど〔車井戸〕kuru瓢agaa
くるまざ〔車座〕goomaaii，？ucimam．aa一
くるまどめ〔車止〕→siQkwa　　　　Lruu
くるまひき〔車曳き〕kurumahwicaa
くるまや〔牛津〕　kurumaa，→じんりきしゃ
ぐるみ一議ii嬬一takii，→いっしょ　　しふ
くれ〔榑〕ISIuri
くれる〔呉れる〕kwijUN，→くださる／呉
　れ　→七urasjuN
くれ．る〔暮れる〕　，jUQkwi3UN
くろ〔黒〕kurUu，→まっくろ
くろい〔黒い〕1〈urusaN／色の～人→’謁ei一
‘？usi／黒く太ることkurugweei／．黒くて
渋味のあるさま一一一）kurusjuuzuutu／黒
　くなるkurunuN
くろう〔苦労〕　kujoo，　kuroo，11aNzi，　na－
　NzikuNzi，　’“Tpiziira，　siNdoo，　siNroo，
→siNkumaNku，しんぱい／～を知らせ
　るところ→mun礒s賛asidakuyu
くろうしょう〔苦労性〕　→siwasjaa．
くろがね〔鉄〕　→てつ
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くろ
くろかび〔黒かび〕kurubee
くろき〔黒末〕kuruci
くろくも〔黒雲〕kurukumu，→あまぐも
くろごま〔黒胡麻〕1〈uruguma，　kuru？ugu－
　ma
くろざとう〔黒砂糖3kuru興ataa，　saataa
くろさんご〔黒珊瑚｝？umimaagi
くろしお〔黒潮〕1〈urusju
くろずむ〔黒ずむ〕　kuyunuN，　kurusibii－
3U蕪／黒ずんでやせるとと1〈urujoogari
くろつぐ（植物名）　’jujuzur’a，　maani
くろ．つち〔黒土〕zaagaru
クロトン（梅物名）　ku加tUN
くろまめ〔黒豆〕　kuru凱aami
くろむ〔黒む〕→くろずむ
くろめばる（魚名）　1〈urumiibaju
くろんぼ〔黒んぼ〕一一・〉，jaei？usi
くわ陳〕kwaa／～の太kwaagi／～の実
　naNdeesii／tyの弓　一→kwaa耳ujUmi
くth〔鍬〕kwe6　　　　　「→たす
くわえる〔加える〕　kuweejUN，？waasjUN，
くわえる〔街える］　→kukunu聾／　くわえさ
?
せる　一＞kwaasjuN
くわし，し、〔詳しL・〕　／～こと　？i寧ee，　kumee－
ki／くわしくするkumeekijUN
くわずいも〔食わず芋〕（植物名）　？NbasS
くわずぎらい〔食わず嫌い〕／～で食べて見
れば大いに食：べること　kwaaNkwaaNnu
nanamal｛ai／～で食べてみれば大いに食：
　う者1〈waaNkwaaNnu　naltamakajaa
くわだて〔企て〕？igumasi，　ku且umi，　mu－
　kurum量
く．わだてる〔企てる〕　？igu】tnasjUN，　k：unu－
　nuN，　mul〈urunuN，　takunuN
くわばらくわばら〔桑原桑原〕kwaaginu－
　mata，　kwaaginusiea
ぐん〔群｝　buri一
くんかい〔識i戒〕　soodaN，もu多iki，→いま
　しめ／～する　願多iki3UN
ぐんかん〔軍艦〕　？il〈usabuni
くんこう〔勲功］kuNkoo／～のある人ku－
　Nkoomuei
くんし〔君子〕kUNsi
ぐんせい〔群星〕buribusi
??
け〔毛〕　k璃→かみ，ひげ，まつげ，まゆげ，
　むなげ，わきげ，いんも5ノんのぐあい
　kiislru／～のない者kiinioo／～のぬけた
　つぐみ　kiihagimootui／　～のはえぎわ
　kiimiikuei
け〔卦〕　c韮
げい〔芸〕nuza，　ziinuu，→げいの5，わざ／
　～の達者な人ziinuumuci　　　rjaNzi
けいえい〔経営〕　mig’ui／ッの失敗rnigui一
けいかく〔計画〕？igumasi，　kunumi，　si－
　kZimi／～する→くわだてる
けいき〔乗気〕　ciici
けいけん〔経験〕　sikarasi／～するsikara一
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　SjUN
けいこ〔稽古］　ci汰u，→naree／～して習5
　ものcilkumuN／．～する→eiiku
けいこ〔敬語〕sisiikatuba，？U3ameekutu－
　ba／～を使う話しかた→cuxa？uuhuu・
　hoo？oo，　huu？juu，　huu？uu，　tageeni？u一一
　tihuu，　？oolioo，　？uuhuu
けいこく〔警告〕　meegaki，→ち＠ういする
けいざい［経済〕？aganee
けいさつ〔警察〕　ciisagi，→hwiraZu
けいさん〔計算3・　saNmiN，　saNtui，．→かん
　じょう／～閲違いsaNmiNbaQpee／大ざつ
　ぱな～kurUbagaa，　teegeezaNmiN／ご
けっ
　まぎれの～hwiQcir珍aNmiN
けいし〔軽視3　→ku七u？u學eei，かろんじる，
けいし〔罫紙〕　ciihwicikabi　しけ、・べつする
けいしゃ〔傾斜〕　kataNci
げいしゃ〔芸者〕　→7yuri．　「あるkaQsaN
けいしょう〔軽少〕　sahuu，→すこ．し／～で
けいず〔系図〕eii多i／～のない者lnueii
けいちつ〔啓蟄〕　musi？udurukU
けいていしまい〔兄弟姉妹〕　→，unaiwikii，
　きょうだい
けいと〔毛糸］　k批U
けいとうする〔傾倒する〕hwiQka七aNeUN，
　kataNeuN，　mueikwaari3’uN，　mucikwa－
　jUN，→しんぷ．くさせる
げいのう〔芸能〕　nロhwa，　ziinuu，→げい
けいば薮競馬〕　？Nmasjuubu，？Nma多urii
けい1まく麺1隆薄〕　→ciihwaku
けいべつする〔軽蔑する］　miisagijUN，？u一
　學eejUN，うUUZUN，→かろんじる，けいし／
　軽蔑し合うさまcui？U，ee？usee／軽蔑し
　たことば使いQcu？useeimunii
けいぼう〔閾房〕　kuca，，Ncuca
けいむ．しat〔刑務所〕　一一“hWirazu，ろうや
けいやく〔契約〕　，jakuzoo，　musubii，→と
　りきめ，やくそく
けいゆ〔経由〕　一・〉へる／…～で一聡ad最
けいらん〔鶏卵｝　tuinukuuga，→たまご
1ナし、りゃく〔評1凸略3．　hakariguむu，1〈unumi，
けいろ〔細魚〕　kii？三rU　　　L一〉はかりごと
けが〔怪我〕kiga，→きず／～する　’jam甜
けがにんξ怪我人〕1〈iganiN　　　　LsjuR
けがらわしい　hag’oosaN，一→きたない
けがれる〔汚れる〕　dgari3UN，→よごれる
げきじょう〔劇場〕　sibaja
げきだん〔劇団〕　，uduinlN4u
げざい〔下剤〕　kμdasigUSui
げし〔夏至〕　kaacii／～のころ吹く南風kaa－
　eiibee
けしあざみ（植物名）　maa？oohwaa
けしからぬもの〔怪しからぬ者〕　？umaal’a一
　NMUN
けしき〔景色〕　ciici，　cisiei／～のよいとこ
　ろ　→？wiirikidukuru
　　　　　　　　　　　　　ゼけしずみ〔消し炭〕　caasi参N，　simi
けしとぶ〔消し飛ぶ〕　hw掩tu職ugasju璃→
けじめcirihwa　　　　Lふっとぶ
げじょ〔下女〕goosicaa／～の冬の晴着己si－
　muwataziN
けしょうする〔化粧する］　gukujuN，　guku－
　riijuN，　gukurijuN，￥idasjUN，→よそお5
けじらみ〔毛風〕hjaaN
けす〔消す〕　caasjUN，　kunsjUN
げすい〔下水〕　’NNgu，’N7yU
けた〔桁〕　kiもa，　tiNzoogita
げた［下駄〕？asiza／表付きの～zi七as（敬
　語）　mizita／～の音ka（詠uikε磯kui
けだかいξ気高い〕　　→こ　う　こら　しい
けたちがい〔桁違、．・〕→だんちがい
けだもの〔獣〕　？icimusi．
げたや〔下駄屋〕？asiza塒acij呂
（ナ右　　？ibiraa，？ijaS3aa，　nizijaa，　ziNgU－
　Nzuu／～けちする？ibirijuN／～な→zir
けちがん〔結願〕　？ugwaNbubhci　　Lbiもa
けぢらす〔蹴散らす］　lgirihoojuN
けつξ尻〕　→しり
げつきつ〔月草〕（植物名）　gikizi／～のいけ
　垣gikizigaci
げっきゅう〔月給〕　ziQeuu
けっきょく〔結局．n　→？u4UMi
げっけい〔月経〕　giCinUmuN，　ZUUgUniCi
け・つこう〔結ホ薄3　～ii（≧kuu．
けっこん〔結婚〕・niibici，，→diQsiN，（敬語）・
　？unibici，・→けっこんしき／’強制的な～→
　hwiQcatiruuniibiei／～するmusubu属
　→kameejUN，加顎ee画N／～の申し込．み
　をする人kuujaa／～の持参晶の目録
　？ukuizoO
けっこんしき〔結婚式3　niibici，（敬語）霧い
　kuNrii，　kUNvii，？unibici，→けっこん／．
　～に際しての行事の名muku？iri／～に際．
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けづ
　して嫁の家で婿を接待する役sjGoba，？u－
　slooba／～の宴会揚niibici＃aa／～の際
　の婿の付添役muk賜量yi，　mUk賜ooi／～
　の酌をする役biNtui／～の世話役Riibi－
　ciNCU／～の際の嫁の行列先導役misa－
　ree，misareepaapaa，　sadai？aNsitaree，
　sadai？aNsitari，　？usa｝ree，　？usaree，
　？usareepaapaa／～の際の嫁の行列に加
　わるつきそいsooiniN7fU／～の時に花嫁
　とその荷の一行を監督する役seeuroo／～
　の時の行列の提灯を持つ役coociNmuei
けっしょく〔血色3cii？iru，？irukisa／～よ
　く太っていること？akaragweei
げっしょく〔月蝕〕gwaqsjuku
けっそん吹手］hugi，→かけ，そんがい
けったん〔並藤〕　clikasagui
けっでい〔決定］tUiciwami，一→とりきめ／
　～するciwamajuN，　ciwamijUN，→き
　める　　　　　　　　　　「kusi，　mii
けってん吹点〕　hwiihwinaN，　hwiikus圭，
ケット　kiQtu，　Mll　SiN
けっとう〔血統3　ciisiz圭，　sizi，　taQkwii，→
　ちすじ／～がさせる業ciinuwaga
げつとう〔月桃〕（植物名）saNnlN，　sja－
　NniN／～の葉saNniNgaasja．
けっぱく〔潔白〕
げつべい〔月餅〕
けつまつ〔結末〕
げつまつ〔月末〕
けづめ〔蹴爪〕
ciQpal〈u
－x’．ltoopeN
gibll〈ul〈ui，　geii，　sjubi，　．
gici祭ii　　　　　　　　　　　　　　ししまつ
　　　　　　　　911’UZI
けとばす〔蹴飛ばす］　kiritubasjuN　rgisaN
けなげ／～である　9おnaraasja瓦ga澱賜一
けなす　 ？iSjaNZuN，？iikuzijuN，？ii5i（2ta－
　yaki錘N，？ii寧it鍵asjUN，鱒こきおろす，
　そしる，ひなん
けなん〔下男〕’UNcumii，　ziniN
げに　daniju，→なるほど，ほんと5，まこと
げにん〔下人〕　’Mya，’N4aQkwa，　ziniN．
け為ん〔懸念〕　→しんぽい
けびょう〔仮病〕　cibjOO，　gukuijaNmee
げひん〔下勲〕→いやしい／～である　ha－
　goosaN／～な→zibita／～な女baaek’a／
　～な者hagoo！加N，　kazii
藍ナおミカ、し、〔毛深い〕　　　／　　～者　 1｛iimaa
けぶる〔煙る〕kibujUN
けむい〔煙い〕k玉busaN
けむし〔毛虫〕kiiniusi
けむたい〔煙たい〕　kibusaN　「1〈ibusika4a
けむり〔煙i〕　cimUri，　kibusi／～奥いにおし．・
けもの〔獣〕　→けだもの
けら（虫の名）　→？amagakaa，？amagaktt
げり［下痢］　hukadaei，　ku（　asi，　kusuhwi－
　1’ii，→sibiri／～するkudasjUN／～する
　さまhwiτihwirii
ける〔蹴る］　kijUA’，→けとばす／蹴って
　ひっくりかえすkirikeerasjUR
けれども　，」我NtUN，，3a錘ga，噸iga，→？aN
けん〔聞〕　一・ciN
けん〔軒〕　→，jaεし
けんかこ喧嘩］　muNdoo，？ooee，　soodoo／
．～ﾆ門mUNdoohwiNdoo／～する？oo・一
　jUN，→あらそう／～する者？oojaa／～の
　蜜？ooimusi／～をいどむさまtiineeihWi－
　sjaneei／～をけしかける者gigieidujaa
げんかん〔：玄関〕　ziNkwaN
げんき〔元気〕　cikUN，？izi，，inuci，　sii，　ta－
　Qsja，→そうけん／～がなくなるciisiQ一
　もajUN，　sipitajUN／～である・→？aQCUN，
　？waaciln玲eeN／～に．なるcuujUNノ～の
　ある時とない時eikUNbucikuN／～のな
　いさま．sipitaikaatai／～のない者dai一
’muN，　dajaa，　geikutajaa
げんきん〔現金〕　／～である？iz’umlijaQsa－
　N／～な人？irumiijasii／～引き替え
　hwicigee　　　　　　「→かたい，じょ5ぶ
けんご〔堅固〕　c埼k“U，1〈atoO，　zoobUN，
げんこ〔言語〕　→ことば
げんこつ〔拳骨〕tiizilCUN，七ikubusi，→
麺osaa／～で打つgahwamilgasjuN
げんごろう（虫の名）　→taa？Xhwee
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こい
けんさ〔検査〕　？aratami，　ciNsa，　sirabi，→　｛
　しらべ／～する？aratalllijUN，　sirabijuN
けんし〔犬歯〕　ciiba
げんじゅう〔厳璽〕　ziN躍u
けんじょうする〔献上する］→さしあげる
けんじょうぶつ〔献上物］？usjagimuN
げんせ〔現担：〕？ic加i，→げんだい，このよ
けんせい［権勢〕
げんぞく〔還俗〕
げんそ．ん〔玄孫〕
けんだい〔見台3
げんだい〔現代〕
→いきおい
geei／～する→geejUN
hwieimaga，　hwici？Nma一
けんちょう際庁〕
げんど〔限度］　tamisi
げんなり　biQteeN，→ぐったり
けんび〔兼備〕？uceekaneeノ～する
eiNdee
toogudee，→げんせ
　elNeoo
　’．，一→かぎり
Lga
？uea一
　jUN
げんぷくξ元服〕　katak段sira3uui，　ziNbu“．
　ku／～前の名doona
けんぶつ［見物］　ciNbugi
けんぶつにん〔見物人〕　ciNbuginiN
けんぶん〔検分〕　ciNbUN　「mlinaricieinai
けんぶん〔見聞〕　ciNbUN，　miinaicicinari，
げんまい〔玄米〕　nuunaee
けんむする〔兼務する3　katal〈al〈ijUN
けんやく〔倹約〕　？aga箪ee，　ciN3aku，　ku－
　meeki，（敬語）guciNjaku／～する？aga－
　neej’uN，　hwieisimijuN，　1〈ubameesjuN，
　kulneekijUN，→きりつめる
けんやくか〔倹約家〕1〈mneekijaa
けんようすい〔懸型押〕　auu蜷？waa露waa
けんりしょ〔権利書〕→sasidasi
こ
こ〔子〕
　gwa，
こ〔鐡〕
こ〔小〕
こ〔子〕
ご〔五〕
ご〔碁〕
ご〔御〕
ご〔語〕
ご　あんない〔御案内〕
　kee，？uNgikee，→あんない
ごあんばい〔御按配3？waaNbee
こい〔恋｝kui，？U111｛i”？umui，→sjuusiN／
　～に狂った者kuiburi／～をする→こい
　する．／～をする者→kuizinaa，　kuiziN
こし、〔鯉〕　　　1～二uu？iju
こい〔濃い｝1〈atasaN／～茶katazaa／濃
　くする1〈atamijuN
Qkwa，（敬語）？umlgwa，？UMiN一
一〉こども／～と孫Qkwa？Nmaga．
kuu
（接羅）→一gw3a
（接li琵）→一gwaa
gull，　？igigi，　gu一，　？igi－
guu
gu一
一1〈uei　’
　　　　　　　　mjuNgikee，　nuNgi一
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こいか〔恋歌〕　kuika
こいがたき〔恋敵〕　mig我taei
こいこがれる〔恋い焦がれる〕　kugarijuN
こいじ〔恋路〕ku圭zi
こいし〔碁石］　gudama
こいしよう〔御衣裳〕→いしょう
こいするξ恋する〕　？UMUjUN
こいそぎ〔小急ぎ〕guma？isuzi，→こぼしり
こいつ．ku癒hjaa，　kunuhjaa
こいに〔故意に〕？UQtaati，　’wa7yaQtu，，wa－
　7、atu，→わざわざ
こいぬ〔小犬〕　？iNgwa鼠
こし、ねこ〔’鷹ミ猫］　　　1｛二uriimεしjaεし
ごいはい［御位牌〕　「→いはい
こいびと〔恋人〕　？umujaa，→’N　7y　o，　sam4，
　satu，　satumee，　sjuya．　？tmiikalta，　？u－
　miN40，？umisat．U，あいじ：ん
こいむご〔当限〕kwiimuuku，→むご
リ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
㌧つ
こう〔甲〕　kuu
こう〔調．koojuree
こう〔劫〕　kuu
こう　kaN／～するkaNsjUN
こう〔合〕　一900
之うあん〔考案〕　kunu｝ni，→かんがえ，く
　ふ5／～するkunuRuN
こうい〔行為〕　？ukunee，一→わざ
こうい〔好意3cimu？iri，　kukuru？iri，　sju一
　卿N，馴しんせつ
こううん〔幸運〕　→huu，罪ewee，かほろ
こうおつなし〔甲乙なし〕　？ee七i，？eetu，　nee－
　tukeetu，　sajuu
こうか〔効果3→siN，　siruSl／～がある→
　cieUN，　k段zicicuN／～がない→sjoON
　ta七aN
こうか〔高価〕takadee／～な物deedakaa
こうか〔豪華〕／～なさま？akaral〈waara
こうかいξ航海〕　tukee／～する→？aQCUN
　／～中1〈eesjOO
こうかい〔後悔〕　kujhwi¢i，1〈uukwee，→
　’watagurisjaN／～するkujanUN，・→ci
　mu
こうかつ〔狡猫〕　’jamagu，　rikugi／～な者
　rikucaa，　rikugikweemUN，亭ee亭i多．irimUN
こうかん〔交換〕keeii，　keeruu，　taNl〈aa－
　geei，→bakujoo
こうがん〔睾メの　→きんたま
こうがん〔厚顔〕　nama7vira，→あつかまし
　　い／～な者namagiraa，　Ra瓶㌶漉mUN
こうぎ〔公鯛　→1｛uuzl，　kuuzigutu
こうぐ〔コ〔：具〕　寧eekudoogu　　　　　　「く
こうけい〔合計〕simi，諏Uzimi，→そうが
・こうけん〔効験〕　siN，　S2rusi，→こうか
こうこう　kaNkaN
こうこう〔孝行〕　kooko9／～な者？uja？U一
ごうごう　googoo　　　　　　L塒uja＆
こうごうしい〔神神しい3　亭iidakasaN，　sisi－
　　dakasaN
こケさい〔交際〕　hwiree，　maziwai，　Qcubi一
?
?
f
1
　ree，　tueehwixee，　tuiee，　tuihwiree，　tui－
　kee，　t－biree，　kugee，　tuNzaajaNzaa，
　（敬語）　？u七uikee，　しmpこう，　まじわり／
　～している人びとhwireeniNgu／～しに
　　くいhw圭reegurisaNノ～上手kanamF
　zoozi／～上のかなめ→kanami／～する
　→つきあう
こうさいひ〔交際費〕kugeeziN
こうさく．k耕作〕　keesibaru，　keesibatara－
　cV～するkunasjUN，らたがやす
こうさするこ交叉する〕？azijLIN／交叉した
　ところて交叉したもの）？azimaa
こうさつ〔高札〕　takahuda
こうさん〔降参〕　？weNmi，，wabi／かくれ
　んぼで鬼が～すること？aaguuru
こうざん〔鉱山｝　kanigaa
こうし〔格子〕　koosi／～のすきまkoosinu一
こう　し〔孔子〕　　1〈uus圭　　　　　　　　　　　　　　　　L］［nii
こうじ〔麹〕　kooz圭
こうじ〔小路〕　sjuuzi，→こみち
こうしじま〔格子縞〕　gubaN？aja
こうじつ〔口実〕　kucimaai，　kucimigui，
kutujusi，→いいわけ．
こうしど〔格子戸〕　koosinumii
こうじょう〔強情〕gahwasi，　siQpa，→か
　たいじ：，がんこ／～であるgaazuusaN／
　～なものboociraa，　b60cirimuN，　gaa－
zuu，　gahwasaa，　’janasiQpa，　siQpa，　siQ－
　pamuN，　ziiguhwaa
こうしょく〔公職3？weedai，→こうむ／～
　の名吟いかい
こうずい〔洪水｝　？uum堵i
こう．せっする絞接する〕　？ieaajUN，？iCa－
　jUN，？uka3UNジ→hOO，　girubuN
こうぞ（植物名）．kabigi
こうたい〔交替〕　¢iga砥φgaaruu，　kawa－
　iee／～するgigaajUN，？iricigaajUN，→
こうたい〔後退〕？a七戸izici　　　しかわる
こうたいしさま〔皇太子様〕　→kuga通詞a－
　nasllmee
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こうたく〔光沢〕
こうだて［甲立〕
こうち〔碁打ち〕
こうてい〔豊帝〕
こうてつ｛鋼鉄〕
こうでん〔香典〕
こうどう〔公道：〕
こうの奄の〔香の物〕
　lllUN，　kooruU，→つけもの
こうはい．する〔荒廃する．〕→あれはてる
こうびする〔交尾する〕　girubUN，→こうせ
　っする　　　「う，ぎょうこう，しあわせ
こうふく〔幸福〕＄eewee，　sijawasi，→かほ
こうぶし幡付子〕koobusi
こうへい〔公平〕kuutOO，→びょうどう
こう‘ま〔酵母：〕　→？ahjaa
こうほうこ後方｝→うしろ
こうぼう〔興亡〕　sakai？uturui，捻citoor圭
こうま〔子馬〕？Nmagwaa
こうまんξ二二3　taka？ucagi
、こうまん［傲慢〕　ciihwakU，　goomaN
こうまんもの〔傲三者〕　goomanaa，？ugu－
　imUN，→たかぶる「こうしょく，こ5よ5
こうむ〔公務］　kuuzigutu，　medeigutu，→
・こうむる〔蒙る］　koomujuN
こうめい〔公明3　？aciraka
こうもり〔編蟷〕kaabuj鍛／～の一種’ee－
　makaabujaa　．　rjaagasa，　raNgasa
こう屯りがさ［蠕．蟷傘〕　daNgasa，　kaabu一
こうもん〔肛門〕　gibinumii
ごうもん〔拷問〕　？icizimi　　　　「ものや
こうや〔紺麗〕．kuja，？eesumijaa，→そめ．
こうやく〔欝薬〕　koojakU，→つけぐすり
こうゆ〔香油〕　kaba？aNda
こうゆう〔交：友〕　dusibiree，　dusikugee，→
こうゆうぶつ［公有物〕　gumugi　しつきあい
こうよう〔公用3　gujuu，1〈uuzigutu，→こ
　うむ
ごうよく〔強欲〕　goojuku／～な者gooju－
　kuu，　？uhuj’ukuu
こうり〔高利〕　takarihwii
hwicai，→つや
koodaもi
guu？ucaa
kooti重
hagani・
一sjmiee，　？usjudee
→かいどう
　　　　gikimuN，　kooyu一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こが
こうりがし〔高利貸L］koorigasi，　takadi－
　imigui，　ta．karihwiitujaa，→かねかし
こうりょう菱香料〕　／～の一・種ziNl〈OO
こうろ〔香炉〕　？ukooru
こうろ〔航路〕hunamici
こうろんこ口論〕　？aragaa，？aragaai，？i－
　gaahai，・　？igaai，　？iriwai，　kueigutu，
　muNdoo，．→くちげんか／～する→？ara－
　gaaJuN
こえ〔声〕　kwii／～がかれることkwiika－
　yaa／～の質guiN／～を隈りにsimatX－
　hjaatii，　teehaikazihai
こえ〔肥〕kwee
こえおけ〔肥桶〕　kweeuukii
こえがわり〔声変わり〕　kwiigaai
こえたこ〔肥たご〕　kweeuukil
こえだめ〔肥だめ〕　siiri
こえびしゃく〔肥え柄杓｝　kweelliibuu
こえる〔越える〕　kusjUN，1〈wiijUN
こえる〔肥える〕　buteejuN，　kweejuN，　mu－
　teejUN．，　→ふとる
こえん£御話〕　→えん
こおけ〔小桶〕’uukigwaa
コーチン　koociN　　　　　　「じゃくやく
こおどり〔小踊り3　kuumooi，　→きんき
こおり〔氷〕　　kuuri　　　　　　　　　　　　　　「taa
こおりざとう〔氷砂糖〕．　kuur圭，　kuurigaa一
コーリャン〔高梨〕　もoonuciN
こおろぎ　kama4ee
こおん〔御恩〕　→おん
こおんがえし〔御恩返し〕→おんがえし
こか〔古歌〕’Nkasi？uta
ごかい願解3’jukugaN／～する→eimu
こカ、1ヂ〔太陰〕　　kiinukaagi，　→kaagi
こがす〔焦がす〕　1〈ugarasjUN
こがたな〔小刀〕　亭iigU
ごがつ〔5月〕　gugwagi，9UNgwagi
こがねξ黄金〕　→きん
こがね［小金〕gumaziN
こがねむし〔黄金搬〕　kanibuubuu
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こが
こがれじに〔焦がれ死に〕kugarizini
こきおろす　？iisagijUN，→けなす
ごきげん〔御機嫌〕？tlNcuu，→きげん／～
　　伺い？UNcuuugaN／～よろしいこと？u－
　bukui，　？ubukuigahasii，　？ubukuNzana一一
　sii，　？ubul〈uNzaNsii
こきざみ　｛小幅1み］　hwiQeiyibiQciri
こきつかう〔扱き使う〕？agika趣N，　kUNgi－
　1〈ajuN
ごきぶり（嵐の名）　hwiiraa
こきゅう〔胡弓〕　1〈UUCOO
こきょう〔故郷〕　kucoo，？Nlllal’izima，→
　kuni，　s圭m段／～に曲る支度simasugai
ごきルしん〔御近親｝cica？UNpadaN，→き．
こく〔石〕　一kuk魏　　　　　．　　　しんしん
こぐ〔漕ぐ〕kuu四N
こくう〔穀爾3　kuku？u
ごくうふく〔御宇腹〕　㎜iniisja，一→くうふく
こくおう〔国王〕kukuoo，．→お5
こくかん〔酷寒〕　9UQI〈a，9U慾aN
こくしする〔酷使する〕　？agikajuN，　ku±Ngi－
　kajuN
こくそする〔告訴する〕　？UQteejuN
こくたん〔黒檀〕　→kuruci
ごくつぶし〔穀潰し〕kweezii’aa，　kweezi－
　rlmuN
こくどう〔国道〕　→かいど5
こくない〔国内］　kuniwaa
こくひ〔国費〕　→kuuzimuci
こくぶ〔国分〕（地名）　kU　1〈ubu
こくふくする〔克服する］kuNceesjuN，　lgu－
　　NkeesjuN
こくもつ〔穀物〕　kuku，　→ここ　く
．ごくらく〔極楽〕gukuraku
ごくろうさま〔御1蕾労さま〕　，jukaaQCU
こけ〔苔3nuuxi
ごけ〔後家〕’jagusami
ごけ〔碁笥〕　9’u7■ara
こげくさい［焦げ臭い〕／　～においnaNgici－
　ka多a．
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こけごつこう　kUQkuyuu？uu
こげつき漁げ付き〕naNgiel
ごけっこん〔御結婚〕　？unibici，一チけっこん
こ．けつまろびつ　→？uti七aimootqi
．こげるξ焦げる〕　kugarijuN
ごけんやく〔御倹約〕．→けんやく
ここ　kuma
こご〔午後〕　→hwleruma，ひるすぎ／～の
　食事hwirum昂muN，　hwirurna？ubuN
こごう〔5合〕／～だきの鍋gugoodaei／
　～枡9UNgoonakamui
ここうさい〔御交際〕→こうさい
こごえ〔小声〕　gumagwii
こごえる〔凍える｝　kuhwajuN
ここく〔五穀〕　gukuku
ここち［心地3　kukuci，　siNci，→こころもち
こごと〔戸毎3　cineekazi
こごと〔ノ」、書］　→？aQku，くじょう／～ばかり
　いう人？akuuノ～を言うさまkirookunoO
ここあ〔九〕　kukunu
ここのか〔九E］　kunici
ここのつ〔九つ〕　kukunugi
こごめ〔小米｝　？Nnabi
こころ〔心〕cimu，　kukuru，（敬語）？uzi－
　mu，→eimukukuru，？iciz’i　mu，　siN，せ
　いしん／～が会う→cimu／～が．痛むcimu一
　？lcasaN／～が重い一〉？umii？Nb耳saN／r
　が逓ずる．→？aねjUN／～が広いeimub量一
　rusaN／～から→siN／～のいとまcimu－
　nuhwima／～の援助cimugasii，　cinlu－
　11ukasii／～の底siN，　siN七ii／～の動揺
　cimu？amazi／～の迷い．cimumajui，　ci－
　mtitaturuci／～の余裕cimunu？amai，
　cimunuhwima，　cimumlkubi／～を合わ
．せることeimugurii／～を取り直す一＞ei－
　mu／　～を一つにすることcimu穏ig▽ズ寸
　いてくる～gicizimu
こ2ろあたり〔心当た．り〕　？ati　　　「あて
こころあて〔心当て〕1．？ati，　kukuru？ati，一→
こころえ〔心得〕kukurii
こす
こころおぼえ〔心覚え〕　？ati，．．　cimu？ubi，
　1《ユ五klユ］L’u？u…＝）i
．．こころがかり〔心掛かり〕　→きがかり
こころがけ〔心掛け］cigal〈i，　eimugalci，　ci－
　mumuc1，→たしなみ，ようい／～が違う
　者ciユぬugawaiimuN，　Ci塒UgawaimuN
こころがける〔心血・ける〕　cimugakijuN，
　kukurugal〈ijUN，　Σ｝iNgakijUN，→き
こころがわり〔心変わり〕．k嫌kurugaw滋
こころぐるしい［心苦しい〕　duuguris5aN
こころざし〔志〕？i（≧sii，　kukuru多asi，損N－
　gaki，　一gttsjuguNsidee，　sju7．uiysidee
こころざす〔志す］　niNgakijUN
ここ多さびしい〔心淋しい〕．cimu＄ikaraa－
　saN，→さびしい
こころだで〔心だて｝　→きだて　　　　　「ぎ
こころづけ〔心付け〕　kukuru多iki，→しゅう
こころつも．閨k心積もり〕giMui／～にする
　gi㎜ujUN　　「とcimu？wii，→あんしん
こころづよい〔心強い〕cimuzuusaN／．～こ
ごころない〔心ない3　一今。圭mu
こころのこり〔心残り〕naguri，→ざんねん
こころぼそい〔心細い］　琴usijoosaN，→たよ
　　りない，ふあん
こころみ〔試み〕　kukuruiiii，　tamisi
こころみる臨みる〕⑫mIs麟N　r→ここち．
こころもち〔心持ち〕　kukuyuinuci，　siNci，
こころもとない〔心もとない〕1〈ukurumutu－
　nasaN，→こころぼそい，しんぱい，ふあん
こころやすいこ心安い〕　hwireejaQsaN，　ku－
　kurujaQsaN，11adajaQsaN，一〉したしい
ここんれい〔御婚礼〕　→けっこ．ん，けっこん
ござ→むしろ　　　　　　　　　　　ししき
ごさい〔後妻〕？atudumeei，？atudurni，
　？waanai，？waanee／～の子？就uba琢
ございます　→ある／で～→です
こさく〔小作〕→kaneegakai，　kaneegaki
こさくにん〔小作人〕　naagU
こさくりょう〔小作料〕kanee／～を集める
　　ことkaneejusi
こさめ〔小雨〕？amigwaa，　eijacijaabui，
　guma？am圭，→きりさめ
こざら〔小皿〕kee？uei，　ku3ara
ごさん．けい〔御参詣〕　→さんけい
こし〔腰〕　kusl，→gamakη，？uUl）isiiguci，
　（敬語）　 ikusi，，Ncusi／　～が曲がる　→
　koogu／～の力kusideeノ～の曲がった者
　1〈ooguu／伊の懸がつたさま→ziikwaa－
　kwaq／少し～が麹がっている者？ur）u一一
　koogu／～をたたくことkusitataci，（敬
　語）．mikusiugaN，　misiiugaN
こじ〔故事〕　kuzi
こしき〔甑3　kusicii．．
こじき〔乞食〕kUNcaa，　munukuujaa，→
　niNbucaa，　niNbugi／～の頭霞→niNbu－
　eaasiidu
ごしちにち〔五七臼〕．→さんじゅうごにち
こじぶん〔御自分〕　？UNzu／～で？ぬmicu－
kuru，？UNzukuru／～の体E？uNZu
こしぼね〔腰骨〕　9εし斑akμbuni
こしまき．〔腰巻｝→k，akaN，（敬語）’Neμsi・
こしゃくますご5勺枡〕gusjaal〈unakamui，
こしゅ〔古酒〕kuusju　Lnak歌muigwaa
ごじゅう〔50〕　guzuu
こしゅうぎ〔御祝儀〕→しゅうぎ
こじ：ゆうとこ小姑］　，unaisi七u
ごじゅうもん〔50文］　9UNzuu
こしゅじんさま〔御主人様〕sjUllulllee，→だ
こしょうこ小姓〕　，wakasju　しんな，しゅじん
こしょう〔後世〕　9U3joO
ごじょう〔御状］　→てがみ
こしょうたい〔御招待〕mjuNgikee，　nUNgi一一
　kee，？UNgikee，→しょうたい
こしらえる　→つくる
こしん〔誤診〕　migikicigee
こしんせき〔御親戚〕→しんせき
こ．ｷ継す〕　kusjuN，→？amajuN
こすう〔戸数｝　’jaakazi
こずえ〔梢3　kiinusiN，　siN，　suura
こすりつける　→なすりつける
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　　こす
　　こする　sijUN，一〉なする／　こすって消す
　　　kUNsjuN，　siricaasjuN／こすりけずる
　　　kusazuixT
　　こせい．そう〔御盛装］　→せいそう
　　ごせいねん〔御生年〕　→せいねん
　　こせき〔戸籍〕kusici
　　こせつたい〔御接待｝　→せったい
　　こぜEa　［小銭〕　9U鵬aziN
　　ごぜんさま〔御前様〕一一〉？umee，？umeenu一
　　こそ（助詞）→du，　dUN　　　　　Lmee
　　こぞう〔小僧〕　kugUU
　　こそうけん〔御壮健〕　→そらけん
　　こそげる　kusaZUN，→そぐ
　　こぞって　suriti，→すべて，．ぜんぶ，のこ
　　　ずら，みな
　　こそどう〔こそ泥］gumanusudu
　　こたえ階．え］？iree，曾へんと5，へんじ
　　こたえる口答1える〕　？ireejUN，　kuteejuN，→
　　こたえる〔応える〕　kuteejUN　しへんじする．
　　こだから〔子宝〕　綴k就aNgwa
　　こだくさん〔子沢山〕、／～の入Qkwa？wee－
　　　1〈iNeu
　　ごたごた．，jama，，jamacirigutu，，jusaju－
　　　sa，　naNzuuhwiNzuu／　～を起す者’ja－
　　　MaC11’1111UN
　　こだち〔太立｝　kikaci
　　ごたまぜ　caahwiihwii，　caahwii七〇〇，　ma－
　　　NcaahwiNcaa，　？usjaamaatuu
lこち陳風〕　→kucibuci
　　ごちそう〔御馳走〕　kwaQcii，→tidee／～す
　　　るtideejUN
　　こちゃご右やgwasag．wasa
　　こちょうする〔誇張する〕huukasjuN，？ii－
　　　datijUN／誇張した言い方huukas圭
　　こちょこちょkucukUCU
　　こちら　kuma，一→こっち／～がわkugata，
　　こぢんまりと　？iba？ibaatu　Lkuniainuti
　　こつ〔骨〕　kugi，　kuu，→ほね／～を移すこ
　　　とkqg三？uueii／～をお迎えすることku－
　　　gi？uNkee
こづかい〔小遣い3　guma7vikee，．gu塒a4圭一．
　’kee’ziN，　？wq　abazikee
こづかい〔小使〕kuzikee
こっかく〔骨格3hunigumi，→ほねぐみ
こつがめ〔骨甕〕giisigaami
こづく〔小突く〕　gigiCUN
こ，つくり　？UNbUikoobvti
こっけい〔滑稽］sukugi，　teehwa／～であ
　　る，ukasjaN
ごっこ一gwaasee
こっそり　→ひそか
ごったがえし〔ごつた返し］giburgwaaee
こっち　kugata，→こちら／～の方kuma一
こづつぼ〔骨壺〕　多iislgdami　　　Lmuti
ごつつんこ　，KmoogaQkui
こっぴどく　？iea？ieaatu
こつまくえん〔骨膜炎〕hu滋？oobu，？oobu
こてん〔御殿〕．一→？udUN
こてんじ． 諱垂艪､こ御殿：女中〕　9LisikuNCu
こてんたく［御転宅〕　？waatamas呈
こと〔事〕　kutu，→錘．
こと〔i琴3　kutuu　　　　　　　　　　「tu
ごと〔毎〕（～に）　kaazi，　一kazi，　kuutuguu．
ごと　一亭iiti，一takii，→いっしょ，もろとも
こというし〔特牛〕　→おうし
．ごとうち〔御統治〕　？ukakib題＄ee
ごとうよう〔御登用〕　？utuitati
ことがく〔事欠く〕　／～ことkutukazi
ごとく〔五徳〕　gutuku
ごとごと　gasag昂sa　　　　　　　rらず
ことごとく〔．悉く〕？arukasiruka，→のこ
ことことに〔事毎に〕　kutukazi，　kuutuguu一
こと　しこ今年3　kUNdu，　kutusi　　　　　　　　　Ltu
ことじ〔琴柱］　1｛utuunu？Nma，？Nma
ごとし　→gutoON，　gutu
ことづかりもの〔言付かりもの〕？ijaimUN
ことづけこ心付け〕　→でんごん
こと、づける〔欝付下る〕tuzikijuN
ことって〔醤伝て〕→でんごん
ことに〔殊に〕kawati
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こぶ
，ことば〔言葉〕　kutub鼠，→？ikutuba，　kuci
　，→お．おせ／～が荒いkueiguhwasaN／
　　～が荒い者kuciguhwaa／～が遅い
　munu？iiniisaN／～の使い始めlllunu？ii－
　hazim▽～のはしku七uba簸uuu　　　「須
こ．とばかず〔言葉数〕　kucika多i，　ku七ubaka一
ことばつかい〔書葉遣い〕　ku七ubazikee，
　munil，　munu？ii，　munu？iikata
ことばつき〔言葉イ寸き〕　munu？鍍七anari
こども〔子供〕Qkwa，，warabaa，，warabi，
　（敬語）→おこさま／～ができる→mu一．
　CUN／～たち’warabiNcaa／～と孫Q－
　kwa？N．恥agaノ～に返った年霧りtUS3ui－
　warabi／～の生み方Qkwanasimici／～
　の多．い人→Qkwa？weekiNcu／～のけん
　か，warablNcaa300ee／～の声，wayabi－
　gwii／～の泣き方’warabinaci／．～をい
　　じめる者，waτabaaku1・usjaa，，warabi－
　siglkijaa
こどもあつかい〔子供扱い］，warabi？agikee
・こどもここ．ろ〔子供心〕，warabizimu
ことよせる陣寄せる〕　kut麺usijUN／～こ
　とkutuj租si
ことり〔小鳥〕　tuigwaa
ことわざ［諺〕　興kロgu，→？ikutuba
ことわりもなく［断りもなく｝　→？aNnee－
　nasiku，　？aNneenasini
ことわる噺る｝kutuwajUN，→きょぜつ，
こな［粉〕　kuu　　　　．　　　　　　　　　しじたい
こないぎ〔御内儀〕　guneezi，→おかみさん，
楠　　　　　　　　　　　　　　しおくさま4．一なぐすり〔粉薬〕kuugusui
こなごな〔粉粉〕kuza
こなす．kumasjuN
こなのカs　［Eli七lll〕．？igiRaNka，
ごにん〔5人〕　？igitai
こにんずう〔小人数〕
こねる〔捏ねる〕？aasjUN
この
　　　　fnici
saNzuugn一
？ikiraniNgu
　　kultu／～大きさのkuhwina／～大き
さのものkuQpeexuu／～かたkuma／～
くらいkullusjaku／～時分kunija／～
高さ．kudaki／　～遠さkugatoo／～時ku－
　nutuci／～ところずっとkunuzuu／～歳
　kunuca／～長さkUnagi／～人kunuQ6u／
　～辺kumaril〈aa，1〈unuhwiN，：kuri－
　kaa／　”v5fes　kunihjaa，　kunuhjaa／　N　ik
　　うな→こんな／～ようにka，Nsi，　kunu－
　gutu，　kuNgutu，→1〈unujoo，　こう
このあいだ〔この間〕　1〈Uneeda，　kuneedaN一
　亭i／　　～中　　kunuzuu
このごろ〔この頃〕．kunuguru，　kunugu－
　rUN亭i，→さいきん
このむ〔好む〕　siCLIN，→すき／仔まない
　一＞nisabujuN
このよ〔この世〕　？icimi，　kunujuu
ごはいりょう〔御拝領〕　→はいりょう
ごはさん〔御破算〕．→sirikoo／～にするha一
こばし〔小橋〕kubasi　　　　　　　　LllijLIN
こばしり〔小走り〕　9umahaaee，→こいそぎ
こばん〔小判〕　kubaN
ごばん〔碁盤〕　gubaN
ごはん〔御飯〕　？ubUN，→めし
ごばんこうし〔碁盤格子〕gubaNgoosi
ごはんぎやわん〔御飯茶椀〕　misiwaN，？u－
　buN？ueawaN
ごはんつぶ｛御飯粒〕．？ubUNgizi，一一一〉めしつ
　ぶ
こびいき〔子びいき〕　Qkwabiici，→お．やば
　か
こび．とこ小人〕　daNeuu，血UNcaN，　MUN．
　gwaa
ごひゃくもん〔500文］（銭）guhJaaku，？igi－
　kumui／550文？igikumuiguNzuu」．
こびん〔小瓶〕　kuhwiN
ごふ〔護符〕　huuhuda，→おまもり／～が
　わりhuuhudagaaii；…．muNnukimuN
こぶこ瘤〕　bUQむUU，　gaanaa，　guuhu／～の
　ある者guuhwaa
．こぶ〔五分〕　gubu
こぶくしゃ［子福者〕眺wa？weekiNCU
ごぶさた〔御無沙汰〕　gubusata／～をして
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こぶ
　いる→，ugaNduusaN
こぶじこ御無事〕　→ぶじ
こぶしめ（魚名）kubuvimi
ごふじん〔御婦人］→おんな
こぶた〔子豚〕？waagwaa／～の市？waa－
　gwaam我cl
こぶり〔小．降り〕　gumahui，→こや．みになる
こぶれい〔御無礼〕　9i　ctburii
ごへいかつぎ〔御幣かつぎ〕　，jutamunii，
　，juta斑unu？鶏→えんぎ
ごぼう〔牛ii毒〕　9UNbOO
ごほうこう〔御奉公｝． №浮?ｕｕｌ〈uu，　medei，
　niedeigutu，？weedai，→ほうこう
こほうし〔御奉仕〕？waaNdee，→ほうしずる
ごほうじ〔御法事〕　→ほらじ
こぼす〔零す〕　hoojUN，’jZltijUN
こぼれさいIPい〔零れ…朝1｛uuxigeewee
こぼれる〔零れる〕　hoorijuN，？iikeer童juN，
　’jUtil’ijUN
ごほんごほん　9USUgUSU，？oho？oko
こぼんのう〔子煩悩〕　Qkwa？umii／～の者
　Qkwa？umujaa
こま〔独楽〕　kuuruu
ごま瑚麻〕？uguma
ごまあぶら〔胡麻油〕　？ugumanu？aNda
ごまおこし〔胡麻おこし〕（菓子の名）　？UgU－
　niahaeagurni
こまかい〔細かい］　9U鵜asaN，？uroosaN，
　一→ちい．さい／～かけらk：u鵜akiiノ．～者L
1〈umeek’奄鰍≠
ごまかす　babaQkwaasjuN，　mamaQkwaa－
　s趣N，ma郡iQkwaasjUN，→だます，まぎ
こまごまkumaguma　　　　しらわす
こましゃくれる　→ませる
こまづかい〔小間使｝subazikee，？ugikee－
　sarijaa，　？wiigikee
こまむすび〔こま結び］maamusubii
こまもの〔小間物〕．gumamUN　　　「cinee
こまものしょうこ小間物商〕　gumamuN？a一
こまる〔困る〕　sjUkweeSjuN，　sjUQkwee一
　sjUN，→頭；siira，きゆ．うする，わ．ずら
　う／困ったことsi七aneekutu，　ka七eemUN。
　4aahweegutu，→なんぎ／困ったもの
　sita］kee㎜UN
　レごみ〔塵芥〕　？ak就a，　gumi，　hukucici，？ぬ一
　tici嬬　一→ちり，ほこり／燃料にした～
　？akutadamUN／～を燃やす火？akutabi圭
ごみすてば〔塵芥捨て揚〕ρ圭ri戯i
こみせ〔／1・店〕macijagwaa．．
こみちこ小道］　micigWaa，→うじ
こむ〔込む］一NCUN
ゴム　gumu
こむぎ｛小麦〕　？Nnamuzi
こむぎこ〔！∫、麦粉〕　muzinakuu
ゴムマリ　guunU珈aai
こむら〔勝〕kuNda
こむらがえり〔腓返えり〕　kuNda？agajaa
こめ〔米〕’juni，　kumi，（敬語）’Ncumi，→
　simag貫穿三，もoogumi，　ziin2ee／～の→
　，juna一／～．の粉kuminul〈uu／～のとぎし
　るkumi？areemi鵠kumiltusiru／～の
　飯lnee／～を入れるざる　’junabaakii／
　なま米をすりつぶして水にといたもの
　ロa塒akugas三
こめいに右〔御命運3　一→めいにち
こめかみ　kmnik3N／　～に貼．るこうやく
　kumikaNgoojaku
こめぐら〔米二禽〕　ku瓢igura
こめだわら［米俵〕　kumidaara
こめつぶ〔米粒〕　kumigizi，→gizinumUN
こめや〔静劇〕kumimaeija
こめる〔込める〕　kumijUN，→いれる，つめる
ごめん〔御免〕．→macigee／～下さい→，ju・・
　寧irljabira
ごめんかい〔御面会〕　・→めんかい
ごもくならべ伍匿並べ〕　gu塒ukunara－
　biee，　gumukunarabii
こ屯ち〔子持ち〕　Qkwamuci，　Q｝〈wanasaa
こも＄ぼし〔子持ち星〕　Qkwa憩ucaab囎i
ごもっとも　gumUQtUN
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こん
こやみになる〔小やみになる．〕
　，uubarijUN，　→こぶり
こゆび〔小振〕？iibiNgwaa
こよい〔今脊〕　→こんや
ご．よう〔御用〕gujuu，→よら
ごようぼう［御容貌〕吟ようぽ5
こよみ〔贋〕1〈ujmni
こより〔紙繕〕koowiirUU
こらえる．kumeejuN，
　sinubm　N，→がまんする，
　かねることni多iikaNtii
こらく〔娯楽〕sj脇oo，？韻bi，
こらっ　　dukasiree，，Nda
ごらん〔御覧〕　／～に入れる
　になる→みる
こり〔凝り〕
こりこう〔小利1：1］
　～な者ha玲izir訊a，　　，
　ei？amaj　aa，　geeetubaa，
．こりごり　cuhwaa姦
こしりしatう〔？kり｛生〕　cul〈ataa．
ごりん〔5厘〕
これ
　ほど）kaNsjuka，
　ki，　kuQpi，　kuQsa／　～しき
　nee／～だけのもの
　　のkUQpeeru，　kaNsjuka／．
　Nsjul〈awaa｝d／　N
こ騨〔子守〕mujaa・Qkwamuja3／～を
するmujUN
こもり．うた〔子守歌〕　眺wamujaa？uta
こもる〔図る〕　kumajuN
こもん〔御門〕　→もん
ご屯ん〔御紋：〕　→もん
こもんじょ〔古文書〕　hurucoo，→しょるい
こもんばん〔御門番〕→もんばん
こや〔小屋〕．’jaagwaa
こやし　［BEIやし〕．kwee
こやすがい〔：子安貝〕’moomoogwaa
こやま〔小Lt；］獄uigwaa
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S段sa箆ミユN，
nizijuN，nubi3’uN，
　　　たえる／こらえ
→たのしみ
→みせる／～
ciihai，　ciihainiihai
　　　　xikugi，→さいばしる／
　　　　　　hai＄izirimuN，　］niQ－
　　　 　　　　rpeetubimuN
　　　　　　tal〈umuiguNzuu
kuri／～からkurika「a／～だけ（～
　　　　　　　　　　1〈unus3’alscu，　kunuta－
　　　　　　　　　 　　　　　　　kunuhu4a－
　　　　　　　　　　　1〈UQI）eeruu／tyほど
　　　　　　　　　 　　　　～ほどまでka一
　　　　　　　　　見よがし？UNdeekaa
ころ〔頃」　ku｝ru，　maNguyu，？urumi，　zi－
　bUN，一guru，一nagii，→じぶんどき
ころあい．〔頃合い〕「予じぶんどき／～である→
　つりあう
ころがす〔転がす〕　一→kurubuN
こうがる〔転がる〕　kurubuN，？UQI〈uru》uN
ころげまわる〔転げ圓る］　／～こと．1〈eexiN－
　kurub蒙N，　kurubiN零俘eriN，　s董泌ui，　sli一一
　pui，　siNpui，　siNpuil〈aapui
ころころ　kurukuru
ごろごろ　guruguru，　k胃aarakwa＆ra，
　murusaageejaa／～しているさま　kee－
　riNkurubiN　’
ころす〔殺す〕　kurusjUN，→sjoogurusi
ころばす締…ばす〕　→1｛urubuN
ころぶ〔転ぶ〕　dugeejUN，　kurubUN／～こ
　と→？asimarubi／櫨んに～さまdugeei一一
　kurub圭，　．→？u七ita量mootai
ころも（僧衣）　kurUN
ころもがえ依替え〕　kuruNgeei
ごろり　ごろごろ／～と横にな．る？UQkuru一
こわ〔強｝　kuhwa－　　　　　　　　　LbUN
こわい〔恐い〕？akutooraasjaN，？uturus－
　jaN，→おそろしい／　～思い？Uturusja一
　？umii／～人？aku£oo／～も㊧？u七Ul’us一
．iamuN，　？uturuu
こわがる〔恐がる〕　sikanUN，？uzi3UN，一→
　？uturusjaN，？uz蕪djUN，おそれる，お
　びえる．／～こと　munu？UZi，？utuyUS3a一
　？u田ii
ごわごわしている　hagil〈oosaN　　「najUN
こわす〔壊す｝　’jaNZUN，　kuusjuN，　suku一
こわづくり〔声作り〕　kwii4ukui
こ7髭》甑〔壊オくし〕　　　，jεしburi，　，jaNdi
こわれる〔諮れる〕　’jaNdijUN，　lcuurijuN，
　’waQl〈wijuN／こわれやすいsakusaN
ζんき〔根気〕　→じきゆらりよく／tyがたり
　ないことkuNciburaari
こんき〔婚期〕　七aciuui／～を逸し．ているこ
　　とltakatagee．
こんきくらべ〔帳気比べ〕　kUNcisjuttbu
こんきゅう〔困窮〕　gimai，　kuNcuu，→びん
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こん
　ぼう
こんきゅうしゃ〔困窮者〕　→びんぼうにん
こんきょ〔根捌　kusjati
こんくらべ〔根比べ〕kuNeisjuubu
こんげつ〔今月｝　kuNgici
ごんげん｛権現〕　9UNziN
こんこん　kONkON
こんざつ盟雑〕　→¢buruwaaee，？uusee一
こん綴紺地〕kUNzi　　　　Lkurubasee
こんじする〔根治する〕　niie鱒j貝N
こんじょう〔根性〕　simuci・sjoO，→k琴N－
　ZOO，しょうね／～…が悪いこと，jaltasimu－
　elt　kuNZoo／～の悪い者？akUina，　kuN－
　zOOMUN
ごんじょう〔言上〕9UNzOO，→もうしあげる
こんじん〔金神〕　kUNziR，→tUSi？ana
こんな　kaNneeru，　kunugu七〇〇ru，　kuNgu一
　tooru，　kUNna，→kunujoO／～遠方ku－
gatoO／～時聞kuni3a／～にkaNsi，　ku－
　nugutu，　kUNgutu／～大きいkuhw沁a／
　～多くkusakii／～遅くkunija／～高く
kudakシ～長い間kuNnagee／～長ぐ
　kunagi／～ものkunugutooruu
こんなん〔困難3　七eesoo，→なんぎ，むずか
こんにちは　→cuu　　　．　　　　ししい
こんにやく　kuNjaku
こんばん〔今晩〕euujuru，　kujui，　neeka
こんぶ〔昆布3　kuubu／～の細く切．り刻んだ
　竜のci7yamikuubu
こんぶまき〔昆布巻〕　kuubumaci
こんやこ今夜］　euujuru，　kujui，　neeka
こんやくする〔婚約する］　瓠masju聾
こんらん〔混乱｝　，3ama，，jamacirig．utu
こん；卜い〔婚礼〕　一→けっこん，けっこんしぎ
?
さ〔差〕　→ちがい／～がある？utijUN
さ（接頭辞）saa一
さ（助詞）MUN，一sa
ざ〔座〕zaa／～をにぎやかにする考7yaa－
　haneekijaa／～をもたせる下多aamucaa／
　～をおきまえないgeaaN　neeN
さあ　　dii，　dikajo，　diQkaa，　，iihii，　，oohoo，
　too，，uuhuu／～さあd圭idii，　dik＆dika，
ざあざあ　SOOSOO　　　　　　　　LtootOO
さい〔才］　一一〉さいのう
寄い〔債〕→しreつきん
さい〔際3ciwa，→とき
さい［釆］　→さいはい
さい〔差異〕　cigeemi，→そうい，ちがい
さいあく〔最悪〕　／～にな．る一→むa這gi董d∫UN
さいき〔才器〕　cirOO
さいきん〔最近〕kuneedaN學i，　k“nugurUN．
　睾i，→このあいだ，．．このごろ．
さいこん〔再婚〕　maもadumeei，｝llatallluciy
　澱εしtaniibici
さ．いざら膜麗3see多ara
ざいさん〔財産〕　，ju＃ee，　mugi，？weeki／
　～への欲mucijuku
ざいさんか〔財産家〕’ju多eemuci，？weekii。
？weel｛iNcu，→かねもち
さいし〔妻子3　tuziQkwa
さい£：つ〔祭臼〕　→，uimi，，ujumi
さいしょう〔宰相〕siQ’sii
さいそく〔．催促〕　seeuuku／～する　？iMi’r・
　jUN／～することsieimiN／～するさま
　？irnizicroozi　　　　　e
さいだん〔祭壇〕　gα1’iiziN
さい8［才智〕　亭ee，寧eeci，→さいのう
さいお〔釆地〕→りょうち
さいづち〔才槌〕　qleezicaa，→きつち
さいづちあたま〔才槌頭〕　gaQpaigiburu．
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さが
さいなん〔災難〕　→わざわい
ざいにん〔罪入〕　tuganiN
さいのう｛才能〕　ciroO，911NbUN，巽e，→5
　でまえ，さいち，ちえ／～のある入ciroo－
　niN，7．iNbUNmuci，→きれもの
さいのかみ〔塞の神〕　→さえのかみ
さいはい〔野冊〕7yee
さいばいする〔栽培する］　sitatijLIN
さいぱしる〔才走る］ha玲圭zijUN／才走った
　ig　haisiziraa，　haisizirimuN，　miQci？a－
　naajaa，亭ee部多irin｝UN，　→きれもの，こ
　　りとう
さいはつする〔再発する］　？uguyijuN，→ぶ
　　りかえす
さいばん褻裁判〕　kuuzi，　saihwaN，一〉さばく
ざいばん〔在翻　→多eebaN／～が任地でも
　つ妾？uja？aNmaa，？ujaNmaa
さいばんしょ識判所］→hwirazu
さいふ〔財布］　b穐eiN，　ziRb耳ku遡，　ziN？i－
　rii，　（敬語）　　Mi｝／　iQCiN
さいほう〔裁縫〕nooi鵬uN
さいほうし〔裁縫師］　→ku寧eeku
さい【まうばこ〔裁縫箱］　haaibaku　　「jai
ざいもく財木］　多eemuku／～の運搬→ci一
さいりょう〔宰領〕seeroo，→かんとくする，
ざいりょう〔材料〕　？i盛9U　　しとりしまり
さい7わい〔幸］　→こうふく
さえ（助詞）　一coON，一・deNsi．
さえぎる〔遽る〕　cizijUN，　kanijUN，　Oじ：や
　ま／～もめk歌taka
さえずる〔嚇る〕　hukijuN
さえのかみ［さえの神〕　＄eeltukaN
さお〔竿〕　soo
さか〔坂〕　hwixa，一→sakanai，　sakghwira
さかい〔境〕sakee
さかいめ［境厳〕sakee瓢i
さかえおとろえ〔盛え衰え〕．→せいすい
さかえる〔栄える｝　buteejUN，　muteejuN，
　saka5UN，　sakeejuN，→はんじょう／～
　さまmuteeisakeei
さかき〔榊〕　．hugima
さかご〔逆子〕　saka？Nmari
さかさま〔逆様〕　saanaa，　saaraa，　saka，
　？ura，？urahara／～になる？UQceejUN
さがす〔探す〕　？ada七ijUN，？anamijUN，
　ka阻eejuN，　sageesjuN，　tu狙eejuN！探し
　探しtu㎜eeidumeeiノ探し回るさまmaa－
　gamaaga，　tumeei？…uzanee／ひっかき回
　　して～？asageerasjUN
さかずき〔杯〕　gib鳥haimaa　sakazici／～
　を回すこと→haimaa
さかずきだい〔杯台〕　’juhoobuN
さかぞり〔逆剃り］　saka7vui
さかて〔酒…手…〕　一→？Nmadima
かな〔魚〕　？iju／ッと肉？ijusisi／～あ卵
　harami／～のてんぷら？i画tiNpura／魚
　の名など？abasi，？acinu？iju，？aibigaa，
　？aka？ael，　？al〈amiiba3’u，　？akaNgwaa？i－
　ju，　basikaa，　basikaa？iju，　giktu’a，　？ee－
　bicaa，　？ee？iju，　gaguN，　guruk“N，　ha－
　juu，　？iibuu，　？iQkwaNdarumii，　’juna－
　barumazikuN，　’juubinuQkwa，　kama－
　saa，　katakasaa，　kaguu，　katakasi，　1〈ur
　busimi，　1〈urumiibaju，　mal〈ubu，　mazi－
　kuN，　inilbai，　iniibaju，　mizuN，・・　’Nnatu－
　juubinuQl〈wa，　？oobaeaa，　saba，sami，
　siru？aci，　siru？iju，　taa？iju，　tamaN，
　toNtoNmii，　tubun，　7yaN，　7faNnu？iju，　一一e一　．
　sjuku，　su加rugwaa／～を取るための毒
　sasa／ふる．い～sagai？iju
さカ、な〔肴〕　sakana，　tuisakana
さかなうり〔魚売り〕　？iju？ujaa
さかびん〔酒瓶｝sakibiN
さかまつげ〔凹凹〕　＄al〈amagigi
さかむけ〔逆剥け〕s勘kaNki　　　　　、
さかや〔酒屋〕sakimaeija，→sakaja
さからう〔逆ら5〕　→はんこう
さかりば〔盛り揚3　→giguci
さがりめ〔下がり目〕　｝niidaii，　miidajaa
さがる〔下がる〕　sagajUN
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さか
さかん〔左：官〕　mucinuigeel〈u，　mucinujaa，
　muei7yeeku
さき〔先〕saei，→せんたん／～に死ぬsaci一
　ぬCUN／～に立つ鰍eidaCUN，　sadajUN／
　～に立つこと（～に立つ人）sacidaci
さき騎｝　→みさき
さぎ〔鷺〕　saazaa，　saazi
さきがけ〔先駆け〕　sacibai→さきばらい
さきこぼれる〔咲きこぼれる〕　sacikaNzuN．
さき．ξき〔先先〕
さぎし〔詐欺師｝
　Qcu簸uzlmu翼
さきしま〔先島］
→しょ5らい
Qeudamasjaa，　Qeunuzaa，
saelslma
さきだす〔咲き出す〕saci？Nzi3u耳
さきだっ〔先立つ〕　sacidaeUN．「さきがけ
さきばらいξ先払い〕？UNsadai，→せんどう，
さきまわり〔先回り〕　saeimaai
さきみだれる〔咲き乱れる〕　sacikaNZUN
さく〔咲く〕saCUN／すっかり～saeicijuN，
　Saelell’IJUN
さく〔裂く〕　？aakasjUN，　saeUN，一→ひきさ
ざ．くざく
さくしゃ〔作者〕
さくとく〔山骨〕
さくばん〔昨晩〕
さくぶん〔作文］
g’usugusu
c・u｝〈u3’　aa
→sakUもukiユ
’juubi
一｝muNguN
Lく，やぶる
さく（5…うし〔冊圭寸使〕　saQpuusi，　もiNsi，　→
too／～を接待するための国劇？ukwaN－
　siNudui／～の船kwaNsiN，？ukwaNsiN
さ　く　もr＝》｛二作物〕　　　gukuiMUN，　　gukuimu7yu一
さくら暇〕sakura　　　　．　Lkui
さくらいろ〔桜色］　sakuτa？iru，→？al〈a4a－
　kura？iru，ももいう
さくらじ．ま〔桜島〕（地名）　sakurazi切a
さくららん（植物名）　kamisasibana
さぐる〔探る〕　sag“jUN／ty　tと→gibisa一
ざくろ（植物名）　7」akuxa　　　　　　L9罐
さけ〔酒〕saki，（敬語）？u4al〈i／～一一升
　cuwak＆sV～と肴saldsakana／～に酔
　　うことsakiwii／～に酔った者，wiQcu，
　，W2QCUU／～の二種？aamUi，，j凱ueUU，
　？Nini4aki，　？Nmzvfal〈i，　muruhal〈u，　mu一　・
　ruhwaku／～の肴sakana，　tuisakana，
→sjuuei／～の醸造sal〈itari／～を入れ
　る器の名blN串ii，？iQgiibiN，，ju寧ibiN，
　karal〈araa，　sakibiN，　sakiduQkui，　rpeeci，
　sijaei，晦ib玉N／～を飲み過ぎて起こる癌
　sakigakU／～を飲みすぎて病むことsa－
　kigaei／～を飲んで太ることsakigweei
さけかす〔酒粕〕　ka亭忽ee／～であえたもの
karpi7 ee？eei
さけカ《め冒酉藝薯3　sakigaami
さけぐせ〔酒癖〕　sakiguSi，，wiigusi
さけずき〔酒黒き〕　saki錘C呈，　sak：iZOOgU，
　sakizooguu
さけちゅうどく〔酒中毒〕sakigaci
さけどっくり〔酒徳利］　sakldu（氷ui
さけのみ〔酒飲み〕．sakii，　sakikwee，　saki－
zooguu，　？uuzaki，　’wai’igaami，　’wiQeaa，
　’wiQeu，　’wiQcuu
さけのみなかま〔酒飲み帯親〕numidusi
さけびこえ〔叫び声〕？abiigwii
さけびん〔酒瓶〕sakabiN，　一〉さけ
さ．けぶ〔叫ぶ｝　？abijUN，→どなる／～さま
　simatiihjaatii，　teehail〈azihai／　一vig　？a－
bijaa
さけぶとり〔酒太り〕　sakigweei　「われめ
さけめ〔裂け目］　？aak：i，→きれつ，やぶれめ，．
さけるこ裂ける〕　？aεしkijUN，　sakijUN，→や
さける〔避ける｝dukinajUN　　　　しぶれる
さげる〔下げる〕　hwisagijuN，　sagijUN
ざこう〔座高〕　，iidaki．
ざこ嵐〔雑魚寝〕　？waagwaaniNzi
ささえ〔支え｝　gil｛asi　　　　　　　rjaa
さざえ〔栄螺〕sa7”ee／～の殼meemeeguu一
ささえる〔支える〕　？ujagijUN，一＞nucagl一
ささくれS琴kaNki　　　　　　　　LjUN
ささげ（豆の名）　→huuyoo
ささけ『る〔捧げる〕　？usjag圭jUN
さざなみこさざ波〕　sa7」aranam1
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さて
さざんか〔山茶花〕→？izu，？Nzu
さじ〔匙〕　kee
さしあげる〔差し上げる〕？agijUN，　nuea－
　gijUN，　sasjUN，？us5agijUN，→あげる，
　やる
さしあり〔蟻の一一種｝sas圭？ai，　sasi？ajaa
さしおさえ〔差し押さえ〕hwieimuN，　sasi一
　？usai／．差し押さえられた物hwicimUN
さしき〔挿し太〕sasiki
さじき〔桟敷〕　saNsiei
ざしきξ座敷｝4aa，多asici，（敬語）？U7va，
　一一〉？uhu？u7．a，へや
さしこみ〔差し．込み〕　siNMi
さしこむ〔差し込む〕　sasiNCUN，？usiN－
　euN／手荒く～hwisiNeuN「sikurusjuN
さしころす〔刺し殺す〕n登ciku痴sj“N，　sa一
さしさわり〔差し障り〕kakaisaaraei，　sa－
　sigikee，一〉さしつかえ
さしさわる〔差し障る｝　kijUN，　saw4jUN
さしせまる〔差し迫る〕sasigimajUN，→ひ
　っばく
さしだす〔差し出す〕　neejUN，　nus圭kijuN
さしっかえ〔差し支え〕gikee，　sasiφkee，
　→さしさわり／～ないnuusab三N識eeN
’さして　？aNsjuka，→それ（それほど）
1さしでがましい〔差出がましい3→すいさん，
　でしゃ．ばる／～者→でしゃばり
さしでぐ右〔差出口〕seebee，→でしゃばる
亡しみ〔刺身｝　sasimi
一さしむかい〔差し向かい〕　taNkaaii，一〉むか
層さしもの〔指物｝　sasimUN　　　　　　しら
・さしものし［指物師］sasimUN7yeeku　fさす
・さす〔差す・刺す〕　nUCUN，　sasjUN，→つき
・ざす〔座主〕zaa學i，（敬語）zaasinumee
・さずかる〔授かる］　sagal〈ajUN
’さずける〔授ける］　sa多ε』kijUN
’させる　Slm13UN，一SIMIjUN，一SJU翼
’さぞう〔誘う〕→ゆうわくする
’さそり　，jamaNkazi
・さた〔沙汰〕　sata
・1さだま．る〔定まるコ　→けってい
さたみさき〔佐多騨〕（地名）satanUihisaci
さだめ〔定め〕　sadami，．→けってい
さだめる〔定める〕一＞lfってい
さつ〔札〕　sagi
さっき　kiQsa，→いましがた
ざっこく〔雑穀〕　4aQkul〈u
さっこん〔昨今〕　→このごろ
さっさと　1〈asiikasii，　SOOSOO，
さっする〔察する〕saQsijUN
ざっそう〔雑草〕　→kUS翫
ざっと
さっぱり
「している
→てきぱき
　　　　？ara？ara，4aQtuジ→だいたい
　　　　　　saQPεしei，．．→せいぜいする／～し
　た人gaQtVLU／～しているtuukaa　neeN／
　～とsaa＃aatu
ざっぴ〔雑費〕　多aQP呈，多oogikU践
さっぷうけい〔殺風景〕saQkoo　　　reu
さつま〔薩摩〕’jama七u／～の人’jamatUN一
さつまいも〔薩摩藷〕？Nmu，→haNSU，　k＆N－
　da，1〈ara？Nixiu／呼気でくさった～→
　mi7f呈ka7vaa？Nmu／～と野菜の昧匪野稗？N－
　mookasii／～につく虫hwiimusi／～の
　市．？Nmumaci／～の一種？akagUU，？is量一
　guu？Nmu，　kuragaa，　tumaikuruu，
　？uraNdaa？Nmu／～の皮？Nmugaa／
　7の茎kaNdabuni／～の酒？Nmu多al［i／
　～の自然に生えたもの111ii？NMU／自然に
　生えた～を掘りあさる者mii？NMul｛uzi－
jaa／「～の澱粉？NmukuZi／～の澱粉で作
　つたくず湯？NmukuzipuQturuu／～の煮
　汁？Nmunusiru／～の澱粉を取ったかす
　？N通uk雄／～の澱粉を取ったかすで作っ
　た菓子？Nmuk錦ihaQtuu／～の澱粉．を
　取ったかすを煮固めたもの？Nmuka寧i一一
　daacii／～の藥kaNdabaa／～を練ったも．
　の？Nmun践
さて　sati，　too／～さてsatisa蝦
さであみ〔叉手網〕sadi
さておき　suusuu，→ともあれ
さて奄saQ七imU／～さてもsaQもimusa－
　Qむimu
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さ．と
さと〔．里〕　？U3εしhuja鞍→さとかた
さといも〔里芋〕．→taa？Nmu，たいも／～．の
　一種giNnuku
さとう〔砂糖〕saa七aa，→s圭rus童t＆，　tee－
　hwaku／できそと：ないの～，担Nd珍昂a亡a．a／
　～の検査sa七〇eciNsa／～をしぼる．車．ku－
　1’！mla，　saataagul’uma
さとうきびこ砂糖黍3　saataauuzi，’uuzi／
　～の一種kwasiuuzi／～のから，Uuzigara
さとうしごと〔砂糖仕事〕saataasikuci
さとう．だる〔砂糖樽〕　saataadaru
さとうつくり〔砂糖作り〕　saataazukui
さとか．た〔里方〕nattimii，　tuzikata，’wina－
　gumukata，→がいせき，さと
さとる〔悟る］　sa七ujUN
さなぎ〔蟻〕　toojaamaa
サmン（植物名）　saNnihT，　sjaNniN／tyの葉
　saNnlNgaasja
さね〔核〕　sani　　　　　　　「→さいばん
さばく〔捌く・裁く〕　sabaCUN，　S駄bak瀞UN，
さばける〔捌ける〕　habacuN，　sabakijuN
さびξ鏑3kanakusu，　sabi
さびしい〔寂しい〕sabiQsa．N，　sikaraasaN，
　→cilnucaaganasaN，？uragiτaさa，．こころ
さびれる〔寂れる〕→あれはてるしさび．しい
さふらんもどき（植物名）zikuzikUU
さほう麺作法〕sahuU，　gaNmee，一〉れいぎ
さほど　？aNsjuka，　sahudu，→それ（ほど）
さま〔狭闘｝　hj3a瓢ii　　　　　「なり，　よ．うす
さま〔様〕
さま〔様〕
　Slllllee，
ざま〔様〕
Slzama，→すがた，ていたらく，
一一r一bi，　一ganasi，　一ganasii，　一gana－
mee一，　・一ihee，　一mui，　？umi一・
sitaraku，　si4ama，4ama，→て
　いたらく／～見ろ，juus琵a，　sitari．
さまざま〔様様〕　sama7vama，→いろいろ
さます撹ます3saraasjUN
さます〔冷ます〕s3塒asjUN，　BuruQl〈wi－
　jUN，→ひやす
さまたげ〔妨げ〕　→じ：やま　　　　　　t／．
さまたげる〔妨げる〕　→じゃまする
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さむい〔寒い〕hw．iisaN／～．所hwii面翼u－
　1’U／～地方hwilguni
さむがり．〔寒がり〕hwiisa？umii
さむさ〔寒さ］→9UQka，　guQkaN，　hwii－
saN，　kaN，　muueiibiisa，　’wakaribil＄a／
　～でがたが．たするさまhwiisagatagata／
　～1こ苦しむご二と　hwiisakur’isja／～にこ
　ごえるknhwajuN／～にこごえること
　hWiisaguhwai，　hwiisa艶agai／～に負け
　ることhwiisa颯aki
さ．むざむとす観寒寒とする〕hwizurUkaN－
　zuN／　・v　t　L・　hw・izurukaNzi，　？oohwi－
　zurulgaNZi／寒寒としたさまhwizuru－
　kaNzaa
さむさよけ〔寒さ避け3hwiisahusizi
さめ〔鮫〕　saba，　sami，→ふか／～の一種
類NpatujuubinuQkwa
さめはだ〔鮫肌〕　S我mi／～の者samaa
さめる〔覚める〕　saMijuN，？U多unuN／覚め
　やすいkukurubeesaN，→めざめる
さめるこ冷める・槌める。醒める〕　hWizu．．
juN，　nuruQkwij’uN，　saniajuN，’samij‘uN
峯＝もし．い　→いやしい
さや〔鞘〕．kara，　saja，　sii
さやかsajaka
さゆ〔白湯〕　saajuu
さゆう〔左右〕sajuu，→sirikuci，　sirukuci
さらξ皿3　sara／～の一種CUU多ara，畢ee－
　7vara，　suurii，→ござら
さらいねん〔再来年〕naa担aN，　naaNcu
さらう〔波53sareejuN
さらえる〔凌える〕　sareejuN
さらさらSOOI’USOOru，　SOOXUSOoruu
ざらざ．ら　suruSuru／～したひげ→suru一・
　suruuhwizigwaaノ～したものsurusuruu
さらしくじら〔晒し鯨〕（食品の名）？Nba
さらしもめん〔晒し四丁〕sarasi
さらす〔晒す〕sarasjuN／晒される＄ari一
さらち〔更地〕　　，Nna」jasici　　　　　　　　　　Lju．N
さら1：〔更に〕’juku，’3ukUN，　naahwiN，
　njaliwiN，　？tmuxNrii
ざる
さらば　saraba，→それ
さる〔猿〕　，juumUU，　saaru，　saru／～のよ
　うな［1　juumuuguei／～のよ引なつら
さる〔申〕　saru　　　　　　L，juumuu多irεし
さる（戸締まりの道．具）siN，　siN多asi
さる〔去る〕　？Nzar導，→たちさる
ざる〔筑〕baaki，　sooki／目の荒い～？ara－
　baakii／～の一一種mii多ook｛ま，　sagidiiru，
　tiiru，　tiigooki
ざるご〔筑碁〕　？isigaciguu
さるすべり〔百日紅〕（植物名）　hagoogi
さるとり〔申翻　／～の方角saNもunii
さるなし（植物名）　kuugaa
さるまね〔猿莫似〕　→saaru，まね
さるまわし〔猿回L｝saruhwici
ざれごと〔戯．言〕　多ar欺U鰍ba，・→じょうだん
ざれる〔戯れる〕　多arijUN，→たわむれ，
さわ〔沢〕一＞saku，　SUkU
さフわがしい〔騒がしい〕　’jagan；asjaN，一〉や
　かましい／～さま’wasawasa
さわぎ〔騒ぎ3saWazigutu，？ueimuN，→
　そうどう　　　　ド～さまmUQeirug’eei
さわぐ〔騒ぐ／musageejuN，，W騒samieUN／
ざわめく　muSageejuN，，wasamictlN
さわるξ障る・角上る］　saajUN，　sawajUN，
　一〉いじる，ふれる
さん〔3〕miigi，　saN，　，　mi一
さん〔桟〕　saN
さん〔産3　saN，→しゅっさん
ざん〔識〕、→ざんげん
さんがい〔3階］　saNkee
さんかいき〔三回忌3→さんねんき
さんかくこ三角〕　saNkaku
さんがくこ由岱〕　→やま
さんがつ〔3月〕　saNgwagY～3日の節句
　saNgwagisaNniei，　一｝？uzuu
さんきらい〔肉帰．来X植物名）　saNcira
ざんぎりあたま〔ざんぎり頭〕　kuNcaa｝）oo－
　zaa，　kuNcaaboozi
さんけい〔山回〕　saNcii，　tiramunumee，
　（敬語）．gusaNcii
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さんけっく〔産気づく〕／～ζとsaNmujuu－
　si
ざんげん〔i二言〕　1〈OOziN，　zaN／～する’ju－
kusjuN
さんご〔珊瑚〕　saNgU
ざんこ．くなもの．〔残酷な者｝　cikusjoomuN
さんごん〔三献〕　saNgUN
寄んざい〔散財〕　siQ戯，→ziN？ami．
さんさがり〔三下がり］saNsagi
さんさろ〔：≡叉路〕micigujaa．
さんざん〔散散〕　cirizirini，　sa．N7yaN，　saN一．
　4aNkuN7yaN
さんさんくどのさかずき〔三三九度の盃｝sa－
　NguN
さんじきょう．〔三字経〕　saNZ1eoo　rNsici
さんしちそう〔三七草〕（植物名）　niNziNsa一
さんしちにち〔三七R．〕　1ninaNka
さんじゅう〔30｝　saNzuu
さんじゅうごにち〔三十五日〕　？iginaNka，
　saNzuugunici’　rZuusaNniNei
さんじゅうさんかいき〔三十三回忌〕saN一
ざんしょξ残暑］　，wakari？agisa
さん．じょうす5〔参上する〕¶jusiri3UN
さんずのかわ〔蕪途の川］　→’wazirigaara
さんせい〔賛成｝saNsii／～者saNsii／～す
　るduujUN／～派saNsii，　sil’UU
さんぜん〔産前〕　nasiniee
さんそうばい〔3層倍〕　→さんぱい
さんぞく〔LLEFSk〕　’jamanusudu，一〉お㌔・はぎ
ざんだか〔残高〕ロukuidaka　「りくりする
さんだんする騨話する〕　s恕arijUN，→や
さん右よう〔LLIne］　，jamanugizi，　tちょう
　じょう
さんにん〔3人〕　miQcai，　saNniN，（敬語）
　mieukuru，　？umicukuru，一？umitukurti
さんねん〔三年〕　miCU，111｛．tu，　saNlliN／～
前→’N6u／3，4年期itujuむu
ざんねん〔残念〕　cinuduku，7yaNniN，→こ
　ごろのこり，くちおしい／～である’waもa－
　guris33N，→ramisja，しんがい
さ1．冷
．；さんねんき〔三年忌〕　saNniNci
さんのいと〔三の糸〕　miigiru
さんば［三婆〕　Q．kwahaslmljaa，．saNba
さんばい〔3倍〕　saNbee，　saN400bce
さんばし〔桟橋〕　saNbasi
さんぽんどり〔三番鶏〕　saNbaNdui
さんびやく〔300〕saNbeku，　saNb5aku
さんびやくもん〔300文］mikumui，　saNbe－
　ku，　sa暮b5aku／350文saNbjakuguNzuu
さんぷ〔産婦〕　，wakazilramuN／～の：初め
　ての外．出．haci？aQ¢ii
さんぶんのい：5〔3分の1〕　miigitiigi，→
　みつわ．り
さんぽ〔散歩］　hujoo
さん喝ん〔出門〕　saNmllN．
さんや〔山野〕　，jama，　saNja，→のやま
さんよく〔二二］　saNjuku
さんり〔三里〕　saNri
さんりん〔芸林〕　，jama
さんりん〔3厘〕　hjaa1｛ugUNzuu
?
iL［4］　’juugl，　sii，　’ju一一
丁字］zii，→もじ／～を書いた紙similca－
　bi／字体の分からない～m｛ikuNdaazii
¢〔痔〕　zii　　　．．　　　　「あい，めぐみ
じあい〔慈愛〕→Qcucimugurisja，じょう
しあげる〔仕上げる］s撫as麺N，→かん甘
　い／仕上げ方siinasi　　　　　・
しあさって〔明明後印？asatiNnaaca
Lあわせ維合わせ］seewee，　sijawasi，
　→？iziN，こう弓ん／～な事sijawasigtttu
Lあん〔思、案〕　munukaNgee，　siaN，→おも
　い，かんがえ　　　　　　　　　rえごと
しあんごと〔思案事〕　sねNgutuダ→かんが
しい（牛罵を追う声）　sii　　　　　「da：MUN
．しい〔椎〕　sii，　siizaa／～のたきぎsiizaa－
しいくする〔飼育する〕　合it就圭jUN，→かう
しいて［強いて〕　siiも㍉→たって
しし、る〔強いう〕　si辱UN，→むりやり／～こ
，じうたい馳謡〕zii？utee　しとsiihaQtoo
しお〔塩3　maa’sju，　sjUU／～昧だけで煮る
　　ことsjuu簸銭
しお〔潮〕sjUU，？usju，　sju就aei
．しおうり〔塩売り］　maasju？ujaa
しおから臨辛〕　karasju／～の一種sju－N
　　kugarasju，　？uNzani
Lおからい〔塩辛い3sipukarasaN，　sjuu－
zuusaN／～昧S趣uzuuguci／～ものsi－
pukal’alrlgN，　sjuuzuumuN
しおからごえ〔塩から声〕→しわがれこえ
しおくみ［潮汲み〕　sjuul〈umi，？us3uku－
　naa
しおけ臨気］　sjuuci
しおたき〔潮たき〕maasjutaeaa，　sjuuta－
　caa，　sjUU七aei／～の／1、屋sjuja，　sjuuja，．
　s3uu3aa
Lおづけ〔塩漬け〕　sjuugまki／～の肉sjUU－
　zisi
しおに臨煮〕s3uu漉
しおばな〔塩花〕　sjUUnuhana
しおみず臨憩maas沁翻狐sjuumigi
しおや〔塩屋〕sjuja，　sjuuja，　sjUU3a翫
しおらしいsjl　uraas3aN，　sjurasjaN
しおり〔枝折り〕　’jaNba
しおれる［萎れる〕　neejUN，→しなびる／
　L．おれたさまbiQteeN
しおわる〔し終る〕　sii？uwajUN
しか〔鹿〕　koonusisi，　sil｛a／～の肉koonu一
しかえし〔し返し〕　keesi　　　　　　　Lsisi
しかかる［し掛かる〕　s圭kal〈ajUN
しかく〔四創kaku，　s圭kaku，　siQkaku／四
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しし
　角いものsi（諏akUU
しかけ〔仕掛け3　sikaki，→きかい，しくみ
しかける〔仕掛ける］　sikakiju喪
．しかし’一〉けれども
じかせんえん〔耳下腺炎〕　tooslNbai
しかた〔仕方〕　一〉やりかた／～のないこと
　zihwineeinuN　．　’rN
しがたい〔し難い〕→一gatanasaN，一gu擁sja一
じがため〔地固め〕　zibuku
しがつ〔4月3sigwagi，　siNgW批gi
じかつ〔自活〕　duu？agaci，→どくりつ
しかねる〔し兼ねる〕　→一gatanasaN，しが
　たい／～こと一kaNtii
しかめっつら→’wazami，，wazaNkaa
しかめる　，wazamijUN
し．かり撚り〕→？aN．
．しカ、る〔叱る］　nux”ajuN，　sigikijuN，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　一〉？a－
　daasjUN，？aQku，？uiaasjuN，（／」、児語）
　mii，→どなりつける／tyこと　→？aQku，
？a　f21〈umuQku，　tugami，（敬語）nUNdee，
？UNdee／～人？akuu／叱られるnuraa－
riju蕪／叱り疲れる→kucikarazi
しかるべき〔然るべき｝nootaru，→とうぜん
しかん〔仕官〕　？weeda・iugaN／～の道gi－
　keemiei
じかん〔時圏3　zikaNドー＞zibUN，とき
しき〔振揮〕？iigikigata，→めいれい
しき〔四季〕　sici，→きせつ
しき〔式〕　sicち一〉ぎしき，さほ5
にき　e鼓ak㍉→やカミて
じき〔時機・時期　zisigi，→きかい，じせ
つ，とき／～が終ること？aeagai／～が去
　る？acagajUN　　　　　　　　　　’　「saN
しきし・〔敷居〕　sicl／～が高㌔・「？｝cigatana一
しき．｢し〔敷石〕　sici？isi
しきうつし〔敷：き写し〕　？usiigaei
しきがわら〔敷：き瓦〕　sicigaara
しきじょうきょう〔色1青狂〕　buraii
しきたり　huuzi，→し＠うかん，ならわし
しきべつ〔色丹〕　？iruwaki
Lきもの〔敷物〕　sicimUN
しきゅうびょう〔子宮病〕simugusi
じきゅうりよく〔持久力〕
しきよく．〔毯欲〕　？irujuku
しきりど〔仕切り戸〕nakabasiru
しく〔敷く〕　　siCV【N
しくじり　→しっぱい
しくじる　→しっぱいする
しくみ〔仕組み〕　sikumi，→しかけ
しくむ〔仕組む〕　sikunUN
し．く“；塗し〔時雨〕　　　→simて1
けこむ〔しけ込む〕sieikunUN
しげし〔繁し〕　　”
しげみ〔茂み〕
しける〔湿気る〕
しげる〔茂る〕
mucidee，→こんt
しき
　　　　　　　　　SIZIsaNs→ひんぱんである
　　　　　　　　　hucikumi，　hueikuN，→やぶ．
　　　　　　　　　　　simikeejUN，一一〉’しめる
　　　　　　　　　buteejuN，　h．ueaajuN，　hu一一
　eikunuN，　husal｛eejuN，　’jukajuN，　mti一’
じけん〔事件〕→？iQciN　　　　、　LteejUN：’
しご〔死後〕　neeka，一｝あのよ
じこう〔時候〕　zisigi，→きこう，てんき
しごきおび〔しごき帯〕　sugui？uubi
しごく〔至極〕　siguku，→ひじょうに
しこごく　こ扱く〕　　　sugujUN
じこく〔時刻〕　zibuN，→とき
じごく〔地獄〕ziguk規
じこさんだん〔窪己算段〕吟諏U麟gari
じこすうはい〔自己崇拝］　duu？agami
しごと〔仕事〕　sigutu，　sikuci，癖量sikuci，
　’wa7ya，．→ろうどう／～がおそいtiiniisa－
　N／　～カミ早し、　tiibeesaN
しごとはじめ〔仕事始め〕　hagi？ukusi
じこばくろ〔自己暴露〕　duu？akagai　rて
じこりゅう〔宙己流〕’waNkuruhuu，一〉かつ
しさく〔思索．〕munukaNgee，→しあん
じさし〔字指し〕　z叢sasi
じさん〔自讃〕　→じまん
しし〔獅子〕　siisi
しじ〔私事〕　｝watakusi
ししまい〔獅子舞い］siisi
ししゃ〔使者〕　→つかい
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Uし
じしやく〔磁石3zizaku
Lしゅう〔刺繍〕nucimUN
しじmpう〔40〕　sizuu
しPゆう〔始終］　katakuzira，、zoo轟wita・→
いつ，たえまなく，ねん，ねんじゅう
しじ：φうくさい〔49歳〕．kukunutuguzu蘇
しじゅうくに右〔四十九R〕．．nanqnaNlsca，
　siNzuukuniei，　sizuukunici　rduuruci
しじゅうくらがり〔四十暗がり〕siZUtt㎜u一
じしゅうじゅく褻自習塾〕　surii多a
ししゆつ〔支娼〕　？聯ihw砺　？Nziyi　mee，
　？Nzirumee，→しはらい，し幽っび
ししゅつだか〔支出高〕　？Nziridaka
じしょ僻謝zllhwici
9しょ〔地所］　zii，　cil〈ata，→とち
じじょ〔侍女〕→sizaki，（敬語）？usizaki
ししょう〔師匠｝sisjOO，（敬語）？usisjOO
じじょう〔事情］　zizOO，・→しゅび6ないじょ
　う，わけ
じじょ． ､じばくこ自縄自縛〕　→duukWeegu一
ししSうそく［死装束〕gus300sug誠　L七u
じしん〔地震〕　nee
じしん〔自身〕duu，（敬語）？UNzu，→じぶ
　ん／～で一1｛uru，（敬語）？UNzukuru
L’しん〔自僑〕　→じそん／～のない言い方
　？ukeeimunii
じすい〔自炊］
しずか〔静か3
　NziNもU
しずむ〔沈む〕
9せい〔時勢｝
じせいこ自生〕
duuzoosiei
sigika／～に’jaajaatu，　si一
SlgnnuN－
zisii，一一〉じせつ，よ
識aNl〈urumii，→やせい／～
　の瓜moo？ui／～のさつまいもMii？ATMU
じせい〔自製〕　duukuru多uk目
しせいじ〔私生児｝　guunaiNgwa，’jama－
　danaa，　’jamadanii，　’jamadaniNgwa，
’jamanasiNgwa
じせつ〔時節ゴ　zisigi，→じき，　じせい
しぜん〔自然｝　siziN／～にnaNkuru）si－L
ziNhi
しそ［ww〕？akana
し．そう　一gat3ヂgataa
L’ぞう〔地蔵］　z1400
しぞく〔士族〕　，jukaQCU，　samuree，　sigU一一
ku／～で位の．ない者bUNni．N／～の男の
子’jukaQCuNgwa，→satunusigwaa，．（敬
語）satunusigwaamee／～の成人男子
　一＞satqm si，〈敬語）satunusinumee／～
　の身分を金で買った者kooij“kaQeu／新
．参の～mi圭jukaQcu，　siN多aN
しそくぶらく〔士族部落〕→，jaadui
しそこなう　siijaNZUN，→haNsjUN，，jaN－
　ZUN，一ha4akijUN，一・haz圭kijuN，しっぱい
しそん〔子孫〕　，jagimaga，，jagi？Nmaga，
．Qkwa？Nmaga，　siSUN／～に苦労が統ぐ
　こ二　と　 giz圭？1ユ］L’i
じそん〔自尊〕　duu？ajamee
した〔下〕　si．ca，一一＞tiisica，しも／～の段sic－
　a5aN／～を向く？UQgiNCUN／～を向く．こ
　と？UQgiNtuu／～を向ける？UQ9圭NkijUN
した〔雷〕　麟ba，　sica／　～がもつれるごと
　teeteemunii，　teeteemunu？ii／～をかみ
　そ5な言い方sicacirimunii，．．　Sまeaciri－
munu？ii，　sicakSnreeinunii，　sieal〈wee－
　mUllU？ii／．～を出す→sica，　sib疹
したあご⊆下あご〕kakuzi，？utugaku，？u一
　七ugee，→あご　．　　　　　　rdee
Lたい　→一bUsjaN／～放題siibusjahuN一
しだい〔次第）　sidee，一siNdee，二→なりゆき／
　～次第にs三deesiδee且i／～にsideeqi，
　taQta／．7に弱ることsi（leejooi
砂たい〔辞退］　zitee，→ことわる／～するふ
　りをすること．ziteegwaa
じだい〔地代〕ziganee，→kanee
したう〔慕う〕→？UNtasjaN，けいとうす
　る，こいする，しぼ／慕われる→？untasjaN
したうけ〔下請け〕．’slca？uki
したえだ〔下枝〕　sica誠a
したがう〔従iう．〕　sitagajUN
Lたがき〔下書き｝．sicagaci，　sitagaei
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し．っ、1
したぎ．〔下着3　sieazi，．→　hakama，はだぎ
したくこ支度3．sikooi，　si撫ku，　sugai，→si隔・
ko◎imukooi，　じゅん．び／”vする　si：koo－
　juN，　sugajuN，　一si’nuk．　ujuN，　sinj，uku．
jUN／～するさま→s軌uk樋mat批k磁
したくおびる〔下唇〕　sica學iba
したごころ〔下心〕　sicagukuru，→ないしん
したごしらえ〔下捕：え〕　？翫ra劉ku三，→．じゅ
んび
したしい［親しい〕→こころやすい，むつ．ま
　じい／～問の話し方　，inu？iihii／親し．く
　，wat．awa．taatu／親しくなるnarijutsT
したじき〔下敷き〕→gaNsina
したそうだんこ下相談〕　ci擁ee
したたか　→ひじょうに
したたらず〔雷足らず〕　sicacirimunii，　si－
caeiyimunu？ii，　s’leakweemunil，　sica－
kweemunu？ii
したてる〔仕立てる〕　si七滋圭j．ZIAT／仕立てた
　ばかりのものsiNsitati
したに〔下荷〕　sicanii．
したぬり〔下塗り〕sicanui
したぽ〔下歯〕sicabaa．
したば〔下葉〕　sieabaa　　　　rcahwimu
したばかま〔下袴〕　hakama／～のひも　si・
じたばたhaQturugeejaa，　paQtarigee一一
　jaa，　paQturugeejaa
し劇ぎたらき〔下働き〕hwlimeesaa，　sil）1一一
したはらこ下腹｝　sicawata　　Lubataraci
したひも〔下紐〕　sicahwimu　．　’
したやく〔下役〕sicaj歌u
したやくにん〔下役入〕　sicajal〈uniN
したり　sitai，　sitari
しだれやなぎ〔枝垂柳〕　？itujanazi
しち．〔7〕nana，　nanagi，　sici
し右〔質〕　S圭ci／～の門門sic圭nurii
L6がつ〔7月〕　sicigwagi．
しちぐさ〔質：草〕　sicimugi／tyとなるものを
調べることsicimugisirabi
し＄ごゆ、づ〔7e〕　sicizuu／73歳のお祝い→
　　　　　　　ウ　S！ClzuusaN．
しおとうい〔七島繭〕　（植物名）saciii．
しちながれ〔質．流れ〕　siciRagari
しちにお〔7日］　一一〉なのか
しちにん〔7人〕　nana．tai，　sici．niN
しちねんき〔七隼忌〕　sieiniNci
6．ふくじん．〔七福神〕si．eihukusiN
し＄めんちょう〔七面鳥〕　sicimiNCOO
しちや〔質屋〕　　sicijεし
しち．閧?k7厘｝　saNbjakuguNZuu
じつ．〔実〕　zigi，→ほんと5，まこと／～の親
sj・・？U5a／～の子sj・・Ngwa
じ？いん〔実印〕　Z2gi？iN
しつうする〔私通する〕　→みっつ5
しつカsり　（しっか　り　と）　ci（≧tu，　hasiQtu，．
　sikaitu，　sikaQtu，？UIIIiciQtu，→ちゃん
　と／．～しているs300raas3aN／～者？izi－
cirimuN，？izil’iMUN，’jakara，’jakara－
muN　　　　　　rの箱．の名siziributa
しっき〔漆器〕nuimUN，→うるしぬリノ～
しっきしょう．〔漆器商〕　nuimUNjaa
しつぎょう〔失業〕　musil〈uei
しっきんする〔失禁．する〕　tuihaNsjUN
し　っ　 く　し、　　　［漆喰〕　　111uci／　　～作　り　　mロcigici／
～作りの歌．lnucigicaa？uta／～作りをす
　る者muci¢icaa
Lつけ〔仕付け］　？iinaraasi，，jaanaree，
muNnaraasi，　naraasi，　sigiki，→きよう
　いく，しつける／～を受けることmUNna．一
　ree
しっけ〔湿気〕　sigi，→しめりけ／～のある
　ところsicigakai／～をおびるsi撒i3UN，
S圭mikeejuN
しつける〔仕付ける〕　？iinaraasjuN，　sig圭一
kijUN，→しつけ／しつけかた、．sigikigata
しつげん〔失言〕　？iiQkwa
しつこい　，janagamasjaN
じっさい〔実際〕　「〉ほんとう
じっし〔実子3→うみのこ
しつしつ　siQ錘（≧
しっしん〔湿疹〕→hweegasa
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しつ
しっせき〔叱責〕　？aQl〈u，加gami，→おし
　かり，しかる
し．ﾁそ〔質素〕　kumeeki，→つつましい／～
　にするku皿eekijUN
しつづけ〔し続け〕．→caa
しっと〔嫉妬〕　diNei，　riNci，？waanai，
？waanee，→おかやき，ねたみ／～する者
しっとりzkazita　　LdiNcaa，　r1Ncaa
しつばい〔失敗〕？ajamai，？ajamar2，　sii一一
　5aNzち→つくりそこない，やりそこない／
　～する　，3aNd圭jUN，　slijaNZtiN，七磁jεIN－
ZUN，→gukuijaNZUN，？udukijuN，し
そこな5／～事siijaNzigu七u
しつ｛9　［尻髭至〕　→お
しつぼう〔失墓3
する，きおち，
じつめい〔実名〕
しつれい〔尖礼〕
しでのたび〔死出の旅〕
しと〔仕途〕　gikeemici
しどう〔支道3．→わきみちt「cizitLIU，　zitUU
じとう〔地頭〕　→？azizit租馬suuziむU馬，W＆・・
じとうだい〔地頭代〕　zitudee
しとぎ〔棄〕　sizuci
しと閉る〔仕留める］　？iricij“N
しとやかに〔淑やかに〕　siNziNtu
しどろもどろ　？ama？iikU塒包？鶏？anUU一
しな〔口ロロ〕　sina　　　　　　　　　Lkunuu
しなう〔携う〕　tamajuN
girudai，→あて，がっかり
しょげる
sjoonaa　　rgee，ぶさほう
burii，　一一＞guburii，　maei一
　　　　一＞si’digajamai6i
しなおし〔し直し］
しなおす〔し直す〕
しなぎれこ品切れ〕
hWiQeirijuN
しなぢゃこ支那茶〕
しなびる〔萎びる〕
snnoosl
siikeesjuN，　siinoosjuN
sinaziz’i／～になる　→
　　　　　　　　　FsjaNpiN
／～の一一種haNsaN，
bitatajuN，　neejuN，　一一〉
　しおれる／しなびたさまbitataikaatai
しなもの〔機物〕　sinamUN
しなやか　／～でない．hagikoosaN
しなれる〔し慣れる〕　si呈narijuN
じなん〔次男〕　zinaN
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しにがお〔死顔〕　sinigau
しにぎわ〔死際〕　sinimee
しにくい　→一gatanasaN，一gur捻3aN
しにしょうぞく〔死装束〕gusjoosugai
しにそこない〔死にそこない〕　gusjoemu－
dui，　sinij’aNzaa　．
しにそこなう〔死に損う〕　sinijaNZUN
しにものぐるい〔死物狂い｝．→いっしょうけ
　んめい／～の働きnUCiciribatarac圭
しにわかれ〔死に別れ〕　siniwakar2
しにん〔死人〕siniN，　siniQcu
しぬ〔死ぬ〕　maasjUN，　sinUN，（敬語）？U－
kumuim玲eeN，？u錘zirim玲eeN／～こと
mii？utui，（小児語）miikuutii／～べき所
siniduku「u／～前s呈擁凱ee／死なすhwi－
　Ngas3UN／　死（・こカ、け　haNl＝）UNzini／　死ζこ
そ fnaasigataa／死の前兆tamagai／
死の前兆が現れるtaillagajUN／死んだあ
　とneel〈a／死んだ人siniQ．cu
じぬし〔地主〕　ziinunuusi
しのぐこ凌ぐ｝　sinUZUN
しのだけ〔篠竹〕／～の一種’ねNbaraa，’謳一
　Nbaraadald，　’3’aNbayudaki
しのび〔忍び〕　sinubi
しのぶ〔忍ぶ〕sinubUN，→かくれる，たえる
L　｛±’［芝〕？asiz三ri，？asizil’圭jUNZiri
しはい〔支配〕kusai，→とりしまり／～圏
kagee／～圏内kagee？uci／～するkage－
ejuN，　kakijuN，　1〈usa」’uAT，　marucuN，
→おさめる，とりしまる／～力kusai
しばい〔芝居］　coogiN，　sibai，→kumiudui，
’udui／～の小屋sibaja／～の入口mu一
しばし〔暫し〕　sibasi，→しばらく　LNgUci
しばしば〔屡屡〕　，juu，→たびたび
しはじめ〔し始め〕　siihanaジ→やりはじめ
じばた〔地機〕　nunubata
しばふ〔芝生〕？asiziraamoo
しはらい〔支払い〕haree，→ししゅつ．
しはらう〔支払う〕　h＆r葡UN
し【まら　く　〔暫く〕　　？icuta」，？ieu£a」a，？iQtuei，
しま：
　m3zi，→しばし，とうぶん
しばる〔縛る〕　，juujUN，　kUNzu碧，　siba－
jUN，　tabajUN，　tud圭3UN，→むすぶ．
じひ〔自費〕→じべん
じびき〔字引〕ziihwici
じびょう〔持捌muciee
しびれる〔痺れる〕hw呈rakunuN
しぶ〔渋〕　．sibu
しぶい〔渋司sibusaN
しぶいた〔4分板〕sibu？ita
しぶう右わこ渋うちわ〕　sibu？oozi
しぶとい　→こうじょう／～顔つきsiQpa－
kaagi／～顔つきの者siQpakaagii／．～こ
　とsiQpa／～考siQpa，　siQpamuN　rbubai
しぶばり〔渋張り〕　sibubal／～の三味線si一
しぶりばら〔渋り腹〕　sibiri，　sibuiwata
じぶん〔自分〕　duu，　zibUN，（敬語）？UNzu／
　かえって～が怪我をすることduubee－
reeノ～勝手duugaQti／～自分でduu－
　naal｛uru／～たちduunaa／～たちで，wa－
　Qtaal〈uru／　～で　duukuru，→一・kuru，
，waNkuru，おてずから，ごじぶんで／～
　で髪をSS　5ことduukurujuui／～で転ぶ．
　ことduukurubi／～で暴露することdinu一
　？akagai／～で働くことduu？agaci／～
　で面倒なことをすることdμuwacaree／
　～に頼ることduugeigari／～のことに感
　じることdUU？atai／～の体（敬語）・？UN－
　zu／～の身一つduu凱聯igaya／～のやり
　そこないduujaNzi／～ひとり　duucui／
　～持ちduumuci／～の持前duumee／～
　ゆえのことduujui／．．～を崇めること
　duu？agami，　duu？ujamee
じぶん〔時分〕　→ころ，じき
じぶんどき〔時分時〕　mUNnuzibUN，→ころ
しぶんのいち〔4分の1〕　sibu？ici，→よつ
しべ〔蕊〕　si嫉　　　　　　　　　　しわり
しへい〔紙幣〕
しべつ〔死別〕
じべん〔窟弁〕
sagi
siniwakari
duumakanee，　duulnuei
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しぼ〔思慕〕．？um圭i，？umui，→おもい，し
たう
しほう〔四方］．qh’ukucimaal〈uci，→よも／
～入方sihoohaQpoo
しぼう〔脂肪〕→？aNda，　bu乞ubutuu，　sil’u－
mi，あぶら／～ぶとり　slrugweei／～の
不足→？aNdagaaki
じぼうじき〔自暴二巴］？aQpaNgaree
しぼむ〔凋む〕　bitat3鎚N，→しなびる
しぼる〔絞る〕　sibujuN／しぼったかすsi一
しぼん〔資本〕　mutu，　muutu　　Lb“igava
しま［島〕　sima／～の者simaa
Lま〔縞〕　？aja，→たてじ．．ま，ぼうじま，よ．
　こじま／～とかすりのまじった布地？aja－
　Nnaalgaa
しまい〔姉妹〕　→，una童i（敬語）　→？u塒i轟＆i
　／守り神となる～，unaigami／守り神とな
　る～の霊？uminai？usizi／～を交換する
　こと，ullaigeei
じまt、〔地ラ｛《の　　→ziilnee
しまう〔仕舞う〕　→する，かたづける／…し
　て～→kee一，　neeN／しまって置くkazimi－
　jUN／しまって置1いたもの1〈azimimuN／
　しまい込んで分からなくなる
しまぐに〔島国〕　simaguni
しまそだ右〔島育ち〕　→simaa
しまたこ（植物名）　ziNgi
しまつ〔始末〕
　つ，
　　●　鳴　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
kazimihu－
　Ll｛asjuN
　　　　　　　　　gibi，　gil〈i七uduki，　→け一つま
　　　しめくくり／～におえないhagikoo－
1’ i，　tuiN　gimiN　naraN／～におえないこ
　と4aahwee，　gaahweegutu／～におえな
　い者多翫a簸宙ee搬UN
しまった　→daa，　dqanaa　　「る→huni
しまながし〔島流し〕　simanagasi／．～にす
しまはまぼう（植物名）　，juunaf～の葉
’juunaagaasja
じまま〔自儘〕　→かって
しまもの〔縞物〕　？ajamUN
しまり瀦まり〕　kukui／～のない者gibi－
　hugibaaki
しま
しまりや〔締まり屋〕kumeel〈ijaa
ごまん£自慢〕　duubumii，　zimaN／～する
者zimanaa
しみ〔染み〕　SUN　認
しみる〔染み．る］　SUNkwajUN，　surMuN／
　しみて痛むsuunUN
しむけ．る〔し向ける｝　s重kak鳶UR
しめ〔締め〕tt　simi　l．．∫．t｝
しめし、｛：指名〕　　na多a．si
しめきる〔閉め切る〕　kwiimiciju略
しめくくり．〔締め括り〕　gibik：ukui，　k視k磁，
　→しまつ～の役kukuijakU／～をしない
　．こと．gibikuSUu，　gibiSUNeaa
しめくくる〔締め括る］　kuk“jUN
しめころす蹄め殺す〕si踊km，usjUK
しめじ（茸の名）　si珈izi　「C圭圭ku，　cuugOO
しめしあフわせる〔示し合わせる〕　／～こと
じめじめ　　sipusipu，　siputaikaatai，　ziむa－
zita／～するsiputajUN
じめつ〔自盛〕→duUl〈weegutu
しめり｛ナ〔湿り気〕　　sigi，　→しっけ／　～カ｛多
　L・ことsigig＆kai
しめるξ湿る〕　siMijuN，　siputajllN，→し
　けるsimikeejUN／湿ったさま→じ1めじ
め／湿っている耳siQtaimimi
しめる〔閉める〕　田icij“N，→とじる
しめる〔締める〕　siMijuN
じめん〔地面〕zii
しも〔下〕　sagai，　simu，→した／～座．→
まつざ／～の方sicaara，　s鋤ul｛a寄
しS〔霜〕→simu
しもこえ〔下肥え］　co6gwee，　kusugxVee
しもじも〔下下］　simukata，　simuzimu，　si・一
　tazita，　sieadii，　sieakata，
L6つき〔霜月〕simu¢ici．
しものく〔下の句〕　S圭凱uku
しもふり〔霜降り〕koozaa
eや〔蛇〕　zaa
じゃあじゃあ　SOOSOO
しゃか〔釈迦〕　（敬語）
→かそうかい
　　　しきヒ鋪
sjaakaganasi
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しゃ．がむ
しゃ．く〔尺〕．
しゃく〔勺3
しゃく〔酌〕
しゃく〔癩〕
しゃく．し〔杓子〕
しゃくとりむし〔尺取り虫〕
しやくふ〔酌婦〕
　’gu，→じょろ5
しゃくめいする〔釈．明する〕
しゃくやにん〔借家人〕
しゃくljあげる〔しゃくり上げる〕
　naclgeegee
しゃこう〔赴交］
じゃこう〔欝香．〕
しゃこがし、［しゃこ貝〕
しや．ざい〔謝罪〕
しゃし〔斜視〕
しゃしん〔写真〕、．
じゃすも、〔邪推〕
しゃっきん〔借金3
　～取りsX？imijaa／～払い？UQIcabaree／
　～を返すこと｝｝wi聯的，　slibaree／～をふ
　み倒す者Qeuhurubasjaa
しゃっくりsaQkoobl
じゃどう〔邪道〕　，janamici，，jukumici
じゃびせんこ蛇皮線〕→saNsiN
しゃぶる　1〈ukunuN，5ipujUN　　　「ぎる
しゃへい〔遮蔽〕ka七aka，一→おお5，さえ
』しゃべるξ喋る〕　，junUN，→おしゃべり，は
　なす／し．やべりまくる，jUNkaNsi麟N
じ．やま〔邪魔］　samatagi，？ajameekusa－
　mee，　zama，→しょうがい／～する　sa－
　matagijuN，　sisikajuN，　sisikeejuN，　e
　さえぎる／～するさまsisikeeh．anakee／
　～する者→？akumahukurugi／～になる
　sawajurif
しゃみせん〔三味線〕　saNsiN，（小．児語）．．
　teNtuuノ蛇皮張りの～zahwibai／～作り
　saNsiNhajaa／～の楽譜→kUNkUNsii，．
1〈agamajUN，　→カ、カミむ／　　～．こ二．と
　sjalgu　LtuNtaeiiiii
　sjaku
　sjaku，（敬語）？usjak翠．
　→かんしゃく．／～にさわる　→．．
　　　　nabigee　Lcimuzawai
　　　　　　　　　　　hakajaainusi／
　　　　biNtui，　sakanaja・awina一・
　　　　　　　「いいわけ，べんかい
　　　　　　　　　　　harumijuN，　一
　　　　　　　　’jaakaj’aa
　　　　　　　　　　　　　　　／～さま
　　　　　　　　　　「あい，こうさい
　　　　kugee，　Qcugutu，→つき
　　　　zakoo
　　　　　　　　？駐多akee，？azikee
　　　　，waki，，waQsa，一〉あやまる．
　　　sjoomi／～の者sjoomaa
　　　　slaslN
　　　　，jukug段N
　　　　　sii，？UQka，→ふさい／
1〈Ui’uruNsii／～のこま？Nma／～の胴
giiga／～の音ciNtUNteN，　teNもeN／～の
麟の一種kaeaasli／～のねじmudi，　zii－
　hwaa　・　・　rrool〈oo
しゃも〔軍難〕七a宙acii／～の鳴．き声kooko一
しゃもじ〔飯匙〕？iizee，　misigee
じゃり〔砂利〕？isiguu，？uru
じゃりじゃり　　gasagasa
じゃりみち〔砂利遵〕　？isiguumici，　sina一
しゃりんこ車輪〕hjaagaa　　　　　Lmici
しゃりんばい〔車輪梅〕（植物名）　tikaci
しゃれもの麺酒落者〕　kwaaninaa，
　caa，→おしゃれ
じゃんけん　→buusaa
しゃんと　hasiQtu，→ちゃんと“
しゅξ趣〕　→おもむき
しゆう〔周］　一maai，→まわり
じゆう£自由〕　・→おもいどおり
じゆう〔10〕七uu，．zuu・沸u一
しゅうい〔周囲〕　maai，　m饒aru，
siτaak疫sjaa，しほう，ぜんご，
じゅういお〔11〕zuu？ici
じ　ゅ　う　し、ちカtつ〔11月＝｝　　　sinaugici
しゅうかい〔集会〕　　　　　↓
　る→あつまる／～のあるさま
しゅうかいじょ〔集会所〕　　”
しゅうかく〔収穫〕　→？＆e呈
じゅうがつ［10月〕ZBugwagi
しゅうかん〔習慣〕　　　　．
　4ul〈U，→しきたり，なれる，
しゅうぎ〔祝儀〕sjuuzi，→sjud♀e，
　gusjuuzi，　gusuuzi，こころづけ，
じゅうく〔19〕　zuuku
じゅうご〔15｝　zuugu
じゅうごにち［15E］　zuugunici
じゅうごや〔十五夜｝　zuuguja
しゅうさい〔秀才〕　dikija亀
　gurimUN，一一＞suugee／・～の撫統
　daQkwii
じゅうさん〔13〕　zmusaN
？waa一
m王gu㍉→
まわり
　　しめぐり
SUiii，→めつまり／～す
　　　　　　　　　sul’11maN一
　　　　一一＞suriiga　Ldeo
naraas］，　naree，　narl，
　　　　　　　　ふうしゅう
（敬語）
めでた
　　しい
suguxaa，　su－
　　　　suguza一
　　　　　　・　　　　　　　．　　　　　　　じ．ゆ．
じゆうし〔14〕　zu双s圭
じゅうじ〔住持〕eooroo，（敬語）coorQO－
mee，→おしょう
じゅうし＄〔17〕　zuusici　　　　「としごろ
じゅうしち1まち〔十七入〕　zuusic車aci，　→
しゅうじつ〔終臼〕　hwiruZuu，→い．ちにち
じゅうしゃ〔従者〕→とも　　　　しじ疹う
じゅうじゅう〔璽重〕zuuzuu，　kasanigasa一
じゅうしょ〔住所〕simeezu，5すまし．・LRi
ピゆうしょく〔住職3　→じゅうじ
じゅうじ．．ろ〔十字路〕　，jUC・i？azimaa，　kazi－
majaa，→？azimaqi．済．：．1　　　　「なし
しゅうせん〔周旋〕．照k醒iri，→せわ，とり
しゅうぜん〔修繕〕　tii？iriジ→kuu，　sjuuhu／
　～するさま’300zooh唾iZQO，’→つくろう
しゅうせんや〔周旋屋］．．bakujoo
じゅう．そう〔重曹〕．？aNCOO
じゅうそふ〔従祖父〕　’uzihuzitaNmee
じゅう．そふぼ〔従祖父母雲’uzihuzi
じゅうそぼ〔従祖母〕，uzihuzi？Nmee
しゅうたんば〔愁嘆場〕？aakii
しゅうてん〔終点〕　gieikuei
しゅうと〔舅〕　situ，，wikigasitu，（敬語）
　？weesitu
しゅうとく〔習得〕　tui？ubY～するtui？u－
　bijuN，　tui？ukijuN，　？uMtujuN
しゅうとめ〔姑〕　situ，，winagusitu，（敬語）
？WeeSitU，一一）？aimee，？ajamee／～への
　接しかたsitub鋤ee
じゆうに〔12〕zuuni
じゆうにがつ〔12月〕→しわす
じゅうにし〔十二支］z“unisV～の1回り
　cumaarasl
しゅうにゅう〔収入〕？irimee／～額？ir圭一
　dalga　’
じゅうにん〔10人〕zuuniN／～に匹敵する
　こと　zuuniNbicee，　zuuniNgaai
じゅうのう〔十能〕hwiisleaa
じゆうば、二〔重箱〕　zuubaku，（敬語）？uzuu，
　一haQsiNzuubaku，　kuhwaN，．rukugiN一
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じゅ
　gwaa，　siziributa，．？uk’UhwaN／～料理
じゅうは右〔三8〕zuuhaci．∫L→？uzuu
じゅうびょう〔二丁〕cuubjoo抽e的300
しゅうぶん〔秋分〕　＄juubUN　「→まんぞく
じゅうぶん〔十分〕　cuhwaara，　zuubuN，
．しゅうほ〔修補〕sjuuhu，→しゅうぜん
じゅ・．．うまんがル〔10万貫］（銭）　zuumaN一．
　gwaN．．，．．　　醜い
じゆうもんめ〔10匁〕二i．撮ra難i
しゅうようする〔修養する〕→kunasjuN
しゅうり〔幕議　sjuuhu，→しゅうぜん
じゅうりん〔石鯛｝叢隷Npici，→ふみにじる
じゆうろうどうしゃ〔自由労働者〕　boosici一一…
　naa，→たちんぼう；ひやとい
じゅうろく〔16〕　zuurul〈u
じゅうろくささげ〔十六ささげ〕　huuroo
じゅうろくむさし〔十六武蔵〕　1nicin竃aεし
しゅき〔酒器〕　→さけ
しゅくえん〔祝宴〕
　の塵sjuuz珍aa
しゅくじつ〔温田〕
しゅくじょ〔淑女］
じゅくす〔熟す｝
s趣uz㍉→おいわい／～
　　　　　　　　　　　rgibi
一｝’uimi，　’ujumi，　tuisi一一
meewlnagu
　　　　　　　　　　？NhuN／熟し過ぎる？NMi一一
　kuCuN／熟してないもの？oomUN
じゅくたつするこ熱達する｝　sikarasjUN，→
　じょうたつする，たつじん　　　　「しる
じゅくちする［熱劃する〕　sirihqkasjuN，→
しゅく右よく〔宿直〕．’jugimi
しゅくはく〔宿泊〕　tumai，→とまる
しゅくめい〔宿命〕　giziSUU，→ちんめい
し．ゆくん〔主君〕　s3uziN，→しゅじん
L．ゆ‘ヂし、｛：三手…芸］　　tinl芝4a
しゅご［守護〕　kakugu，→まもり
じゅごん三目〕（海獣の名）　？akaNgwaa？i－
　ju，多aN，多aNnu？iju
Lゆし〔主旨〕？isju
し4し〔種子〕　mUNcani，→たね
しゅじゅ〔種k〕　→いろいろ
しゅじゅつ〔手術〕　嶺？ir呈　「kawaiimUN
しゅしょうな〔殊勝な〕　→しんみょう／～者
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しゅし’ん〔主入〕　daNna，　nuusi，　sjuziN，
→こしゅじんさま／～役嶺s麺
じゅずだま〔数珠玉〕　麟錘da瓶a，　（植物名〉
　寧i學idamdgii
しゅせんど〔守銭奴〕　ziNgUNzuu，→Z圭Nza一
しゅだん〔季段〕　→ほ5ほう　　　　　Lku．
しゅっさん〔出塵i〕　haNzoo，　nasihaNzoo，
　saN，→？uQtumisi，5む，さんげつく，
　そうざん，なんざん，ぶんべん，／～祝い
kaa？u磁／～祝いの飯？Nbagii，？Nba－
giimee／～後産婦が暖をとる炉．ziiru／～
　後まだ回復しない体’wakaziira／～する
→うむ／～の準備→亭1均uku癬／～の時
　産児につける水？Nbumi4i／～の前nasi－
　lnee
しゅ7ばつ〔出発〕？Nzitacl，？UQtaci・，一｝
　かどで／～の準備？Nzisugai／～する
しゅっぱん〔畠1汎〕　→でふね　L？UQ七aCUN
しゅっぴ〔出費〕　gikuri，？irimi，　m耳捻u？i－
　rimi，　ziN？2rimi，　si（lcii，　→しし，ゆつ／～
．．のかさむ．ことsiQciigutu，　ziN？iriMi
しゅっぽん〔出奔〕？NzihaNgwi，一＞bえで
しゅとう〔種痘〕　zitoO
しゅぬり　〔朱塗り〕　　　sju1〕ui
じゅばん〔儒神〕　zibaN，→duziN
しゅび〔首尾〕　sjubi
じゅひ〔樹皮〕頂麺ukaa
しゅもく〔撞木｝．simuku
しゅり〔首里〕sjui，→sjui？weeguni，？U－
hwigamutu／～王府への卸奉公sjul－
ganasimedei，　sjuNzanasime5ei／～周．
辺の畑sjuibaru／～の大通りの名？ai・・
zoo，？alzoo？uhumici，？ajazoo／～の
　旧3行政区sjUimihwira／～の国王sju・・
itiNganasi・sjUNzanasi／～の風俗sju一一
　ihuuzi／～の部落代表ziigasira／㌣にあ
　る神の宮sjuimitUNei
LmpVeよう〔首里城〕．？ug瞬k則～にあ
　る泉の名duuhwi，　ruuhwi／～の建物の
名？a7yana，　c圭mihukui，　gubaNzu，9Ur
sjulN，　hweenu？uduN，　’jubul〈ui，　’juNel，
しょ
1｛amee，　karahwaahu，　kugani？uduN，
　muNdasii，　muNnami，　nisinu？uduN，　si－H
　masui？a4ana，　tal〈a？a7，ana，　？uciNbjuu一
　？uduN，　？ukugusjuiN，　？uniikee？uduN，
　？usiNbjuu？uduN／～の庭？unaa／～の
門の名？akata？UZOO，？amee？uZoo，　ei－
mihukui？uzoo，　hukui？Uzoo，　hwiizaa一
　？uzoo，　’jusuhwiei？uzoo，　kaguisi？uzoo，
1〈awarumi？uzoo，　mimunu？uzoo，　naga一
　？UzoO，　Viigizi？uzOo，　siMuNturi，　siruT
’1〈ani？uzoo，　？unaka？uzoo，　？wiinuturi
しゅりじん〔首里入〕sjulNCU
しゅりほうげん｛首里方言〕　sjuikutuba
しゅろ〔寝相〕　gigU，　sjuru／～の皮sju一
しゅろちく〔椋揺竹〕　sjurucikU　　Lrug批a
しゅろなわ〔綜椙縄〕　sjurugina
じゅん〔順3　sidee，一siNdee，→じゅんばん
．しゅんかん〔筍干〕（料理名）sjUNkaN
しゅんぎく〔春硝〕　s3UNeiku
じゅんけん〔純絹〕→1｛asinucisiraga
じゅんさい（植物名）　migi？uNeee
L’ゆんずる〔準ずる］　？uむaasjuN
じゅんたく〔潤沢〕　ZUNもaku，→ゆたか
じゅんばん〔順番〕　baN，　naaaru，→？usii－
　maaruu，？usiimaasii，じ　i・Pん，ばん／～
　が先であることmeebaN，　sa6iguciノ～制
　maaxuu
じゅんび［準備〕　sikooi，　sitaku，　sugai，
→sikooimukooi，理kii　ee，　timawasi，し「
　たごしらえ，そなえ，よ5いノ～するS2－
　koojuN，　suga3’uN，　一sinjul〈u3’uN，　si－
　nukujUN／～するさま　→sinul〈uiinata－
kui／～万端→sugaimanugai
じゅんぷう〔順風3　matumu，　ZUNpuu
しゅんぶん〔春分〕　sjUNbUN
しゅんめ〔駿馬｝hai？Nma
しょいこむkwiizikijUN　r一＞s．iOON　tataN
しよう〔仕様〕　siijOO，→しかた／～がない
しょう〔性〕　Sま00，→せいしつ／～が合わな．
　い？eesjooguhwasaN
しょう〔升］
じよう〔滋養〕
じょう〔情3
じょう〔錠〕
じょう〔状｝
じょう〔上〕
じょうあし、〔菟
　あい，じょう，
じょうい〔上位〕
しょうが（植物名）
したものsjoogaasirX
しょうがし、〔障害〕．→iig・．iしさわり，．8じゃま
しようがく〔小学〕（書名）　sjoogaku
しょうかする〔消乾する〕　kunasjuN
しょうがつ〔正月〕　sjoogwagi，→しんねん／
　～早早sjoogwagiNnaaraノ～とY月S30－
OSigigWagi／　～の市．　SjOOgWagimaCi／
　～の晴着sjoogwagiziN／～用に屠る豚
SjOOgWagi？Waa／～用の買物SiWaaSiko－
oimUN／～笑いsjoogwagiwaree
しょうがなしs　S300N七ataN，→しかた
しょうかん〔小寒］　sjuukaN
一sju，　一一〉一wakasl　’
　　→えいよう
zod，8→cimu，なさけ
saasi，一決かぎ
zoo，→てがみ
zoo一，→じ二ようとう
勾配〕　　sinasaki，　　ZOQee，　一→じ
　　　なさけ／～のゆたかな人
　　　？wiidaN　Lz．ooeemuei
　　　　　sjobgaa／～をすりおろ
しょうき〔正気〕
しょうぎ〔将棋〕
しょうぎ［娼妓｝
じょうき〔蒸気〕
じょうきせん〔蒸気船］
　　　　　　　　　　創
しょうさい［詳細〕
　わしい／～にするkumeekijuN
．．しようじ〔障子〕　？akai，？akaisaNbasiri，
　？akaisaNbasiru’
じょうし〔上巳〕saNgwagisaNnici
しょうじき〔正直〕　makutu，　sjoozici，→
maazimu，　mazimu／～な者maazimu，
　ma聯11guu
じょうげ〔上下〕
しょうこ〔証｛処］
じまうご［上戸］
じょうご｛漏斗］
しょうこう〔照口
SjOOCI
→CUN箔U
→じょろう
→ゆげ
　　　　hwiigurumaa
？wiisieas　一一＞kamisimu
sj双uk凱
sakizoogu，　sal〈izooguu，
zoogu　Lzooguu，　ezoogu
　hwici？ati
　kumeeki，→いさい，く
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iじ．よ
じょうしき〔常識〕→kahi．
しょうしょ〔ij、暑〕　kuu？agisa
しょうしょう〔少少〕→チ．とし
しょ　う　じS：　う　〔狸狸〕．．　sjOOZOO
しょうじホ：うと備条と］’SOO多ootu
しょうごる〔生じる〕　sjoozijUN
しょうしん〔小心〕→おくびょう／～である
clmuguusaN／宰毒ci撫gu観mUN
しょうしんのう〔尚．真王］　→？ueagamui，
　？uzagamui，　？uzagamuiganasi
しょうじんりょ．うり〔精進料理〕．sjooziN
じょうず〔上手〕　ZD．Ozi，→ta嘩ja／～下手
しょうせつ〔小島〕kuujuci　Lzoozihwita
しょうぞうが哨像霞〕　（敬語）　？uguii
じょうそうかいきゅう〔上層階蔽〕　？wiika－
ta，　？wii？wii　・’11’　’
じょうぞうする〔醸造する〕　tarijUN
しょうそく〔消患〕　→kwii，じじょう
しようそく〔装束］己sjoO興ku，→しにしょ
　うそく，．たびしょ‘うそく，き．もの
しょうたい〔招待〕gikee，（敬語）mjllNgi一一
　kee，　nUNgikee，？UNgikee　しひき．うける
しょうだく〔承諾〕　gaQtiN，一一〉しょうち，
じょうたつする〔上達する］　？agajUN，
→じゅくたつする
L’ようだん〔上段〕　？wiidaN　「→ざれごと
じょうだん〔冗談〕　むeehwa，　’wareebanasi，
しょうち〔承知〕　gaQtiN、→’ugaNCUmi－
　jU璃　しる／～の上siriee　’
しょう：きょう〔小腸〕　nakami，，watag’waa
じょうてんき〔上天気〕ZOO？waagiei
じょうとう〔上等〕　ZOO七UU，→ZOO一ノ～の畑
地zooei
じょうとうみょう〔常灯明〕　zootLINmjOO
Lようとつする〔衝突する〕　gici？ataj　llN，
鉱Sうない〔城内〕siru？uci　L→ぶつかる
しょうにゅうどう〔鐘乳洞〕　→gama
しようにん［使用人｝　φkee潮u葛→’UNcu－
　Mll，　ZlnlN
しょうにん〔商人〕　？acineeNcu，？acineeL
1 sjaa，　一？aeoodaa，　？acoodu
しょう凝性根〕sjOO，　sjookaRi，
しよう．のうξ撞脳〕　sjoono．o
じょ．う．のう〔上納〕　zo．Qnoo
じょうば〔乗馬〕
しょ．うはし、．〔勝敗3　k翫cimaki，
しょう婁まし、〔商売］　　？εしcinee／　～カ
かない？acineeguhwasaN／
しょうぶ〔蕗蒲〕
じょう占、〔上布〕
じょうふ〔情夫〕
じょう占・臼青婦］
じょうぶ〔丈夫〕
（敬語
　．“v
　ubaa，
→こん
しじょう
r？Nma
　　　　　　　　　　　　？Nmanui／～馬の馬nui一
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　→しょうぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　｛うまく行
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～上手？a－
　eineezoozi／～の唐あげ？asamiiguci
しょうばんこ相伴〕　sjooba，（敬語）？usjOO一
じょうび〔常備〕→よ5い　　　　　　Lba
Lようひする〔消費する〕teesjUN，→つい
　える／消費され．る七eejUN
しょう．．ひん〔商品〕’？a．eineemuN
しょうぶ〔勝負］　sjuubu，一→しょらはい／
～事で人数を左右に分けること　katawa－
ki七iiノ～なしhWiiliwiituu
　　　　　　thF．
　　　　　）　？ugaNzuu，
　そうであるgaNzuugisaN／
　　　　　gaNzunmuN／　tv
　とkuhwadooxi／～1
しょうぶん〔租…分〕
しょうべん〔小便〕
～する　→？usi／～壺siibaiguuru
しょうぼうこ消防〕　hwiiba七araci
Lようぼうふ〔消防夫〕．hwiicaasjaa
霧ようまえ〔錠前〕、saagi
しょうまん〔小満〕sjuumaN／～芒種sju一一
umaNboosjuu
じょうみゃく〔静鵬？ookaz三
しょうめん〔正面］’marnukoo，　ta｝；k乳a，→
　？umuk（）o，ましょ5めん
しようbん〔証文〕　sjUUMUN
しょうゆ〔醤油〕　sjoojUU／～を入れるとつ
　く　り　　sjoojUU童U（≧kui
sjoobzz
zoohu　rguu1〈amaNta，　niNguru，　一＞
nlNgul’u，　一＞guu
gaATzuu，　1〈atoo，　z）obiiN
　　　　一〉けんご，たっし　・P／
　　　　　　　　　　　～な者cu一
　　　　　　　な者が倒れるこ
　　　　こなるcuujUN
　→せいしつ
　　S圭ibai，　（ij、児語）　　sii／
7e4
しょうゆや〔纒季油屋〕　S300juuja翫
．じょうよく〔｛青欲〕　→had＆hus5a
しょうらい〔醤来〕？atu？atu，’juunusaci，
．．唐≠モ奄Saci，→’kurikara／～性がある→sj一
　　　　ロ　　ロ　　OOZZ3UN
　しょうりょう〔精霊i〕　（敬言吾）　？usjOOI’OO，．
　　→たましい／．～送り？usjOOI’OO？UUkui，
？。。k。1／～迎え？。，」。。。。◎？。Nkee
Lようりょうばな〔精霊花〕（植物名）
sjooroohaasi
Lよう；わる〔性悪〕　，jagi
しょか〔書家〕　ziikaei
しょか〔初夏〕
じょかん〔女官〕g蛉ikUKcu
しょかん＄よう〔諸窟庁〕
しょき〔暑気〕　hum三ci，→　　　●
しょきかん〔書三三〕　hwSQsja
じょきゅう〔女給〕sakanajaawinagu
しょ：くあた．り〔食あたり］　sju1くus300．
しょくえん〔食塩〕　n3aag．ju
しょくぎょう〔職業〕　’wa4a，→しごと
しょくご〔食：後〕　mumLmu？at・u，
？atu
しょくじ〔食事〕cuusici，’6”
　MUN，？ubUN／～のかわり一→
～の支度munusugai／
　rumamuN
しょくじどき〔食：三時〕　muNnuzibuN
？u一
haginagi，　nap．iguei，　’waka－
　　　　　　　　　　　　　　　　ILnagi－
　　　　　　　　sju多asjukurEし
　　　　　　　　humieimal〈i
しょくぜん〔食前〕
しょ．くどう〔食堂〕
しょくにく〔食肉〕
しょくにん〔職人｝
しょくひ〔食：費〕
muNnu一
」εし騨mユ，獄unU，
　　　kuei7dul〈ui／
昼下りの～hwレ
muNnuMee
malscaneejaa
sisi
＄eeku
　　　　　　　　　　　　1〈weekuei
しょくぶつめい〔植物名〕→？aasa，　“Sadani，
　“tadaN，　？akabanaa，　？akagi，　？akaguu，
　？akamaamii，　？akana，　？asa，　？asiziri，
？asizirijuNziri，　？awa，　baiysiruu，　ba－
　raN’，　basjuu，　bXguii，　biiru，　biNgi，　bi－
Nroo，　bira，　biwa，　isutaN，　eqagi，　caNda－
　kasii，　gibaei，　gibana，　giburu，　eidee一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，レタ
kuni，　gigu，　gl．hwahwa，　elidumigut　a，
eil〈U，　cinukp．，　ginumata，　・eiNkaNe
，　eiNkwaa，　giNnuku，　eiri，　eiribira，　eiri－
NtoO，　eisana，　gita，¢00C圭kU七〇〇，．coosju－
N，　e60zi，　dal〈i，　dakinuQkwa，　daQcoo，
　dasiea，　deedee，　deedeekunibth，　deelgu，
deekuni，　deemjoo，　dXgu，　diN，　diNgaN，
dugwai，　？ee，　garasi，　gazimaru，．gilCizi，
g．oojaa；　gumuru，　guNboo，　．crusiei，　gu－
suNtoonueiN，　gusitiNtooziN，　haberu－
baa，　hadakaamuzi，　・hagoogi，　hana，
h．qnabasjuu，　hanagaei，　haNdama，
haNsu，　ha・taki？aasa，　hazi，　hazigi，
h3’ootaNgiburu，　hugima，　hujuu，　huku－
　yugis　hukuzi，　hkmui，　huugi，　huugibaa，
huur’iNna，　huur60，　huutoo，　huzi，　hwi－
gu，　hwihwagi，　hwinuei，　liwirahwagu－
sa，　hwirakaamuzl，　hwiramaagaa，　hwi－
ramaagi，　hwiramusiru，　hwiramusi－
ruu，　hwiru，　hwiruh／　vagusa，　？ieuhi，　？ii－
1〈u，　？iNdutz，　？iNduumaami，　？iNkunibu，
？iNziNmaami，　？isigtlu？Nmtl，　．？ituja－
nazi，　？izu，　’il，　’jaasi，　’jahwatag’usa，
’」’amagurueil　’jama？ieubi，　’jamajuu一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’jusaNd
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kεしmi－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kaNna，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kazi－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　koobus三，
kooreegusju，　koozaa，　kuba，　kucina．si，
1〈uganii，　kuganiikunibu，　kuhwadiisi，
kuhwadisa，　kunibu，　kuragaa，　kuru－
boo，　kurucani，　kuruci，　kuruguma，
kur ma蹴i，　kurutuN，　kuru？ugu－
ma，　kusaNdaki，　kusazina，　kusunuei，
kuubi，　kuugaa，　kuuruu，　1〈waa，　kwa－
NnuNciku，　kwaNsoo，　1〈waNtu？ui，
na，　’鰍≠高≠汲≠mda，　’jamakaNdaa，
mamumu，　’鰍≠高＝HNrr｝u，　’janabu，
naz圭，　，jaNbaraaラ　，jaNbara創dakiラ
Nbarudaki，　’」’anabu，　’jayabu，　’jui，
3’uzura， ’」’uNziraa， 」’uNziri，
bana， ’jurma， 1｛aabucii，　kabigi，
sasibana，　kaNeil〈u，　k Nda，
1〈aN7voo， kara？Nmu，　1｛arataki，
majaa， kiimumu， ii？ui，
’ja一
’ja一
’ja一
’ju一一
　i一
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もよ
kwasiuuzi，　maagi，　maami，　maani，
maa？oohwaa，　maatal〈u，　maauzi，　maa－
ziN，　magibaraN，　magidaN，　maglraN，
mamami，　mamil〈u，　maNzuuii，　maQkoo，
mig2ba，．導iigaa，〕nikaN，　mまmig瞬，凱i－
Nbutukii，　rniNna，　iniNzaigusa，　migi？u一
「rk’eee，　moO？aasa，塒00？ieubいnoO？ui，
’muikuhana，　mpt．；kwa，　mumu，　muzi，
naa，　naaba，鍛a鋤eeraa，職aa寧ibi，照一
衡。，。。g。。讃演。i。。，。。。玉融a，
’niibiru，　niNb“．t．ukii，　niNniNgusa，
’niNziNsaNsiei，’@？・；ift；iQeii，　nuuri，　？Nnarnu－
zi，　？Nmi，　？Nmu，　？Nni，　？NNdii，　？Nzu，
．’msunabaa，　’Nzadaki，　’Nzaki，　’Nzana，
’Nzatal〈i，　’Nzigieaa，　？oomaamii，
’？oonuuri，　？oot6b，　？ootuuziN，　riiei，
riN，　riNgaN，　rugwai，　rusuNtooziN，
saataagii，　saataauuzi，　saeiii，　sakura，
saNcira，　saNdaNkwa，　saNnlN，　sara一
　’kaei，　sibaki，．sibtii，　sii，　siiboo7．aa，　sii－
kwaasjaa，　siikwa？ui，　siizaa，　simizi，
sinul，　sik’acani，　siraciku，　sirueiku，　si一
　’rumaaini，　si’］ru？uguma，　s．　isiei，　sipida一・
inagii，　sizi，　sjaNniN，　sjoobu，　sjoogaa，
sjuNeiku，　sjuru，　sjurueiku，　soosicigu－
sa，　sutigi，　suutiigi，　taa？Nmu，　taarasi，
　tal〈a？icubi，　tarugajoo，　t．ikaei，　tiNsjaa－
guu，　toohumaami，　toohunabii，　toe－
　kunibu，　toonuciN・　もubi「a，　七unユa呈ku需
　1’tlu，　ttll’anu4uu，　tuu，　tuuziNii，　？lleiN，
？uguma，　？uhugizaa，　？uhumuzi，　？u－
huni，　？ui，　？ul〈uinaami，　？umi？aasa，
？llpaimaagi，　？Llmnt・u，　？zlNcee，　？uxa－
Ndaa？Nmu，　？usuku，　？usjooreohaasi，
　　？uuni，　’uu，　’uubee，　’uuzi，　？wiieoo，
　’warabi，　gakura，　giibira，　ziima，　zii－
maanii，　zikuzikuu，　ziNgi
しょくぶん〔職分］sjUl〈uhuN
しょくめいこ職名〕　→いかい　　　r？uka願
しょくもつ〔食物〕　一→たべもの／～の暖かみ
しょくよく〔食：欲〕　mUNnu3uku，　sj烈kuj㍊一
k馬→たべもの／病後の～S爲kadaei／～
があるkue量maasaN／～が無、・k厩cinii－
saN／～をそらすために少し食：うことku－
ci多ukui
しょ．くりょう〔食：糧〕haNmee，→たべもの／
～持参d ubaNmee／～を計って炊くこと
hakaibaNmee　rj’ooしょくん〔諸君〕　suu300，（敬語）gusuu一
しょげる　gaNdujUN，　sipita3UN，→sipil’i－
　jUN／．～ことsiibuu，→しつぼう／しょげ
　かえること　siibuugeei／　しょげているさ
　まbiQteeN，　sipitaikaatai
しょこう〔諸侯｝　一〉？azibi
しょこん〔初婚〕？ayadumeei，？aramuci，
　？a a簸i b圭ci
じょさいない〔如才ない〕kuusee　neeN
しょし〔庶子〕’juubeeNgwa
しょしき〔書式〕
しょしょ〔処暑〕
じょそう〔女装〕
しょぞん〔所存〕
第 ju劉Nsidee
しょたい〔所帯〕
　’3’aamucidoogt
’ja muei，　’jaamueizuku，　sjuuteemuci／
～持ちが蒲いsjuu七ee？arasaN／～持ち
　が荒いとと　？arazuu七ee／～持ちがいい
s3“u七eeku．masaN／　～持ちの上手な者
一＞hwinagata
tukuru？agisa
’winagusug’ai
sju7vUN，→かんがえ汐～次
，　（敬語）　gusju多UNsidee
sjuutee，　→一daci／　～道異
．，sjuuteedoogti／～もち
　　　陰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
　，jaamueaa／～を溺にすること
しsつき〔織機〕　→はた
しょっちゅう　→しじゅ5
しょっぱい　→しおからい
しょてん［書店〕　sju滋u¢maci5a
しょなのか〔初七日〕　haginaNka
しょにん〔諸人〕→ばんにん
し．よぶん£処分〕　？uti？iri，→しょり
しょほう〔処方〕hwe錫ee
しょほうせん〔処方箋〕　hweegeegaci
しょみん〔庶民〕→ばんにん
sj’LIL｝tee－
Lwakai
7e6
しる
じょめい．〔助命〕Rucid磯k量
しょ早う〔所望3nL14umi，　S3umoO，→ねがい
Ls為つ〔書物］　sjumugi，一ナほん
しょや〔初夜〕　？ara？icenu，’juru
しょり［処理〕haNsi，→しょち！　～する
　haNsjUN，　sabakijUN，→とりはからう
じょろう〔女郎〕　多u誠，7yuvihana，→がい
　しょ5，しゃくふ／囲われた～g三m琢uri／
　～だった：女　hUN7yuri／～として売ること
　4uri？ui／～に夢中になること4urilllugi一一
ri／～の営業禁止？akahuda／～の抱え親
7yuri？a箪maaノ～の子日r沁UQkwa，．7yU－
　rinUQkwaa／～の身代金：7yuz’iganee／
　～を買いあさるtと　9UNbQO，　7vUl’i－
　9UNbOO／～を買うこと7，urijubi／～を買
　5代金guriganee／～を買5者7。uriju－
baa／～を売買する者多uribakujoo／あら
たに～に身を落し．た者sara？utii／営業禁
止された～？akahudaa／初めて買った～
　hagi多u錘／昔なじみの～huru塞uri
じょろうあがり〔：女郎あがり〕　hUNguri，7yU－
　ri？agai
じょろうあそび〔女郎遊び〕　guri？asibi
じょろうや〔女郎屋3　Zurinujaa
しょんぼり　→しょげる
しらあり〔白蟻〕　sirai「～頭の者s｝ragaa
しらがξ白髪〕　siragi／～頭six’agigiburu！
しらがいと〔白髪糸］sh’aga，→siraga－
gasi／．～で織った礼服siragawataziN
しらぎく褻白菊〕　siraciku，　siruciku
しらくちつる（糠物名）　kuugaa
しらくも〔自雲〕　sirakumu
しらげる〔精げる〕→せいはく
：：しらこ〔白子〕　s訟u（lcuu
：しらしめゆ〔自絞め～由〕　sirasibui
，しらせ〔矢ilらせし〕　sirasi，　（敬語）　？usiyasi，
　→きっぽ5，つうたつ
しらせる〔知らせる〕　sh’asjuN，　→gigiju－
　N，huriituusjuN／～人sirasibi
Lらちゃける〔白ちゃける〕　sirasabeejUN
しらつゆ〔由露〕
しらなみ麺白波3
しらはま〔白浜〕
しらびと〔白人〕
しらふ〔素面〕
しらべ〔調べ〕
　　　　　　　　　．sama　　　　　とりしらべ
　　　　　　　　　？aratami，　sirabi　ziNmi，　一一・＞
しらべもの．．〔調べ物〕　s｛yabimuN
hwal〈uru
sll’anaml
sirahania
→しらこ，
　　　「けんさ，
しらべる〔調べる〕．？aratamijuN，
しらほ〔白帆〕　siz’ahU
しらみ〔風〕　siraN／んの卵zicasi
しらむ〔白む｝　siranUN
しらわらい〔しら笑い3sirawaree
しり〔尻〕
　～がやせてとがった者
sirabi－
LjUN
　　　　　　gibi，’isiei，　一一＞gibitai，　gibitaNda／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　gibisaziraa／
　～にさがった帯gibitai‘2uubi／～に敷く
　→sicina／～に敷くものsieina／～の突
き出た者gibitaQcuu／～を立てる1こと
　9玉bitaレ（壱tuu
しりあい〔知り合い〕miicaasiz’icaa，　sixi一一
　ee
しりからげ［尻力、らげ〕　gibui
しりきれ〔尻切れ〕．7vuumuQkaa，多uumu一一
Ql〈oo，　7yuumookuu
しりごみ〔尻込み〕？atusiziei，　？atUllizi－
caa，→ひっこみじあん／～する　？ukee－
jUN，／～するさま？atunainai　　rのく
しりぞく〔退く〕　91iziCUN，→あとずさり，
しりぞける〔退ける〕　dukinasjuN，　sizira－
kas∫UN，一〉のける，はいじょする
しりぬぐい〔尻拭い〕　gibinugujaa，→あと
　しまつ／～をしないことgibikusuu
しりべた〔尻べた〕　Φibiもai，　gibitaNda
しりょ〔，思、慮〕　？ati，　？atisjoo，　hUNb圭9墨，
muNn．u？ati，　sjOO，→かんがえ，ふんべつ／
～深い？unliibukasaN／～深い者tama－
sikweemUN／～分劉のない者？atinasi
しりょう〔飼渉諺　hami，　munugar鍍，→えさ．
しる〔知る〕sijUN／知らない入siraNQCu／
知らぬふりsiraNhuunaa／知りつくす
　sirihukasjUN／知っていてsiriee
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しる
しる〔汁〕siru，？usiru，→rliimUN／～が
　弓1いて煮えたつことsiruhwiitazii／～に
　入れ’る野菜　→？waa？uei／～のかす　si－
　runuguviノ～の撮るものsiyuhaj．muAr／
～ばかりが多いことsirubONboN／～をか
けた飯sivu4ikii，？恥i｝・u多ikii／貧麗な～
　sabiziru　rldしるし〔印〕　siN，　sirusi，→sh’ubSf？1IQe圭一
しるわん〔汁椀〕siruwaN，？usiruwaN
じ窺．つたい　租ihagoosa聾，→hagoosaN，
　いらいら／～さまhutuhutu
し敷，フわたる〔知れわたる〕　sasisirijUN
しろ〔白〕　s動u，→まっしろ
しろ〔城〕　sil’U，9U串ikU／～の中siru？uci
しろ〔代］　siru，→かわり，だいか
しろあと〔城下〕　s耽鷺？a七u
しろあり〔白蟻〕　→しろあり
しろい〔白い3　sixusaN／白っぽくなる　si－
rasabeejuN／～紙sirukabi／～布siru－
　nunu／～ものs捻UU／魚などの～腹si－
　ruwata
しろいんげん〔白隠元］→siru燃aami
Lろうと　興ku／～大工taabaazeeku
しろうlj．〔白瓜〕　（植物名）　moO？ui
しろごま縫胡麻〕　siru？uguma
しろざとう　（tm砂糖｝sim聡むoo，　teehwaku
しろじ〔白地〕　　siruzi
しろした〔田下｝　sivusita
しろなまず麺白なまず〕　s捻abee
しろぼし〔白星〕sirubusi
しろまめ〔霞豆〕　sirumaami
しろみ〔白身〕　silXl’Mi，　sirulnii
しろめ〔白貝〕　siralnii
しわこ籔〕　magui・，waza単i，→ひだ／～が
霧：るdzinUN，　mag’UjllN，　wazan“N／～
　だらけ一→しわくちゃ／～だらけの顔maa－
9ULI71iya，　magui7sira／～になるmagu鍍一
　jUN／～の寄ったもめmaaguu／～をよせ
　るcizimijuN，，wazamijuN
しみがれこえ〔しわがれ声〕　kwiikaraa，
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　sjuuka鷲gwii，　tpsjuigwii，→かれる
しわくちゃ〔解くちゃ〕maagunhwiigUu，
maguikwigui，　maguikaa，　iiiagujaahwi－
g’ jaa，　muNnaku，　iii｝．uNnakukwaNna－
　ku，　muNnakwaNna／～にするφkuna－
　asjUN／んの顔maaguu7］ira，揃agui参ra
しth　9［仕．業〕siwa4a
しわす〔師走〕siwaasi／～に使う金siw鎗一
　sigikee／～の忙しさsiwaasi？icunasa／
　～の市siwaasinlaci／～の買物siwaa－
　sUko6imuN／～の商売S圭waasi？aci．nee
しん〔芯｝　nakaguu，　nakaziN，　siN，→ずい
じん〔人〕　一Ncu
じんあいこ塵埃3　ciyihul｛ui，一→ちり
しんい〔神意〕　？utiNgutu
Lんいり〔新入り〕→しんざん
じんいん＄ようさ〔人員調査〕niN4u？ara一一
　ta瓢i
しんか〔臣下〕　siNka
しんがい〔心外〕　→ざんねん／～なこと（～
　なもの）？umaaraNmuN
しんかん〔神官］　k：amiNcu／～の家→nii－
d kuru，　niija／～の家の主人→niiNCU／
　～の一種？a瓢us詮are，？a聾sira酒，？a一・
　Nsitari，　cihwiziN，　eihwiziNganasii，
　cimi，　c圭N，　ku裏i，　nigεも凱i，　n“ru，簸疑ruku－
mii，　nuuru，　？ukudi，　’wikii？ukudi，
’Ui？ai？ukuii／～の御殿→cihwizi．N？u－
dUN／～の屋敷→sjuimituNCi，　sjuNdu一・
m！ei，　sjuN5tzir“ei，　｝nakaNduNci，　ziibu一・
duNei
しんがん〔心願〕　cimunigee，→がん
しんきゅうし〔鍼灸師〕　，jabuu
しんけいすいじゃく〔神経衰弱〕　cijami，　si一・
　Nhwieagi　　　　　　v
しんけいつう榊経痛〕hwizuicii
ごんご〔人後〕　Qcu？a七u
しんこう〔信御〕　guniNZi，　niNziノ～する，
　IMNZIjUN，　SINz13UN
にんこう〔沈香〕　ziNl〈oo
しん
しんこうせん〔進貢船〕？ajabu璃？aja－
hUni，　ciNkUNsiN／tyで巾岡へ行く使者
？ajabu1癩ikee／～を迎えに中国へ行く船
一｝eeo‘kuNsiN
しんざん〔新劃　？imamee，漉i？圭ri／～の
士族iniijukaQcu，　siN7／aN
Lんし〔簸〕　（織機貝ウ　siisi／～の両端のと
　がつたところs慧sig規ci　　　　「’Nkuca
しんしつ〔寝室〕　ni多asici，　gasici，→1〈uea，
しんじつ〔奥実〕　siNzi2i，　ziNtOO，一〉ほんと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lうしんしゅく〔伸縮〕nubicizlml
Lんじょうずる〔進上する〕→あげる
しんじる〔儒じる］　→しんこ弓
しんしん〔心神肇　saa，→せいしん
しんじん〔信心〕　guniNzi，　niNzi
　MNZ1JUN，　SINZIjUN
しん硬き〔親戚〕hwiei，　kaQpici，
　ka，
／～する
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　？wee一
　　　一＞hwiciharoozi，　magara，　？weeka－
　havoozi，（敬語）？UNPξ穏aN，　cica？ttNpa－
daN，　eica？weeka．，　cikamagara，・eil〈a一
？weeka，→えんこ，しんぞく，しんるい／
遠い～tu醤magara
しんせつ〔親切〕　cimu？ixi，　lscukuru？iri，
　SINZ19．1，　SJU7vUN
しんぞう［新造）　？al’a7vU！gui
しんぞう〔心臓〕hukurnaam2．
じんぞう［腎臓〕　maami
じんぞうびょう〔腎臓病〕siisu
し．んぞく｛親族〕　→しんせき！～会議？ici－
　MYIN7yUl”ll，　lnLll　CUUgUl’11
しんそこ芝心底〕　siNtii
しんだん〔診断〕　migik呈，→みたて
しんちゅう〔真鍮〕　ciz3kuノ～のかんざし
eizakuziihwaa
しんちょう〔勢長〕　→たけ，せい
しん右ように〔慎垂に〕　mi興憩
じんつう．ijき〔禅通力〕　→れい
しんどう〔i新道〕　mihnici　　「しょうカミつ
しん轟ん〔新年〕．？akimadusi，　miidusi，→
しんの〔真の〕　siNユa，，　siNnu，→1まんとう1
7e9
しんぱい〔心配〕e2muhwieagi，　niN7vikee，
siwa，一＞hwicagi？urusi，きがかり，く
　ろ5，こころがかり／～がありそうである
　田“nu？u塒iigisaN／～がなくなる？uhu－
　ininaal〈u　n我」聡N，？umi捻aaku　1臓」疑N，、
　一〉あんしん／～する．圭ユwicagijUN，一＞sレ
　wa／　～するさま　？amazaanjaazaa，？a－
　m zarah3a脳ara！．～する者s即as3aa
しんぽいがお〔心配顔〕　munumig“au
しんぱいごと〔心配事｝　siwag’utu
しんばりぼう〔心張り棒〕　siNbai
しんぴん〔新鮮〕　miin斑馬sayani2imuN
じんぴん〔人緑〕　sina
しんぶ〔新婦〕　nliijunai　「→｝ナいとうする
しんぶくさせる〔心服させる］maru田塘U篤
じんぷん〔人糞（豚の飼料としての）〕nagui，
→だいべん
しんぼうする〔辛抱する〕　→がまんする
しんまい〔款米3　→しんざん／～でたく飯
　！1111n ee
じんま七ん〔蒜麻疹〕ka7］oorimuN，　mい
　Nzaai
しんみょう［神妙｝　si＞’bjuu，→レgしょう
じんみん〔人民］　→ばんにん
しん喝つ｛進物）　1’iizi，？窺k滋mu｝㍉？usja－
gipnuN，→おくりもの
しんや〔深夜〕　tucisiri，→まよなか
しんゆう〔親友〕　，iidU明
しんよう〔儒用）　ノ～がおけるziNzuusaN，
→ziNZUU／～される→しんらいryarijuN
しんらい〔無頼〕→しんよう／～される，ii一
じんりきしゃこ人力車］　→kuruma
じんりきしゃふ［入力工夫〕　1scuru｝naa，　kU－
rumahwieaa
しんるい〔親期→しんせき／～縁者hwレ
eiharoozi，　？weel｛aharoozi
しんれいこ神霊〕
しん乳き〔新暦〕
しんろう〔心労〕
しんろう〔萩邸〕
sizi，一〉かみ，れい
，j　eeしMεしtuguj　u識ユi
一〉くろう，しんぽい
miimuul〈u
すす
す〔酢〕　？a皿a多aki，　hweei，寧ii　　　　　　　i
す〔巣〕　錘圭／　～につく　sukunuN／～を作
　ること鍵i多Ukurii
すい〔酸い〕　siisaN／～ものsiiMUN
ずい〔髄〕　zii，→しん
すいえい〔水泳）？wiizi，→およぐ
すいか〔西瓜〕kwaNtu？ui，　ffiilscwa？ui／～
　の種？UNzani
ずいき〔芋茎〕　鵬uzi，七aamuzi／～を入れた
　汁muzinu？usixu　　　　　　　i
すいぎん〔麟〕細g翻　　　　i
すいく：醍吸い目3　kwiikuei
すいさん〔推参〕　寧iisaN，→でしゃばる，な
すいじ〔炊事〕　7sOOS圭ci　　　　　しまいき
すいしゃ〔水車〕　mi＠iguruma
すいじゃくする酸弱する〕　’jablrijUN，
　，jahwai’aCUN，　joojUNs→よわる／～し
　た者，jabiraa，，jabirimuN
すいじん〔粋人〕sjuzooniN
すし、せし、〔彗墨〕　　hoocibusi，？irigaNbusi
すいぜんじな〔水前寺菊　haNda瓢a
すいだす〔吸喫す〕　1〈wiinuZuN／吸鳩しご
　らやく錘puigoojaku／吸tli　L療法buu一一i
　buunuzi／吸出し療法に使5竹筒buubuu
すいちゅう〔水中〕　mi多hlumi1
すいとう〔水筒〕　→daeibiN
すいとう〔水痘｝mi多igasa，　mi多igasaa
すいのう〔水嚢〕　（飾の一種）　lliiROO
すいび〔衰微］　鋤bi，→おとろえる
すいふ〔水夫〕hunakU，　kaku，→せんいん
すいみつとう〔水密桃｝→kiimumu　．　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1すいみんぶそく〔睡眠不足〕　niNzibUSUkU
すいもの〔吸物〕　giimUN，一〉しる　　　　　、
　　　　　　　　　　　　　1．　．　　1す幡働を〔吸物椀〕・S”m“NwaN・’S’”“一　l
　waN　　’　i
すいよくする〔水浴する〕　？amijUN，→みず
すう〔数〕　suu，一〉かず　　　　　　　Lあび
すう£吸5〕　gipujUN，　suujUN
ずうずうしい〔図々しい〕　namasaN，→あ
　つかましい／～顔澱ma旗3，　z圭ra／．～者
　na瓢araa・na凱az’1瓢uN・nama多1raa。
　nama4irimuN／ず5ずうしくなるnama一
　　　’　niinuzi，　siNzi　trijuN
　　　　　　　　　nita瓢ajUN，寧iijUN／　菌
　えた味　寧iiki／聞えたにおい　humicika－
　za，亭iika多訊／鑓えたものsiimUN
すがいと〔字彫〕　siraga／～で織った礼服
　sirag翫wa七aziN
すかす〔下す）　sikasjUN，→あやす，だます，
　なだめる
すがすがしい　／～におい　錘daka多a
すがた〔姿〕　kaagi，　narihuzi，91igata，→
　kataci・（敬語），　mikazi・，Ncaagi・かっこ
　う，ざま，、ふうさい　　　「kac玲iga麟gai
すがるこ綴る］　錘ga麟N／すがりつくさま
すき〔好き3　sici，→ZOOgU，　ZOOgUu／～で
すき〔鋤〕　→？UZUNbiira　しないことbu部ci
すき〔隙〕　→すきま
すぎ〔杉〕rlizi
すぎいた〔杉板〕　瓢zi？itεギ
すきうつし〔透き写し〕　？usiigacl
すきおこす〔鋤き起こす］　sici？ukusjUN
すききらい〔好ききらい〕亭icib聯ici，→mu－
　nugusi，　muNnu？irihui
すきぐし〔統櫛〕kusi
ずきずき　hwisihwisi，→ずきん
すきばら［空腹］　一→くうふく
スーフ　MMUZI，　s王NZ王
すえ〔来〕　亭ii
すえっこ味っ子｝？UQtUNgwa
すえる〔据える］　，isi3UN，亭iki3UN
すえる〔籠える〕
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す、で
すきま〔隙き閻〕　？aaki，　madu，　tabasa，→
　？eeza，あきま
すきみ〔透き見］　suumi，→のぞく
すぎる〔過ぎる］學ユri旗N揮izijUN，→ちょ
　うかする，とおりすぎる／～ことkwaa
すぎわらがみ〔杉原紙〕　sugiwara
ずきん　hwiQsui，→ずきずき／～ずきん
　hwiQsuihwiQsul／～と痛むhwiQsuimi一
ずきん〔頭巾〕．moocaN，雰QeiN　LkasjUN
すく〔鋤く〕
すく〔硫く〕
すく〔漉く〕
すく〔好く〕
すぐ
ずく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「→たちまち
　　　　eaaki，　slgu，　taeinama，　tadeema，
　　　　一多uku
すくい〔救い｝sukui，→たすけ
すくう〔救：う〕　sul〈ujuN，→たすける
すくう〔掬5］sukujuN　　　　　　rsaN
すくない〔少ない〕？ikirasaN，→hagana幽
すくむ〔錬む〕sukunuN
すぐれる〔勝れる〕　kaCuN，　sugurijuN，　ta－
　cimasajuN，一→えらい，ぬきんでる，ま
　さる／すぐれた子sugu盛Ngwa／すぐれ．
　た入sug疑riNCU／すぐれた考suguraa，
　suguz”lmuN
ずけずけ’NzaNzaatu
すけべい〔助平〕　？ix’aa
すける〔透げる〕　tuukijUN　　　　「こい
すげる．麟gijUN「た，ひじょらに，ものす
すごい　hagoorii，？usumasjaN，→たいし
すこし〔少し］　？ihwi，？ikira，？iNもeeN，
　kuuteeN，　sugtu，　suusuu，→saaけい
　しょ5，ちょっと／～ずつkuuteeNnaa／
　～のもの？il〈iranaUN／～もmusa（魑U，
　／もう～の所で→すんでのことでmUQtu
すごす〔過ごす〕　sigusjUN，→ちょうかする
すごもる〔巣籠もる〕　sukunuN／巣ごもつ
すさる　寧izieUN一〉のく　した鳥sukUNdui
すじ〔筋〕gil’U，　kazi，郭雰／～がつること
　gaya＄lmagal
串1CUN
→くしけずる
亭ieUN
→このむ
すじょう〔素姓〕　SUZOO，→うまれ
ずじょうこ頭上］　｛｝izi
すす〔煤〕　5iisi　　　　　　　　　　「駈N
すず〔錫〕　sirul〈ani，瓠多i／～のびん　麟額一
すすき〔薄〕　gusici，＄isici／～の花bara丼
すすぐ〔濯ぐ・漱ぐ〕　siviZUN，，UUZUN
すずし〔生絹〕　namas鋤aga
すずしい〔涼しい3　＄idasaN，→hwizuru－
　saN／～風瞬dakaz1／～ことduuhw珍ui〆
　涼しそうである麟dagis爲N
すすむ〔進む〕纐纈UN，→？aQeu・N／進ん
　でする．sisinUN／進んでする者？uguci・・
　muei
すずむ〔涼む〕　麟danUN，　sugarijuN
すずめ〔雀3　，jUmudui，1（uraa
すすめるξ勧める〕．・＄i￥iMijUN
すずり〔硯〕　瞬z証
すずり「まこ〔硯箱〕　　亭izir．ibaku
すずりぶた〔硯蓋〕　＄iziributa
すする〔跨る〕　瓢亭ijUN．
すそ囎〕　meesuba，　SUSu
ずたずた　ciritail〈aatai，’jal・圭kwaNkwaN，
　→きれぎれ／～に切ること？uslciriziri
．すだれ〔簾〕．sldai
すたれもの〔廃れ物〕　→はいぶつ
すたれる〔廃れ，る〕　嘆七arijuN
ずつ　一naa
ずつう〔頭痛〕　giburu画N，→へんずつら／
　～の軽いもの　narna多iburujaN／　～の種
　？a耳盗昂simUN．　・　　　　「→のこらず
すっかり　ma］”umal’uutu，　nUUNkwiiN，
すっきり　→tuku堪u／～する一一一＞tuukijuN
ずっと　du（ミtu，　duutu，　katakuzira，　na－
　gaduusi，　nagiduusi
すっとばす〔すっ飛ばす〕　？UQtunμgasjUN，
　？uQtubas3’uN
すっとぶ〔すっ飛ぶ〕　tunUZUN，　tUNZUN，
　？uQtubuN，　一＞h－vviNtubi
すっぱい　亭iisaN／～ものsiimuN
すで〔素三琴三〕　　　　，Naadii，　　　，Nnadiil〈ara5ii，
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すて
　，N捻翫duu，，Nna嚢tuikaraduu
すてうり〔捨て黄三り〕　學it至～ui
すておく［捨ておく〕？UQeeeral〈asjuN，？u－
　QteerakasjuN，　？uQteerakijuN
すで凝捨で廊　／～の最5i七im穏N
すてば害〔捨てばち〕？aQpaNgaree
すてる〔捨てる〕麟i．jUN，一〉繍i寧itijUN，
　？u（≧caNg導UN，・（小児議）｝）u（ミ丁銀，　pee，　な
　げすてる／捨てた津sitigal’a／捨てたも
　の畢itiniUAr／捨て散らかすこと　戯ihoO－
　rii／捨ててしまうeaNnagijUN
すな〔砂〕　，juni，4ilta，？aru／～の，担aaヲ
　～を敷いた遵＄il’lalMici
『すな　じ〔砂土也〕　　　ka巖iku
ずに姦1たる〔［翼に当る〕　→baci
すねこ驕〕鎌七一〉むこうずね
す融げ〔聯耗〕　sin｛gii
すね竜の〔すね者．コhwinaa，　hwiNsjaa，
　一一一＞hwiN
す激る　凱疑盤ju翼，→｝IN～riN
すの奄の〔酢の物〕　sunee，？usaci
すばしこい　gurusaN，一〉みがるである／～
　igX　gurumuN，　gurtlU
すばやい　guru＄aN，→すばしこい
ずぶta　2しs呈Qtaika翫tai
すべっこい　naNalu］iusaN，→なめらか／～
　ものnaNa”ul’zlmUN，　naNduruu／表衝が
　～こと？waab玉亭iN5i
すべで　111azil’i，→のこらず
すべらす〔滑らす〕　iliN・ial〈a＄jUN
すべ琴ひゆ（櫨物名）　niNbu七ukii
すべる〔滑る〕　部N鱒u．N／滑りやすい道
　naN：，Uvumkel
すまい〔住まい3
すまう三農…まう〕
　／畢1孤eee13UN
すますこ済ます〕
　一〉しおわる
すみ〔墨3　当場
すみ〔隅〕
sivaee，一〉じゆうしよ
→すみつく／むだなく～
　　／　一v
寧iml．，一〉かたすみ
＄imasjuN，　E？ucinasjuN，
　　　「と紙sihiihudikabi
　と紙simikabi／～と筆
　　　　　　，すみすみ／～
　をほじくるようなことmiimiikuuzii
すみ〔炭〕　もaN
すみいと〔墨糸〕　鋤n沁aa
すみこみ〔住み込み〕　？ir2civii
すみずみ　／・～まで　iniimiiteedee
すみだ珍ら〔炭縫〕　taNdaara
すみつか〔墨柄〕，　simikwaasjaa
すみつく〔住みつく〕，jaa7」ieUN
すみなわ〔墨縄3　寧inユ沁aa
すみばこ〔炭箱〕　taNbaku
すみばさみ〔墨ばさみ〕pimikwaasjaa
すみび〔炭火〕　taNbii
すみやき〔炭焼き〕　taNjacaa　fる，おわる
すむ〔済む〕　麟nUN，？uclnajUN，→しおわ
すむ〔澄む〕　錘nUN／澄みきる　錘Nc辻i∫益N
すむ〔イ箋…む〕　一〉すまう
す6う〔根撲〕sima／～の手の名’jakusj亀
　maei，　magii，　meegaki，　nusi，　tiinuzaa
すもり〔巣守〕　麟瓢uru
すやき［素焼き〕　？arεしjaei，一〉やきもの／～
　のどんぶり　？arajaeimakaY～のやかん
　？arajaeijaQlcwaN
すら（助詞）　一COON．一丁N麟
ずら．す　寧iikijuN　　　　　　「guitaQeOON
すらり　一→すんなり／～としている　一一＞su一一
ずりうごく〔ずり動く〕　siiCUN，一〉ずれる
すりきずこすり傷〕鰹ik勧
すりけす〔すり消す〕kUNsjUN，　sirieaa一
すりこぎ　學irukuzi　LsjUN，一〉もみけす
すりつけ’る　→なすりつける
すりぬける〔すり抜ける〕　寧irin娠gaajUR，
　hwiNRugijuN／すり披けさせるhwiNnu一
すりばち晦三haci，　siruhaci　LgasjUN
すりむく　　争ivihazuN
するC為る］　llasjUN，　sjUN，　（敬語）　llli一一
　脚eN，一→おこなう，やる／…してしまう
　「一｝cii，　kee一／…してしまった→neeA「／…し
　てばかりいる（…して暮らす）→？agCUN，
　caa／しないでおく，joosjOOCUN／しやカミ
　2X　一mi－sirei／しゃすい＄lijaqsaN／…～機
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　会を失う一haga｝〈ijUN，　一hazildjuN，→し
　そこなう／～ふりだけ→sjUNsooroo
する〔磨る〕　麟jUN，一→こする
ずるい　→こらかつ
するする　SOOrUsoorU，　SOOI’USOO1’UU
するどい〔鋭い〕　→taCUN／～刃物hwiZU一
　灘umUN
するめkari？ica
するめいかtubi？icaa
ず彩る　？wiiCUN，→ずりうごく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せし、
すわりしごと〔座り仕事〕，iisikuci，，iiwa鴉
すわる〔座る〕　，ijUN，→hwisjamaNci，せ
　いざ／すわりこむこと　sicltal〈u／無為に
　すわっていること’Nnaii／～揚所→せき
すん［一寸〕　siN
ずんぐり　／～した者　niima雄aa
すんでのことで　huda，　hudagasi，ぬud昂一
　ganasi，→～もう
すんなり　→すらり／～している　，jujuzu一・
　rasaN
せ
せ〔背〕　→せなか／～を向ける→kusi
ゼ（せし、）　〔背〕　　hudu，　geiiliudu，　一＞sii／　　～
　の高い者taeaa圭，　takahazii，　takasoo，
　takasoona馬takasoonii／～の高さ　ta－
　ki／　　～の低し、者　？iNCOO
せい〔姓〕’jaaNnaa，羅300zi，　noozi，　sii
せい〔精〕．→まもの　　「すること1〈usja七i
せい〔藤為〕’jui／～にする？uusijUNノ～に
ぜいこ税〕一＞kanee，　zoonoO
せいいく〔成育〕　一〉せいちょう
せいいっぱい〔精一・杯〕　sii？1Qpee，一〉いっし
せいえん〔製塩〕一〉しおだきしようけんめい
せいかつ〔生活〕kurasi，　taci4uku，→く
　らす，せいかつ／～難→tacikaNtii／～に
’t’
　余裕ができること→tinlawasi／～の方法
　→くらしかた
せいきξ生気〕→げんき／～のない顔nita一一
　mal多ll■a
せいぎ〔正義〕zii
せいけい〔生竹’〕
せいけつ〔清潔〕
せいけん〔聖賢〕
せいけん〔生絹〕
せし、こう〔成功〕
せいこん〔精魂〕
kurasigataジ→くらしむき
　　　　　　　　　　　ぎell”ll， Cll”11N，　唖〉きれい
siiciN
namaslraga
．dik3s▽～するdikasjUN
sjootamasi
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せいざ〔正座3hwisjamaNei
せいし｛生死］　？icis沁呈
せいじ〔政治〕　siizi／　～の行ない方siizi－
　muei
せいしきの〔正式の］　siNna，　siNnu
せし、しつ〔性質〕　siisig・i，　simuci，　sjoobUN，
　sjoosigi，　SUZoo，→しょう
せいじゃ〔正邪〕ziQpi，→ぜひ，よしあし
せいしゅん〔青春〕　haltazakai
せいしょ〔溝書〕　？agizi
せいじょう〔正常〕　ZUN，～〉あたりまえ
せいしん〔精神〕　siN，　sjootamasi，　tama－
　S㍉→しんしん，たましい／～異常→siN／
　～的な援助cimu雄ukasii
せい． ｵんりょく〔精神力］　niNrici
せし、すし、〔盛衰〕　　sakai？utu【1’　ui，　　→？Uもisi－
　zimi
せいぜい　　もakitutuunai，　teetutuum圭
ぜいぜい　　9USUgU畠U
せいせいする　→ci卑u，さっぱり
せいそう〔正装｝　→eoohaclmaci，　COO？i－
　sjoo
せい．ｻう三二〕curasugai，（敬語）cura一
　？wiisugai
せいたい〔声帯〕　nuudii＃iru
せい
せいだい〔盛大〕　taQ罎N／～なこと　．？U－
　hwiikutu
ぜいたく　haNkwa／～にする1〈wabiijim
せいだす〔精出す〕　？agaCUN，　cibajUN，　ei一・
　gakijUN／～こと　？agacihaもaraci，　sju－
　Qsii
せいちょう〔成長・生長〕cuui，？wiitaci，
　？wiQtaci／～させる？waasjUN／～する
　？agaCUN，？wiijUN，？wiitacuN，→そだ
　つ／～する子供？wiitaciwarabi，’→，juu一一
　？akiwayabi／～するに従ってよくなる
　？wii？Nzi沁N／～するに従ってよくなる
　こと？wi．ilnasai／～するに従って悪くな
　る？wiijaNdijUN／～する．に従って悪くな
　ること？wiijaNdi
せいてん〔盛典〕　？uhw圭ikU七U，→ta嬢i譲
せいと〔生徒〕　gakusjoo，　siitu，帥u短a－
　rajaa
せいとう〔製糖〕　saataagukui／～の仕事
　saataasikuei
せいどう〔青銅〕　karakani
せいとん〔整頓〕　sizumikaei／～するsi－
　ZUMijUN，一→かたづける
せいなん〔西南〕　saNtunii
せいにく〔精肉〕　？aQtami
せいねん〔生年3　？Nmari．dusi，　sjooniN，
　（敬語）gusjooniN
せい漁ん〔青年〕　ni檸ee，一〉，wakawikiga，
　わかもの
せいびょう1聖廟〕　siibjUt｝，　ciisiNbj班u
せいふ〔政府〕→hjOOZOOZU，？uza，（敬語）
　guhjoozoozu
せい‘まう〔製法〕　→つくりカ〉た
せいまい〔精米〕　siragigumi／～するskla一
せいめい〔清明3Sllrr111　　　　L9｝3UN
せいめいさい〔清明祭3　？usiin窪ii
せいもん〔正門〕　？uhu？uZOO
せいよう晒1羊］　？uvらN5a
せいようご〔西洋語〕　？uraNdaguc三
せいようじん晒洋人〕？uraNdaa
せいようてぬぐい〔西洋手ぬぐい〕三　？uraN－
　datiisaazi
せいり塵理3　sizumikaci，一〉かたづける
せいり．つする〔成立する〕　tuzimajUN／　成
　立させるtuzimijUN　　　　　’
せいりょく〔精力〕　sii
せいりょくけん〔勢力圏〕kagee
せいろう〔蒸｛癒3　kusicii　　　　　　「sa
せいろんべんけいそう（櫨物名）　soosicigU一
せおう〔背負5〕　1〈wiizikijuN，→お5／～
　こと？uhwa，？uuhwa
せおよぎ〔背泳ぎ〕　maahwanacaa？Wiizi，．
せかい〔世界｝　sikee　　　LniNzaa？wiizi
せがき〔施餓鬼3　sig翫ci
せがむ　→たのむ，ほしがる／～こと　nee－
　111ai，　S圭eimiN「の声kONkoN，？oho？oho
せきξ咳〕　saQkwii，一→？ue搬e錫a（≧kwii／～
せき〔席］　7saas→せき
せきこむ〔咳き込む〕gigiciNCUN，　gigiCUN
せきたてる　？agimaasjUN
せきはん〔赤飯〕．？akakoozi？ubUN，？aka－
　maamii？ubuN，？aka？ubuN，→おこわ
せきめん［赤面］　？翫ka躯raa
せきゆ〔石油〕siciju，　sicitaNjuu
せきり〔赤痢〕．xibjoo
せきれい〔鶴鴇〕多uumiitamiitaa
せけん〔』世間〕　sikiN，一→よのなか／　～との
　つきあい　sikiNbiree／　～なみ．sikiNna－
　m1，一→sikiN／～に通じることsikiNnari／
　～の人びとsikiN？UinaNe・U
せけんばなし〔世問話〕　s｛kiNbaltasi
せしめるseel〈ijuN　　　　　「rusaN
せすじこ背筋〕
せたい〔世帯〕
せだい〔世代〕
せたけ〔背丈〕
せつ鎌〕　『
／～が寒くなる1｛usihwiZU一
→しょたい
→だい
→せ（せ．い）
　　　　 Sigi
せっかい｛石灰3？isibee，　sirahwee
せっかいする〔切開する〕，wajUN
せっかち　？asigacaa，　kwacuu，→たんぎ
7エ4
せん
せっかん〔折濫〕　siQkaN
ぜっきょう〔絶叫〕kaziciri？ab豆i　　　’
せっきょく〔積極〕　／～性？uguci／～性と
　分劉？uguciziNbUN／～的な人？uguci一
せっく〔籔供〕　siQku　　　　　　Llkuci
せっこうせん〔接貢船〕　ceQkUNsiN
せった〔雪駄〕　kaasaba，　siCtta，→そらり
せったい〔接待〕　（敬語）　？utuimuci／～す
　るtuimUCUN
せっとくする〔説得する〕？ii？iri3UN
せっぱん〔折半〕haNbUNWaakii
せつびこ設備｝sunawai，一〉も5ける
せっぷく〔切腹］　siQpuku
ぜっぺき〔絶壁〕hucibaNtal→がけ
せつやく〔節約〕　？aganee，一〉けんやく／～
　する？aganeejuN，1〈ubameesjuN
せつわ〔説話〕？ihwariasi，→むかしばなし
せともの〔瀬戸物〕narimUN，　zoojaci，→
　やきもの／～市gibujamaci／～類nayi一
　　　　ア　塒UNCtOOgU
せなか〔背中〕　kusi，　kusinagani，　nagani，
　一〉せ／～の肉→？UCinaganii
ぜに〔蜘　ziN，（小児語）ziinUU，→かね／
　～の雨zi・V？ami／～を捨てるよ5なこと
　ziN麟tigutu　　　　　　　「にぶくろ
ぜにいれ〔銭入れ］ziN？iri，→ぜにばこ，ぜ
ぜにきちがい〔銭気違い〕　ziNzal〈u，→しゅ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しせんどぜにさ．．し〔銭差し〕 ZINnaa
ぜにたむし〔銭田虫〕　gucahwa
ぜになわ〔四捨〕ziNnaa
ぜにぱこ〔銭箱〕　ziNbaku
ぜにぶくろ〔銭袋〕
せぬい〔背縫い〕？A・II・■zi
せのび｛；背仲び〕　hW圭S謳ねkaa
ぜひ〔是非〕　　　　　　　」　’
　らず，
　ものzihw沁ee凱UN
せぼね£背骨｝
せまい〔狭い〕
　．v
ziNbukuru，→ぜにいれ
　　ziihuzi， zihw1，　zエQpi，→かな
しいて，ぜんあく，たって／．～ない
　　　　　　kusibunl，　naganibuni
　　　　　　？ibasaN，　sibasaN，　一Ywaa／
所？ibadukuru，？ibai，？ibai5ukuru
せまくるしい〔狭苦しい〕　？ibεしsaN，一〉せま
　L　i／　”v　8　sk　’？ibaj　aasiicee
せみ〔蝉〕　／鳴かない～giigaa／鳴く～？a－
　bijaa／～の一種？asasaa，賑aabikacika－
　ell，　saNsanaa，　sllmllgwaa，　zllwazllwa，
せむし〔魑イ婁］　kooguu．　　　　　Lzl．izaa
せめあい〔攻め合い〕simiee
せめころす〔攻め殺す〕　simikurusjUN
せめよせる〔攻め寄せる〕　simijUSijUN
せめる〔攻める］　simijUN／せめおとす→か
　んらくさせる
せめる〔責める〕　simijUN，・→siNda，　とが
　める／せめとがめることnucihwici
せる　一〉させる
せわ〔世話〕　mi圭kaNgee，　muCinasi，　siNzi－
　gi，→しゅ5せん／～がやけない→hwiQ一一
　tiN　neeN／～する1〈a）L・geejuN，　miik＆N－
　geejuN，，waNSiajUN／～になる→lwaN－
　dajuN
せわしい
せん〔千〕
せん〔線〕
せん〔栓〕
せん〔詮〕
ぜん〔膳〕
　に往くことhWiza19uN／～の一一種
　kuziN，　’jasjukuziN／　pt“i　一vmaru？uzin
ぜんあく〔善悪〕zihwi，　ziQpi，→ぜひ，よ
せんい〔繊維〕　kazi　　　　　．．．　ししあし
せんいん〔船員〕　hunanui，？umi？aQcaa，
　→hunatog，すいふ
ぜんいん〔全員〕suujoo，→みんな
ぜ．んかい〔全快〕　hwijuU，　kweeci，　muru－
　nooi，→かいふく／～祝い　kweeci？U－
　wee，1〈Sveeci？ujuwee／～するnXciTijuN．
せんがん〔千貫〕（銭）　siNgW＆N　L一〉なおる
せんぎょう〔賎業〕　，janawa多a
ぜんきん〔前金〕　狐eeziNジ→まえばらい
せんく〔先駆〕　s乱cibaち→せんどう
せんくち〔先口〕　saciguci
cimu？icunasaN，→忙しい
SiN
sizi，→すじ
hwigei，　zoo
siN，一〉かい
？uziN，　ziN／～に飯と汁とを逆
　　　　 iguN／　一vO－pt　’jasi一
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せん
せんげつ〔先月〕　kutagici
ぜんげつ〔葡月〕meenugiei
ぜんここ前後〕　？atusaci，→sirilguCi，　sirU－
　kuei／～左右sii’aakuSjaa，　sirukuci－
　maakuci
せんこう〔線香ユ　koo，？ukoo，（敬語）mju一一
　ukoo，　nj’uukoo，　一＞njuxikusizii　nuul｛oo－
　91izi／～の一一種hutuci？ukoO，？Umug三2i一
　？ukoO／～をあげる炉？Ukooru
せんこう〔先行〕　saci訟ei，→さきがけ／～
　するsadajUN
せんこつ〔洗骨〕　siNku隻i
せんさい〔先妻〕　hurutuzi，　sacidumi，　sa一
ぜんさい〔欝妻］→せんさい　　　　Lcituzi
せんさくする〔．識索する〕　？aエlagtljXIN／詮
　籍し過ぎる？anaguiZttusaN
せんじかす〔煎じ淳3　siNzika題
せんじぐすサ〔煎じ薬3　siNjaku，　sj　±y　zigU－
　sul，　slzllgusul，　slzll’lgusul
せんしじだい〔先史時代〕　kamiguaee・？u一一
　huNkasi
せんじじる〔煎じ汁〕　siNziziyu，　siNzi
せんじつ〔先E〕　→このあいだ
ぜんじつ〔前購〕ineeliwi
せんしφ〔選乎3　？鋤abi類N捌
せんじゅかんのん〔千手観音〕　siN七ikwaN一
　弧UN
せんじる〔煎じる〕　siNzijUN，　sizijUN／煎
　じたものsiNzimUN／煎じ：つめる　siziiT
　hwivasjuixT
せんしん〔専心〕　→cukata，ぼっとうする
せんす〔扇子〕→おうぎ
せんすい〔潜水］　畷mi
ぜんせ〔前担：〕　sacinujutt
せんせい〔先生〕　sisjoO，（敬語）？usisjOO
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
ぜんぜん〔全然〕一〉まったく　　　　　　’
ぜんぜんじつ〔前罪欝〕　，UQtii，→おとと拝
せんぞ〔先祖〕gwaNSu，　muutu，　siN7yU，
？ujahuzi，　？Bjahwaahuzi，　一＞taeil〈uei，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　？u七acikuci／　～の霊→hutuk：i
せんそう〔戦争〕？ikusa，→かっせん，せん
　らん，たたかい／～ごっこ？ikusagwaa§ee
ぜんそう〔前奏〕
ぜんそく〔喘息〕
　C爲a
ぜんたい〔全体〕
せんたく〔洗濯〕
→？uta黛隻UC宝
hwimici／～やみhwi凱i一
　した植物？areeziN／～する
　～する時の替えの着物？araigee
　geei／～物？εしreemuN
せんたん〔先端〕　hana，→さき
せんたん〔尖端〕　tugai，→さき
ぜん右〔全治｝一〉ぜんかい
せん＄やくじゅん〔先着順〕　sacis沁ee
せんちょう〔船長〕　s支N諏u
ぜん＄ようこ前兆〕　？ayabi，　si｝rasi，　s捻usi，
　一〉きざし／～となる音munu？utu
せんて〔先手〕　sacidli／～を打つ一＞sacidii
せんどう〔船頭〕→siNduu
せんどう〔先導〕
せんにん〔仙人〕
　ee　．
ぜんにん〔善人｝
せん撫ん〔先年〕
せんねん〔専念］
せんばいたち
せんばつ〔洗髪〕
せんぷ〔先夫］
ぜんぶ〔全部〕
職az楓，一〉ぜんぶ
？ayeesikuei，　siNtaku／　一v
　　　　　　　　？ayajuN／
　　　　　　　　　，　？ascee一
sacidaci，→さきばらい
siNniN，　一＞siNniNtaNm一
’iiQeu
saelausl
→cuka七a
　　　　　　　　〔課外たち〕　寧i尊akata
　　　　　　　　　ri？usimasi　　　　　　　　　　－　　t　j
　　　　　　　　saelugu
　　　　　　　　maNtakii，　maQtakli，　mu－
　ru，→いっさい，ぜんたい，のこらず
せんぷう〔旋風〕　kazimaci，→たつまき
せんべい〔煎．餅〕siNbii
せんべつ〔饅別siNbigi
せんぽうばらい〔先方払い〕　1nuko◎baree
せんめん〔洗面3　／～照のたらいCiiuzida－
　ree
ぜんめん〔前面〕　meegira
せんらん〔戦乱〕　／～の世？ikusajUu
ぜん乳い〔前例3　tamisi
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?そ
ぞ（助詞）　doO，一du，　一一〉・’5UN，一salni，　sarauai
そいつ？un：ihjaa，？unuhjaa
そう〔総〕　suu一
そう．〔艘〕　一suu
そ1う　？aN／～いうこと　？aN七1kutu／～カ、
　→？Nzi／～さ→？a＄i，？asihjaa，？asi（～sa／
　～したら→？aNsjUN／～して？aNsi／～
　～する？aNsjUN／～で．あっても？anara－
　waN，　？anel’awaN
冒そう　一gata，一gataa／～だ一9isaN
そう〔沿う〕suujUN　l
そう〔添う〕sujUN
そうあい〔相愛〕？eenugumi
そうい〔相違〕　sooi，→さい
そうし・〔総意〕suukaNgee
そうおう〔纏応〕soouu，→ふさわしい／～
ぞうか£造花〕　¢ukuibana　　しの．noo’caru
そうがく〔総額〕Suudal〈a，→こうけい
そうかつ〔総括〕　suukuku三
ぞうきん〔雑巾〕susui／～がけsusuikaci
そうけ〔宗家〕一〉ほんけ　　　　　rてん
そうけい〔早計〕hajamaiLgu七u，一〉はやがっ
そうけだっ〔．総毛立っ）．tuihukug無aeUN，
　一｝ぞっとする　　　　　　　　　　「い
そうけっさん〔総曳網suuzhni，→こうけ
そうけん〔壮健〕gaNZUU，（敬語）？ugaN－
　z叫→げんき，たっしゃ．
そうこ〔倉屑琴〕　→tUNdoojaa，　くら／～の名
　？u遊unug烈課ku
そうこう〔霜降〕
そうこう〔綜統〕
そうごん〔早婚〕
ぞうさく〔造作〕
そうざんこ早産〕
そうじ〔掃除〕
si捻ユuku三aru
hjaa，　hjaadal〈i
hweeniibiei，　hweeriQsits’
多oosakU
gicibusuku
　　　　　　　　li　oocikaci，　S◎ozi／～する→
hooci／～の見回りSOGzimaai
そうしき〔解式〕　dabi，　soos1ci，　→ほ5じ／
　んに用いる幕の名塒ici㎜＆ku／～の時の
　世話役kaNziN／盛大なお～eura？uぬbi
そうじめ〔総締め〕　suuzimi「もうしあげる
そうじょ参する〔奏上する〕　→ごんじょう，
そうしょく〔装飾〕　guk：uika多ai，→かざり
ぞうすいこ雑炊〕
　→おじや
そうそう〔早早〕
そうそう〔葬送〕
そうぞくにん〔相続人〕
そうそふ．k曾祖父〕
　sjumee／～の兄（～の姉の夫）？uhu？uhU一
　？usjumee
そうそぼ〔曾祖母〕？uhuhaamee，　？uhq？N一一
　mee／～の兄の妻（～の姉）？uhu？uhu？N一
そうそん〔曾孫3→ひまご　　　　　Lmee
そうだおれ〔総、｛到れ〕　suudoori
そうだ力畷総高〕　S観udak：a，→こうけい
そうだん〔相談〕　daNgoo，　n凱猟soodaN，
　sooCtaN，　ziNMi，→きょうぎ，したそうだ
　ん／f・する？ii？aasjUN
そう当〔装澱〕　sikaki　　　　　　謄UN
ぞうちくする〔増築する〕　gukuihwiyumレ
ぞうちょうこ増長〕boo？agai，　mee？agai，
　meegai／～する？amee3”　L｝　N，　gieagaj　tlN，
　mee？agajuN，　meegajuN，→おごる，た
　かぶる，つけあがる
そうとう〔相当3．，jukai，　sootoO，一bicee，→
　一gaai／～するhwicajUAT，→あたる／～
　の，j宣ka三／～の量，jukai？U（≧sa
そうどう薮騒動｝　sooiOO，一→おおさわぎ，さ
ぞうとう〔贈答〕t＝uikee　　　　しわぎ
そうどういん〔総動貴3　suu？wiid
そうねん〔9±t］．，ja；gumii／　～の者たち
’jahwara7．uu＄ii，　4uusii，
　　　　　　　　　　r－Nnaara
l〈atakuzira，　soosoo，　一〉
？uukui　　　　「とつぎ
　　　　SOO多ukUniN，　→あ
　？uhutaNmee，　？uhu？u一
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．そう
　，jal〈umiitaa，　＄iigεし1〈ata
そうば〔相揚〕「sooba
ぞうひびょう〔象皮病〕　？uhubisjaa，→フィ
ぞうふ〔臓謄〕→ぞうもつ．　　　Lラリや
そうほう〔双方〕　soohOO，→りょうほう
そうほんけ麺総本i家〕　？uhun拠就u
そうむ〔総務〕　Suugamii，　suukaNgee
そうめい〔聡明〕　mlmigani，　suumii／～で
　あるs300raas3aN，一〉かしこい
そうめん　SOOMiN／～の油いためsoomi－
　NPUQturuu／～の一・Pt　musubizoomiN
ぞうもつ〔臓物〕　’watamiimuN，7yoohU，
　→な．いぞう，はらわた
ぞうり〔草履〕　saba，（敬語）mjuu怨τee，
　nLILI4al’ee，？L14al’ee，→せった／～のはき
　くずして伸びたものnazinatasaba
ぞうりとり〔草履取舅sabatUi，？u顕τee一
そうりょ〔僧侶〕　→coorOo，おしょう　Ltui
そえもの〔添え物〕　？waa？uci
そえる〔添える〕　siijUN，？wii？UCzlN
そえん〔疎遠〕→ぶさた／～にする．hwida
七ijUN／～になろhwidatajUN，→kidu
そぐ哨Uぐ〕hivizuN，→こそげる
ぞく〔俗〕　7vukLl
そくい〔続飯〕suqkwii
そくざ〔即座〕　→すぐ
そくようこ俗謡］ha？uta，　hwa？uta
そげる〔削げる〕　，jubiCuN，　sugijUN
そこ〔其処3　？Nma／～ここ？NIMakullaa
そこ〔底］　suku
そこい〔底意〕sicagukuru，一一〉ないしん
そこつ〔粗忽〕　sukugi，？UCooh）o／～であ
　る　sal／nacicasaN／～者　cakuc．a　1《uu，　ca－
Qkujaa，　sieasjoonug’aa，　sjoonug’aa，
　？uhusj’oo，　？uhusjoomuN，　？ukaQtt｝u，
　？uQkaa
そこなう〔損う〕　→そんじる
そこ漁け〔底抜け〕　／～のざる　gibihu91－
　baaki
そこひ〔底繋3　sukuhwi
そこびえ〔底冷え〕→turihwizui
そしつ〔素質〕takibUN，一→うまれつき，ほ
そして→？aNsjUN　　　　　しんしょ5
そしゃくするこ当職する〕一〉かむ
そしょう〔．訴訟〕hwiruu，　kuuzi，纐illwi－
　yLlu，　？uo．tai
そしる　sus孟ju篤→け．なす／～ことsusiri，
そぜい〔穏税〕　→ぜい
そせいひん〔粗製晶〕　sjoobee
そせき〔礎石〕？isizi
そせん〔祖先］　→せんそ
そそぐ〔注ぐ∋　→つぐ
そそっかしい　一〉そこつ
そそのかす〔唆かす〕
そだち〔育ち｝　sudaci，
LSUSjuu
　　　　　　　　　　　　tanukasjuN
　　　　　　　 　　　　　　SuZOO，→せいちょ
　う，はついく／～の早い子供，jUU？akiwa－
　rabl　　　　　　　　　　　　　　「ちょう
そだっ〔育つ〕cuujuN，　sudaCUN，→せい
そだておや〔育て翻　su　”aati？uja→やしな
　いおや
そだてかた〔育てかた〕　sudatiniici
そだてる〔育てる〕　sudatijuN，一〉あいいく，
　さいばい／育て上げる？svaasjUN
そ右や〔総茶〕、→？arabaacaa
そっくり　maNtakii，　maQtaci，　ma（沸ak慧，
　→瓢ζL．らりふたつ，その，まるで
そっち　？Nma／～の方？Nmamuもi
そっとStl：’UitU，　surUQもu
そっとう〔卒倒〕　bucikUN／～する→？aN－
　masjaN，　bucigee
ぞっとする　bm・iglidaCuN，？NbiijuN，→
　kusihwizurusaN，そうけだつ／～こと
　buriglidaci，　titiNdii
そっぽ〔反1塞1〕　haa？ucagee
そっぽ〔そっぽ〕一〉よそ／～を向くことgi一
そで£孝歯〕　　sudi　　　　　　　　　　　　・　　　Lrabui
そでがき〔袖垣〕　sORgaei，　SUNgaci
そでつ〔蘇鉄〕　SUもigi，．suuti｛．gi／～の芯
　suatlieibul〈ui
そでのした〔袖の下〕　sicadii
そと〔外3　huka／～を遊び回ることhukar
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　通aaruu
そとうみ〔外海〕　？uutu，→たいかい
そなえ〔備え〕　Smlawa宝，→じゅんび
そなわる〔備わる〕　SLmawajUN
そねみ薮嫉み］　→ねたみ
その　？unu／～足で，短uhwisja／～上→
　さらに／～うちに一〉？aNsjUN／～大きさ
　？uhwi，？LIQpi，？UQpinaa／～大きさの
　？UQpeeru／～大きさのもの？UQpeeruu／
　～かた？Nma／～くらい？aNceeN，？aN－
　teeN，？unusjaku，→それ／～ころ？unu－
　kuyu／～高さ？udaki／～近さ？ugaeika－
　sa／～遠さ？ugatoo／　～暗…？unu七uci，
　？UNnii／　～歳　？unuca，？unujuea／　～長
　　さ？unagiノ～揚（～場合）？unubaaノ～人
　？unuQcu／～辺？Nmarikaa，？unuhwiN，
　？urika＆／～まま？unumama／、～野郎
　？unihjaa，？unuhjaa／～ような？anee－
　r．u，　？aneru，　？aNneeru，　？aNneetaru，
　？unugutooru，　？uNgutooru，　？uNna，
　？UNneeru，一〉？amujoo，そんな／～よう
　　なもの？unugutooruu／～ように？UN－
　gutu，　一〉？unujoo
そのひぐらし〔その日暮らし〕　／～の者1110－
　　ol〈itikanaa　　　「？usuba，→かたわら
そばこ傍〕hata，　mutu，　nii，　suba，（敬語）
そば〔蕎麦〕　suba
そばえる　→ふざける
そばかす［雀斑3hweenukusuu
そばづかえ〔棚仕え〕→こまづかい
そふ〔祖父〕　七aNmee，？usjumee，’wikiga－
　　hwaahuzi，7→？uhuzuNzaNsiimee／～の
　　兄（～の姉の夫）？uhuもaNmee，？uhu？u一
そふぼ〔祖父母〕hwaahuzi　　しsjumee
そぶり〔素振り〕　na4ikl，一n錫ik量i
そ【護祖母〕haamee，？Nmee，’winagu－
　　hwaahuzi，→paapaa，おばあさん／～の
　　兄の妻（～の姉）？uhuhaamee，？u｝lu？N一一
　　mee
そぼう〔粗暴］　？araci，→あらっぽい
そまつ〔粗末〕　／～にするさまSUSOON，　SU－
　sooNkarooN，　一Fkeerasikurubasi
そまる麺染まる〕　s£nUN　　　　「瓢UCUN
そむく［背く〕　rr｝udUCUN，　mudujuN，　su一一
そめかえし〔染め返し〕　sumi1（eesii
そめかえす〔．染め返す〕　sumiikeesjuN，　su－
　mikeesjUN　　　fめ替え？riunoosi
そめかえる躁め替える〕sumikeejUN／染
そめかた〔染め方〕　sumiikata
そめなおし〔染め直し〕　？irunooSi
そめもの〔染め物ユ　sumiMUN
そめものや〔染め物屡〕　sumija，　sumimuN－
　jaa，→こうや，あいぞめ
そめる〔染める〕　SUMijUN，→hweesjUN，
　tuO．eijuN
そやつ　→そいっ
そよかぜ〔そよ風〕　？usukazi
そよぐ　→SUZU’N
そら〔空｝　sura，　tiN，→なかそら
そらす〔逸らす］　’juktisjuN，　sisikaasjuN
そらだのみ〔空頼み〕　，Nnatarugaki
そ．らまめ〔蚕豆〕toqmaami
そりかえる£そり返る〕　surikeejuN
そるξ剃る〕　sujUN
そ劇（感動）　七〇〇，toohjaa，　tooQsa，？une，
　？ur圭，？uriQsa／～それtootoo，？uri？uri／
　　～見ろsita烈
それ　？Ui’i／～から？aNsi，？urik鍵a，→
　　？aNsjUNノ～くらい（～だけ）？uhwi，？u－
　　nusjaku，　？uQpi，　？uQsa，　？uridal〈i／　・v
　　くらいの（～だけの）？UQpeeru／～くらい
　　のもの？UQpeeruu／～だから→？aNsju－
　　N／～っばかり（～っぼっち）？aNceeN，
　　？aNceeNgwaa，　？aNteeN，　？uhwigwaa，
　　？unuhu7．anee，　？unusjal〈ugwaa，　？uQpi－
　　gwaa／～でも（～なのに，～なら）一〉？aN，
　　？aNsjUN，　saraba／～ほど？aNsi，？aNS－
　　juka，　naNzu，　sahudu，？uridaki／～ほ
　　どまで？aNsju1〈awaaki
それぞれ　→おもいおもい，おのおの，かく
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　じんかくよ㍉ひとり，べつべつ，めいめt・
そ．れら　／～の者？UQねa
それる〔逸れる〕／　～こと　，jul〈ubai
そろいこ揃い］／　～の物guutumiitu
そろう〔揃5〕　naRUN，　suri麟翼／繕って
　su鍛雛／議っ．ていることsu通律u蠣i
そろえる〔揃える］　suraasjuN
ぞろぞろ　7yOOI’UZOOYU
そろばん〔算盤3　su捻ubaN，　surubaN
そわそわ　saNsaN，　taQtUihwiQtui，　tUQ－
　soohaQsoo
そん〔損〕　SUN／～をする　？磁uki3u葛一〉
　｝《abu3UN，｝〈aNZUN／～をすること　SUN一
そんがい〔損害〕　kiga，→けっそんLkab慮
そんじる〔損じる］　SUNzijUN，　sukunajuN
そんだい〔蓉大〕　→おうへい，もったいぶ
　る／～にかまえることduutakabi
そんちょう〔村長〕　→瓢azhEcoo
そんとく〔損得〕　SUNtuku
そんな　？aユlel’u，　？aneeru，　？aN温e6ru，
？aNneetayu，　？unugutoo｝：u，　？uNgntoo－
　1・u，？UN籠ε㍉〔～UNneeru／～こと→r～aN一．
　sit寂kU乞U／　～に？aNSi，？UNguta／～に
　大きく？UQpinaa／～に高く？uゴaki／～
　にたくさん？u鰍k員，？usakiinaa／～に
　近く ？u竃ac撫asa／～に遠く？ugatoo／
　～に畏い闘？UNnagee／～に長く？una－
　gi／～もの？llnugLltOol’11Ll
ぞんぶん〔存分〕　z玉ibUN，→おもいどおり
そんみんたいかい〔村民大会〕　mul’a7」urii
そんゆうぶつ〔税有物〕　mur＆gu凱u¢i
?
た〔濁taa，一一＞taabUQkwa／～の草taa－
　gusa／～の準備t・aagusiree／～を数える
　時の接尾辞一masi／～を爆として便うこと
　taadoosi／～を畑にして作ったさつまいも
だ　’jaN，一〉である，ですLtaaStoosl？Nmu
たい〔鯛〕／　～の～種，junabartmaazikUN，
　mazikuN，　siruE2iju，　tainaN
たい〔胎〕tee
たい　一｝）usjaN，→一na
だい〔代〕　dee／　～を経た猫　aleehw圭rima一一
　jaa／～を経た者deehwirimu・N
だい〔At口〕dee
だい〔題1］　dee
だいいち〔第一一］dee？ici，→まず
だいか〔代価〕dee，　deeni，　deeka，　siru，→
　ねだん／～の高い物deeね1凱鞠deedaka－
　111UN
たいかい〔大海〕？uutu，？uhu？Uitli，噛kい
　rusju？oosju，かいよう
たいがい〔大概〕　→たいてい
だし、かく〔体露各〕　kεしra，　karata，　takihudu，
　→からだ　　　　　rniN卿，？uhUZinee
だいかぞく〔大家族〕？uhucinee，？uhu担距
たいかん〔大窟〕teekw3N
だいかん〔大寒3　deekaN
たいきk〔大金〕m叙UGiziN，？uhuziN
だいきん屯つ〔大禁物〕deeeiree
だいく〔大工〕　＄eel〈u，’ja賜eeku，　kii4ee－
　kU／～遵具學eekujOOgU／～の頭渠l　de一一
　eku／へたな～taabaa4eeku　　　rci
たいくつ〔退屈〕／　～がること？uhucikwii
たいけつ附決〕→hwice曙Uも測～させる
hwicaasj’uN，　hwiQeaasjuN
たいげんそうご〔大藩壮講　？U！aumunu？ii
　→いいたいほうだい，おおげさ
だいこ〔太鼓〕　teeku，→paaraNkuu
たいこく〔大闘teekbku
だいこん〔大根〕　deel｛upi，？uhuni，？uuni／
　～おろしdeekunisirigeirii／～の根元→
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たい
　deekunigaNsaa，　g’aNsaa／～の葉？u－
　hunibaa　rseeだいこんざつ〔大混雑〕　→？uugleekuruba一
たいざい£滞在〕　’juu並，　tee71ee，→とうり
　　ゅ5／～させる，ju5umijUN
．だいさんざい〔大散財〕ziN？ami
だいさんちく（植物名）　maataku
たいじ〔胎児〕　一〉たい
だいじ［大病　→おおごと，たいせつ／～で
　　ある？atat”asjaN！～がる→？atarasja－
　N／～なもの？atarasimuN，　sjoomUN／
　　～｝こ濯、う　　一〉？usurijuN／　～裳二思、らJb　？UST
　UI”i／～にする→毎NkijUN／～にするこ
　　とnlunu？atarasja
たいした〔大した｝　deeNna，一〉すぐれる，
　すごい，たいへん，たくさん，ひどい，も
　　のすごい／～ことはない→teegee．
たいして〔大して］naNzu，→そオx（それぼ
だいしょ〔大暑〕　？UU？agisa　　　　　しど）
たし・しょう〔大将〕　teesjoo，｝〉かしら
たいしょ．〈［大食〕　一〉おおぐい
だいず〔大豆3　maami，　toohuunaami，？u－
　hu多izaa／～を水にひたしひいて布でこし
　　た二七〇〇hunUgUU
だいずあぶ5［大愚油〕sirasibui
たいせつ〔大切〕
たいぜっ〔大雪〕
たいそう〔大層〕
　へん
だいたい［大体］
．teesici，一〉だいじ／～な→
？uujuei　LkaNnuu
daNdaN，？i（≧pee，→たい
？ara？ara，　’iik’uru，　tee一
　gee，→おおかた，たいてい／～の考えsu耳一一
　k乱Ngee　「Nkunibu／～いろ一〉かばいう
だいだい〔鐙〕　δee艶e，．iteeieekuni，bu，？i’H
だいだい〔代代〕deeiee
だいたんな£大胆な〕／　～者？izaa
だいちsうこ大腸〕？uhuwata
たいてい〔大抵〕　’1ikuru，　teegee，　tee七ii，
　？uukata，→だいたい
たいど〔態度〕s鶏a11爲
たいとう〔対“等〕　taNkaanaa
だいとうじま〔大東島〕？uhu？agal’izima
たいどく〔胎毒〕　teeduku
だいどころ〔台所〕deezU，＄ikubuu，　simu，
　sukubuu，？US抽UもuU／～仕事4）OSici／
　～女中4sosicaa／～の小躍tUN9評a／～
　の土間91il〈ubuu／～働きsimub．ataraei
だいなし〔台無し〕／　～にする弘viikUNS3U一
たいはく〔太白〕（白砂糖）　teehwaku
たいばん〔胎盤〕　？i3a
たいひ〔堆肥〕kazigwee
たいびょう〔大病〕→じゅらぴょ5
だいぶ〔大分｝
　そうと5
たいふう〔台風〕teehuu，？uukazi
たいへいよう〔太平洋〕
たいへん〔大変〕
　る，たいした，たくさん，
　dee轍駄，　kuuwee／～
LN
’juhu　in．，　teebUN，→かなり，
　　　　　　　　　　　　　　→？agarinu？umi
　　　　　　　　　　deezi，→おおいに，すぐれ
　　　　　　　　　　　　　　　　ひどい／～な
　　　　　　　 　　　　　なことeiweekU七U，
　cuweek就U，？icikUUweekutu／んなもの・
　Clwee孤UN，　cuweemUN
だいべん〔大便〕　kusu，？ura，（小児語）？準
　nap→じ1んぶん．／～をする「→majuN
たいほ〔退歩〕　？atumudui
たいほう〔大砲〕．kjaa，？k　ibjaa
だいほうえ〔大法会〕　？ubueizi，？uhu？u－
sjuul｛O「0，→ほうじ　　　　納ぼく
たいぼく〔大木3　teebuku，？uhugli，㎜〉きょ
たいまつ〔松明〕tee，　tubusi／～の火tee・ny・
　bii／～を振る者一teehujaa
　　　　　　　　　　　　したいまん［；怠、慢〕　→なまける
だいみょう〔大名〕→？aNzi，？azi，　deem．i　oo，
タイム　凱滋　　　　　　　　　L？udUN
たいも〔田芋〕→taa？Nmu，さといも／～の
　づ蔵㌔・き　muzi，　taamuzi
たいやく〔大役〕　teejaku
たいよう〔太購〕　→ひ
たいよう瓶き〔太陽暦〕　’jamatug’ujLlllli
たいら〔平〕too，一〉ひらたい，ぺしゃん
　こ．／～であるhwirasaN／～なものhwi－
　raa／～にhwir親teeN／～にするhwi－
xakasjuN，　hwiramijuN，七〇〇mijUN／～
　になるhi“virakijuN
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だい
だいり〔代理〕deeri，一〉かわり
たいりき〔大力〕　teecika，　teezikara，一〉ち
たいわん〔台湾3　taiwaN　　　　しからもち
たいわルはげ〔台湾禿げ〕taiwaNbo・，もai－
　waNboozi
たえはてる〔絶え果てる〕　teehatijuN
たえまなく〔絶え澗なく〕　mHsa霧lee　nee－
　r歌N，一〉いつ，　しじ1ゆう
たえる〔絶える〕
たえる〔耐える〕
　らえる，こんき，
　　　　　　　　　　teejUN，→たえはてる
　　　　　　　　　　ni7yijuN，　sinubuN，　一一＞a
　　　　　　　　　　しのぶ／～力搬zidee，
　teecikara，　teezikara／耐えかねること
　ni参ikaNもii／耐えられない錘zira■aN
たおしあい〔倒し食いユ　kurubagee，　toosee
たおす〔倒す〕　toosjUN
タオル？uraNdatiisaazi
たおれる〔倒れる〕toori3UN／倒れたり転
　んだり一〉七〇〇rikurubiノ倒れようとするさ
　g　toorirajaihwaa
たか〔高］／　～の知れたやつむakinamUN
たか〔鷹〕　taka／金色の呂の～ciNm圭i，　ci－
　Nmiidaka／～が輪を作って飛ぶことta－
　kanukurumaci／～の一種？azitaka，　ka一
　祭1多eelllll
たが［鐘〕？ubi，→da匝？ubi／～がゆるむ
　saraNdijuN，　saruNdijuN／　～に用V・る
だが　→けれども　　　　　L竹？ubidaki
たカ、し、〔高し、〕　　tal〈asaN／　｛露カミ～　　niida」ka－
　saN／値：が～ものdeedakaa，　deedaka－
　muN／～太takagii／～ところtakaha－
　na，→？agai／～山tal〈agaN／高く上がる
　ことtaka？agai／高く売ることtaka？ui／
　高く買うことtakagooi／高く顔をあげて
　いることtaka？ucagi
たがい〔互｝tagee，（敬語）？utag’ee／～に
　→tagee／～にくい違うことtageecigee／
　～に敬語を使う話し方　，inu？uuhuu，　ta－
　geeni？uuhuu／～に敬語を使わない話し方
　tageeni？iihii
たがう〔違5］　tagajUN，一→ちがう
たがえるこ違える〕　七ag’ajUN
たかさ．くらべ〔高さ比べ］　㌻akasaagaa
たかしおこ高潮〕sigarinami
たかだか〔葛高］→せいぜい
たかね隔年〕→saNsooba，　taka？uQcaki
たかばた〔高機〕　takahata
たかぶる〔高ぶ：る〕　takabijuN，？ugujuN，
　→おごる，ぞ弓ちょう／～ことduutaka一
　｝）三／高ぶっているciidakasaN／高ぶった
　者ciidakamUN，→こうまんもの
たかまど〔高窓〕　tal〈abasiru
た．かまる〔高まる〕．mucagajUN
たがやす〔耕す〕keesjuN，．kunasjuN，　ta－
　geesjUN，？ucil～ukusjUN，？ucu翼，→こ
たから〔宝］　taka「ε≒　　　　　　Lうさく
だから　→？aN，？aNsjUN
たからじま〔宝島3（島の名）takarazima
たからがい〔宝貝〕．．moomoogwaa
たかるmaeaasjuN，　takarijuN，→あっま
たかわらい〔高笑い〕　takawaree　　　しる
たき〔滝〕　㌻aci
たきSS・ﾆし〔焚落し〕　？uci盛
たきぎ〔＃］　taeizi，　tamUN／　割った～
　・w我琢akaa／～の灰karahwee／　まだ桔
　れていない～？oodamUN
たきぎうりこi塞ぎ売り〕　tamUN？ujaa
たきぎとり〔薪ぎ取り｝．tac玉z笠ui，£amUN一
　童⊃ujaa　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rlエ亭ii，　4UUSii
たきこみごはんこ炊き込み御飯〕　kuhwagu一
だきこむ〔抱き込む3　da，eikunUN　　　「ci
だきしめる〔抱きしめる1／　～ことmaNda一
たきつけ〔焚き付け〕hwiiteeglki3aa，→？＆
　1〈asi，　tubusi
たきつける〔焚き付ける〕teegil〈ijUN
たきょう〔他郷〕taeoo，　takuku／～で死ぬ
　　ことsjuul〈aawatai
たぎる〔磨る〕　tazijUN，→わく
たく〔炊く〕　七aCUN
だく聰く〕daCUN／卵を～？usujUN
たくさん〔割出〕　maakuQsa，　maakusa，
　’Nzadi，　teebtiN，　teed－al〈a，　？uhoolcu，
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πたた
　？uhu？uhuutu，7．iNbai，7yUNbai，→いっ
　ぱい，うんと，かずかぎりない，ぎょうさ
　ん／～あるmaNdooN／～の馬buri？N－
　ma／～の兄弟姉妹？uhueoodee／～の星
　buribusi
たくせん〔託宜〕　cizi？uri，　mi題参r1
だくだく　→SOOSOO
たくましい〔逞しい］　／たくましくなる？a－
　riju飛／たくましく太ることkurugweei
たくらむ　七akunUN，→きょうぼう，わるだ
たぐる〔手操る〕tagujUN，→くる．　しくみ
たくわえる〔貯える〕　tabujUN，　takuwee－
　juN，　tamijuN
たけ〔竹］　daki／～の一種deeku，　deenij　o－
　o，　’jaNbaraa，　’jaNbaraadaki，　’jaNba－
　rudaki．，　1｛aratal〈i，　kusaNdaki，　kwa－
　Nnul　eiku，　maatal〈u，　’Nzadaki！Nzata－
　ki，→［laki／～の囲いdaki＄akui／～の皮
　dakinul〈aa／～の皮のぞうりdakinukaa－
　saba／～のかんざしdakiziihwaa／～の
　釘d訊kikuzi／～のたがdaki？ubi／～の
　っぽdakiNgiibuu／～の幹の中空の部分
　dakinuzii／～の床dakijuka
たけ〔丈〕　taki，→しんちょう，せ．い
たけ〔岳〕　tak圭，一〉やま
だけ→一gana，　一teeN，？UQsa
たけい馳系］tacii／tyの者が相続．するこ
　と七aeiimazikui
7こげい〔多芸〕／～の人zii．nuumuei
プこ：1ナ．う　ま〔竹、辱葛〕　　　kiil）isjaしεし
：たけ’がき〔竹垣〕　dak圭gaci，　dakigaku三
‘たけづっ〔竹筒〕　dakiNgiibuu
．たけとんfま〔竹とんぼ〕　hwaahwaa
llたけな：わ　baNzi
・たけのこ〔萄〕　dakinUQkwa／～の干した
　　ものS3UNS鍍
たけぶき〔竹葺き〕　dakibu¢量
．たけほ1うき〔竹箒〕　dakibooei
．たこ〔蜻〕　tal〈U　　　　　　　　　　　　「jUN
たこ〔勝腫〕　寧i圭？wii／～ができるsii？wii一一
たこ［凧〕　／～の一種buubuudaku，　maQ－
　tal〈uu，　maQtaraa／．～の調子をとるため
たこ己（桶の名）→おけ　　しのひも？ukugii
たこく〔他国〕　七akuku，→たきよ5
たこん〔他言〕　tagUN
たし〔足し〕tasi，→たしまえ
だし　dasi／～の入っていない汁→sabir
　ziru／～の入っていない料理→sabimUN
だしいれ〔出し入れ〕？Nzasi？iri
たしか〔確か〕ziNZUU／～なtasikas鶏→
　ziNzuusaN／～なこと→？i＃ee
たしかめる〔確かめる〕tasikamijUN，→み
　とどける
たしなみ　七asinami，→こζうがけ
だしぬけに　→とつぜん
だしまえ〔足し前〕tasinlee，→たし
だじゃく〔惰弱］　dazaku，一〉いくじなし
たしよう〔多少〕？ikirasa？uhusa　rわえる
たす〔足す〕　tareejuN，？usjaasjuN，7＞く
だす〔出す〕？NzasjUN，　neejUN，→？ee－
　sjuN　rruuたすうけつ〔多数決〕　？uhusanikataziki一
たすけこ助け〕　tasil〈i，（敬語）？utagiki，，→・
　hWicaasi，　hwieawasi，　hwici，　kasii，え
　んじょ，かせい，すくい
だすけあげる〔助け上げる〕hwicagijUN
たすける〔助ける〕　tagikijuN，？ujagijUN
一〉す．くう／助け合うさ＝まcuisiizii／助．け
　てくれ→？akisa．mijoo
たずねる〔尋ねる〕　taNnijUN，　ta4inijUN，．
　ta7．unijuN，　一｝kameejuN，　tumeejuN，
　とう，ほ5もんする／尋ね：求める？adati－
　jUN／尋ね尋ねtumeeidumeei
たせい〔他姓〕　一〉たけい
たそ出れどき〔たそがれ時〕　？akOOkuroO
たそん〔他村〕tasima　　「？ieaNdam辱N
ただ　？icaNda，　MuciN，　tada／～．のもの
たたかい〔戦い）　＝→せんそう
たたかう〔戦．う］　？oojUN，　tatakajUN，一〉
　あらそう／戦わせる？aasjUN
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たたきこむ〔叩き込む〕　もataciNCUN
たたきつち〔叩き土〕　saNtOO
たたく〔即く〕　ta七aCUNp→うつ，なぐる，
　ひっぱたく
たたしい〔正しい〕　→？aciraka，　xnaQ七〇gba
ただす〔正す・糺す〕　tadasjUN
肉だちに　→す．．ぐ　　　　　　　　　　．
ただばたらき［ただ働き）　？icaNdabuukUu
．たたみ〔畳〕　むataN
たたみや［畳屋〕　tataNjaa，　tataN4eeku
たたむ．〔畳む〕　t3kubUN
たたり〔崇り〕　？arabi，　tatari　　懸iNdi
ただれ〔燭れ〕　tadari／　表皮の　～？waabi一
ただれめ〔溜れ鴎　miihagi／～にがかった
　者m員hagaa，．囁miihagi圭
ただれる〔燭れる〕　siNdijttN，　tadarijuN，
　taQl〈wijUN，一＞hag呈j覗Nノ表皮の～こと
　？waabisiNdi　Frakamazira　　　　　’
だだをこねる　→わがまま／～こと？Nnazi一
た＄〔太刀〕　七aci，→かたな
たち〔達〕一caa，　一t・aa
だち〔立ち〕　→一daci
たちあし、〔立合㌔、〕　　taciee
．たちいふるまい〔起居振舞〕　duumucinai，
　sllslgama
たちうお〔太刀魚〕．bas量kaa，　basikaa？1ju
た．ちがれ〔：立枯れ〕　tac呈gari
た＄き〔：立太3　七acigi
たちぎ．え〔立消え〕　→hwiihwiituu，girikoo
たちぎき〔立ち聞き〕七acizici　　　　「く
たちさる〔立去る］　nUCUN，・→さる，たちの
たちしごと〔立ち仕事〕　taeisil｛uei，　taci－
　wa多a
たちどおし〔：立ち通し〕　taeikUNPai
たちどころに〔立ちどころに〕→たちまち
た＄どまる〔立ち止まる〕’judunUN，’jusi－
　nUN／立ち止まらせる’画si撚i趣N
たちなおる〔立ち直る〕　lthNceejuN，
　ku．NkeejuN，　kuNnoojuN，　一＞kuNcees－
　　jUN，　kUNkeesjUN，もちなおす　　　「る
たちのく〔立ち退く］taeinueUN，→たちざ
たちば〔立揚〕tacihwa　r→たちはばかる．
た馴まだかる〔立ちはだかる〕　ha七akajUN，
たちばな〔橘］　kuganii，　kuganiil〈unibu，
siikwaasjaa　rjUN，→たちはばかる
たちはばかる．〔立ちはばかる〕．tacihabaka一一
たちまさる〔：立ち勝る〕　taeimasajUN，→ま
　さる　　　　　　　　　　rに，すぐ
たちま＄　cuucaN，　tacinama，　→きゆ5
たちむかう〔立ち向かう〕　taciNl〈aj姐N
たちよる〔立ち寄る〕　nubagajUN，　nusika－
　jUN，→tUNmaajuN，　tUNmigitjUN，
　tUNnubagajUN／～こと　（～さま）　taca－
　9εしinuhagai，→tacimaaimaai，　tUNma一．
　airnaai，　tUNmiguik：eemigui／立ち害ら．
　ない一→Rubagaikaagi
たちんぼう〔立ちん坊〕？atu？usii，　boosi一
たつ〔炭〕　tagi　　　　　　　　　Lcinaa
たつ〔立つ。建つ〕taCUN，一〉？UQtaCUNノ
　～こと（小児語）→たっちノ～か倒れるか
　tacitoori／立ちかねることtaeEkaNtii／
　立ったりすわったりtUNtaeikee七aciノ
　立って守りをすることtacimui
たつ〔裁つ］　tasjUN
たつ〔経つ〕　taCUN，→へる
だっきゅう〔脱Eヨ〕　ciiclgeei／～するciici一
　　　　　geeJUN
たっし〔達し〕　taQsi，一〉しらせ
たっしや〔達者〕　taQsja，一〉じ：ようぶ，そう
　けん／～である？aQCUN／～．でいらっしゃ
　る？waaeim玲eeN
たつじん訴人〕　busi
たっする〔達する］　girugajUN，→？uugiru－
　gaajUN，→とどく／奥儀に～？iもayi5u篤
たった　→ただ
たっ＄　（小児語）　taaca／　～たっち
　もa（≧㈱Nta（毫caN
たっで　taNdi，→ぜひ
たづな〔三一三綱3　　taNna
たつのおとしご　？u1短？Nmagwaa．
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たび
1たっぷり　一〉よゆら／～している，juelsaN／
　～と？uhu？uhuu七u
たつまき〔龍巻〕1’UU，一〉せんぷう
たで〔縦］　　tati
たて〔楯〕もiNbee
たていと〔経糸〕　→kasi／～1本→1〈ata學1－
　zi／～2本→euhwaa／　～と緯糸　kasi－
　nuci／～の残りginaZUU，　haNdi
たてかえ〔立て替え〕　tasimee　　　fjaN
たてかえがりする〔立替え借りする〕？動a一
たてかえる〔立て替える〕tasimeejUN／立
　替えて貸す？三下as担N
たてがみ〔識〕　1〈aNzi
たてじま〔縦縞〕
たてつぼ［建坪〕
たてづま〔立射〕
たてふだ〔立二札〕
たてよこ〔縦横〕
たてる〔立てる・建てる〕
たでる　tadijUN
たとえ　tatui，→もし
たとえば　→ta七ujUN
たとえばなし〔懸え話］　tatUibanasi
たとえる〔懸える］　tatujUN
たな〔棚〕　むana／～探しして食うことsa－
　gulNgwee
たなばた〔七夕〕　tanaba七a　　rtanabaraa
たなばる翻原〕（地名）　七anabaru／　～の者
たなびくこ棚引く〕tanabiCUN，→なびく
た1こ〔谷］　　Suku，　tani，　一一＞sak11
たにし〔田螺〕捻aN1撚
たにやま照日〕（地名）taNjama
たにん〔他人〕　Qcu？anamu凡　　taniN，
　→ひと／～の空似kunieoodee　．「ぜい
たにんずう〔多人数〕　？uhuniN4u，→おお
たぬきねいり鯉寝入り〕　niNtahuunaa
た凝種〕mUNeani，　s鋤i
たねあ鵡ミら〔種油〕　maa？aNda
たねおろし〔種下ろし〕　tani？urusi
t　daつけこ種付け〕／～をするgikijUN
kasi？aja
’tatigibu
？asagi
むaもihuda
taむijuku
　　　　　tatijuN
たねぶた〔種豚〕，uu？waa
た葱ぶたぎょうしゃ〔種豚業者〕’uu？waa－
　kara3’aa，　？waagikij’aa
たねまき〔種蒔〕．tani？tlrusi
たのしい〔楽しい〕→うれしい，おもしろい／
楽しさ？lsj・・sj4　　　　rこらく
たのしみ〔楽しみ〕sjUZoo，　tanUS量mi，→
たのしむ〔楽しむ〕　七anusinUN，　o？isjoo－
　sja，　？umusirusaN，　？wiirildsaN
たのまあもの〔頼まれもの〕？ijaimuN
たのみ〔頼み〕　tanumi／～となるもの1〈u一一
　sidee，．kus3ati／～にする．tarugakijuN／
　～にすることkus呈gaki
たのむ瀬む〕　tanunUN，　tarunuN
たのもしい〔頼もしい〕　→cimu？wii／～者
　’NsjamuN
たのもしこう〔頼母子講〕　111ZTee
たば〔束］φ．ka，　tabai，一karagi，一maziN
ナまiま｛二駄，罵〕　　】＝Lii？uusaεし
たばこ〔．煙草〕　tabaku，（／1、児語）paakuu／
　～の吸いがらtabakunuhwiikusu／～を
　切る庖丁ciribaNboocaa／～を吸うさ：ま
　pal〈upaku　rtabal〈u？irii
たばこいれ〔煙草入れ〕　ciritaml，ぬ恐多00ダ
たばこぼん〔煙草盆〕taba｝〈ubUN
たばこや〔煙草屋］　tabakμ瓶acij乱
たばね〔束ね〕　→たば
たばねる〔束ねる〕　tabajUN，→からげる／
　～こと一ナむabεしisikai
たび〔旅〕tabi，→りょこう／～から帰る人
　を迎えることsakaNkee／～先でできた妾
　tabidumi／～に出ている人のある家ta－
　bisju／～の一団tabiniNZU／～の入ta－
　binuQcu／～の宿tabijadu
たび［足袋〕taabi
たび〔度〕kaazi，一kazi，→つど　　　「na
たびうた｛旅歌〕　一＞kwee猿a，？umuigwee－u
たびしようそく〔旅装束〕tabisugai
たびだ古〔旅立ち〕tabidaci
たびたび〔度度〕kazikazi，　taQちa，→かさ：
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　ねがさね，くりかえし，しばしば，なんど，
　1ひんぱんである
7t：び．びと〔旅人〕一ラー？aQcaa
タブー　cireemUN
た，ぶたムミ　bONbON
：だぶだぶ　，wa塊wab礁
1たぶら　一taNdβ
fcぶん〔多分｝　’iil〈uru，　tabUN，？urikata，
　ゆだいたい
たべのこし〔食べ残し〕　kaminul〈usl
たべもの〔食べ物〕　kweeinUN，　mUnu，
　燃N，→しょくりょう，りょうり／～の好
　ききらいmun斑gusi／～の不：平］tnUNItU－
　googuei，　muNnu？irihui，　一一＞niisanulllaa－
　sanu／～への欲→しょくよく／～を欲し
　がることmunuhusja，瓢u穂？i痴／貧弱
　fx　tvsabiinuN
fcべるこ食べる〕　lcanUN，（敬語）miseeN，
？usjagajuN，一・く5，しょくじ／お食べ
　teewa／食：べさせないで，Nnalracl／食べ
　そこなうkamihaNsjuN／　食べてはいけ
　ないことmUNziree／食：べにくいkami一一
　gur1sJaN
たぼう〔多忙｝　haN七a，　taba1｛aiジ→いそがし
喪ばくしょう〔打撲鰯　？ucici　　．しい
プヒま〔玉・球〕　　tama，　　一→bOONtaa，　　boo－
　N七uu／～のかんむりtamaNcaabuiノ～や
　．とがねtamakuga顯／～やこがねのよう
　な愛児tamakuganiRasigwa／～やこが
　ねのよ5な恋人tamal〈uganiN多。，　tama一
たま→まれ　　　．　Lkuganisatume
．たまう〔賜う〕　七aboojUN，→たまわる
たまご〔卵〕　kuuga，　tamagu，→けいらん／
　～のからkuugaguru／～を抱かせる？us－
　aasjUN／～を抱く？usujUN／産i卵をさそ
　　うための～nユ圭sikuuga
た奪ござげこ卵酒〕tamagu7．aki
たまごやき〔卵焼き〕kuugahuWahuwaa
たましし、〔魂〕　　？iniN，　mabui，　mabujaa，
　tamasi，　talnasii，→せいしん，れいノ～
1
　がぬける→mabUi，ぎぜつノ～がぬける
　病気mabui？uti／～をこ．めるのに用い
　る串geeiy／　～をこめること　mabuigu－
　mi／～を分ける行事mabuiwakasi
だましう8〔騙し討ち〕damasi？uci，　nuzi一一
　？uei
だます〔騙すり　damasjuN，　nuzuN，鎌kas－
　jUN，→ごまかす，まどわす／～ことboo
たまたま　katagata，→ぐうぜん
だまのお〔玉の緒〕　tamanUUU
たま　砂　こ溜り〕　　tama呈
だまりこむ〔黙り込む〕daNzamajUN，？U－
　QgigU．　nuN／黙りこんでいる口．？Nmunu一
たまりみず〔溜り水3　七alllaimi4i　　Lkuci
たまる冒留る〕　tamajuN
だまる〔黙る〕　damajUN，　daNzapaajuN，
　gigunuN，→だまりこむ／黙っておく，jo－
　osjooeuN，　’joosjoojuN
たまわりもの〔賜わ．阨ｨ〕？utabimi￥eemuN
たまンわる〔賜わる〕己七abijUN，　？uもab圭磁玲e一
たむし〔田虫｝一〉ぜにたむしLeN，→たま5
たto　［為〕　£ami／～にならぬことhudam▽
　…する～に→一N（践
なめいき〔溜め息〕　？uhu？iici
ためし〔試す〕、→こころみ
ためす　tamisjUN／～こと→こころみ
ためらう　？ukeejuN，→もどろくノ～こと
　？amiijamii，　？ul〈eei？umii，　？ukeeihwi－
　keeち一〉しりごみ／ためらったものの轡い
　方？ukeeimunii
ためる〔溜める］　一→たくおえる／溜めておく
ためる〔矯める〕tamijUN　　LtameejUN
だめ患おす〔だめを押す3kazまk我k童3UN
たもつ〔保つ〕tamueUN／～ことtarnuci
た屯と〔挟〕　tamutu／～のあるそでhuku－
　rusudi，　tarnutusudi
たやすい　duuja（）saN，⇒やさしい／～こ
　　と・→tinu？uci，ようい　　　．「のduu3a§ii
たやすく　→やすやすと／たやすくできるも
たより〔便り〕？ati，　biN，　sata，　taj　ui，？utu，
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　？utusata，？u七u多i璃→おんしん，てがみ
たより〔頼り〕　tajui，→たのみ
たよりない〔頼りない3　burasaN，→こころ
　ぼそい
たよる〔頼る〕　？UQeakajUN
たらい〔同量〕　haNziri
だらけ　→一kaa，　一maa
だらしなし、　／　～者daraa，　daruu，　夏ユuha－
　cirimuN，　sikutajaa，→ぐうたら
だらす〔垂らす｝　毛arasjuN
たらたら　taratara
だらだらdaraakwaraa，　daradaxa，　daru－
　ukwaruu，　ziizii
たりる〔足りる〕　もajUN，　t我ri3UN，→taraa一
　担N，ふそく／足りないhaganasaN，
　？urusaN／足りなくなるburaarijuN／足
　りないこと一buraari
たる〔樽i］　tal’u
だるい　darusa，N／だるそうにしている者
　daimuN／～さま　dainlui
たるき〔垂木3　kまci
たるむ　／たるんでいるさま，joorl／lu
だれ〔誰〕　taa，　taru，→どなた／～かtaa－
　gana，　taNga1過／～かさんtaNganama－
　NCUU／～の一→＃aa／．～のものtaal11UN
たれさiがる〔垂れ下がる〕　taisagajUN
たれる〔垂れる〕　もa震jUN／垂れた頬hUU－
　tai／垂れたものtai／垂れて落ちるtai？U－
　tijUN／糞を垂れ散らすmaicixalgasjuN
だれるdaju・y，　darijuN
だろう　hazi』
たわごと　hurimunii，　hurimunu？ii
たわし〔束子〕saaraノ～の一種gina7。aa－
　ya，　’wa－ra7vaara
たわむ〔擁む］　もam助UN
たわむれ〔戯れる〕　tawahurl，→ざれる
たわめる〔望める］　もamijuN
たフわら［俵｝　taa’z’a
たん〔疾〕kasagUi，　taN／～をなくする薬
　taNcirasi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たん
たん〔反〕　七aN
だん〔段〕　daN／～がある？uもijUN
だん〔団］　癒N多u
だんがい〔断崖〕　hucibaNta，→がけ／～絶
　壁？uuci酌aNもa
たんき〔短気〕　kwacuu，七aNci，→せっかち
　／～な者taNcaa
たんきり〔疾一切り］　もaNeiyasi
だんご〔団子〕　daagri
だんごう〔談合〕　→そうだん
だんこく〔暖国〕　nul〈uguni
たんざ〔端坐〕　hwisjamaNci
たんじゅう〔胆汁3　？ii
たんじゅん　〔単純〕／～な人ma購iigU轍
だんじょ〔男女〕　／～の離れられない仲m㍗
　gibui，　IIIugiYi
だんLsう〔談笑〕　lnunu？iiwaree
たんじょうび〔誕生朗　？Nmaribii，→taN－
　kaa，うまれる
たんしん〔単身〕　mi學igaxa
たんす〔箪笥3　taN￥i
たんすいξ淡水〕　？am獄通塞
だんそう〔男装〕　，wikigasugai
たんそく〔嘆息〕？uhu？iici
だんだんと　→しだい
だんちがい〔段違い〕　daN竃aw誠，一〉とびは
　なれる／～であるdanUN　naraN　「gaci
だんぢく〔緩竹〕　deeku／～の垣根deek恥
たんちょ〔端績〕　hakaguci，→1〈uci，てが
　かり，でだし，はじめ
たんでい〔探偵3　taN燃
だんとう〔緩冬］／～の年hukuduSi
だんどく（植物名）　kaNlia
だんな〔旦那3　daNna，　sjuumee，一→しゅじ
　ん／～様satunusi，　sj囎umee
だんねん褻断念〕　→あきらめ
だんぱつ蜥髪〕　daNpagi，　xaNpagi，
　一＞kuNeaaboozaa，　kuNcaaboozl
だんばん麟判］　kakiee
たんぼ〔担保〕　kata，　sicimugi，雛toα
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たん
たんぼ細圃〕taabuQl〈wa，→た
たんめい〔短命〕　taNmil
だんりよく〔弾力〕／～．が強いsipusaN／　｝
　～のi強いものsipuu
だんわ〔談話〕　munugatai，・→はなし
?
ち　［im〕　cii／～がさせる業ciinuwa7」a／～
　だらけeiidarakaa，　ciidarukaa
ち〔地3zii　　　　　　　　　　　「ぶん
書し、〔地イ立〕　’tuikuree，　gaa，→くらい，み
ちいさい〔小さい〕gumasaN，　kuusaN，→
一gwaa，こまかい／㌣家gumajaa，’jaag－
waa／～桶’uukigwaa／～＊，gumagii／
　～子Qkwagwaa／～宇gumazii／～乳
　ciigwaa／～時　kuusai烈i／～ほくろ？a－
4agwaa／～店macijagwaa／～Nmllg－
waa／～ものgumaa，　gumamuN，　kuu－
tee，　kuuteemaa，　1〈uuteenuu，　muNg一一
　waa／小さくなる→sipil’ijUN，　soori3UN
＄え〔知恵〕　學ee，　sjoo，7fiNbUN，→さいのう
　／～がありすぎる者7yiNbUNtakaraa／～
　が鋭いことtakumaciri／～なし］〔nuziN－
　bUN，麟NbUNkusaraa／～のあることta－
　kuma／～のある者七akumaa，　takuma－
　ciraa，　tal〈umacirimul　，　ziNbuNmuei
おかい〔近い〕eicasaN，　eikasaN，→tiizi－
　kasaN／～5ちkuixu？uei／～御親戚
　cica？UNpadaN／～親戚cikamagara，
　eilca？weeka
＄がい瞳い］sooi，→さ．，さい　　　「5
ちがう〔違う〕　→kawajuN，たがう，ま．ちが
＄かく〔近く〕　ciNP圭N，　hata，　i｝ii，→きん
ちかごろ〔近ごろ〕　→さいきん　　　しじょ
ちかづく〔近付く〕c呈ka多iCUN，→ちかよる
＄かづける〔近付ける］　cika42kijuN
ちかみ＄〔近道］cikamlci，　kUNcirimici／
　　～することkUNcirimiieii／～す．る競争
　一maaibeekuu
ちかよる［近寄る〕　cikajujUN，→ちかづく
ちから〔力〕cikara，　tee／～カミない（～がな
　L・くせに）’3ugeenee　kan認N，’wigeenee
　kanaaN
ちからいし〔力石〕sasi？isi
ちからこぶ〔力こぶ〕　？udimurusi
ちからだめし〔カだ．めし〕　cikaradamisi／
　～の石sasi？isi
ちから奄ち〔力持〕cikaraa，　cikaramuci，
　，jakara，，jakaramUN，一〉たいりき
おカ、らもち〔力餅〕　　→cicaramuUCii，　eika一一
　1’amuuell
ちぎょう〔知行］　CiZOO，　？WeekaZi，→Sima，
　ほらろく，りょうち
ちきょうだい〔乳兄弟〕　ciicoodee
ちきり（織機具）macica
ちぎり〔契り〕　eiziri，？ikataree，　katami
ちぎる〔契る〕　musubUN
おく．しょう〔畜生〕　cikusjoo，？icimusi，
　？iNmajaa，　？iNmaju，　一一〉？aahjaNgaree／
　 のようなさまdkusjoogiinaa／～のよ
　　うな者。圭kusjoo
ちぐはぐ　1〈ataguumaNeaa
ちくび〔乳首〕ci撫ukubi
ぢけん〔地券〕　sasidasi
ちここしょう〔稚児小姓〕’wakasju
8しゃ（樵物名）cisana，　cisanabaa
ぢじん〔知人〕　siriee，→しりあい
ちすじ〔血筋〕ci績Z圭，　sizi，　taQkwii，→け
　つとう／～を引く家ilizimuti
ちそく〔遅速3niisahweesa
右ち〔乳3　cii，　ciibUQkwa，（小児語）eiieii，
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→ちぶさ／少女の～eiigwaa
＄．右〔父〕　S5UU，　taayii，（ノ」・児語）taataa，
　→おと5さん，おやじ，ちぢおや
おちおや〔父親〕cici？uja，’wikiganu？uja，
　，wikiga？uja，一〉おとこおや，おとうさん，
　ちぢ　　　　　　　　「とciNmagaruu
ちぢこまる　siciriNCuN，　sukunuN／　～こ
右＄ばなれ〔乳離れ］cii？akari／～させる
　？akasjuN／～した．子豚？akari？waa－
　gwaa／～した豚？akar鍛？waa，？akari一
　？waa／～する？akarijUN
＄ちぶそくξ乳不足〕ciigaziri／～の者cii－
　gazlraa
ちぢまる〔縮まる］　magujUN，→ちぢむ
ちぢみあがる〔縮みあがる］　cizimagajuN，
　sul〈unuN／縮みあがったさまeiziNkaa，
　sukuNkaa
ちぢみおり〔縮み織り〕　¢iz量㎜i
ちぢむ〔縮む〕　→cizinUN，ちぢまる
ちぢめる〔縮める〕　→clzi瓢ijUN
ち雪れげ〔縮れ毛〕　ciZUU／～の者ciZU3aa
＄っじょ［秩序〕　／～を乱すもの’jamaci「i一
＄っそく〔窒息〕？iicimadii　　　LMUN
ちとせらん〔千歳蘭〕　tur－anu4uu
古どめぐさ〔艦止草〕ciidumig’usa
右どり〔千鳥〕　cizui，　cizujaa，　hamaciduri
＄どりあしξ千鳥足〕’joogaahwiigaa？aQci
ちのみこ〔乳呑み子〕　ciinumiNgwa
ちばなやき〔知花焼き｝　cibanajaei
＄びgimaruu，　huduguu，？iNcoo，　kuu－
　tee，　lguuteemaa，　1〈uuteenuu，　muNeaN，
　mllNgwaa
ちぶさ錘L房〕　ciibUQkwa，→ちぢ／～にで
　きる腫物ciigasa
＄“［？ff］・　eaa，　一＞catoo，　？uea，　？ueatoo，
　？arabaacaa，おちゃ／～の一種haNsaN，
　hwaNsaN，　sjaNpiN／～のおり　caanu一
＄やし、（ij、児語）　bUQtii，　pee　　　　　Lgun
＄やいろ〔茶色〕　？Nmi？iru／～のもの？N－
　mi？iruu
729
ちゆ
ちゃう　　→cii一，　kee一
右やうけ〔茶請け〕cawaki，→おちゃうけ
ちゃがし〔茶菓子〕㈱gwasi
おやかす／　ちゃかしてばかりいる者？ah－
　wageerlmuN
宅；　やカ｛．ら〔茶殻〕　　　eaεしka亭i
ちゃき〔茶器〕cadoogu，　cawaNdoogu，
doogu／～をいれる器taakuu
6やくし〔嫡子〕　caQcl，　cakusi，→あとつぎ
ちゃくそん〔嫡孫〕　cakumaga，　cakusi？N－
　maga
＄やたく〔茶托〕cadee
ちゃつぼ〔茶壷〕ziziri
＄やどうぐ〔茶道，翼3　cadoogu，　eawaNdoo－
　gu，　doog’u
右やのま〔茶の闘〕　nakamee
ちゃばしら〔茶柱〕　caanusiN
右やぶちやぶ　kweNkweN
ちゃぼ〔タ感吟〕　caaN／～の鳴き声kiQkirii一
ちゃ．ぼん〔茶盆：］　cabUN　　　　　．．　Lk圭i
＄やわん〔茶碗〕cawaN，→ごはんぢやわん
チャンス　→きかい　　「つかり，しゃんと
＄やんと　caNtu，　sikaitu，　sikaQtu，→し
ちゅういする［注意する〕kukurijUN，→け
　いこく，ようじん／～心kul〈uri
ちゅうおう〔中央：〕　→まんなか
ちゅうカsし、〔仲介〕　nakadaci，　naka？iri
ちゅうかん〔中間］　nal｛aba，　tanaka，→あ
ちゅうき〔注記3　→？eezagac‡　　　しいだ
ちゅうくう〔中空3　naakaahuukaa，　nakεし一
　bi，→から，がらんどう／～の部分zii
ちゅうこく〔忠告3　’jusigutu／～する’ju－
　SijUN
ちゅうごく〔中国〕　too，→teekuku／～から
　の使者tiNsi／～生地の着物tOONsu／～
　と日本toojamatu！～塵の物toomUN／
～の船toosiN／～への旅tootabi
右ゆうごくご〔中国語〕tOORukuci，→kwa－
　Nhwaa
右ゆうさいする〔仲裁する〕．→’wakasjUN／
，
ちゆ．
　．～さま　naakatuiha毛aもu圭
ちゅうざら〔中皿〕eUWvara，　SUtlri　i
ちゅうし〔中止〕　mai，一一〉とりやめるノ～に
　なるkUNdijUN
ちゅうし＄うする〔中傷する〕？iikuzijUN，
　’jukusjuixT，　kizuN
ちゅうしん〔注進〕
ちゅうしん〔忠臣〕
ちゅうしん〔中心〕
右ゆうせつ〔忠簾〕
巻ゆうちよ〔購躇〕
右ゆうてん〔中天〕
ぢゆうと〔中途〕
　ei，
ちゅうぶう〔中風］
ちゅうもんこ注文〕
ちゅうもん〔中門〕
ちょう〔腸〕
右よう〔yi　］　COO
ぢよう〔蝶〕
　　　　　　　　mieinakara，
→とちゆ5ノ～半端nakatagee
　　　　　　　　　euuhuu
　　　　　　　　　cuuMUN，→あつらえる
　　　　　　　　　cuum覗N
　　　　　？iiwata，　wata，→はらわた
euusiN
euu＄IN
→まんなか
cuusigi　　　rためらう
→しりごみ／～する　一→
ltakabi，→そら
　　　　　　　　　nakarami一
　　　　　　　　　habexu，　habiru，　一〉？ajahabe－
　1’U／～の羽のように美しい御衣？ajaha－
Ssう〔長〕？atama，→かしらLberuNsu
右ようか〔長歌3⑳a短
Sようが潮蜘→C60nu？U幻uhwee
＄ようかする〔超過する｝hajagajUN，→お
おすぎ，すぎる
ちょうけしこ帳消L｝caahwiihwii，　caa一
ちょうこう〔兆候］　→きざし　　　Lhwiitoo
ちょうこうする〔調合する］？aasju｝Lg
ちょうこく膨獺　huimuN
雪sうさ〔調査〕？aratami，一〉しらべ
8ようじこ丁子〕coozi
ちょうじぶくろ〔丁子袋｝　eoozibukuru
Ssうじぷろ〔丁子風炉〕　cooziburu
ちょうじゅ〔長寿〕　→ながいき／～の薬11tl－
　clgusul
ちょうしφんカ・〔長春花3　COGsj　LIN
ちょうしょ〔長藤〕　tui．dukuru，→とりえ
ちょうしょう〔［嘲笑〕？azamuciwaree，？a－
　4awaree，→れいしょう／～する，waree一
　1〈uzijuN，　一一〉’warajuN
ちょうじSう〔頂上〕　gizi，，jamanugizi，
　maQglzl
右ようじょう〔重畳〕　COOZOO
ちょうず〔手水〕　cuuzi
ちょうずば右〔手水鋤cuuzibaaci，→saa一
ちょうせん〔朝鮮〕　kooree　　　　　LhUN
右ようぜん〔超然〕／～とかまえている考ta－
　1〈a？ueagaa！～とする一〉捻ka？烈cag圭
ちょうだい〔頂戴〕→いただく／～物をする
　こと　寧idigahuu，　亭idaugahuu
8ようちん〔提灯〕　cooeiN
ちょうちん屯ち〔提灯持ち〕　→coociNmuei
ちょうと〔長途〕　nagamici
＄ようど〔丁度〕giNtu，　COO5U／～よいna－
　waJuN
右ようなん〔長男］　cakusi，　coonaN
ちょうはつする〔挑発する〕’waku3UN
ちょうほう〔璽宝〕　→べんり／～な物sjOO－
　MUN
おようむすび〔蝶結び〕　’jamatumUSuN
ちょうめい〔長命・〕　→ながいき
＄ようめん〔緩面〕．coom圭N
ちょうようのせっく〔重陽の締句〕　／～の酒
ciku？u7yaki
ちょうろう〔長老〕　→cooxoo
右ようフわする〔調和する〕　曝najUN，？uca－
　jUN／～するこ．と？ucaisinai
ちょく＄よう〔直腸〕　9．ibi　nUmaai，？iiwa－
　tagwaa　rgasaちょζ＄sこ／～とすることgumagasa一
ちょっとbiQceeN，｝）iqeeeNgWaa，？icuta－
　a｝ku厩eeN，→す’こしちょっぴり／～
　の間？icuta，？usjunuma／～前nama－
　gata
ちょっとみ〔ちょっと見〕？a堪abazoo
右よっびりbiQceeN，　biQceeNgwaa，？il｛i一一
xagwaa，　kuuteeNgwaa，→ちょっと
＄ようまかす　keetuju篤→ごまかす
＄よんぎる　？usicijUN，→きる
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つか
ちら．かす〔散らかす〕　C蟄akas3UN，　S舞eer掛
　1〈asjUN，→とりちらす
ちらかる［散らかる〕　hoorijuN，　s14eeri－
　jUN，→ちる／散らかっていること　kaci－
　hoorii，一〉らんざつ
＄らしぐすり〔散らし薬〕　c圭rasigusui
＄らすこ散らす〕　cirasjuN，　hoojUN，一〉ち
　らかす
ちり〔塵］　eiri，→ごみ，じんあい，ほこり／
　～と泥cirihwizi
ちりあくた〔塵芥〕　ciyi？akuta
ちりぢり〔懲（り散り〕　eiriziri，　naaciriziri，
　tu（leirahaQclra，→ばらばら
＄りとり〔塵取り〕　eiriもui
おりSう〔治療］，joOZOO／～するさま，joO－
zoohwiizoO／～の手おくれ’joozoo？uku一．
：きる〔散る〕　cirijuN，→ちらかる
8んfil　lj〔賃1隔り］　ciNsiNgai
ちんせん〔賃．銭〕　C圭NsiN
ちんちゃくさ〔沈着さ〕？Utigiei
ちんちん（小児語）　cuucuu
ちんでんする〔沈殿する〕
ちんでんぶつ〔沈澱物〕　guri
8んにゅうしゃ〔闇入者〕
ちんにゅうする〔闘入する〕
右んば〔鞍｝　　’”
Ll’1
，ijUN，→よどむ・
　　　　　　　　　　　　　　’wagal〈aimuN
　　　　　　　　　　　　　　　’wagakajuN
　　　　　　gooll，　goojaa，　guunaa，　guu一
門neegaa，　neegUU，　neezaa，→かたち
んば，びっこ
つ
つい〔対〕　gii／～の物guut臓撮itu
ついえ〔費え〕　→ひよう
ついえる〔費える〕　9’ikurijuN，七aarijuN，
　tee画N，→しょうひする
ついかする〔那加する〕　？iri￥iijuN，？waa－
　sjUN，→おぎな5
ついたち〔朔〕　giitaci
ついで〔序で〕　g盤磁
つし、藍こ〔遂ζこ］　→？u多u捻ユi，s診つと　　　「う
ついほう〔適放｝→tukurubaree，おいはら
ついやす〔費す〕→しょうひする
つういんする〔痛飲する〕　ka學i3UN
つうじ〔通じ〕guuzi＝
つうじん〔下人〕sjuzooniN
つうたつ〔通遡　taQsi，一〉しらせ
つうやく〔う重訳｝　tuuzi
つうろ〔通路〕　tuuimici，一〉かよいP
つえ〔杖jguusjaN／～の一一種目asicaa一
つか〔塚3gika，→giNmaasaa　LguusjaN
つ治sし、〔使L・〕　　gil〈ee，　（嚇改語）　「2ugil〈ee／．～
　にやるgikajuN
つかいかた〔使い方〕gikeekata
つかいこなす［使いこなす〕？確kajUN
つかいこむ［使い込む〕　→hugasjUN
つかいべり〔使い減り3　gikeebinai
つかいみ右〔使い道〕gikeemici
つかう〔使う〕　gil｛ajUN，→こきつから／使．
　U・にくい？agikeeguris3aN
つか，える［仕える〕　hwirajuN，’waNda一．
　jUN，→ほ5しする／～ことhwiree，一今一・
biree，　一？waaNdee
つかえる〔支える〕　9重kee麟N，一〉とどこお
　う／つつかえつつかえgikeehwikee／食＝
　物がのどに～さまciiciikaakaa
つかまえる〔掴まえる〕　kaglmijuN，→とつ・
　つかまえる，とらえる／つかまらないさま、
　MuQeurrlgeel
つかみ〔掴み〕　一gikaN
つかみあい　tueegikamee　rnUN，→にぎる
つかむ　　gikεしnUN，　kagimij“N，　ka（≧gika一・
つかる〔漬かる〕　gikajUN，一→¢iruga∫UN
つかれ〔疲れ〕kutaN薦sii1くutaN亀3utai，
　→かろう／～を直す■とkutaNdinoosi
つかれる〔疲れる］　gikarijUN，　kutaNdi一・
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つか
　jUN，．，utajuN／疲れた霞付きm呈lkeeraa／
　　疲れ果てることsiikutaNdi
つかわす〔遣わす〕　gikajuN
・つき〔月〕　gici，？ugici，？uciCUU，（小児語）
　七〇〇毛oo，亡oo毛ooganasiimee，もoo毛oomee，
　？ucicuumee／～が出る→tu3un烈丼／～
　　の中にいる著→？akanaa
つき〔月〕　gici／～ごとgieinul｛aazi／～単．
　位の無尽講gieimuee
つぎ〔継ぎ〕（衣服の）　kUU
つぎ飲〕？a七u
つきあい〔付き合い〕　hwixee，　maziwai，
　Qeubiree，　tueehwiree，　tuiee，　tuihwi－
　z’ee，　tuil〈ee，　一〉一biree，　kugee，　tuNzaa－
　jεしNzaa，ζうゆう，こ5さい，しゃこう
つきあう〔付き合う〕hWirajuN，　mazlwa－
　jUN，→こうさい／付き合いにくいhwi－
　reegurisaN／付き合いにくい者hwiyee－
　guyii／付き合いやすいhwireejaQsa’N／
　付き合っている人びとhwireeniNgu
つきあげる〔突き開ける〕　gici？昂kijUN，　gi－
　eihug’asjuN
つきあたり〔突きi当たり〕　gici？atai「つかる
つきあたる〔突き当たる〕gicl？atajUATジ→ぶ
つぎあ7わせる〔継ぎ合わせる］　gizaasjUN
つきうすこ粘き臼〕　gic圭？u㍊別
つきかげ〔月影］　gieikazi　　　　　「gasa
つきがさこ月鑑〕　？amagasa，　gicinu？alna一
つぎき〔接ぎ太3　giziki　．　　．「くずす
つきくずす〔突きくずす〕　kacik聡Nsj讐N，．→
つきさすご突き刺す〕gicikuzijuN，・→さす
つきずえ〔月末｝　gicl亭ii
つきだす〔突き出す〕　neejUN
つきとばす戦き飛ばす〕　？usikeerasjuN
つきぬける〔突き抜ける〕・giNpuk三j烈Nジ今つ
つきのもの〔月のもの〕　→げっけいしらぬく
ﾂぎfまぎ　gizaahazaa，　gizaasihazaasi／
　～だらけkuusiikaasii
つきはなす〔突き放す〕gicihanasjUN
つきひ〔月N〕　gieihwi
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つきまとう　ユna¢ibu3UN，一→まつわりつく／
　”v＊2　kakaigigai，　slriliwicimeehwlei
つ．ｫみ〔月見〕　gicimi，　gicinagaMi
つぎめこ継ぎ匿〕giziguci
つき秀の〔引きもの〕　kakaimuN
つきよ〔月夜｝　gicinujuu，　gicuu
つきわり〔月割り〕giciwai
つく〔付く〕
つく躇く］
つく〔～点．く〕
つく〔突く］
つく〔撞く〕
つく〔無く〕
つぐ〔継ぐ〕
91CUN，→くっつく
gieuN，　一tujuN
gikaj’uN
φCUN，　nucuN，→つつく
・9iCUN
？uQeakajuN／　・v　e　t　taayi
giZUN／継いだりはいだり
　1｛uusiikaasii，→つぎはぎ
つぐ〔注く“〕　　giZUN，？iTijUN，　sasjUN，　（二
つくえ〔机〕　sjuku　　　L語）？ukagijuN
つくす〔尽くす〕gikusjuN，’waNdajUN
つ　く　づ　く　　　gikiユ7．iku，　　，jukUiユjukuu
つぐなう〔償う〕　，waNcameejUN，→ぺん
　しょ．5する／償；わせるhakijUN
つぐみ〔鵜〕mootui／毛の抜けた～kiiha－
　gi　mootui
つぐむgigunLIN，？UQgigunUN
つく．り〔作り〕．→ぞうさく
つくりかえ〔作りか心gukuikee
つくりかた〔作り方〕　gukuikata，　mu七ina－
　si，　siihoo
つくりごえ〔作り声〕gukUigwli
つくりごと〔作りごと〕gukuigutu，　gul〈ui一一
　munii，　gukuimunu？ii
つくりざかや〔造り酒屋〕　sεしka3a
つくりそこない〔作り損ない〕gulguijaN－
　zi，→しっぱい
つくりつけ〔作り付け〕　sigiki／～にする
　SigikijUN／～の衣裳戸棚SigikigWii／
　～の仏壇sigiki？ubugidaN
つく　り【まなし〔生り言舌〕　　g1Likuiba】nasi
つくりわらい〔作り笑い〕guk“iwaree
つくる〔作る〕　9tilgujUN，　S琵atijUN／作り
つと
　そこなうgukui3aNZUN，→しっぱい／作
　ってひろげるgukuihwirumijUN／船を
　～→haZUN／新しく～→しんぞ5
つくろう〔繕う〕　glZUN，　gukurijuN，　gu－
　kuriijuN，→しゅうぜん，つぐ／つくろ
　いi整えること　gukurii－kUNtii
つげ〔告げ］　gigi
つけあがる　？ameejUN，　gicagaj覗N／～こ
　　とboo？agai，→ぞうちょう
つ星ナぎ〔付け木〕　　　｛；ikida玉｛i
つけぐすり〔付け薬〕gikigusui，→こうやく
つげぐち〔告げ口〕gicag’imoosjagi，　koO－
　ziN，　moosjagi／～するkoo　sjUN，　tuu－
Oけとどけ〔付け届け〕　gil〈ituciuiki　LS5“N
・つけな〔漬菜3　gildna
つ1ナね〔イ寸降け根〕　　gicikuci，　niisisi
’つ1ナび〔イ寸け即火〕　　9圭kibi，　→1まうカ、
つけひも〔付け紐〕ciNnuuu
つけもの〔漬物〕　gikim“N，（小児語）kOO－
　ruu，→こうのもの／～の一一種？asa4iki，
　zi多iki
つける〔付ける〕　gikijuN，→？wii？UCUN，
　　くっつける，とりつける／付け回すさま
　？wiigikimaagiki／つけて明るくするgi一一
　ki？aka．crarasjuN
’つけ’る〔漬ける〕　g圭ki5UN，？uyaεしkljuN
つけ’る〔着ける〕　gikijuN
つげる〔告げる］gigij　LI　N，→い弓
つこう〔都合〕　gigOo，　tana璃→ぐあい
つじぎみ〔辻君〕　hweeguraa，　h“’eezuri，
　saNgwanaa，一〉じょろう
・つじつま〔辻褄〕　gibikuei
つた〔蔦〕．gita
つたえはこなし〔伝え話〕　　giteebanasi
つたえる〔伝える〕　gitajUN，　giteejUN
つ．ｽわる〔伝わる〕　gitawajUN
’つち〔土〕　♪Nca／～のかたまり，Ncabuku／
　～の一一種zaagaru／～の中，Ncanumii
つ＄〔槌〕．／～の一一一・種kakizici
つ右あそび〔土遊び］’NcamutaaN
つちくれ［土くれ〕　，Ncabuku
つ右のえ〔戊］　gicinii
つちのと〔己〕　gicinutu
つ右ふまず〔土踏まず〕　hwisjanuwata
つつ（……しながら）　一agiinaa，一”gacii・
　一ganaa／～ある一agijUN
つつカsし、fまう　〔つつカ、L、棒］　　　gi玉｛asi
つっかかる〔突掛かる〕　もUQkakajuN
つづき〔続き〕　→gix’ugi
つつく　¢1¢1eUN，→つく
っつく〔続く〕　　girugajUN，　　　gi4iCUN，
　一→？a（ICUN／続いて（～かぎり）nagaduu－
　si，　nagiduusi　’　rjuN，　mutuusjuN
つづける〔続ける〕／続けてするmutuu一
つっけんどん　ciikwaaniikwaa，一〉ぶあい
　そう／～な声sicigwiiniigwii／～な返事
　’kuhwahwizi
つっこむ〔突っ込む］？usiNCUN　「kuguni
つつしみ〔慎み〕　gigisi111i／～深いことtui一
つつしむ〔」慎む〕　gigisinUN，　kuguniijUN
つつそで〔筒袖〕　もiQpuusudii
つつぬけ〔簡抜け3　もuuru馬？uutUUI’uu，
　？uutuuruul〈aa
づつばなす〔突っ放す〕　？usih3nas3UN
つっぱり　　gikasi
つつましいkumasaN，　sjuuteeku㎜asaN，
　一〉しっそ／つつましくするkumeekijuN
つつみ〔包み〕　gigimi，　gigiN
つつみ〔堤〕？amooci，？amuci，？amutu
つづみ綴〕giziN，→paaraNkuu／大きな
　～？LlugiziN／～の音boroNboroN
つつ．む〔包む〕　giginUN
つづれ〔綴れ〕　hukutaa
つて〔伝手〕．giti，　hwici
つと〔苞〕hwiNtu，→gitu
つど〔都度〕　ka3zi，→たび
つとに　・→kweeku
つとめ〔勤め〕　一〉きんむ
つとめる〔勤める］　garamiCuN，　gitUMijUN
つとめる〔努める〕　gitumijUN，．→どりょく
　する，はげむ／努め励むことsjUQsii
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つな
つな〔綱〕　→なわ
つながるこ繋がる］　girugajuN，→つらなる
　／つながっているものgirugi
つなぐ〔繋ぐ〕．giRaZUN，　girUZUN　giZLIN，
　→むすぶ／つなぎ合わせる　glzaasjUN，
　kusajuN
つなひき〔綱引き〕．§無ahwici，→？aiZOO一
　？UUNna，？UUNna／～で鉦太鼓を打つ考
　sjooguniN多u，　sjoOgU？UC圭／～でたL・ま
．つを振る者teehujaa／～で綱の上に乗る，
　扮装した入物sitaku／～の綱→miiNna，
　tiiNna，，UUNna／～の綱に通す棒kani－
　ei，　ka1ユiciboo／～の綱に棒を通す者ka－
　nieigizaa／～の綱のつなぎr→kanici－
　guc▽～の時の掛け声haaija／．～の時の
　鉦の音gwaaNgwaaN／～の時の鉦厳の音
　kiQtaakir圭riN／～の時の旗一→hatagasi－
　ra／～の時の旗持ちhatagasiramuci／～
　の時のもみ合いgaaee
つなみ〔津波〕　sigarinami
つ；ね〔常〕　gin▽～にcaa，→しじゅう
つ；ねる　ginUN，¢N¢ikijUN，φNldj疑N，　hW－
　iNmudijuN，　nizijUN，→ねじる，ひねる
つのこ角〕　ginu／～で突き上げるkamijuN／
　～の生えたものginunliijaa
つのざいく〔角細工〕　g加u多eeku
つのまた（植物名）　ginumata
つのる〔募る〕llucuN
つば〔唾〕9娘pee，　kucisiru／～をはく一〉
つばき〔椿〕gibaei　L七uhweeinikaSj．uN
つばさ〔翼〕hanigee
つばめ〔燕〕11naQta｝’aa
つぶこ粒〕　gizi／　～のあるもの　一一）gizinu一
　MUN／～の大きいもの？araa
つぶて〔礫〕？isibuku．
つぶれる〔潰れる〕sipirijuN，→ぺしゃんこ
つぼこ坪〕「9沁U　　L／つぶれたものsipizaa
つぼ〔壷〕　gibu，→かめ
つぼ（灸点）gibu
つぼおり〔壼折り〕　→gibui
つぼみ〔蕾〕　¢ibunii，　kukumui，　mUQkutt
つぼむ〔蓄む〕　glb“．nuN・kukUmujuN
つ‘まやや蕊〔萱屋焼3　　gib机jajεしci
つま〔妻3　tuzi，→さいし／～のし（3にしか
　れることtuzinukool〈oo／～びいきtuzi’一
　biici／～をめ．とる　→kameejuN，　tumee－
　jUN
ま〔褄〕naeesuba，→？Nnazi／～が合わ
　ないことkata？Nnazi
つまくれない　　（樋物名）　tiNsjaagUU
つまさき［爪先〕→kootu
つましらべ〔爪調べ〕giNdami
つまずき£蹟き〕　kiQcaki　．己　「makurub茎
つまずく〔亡く〕　／つまずいて転ぶこと　gi一
つまはじき〔爪弾き〕一一＞hazil〈eehazikee
つまびき〔爪弾き〕？i圭bibaxei，→hwicida一
つまみ juuei　　　　．　　Lm圭si
つまみあらいする〔つまみ洗いする〕　tUQci－
juN　rnaabisaguiつまみぐい〔つまみ食い〕hwiriiNgarni，
つ窯む　／つまんで染めるtu（毫cijUN
つま．る〔詰まる〕　gimajUN，　katamajuN・
　sasigimajUN／～ことgimai
つみあげる〔積みま二げる〕　→つむ
つみかさなる〔積み重なる〕　gimujUN．
つみ雪ん〔積み賃〕　gimidima
つみとが〔罪科〕　gimituga，一→とが
つみに〔積荷〕　gimini
つむこ積む〕giMIN，　ma7！inuN，一〉かさねる
つむこ摘む〕　gi湘N
つむぎ〔紬〕gil’11uzi，　maN／～織りのはち
　まきmaNsaazi／～の礼服maNwataN一
つむく淫紡ぐ〕　giNZUN　rSU，　maNwataziN
つむじ〔旋毛〕　maci／～が一つの者　tiigi－
　macaa／～が二つある者taagimacaa
つむじかぜこつむじ風3　kazimaci，→たつ
　まき
っめ〔爪〕g圭面ヨ→kootu／～にできる腫れ
　ものgilUimaajaa／～の垢gimikUSu
つめξ詰め］　gimi
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てつめあと〔爪跡〕gimikata
つめたい〔冷たい3hwizurusaN／～水
　hwizurumi多i／～もの？oohwizurau／
　冷たくなったさまhwizuikaa／冷たくな
　るhwizujUN
つめよる｛詰め寄る］　￥iicikakajuN，　tagU一
　圭kaka3UN
つめる〔詰める〕　gimijUN，　ginLIN／諮めき
　　りの奉公gimibuuku罧
つもり　　一〉一gul〈uz’u　　　　　　　　　　　rgimui
つもる〔積もる〕　gimujUN，　ginUN／～こと
つや〔艶〕　hwicai／　～が出る　kaneeCUN，
　hwieajuN　’
つゆ〔梅雨〕→sjuumaNbOQsjuu
つゆ褻露〕　φ5u
つよい〔強い〕　cuusaN／～者cuubaaa／
　強くciQtu，　cuuku，’NZUNzuutu，？umi－
　ciQtu，．　cuuzuukU，．kuN一／i強くしばる
　kuNtabajuN／強くするeuumijuN／強
　　くなるeuujUN，　cuumajuN
つよまる〔強まる〕　cuumajuN
つよめる〔強める〕　euumij’uN
つら〔面〕　giragamaci，一〉かお／～の皮が
　　厚い者giranukaa？agii
つらあてに〔面i当てに〕　，wacakoogeezi
つらい〔辛い〕　kugisaN，→くるしい／～こ
　　と？awari
・つらカ｛まえ　　　 gil、alnu1＜umi，　　→カ、おつき
つらなる〔連らなる〕　girugajuN，→？uugi－
　　rugaajuN，→ならぶ／～ものg珍U錘
つら動く〔貫く〕nueUN，→．つきぬける　「る
つらねる〔連らねる〕girugi5UN，→ならべ
つらよごし　girajugusi，　kusihwici／～者
　kusihwieimuN
つりあう．k釣合弓3　nawajUN，　niooj’UN，
つりがね〔釣鍮　giciga斑　　　　L→にあう
つりざお〔釣竿〕　giNbUku
つりせん〔つり銭3　keei，　keesimudusi
つ　り　rまり　〔釣針3　　　？圭ju多ii
つる〔弦〕　gixu
つる〔鶴〕giru，　girUNtui／～は千年亀は万
　年siNgiVU㎜aNka㎜呈
rつる〔釣る〕　gijUN
つるくさ〔蔓忍　kaNda
つるしかぎ〔つるし鋤　galdzUu，　gakizaa
つるそば（植物名）　siibOO7yaa
つるつる　→なめらか
つるべ［釣瓶〕φi／～井戸giigaa／～縄
　911nuuu
つるむ　girubuN，→こうせつする
つるれいし（植物名）　goojaa　「gi盛aiN多U
つれ〔連れ〕→とも，なかま／～の人たち
つれあい〔配偶3　tacinaaka，？umusubi
つれそう〔連れそう〕　→つれる
つれだつ〔連れ．だっ〕　→つれる
つれない　girinasaN，→はくじょう，ぶあ
　いそう，むじょう
つれる［連れる〕　girijUN，　soojUN，？usi－
　91rlJuN
つわぶき（植物名）gihwahwa　raimaki
つ．わり［悪子〕　saai／～で体が弱ることsa一
つんのめる　／～ことmeeg圭Nta
つんぼ〔聾〕　mimil〈uziraa，　miNkaa，　miN－
　kuu，　miNkuziraa，　miNkuzirimuN
て
・て〔手〕　　七ii，　→一ti，　（敬語）　，Nci，　（卑語）　七iQ－
　koo，→弓で，かいな／～がだるいt圭ida一
　．rusaN／～が．とどかない一一＞tli／～がねば
ねばするさまtiimucamuca／～がのろい
tiiniisaN／～が早いtiibee’唐≠m／～で水を
飲ませること→もimi宏／～でもむことtiiL
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で　mimizi／～に余る仕事：？abacisigU七U／～
　におえなV・．hagikoor銭，　七Ll圭N　gimi　na－
　raN／～に取れるほど近いさまtiitUl’atu一一
　ra／～に持てる荷im　mucinii／～のいたず
　ら七iigOO，　tiimutaaN，　tiinugaNmayi，
　雛Ncama／～の内tinu？uci／～の数．・tika－
　Zi／～の無い者tiimOO，七iimOOkaa，　tii－
　mookuu，　tiimUQkoo／～入丁m八丁？圭．
　haciroohaci／～を合．わせる→tii／～を後1
　についてすわることtiiguusjaN／～を下
　すkaganasjUN／～を出す→nUS圭ki3UN，
　七ii／～を加えるkagan＆S3UN／～をこま
　ねくことtiitoodaaeii／～を放すこと→
　tiijurusjaa／～をよごすこと．もiiNzari／
　～をわずらわすことtiiwacaree
で（助詞）一1《ara，一Qsi，一saai，一saani，一uti，
　一lltOOti
であう〔出会う〕　hai？icajUN．，　hajaasjUN，
　？icaajUN，？ieajUN，→あう，でくわす／
　繊会えdi500煎
’Cあし〔手足〕gutee，　tiihwisja／～まとい
　tiihwisjam’ae．ibui
であてこ手当〕　’joOZOO
てあぶり〔手焙り〕hwiiruu，　tii？abui
てあらい〔季洗い〕migikubusi，　tii？aree
てあらい｛手荒い〕　tii？al’asaN
である　，jaN，（敬語）dajabiru，　deebiru，
？ujaNseeN，　？waaNspeeN，　？weN＄eeN，　一一“
であるく〔畠歩く〕→？aQcihwiei
でいご〔座論〕　（植物名）diigu
ていさい〔体裁〕miijOO，　tanari
てし、　しゅ〔亭主〕　　tiisju
ていたらく
てい右〔低地〕sagal
ていちする〔定置する〕　？ucikij葛N
ていちょう〔了璽〕　tu圭kuguni，
ていど〔程度〕　sjakU，一〉ど，ほど
ていとうこ抵当〕　　　，
ていねい〔丁寧〕tXnii，
　なご
・しです
s圭k：＆もa，sitaraku，→ありさま，
　　　　　　　　　　　　　　Lよ5す
→ていねい
　　　　　　kata，　sicimug1　tiitoo
　　　　　　　　　　　　→ていちょう／～
とばsisiikutuba／～にするsisijUN
ティーパーティー一　？ueahukasee，　？ucawa．t
ていはく〔碇泊3　hunagakai　　　Ll｛郷ee
でいり〔串入り〕？Nzi？iri，？Nzikaa？iril〈aa
ていれ〔手入れ〕　mucinasi，　tii？iri　　rri
でおくれ〔手遅れ3’500ZOO？ul｛uri，廊？uku一
ておの〔手斧〕　，彊uci，毛2iN，　saahUNgwaa，．
　saahuN，iuuci，　一〉’unN
てがかり〔手掛かり〕tigakai，．→たんちょ
てかげん〔手加減〕　七igUkuru／～する　→一
　taNldj’uN
てかご〔手簿〕　tiilAU，→かご
でかす　dikas5UN／でかしたsita圭，　sitari
てかせ〔手かせ］　罎guru瓢a
てか右ぎ（植物名）　嶺くac三
てがみ〔手紙〕．、biN，　hagaci，　tigam圭，　zoo，．．
　（敬語）→9UZoo，たより
てがら〔季柄〕　も圭gareし／おお～？uutigara
てき〔敵3．tic2
できあがる〔出来上がる〕d圭｝〈i？agajUN，→・
　かんせい／上できに～？N瓢a癒UN／んこと
できごころ〔出来心〕　mixujuku　　LsPubi
てきする〔適する〕　husaajUN，￥inajUN，
　husajUN，？ucajUN／～さま？ucatail〈a－
　nεしtai　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「→しつ‘ま1｝，、
できそこないgukuijaNzi，　n田kuzir三m観N
できそこなう　，担NaijUN，　naihaNsjUN，．
　naikuzirljuN，→しっぽい
できたて／　～の食べ物siihana
てぎね〔手杵〕？aziN，→きね
てきぱきしている。圭biraas3aN，→さっさと
できぶつ　dikijaa
できもの　／～の名、→ひふびょう
できる　dil〈ljUN，　najUN／できかかるmu－
　7vukujUN／できかねること→一kaNtii／…
　することが～づuusjUNヂ畷jUN／～だげ
　→なるべく
てぐす〔天蚕糸〕舞9USU，　tigusui
てくせ〔手癖〕　もiigusi
でぐち〔出口〕？Nziguci
てくばり〔手配り］　→てはい
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でぶ
てくび〔孚首3七iinukubi／tyの痛むこと
　七iiga
てぐみ〔手組み〕　tigumi
でくわす〔出くわす〕　hajaasjUN，　haQca－
　kajUN，→あう，であう
でこ｛挺子〕　til〈u
てこころ〔手心］　tigukui’u，→てかげん
てこずる〔手こずる］　iXiutiwakasjUN
てごと〔手事〕　tigutu
でこぼこ　guuhwaahwlihwaa，もugaihwi－
　ga圭
てさき〔手先〕　／～が器用なことtlguma／
　～の仕事棚s呈gutu，　tiiwaga／．～の間違
　VN　tiilllaMiZi
て：さく“り｛：三三探り〕　　もiisagui
てしごと〔孚仕事］もiisigutu，　tiiwa4a
てした［手下〕　s呈Nka，→はいか
でしゃばり〔出しゃばり〕　nusikaimuN，　sa－
　sihaNkimuN，　sasihaNkaa
でしゃばる〔出しゃばる］　．sasihaNl〈ijUN／
　～ことnleejuijui，　nユeena沁ai　meenu－
bagai，　sasihaNl〈ig’utu
です（敬語）　deebiru，→一abijUN，　dajabiru，
てすう〔手数3　tikazi，→やっかいしである
てすりξ手摺り〕　daNkaN，　raNkaN
てせいこ：手製〕　duukuru7．ukui，　t琢ukui
てそう〔手相〕　tisOO
でだし〔揖だし〕　？UQtaei，→たんちょ
てだすけ〔手助け〕一→かせい
てだて　→ほうほう
てちか〔手近〕→七iizikasaN
でつ〔鉄〕　kurukεしni，　tigi
てっかえ〔手支え〕　tii多ikee，　ti劉kee
てづかみ〔季掴み〕　tii宏kaaN
でつき〔季付．き〕　→てぶり／～足つきtiijoo－
　hwisjajoo
てづくりこ手作り］　→てせい
てっせん〔鉄銭〕　kurukanii
てつだい〔手伝い〕kasii，　tiganee
てつなべ〔鉄鍋〕？imUNnaabi
でつば〔出っ歯〕ha4？ucagee
てつびん〔鉄瓶〕　？imuNjaQkwaN，もigija－
　QkwaN
でっぷり　butibueiitu／～太っているさま
　1〈weegweetu
てっぺん　→ちょうじょ5
てつぼう〔鉄砲〕　tiQpuu
てつや〔徹夜〕　’jUU？akiduusi／～で’jUU一
　？akiduusii
てつる〔手蔓〕→つて
ててなしご〔父無し子〕　’jamadanaa，’ja・・
　madanii，　’jamadaniNgwa，　’jamana－
　siNgwa，→しせいじ
てなし〔手無し｝　㌻iimOO，　tiimookaa，　ti2－
　mookuu，　tiimuQl〈oo
てなずける［手なずける］　tii多ikijUN
てなみ〔手並〕　→うでまえ
てならいこ手習い〕　tiinaree，　t蜘aree
てにもつ［弓…荷物〕mucinii
てぬぐい〔手拭〕tiisaazi，（敬語）nagaN－
　saazi／花．もようの～hana4umi七iisaazi
てぬるい〔手ぬ．るい〕，jurusaN，→なまぬ
　るい
でのひら〔掌〕　ti圭nu？ura，　tiinuwata，　tiN・・
　　da／～のすじtiinu？aja
では　diQkaai，童撫ii，，oohoo，，uuhuu
てはい〔手配〕　tigumi，　tikubai
ではいり〔出入り〕？Nzi？iri，？Nzikaa？iri－
　kaa
てはず〔手筈〕　tigumi
でばな〔出端〕　？Nzihana
でばな〔出花］　？iriha箆亀？Nzihana
てばなす〔手放す〕　tiil｛arahanasjuN，もi－
　banasjUN，→tii／手放せない？aQtaru，
　？atarasjaN／季放せないもの？a七arasレ
　MUN
てぼやい〔手早い3　tiibeesaN／手早く　ka一一・
　siikasi2
でぶ　bukutoo，　baQtaxakoo，　buQtara－
　k嫌u，bu（甚ee，　bu七aa，　buもuu，　kweebu一
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てぶ
　taa，　1〈weetaa，　1〈weetuu
てぶそくこ手不足．ltiiburaari．，　tiibusuku
でふね〔出船〕？Nzihpni／～の祝い？Nzi一．
　hunif？uiwee
てぶら〔三手…ぶら〕　，Nnadii，，Nnεしdiik乳radii，
　’Nnaduu，　Nnaduul〈araduu
てぶり〔…手振り〕　tihui，　tiijOO，→てまね／
　～足ぶりtiijoohwlsjajoo
でべそ〔聞齊〕teNbusu，？weNbusu／～の
　者？weNbusaa
てべんとう〔手弁当〕mucibaNmee
でほん〔手本；］．．．hWinagata，　ma（註kwa，　ti・’
　hUN，→きはん
てまこ乎間］　tima／～賃tima，七imεしciN／．
　～つぶ．しもimadaari
てまくら〔手枕〕　頴塒韻kwa，　tlmakura，
　一〉？udimaQkwa
てまどる〔手岡取る〕　karakajUN，　mu（≧co－
　orijuN／～さまmuQealhwi（｝cai，　muQ－
　coohwiQCOo／～時間timahwkna
でまね〔手真似〕timani，→てぶり
・てまねき〔手招き〕　tiimaniei，漁㎜anuci，
　tlmanuci
でまわし〔手回し〕　timawasi
・て：むカ、し、こ三手…向力、㌔、〕　　t藍呈Nkee
でむかえ〔出迎え〕　→hunaNkee
ても（助調）一teemaN，一teeN，　rtZIN
でも（助詞）　一Ndee
で6どり〔出簾り〕tacimudui
てら〔寺〕til’a，（敬語）？utixa／～の中央
　？u1箕罧koo
でらっばき　一→saataagU
てらまい．りこ寺参り〕tirarnunumee
・マ＝りカ、カ｛やく　〔照り葺舞fく〕　　tiracaga」jiユN
1でりは【まく（植物名）　’jaエiabu，’jarabu
てリブbたる［照り渡：る］　tiariwatajuN
てる〔照る〕　綴jUN
でるξ出る〕　？NzijUN，→？eejUN，　nucaga－
　jUN，　nusikajUN／出たり入ったり？Nzi－
　kaa？irikaa／出かかるmugul〈ujuN，　nu一
　sil〈ajUN／茶が出過ぎる　？Nzik：uhwajuN
．てわけ〔手分け］むiwaki
て痴たす〔手渡す〕　／～ことtilwat・asi
てん〔天〕　一〉そら／～に昇るよう・→taka
てん〔点｝　？UQciki
でん〔店］　→macija
てんい〔天意〕　？ttもiNgutu
てんうん〔天一〕　tiNsu馬→5ん
てんか〔天下〕　tiN9’a
てんがい〔天蓋〕　もiNgee
でんかする〔転嫁する〕／転嫁させる相手
一〉 ii？Nmanul〈ura
てんかん〔今回3　kukugi
てんき〔天気〕　tiNci，？waagici
でんきあめ〔天気雨〕　tiida？ami，嶺dabuま，
　一＞tal《二anv監siibai
でんぐ〔天狗〕　tiNgu
てんこ〔点呼〕　niN7yU？aaratami
でんごん〔伝習〕　diNgUN，　？ijai，撫多ikiノ
　～するtugikijUN
てんし〔天子〕　tiNsi
てんじく〔天竺〕tiNziku
てんじょう〔天＃〕　七iNZOO
でんしんばしら〔電信柱｝　diisiNbaaja
てんすい〔天水〕　tiNsii
てんすいがめこ天水甕〕　tiN，giigaaMi
てんせい〔天性〕？Nmariz童mu，→うまれつ
でんせつ〔伝説〕　gitee．9圭teebanasi
でんせんする〔伝染する3　？ugijUN
でみせんびょう〔伝染槻　一一）huuci
てんたく〔転宅〕　一〉ひっこし
てんち〔天地〕　もiNC郵
てんでこまい　tilhwisjadoori
てんにん〔天人〕
　moorigaa／～の子％瓶ooriNgW我
てんねんとう〔天然痘〕　curagasa
てんばつ〔天罰〕　tiNbag圭
てんぷら　huku1撤N，　tiNpura
でんぶん三分］
でんぷん〔澱粉〕　ku多i，→くずこ
しき
tiNnUQCU／～の井戸？a一
もak圭bUN，一→うまれつき
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と．う
てんま〔伝馬〕　t量Nma
てんまつ£顛末〕　sjubi
てんめい〔天命〕　瓠Km鶏？usadami，？u一
　tiNgU七U，・→うんめい
てんもん〔天文〕　tiNmUN
てんやわんや　→あわてる
?
と〔戸｝　一→hasiru，　meezu
と〔斗］一もu
と（助調）一Ndi，一tu／～言い一一）　一tee／～言
　ってNdici／～雷う一tirU，一Ndiru／～い
　うもの→一も動amUN，　一ti曄／　～いうこと
　一ti寧i／　　～，習、え‘ま　　一七umiba／　　～，思、え　　一tlユー
　muri／～思って一tum級穏
ど〔度〕　→一du／～がすぎる　sizijUN／～を
　過ごすsigusjUN
とい〔－醐七ii
といし〔砥石〕　tusi　　　　　　　r一〉どの
どいっ　　tanihjaa，七anuhjaa，　taNnuinuN，
．といつめる〔問い詰める］　→tuisimil〈aasi－
　Mi，　tUQCiMijUN
．とう〔籐〕　tuu
．とうD妻｝　→too
．とう〔頭］　一kεぼa
とう〔問う〕　tuujUN，→たずねる
・どう　eaa，？ica／～あろうとも？anarawa－
　N，　？anerawaN，　nuujatiNl｛wiijatiN／
　～かdoodiN，　tootu，　taNdi／～かどうか
　taNditaNdii／～したところで？aNsiNka－
　NSiN／～して．caasi，　nugasi，→caa／～
　してもcaasiN，？ikanasiN，　nu．usawaN／
　～しよう～もないcaaNkaaN，　naraN，
　tuiN　giMiN　naraN／～でもこうでも
　eaasiNkaasiN／～ともなれ？ahjaNga－
　ree，．？aQpaNgaree／　～にか　caagana，
　？icasigana
ﾇう（馬を制止する声）　doO／～．ど5　doO－
　doo
どう〔胴〕　→duu，どうたい
どう〔鋼〕　？al〈ugani／～のやかん？akuga一
　滋jaQkwaN
どうあげ〔胴上げ3　bui，　buidoo
どういする〔岡意する〕．→さんせい
どうし、つ〔同一〕　，inutiigi，→tiigi，　おなじ
どういつにん〔ma一一・人〕．，intiQeu
どういつぶつ〔岡一物〕　tiigimUN
とうか〔灯火〕　？akagai，一〉とぼし
どうh、〔銅貨〕　？akazinaa
どうがく〔同額］，inu？uQsa，．，iNsa
とうがらL　［tw辛子〕　kooreegusju
とうがん〔冬瓜〕sibui
どうかん〔同感〕　，inukaN
とうき〔陶器〕zoojaei，→やきもの／～の一
　種dba聡ajaei，　gibujajaci　rnuciNmuci
とう．きび〔唐黍〕　toonueiN／　～の餅　too一
とうぎゅう〔闘牛〕？usi？aaSi
とうぎゅうじょう〔闘牛揚〕　？usinaa
とうぎょ〔統御〕’usamigata
とうぎょ〔闘魚〕　toobi．raa
とうきよう〔漿京〕　toOCOO
どうぐ〔道具〕　doogu／～一一一一9U　dooguh300－
　gu／～がよいことdoogumasai
どうくつ〔洞窟〕gama
とうくねんぼ〔唐九年母〕　七〇〇kunibu
と けいξ闘鶏〕　gi¢icidujaa，　taucii，七a－
　wacii／んで，けんかをけしかけること
とうごく〔投獄〕ruuguml　　Lglgicidui
とうごま〔唐胡麻〕　→ひま
とうざい〔東西〕　．→tu多ai
とうじ〔冬至〕tuuzi，→纐Nzii／～のころ
　の寒さ　七UNziibiisa／　～に作るまぜ飯
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どう
　tuNziiguusii
どうし〔同志〕　一duus3aa，→なかま
どうじ〔同時〕　，inutuci，→いちど／～に
とうじつ〔当日〕
どうじつ〔同日〕
とうしん〔灯心〕
どうしんξ童心〕
とうしんぐさ〔燈心草〕
　tUUZiNii
どうずる〔動ずる〕　duuzijUN
とうせい〔統制〕　’usa通igaもa
とうせん〔唐船3toosiN
とうぜん〔当然〕　siziN，　siziNni，　ZUN，→あ
　たりまえeごもっとも
どうぞdoodiN，　taNdi，　tootu，→ぜひ／
　～ど5ぞ七aNditaNdii　　　9→にげる
とうそうする〔逃走する〕nug魚W鼠sijUN，
どうぞく〔岡田〕　，NcaNtiigi，　sizimuti
どうそじん〔道雛神〕　§eenukaN
どうたい嗣体〕duutee，　eどう
どう右ゆう〔道中〕　doocuu，　mieinaka，→
　みちすがら／～に歌5歌mici？uta
どうづき〔月同突き〕　→zibuku
とうとう　→？U7vUMi，やっと
どうとう〔岡等〕　→sajuu
とうとぶ〔尊ぶ］？agamijuN，．taQtubUN，
？usu痴UN，一＞5やまう／～気持？USUI’i／
　～こと？waagami　　　　　　“
とうにゅう〔豆季L〕　toohunujuu
とうにん〔嶺人］　hUNniN，　ziNtii
どう磁んξ悶年3　，inutusi　　　　「，搬uca
どうねんぱいこ岡年配〕　girimi，’inujuca，
とうはつ〔頭髪〕　→かみ
どうはんするこ同伴する〕　gir呈ju篤soojUN
とうひょう〔投票］　huda？詮i
とうふ〔豆腐〕　toohu，→やきど5ふ，ろく
　じょうどうふ／～の油いためtoohucaN－
　purUU／～の一種？usizaadoehu／～の
　かすtoohunUl〈a6i／～料理の一種磁t昂一
　mairukuzuu／～をしぼる前の汁kuN一
toohwi　L一〉？aaei
，三nuhwii
SiN，　tUUZiN
’warabizimu
　　　　？OOtULIZiN，　’ii，
1
　sju／～を作る鍋tophunaabi／～を発酵
　させて作ったものもoohujOO
とう・s、うり〔豆腐売り〕　toohu？ujaa
どうぶつ〔動物〕　　　「～icimUN，　？icimusi
とうぶん〔当分〕　toobUN，→しばらく
とうへんぽ．く〔唐変太3　toosjoogaa
とうほく〔東北〕？usitura　　　　mahai
とう｛まんせいそう〔東奔西走〕　？amahaiku一
とうみょう〔灯明｝？utUNnoo，？utuumjeQ・
とうむしろ〔籐蒲〕　もuumusiru
．どうめい〔同名〕　，inunaa
とうもく〔頭目〕　siidu，→かしら
とうもの〔唐物〕　toomUN
とうもろこし〔玉蜀黍〕9USUNtoonue1N，
　gusuNtooziN，　rusuNtooziN
とうよう〔登用〕　tuitatl，（敬語）？utuitati／
　～するtui七atijUN
どうよう〔動揺〕　→cimu？amazi／～する
？amazieuN，　？amazuAT，　’jutamieuN
どうよう〔同様〕　duujoo，→おなじ／～であ．
　る inuglutoON／～なもの，inugutooruu／
　～1こ　，inugutu
どうらくもの〔道楽者］　kwatii，→あそびに
　ん
どうり〔道理〕　doori，　ziizira，→わけ
とうりゅうこ逗留〕
とうりょう〔垢面〕
どうりょう〔岡僚〕
どうりょう〔同堪〕
どうるい〔油類〕
どうろ〔道路3
とうろう〔灯籠〕
　　　　　　一　　　　　1
teeruu，→たいざい
？atama，　一｝deeku
？eezuu，9UU，→なかま
’inu？uQsa，　’iNsa
　　　　　　　　　　　’inueira
　　　　　　　　　一》みち／．～工事　lll三cigukui
　　　　　　　　　　　tuuyu，　→？1ユ七UUI－u／　～の
　　種giziNduuyuu，　kaguduuru
とうろう（植物名）soosicigusa
とお〔十〕　七uu，→tu一一
とおあさ〔遠浅〕　tuu？asa
とおい〔遠い］　tuusaN／～親戚tuurnaga一一
　r我 道のり加umi¢i
とおか〔十三〕　tuka
とおく［遠く〕kaama
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とげ
とおざかる〔遠ざかる〕　七UU摯UとUN
とおす〔通す］　nUCuN，むuusjUN
　卜一トー（鶏を呼ぶ声）　’juui3uui
とおのく〔遠のく〕tuunUCUN
とおのり〔還乗り〕mici？uci
とおまわり！遠回り〕　tuumigui
とおめがね〔遠眼鏡〕　tuumikagaN
とおり〔通り〕　mama，　tuui／（…の）～にす
　　る？utaasjuN
とおりすぎる〔通り過ぎる〕haikwaasjuN，
　　haikwiijuN
とおりぬけ〔通り抜け〕　’bUUruu
とおりみち〔通り道〕　tuuimici
とおる〔通る〕　tuujUN
とか（助．詞）．一七igaro◎，一tijai，噸3ari
とが〔科］　七uga，→つみとが
とかいこ渡海〕　tukee
とかき〔斗掻〕tookaci
　とかげ〔蜥蜴3　？aNdagaa，→kooreegusju－
　　kwee，　？waatu？oojaa
とかす〔溶かす〕　tukasjUN
とがにんこ四人〕　tuganiN
とがめ〔轡め］　tugarRi
とがめる〔響める｝　tugamijuN
とから航つとう目土ロ血鯛列鹿〕　sicitOO，　T｝
@micinusima／～の沖sicitootonalta
とがる〔尖る〕　tugajUN／とがった目　ha一
　　趣uguc▽とがった先　tugai／　とがって
　　．立ったものtaQcuu
とき｛時〕　tuc㍉→baa，　basju，　eiwa，　z玉bu・・
　　N，おり，じかん，じき／～には㎜anee／～
　　の声tucinukwii／～を占うことtuei七ui／
　　～を占う役→tucinu？uhujakuu／～を失
　　してL・ることtue玲iri／～を作る→buci
とぎ〔伽〕tuzi
ときぐし〔解き櫛〕　sabaci
ときどき〔時時〕　eUQp．　uzi（lpu，　tuciduci，
　　？ucinaaaimaai，　　→まれ．
どきどき　dakudalcu，　dusadusa，，Nnida－
　　kudal〈u，　’Nnidotv’doN，　’iynigitugitu，
　七aQtuihwiQtui，一→どきん
ときふせる〔説き伏せる〕→．せっとくする
ときぼぐす’waQl〈wasjUN
どぎまぎ　moodoo　　　　「る者，waamuci
どきょう〔度胸〕「waa，　一→1　irawaa／～のあ
ときょうそう〔徒謡曲〕　haaeesjuubu
どきん　hwiQsui／～どきんhwiQsuihwi（1－
　sui，→どきどき／～とさせるdusamika－
　sjUN／～とする5akumiCUN，　hwiqs“i－
mikasjuN
ときんする〔鍍金する〕　hwaasjuN
とく〔得〕sjuutuku，　tulcu，→えき，りえき
とく〔徳〕tuku／～のある人tukumuci
とく〔解く］　hu七UCuN，→1〈usireejuN／髪．
　を～sabaCUN
とぐ〔研ぐ〕　hweesjUN，　tUZUN／とぎ賃
どく〔毒］duku　　　　Lhweesidima
どく［退く〕　dUCUN，　duldnajuN，→のく
とくい〔得意］　一xkooimuNsjaa／　～とする
　’iijUN／～とするもの’iiti，’iiri環UN
どくけし〔毒消し〕　dukugeesi
どくしょ〔読書〕帥雌huku，→huku
どくしんせいかつ〔独身生活〕cuigurasi，
　duucuig’urasi，→ひとりもの
　　　　　　　　　hasiruguei
　　　　　　　　　七ukU勉u，→じゅうぶ
　　　　　　　　　kawati，　？iyuwal〈iti
とく．のしま〔徳之島〕　tukunusin氾
どくぶつ二物〕’wiigoomUN，．’wi量mUN．
とくべつあつかい〔特瑚扱い3　→とくにノ～
　にする　→mutiwakasjuN
どくみ〔毒味〕？ueuubi
どくやく〔毒薬〕　dukugUSUま
どくりつ〔独立｝cuidac圭，→じかつノ～家屋
とげ〔刺〕　，Nzi　　　　　　　prlucicirijaa
とけい£時…計〕　tucii
どくぜつ〔毒舌L〕
kueigilhwaa
どくせん〔独占〕．
どくだん〔独断3
とぐ右〔戸口〕
とくと〔篤と〕
とくに〔特に〕
→k：ueiguhwasaN／～家
　　　　　rmueieiyisigutu
111ucicil・i／～してする仕事
duukaNgee　　「きどぐち
　　　　　　，　’jaaduguei，一〉
　　　　　　　　　　　　ん
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とけ
とける〔溶ける〕　tukljuN
とける〔解ける〕　haNgwijUN
とげる〔遂げる］　tuzijUN
どける〔退ける〕dul｛ljuN，　dukinasjUN，
　簸uki3UN，　sizirakasjuN，→おしのける
とこ〔床〕加ku，→ねど．こ
どこ　maa／～かnlaagana／～だどとだ
　maagamaagaa／～のmaanu／～までも
　maaniadiN／～もかもmaaNkwiiN，　si－
　rul〈ucimaakuei
とこずPt〔床擦れ］　niNzihagi
とこや〔床屋］　raATpagijaa，→かみゆいどこ
とこよ〔常獄｝　　→giraikanai，　gireeka】ユee，
　nirail〈anai，　nireekanee
と．ころ〔所〕　七ukuru，→ばしょ
ところで（助詞）一teemaN，一七eeN
ところてん〔心太〕　kuuribuutu，　tiN亭ii．
　1｛aN，　tuguiiutiN
ところどころ　tukurud慧kuτu，→あちこち
ところばらい［所払い〕tukurubaree
とさ（助詞）一Ndisa，一tisa
とさか〔難冠］　kaNzi
とざす〔閉ざす］　micijuN，→とじる
とさつぎょうしゃ　ξ贋殺業者〕　？waasjaa，
どさどさ　dusadusa　　　　L→うしころし，
と　し〔隼〕　　tusi，　一tu，　→，jaca」／　～カミ改まつ
　て方向の悪いのが薩ることtusinooi／～
　カ｛いもなく．→’juca／～とった親tusjuiT
？uja／いい～をした者’jucanu㎜UN，
　tusinamUN／～とって見える　？wiiraas－
　5aN／～の功tusinukUU／んのほど加一
　sibee／～．をとる　？wiijUN／～を経ている
　ことniNhwiri
としうえ〔隼上〕　￥ii7va，もusi寧ii7sa，£．usi一
　？wii，．→ねんちょう／～と年下→？UQtu一一
　siiza／～の人たち￥ii7，akata　　「ごろ
としかっこうこ隼格好］　ちusikaQkOO，→とし
としご〔年子〕　／～を産むこと　taNkaami－
　S圭，　t圭igimisi
とじこめる［閉じ込める〕　mieil〈umijuN
1 としごろ〔隼ごろ〕　tusiguru，　→girimi，
　huduhadu，　nihae2guru，　zuusicihaei，
　としかっこう，ねんぽい
とししたこ年1下〕　七usisica，？UQtu
と よ〔矩の夜〕　tusinu3uru
としび〔年：E〕　→七usibii
とL’まり〔戸締まり〕　simayi／～の装置s三N，
　siN4asi，　一一一＞hasirtmusaN
ともよく〔徒食：〕　→むだぐい．NllaNgwee
としょり〔奪妄り〕tusjui，→tusinamUN，
　？uhuza，？wiQCU，（敬語）？utusljui，お
　おとしより／～と．子供　tusjuiwarab三，．
　？wi（～cuwarabi／～の子tusjuinUQkwa／
　～の声tusjuigwii
とじる〔閉じる〕　kUUjuN，一→しめる
とじる〔綴じ1る〕　tudijuN
としわすれ〔年忘れ〕　tuslwailiri
どしん　／7と音を立てるdusa源ikasjUN
どせい〔怒声〕　kuNZoO？abH
とせんば〔渡船揚〕’wa捻Nzi
どだし、し、しこニヒ台石〕　　nii？isi
とだえる［途絶える〕　tudeeCUN，　tudeejUN
とだな〔戸棚〕　kw嬬tudan．a
トタン　duutaN　　　　　　　　「ziiNCU
と右〔土語　zii，→tukuru，じしょ／～の人
とちゅう〔途中〕　micinaka，一→ちゅうと
とつおいつ　？uciijaQcii
とっか〔徳化〕　±UQkwa
とつぐ〔嫁ぐ〕　一同》厳亀siN，　muCuN，七aCUN，
　，utu／　とつがせる→ta綴jUN　→かくとう
とっくみあい〔取っ組み合い〕tueegil〈amee，
とっくみあう〔取っ組み合う］mu＄ibaajuN，
とっくり〔徳利〕　tUQkui　L瓢usubaa3UN
とつぜん〔突然〕　？aQtani，一→？a（≧ta一，きゆ
　　う，にわか，ふい／～の幸運？atag／　huu／
～のできごと？aQtagutu
どっ＄つかず　？UNbuikoob．ui
とっちめる　tUQgikdjuN，　tUQcimijuN
とつつカsまえる　　　ttt（ミkagimijuN，　→つカ、ま
　える
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とま
とっておき〔取って醗き〕1〈aziminiuN
とつべん〔訥弁〕　kUcibita／～であるkuci一
　？NbusaN
どてこ土手〕？amooci，？amuci，？amutu，
　→9童Nmaasaa　　　　　　　　　fもない
とてつ奄ない　kaki．niN？ooraN，一〉とんで
とても　duutu，7vooi，7fooja
どてら〔雛抱3　7juuzi
ととう〔徒党］　→tutoQgumi
と《どく〔暦1〈］　？ieaajUN，？圭cajUN，　tualueu－
　N，→およぶ，たっする／届かないこと？iひ
とどけ〔届け〕　tuduki　　　　　LeekaNtii
とどける〔属ける〕　tudukijUN
とどこおる〔滞る］　tatamajuN，　tτ1dukuu－
　jUN，つかえる→／～こと　tudukuui
ととのう〔整う〕　tutunajuN／ととの．って
　いないことsaQkOO
とどのつまり　→？u多umi
とどまる〔止まる］　’judunuN，’jusinUN，
　tudumajUN，一一〉とまる／　とどまらせる
’掴購ユjUN
とどろかすこ舞かす〕　dusamikasjuN
どなた　maa，→だれ
どなべ〔土鍋］　saakuu
となり〔隣〕　ltarai）i，七u捻a勾→kadunueaa－
　si，むご5どなり／～近所cU／〈eetunai，
　keetUnai／～付き合いtunaibiree／～の
家ciNzu／～近所を回ること　tullailllaai
どなりちらす〔どなり散らす〕？abiihoojUN
どなり？ける　？adaas3UN，　tqQci？adaasju－
　N，？ud鳥as5UN，一→しかる
となサむら〔隣村〕　tunaimuya
どなる　？abijUN，→さけぶ／どなって驚か
　す？a’oii？udurukasjUN／～声kUNzoo一
　？abii
どの　callU，　zinu，　ziNnu／～くらいca－
hwi，　canus3aku，　ca卿i，　caQsa／～くら
　いのcaQpeeru／～くらいの時間caNna－
gee／～くらいの丈cadaki／～くらいの
　遠さcagatoo／　～くらいの長さcanagi／
　～揚合canubaa／～人eanuQcu，　zinUQ－
　eu，一〉どいつ／～辺maahWiN，　maari－
　kaa／～方向maamtltii／～ようなcanUr
　gutook’u，　caNneeru，　一→canUjOo／　んよ
　　うに　canugutu，→canujoO
どの〔殿〕　一inul
とのがた〔殿方〕　meewikiga，　satumee
とのさま〔殿様1　？umee，→？umeenumee
とばく〔賭事〕　一・かけ，ばくち
とばす〔飛ばす〕　一→tubUN，？uΩtubasjUN，
？uQtunug’asjuN
とびあがる〔飛び上がる3→はねる／飛び上っ
　て驚く（飛び上って喜ぶ）tUNmoojUN／飛
　び上ってさわぐさま’tUN七urumQokaa，
とびうお〔飛魚｝tubuu　　　L→？u七imai
とびこえる〔飛び越える〕tUNkWiijuN／飛
　び越え飛び越えtUNkwiihaQkwii
とびすさる　tUN＄i7yiCUN，一〉とびのく
とびでる〔飛び出る〕　tUNzijUN
とびとびに〔飛び飛びに〕　tubeetubee
とびのく〔飛び退く〕七UNnajuN，綴N晦呈一
　CUN，一〉のく
とびはぜ（魚名）　？iibUU，　tONtONMii
とびはなれる〔飛び離れる｝　t．UNbanarijuN
とぶ〔飛ぶ〕　tubUN，　一〉？uΩtubUN，はねる／
　～鳥tu－biもuiノとんだりはねたり→’udui一
とべら（植物名）．tubira　　　　　　Lhani
とほ〔徒歩〕　kaci
とほう〔途方〕　／～にくれる→tihOO／～に
　暮難しることzaama，　zaamatiima
とぼし〔幻’〕　tubusi，一一〉とうか
とぼしくなる〔乏しくなる〕　→teej筑N
とぼる〔点る〕　tubujuN
とまこ謝　tuma
どま〔土間〕　→嘆kubuu
とまどう〔戸惑う〕　za】madujUN／　～こと
　zamadui，　zainaduikaa，　zamaduikaadui
とまり〔泊まり］　tUlnεしi　　　　　　「jaεし
とまり〔泊〕　（地名）tumai／～の者tuma一
とまる〔止まる〕　，3usinUN，　tumajUN，→
　とどまる，やむ／止まらせる’jusimijUN
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とま
．とまる〔泊まる〕　，jadujuN，　twrnajuN
とみ〔富〕？weeki
とめる〔止める〕　cizijUN，七UmijUN，一〉
とめる〔泊める〕　tumijUN　　　　　しやめる
とも〔友〕
とも．k供〕
．とも〔共〕
とも〔艦〕
と6（助詞）
ともあれ
ともだち〔：友だち］
　き合いαusibiree
　み過ぎることdusi．mu書遍
どもり？Nzanaa，？Nzani
ともる〔点る〕　tubujUN
．どもる〔吃る］　→？Nzani
どやつ　→どいつ
．どよう〔土矯〕　δuujuu
．とら〔虎〕　tura
．とら〔寅〕　tura
どら（感動）’Nda
どら〔鋼雛〕皿uragani
とらえる〔捕える］　ka⑳通jUN，一〉つかまえ
　る／捕えてしばるkara塒ijUK
どらこえ〔どら声｝　duragwii
とらのおらん（植物名）　turanu興u
と　り　〔，鴇〕　　　七ui，　（卑語）　一一〉，jur夏lu〔iui，　，jumu－
　dujaa，→にわとり／～の一種kuka螺／
　～を捕えるかご？utus韮gu魏
とり〔酉］七ui／～年の入tuinUQeu
とりあつかい〔取り扱い〕　mutinasi，　tui一
　？agikee，　tUNzal｛u，→あつかい’
とりあつかう〔取り扱う〕　tui？agikajuN，→
　あつかう　　　　　　　　　「一〉あつめる
とりあつめる〔取り集める〕tuieameejUN，
と砂あわせ〔敢り合わせ〕　tujaasimUN
とりあわせる〔取り合わせる〕　tujaasjUN
とりい〔鳥居〕　むu瀬　　　 「CU蝦Ndukuru
とりえ〔取り柄〕　tultttul〈uru／ひとつの～
とりおさえる〔取り押さえる〕　tUQgikijuN
一ケともだち
tUlllu，　（敬語）　？uもu．mu
1鳳ama／んに　．一・〉㍉、つ1ノよ
tumu／～の方matumu
　→一七UN
nuujatiNkwiija七iN，→さておき
　　　　　dusi，→しんゆ5／～付
t「　　，dusikugeeノ～と親し
とりおとす〔取り落す］　tLiihaNsjuN，　tui一
？utusjuN　rmudusju“T
とりかえす〔取り返す〕　tuikeesjUN，　tui一
．とりかえっこ〔取り替えっこ〕　一〉こうかん
とりかかる〔取り掛かる〕　sikakajUN
とサかご〔鳥籠〕　soominaal〈uu
とりかこむ〔とり囲む〕　1〈a．nimaasjUN
とりかわし〔取り交わし〕　tuikee，（敬語）
　？utuikee　　’　　　　「そく，けいやく
とりきめ〔取り決め〕　tuiciwami，一〉やく
とヲけす〔取り消す〕　？iikeesjuN
とりこしくろう菱取り越．し苦労］？umaaN－
　gasagasa，　？waabasiwa，　？waaba？umii
とりこむ〔取り込む〕　tUikunuN
とりざた〔取沙汰〕→うわさ　　　　「はい
とlj　しまり〔取り締まり〕tuisimari，→し
とりしまる〔取り締まる〕tUisimajuN，→
　かんとく，かんりする，しはい
とりしらべ〔取り調べ〕　tuisirabi，→しらべ
とりすがる［取り継る〕　tuisigajLIN，一〉つき
　まと5／～さまtu埠iga頭字9εしi　　「てる
とりすてる〔取り捨てる〕加i寧搬jUN，一〉す
　　　　　　　　　　　　　　　　　tuisul’aasjuN
　　　　　　　　　　　　　　　　　mamizuN，　tu一
とりそろえる〔取り揃える〕
とりちがえる〔取り違える］
　icigajUN，→まちがう
とり右らす〔取り散らす〕　　　　　　　　　　　　　　　　si4eeyakasjuN，
tuieiyakasjuN，　tuieirasjuN　ricizi
とりつぎ〔取り次ぎ〕　tuigizi，（敬語）？utu一一
とりつぐ〔取り次ぐ〕　t．uigiZuN　「kurijUN
とりつくろう〔取り繕ら〕¢Ukur斑UN，9U一
とりつける〔取りイ寸ける］　＄igijUN，一〉つけ
とりで〔砦〕gu學iku　　　　　　　　しる
とりなし　tuinasi，一〉しゅうせん
とりなす　tUinoosjUN
とりはからう諏り計らう〕tuihakarajuN，
　tUihwakarajuN，一〉はf．・・ら5
とりはだ〔鳥肌〕　hukugii／～が立つhuku－
　eirugeejuN，　hul〈ugidaeuN，　tuil・ul〈ugi－
　daCUN，→hukugaa／～が立つことkii－
　hul｛ugidaei
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どん
とりぶん〔取り分〕もuimee，→わけまえ
とりまき〔取り巻き〕？uutil〈wee
とりまく〔取り巻く〕　macaasjuN．
．とりめ〔鳥目〕’jurumiQkwaa
・とりもち〔鳥鋼〕　，jaNmuci，　muci
とりもどす諏り渓す〕→とりかえす
．とりやめる　kUNdasjuN，・→ちゅうし
・どりょうがある〔細蟹がある］　cimubiyusa－
　N，→かんよう　　　　　　ヂ→つとめる
どりょくする〔努力する〕？u㎜癌amajUN，
とりよせる〔取り寄せる〕tui麟sijUN
とりわけkawa七i，？iruwakiti
．とる〔取る〕　tujUN，→うばう，5ば、・とる，
　かすめとる／取ったりごまかしたりするさ
　ま　keetuihwicitui／取って集めるtui－
　cameejuN／取って附くhwicinasjuN，
　tabujUN，　tuimaasjuN／取って自分のも
　のにするtuikunUN／取ってしま5hwi－
　QtujUN／取り放題tuibusjahuNdee／盛
　んに～tuigikijuN
ドノレ曇まこ＝〔ドノレ箱〕　　ziNbaku
どれ　ziru／～くらい（～だけ，～ほど）caa－
　sjuka，　cahwi，　eamisi，　eamisil〈a，　eanu一一
　sjal〈u，　canusjuka，　eaQpi，　eaQsa，　easa－
　kii／～ほどでもcaQsaN／～ほどのcaQ一
．どれ（感動）　，Nda　　　　　　　　　　Lpeeru
．どれい〔奴隷〕→naagU，’N7、a，’N7。aQkwa
．どう〔泥〕　duru，→つち／～だらけduru一
どうあし〔泥足〕　dufubis3a　　　LbUQ七aa
どうあそび〔泥遊び｝durumutaaN，’Nca－
　mutaaN
とろう£徒労〕　？ada，，NRanaNzi
どうた（泥田〕　，jubi，，jubi七a
とろとろ　nurUNturUN，　turu七ulrU
どろどろ　duruduru，　gweNgweN
とろび〔とろ火〕　turu七uruubii
どうぼう〔泥棒〕　nusぬdu，→hwizaidiina－
　gaaノ～する．　nusunuN／Nの前で～する
　こと　miihainusudu／～猫　gacimajaa，
　→？uhugacimajaa／～よけに畑にさす鵬
　zllguusl，　zngusl
どうみずこ泥水〕　durumi寡
どうみ右〔泥道〕　durumici
どん　dON／～という音を立てるdONmika－
　sjUN／．～どんdOATdON．
どん〔鈍］→にぶい　／～な者dUNnamuN
どんかん〔鈍感〕　kaNduu，→にぶい
どんす〔丁子｝
とん＄んかん
　gatai
とんでもない
jUN，
dilNsi
／～な話miNkuzirimumU一
　　　　　　　　　　1〈uuwee，　一Fmaanu，　？umU一
　　　　　とてつもない，めっそうな／～事
　kawaQtakntu，　？munaaraNmuN
どんてん〔雪天〕　kumuidiNci，→くもり
どんな　eaaru，　eanugutooru，　caNna，
　caNneeru，→いかなる／～にむaasjuka，
canugutu，　canusjuka，？ikira／～に沢
　1－1．．E　casakii／～に長い間caNnagee／～遠
方cag tOO／～ものcanugutooruu
どんぶり〔丼〕　dUNburi，　makai、／～の一種
　→sjUNkaN，，waNbuu／～の大きいもの
　？aramakai，？aran？akajaa／～料理を持
　ち寄ってする宴会dUNburi加ucaasii
とんぼ　？aake錫uu／～の一種1〈azihue2？a－
　akee7yuu，　iiaakudaamaa，　taamaa／～の
　羽のように美しい着物？ak錫ubaniNsu
とんぼがえり　giNburugeei
とんま　→まぬけ
どんよくこ獄丁〕　goojukU，一〉よくばり／～
　な者9’oojukUU，？uhujul〈uu
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な?
な〔名］　naa，一→なまえ／～があがる澱5a一
な〔菊？oohwa，一一maa　　　L9需u翼
な（禁止）一na
なあ（助詞）　’jaa，’300
ない亡無い〕　neeN，蒸ee痴N／～ことにして
　おく物neeraNmUN／…の～春mook－
　aa，　niookuu，　一moo，　一muQkoo
ないがい〔内タト〕　？ucihul《a
ないかく〔内1翻→hjoozoozu，（敬語）gい
　hjoozoozu，　？uza
ないしょ〔内証〕　m玲ikaQteeN，嚢eesjuu
ないじょう〔内情〕　？ucuu，→じじょう
ないしょばなし〔内証話〕　捻ees3u雛banasi，
　gumalnunugatai
ないしん〔内心〕　cimu？uci，したごころ！～
　喜：ぶことsicajurukubl．
ないぞう〔内臓〕hwii，’watamiillnUN，→
　ぞ5もつ，はらわた
ないぢまい〔内地米〕　一〉ほんどさん
ないつう〔内這L￥］　neeguτ㍉→うらぎる
ないない〔内内］　→うちうち
ナイフ　　寧iigU
なし、vS、くやく　〔内月艮町〕　　num圭gusui
ないぶん〔内分〕　neebUN
なう〔細ら〕noojUN
なえ〔苗〕nee
なえぐ〔楚ぐ〕　捻eeZUN
なえる〔萎える〕　neejUN，→しなびる
なお〔猶］　’juku，’jukuN，→さらに
なおすご直す〕　hwicinOOSjuN，　noOSjuN，
　一＞tuinoosjUN，しゅうぜん，しゅうり
なおる〔直る］　noojUN，→こんじする
なおれ〔名折れ〕　kusihwici，　nauri，→ふめ
　　いよ　　　　「kaguru／7．の物11aka撮
なか〔中〕　mii，　naaka，　naka／～ごろna一
　　　なか〔仲〕　naaka，　naka，→むつまじい，ふ
　　　なか／～が悪いkuhwas謡ノ～カミ悪いこと
lh・nal〈・・1・・ku／～が悪くなるk・hw暗
　　　UN／～をとりもつさまnaal〈atUihatatui
　ながあめ〔」贋判〕　n訊9εし？allli，　nagabUi
　　ながあるき〔長歩き〕　nagεし？aQci
　　ながし．・〔長い〕nagasaN，　nageesaN／～間
　　　nagee，　nagadee／～闘ずっとnaga釦u－
　　　S圭，nag’iduusi／～命mumuci／～旅路
　　　nagamici／～病気nagajami／～もの
　　　nagaa／長くかかるkarakajUN／長くカ、
　　　かるこ：とnagagakai，　nagagarakee／長
　　　くつらなるさまgirinagaanagaa
　　ながい〔長居〕　nagagibi，　nagaii，→ながざ／
　　　～する人nagagibaa　　「ちょうじゅ
　　ながし、き〔長生：き〕　eoomii，　naga？ici，→
　　ながおい優追い〕naga？uui
　　なかがいにん〔仲買人〕？acoodu，　bakujoo／
　　　～のことば？acooduguci
　　ながさ〔長さ3　nagi／～定の～cunaagi／
　　　～が足りないこと？iceehaNd蝦
　　ながざこ長座〕　naga多a，→ながじり
　　ながし〔流し〕miNtana　’
　　ながしめ〔流し冒｝hwicknS．，　sjoomi
　　ながじりこ長尻〕　nagagibi，→ながい，なが
　　　ざ／～の者nagaφbaa
　　ながす〔流す〕　nagasjUN
　　ながそで展袖〕／～の上着→maakwaa
　　なかそら〔中空〕　nak読bi，→そら
　　なかぞり〔中剃り〕　n＆ka騨i
Ib’ ﾈかたがい〔仲違い〕naakag’uhwai，　naa－
　　　k批tagee，→なか
　　なかだち〔仲立ち］　nakadaci，　naka？iri
　　ながたび〔長旅〕naga？aQci
　　ながつづき〔擾続き〕nagag2zici／～させる
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なぐ
　Mu七uusjUN／～するmu七uu3UN
ながとうりゅう〔長逗留〕　’juudu
なかなおり〔仲直り〕　naakanooi，　nakano－
　oi，’wahuku／～する→kunee5UN／～さ
　せる，．一〉わかいさせる
ながながと〔長長…と〕　／～寝ること　naga－
　booi，　nagaboojaa／～ねそべ．ること．na－
gahubitoorV～延びたものnagahwee一
ながなき〔長騒繁き］　もacinaci　　　　　Lraa
なかにわ〔中庭〕nakaRiwa
ながねん〔長年｝　鍛aga掘N
なかば〔半ば〕micinakara，　nakaba，　naka－
　va，　nakaramlci，→とちゅう，はんぶん
ながびく〔長引く〕hwicurujuN，　hwicu－
　lruujUN，　ltagahiCUN／病気が～namata－
　rijUN／～こと難agεしgakai，　nagagawakee，
　nagahwieurui，　na．crahwieux’uu，　naga－
　hwicuruuiノ～さまhwieuruumucuruu
なカ、ま〔仲間〕　　giri，　dusi，　？eezuu，　guu，
　→一kata，どうりょう／～となることka－
　taree／～に入れるkatarajUN／～はずれ
　guuhaNdaa，　guuhaziraa
なかみ〔中身3．mii
なかむかし〔中昔〕　nal〈amukasi
ながめ〔眺め〕　naga皿i
ながめる〔眺める〕　nagamijUN，一→みる
ながもち〔長i持ち〕　nagamuci／～する　ta一
　皿UCUN
ながもの（蛇の忌み詞）nagamUN
なかやすみ〔中休み〕nakaja＄imi，　nqkaju－
　kui，→きゅうそく
ながやすみ〔長休み〕　nagajasimi
なかゆび〔中指］　n＆ka？i圭bi
なカ、よ　く　〔仲よ　く〕　　　kanaganaa」tu，　→ka」mε起
　sil｛aju”T，むつまじい／～すること’wa－
daN，　’wagoo，　’wago．　owadaN，　’wadaN一
なかよし〔仲良し〕，iinaaka　　　　Lwagoo
ながら　一aglmaa，一gaCll，一ganaa・一naga－
　ra，　一naglmaa
ながらえる〔長らえる〕　nagarajuN
．ながらく〔永らく｝．→ながい
ながれξ流れ〕　nagεしri
ながれぼし［流れ星〕　husinujaa？uueii
ながれる〔流れる〕　hajUN，　nagayijuN／よ
　　どみなく～さまsoorusooru，　SOOI’USOO一・
ながわずらいL長煩い〕　ltagajami　LX・uu．．
なぎ〔凪〕　tu盛．
なきあかす〔．泣き明かす］　naci？al｛asjuN
なきいる〔泣き入る］naci？i旗N
なきがおこ泣き顔〕　nacigau
なきくらす〔泣き暮らす〕　準aeik：uxasjUN
なきこえ〔泣き声］　Raeigwii，一→なく
なきさけぶこ泣き叫ぶ〕？abijUN，一｝tiNsa一．．・
　ma，なきわめく
なきじん〔今帰仁〕（地名）　naciziN／～の者．「
　naelzmaa
なきつか乳るこ泣き疲れる〕nacikwaarijuN．．
なきつく〔泣き付く〕nacikakajuN
なぎなた褻長刀〕　nazinata
なきまね〔泣きまね〕　naeineehi
なきむし〔泣き虫〕　naeibusi，　nacihusjaa
なきわめく〔泣き．わめく〕　？abijUN，→なぎ
　　さをづ勘ぶ／　 ～者　三～abijaa
なき：わらい〔泣き笑；い〕　naciwa｝：・ee
なく〔泣く〕？ab　ijUN，　hwiizijuN，　naeUN／．・
　～さまnaeigeegee，一・？aQkij・・，’Ngaa一．・
　Ngaa，　siQkuihaQkui，　siQkweehaQkwee，
　’weewee／～ような話し方nacimunii，
　nacimunu？ii／めそめそ～ことsipitaina一．一
　ci，，wiiruunaci／泣きそうな顔girajoO／．
　泣きそうなさまnadagurumaai，．　nada一・
　gurumaajaa／泣きながら言5こと　mu一．・
　nu？iinaci
なく〔鳴く〕　？abijUN，　huki3UN，　naCUN，
　．？utajUN／～せみ？abijaa／～もの？abi一・
j a
なぐ〔凪ぐ〕　turijUN
なぐさむ〔慰む3nagusanUN　　　　’
なぐさめ〔慰め〕nagusami
なぐさめる〔慰める〕　mgusan瘤UN，　nagu一．．
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：な「く
　　sanuN，　一elmu
．なくす〔無くす〕　？usinajuN
zなくなく〔泣く泣く〕　nakunaku
なくなる〔無くなる］　一＞siru
’なぐりつけるsuguikeerasjUN
lなぐりとばす’　sugUit・ubasjuN
iなぐる　？atijUN，　n韮jUN，　sigikijuN，　su－
　gujUN，→kurusjUN，　tii，　うつ，．たたく
1なげあい〔投げ合い〕．nagiee．
1なi＝fう　り　〔投げう’i三り〕　　　亭iti？1ユi
なげく〔嘆く〕／嘆いて1〈uriigurii
：なげこむ〔投げこむ〕nagiNCuN
なげすてる〔投げ捨てる〕　caNnagijuN，
　haN捻agi3UN，？u（～caNgijUN，→すてる
：なげちらす〔投げ散らす］／～ことnagiba－
　kafee／投げ散らしておくことnagihoo－
　1’ii
癒げもの〔投げ物〕　夢擬mUN
lな｛ヂやり〔投げや．り〕　　nagihooril
な｛ヂる〔投げる〕　nagijUN
．：なご絡子3naaguノ～の住む宅地，isici／
　　～の往む宅地の地代，isiciganee
なこうど〔仲入〕nakadaci／～1コー〉％COO一
　．duguei
ﾈごむ〔和む］　eUl’ijUN，→おだやか
’なごらん〔名護蘭〕（植物名）　丑aguraN
：なごり〔名残り〕naguri／～惜しい？aciza－
　raAT，　nagrlxlsJaN
二なさけ〔情〕nasaki，　sinasaki，→あいじょ
　　5，じょ5，にんじよ5，めぐみ／～をか
　　ける→ci｝nu／～深い→やさしい
なさけない〔情ない〕　girinasaN
なざし〔名指し〕na7，asi
なし〔無し〕　一moO，一mU（≧koO
：なしとげる． k戒し遂げる〕　tuziMijUN
なす〔茄子〕　naasibi
なす〔為す〕→する
、」なすりつ｛ナる　夢irina寧ijuN，錘rigiki3u．N／
　　なすりつけてのがれる　瞬盛nugaa駆N
二なする〔擦る3　nasijUN，→こする
なぜ〔何故］→eaa
な．ぞ〔謎〕　？akasimuN，　munu？aka￥ee
なぞる　dainijUN
なた〔鉱3　，jamanazi，→おの
なだ〔灘］　nada
なだかい〔名高い〕　naa？juru，　→cikwii－
jUN・　naa・tuj　tMUN・？utu？UCUN（．～も
　のcikwiitamUN，　nadakee㎜UN，
なたねあぶら喋種油〕．maa？aNda
なだめる〔宥める〕麟kasj罧N／なだめすか
　すこと串ikasiimaa串ii
なつ〔夏〕nagi／～の初めnagiguci，，wa－
　1〈anagi
なつかしい〔懐しい〕　？anagacisεしN
なつぎ〔憂着〕　穀agimUN
なづけ〔名付け〕　箆aa雰kii
なっとくする〔納得する〕ciciwakijUN
なつば喋っ葉〕？oohwa，→naa
なつま1ナ〔夏負け］　humiicimaki，　nagirnak三
なつ為の〔夏物〕　nagimUN
なでるこ撫でる〕nadijUN／撫で回すさま
　？amasaaikumasaai
など（助詞）一Ndee／～と一naQkwee
なな〔七］　→しち
ななくさ〔七草〕　naNkanusikU
ななつ〔七つ〕　一〉しち
ななつぼし〔七つ星3nanagibusi
ななひろ〔7尋〕ltanahw三ru／～半nana－
　hwiruNnqakari　FbeejuN
ななめ〔斜め〕naNbeei／～にするnaN一
なに〔何〕　nuu，→なん／～かnuugana／
　～するnuusjaru／～とそdoodiN／～何
　nuunuu／～ほどの簸uus担ru／～もかも
　nUUNkwiiN／～やかやnuujaakwiijaa，
　nuulgwi．i
なにがし〔何≡菓〕
なにごと〔何事〕
なにぶんこ一分）
なにもの〔何者〕
なのか〔7El〕　sicin1Cl
namgasl，　nugunaa
nuugutu
聡anibUN，　n鼠NbUN
taNnumuN
’■j^ ～ごとの法事na一
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　Nka／～正月簸aNkanusiku
なのり［名乗り〕　nanUi／～の頭に用いる字
　nanuigasira／～を付けるnanujuN
なのる〔名乗る］　nanujUN
．なは〔那覇〕naahwa，　nahwa／～の人naa－
　hwaNeu，　一＞naahwaa
なびく〔暫く〕nabiCUN，→たなびく
．なふだ〔名札］　nahuda
なぶりもの〔なぶり者〕　nabakuimuN
：なぶる　nabakμjUN
なべ〔鍮　naabi／～釜の修ew．　naabinakuu，
　naabinukuu／～の一一種niNmeenaabi，
　saNmeenaabi，　siNineenaabi，　一＞naabi／
　～のふたnaabinuhuもa，　kamaNta／～を
　　さぐって食うことnaabisagui．
．なべずみ［鍋墨〕　naabinuhwiNgu
なま〔生〕naraa／～であるnamasaN／～の
　いもnama？Nmu／～のものnamamamT
なまいき〔生意知戯saN，・？waaci／～で
　あるciidakasaN／～な者ciidakamuN，
　cigweeimuN，　eiigweemuN，　一〉？ieisaka－
　siNza／～になるeig’weejUN
なまえ〔名前3naa，　Aaiinee，→からな，せ
　い，な，なのり，わらべな
なまぐさい〔二七い〕　hwirugusasaN／～に
　おいtakal〈aza／～ものhwirugusar三一
　mUN／　なま　く“さ坊主　sisikweeboOzi
』なまくら己maguraa
数まけもの〔怠け者〕　dazaku，　guuda，，ju－
　rarijaa，　’jurasimuN，　’jurasjaa，　lorlii
　？NmasimuAT，　namatarimuN，→ぐ5たら
なまける〔怠ける．〕　，3ur我rijUN，　namatarl－
　jUN，？ukutajuN／～こと　，ju盛aN，，juda－
　N．taari／なまけがち，jutiasihai
なまごろし〔生殺し｝　namagurus｛
なます〔謝　namasi
なまにえ〔生煮え〕　→はんにえ
なまにく〔生肉3namazisi
：なま凍るい　→てぬるい，ぬるい／～さ．ま
　nuruQ｝｛wikaa／～者　nuruQkwimuN／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なり
　なま．ぬるくなるnurUQkwijUN
なまみず〔生水〕　namamizi
．なまもの〔生物〕　namamUN
なまり〔鋤　mi写ikaRi，　namari，　S三rukani
なまり〔詑り］　kutuba，→ほうげん
なまる〔銃る〕　magurijuN，　n昂mari3UN
なみ〔波〕　nami
なみ〔並み〕　gini，竣ami，→ふつう
なみか．ぜ〔波風〕　n鼠mikazi．
なみだ〔涙3　miinada，　minada，　nada，　na－
　mida／～ぐんださまnadagurtzmaai，　na－
　d gurumaajaa
なみだもろい〔涙もろい｝　nadajoosaN
なめくじ〔蜻鍮〕namimusi，　namimusjaa
なめらか　→nadUQtNee，すべっこい／～で
　ある1職NdurusaN／．～に出るさまsooru－
　SOOI’U，　SOOYUSOOX’UU
なよなよと　一→’jujuzurasaN
ならい〔習い｝→一naree
ならう〔習う〕　narajuN／～こと　一naree／
　習いおぼえる？uki．ヒujUN／習わせるna－
　raas3uN
らう〔倣う〕？utaas麟N，→まね
ならす〔鳴らす〕　narasjUN
ならす〔均らす］RarasjtzN，　tOOIIIijUN，　tu－
　namijUN，？usiitt　namijuN，→へいきん
ならずもの〔ならず者〕　hurimuN，　ga3－
　hweemuN，→ふりょ5
ならび〔並び〕nawabi
ならぶ〔並ぶ］　kU澱b＆加N，　nanUN，　naya－
　bUN，→つらなる／並んで→girinagaa－
　nagaa　　　　　　　　　　　「→つらねる
ならべる磁べる〕kunabijUN，　narabijuN，
ならフわし〔習わし〕　naree，　Z．uku，→しゅら
　かん
なりnaj，→さま，なりふり，ふくそう，み
なりきん〔成金］　？aQta？weekiNCu　しなり
なりふり　huuzi，一→なり
なりもの〔鳴り物〕　naimUN
なりもの〔生りもの〕naimuN，→み
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なり
なりゆき〔成り行き〕？icinai，　n蝕i麟C呈，→
　しだい
なる〔成る◎：為る〕　najUNノなりかをナーllaiL
　gataa／なりきるnaieirijuN／なりそこ
　なう　naihaNsjuN／お…に～一miseeN，
　一NseeN　．rnajuNなる、こ生：る〕　najUN／　ならせる　narasjuN
なる〔鳴る〕　najUN
なるべく　naraba，　nareja，　narubici，→
なる糠ど　naruhud馬，Nca，→いか1こも，
　まことに
なれ〔慣れ3　nari，一→しゅうかん
なれそめ〔馴れ初母）｝　narisumi
なれる〔馴れる。慣れる〕　narijuN，　siina一
なわ〔縄〕φna，　ginanaa，　naa　Ll’ijUN
なわしろ〔苗代〕　naasiru／～を張ること
　haiNna　・　Leubiなわしろいちご〔苗代苺〕（植物名）　｝nOO？i一
なん〔何〕　nUU，→naN一，なに／～だかだ
　nuudookwii：oo／　～と1，・うこと　ntiuti－
　kutu／～とか　？aNsawaNkaNsawaN，
　caagana，　nugunaa／～としてもcaa－
　siNkaasiN／～とで～もnuutUNkwii纐N／
　～ともcaa5iN，　caasUNdiN／～ともない
　→eaa／んの瓶aa蒸U，　nuusjaru／～のか
　のnaNnuukaNnUUi　nUukwii，　ntzunu－
　kwiinu，　nuusjaNkwiisja’　N，　一＞nuu？lei－
　Nkwii？iciiy、／～のさしさわ｛）もない．　nu一
　usabiNneeN／～の拍子に、　nuutuNgan
なん〔難〕　nar　　　　己　　　　　Laasi
なんぎ〔難儀〕　n3Nzi，　naNzil｛UNzi，　teesOO，
　→こまる
なんきんぶくろ〔南京袋〕　1（asigaabukuru／
　～の布kasiga訊
なんきんまいこ南京米］　toogumii
なんきんまめ〔南京豆〕　ziimaami　「biira
なんき．んむし〔南京虫〕　hwiiraa，　Qcukwee一
なんご〔聴語〕　，Nkuu，→toonukuci／～ず
　る幼児→toonul｛ucaa
なんこつ〔軟骨〕gusumici
なんこん〔男根〕　一→いんけい
なんざん〔難産］　llaNsaN
なんご〔何時〕　捻a翼duci
なんしょくこ男色〕　→，wakasju
なんせん〔難船〕　naNSiN
なんて（助詞）　一naQkwee
なんど〔何翻　？ikukeeN，．　naNdu，→たび
なんどき〔何時〕
なんにち〔イ可日〕
なんにル〔何人〕
　？ikutul〈uxvt
なんねん〔舗年：3
なんばん〔南蛮〕
一→いつ
？iQka，　naNni．ci
？ika七a量，　naNniN／
naNmN
naNbaN
Lたび
～様
なんばんやき〔南蛮焼き〕　naNbaN，　naN一
　baNgaam圭
なんびき〔何匹〕　naNbici
　　　　　　　　　　　　　ぜ．
??
1こ〔2〕　】〔Σii，　taa～｝i，→ta一，　ふ～｝
に〔荷〕　→にもつ
に（助詞）一ga，一kai，一nai，一nakai，一ni
　－Nkai
にあい〔似合N・｝’iinee，　nawai，　nee，　nee－
　tukeetu，　niee，　niiee，　nooCakeeta
にあう〔似合う〕nawa3UN，　nioojuN，　noo一
一juN，　sina3BN，　？ucajuN，　一｝nootaru，
　につかわしい／tyこと（～さま）？ueais｝．n一一
　ai，　？ucataikanatai
にあがり［　；・：上がり〕　？ag圭，　nii？agi／　～の
　密ヨ　？ag三busi
にあわしい〔似合わしい〕→につかわしい
にい〔新〕．mii一
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にし
鷺いさん〔．兄さん］　？ahwii，，」我kumii，，ja一
　（lcii，→？aQpii，　あζこ
i｛こt、づま〔新馨署〕　　U？iiもuzi
にいにいぜみ　（蝉の名）siimiigwaa
｛こうま〔荷、琴葛｝　　nii「～uusaa
｛こえきらない〔煮えきらない〕　一→tee
にえゆ〔煮え湯〕　hucijUU
にえる〔煮える｝　niijUN／煮え過ぎる　nii－
　llizijUN／煮え立つmugeejuN，もazi3UN／
　煮えたばかりのさま？agikool〈OO／煮えて
　　くたくたになるさまniikuta
　　　　　　　　　　　ま1こえん〔2円〕　hjaQkwaN　　　　　「sjaN
｛こおい1〈a7va，　niui，　niwi→あくしゅ5，あ
　つさ，くさい，ほうこう／～カミいいkaba一
におう〔仁王〕　nijoobutuki，　nioobutuki
におう　→ni．widakasaN
にかい〔2回｝　七akeeN，→にど　　　「basi
にかい〔2階3　niikee／～への階段niikee一
にがい〔苦い〕　，NzasaN／～もの，NzamUN
にかいや〔二階劉niikeejaa
にがうり〔苦瓜］　（植物名）goojaa
にかえし〔煮返し〕　tazirasikee．saa
1二がき〔普太〕（植物名）　，Nzaki
iこカslヂつ〔2カ｝月〕　tag圭ci
にがす〔逃がす］　hwiNnugasjuN，→のがす
にがつ〔2月〕nigwag，　niNgwagi
にがみ〔苦み〕　，NZ3mi
iこカ、わ〔膠〕　　　nik駄a
にがわらい〔苦笑い〕，Nzawa1・ee
にぎにぎ　ciNtUNteN
にきびnjkUN
にぎやか　／～なさま　gwaNgwaN／　～に
　するhaneel〈asjUN，　haneekijuN／～にな
　る→にぎわう／座を～にする者73aaha－
　neekasjaa，7yaamucaa
にぎり．こぶし　・→げんこつ
にぎりめし〔握り飯〕　？ubUNnizi垣i，＝→？aN－
　mis三
にぎりや〔握り屋〕nizijaa　　　rかむ
1こぎる［握る〕　k駄gi即ijUN，　nizijUN，→つ
?
．にぎわう〔賑わう］　｝laneeCUN，　humiCuN，
　→にぎやか
にく〔肉3．niku，　slsi，一〉？aQtami／～入り
　　御飯sisi7．ULIpii／～からとったスープnii－
　　nuzi／～を久しく食べないこと　→？aN－
　　dagaald／～の市？waasjaamaci／　～の
　　塩漬けsjuugiki，　sjuuzisi／～のてんぷ
　　らsisiもiNpur翫
にくい〔憎い〕．mi眺was＆N，　nlkusaN，→
　　giranil〈usaN，’janamiQkwasaN／～者
　　miQkwasamuN
にくい　一gurisjaN，→むずかしい
にくじるこ肉汁〕　niinuzi
にくづき〔肉付き〕sisimucinai
にくにくしい〔憎憎しい〕’janamiQkwasaN
にくまれっこ〔憎まれっ子｝’janawarabi
にくまれもの〔憎まれ者〕　miQkwasamuN
l：くむ〔憎む｝　籠iku簸UR
にくや〔肉屋〕→？waasjaajaa
にくらしい〔憎らしい3一→にくい
にぐるま〔荷車〕nlguruma，　niiguruma
にげだす〔逃げ出す〕．・r＞hwiNnugijUN／逃
　　げ出した馬hwiNgi？Nma
にげる〔逃げる］　hwiNgijuN，翠wiNzijUN，
　　nugijUN，→と5そ5する，のがれる／逃
　　げ支度｝｝ugizil〈ooi／逃げ圓ることhwiN－
　　gimaal
にごう〔2合〕　nig’oo，　niNgoo
にこにこ／～笑う’wareekaNZuN
にごる〔濁る〕　m・iNgwijuN，　siNgWijuN／
　　　：L　naiNgwi／　es　6・1±6　miNgwa－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　LSjUN
～」と lmN W1 濁らせる
にさんねん〔2，3年〕 tatumitu
にし〔西〕？iri
にしこ螺〕　giNbooraa
にじこ虹〕nuuz三
にしかぜ〔西風〕？u七ibuci
にしき〔錦〕　nisiei
にしみなみ〔西南〕　saNtunii
にじむ〔滲む〕　cirijUN
にしむき〔西向き「〕？iriNkee
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にし
にしめ〔煮染〕simiMUN
にじゅう〔20〕nizuu
にじゅう〔二重〕　nizuu
にじゅうあご〔二重あ＝ご〕　tee？u七ugee
にじゅうえん〔20円〕　siNgwaN
にじゅうごねんき〔二十五年忌〕nizuuguni－
　Nci／～と三十三年忌一〉？ubu¢izi，？uhu一
　？usjuukoo
にじゅうしこう〔二十四孝］（書名）lliZUZIsi－
　koo
にじゅうしせつ〔二十四節〕　→sigi
にじゅつさい〔20歳｝hataei
にじゆっせん〔20銭〕　tUBaa
にしようだき〔2升炊き〕nisjudaei
にせもの〔偽物3　nisH，　nisimUNド〉もぞう
にせる〔似せる311isijμN
にせんえん．〔2000円］　zuumaNgwaN
にだし〔煮出し3das圭
にだす〔煮出す〕　siNzijUN／煮出したかす
　siNzik購i／煮出した汁siNzizil’U
にたんつづき〔2反続き］　n琵aNg鋤ug三
にち〔日〕　一nici
にちげん〔露限〕　短ciziN，→き’げん
にちや限夜〕’juruhwiru，→いつ
につかわしい〔似つかわしい3．nawaasjaN，
　→noO乞a岡U，　にあう
にっき〔LI．記〕　niQci
にづくり〔荷造り〕．聡i珍ukui，　ni興ku重，
｛aっ（ナLs〔肉＄垂〕　　garasi，　niQcii
ニッケル　，jaNziN
にづしやびょう〔日射病〕hwiimaki
にっしょく〔臼蝕〕　niQsjuku
にっ右ゆう〔日中〕　hwizuu，→ひるじ．ゆう
にっぽん湯本〕　，jamatu，．？uhujamatu／
　～への旅，jamatutabiノ～流のしりから
　げ’jamatugibui／～政蔚の統治する時代
　’jamatujuu
につぼんご〔H本語〕　’jamatuguci
につぼんじん〔R記入〕，jamatuNcu，？uhu－
　jamatUNCU／～の気の早さ，jamatuzih一
　wee／～の機敏さ，jamatuguruku
にっぽんひんこ日本晶〕，jamaturnuN／～
　の粗末さ　，jama七U．S300bee，．’jam3tlisOO－
　bee
にど〔二度〕　nidu，→にかい／～匿nidumii
にねん〔2年3tatu／～おきtatugusi
にのいと〔二の糸〕　naka多iru　　　・
にのうで〔二の髄〕　keena
にぱい〔2倍〕　→ばい　　　　　「としごろ
にはちのころ〔二八のころ〕　nihaciguru，→
にばんどり〔二番鶏〕　nibaNdui
にひゃくもん〔200文〕　nihjaaku，　taku－
　mui／250文七akumuiguNzuu
にぶい〔鈍い〕
｛こふだ〔祷札〕
にぶる〔鈍る］
にぶん〔二分〕
にほん〔購：本〕
【こまし、〔2杉ぐ］
にまいがい〔一
　kuu
にまいじた［一
　　duNnasaN
　　設iihuda
　　namarl］uN
　　一〉ふたつわり
　　→にっぽん
　　mNmee
～枚貝〕？ahwakee，？ahwa一
　　　　　　　＿枚雷〕girataacaa
にまんえん〔2万円］　hjakumaNgwaN
にもつ〔荷物〕　nii，　nimugi／～にわずらわ
　されることniiwacaree，痴量waNdee
にやあにやあ　maaumaau
にやっかい〔荷厄介〕niijaQkee，　niiwaca－
　ree，→おもに，ふたん
にゅうごく〔入獄〕．ruusja
にゅうさつ〔入札〕？irihuda
にゆうし〔乳歯3clikweebaa
にゅうじ〔乳児〕　ciillumiNg’wa
にゅうじょうりょう〔入揚料〕　mUNciN
にゅうせんえん〔乳腺炎〕eiigasa
にゅうろう〔入牢〕　ruusja
にょいほうじゅ〔如意宝珠｝　nubusidama
にょうどうえん［尿道炎〕　siibai3aNdi．
にょにんきんせい〔女人禁制〕’w漁aguha－
　Qtu
（こら〔韮〕　ciribira
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ぬか
にらむ　m量ihwicajUN／にらんでどなりつけ
　ることmiihai？adaasi，　miihai？udaasi
にらめっこ　miikuumee
にりん〔2厘〕　cukumui，　hjaaku，→一ku－
　illui／～の菓子　一＞hjaal〈umuci
t：る〔煮る〕　nij　LIN，一＞taCUN／～準備をす
　るsikdjUN／煮返して暖める　tazira－
　sjUN／煮過ぎるnisizijUN
にる褻似る3nij鷺N／似た者岡志．nitaka－
　maNta／似たり寄ったりneetukeetu／似
　てさらによいことniimasi
にわ〔庭〕　naa，　niwa
lこわいし〔庭石］→bUNsaN
にわか〔俄か｝　？aQta一／～に．？aQtani，→と
　つぜん／～の思い一立ち　？aQta？umitac三／
　～の考え？aQtakaNgee
に7わかあめ〔俄か爾］　？aQtabui，　→nagi－
　gurl，　nagasl
にわかぶんげん臓か分限〕　？aQta？weeki－
　Neu
にわき〔庭太〕niwagi
にわとりこ鶏〕　niwatui，　tui，（小児語）
　，juujUU，一ンとり／～の市tuin？aci／～の
　一pt　eaaN，　haatui，　kaatu］’aa，　hukuga’　a，
　hukugaadui，　karahaatui，　koociN，　ta－
　wacii／～のうぶげhukug：ii／　～のくそ
　tUNIIukusuu／～のくちばしの下の肉
　huuヒai／～のス・一・プ七uisiNzi／～の鳴き
　　声→IO　）korool〈。o，　kUQkuruu？uu／ひ
　よこの鳴き声→pij裂pi3a／　～を呼ぶ声
　’juuijuui
にん［人〕　一tai，一niN／～様一七ukUru
l：んかん〔任窟〕　？weedaiugaN
にんぎょこ人魚〕　？al〈aNgwaa？｛ju，4aN．，．
4aNnu？iju
にんぎょう〔入形〕　hutukii，　niNZOO，→？U一・
．meNtuu／～使い→CONdaraa，’jaNzai，
　jaNzajaa，　lnaN7vai／　～箱　？umeNtuu一一
　baku
にんげん〔人間〕　njNziN，→ひと／～ぎらい
　Qcul〈asimasjaa
にんじょうこ人情〕　nlNzoo，→なさけ／～の
　ある入ckTlumucillluN
にんしん〔妊娠〕　ラiieii，　kweetee，串idiga－
　huu，瓠duugahuu，→？UQtumisiみこも
　る／～するkasagijUN，→muCuN，？UQtVl．
にんじん〔人参〕cideekuni
にんずう［丁数〕　niN多U／～講べniN興？a－
　yatami／　一一tti－gl｛）　giburuwai，　giziwai，
　？atamawai
にんそう〔入相〕　niNSOO
にんそく〔人足］bUU，　niNsukti，→にん
　ぷ／～労働bμuwaga
にんたいりょく〔忍耐力］nizidee，→たえる・
にんにく〔大蒜〕　hwiru
にんぶ〔入夫〕　buu，　niNpu，→にんそく
にんぷ〔妊婦〕kasagiNeu，→？uhuwataa．
　？uhuwatamuN
ぬ
ぬいあげ〔縫い上げ〕
ぬいとり〔縫い取り〕
ぬいばり〔縫い針〕
　jaabaai
ぬいめ〔縫い図〕
ぬ．いもの〔縫い物］
　neeelrl
　nUCIm翠N
eiNnooibaai，　ciNnoo一
neellll
　noo］muN
ぬう〔縫う〕　RoojUN
ぬか〔糠3　nuka
ぬかよろこび〔糠喜び〕’Nna？uQSja
ぬかるみ［泥檸3b瓢ubu馳U，　durugwaQtai》
　gweQtai，　ziQtai，　ziQtaigweQtai／　～の
　さまgweNgweN／～になった道gweQ七a一
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，ぬき
　IMICI，　naNaLll”UMIel
：ぬき〔貫〕　nuci／～のある家nucizijaa
ぬき〔緯〕nuci
ﾊきいと〔緯糸］　nuci
：ぬきがき〔抜き暖き〕　11uzigaci
lぬきて〔抜手〕　tiinuzaa
ﾊきんでる〔抜きんでる〕　nugijuN，捻ugi一
　？NzijUN，　tacinugijuN，→すぐれる
：ぬく〔貫く〕　nUCUN
~く〔抜く〕　nUZUNe→ひきぬく
ぬぐ〔脱ぐ〕．halijUN，　MIZuN
lぬぐう賦5〕nugujUN・SUSL・j．UN
．ぬけがけ〔抜け駆げ〕　sacimaai
l．ぬけがら〔抜け殼〕sidigara，　sidiguru
：．．ぬけげ〔脱け毛3karaz圭buciki
．1thける£技ける〕　hwicina．iuN，　nugijUN／
　敏けてあがる．niXcagajUN
；ぬげる〔脱げる〕　nugijuN
：ぬし〔主｝nuusi
二ぬすっと　→どろぼう
滅すみぐい〔盗み食い］nusuduNgwee
．、ぬすむ〔盗む〕nusuntiN／．～くせtiigusi／
　　～くせがあるtiinagasaN
梅た（料理の名）　nuta
ぬの〔布〕　ciri，　nunu，→おりもの／～に水
　を通すこと→siN七aku／～の織り始めka－
　siei，　nuuguciノ～の長さ　nunudaki／ま
　だ水を通してない．～sajumi
ぬま昭〕　kumui
ぬらす〔濡らす〕　’NdasjUN
ぬら晦ら　「iuurakwaaxa　rなすりつける
梅りつける〔塗り付ける｝　捻a麟3礁N，→
thりもの〔塗り物〕　→しっき
ぬりも．のや［塗りもの麗〕　nUirpuNj’aa
ぬる由る〕nujUN
ぬるい餓urusaN，→なまぬるい／～さま
　n ruQkwikaa／ぬるくなるnurUQkwi一一
　ju層．
ぬるまゆ〔微温湯〕nurugkwijuu
ぬるむこ温む｝　nurunUN
凍るめる〔温める〕　nurumijUN
凍れで〔濡れ羽siQtaidii
ぬれる〔濡れる〕　，NdijUN，　siP厩ajUN，
　siQtajun，　→siQtaiノ　　濡れた着物　si（≧輩ai－
　ziN 濡れたさま，N戯kaa，　siQ乞ai，　siQta一一
　ikaatai，　sipusipu，　slputaikaatai
ね
＝：ね〔根〕nii，→hwizi，、niigui／～が付く
　ni顧CUN／～が張ることnKbai／～とこず
　　えniisuura／～も葉もないこと？arala－
　raNkutu　rkijuN狽＝k値〕　nii，→ねだん／～をつける．？UQca一
ﾋ〔音〕　nii，→．おと
ﾋ〔子〕nii／～の方角niinuhwa
ﾋあせ〔寝汗〕　→hwizuru？asi
ﾋいき〔寝息〕　niici
．．ﾋいりばな〔寝入り端〕niNzihana
ねいろ〔音色］　→guiR，おと
ﾋえdaa，一ii’jaa’joO，一kee，　sai，　sari，
　もai，　乞爲ri
ねえさん［姉さん｝　→あね
ねがい〔顯い〕nigeeヂ→きカミん，のぞみ，ね
　んがん／～ごとnigeegutu，　nigeekanee／
　～がかなうこと？umizituganawai
ねがう〔願5〕　nigajUN，→のぞむ，もとめる
ねがえり〔寝返り〕kugee，　kugee重，　kuma－
　gqei，　niNzil〈ugee／～をうつ一＞kugee－
　juN，　？uQeeejuN
ねがえる〔寝返る〕？UQceejUN
ねが凝望翻　nigau，　niNzigau
ねかせる〔寝かせる｝niNsijUN，→よこたえ
754
ねむ
　　る／寝かせつけるmuiniNsijuN
；ねぎ〔葱〕　bira，参il）ira
ねぎる〔値切る］　？ibujUN／～さま　？ibui－
　kabui，　？ibuisiizii／　～者　？ibujaa
ねこ〔猫〕猟3jaa，　majuu，（ノ1・児語）maa－
　uu／さかりのついた～kuriimajaa／す
　　ごい～　一〉？aNl〈oomajaa／～の名→tu－
　kuu／～の鳴き声maauanaau／～のひ．たい
　1まど→tiNda／～を呼：ぶ声kutukaakutu－
　1〈aa．　ku．ヒul〈u七uu
；ねごこち〔寝心地〕　niNziglUkuei
ねござ〔寝ござ］．sicimusiru
ねこじた〔猫香〕　rnajaagaci．
魚こぜ〔猫背〕　siNkoog’tt，？usukoogu
ねごと［寝醤〕　nigutu
ねこむ〔寝込む〕　→？ueikut翫S3UN
ねころがる［寝転がる〕　→niniNgwii
ねじ〔螺子〕　1〈ayakui，　nizi鷲，　siNRIi
ねじふせる願じ伏せる〕．瓶udiち00S3UN
ねじめ〔蒋締め〕　giNda環i，一｝hwieidamisi
ねしょうべん〔寝小便〕　，画usibai
ねじる£振iる〕hwinijUN，　mudijuN，→hl　i－
　NmudijuN，ひねる．／ねじり倒す一〉ひね
ねじれる〔振れる〕mudijUN　　しりたおす
ねずみ〔鼠］？weNcu，（小児語）piipii／～
　の一種biicaa／～とり？weNcujaaMa／
　～とりの一種haNcuujaama／～花火ga－
　Nslnagwaahjooc4ku
ねせる〔寝せる〕　→ねかせる
ねぞう〔寝相〕　niNZ惣alha，　n惣ama／tyの
　悪いことniniNgwii，　niNniNgwii
漁そべる〔寝そべる〕→niniNgwii／～こと
　nagabooi，　nagaboojaa，　naganubitoori
ﾋだ〔根太｝　，趣kamuci．
．ねたみ〔妬み〕？uragooSa，　？waanai，　？Wa－
　anee，→？waanaikwaanai，しっと
ねだること　→せがむ．
ねだん〔値段〕　deeni，　nii，→こうかうだいか
ねちがえ酸違え〕niNzieigee，．niNzlcizee
．ねつ〔熱〕．nigi／～が高いさまhwaNnai／
　～が引くこと　haQsaN／～をもって痛む
　こと？a¢鍛＞iiraci．
ねっから〔根っから〕　niikara
ねっき〔熱気〕humici
ねつく〔根付く〕親臨iCUN
ねっこ£根っ　こ〕　　　niig廿i，　　→ね
ねつさまし〔熱さま．し〕haQsaNgusui，　ni－
　91S我maSl
ねっしん〔熱心〕　niNジ→ni．N？iri／～でない
　cimunurusaN　／～な人niNsja
ね・たいちほう撚帯櫛〕？agig’・ni
ね最聡警騨・・w躍3
ね饗薫贈編綴・・、・，a・
ねばねばb黙黙ta・mucamuca・
ね怨撫濃鼠繍’paN
ばりつよい〔粘り弥i’〕sip“．sa’N／～力
kakaidee／～者1吻i・．・ipμU
ねびる（植物名）niib砂
ねぶそく〔寝硯〕難i勲usuku
ねぶと〔撚〕niibｪa・niibu観さ櫨う
ねぼう酸坊〕niibui辮・i・niibujaa・→あ
ねぼける〔寝撃る〕r～こと吻ama・a
駆りはほり｛欄触感り〕niimiciclmi
髪叢卿・。認臼
ねむ．い〔眠い〕niNzi！　u・jaNイ．眠くな．い
miiguhwasaN・→ｳる／眠く．嫡こと
niib”i／照なる．融niib”ikaabui／眠
　そらな眼niibuiii？ii．／眠たがって泣くこと
niib”igamaN／眠嫡る者niibujaa
紬りぐさ（植物名）轡1蝿usa
被兎翻、欝欝饗監磁影
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ねも
眠れなし・miig癖wasaN，→kuhwajUN／
　眠れないことmliguhwai，　miikuhwaY
　眠れないさまmiikahwakahwa／眠2Zな
　い入miikuhwajaa
葱もと〔根元〕　niimu七u，　niisisi
ねものがたり〔寝物語〕　nfNZ｛munugatEしi
ねる〔寝る〕　niNZUN，一〉，jukujuN，（卑語）
　？ahwanacuN，（敬語）　？weesimi冬ee理，
　ねむる／～こと（小児語）n11nii／寝そこ
　な5　niMijaNzuN／寝たいniNzibu－
　sjaN／寝たふりniNtahuunaa／寝て閣を
　さましていること鼠？UkiR譲zii
；ねる〔練る〕　niijUN
ねわすれる〔寝忘れる〕niNzihux’ijuN
ねん〔念〕niN，→ねんいり，ねんのため／
　～の入れすぎ　niNnukwaa／．～のために
　すること’趣usiN／～を入れないことhu－
　niN／～を入れる人．niNsjaノ～を押す
　kazikakijuN
ねん〔年〕　一〉一niN，　一tu／～がら隼中．ni．INga一
　．niNzuu，→しじゅう
ねんいり〔念入り〕niN？滅，→ねん，よく
　よく／～にtUl〈uQtu／～にするsisijUN
ねんがん〔念願〕　niNgwaN，→ねがい
ねんき〔年1季〕　niNzi蝿
；ねんき〔年1忌〕　niNei
ねんぎめ〔年決め〕　niNziri
舷んきり〔年切り〕　niNziri
ねんし〔年始〕niNtuu／～回り　niNtuu－
　xxlaai
ねんじゅう〔年中〕niNzuu，→しじゅう，
　ねん
ねんすう〔年数3　niNsuu
ねんずる〔念ずる〕　niNzijUN，→おも5
ねんだい〔年樽niN5ee
ねんちょう〔年長〕　寧ii4a，　tusi畢i珍a，　tusF
　？wii→とし弓え／～の者たち學i功akata／
　一一Pwa　f　ii7．akatasidee，　＄．　iigasidee
　　　　　　　　MNPU7
　　　　　　　　　念
　Nbucaa，　niNbugi／～のこじきのたたく
　鉦niNbugigani
ねんまつξ隼宋3　niNpii／～に女郎にくれる
　金1むusiziyi／～¢〉総決lfi　tusizil’i
ねんりき〔念力〕　niNrici
ねんとう〔館．頭｝　niNtULI
ねんない〔年内3tusi？uci
ねんね　niinii
ねん嵐ん〔豊漁〕
ねんぱいζ年配〕
　一→’juca，とし
ねんぷ〔年賦〕
ねんぶつし． 艪､〔
MNMN
　tusibee，　tusikaQkoo．
．ごろ／～の入’juca耳庸nu琴
　　　　MNZII’1
　．仏宗〕　／～のとじき魔一
の
の〔野〕　moo
の（助詞）　一nuヂ瑚
のあそび〔野遊び）mOO？asibii
のうぎよう〔農業〕　harusikuci，　mu多u1蝉i／
　～の成績を争う競争harusjuubu／～をす
　る→§ukujuN，　haru
のうぐ〔農．具〕／～の一種kurumaboo，　ku－
　sakaei，　tibiku，　？uguix・biira
のうこうぎれい〔農耕儀礼〕→？U㎜agii，・ぎ．よ
　5じ
のうさくぶつこ農作物｝　gukUimuN，　gukU－
　i旧u多ukUi
のうてん〔脳天〕hjuuyuci
のうひんけつ〔脳貧血〕　kukutimiNgw＆a，
　kukutimiNgwi／　～を超すkukuti一一
　mlNgwljuN
のうふ〔農夫〕→のらみん
のうべん［能弁〕biNkuu／～な者biNkuu－
　muN，　biNsja
のうまくえん〔脳膜炎］giburusjookaN
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のる
のうみん〔農民〕　gukujaa，　haru？aQeaa，
　harusj’aa，　？Nmugul〈ujaa，　zliNcu
めがす〔逃がす〕hwiNgasjUN，　nugas3UN，
　一〉にがす
のがれる〔逃がれる］　nugaajUN，　一→にげる
のき〔軒3　？amidai
のぎ〔芒〕．？Nnagee
のきした〔軒下］　？amidai，→kaziramaai
のく〔退く〕dueUN，　nUCuN，　lliziCUN，→
のげし（植物名）　maa？oohwaa　．　しどく
のける〔退ける，除ける〕　δuk｛jUN，　dukina－
　sju．N・nukijuN・siz？X■akasjuN，→おし
のこぎり〔鋸〕　nul〈uziri　　　　しのける
のこす〔残す〕　nukusjUN／残したものnu－
　kusi／　残して無く　hwicinasjUN，七ui－k
　m批as3UN
のこらず〔残らず］　？iQsoonaaiii，？iQSOO－
　ziicii，→い？さい，ぜんぶ，すっかり，すべ
のこり〔残り・〕　nukui　　　　して，みな
のこりもの〔残り物〕　nUl〈UimuN
のこるこ残る〕nukujUN
のし〔慶斗］11usi
のせる〔乗せる・載せる〕nusijuN
のぞく〔覗く〕　nubag’ajUN，→かいまみる／
　～ことsuumi／のぞき’込むことmeenu－
　bagai
のぞみ〔望み］　nu興mi，　sjumoO，→ねが
　い／んどおりnu4umiduui
のぞむ〔望む〕　帰郷unUN，→ねがう
のたうつ　一＞SINPU王
のち〔後〕　？atu，虚〉あと
の＄のち〔後後〕　？atu？atu
のっぽtacaaii，もakahazii，もakas◎Q，もa－
　kasoonaa，　tal〈asoonii　’
ので（助詞）一dem．unu，　一ku七u，一munu－nu，
　一sini，　giitee，　一s．　iN　giitee
のど〔喉｝　nUU5ii／食物がんにっかえるさ
　ま　　C圭iciil〈aakaa
のどか　nuduka，→のんびり
のどびこ〔喉彦〕　nuudii？waagwaa
のどぽとけξ喉仏］　nuud銭guuh媒
のに（助詞）→一munu，一nag’llnaa
ののしる〔罵る］　？iicijUN．
のばす〔伸ばす・延ばす〕　nubas3UN，　nubi一
のはら〔野原〕　moo　．LjUN，→ひきのばす
のび〔伸び〕．nubi，　nuubi
のびちSみ〔伸び縮み〕nubicizimi
のびのび〔延び延び〕　，iNiN，　nubinubi／～
　になるhwicurujuN，11wicuruujUN
のびる〔伸びる・延びる〕　nubuN／．くたくた
　に～　→？鼠ata．　na3UN，　nubacirijuN，
　SJOOZ13UN
のびる（植物名）　niibiru　　　　　　「す
のべ．る〔伸べる・延べる〕　nubijUN，一〉のば
のぼせ£逆上］nubusi／～を直す薬sag’i一
のぼせる　nubusljUN　　　　　　Lgusui
のぼらせる（都へ～）ltubusijUN
のぼり〔上り・登り〕　nubui／～はじめ：7翫
　gaihana
のぼりくだり〔上り下り〕　nubuikudai
のぼる［kる・登る〕　nubujUN
のぼる〔昇る］　？agajUN／～日？agaitiida
のみ〔蚤｝　num呈
のみ〔難〕　num至
のみぐすり〔飲み薬3　au1癒gusui
のみこむ［飲み込む〕　numikunuN
のみともだ右〔飲み：友遡　nu㎜idus圭
のみみず〔飲み水〕　numimi7．i，　nUNIIIi4i．．
のむ〔飲む〕　nunUN，→ka學圭jUN
のやし（植物名）　biNr◎o
のやま〔野山〕　nujama，→さ．んや
のらいぬこ野良犬］　，jama？iN
のらくら　daxaakwaxaa
のらねこ〔野良猫〕　，jamamajaa
のり〔糊〕．nui／～の付い．てない着物→bi－
　tataiziN／～を付けて着る→hwiQPajuN
のりきになる〔乗気になる〕　eitudaCUN，．
のりと〔祝詞〕？utakabi　　　LnurijμN』
のりもの〔乗り物］・　nUilllUN
のる〔乗る・載る｝　nujUN
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?のろ
のろ〔祝女〕　nur馬nurukumii，11UZUIU，→
　みこ
のろいこ銃い〕　d’UNnasaN，　niisa興ラnUl－u一．
　saN，→おそい／のろくniNku
のろい〔呪い〕　？ieizama，磁2eegutu
のろう〔呪ら〕　maNnajuN，→？ieizama
のろし〔狼煙ゴ　hw蹴ati▽～をあげる場所
　hWiitatiirrico，　hwiitatimoo
のろのろ　niQciril｛eeeiri，一〉もたもた
のろま．dUNna瓶μ葺，　tuturuu，→ぐず
のんだくれ　→さけのみ
のんびり（～と）　，jagujagu七二，juxuitu，
　’3’varuQtu，”juu．iuutu，？uQtaimootai，　一〉
　のどか，ゆうちょう／～しすぎる’juuju－
　U七ura鼠SjaN
??
は〔麹hwaa，→kaa忌ja，　kaasjanuliwaa
穏：〔歯〕　haa→おぐば，　きば，　きゅうし，
　けんし，にゅうし，まえば／～の蒲み
　h鍛5ami／～の無い者haamoo
は〔刃〕　hεしa，「ラかたほ，　やいば
は〔羽〕一hwani
は（助調）一ja
ばあ　’waa
ばあいこ揚合〕baa，　basju
ばあさん　→おばあさん／～づらhaaraee－
　7yll’a　　　　　　　　　　　　　　　層
はあはあhweehwee
はい（慈答）h重i，hixr　“r，　h◎・，　huu，（肯定）
　？ii，　？juu，　？NN，　？oo，　？IILI，　一？asi
lまい（牛馬を追5声）sii
はい〔灰〕hweeジ→karahwee
はい珊南3　h疑ku，　hwee
ほい〔杯〕　（接尾）→cawaN
ぱい〔倍｝bee／～の仕事beesil〈uci／～の
　難儀beenaNzi
はいいろ〔灰色〕　hwee？ixu／　～のもの
　hwee？ix’uu
｛まいう〔梅雨｝　→sjuumaNboosjuu
はいえt・　［’背泳〕　Ptaahwanacaa？wiizi，
　niNzaa？wiizi
獄いか〔醜下〕　kagee，一〉てした
／はいざい〔配翻hwee7iee
はいしゃくこ癖イ費3　？UNcee，→かりる／　～
　　した物？UNceemuN
ぱいLゆんふ〔売春婦〕→hwe畷Uτaa，
　hwee彩顧，　saNgwanaa，　z甑，→じょろ
はいしょ〔配所〕munusirasidukuru　Lう
はいしょく〔配色〕？irudujaasi，→いうどり
ばいしょく〔陪食］sjo◎ba，（敬語）？us．ioo－
　ba　　　．　　　　「しりぞける，のける
はいし’　Sする腓除する〕　？usinuki趣N，→
はいすいこう〔排水口3　，juubaimii
はいぞう［肺臓〕　→はい
はいた〔懲痛〕．haajami
はい8やく〔廃嫡］　→caQci？usikumi
lまいでる〔這い出る〕hooi？NzijUN
はいとう〔配i当〕　，waikwii，→わけまえ
ばいどく〔梅毒｝　naabaru，　nabaNgasa／～
　にがかったことのある入huruQcu／～に
　かかったことのない人miiQcu／～にか
　かった人の誼huruci
はいはん〔廃藩〕　hai；paN　　　　　f→taN
はいびょう〔肺病〕hwiirOO，　taNjaNmee，
はいふき〔灰吹き〕　hweehμei
iまし、bミ5ミつ〔廃物〕　　　亭itεしriMUN
はいぶん晒己分］　hweebUN，曾わりあて
はいゆう〔俳優〕sibaisii，’uduisjaa
はいりこむ〔這入1）込む〕　hweeriNCuN，　si－
　eikunuN
はいりょう〔樺領〕　hweerGo，（敬語）gu－
　hweeroo，→いただく，もらう
はいる〔這入る〕？i担N／はいってすぐ？i－
　rihana　・
758
はう〔逡5〕．hoojuN／這い回ること．hwee－
　cir圭
はうた〔端歌〕ha？uta，　hwa？uta
はえ〔蝿3　hwee
はえ〔南風〕　hwee，一〉みなみかぜ
はえかわる〔生え代わる〕miikaajuN／はえ
　代わった轡miikaai船a
はえぎわ〔隼え際〕　kii翻ikuci
はえる〔生える］　miijuN，→しげる／生え．
　出るmil？NzijuN
はおと麺羽音］　hani？u七u
はお腹羽織〕　duubuku，　ha？ui
はおる菱羽織る〕　？UQcal〈ijUN／羽織って着
　ること？waaboo圭i
はか〔墓〕gil〈azu，　haka，　haru，　siN7vll，
　？uhwaka，→hUN亭i／　王の～』tama？u－
　dUN／～の一種hUiNci，　huiNcibal｛a，
　hwaahL｝u，　kaaminakuu？uhwal〈a，　nii－
　bibaka，　suSiigaci／～の出入｝コhakanU－
　zoo／～の番小畔gikaja／～の番人ha－
　kabaaN／～の普諮hakabusiN／～の見
　回りharumigui
ばか〔馬鹿〕　huraa，　hurimuN，→おろか，
　　ぐどん，ぐぶつ，まぬけ／～げたことば
　hu「imun’ii，　huz’imunu？ii／～にする→
　hurimuN，かろんじる，けいべつする
はがい〔羽交い〕　hanigee
【まカ、しょうじき〔馬鹿正鷹〕　lauriniakutu，
　saramal〈utu
ほがす〔斜がす／　？akasjuN，　haga6jUN，→
はがた〔歯形〕haal〈ata　　　Lはぐ，へぐ
ばかぢから〔馬鹿力〕　hurizi｝〈ara
ばかづら照照面〕　girahuraa
はかどる〔捗る〕？ag’aCUN，　hal〈adujUN，→
　habaCUN，　hakaraasjaN／はかどらない
　導U（～COO戴jUN／はかどらないさま　mu－
QeaihwJiQcai，　muQeoohwiQcoo
lまかない〔果無い〕→？adasi
はがね〔鋼］h段gani　　　　　「→はかどる
tまかばかしい［捗捗し1t・〕　hakaraasjaN，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばく
はかま〔袴〕　hakanla，？Nmanuibakama
はゐ、まし、り〔墓参り〕　hakamee，？uhwgka－
　mee
はがゆい〔艦痒い］　t圭ihagoosaN
Iまからい〔轡1’らい｝　hakaree　　　　　rらう
【まからう江欝らう〕　hal〈arajuN，一〉とり｝まか
ばからしい〔罵麗らしい〕　→？ahwageejuN，
　？ahwageerijusN
ξまカ、　り　こ秤〕　　　hakai
ばかり　一bikaaN，一bikeei，一bikeeN／…～
　　している→？aQCUN
はかりこ：．と〔謀〕　boo，　hεしkarigu七u，　→けい
はかりめ〔秤購hakainumii　．Lりゃく
はかる〔訂る］　hakajUNジ→hwiruZtiN
f霊がれる〔剥がれ．る〕　？al〈arijuN，一〉は：げる，
　むける　　　　　　　　　　　　　1
．はきけξ吐き気〕　∠～がするniunuhaeibu－
　sj 測．～を催す’wiibaeUN／～を催すこ
　　と，wiibacinoori
はぎしり〔歯ぎしり〕　haagisii
はきだす〔吐き出す〕haci？NzasjuN
はぎPt〔歯切れ〕haziri
はく〔吐く〕　？agi3UN，　haCUN，　Mu5usjUN／
　吐いたり下したりすることhacaihwiQeai
憾：く〔掃く〕．｝100CUN，→葦ooci／～ことhoO－
　cikaei／掃き落すhooci？utusjUN／掃き
　込むhoociNCUN
はく〔履く〕　kunUN／はきくずした草履→
　nazi捻aもasaba
はく〔楓く〕　haCUN，　hakijuN
はぐ〔剥ぐ］　hazuN，→はがす，へぐ
ばぐ〔馬県3　bagu，　b＆gudooguノ～の呼つ
‘まぐき〔歯茎〕　hasisi　　　　　　Lmugee
はくじょう〔白状〕hakuzoo
はくじょう〔薄樹．．hakuzo・，→つれなV；，
はくそ〔歯くそ〕　haakuSu　しふにんじょう
‘ま　く　ぢ　〔二一〕　　　bakuca，　bakuci，　→カ、け
ばく雪く〔爆竹〕　hjaa，　hjaagwaa／～の一
、種hjoocal〈U’
はくちゅう〔白鋤？akarahwixu
ばくばく　　hauhau
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はく
はくまい［白米〕siragigumi
lまくめい〔薄明］　sira？akagai，　sira？aki，
　？USU？翫kagai
はぐらかす　→ごまかす／～こと’jul｛uniu一一
　nii，，juku㎜unu？ii
はくろ〔白露〕　hakuruu
ばくろう〔搏労〕bakujoo
はけξ届目毛〕　haki
はげ〔禿〕hagaa，　hag’ii，　hudii／～の～種
　kaNpaci，　taiwaNboo，　taiwaNboozi
はげあたま〔禿げ頭〕　hagigiburuラ？iMUN－
　giburu
ばけ熱こ〔化猫3　→deehwirkmajaa
はげます〔励ます］？isamijuN，＄野川i麟N
はげむ〔励む〕　cigaki3UN，　hamajuN，　hu一
　凱iku簸UN，串i＄i益UN，？U1笠iham留UN，一〉
ばけもの〔化物｝　m麗imUN　　しつとめる
‘まげる〔i禿・剥げる〕　hagi3UN，→はカミれる
ばける〔イヒける〕　bukijUN
はこ〔箱〕haku
はごろも〔：羽衣〕　tubiziN
はさみ〔鋏〕hasaN
はさみこむ〔鋏み込む〕　→kwaasjUN
はさむ〔鋏む〕hasa撫N
はし〔欄hasi
はし〔箸〕　haasi，　hasi，　meesi，一〉？umeesi／
　～を取って食べるまねだ1ナする．こと　haa一
　　　　　マ　　　　の　SlαU1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
はし〔端〕　hana，　haNta，　hazisi，　hanaga－
　kil／～に掛けることhaNtagaki
はじ〔恥〕hazi，→あかはじ／顔にあちわれ
　る～giranuhazi
【ま　しカ、〔麻疹〕　　　？irig’asa
はじくこ弾く｝　haNCUN
はしけ〔艀〕tiNma
はしご〔梯子〕　hasi
はしごだん〔梯子段〕niikeebasi
はじさらし〔恥曝し〕miiw訊ku
｛まじしらずこ恥知らず〕　hazicira3，　haziei－
　rlmUN
はしたがね〔端た金〕hamuNziAT
はしばこ〔箸箱〕　→？umeesibaku
はしばし〔端端〕hanabana，　hasibasi
はじまサ〔始まり〕　hεしzi㎜a㍉　→｝まじめ
1まじまる〔始まる〕hazimajuN
ほじめ〔始め〕hazimi，　sikaki，→？atama，
　kuci，　はじ二まり
はじめて〔初めて〕　hazimi七i
はじめまして〔初めまして〕　→haziiniti
はじめる〔始める〕　hazimijuN，→？UQta－
　CUN／…を始めkatakuzira
はしゃぐ？lsjaakaa3UN，？isjaka3UN
ばじゅつきょうぎ〔馬術競技〕　？Nmasjuu－
　bu，　？Nnlaz．ul’ii
ばしょ［揚所｝basju，→ところ，ちい
ばしょう〔芭蕉〕　basjUU，，UU／～の一種
　hanabasjuu，　naiuu／～の糸を入れる竹
　のかご，uubaara／～の糸くず’“ubuciki／
　～の葉，uugaas3a，，uunuhwaa／～の葉
　に包んだ弁当kaasjabiNtoo／～の実ba－
　sjahai／～の葉i柄の裏皮basikaa，　basi－
　kee／～の畑，UU？atai　　　　　　　「si
ばしょうし〔芭蕉紙〕basjuul〈abi，　basjuu一
ばしょうふ〔芭蕉布3basjaa，　basjaanunuノ
　～の一種？akauu，　namauu，　niiuu／～
　の着物basjaaziN，　sudiciraa／～の洋服
　basjaziN
はしょうふう〔破傷風〕　hasjoohuu
ばしょふさぎ〔場所塞ぎ〕　baahabal〈ai
はしら〔柱〕　haaja／家の中にある～muu－
　jabaajaノ端にある～hazib段aja
【ましりづカ、t、ξ走りイ吏、、〕　　？U、9ikeesarijaa
はしる〔走る〕　hajUN，→haaee，かけずり
　まわる，かけっこ／こそこそと～ことka・
　taNeibai
はじる〔恥じる〕　→はずかしい
はす〔難〕　d圭璃ぬN
【まず〔筈〕　．　hazi
はすう齢数〕？waakwa
はずかしい〔恥ずかしい〕　hazikasjaN，　gi一．
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はち
　ra？ahwasaN，　girahazikasjaN／～思い
　をするsjukweesjuN，　sjuQkweesjuN／
　・一vec　一＞giragwaa／　一v　ca　一＞niirihwiiri
獄ずかしがり〔恥ずかしがり〕cimuguu－
　muN，　hazikasja？umii
，1まずす〔外す〕．haNsjuN
｛まずみ〔弾み〕　hjoosi，？U多Umi，？UNzumi
，tまず劇〔タトオL〕　　h乏しzisi
，tまずれる〔外れる〕　haNdijuN
はぜ〔櫨〕→hazi，　hazigi／～の木にかぶれ
　ることkazimal〈i
：はそん〔破損〕　hasuN，，jaNdi，，jaburi，＿〉
、はた〔旗〕　hata　　　　　　　　しこわれる
はたこ端〕　hata
鳳た〔機］　nunubata／～の部曲・付属品な
　　どの名？azi，　ciisii，　hjaa，　huduci，　hwレ
　zici，　？ijanuQl〈wa，　’jaama，　’jaamanu－
　gimi，　1〈udaguu，　1〈uimee，　1〈usizaa，　kuu－
　daguusi，　macica，　manuci，　meeg’usa，
　naka7」ici，　sieiea，　？usiidaki，　’uusa，
　’waku，→はたおり
慧まだ〔肌〕hada，→ひふ／～がほてるhada？a－
　gisaN／～を欲しいと，思うことhadahusja
はたおり〔．機織り〕　／～で肥州の数を聞違え
　　ること　？3jamalniz▽～でかせを抜いた
　　り巻いたりすることnucimaci／～で糸に
　のりを付けることmeenui／．～．でおさの糧
　密，また従って織った布の粗密をあらわす
　単位cujunii，3jumi／～で，おさの種類
　．の名，また従って織り方の種類。織られた
　布の種類の名ciiN，，eeN，　ha七ajumi，
　hateeN，　hjaadaki，　？igi．iiN，　’iiN，　kul〈uni一一
　IN，　mnN，　．nanajuml，　naneeN，　nuuN，
　teeN，　tiiN，　tuuj’aju．　mi，　tuukukunuju一
　ml，もuunanajum∀～を．する者偲nu一
はだか〔裸〕　hadaka，→まるはだかL？ujaa
ξまだかうま〔裸馬〕　hadaka？Nma
’fまだかむぎ〔裸麦〕　hadakaamuz量
‘まだかる　habakajuN，　hatakajuN
はだかんぼう〔裸んぼう〕hadakaamuucaa，
　hadakaamuueii，→はだか
はたき〔叩き］　gumi？uci　　　　　．「たぎ
【まだぎ〔肌i着3　duusibui，　hadasibui，→し
はたけ．〔畑3．．haru，　hatal〈i，一→？atai／～が
　隣合っている間柄haruafunai／～の中の．
　道harumici／～の見回り　haruinigui
はたけしごと〔畑仕事〕harusikuci／～の端
　二藍hakεしguci
【まだける　？akihaもakijUN
はだごこち〔肌心b地］　hadamuei
はだし〔裸足〕　karahwisja，（敬語）niil｛a－
rahwisja
はたして〔果して〕㎜asagagutu，’Nca．
はたち〔二十歳〕　hataci
ばたばたhaQ七uyugeejaa，　paQtarigeejaa，
　paQeurugeejaa
はだみ〔肌身〕hadami
はたらき〔働き〕　hatarac’i，もibusi，
はたらきもの〔働き者〕　ganaramUN，　ga－
　narimuN，　kaneemuN，　miguimuN，　siti
【またらく〔働く］　？agaCUN，　hata］：・哉6UN，→
　’cibajUN／気軽に～gibigaQsaN／鋤いて賃：
　金を得る　mookijuN／働き過ぎて｛到れ．る
　ことsiidoori／忙しそうに～さま　？aga－
　eihai
はだん〔破談〕　／～にする？iimuclusjuN
lま＄　〔　8　］　　　haci，　，jaagi，　→　　，ja一，　　やつ　つ
はち〔蜂〕　hacaa／～の一一種nUlcabacaa／
　～の巣hacaanu學ii
はち〔鉢〕／～の一種hacinuku，　hanaba－
　aei，　’waNbuu
Iまrら〔嬢i〕　baci
ばち〔罰〕　baci，→ばつ／～が当たった者ba－
　gi aNzaa／～が当たる　→baci
ばちあたり〔罰当たig　］1　bag敷aR乞段a
‘まちあ7bせ〔鉢合藩っせ〕　　giburuga（；lpai
は右かい〔8園〕　，jεしkeeN
はちがつ〔8月〕　haeigwagi
はちきれる〔はち切れる］　．ha（≧c疑ijUN／　は
　ち切れそう＝なさまhaQciriracirira／はち
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?
はぢ
　切れそ．うにするh磯。導UN
は右じゅう〔80〕　hacizuu．
はちじゅう1まち〔88〕　haqizuuhaci／～の祝
　’juninu？uiwee，　’juninu？ujuwee，　too－
　kaci？uiwee
【ま霊；1こ＄〔8H］　hacinici
は右にん〔8人〕　h翫ci垣N，，ja鉱我i
ぽ＄ばちpaeipaci
はちぶんめ〔8分臼〕→？uc重？Llciitu
は右まきsaazi／～の一種tnaNsaazi
lまちりんご8厘〕’jukumui，　sip謳＆ku
ばちん　 paeiN／～という　pacimlka『juN
はつ㈲〕？ara一，　hagi一
ばつ〔罰3　bagi，→せっかん，ばち
ばつ　／～が悪いことhwizaruu，　siibuu／
　～の悪い思いをするsj　ukweesj　ti　N，　s錘一
　Ql〈wees3’uN
はつ～葬るき〔初歩き〕　→haci？aQeji
はついく〔発育〕　CU瞬，？wiitaci，？W童（≧もa－
　ei，一〉そだち／～が遅いcuuiniisaN／～が
早いbuuibees細／～が早いことhweeZU－
　ui／～が悪いことbueuui／～するcu罧一
　jUN，？wii5U翼，？wiitaeuN／～する子供
　？wiitaeiwarabi
はつおん〔発膏〕．→1くaik：◎o
徐つか〔薄荷］haQka，　ltwaQka
はつか〔2G臼〕　hagika／～の夜．hag孟kajμ
はっかく〔8：角〕　haQkaku　　「sjoogwagi
はつかしょうがつ〔ニーy臼正月｝　hagil〈a一
はつがみなりこ初雷〕　hagigaNnai
はっきり　→あきらか，さやか
ばっきん〔罰金〕　baQeiAT，　kwamuci，　kwa－
　siN，→かせん
はっくだりこ初下り〕　？ayakudai
はっけ〔入卦｝　ha（≧ci
はつご〔初子〕？W圭iNgwa，→？wi圭Ngwa－
　hwagiNgwa
はっこうする〔醸酵する〕　→？amikoojuN
はっさん〔発散〕　haQsaN
ばっし〔末子〕？UQtUNgwa
ばっすい〔抜葉〕　nuzigaci
ばった（虫の名）？Nnaguraa7”ee，　see
はつたび〔初旅〕？aya尤abi
ばっちい（～～も、の）（小児語）　？NNnaa，塾ee一一
　pee，→きたない
ばっちザ　miiguz’uguru
ばってき〔叛翻　euitati，→とうよう／～す
　るtu琵a嫉jUN
はっと［法度．］　ha（≧もu
はっとする→’NnihwizurusaN
はつなり〔初生り3　haginai
lまつのぼり〔初上り〕　？aranubui
はつはる〔初春｝　hagiharu
はつほ〔初穂〕sicuma
はつ蒙ご〔初・孫｝　hagi？Nrnaga
はつもの〔初物〕　hag玉㎜UN，→おはつ
はて〔果て〕　ha雛，？icibati
はで〔派詞haNkwa／～なさま？akara－
　kwaara／～にする一＞hwiQpajUN，　kwa－
　b呈恥R．
ばてい〔馬丁〕　？Nmatai
はてる〔果てる］　haもijUN，→：おわる
1まと〔鳩3　hootu／～の子hoo毛UNgwa
lまとむね〔鳩胸〕　hootuNni
はな〔鞠hana，→hanabUQkwa，（敬諭
　，Npana，／～にかく汗hana？as圭／　～の赤
　い饗？akabanaa／　～のかけた者hana－
　moo／～の先hananus段ci／～のひしゃげ
　た者hanabiraa，　hanas加iraa／～の低
　い女S3adaN職U？就UU？Nmii／～をかむ
　SIPIJUN
はな［花〕　hana，（敬語）’Npana，（小児語＞
　noono◎，→hanagi／～の盛りが過ぎる
　sacisirij　UN／～を植える鉢haRabaaei
はな〔端〕　hana，一hana
はないけ［？E生け〕　hana？iei
‘まなうり〔才芭う警り］　hana？1まi
はな凝鼻緒3→hanauu／～の一種癒rl－
　uu／～ずれsabahagi．
はなが惑〔花笠〕　ha益agasa
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は：ま：
はなかぜ〔鼻風邪〕hanasiei，→かぜ／．～気
　味h轟n鼠sicikag圭N
はながつお〔花鰹〕hanabiya
はながみ〔輿紙3　hanagami，　hanagaN
はなくそ〔鼻糞〕hanakusu
はなげ〔鼻毛］　hanagii　　　　　　　「？ii
はなごえ〔鼻声〕　hanamunii，　hakamunu一
はなござこ花ござ〕　hanamusixu
はなざかサ〔花盛り〕　hahazakai／～となる
　sacisal〈eej　u　ixT
はなし〔繕〕　hana§i，？ihwanasi，　munu－
　gatai，一〉むかしばなし，庵のがたり／～す
　る一＞hanasi，，3U丑UN／～にならない→ka－
　klniN　？ooraN
はなしかた〔話し方〕　munu？iikata
はなしごえ〔話し声〕munu？iigwii
【まなしじょうず〔話し上手〕munu？iizoozi
はなしずき〔話し好き〕
はなしぶり〔．話しぶり〕
はなす〔離す・放す〕
　sjUN，→ひきはなす
munuga’tai7，ici
muRu？iitanari
？aakasjuN，　hana一
はなす〔話す〕hanasjuN，→かたる，しゃべ
　る，はなし／話したり笑ったりすること
　munu？iiwaree
はなぞの〔花園〕　hana？atai
はなたらし〔騨垂らし〕　ha難ada3a駄
はなぢ〔タ蓉血〕　ha蒸3zi圭
はなづまり〔鼻づまり〕　hanal〈atamajaa／
　～　のさま　hanapiipii
ノ＜ナナ　　basjanai，一＞naiUU
はなばしょう〔花芭蕉〕　hanabasjuu／～の
　実huuhuudaamaa
はなはだ〔甚だ｝　→ひじょうに
はなび〔花火〕　hanabi，　hwihwanazi，．→
　gaNsina．crwaahjoocaku，　hjoocalru
【まなまつり〔花祭り〕　sjaakamuNdoo
はなみ〔花見〕hanami
｛Stsみず〔弊水〕hanadai，　m癖hanadai
【まなむけ　　siNbigi
はなむしろ〔花庸〕　hanamusiru
はば蠣〕habaジwaa
ばば袖下〕kanil〈u，？Nma？wii，
　Zl，　ZOO
パパイフ，　maNzuuii
は1霊おや〔母綿　hwakwa？晦a，
はなむすび〔花結び〕，」＆ma七UmUSUN
はなやか〔華か｝→かび／～な村hanaguni／’
　～にするhaReel｛asjuN，　haneekijuNノ’Y・
　になるhaneeCUN，→？ucagajUN
はなよめ〔花嫁〕　miiju舩
はなPtうま回れ周hwiNgi？Nma　rri、
はなれじま〔離れ1島〕hanarizima，→hana一・
はなれや〔離れ家〕→？asjagl，　meenujaa．
　　　　　　　じはなある〔離れる］？3a｝｛ijUN，？呂kar圭5u球，
hanarijuN，　h．wizamajuN，　htvizamijuN’
はにかみや　hazikasja？um蔦　→はずかし．己
は瓶〔羽〕hiani，　hwani，→つ1ざさ　しがり・
ばぬこ発条〕　bani
はねっかえる．〔跳ねっ返る〕　haNeigeejUN、
はねとばす£跳ね飛ばす〕？UQtunugasjuN，1
　→tunUZUN
は瓶る〔跳ねる〕　ha1癒UN，　tu11UZUN，　tVN一．．
　ZUN，→とびあがる／～ことhani／はね、
　て入れるhaniNCUN
は1紅母〕？ajaa，？aNmaa，　kwahwa，→は、
　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　Lはおや．・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　→m駐a一・
　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　’winagu一一
　nu？u3a，’wina塞u？uja，→はは／～のあと
　を追いかける子？ajaa？uujaa，？aNmaa一一
1まはかた〔母方〕hwahwakata　L？uujaa．
はばかる〔揮る〕　habakajUN
はばたき〔羽撃き〕hani？uci／～の音hani－k・
　？utu
はふ〔破風〕　hwaahuu
はぶ（蛇の名）　habu，　nagamuN／～の一・種．
　giNhabu，　takanukurumaci／～のよ5に
　張ったあごhabukakuzi
はぶりょくする〔羽振りよ．くする〕hwiQpa一一
　jUN
はま〔浜〕．hama，→かいがん
はまぐり〔蛤〕　sirUNna
fまミ1…す1＝デ〔浜｝携「〕　　1｛oobusi
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・：はま．
はませんだん〔浜栴檀〕　，jamaguruei
狽ﾍまちどり〔浜千鳥〕ha　naeiduri
・1ままぼう（糠物名）　’juuma／～の葉，jklXl一
．‘ままる〔笛…まる〕　hamajuN　　L簸aagaasja
llまめこむ〔嵌め込む〕　麟gi鈎N
lf；＃　6の〔刃物〕　hamUN，　hwizurumuN
’ilaものこ端物］　→はんぱ
獄やい〔早い・速い〕hweesaN／～遅いnii－
　sahweesa／～馬hai？Nma／～船haihu－
　ni／～ものhweernUN／～者勝…ちsacina－
　isigamumuU／畢くhweeku，　SOOSOO，一〉
　つとに／鳴く支度がで．きることhweezimee
i，ISやうまれ〔早生まれ〕hwee？Nmari
はやおき〔早起き〕？asa？uki，　hwee？uki
鳳やがってん〔皐合点〕　hweega（ミ七i璃一→そ
　　5けい，はやまる
，iまやくち〔一ep　1－1〕　／～であるsieabeesaN
はやさい〔葉野葉〕？oohwa
／歌やし〔槻’jama
はやし〔嘩子〕　hweesi，→kロducibees圭
llまやしたてる〔篤し立てる〕　hwees琵atijUN
己はやじに〔早死に〕hweemaasi
llまやす〔難ず〕　hweesjUN
，はやす〔栄やす］　hweesjUN
ﾍやす（切り刻む）hweesjUN
．はや漁〔早寝〕hweeniNzi
，tまやばやと〔早々と〕hweebeetu，→はやい
＝はやばん〔早番｝　hweebaN
、はやぶさ〔隼3hweNsa
．はやまる〔早まる］　→そうけい／軍まったこ
　　と　hajamaigutu
ﾍやめる〔早める〕　hajamijuN
．1まやり〔流亭盛り〕　→りゅうこう
．はやりうた〔流行歌〕→りゅうこうか
はやりことば〔流行語〕　hweeikutuba
億やる〔流行る〕　hweejuN
Iまやわざ〔早業〕　hweewa7ya
｛まら〔腹〕’wa七a，→hava，　kuubaa，’wata－
　butu，（敬語）　，Ncuubu，？UNcuubu／～一
　杯cuhwaaya，，watanumii／～一一一pmであ
　　る，wata？uhusaN，，wa七a？uhwisaN／～
　　が立つ→，wata／んが立つことdiQpuku，
　　haTadaci，→’jUNgusamieiノ～がだぶだ
　　ぶ’wa七abONbON／～が張ること’wata－
　　huQl〈wii／～が減ること　，watabinai／～
　　が減って元気がなくなる→hw圭cisaga－
　」覗賢／～の大きい者？uhuwa七aa，？uhu－
　　wa七amUN，，watabuもaa／．～の底をうちあ
　　けて，wa七awataa七U／～の中，wata？uei／
　　～半分haragubu，　nal〈arawata，’wata－
　　nakara／～をかかえて　→sicirihweeri／
　　～をさぐる→’wata／～を立てる’wazi－
　jUN／～を立：てた声　S2cigwiiniigwii／～
　　を滅らす→’wata’uUiNCuN
ばら〔薔薇］　COOS5UN
はらい〔払い〕haree，→ししゅつ
はらいおとす［払い落す〕　harai？utusjuN
はちう£払う〕harajuN／～もの　haree一
はらおび〔腹帯〕haτa？uubi　　　LmUN
はら．ｪけ醸掛け〕→kubusii　r→きょうだい
．は：らから〔1嘆願3hara願igi，？1（lpulCU？圭（≧sjoO，
はらぐあい〔腹工合｝’watagukuci
はらこなし　［waこなし〕　／～をする　→
　　’uuiNeuN，　’wata
はらす〔疇らす｝harasjUN
はらちがい〔腹違い〕　harawaka圭
ばらばら．naahaibai，　naakameegapeee，
　　tUQcirahaQcira，→ちりぢり／～にする
　　’waQkwasjuN
紘らむ〔孕む〕　kasagijUN，→かいたい，に
はら奄＄〔腹持ち〕　，wa七adee　　　しんしん
はらわた〔腸〕　’wata，’watanaiimUN，→そ
　　らもつ，ないそ5
【まり〔針う　haai，・→ぬいばり／～の頭haai－
　　11umimi／～の目haainumii　　「きはり
はり〔鍼｝　ciNbaa宝，　ha3㍉→｝まりいしゃ，や
はりあい〔張合い〕／～がない→むee
｛之移いしゃ｛鍼隆者〕　，jabuu
はりがね〔針金〕sigUNzani，　sigUNzani
はりがみ〔張り紙〕　haidasi，　haigami
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はん
慧りこ〔張子〕　hainuz｛
｛まりさし〔釧・束旺し〕　haaisasii
・1まりだし〔張り出し〕　haidasi
｛まりつく〔張り付く〕　→kaahai
はりっるまさき（植物名）　maQkoo
はりぬき〔張抜き〕ha；tnuzi
lまりはここ〔針箱〕　　haaibaku
はりやま〔針山〕haaisas2i
．，はりゅうぜん〔爬竜船〕　→ペーロン
はりわたす〔張り渡す〕　hweejUN
4まる〔春〕　haru，　hwaru，＿〉？uriziN，，wa．
　ka？uyiziN／～に吹く南風？ux2zlNbee
・はる〔張る］　hajUN，　harijuN，　hweejUN／
　張った縄haiNna
はるたま（植物名）　haNdama
9まれぎ〔晴藩3euraziN，　kugeeziN，？waa－
　zi，一〉れいふく／下女の冬の～→silmlwa－
　t呂z加
、はれま〔晴れ間〕　harima，→cuhari
億れもの〔腫：れ物｝　hUQkwi／～の名一〉ひふ
　　びょ5
｛まれる〔晴れる〕　harijuN／疇れあがるti－
　jagajUN／晴れて星が輝くhusibarijuN
はれる〔腫れる｝　huginuN，　hUQkwijuN，→
　harijuN，　mUCuNノ腫れたり引いたりする
　　ことhu硬kwisoori
，ばれる？arawarijuN
：はん〔判〕　ha．Ne一〉い．ん，じついん
、はん〔半〕　一＞haN一，一haN
．ばん　baN／～とくらわすbaNmikasjuN
ばん〔番〕　baaN，　baN，　maaru，→じ準ん，
ばん〔晩3　，jukunee，，j　UXXI　　しばんにん
ばん　paN／～と音を立てる　（～と打つ）
　　paNmikasjuN
・はんえいする〔繁栄する〕一〉さかえる／～さ
　　g　muteeisakeei
はんかつう〔半可通〕namamunusiri
獄んぎゃくしゃ〔反：逆者〕　｝lwiNziMUN
，laんきゅう〔半休〕h3Ncuu
獄んぎょく〔半玉〕→7yuriNgwa
はんこう〔反抗｝　gee，　hwiN，　muhuN，1’i－
　1〈ugi，　tiiNkee，→くちごたえ／　～する
　muduCuN，　mudujuN／　～する者gee－
　sjaa／～的な者muhuNniN
ばんごはん〔晩御飯〕　→ゆらはん
ぱんごや〔番小屋〕　baaNjaa，　baNti
はんごろし〔半殺し｝　namagurasi
はんしはんしよう畔死半生3haNbUN？iei一一
　ei，　haNbuNzlni
はんじょう〔繁盛〕　haNzoo，→hwirugai
はんしょ 〈〔繁殖〕　nasihwirugi／～させ』る
　hwirugijuN／～する一→hwirugajUN
ばんじろう（植物名）　baNsiruu
はんしん〔半身3　ka七adUU
はんしんはんぎ伴信半疑］　haNbUN？uta－
　gee，　haN？utagee，→5たがう
はんせい〔反省〕　siNS3aku
はんせん〔帆船〕huusiN，一〉ほまえせん
はんた〔繁多〕　haN七a
はんたい〔反対う　一〉さかさま
はんたいとう〔反対党〕　→kuruu
はんにえ〔半煮え｝　ka七a？agai，　k4tanii，
　？urUI｝iinε迄識ユanii
はんにち〔半R〕　haNnici，　hwinaka／～仕
　事hwinakasigU七U
ばんにん［番人〕　baNniN，　baNti，→ばん
ばんにん〔万人〕　sjuniN，？umaNcu
はんにんまえ〔半人前〕　／～の賃金gubu－
　buu
はんぱ〔半端〕guuhaNdaa，　guuhazlraa，
　hainuN
はんひろ〔半尋〕　’Nnaakari
はんぶん〔半分〕haNbUN，　nakaba，→なか
　ば／んの糊lkatanii／～わけ　haNbUN一
はんぺん（食愚の名）haNb加　　Lwaakii
【まんみち〔半道〕　haNbUNmici，　haNm呈ci
ばんめし〔晩飯〕　一一一〉ゆうはん
【ま．んもする〔．繁茂する〕　→しげる
はんり伴里］haNvnici
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ひひ
ひ〔火〕　hwii，（敬語）？umaagi，？u　nagi／
　とろびturuturuub量i／～にのせるka撮レ
　rasjuN／～の神？akagucaamee，　hwinu－
　k3N／～の熱hwiinunigi／～の燃えるさ
　まbaabaa／～の元hwiinumutu
ひ〔臼〕　hwii，距δa，（敬語）？utida／～が
　暮れる，」鴫kw圭jUN，一〉，jUQkwasju球，
　’jUU／～にHにhyviibii／～を選ぶことtu－
　eituihwiδU｛，　tuc誌uillwii臆i／～を暮れ
ひ〔非3
ひ〔緋〕
ひ〔轡〕
び〔美｝
ひあがる〔干上がる〕
　jUN／　一一
　ころ
ひ．あそび〔火遊び〕
ひい［一一〕
ひいおじいさんξ曾’組父〕
　？uhu？usjumee，一〉そうそ
ひいおばあさん〔曾祖母i？uhuhaamee，
　？uhu？Nmee，一〉そらそぼ
ひいき〔贔置3hwiici，一〉えこひいき
ビーチク　ciNciN
ひ㌻・でる〔潜る〕　→すぐれる，ぬきんでる
びいびい　piipii
ひいれ〔火入れ〕　hwiitui，？uciritui
ひいろ〔緋｛郁　hwi2，　hwii？iru
ひえ〔冷え〕　hwizui
ひえしょう〔冷え性〕　duuhWizujaa
ひえびえと〔冷え冷えと〕hwiZUQteeN，、
　一〉さむざむとする／～したさまhwizuru－
　kaNzaa／～する　hwizurUl｛aNzuN／～
　することhwizunbql〈aNz／／，？o◎hwizuru一一
　lr．aNzi
hwii　　しさせる，3覗kwasjUN
hwii，→ひいろ
hwiziei
cura一，　一〉うつくしし、
　　　　　　　　　hjaagajuN，　kaqkiL
　ことkaragaaki／干上がったと
hjaagai
　　　　　　　hwiimutaaN
　　tii
　　　　　　　　　　　　？uhntaNmee，
　　　　　　　　　　　　ふ
ひえる〔冷える〕　hwizujuN／冷えきったも
　の？oohwizuruu／冷えこむさまhWi．ZLI－
　i？ooi／冷えたさまhwizuikaa
ひおおい〔口覆い〕hwigatak我，　hwiigata一・
ひPt　ts〔被害〕　kiga
ひがいしゃ〔被害者〕　kiganiN
ひかえ腔え3hwikee
ひかえじょ〔控所〕
．ひかえめ〔控え霞〕
　kijuN
ひがえり〔瞬晴｝り］
ひかえる〔控える〕
ひかく〔比較〕
ひかげ〔瞬陰〕．
ひがさ限傘〕
hwikeezu
Lkεし
？uciba／～にする一＞taN一一
hwi職udUi
hwikeejuN
　　　　　　　　　hwiQCOO，一〉くらべる
　　　　　　　　　一＞kaagi
　　　　　　　　　hwigasa，　sasi｝ga．sa
ひかされる〔引かされる〕　hwikas鍵i5UN
ひがし〔棄〕？agari／～の方？agarikata／
　～．向き？agariNkee，　hwizahoo
ひがし〔乾菓子〕hwigwasi
ひがしかぜ〔束風〕kuci／～が吹くこと→
　1〈ucibuei
ひがししなかい〔束支彊1海〕nisinu？umi
ひかず田数〕　hwika多i
ひがた〔干潟〕　katabaru
ぴかぴか　hwl鰍rahwicara
ひがらこ臼柄〕hw玉gara
ひかり〔光〕　hwicai，　hwikar量，（敬語）？u－
　hW三kari
ひかる〔光る〕hwicajUN，「〉てる
ひがん〔彼岸3　hwigaN，　hwiNgaN，（敬語）．
　？UNcabi，→kabi？aNZii，’Ncabi／～な
　どに燃やす銭型を打った紙？aNzikabi，
　，．Ncabi，？ucikabi／～に燃やす紙を打つ道：
　具kabi？uci／～のあけsami／～の入り
　？i ihwi／～の中日cuunlei
ひき［匹〕　一hwiei，一kara
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ひげ
ひきあう〔引き合5］hwica弾Nl
ひきあげるこ引き揚げる〕　h曽icagijUN，
　hwici？agijuN
ひきあて〔引き当て〕　hwici？ati
ひきあわせる〔引き合わせる〕　hwicaa－
　sjUN，　hwiQcaasjUN，→おひ．きあわせ
ひきいれる〔引き入れる〕hwicikunUN，
　hwieiNeuN
ひきうける〔引き受ける〕hwici？ukijuN，
　sa4akajuN，？ukijuN，→しょうだく
ひきうす〔如き臼〕hwici？uusi，→うす
’ひきおとす〔引き落とす〕．hwici？utusjUN
ひきかえす〔引き返す〕hwicikeesjuN
ひきかえひきかえ［引き替え引き替え〕hwi一
ひきがえる〔親許〕，wal〈ubici　Lcihwic2
ひききる〔引き一切る］　hwiQeijuN
ひきこむ〔弓1き込む〕hwicikunUN，　hwlci－
　NeuN
ひきこもごも〔驚喜こもごも］？UQsjanagi－
　1〈asja
ひきこもる〔引き籠も．る〕hwiQkumujUN
ひきさがる〔引き下がる〕hwicinajUN
ひきさく〔引き裂く］hwieisaCUN，　hwiQsa－
　eUN，→さく
ひきしお〔引き潮〕→かんちょう
ひきしめる〔引き締める〕hwicisimijUN
ひきず蓼たおす〔引き摺り倒す〕　SUNcikee－
　rasjuN，→ひきたおす
ひきずる〔引き摺る〕　subieuN，　SUNCUN
ひきたおす〔引き倒す〕　hwicitoosjuN，→ひ
　きずりたおす
ひきだし．〔抽斗］hwici？Nzasii
ひきだす．〔引き出す］　hwici？NzasjUN
ひきたつ〔引き立つ〕hwici七aCUN
ひきたてる£引き立てる〕、hwicitatijuN
ひきだめし〔弾き試し］　hwicidamisi
ひきちぎる〔引きちぎる｝hwicitunugasju・
　N，　hwiQeijuN
ひきつぎ〔引き継ぎ］hwicigizi
ひ．きつぐ〔引き継ぐ｝hwicigizuN
ひきつける〔引き伺’ける〕　gijUN
ひきつる矧ぎ攣る〕　／ひきつった着．かた
　hwieiciikaaciizii／ひきつったさまhwi－
　eieiil〈aaeii，　hwicieuukaaeuu，　hwiQpai－
　1〈aapai　［zimuNひきでもの〔引出物〕hwic圭zibUN，　hwici一
ひきとめ5［引き！ヒめる〕　，judumljUN，，ju－
　SUn玉JUN
ひきとる〔引き取る］hwicitujUN
ひきなおす〔引き直す〕　hwicinoosjUN
ひきぬく〔引き抜く］　hwicimizUN
ひきのばす〔引き伸ばす〕　hwicinubasjUN，
　一＞91maNeuN
ひきはなす〔引き離す〕？akasjuN，　hwicil
　hanasjuN
ひきまわす〔引き國す〕mucikwajuN／引
　き回されるmueil｛waarijuN
ひきも．の〔挽物〕　hwieimuN
ひきものし〔挽物蔀〕hwicimuN7．eeku
ひきやぶる〔引き破る｝hw三cija3UN
ひきよせる〔引き寄せる3hwici麺si沁N
ひぎり〔緋桐〕C滅NtoO
ひき弩）け〔引き分け3　，iinuu
ひきわたし〔引き渡し〕．hwiciwa七as圭
ひく〔引く｝hwieUN
ひく騨く｝hwiCUN
ひくξ磨く］nayasjuN
ひくい〔低い］hwil〈usaN
びくびく　sikamiiguruguru，　sikaNkaa／
　～すること？uturusjahwiisja
びくんhwiQsui／～とするhwiQsuirnika－
　s3UN／～びくん、　hwiQsuihwiQsuj
ひげこ髭〕　hwizi，（敬語）m登hwizi／～の伸
　びはじめsurusuruuhwizigwaa
ひげする〔早下する〕siがri担N／卑下L，た
　しゃべりかたtlipirimunii
ひけつ〔秘訣〕　？ukudi
ひけつする〔秘結する〕　cisijUN
ひげなし〔髭無し〕　hwizimoo，？utl　geena’．
　Nduruu，　一一“haamee7vira
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ひげ
ひげね〔髪根〕hwizi
ひげもじゃ’jamahwizaa
ひけんする〔比肩する〕　→kata，ひってき
ひご．〔卑語〕　，ja聡akutuba
びこう〔微行〕　sinubi
びこう〔尾行〕？atu？wii
ひさし傭〕sasika
ひさしい〔久しい311ageesaN／久しくna－
　gaiee，　nagee／久しく会わないRaii［luu－
　saN／久しくお会いしない’ugaNduu－
　saN
ひさしぶり〔久し振り〕　→iniiduusaN，　na－
　geesaN，　’ugaNduusaN
ひざまくら〔膝枕〕mUtmumaQl｛wa
ひ環肘〕hwizigee，　hwizikee
ひしぐ〔拉ぐ〕　hwiiZUN
ひしひしhwisihwisi
びしびしhwisihwisi
ひしゃく〔柄杓〕　niibu
びじょ〔美女〕→びじん
びしょう〔微笑〕　katakUCiwaree，　miiwa－
　ree
ひじょうに〔非常に〕duku，　dUQtu，　duut．v．，
　？iQpee，　sigul｛u，　sitataka，　zil〈oo，　一＞L
　　ごく，めっぽう，ひどい
びしょぬれslQtaikaa七ai，一〉びっしょり
びじん〔美嚢〕curaa，　eurakaagii，　curawi－
　nagu，（敬語）curaNCaagi
．ひぜめ〔火攻め｝．hwiizi痴i
ひぜん〔皮癬〕koosi
ひそ〔砒素〕　hwisu
ひぞう〔秘蔵〕kakugu，　sjugu，→かくご／
　～するkazi瓢ijUN／～晶1〈aziinimuN
ひそか〔窃か〕　mi＄ikaQteeN／～な語らい
　皿i寧ika　munugaもai．／～な恋sinubi／～に
　sumitu，　suruQtu／～に行くsinubUN／
　～にたくらむことsicadakuma／～に喜ぶ
　　ことhucukuxu？oozimee，　s’ieajurukubi
ひそひそばなし〔ひそひそ話〕gumamunu－
　gataiジ→ないしょばなし
ひそむ〔潜む〕→かくれる
ひだ〔襲〕hwiiza，→しわ
ひたい〔額〕hwicee，　mukoo，→おでこ／・一
　の傷mukooki零／～の白い者mukoosi－
　rilu
びたいB～esん〔錐i一文〕　1〈al〈igUNZUU
ひたかくしこひた隠し3　一＞kakusiimaasii，．
　潮umukalくusik畿kusi
ひたす〔浸す］．？uraal〈ijuN
ひたすら　hwitani
ひだ．ね〔火種〕→kakOO
びたびた　bitabita
ひだり〔左3hwizai
ひだ窪きき〔左：利き｝　hwizaigaQti，　hwiza－
　jaa
ひだりまえ〔左前〕hWizaimigui，　hwizai一
　？ueaasi
ひだりまき〔左巻き〕hwizaimacaa
ひだりもじ〔左文字3　hwizaizii
ひたる〔浸る］　gikajUN
ひ？〔櫃〕kee
ひっかかる〔達っ掛かる〕kuNcakajuN
ひっかききず〔引っ掻、き傷〕　sak磁
ひっかきまわすkacil〈uzijUN　　「→かく
ひつかく〔引っ掻く］kacanUN，　sakujUN，
ひっかける〔引っ掛ける〕　hwiQkakijuN，．
kuNeakijul
ひっきりなしに→たえまなく
ひっくりかえすkeerasjUN，？UQceesjUN／
　～さま？UQceehwiQcee／ひつくり返した
　りころがしたりkecrasikurubasi
ひっくりかえる〔引つくり返る］　hwiQcee－
　jtiN，　keexijuN，　？uQeeejuN，　一｝giNtaa／
　～ことgiN七aakeei／ひつくり返りそう
　keeyirakeerira
びっくりする　→おどろく
ひつ1頁火付け〕　hwii7，ikee，→ほうか
びっこ〔鞍〕→ちんば／～を引くさまkwe－
　NkweN
ひつ　こ　し．［弓｛走塾≧し〕　　　，jaa？uugii，　？uu¢ii，　（敬
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　tin）　tuNei？uugii，　？waatamasi，　’wata－
　masi
ひ6こす［引越す〕hwicikusjuN
ひっこみじあん〔引っ込み思案〕　？ukeei？u－
　mii
ひっこむ〔引っ込む］hWiQkunUN
ひっさげる〔引っ提げる〕13wiQsagijuN，
　hwisagijuN，　一hwiQeatijuN
ひつじ〔未］．hwiglzi
ひつじ〔羊〕1nee舩a，　meenaahwiizaa
びっしょり　，Ndikaa，　sipuutu，　zisaQもU，
　zisiQtu，→びしょ．ぬれ
ひっそりかん〔ひっそり閑〕？uusoozootu
ひった．くる　hWiQtakujuN，　kuNsugujuN，
　kuNtuj’uN．　suguituj’uN，　？wii？utusjuN
ぴったり　giNtu／．～合うこと？ucaisinai．
ひっつかむ〔引っ掴む〕kaQgikanuN
ひっつく〔引っ付く］taQkwajuN，→くっ
　つく
ひっつける〔引っ付ける］．一〉くっつける
ひってき〔匹敵〕　→一bieee，一gaai，ひけん／
　～するhwieajaN
ひっぱがす〔引．っ剥がす｝　？akasjUN
ひっぱく〔逼迫〕hwiQpaku，→さしせまる
ひっぱたく　sugUikeerasjuN，　sug’uju．N
ひっぱりあい〔引っ張り合し・〕hwiicee
ひっぱりだこ〔引っ張り凧〕hwiicaabaaee
ひっぱる〔引っ張る］hwiQpajUN／引っ張
　られる　→subieUN
ひづめξ蹄〕　gimagu　　　　　　　「mUN
ひつよう〔必要〕　？irijuu／～な物？iQta一
びていこつ〔陶冶骨〕　gibinuguQsui
ひでり〔臼照り／hjaal，　hwiδiri／～の折の
　雷hjaaigaNnai／～の年hjaai5usi
ひでりあめ〔臼照り雨］tiida？ami，むiida－
　bui，　一｝takanusiibai
ひと〔人〕hwitu，　Qeu，→siza，たにん，
　にんげん／～ごとにQcuka多i／～との・交
　際Qcugutu，　Qcubiree／～に先んじるこ
　と9cumee，　Qcusaci／～に．馴れること
　Qcunayi／～にまさることhwitumasal，
　Qcumas＆i／～のいいなりQcumama／～t・
　の往来（leu？asi／～の気配一→Qcu？u七u／
　～の背たけQC綴aki／～の肌Qcuhada／．
　～の悪口QCUgutu／～をあなどる者QCU一一
　？useeimuN／～を憐れむことQeucimu一・
　gurisja／～を敬うことQCU？ujamee
ひとあし〔一足〕cuhwisja
ひどい　一〉たいして／～こと→saN7yaN／．．
　ひどく，→こっぴどく，たいした，ひじょ二
ひといき〔一事〕　cu？iici　　　　　　しらに一
ひといきれ〔適いきれ〕　／～に酔．5こと
　Qeuw］1
ひとえこ単衣〕ciimUN，　ciiziN
ひとかかえ〔一抱え〕　cudaei，　cumaai．
ひとかけら〔一欠けら］　cukaki
ひとかさね［一重ね〕　CUkasabi
ひとがら〔人柄〕　Qeugara，　ziNtii
ひときれ〔一切れ〕　eucaai，　cul〈al〈i
ひとくちこ一口〕cukuci
ひとこえ〔一声〕　eukwii
ひとこと〔一掴畠〕　cukutuba
ひとさしゆび　〔入差し指〕　Qcusasi？iihi．．、
　saei？iibi
ひとざとはなれたところ〔人塁離れた所〕
　Qcubanayi
ひとさらい〔入歯い〕hwitunusudu，　QeUr・
　　　　　マ　無usuau
ひとしずく〔一三3　cutai
ひとそろい〔一揃い〕　cukusai
ひとた右〔一太刀〕cukatana
ひとたば〔一束〕　cugika，　cutabai，　euma一．・
　ziN
ひとだま〔人魂〕　？iniNbii
ひとちがい〔入違い〕hwitumageeダQcuba一．
　Qpee
ひとつξ～つ〕　tiigi，一＞hwitugi，　t鶏CU一／
　～になるkusa趣N／～一つ選びIBすこ
　とtiigi？irabi／．～一一っ捻うこと　tiigibi－
　r叢
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ひとつか〔一束〕　・→ひとたば
ﾐとつかみ〔一一twみ〕　cugikaN
．ひとつき〔一一月〕eugici／～おきeugicigusi
ひとつぼ〔一坪〕　eugibq
『ひとて〔一一乎〕　cuti
ﾐとで〔入羽　／～が足りないこと一〉てぶそ．
　　〈／～に渡す一〉てばなす
』ひとでなし〔人で無し〕　→Qcu
’ひととおり〔一一通り〕　cutuui
．ひとどおり〔人通り］　Qcu5uui
「ひとところ〔一所｝　cutukuma，　CU七ukuru
ひととせ〔～隼〕　→いちねん
ひとながさ〔一一・ffさ〕　cunaagi
ひとなみ〔人並み〕　Qeunami，一〉いちにん
　　まえ
ひとはこ〔～箱〕．cuhaku
．ひとばん［一一一ies］　eujul’u／～中cujUl’u，．
　’junagata，　’jtmagatasanagata，　’」’u’　＄ig’a
ひとひろ〔～嗣　euhwiru／～の半分，Nna－
　al〈ari
ひと轟、し〔一節3　cuhusi
ひとふで〔一一筆〕　cuhudi
ひとまえ〔入前〕　Qcumee
ひとまき〔一巻郭cumaai
ひとまね〔人真似〕→Qcu，まね／～をする
　者saaru
’ひとまわり〔一園り〕cumaai，→ひとめぐり
ひとみ〔瞳〕　inlinusiN
ひとみしり〔入見知り〕，jamakaagaa，　Qcu一
　？uzi，　sil’aNQeu
てFとめ〔一囲｝　cumi
ひとめ．〔人冒〕　’jusum圭／　んにっかない道
　　katakaniiei
．ひとめぐり〔一巡り〕　CLImigui，→ひとまわ
ひと亀と〔ww－J4〈〕cumutu　．　　　しり
ひとよ〔一夜〕6ujuru，→ひとばん
rlひとり〔一人〕　cui，　hwicui，？iciniN，（敬語）
　　cutUl〈uru，？ueu七ukuru／　～ずつcui－
　naa／～ずつ交替すること　euigigaruu，
　・cuinaakaaruu／～でする仕事mucici一
　xisigutu／～ひとり　cuinaa，→それぞれ
ひどり〔臼取り］hwi　d．Ui，　tixcituihwiiclui，
　もucituihwii七ui
ひとり笏そび〔一入遊び〕　→duumui
ひとりあるき｛一人歩き〕duucui？aQci
ひとりぐらし〔一入暮らし〕cuigurasi，duu－
　culgurasl　・ひとりこ〔独り子〕　6uiNgwa
ひとりごと〔独り書〕　duucuimunii
ひとりだち〔一人立ち〕cUidaci
ひとりでに　箆aNkuru，→しぜん
ひとりね〔一人寝〕　duucuikuxubi
ひとりま．えこ一人前〕→いちにんまえ，ひと
　なみノ～の賃金zuubUNbuu．
ひとりむすζ〔一入息子〕　chiwikigaNgwa
ひとりむすめ〔一人娘〕　cuiWinagUNgwa
ひとりもの〔独り者〕　duucuimuN
ひとりわら・い〔独り笑い〕　duucuiwaree
ひとわん〔一椀〕hUNpaN
ひながた〔雛型〕hwinagata，→みほん
ひなたぼっこ〔日向ぼっこ〕　tiidabuui
ひなにんぎSう［雛人形〕　→saatuumee，
　？umeNtuu／～を入れる箱？umeNtuu一
ひなわ〔火縄〕hwiinaa　　　　Lbaku
ひなん〔非難〕　→nueihwici，そしる／～さ
　れる点hwiihwinaN，　hwiikusi
ひにく〔皮肉〕？uranucimunii，？uranuci－
　mun曜ii／～をいうkiZUN
ひねくれもの〔ひねくれ者〕hwinaa，　hwiN－
　sjaa，　hwizaimacaa，　magaruuhwigaL
ruu，　inagaruuhwiguruu，　一＞hwiN
ひねくあるmudijUN，→hwiN
ひねりたおす〔捻り倒す〕　naudikeerasjuN，
　muditoOsjuN
ひねる〔捻る〕　hwini謳N，一→つね．る，ねじ
　る／ひねったりつねったりする瓢udiφN－
　kijuN
ひのえ［丙〕hwinii
ひのき〔檜3hwinuci
ひのこ〔火の粉3　hwibana
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ひのし〔火型斗〕　？UQtoo
ひのたま〔火の玉〕　hwiidama，．hwidama
ひのと〔丁〕hwinutu
ひのべ［日延べ〕→えんぎ
ひばし〔火箸〕　hwiibaasi
ひばち〔火鉢〕　hwih．aci，→hwiiruu，　tii？a－
　bui
ひはつ〔華壇X穂物名）　hwihwagi
ひばな〔火花〕　hwibana
ひばり〔雲雀3ciNcinaa／～の鳴き声ciN一一
ひび〔日R〕　hwibi　　　．　　　　Lc取
ひび〔碑・輝3　？aaki，　hwibari，　hw圭bici，
　hwibiki／～が入る？aakljUN，　hwibari－
　juN，　hwibikijuN
ひびき〔響〕　hwibici
ひびく〔響く〕　hwibiCUN
ひひらぐ〔疹ぐ〕　hwiiraCuN
ひふ〔皮戦〕．kaa，→は．だ／～がただれてい
ひぶ〔日歩〕　hwibU　　しる者kaasiNdaa
ひふきだけ〔火吹竹〕　hwiilluci
ひぶく舷〔火脹れ］　hwiitaQtaa
ひふびょう〔皮轡病〕　／～の名？asibu，　biN－
　duku，　gucahwa，　harajukuni，　hweega－
　sa，　’jaNbarugooraa，　’joo，　kasa，　kazoo－
　rimuN，　kizimunaajaacuu，　1〈oosi，　mi－
　zigasa，　miptgasaa，　muNzaai，’nabaN一
　．og］sa，　niibutaa，　niibutu，　sirabee，　sjixu－
　buQtee，　tuNzaagasa，　？uubu，　？weegasa
ひぶん〔碑文〕　疹ひもん
ひぼう〔誹誘〕→そしる
びぼう〔美貌〕　eurakaagi，→びじん
ひぼし〔B干し〕hwibusi
ひぼんなひと〔非凡な入〕　QeugawaiiMUN
ひま〔暇］　hwima，　maduノ～になるma－
　dOOCUN／　～畷　madu庸換du／　～を作る
　madool〈ijuN　rgwaamuQkuu
ひま〔箆麻〕　caNdakasii／　～の実　guri一
ひまご〔曾孫］　ma七a？Nmaga
ひましに限増しに〕　hwimasini
ひまじん〔蝦入〕．hwimasiimUN
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　びよ．
ひまつぶし〔暇つぶし〕→hwimadaari
ひめい〔悲鳴〕　→？akisamijoO
ひめばしょう〔姫芭蕉〕　hanabasjuu
ひも〔紐〕’uu，’wiil’uu
ひもじい　，5aasaN／ひもじさ→くうふく
ひもん〔碑文〕hwimuN
ひやかす〔冷かす〕　nabakujuN
ひゃく〔百3hjaaku，　hjaku，→mu’mu，．
　燃umu一
ひゃくさい〔百歳ゴhjaku鎚e，　mu憩厩u
ひゃくしょう．〔百姓〕　¢ukujaa，込aru？aQ一
’ aa，　harusjaa，　？Nmugul〈ujaa，　zliNcu，
　→hjakusjoo／～をする→？aQCUN
ひゃくにじゅつさい〔120歳〕　hjakuhataci
ひゃくにちぜき〔百日咳〕hjakunieigaQ一
ひゃくにん〔百人］hjakuniN　　　Lkwii
ひゃくねん〔百年〕．埼aku撮N，　mumutu
ひゃくまんがん〔百万貫〕（銭）hjakumaN一
ひゃくもん〔百文〕　cukumui　　　LgwaN
びやごはん鈴御飯〕　hwizu川？ubUN
ひ．竄ｷ［冷やす｝　samasjuN，→hwizujuN
ひやそうめん〔冷素麺〕　hweegooyniN
ひゃっかにお〔百か日〕hjaQkapici
ひやとい〔H儲い〕　hwijUU，．　timatujaa，一→
　じゆうろうどうしゃ
ひやみず〔冷水〕　hwizurumizi
ひやりと〔冷りと〕hwiZUQteeN
ひゆうひゆう　huuihuui
びゆうびゆう　buubuu
ひようこ費用〕gil〈uxi，多oosa，→L・りめ／
　～が掛かるgikUl・ijuN
ひょう〔俵〕　一hjuu
びょう〔廟］bjuu
びょうき〔病気〕bjooci，’jami，’jaNmee，
　sawai，　一duuziira，　’」’amiwacaree，　mi2－
　sicihanasici，　siiya，きゆ5びょう，じ
　びょう，じゅうびょう，やむ，わずらい／
　～がちな者’jaNmeemuN／～させる’ja－
　masjUN／～する’janUN／～で寝込む
　？ucikutasjUN／～でわずら5こと　’jami
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wacaree／～の一種→’33kii，　kusa，　mu－
　siei．，　siNei，　sjoo．kaN，’　sal〈ukuzirijaN／
　～よけ→huucigeesi
ひょうきん〔劉軽〕　suku；i，→こっけい
ひょうぐ〔表、具〕　hjuugu
ひょうし〔拍子〕　hjoOSi
ひょうし〔表紙〕sjumuginukaa
ひょうしぎ〔三子太〕　hjoos三z三
びょうじゃく〔病鵬〕／～であるbinasaN，
　，jahwarasaN／～そ5であるmiijahwa－
　ragisaN／　～そうで健康な者　，jahwara－
　gaNzuumUN／～なさま’jahwarageera，
　，jahwataikeetaiノ　～な者　，jahwaraa，
　’jahwarageeraa，　’jahwaram“N，　’ja－
　hwataimuN，　’jahwatajaa，　’jal　meemuN
ひょうじゅん〔標準〕　zooma
ひょうじょう〔表情〕→miikuci
びょうじょう〔病状］→ようだい／～がはか
　ばかしくないさま？UQtQohwiitQO
ひょうたんξ瓢箪3　giburu，　hjootaNgiburu
ひょうちゃくぶつ〔漂着物〕　，5u玉凱UN
びょうどうこ平等3　caahwiihwi，1，・　eaahwli－
　too，　hwiihxviituu，→こ5へい
ひようとり〔日傭取り〕　hwi∫uu，怠i瓢3綴jaa
びょうにん〔病人〕bjooniN
ひょうはくする〔漂白する〕sarnsjuN／漂
　白されるsarijuN
ひょうばん〔評判］　eil〈wi三，　hjoobaN，　sata，
　？utu，→kuci題ba，　QCU，うわさ／～にな
　　るtujumarijuN，　？utu？UCUN／　～に聞
　　くこL？utuziei
ひょうばん屯の〔評判者〕　hjoobaiymuN
びょうぶ〔塀風］bjoobu，　noobu，→きんぴ
　　ようぶ
ひょうめん〔表面〕？w訟bi，→うわべ／～が
　　きれいなもの？waabicuyaa／～がすべつ
　　こいこと　．？～vaab玲iNdi，？w3翫binaN5u－
　ruu／～の皮？waabigaa
ひょうろう〔兵糧3hjooroO
ひよけ〔日除け〕hwi．igataka，　hwigatal｛a
「?．．
ぴょこぴょこ　buraisarai
ひょっとしたら　→，jUU
ひよどり（鳥の名）　幻uusi
　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　コ　　コピヨピヨ　PIJaPIJa
ひよめき〔顎門〕　瑠uuruci，→のうてん
．ひよわ　→びょ～じゃく
ひらきど〔開き戸］meezu
ひらく〔開く〕hurakijuN，　hwiraCUN，・→
　haし（lpajlエN，　　あ　く　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　・
ひらぐみ〔平面〕　hwiraguN
ひらざむらい〔平侍〕　gisi．
ひらたい〔平たい〕　hwirasaN，→たいら／～
　　ものhwiraa／ひらたくhwiraQteeN／平
　　たくするhWivakasjUN，　hwiramijuN／
　平たくなるhwiraki3UN
ひらまつ〔平松3hwiramaagaa，　hwira－
　maagl
ひらめ〔平目〕（魚の名）　kaasjanuhw3a？レ
ひらやくにん〔平役人〕g減　　　　　　L5U
ヒラリヤ　→フィラリヤ
びり　gibi，　gibikusu，　gibikus級u，？o）baN，
　？oogusu，．？oot◎0，　siibaN，．susu
びljびり　’jarikwaNl〈waN
ひりょ．う〔肥料］kwee
ひる〔昼〕　hwir馬→まひる
ひるこ干る〕　hwijUN　　　　　　　「hoojUN
ひる〔放る］hwi麟N／ひり散らすhwiyi一
ひるがお　／～の一種，jqrnakaNda，，jama一
ひるごはんこ畳御飯3→ひるめしLkaNdaa
ひるじゅう〔壷中〕　hwiruzuu，　→にっちゆ
　　う　　　　　　　　　　　　　　　「ma
ひるすぎ〔昼過ぎ〕hwirum＆，．tal〈ahwiyu一
ひるね〔畳寝〕hwiNni／～ばかりする者
　hwiNnaa
ひるひな．か〔掻日中］？akarahwiru
ひるめし〔昼飯〕？asabaN，？asii，→？asa一
　？ubUN」hwiru瓶amUN，　rn圭hwi2uma，
　　mihwiruma？ubUN／～持参muei？asa－
　　baN／～時分？asabaNuui／～のさつまい
　　もをその臼に掘る．こと　hui？asaba翼／～
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　の支度？asabaNsugai
ひろ〔尋〕　hwiru／～で計るhwiruzuN
ひろい〔広い〕hwirusaN，「〉，waa／～揚藤
　戴wiruzi　　　．　　　　　　　　　　rmUN
ひろいもの〔拾い物〕1〈ameeimuN，　tumeei’一
ひろう籔労〕　kutaNdi，’utai，＃一・｝つかれ／
　比する→つかれる．
ひろう〔拾う〕　hw鋤ajUN，　hwirijuN，　ka。
　meejUN，　tumeejuN／拾い集めるtuiea一
　　　　　　meeJUN
びろう〔蒲葵〕（植物名）kuba／～の葉kuba－
　gaasja／～の葉のうちわkuba？oozi／～の
　葉の笠kubagasa
ビロード　tiNgaacuu
ひろがり〔広がり〕hwirugai
ひろがる〔広がる〕　hwirugajuN，→tana－
　biCUN，ひろまる
ひろげる〔広げる］hwirugijUN，→ひろめる
ひろさ〔広さ〕　嚢u馬　，waa
ひろば〔商計〕naa
ひろびうと〔広広と〕hWiruubiruu／～して
　いること　→nUU　　　　　　　　　「がる
ひろまるξ広まる〕
ひろめる〔広める3
び版枇杷〕biwa
ひわいな〔卑狸な〕
hwi撫majUN，→ひろ
hwirdmijuN，→ひろげ
　　　　　　　　　　　しる
zibita，→いやしい，わ
　いせつ／～ことば7yarikutuba／～たわむ
　れかたをする4al’ijUN　　　　　fbiki
ひわれ〔干割れ〕　hwibari，　hwibici，　hwi一
ひわれる〔干割れる3hwibarijuN，　hwibi一
　　kijuN
　ひん〔晶〕　sina，→じんぴん，ひんい
　ひん（接頭）　→hwiN一
　びん｛瓶〕biN
　びん〔便｝biN
　びん〔蟹〕　biNia
　ひんい〔錨位〕bUN／～を保ち．たがる着
　　buNmucaa
　ひんきゃく〔賓客〕一〉きゃく
　ひんけつ〔貧血〕　／～を起こす→bucigee，
　　のうひんけつ
　びんこい〔備後繭〕biiguii，　tuuziNi圭
　ひんこう〔品行］？ukunee，一〉みもち
　びんこおもて〔備後表〕biigumusiru／～の
　　畳biigudataN
　ひんし〔瀕死〕　maasiga七aa
　びんずる〔賓頭癒〕biNguru，　bi4uru
　びんた．biNta　　　　　　　　．「びたび
　ひんぱんである〔頻繁である〕sizisaN，→た
　びんぼう〔貧乏｝hwiNsuu，→hwiQpaku／
　　～なさまpiipii／～をこぼす者biNboo
　びんぼうぐらし〔貧乏暮し〕hwlNsuugura－
　　si
　びんぼうもの〔貧乏者〕　hwiNsuumuN，
　　kuusiimuN，　1〈uNeuumuN
　ひんまがる〔ひん曲がる］　giNmagajuN，
　　hwiNmagajUN／～こと¢iNmag鍵職
　ひんみん〔貧民〕v｝びんぼうもの
　ひんみんくつ〔貧民窟］buri3asici
’びんろう〔横榔〕　biNxoo
ふ
ぶ〔分〕　一bu，一war圭
ぶあいそう〔無愛想3　bu？eesagi．，　bu？eesoo，
　kamazisi，→つっけんどん，　つれない，
　ぶっちょうづら／～な者kamazisaa，
　niihwuQl〈waa，　ziiguhwaa
ふあん〔不安〕　cimuhwicagi，「一〉こころぼ
　そい，しんぽい／～がる？ukecjuN
ふい〔不意〕→とつぜん／～なご：と？aQta－
　gutu，　　？ubirazigutu／　　～ζこ　　？a．（～七aki，
　おもわず／～の思いつき％Q七akaNgee
ふいご〔韓〕　hUttci／～の音h鷺ueoOP乱Ncdo
ふいごまつ． 閨k鞘i祭｝．huuclee
?
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ふい
ふい右ようする〔吹聴する〕？j．ihwirugijuN
フィラリヤ　kusa，　siNci，→ぞうひびょ弓／
　～患考kusah惣町jaa，、　siNe播nue｛／～の
　一種huvii，　tabuigusa／～の病根kusa一
撃・う〔封］　huu
さ・う〔風］　huu
ふう〔ゴ　taa，→に
ふういん〔封印〕　huu？iN．
ふうがみり〔風変り〕huugawai
ふうき〔風気〕（伝染病）　huuei
ふうぎ〔風儀〕　huuzi
ふうさい〔風痢　huuzi，→すがた
轟、うし〔譲甦束郎　？Ul’anucimLmii，
　munu？ii
ふうしか〔1瓢束聾歌〕　kaki？uta
ふうしゅう£風習〕　huu，　huuzi，
ふうすい〔風水〕hU醇i
ふうそく〔風俗〕huu，　huuzi，7yuku
　うかん，くにのふうそく
ふうっ　　huu｛／　～
　huuhuu
ム、う毒・〔夫婦〕　guu七umiitu，
　tu）icrda，　tuzimiitu／　・一一
　中に入ること
　　しっくり行くkama　s21〈ajuN／
Ln1エm1
？uranuei一
→しゅう
　　しかん
→しゅ．
と息を吹きかけること→
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　miitu，　mii一
　　　　　　　 　　　　　　　が死後一つの甕の
　　　　　　　　　　kaaminugibitiigi／　　～カ｛
　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　～閾係
　m枇“Nda？icee／～げんかmiituNda？oo－
　ee／～だけの話miitUNdamunugatai／
　～連れm滋UNd錫iri
も　　カ　 へ　　　　　　　　リ　ロリv5、つみ、つ　　　SllSll
ぶうぶう（豚の鳴き声）gaweegawee，　guu－
　guu
ふうみ｛風味〕　huumi，→あじわい
ふうらん嘱翻（植物名）　magibaraN，　ma－
　gidaN，　rnagil’aN
ふうりゅう9冷〔風流入］　sjuzooniN
ふうりん〔風鈴〕　huuriN
ふ．え〔笛〕　haNsjoo，　huucoo，→biibii／～
　の音→piiraruraa
ふネて〔不得手〕huiiti，　huiti
ふえる〔増える〕ka7yuujuN／～こと→？imi
ふか褻鰭3　huka，，juubinUQkwa，→さめ
ふかあみがさ〔深編笠〕　miNtari？aNzasa．
　エηiN七ar量i
ふかい〔深い〕hul〈asaN
ふかす〔蒸す〕？NbusjUN，→hUCUN
ふかする〔艀化する〕．課dasjUN，瞬di∫UNプ
　贈化しない卵鋤鰍uru
ぶかっこう〔不恰妊〕bukaQkoo，　hwiza－
　ruu／～であるhwizarugisaN
ぶかりぶカ、り　　pakupaku
ふ韻不義〕huzi
ふきかえし〔吹き返し〕　keesi
ふきけす〔吹き消す〕　hucicaasjUN
ふきげん〔不機嫌｝　一→hwi層ci　　　　「CUN
ふきこむ〔吹き込む］　hucikunUN，　huciN一
ふきそうじ〔拭き掃除〕susuikaci
ふきつ〔不吉〕　bukarii，一→きょうちょう，ふ
　しょ5
ふきとばす〔吹き飛ばす〕　huci加bas掴N
ふきとる〔拭き取る〕　→ぬぐら
ぶきょうこ不器用〕bukuu，　hwizaruu／～
　らしいhwizarugisaN
ぶきりょう〔不器・墨〕　’j翫n＆kaagi
ふきん［布由〕hw圭iciN
ふく〔福〕　huku
ふく〔吹く〕　hUCUN，　SUZUN，→？abUCu“T／
　～音→huui
ふく〔拭く〕→ぬぐう
ふく〔葺く〕　hUCUN
ふぐ．〔不具〕　katahwa，→かたわ
ふくいくと〔酸郁と〕hukuhuku
ふくかん〔副官〕’wacijaku
ふくぎ褻福木〕（槙物名）　hukuzi／～のいげ垣
　hukuzigaci　　　　　rhukugaadui
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メふくげ　hukugii／～の立った鶏hukugaa，
ふくけん〔福建〕　hucaN
ふくさ〔歓喜］　mig圭z圭
ふくしゅう（復習〕．→｝1uku
ふくそう〔服装〕　sugai，→なり
ふくどく〔復読］huku
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ふし
ぶくぶく　　puurupuuruu
ふくぶくしい　〔福福しい〕．／～さまkwa－
　NkwaN
ふくべ〔瓠〕　→ひょうたん
ふくみごえ〔含み声〕　munukukuN？abii
ふくむ〔含む〕　kuku難UN
ふくらはぎ〔脹ら脛〕　ku．Nda
ふくらむ〔脹らむ］→ふくれる
ふぐり〔陰嚢〕　→きんたま
ふく？t，〔脹れ〕．→一bUQkwa「niihwu（lkwaa
ふくれっつら〔脹れっ面〕　girahuQkwaa，
ふくれる〔脹れる〕harijuN，　hUQkwijUN，
　一一“　haeikunuN，　huukeejuN，　huukeexi－
　juN，　？itabuQkwijuN，　？itabuQkwi
ふくろ〔袋〕　hukuru／わらの～ziibu
ふくろう〔菊glkuku，　takazikuku
ふくろそで〔袋虫〕　hukurusudi
ふくろだたき〔袋叩き〕　maaruugurusi
ふけ〔雲脂〕？irici，→gahwara
ふけつ〔不潔〕　bueirii／～である→きたない
ふける［更ける〕　hukijUN／ふけてみえる
　？wiiraasjaN　’
ふこうこ不幸〕　bu脚ewee，．？urii，？uriigu－
　tu／～なこととお祝いごと？Ui’iisjUuzi／
　～な知らせ→？arasigwii／～の折→ba－
　sju
ふこう〔不孝〕　hukoo，→おやふこう
ふこうへい〔不公平〕
　katawal〈i
ふこくする〔布告する〕
　布告して
katakaki／～．な配分
hurijuN，→おふれ／
　行き1度らせ’るhuriituusjuN
ふこころえ〔不心得〕hukukuri
ふさ〔醐husa
ふさいξ負債〕→しゃっきん／～のために使
　役されること串ikama／～のために使役さ
　れる人llikamaa
ふさがる〔塞がる〕　｝（atamajUN／傷口が～
　MllJaa3UN
ふさく［71〈作〕husaku
ふさぐ〔塞ぐ］　huq．aZUN
ふざける　．錘beejUN，→bi（≧亭ee／～ことga－
　Nmam
ぶさた〔無沙汰〕　busata，一〉そえん
ぶさほう〔無作法〕busahuu，→？uceemee，
　しつれい，ぶれい
ふさわしいnawaasjaN，　nootaru，→nio一
　◎jUN，　noojUN，　soouu／～ことniee／ふ
　さわし．くなるhusaajuN，　husajUN
ふさん〔不参〕　husaN
ふさんせい〔不賛成〕　huduui，加s3Nsii／
　～の者LhusaNsii
占｝し〔節〕　husi／～だらけ’husitakaraa／
　～と節との間，juち，ju3U／～と節との間．．
　が長い’juinagasaN，’jujunagasaN
、ふじ．〔藤〕　　huzi
ふじ〔不時〕hutu，　huzi，→とつぜん
ぶじ〔無事〕buzi，（敬語）gubuzi
ふしあな〔節穴〕husi？ana，　hUsihugi
ふしあわせ〔不幸］　→ふこう
ふしぎ〔不思議〕　husizi，→きみょう／～で
　ある難wiru拠as謳Nノ～な→saita
ふしぶし、〔節節〕husibusi
ふじゆう〔不自由〕　huzijuu
ふじゅうぶん〔不充分〕huzuubUN，・→ふそ
　　く／～である？urusaN
ふしょう〔不祥］
ふしょう〔不肖〕
ふしょう〔負傷〕
ぶしょう〔無精〕
husjoo，一〉ふきつ
一＞ka7．inaraNmuN
→けが／～する’jamasjuN
hujuu，→ものぐさ／～で
　あるgibi？NbusaN
ふしょうしゃ〔負傷者〕kiganiN
ふしょう右〔不承知〕　huduui，　hugaQtiN
ふしょうぶ． ｵょう〔不承不承〕T＞，NpaaN－
　paa
ゐ・じょうま1ナ〔不浄負け〕　huzoomaki
ぶしsうもの〔無精者〕　gibitug．　ajaa，　guu－
　da，毒・ものぐざ
ふしん〔二目〕husiN／～する　一＞gireejuN
ふしん［不振〕　humigui
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ふし
ふしん〔不審］husiN
ふしん．がみ〔不審紙〕husiNgami
ぶすい〔不粋〕busizoo
ふすま〔榔hUφma
ふ．せいこう〔不成功］→しっぽい／～に終わ
　るnaihaNsjUN
ふせぐ〔防ぐ〕　husiZUN／～ことhusizi
ふせる〔伏せる〕　？UQgiNkijuN，？usuba－
　SjUN
ふせん〔付箋｝　husiNgami
ふそ〔父穏〕　？ujahuzi，？両皐hwaahu頭
ふそうおう〔不酒田3husoouu
ふそく〔不足〕husuk譲，→一buraari，たりる／
　～がちなさまhwiQcirakaacixa／～する
　bux’aarijuN／～を補うtasimeejuN
ふぞろい〔不揃い3　guumaNcaa，→guu－
　haNdaa，　guuhaziraa
ふた［蓋〕　huta／～付きのどんぶり　．huta－
　makai
ふた〔二〕　ta一，→に，ふう
vSsだ〔）FL〕　huda
ぶた〔豚〕？waa，（小児語）？waa？waa，→
　but3一，一buta／おすの～，UU？waa／さか
　　りのついた～ku擁i？waa／んの脂bロ．taT
　？aNda，　bu毛ajμ，　butubutuu／～の餌入れ
　tooni／～の恥入れをかきさらえる器具
　toonikacaa／～の虫勢を業とする者？W距
　ahugujaa／～の尻の骨と肉guujaa／～
　の尻の’脅を煎じたスープguujaasiNzi／
　～の脊中の肉boozisi／～の種付けを業と
　する者’uu？waakarajaa，？waag，il〈ijaa／
　～の鳴き声gaweegawee，9UUgUU／～の
　売買．をする者？waabakujoo／・yを飼う
　者？waakarajaa／～を繕る者？waasjaa
ふだい〔譜代〕　一＞hudee
ぶたい〔舞台〕butee／～衣裳一〉’uduiziN／
　～の一種baNku
ふたいとこ〔再従兄弟姉妹〕　→またいとこ
ふたおや． k双親〕　→りょうしん
ふたきれ〔閉切れ〕　taeaai 1
ふたこ〔双生児〕taacuu
ふたこいと〔二子糸〕hutagu
ふたこおり〔ニコ子織〕　hutagU
ふたごころ〔二心〕　hutagul〈Uru
ふたこと〔二．言〕　takutu
ふたしか〔不確か〕hutasika
vS、たつ〔二つ〕　　taagi，　一→七串」a，　ta一，　．一）　1・こ／　～
　のうちならば　一→taag量
ふたつき〔二月〕　tagic圭
ふた？ちが．い〔二つ違い〕　→taagimisi
ふたつわり〔二つ割り〕　tacaa圭，七aagiwai
ふたとおり〔二通り〕　㌻atuui
ふたとせ．〔二年〕　七atu，→にねん
ふたなのか〔二．七日〕　tana耳ka．
ゐミた｛こく〔豚肉〕　　buta？aQもam㍉　一＞boozisi，
　g ujaa，？uciRaganii／～の市？waasja－
　amaei／～の塩漬けsjuubuta
ふたまたがけ〔＝二股がけ〕　tamatagaki
ふたまたごうやく〔二股膏薬〕　matabasi－
　goojaku，→ふたまたがけ
ふため〔二霞〕．tami
ふたり〔二二〕　tai，（敬語）？utatukuru
ふたん〔負担〕　→おもに．，にやっか．い／～過
　璽mueiQkwa／～する分mueimee
ふだん〔不断3　hwiizii，　madu，　z◎ohwita，
　→caa，いつ，へいそ
ふだんぎ〔不断着〕　？iQsoocijaa，’jaakara－
　C董jaa／～．ですますこと→dusudiimee
ふ＄〔淵〕hukatu　　　　　　　　1
ぶちこわす〔打ち歯す〕　？wiikUNsjUN
ぶちょうぼう〔不調法〕binasawaQsa，？u－
　coohOO，→ふゆきとどき／～であるbin一
一ゐ・ちん〔浮沈〕　tacitoori　　　　　LasaN
ふつう〔普通〕？ataimee，　gini，　nami，→
　あたりまえ
ふつか〔二朗　hugika、
ふっかける　／高値を～→saNsooba
，S、つカsよし、〔二：日酔、・〕　，jamii，　saklgaei
ぶつかる　haQcakajUN，→しょうとつする
ぶづくりこ分作り〕gukUiwaakii．
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ふへ
ふっけん幅建〕　hucaN
ふっこう〔不都合〕　hugigoo
ぶっそうげ　（植物名）？akabanaa
ぶつだん〔仏壇〕→bugidaN，　gusiNdaN，
　？ubugidaN／～の台．kudeeヂ→ぶあいそう
ぶっちょうづら．〔仏頂翻　φrahUQkwaa，
・ぶつつ　／～と・L・う　pucimlk：asjUN
ふつつかである　bin訊s翫Nド→ぶちょうほう
ふっとう〔沸騰〕　／～させ・るhukasjuN／
　～するhuc親N，　mugee3UN，→？abUCuN，
　わく
ふっとぶ〔吹っ飛ぶ〕加捻UZUN，→hwiNtu－
　bi，けしとぶ，すっとばす
ぶつぶつdaNzamuNza，　kuihai，　ku3aa－
　hajaa，　ziiguihjaagui，　miiziguuzi
ぶっぽう〔仏法］　bUQpoo
k：一…ミつよ　く　ξ物欲〕　　　muCijul｛u
ぶつり　puQciri／～というpucimikasjuN
ふで〔筆i〕　hudi
ふていさい〔不体裁〕　hu七anar圭
ふでき〔不出来］　hudikl
ふできせつ〔不：適切〕　hutanari
ふてね〔不貞寝〕niNzigunasi．
ふとい〔太い3　？arasaN，　magisaN
ふとう〔埠頭］　tUNdoo
ふどうい〔不同意．｝　→ふさんせい
ふとくい〔不得意］　huiiti，　hui七i
ふところ〔懐〕　hucukuru．
ふところで［懐手〕　七iibucukUru
ふとしたはずみに　nuutUNganaasi
ふとどき〔不届き〕hugigoo，ぬutuduci
ふともも〔蒲桃｝（植物名）　huutoo
ふとる〔太る〕．buteejUN，　kweej“N，　mu－
　teejUN，一→CiN七eejUN／太ったさまkWee－
　gweetu／太った者bUQtarakoo，　bUQta－
　rakuu，・　buQtee，　butuu，　kweebutaa，
　kweetaa・kweetuu／太っているbuta－
　saN，→kweetaNda　？UCUNノ～こと
　一＞siTugw・eei，　kurugvLTeei　rieidoogu
ふとん〔蒲団〕　k3NzimUN，？uudu，→zas一
ふな〔鮒〕．・taa？iju／．～の煉製k3akasjaa／
　～を煎じた汁taa？ijusiNZ呈　　「buunii
ふなあそび〔舟遊び〕huma？a寧ibi，　hagarl一
ふなか［不仲］hunaka，→なか，ふわ
ふながかり〔殉合繋り〕　hunagaka三
ふなご〔冊子〕　→すいふ，せんいん
ふなだいく〔船大工］hunadeeku
ふなたび搬旅〕huna七abi
ふなちん〔．船：賃〕　huhaciN
ふなつきば〔船着き揚〕　七umai
ふなのり〔船乗り〕　一〉せんいん
ふなばし〔船橋〕hunabasi
ふなびん〔船側　hnznabiN
ふなみち〔船路〕　hunamic圭
ふなよい〔船酔い〕　hunawii，　huneei，→
　ziibuneei
ふにあい〔不似合〕　hutanari
ふにんじょう．〔不人情〕　huniNzoo，→はく
　じょう／～な者　→cikus300mUN
ふね〔船〕　hu磁，（敬語）？uuni，→？aja－
　buni，　？aj’ahuni，　haarii，　’」’aNbaraabu一．
　ni／～の検査huna？aratami／～出迎の
　えhunaNkee／んの見送りhuma？ukui／
　～を作る→haZUN
ふねっしん〔不熱心〕　huniN／fVであるci－
　munurusaN
ふのう〔不納〕　hunoo
ふのり〔有海苔〕．hunUi
ふびじん〔不美人］，janakaagii
ふびん〔志野〕　／～であるcimugurisjaN
　→か；わいそう
ぶふうりゅう〔無風流3　saQkoo
ふふく〔不服3→ふまん，ふへい／～そうに
　hul〈uQtu／～である→tuul〈ijuN．
ふへい£不平］googuei，9UNdaN，．？irihui，
　kuihai，　kuj’aaha3’aa，　kilnuu，　lcunuu－
　manuu，　ziigui／～の多いこと（～の多い
　8g）　googucihjaaguei，　1｛unuumanuu，
　zi guihjaagui／～を言う者googueaa，
　 llgulmuN，　zngujaa
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みべん〔不便〕hukaQti，→hubiN／．～や不
　足　binasahaganasa
ふぼ〔父母〕　？ajaataari一〉おや
ふまL’め〔不真面目〕／～な者？ahwagee－
　rimuN／～になる？ahwageejUN，？ahwa－
　geel－JLIN
ふまん〔不満〕？irihul，→ふへい／～げに
　hukuQtu／～である→？acizaraN
ふみ毒らす〔踏み萢らす3　kUNtgOS3UN
ふみいし〔踏石3　kudami
ふみこむ〔踏み込む〕　humikunu．y，　kumi－
　NeuN
ふみだい〔踏台〕　ku5am呈
ふみたおす〔踏み倒す〕　kUNtoosju酬踏み
　倒される→hurubUN
ふみつける〔踏み付げる〕　kudamijuN，　ku－
　naasjuN，　kunasjuN，　kuNglkijuN
ふみつぶす〔踏み潰す〕．kUNpiiZU篤kuN－
　pirakasjuN，→ふみつける
ふみにじる　kuNpiizuN，→じゅう1）．ん
ふみはずす〔踏み外す］　kuNhaNSjuN
ふみんしょう〔不眠症｝．miiguhwai，　miik－
　uhwai／～の人miikuhwajaa
ふむξ踏む〕　kudamijUN／踏まないように
　さけて通るkUNmaasjuN
ふむき［不向き〕　hukaQti，一〉ふにあい
ふめいよ〔不名誉〕　皿iiwaku，→kusihwi－
　ei，なおれノ～な者kusihwiciinuN
ふめんぼく〔不面目〕　miiwal〈u，→なおれ
ふゆ〔冬〕huju／～の雨→simu／～のひ
　とえciimUN
ふゆう〔蜜裕〕→ゆうふく／～な．さまhuu一
ふゆかい〔不楡快〕　bul〈u．kuci　　　　Lhuu
ふゆきとどき［不行き届き〕　binasawaQsa，
　hutuduei，→ぶちょうほう
ふゆもの〔冬物〕hujumUN
ふよう〔芙蓉〕hujuu・
ぶよう〔舞踊〕　一〉おどり／～団’uduiniNlu
ぶらく〔部落〕　→むら／～の．大きさsima－
　waa／～の総代suug4sira，　muragasi一
1
．?
　ra／～の中simawaa
ふらつく　．siikujuN
ふらふら、burε叫bura，　siikuimeekui．
ぶら．．んこ　．？iNdaagii
フランス　huraNsi　　　　　　　　　　　’
ふり〔掻り〕
ふりあげる｛振り上げる〕　hujagijUN
ぶ
　esjuN，　．　hwiQeeesjuN，
ふりかえる〔振り返る．〕　tUNkeejUN
ふりかえる〔振り替える〕kuikeejUN
ブ．リキ
　sicitaNjaQkwaN
ブリキや〔ブリキ屋〕　buriki7feel〈u
ふりこむ〔降り込む〕
　euN
ふりこめられる〔降り込められる〕
　Mlral’IJUN
ふりすてる〔振り捨てる〕．huisitijUN
ふりそで〔振り袖〕　huisudi
ふりまわす〔振り回す〕　huimaasjUN
ふりむく〔振り向く〕tUNkeejuN
δ、りょう〔不良〕　hurimuN，
ふる〔降る｝　hujUN
ふる£振る］　hujUN
．ふるい〔飾〕　，jui／～の一種轟noO
ふるい〔古い〕　hurusaN／
rkii
huunaa，　一bui，　na4iki，　nagi一
りかえす〔ぶり返す〕huikeesjuN，　hUQce一
　　　　　 　 　　　　　　→さいはつする
buriki，　sicitaNganiノ～のやかん
？ueikunuN，　？uciN一
hui｝〈u一
hwiNzimuN，
L→ならずもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　～家　hurμ3aa／
　～魚saga圭？iju／～反故huruhugu／古
　くするhurumasjuN，　hururr｝ijUNノ古く
　なるhurunUN，・→ふるげける
・＄sるえ〔震え3　hurii
ふるえこえこ震え声〕　hutuhu癖ugwii
ふるえる〔震える〕　hurijUN，一→ぶるぶる
ふるぎ〔古着〕　huruzi，　huruziN
vgsるぎい巻〔古着市3　huvuzi単ac童
ふるぎしょう〔古着商〕huruzi？acinee，
　huruzi？aeoodu
ふるきず〔古傷〕　hurukizi．
ふるす〔古巣〕　hurμ麟
ふる右〔古血〕　｝1“1’uci∫．
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べい
ふるどうぐ〔古道具〕hurudoogu，→ふるも
ふるどうぐや〔古道具屋〕．hurudooguu　しの
ふるびる〔古びる〕hurunuN，→ふるぼける
ぶるぶる　hutμhutuu　　　　「→ふるびる
ふるぼける〔古ぼけ．る〕　hurubUQkWijuN，
ふるものξ古物〕hurumuN，→ふるどうぐ
ふるわた〔古総　hμruwata　　　「つれい
ぶれい〔無i礼〕　burii，（敬語）guburii，→し
ふれる〔角虫れる〕　hurijUN，　saajUN．，→hu一
ふれる（気が～）．．hurijuN　．　LViituusjUN
ふろ〔風呂］　，ju頗uru
ブローカー　bakujoo．　　　　　rcukwiizi
ふろしき〔風呂敷〕？ncukwii／ん包み？u一
ふろせん〔風呂銭〕　，juuhuruciN　　LeiN
ふろ．や〔風呂屋〕　’juuhurujaa
ふわ〔不和〕huwa，．→ふなか／～である
ふん（返事）　hNN　　　　　　LkuhwasaN
ぶん〔分〕bUN，→みぶん／～に過ぎるta七
ぶん〔分〕一mee　　　　　　　　LaasjaN
ふんがい〔漬慨3　’jUNgusamici／．～する
　kusamieUN，　IWazi．iUN／少．し～．すること
　saagusamici，？usugusamici／～するさ
　k　，　kusamieinoori
ぶんか．いす．る〔分解する〕　’waQkwas3UN，
　，waQk：wiju．N，．→かいたい
ぶんかんしけん〔文官試験〕　koo／～の初め
　ての受験hagikoo／～の本試験脚ekoo
ぶんけ〔分家〕　，jaa七acaa，，jaawaka3aa，→
　naagu／～筋’judaci，’wakari／～する→
　，jaa，，wakajUN／～の先祖．　nakamuutu
ぶんこ〔文庫］　bUNkuu
ぶんさい〔文才〕
ぶんざい〔分際〕
　ん
ぶんしょ〔文書〕．
buNsee
bUN多ee，　takibuN，→み「ぶ
　　　　　　　　　　kacigikiダ→こもんじょ
ぶんしょう〔文章］　mUNgUN
ぶんたんきん〔分担金〕→？usakati
ぶんちん〔文鎮〕　bUNciN
ふんどう〔分銅〕　？Nbusi
ふんどし〔揮〕　hadoobi，　mawasi，　meecaa，
m eeaasanazi，　sanazi／～の前に垂れて
　いる部分sanazinu七ai／～のみつsana－
　zinu？azimaa
ぶんぼい〔分売3　→kuus圭？Ui
ぶんぱいする〔分配する〕→わける
ふんばる〔踏ん張る〕　jaQpajUN，．kuNpaju鴨
　N／～さまkUNpaikaapai，　kuNpainiipai
ぶんぶん　buubuu，→buubuutuubee
ぶんぶん　kwacikwaci　　　　、「→しり．よ
ふんべつ〔分劉〕　？ati，　hUNbigi，多i醤baN，．
ぶんべんする〔分娩する〕→karunUN，
　うむ，しゅっさん
ぶんぼうぐ〔文房具〕　simihudikabi
ふんわりと　／～させる　hanagijuN
へ
へ〔屍〕hwii／～の音→puu／～の奥がし
　てくさu．・hwiikusasaN／．～のよ5なもの
　hwiikusunaQtai／　．～をひる者hwiihwi－
　r翫a
へ（助詞）　一kai，一na圭，→に
べ〔部〕（階層の名）．rbi
へい〔塀〕→hwiNPUN，．かこい
へいかきりさげ〔平価切下げ3　→mUNga一
　wai
へいき〔平気〕　gini・
へいきん〔平均〕　hwiiciN，　naTasi，　tuna－
　mi／～してnamiti／～する→ならす・
へいげん〔平原〕toobaru
べいこく．〔米国〕？amlrika
べいじゅ〔米寿〕hacizuuhaci／．～．のi£　’ju一一
　ninu？uiwee，　’juninu？ujuwee，　tookaei，
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Aへい
　　tool〈aei？uiwee，　tookaci？ujuwee
へいじょう〔平常〕→ふだん
へいしんていとう〔平身低頭〕、．？usurika－
　　gaN，　’uuritoorl，　一〉？uusari？aasari
へいそ〔平素〕φni．　madu，→ふだん
へいたん〔平坦〕toO，→．たいち
へいち〔平地｝too，→へいや
へいみん〔平民〕hjakusjooダhwiim櫨
へいや〔平甥toobaru，→へいち
へいゆ解癒3hwijuu，→かいふく
へえ’ee，　haa　　　　　、1．．　　．
へええ，waa？aa
へえへえ？uusta］ri？aasari．
べ一qン（爬竜船）　haarii／触の時のax　haa
　　rii？uta／～の時のけんか蓋aar童imUNdoo
べき　一bic銭　　　　　　．．、
ペキン〔北京〕　hwikiN
へぐ〔剥ぐ］hwiZUN，一〉はがす，1まぐsむく
へこ（植物名）hwigu
べこべこ　？uusari？aasari，，U繰riも00纏
へしまげる〔へし臨げる〕　？usirnagijuN
べしやんこsiQpii，→たいら，つぶれる／
　　～であるhwirasaN／～のものsipizaa／
　　～にhwiraQteeN／～にす．．るhwir＆ka－
　　sjUN／～になるhwirakijUN，　sipil’ijUN
へそ〔濟〕husu，→ほぞ／～の緒と髪の毛
　　husul〈avazi
べそ癖ra300
今そくり〔騎繰る］，watakusi
「へた〔下手〕hutaQsja，　hwi七a
へだたる［隔たる〕「hwidatajUN，　hwizam一
へだて〔隔て〕hwidati，　hwizami　LajUN
へだてる〔隔てる〕　hwida七ijUN，　hwizami一
’べたべたbUQtakwaQta．　　　L沁N
べ1たんと　hw経a嫉eeN
へち＊〔糸瓜｝naabeeraa
ぺちゃくちゃ　？aabaasaabaa，？aacira－
　　hjaaeira，　hwiQtakumaQtaku，　piriNpa－
　　raN，＃eerikweeri　　　　　　rに
べつ捌〕bigi／・y．にrfべつだん，へっべつ
べつ． 狽浮?ｗｅｅ／～．とはく．tuhweemika－
　　SjUN　　　　　　　　　　　　　　「
べ．つかんこ　ciNbeeru？akakoozi
べっこう〔醗甲3　kaaminakuuノ～のかん
　　ざし．kaaminakuuziihWaa
べつじょたい〔劉所帯3sjuuteewakai
べっそう〔劉荘〕harujaadui，，jaadui，→
　　？ujaa（iui
．べつだん〔男椴〕・bigidaN：
べっぴん〔罰嬢］curawikagU，→びじん
べつべつに〔別SEjに〕．．’wakas三wakasi，→そ
　　れぞれ／～する’wakasjUN
へつ．らい〔用い3→おべっか．
へつらう〔諮う〕→7，uubui，興uhui／～者
　　meesaa
べとべと　mUQcaikwaQtai，・　nuurakwaa一
へなへなbiirakwaa漁　　　　　Lra
苓に£狂〕　bil／～のしぼりぞめbiNsibui
へび〔蛇〕　hwiibu，　nagamUN，＿Szaa／ty
　　　の一種？akamataa，　clNhabu，　gara寧i－
　　hwiibaa，　hwiibaa，　kuhwaa，？oo？Nna－
　　zaa，→はぶ　　　　、．
へや〔部劉　→ざしき／～の講．え胆ag爲一
　　　mee／～の名kuca，　kuui，　kuuigwaa，
　　　meemuci，’Ncuca，？U．hugul，？uraza，
　　？uucibara
　へら〔箆〕hw勲a
．べらべら（ぺらぺら）　？aacirahjaacira，
　　　gakugaku，’ju“’taahwiNtaa，’jUNtaku一
・haNもaku，’jUNtakuhwiNtaku，　piriNpa－
　　　raN，→ぺちゃくちゃ
へり〔減り〕hwiri
へり〔縁3hwiri
へる〔減る｝　hwinajUN，　hw2jUN，　SOOI’ijUN
へる〔経る〕hwijUN，→たつ／…を経て
　　　　　　マ　リコ　　　一naaαll
　へん〔変〕hwiN，吟みょう／～な？ihuuna，
　　？irUNna，　s ita，→hwiN
へん〔辺〕　hwiN，　maNgura，一kaa，→
　　　¢1NPOO，一nag11
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ほう
べん〔側　？ura，→だいべん
べんかい〔弁解〕？iiwaki，，waki，→いいわ
　け／～する？iiw，akijUN，吟べんめいする．
へんくつ〔偏屈〕／～であるcimusipusaN／
　～な者Lcimusipuu
へんさい〔返済・返債〕hwiNbiN，hwiN脚e，
　siibaree，　？uQkab．aree
べんざいてん〔弁才天〕　bideeも煎
へん環返事〕hwizi，？iree，→へんとう／
　．～する？ireejUN
へんしゅ〔．変種〕→かわりだね／～が生ずる
　tanagaajuN
べんじょ〔便所〕hurus，jaab壁p，　nisi，？u．
　ra，一＞cuuzi／～に行く→？usi／～㊧穴
　tuu．sinumii／～の神hudu耳nuk3鞍i／～
　の手洗いmi多ikubu．si．
べんしょう〔弁償〕　ta＄imee／～する．　hq－
　euN，　tasilnee．iuN　’waNcamep．juN／　”y
　　させるhakijuN
へんしん〔変心］kukurugawai　「rujaN
へんずつう〔偏頭痛〕　haN多iguu，　katqgibu一
へんせつ〔変節〕？irumigaai
へんそうする〔変装する〕　’jagirijuN
べんつう〔便遡　guuzi
べんてんいけ〔弁天池〕　bide．etiNgumui
へんてんする〔変転する］／ッさま？icika－
　walgawal
へんとう〔返答〕hwiNtoo，？ireehwizi，　？i7
　reeku七ee，？ukihwiNtoO，→うけこたえ，
　へんじ
べんとう〔弁当〕biN七。o，　mucibaNm¢e，吟
　hwiNtu／～持参duubaNmeρ，　muei？a－
　sabaN，　mucibaNmee
べんどく〔便毒〕　biNduku
べんぴ．する〔便秘する3　cisiju翼
へんべん〔返弁3→へんさい
へんぼう〔返報〕　keesi
づんめいするξ弁明する〕　harumijuN，→べ
　んかい
べんり〔便利〕biNri，毎nari，→ちょうほう
へんれい〔返礼〕　hwiNrii，　kees圭，→おかえ
　　し！～の品riizlgeesi
??
ほ〔帆〕　huu，→muruh益，　n玉ahu
ほ〔穂〕　huu
ぼいん〔二三〕　？iibibaN
ほう’ee，　haa．
ほう肪｝hara，　hoo，　muti／…のty－ba－
　ra，　一1〈ata
穏…う〔渉i］　hoo，一ケほうほ5，　ほうりつ
ぼう〔鰺｝boo　　　　　　　　「かこむ
ほういする〔包囲する〕kanimaasjul　，→
ぼうえんきょう〔望遠鏡3　tuumikagaN
博…うおう〔絶命〕　huuoo
ほうか〔放火］　gikibi，　hwiigikee
ほうか〔放：下〕（懸芸のこと）hooka．
ほうがく〔：方角〕　hoogaku，一一一〉むき／～の悪
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　L、所　→tusi？ana
ぼうかん〔防寒〕　hwi4sahusizi
ほうき〔箒〕　hooci
峰うきする〔放棄する］　haNnagijUN
Iまうきぼし，〔籍星L〕　hOOC2busi，？irigaNbu一
ぼうきゃく〔忘却〕　boocaku　　　　　Lsi
【まうぎょ〔防禦〕　husizi，　→ふせぐ
ほうぎょする〔崩御する〕．？ukumuim玲eeN
ぼうき｝t　［棒切れ〕　booziri，　bui，　bUNziri
ぼうけい〔傍系〕
ほうげん〔方言〕
ぼうけん〔習険］
ほうこう〔奉公〕
ほうこう〔方向〕
’jitdaei，　’wakari
？inal〈akutuba，　1〈utuba
haNちigutu　「ごほうこう
huukuu，→みやづかえ，
→むき，ほう，ほ5がく
ほう
ほうこう〔蕩香．〕kabaka7，a，→におい
ほ1うこう〔膀胱〕　s藍baib“kuru，．　siibaigi－
　CiN
19うこうにん〔奉公入］　huukuuniN　　「く
ほうさく〔豊：作〕　→？abusimakura，まんさ
ぼうざめ（鮫の一種）．’Nna七U，iuubinuQkwa
ほう環法事〕sjuukOO，　tuiSj’uukoo，（敬
　語）？usjuukOO，→madunaNka，そうし
　き，だいほうえ／～の年忌niNci
ぼうし〔帽子〕．．boosi，　kaNmui
ほうし〔奉仕〕　？waNdee／～するgarami－
　CUN，つかえる
ぼうじま〔棒縞〕　／～の着物boozimaa
ほうしゅ〔宝珠〕．／～の玉nubusidama
ぼうしゅ［芒種〕　boosjUU
　　　　　　　　　　　？amajuu，　’jugahuu，　’ju－
　gahuudusi，　mirul〈ujugahuu，　miruku一
ぼうねんかい〔忘二会〕　tusiwa4ixi　・　Ljuu
ほうび〔褒美〕huubi　「kazi，・．→たいふ弓
ぼうふう〔暴風3　？arasii　kaz圭huci，？UU一
ぼうふら（蚊の幼虫）boohujaa
｛tう｛まう〔方法〕　hoo，　miei，　tidaN，「→やり
　かた
ほうしょがみ〔奉書紙〕huusjugami，　huu－
　sjukabi　r？aNkaNboozi
ぼうず〔坊主〕boozi，→おしょう／．～頭
ぼうすい〔紡錘〕　gim呈
ぼうせきいと〔紡績糸］　＄eeJaNgaSl
ぼうぜん〔・呆然〕　→，Nnabai／～とhuribu－
　r瀧u
ほうせんか〔鳳仙花〕　tiNS3aa霧uu
ほうそう〔庖瘡〕curagasa
ほうだい〔放：題］　hUNdee，→わがまま
ほうちょう詠出］hoocaa
ぼうちょうする〔膨脹する〕huukeeriju．N
ほうど〔封土〕　→りょ5ち
ほうとう倣蕩〕hootoo，？NzihaNgw圭／
　～人hootooniNノ～者haNgw繍聡N，
　hootoomuN，　kwatii
ほうとう〔蓬頭〕　mooi
ほうねん薮豊年〕
E
ほうぼう［方方〕？iQpeekUQpee，→あちこ
ぼうぼう　．ba：abaa，　bUNtul〈u　　　　　しち
ほうほけきょ　huuh樋coo，　huuhwiQcoo
ほうまい〔回米〕．taarai→ほうろく
ほうみょう〔法名〕　？iihweezii
ほうむる［葬る｝．hoomujUN
ほうもんぎ〔訪問着〕　1（ugeeziN　　fずねる
ほうもんする〔『訪問する〕　’jusirijUN，→た
ぼうや〔坊や〕booboo，　boozaa，→ぼっち
　ゃん
ほうらいちく〔蓬莱竹〕’Nzadaki，’Nzata一
ほうりつ〔法律3　？uciti，→き．そく　　　Lki
ぼうる〔放る］．→なげる，なげこむ／ほうっ
　ておく’joosjOOCUN，→ほったらかす
ほうれんそうξほうれん箪〕　kuuu’iNna
ぼうろう〔望楼〕
ほ．うろく〔俸緑〕
ほうろくいちご
ぼえる［吠える〕
ほお〔頬〕
一〉’鰍≠pkwa
katuku，　ruku，→ちぎょう
’jama？ieubi，　taka？ieubi
？abijuN
　　　　　　　hu馬huu＃ira／～のくぼみhu－
　uk窺bu馬→huukubuugwaa／～のこけた
　人huukubUu／～のたれ下がった子供
　huutajaagwaa／　～のたれ下がった者
　h魏utajaa
ほおかむり〔頬かむり〕koogaakii
ほおずきξ酸漿〕　toohunabii
ほおのき〔朴の太〕　taarasi
（tおばる〔頬張る〕　／～さま　haQkukuNk－
　ukuN
ほか〔外〕　huka，　sutu，　→kuutu
ぽかんと　huriburiitu／～する→miiNna－
　bai
ぼきり　PUQciri．
ぼきん〔募金〕nucisiN
ぼきん己→ぼきり／．～というpuei1蹟kas5UN
ほくそ〔火糞〕　dookusu，．rookusu
ほくとし＄せい〔北斗七星〕　nanagibusi
ほぐれる．・，waQkWijUN
ほくろ〔黒子］　？aga
ぼ｛ナる〔惚ける］　．kanihaNdijuN
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ほね
ほこ〔反故〕hugu，　hugukabi／～を燃す炉
　huNziruu．　huNzuruu　　　　　　　　’
ほこする〔保護する〕　kageejUN
ほこり〔埃〕　hukucici，　hukui，→ごみ，ち
　　り／～臭いにおいhilkucicil〈aga／～だら
　けhukucicikaa
ほころび〔綻び〕hutUNgwi　　　「どける
ほころびる〔綻びる〕hutUNgwijUN，→ほ
ぼさつ〔菩薩〕　（敬語）buusaaganasii
ほし〔星｝husi，（敬語）mihusi
ぼしい〔欲しい〕husjaN／欲しく，W、　5　hu－
　sinUN／欲しそ5に見るmaNZUN
ほしがる〔欲しがる〕→husjaN，ほっする，
　　もとめる／～ことmunuhusja／欲しがり
　かわいがることhusjakanasja／欲しがっ
　　てねら5さま？utiraakwaasagaraakwa－
　　a
ほじくる　→？anagujUN／　ほじくり出す
　？anagui？NzasjuN／ほじくり回すkaci－
　1〈uzijuN　rrijuNほしそら〔置土〕　／～が晴れわたるhusiba一
ぼしたけのこ〔干し筍〕　S3UNsii
｛9しもの［9二し物〕　husimUN
ほじょ〔補助〕？ujagi，→えんじょ
ほしょう〔保証〕　kunuu
ほしょうにん〔保証人〕　hus300niN，？uki－
　niN
・ぼす軸〔干す〕　husjUN，　→♪う、わカ、す　　「hara
ほぞ〔騰〕husu，→へそ／～をかむ→duu－
1まそい恥い〕？UroosaN／～目miigwaa／
　細くするsazirasjuN／細くなるsaziri一
ほそく〔補足］’？u畢iitaree
ほそじょうふ〔細上布〕　husu
・ほそばわだん（植物名）　，Nzana
ほそめる〔細める〕　sazirasjUN
ぼそる〔細る〕　sazirijuN
ほぞんする〔保存する〕tabuju±y
ぼたぼた　CONCON
ほたる〔螢〕　ziinaa，（小児語
ほたるび〔螢火］
LjUN
ヂNZ｛N
　　　　　　　）　zi．iNziiN，　zi－
hutarubi，　ziinaabii
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ぼたん〔牡丹〕　butaN
ぼお〔墓地］　gikazu，　一→はカ、
ぼっき〔勃起〕／～させる？WaasjuN／～す
　る？waajUN
ほっきょ． ｭせい〔北極星〕　→niin球hwa
｛まつする〔欲する］　husinUN，→ほしがる
ほっそく〔発足〕　？UQtaci．
ほっそりしている　，ju拠agas段N，，jujunaL
　gasaN
ほったてこや〔掘立小屋〕　？anaja
ほったらかし　もUQpana，　duukw・ubi，鱒
　ほったらかす
ほったらかす　？UQeeerakasju“T，？UQtee－
　rakas3UN，？UQヒeeraki3UN，→ほうる／．
　～こと碑tihoori圭，・→ほったらかし
ぼっちゃん〔坊ちゃん〕　b◎ozuu，，jacimee，
　’jaQeiimee，　？umikii，　？uNbozugwaa，　一一〉
ほっと　，jaa．iaatu　　　しぼうや，わかぎみ
ぼっとうする〔没頭する〕　hamajUN，　hwi－
　Qka撫NCU篤→せんしん
ほっぺた　hu吻ira，→ほお
tgてい耀く〔布袋竹〕　kusaNdaki
ほてる〔火照．る〕　／～さまhwaahwaa
ほと〔陰］hoo，→いんぶ
ほど〔程i］　？a七ai，　sjaku，　tamisi，→？UQsa，
　一ka，ていど
‘まどう〔舗道〕　？isimici
ぼどくξ解く〕　hutueUN
ほとけ〔仏〕　bugi，　hutuki
ほどけ〔解け〕→ほころび　　　　「wijUN
ぼどける解ける］　haNgwijUN，　hutUN9－
1まとり〔辺り〕hata，→かたわら
ぼとル　pON／～というPONmikasjuN
ほね［骨〕　huni，→duubuni，　gara，　kara－
　huni，こつ／～の痛みhunijaN／～の髄
　zii／～の髄にある油zii？aNda／～を．惜し
　む→huni／～を順い集める者garagwa－
　akoojaa
ほねぐみ〔骨組み〕hunigumi／～を作る
　，janijUN／～を作ること，jani
ぼね
ぼねやすめ〔骨休め〕　duubuninoosi，　kusi・
　jUQkwii，　kusju眺wii，・→きゅうそぐ
ほのお〔炎〕　hwii　　　　　　　　　rり
ほのか〔灰か〕　？umujoo，→かすか，ぼんや
ほのぐらい〔灰暗い〕　→cimugurasaN，　う己
ほばしら〔帆柱3　hubasira　　　tすぐらい
ほぶね〔帆船〕　huusiNジー〉ほまえせん
fま　｛ま　　→ほお
ほほえみ〔微笑み〕katakueiwaree，　miiwa一
ポマーF→biNziki．．　．　　Ll・ee
ほまえせん〔帆漁船｝hUU／xiaasiN，→はんせ
．ん／～の一種，jaNbaraa，，jaNbaraabuni
ほまれ〔誉れ］　hwikari，　mjoo窪a，　nooga
ぼめく　hU艶iCUN．
ぼめる〔褒める｝　httmijuN／ほめ立てる
　h“miit3七i5UN，　humaitatijuN／．ほめはや
　すhumiitaQkwasjuN
ほや〔火屋〕huja
9まや（まや　　　？agil〈Ool｛OO
ほよう〔保養〕　一→cijeo
ほら　？ane，？aNdee，？呂癖，？une，？UNdee，
　？uri／～ぼら？ane？ane，？uri？uri
‘まら〔法螺〕　　bura，　bU［ragee，　→hilukasi，
　kucibuuci，？uhumunu？ii／～を吹くhUU－
　kasjUN／～を吹く者huukas5aa
ぼら（魚の名）　gikux’a
ほらあな〔洞穴〕ga田批
ほらがい〔法螺貝〕　buragee
【まりだす〔掘り出す］　hui？NZεしs3UN
ほりもの〔彫り物〕hu泌UN
ほる〔掘る・彫る］　hujuN
ほれこむ〔惚れ込む〕　？ueihurijUN
ほれる〔惚れる〕．hui’ijuN，　nuqunuN，→
　あいぼれノ～こと　sjuusiN．
ぼろ〔撚縷〕　hukutaa，　kakoo
ほろせ　一〉じんましん
ほろびる〔滅びる〕　hurubuN　　　　「jUN
ぼろぼろ　ciritaikaatai／～になる、111Zlsil’i一
ぼろもうけ〔ぼろ儲け3　？aramool｛i．．．
ほろよい〔ほろ酔い〕　saahuuhuu
｛sん〔本〕　s5umuci！～ばかり読んでいる者．
　sjumugibaku，　sjumugikweemusi／～を
ft　5　ER　sJ’umugikweemusi，　sj’umugimusi
ほん〔本〕　一hUN，　一mutu
ぼん〔盆：｝．bUN，→？usjooroo／～にPt　5も
　のbUN多圭kee／～の市bUNmaei！～のこ
　ろに行なう．半年の決算bUNziri／～の費
　用　bUN？h“imi／　～の前　bUNmee
ぼん〔盆〕　bUN／～の一一・一種girid臼e，　diNdee，
　riNdee，　tuNdaabuN
ぼんおどり〔盆踊り〕　sicigwagieisaa
ほんけ〔ホ家〕　muutudukuru，　muutujaa，
　？iihuduNei，　？uhujaa，　一〉？uhumuutu／
　～のお墓？uhu？uhwaka
ほんけ．んちく〔本建築〕　／～の家nucizijaa
｛まんしよう〔本性〕sjool〈ani，→そしつ
ほんしん〔本心〕　siN
ほんだな〔本棚〕　sjumu¢idaN輿
ほんちょうし〔本調子〕hUNcoosi，　sagi
ほんて〔本手〕　hUNti
ほんとう〔本当〕　hUNnu，　huN七〇〇，　sjoosjo－
　otu，　zigi，　ziN七〇〇，　ZUN，→しんじつ／～か
　一〉？NZ▽～にhUNnu，→，NC＆f　ZUN，まこ
　とに／～のsjoohUNnu，→しんの／んの
　親sjOO？uja／～のことsjookutu／～め姿
ほんどう［本堂｝　→？umukoo　しZU恥i霧就a
Iまんとうない〔；本島内〕．zizi？uci…
ほんどさん〔本土産〕　／～の米ziimee　　・
ほんにん抽出〕hUNniN，　ziN七ii
ほんの　→たった／～形だけsahuu／～少
　　L，biQeee）ii，　biQeeeNgwaa，　？ikiragwaa，
　？2r　teeNgwaa，　’kuuteeNgwaa
ぼんのう〔煩悩〕　buNRoo
ぼんのくぼ〔盆の窪〕　？us童nukubuu，？usir－
　ukubuu／～の髪？ahwiraa7vuu
ほんばこ〔本箱〕sjumugibaku，→bUNkuu
ほんぶん［本分］　huNbuN　　　’．
ほんみょう〔本名〕　sjoonaa
ほんものこ本物3　sjoomUN
ほん“？　［本：屋〕　sjumuginaacija
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まき
ぼんやり　turubai？oobai，→おぼろげ，ほ
　のか／～している者turubajaa，　turubεい
imUN／～するturUbajuN，
ai／～と　huriburiitu
→mUN難a一
?
ま〔閻〕？ee，　mii，　tabasa／～カこ悪いこと
　hwizaruu／～の悪い思いをするsjukwe－
　esjUN，　sjUQkweesjUN／～の悪い思いを
　することsiibuu，　siibuu霧eei　・．　．1．．．．．t．．t
ま〔魔〕→まもの／～がさして起した事
　majaasarigutu
ま〔真］ma一
まあ　　cee，，ee，　haa，？iQcaa
まあたらしい〔真新しい3　・→あたらしい／～
　ものsaramiimUN
まい〔舞い〕　mooi，→おどり
まし、〔毎〕　　瓢ee一
まい〔枚〕　一cir1，雪nee
まいあさ〔毎朝〕mee？asa
まいご〔迷子〕　→zaama
まいそうする〔埋葬する〕　hoomujUN
まし、つ毒〔毎月〕．己gicil］Lukaazi，　mee7．iCi
まいど〔舞戸〕　㎜eezu
まいにち〔ts　R］　hwibi，　meenie圭
まいねん〔毎年〕　xneeniN
まいばん〔毎晩〕．imeejuru
まいる〔参る〕　→ぞ3usirijUN
まう〔舞5〕　moojUN，→おどる
まえ〔前〕　m．aadu，　mee，→いぜん／～にllla一・
　adu／～になろうとすることmeenainai／
　～に伸び上ることmeenubagai／～にのめ
　ることmeeφN七a／～に寄ろうとすること
　mee3ui3ui／～の臼　meehwi／～のもの
mee／～の幽孕伽uj叫はしゃいで～
　を行くことpaeβhanazi，　meemooi
まえ〔前3－mee
まえあし〔溺足〕．．．　，meebisja
まえ．．おび〔葡帯〕mee？uubii
まえがし〔前貸し〕meegasi
まえがね〔前金：〕　meeziN，→まえばら1，・
まえがみ〔前髪］meegaNtuノ～の長い者
　（～の乱れた者）瓢eegaN七aa
まえがり〔前借り］meegai
まえがわ〔葡がわ3mee癬a
まえきん〔前金｝　→ま．えがね
まえぱ．〔前歯〕　meebal澱eebaa
まえはば〔前装　瓶eehaba．．
まえばらい〔前払い〕meebaree，一〉まえが
　ね／～の賃金meedima
まえび〔髄朗　meehwi
蜜えまえ〔前前〕meemee，→いぜん
まえもつで〔前以て）　meekaniむi，己→かねて
まお〔虞苧〕maauu
まかす〔負かす］　？usimagijUN
まかぜ〔魔風〕　？iceekazi，，ja隷akazi
まがたま〔勾玉〕．gaaradama
まかない〔賄い〕　】笠akanee，　misi？uki
まかりいでる〔罷り畠る〕　／まかりいでたる
　＃V＃z　dijooearu　munuja，　一tu｝grzijuN
まがりかど〔曲り角〕　magaiguei
まカ｛りくぢ〔曲り口〕　magaiguci
まがりみち〔鹸り道〕　magajaa
まがる〔曲る〕．magajuN／遡がりくねったさ
　＊　？aNmagail〈aNmagai，　’joogaahwii－
gaa，　’joogeehwiigee，　magaihwlgui，　ma－
　gajaagujaa／曲がりくねったものmaga－
　ruuhwig’ayuu，　rna．craruuhwiguruu
まき〔薪〕　taciz量，　taMLIN，→たきぎ・
まき〔横3　／～の一種㈱agi
まきえ〔蒔絵〕　→ciN　　　　　「sicadaN
まきがい〔巻貝〕／～の一種giNbooraaジ
785
まき
まきた［真北］　ihanlsi
まきちらす〔撒き散らす〕macihoojUN
まきつける〔巻きつける〕　karamaCuN，　→
　からめる　　　　　　　　　　「ごまかす
まぎらわす〔紛らわす〕maNgwaSJuN，→
まぎり〔間切〕　maziri／～と岡じ名の村
　duumura
まぎりちょう〔闘切長〕　maZlrlCOO
まぎれる〔紛れる〕　mazirijUN，一〉まじる
まきわら〔巻藁〕　頚aciwara
まく褻巻く〕　maeUN
まく〔蒔く〕maCuN，？urusjuN
まく〔幕〕　maaku，　makU／～の一種mici－
　maku．
まくら〔枕／maQkw3／～の噌種maQkwa－
bal〈u，　toomaQkwa
まくらばこ〔枕箱〕inaQkwabal〈u
まくらもと〔枕許〕makugaN，　iXiaQkwag－
　waN
まくり（植物名）　　　　　　　　　　　naeoora　　　「→めくれる
まくりあげる〔捲り上げる］kanagijUN，
まぐろ〔鮪〕　？acinu？iju，？aka？aci
まけ〔負け〕．maki，→？weNmi，，wabi
まげ〔髭〕magi／～を前に結うことmee－
katakasira／～を葡に結った者meek訊一
　tal〈asiTaa
まけ’し、くさ〔負け戦〕　　1haki？ikU【sa
まげもの〔曲物〕　magi
まける〔負ける〕　，ja寧imijUN，　makijuN
まげる［曲げる〕　naagijuN，？usimagijuN／
　E由げていう？iimagijUN
まご〔孫3　？Nmaga，（敬語）？umimaga
まこころ〔真心〕　magukuru，　siNzigi
まこと〔誠〕　mal〈utu，　zigi，→なるほど，
　ほんと5／～にdani，　daniju
まごまご　tunttumanuu
まさる嚇る｝　n｝asajUN，→すぐれる，たち
　まさる／まさっているこ．とmasal．
まざる〔混ざる〕　→まじる
まし　masi
ま．じない／呪い｝　／．～の一．．種？i3a宙aree／．
　～．の文句→？azim疑ku．　　　　「かい
ましょうめん〔真正面〕　mataNkaa，→まむ
まじる〔混じる〕　maNCUN，　mazirijUN
まじわり〔交わ　Pt　maziwai，→こうさい
まじわる〔交わる〕　？azljUN，　maziwa3UN，
　→こ5さいする，つきあう
ます〔枡〕gi｛ga／～の一種coobaN，　gusja－
　akunakaMui，　guNgoonakamui，　？ieigo－
　onakamui，　nakamui，　nakamuigwaa
ます〔増す］　ka興uj亘N／～こと→？imi
ます（敬語）一abijUN　　　rはmazee
まず〔先ず］　mazee，　mazi，→だいいち／～
まずい　ni．isaN／～の．5まいのniisanu一一
　maasanu／～物nii多amUN／まずそらに
　食べるζと短gaNgam▽まずそうに食べ
　るさまnigaNhwigaN，　niiguhwiigu
ますかがみ〔増感〕　masukagami
ますかき〔枡掻3tookac2
ますめ〔枡賃〕　giiga，　ma掴
ませがき〔簾垣3masi，　masigaci
まぜこぜcaahwiihwii，　eaahwlitoo，　ma－
　NeaahwiNeaa，　一〉？usjaamaatuu
まぜもの〔混ぜ物〕　mazit’imUN
ませる　1〈usabUQkwijUN／ませた者kusa－
bUQk寅aa／ませたものの言い方kusamUhe
　nii，　1｛usamunu？ii
まぜる盟ぜる〕kizuN，　maNkijUN，　ma－
　zijUN／～ものmazirimuN
また〔股3mata，　matabasi／～の骨tumu－
　guu／～の骨がだるいこと加muguunu－
　gaa／～を広げた歩き方？aa七abai
また　mata
＊fe　mqada，　naada，　namadii
またいとこ〔再従兄弟姉妹〕㎜ata？icuku／
　～の子問志nuucuku
またがし〔又貸し〕．matagarasi
またぐら〔股ぐら］　ma七abasi，　・→また　“
まだけ〔真竹〕　karataki
まだしも〔未だしも〕　suusuu
まだら〔斑〕　／～にょごれたさま？ajagaei．
786
まぬ
　koogaci
まち〔捲〕　hasa，，waci亭ibi
まち〔剛一masi，→maci
まSあいしつ｛待合室〕hwikeezu
まちあかす薮待ち明かす〕　maci？akas拠N
まちうける〔待．ち受ける〕　maci？uki5UN
ま6がい〔間違い〕baQpee，　eigeelni，　ma－
　cigee，→あやまち
まちがう〔周違う］baQpeeju馬撮aciga3U－
　N，maeigeejuN，　mamizuN，一一〉あやま．る，
　とりちがえる／間違えてしまう　？ucima－
　mizuR／間違ったことmaeigeegutu／間
　違っ．て取る加ic壇ajUN’
まちがえる組違える〕→まちがう
ま＄どおしい　／～ことmacinageesa
まちぼうけ〔待ちぽ5け〕　，Nnamaei
まちまわり〔町回り〕macimaai
まつ〔松〕　maagi／～のたきつけ？ak＆si，
　tubusi／　　～の細㌔、角材　saN92し搬1…しci　．
まつ〔待つ〕　maeUN，→まちうける／待ちに
　待ってgicijUNhwiijUN／むなしく～こと
　’Nnamaci
まっか〔典赤〕　maQkaara／～なうそ？aka－
　jukusi／～なもの．m昂Qkaaraa
まつかさξ松笠〕maa¢ikasaa
まつカs’ぜ〔・松風〕　（菓子の名）　magikazi
まっきいろ〔真黄色］　maQciiru／～のもの
　maQeln’uu
まっくら〔真暗〕　／～なと．ころ　kurasiN
まっくらやみ〔真暗闇〕　？oogurasiN
まっくろ〔真黒〕maQl｛uuru／～なものma－
　Qkgziruu
：まつげ〔砲magigi，→さかまつげ
まつざ〔末座3hazisi
ま．っさいちゅう〔真最中｝　baNzi
まっさおに〔真青に〕E？ooQteeN
まつさカ、り〔真盛り〕　baNzi，　masakai
まっさき〔爽先〕　maQsaci
まっしろ〔真白3　maQsiira／～なものma一
：まっすぐ　11aaQviigU，　maQtooba　LQsiiraa
まったく〔全く〕rrlUQtU，搬ur馬m呈lkara，
　→もうとう　　．　　　「む段一，→かんぜん
まった、し〔全し〕　ma七asaN／まったきma一
マッチ　gikidakigwaa
まつなみき〔歯応太〕　naNmagi
まつば〔松葉〕．．．maagibaa，　magintthwa
．まつばやし〔松林〕　maaguu
まつび〔末尾〕　gibi
まつやに〔松脂｝　maaginu？aNda，．　magij翫
まつり〔祭り〕　magiri，？utakabi，→？Ul撃a，一
まつり（植物名）mu’ikwa／～の花mui一
まつる［meる〕　鵬我gi3UN　　　　．　Lkub群n3
まつわりつく　k我raku3瞬N，　magibujuN，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．｝　ma－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ka一
SlcaaSJUN，→つきまとう／～しと
gibui，亭ieihui／～さまka i錘gai，
　rakuimagibui
まで一madi，→？weeda，？weema
まと〔的〕　matu
まどい〔円居〕→くるまざ
まどう〔惑う〕miNgwijUN，→まよ5
まとま．る〔睡る〕
まとめやく〔噛め役］　kukuijaku
まとめる〔纒める］　matumijUN／
　げる七uzirnijUN
まどろむ〔仮睡む〕
　nuruNturuN
まどわす〔惑わす〕　　曾　’
maarunuN，　matumajuN
まとめ上
turumikasjUN／～さま
　　　　　　　　 　maJaasJuN，　maNgwar
sjUN，　miNgwasjUN，→だます／まどわさ
　れるmaNgwijUN
まないた〔姐板3　maruca，→きりばん
まなじ駁皆〕　miinugibi，→miinuuu，→
　mmuu
まにあう〔間に合う〕　kaki？aajUN
まにあわせ〔間に合わせ〕　haNsi
まにあわせるこ圏に合わせる〕　kal〈i？aa－
　sjuN，　miikwaasjuN
まぬがれる〔免がれる〕nugaajUN
まぬけ〔間抜け〕　？双hus300，？uhusjoomg－
　N，　toosj　oogaa，　一＞meekatakasiraa，
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まね
　too，→ばか
ま．ね〔真似〕huunaa，　mani，　neeb㍉縛瓢一
　1’U
まねき〔招き］　gikee，→しょうたい
まね．く〔招く〕IRanscu．N，　manucuN
まばたき〔瞬〕　rnii？uci
まばゆし・〔眩い〕　h．wiearasaN，　hwicaru－
　saN，　miihwiearasjaN
まびきする〔間引きする〕hukijuN
まひ門真蟹〕？akarahwiru，血ahwiru
まぶしい〔眩しい〕　hwicarasaN，　hwica－
　rusaN，　miihwiearasjaN
まぶた〔瞼｝m圭igaa／　～が切れている者
　miieiraa，　miieirii／～がは；れることm盤一
　bukuxuu，　miibusihuQkwaa
まぶち〔眼縁〕　miinuhuci
まほ〔真帆｝mahu
まほう〔魔法〕　nlahuu
まま［儘〕　】Ma】Ma，→一takii
まま〔纈mama一
丁．まごと　mii七uNdagwaa寧ee，？nhu．rwke－
　N毛aa
まみく（植物名）　mamiku
．まみず〔真水］　？amami4i
まみなみ〔真南〕mahwee
まむかし便真向かい〕　ma斑ukoo，　mataN－
　kaa，　taNka4，→あい．たいする，さしむか
．まむすび〔輿結び〕maamusubii　　　LL・
ま．め〔豆〕　ma．alni，→tXmaami／tyのから
　maamlgaraa／～の皮：迦aam塘aa／～の
　一一・　fa　s呈pizaamaa無▽～のもやしm’aa一
　撫沁a
まもなく〔閲もなく〕　→やがて
まもの腕物〕　，jana㎜UN，　mazimUN／ん
　の一種kizim魏N，　sic圭maz櫨UN
．まもり〔守り〕　mamui，→しゅご
まもりぽとけ〔守り仏〕　→？ukagimi
まもる〔守る〕　．加amujUN，→ほこする
ﾜゆ〔眉〕　maju，　maj　u’gii／～をひそめる→
　manuku
まゆね〔眉根〕　manuku
まよう〔迷5〕　mudurucuN，→taturuCuNJ
　まどう／～こと．？uciSjaQeii，　zaama，　za－
　amatiima
まよ｛ナ〔魔除け〕　muNnul〈imuN，→huuhtt－
　dagaai／～の一種？圭sigaNtOO
まよなか〔爽夜中｝’jurujunaka，　maju．一
　naka，→しんや
まよわす〔迷わす〕→まどわす
まり〔毯〕「．maai
まりつき〔毯つき〕　maai？uucee
まり．なげ〔まり投げ｝maainagiee
まる〔丸〕　m我ru，→まんまる
まるい〔丸い〕　maztusaN，→まんまる／～物
　1nayuu／丸くするmarulnijuN／　’丸くな
　　るmal’uRuN　「
まるきぶね〔メL太舟〕　lruihuni，　sabani，亭i一
　．Nnl，　slNmgwaa
まるぜん〔1丸謄〕maru？uziN　　　fzasi
まるだし〔まる出し〕　marubai，　maru？N一
まるで〔丸で〕．muru，→そっくり
まるのみ〔まる飲み〕maNn“翼　　・
まる1まだかξ丸携i3　？akahadaka，　mayuha－
　dakaジ→はだか，はだかんぼ5
まるぼん〔丸盆〕　marubuN
まるまげ［丸まげ〕　maajuuii
ま番．まる（～と）　maN七akii，　ma（≧tak嬬．
maQteeN，　marumaruutu
．まる．めるξメしめる〕　gikunaasjuN，　maru－
　MljUN
．ま．る南すれ〔丸忘れ〕n　uruwasii
まれ〔希〕　mari，　ma媛marも燃arukeetち
　tama，　tamasaka，→と．きどき／～なma－
　rinee／～にはmanee
まわす〔卜す〕maasjUN，　migurasjuN，
　miNgwasjuN，’　一一〉？uslmaasjuN　’
ま7｝＝レナニこ輿綿〕　　　MiNsi
まわ　 リ　〔回り．〕　　　maa重，　maaru，　m・igui，　sira一一
　　akusjaa，→一maai，ぜんご
．まわりどうろう四り燈籠〕　miguidUU「UU
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みか
ま冷りも．ち〔團り持ち〕　？usiimaaruu，？u－
　Sllmaasn，一一’＞m膿arUU
ま激》る〔回る〕　maajuN，　m1gujUN，　MiN－
　gw13uN
まん〔万〕　maN
まんいち〔万一〕maN？ici，一〉もし
ま．んかい〔満開］　／～になるsacicijUN，
　sacici践jUN，　sac圭sakeejUN／～の時…糞：切が
　過ぎるsacisiyijuN
まんざいξ万歳〕　CONdaraa，，jaN　7y　ai，，ja一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぢ
　N7vajaa，　maN多al
まんさく〔満作〕　maNsaku，一〉ほうさく
まんじゅう〔鰻頭〕　maNzuu
まんぞく二足〕eoozoo，→じゅうぶん／～
　する→cimu，みちたりる
まんだい〔万代〕maNdee
まんなか〔真中3　maNnaka，11akaziN
まんにん〔：万人］　maNniN
ま冷ねん〔万年〕maNniN
まんば右〔噛鉢］　，uuguci
まんま（飯の小児語）　maNmaN
まんまる〔まん丸3maN　maru／まん丸いも
　のmaQteemaa／まんまるくmaQtegN
まんりき〔万力〕　maNvlcT
み
みこ実3kiiRunai，　mii，　muQkuu，　nai，→く
　だもの／んのできかかった粒naigizi
み〔身〕　duu，一〉からだ／～の毛がよだつ
　burigiidaCUN／～の毛がよだつことburi－
　giidaci／～のこなし，llUUm．UCinai／～の
　ふりかたduumuciguku／～のほど　bu－
　N多ee／～一つ　dUUm玲igara，，NnadUU，
　，NnaSUukaraduu／～を入れるhumil（u－
　nUN／～をすくめたさまsukUNkaa／～
　をすくめる　sukunUN／～を引く　hwici－
　riajUN／～をもちくずす→aUU
み〔巳3mii
み〔箕〕　mii7yookii
み〔鶴　mi一，，N一
みあやまり〔見誤り3一〉みまちがい
みあやまる〔見誤る〕　miijaNZUN，→みそこ
みい〔三〕　mii，一〉さん，みっつ　　　しなう
みいだす〔見出だす〕　翻igikijUN，　mii一
　？NzasjuN，一〉みつける
みうけする〔身請けする］　’juhwi3UN，→
　duu
みうごき〔身動き〕七aci？wiici，？Nzucihai，
　？NZucimu3uruciノ～する？NZUCUN
f
1
みうしなう〔見失う〕燃ii？usi13ajUN
みうり〔身売り〕duu？ui
みえ〔見え〕　misihwa
みえる〔見える〕　Miij　klN
みおくり〔見送り〕　mii？ukui，→huna？u－
　kui
みおとし〔見落し〕　mii？utusi，？uti
みおとす〔見落す〕　Mii？utusjUN
みおぼえ〔見覚え〕　1蹟i？ubi・
みおぼえる〔見覚える〕　mii？ubijUN
みおろす｛見下ろす〕　Mii？uXusjUN
みおわる〔見終わる〕　捻ユiih滋ijμN
みかえす〔見返す］　miikeesjUN
みかぎる〔見限る］　113iicijtlN，→みすてる
みがきちん〔磨き賃〕hweesidima
みがく〔磨く］　hwee＄沁N，，NzasjUN，亭ida－
　SjUN
みかけ｛見掛け〕　bazoo，　miiba，　miihwa，
　mikaki／～がよいこと（～がよいもの）
　bazoo
みかた〔見方〕　miijOO
みかた〔味方〕　itiil〈ata，．→一kata／～に引ぎ
　入れるkatarajuN
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みか
みかづき〔三研月〕
みがって〔身勝手〕
みがまえ〔身構え〕
　と學imeekamee
mikagiei
duuga窺t㍉　→カ、っ．．て
瓢m囎／～ばかりするこ
みがまえる〔身構える3麟搬eejUN
みがるである〔脅軽である〕　duugaQsaN，一〉
みが7bサ〔身替り3、migawai　しすばしこい
みかん〔蜜柑〕mikaN，→かんきつるい
みかy｛tすい〔蜜根水〕．mikaN＄ii　　　己
みぎ〔右〕niziri　　　．．　　「cicinari
みきき［％聞き〕　miiRaic圭cinai，　mii職撚’i一
みきりひん〔見切り晶〕？UQeil’i
みきる．〔晃切る〕翻iei沁N　　．
欝欝簸臓aal。、、。、w。、。、」。N
　　　　　しみくびるこ見織る］　？u＄eejul　，→あなど
　る，みさ．げる／～ことtii？u＄eei／見く
　びつたさま，uciuci　．
擬蒙線溶認麗課凱lmii－
　cakuN　neeN，　llliitOON，→みっともない
みけねこ〔三毛猫〕　mil〈iimajaa　　．．．
みけん〔眉間〕．manuku
み濫1，鵡繍贈物監1喘
1量蹴器。謙濫：謝絶禦踏
　5よ5な迷僑的な醤’葉’3utamuhii，’」就a－
　inlllnu？ii／～の家ni宝dul〈uru，盛隻ja／．　N
　の家の主人niiNeu　　　　　，　　己　．．
みこころ〔御心〕？uzimu，一〉こころ
みこし〔御輿〕？ukusi　　　　．．
みごと〔見事〕　m呈gutu，（敬語），ugaNgu一
．tu，→りっぱ／～にeuraakti
みこみ〔見込み〕　migiki，　mikumi，搬it滋i
　→みとおし，もくさん
みこみ右がい〔見込み違い〕．micil〈icige6，→．
みこむ〔見込む〕　mikilnuN　　　しもくさん
みこもる〔照応る〕kasagijuN，→かいたい，
　にんしん
みさき〔輝〕　misaci，　saci　　　　　「びる
みさげる〔見下げる］　miisagijuN，一〉みく
??
??
1????
1みずあそび・脚
1みずあび〔水浴び］．
旨　　　　？anユ呈jミIN　　．
　みずあらいこ水洗い〕
蒙享1：を1楽計3
’欝麓傑響1
・みずかがみ£水鏡〕
??
…
みさだめる〔見定める〕　tt／～ことmitui．．、．
みじかいこ短い〕　？iNcasaN／．～棒bui，
　？呈Ncaboo／～もの？iNcaa，？iNcamuN／
　～ものや長iいもの？iNcaanagaa
みじたく〔身支圏　sitaku／～をするsuga－
　jUN
みじめな［惨めな〕／～こと→？awari／N
　さま，Ndikaa
みしる〔昆知る〕miisi．jUN／見知．らva　r＞mii－
　si担N
みじろぎ〔身じろぎ〕一〉み5ごき
みす〔御簾〕　錘dai
みず〔水〕　mi4i，（小児語）buu，　buubuu，→
　tamamigei，？ubii，　？amam1多i／　～1こつけ
　る？uraakijuN／～に負けることmi多i－
　mak圭／～にもぐること　瓠imi／～のかげ
　合い凱1多ih我niee／～の高さmi参dald／
　～の中miginumii／～の流れるさまsoo－
　　　　　　　　　　　m王多imutaaN　　　Lsoo
　　　　　　　　　　　　？US・hmasi／～をする
n吻i？aree
　　　　　　　　　　miz三唱ri，みずさし
　　　　　　　　　nユi顎i？圭ru，　mi4iiru
　　　　　　　　　一〉みぞおち
　　　　　　　　　狙i7vi？u七u　　．
　　　　　　　　　　m圭4圭kaagaa
みずかけうん［水掛げ論〕　mi4ihaniee
みずかさ〔水嵩さ〕　nii4idaki
みすかす［見透かす〕miikunuN，『〉みぬく
みずがめ［水甕〕　haNduu，　haNdutigaa一
　塒i，haNduugami，　mi多igaa瓢i
みすがら〔身すがら〕．．．misigara
みず．きり〔水切り〕　tONtONIpii
みずくさ〔水草〕？ucigusa
みずぐすり｛水薬〕
みずぐるま〔水車〕
みずさし〔水差し〕
みずしょう〔水性〕
ずしらず〔見ず知らず］
ml多19US嫌l
ml多lgur媒ma
？aNbiN，→みずいれ
mlgls］oo　’
　　　mlzlslrazl
rv煤@ge
みつ
みずたまり〔水溜ま舅　m吻猛amai，→ta一
みずだめ〔水溜め〕　miNもaiiasih：’i　　Llnai
みずっぽくなる〔水っぽくなる〕　？ahwee－
　jUN
みずでっぽう〔水鉄砲〕　migihanii
みすてる｛見捨て．る〕　miivitijUN，　hみかぎ．
みずのえ〔壬〕mlNMI
みずのこ〔水の子3　miNnukuu
みずのと〔癸〕　miNnutu
みずのみ〔水の実〕　miNllukuu
みずばな〔水口〕　瓶i須hauadai
みずひき〔水引〕　ini7，ihwicl
みずぶくれ〔水脹れ〕　賊雰bukuruu
みずぶるい〔水締〕　琴i沁00
みずぼうそう〔水庖癒〕　■■
しる
　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　rsaa
　　　　　　　　　　　　 tmzlgasa，　m17ylga一
みすぼらしい〔翻すぼらしい〕→みぐるしい／
　～こと（～さま）saQkoo，　sikusiku，　siku一
　⑫ikaaもa量，　sipitaikaatai／～なりをする
　＄ikutajuN　’　kpisi
みすみす〔臥す謝す〕　mi凱miru，　misiga一
みずみずしい　mi7viQteeN，　mi多ttarataya
みせ〔店］　macija
みせかけ〔見せ掛け〕．misihwa
みせたまご〔在せ卵〕　→m｛sikuuga
みせびらかす〔見せびらかす〕　／～さま
　？uNjeekaa
みせもの〔見世物］misimUN
みせる〔見せる〕　misijUN，｝（敬語）？umika－
　k慧UN，→みせびらかす
みそ〔味噛〕　’Nsu／～の油いため→
　？aNdaNsu／～煮？ulli111UN／～の麹を加
　える前のものnuci：
みぞ〔溝〕　’NNgU，’N4U／．～の一種．haiN7”U，
　？ukiNgu　・　・　’　g？utusi
みぞおち〔鳩尾〕ci㎜uguci，’Nniguci，
みそこなう〔見損う3　miihaNsjUN，　mii5a－
　NZUN，一〉みあやまる．
みそな〔味噛菜｝（野菜の名）　，Nsunabaa、
みそはぎ（櫨物名）？usjOOI’OO｝｝aasi
みたす［満たす］　micijuN，　mitasjuN
1
みだす〔乱す〕　→’NzarakasjuN
みたて〔見立て〕　m圭giki，　mitati，→lniillai／
　～の誤りmigil〈ieigee
みたてる〔見立てる〕　lniinajUN
みたま脚霊3？usizi
みだれ工乱れ，〕　搬id段麟，，Nzaxi
みだれる〔乱れる］　midarijuN，’NzarijuN
みち〔道〕．mici→あぜみち，おおどおり，．1．．
　かいどう，かよいじ，こうどう，こくど．5夢．
　しどう，じゃりみち，しんどう，やまみち，
　よこちょう，よこみち，．己うじ，わきみち／
　～1こ迷う→zaama／　～1こ迷うこと．lnieiL
　baQpee／～のついで≧癖。癖gara／・K・・行く人
　？uhumicinuQcu／～をへだてることmicL
　i｝lwi4ami／　～を間違えること　miciba－
　Qpee／一一一つの～CUmici
みちく．さ〔道草｝　micijurari
み右しお〔満潮　micisju　　　　「ちゅう
みちすがら〔道すがら｝　Illicipigal‘a，．→ど5．
み右たりる〔満ち足りる］．七ar3編UN，→ゆ
みちつれ〔道連れ］．mici多ir量　　　したが
み右ばた〔道端〕、micibata／tyの箪→．
みおびく〔導く〕micibiCuN　’Lmicisiba
みちぶしん〔道普請〕　micigu｝〈ui
み＄るξ満ちる］　mieuN，　miQcakajuN一→
　いっぽい／満ちているさまrniQcakaaN／．
　満たないこと→’300NC量
みつ［蜜〕　Migi
みつか〔3日〕．mica，　miQca，　niiQka，．．．．．
みつかど〔三つ角］micigujaa　LsaNnici
みつく駁…三つ目3麟b¢e，→？eeku．
みつける〔晃つける〕．mii？滋ijUN，　miigiki－
　juN，　mii？NzasjuN
みつご〔三つ子〕　migiNgwa，　miigUU
みっこく〔密告〕　mQosjagi
みっしゅうする’〔密集する〕　9UZU凱U3U憩み
　密集している家burijasici
みっつ〔三つ〕　miigi，→mii，さん．
みっつう薮密通〕　sinubi／～してい．る．．者
　guunaimuNノ～するguunajUN…
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みつ
みっと奄ないmiieakuN　neeN，　MiitoON
　neeN，→huuzi，みにくい
みつば〔三つ葉〕　（植物名）　migiba
みっぷうする〔密封する〕　｝gwiicijuN　rる
みつぼしξ藁つ星〕migibusi
みつめる〔見つめる〕　miigikijuN，一〉みまも
みつもり〔見積もり〕gin111i，　llli4iltlui
みつもる〔見積もる〕gi搬晦u居
みつわり〔七つ到り3　1nicaai，］nic．iwai，
　m1191wal，→さんぶんのいち
みてとる〔見て取る〕mユ七ui
みとおし〔見通し〕　1盛tu“si，→？uutuu－
　ruu，？uu加uruukaa，みこみ
みどころ［％どころ］　mi諏kur鶏mi無uku－
　xu
みとせ〔三卑3　→さんねん
みとどける〔見届ける〕　miitudμktijuN，一〉
　たしかめる／～ことmituduki，　miKudu1｛i
みどりいろ〔緑色〕？oorUU／～である？OO－
　saN／～の元ゆい？oorrlumtlUむii
みとれること〔毘とれること〕miiburi
みな〔皆〕凱uru，　INnat　SuUや0，→㊧こら
　ず／～の考え（～の世話）suul〈aNgee／～
　のたましいsuum3b癒
みなさま〔皆様〕gusuujoo
みなさん〔皆さん〕　suujoO
みなしご〔笹子〕　→？uja驚adi圭
みなす〔見なす〕　≧niinqsjuN
みなと〔港］tumai，　tugllci，，Nnatu
みなみ〔南｝hwee，？Nmanuhwa，＿〉まみなみ
みなみかぜ〔南風〕hweenukaz2，→hwee，
　hweebuci，　hweekazi，？ur呈ziNbee，げし
　〆～の吹く季節hweebucaa
みなみむき〔南向き〕hweeNkee
みならい［見習い｝m2naree
．みならう〔見習う〕　miinarajilN
みなり〔身なり〕　nai，　n3戚huzi，阜igaもa，
　sugai，→さま，すがた，なりふり
みなれる〔見馴れる〕　miinarijUN
みにくい〔醜い・見にくい〕　，janasaN，　m澁
　　　　　　　　buN，　mibuN，　takibuN，　一〉
　　　　　　ぶんざい／～の名deemjoo，
　hjakusjoo，　samuree／～が上であること
　bUN？agai／～と家柄bUNkaku／～の低
　い者sieadii／～不相応であるtataasjaN
みほん〔見本］　itlihUN，　tihUN，→ひながた
みまい睨舞〕miimee，　mimee
みま＄がい〔見間違い〕　milbaQpee，　mii－
　macigee，→みあやまる
みまもる〔見守る〕maNZUN，miimaNZuN，
　？ucimaNZuN，一→みつめる
みまわす〔見癒す］　／．～さま？amamiikμ一
　塒amu
みまわり〔見回り〕　miimaai
みまわる〔見懸る〕　血iima砺UN
み［：耳〕．mimi，（卑語）miNcabaa／～の
　皮nliln三gaa
みみかき〔耳掻き〕　mimikuz2jaa
みみくそ〔野糞〕　nユimikUSU
みみず〔蛆矧3　minlizi，→？amizi
みみずく〔末菟〕　majaazikukU
みみたぶ〔葺たぶ〕　mimigaa，　miminu－
　hwaa，　mkninuhuutai，　一＞huutai
みみだれ〔葺朶〕miNzai
みもち〔身持ち〕　mimllei，→ひんこ5
み愚の〔見物〕miknuN，（敬語）
　gurisjaN　，→みっと・もない／～女’jana’
　’kaagii／　・vec　’janakaagi／　一vX　muka一
みぬく〔見抜く〕　m鵜imasju藩　　　Ltaa
みの〔蓑〕　，Nnu
みのうえ〔身の上］　llliMl？wii
みのがす〔見逃す〕　miin’ugaaliasjuN／見の
　がしておく，joosjoOCUN
みのがみ〔美濃紙〕　millugami
みの．ｯ〔身の毛〕一〉み
みのしろきん〔身代金〕　dusiru，　duuganee
みのむし〔蓑虫〕hukutaamusi
みばしsう〔実芭蕉〕　naiuu．　　　　Fる
みはなす〔見放す〕．miihanas3UN，→みすて
みぶるい〔身震い〕　sisiburii
みぶん跨分〕
いかい，
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むぎ
　，ugaN9窺もu
みや〔宮3kami？asjagi，　mija，→おみや
みゃく〔胴mjaku，　naaku
みやげ〔土塵〕gitu，　mjaagi，　na昂gi
みやこ〔都〕m童jaku
みやこ〔宮古3　mjaaku，　naaku／～の者
　箆aakuuノ～と入重出sacisima
みやすい〔見易い〕　撮iijaQ澱N
みやづかえ〔宮仕え〕　sjUiganasimedei，
　sjUN．za｝3asimedei，？we6dai／～の人→や
　　くにん
みやぶる〔見破る〕　mii串imasjuN
みやま〔深山〕　　　mijapaa」，　→やまお　く
みよ〔御世3miju
みょう〔妙〕　mjuu，→へん／～な？ihuuna，
　？irUNna，　saita，　一一一）mjuu
みよう〔見様〕iniijOO
みょうが（植物名）mi樒aa
みょうじ猫字〕，jaaNnaa，　mjoozi，　noozi，
みょうにち〔明E］→あした．　　　しsii
みょうばん〔明響〕doosa，　doosaa
みょうばんせき｛明馨石〕　doosi
みる〔海松〕biivu
みるご見る〕nUUN，’NNzuN，（敬i語）塒3U．
　NkakijuN，　nuNkaldjuN，　？umil〈akijuN，
　？umikak搬1玲eeN，，uganUN／見たくな
　いようなmiigamerasjaN，　miigasima－
　sjaN／見ただげでおじけつぐこと単ii？u－
　zi／見ようともしない→miinugibiノ～に
　たえない1niigasi瓶asjaN，→みっとも．な
　い／見るにたえる（見られる）miljaQsa”
　N／見ろ→？UNdee，
みろく〔弥勒〕　m圭ruku
みろくえ〔弥勒会〕　miruku？uNkee／～の行
　列に加わる子供mirul〈uNgwa
みわけ〔見分け〕m？iwaki，　miwaki
みわける〔見分ける〕　細iwakasjUN，　mi－
iwakijuN
みんな〔皆］　→みな
みんよう〔民謡］一〉　5た，ぞくよう．
?
む〔六3mu一，　muu，→ろく
¢stshs［6S］　dukunici，　yukuniei
むかし、〔向かい〕　，Nkee，もaNk珍3，　zootaN－
　kaa，→さしむかい，まむかい，．．むかう，
　むこうどなり
むかいかぜ［向かい風〕　’Nkeekazi
むかう〔向かう〕　，Nk翫5UN，／向かい合うさ
　ま七aNkεしa瓢aNkaa
むかえる〔迎え，る〕　，NkeejUN／迎かえてす
　ぐ，Nkeehana，．，層kee震ra
むがく〔無学〕miigaku，　musaN
むかし〔昔〕　hweeku，，Nkasi，→sacigu－
　dee／～の歌，Nkasi？u七a／～の事，Nkasi－
　9就U／～の人，NkasiNCU／～の代．？a・
　rrlaNJU
船かしなじみ〔昔馴染み〕　mutubiree
むかしi¢なし階諭’Nkasibanasi，’Nka－
　simu箆ugatai，」→せつわ
　　　　ム鉛かしふう〔昔風］　’Nkasihuuzi
むかつく　，wiibaCUN，　→munuhacihu－
sjaN，’wiNturukaasjaN／～さま’wiit一
むカ、で〔百足｝　，Nkazi　　　　　、　Lbacinoor童
むき〔向き〕　’鐸kee，ほ弓こ5／～向きnaa一
むぎ〔麦〕muzi　　　．LNkeeNkee
む琴こ〔麦粉〕　niuzinakuu
むぎこがし〔麦焦がし］　’juunul〈u
むきず〔無傷〕　皿uk圭ziノ　～のもの　ma．ta－
　n主UN
むぎめし〔麦飯〕hwiraN，→hwiraNmee
むぎわら〔麦藁〕　muNzuru／　～の笠　IPUr
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むく．
　NZUI’UU，
むく〔向く〕　，Nkaj㍊N
むく〔剥く〕’NeUN，→へぐ
むくい〔報い3　mukui
むくいぬ〔2犬｝．muku？iN
むくげ（植物名）　hanagaci
むくち〔無口〕　？N1鷹unukuci
むくむ〔浮腫む〕　　hacikrmuN，
　mukunuN，　sig．ibuQkwijuN／
むける〔向ける〕　，N短jUN
むける〔剥げる］　hagijUN，
　，NkijUN，→はが；れる
むご〔婿］　通uuku，
　～に
muNzurugasa／～帽子　　　通u」
’L’Nzaruu
mueuN，
～ことsi’一
　Lgnnuel
haNk恥N，
　　　　　 　　　　　　　→皿鴛nukweemuuku／
　　　したり嫁にやったりするさまmuku－
　duijumidui／～の付添役muku雰短，　mu－
　ku7，00i／．～養子？lrimuul｛u，？h・玉酒uu－
kuu，　mukujoesi／王の～（敬語）？wii一
　？wee？umuuku
むこいりしき〔婿入式〕　muku？iri
むこうきず〔向こう傷〕　mukookizi
むこうずね〔向こう脛〕kavavini
むこうどなり　〔向こう隣〕　zeotaNkaa
むこうみず〔向こう見ず］namacaa，　na－
　maci，→むてっぽ5
むごん〔聖書〕　muguN
むし〔虫｝　musi／～の一種→？amagakaa，
　？a瓶agaku，’jakumusi，　nukagu／．～を
　こわがる者musi？uturUU
むしあつい〔蒸し暑い〕siputara？agisaN・
一〉？abueuN，　humicuN
むしおさえ〔虫押え〕　’jaasanoosi
むしかえし〔蒸し返し〕　？Nburasまkee訟a
むしがし〔蒸し菓子〕　kusicii？ukwaasi、1
むしくい〔虫食い3？i．rimusi，　musikwee．
むしくいいも〔虫食い芋｝hwiimusji’a，．
　？irimusjaa
むしくだし〔虫下し〕　mus2gusu2
むしけ｛虫気〕　kaNmusi，　mus工。㍉　Musl一
むしけん〔虫拳3　buusaa　　　　LJooglar1
むじつのつみ即実の罪〕sakagagimi．：
?? むしば〔虫歯｝musiba，　musikweebaa
むしめが滋〔虫隈鏡〕　musimikagaN
むじゃき〔無邪気〕／～なさま？atiQteeN〆
　～な者？atinasi
むじゅんする〔罪噛する〕　？aakijUN／矛盾
　したことを奢うことsakamunii
むじょう〔無情］　muzoo，→つれない．
むしょうに〔無僖…に〕　musjookusjoO，　mu－
　s300ni，　mmsjootusjoo，→miQta，やたら
　に　　　　　　　　　ヂになるmus圭ri3UN
むしる〔宅る〕MusijUN／むしられたよう
むしろ〔鷲〕　田us鋤u，→ねござ／～ごと引
　張ることmusirubiicl／～の一種nikubu
　l〈u，　？usimaei　rtutiN
むしろ〔寧ろ〕keetee，　keeti，1〈eetiNkai，
むしんけい〔無神経〕／～であるnamasaN／
　～な者namazisi．，　namazisjaa
むじんこう〔無尽講〕　，juyee，　muee，　niN－
　muee／～の親，jureesiidu／～の掛け金
　kakimee／　～のくじ　，jureenukuzi／　～の
　返金？ukuimee
¢す〔蒸す〕　？NbusjUN，→？a加CUN
むすう〔無数〕　／～である　4ama7yamaa
　neeN　　　　　r－gurisjaN，こんなん
むずかしい　難ugikasj翫Nジ→δuugurisj段N．
むすこ〔息子〕　→，W｝短gaNgwa，ひとりむ
　すご
むすびこんぶ〔結び昆布］　masub呈kuubu
むすびのいちばん〔結びの一番］　寧iizima
むすぶ〔結ぶ〕　mu寧ibUN，　musubuN，→ku－
　kujUN，．しばる，．つなぐ／結び方の．嗣種
　？aziMaamusubi；　hutueiniusuN，　maa－
　musubii
むずむず　muzumUZU，　mu4umu7］U，　mUZU一一
　rumuzuru／～するhagoosaN
むすめ〔娘〕　？a廻gwaa，．mijarabi，　naa一．
　rabi，　’wakawlnagu，　’winaguNgwa，　（ilk
　語）→おじxうさま，ひとりむすめ
むせる〔即せる］　→tUQeijUN
むだ〔無駄］　？itazira，　siQcii／～な→，jUU一
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むれ
　eira／　～なこと　？itaziragutu，　siQcii－
　gutu／～になる→siru
むだぐい〔無駄食い〕　gaadagami，　gaada－
　gwee；　一，？asibiNgwee
むだづかい〔無駄使い3　？ieaNda4ikee，
？waabazikee，　ziNdaari，　ziNsitigutu，
　→ろ5ひ
むだぼね．おり撫駄骨折〕→とろう
む8〔糊buci
むちゃ〔無茶〕
むちん〔無賃〕
むつき〔櫨裸〕
むっつ〔六つ〕
むつまじい［睦まじい〕
　　く／男女が睦富じくなりすぎる
　jUNノ男女の睦まじくなりすぎること
　mug王「1
鉛てっぽう〔無鉄砲〕　namaci，むこうみず／
むとせ〔六隼〕．mutU　L～な者namacaa
むなげ開毛〕　，Nnigii
むなさわぎ〔胸騒ぎ〕　cimudal〈umici，　ci－
　rnusawazi，　eimuwasamiei，　一eimuda－
　1〈udaku，　eimuwasawasa
むなしい〔空しい〕→’Nna
むなのか〔六七臼〕　munaNka
むなもと〔胸元〕cimuguei
むなもん〔棟門〕　’jaazOO
むね〔胸〕　，Nni／～がつぶれる　，Nnitaara
　warijUN／～をときめかすこと　eimubU－
　tumicl，　cimudakumici／～がどきどきす
　　るさま　cimudak穏daku，，NnidONdON，
　，Nnidakudaku，　，Nnigi£ugitu／～がやけ
　　ることkukuraki／～にっかえるさまcii－
　eiikaakaa
む訟〔棟〕．一？iricai，Nn1
むね．かけ〔胸掛け〕’judagi
むほう〔無法〕　muhoo，→むちゃ
むほん〔巴町〕　，5asiNgutu，　muhUN
むほんにん〔謀叛入］　muhUNniN
むやみに〔無賠に〕　→miQta，むしょうに
gaama，一〉むぼう
→ただ
kakoo　　　　「gi，ろく
muugi，　→≧nuu，　（時刻）　．mu一
　　　　　一→したしい，なかよ
　　　　　　　　　　　　　muglr1一
むよう〔無用〕　mujuu，→むだ／～な事
　mujuugutu／～の長物maahaNdaa／～
　の物juμzuciri11竃UN
むよく〔無欲〕　mujuku
むら〔村〕111ttYa，　sima，→kuni，　lnazi璃
　ぶらく／～からの追放murabaree／～で
　負下することmuabamuc’i／～の大きさ
　simawaa／～の共同井戸lnuragaa／～
　の共有物muragUll！ugi／～のことmura－
　gu加／～の指定の宿murajaadu／～の
　中simawaa
むらがる〔群がる］　→buri一，むれあつまる
むらざかい〔村境〕muralakee
むらさき〔紫〕　murasaei／　～のかんむり
　mui’asaeihaeirnaei
むらさきかたばみ（植物名）　，jahwatagusa
むらざと〔村里〕　sima，　simakuni
むらしばい〔村芝居〕mura？郷ibi／～をす
　る所→？asibinaa
むらじゅう〔村中〕　C耳mura，　muyaZuu／～
　の集まりmura興rii
むらす〔蒸らす〕　？NburasjuN
むらはずれ〔村はずれ〕　m瓠rahazisi
むらはちぶ．〔村八分〕　→c譲zubaree
むらばらい〔村払い｝murabaree，→むらは
むらふたん〔村負担〕murallnuci・　しちぶ
むらやくにん酎役人〕　sabakui
むらやくば［村役場〕　muyajaa
むり〔無理〕　muri／～にsiiti，→むりじい，
　むりやりノ～に食わせるkUNkwaasjUN／．
　～にすることsararaNsii／～に泣こうと
　することnakaraNnaci／～に笑うこと
　’waraaraNwaree，　一一〉’wareesiizii
むりじい〔無理強い〕　siihaQtoo
むりやり〔無理遣tp］？usi？usi，→むり
むりatく〔無力〕　／～である’3ugeenee　ka－
　naaN，　’wigeenee　kanaaN
むれ〔群〕buxi一
むれあつまる〔群れ集まる〕　単acaasjUN
むれる〔蒸れる〕？柚urijUN
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め?
め〔自〕　mii，→めだま／～がかすんでいる者
　kaakaNzaa／～がくぼむことmlikeeraa，
　miikoogaa／～がくぼんだ者iniikubuU／
　～がくらむkukutimiNgwi．iuN／～がさ
　える（～がさめる）kuhwajuN，→mii／～
　がだるい短iidarusaN／～がはれほ1つた
　いことmiibukuruu，　miibusihuQl〈waa／
　～がひきつっているこ．と】［niihaQpai／～
　がひきつった者miihaQpajaa／～がほて
　ることmiihwaahwaal～から火が出る
　こと　miiziiNziiN／～と口1n銭kuci／．．～と
　鼻の間→lllii／～と眉血盤凱a諏／～に余
　る一＞m1i／～に入ったごみmiNCamuN／
　視力のない～一〉ねami，　diNgaNmii／～
　の大きい者？uhumiNtamaa／～のiK　mi一．
　Nt撮漁／～の病気→かんぴょう／・yのふ
　ちmiinuhuci／～の前miinumee，　mレ
　numee／～もくれない→mi▽むなしく
　～をあけていること’Nnabai／～を動かす
　ことiniikugee／～をこす’りこすりmii－
　si1’isil’i／～を離すことmiil〈ugee／・…を
　回す一＞mii／～を見張る→mii／～を晃
　張るようなことmiihaigutu
め〔芽〕　miduri
め〔牝〕mli一
φ〔習］（計切）　一如，→mii
めあて〔黛当て〕？a㌻i，mijati
めい．〔姪〕mii，　miiQkwa
めい〔銘］　migaei
めいあん〔明曜〕　？akasakurasa　　「gee
めいぎ〔名義〕miNzicj／～変更miNzici一一
めいしょ〔名飯〕miisju
めいすう〔命数〕　suu
めいど〔冥土〕　gusjoO，→あのよ
めいにち〔命B3　miinici，（敬語）　？umii一
　nlel，　一sjoo？umiinici
めいぶん〔名分｝　bUN
めいぼく〔銘木〕　4eegi
めいめい｛銘銘〕　duuRaa，　naaduudu縁，
　naameemee，→naa一，一ナそれぞれ／．～が
　背を．向けて一致しないことnaakusjaag’u－
　sjaa／～が違った考えをもっことnaaka－
　NgeekaNgee／～勝手llaaduuduuノ～勝
　手な話δu℃maamunugatai／～が溺なこ
　とを欝うことnaa？ii？ii／～捜し合うさま
　naakameeigameei，　naatumeeidumeei／
　～自活することnaakweegwee／ty違った
　構え方をすることnaakameegarnee／～
　散り散りになることnaahaibai／～で
duunaakuru／～の家naajaajaa／．～の
受持ちnaamutimut・i／～の縁故naa－
　hwicibici／～の得意naamutimuti／～
　の分naatamasidamas圭，　tama￥i／～の向
　き向きnaaNkeeNkee／～騎かれ別力・れ
　naawakaiwakai
めいめいこ命名〕　naazikii
めいよ〔名誉〕　hwikari，　mjooga，　nooga
めいる〔滅入る〕　si4inUN
めいれい〔命令〕？iigiki，？iiwatasi，　tu41ki，
　→？wiisi，？wiisigutu，しき／～する？ilgi－
　kijuN，　tu7，ikijuN
めうし〔牝牛〕　mii？usi
め．おζ〔夫婦〕　111iitu，→ふうふ
めかけ〔妾〕　’juubee，　niNguru，　suba，
subazikee，　？usuba，　一〉？aNsitaNmee，
　musirusicaa／～の：子，juubeeRgw昂／王
めかご〔目龍〕　miibaaraa　しの～→おう
めがしら〔目頭〕　miinukuCi
めかす　一mikasjuuN，→げしようする
めかた嘱方〕¢iNmi
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めん
めがたき〔女敵〕migataci
めがね〔眼鏡］　gaNcoo，　miikagεしN
めがわら〔雌瓦〕　miigaara
めく　　需】kliCUN　．
あぐすり〔目薬〕　miigusui，　sasigusui
，めくばせ嘱配せ〕．miijoo，111ii？uci／～や
　　口つきで合図すること撮ii300k双C圭joO
あぐみ〔恵み〕　migumi，→おかげ，じあい
めぐみぶかい〔恵み深い〕　cimuzurasaN，一→
　　？uzimuzurasaN，やさしい／～人cimu－
　　zuraNeu，　一〉？uzimuzuraNeu
めくら〔盲〕　llli（lkuu，　miQk．wa，　miQkwaa
めぐらす［巡らす3miguraSjuN，　miNgwa－
　　sjUN　　　　　　　　　rgu三
tう．ぐりこ巡り］　］11igui／～カミ悪㌔・こと．humi
あぐりあう〔巡り会う〕hujawasjuN
、めぐりあわせ〔巡り会わせ〕hujawasi
めぐる〔巡る〕　migujuN，　miNgwijUN，→か
　　いてん
Mくれる　magurijuN，→まくりあげる
めさき〔囚先〕miinumee，　minumee
．めざまし〔目覚のmiikuhwajaa
めざめ〔霞覚め〕miiku鮎vai
めざめる〔目覚める〕→さめる／目覚めやす
　　い　ci撚ubeesaN
．めし〔飯］　me6，　munu，　m“N，→？ubUN，
　　（小児語）ihaNmaN，　meelnee／～に汁を
　　かけたものsiru4ikii／～を一度に炊いて
　　置くことsiikumii／やわらかし・～？agibii
めしあがる〔召しあがる〕．→たべる
．あした〔目下〕　inisita，　tiisica／～に対する
　　こ’；ぱ使い→hii？ii，？iihii／．～の年上に
　　対することば使い→hoo？oo
あしつぶ〔飯粒〕　？ubUN9圭z｛／～で作ったの
あじまぐろ（魚の名）　siru？aci　しり．SUQkwii
めじり〔目尻〕　miinugibi
．めじろ（鳥．の名）　soominaa
勧じうかご〔めじろ寵3　soominaakuU
あしわん〔飯椀〕→ごはんぢやわん
dめす〔雌〕　miimunaa，　MiiMUN／～の塒ii一
めずらしい〔珍しい〕hwirumaミねN，　m圭一
　NdasjaN，搬i多iras3aN／～物　瓢iNdasi－
　ITIUN
めそめそ　／～泣くことsipitainaci，’wii－
　rUU琵acl
めだカ、こ目1等量〕　　takamaa，　takamaami，　ta－
　kamami
めだつ〔目立つ｝　miidaCuN
．めだま〔眼玉〕　miNtama，→め／～が痛む
　ことtamajaN／～の大きい者？uhumi－
　N七amaa
め右やくぢゃsaN7。aNkuN4aN，　zaahwee
めっきをするこ鍍金をする〕hw3asju“T
めつけやく〔罠付役］　，jukumi
めっそうな　→misinaaku，　misina七aaku，
　misinataraaku，とんでもない，ひじょう
めった〔減多〕　miQta／～にgiilli　　しに
めつな〔巨霊綱〕　　　恥iiN．ha　　　　　　　　　　　　　　　　「う　eこ
めっぽう〔滅法〕　・→musjoO七usjoO，ひじょ
めでたい　／・・r・・ことkarii，．　kari3us三，，ju－
　rukubi　／　～H　一〉しゅく　じつ
めとる〔婆る〕　一一“kameejuN，　tumeejUN
めのこかんじょう〔冒の子勘定］kuruba一
．gaa，　teegee7saNmiN
めばる〔目張〕（魚名）　niiibai，　m圭ibajW～
　の一種？akam損）a∫u，　kuruhii圭baju．
めぼし〔臼星〕　冒→めあて／～をつける？ati－
　gajuN
めまい〔眩鍛3　miikuragaN，　kukutimiN－
　gwaa，1〈ukutimiNgwi／～がするkuku
　timiNgwijuN
めめしい　　bitaraasjaN
めもと〔図許〕　mimutu
めやに翻脂〕miikusu／～を出す者nlii一
メリンス　sawai　　　　　　　　　　Lkusaa
めわらべ〔女童〕→むすめ
めん〔面〕　haagiburaa
めんかい毎会〕（敬語）？wiicee，→かいげん
めんきょ〔免許〕一3urii
めんずる〔免ずる｝　nagamijUN
7st
あん
めんそ．う〔薗相〕　giramukumi，　miNZeo
めんどう〔颪倒〕．血iNdoO，，．wacaree→やつ
　かい／～である　？aNmasjaN／　～なこ
　と？aNmasimUN／～なさま．．’wacareega－
　Ndoo／～に善トカ、り合うことtiiNzari，己も量i－
　wacaree／～をみるkaNgeejuN，・wa－ttt
　NdajUN／～を見ることsiNzigi
めんとむかって〔面と向かって〕　gil’agiraa一
　乞u
めん．どり〔牝鶏］　miidul
めんぶ〔綿布〕　寧eejaNpu馬→もらか
めんぼく〔覆1自〕　？lcibUN，　miNbuku，　mi－
　Nn｝ukuノ～を失うこと一一〉？irawaidoogu，．
　geeJuN
めんよう〔緬羊〕　meehaa，　meenaahwii一一
　za爲
?
も〔藻〕muu
も〔喪］→きちゅう／～に服すること？ilniノ
　～に服すべき続柄？imigakai／～を終る
　　こと？imi？aki
も（助詞）一N
もう　？iina，．？iinanuhwee，　naa，　naaja，
　nama，．njaa，　n謳a謳／～いいか→七〇〇／．
　～いいよ→tOOI’u／～すぐnan｝a左～少
　　しで’jagaも㍉→すんでのことで
もう（牛の鳴声）　，NlllooI
もうか〔真岡〕（織物の名）　mo6kahuu
もうけ〔儲け〕mQoki
もう｛ナる〔イ眠ける〕　mookijuN，　sii？NZa－
　s担Nノ～こと一点張りh｝。ok珈ku，　ziN－
　mookiguku
もう｛ナ．る〔設ける〕　，isijUN
もうし〔孟子〕moozi．
Sうしあげる〔．申し上げる〕　mjuNnjuki－
　juN，　nuNnukijuN，　？uNnjukijuN，　？uN－
　nu短3UN，→いう，ごんじ：よう
奄うしご〔申し子〕　？eeku
．もうしこみじゅん〔申込み順〕　saeis’idee．．己．
もうしでる〔申し出る〕　moesi？NzijUN
：もうしひらき｛申し開．き〕　→いいひらき
もうしぶんのない〔申し分のない〕　→zoo－
　bUN，かんぜん／～者，NsjamuN　「たく
もうとう〔毛頭〕musaQtu，→すこし，まつ
もうはつ〔毛髪〕kikarazi，→かみ
もうふ〔毛布〕　kiQtu，．MusiN
もうもう（牛の小児語＞moomoO
もうり．んか（植物名）　muikwa／　～の花
　muikubana
もうろく　doom3，　rooma，→おいぼれ／～
　じいさんx’OOMa七aNmee／～するkani－
　haNdijuN
もえさし撚えさし〕hwiiziri，’jakiziri
もえつくe生え付く3teeciCUN
もえる〔燃える〕．．．meejUN，→やける　．「あ
もぐ〔椀ぐ〕mujUN，→muiNCuN／もいだ’
覗くげ（植物名）　hanagaei　　しと　muikub圭．
為ぐさ〔交｝　nuuφ
帯くさん〔匿算］　mi7．imui，→あて1みこみ，
　も．く．ろ．．み／一～がはず．れる．ことmi蔚muレ
もくたん〔木炭｝．taN　　　　．．　Lsooi
もくてき暇的〕？umumgei
もくひょう〔匿翻　？ati，→めあて
奄くめ〔太霞〕．muku撮i．
もくよく〔沐浴〕？鴫麺asi，→みずあび
もくろく暇録｝　mukuruku
もくろみmukurumi，→くわだて，もくさん
もくろむ　muk即runuN，→く．わだてる
もし〔若し〕　ma’ni，　musi→たとえ，ひょっ、
　としたら，まんいち／～か（～も）燃usレ
　ka／～かす．ると　→，juu
も　し　　？ee，　，jaa，　sai，　sari，　七ai，　ta．r圭，　→
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?
もの
　　hei／～もし？ee？ee
奄じ〔文字〕muZi，　zii，→suucuumaa
「もしゅ〔喪主〕．？iihweedacaa
もずく〔水雲〕　夢inui
・モXリン　sawal
もぞう〔模造〕　／～するnisijuN／～品ni－
　　sii，　nlsimuN，　？ugusi
もたげる〔拾げる〕　mucagijUN
もたもた　muQcaihwiQcai，　muQeoohwiQ－
　　coo，もii憩uc3muca，→ぐずぐず，のろのろ
為ち〔餅〕muci／～の一一種cical．’amuucii，
　　cika］ramuucii，　hoohaimuueii，　hucagi，
　　huugimuei，　kagaNhweesaq，　mudimuei，
　　mttucii，　sizuei，？ucanul〈u，　？utusizama
奄ぢ〔鵜〕．’jaNmuci，→とりもち
　亀ちあがる｛持ち上がる］　mueagajuN．
＝もちあげる〔持ち上げる〕　hwi（～cati3UN，
　　mucapsi3uN
lも右かた〔持ち方〕　mucinasi．
　噛当くずす〔持ち崩すつ　】MueihaNdijUN
為ちこたえる〔持ち堪える〕　→たえる／㌻力
　　mueidee
もちこむ〔持ち込む〕muciNCtlN
も右こめ〔．餅米〕　mucigumi
、．烽ｿすぎ〔持ち過ぎ］　muciQkwa
もちどおし〔持ち通し〕mucieiri
』も＄なおす〔持ち直す〕　kUNnoosjuN，爆い
　　einoojuN，　mueinoosjuN，　tuikeesjuN，
　　→かいふく，たちなおる
「もち【まこぶ〔持ち運ぶ〕　→kajaasjUN
もちぶん〔持ち分〕　mucimee，七ama瓠
．もちまえ〔持ち葡｝　→もちぶん
もちもの〔持ち物〕　（敬語）？weemUN
　もちよる〔持ち審る］　nucaasjUN／持…ち寄り．
　　の宴会nucaasii
もちろん〔勿論］　daniju，→いう
屯つ〔持つ〕muCuN／持ったきりmucici－
　　ri／持てないものを無理に持つこ．とmuta－
　　raNmucl
秀つ〔保つ］　tamUCuN／～ことtamuci
もっこ　　？oodaa・
もっこく（植物名）？iiku／．～の柱？iikU－
　baaja　　　　　　　　　　　「みする
もったいない　→？usur圭，おしい，．ものおし
もったいぶる　？UNbujUN，→そんだい／～
　K　？utsTbujaa　r？unu？wii
もっと，3uku，，jukuN，　naahWiN，　njahwiN，
もっとも　inUQtUN，→とうぜん，いちばん
もっぱら〔専ら〕muQPara
もつれこ疲れ〕　，Nzari
もつれる〔垂れる〕凱ugirijUN，　mu盤kujUN，
　，NzayijuN／もつれさせる，N臓rakasj叡
もてあそぶ’lijUN，　mutabuN／～こと
rMLIt aN／～さま　狙utaaNhwita我N
もてあましもの〔持て余し者〕？amasit．a－
　muN，　geitaneemuN，　7yaahweempN
もてあます〔持て余す〕　？abaCUN，　mu七i？a．一
　masjuN，　mutiwakasjuN，　一＞teewaka－
　sjUN／　～さま　？abacinOO】〔’藍／　　～仕事　？a－
　bacisigutu／～ようなこと．亭itaneekutq
もてなし　→せったい
もてなすtUimUCUN
もと〔本・元］　mutu，　muu七u，→？ahjaa／
　～の隣mutudunaiノ～から→潅weeku，
もと〔許〕　mutu　　　　　　　　　　しつと
もと（接羅）一mu七u
もどかしい　→じれったい　　　　　　fす
もどす〔廃す〕mudusjUN，→？agi3UN，かえ
もとで〔元手〕　瓢utu，　mμutu／～を的弓こ
　とm礁u七ukweeci2i
：もとなり〔本成り〕　niinai
もとめる（求める〕　kameejUN，㎜utumi一・
　jUN，　tumeejUN，一→さがす，たずねる，
：もとゆい〔元結い〕　muu七ii　　．．　しほしがる
もどり〔戻り〕　niudui，→かえり
もとる〔似る〕　→そむく　　　　　　「かえる
もどる〔戻る｝　mudujUN，→？utikeejUN，．．．
あどろく　muduruCUAT，→ためらう
もの〔物・者〕　munu，　MUN，嘆，→しなも
　の，しんぴん／～にする→せしめる．
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?もの
もの〔助詞3－munu，　MUN
ものい．み〔物忌み〕　gigisimi／～をする．　gi一一
　91S王．nUN
ものいり〔物入り〕　？irhui，㎜unu？iri，　nlU－
　nu？irimi，　siQcii，→いりめ
ものおじ〔物怖じ：｝　nlunu？uzi
6のおしみする〔物借しみする｝　？ibiri3UN
ものおと〔物音〕　munu？utu／．～をさけるこ
　とmunu？utu
ものおぼえ〔物覚え〕通unu？ubi，一〉きおく／
　～が悪いことbus300
ものおもい〔物思い］　munu？umiil一〉かん
　カ§えごと／～に沈むmunu？umiigisaN
屯のがたり〔物語〕　？ihwanasi，，Nkasiniur
　nugatai，→はなし．　　　ヂぶしょうもの
ものぐさ　gibitugajaa，　hujuu，→ぶしょう，
ものこい〔物乞い3．．．munukuui，→こじき
6のさびしい　→うらさびしい／～さまsoo一
季のしりξ物知り｝　mu幕“sIri　　．L多oo七u
ものしりがお〔物知り顔〕　／～な口のきき方
　kusamunii，1｛usamunu？ii／～にふる．ま
　5　kusabuQkwijuN
ものずき〔物好1き〕　munuzici，　mUNZ圭ci
ものすごい　，」’OO？usumasjaN，？U．suma－
　sjaN，→たいした
ものほしそう〔物欲しそう〕　／～であるmLI－
　nuhusjagisaN／～にすることmunuhu一
ものみ〔物見3　munumi　．　　．　Lsja
ものもらも梗麦粒腫〕
ものわすれ〔物忘れ〕
　銭→わすれる
ものわらい〔物笑い｝
もはや　　　”
もふく〔喪服〕
もみ〔籾〕　mu雌i
もみがら　［籾me〕
もみく右や
　ku，
　kwaNna
もみけす〔細み消す〕
mii？INjee
叢1眼uwa亭㍉mUNwa一
　　　　　　　　munuwaree
naa3a，・nJaa，1噂aa3歌，→もう
　　　　一＞basjaziN
　　　　　　？Nnagee
　　　gikunaamukunaaf・
muNnakukwaNnaku，
nluNna一
城娠Nna一
’竃IIIblcaaSJUN，　→寧ll’1一
soe
　koO，すりげす
もみ．．じ〔紅葉〕　MUIIIizi
もむ〔揉む〕　鵜i搬iZUN，｝ぬunUN
屯めごと〔揉め事〕m㍑翻gutu，　naNZUUr．
　naNzuuhwLNzuu，→あらそい，もんちゃ
もめる〔揉める〕　munUN　　　　　　　しく：
もめん〔太総　111　！1　Mi．N／～糸の一種脚eja一・
　Ngasi／～の布→mookahuu，＄ee3aNρUR
ももξ桃〕→kikMu㎜u
もも〔股3　mumu／～が痛むこと　mumu一
も屯こ朝mumu－　　　　LSUQkwaa．
ももいろ〔桃色〕buki，　buki？ir．u，→さくら
ももひき〔股引〕　mumunuci　　．’しいう
もやし　　maamina，　　？ujasi，　一→kaziYsuci一．
　maamina／～のいためたものmaam搬a－
　eaNpuruu
もやす〔燃やす3　meesjuN，→や．く
もよう〔模様〕　mujoo，　sima，→がら／～の
為よおし（催し〕　mujUUS三　L形→ziizira
もよおしもの〔催し物〕　mu3uu母凱UN
もよおす匠催す〕　塒u趣usjUN
もよ　り　〔最寄　り〕　　　muJui
もらいご｛黄、・子］　，iiiNgwa，．，iiriNgwa，
　→や1／ないご，　よ　う　し
もらいぎ駁貰い乳〕kuu呈z圭呈，？usiizii
もらいもの〔貰い物〕　，iiiMUN，→いただき
もらう〔貰う〕　’iijUN，一→いただく　しもの
もり〔鈷3　　tuza
もり〔守り〕mul，→tacimUi，もりやく，こ
　もり／～をして育てるrnuitatijUN／～を
　して寝かせるmuiniNsijUN／～をする
→mul，もる
もりあがる〔盛り上がる〕haQcati．iuN，　MU－L
　jεしgaj．UN，？ukuri5UN／盛りあがったさま
　→？usu擶uim磁／盛り上ったところmui
もりか（植物名）mu量kwa／～の花muiku－
　bana
もりがし〔盛菓子〕　mui？ukwaasi
もりたてる〔盛り立てる〕　muita七ijUN
もりゃく〔守役〕　，jakaa，，jak・aagwaa｝．
mui，　muijaku，　？uhujal｛aa，　一＞e　ag　¢
もる〔漏る｝MujUN，→もれる
もる〔盛る〕　’　MujUN
もる〔守る〕　mujUN，→もり　　　　」
もれる〔漏れる〕　murijUN，→もる
もろい〔脆い〕畠akusaN
もろこ　し〔蜀黍〕　　toomユciN
もろとも〔諸共〕　murutumu，→いっしょ
もろはく〔諸白〕　mu痴haku，　muruhwaku
屯ろはだぬぎ〔双肌脱ぎ〕kusihazii． g
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　やく
もろみ　muruN／～のかめmuruNgaami
もんξ門〕　mUN，　ZOO，（敬語）？UZOO
もん〔絞〕mUN，（敬語）gumUN
もんおやく〔悶着〕muNc3ku，→あらそい，
もんつき〔紋付3　mUNgiki　　しいざこざ
もんぱ〔紋羽〕　n’luNpa
もんばん〔門並　mauNbaN，　zoobaaN，（敬
　語）？uzoobaaN
屯んめこ匁〕　mUNMi
もんもう紋盲］　→？akimiQkwa，むがく
や
やこ八〕　’jaa，’ja一，→はち，やっつ
や〔矢〕　？i診
や〔夜〕（接躍）　’juru
や〔圏（接羅）　　　一→macijεし
やあ購a，物a／～や．あ’jaajaa
やあい　　？ahaa呈
やい　’jai
やいば〔焼刃〕　’jaiba，→は
やえ．なり（糖物名）　？oomaam圭i
やえやま〔貴重由〕　／～の者，eemaa．
やえやまこうもり〔八重霞蠕編〕　，eemakaa－
　bujaa
やおや〔八百屋〕’jasee？ujaa
やがすり〔矢耕〕　？i3abiima，→かすり
やがて　，jaga七i，　naagati，？u（塾七i，→じき
やかましい　，jagamas3aN，　，jUNgasima－
　sjaN，　kasirn．asjaN，　mimlgasimasjaN，
　miNeasaN，→5るさい，さわがしい
．やから［墨薩〕　．，j　akara，，3aka践一
やがる（…しゃがる）　kwajUN，→やる
やかん〔薬罐〕　，jagkwaN
やぎ〔山羊〕　hwiizaa，→beebee／～を呼ぶ
　］eif　menumenuu
やきいん〔焼き印〕　，jaei？iN
やきうち〔焼き打ち〕hwi2zimi
Eやきどうふ〔焼き豆腐〕　，3acidoohu，　kaN－
　toohu
やきばり〔焼き鍼〕　’jacibaai
やきも．き　？aslgacinoori，一→L・らいら／～
　する→？asigaci
やきもr監　一〉おオ、やき， しっと
やきもの〔焼物〕’jacimUN，すや．き，せと
やきん〔夜勤〕　，ju多im｛　　しもの，とうき
やく　〔役〕　　つja」ku，　（敬語）　？uja」klエ．／～さこ立つ
　，5akutaCUN／～に立たないもめdaimUN，
　maahaNdaa
やく£厄〕　’jaku，→やくどし，わざわい／
　～が晴れることha＃ijal〈u
やく〔焼く〕　？abuju馬’jaCUN，　→もやす
やぐ〔夜具3kaNzimtiN，7．asleidoogu
やくがい〔屋久貝〕’jakugee／～の蓋ciciN－
　taa，　eiieiNtaa，　eiiciNtoo
やくざ　　hurimUN
やくざいし〔薬剤師］　’jaQcu1〈u
やくしゃ〔役者〕sibaisii，’udu璃aa
やくしょ〔役断〕　→gaa／～の名→baNdu－
kuru，　baNzu，　eigucigeebaN，　gttsjuiN，
　hwirazu，　kuramutu，　sieagui，　sjunoo－
　4a，　sjuZasjukura／～仕事？weedaibaN－
　si
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やく
やくじょう〔約定〕　’jakuzoo，一ケとりきめ
やくしょく〔役職〕→7vaa／～名→いかい
やくそく〔約束〕．，jakusuku，→けいやく，
　とりきめ，やくじょう／～するkazikak・i一
やくだつ〔役立つ〕　→やく　　　　　L麟N
やくとく細面〕？ukazi
やくどし〔厄璃’jakudusi
やくにん〔役人〕kwaN掘N，？weeda三ni馬
．？weekaNeu，→かんにん，たいかん
やくば〔開静〕baNdukuru，　baNZU
やくめい〔役名〕　→いかい
やぐら〔櫓〕／人だまを見るための～　，jaQ一
やけ〔自棄｝　？aQpaNgaree　　　　　Lkwa
やけい〔夜警3．　’juumaai
やけど〔火傷3／～させる　siz圭rakasjUN／
　～する，juugeesjuN，　sizirljUN／～など
　で皮麿がむけている者kaas圭Ndaa
やけのこり〔焼け残り〕　／～の木切れhuru－
　hwiiziyi
やける〔焼ける〕’jaki担N，一〉もえる
やこう〔家号〕，jagoo，，jaaNnaa
やさい〔野菜］　’ja＄ee
やさいうり〔野菜売り〕’3邸ee？ujaa
やさしい　cimuzurasaN，　duuja（lsaN，？ll・一
hujaQsaN，　？weNdasaN，　一？uzaNnasi，
　？uzi．mu，（敬語）？uzimuzurasaN，たや
　すい／～人？weNdaa，　cimuzuraNeu，（敬
　語）？uzimuzuraNcu／～ものd“u3a畷i，
　duuja亭imuN／やさしく’jahwaQteeN，
　’jahwaQteeNgwaa
やし〔椰子〕　7jaasi／～の実’jaεしsigwaa
やしき〔屋蜘’jas圭瓜→おやしき／～の祈
　願’jasicinti？ugwaN，→？ugwaN／～の
　地代’jasiciganee　　　　fだておや
やしないおや〔養い親〕　’∫as呈nee？uja，．→そ
やしないご〔養い子〕gikaneeNgwa，’3a－
　sineeNgwaジ→ようし
ゃしなう〔養う〕　9孟kaぬajUN，　’jaslnajUN
やしやご〔玄孫〕hwicimaga，　hwici？Nma－
　ga
やしろ〔社〕　kami？asjagi，→？ugaN，，uga一
　Nzu，→おみやづみや
やしんこ野心〕　，3asiN
やすい〔安い〕　，jaQsaN／安く買うこと　，ja一
　麟gooi／安くする，3a麟m宝jUN／安くなる
やすうり〔安売り〕　’ja寧i？ui　　L’ja學inUN
やすまる〔休まる〕　，ja錘通ajUN
やすみ〔休み］，jasimi，→きゆ5そく．．
やすみどころ〔休み所〕　’jukuidukuru
やすむ〔休む｝　’jukujuN，’jageinUN．（敬語）
　？weesim玲eeN，→きゆ弓そく／休ませる
　’jUl〈’waasjuN／～番　’jukuimaarUu
やすめる〔休める〕　，ja瓢m圭jUN
やすもの［安物〕　deeja号ii，，5a的mUN
やすやすと〔易易と｝　duujasiQteeN，’3asi－
　jasitu，　’jasiQteeN
やすらかに〔安らかに〕　’担ajaa七U，→おだ
やすり　，ja寧ii　　　　　　　　　　しやか
やすんずる〔安んずる〕　’jaSUNzj3UN，→あ
　んしん．／’Yこと’jaSUNzi
やせい〔野生〕naNkurumii，→じせい／～
やせち〔痩せ地3　hagi　　　　しの，jama一
やせるgazirijaN，’5a萌UN，’joogari．jUN，
　，jubieuN，　sazirijuN，　sugijuN／やせた者
　’eesazii，　’eesugii，　gaziri　muN，　’」’asiga一一
　1’UUノやせたさま，joogayihwiig3ri
やたて〔矢立て〕　，33tati
やたらに．eaQsaNkaQsaN，　musjookusjoo，
　→miQ七a，むしょぢに
やちん［家賃〕　，jaciN
やつ〔奴3　hjaa，　，jakara，　→，5批kari一
やっかい〔厄介｝．，jaQkee，→．めんど5／～
　である？aNmasjaN／～な預かりものtui一
？agikee／～なこと？aNmaSimuN，
　teemUN，多aahweegutu／～になる
　’W4NdajuN
やっかい奄の〔厄介者〕　，jaQkeemUN
やつがしらく芋の名）　giNnuk：u
やっきょく〔薬局〕’jaQcuku
やつす〔塞す〕　，jagit2jUN
やっつ〔入つ〕　，’
?↓k
「や
jaagi，（時刻）’jagi，→haci
?
8e2
やる
やっつける　baNmikasjuN，　hwirakasju－
　N，　sigikijuN
やっと　，jaQtukaQtu，，300jaku，→とうと
やつれる〔婁れる〕　，jag宝rijUN　　　　　Lう
やど〔宿〕　，jaadu，，jadu，碗やどや
やとう〔雇う〕　，3試ujUN
やどかり（節足動物の名）？批maN，→？aN一
やどちん〔宿賃〕　，jaduciN　　　　Lmaku
やξなし〔宿無し〕　’jaamadii
やどや〔宿外〕　，jaadu，　，jadu，　，jaduja
やどる〔宿る｝　，jadujUN，一〉とまる
やなぎ〔柳3　，ja益azi
やなぎこうり〔柳行李〕　’janaziguui
や藍こ二〔脂〕　　　，jani
やぬし〔家主〕’jaanunuusi
やね〔屋根〕．，jaanu？wii，→hwaahuu／～
　をふく→？irica，’jaabuci
やはん［夜半｝　，jahwaN，，juhwaN，→よな
　か／～参り，jahwaNmee
やばん〔野蛮〕　，3abaN
やぶこ藪〕’jamagwaa，→しげみ
やぶか〔面諭’jamaga4aN
や占ξにっけい（植物名）　sibaki
やぶにらみ　sjoomi／～の者sjoomaa
やぶりすてる〔破り捨てる〕　，jaisitijUN
やぶりちらす知り散らす〕　’jaihoojuN
やぶる〔破る〕　，jaju琴，→さく，ひきやぶる
やぶれ〔破れ〕　，jari／～や裂け，jarisaki
やぶれめ〔破れ農〕　，jarim嬬→さけめ
やぶれる〔破れる〕　，」鍛三jUN，→さげるノ破
　れたかさ，3arigasa／破れた1日目，jariziN
　／破れた障子．，jar圭？akai／破れたり切れ
　たりしていること’jariciri
やぼ〔野暮〕　｝）膿sizOO
やま〔肉〕　’jamt㍉mui，＄aN，→taka多aN，
　taki，　takimui／～の中，jamanunaaka
やまい〔病］　→びょうき
やまいも〔由芋〕　，jama？N蹟U
やまおく〔由奥〕　，jama？uku，一〉みやま
やまかがし（蛇の名）　hwiibaa
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やまがたな〔山刀〕　，3a獄駄nazi
やまがわ〔山川〕（地名）　’jamagoo
やまくろき（櫨物名）’jamagurUC三
やましごと〔山仕事］／～の競争，jamasjuu－
　bu／～をする者’jama？aQcaa
やまのは〔山め端］　，jamanuhwa
やまびこ〔由彦〕　，jamabiku，，jamahibiku
やまみち〔山道〕，jamam呈ci
やまもも〔山桃〕’jamamumu，　mUMtl／～
　売りの淫乱UmU？ui？aNgW翫a
やみ〔闇〕　，jami，→あかつきやみ，　くらや
　み，よいやみ
やむ〔病む］　，janUN，→びょうき／病み褒
　える，3＆b捻iju層
やむ自とむ］　’janttN，→とまる
やめる〔止める〕　’jami5UN，　E？UCUN，→と
　める，よす／やめておく’joosjoOCUN
やもめ〔寡婦〕　’jagusami
やもり（動物名）’jaaduu
やり〔槍〕♪jai
やりかけ　siikakd，→しはじめ
やリカ、｛ナる　　　sikakijuN
やり．かた　SiijOO，　SiinaSi，護jOOS焔a狙a，
　sikata，　→しカ、た，　ほうほう
やりかねない　／～こと（～者）．sliciroo
やりくり〔遣り繰り〕　kuimaasii／　～する
　kuimaasjUN，→さんだんする／～するこ
　と　（～するさま）？icaasikwaasii，’jara－
　eaikwaaeai，　’jarasiikwaasii
やりすごす〔遣り過ごす〕haikwaasjUN
やりそこない　siijaNzi，　sii33Nzigu搬，→
　しっぽい，　ふせいこう
やりて　　siti／　～ばば？aNmaa，　＃uri？aN一
やりなおし｛＝やり直し〕　　sii】noosi　　　　　Lmaa
やりなおす〔やり薩す］　siikeesjuN，　siinoo一一
　SjUN
やりはじめ　siikak圭，→しはじめ
やりはじめる〔やり始める〕　sil〈akajUN
やる〔遣る］　，jaras3UN，　kWijuN，　tura－
　sjUN，→さしあげる
やる
やる（する）→する／やりやすU・　siijaQsaN／
　やりそらなこと（やりそうなもの）siici・・
　roO／やりつけるsiinarijuN
やるせない　kuku嫉rusaN
やわらかい揉かい〕’jaltwarasaN／～御飯
　？agibii／柔かくなる，jahwal’aeuN／柔か
　　くする’jahwarakijuN／柔かに’3ahw掛
」’ahwatu，　’jahwaQteeN，　’jahwaQteeN－
　gwaa，　’jooN
やわらぐ〔柔ぐ〕’jahwaraeuN
やわらげる〔柔げる〕　，jahwarakijUN
やんばる〔山原〕（地名）’jaNbaru／　～地方
　への旅，3aNbaruぬbi，，jaNbatabi／～方
　言’jaNbarukutuba／～者’jaNbaraa
やんば5たけ〔山原竹］　’jaNbaraa，
，baraadaki，　’jaNbarudaki
やんばるぶね〔由富船3　，jaNbaraa，
　b raabuni
やんま（とんぼの名）　naakudaamaa，
やんわり　→やわらかい（やわらかに）
’jaN一
’」’aN一一
rmaa
taa一
?
ゆ〔湯〕　’juu，（小児語）buu，　buubuu，→
ゆあみ〔湯裕み〕？usimasi　　　　しさゆ
ゆい　’ii，→ろうりょくこうかん
ゆいごんξ遺言〕　？igUN，？Nzani
ゆいのう〔結納3　sakimui
ゆう〔結う〕　’juujUN，→しばる，むすぶ
ゆうかく〔遊郭〕zu搬u海段，→hananusi－
　ma／～の名gi量Z｛，　nakasima，，wataNzi
ゆうかげ〔総掘］　’juukaag圭，→ゆうぐれ
ゆうがた〔夕方］　→ゆうぐれ
ゆうぎ［遊戯］　／～の名．？aka争ee　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eaNku一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
ruu，　eeNkuruu，　giburusaaee，　cieiliana一
亭ee，　．9iitaa，　≦ぎi圭taanユuN（圭go，　gi（～¢oo，
hwiiziNtoo，　？iijunumii，　？iQeilrutaQeF
ku，　？iQpaa，　？iQsiNguu，　？IQtugaj’eo，？i－
sinaguu，　kagimiNsooree，　1｛urub’as．ee，
kuugatuuee，　kwaQl／｛wiNafooree，　nal　一
ku，　mieimaa，　mlguruNtooruu，　mi一
Qkwaatooruu，　’NmoOgaQkui，　？oosii’一
　too，　paNmikasii，　siijaabuu，　toegeee，
　？usutikwaQkwa￥ee
ゆうぐれ〔夕暮れ〕　？akeokuroo，？iriee，
　’jusaNdi，　’juu？iriee，　’juu？irigat’a，　一一〉
　ゆ　う　カ1げ，　　ゆ　5　ま　く’4れ／　 ～ζこ　　，jllga1｛iもま／
　～に立つ市’jusaNdhnae
ゆうじょ〔遡…＝女〕　hana，　4uri，　4urihaRa，
　→じょろう
うずう〔融通〕　kuimaasii／～する
　　　　　の　maas3UN
ゆうだ．ち〔夕立｝nagigU撚，　nagasi
ゆうちょう〔悠長〕　研きなが，
　である。最盃玉saN
ゆうづきよ〔夕月夜〕’jukunee4iCUU
ゆうとうにん　〔遊蕩人〕一→あそびにん
ゆうなぎ〔夕凪〕　’juuduri
ゆうはん汐叛〕
kui一
のんびり／～
　　　　　　　　　　　　’juubaN，　’juu？ubuN／　一一
代わり’juubaN．bieee／～時’juubaNuui／
　～の支度，juubaNsugai
ゆうひ〔夕H〕　？irihwi，　sagaitiida，→？a－
　ka七 ida
ゆうふく〔硲福〕’juhuku，’juuhuku／～な
ゆうべ〔昨夜〕　，juu．bi　　．しさまhuuhuu
ゆうべん〔雄荊／～な者biNS∫a
ゆうまぐれ〔夕間暮れ〕　’ju．maNgwi，→ゆ5
ゆうめい〔有名〕　→なだかい　　　　しぐれ
ゆうやけ〔夕焼け〕　’jusaNdi？akagai，・3覗一
　saNdi？akee，　’jusaNdi？akeei，　’3’uu？a－
　keei
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’juei一ゆうゆうと〔悠々と〕 ’jugijugiit ，
　QteeN，’3uujuutu，→ゆっくり
ゆうれい〔幽霊〕　，jUU酒圭／　～の話
　banasi
’jUUI’ii一
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ゆれ
ゆうれつ〔優劣〕？u七uci？agaciノ～のない
　こと？UQgikaQgi，一〉こ5おつなし
ゆうわくする〔誘惑する］　hwicijaNzUN，
　ねnukas3u篤　，wakujUN／　誘惑される
　hw量kasari5UN／～手段，wakuidli
ゆえ〔故］　’jui，一〉わけ
ゆおう〔硫黄〕，juuwaa／　～の燃える火
　’juuwaabii
ゆおうじま〔硫黄島〕’3uoogasi！箕a
ゆカ、〔床〕　　　，jul〈aし
ゅかい〔愉快｝　→おもしろい
ゆかした〔床下〕　’5ukasja
ゆがみ〔歪み〕，jugami，，jugaN
ゆがむ〔歪む〕　，juganUN／ゆがんだ書体，j－
　oogaahwiigaagaci／ゆがんだもの，joo－
　gaa，，joogee　　　　．　　「よくする
ゆがめる〔歪める〕　，juga痴3UN，一→わいき
ゆき〔雪〕　一→’3uci
ゆきのした〔雲の下｝（植物名）miNzalgusa
ゆくえ〔行方〕　’担k戯／～不明？asjura
ゆ1ヂ〔湯気〕　　　？agiki，　　huki
ゆこぼし〔湯こぼし〕ca3ju燭aa
ゆすぐ’j⑲ZUN，’UUZUN
ゆすぶる　’uujUN，一〉？amaZuN／ゆすぶつ
　てこわす’uuiwaQkwasjuNゆすぶって
　入れる’uuiNCUN
ゆずりこ譲り〕　’jUlirl
ゆずる〔談る〕’ju多i3UN／譲り合うさま
　cui’juziijuzii，？uuseekarakee／譲り受
　けたもの，ju7．ilTi
ゆたか〔豊か〕　’juciku，’jutaka，→ゆうふ
　く／～なこと　ZUNtak馬→みちたりる
ゆだん〔油断〕　，judaN
ゆちゃくする〔癒着する〕　mieaajuN，　mii－
　jaajUN／～させるための膏薬miijaigoo－
　jaku
ゆっくり　，jOONnaa，，juujuutu，？UQtai－
　mootai，一・のろい，のろのろ，ゆったり，
ゆづけ〔湯漬け〕　，juu3ikii　　　Lゆるゆる
ゆったり　　niguuniguu／～と　→ゆうゆう．と
　／～とした性質　？uhu？Nnlari
ゆでじる〔節で汁〕　，jud2ziru
ゆでだこ［茄で蛸〕　，3udidaku
ゆでたまご〔節で玉子〕　，juditamagu／　皮
　をむいた～’Ncitamagu
ゆでる〔艶でる］　，judljuN
ゆとり　→よゆう／～がある，jUC叢saN
ゆ1ま（食＝西名）　？Nba
ゆび〔指〕？iibi／．～折り数えて　giciju－
　NhwiijUN／～折り数えられる人？圭kuta－
　iniNqu／～折り．数えること？iibiuui／～
　のまた？iibinumata
ゆびきり〔鮨切り〕kaakii
ゆびさき〔指先〕？iibi4aci／～ではじくこと
　？iibibaNei
ゆびさす〔指差す］　→？iibinuci
ゆびわ〔指輪〕　？iibiganii
ゆみ〔弓3　，3umV～の矢，juminu？ija
．ゆみず〔湯水〕　，juumi＃i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’jumi一ゆみ【まりぢようちん〔弓張り提燈〕
　hai
ゆみや〔弓矢3　，jumija
ゆ．め〔夢〕？呈mi
ゆ．らいき〔由来記〕　，jureeci
ゆらぐ〔揺らぐ〕
ゆらめ　く　　　，juもalnicuN
ゆらゆら？amazicikaa，’”
　NkweN，　mitamita
ゆり〔二合〕　’jui
ゆljうこかす〔揺り動かす〕
ゆりかえし〔揺り返し〕　keesi
ゆるい　，jurusaN，→ゆるゆる
ゆるす〔許す〕　”　　●
　kaNbiN，一〉かんべん，きょか
ゆるむ［緩む〕　？ugoo1’ijUN
ゆるめる£緩める〕　，jurumijUN
ゆるゆる
？amazieuN，　？amazuN，
　　　　　　　　　L一一一〉ゆ．れる
　　　　　． utajuta，　kwe一
一〉ゆすぶる．
jux’usjuN，　一一＞nafilreejuN，
　　　　　　georuu，　’joeraakwaaraa，　’jo－
oruu，’鰍盾nmUkwaarUU，→ゆっくり
ゆるりと　，juruitu，，juru3uru，，juruQtu，
ゆ厩揺れ〕→kugee，　kugeei　L→ゆっくり
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ゆれ
ゆれる〔揺れる］　→kugeejUN，ゆらぐ，ゆ
　らめく／ゆれ動く？wiieUN／液体がゆれ
．動くさま，jUQtail｛waQtai
?
よ〔．夜｝　，3uru，，juu，→よい，よる／～が白
　むことsira？akagai，　S三ra？aki
よ〔世〕　，jUU，→じせい，よのなか／～の移
　り変り’jugawai，’juug脚ai
よ〔代〕　’juu
よ（助詞）ii，’∫00，　mllN，一sa，→一kee，一sami
よ〔蒙藝ヨ〕　　　，一ju，　，一juu
よあけ〔夜明け〕　？akagici，’ju？aki，一〉あ
　けがた／　～に起きること？akagici？ul〈i／
　～を待ちかねること，ju簸？乳kasika暮騰
よあそび〔夜遊び3→moo？a寧ibii
よい〔宥〕　，jui，｝jukunee／～の1コ．から眠た
　がること，jukuneeniibui／～の口から限
　たがる者，3uk規nee掘圭bujaa／～の明星
　’juubaNmaNzaa，　maNzaabusi
よい〔酔い3’wii
よいξ」曳い〕　→いい，，jukaxu，よろしい／
　よく’jUU／よく仕上げるsiinasjUN／よ
　くできるdik圭jUN，？NmarijUN，，　jukaju－
　N／よくできた稲，jukai？Nni／よくでき
　たさつまいも’jukal？Nmu／よくできた
　砂糖diki多aataa／よくやったsitai，　sl一
よいいち〔認証〕　，jusaNdimaei．　　　Ltari
よいごこち〔酔い心地3’wiigulくuci
よいざまし〔酔い醒まし〕’wiisamasi
よいしょ．’eekicamee　　　　rふカ・し
ょいっぱりこ脊っ張り〕　miiguhwaai　→よ
よいなき〔酔い泣き］’wiinaci
よいやみ〔麿闇〕　’jukuneegurasiN
よう〔用〕　？umumuci，（敬語）9両uu，→よ
　うじ／～のなくなった物．」血uzuei鍍瓢UN
よう〔癖〕　，joO　　　　　　　　　　　「ある
よう〔様〕gutu，→一gukurit，　guutuu／～で
i
1
i
806
　gutOON／・Nfにgutu，一nee，一）guutuu
よう〔酔53．，wlijUN／酔いしれる　，wiihu一
　「量jUN／酔いつぶれて寝ること　，wiikuru－
　bi，’wi加iNzi／酔って暴れまわること
　’wiNgwii
ようい〔用意〕　，juui，　sikooi，　sitaku，　SU一
　寒ai，→こころがけ，じゅんび／～するsi－
　1〈oojtiN，　sugajuN，　一一一〉’juui，sinjukujuN，
　sinul〈ujUN／～するさま　（～すること）
　sikooimul〈ooi，　一sinukuimatakui
ようい〔容易〕，jooi，一r＞たやすい／～であ
　るduu5段QsaN／～なことduuja麟靱UN／
　～eこ；　　duujεし寧i（）teeN，　→，jooi
よ：うか〔8臼〕　haeinici
ようがさ［洋傘｝　kaabujaagasa
ようかん〔羊墾〕　maamigaN’
ようき〔容器］　？i3・圭MUN
ようぎん〔洋銀〕．’3aNziN
ようくん〔幼君〕　→わかぎみ　　　　「3aa
ようけいぎょうしゃ〔養鶏業者〕tuigikana一
ようさい醸菜X植物名）？UNcee．
ようし〔養子3gikaneeNgwa，’joosi，→い
　りむご？やしないご
ようじ〔用事〕　，juuzU，，juuzukaei，→よう
ようじ〔楊子〕’joOZ呈　　　　　しむき
ょうじ〔幼蹴　kuusainl，→よ5しょう
ようしき〔様式〕→hwinagata
ようじゅ〔熔棚　gazimaru
ようしょう〔幼少〕　’juusjuu，→ようじ．
ようじん〔用心〕　，juusiN，　kukuri，　MUNL
　riu？ati／～する　kukurijUN，→七aNki－
　jUN／心の中では～すること→sicadama－
　si
よそ
ようす〔様子〕　，jOO＄i，→hUUzi，　mujoO，　si－
　kata，　sitaraku，、si多ama，多ama，ありさ
　ま，すがた，なり，ふうさい／～を見る
　撮1maJUN
ようすい〔用水］　gikeemi7，i
ようそう〔洋装〕　？uraNdasugai
ようだい〔容態〕　，jOO亭i，，jootee，
ようとんぎょうしゃξ養豚業者］
　rajaa
ようはし、麺遙諄率3
　si／’y式→coonu？Un，iuhwee
ようばい褻楊梅〕
「じょう
→びょう
？waaka一
？utaNkaatuusi，　？utuu一
　　　　　　　　　　’jamamumu，　mumu／初
　めての～haglmuniu／～を売る娘mu－
　mu？ui？aNgwaa
ようぼう溶貌〕　girakaagi，　kaagi，（敬語）
　，Ncaagi，→かおだち，きりょう
ようむき〔用向き〕　？u搬umueち一｝よう
ようめい〔幼名］　→わらべな
ようやく〔漸く〕　→とうとう，やっと
よかん〔余寒〕，wakaribiisa
よき〔斧｝　，jUllci，→おの，ておの／～のノ1、
　型のものsaahUNgwaa，　saa11UN3uuci
よく〔欲〕　’juku，　dijuku，　rijuku
よくあさ〔翌朝〕
よく｛ずつ〔翌月〕
よくじつ｛翌El）
よくねん〔翌年〕
よくばり〔欲弓長り〕
　hatijukuu，　rijuku
よくばる〔欲張る〕
よ　く　よ　く　　　　，5u1（ujuku，　，julくuu3ukuu　 ，juu－
　kuujuukuu，　m垣ku，→ねんいり
よくよくじつ〔翌翌臼〕naasat．i
よくよくぬん〔翌翌年〕　naaNCU，　naajaaN
よけい〔余計｝→よぶん／～なこと　？waa－
　bagutu／～な出費？waaba7，il〈ee／～な心
配？waabasiwa，　？waaba？umii／～なも
　の？waaba，？waabam耳N
よこ〔横〕　’juku／～にそれさせる’諏kU－
　sjUN／～になる→kakijUN／～になって
naaca？asa
naa7vlel
naaea
’jul〈udusi
　　　’jukuu，　’juukuu，　一〉
　　，どんよく
　一〉’jul〈u
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　話をすること　kakibanas▽～に引いた
よこいと〔横糸〕nucl　　L水’jul〈umigi
よこがお〔横顔〕　’jukugau
よこぎる〔横切るコ　kUNcijuN
よこじま〔横縞〕nuci？aja
よごす〔汚す〕　’jugusjUN
よこたえる〔横たえる〕　，juku毎eiUN
よこ右よう喉丁〕s諏uz量
よこっぱら〔横っ腹〕吟わきばら
よこどり［横取り］　，jukudui／
よこねξ横根〕　biNduku
よこのり〔横乗り〕　subanui
よ，二‘ましり〔横走り〕　　，jukubai
よこぶえ〔横笛〕　haNSjoo
よこみ右〔横道〕
よこむき〔横向き］　subaNkee
よこめ〔横霞〕　　◎’●
よごれ　？aka，，’
　hanUN／～がひどいこと
よごれる〔汚れる〕
～する’ju－
　Ll〈usjuN　・
’jukumici，→わきみち
　　　　　　　　　hwieimi，　sjoomi，　subami
　　　 　　　　　コuguri／～がたまる？aka一
　　　　　　　　　　　　　　　一＞miNkwaauti
　　　　　　　　　　　？al〈ahanuN，　’jugurij’一一
　UN，，wincajUN，→けがれる／ところど
　ころよごれたさま？ajagaeikoogaci
よざい〔余財〕’ju7vee
よし　→too
よしあしξ善し悪し〕　，jusi？asi，　ziihuzi
よしたけ（櫨物名）deeku
よじのぼる〔繁じ登る｝　？agujUN
よじる〔涙る｝　→ねじる
よじ：れる［Xれる〕　mudijuN
よす〔止す〕’→やめる／よしておく　’joOSあ
OOCUN，　’jOOSj’OOj’UN
よすみ〔四隅〕　，5U麟韻
よせあつめるこ寄．せ集める〕　nucaasjUN
よせる〔試せる〕　，jusijUN　　　　「tasima
よそ［余所〕　，jUSU，→たきょう／～の部落
よそう（食べ物を）　？il’ijUN，（敬語）？uka－
　glJUN
よそおい麺装い］
よそ．お．う〔装う｝
よそみ〔余所見〕
sugal
sugajUN，→けしょうする
’jukumi
tt
よ．そ
よそめ〔余所目〕’jusumi
よそもの〔余所者〕　tabinziQCuu
よだっ　→み
よたよた　giruglru，．一→よちよち
よだれ〔誕｝　，juda2，　kueisiru／～をたらし
　てしゃべること，judaikuuzoo／～を流す
　さまziizii
よ右よち　burabura，　girugiru，一〉よろよ
　ろ／～歩きburaburaa？a（lci
よつあし［四つ足〕　　’jugi？asi
よっか〔4臼〕　，jUQka
よつカsど〔四f＝）角］　　　，jugi？azimaa，　kazima－
jaa，　一｝？azimaa
よつだ｛ナ〔四つ竹〕　　　，jugida1｛ま
よったり〔4入］　，jUQtai　　’　　　「一〉し
ょつつ〔匹1つ〕　，jtlug．i，，juu，（時亥1），jugi，
よっぱらい〔酔っぱらい〕　，w竣caa，，wiQCU，
　，wiQCUU，→，wiimUNhurimUN，さけのみ
よづめ〔夜i謝’ju麟撚i
よつゆ〔夜露〕　　　，jugiju
よつわり〔且つ割り｝　’jugiwai，’3aU¢iwai
よつんばい〔四つん恥い｝？iNgWaabOoi
よとう〔与党〕→sirua
よどおし〔夜通し〕　，junagata，，junaga七a
sanagata，　’」’usiga，　’」’uil？akiduusi，　’」’u－
　u？akiduusii，　’juzuu
よとぎ　〔夜伽〕　，3uutuzi
よとせ〔4年1〕　，j批u．
よどむ〔淀む〕　，judunUN，→ちんでんする／
　淀ます，3udu瓢i3UN／～こと’juudu
よなか〔夜中］，5ahwaN，，juhwaN’junεしka，
　→よる／～中’juzuu／～に帰ること　’ju－
　nakamudui
よなのか〔四七欝〕　，junaNka
よなべ〔夜業〕　，juunaabi／～する場所’ju一
よにん〔4人〕’jUQtai　　　　　Lunaabl量
よねん〔4年〕　，jutu．
よのなか〔世の中〕　，jununaka，　sik三N，→せ
よは〔余波〕．nagur－1　　　　　しけん，よ
よぴあつめる〔呼び集める〕　’jubisuraa－
　SjUN
1
1
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よびだす〔呼び出す〕　’脚b重？Nzasj賦
よ．びもどす〔呼び戻す〕　’jubimudusjUN
よびよせる〔呼び寄せる〕　，jubijus圭jUN
よぶ〔呼ぶ〕’jubUN，→？eez重
よ“～、カ、　し〔夜更力、し：｝　　，jUtA〈量，　　一一〉よ、、っ｛＃ごり
よふけこ夜更け｝　tuei寧il’i，一〉まよなか
よぶん〔余分〕？amai，’3ucii，？waaba，
？waahwa，→よげい
よ｛まうe予防〕　　meekanijoozoo
よほど除程3　，juhudu，→かなり
よまわり〔夜回り〕　，」“u濫aai
よみかき〔読み書き〕　／～そろばん→hWi－
　QsaN／～のできる人陰iMiNCU
よみ右〔夜道〕　，jumlei，，juumici
よむ〔読む・詠む〕　，junUN，→えいずる
よめこ嫁〕’jumi，（敬語）？weejumi／～い
　びりする者’jumi？ibiraa／～入り先ku－
　sjatil〈ata／～入り前tacimee／～に行く
　もaCUN／～に．行くこと　diQsiN／　～にやつ
　たり婿をもらったりすること’ju皿iduレ
　mtikudui，　mukttduijumit一”ui
よも〔四方3
よ跨ぎ〔蓬〕
　uglmuel
よもすがら
’jumu，→しほう
huugibaa／～を入れた餅hu一
　　　　　　　　→よどおし．
よゆう〔余裕〕　，juciihwa，，jugimi／～があ
　る，jucisaN／～練石と　，jug圭jugiitu，，ju－
ciQteeN／．～を服す’juciijllN
よリ（助詞）　一jaka，一juka一
よりあいしごと騰り合い仕事〕　’jureesi一
環utu
よりあつまる〔霧り集まる〕　→あつまる
よりいと〔操り糸〕、→s圭．ranaa
よりかかる〔剃り掛かる〕　？U（鵠aka3UN
よる〔夜］　，jur馬，juu，→よ，よなか／～の
寒さ，juuhw圭ZUi／．～のしじま，jusiz轍i／
　～畳’juruh～v宝ru
よる〔寄る］　，jujUN，もUNmigujuN／審り道
よる〔繕る〕　hwinijUN　　　　　L→わき
よるべ〔霧辺〕　tajui，→たのみ
らん
よれよれ　→しわくちmp／～の着物bita七a一
よろい〔鎧3，jurui　　　　　　　LiziN
よろける　寧iikujUN／～ことs盤kui丑Qori
よろこばしい〔喜ばしい〕hukurasjaN，→
　　うれしい　　　　　　　　　　　　　　「うれしさ
よろこび〔喜び〕　ci狙uhukui，，jux’ukubi，
よろこぶ〔誓ぶ〕　h“ku5UN，，3urukubUN，
　　→hukurasjaN，？UQsiaN／喜び騒ぐ？i一
、　S3aka3UN，？iSjaakaajuN，一→きんきじ1や
　　くやく／人知れず～こと→hueuku］ru？o一一
よろしい　’jutasjaN，→いい　　Loz呈mee
よろめく　→よろける
　よろよろ　burabura，　siikUimeelcui，→よ
ようん〔世論〕→suukaNgee　　したよた
ようんじま〔与論島〕　’jUNnu／～と沖永良
　　部島，jUNnu？ir爲bu
よわし涯弱い］　’300saN，（・体が）’jahwara－
　　saN，→びょうじゃく，→よわよわしい／
　　～所’joomi／嚢｝く　’jOON，’jOONgwaa／
　　弱くなる’」◎ojUN／弱そ弓であるmiija一
　hwaragisaN／弱そうに見えて強い者si儲
　pitaigaNzuulnuN，
よわね〔弱こ剖／～をはく’wabi趣N
よ　IPまる〔弱まる〕　，300jUN，→たよりない，
　よわる　　　　　　　　　　　　rjaa
よ7 むし〔弱虫〕　biiraa，，300baa，　sipita一
よわよわしい〔騎弱しい〕　muRujoocigi－
saN，　mupuj◎ogisaN，→たよりなu・
よフわりめ〔弱り図〕　　’joρmi
よわる〔弱る〕　，∫abirijUN，，jahwaraCuN，
　’joojUN，→すいじゃくする，よわまる／
　弱ったもの，jooiMUN，，jOO1’llllUN
よん〔4〕　 し
ょんかい〔4回〕　，謳keeN
、1んとうぶん〔四等分〕　→しぶんのいち，よ
よんなん〔四男〕．，junaN　　　　　しつわり
よんひゃく〔400］　sihjaaku／400文’juku－
　mui，　sip．iaaku／　450文　　sipj　aakugUN－
　zuu
よんりん〔4厘〕　nihjaaku，．七akumui
?
ら〔等］　（接尾）一㈱a，一taa
V－F　buta？aNda，　butaju
らいげつ〔来月］　tagici
ライチー・（植物名）　．riici
らいねん〔来年〕　，jaaN
らいはい〔礼掬→’jugi？unjuhwee，？uni－
hwee，　？unjuhwee，　？tmuhwee
らいびょう獺病〕kUNci／～患者kUNcaa
ラオ〔羅宇〕cisir珍oo，　roo
らく〔楽〕　raku，→あんらく，きらく，ようい，
　らくらくと／～であるduu3εし（茜皐N鐸ii3a－
　QsaN／～に暮らせること？uhumaaru
らくいん〔落胤3　？utusidani，→おとしだね
らくいんきょ〔楽隠居〕　i’aku？iNcu
らくがん［落雁〕　koogwahs圭
らくじつ〔落購　→ゆうひ　　　「→かんせい
らくせいいわい〔落成祝い］　s3ubi？ulwee，
らくたん〔落胆〕　cidai，　girudai，→がっかり
らくちゃく〔落着3　dakucεらku，　rakucaku，
　→おちつく
らくらくと〔楽楽と〕　rakurakutu
ら　しし、　　一9｛saN，　一X’aasjaN
らしんばん〔羅針盤〕karahaai
らち〔坪〕　daci／～があかない→daci
らっかせい〔落花生〕　ziimaami
らっきょう　daQCOO’
られる（受身）一rijUN，（可能）一jUUSjUN，
　一rijUN，　（尊敬）　一mi亭eeN，　一N亭eeN，　一rijUN
らん〔蘭］／～の一一種naguraN
らんかん［rw干］　daNkaN，　raNkaN　「かる
らんざつ［乱雑〕　k：acihoorii，，jama，→ちら
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らん
らんせい〔乱世〕　midar圭juu，→？lkusaj　tiU
ランプ　daNpu，｝raNpu
らんぼう〔乱暴〕　？ayaci，→boOδuisiiδui，
　boogai，胆ahwee／～である？arasaN／
　～狼籍多絵hwee罎hwee／～を働く　七i－
beej’uN
1らんぼうい〔蘭方医〕’jamatu？is3a
　　らんぼうもの〔観暴者｝？amaimUN，？ama－
　　　jaa，　？amasitamuN，　？aNmaku，　maku，
　　　，Nzar圭muN，　＄itiniaku，亭i毛圭mUN，多aa－
　　　hweemuN
?
り〔利〕　dii，1’ii，→えき，　とく，　りえき，り
り〔里〕　”t‘i　　　　　　　　　　　　　　しとく
りえき〔利益〕　’ici，　sjuutuku，→えき，り，
りえんす．驕k離縁する3→nUCuN　しりとく
りかいする〔理解する〕numikURUN，’wa－
　kajUN，→りょうかい
りく〔陸〕　？agi
りげん［狸諺〕　多ukugu，→？ikutuba
りこう〔矛亘口〕　／～さ　七akUma，→こりこ
　うノ～である→？uziraasjaN，かしこい
りこうもの〔利日者〕　kavabasi，　sjo⑪？ira亀
sj’oo？irimuN，，　takzimaa，　takumaeiraa，
　takumacirimuN，→かしこい
りし〔利子〕　→りそく
りせい〔理性｝　→kani　　　「takarihwii
りそく〔利患〕　dii，　r呈i，→りりつ／高い～
り． 垂ｬもの〔律義者〕　→meel〈atakaslraa
り　っカ、〔立夏〕　　　】L’i（≧kaa
りっしゅう〔立秋〕　riQsjuu
りっしゅん〔立春〕　riQsjUN
りっしん〔立身〕diQsiN
りっとう〔立冬〕riQtuU
りっ1ま〔立派〕　．di（｝pa，　riQpa，　zoobUN，→み
　ごと／～な→cura一／～なことば使いcu－
　ra？uuhuu／～な動．きzoocibai
りっぷく〔立腹〕？izi，　d1卿uku，　haradaci，
　践（≧puku，→おこる
りとう〔離島〕　hanarizima，→hanari
りとく〔利得〕　r琵uku，→とく，り，りえき
り1：ゆう〔離乳〕　→ちぢばなれ
りびょう〔痢病〕ribjoo
べつ〔離溺3　ribici，→わかれ／～する
　一一＞nueuN
りゆう〔理由〕→basju，　eimuee，’waciee，
’waki，わけ
りゅう〔籠〕面u，ruu
りゅうおうさま〔龍ヨ三様〕　duuooganasi，
　ruuooganasl
り　ゅ　うt｝、〔琉歌］　　ruuka，　→？uta／　～とう角目歌
　の混合体？imahuu，　nakahuu
りゅうがん〔龍眼〕　（植物名）　d圭NgaN，擁一
　NgaN
りゅうぎ〔流儀〕huuzi／常識はずれの～
　hweeraNhuuzi
りゅうきゅう〔琉球〕　duucuu，　ruucuu／～
　王統治下の時代？uc泌aajUU
りゅうきゆうおもて〔琉球表〕，ihnusiru／
　～の畳，i温ata黄
りゆうきゅうがき〔琉球芋〕　kuruboo
りゆうきゅうだけ〔琉王求竹つ　　’jaNba｝’aa，
　’jaNbaraadakl，　’jaNbarudaki
りゅうきゅうはぜのき（植物名）　hazi，　ha－
　zig圭
りゅうこう〔流行／　hweei／　～する　hwee－
jUN
りゅうこうか£流行i歌〕　hweei？uta，　→ha一
？uta，　hwa？uta／～の名→hweei？uta
りゅうこうご〔流行語3hweeikutuba
81e
るざ
りゅうこうびょう〔流行病〕　huuci／～が大
　いにはやる　huucigamarasjaN／～よげ
　huucigeesi　　　　「れること？iihumaki
りゅうしゅつど〔流出土〕　？iihu／～にかぶ
りゅうぜつらん〔龍香蘭〕　dugwai，　rugwai
りゅうれん［流連〕　7．urinujaagumai／～す
　るhwirikumajUN，→いりびたる
りょう〔漁3　一〉いさり
りょう〔量〕　si．CU，　sjaku／～が多いsieu一
　？uhusaN
りょうあし〔両足〕　murubisja
りょうかい〔了解〕．tui？uki／～するtui？u－
　kijUN，→りかいする
りょうきん〔料金〕　ciNsiN
りょうし〔漁良爾〕　？ijuもujaa，？umi？a（≧eaa，
？umiNcuu／～をする→？aQCUN
りょうし〔猟鰯’jamasisitujaa
りょうしゅうしょう〔領収諺　？ukidui
りょうしん〔両親〕　huta？uja，→？uja，ふぼ
りょうする〔領する〕　kakijuN
りょう右〔領地〕　kagee，？weekazi，（敬語）
　？ukakiziina，　一kuni，　sima，　simakuni／
　～とま二二米simacizOO／　～内kagee？uci
りょうでし、〔料亭〕　→りょうりや
りょうば〔両刃〕muruhwa
りょうほう［両方〕roohoo，　sirikuci，　siru－
　kuci，→そうほ5
りょうもく〔量目〕　ciNMi，　MUNmi
りようlj〔料理3　hOGCUU／～の材料が少い
　ことtiiciyiboocuu／～の名など？aasa一
　？iariei，　？asitibiei，　biragaramaei，　buku一一
　bukuu，　bul〈ubulguzaa，　cirieirii，　eaN－
puvuu，　gil〈i？agi，　diNgaku，　duruwaka－
　sii，　guNbookumii，　hana？ika，　hwira－
jaeii，　？inamuduei，　kabacideekrmi，　ka一
1
1
　baguboo，　1〈abajaei，　kasitira，　koobee－
　tamagu，　kuubu？irici，　kuubumaei，
　k unii，　kuu？Nmunii，・kuurizisi，　inaa一
㎜macaNpuruu，　m1瓢lgaa臼as1脚1，　m1輔
　nudaru，　musubikuubu，　muzinu？usiru，
muzi？usee，　naQtuu，　nltamairukuzuu，
nuNkuu，　？Nbusil，　？tsTmookasii，　？Nmu－
　1〈uzihwirajacii，　？Nmunii，　？oohaNbiN，
poopoo，　puQturuu，　saNmi，　sikaniudu－
　ei，　simimuN，　sisi？iriei，　sisitiNpura，
taacii，　taa？Nmunii，七asijaa？ubUN，七i－
　bici，　toohunukasi？iriei，　tuNhwaN，　tu－
　NhwaN7．uusii，　tuNaiiguusiii　？uigwaa一
　？usee，　？unimuN，　？usaNmi，　？．utibiei，
？uunii，興usi▽念入りに～する→tii？a－
　Nda／貧弱な～sabimUN
りょうりにん〔料理人〕hoocuu
りょうりや〔料理屋〕　sakanajaa／～の女給
sakanaj’a．awinagu
りよく〔利欲〕　di3uku，　rijuku，→よく
りSくず〔緑豆3？oomaamii
り　ょ　く　ち　く（檀物名）　　meしata」ku
りょくもん〔緑門〕　kiinuhwaa？uzoo
りょこう菱旅行〕　？aQci，　tab㍉→たび
りょそう〔旅装〕tabisugai
りりつ〔利率〕　rihwii
りんき〔二二3→しっと／crするものdi－
　Nca哉，　r1Nca我
りんぎょう〔林業〕／～に従事する者’ja一
軒a？aQcaa
りんげつ〔臨月〕nasi4ici，　saNgici
りんじ臨時〕　hu七u
りんじゅう［臨終〕　］11ii？utui
りんず〔堅手〕　riNSU，1’iNzi／　～の礼服
　riNziw tazlN
りんびょう〔淋病〕　siibaijaNdi
?
るいこ類3　rui
るし、れき〔二丁i〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
gurui，　一hu5u？wiigurui　i，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　811
iるざい〔流罪〕
h n
simanagasi／～にする→
るす
るす〔留守〕／～番’jaaRubaaN／～を守
　る奥様，Ncuca？ajaamee
ルソンとう〔ルソン鹿〕．rUSUN
るりはこべ（植物名）　miNna
?
　～の力のあるmasaSJaN
　亭iida1頸asaN，
　ること
　まれsaadaka？Nmari
れいう〔冷雨〕simu
れいき〔冷知hwizui
れいぎ〔礼儀］　riizi，多aNmee，→？US5udee，
　さほ5／～作法riizlsahuu／～作法を教
　えることmUNnaraasi／～作法を学ぶこ
　とmUN礁aree
れいきん〔礼金］　riizi
れいけん〔霊験3　→れ．い
れいこん〔霊魂｝　→たましい，れい
上し、し〔蕩枝〕　　1’iici　　　　　　　　　　　　　　　　「L、
れいしょう〔冷笑〕　siraWaree，→あざわら
れいぜん〔霊前3　diiziN，1’iiziN　　　　Lci
わいそうξ礼装〕　eOO？isjoO，→cooha．cima一
れし、〔例〕　　1’ii，　tatui
れい〔礼〕rii，→おれい，おれいまいり，ら
　いはい，れいぎ，れいきん
れい〔霊〕→たましい／～の力saa，　sizi／
　　　　　　　　　　　　　　　iaN，　saadakasaN，
　　　　　　　　　sisidakasaN／～の力に負け
　　　　　　→saamaki／～の力をそなえた生
れいふく〔礼服〕．／～の名ciiziN，　cooziN
　（cooziNの種類kurueoO，　sirucDo），
　？irumuciN，　tanasi（敬語’Ncanasi），
　’wataziN　（dwrlj　’wataNsu）　（’wataziN
　の種類biNgatawataziN，　maNwata・一
　ziN，　xiNziwatazi．XT，　simuwataziN，　si－
　ragawataziN，　tanasiwatazlN，　tizima－
　wataziN）／王の～？umaNtuN
れいらく〔零落〕？titisiziml／～する’Ndレ
　3UN，→おちぶれる
れいれいしい〔麗麗しい〕　riri（～saN
れきしじだい〔歴史時代］→nakag掘ee，
麦tる　→られる　　　　　　　Lnaka瓢ukasi
れん〔聯〕reN／～を書く赤い紙sjug・imi
れんあ「い〔恋愛〕　→こい
れんが〔煉瓦〕　riNgwa，　sicigaara
れんが〔連歌〕　girani
れんじゅ〔連珠〕gumuk：unarabiee，　gu。
　mu1ζこunarεし麦）ii
れんしゅう〔練習〕　→けいこ
れんにゅう〔練乳〕　booduru
?
ろ〔櫓〕　ruu／～と駝　ruukazi
ろ〔炉〕→ziiru／反故を燃やす～h租Nzレ
’ruu，　huNzva’uu
ろう〔牢｝rUU，→ろ5や／～に入れること
　一｝ruugumi，　tuusja
ろうか〔廊下〕　慣N
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ろうがん〔老眼3　七usjuimii
ろうここ老後〕．？wiina？Wiina
ろうじん〔老人］→としより
ろうすい．〔老衰：〕　tusjui300i，→おいぼれ
ろうそく〔蝋燭〕doO，　roO／～の燃えかす
　dookusu，　rookusu
わか
ろうと〔漏斗〕　zoogu
ろうどう〔劣働］sikuci，→buuwa4a，しごと
ろうどうしゃ薮品品者］　？agaeaεし
ろうどく〔朗読〕　simihziku
ろうばい〔狼狽｝　一一一〉あわてる，うろたえる
ろうひ〔浪費〕　kw♀ehoorii，　ziNdaari，　ziN一
　・sitigutu，→むだづかい／～する者ziN一
ろうもう〔老弱〕　→も5ろく　　Lteesjaa
ろうもん〔楼門〕　turi
ろうやこ露屋〕　ruuja，→けいむしょ，ろ5
ろうりょくこうかん〔労力交換〕　，ii／～を順
　に行うこと’iinlaaru　　　　　　「鷺u一
ろく［6］　duku，　muugi，　ruku，111uu，→
ろく〔1豫〕　→ほうろく
ろくがつ［6月〕dukugwagi，　rukugwagi
ろくじゅう〔60〕　rukuzuu
ろくしょう〔緑青〕？oosabi
ろくじょうどうふ〔六条豆腐〕
ろくにん〔6人〕
ろくねん〔6隼3
ろくりん〔6厘〕
　kurnui
　　　　　　　　rukuzuu
mu（1七ai
揃uもu
saNbeku，　saNb3’aku，　mi一
ろけんする〔露見する〕　？arawarijUN
うじ〔露地〕．sjuuzi，→：こみち，みち
ろっかく〔6角〕　ruQkaku
ろっびやく〔600〕　／600文dUQpeku，　mu－
　kumui，　ruQpeku，　ruQpjaku／650文
　duQpel〈ilguNzuu，　ruQpjakugutsTzuu
うてん〔露：店〕　？isigee，　nisigee
ろんそう〔論争〕　？iimakasee，．→いいあら
ろんぶん〔論文〕　muNguN　　　　　しそい
?
帝〔輪〕900
：わあ　’waa
フわあわあ’weewee　　　　　「→ゆがめる
＝わいきょくする〔歪露する〕　？iimag圭jUN，
和いせつ〔i隈i褻〕　／～であるhagoosaN，→
　ひわいな
7わいろ〔賄賂〕　sicadil，？usjagimUN
tわし、わし、　？abijaatiijaa，→カミやカ｛や
：わが〔我が〕→’waa／～心’wazimu
：わかい〔若い］’wakasaN／～男’wakawiki－
　ga／～：女’wakaw1nagu／～衆’waka－
　mUN／～時’wakasalni「→なかなおり
わかいさせる踊解させる〕’jahwarakijUN，
わかおくさま〔若奥様〕？ajaameegwaa
冷かがえる〔若返る〕　’wakageejuN　rka．gi
わかぎ〔若太〕　，wakaki，　’wal〈amaagi，　twa一
わかぎみ〔若君〕　，wakaazi，，wakazara（敬
　語），wakaazinumee，→ぼっちゃん，わか
　さま
わかくさ〔若草〕’wakakusa
わかさま〔若様〕？umeegwaa，→わかぎみ
わかしゅう〔若衆〕　→’wakasju，わかもの
わかしらが諾白髪〕’wakas圭raga，’waka－
　slragl
わかす〔沸かす〕　hukasjUR，’wakasjUN
わかだんな〔若旦那］sjuumeegwaa
わかつ［分かつ〕　→わける
わかとのさま諾殿様〕　？umeegwaa・
弩）かば〔若葉3　siNbaa，，wakabaa　　rdaci
わかふ．うふ〔若夫婦〕　／～の世帯七aNkaa－
thh・まつ〔若松〕’wal〈qki．，’wal〈amaagi
わがまま〔我儘3　eimakasi，　hUNdee，’wa－
　gamama，　zimama，→かって，だだをこ
　ねる／～者booeiraa，　bo◎ciriMUN
わがみ〔我が第’wadu，’VL・agami　’
わかみず〔若水〕，wakami4i，（敬語），waka7
　？ubi量
わかめ〔若芽〕　siNbaa
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わか
わかもの〔若者〕　，宙akamUN，一〉せいねん，
わがや〔我が家〕　一〉’waQtaa　fわかしゅう
わからずや　maguraa，　magul’imuN，　na－
　muzaa，　tuturuu，一〉がんこもの
わかる〔分かる〕，waka麺鑑→りょうかい，
　りかいする　　　　　　　ffkayi，リベっ
わかれ〔分かれ・眠れ〕’wakari，一＞huja一一
わかれめ〔分かれ醤rsa．keemi
7わカ・れる〔男ljれる〕　hujakarijuN，　nueUN，
　’wal〈arijuN，　rjuN
わかれる〔分かれる］　’wakajUN，，wakari－
7bかわかしく〔若請じ．く〕’wakaQteeN
わき〔脇〕hata，　kaもahara，　suba／～へ向
　　くことsubaNkee
わきあいあい蹄気蕩i翻’wadaN，　’wat　aN一
・wagoo；　’wagoowadaN
わきあがる廟き上がる〕，wacagajUN
7わきあて〔脇当て〕　’wae玲ibま
わきが〔腋輿〕　’wacikusaa
わきげ〔好き毛〕’wacikuugl
わきざし〔脇差L〕’wacigasi
わきでる〔湧き出る〕　，wacagajUN
わきばら　，joorεし，’」實hwara
わきみ〔脇見〕　，ju｝〈umi
わきみち〔脇道〕’juktunici，’wacimici／～
　をすること’jukubai
わぎり〔輪切り3　kooxumaaziri
わ　く　〔枠〕　　　→kani
わく〔饗〕（織．機名）’waku
わく〔沸く〕hUCuN，　mugeejuN，’waCuN，
　’wazijuN，→たぎる，ふっとう
わく〔湧く・・　］’waCUN
わけ〔訳〕　cimuee，’waciee，’wakl，’wakiee，
　一〉いわれ，じじょう，どうり，ゆ．え，りゆう
わけまえ〔分け前3　bUN，毛uimee，’wai－
　kwii，，wakibuN，，wakimee，→わりあて
わける紛ける］hazuy．，，wakasjUN，’wa－
　kijuN／分け合って食う’jura呂jUN，’ju－
　rajUN／分け合って食：うこと’jura燃
わこう〔和合〕’wagoo，→なか
冷ざ〔業〕　’wa7ya，→おこない，げい
冷ざと？UQtaati，’wagaQtu，’wa4atu，
　→わざわざ
わざわい〔禍〕　，jaku，　kutusab圭，　sabi，，wa－
　7vawee，→siira，がい，やく
わざわざ　？U（≧taati，’WaCakOOgeeZi，’Wa－
　gawaga，→わざと
わし〔鷲〕’wasinutui
わずか　→すこし
わずらい　’wacaree，→びょうき
わずらう願ら〕’waearajuN／煩わされる
　→’waearajUN／わずらわしN・さま’waca－
　reegaNdoo
わすれぐさ（植物名）　kwaiX・SOO
わすれる〔忘れる．3　，wa覇u璃一〉ぼうきゃ
　　く，まるわすれ，ものわすれ
わた〔綿〕　hana，，wata　　　　「eaagirii
わたいれ〔綿入れ〕　，wata？iri，（敬語），N一
わたうち〔綿打ち〕　hana？uci，’wata？uci
わたくし　→わたし
わたくしごと〔私事〕　’watakus圭
わたし〔菰〕’waN，→’wam重，’wanu，わが，
　わがみ／～自身で，waNkuru／～の「wa－
　a一／～の家一〉’waQtaa
わたしたち〔私たち〕　’waQtaa，一〉わ．れわ
　れノ～め→’waQtaa
わたしばこ渡し場〕　tuguci，，watai，，watar
わたしぶね〔渡し舟3’“Tatasihuni　LNzi
わたす〔渡す〕　，watasjUN，→，3uユくutee3UN
わたりろうか〔渡り廊下〕kajui
わたる〔渡る〕　，watajuN／～所，watai
わだん（．櫨物名）’NzaRa／～の葉をすりつ
　ぶしてとった汁，NzanajUU
わっ　／～と言5，waQtukasjuN　　　「ん
わっぷ〔割期’wai｝lu，’waQpu，→わり．い
わび〔詑び〕　一sしゃざい
わぼく〔和睦〕’wabuku，→なカ・なお．り
わまわし〔輪回し〕　koorumaa
：わめく〔喚く〕　？abijUN，　→どなる／～者
　？abijaa／わめき散らす？abiihoojUN／わ
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わん
　　めき散らすさま？abijaatiijaa
市ら〔藁〕　’wara，→’warasiNbuu／～の帯
　　，warasiNbUU？Uubi／～のかご（～の袋）
　　111aagu，　ziibu／～の芯で作った華履，wa－
　　rasaba／～のたわし’wax’agaara
わらいがお〔笑い顔〕’wareegau
わらいばなし〔笑い話〕’wareehanasi
冶らいもの〔笑い者〕　，wareemunuu，，wa－
　　reemuunuu
ゐらう〔笑う〕’warajuN，→’wareekaN－
　zuN，　’wareel〈uzijuN／　・v＊g　？ihii？a－
　haa，　sicirihweeri／笑い転げるさま→
　keer呈kurubi，　t60rikurubi／くすっと～
　　ことkuuWaree／　しいて～こと　，waraa－
　raN．waree，，wareesiizii／にやにや～こと
　namawaree／笑いよう’wareejOO
市らじ〔草韓｝，waragugi，，warazi
市らしべ　sibi，，warasibi，，warasiNbuu
溺らつと〔藁萢〕　hwiN．七U，，wara4igiN
．わらなわ〔藁縄〕　，waragina
市らばい〔藁灰〕，warabee
thらび礫火〕’warabii
thらび（植物名）’warabi　　　rまえ
市らべな〔童名〕　doona，，warabinaa，→な
冷リあて〔回り当て］’waikwii，’wa三mee，
　waQpu，→はいぶん，わけまえ
：わりあてる〔割り当てる〕　kubai？atijuN
7b　Yいん〔翻印〕　，waibaN，，waihu，，wai一
　？iN，　’WaQpu
7わりき〔割り太〕　，wa惣a蓉a勘
thりこむ〔調り込窃’waiNCUN
：わりふ〔劉り符〕　→わっぷ
わりまえ〔上り前｝　→わりあて
わる〔翻る］　，wajUN，→？aakasjUN，，wa－
　CUN／噛んで～kwiiwajUN
南るい〔悪い〕　，janasaN，，waQsaN，，3a－
　na一／～借物’janaziN／～教育’janana－
　raasiノ～X’￥　’janaguSi／～狂い方’3a烈abu－
　ri／～声’janagwii／～心’janagukuru，
　づ批nazi塒uノ～ことcizi，，janakutu／．～こ
1
　　とばja簸aguci，，janamuBli，’janamunu
　？ii／～子供♪janawarabi／～性質’jana－
　　simuci／　～血　，3anaci／～天気，janatiN－
　ci，，jana？waagici／～におい　，5anaka－
　7va／～人’3anaQeu／～風儀’謳n3huuz｛／
　　～道，3an段mici／～もの，janaa，，jana－
　ga七aa，’janamuN／～やりかた’janas1i／
　　～夢’jana？imi／～霊気’3ana茎くazl
わるがしこい〔悪賢恥〕　→わるちえ
わるくち〔悪口〕　gucl，　，3anaguei，　，tlana一
　？ii，　susiri，　susjuu，→Qcugutu，かげぐ
　　ち／～を言5者’janagucaa
わるだ み〔悪巧み〕　’jagi，’jal過da1｛umi，
　，janamUNdakuN，　miiNdakUN，→たく
　　らむ　　　　　　　．．己
　　　　　　　　　　　　　　　ド　に　　　
3わるちえ〔悪知恵3　gaNci，，janadakuma，
　，謳narikugi，，lan％ee，？waa7veρ／～のあ
　　る者gaNeaa，　gaNcikweemUN，鉾etu－
　baa，＄eetubimuN，1？W一山eeもubaa
わるふざけ’janawacakU／～をするさま
　miin粗cihananuci
わるもの〔悪者〕　，janamuN，　NzamUN，
　，warumUN，→，jagl，1あくにん
われ［我〕　，wami，，wanu，→おたし
われがねこ翻れ鐘〕　，warigani
壕）れがめ〔割れ甕〕’warigaami
われなべ〔劉れ鍋〕’warinaabi
われめ〔割れ霞〕　？aaki，，warimi，→きれつ
われもの［割れ物〕　nal’iRIUN，，w3rimUN
われる〔割れる〕　？aakijuN，，warijUN／割
　れたもの，wari
われわれ〔我我〕　’waQtaa，’wasi七a，一一dUU－
　naa／～で，waQtaakuru／～の→，waQ－
　t a
わん〔椀］　makai，，waN，→siruwaN，？U－
　siruwaN，　taawaN，？uuhWira
わん〔湾〕　magai，，waN
わんぱく〔腕白〕　？aNmaku，，janasiQpa，
　maku，＄itimaku，　sitimUN，？uuma－
　ku
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わん
わんりょく〔腕力〕
　　うでっぷし
tibusi，　？usiizikara，　一7わんわん．C圭icaa，
　’　　wauwau罧
’waNwaN，　’wauwau．
?
を（助調）→一3uドkara
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’xN
付 録
　　　　　首里方言読みによる
　　　　　　　地　　名　　一　　覧
1　沖縄旧行政区画名・島名一覧……………………………………819
a　発音・文字別一覧………………………………………………819
　b　行政区域別一覧…………………………………・・…・…………843
2　琉球列島主要島名一覧・・一……一…一一…………・9一……847
3　日本本土および外国の地名………………・一………………・・一848
4　地　図………………6・・………………・・…・……………・・一……850
a　旧首里
b　沖縄本島とその周辺の山岳・河川・港湾・岬など
。　沖縄の旧行政区画
d　琉球列島
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前　置　き
　1の「沖縄旧行敢区画名・農名・一一覧」のうち，行政区画名は主として「沖縄旧慣：地
方制度」（明治26年5月沖縄累内務部第一課）を基として，地名一覧の他の部分は比
嘉春潮氏の記憶を基として作成した。地名の発音はすべて首里方言（比嘉氏の発音に
よる）によるもので，それぞれの土地の現地音ではない。
　1のa「発音・文字別一一覧」は発音（音韻記号）または文字（漢字）によって個々の行
政区画名（間切名，村名など）を検索するための一一waであり，これによって，たとえ
ば特定の村名が酋里方言によってどう読まれるかとい5こと，およびその村がどの間
切に属するかということを知ることができる。1のb「行政区域劉一覧」は行政組織
に基づく一覧で，これによってはたとえばなになに方には阿とい5閥切があるカミ，ま
た，なになに間切に属する村は何と何かということを一覧できる。なお，1のaには
漢字と音韻詑号の両方があげてあるが，bには漢字しかあげてない。また，島名は1
のaにははいっているが，1のbにははいっていなし・。島名は溺に，2「琉球列島主
要違名一一覧」によっても通覧できる。3「日本本土および外潤の地名」は従来からの首
里方言によるそれであるが，その数は至って少ない。
1　沖縄旧行政区画名・島名一覧
a　発音・文字別一・覧
使用上の注愈
（1）地名は，まず語頭音の音韻記号ごとに，すなわち本文編と同じアルファベット
　　ごとにまとめ，つぎにその中で一字目の漢字ごとにまとめてかかげπ。
（2）　地名を音韻詑号によって捜す場合には，その語頭音の音韻記号を手掛かりにし
　　て，その音韻記号の項を通覧してほしい。
（3）　地名を漢字によって捜す揚合には，まず以下の冒次もしくは漢字索引（葱引き）
　　によって一字目の漢字がどの音韻記号の項にのっているかを調べ，それに基づい
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　　てその音韻記号の項に当たり，その漢字の箇所を通覧してほしい。
（4）鴎尻方，中頭方，口頭方は「方」の字を略してそれぞれ農尻，中頭，国頭のよ5
　に記した。また，村名はすべて「村」の字を略した。たとえば，天久村は単に天久と
　詑した。そこで
　　天久？amlku⑨島尻一真和志間切
　とあれば，天久という地名は首里方言では？amiku⑨と発音され（⑰はアクセン
　トの記号），島尻方の真湘志間切に属する村の名であるとい5意味である。また，
　　安里？asatu⑪①島尻一真和志閲切，島尻一具志頭間切，島尻一真壁間切，中
　　頭一中城圏切
　とあれば，安里？ムsatu⑨礁）という村は上記の四つの閻切にあるとい5意味であう。
?
次
?????
?
？i
??
??
k
加
23
Q4
??…?…?…?…?…?…?????????????? ??? ??????
24
Q5
???…?…?…?…?…?…?
25
Q5???????
?????
?????? ??? ?? ?
…………?…?????
?????????????
…?????……???…．????…????…?
? ???
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??????
????????????
?
済添寒
?…???…??…??
? ?? ?……?? ???? ????? ?????????? ? ?? ??
???㌔??
??
?????
?????…???????………? ?? ???………????????? … ?? …? ?? …? ?? ????? ? ????
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　宜　坐（座）　源　i喘　勢　儀　謝…………・・……・…841
（x印は二箇所に重lilしているもの。÷tM印は三箇所に重幽しているもの。）
漢字索引　　（刃引き）
1画一t
2遜八’e
3画一？w大d，？u，’u小k，？u　川k久k
4画天？a，七回簸　内？u　手t　友t　中n
5画石？i北。古h，k白・末s田d，t
　t汀t辺b，h　外h　目m本二世’j
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下s　山・j　与・j
比h水m
平h，t立t玉
???????????????????????????????画6 、?? ?????
?，，
?? 、??
????
? ?? ｛?????
???????｝画讃？a　泡？a　板？i金。，k　宜z　岸。　Pt　g　ee　k
　幸k　東？a，h，k　武d　知。　泊t　長n　並n　波h　牧m
　松m和’・，’w若’w　翠9具9
｝画　泉？三、栄？i　垣k　神k　狩k　建k　胡9　後k　首S
　城9洲s砂＄，？u炬t津9破h　南h　保b，h　前m
　美’N　屋’」
0画　浦？u　翁・u　荻・u　恩？u　兼k　桑k　座7v　島s　高t
　桃m，七　荷n　根n　馬b　浜h　振h　真澱　宮m，　n
l画　掛k　黒k　健k　許e　崎s　済寧　添寧　鳥t　野tt檸h
??㌦???????????????????運??
?
?
?壼?
?
三???
?
???
福
Z
????????
3画　新？a，lt1，　s漢k　源z　塩s　tw　s瑞多　奎
照t　豊t鉢h　鳩h　福h
4画稲？i，？N　嘉k　読，j
5画熱？a　儀z　慶。，9，k　潮s　摩㎜諸mes
?6
z嶺’N
・瀬s，　s
????????
??
????
?2
???????? ?
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　？a
　天　　　　　　　　　　　　　　　　i赤平？akahwira⑪　首里一西之平等
歎？・mik・⑪島尻一飾志願　i赫？。k。Nmi①躯＿小醐切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
天底？amisuku⑨国頭一今耽間切｛阿
　有　　　　　　　　　　　附佐？asa⑪島尻一坐間味間切
有銘？aru翻⑪　国頭一久志間切　　　　i阿波根？ahwagUN⑪　島翼一兼城間切
　安　　　　　　　　　　　阿波連？ahwari⑪属尻一渡嘉敷間切
安仁屋？aNna⑨　中頭一宜野湾間切　　　阿真？ama＠　翻泥一坐間昧闘切
安田？ada⑨　国頭一国頭閻切　　　　　　爾嘉？aka⑨　島尻一坐間味閲切，癌厩
安次嶺？。，i。1ni⑥關＿構駒　i『仲里間切
難事螺認晶翻切懸濫盤w畏鷺　農島
安繊・国酩翻 @陣唱酬融樋頭一騰
安波？ahwa⑪　国頭一国頭巾切　　　　　東仲宗根？agarinal〈a4uni⑪宮古一平・
安麟？。hwaca⑥中頭舗添間切　　良目切
安室？am諭u⑪　中頭一西原間切　　　　　泡
郷？・b・⑪醐玖志融　　泡瀬（港の名）？aasi⑰噸嘆里醐、
萎海面認識購繍＿鴫尻
安慶田？agida⑪　中頭＿碧眼間切　　　　　新
安齢？。gi。。⑨幡＿貼川陶　新垣？・・aka・i⑨①齪一難間切・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中頭＝中城間切
安謝？aza①島尻一真翻志問切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　親城？axagu亭il〈u⑪　劇泥一具志頭閲切，
　赤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中顧一宜野湾問切，寓古一砂川間切，
赤田？akata⑰　首里一南風之平等　　　　　入重山一石垣間切
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新城（酷の名）？aragu學iku⑪　八重山一　　　熱
　石垣間切　　　　　　　　　　　　　　　　　　、熱田？aQta⑥　中頭一中城間切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　b
　辺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬
辺回書b圭nuel⑥　国頭一国頭間切　　　　二天（港の名）batlN⑪　島尻一佐敷間切
　保　　　　　　　　　　　　　　　　　　備
保二三biN⑰　島尻一豊見城闘切　　　　二瀬bii＄i⑨　国頭一本部間切
　　　　　　　　　　　　　　　　　c，9
　dヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　矢目念　ciniN⑨　　島尻一矢目念間切
北谷cataN⑨　中頭一北谷圏切　　　　　　　知念間切ciniN⑪　島尻
北谷間切eataN⑨　中頭　　　　　　　　i　津
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　仲　　　　　　　　　　　　　　　　1津花波gihwanahwa⑰　中頭＿酉原間纈＿N⑰中銑中胴切　1切
轟＿聡⑪＿＿灘謙器欝鯛切
切　　　　　　濠堅，三ki。⑨幅嚇調切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　、
　金　　　　　　　　　　　　　　　　　｛津堅（島の名）gikiN⑪　中頭一勝連間切
金武碗回忌切　編由、蜘・⑰島尻報原点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ金武閻・切ciN⑪　国頭　　　　　　　　　1三二gihwa⑨　中頭一中城間切
岸　　　　　　1許
岸本・i・im…⑪騒一今駝駒i細・ud・⑨礪一名護醐
　知　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醤
知名clna⑥　島尻一知念間切　　　　　　喜：：友名C媒Nnaa⑰　中頭一宜野湾閲切
知花cibana　an　中頭一美里間切　　　　　喜名。圭naa⑨　中頭一読谷山間一切
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喜如何cizuka⑨　熈頭一大宜味間切
喜言揚cisjab3⑪　中頭一中城間切
喜屋武eaN①　島尻一南風原間切，中
　頭一県志川間切
喜屋部・aN①齪一三部闘切
喜屋部間切caN①　島尻
喜瀬cisi⑪　国頭一名護間切
　門
下屋　gibuja〔①　　那覇
　慶
慶伊瀬（鵬の名）eii⑪　那覇港の沖合に
　ある。
?
　大
大工廻daku囮ku⑪　中頭一越来闘切
・（迫meさごを誤って廼と書く習慣と
　なっていた）
田名dana⑪　島尻一伊平屋農
　竹
竹富dakiduN⑨　八重山一石垣間切
竹富（島の名）dakiduN⑪　入重出＿石
　垣間切
　伝　　　　　一
伝道diNdoo⑪　中頭＿北谷間切
　武
武富dakidUN⑪　島尻一i兼城間切
ラe
　八
入重由’eema①（群島の名）
　我
我如古ga琵汰u⑨　中頭一宜野湾目切
??
　我那覇ganahwa⑨島尻一豊見城間切i
　我部gabu⑪　国頭一羽地閲切
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我部視河gabusuka⑨　国頭一羽地間切
我躯gaaza⑨三軍一伊平屋怪
我謝gaaza⑪　中顕一西原間切
　異
呉我guga⑪　　岡頭一羽地間切
呉汁guja⑪　中頭一町原野切
　具
具志guusi⑨島尻一小門閥切
具志川gusicaa⑨　島尻一異志川闘切，
　中頭一具志川間籾
具志川（島の名）gusicaa⑨　協尻一偶
　是名島
異志川間切9US呈caa⑨　島尻，中頭
具志整gusiciN⑤国頭一本部間切
具志頭gusicaN⑥　島尻一具志頭間切
具志頭間切gusicaN⑪　島尻
　翠
翠宮城9US1揃jaa9頗kU⑥　島尻一小
　緑間切
　胡
胡屋guja⑪　中頭一越来間切
　城
城gusil｛u⑪　麟頭一名護間切，国頭一
　大宜味間切
城間gu寧ikuma⑨　　中頭一浦添間切
　越
越来gwiiku⑪　中頭一越来間切
越来間切gwiiku⑪中頭
　慶
慶留間giruma⑨　島尻一坐間味間切
慶留闘（島の名）giruma⑪　島尻一坐間
　味間切
h
　比
比地hwizi②国頭一国頭聞切
比遷定hjaaZOO⑪鵬尻一仲里田切
比屋根hjaagUN⑨　中頭一美羅關切
比嘉hw圭za①　嵩尻一中里間切，中頭一
　中城間切，中頭一勝連問切，宮古丁平
　良乱切
一日hwiza①　中頭一読谷山閲切
　平
平川hwirakaa⑪　島尻一大里幕切
平久保hwirakubu⑨　入重出一富良闘
　切
平田hwirata①　島尻一佐敷間切
平安由hjaN多aN⑨　　中頭一北谷閻切
平安名hjaNna①　中頭一勝連間切
平安坐hjaN4a①　中頭一与那城間切
平安坐（島の名）hjaN多a⑪①　中頭一与
　那城闘切
平良間1切hwirara⑪　宮古幽
平得hwirai⑪　八重山一大浜間切
平敷hw三sici④　職惟一今帰仁間切
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s平耀hwis三ca①噸一ﾋ間切
　古
古堅hurugiN⑨　島尻一大里間切，中
　頭一読谷山闇切
　辺
辺土名　hwiNtuna⑪　国頭一病頭間切
軍戸hwidu⑦　国頭一国頭脳切
辺名地hwinazi⑪岡頭一本部間切
辺千古hwinuku⑪　国頭一久志間切
　外
外間hukama⑪　島尻一東風平間切，
　島尻一知念間切，島尻一佐敷間切
　羽
羽地間切hanizi⑪　羅頭
　百
嚢『名　hjakunεし⑨　　島尻一玉城間切
　舟
舟越（富名腰とも書く）hunal〈usi⑨　島
　尻一玉城間切
　波
波平haNza⑪　農尻一兼城間切，島尻
　一摩文仁間切，中頭一読谷山間切
波照間hatixuma⑨入重由一大浜閻切
波照關（島の名）hatiruma⑪　入重由一
　大浜間切
　束
菓hwigasi①　那覇，島尻一粟国島
菓恩納hwiza？UNna⑥　中頭一美里間
　切
　油
単名城｝ianagusiku①鶴泊一具志頭間
　切
　保
保良hura⑨　宮古一砂川間切
　南
南風之平等hweenuhwira⑪首里
南風見hweemi⑪入重山一石垣間切
南風原hweebaru⑪島尻一大里間切，
　中頭一勝連間切
南風原間切hweebaru⑰　脇尻
　浜
浜hama⑪　島尻一粟圏農，中頭一勝連
　間切，国頭一国頭間切
浜泪hamagaa⑬　中頭一北谷閲切
浜元ha甲mu七u⑨顯一本部間切
浜比蕩（務の名）hamahwiza⑨中頭一
　勝連間一切
　振
振慶名huikina⑪　国頭一羽地閻切
季孚海hukai⑪　入璽山一石垣間切
　堀
馴h。Q，E。⑪蹴＿小四切
　富
冨名四（舟越とも書く）hunakusi⑨　島
　三一玉城間切
富里husatu⑪　農尻一玉：城間一切
固着hu（～ca（①　　国頭一恩納間切
　普
普天闘hutima⑪　中頭一宜野湾間切
　歯
面嶺haeiNmi⑨　島尻一知念闘切
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　鳩
鳩間hatuma⑪　軸重由一宮良閉切、
鳩間（島の名）hatuma⑪入重山ッ宮良
　間切
　福
福地hukuzi⑨　　島尻一喜屋1部間切
福里huku多atu⑥　宮古一輪廻周流
？i
石　　　　　　　　　　揮舎堂？isjad・・⑨中頭一中城閲切
石川？isicaa⑪③　中頭一美里闘切．　　　解祖？i珍U⑪　中頭一浦添間切
石垣？isigaei①　八重山一石垣閻切　　　　伊欝？iei⑨　中頭一一与那城閻切
石垣（葛の名）？isigaci①　入重山　　　　極計（島の名）？ici⑨　中頭一与那城間
石垣間切？isigaci①　入霊山　　　　　　　切
石原？三sj・a・a⑨島尻一摩文仁聞切　　解罪名♀i・ina①島尻一三名島
石高波？isikahwa①　国頭一本部間切　　拶是名（鶴の名）？izina①　農尻（前地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　meezii⑨ともいう）石嶺？isiNMi①　中頭一西原間切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三差川？izasiea⑪　国頭一羽地間切　伊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三原間？ibaruma⑪　入重由一宮良間切研礼？i「ii⑨　島尻一摩文仁間切，中頭
　一4ヒ谷間切　　　　　　　　　　　　　　 伊集？iZU⑨（？NZU〔Dともいう）　中頭一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中城聞切伊平屋（島の名）？ihja⑥　島尻（後地
　kusiz三iQ＞　ともし・う）　　　　　　　　　伊州：？isici①　目尻一真壁間一切
極地？iei⑨　岡頭一国頭間切　　　　　　伊覇？ihwa⑨　島尻一葉風平間切
伊江島（島の名）？i宝zima⑪麟頭池
伊佐？isa⑨噸一麟湾間切　　池原？i，ib。。。⑪中頭一美里陶
三味？珈mi⑨闘一線醐　　池間？i。im。⑨酷一平麟切
伊良波？irahwa⑪島尻一豊見城間切　　　　　　　　　　　　　　　　　　　池間（島の名）？iclma⑪　寓古
極良皆？ira爽mja⑨　（r～iraNna（①とも
　いう）中頭一読谷山間切糸
伊良部？irabu⑥　宮古一下地闘切　　　　糸洲？icuzi⑪　島尻一真壁間切
伊良部（島の名）？irabu⑥　宮古　　　　　糸満？icumaN⑪　島尻＿兼城間切
解団？ihwa⑪　中頭一美里聞切　　　　　糸数？icul｛a4i⑥　島尻一玉城間切
　　　　　　　　　　　　　　　　　828
　西
西江上？iri？wi「i⑪　駅頭一伊江島
西江前？irime’e⑨　国頭一伊江島
西仲宗根？irinakaguni⑪　宮古一平良
　間切
西表？il’i？UMuti①　八重山一大浜間切
西表（島の名）？iri？umuti①　入重由
　板
板遠敷？icarazici⑪　島尻一大里間切
　泉
泉崎？i多UN4aci⑪　那覇
　野
栄野比？inuhwi⑪　中頭一具志川閲甥
稲福？短ahuku⑫　島尻＿大里間切
???
　江
江洲’ii錘⑨　中頭一具志川間切
?」，
　山
出入端，jamanuhwa⑪麟頭一名護間切
凶川，’jamagaa⑪首墾一真和志之平等，
　島尻一南風原間切
山口　，jam3guei⑨　　£尻一一矢ll念間一切
山内’jama．ci⑨　中頭一越来闘切
山田’jamada⑨　磁頭一恩納聞切
山里，5am砺atu⑨　島尻一具志川間切
山tv成　，janユagu學iku⑨　　島尻一喜屡部『闘
　切，島尻一一仲里間切，中頭一美里間切
山原，jaNbaru⑪　国頭：方をい5。
　与
与那’juna①　国頭一国頭間切
与那国（島の名）’junagu輩①入重山
与那城，junagu學iku⑨　中頭一西原聞
　切，中頭一与那城間切
与矧‘城間切’junagugeiku⑨　　中頭
与那原，junabaru⑨　島尻一大里間切
与那嶺，junaNIXIi⑪籔頭一筆即興間切
一与那覇，junahwa⑪　島尻一南風原間一切，
　島尻一佐敷間切，宮古一下地間切
829
・与那覇堂’junahwadooan　首塁二真稲　　屋我’jagaO　国頭一羽地闘切
　志之平等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋田地（島の名）’jagac圭⑰　国頭一羽地
与坐’juga⑪　島尻一高嶺間切，農尻一　　　閻切
　具志頭間切　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋那覇（島の名），janahwa⑪　島尻一伊
与儀’juu・iau島尻一真和志閻切，中　平屋務
　頭一美里間切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋宜’jaazi⑨　中頭一中城閻切
　世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二部，jabu⑨　国頭一名護周切
世名城’junagu錘ku⑨　島尻一東風平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋富祖’jahusu⑪中頭一浦添間切　闘切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　屋1嘉　’jaka⑨　　劇頭一一金武間切世表慶’jUQkwi＠国頭一名護間切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二二比’jakabi⑨　国頭一大宜味間切　屋
屋久前田’jal〈umeeda◎　国頭一大宜　　屋織部i　akabu⑨　島尻一玉城間切
　味人切　　　　　　　　　　　　　　　　屋高名’jakina⑨　中頭～与那城悶切
屋比殆・bik・⑨關7温温　　読
屋良’jara①　中頭一北谷間切　　　　　　　読谷山間切’jUNtaNga⑨　中頭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
JII　　　　　　　i久！eq　1“ugee⑨鮪圷地間切
川上kaakaN＠　国頭一羽地引切　　　　久志kusi⑪　国頭一久志間切
川内（幸地とも書く）kooci◎　中頭一西　　久志間切kusi⑪，嗣頭
　原間切　　　　　　　　　　　　　　　久畑地　　　　　那覇
川照1〈aata⑨　国頭一久志間切　　　　　　久高kudaka⑪　島尻一知念歯切
川平kabira⑪　国頭二浜弓農，入重山　　久高（島の名）kudaka⑨　同素一知念閻
　一石垣關切　　　　　　　　　　　　　　　切
11i崎kaasac三⑨　中頭一具志川間切　　　　久揚kuda⑪　中頭一中城間切
」［1？SS　kaamigu⑨酷一下地間切　久ee」li　k“bagaa⑨醒一西之讐
　久　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小
久手堅kudikiN⑪　島尻一知念間切　　　小波津kuhwagi⑪　中頭一西原問切
回米村1〈uniNda＠　那覇　　　　　　　　小波蔵kuhwaNgwa⑪島尻一輿壁間切
久米島（島の名）kumizima⑪　島尻　　1／1、城1〈Ugu亭iku⑪　島尻一回忌平間切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　830
小浜1〈ubama①　国頭一本部闘切，入重
　山一宮良間切
小浜（島の名）　kubama①　入重由一
　宮良間切
小判kuwaN①　中頭一浦添川漁
小橋川kuhwasica⑨　中頭一西原閲切
小嶺kUNmj①　島尻一渡嘉敷糊切
　古
古宇利ku埴）国頭一今帰仁間切
古宇利（島の名）　kui⑪　国顕一’今帰仁
　開脚
古見kunli⑪　入重山一宮良間切
雷我知kugaci⑪国頭一羽地闘切
古知量kuca⑪　国頭一金武間切
古波蔵kuhwaNgwa⑪　島尻一真和志
　間切
古i謝kuzaa⑪中頭一美里閲切　　●
　米
米須kmnisi⑨　島尻一摩文仁閥切
　来
来間kur鋤a⑪　密古一下地問切
回聞（島の名）kurima⑪　宮古一下鉋
　間切
　金
金畏karara⑪　島尻一豊見城間切
金城1〈anagusiku⑪首里一真和志之
　平等，鵬尻一／」・緑間切
　国
国仲ku鳶勉aka①　宮古一下地間切
繭吉1〈Uiユisi⑨　島尻一高嶺間切
麟揚kukuba⑰島尻一糞瀦志間切
1羅頭方1｛UNzaNhoe①　（山原ともい5）
三頭駒k。N。aN①国臨
i東
｝東風平・。，・。・。。齪徽平闘切
i東風平間切、。，、。daew　n尻
i幸
i幸畿鍮も書いた）㎞’⑪
…轄k・・ci①蘭一名護駒
1　垣
癖一鷹農尻一玉楠
　　神
　神山ka瓶i3a1姐a⑪　中頭一宜野湾間切
　神里kaN多atu⑪　農尻一一南風原間切
1神谷1〈amja⑰（kama⑪　ともいう）　中
i　頭一勝連間切?
1　狩
i狩ec　k・畑・・aen酷呼麟切
i健
　健堅　 kiNkiN⑪　　　国頭一本藷～間切
i後
媛地k・・i・ii⑪島尻一伊平鵬弘・う．
i簸麟・…g・一①島em一，ag間味
i　間切をいう。??
i　兼
i撒kanisi⑪顯一今回馳
i轍k。。ig繍。⑪航謙欄｛狐
i島尻報原蹴島尻一具志川駒
i轍駒k・nig・蜘・齪
i兼箇段kanikadaN⑰　中頭一具志川間
i切
831
?
桑　　　　　　　　　i漢
桑江kwee⑨中頭一北谷間切　　　　漢那kaNnaa⑨国頭一金武閲切
　掛　　　　　　　　　　　　　　　1　嘉
蘇久・・k・b・⑳中軸原間切i蔚刈・…k…鴫尻一具志」・1間
砺醐、　　　　i辮宇ka卿①蘭一繭駒
　賀　　　　　　　　　　　　　　　　　i嘉湯kajoo⑰　国頭一久志間切
賀…k・k…¢島尻一繍切　厳＿、。島尻糊城醐中
勝　　　　i髄前脚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　m
　水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牧
水納m圭Nna⑨　宮古一多良間島　　　　　牧志macisimb　島尻一真和志閲切
水納（島の名）raiNnaen　国頭一本部闘　　露座maeina七u⑪　中頭一浦添間切
　切　　　　　　　　　　　　　　　　　松
水納（島の名）miNna⑨鮎　　　榔【m。gig。。③齪＿飾志間鉱
　顕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鶴尻一小曲間切
臼願瓢idu「uY⑪齪一煙醐松本magimutu⑨噸嘆鯛切
　本　　　　　　　　　　　　　　　　　　松原maφbaru⑨　宮古一砂川間切
本部mutubu⑪島尻一南風原間切　　　前
本部間切nautubu⑨　国頭　　　　　　　前mee⑰　島尻一渡嘉敷間切
　町　　　　　　　　　　　　前川meegaa⑨島尻一玉城間切
町端m。cib。t。⑨噛癖構之鴨鳶倉田mee蛇幡＿瀬駒
　見　　　　　　　　　　　　　　　　　前地meezii⑰　伊是名島をいう。
見里misatu⑨　国頭一大宜味間切　　　　前里meezatu③　宮古一平良問切
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前兼久孤eeganiku（D国頭一恩納間切
前慶良間meegirama⑨　島尻一渡慕敷
　間切をいう。
　真　’、
真玉橋madaNbasi①農尻一豊見城閻切
真志喜masic過中頭一宜野湾間切
真和志maazi⑭　首里一真蒲志之平等
真和志之平等maazinuhwi”ra⑨　首
　験
真和志間切　maazi（符〉　　島尻
真栄田meeda⑰国頭一恩納間切
真栄平rpeedeeraew島尻一真壁間切
真鯉肥卿⑨島尻一離閻嗣・
　入園山一大浜問切
真喜屋maza＠．（maazaanともいう）
　国頭一羽地間切
真嘉比makabi②　島尻一続和志間切
真境名羅azikina⑪島尻一大里閲切
真壁makabi⑪　農尻一真壁間切
真壁閻切inakabl⑪　嵩尻
真謝maza⑪　罵尻一華塁間切
　宮
　宮（mjεしa）はしばしばnaaとも発音
　される。
宮平mjaadeera⑨　農尻一一南風原間切
宮古（群島の名，島の名）mjaaku①宮
　古
宮里　 mjaa」4εしtu（ri〉　　中頭一一美里間切，　　中
　頭一具志川間切，国頭一名護間切
宮良mjaara⑪　入重由一宮良間切
宮良閻切mjaara⑪　八璽山
宮’国mjaagUN⑨　宮古一砂川間切
宮城mjaagusll〈u＠　鵬尻一南風原間
　切，中頭一浦添間切，中頭一与那城閥
　切，国頭一久志間切
　桃
桃里mum臓sa七U⑨　入重山一宮良間切
　盛
盛山mtwijama①　入重山一宮良閲切
　満
満名maNna⑪　国頭一本部間切
　新
新川miigaa①　入重出一石垣間切
　摩
摩文仁mabui⑨　島尻一摩文仁間切
摩文仁間切mabui⑪　篤尻
　壷
掘里mu掴卿⑪中頭一h鷹1
　切
n
　今
今帰仁naciziN⑪国頭一今帰仁間切
今帰仁間切naeiziNGD　国頭
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　中
中城nakagu寧iku⑪　島尻一仲里間切
　の古称
中城瞬切笠ak晦u學iku⑨　中顕
中頭方nakugamihoo⑨
伊野波nuhwa㊥国頭一本蔀間切
　名
名園nagatu⑨　島尻一真壁闘切
名蔵naguva⑪　入璽山一石垣閻切
目轟閲nakama⑨　国頭一恩納閲切
名護間切nagu①　顯頭
　仲
仲井間nakeema⑨　島尻一真和志間切
仲田捻akada⑪　島尻一9堤名鵬
イ中地　naka箔i⑨　　謡｝尻一豊見城閲切，　島
　尻一具志川岡切，宮古一下地闘切
仲西　nakanisiQ）　　中州頁一浦添間切
仲尾！｝akoo⑪　田頭一羽地回切
仲尾次11akOσsi⑨　国頭一今帰仁間切，
　国頭一羽地悶切
乱坐naka3a⑨　島尻一呉志頭間切
仲里naka7vatu⑰　島尻一知念間切
仲里間切nal｛a4atu⑨　島尻（古くは中
　城nakagu串iku⑨といった）
仲村渠nakaNdakari⑪　島尻一玉城間
　切・鵬三一異志川間二
二泊nakadumai⑨　羅頭一恩納間切
仲宗根naka4uni⑨　中頭一越来間切，
　国頭一蹴婦仁間切
仲栄間nal｛eema⑨　島尻一玉城間切
伸程nakahudu⑨　島尻一大里間切
仲間na1〈ama⑥　中頭一浦添間切，入重
　山一石垣間切
1仲筋nakasizien　嘗古一多良閤切
l
i仲嶺nakaN凱i⑨　中頭一呉志川閻切I
l　西?
西nisi①　那覇，島尻一粟磯農
i西之平等nisinuhwira①　首里
i西里nisigatu⑪　宮古一砂川間切
i西原nisibaru⑰　島尻一大里間切；中
…　頭一浦添間切，中頭一美里閻切，中頭
｛　一与那城問切，宮古一平良間切…
　西原間切nisibaru⑪　中頭癩曲・錦尻一具志，欄
1那
二三紬w・⑨（港の名としてはna－
ihw・＠という）
｝長
！長浜　g。h＿。中鰍谷山鵬
　　宮古一下地間切、
｝長堂・・g・d・・①癌貯豊購間切
i三一・・g・m・⑨宮古一平良間切
i並1並里一一瞬本部闘切
i　荷
i荷川取nikaduri⑨　宮古一平良間切
：根
i鰭細・a・・⑳農兵一観燗切
1根路銘niyumiev?
曜尺素ni・a搬i⑨
i．宮
1
…（㎜の項参照）
1野
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国頭一大前盛間切
繭紬一大宜味閻切
野墾nu多atu⑪　中頭一北谷間切
野愚闇ubu⑨　島尻一伊平魚島
賄（島の名）漉。⑨島尻＿伊平鵬
野繭nuguN⑪　中頭一北谷間切
野底nu興ku⑪　八麗山一宮良闘切
野原nubaru⑨　宮古一砂川間切
野嵩nudaki⑨　中頭マ宜野湾間切
　登
登川nub・N・aa＠噸一美皐間切
　　饒
　素論nuhwi⑨　中頭一与那城間切
　饒平名nuhWina⑰　Cjuhwhla⑪とも
　　いう。　もとは1増Uhwina⑪）　爾頭一t
　　羽地閻切
　饒波nuhwa⑨　（nuロhwa⑪，nihwa⑪
　　ともいう）　島尻一豊見城間切， 園頭
1　一大宜味閻切
？N
　伊
僕芸？Nzl⑪国頭一金武間切
伊集？Nzu⑥（？izu⑪ともいう）　中頭
　一中城闘切
　美
美塁間切，N7■atu①　中頭
　港
港il・（港の名）’N・・t“gwaゆa尻一
　奥
奥武？oo⑨　島尻一玉城間切
　稲
稲嶺？NnaNm三⑪
　頭一羽地間切
島尻一大里閥切，国：
’N
t　具志頭闘切
　　嶺
　嶺井，Nmi①　島尻一大里間切
？o
l奥武（島の名）　？00⑪1
?
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島尻一玉城闇切；
?o
　和
和宇慶　　，ooki⑪中頭一中単磁切
s，　g
　下　　　　　　　　　　　　　　i　誉
下地駒、im。。i①鈷　　i醒、j。・。
種鴫薦宮棚三下志書屋simusica①　島尻一知念關切　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　洲鎌sugama（①宮古一下地閣切
下儀保simuziibu①　首墨一西之平等　1　砂
胆』 @　　　　　　i砂辺sin・bi◎中頭一北谷閻切
白保si・・hu⑨種咋離隔　i島
寒　　　　　　1島尻、、m。。、。、⑪躯一鯉閲｛　（］f島
結，、i、、①噸一二醐　　i貯伊平鵬舘坪良駒
佐　　　　i艦曲舳oo⑰　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；畠袋simabuku⑪　島院一大里閻切，中佐手sadi⑤国頭一国頭間切
佐和撫輔酷下欄　仲轍間切
佐敷sasici⑨島尻一佐敷周切　　　・崎
佐敷間切sasiei◎　島尻　　　　　　　i崎山saeijama⑲　首里一南風之平等，志　　　　　　　i獺一今帰燗切，八郵一大浜駒
志多伯sitahwaku⑨　騎尻一東風平間　1麟本部’sacimutubu④　国頭一塞部間
　切　　　　　　　　　　　i切
志堅原、ikiNb。。。㊥re尻一玉城駒i綴…iid。①入動一砺駒
纏蜘島尻一纈切　隔
志慶間sikima⑨　磁頭一今帰仁間切　　；済井出阜imiidi⑨　国頭一羽地間切
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　添
三石轟si⑩　中頭一中城間切
　寒
寒水soozi⑨　国頭一今帰仁間切1
寒水川SUNga＆⑨　首里一真和志之平：等
　惣
惣慶suuki⑨　国頭一金武閻切
　塩
塩川sjugaa⑨宮古一多良間島
塩屋s3uja⑪　国頭一大宜味間切
　新
新里siN鴉tu⑨　島尻一佐敷闘切，宮古
　一砂川間切
　数
数久田piQta⑨　国頭一名護間切
　楚
楚辺subi①　中頭一読谷山間切
　楚洲sus2⑨国頭一閣頭間切
魔南、。naN⑥噸＿難押切
　　潮
　油平sjUNza⑨　島尻一兼城閻切
　　諸
　諸見sjumi①　島尻一撰是名島
　諸喜田sjukita⑪国頭一今帰仁間切
　　瀬
　瀬名波錘nahwa⑨　中頭一読谷鼠1間切
　瀬良垣sirakaci⑨　国頭一恩納間切
　瀬底sisuku⑨羅頭一本部閲切
　瀬底（島の名）sisukU⑪　国頭一本部間
　　切
　瀬長（島の名）sinaga①　務尻
　瀬高寧idaki⑥　智頭一久志間切
　　識
　題名sicina⑨　島尻一莫和志間切
　　　　　　　　　　　　　　　　　　港
　一　　　　　　　　　　　　　　　　　1　友
一名代tiNnasi⑪　国頭～大宜味闘切　　i友利tumal　（D　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　宮古一砂川岡切手　　　i幅寄一…滉藩論
手登根・・d・…鵬尻一切 遠c島等＿①国頭＿切
天　　　　　　1田原・・b・・u⑥出尻一壷細切
天罎ti・項・⑥（ti・na＠ともし・う）一画励。◎幅遺志｝欄
器瀦。中＿志川間切騰1乎鵬一灘一
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狂願tagaNmi⑪　島尻一豊見城間切
　平
平良七eera⑪①島尻こ豊見城間切，島
　尻一大里閲切，中頭一西原間切，國頭
　一久志間切
：平良間切hwirara⑰　宮古
　立
衆岸訟cizisi⑱首星一真和志之平等
　玉
玉代勢tameesian中頭一北谷間切
玉城tamagusiku⑱　島麗一玉城間切
玉城tam。os圭⑬職頭一今帰仁間切
玉城間切tamagupiku⑪　島尻
　汀
汀志良次七圭llirazi⑪　首里一西之平等
二間城ma⑪　職頭一久志間切
　多
多良間（島の名）tarama⑨　宮古
多賀良　tak＝ara（〔Σ〉　　島尻一zj、Jrw…間切
　当
当由　toojama⑨　　鶴尻一玉城間切
当間　toomaaΣ〉　島尻一ノ」、蒋…間切，　島尻一
　大里間切，中頭一中城間引
当蔵toonukura①　欝里一南風之平等
当銘too面①　島尻一東風平間切
　沢
煮紙七a．kusi⑱　中頭一浦添間切
　谷
谷茶t＆Nca①　国頭一・一一・恩納閤切
　泊
泊tumai⑪　那覇，中頭一中城聞切
　炬
二二（港の名）teeNnatu⑨　国頭一今帰
　仁間一切
　桃
拶琶原toobaru⑨　首里一南風之平等，　島
　尻一渡名喜島中頭一酉原間切，中頭一
　美里間切
　寓
高安takeesi⑪島尻一豊見城間切
高江洲takeegi⑪　中頭一具志川間切
高那takana⑨　入重由一富良間切
高畏takaraco　島尻一東風平間切
高志保takasiQPU⑪中頭一読谷山間切
高原takabaru⑨　中頭一美里間切
高宮城takamjaagusikuen（takanaagu一
　學圭kU⑪ともいう）務二一大里切間
高嶺takaNmi⑨島尻一豊見城間切
高嶺間切takaNmi⑪　島尻
高離（島の名）takahanari⑨　中頭一与那
　城間切
　鳥
鳥小卿UNzu繊ゆ首里一南風之平等
鳥島（島の名）tuisima⑪　沖縄群島の島
　の名。
鳥島（島の名）tuisima⑨徳之島西方に
　ある島の名。
　棚
棚原tanabaru⑪　中頭一西原間切
　渡
渡口tuguc1⑪　中頭一中城閣切
渡久地もuguci①　国頭一回忌問切
渡名喜（島の名）tunaei⑥　島尻
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渡具知tuguci①　中頭一読谷由間切
渡野喜屋tUnacaa⑨甲頭一大宜味閻切
渡嘉敷・tukasici⑪　島尻一豊見城間切，
　島尻一渡慕敷闘切
渡窺敷（島の名）tukasiei⑪島尻一渡
　嘉敷間切
渡嘉敷聞切tukasici⑨揃慶良間・〕｝ee－
　girama〔Q）　ともいら）島尻
渡慶次之uldsi⑪　中頭一読谷山醇酒
渡左喬名　tuhwasina⑥島尻一豊見坊黛間切
　登
登野城tunugu寧iku①　入重自一大浜
　間切
　窟
富盛もumui⑨　島尻一東風平闘切
　照
照屋　tiira（薩〉　　匿壽…｝尻一兼城間切，　島尻一
　南風原間切，中頭一越来間切
　豊
豊見城timigupiku⑲　鶴四一豊見城間
　
豊見城間切tiniigu學iku⑪　島尻
？u
　小
小谷？ukuku⑥　島尻一佐敷間切
小那覇？unahwa⑰　中頭一西原閻切
小渡？uudu＠　島尻一摩文仁間切
小隷？uruku⑬　島尻一小緑間切
小緑間切？uruku⑪　島尻
　大
大川？uukaa⑨　八重山一大浜間切
大山？ujama⑪　中頭一宜野湾間切
大中？uhUCUN⑨　首里一南風之平等
大田？uhuta⑪　島尻一具志川間切，中
　頭一具志川間切
大掴名地？uhuhwinaz⑩　国頭＿塞部
　問切
大地？uhuzi⑪沖縄塞饒（？ucinaa⑪）
　をいう
煙？・hu7s・tゆ島尻一品駒，中
　画一i美里間一切
大里聞切？uhu7．atu㊥　島尻
大見武？uhuNcaki⑪　島尻一大里閲切
大東島（鶴の名）？uhu？agariziτna⑪
　琉球列島はるか東方の島の名。
大城？uhugusiku①　島尻一大里間切，
　中頭一中城間切
大神？ugaN⑪　宮古一平良間切
大浦？uhura⑪　岡頭一久志間切，宮
　隅一平良間切
大浜？uhwama⑪　八重由一大浜間切
大浜間切？uhwama⑨　入重山
大兼久？uhuganiku⑪　国頭一名三間
　切，国頭一大宜味間切
大湾？uuwaN⑪　中頭一読谷山闘切
839
大鈍川？udUNgaa⑪首里二真k志之平
　等
大謝名？uhuzana⑪中頭一宜野湾間切
大嶺？uhUNmi⑨　島尻一小舌間切
　内
内金城？u・ikanagusiku⑨首里一三
　志之平等
内間？a・擁a⑪⑳中頭一西原間凱中
　頭一浦添問切，中頭一勝連闘切
　宇
宇久田？Ukuda⑨　中顧一越来闘切
宇三三？ueidumai⑨　中頭一宜野湾閣
　切
乱坐？u4a⑨　中頭一読谷出闘切
上良？ura⑨　国頭一国頭目日
宇茂畑？UNsa①　撫頭一名二間劒
宇根？uni⑨　島尻一仲里口切
宇堅？uciN⑨中頭～具志川間切
字嘉？ukaO　国頭一岡頭閲切
　沖
沖縄（島の名）？uc2naa⑨大地（？uhu－
　zi⑨），地下（zizi⑪）などともいう。
　それに対し，沖縄群島の他の島々を，
　離（hanari（①）　と、・弓。
　砂
砂川？urukaa⑨　宮古一砂川間切
砂1｛欄籾？urukaa⑪　宮古
　浦
潮？・ra・a・i⑨三一本部間切
浦添間切？urasii⑪『中頭
恩納？UNna⑨：整国頭一恩納間切
恩納日切？UNlla⑪　国頭
　運
営天？UNt圭N⑪　国頭一曲婦仁間切
　奥
奥？uku⑪　国頭一国頭間切
沼間？uku憩a⑪中頭一中城間切・磁
　頭一羅頭間切
Su
　大
大三昧’uzimi⑨　国頭一大窟昧間切
大宜味間切’uzimi⑪　国頭
　尊
翁長’unaga⑨　島尻一豊見城間切，中
　頭一西原閻切
　荻
荻堂’L｝Nzeo⑰　中頭一中城間切
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？w
　上
上与男源？wiijunabarua）島尻一大里
　間切
上地？wiici⑥①　中頭一読谷山岡切，中
　頭一越来間一切，宮古一下地間切
上江洲？wiizi⑨島尻一具志川間切，
　中頭一具志川間切
三塁？wiigatu①島尻一喜屋部間切
上原？wiibaru⑨　中頭一与那城間切｝
　八重撫一大浜間切
上間？wiilna⑨島尻一真和志間切
上運天？wii？UNtiNCI）岡頭一一今帰仁間
　切
上儀保？wiiziibu①　首里一西之平等
ゴ宇
宇江城？wiigU＄ikU⑪島尻一真壁間切，
　騰尻一仲豊間切
宇栄田？wiiね⑥　島尻一豊見城間切
宇栄原？wiibaru⑪島尻一小緑閲切
　親
親川？weegaa⑥国頭一羽地間切
親田？weeda⑨国頭一大宜味間切
親泊？weedumaiau国頭一今帰仁間切
rw
　和
蒲仁置’wanja⑨（’wana⑪ともU・う）
　中頭一中城間切
　若
若狭町’W3kasamaci⑪那覇
　湧
湧廻’wakugaa①　麟同一今帰仁閣切
湧稲国’waeinagui⑨　農尻一大塁間切
　地
地下z王zゆ
　い5。
　　　　　　　　　　　z，多
　　　　　　　　　　　　　　宜
沖纒本島（？ucinaa㊥）を　宜寿次ziQsi⑨島尻一東風平間切
　　　　　　　　　　　　　宜二保ziibu⑨　　島尻＿豊：翼、城間切
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宜野坐z短u聡⑪　鷹頭一金武間切
宜野湾zinoON⑪中頭一喧野湾間切
宜野湾閲切zinOON⑨　中頭
　坐（座）
坐安91aa⑪鶴尻一豊見城閲切
坐波7vaahwa⑥　島尻一兼城閣切
坐喜味7．acimi⑲中頭一読釜出間切
坐間味7vamami⑨　島尻一坐間味闇切
　　　　　　　　　　　’
坐闘味（臨の名）多anlalili⑨　　島尻～坐
　間見閥切
坐闘味悶切7。amatni⑨（後慶良開k“一
　Slglrama①ともいう）島尻
　源
源河ziNka⑨錘顛一羽地間切
瑞
瑞慶覧4ikiraNm中頭一中城間切
　勢
勢理客ziQcalscu＠務尻一β堤名島，中
　頭一浦添間切，圏頭一今帰仁間切
　儀
儀保ziibu⑪　首塁一西之平等
儀閥zii皿a＠島規一小蘇圏切，島尻一
　仲里闘切，中頭一読谷山闘切
　謝
謝名zana⑪　国頭一今帰仁闘切
謝名堂z猟濾oo⑨　島尻～仲里間切
謝花zahwaua⑥園頭一一本鄭闘切
謝敷zaziei⑨国頭一岡頭閻切
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b　行政区三脚一覧
（1）首塁
　（首里ヨ平等）
真和志之平等
　莫頼志，町端，山絹，大鈍川，与・那覇
　堂，立岸，寒水1【し金城，内金城
　朋治12隼に与那覇浅鍋は山川村に，
　　：立岸村は寒水川村に，内金城村は金
　　城村にそれぞれ倉併された。
南風之平等
　桃原，大中，当蔵，鳥小堀，赤田，崎
　山
西之平　等
　上儀深，下輩保，赤平，汀志良次，久
　三川
　　草庵12年に上儀保村と下儀保村は
　　合併されて儀保村’となった。
｛2｝那覇
（那　覇　四　町）
西，束，泉綺，若狭町
久米村（古名，朱聡府）・
　久米村の久茂地は一村落をなしてい
　たので明治12年独立に役揚が麗かれ
　た。
泊村
　久米醤と泊村とはもと那覇から独立
　していたが，明治13野縁併されたb
　また，鳥島はもと泊村の管轄であっ
　たが，明治12隼泊村の所属を離れ
　独立となった。
｛3）島尻方
　真和志間切
　　賊名，古波蔵，与儀，国場，真嘉比，
　　天久，安里，上間，松川，牧志，仲井
　　聞，安謝
　　　牧志村中の壺屋は所属がなかったの
　　　で，朋治13年那覇の泉騎村に編入
　　　された。
　豊見城聞切
　　豊見城，宜保，宇栄田，渡嘉敷，保栄
　　茂，塾長，坐安，伊良波，我那覇，仲
　　地，平」蔓，　高嶺，　饒波，　擁1安，金良，
　　長堂，嘉数，真玉橋，根差部，渡橋名，
　　田頭｝
　小　緑　闘　切
　　小緑，田原，堀川，当閲，安次嶺，赤
　　嶺，宇栄原，翠宮城，具志，多賀良，
　　松川，金城，大嶺，儀間，湖城
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兼　城　聞　切
　兼城，田平，糸満，照屋，坐波，賀数，
　阿波根，波平，武富
南風原閲切
　宮平，兼城，与那覇，窩城，津嘉由，
　山川，神里，喜屋武，本部，照屋
大　里　闘　切
　西原，南風原，嶺井，与那原，上与那
　原，古堅，高密城，湧稲岡，稲福，真
　境名，塵取真，平規，当間，大見武，
　大城，稲嶺，仲程，島袋，板良敷，平
　良
高　嶺　間　切
　与坐，大里，国吉，真栄里
東風平間切
　東風平，富盛，世名城，宜寿次，外關，
　：友寄，高良，志多伯，当銘，小城，極
　覇
具志頭間切
　具志頭，新城，破名城，安里，仲坐，
　単坐
玉　城　間　切
　玉城，垣花，仲村渠，蒼名，仲栄間，
　輿武，志堅原，当出，審里，屋嘉部，
　糸数，富名腰（舟越），前川
真　壁　闘　切
　真壁，宇江城，真栄平，新垣，伊敷，
　名里，小波蔵，安里，糸洲
摩文仁聞切
　摩文仁，小渡，米須，石原．伊礼，波平
喜屋部間切
　喜屋部，福地ヅ由城，上塁，束辺名
知　念　閻　切
　知念，久手堅，安坐間，知名，山口，
　仲里，鉢嶺，志喜屋，下志奮屋，久高．
　外間
佐　数　闘　切
　極暑，平田，季登根，屋比久，外間，
　津波古，小谷，新里，与那覇
　（慶良間津蟹切）
渡嘉敷圖切（前慶良閲ともいう）
　渡嘉敷，甫，小嶺，阿波重
鉢閻味闇切（後慶良闘ともい5）
　坐間味，密航，慶留間，阿真，阿佐
　（久米二閲切）
具志規間切
　異志川，仲村渠，仲地，出里，上江洲，
　西銘，大N，兼城，嘉手風
仲里闘切（古くは中城といった）
　宇江城，麗麗定，阿嘉，真謝，字根，
　謝名園，比嘉，島尻，山城，儀間
　（以下四島は島前方に属する）
伊　是　名　島
　伊是名，諸見，勢理客，仲田
研　平　屋　島
　我喜屋，照名，島尻ジ野甫
粟　　国　　島
　西，菓，翁
渡　名　喜　島
　桃原』
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（4｝中頭方
西　原　闘　切
　末吉，平良，石嶺，幸地（古くは川内），
　棚原，翁長，呉屋，津花波，小橋川，
　無間，掛保久，嘉手苅，小那覇，与那
　城，我謝，安室，桃原，小波津
浦添　間　切
　仲間，安波茶，伊糧，牧港，城間，屋
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　西原，宮里，面謝，踊躍，大里，高原，
　比屋根，与儀，松本，知花，登川，池
　原，東恩納，石川，俘波，嘉手苅，由
　城，三富
勝　連　閲　切
　南風原，内間，平安名，平敷屋，浜，
　比慕，津堅，神谷
与那城間切
　与那城，西館安勢理，饒辺，屋慶名，
　平安坐，上原，宮城，伊計
具志川間切
　具志川，田揚，宇堅，天願，安慶名，
　川霧，栄野比，兼三段，江洲，宮里，
　高江洲，臨画，喜屋武，上江洲，大田
（51国頭方（出原）
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大門晦66の1　　　　長野西沢書店
笹土居町25
中区下長麿町　　　　　川　瀬　書　店
中村区堀内町2の33
　　　　　　　　　剥　所書店
市i中京区河原町通六角下ル菓入
布・酉区土佐堀船町6（肥後橋前）
　　生田区北長狭通5丁疑13の9
　　　　　　　　　　　宮井：平安堂
　　 　　　　　　　　今非書店
　　　　　　　　　　山　田書房
16街区3暑
　　　憂崎次郎書店
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各県の宮報販売所ならびに全国主要書店
